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  エロゲー世界でハードモード

  在色情游戏世界中，困难模式

  　我有一个弟弟。他现在小学三年级，和高中二年级的我年纪相差很多。

  　俺には一人の弟がいる。現在高校二年の自分とはかなり歳の差がある、小学三年生の弟だ。

  　他是个对任何人都很温柔，个性开朗的自豪弟弟。

  　誰にでも優しくとても明るい自慢の弟。

  　

  　这样的弟弟将在一周后迎接生日。我当然有问过他想要什么生日礼物，但太过乖巧而不太会耍任性的弟弟回答「什么都好」。

  　そんな弟が一週間後に誕生日を迎える。当然誕生日プレゼントなるものを聞いてみたのだが、良い子すぎてあまり我が儘を言わない弟は「なんでもいい」と答えた。

  　

  『不行！要说任性的话！要拜托哥哥啦！！』

  『ダメぇ！　我が儘いってね！　お兄ちゃんに頼れコラ！！』

  　

  　弟弟如此拒绝，反过来对我提出任性的要求后，才妥协似的说出想要的礼物。

  　そう拒否して逆に俺の我が儘をぶちまけた後、弟は折れる形でプレゼントの内容を語ってくれた。

  　

  　

  　潜行系统——简称DS。近年来在年轻人之间蔚为风潮的游戏。

  　ダイビング・システム──略してDS。近年若者たちの間で話題沸騰中のゲーム。

  　弟弟难为情地提出这个要求。

  　弟が恥ずかしそうに注文してきたのはそれだった。　

  　

  　DS正如其名，是潜行系统……更进一步说明，就是能够潜入游戏中的系统。

  　DSはその名の通り潜る……もっと言えば、ゲームの中に潜ることのできるシステムだ。

  　

  　那并非所谓的VRMMO，而是在游戏中生成特别的角色，以第一人称视角让玩家操作角色的游戏。

  　その中身はいわゆるVRMMOといったものではなく、ゲームの中に特別なキャラクター枠を生成しFPS視点でプレイヤーがそのキャラを操作するといったもの。

  　

  　与VR不同的地方在于没入感。

  　VRと違う点は、その没入感。

  　游戏时会戴上覆盖整个头部的头盔，直接将情报传送到脑中。

  　プレイには頭全体を覆うヘッドギアを用い脳に直接情報を伝達するのだ。

  　这能够直接体验其他世界，说是现代科学的结晶也不为过。

  　これは別の世界を直接体感できる、まさに現代科学の結晶といっても差し支えない。

  　

  　

  　只不过，DS的价格有点高。

  　ただ、DSは値段がちょっとお高い。

  　不，我说谎了。超贵的。

  　いや嘘ついた。めっっちゃ高い。

  　

  　尽管DS很流行，却没出现缺货状况的理由就在于价格。

  　流行しているにも関わらず品切れの状況が生まれていない理由はその値段にあるというわけだ。

  　

  　

  　不过，弟弟总是很乖巧，难得提出任性的要求。

  　しかし、いつも良い子にしてくれている弟のせっかくの我が儘。

  　不帮他实现这个愿望，我就没资格当哥哥。

  　これを叶えてやらなきゃお兄ちゃん失格だ。

  　

  　因此，为了购买就算把每周去便利商店打工的薪水全数奉上也买不起的DS，我决定透过朋友的介绍，去做短期的高薪打工。

  　というわけで週に数回通っているコンビニバイトの給料を全部はたいても太刀打ちできないDSを購入するため、俺は友人の紹介で短期の高額バイトをすることになった。

  　

  　

  　——然而。

  　───なのだが。

  　

  　

  「小、小妹妹……你迷路了吗？」

  「お、お嬢ちゃん……迷子、かな？」

  　

  　

  　被路上一个肥胖大叔担心，银发少女大大地叹了口气。

  　道行く脂ぎったデブのおっさんに心配され、銀髪少女は盛大な溜め息を吐いた。

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　顺利应付掉刚才那个大叔后，银发少女一手提着装有数个饭团和宝特瓶茶饮的塑料袋，坐在附近的公园长椅上。

  　先程のおっさんをうまくあしらった後、片手に数個のおにぎりとお茶のペットボトルが入ったレジ袋を持って近くにあった公園のベンチに腰を下ろした。

  　

  　她用屁股压住长及小腿肚的过长银发，忍不住轻声惨叫。

  　すると脹脛まである無駄に長い銀髪をお尻で踏んでしまい、思わず小さな悲鳴を上げた。

  　

  「……好痛。」

  「……いた」

  　

  　从喉咙发出的声音，是不像是自己会发出的清澈细音。

  　喉から出てきたのは自分の物とは思えないほど透き通った小さい声音。

  　那接近照本宣科的语气，从旁人眼里看来，恐怕会怀疑她是否真的感到疼痛。

  　もはや棒読みに近いそれは傍から見れば本当に痛みなど感じているのか？　などといった疑問すら浮かばせることだろう。

  　

  　我原本打算发出「好痛！」的叫声，但这个身体似乎连这种程度的怪声都发不出来。

  　個人的には「いてっ！？」と呟いたつもりだったのだが、この身体ではそんな素っ頓狂な声も出ないらしい。

  　

  　对不如意的现实叹了口气，少女从身旁的塑料袋里拿出饭团，用樱桃小嘴开始大快朵颐。

  　どうも思い通りにならない現実に溜め息を吐きつつ、傍らにあったレジ袋からおにぎりを取り出し小さな口でそれを頬張り始めた。

  　

  　

  　

  　简单地整理一下事情的经过吧。

  　事の顛末を簡単にまとめてみよう。

  　

  　首先，我被介绍的打工内容是试玩新的DS。

  　まず俺が誘われたバイトの内容は新しいDSのテストプレイというものだった。

  　

  　虽然确实有点可疑，但因为和介绍的朋友感情不错，二话不说就答应了，这多少是我的疏忽。

  　確かに少々怪しい香りはしていたのだが紹介してくれた友人とは仲が良かった為、二つ返事で了承してしまったのは少なからず俺の落ち度と言える。

  　

  　然后打工当天，在奇怪的房间里戴上头罩后，不知为何立刻就睡着了。

  　そしてバイト当日怪しげな部屋でヘッドギアを装着した俺は、何故かすぐさま眠りに落ちてしまった。

  　

  　醒来后，发现自己在陌生城镇的广场上。

  　目を覚ましてみれば自分がいたのは見知らぬ街の広場。

  　这时突然出现一名身穿西装的男子，对我这么说：

  　そこに突然現れたスーツ姿の男は俺にこう言った。

  　

  　

  『包含你在内，五名玩家将从现在开始进行死亡游戏。』

  『あなたを含めた５人のプレイヤーには、これよりデスゲームを行って頂きます』

  　

  　

  　我还记得自己张大嘴巴，一脸呆样地听着他的说明。

  　あんぐりと口を開けたままアホ面でそいつの説明を聞いていたのを覚えている。

  　

  　

  　简单来说，某个有钱的变态成立了这次的DS企划——也就是『赌上性命的游戏实况转播』，而包含我在内的五名打工人员都被卷入其中。

  　要はどこぞの金持ちの変態が今回のDS企画──つまり『命を賭けたゲームプレイの生放送』を立ち上げ、俺を含めた５人のバイトはそれに巻き込まれたということらしい。

  　

  　游戏内容非常简单，就是扮演游戏中某个角色，达成特定任务，收集到指定数量的点数。

  　ゲームの内容は至ってシンプルで、自分はゲーム中とあるキャラクターを演じつつ特定のミッションを達成して得られるポイントを指定された数まで集めるといったもの。

  　

  　点数达到指定数量的人就算通关，可以脱离这个游戏。

  　ポイントが指定の数まで達した者はクリアとし、このゲームから解放される。

  　反之，如果在期限内无法收集到点数，就会被判定为Game Over，肉体也会被杀死。真是危险的游戏。

  　逆に期間内に集められなかった者はゲームオーバーとされ、肉体を殺される。なんとも物騒な話である。

  　

  　其实Game Over还有另一个条件。

  　そして実はゲームオーバーにはもう一つ条件がある。

  　

  　那就是『残机』全部用完——的样子。

  　それは与えられた『残機』が全て無くなった場合──らしい。

  　

  　残机减少的条件有很多种，我的情况是『在游戏中死亡』和『进行性行为，或是摄取男性精液』。

  　残機が減る条件はさまざまなのだが、俺の場合は『ゲーム中の死亡』と『性行為を行う事・もしくは男性の精液の摂取』だ。

  　

  　

  　……嗯，虽然有个部分非常奇怪，但还是先把这件事说完吧。

  　……うん、なんかめちゃくちゃ変な部分があったけど一旦この話を最後までしよう。

  　

  　

  　这个世界似乎是所谓的成人指定，也就是俗称的『色情游戏』的虚拟空间。

  　この世界はいわゆる成人指定、俗に言う『エロゲー』を主とした仮想空間らしい。

  　玩家在这里扮演角色，为了通关而费尽千辛万苦的模样，会透过违法的视频网站实况转播——这就是死亡游戏的内容。

  　そこでプレイヤーがキャラクターを演じ、彼らがクリアの為に四苦八苦する様子を違法な動画サイトで生放送する──というのがこのデスゲームの内容だ。

  　

  　

  　

  　整理好了吗？嗯，整理好了。

  　まとまったかな？　うん、まとまったな。

  　那么来吃饭团吧。

  　じゃあおにぎりを食べよう。

  　

  「……好吃。」

  「……うま」

  　

  　我有点想哭，但还是勉强自己把一开始拿到的少许现金所买来的食物塞进肚子里。

  　若干泣きそうになりつつ、最初に支給された少ない所持金で手に入れた食料をむりやり腹に詰めていく。

  　明明是虚拟空间却会感到饥饿，听起来很奇怪，但不吃的话，空腹的感觉会很难受，所以也只能这样了。

  　仮想空間なのに腹が減るというのもおかしな話なのだが、食べなきゃ空腹の感覚が辛いのでこうするしかない。

  　

  　我用宝特瓶装的茶把饭团吞下肚，暂时把吃饭这件事告一段落。

  　ペットボトルのお茶でおにぎりを流し込みとりあえず食事はいち段落した。

  　

  　接着我从口袋里拿出手机，打开画面。

  　そしてポケットからスマホを取り出し画面を表示させる。

  　上面显示着残存玩家的数量和我大致上的状态。

  　そこには残存するプレイヤーの数と俺の大まかなステータスが表示されていた。

  　

  　

  　玩家人数目前还有五个人。没有人Game Over，这点让我很开心……但是，我不知道他们分别扮演着什么『角色』。

  　プレイヤー数は未だ５人。誰もゲームオーバーになっていないことは嬉しい……のだが、彼らが何の『キャラクター』になっているのかが分からない。

  　

  　当然，我希望其他玩家能和我合作，但就立场而言，他们也有可能是敌方角色。

  　もちろん同じプレイヤー同士で協力したいところなのだが、立場的に敵キャラになっている可能性も少なからずある。

  　

  　而且，因为没有方法可以判断哪个角色是玩家，所以现状只能一个人想办法，这点很辛苦。

  　それにどのキャラクターがプレイヤーなのかを判断する方法も無いため、現状は一人でなんとかするしかないのが辛い所だ。

  　

  　

  「……移动。」

  「……移動」

  　

  　我一边对从口中发出的平板声音感到厌烦，一边从公园的长椅上站起来。

  　口から出てくる棒読みボイスに辟易しつつ俺は公園のベンチから立ち上がった。

  　现在时间是早上七点。总之，我决定先在早上到周围散步。

  　現在時刻は早朝の７時。とりあえずまずは朝の内から周囲を散策することにした。

  　

  　我一边在住宅区小步走着，一边操作手机画面。

  　住宅街をちょこちょこと歩きつつスマホの画面を弄ってみる。

  　然后我打开别的页面，浏览上面的内容。

  　そして別のページを表示させ、そこの内容に目を通した。

  　

  　上面写着我的详细个人资料和被指示的任务内容。

  　書かれているのは俺の詳細なプロフィールと指示されたミッションの内容だ。

  　

  　

  【角色名：莉娅　能力：无】

  【キャラクター名：リア　能力：無し】

  　

  【任务No.1：成为主角的第一女主角】

  【ミッションNo.1：主人公のメインヒロインとなること】

  　

  　

  　其他还有很多细节，但重要的是这部分。

  　他にも細かく書かれているが大事なのはこの部分。

  　看来，我在设定上似乎是『从邪恶组织的实验场逃出来的不幸少女』。

  　どうやら俺、設定的には『悪の組織の実験場から逃げてきた薄幸の少女』になっているらしい。

  　

  　然后被赋予的任务是成为第一女主角。

  　そんでもって与えられたミッションはメインヒロインになること。

  　也就是说——要让主角进入自己的路线。

  　これはつまり──主人公を自分のルートに進ませる、ということだろう。

  　

  　虽然还有其他各种任务，但分数最高的就是这个。

  　他にもいろいろミッションはあるがポイントが一番高いのはこれだ。

  　

  　

  　……明明必须成为工口游戏主角的第一女主角，但要是做了色色的事就会死，这算什么啊。简直莫名其妙！

  　……エロゲー主人公のメインヒロインにならなきゃダメなのに、えっちなことしたら死ぬってなんなんだ。まるで意味が分からんぞ！

  　

  　

  　根据事前的说明，这个工口游戏似乎是所谓的『能力战斗类』。

  　事前の説明によればこのエロゲーはいわゆる『能力バトルもの』らしい。

  　然后被赋予的残机有3条。

  　そして与えられた残機は３つ。

  　

  　仔细想想，这难度也太高了吧。

  　よく考えてみれば、これめちゃくちゃハードモードなんだよな。

  　

  　我必须在不被邪恶组织杀死的前提下，回避色色的事，成为工口游戏主角的第一女主角，而且还要在没有能力的情况下，度过即将爆发激烈能力战斗的世界——我被强迫做这些事……嗯，不可能！(笑)

  　俺はこれから悪の組織に殺されないようにしつつ、えっちなことを回避してエロゲー主人公のヒロインになり、なおかつ激しい能力バトルが勃発するような世界を無能力で乗り切れ──と強要されてるわけだ。……うーん、無理！(にっこり)

  　

  　

  「……不可能。」

  「……むり」

  　

  　我小声说着泄气话，看向设置在十字路口的曲面镜。

  　小さな弱音を呟きつつ十字路に設置されているカーブミラーをみた。

  　镜子里映照出的不是熟悉的男高中生。

  　そこに映っている自分は見慣れた男子高校生ではない。

  　

  　

  　而是穿着袖子过长的宽松连帽衫，却穿着相对短的百褶裙，酝酿出不可思议氛围的矮个子银发少女。

  　袖が余っているブカブカなパーカーを着こみ、それに反して短めなプリーツスカートを履いたなんとも不思議な雰囲気を醸し出している低身長の銀髪少女。

  　

  　稍微反射光线的银发不仅长到腰际，甚至长到小腿。因为被风吹会很碍事，所以用口袋里的发圈把头发绑成一束，也就是所谓的马尾。

  　軽く光を反射するほどの艶がある銀髪は腰どころか脹脛まで伸びている。風に吹かれるといちいち邪魔だったので、ポケットに入っていたヘアゴムで後ろ髪は一つにまとめた。いわゆるポニーテールだ。

  　

  　色素淡薄，似乎对太阳光没有抵抗力的白皙肌肤，整体给人一种肉很少的印象。虽然……并不是骨瘦如柴，但看起来很不健康。当然胸部也很平。

  　色素が薄く太陽の光に弱そうな白肌は全体的に少し肉つきが足りない印象を受ける。ガリガリに痩せ細っている……というわけではないが、少なからず不健康そうに見えてしまう。当然胸も控えめだ。

  　

  　

  　根据设定，我直到昨天为止都是非人道实验的白老鼠，似乎是看不下去的温柔研究者让我逃了出来。我是假面骑士吗？

  　設定によれば俺は昨日まで非人道的な実験台にされており、それを見かねた心優しい研究者に逃がされたらしい。仮面ライダーか何か？

  　

  　虽然被做了各种实验，结果却毫无能力这点，也让我对角色设定感到更加傻眼。

  　いろんな実験されてた割には結局無能力なのも俺のキャラ設定への呆れに拍車をかけている。

  　

  　我的角色到底是什么啊？太没有优点了吧。

  　俺のキャラマジで何なんだ。良いところが無さすぎる。

  　

  「唉……」

  「はぁ……」

  　

  　少女刻意地叹了口气，脸上只有『面无表情』四个字可以形容。

  　わざとらしい溜め息を吐く少女の顔は『無表情』の一言に尽きる。

  　似乎是受到实验影响，感情被封闭的后遗症。

  　実験の影響で感情を塞ぎこんでしまったその名残らしい。

  　

  　虽然我本身感情丰富，但这个身体却无法表现出来。

  　俺自身はバリバリ感情たっぷりなのだがこの身体ではそれが表現できない。

  　焦急或惊讶时，脸部肌肉也不会动，也无法大声说话。应该说，无法流畅地说话。

  　焦っても驚いても顔の筋肉は動かないし大きな声も出ない。というかテンポよく喋れないのだ。

  　也就是所谓的面无表情角色。

  　いわゆる無表情キャラ。

  　

  　

  　——在做色色的事时，会露出性感的表情，也会发出喘息声，设定上是这样。

  　──えっちな事に及ぶ際は官能的な表情をして喘ぎ声も出てくると設定に書いてあった。

  　谁管你啊笨蛋。要是真的那样，就会因为失去一命而死，根本是垃圾设定。

  　知るかバカ。それやったら残機が減るとか死に設定じゃねぇか。

  　

  　

  「走吧……」

  「歩く……」

  　

  　总之先走吧，专心收集情报。

  　とりあえずは歩いて、情報収集に専念しよう。

  　不管怎样，不先找到主角就没办法开始。

  　兎にも角にもまずは主人公を発見しないと話にならない。

  　

  　智能手机有照相机，可以分析拍摄的人物，所以只要简单地找出显示为『主角』的人物就行了。

  　スマホにはカメラに映した人物をキャラクター分析する機能があるので、簡単な話そこに『主人公』と表示される人物を探せばいいわけだ。

  　

  　

  　而且这里是色情游戏的世界。

  　それにここはエロゲーの世界。

  　既然银发少女的我是女主角，主角应该就是男学生或肮脏大叔的二选一吧。虽然多少会有例外，但就先别想这件事吧。

  　銀髪少女の俺がヒロインになる以上主人公は男子学生か汚いおっさんの二択だろう。多少例外はあるだろうが、そこは一旦考えないようにする。

  　

  　如果这里是催眠或暴发户或性行为描写为主的『撸作』类型的世界，攻略几乎是不可能的。

  　催眠とか成り上がりとか性行為描写が主とされる『抜きゲー』寄りの世界だとしたら、攻略は不可能に近い。

  　以性兴奋为目的的作品中，不能做色色的事的女主角根本不能算是女主角，所以也没办法。

  　性的興奮が目的の作品でえっちなことが出来ないヒロインとかヒロインじゃないからしょうがないね。

  　

  　

  「……嗯——」

  「……うーん」

  　

  　我维持着想睡的面无表情，发出低吟声。

  　眠そうな無表情のまま唸り声を上げた。

  　我一边在周围散步，一边用智能手机的相机拍照，但路上的行人全都是路人角色。

  　周囲を散策しながらスマホのカメラで撮影をしていたのだが、道行く人々はどいつもこいつもモブばっかりだ。

  　

  　我原本以为早上在住宅区的话，应该是学生主角上学的时间，但地点不好吗？

  　朝の住宅街となれば学生の主人公が登校する時間だと踏んでいたのだけど、場所が悪かったかな？

  　

  「……学校在哪里呢？」

  「……学校、どこだろ」

  　

  　我一边说，一边用智能手机启动地图应用程序。搜寻的是周围的小学、初中以外的教育机构。

  　そう言いながらスマホで地図アプリを起動させた。検索するのは周囲の小・中以外の教育機関だ。

  　大部分的色情游戏，上学的学校不是在住家附近，就是宿舍生活，通常只有这两种选择。

  　大抵のエロゲーは通っている学校が家の近くにあるか、寮生活の二択だと相場が決まっている。

  　

  　我祈祷着瞒着父母和弟弟培养的经验不会白费，朝显示的最近的学校走去。

  　親や弟に隠れて培ってきた経験が無駄にならない事を祈りつつ表示された一番近い学校に向けて歩き出した。

  　

  　

  　

  「……这是什么？」

  「……なに、これ」

  　

  　我口中不禁发出带着动摇的颤抖声音。

  　つい、動揺を含めた震える声音が口から漏れた。

  　

  　闯入我眼前的是连购物中心都会吓一跳的巨大设施。

  　俺の目の前に飛び込んで来たのはショッピングモールもビックリな巨大施設だ。　

  　我急忙确认地图应用程序，这里果然是『露惠学园』没错。

  　焦って地図アプリを確認したのだが、やはりここが『露恵学園』であることは間違いなかった。

  　

  　

  　……也、也是啦，色情游戏的学园确实会莫名充实。

  　……ま、まぁ確かにエロゲーの学園って無駄に充実してるしな。

  　

  　我稍微看了学园的网站，上面写着国内屈指可数的学校法人，很明显这里就是故事的主要舞台。

  　ちょっと学園のサイトを覗いてみたけど、国内有数の学校法人とか書いてあったしここが物語の主な舞台だってことは明白だ。

  　

  　不然的话，这种学园根本没理由存在于色情游戏的世界。

  　じゃなけりゃこんな学園がエロゲー世界に存在する理由なんてない。

  　

  　根据网站，这间露惠学园有各种运动设施、咖啡厅和餐厅，简直就是最适合创造角色个性的舞台。

  　サイトによればこの露恵学園は各種スポーツ施設やらカフェやらレストランやらなんでもござれらしいので、まさにキャラクターの個性を作るのには最適な舞台だ。

  　

  　如果是用催眠术建立后宫的色情游戏，主角也有可能是大叔，但这个世界的类型是『能力战斗』。在这个时间点，主角是学生这件事就很明显了。

  　催眠術でハーレムを築く様なエロゲーだとおっさんが主人公の可能性もあるが、この世界のジャンルは『能力バトル』だ。この時点で主人公が学生なのは明白だろう。

  　

  　

  　既然如此，要做的事只有一件。

  　となれば、やることは一つ。

  　我举起相机，在校门口待机。

  　カメラを構えて、校門の入り口で待機だ。

  　

  「……呵呵。」

  「……ふふ」

  　

  　感觉状况终于有进展了，我稍微笑了。当然声音是死板的，但我真的很开心。我摆出胜利姿势。

  　ようやく状況が前進した気がして少し笑った。もちろん声は棒読みだけど嬉しいのはホントだ。ガッツポーズもしてやる。

  　

  　

  　

  「然后啊～」

  「でさ～」

  　

  「真假？那好像很不妙耶～！」

  「マジ？　それってやばそう～！」

  　

  　不久后，学园的校门前开始出现零星的学生。

  　程なくして、学園の校門前に生徒がチラホラ現れ始めた。

  　我躲在学园外种的大树阴影处，把智能手机横摆，举起相机。银发也很显眼，所以我用连帽外套的帽子遮住头。

  　学園外に植えられている大きな木の影に隠れつつ、スマホを横にしてカメラを構えた。あと銀髪もかなり目立つのでパーカーのフードで頭を隠しておく。

  　

  　主角，欢迎光临……我一边这么想，一边确认手机画面。

  　おいでませ主人公……なんて考えながらスマホの画面を確認する。

  　画面上显示的都是路人、路人、路人，连主要人物都不是。

  　表示されるのはモブ、モブ、モブと、主要人物ですらない。

  　

  　毕竟现在是早上，来上学的应该都是来晨练的社团成员吧。

  　まぁ今は早朝ということもあって登校しているのは朝練に来た部活連中なのだろう。

  　主角通常都是回家社，或是参加特殊的社团，所以就算来上学，应该也会晚一点。

  　主人公はだいたい帰宅部か特殊な部活に所属してるのが常なので、登校するにしてももう少し遅いのかもしれない。

  　

  　

  　等了几分钟后，我为了不错过任何一个学生，把镜头对着校门。这时，画面上出现了『路人』以外的文字。

  　待つこと数分。一人も見逃さないようにカメラを向けている途中でカメラに『モブ』以外の文字列が表示された。

  　

  「啊——莲斗？抱歉，我先来学校了。对对，因为老师拜托我……哦，中午在食堂见。」

  「あー、蓮斗？　わり、先に学校来ちまった。そうそう、先生に頼まれてたからさ。……おう、昼は食堂でな」

  　

  　一名少年边走边讲电话，从我眼前经过。

  　スマホを耳に当てながら歩いている少年が目の前を通った。

  　我再次把镜头对着他，画面上显示『田宫浩太：主角的朋友』。

  　今一度カメラを向けてみれば、そこには『田宮浩太：主人公の友人』と表示されていた。

  　

  　我稍微看了下他的设定，他和主角从初中就认识了。现在和主角不同班，在学校只有上下学和吃午餐时会遇到主角。

  　軽く設定に目を通してみれば彼は主人公と中学からの仲とある。今は主人公とは別のクラスで、彼と学校で会うのは登下校や昼食の時らしい。

  　

  「……得记下来。」

  「……メモ、しなきゃ」

  　

  　我喃喃自语，打开笔记APP。

  　ぼそっと呟きながらメモアプリを起動させた。

  　接下来要接触的不只是主角，记住重要人物是再好不过的事。

  　これから相手をするのは主人公だけではないだろうし、重要人物を覚えておくに越したことはない。

  　

  　我迅速写下名字和角色，然后切换成相机模式。

  　さっと名前と役割だけ書きすぐさまカメラに切り替えた。

  　

  　

  　朋友田宫浩太进入校舍后过了几十分钟，又出现了路人以外的人物。

  　友人の田宮浩太が校舎内に入って数十分後、またもやモブ以外の人物が現れた。

  　这次是女生，她站在校门前等待。

  　今度は女子で校門前に立って待機している。

  　

  「……藤堂、文香？」

  「……藤堂、文香？」

  　

  　我复诵显示的名字，看着状态栏和设定。

  　表示された名前を復唱しつつステータスや設定を見ていく。

  　

  　她五官端正，个子也高。长长的黑发绑成一束，制服上那对显眼的巨乳很有特色。

  　キリッとした顔立ちで背も少し高い。長く伸びた黒髪を一つに縛り上げていて、制服の上からでも主張してくるその大きな胸が特徴的だ。

  　

  　她的角色是女主角候补，设定是剑道社。能力是身体强化……相当好懂。

  　役割はヒロイン候補。設定は剣道部とのこと。能力は身体強化……と、中々分かりやすい。

  　

  　她和主角在一年级时偶然遇到便利店抢匪，两人一起击退了抢匪，因此认识。这个世界果然是仿生莲斯……

  　主人公とは一年の頃にコンビニ強盗と偶然居合わせたところ、二人で一緒に撃退したことで知り合ったらしい。やっぱりこの世界バイオレンスですね……。

  　

  　看她那副坐立不安的样子，应该是在校门前等主角吧。

  　あのソワソワした様子を見るに彼女は校門前で主人公を待つつもりなのだろうか。

  　

  　

  　我盯着她看，这时一名少女跑到藤堂文香面前。

  　じっと彼女を見つめていると、藤堂文香の前にひとりの少女が走ってきた。

  　

  「啊——！这不是文香学姐吗！」

  「あー！　文香先輩じゃないですか！」

  　

  「唔？……哦，是阳菜啊。」

  「むっ？　……あぁ、陽菜か」

  　

  　一名绑着披肩双马尾的红发少女挥着手，在藤堂面前停下脚步。

  　手を振りながら藤堂の前で足を止めた赤髪ツーサイドアップの少女。

  　她脖子上围着围巾，个子娇小，胸部却很大……又是巨乳啊。

  　首にマフラーを巻いており小柄ながらもその胸は大きい。……また巨乳ですかそうですか。

  　

  　从她的用词可以知道，她是藤堂的学妹。话虽如此，她似乎不是剑道社的。

  　言葉遣いからも分かる通り、彼女は藤堂の後輩だ。といっても剣道部というわけではないらしい。

  　

  　自由之丘阳菜，也是女主角候补。没有参加社团。

  　自由ヶ丘 陽菜、役割はこれもヒロイン候補。特に部活はやっていない。

  　能力是飘浮。可以让触碰到的东西飘起来，也可以让自己飘起来。

  　能力は浮遊。触れたものを浮かせたり、自身も浮かせることが出来る。

  　

  　她和主角在同一家便利商店打工时认识。顺带一提，她在店里是主角的前辈。

  　主人公とは同じバイト先のコンビニで知り合ったらしい。ちなみに彼女はバイト先では主人公の先輩だ。

  　

  　两人和乐融融地聊着天，留在原地。看来自由之丘阳菜也决定在这里等主角。

  　二人は仲良さそうに会話をしつつその場に留まっている。どうやら自由ヶ丘陽菜も、ここで主人公を待つことにしたようだ。

  　

  　

  　看到这里，我明白了一件事。这个世界虽然是「能力战斗故事」，但异能力似乎并非常识。

  　ここまで見て分かったことだがどうやらこの世界は『能力バトルもの』ではあるものの、異能力が常識というわけではないらしい。

  　

  　目前没看到有人在日常生活中使用能力，而且路人角色中没有能力者。

  　今のところ日常的に能力を使用している人間は見られないし、そもそもモブには能力持ちがいなかった。

  　也就是说，她们都隐瞒着能力，过着学园生活。

  　つまり彼女たちは能力を隠しつつ学園生活を送っているというわけだ。

  　

  　

  「……啊。」

  「……あっ」

  　

  　

  　当我用手机拍摄周围时，屏幕上显示某个词汇的瞬间，我不禁叫出声。

  　周囲を撮影していたスマホにとある単語が表示された瞬間、思わず声が出た。

  　

  　画面上是一名黑发长度适中、身高适中、长相也适中的少年。

  　画面に映っているのは、ほどほどに黒髪が長くほどほどに身長が高くほどほどに顔が整った少年。

  　在恋爱AVG或文字冒险游戏中，这种外表被称为「普通」，特征是缺乏特征。

  　それは恋愛ADVやノベルゲームにおいて『普通』と称される、特徴が無さすぎるのが特徴な見た目。

  　

  　

  　

  　——主角出现了！

  　───主人公キター！

  　

  　

  　

  「太、太好了……」

  「や、やった……」

  　

  　我低调地摆出胜利姿势，看到手机上显示的「主角」两个字后，又再次用力摆出胜利姿势。

  　控えめにガッツポーズをし、スマホに表示されている『主人公』の文字を見てもう一度深くガッツポーズをした。

  　

  　哦哦，真是个好兆头！没想到第一天就找到包含主角在内的主要角色！

  　うおー、幸先いいぞ！　まさか一日目にして主人公を含めた主要人物たちを見つけられるなんて！

  　

  「呵呵……」

  「ふふ……」

  　

  　我面无表情地为这个好开始感到开心，同时看着近在眼前的游戏画面。

  　好調な出だしを無表情で喜びつつ目と鼻の先で繰り広げられるゲームの光景を眺める。

  　我再次用手机对准一脸嫌麻烦地和两名女主角对话的他。

  　ヒロイン二人と若干面倒くさそうに会話している彼に、改めてスマホを向けた。

  　

  　

  　海夜 蓝斗。能力是暂时复制他人的能力。

  　海夜 蓮斗。能力は他人の能力を一時的に使用できるコピー。

  　

  　学力普通，但因为从以前就稍微锻炼过，所以擅长运动……出现了，神秘的锻炼设定。这种设定很常见呢。

  　学力は並みだが昔から少し鍛えているので運動は得意。……出た、謎の鍛えてる設定。あるあるだよなこれ。

  　

  　和小一岁的妹妹两人一起生活，父母因为出差不在家。

  　一つ下の妹との二人暮らしで両親は海外出張中で不在。

  　虽然没有参加社团，但因为「某件事」，每天都很忙碌。

  　部活には所属していないものの、『とあること』が原因で毎日大忙し。

  　

  　天生怕麻烦，但看到有困难的人，会忍不住伸出援手的滥好人。

  　生来面倒くさがりだが困ってる人にはつい手を差し伸べてしまうお人好し。

  　

  　

  　大致上的设定就是这样。完全符合标准呢……好，不能太心急。今天就只把时间用在观察和收集情报上吧。

  　大まかな設定はこんなもんか。まさにテンプレ通りだな。……よし、焦りは禁物だ。今日は観察と情報収集だけに時間を使おう。

  　

  「哦，文香和……阳菜啊。」

  「おー、文香と……陽菜か」

  　

  「学长，你那张嫌麻烦的脸是什么意思！」

  「何ですか先輩、その面倒くさそうな顔は！」

  　

  「没有啦，我只是早上起不来而已。」

  「いや、朝弱いだけだって」

  　

  　海夜莲斗用手搔着后脑勺，毫不掩饰嫌麻烦的态度，敷衍着学妹。自由之丘鼓起脸颊抗议。

  　自分の後頭部を手でかきつつ明らかに面倒くさそうな態度を隠さず、後輩をあしらう海夜蓮斗。頬を膨らませてそれに抗議する自由ヶ丘。

  　看着两人的藤堂露出苦笑。看来这是司空见惯的光景。

  　そんな二人を眺めている藤堂は若干苦笑いをしている。どうやらこれはいつもの光景らしい。

  　

  　

  　——这是司空见惯的光景？

  　──これが、いつもの光景？

  　

  　

  　等一下，也就是说……

  　まてよ、ということは、だ。

  　

  　这个世界的「共通路线」，已经比我想象中更往前进……

  　思っていたよりこの世界の『共通ルート』がかなり進んでしまっている……ということになるぞ。

  　现在的色情游戏，女主角们一开始不会这么容易就对主角心动。

  　今どきのエロゲーで、最初からこんな風にヒロインたちがデレているのはそうそう無い。

  　

  　因为这样就失去攻略的乐趣了。

  　それでは攻略するうまみが無いからだ。

  　必须自己提升好感度，攻略游戏中的女主角才会有趣。

  　自分の手で好感度を上げてこそゲームでのヒロイン攻略が楽しくなる。

  　

  　之所以会变成这样，恐怕是因为主角已经攻略过好几个提升女主角好感度的场面。

  　こうなった状況はおそらく少なからず主人公がヒロインの好感度が上がる場面を、既に幾つかクリアしてしまっているからだ。

  　

  　因为是虚拟世界，所以不知道主角是被其他玩家或死亡游戏主办人操控，还是AI的自律状态。

  　仮想世界ゆえに主人公が他プレイヤーやデスゲーム主催の人間が操っているのか、はたまたAIによる自律状態なのかは分からない。

  　无论如何，如果放着不管，主角一定会优先往目前好感度高的女主角路线前进。

  　どちらにせよこのまま放っておけば必ず現時点で好感度の高いヒロインルートへ優先的に進むだろう。

  　

  　

  　出乎意料。或许该稍微着急一点。

  　予想外だ。これは少々焦った方がいいかもしれない。

  　

  「……咦？」

  「……あれ？」

  　

  　我冒着冷汗看着他们，发现海夜身边不知何时站了一位娇小的少女。

  　冷や汗を流しながら彼らを見ていると、いつの間にか海夜の隣に小さな少女が立っている事に気がついた。

  　

  「哎呀，这不是菲莉斯吗？你什么时候来的？」

  「おや、フィリスじゃないか。いつのまに？」　

  　

  「……刚刚。我看到你们……在说话。」

  「……つい、さっき。話してるの、見えた……から」

  　

  　被藤堂搭话的少女面无表情，结结巴巴地回答。

  　藤堂に話しかけられたその少女は、無表情のままたどたどしい喋り方で返事をした。

  　我一边对突然出现的她感到焦虑，一边将镜头转向少女。

  　唐突に現れた彼女に焦りつつ俺はカメラをその少女に向けた。

  　

  　

  　水蓝色的头发，发型是短鲍伯头。比主角矮一个头，面无表情的气质与其说是酷酷的，不如说是神秘。

  　水色の髪の毛で髪型はショートボブ。主人公より頭一つ小さく、その無表情な雰囲気からはクールというよりミステリアスな印象を受ける。

  　

  　名字是菲莉斯・雷诺拉。能力是冰系，大致上都能使用。

  　名前はフィリス・レイノーラ。能力は氷使いっぽいことなら大体できる。

  　因为懂事前就搬到日本，所以虽然名字是英文名，但骨子里是地道的日本人。

  　物心をつく前に日本に越してきた為名前に反して中身は生粋の日本人。

  　

  　然而因为年幼时的某个事件，她封闭了感情。之后似乎为了说话方式和表达感情的方式而苦战。

  　しかし幼少期のとある事件がきっかけで、感情を塞ぎこんでしまった。以来話し方や感情の出し方に悪戦苦闘しているらしい。

  　

  　为了升学而搬到这个地区时，她迷路时被海夜所救，而且因为同班，和主角的交流也变多了。理所当然地是女主角候补。胸部果然也很大。

  　進学の為にこの地域へ引っ越してきた際迷子になっていたところを海夜が助け、さらにクラスが同じというのもあり主人公と交流を深めている。当然の如くヒロイン候補だ。やっぱり胸もおっきいぞ。

  　

  　

  　——等一下。

  　───待って。

  　

  　

  　喂，你，你……？

  　おいっ、おま、えっ？

  　

  　

  　菲莉斯小妹妹你——和我属性重复了吧！？

  　フィリスちゃんお前──俺と属性被ってねぇか！？

  　

  　因为感情封闭而面无表情，这经历也和我几乎相同！

  　感情を塞ぎこんで無表情になったとかほとんど俺と経緯同じだし！

  　真的假的，之后登场的第二位面无表情角色，谁会喜欢啊，饶了我吧……！

  　マジかよ後から登場する二人目の無表情キャラとか誰得だよ勘弁しろよぉ……っ！

  　

  「怎么办……」

  「どう……しよ……」

  　

  　啊，她因为过于焦急而低喃，这声音的印象也几乎相同。

  　あぁ、焦りのあまり呟いたけどこれ声の印象まったく同じだ。

  　结结巴巴的说话方式也重复了，更进一步地说，名字也和我一样是英文名。

  　たどたどしい喋り方もダダ被りだし、さらに言えば名前も俺と同じ横文字。

  　

  　不行了，完蛋了……

  　もうだめだ、おしまいだぁ……。

  　

  　

  　

  「你们！马上就要打钟了哦！不想迟到的话，就快点进校舍吧！」

  「貴方たち！　もうすぐチャイムが鳴ってしまいますよ！　遅刻したくなければ早く校舎に入りなさいな！」

  　

  　一名突然出现的金发纵卷发千金小姐般的女学生，提醒了在校门前吵吵闹闹的四人。

  　唐突に現れた金髪縦ロールのお嬢さまぁぁんした女子生徒が、校門前でワチャワチャしてる四人に注意をした。

  　

  「这次是……什么……」

  「今度は……なに……」

  　

  　欸——什么什么，高月洛伊泽尔？是的，能力是操纵光，可以发射光弹或激光呢，哇——好厉害。

  　えーなになに、高月ロイゼール？　はい、能力は光を操る。光弾とかレーザーとか発射できるんですね、はぇーすっごい。

  　大家都叫他洛伊泽呢，嗯，我觉得不错。

  　みんなにはロイゼって呼ばれてるのね、うん、いいと思う。

  　

  　社团是弓道社……欸？用那对巨乳？用比在场女生都还大的胸部，没办法射箭吧。

  　部活は弓道部……え？　そのおっぱいで？　そこにいる女子の中で誰よりもでかいそのおっぱいで弓道は無理でしょ。

  　

  　

  　

  　……啊啊啊啊啊啊！！女主角太多了啦！！

  　……あ゛あ゛あ゛あ゛ぁ゛ぁ゛ぁ゛ッ！！　ヒロイン多すぎんだよ！！

  　

  　

  　

  　是说，有属性重复的家伙在也太奇怪了吧！我是什么定位啊！是第二周就能攻略的隐藏角色吗！？

  　てか属性被ってるのが居るとかおかしいだろ！　俺なんのポジションだよ！　なに、二週目で攻略できる隠し要素とかそんな感じ！？

  　

  「……呜呜。」

  「……うぅ」

  　

  　我忍不住当场瘫坐在地，这不能怪我。遇到这种事，不灰心丧志才奇怪。

  　思わずその場で座り込んだ俺は悪くない。こんなの挫けない方がおかしいんだ。

  　

  「哦，洛伊泽，谢谢你特地来叫我。」

  「お、ロイゼ。わざわざ呼びに来てくれてありがとな」

  　

  「什么！……我、我又不是为了你……啊啊，真是的！总之大家快点走吧！」

  「なっ！　……べ、別にあなたの為では……あぁん、もうっ。とにかく皆さん急いでください！」

  　

  　我将视线移向前方，看见五人一边喧闹一边走进校舍。

  　視線を先に移せば、そこではワチャワチャしながら校舎に入っていく五人が見える。

  　

  　

  　除了我之外，已经有四位好感度有一定程度的女主角。

  　俺を除いて、既に好感度がある程度高いヒロインが四人。

  　更进一步地说，还有属性重复的面无表情系女主角。

  　さらに言えば属性がダダ被りしている無表情系のヒロインもいやがる。

  　

  　而且，所有人都理所当然地拥有能力。

  　そんでもって全員当然の如く能力持ちだぞ。

  　还有只有我胸部小。虽然有，但很小。

  　あと俺だけ胸が控えめだ。たしかにあるけどちっぱいだ。

  　根本没有能赢的要素啊。饶了我吧……

  　勝てる要素ないじゃん。やめてくれよぉ……。

  　

  　

  　

  　

  　——咕唔唔，不能放弃。

  　──ぐぬぬっ、諦めちゃだめだ。

  　

  　

  　我无论如何都必须在这场死亡游戏中存活下来，庆祝弟弟的生日。

  　俺はどうしてもこのデスゲームを生き残って弟の誕生日を祝わなきゃならないんだ。

  　

  　本来我根本没时间做这种事。

  　本来ならこんなことしてる時間なんてねぇ。

  　我得赶快逃脱，存钱买DS和生日蛋糕才行！哥哥我可是很忙的！

  　さっさと脱出して、金貯めてDSと誕生日ケーキを買わなきゃ駄目なんだよ！　お兄ちゃんは忙しいんじゃい！

  　

  　可恶，属性重复又怎样，我可是对色情游戏的女主角了若指掌的专家啊混账。

  　クソが、属性被りがなんだってんだ。こちとらエロゲーヒロインには詳しいんだよバカ野郎。

  　

  　给我等着瞧吧主办者，等我通关后，一定要把你们那张奸笑的脸揍个稀巴烂。

  　今に見てやがれ主催者。こんなもんクリアしてそのニヤニヤ眺めてるだろう顔面をぶん殴ってやるからな。

  　

  　

  「……加油。」

  「……がんばる」

  　

  　

  　我鼓起干劲站起身。我决定了。

  　グッと気合を入れて立ち上がる。俺は決めたぞ。

  　好啊，来啊，谁怕谁。

  　あぁ、いいよ、やってやろーじゃねぇか。

  　

  　没有特殊能力，有降低表情和说话能力的负面效果，主要属性重复，胸部数值低——就算这是高难度的粪GAME，我也绝对要通关。

  　異能力なし、表情と喋り方抑制のデバフ、主な属性の被り、おっぱいの低ステータス───と、高難易度のクソハードモードだろうが絶対にクリアして見せる。

  　

  　

  　

  「喂菲莉斯，不要粘着我。」

  「おいフィリス、ひっつくのやめろって」

  　

  「……因为，很冷。」

  「……さむい、から」

  　

  「啊——！菲莉斯好奸诈！文香前辈也说说她嘛！」

  「あー！　フィリスちゃんずるい！　文香先輩もなんか言ってやってくださいよぅ！」

  　

  「哈哈，你们两个一大早就很有精神呢。」

  「はは、二人とも朝から元気でいいな」

  　

  「你们想迟到吗！？」

  「貴方たち遅刻したいんですか！？」

  　

  　

  　

  　哼，你们就趁现在享受共通路线特有的和平吧。

  　ふん、今のうちに共通ルート特有の平和を謳歌しているがいい。

  　海夜莲斗前进的主要路线不是别人，正是我。

  　海夜蓮斗が進むメインルートは他でも無い、俺だ。

  　

  　……为了成为女主角，我必须想办法解决那个状况。

  　……俺がヒロインになるためにはあの状況をどうにかしないといけない。

  　好，决定了，我决定了。

  　よし、そうだな、俺は決めたぞ。

  　

  　

  　海夜莲斗，不……主角！

  　海夜蓮斗、いや……主人公！　

  　

  　

  　首先我要破坏你的后宫！！

  　まずはお前のハーレム俺がぶっ壊してやるぁ！！

  　

 
  メ　ス　堕　ち

  雌堕地

  　我下定决心要破坏后宫之后，过了一天。现在我正在便利商店买午餐。

  　ハーレムぶっ壊してやるー、と意気込んでから一日が経過。現在俺はコンビニでお昼ご飯を買っている。

  　顺带一提，我没有家也没有亲人，所以睡觉的地方是公园。好冷……

  　ちなみに家も無ければ身内もいないので寝床は公園でした。寒かった……。

  　

  　昨天我偷偷潜入学校，观察主角群，但没有出现比他们更主要的角色。硬要说的话，海夜的班导是个肌肉发达的肌肉男。

  　昨日はこっそり校内に侵入して主役勢を観察していたけれど、あれ以上のメインキャラは出てこなかった。強いて言えば海夜のクラス担任がムキムキなマッチョだったくらいか。

  　

  　

  「一共562圆～」

  「５６２円になります～」

  　

  「……」

  「……」

  　

  「收您600圆～收您38圆～谢谢惠顾～」

  「ちょうどお預かりします～。レシートのお返しでぃ～。あーとーざいやした～」

  　

  　

  　在便利商店买东西不需要对话，对于被迫成为沉默面无表情角色的我来说，非常值得庆幸。

  　コンビニでの買い物は会話を必要としないので無口無表情キャラを強制されている俺としてはかなりありがたい。

  　

  　不过一直吃便利商店的食物对健康不好，而且开销也会变大，所以我想找个时间，去主角或女主角候选人的家里叨扰。

  　まぁずっとコンビニ飯続きだと健康に悪いのと単純に出費が重なるので、頃合いを見て主人公かヒロイン候補の誰かの家にでも転がり込みたいところだ。

  　

  　一开始拿到的钱很少，所以我的钱包差不多快见底了。在这个世界不吃不喝也不会死，但空腹的感觉很难受，所以必须吃饭。

  　最初に支給されたお金が少なかったのもあってそろそろ財布が底をついてしまう。この世界で飲まず食わずの状態を続けても死にはしないのだろうが、単純に空腹の感覚が辛いので食事は必須だ。

  　

  　

  　我随便打完工，结完帐，买了早餐后，离开便利商店。

  　クッソ適当なバイトによる会計を済ませ朝食を買い込んだ俺はコンビニを後にした。

  　

  　外头是吹着冷风的阴天街道。现在是中午，都市的街道非常热闹。这么说来今天是星期六。

  　外は肌寒い寒風が吹く曇天の街。お昼どきという事もあり都会の街中は大賑わいだ。そういえば今日は土曜日か。

  　

  「……好冷。」

  「……寒い」

  　

  　我低声说着，将双手插进连帽外套的口袋。

  　ぼそりと呟きながら両手をパーカーのポケットに突っ込んだ。

  　

  　我穿着薄衬衫、连帽外套和百褶裙，就算说得保守一点，这也不是冬天该穿到户外的打扮。老实说超冷的。

  　俺の格好は薄手のシャツにパーカーとプリーツスカートと、控えめに言っても冬の屋外でするような恰好ではない。ぶっちゃけクソ寒い。

  　

  　我转动脖子四处张望，发现附近有间百货公司。

  　キョロキョロと首を動かして周囲を見回すと、近くにデパートを見つけた。

  　

  　我小跑步过去，坐在百货公司里的美食街的座位上。因为店里很温暖，我决定在这里吃午餐。

  　小走りでそこへ向かいデパート内にあるフードコートの席に腰を下ろす。店内も暖かいので、お昼はここで食べよう。

  　

  　

  　

  「嗯……」

  「うーん……」

  　

  　我一手拿着饭团，操作手机。屏幕上显示着我被赋予的许多任务。

  　おにぎりを片手に持ちながらスマホの画面を操作する。そうして画面に表示されたのは与えられたミッションの数々だ。

  　

  　

  　首先，每个任务都有分数。

  　まず、ミッションにはそれぞれポイントがある。

  　

  　而我必须拿到的总分是15分，才能结束这个游戏。

  　そして俺がこのゲームを終了させるために必要なポイントは全部で１５だ。

  　

  　屏幕上列出一排任务清单，内容尚未开放。目前任务内容已经开放的只有「成为主角的第一女主角」。

  　画面には内容が未開放のミッションのリストがずらりと並んでおり、今の所ミッション内容が解放されているのは『主人公のメインヒロインになれ』だけだ。

  　

  　这个任务能得到的分数是9分。其他任务的分数都只有1或2，成为第一女主角的分数特别高。

  　このミッションで得られるポイントは９。他が軒並み１か２なのに対してメインヒロインになった時のポイントは別格だ。

  　

  　在攻略这个世界时，成为第一女主角可说是绝对条件。

  　この世界を攻略するうえでメインヒロインになることは絶対条件だと考えていい。

  　

  　

  「……今天，他……会做什么呢？」

  「……今日、なにしてる……のかな」

  　

  　我最在意的是主角的动向。首先必须掌握他的行动，让他主动与我相遇才行。

  　気になるのは主人公の動向だ。まずは彼の行動を把握して俺から自分の都合のいいように海夜と出会わなければいけない。

  　

  　

  　我与其他女主角候补不同的地方在于，我尚未与主角见过面。

  　俺が他のヒロイン候補たちと違う点はまだ主人公と面識が無いというところ。

  　

  　也就是说，主角对我的好感度还是零。但反过来说，这也是个机会。

  　つまり未だ主人公からの好感度がゼロということなのだが、裏を返せばこれはチャンスでもある。

  　

  　其他女主角都是学生，与主角的距离很近。

  　他のヒロインたちは全員が学生で主人公との距離が近い。

  　然而我不是学生，与海夜莲斗的距离也很遥远。

  　しかし俺は学生でもなければ、海夜蓮斗との距離も遠い。

  　

  　

  　我必须以与其他女主角截然不同的方式登场，让海夜觉得我是「明显与众不同的特别女主角」，并借此与他产生交集。

  　ここで俺が他のヒロインたちとは一線を画す登場をすることで、海夜から見て俺は『他とは明らかに違う特別なヒロイン』という印象を与えつつ接点を持つことが出来る。

  　

  　等到他习惯学生女主角后，再以与她们完全不同的「神秘少女」形象让他认识我。如此一来，我应该就能成为海夜莲斗心目中比她们更特别的存在。

  　学生ヒロインに慣れた頃に彼女らとは全く違う『謎の少女』として彼に認識されれば、海夜蓮斗にとって俺は彼女ら以上に特殊な存在として確立されるはず。

  　

  　

  　简单来说，就是类似慢出石头的猜拳。

  　いわば後出しじゃんけんに近い。

  　人类有很高的概率会对最后获得的资讯表现出强烈的关注。我就是看准了这一点。

  　人間は高確率で最後に与えられた情報に強く関心を示す。そこを狙いに行くわけだ。

  　

  　这是我唯一的强项。

  　これが俺の唯一の強み。

  　不过登场太晚的话，甚至无法成为女主角候补，所以时机非常重要。

  　まぁ登場が遅すぎるとヒロイン候補にすらなれないからタイミングはシビアだが。

  　

  　

  　

  「我吃饱了……」

  「ごちそうさま……でした」

  　

  　吃完后，我将塑料袋连同垃圾一起丢进垃圾桶，然后站了起来。

  　食事を終えゴミ箱にレジ袋ごと捨ててから立ち上がった。

  　

  　接着我离开百货公司，再次来到街上。

  　そしてデパートを後にして、再び街へ繰り出す。

  　目的地是昨天跟踪时发现的主角家。

  　目指すは昨日尾行して突き止めた主人公の家だ。

  　

  　

  「……怎么办？」

  「……どうしよう」

  　

  　话虽如此，我还没决定要以什么样的方式登场。

  　とはいったものの、どういった登場をするのかはまだ決めかねている。

  　

  　如果共通路线还在序盘，只要营造出神秘感，稍微露个脸就行了。

  　共通ルートがまだ序盤ならばミステリアスな雰囲気を出しながらちょこっと顔を見せるだけでも良かった。

  　

  　可是现在已经接近序盘的尾声。

  　しかし今はもう序盤の最後辺りに近い。

  　我现在必须做的，是露脸以及与海夜有某种程度的接触。

  　ここで俺がやらなければいけないのは、顔見せと海夜とのある程度の接触だ。

  　

  「伤脑筋……」

  「困った……」

  　

  　我忍不住发出软弱的声音。

  　つい弱々しい声が漏れ出てしまう。

  　虽然在各方面都干劲十足，但最重要的点子却想不出来。

  　いろいろと意気込んだのはいいが肝心のアイデアが浮かんでこない。

  　

  　

  　总之先突击他家吧——

  　とりあえず家に突撃でもするか──

  　

  　

  　

  　就在我这么想的时候。

  　そう、考えた時だった。

  　

  　

  　

  　

  「哇啊啊啊啊！！」

  「うわああぁあっ！！」

  　

  「救命啊啊啊！！」

  「助けてええぇ！！」

  　

  　

  　

  　

  「……咦？」

  「……えっ」

  　

  　当我从街上走到住宅区的瞬间，前方有许多人发出惨叫逃了过来。

  　街から住宅街に差し掛かった瞬間、前からたくさんの人々が悲鳴を上げながら逃げてきたのだ。

  　因为事出突然，我来不及反应，撞上逃跑的男性肩膀，一屁股跌坐在地。

  　突然のことで反応ができず逃げゆく男性の肩にぶつかり、尻餅をついてしまった。

  　

  「好痛……」

  「いたっ……」

  　

  　即使在这种状况下，银发少女也只能发出微弱的声音。如果是原本的我，说不定会因为疼痛而发出夸张的叫声。

  　そんな状況でも小さな声しか出せない銀髪少女。元の俺だったら痛がって大袈裟に声を挙げたかもしれない。

  　

  　

  　……怎、怎么了？

  　……なっ、なに。

  　发生什么事了？

  　なにごと？

  　

  「是怪人！！大家快逃啊！」

  「怪人よぉ！！　みんな早く逃げて！」

  　

  「得、得报警才行！！」

  「けっ、警察に通報しなきゃ！！」

  　

  　

  　

  　……是，怪人。

  　はい、怪人。

  　

  　

  　……咦？怪人？

  　……え、怪人？

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  「哦呵呵呵呵！！好棒的力量！简直就像成为了神一样！！」

  「おぉっほっほっほ！！　素晴らしい力！　まるで神様になった気分よぉ！！」

  　

  　在住宅区的一角发出难听笑声的，是一个身穿SM女王装的肌肉男……那衣服感觉会在唐吉诃德卖。

  　住宅街の一角で汚い高笑いをしているのは、SMプレイとかで使いそうなボンデージ衣装に身を包んだムキムキの男だ。……ドンキで売ってそうだな、あれ。

  　

  　

  　简单说明一下状况，就是被邪恶组织改造的人妖怪人在街上作乱。嗯，非常简单易懂。

  　簡単に状況を説明すると、悪の組織に改造されたオカマ怪人が街で暴れている。うん、とっても分かりやすい。

  　

  　我用手机分析了那个女王装男的角色后，隐约明白了这个世界的状况。

  　あの女王様コスの男をスマホでキャラ分析してみた結果、この世界の状況がうっすらと見えてきた。

  　

  　

  　看来创造出那个人妖怪人的，和莉亚逃出来的邪恶组织是同一个。

  　どうやらあのオカマ怪人を生み出したのは、リアが逃げてきた悪の組織と同一らしい。

  　而且那个邪恶组织在这个世界还算有名……的样子。

  　そんでもってその悪の組織とやらはこの世界ではそこそこ有名……とのことだ。

  　

  　简而言之，虽然这个世界上确实存在着伤害无辜人们的邪恶组织，但似乎没有英雄节目里会出现的那种正义的伙伴。

  　要するにこの世界は無辜の人々を傷つける悪の組織は実際に存在するものの、ヒーロー番組に出てくるような正義の味方はいないらしい。

  　

  　

  　也就是说，海夜莲斗等主角们的任务，就是打倒那些『坏蛋』吧。

  　つまりああいった『悪いやつ』をやっつけるのが、海夜蓮斗たち主役勢のお仕事なのだろう。

  　海夜的设定里提到的『某件事』，指的恐怕就是这个。

  　海夜の設定に書いてあった『とあること』というのはおそらくこれのことだ。

  　

  　因为敌人会频繁出现，所以得忙着打倒他们——应该是这样吧。

  　頻繁に敵が現れるのでそれを倒したりするのが忙しい、ということか。

  　

  　

  　……嗯，这是能力战斗？不是英雄故事？

  　……んー、これって能力バトル？　ヒーローものじゃない？

  　

  「只要有我的『赋予淫纹，让对方无条件发情的能力』和『发射谜之光束的能力』，我就不会输给任何人！！」

  「アタシの『淫紋を付与した相手を無条件で発情させる能力』と『謎のビームが発射できる能力』があれば誰にも負けないわぁ！！」

  　

  　啊，是能力战斗！谢谢你这么仔细地解说能力！

  　あ、能力バトルだった！　ご丁寧に能力の解説をどうもありがとう！

  　

  　

  　不过，那个敌人的角色也太鲜明了。

  　にしてもあの敵キャラが濃い。

  　毕竟是色情游戏，也许没必要把攻略对象以外的敌人角色设定成女性。

  　まぁエロゲーだし攻略対象じゃない敵キャラを女にする必要はないのかも。

  　

  　顺带一提，我现在正躲在电线杆后面观察情况。因为我没有能力，所以无法战斗，只能先观察。

  　ちなみに俺は今電柱の裏に隠れて様子を見ている。無能力だから戦えないしまずは様子見だ。

  　

  　

  　从指尖发射谜之光束，大闹一场的男大姐身边，聚集了十几个人，像是他的跟班。

  　指先から謎のビームを発射して暴れまわっているオネェの近くには、十数人の人達が取り巻きのように集まっている。

  　

  　

  　光束烧毁了周围的建筑物，火烟弥漫，所以看不清楚他们的身影。

  　ビームで周囲の建物が燃やされて発生した火煙が立ち込めているので、彼らの姿はハッキリとは見えない。

  　

  　不过，他们所有人都在当场展开名为乱交派对的地狱。

  　しかしながら彼らは全員、その場で乱交パーティという名の地獄を繰り広げていた。

  　

  　不分男女，前仆后继。连我这边都能听见震耳欲聋的喘息声。

  　前も後ろも、男も女も関係ない。耳を劈く喘ぎ声がこちらまで聞こえてくる。

  　

  　

  　在火烟中若隐若现的轮廓，以及连我这边都听得见的生动声音，让我不得不理解他们的行为。

  　火煙の中に浮かぶシルエットとこっちまで聞こえてくる生々しい声が、否が応でも彼らの行為が如何なるものかを理解させてくるのだ。

  　老实说，我实在看不下去，很想移开视线。

  　正直見るに堪えないので目を逸らしたいところである。

  　

  「……好可怕。」

  「……こわ」

  　

  　这就是发情能力吗？太可怕了……！

  　これが発情させる能力か、恐ろしいぜ……！

  　

  　这色情游戏不是什么剧情沉重的作品，一定是随兴乱搞的轻松风格吧。谜之光束也真的太谜了。

  　このエロゲーはストーリーが重厚な作品とかではなくて、きっとノリで突き進んでいく軽い作風なのだろう。謎のビームとか本当に謎すぎて謎だし。

  　

  　

  　

  「……嗯？」

  「……んっ？」

  　

  　我继续观察了一阵子，发现有个穿着制服的少女，坐在肌肉结实的人妖怪人附近。

  　しばらく観察を続けていると、ムキムキのオカマ怪人の近くで座り込んでいる制服姿の少女を発見した。

  　

  　那个人妖似乎也发现了她，以诡异的模特儿步伐走向她。

  　それにはあのオカマも気がついたらしく、気味悪いモデル歩きをしながら彼女の方へと向かっている。

  　

  「哎呀，好可爱的孩子！你怎么了？」

  「あらァん、可愛い子！　あなた、どうしたのかしら？」

  　

  「咿……别、别过来……！」

  「ひっ……、こっ、来ないでぇ……！」

  　

  「好过分，我可是担心你才来的……你该不会是被逃跑的人波及，跌倒了吧？竟然丢下女高中生逃跑，真是无情的家伙！」

  「ひどいわねェ、心配してあげてるのに。……もしかしてアナタ、逃げる連中に巻き込まれて転んじゃったのかしら。女子高生を置いて逃げるなんて、薄情な奴らね！」

  　

  　长相凶恶的大叔扭动身体，露骨地做出「气噗噗！」的可爱动作。

  　体をくねらせながら「ぷんぷん！」と露骨にかわいいアピールをする、強面のおっさん。

  　

  　

  　追根究柢，这都是你害的吧——我把这句话吞回肚里，拿起手机对准少女。

  　元を辿ればお前のせいだろ、という文句を飲み込みスマホのカメラを少女へ向けた。

  　这很明显是事件，而且那名少女说不定也是重要角色之一。

  　明らかにイベントくさいしあの少女も重要なキャラの一人かもしれない。

  　

  「我看看……」

  「どれどれ……」

  　

  　我点选读取完毕下方的显示按钮，将她的资料一口气显示在画面上。

  　読み込み完了の下にある表示ボタンをタップし、画面に彼女の情報を一括開示させた。

  　

  　

  【姓名：海夜小春　能力：无　身份：主角的妹妹】

  【氏名：海夜小春　能力：無し　役割：主人公の妹】

  　

  　

  「……真的假的。」

  「……まじで」

  　

  　尽管语气听起来很冷静，但其实我内心大吃一惊……咦？妹妹？

  　声音的には落ち着いているものの、心の中では心底驚いている。……えっ、妹？

  　

  　

  　啊——不对，海夜莲斗的设定里确实有『有个小一岁的妹妹』。

  　あー、いや、確かに海夜蓮斗の設定に『一つ下の妹がいる』ってあったな。

  　她身上穿的是露惠学园的制服。也就是说，她是昨天我错失的重要人物之一吗？

  　彼女が着ているのは露恵学園の制服だ。ということは昨日俺が見逃した重要人物の一人ってわけか。

  　

  　就算真是如此，现在的我也无能为力。毕竟我没有能力，身体又小。

  　だとしても今の俺にはどうしようもない。能力は無いし体も小さい。

  　不管怎么想，我都没有一丝胜算能赢过那个浑身肌肉的变态。

  　どう考えてもあの筋肉もりもりマッチョマンの変態に勝てる道理なんて一ミリも無いし。

  　

  　

  　虽说是游戏世界，但连一个女孩子都救不了，实在令人不甘心。

  　ゲームの中とはいえ、あんな女の子ひとり助けられないのは悔しい。

  　就在我咬牙切齿时，手机突然震动起来。

  　そんな風に歯軋りしていると唐突にスマホが震えた。

  　

  「……怎么了？」

  「……なんだろう」

  　

  　画面上显示着『任务解锁』的文字。

  　画面に『ミッション解放』の文字が表示されている。

  　

  　没多久，手机又浮现了其他文字。

  　ほどなくしてスマホにまた別の文字列が浮かび上がってきた。

  　

  　

  　

  　

  　

  【强制二选一】

  【強制二択】

  　

  　

  【对海夜小春见死不救（扣1点）】

  【海夜小春を見捨てる(ポイント－１)】

  　

  【帮助海夜小春，稍微摸一下胸部后，亲吻她的脸颊（获得1点）】

  【海夜小春を助けて胸を少し触った後、頬にキスをする(ポイント＋１)】

  　

  　

  　

  　

  　

  【※若在一分钟内未选择，或是未执行选择的行动，将会失去一条性命】

  【※一分以内に選択しなかった場合、もしくは選択した行動を取らなかった場合は、残機が一つ失われます】

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「……咦？」

  「……えっ」

  　

  　

  　——这是什么！？

  　───なんだこれ！？

  　

  　

  　什么？咦？二选一？呃……是要我见死不救，还是救了她再性骚扰她？

  　はい？　え、なに、二択？　えーと……見捨てるかもしくは助けてセクハラしろって？

  　

  「这、这是……什么？」

  「な、なに……これ」

  　

  　手机上显示的指示实在太过荒唐，会让人发出这种退避三舍的声音也不奇怪。

  　そんな引き気味の声が出てもおかしくないくらいにはスマホに表示されている指示がふざけすぎている。

  　仔细一看，画面右下角的数字正在逐渐减少。

  　よく見れば画面の右下で数字がどんどん減っていっている。

  　

  　

  　这是……那个吗！所谓的选项吗！？

  　これは……あれか！　選択肢ってやつか！？

  　

  　咦？等等，我明明不是主角，却被迫面对选项……？

  　え、待ってよ。俺主人公じゃないのに選択肢を強要されんの……？

  　而且会扣一条命也太奇怪了吧！？事前说明里可没提到这种事！

  　てか残機が減るのおかしいだろ！？　事前の説明にこんなのなかったんだが！

  　

  　

  【剩余三十秒】

  【残り３０秒です】

  　

  　

  　手机突然发出机械音。

  　唐突に機械音声がスマホから発された。

  　

  　咦？太快了吧！？等等，先等一下。已经非选不可了吗……！？

  　え、早くね！？　待って、ちょっと待ってくれよ。もう選ばないと駄目なの……！？

  　

  　

  　既然会扣一条命，就表示我绝对得选。

  　残機が減るってことはこんなの絶対選ばないといけないやつだ。

  　以现在的状况来看，只能丢下她逃走了，但这么做的话，点数会变成负值。

  　状況的にはあの子を見捨てて逃げるしかないんだろうけど、でもそれをするとポイントがマイナスになっちまう。

  　

  　意思是点数会变成负值吗？这么一来，最终需要的点数会变成16……？

  　それってゼロを下回るってことなのか？　そうなると最終的に必要になるポイントは１６に増える……？

  　

  　

  【剩余5秒】

  【残り５秒です】

  　

  　等等，1分钟有这么短吗！？

  　待ってまって１分てこんなに短かったっけ！？

  　

  【4、3、2——】

  【４、３、２──】

  　

  　啊啊啊！！我知道了我知道了啦！

  　だあぁぁ！！　わかったわかったよもう！　

  　选就选嘛！我选总行了吧！！

  　選べばいいんだろ！　選べば！！

  　

  「选、选下……」

  「し、下っ……」

  　

  　我点选了「帮助海夜小春，稍微摸一下胸部后，亲吻她的脸颊」这个愚蠢的选项。

  　海夜小春を助けて少し胸をさわって頬にキスもする、とかいう頭の悪い文字列をタップした。

  　画面右下角的倒数瞬间停在1。

  　瞬間、画面右下のカウントが１で動きを止める。

  　

  「呼……」

  「ほっ……」

  　

  　我如释重负。姑且看了一下手机画面，上面显示【剩余命×3】。太好了……

  　言葉通りホッとした。一応スマホの画面を見てみれば【残機×３】とある。よかったぁ……。

  　

  　

  【请在5分钟内达成任务】

  【５分以内にミッションを達成してください】

  　

  「5、分……？」

  「ご、ふん……？」

  　

  　你未免太严格了吧？要在5分钟内逃离那个肌肉大姐并性骚扰她？

  　お前厳しすぎない？　５分以内にあのマッチョおねぇから逃げてセクハラしろと？

  　

  【倒数开始　报告：已预先追加1点作为报酬　请务必使用商店】

  【カウントを開始します　報告：先払いでポイントが１追加されました　是非ショップをご利用ください】

  　

  　啊，是，已经开始了……

  　あ、はい、もう始まるのね……。　

  　

  　

  　话说回来……这是什么？商店？

  　ていうか……なんだ、それ。ショップ？　

  　

  　仔细一看，手机画面左上角有个『商店入口』的图示。

  　よく見ればスマホ画面の左上に『ショップ入り口』てアイコンがある。

  　我试着点选后，画面显示出大量的清单和照片。

  　試しにそこを押してみると画面に大量のリストと写真が表示された。

  　

  　照片上显示着枪、机车和药物等各种各样的东西，旁边则有写着交换点数的表格。

  　写真は銃、バイクや薬など様々で、その隣に交換ポイントと書かれた表がある。

  　每样东西的点数大多在2或3以上，现在的我根本买不起。

  　どれも大体はポイント２か３以上で今の俺には購入できない。

  　

  　

  　这什么鬼系统啊。

  　なんだこのシステム。

  　明明得先存点数才能通关，却得用点数交换能打破现状的道具……连这种地方都跟游戏没两样。

  　クリアをするためにはポイントを貯めなきゃいけないのに、状況を打破するアイテムの交換にはそのポイントが必要って……こんなとこまでゲーム染みてやがる。

  　

  　

  　一般来说根本不会用到。

  　普通なら使うわけがない。

  　但再这样下去，我根本赢不了那个伪娘怪人。

  　でもこのままだとあのオカマ怪人に対して勝ち目は無い。

  　

  　……唔唔唔，虽然很不爽像被诱导似的，但现在也只能靠这个了。

  　……ぐぬぬ、誘導されてるみたいで癪だけどここは頼る他に道はない。

  　

  　

  　我往前一看，发现伪娘怪人已经要对小春出手了，现在可不是犹豫的时候！

  　前を見てみたらオカマが小春ちゃんに手を出す寸前だし迷ってる場合じゃねぇ！

  　

  「1……用1交换……！」

  「いち……１で交換……！」

  　

  　我焦急地卷动清单，寻找交换点数1就能换到的道具。

  　焦りながらリストをスクロールしまくり、交換ポイントが１で済むアイテムを探していく。

  　接着，我找到了唯一一个点数1就能换到的道具。

  　すると一つだけポイントが１で足りるアイテムを発見した。

  　

  　名字是激光枪。这种看起来很强的东西，真的只要1点就能换到了吗？

  　名前はレーザー銃。こんな強そうなのポイント１で交換していい代物なのか？

  　

  　

  「……总、总之……」

  「……と、とにかくっ」

  　

  　现在不是想这种事的时候。

  　今はそんな事考えてる場合じゃない。

  　我按下购买键，确认显示在右上方的点数减少。

  　購入ボタンをタップし、右上に表示されていたポイントが減るのを確認する。

  　

  　接着，眼前出现了一个纸箱。

  　すると+目の前にダンボール箱が出現した。

  　我急忙打开一看，里头装着一把设计得像孩童玩具的枪。

  　急いで開封してみればそこには子供が遊ぶおもちゃの様なデザインの銃が。

  　

  　

  　

  「好……」

  「よし……」

  　

  　我拿起枪，立刻从电线杆后方冲了出去。

  　それを手に取りすぐさま電柱から走り出した。

  　

  　

  　眼前是正准备对小春发射激光的伪娘怪人。

  　目と鼻の先には今にも小春ちゃんに向かって指先からレーザーを放たんとするオカマがいる。

  　

  「呵呵，我还没直接用激光射过人，就拿你来试射吧！」

  「うふっ、直接人にレーザーを当てたことはないし、アナタで試させてもらおうかしらぁン！？」

  　

  「咿……！」

  「ひぃ……っ！」

  　

  　面对以骇人气势逼近的肌肉怪人，小春双手抱头，泪眼汪汪地害怕着。

  　恐ろしい気迫で迫ってくるマッチョ怪人を前にして、両手で頭を抱えながら涙目で怯える小春ちゃん。

  　

  　

  　——呜哦哦哦为了不减损残机我得救她！

  　──うおぉぉ残機減らさないためにも助けるぞ！

  　

  　

  「看我的……」

  「これでっ……」

  　

  　我举起激光枪，瞄准伪娘的侧脸。

  　レーザー銃を構え、オカマの横顔に狙いを定める。

  　

  「嗯？」

  「んっ？」

  　

  　这瞬间，伪娘注意到我了。

  　その瞬間オカマがこちらに気がついた。

  　

  　可恶，只能趁现在了！

  　くっそ今しかねぇ！

  　

  　

  「……嘿！」

  「……えいっ」

  　

  　

  　我用力扣下扳机。

  　銃のトリガーを勢いよく引いた。

  　

  　枪身瞬间浮起，从枪口射出光束粒子，朝伪娘发射。

  　すると一瞬銃が浮動し、銃口から光の粒子が束となってオカマに向けて発射された。

  　激光的力道太强，害我往后跌坐在地，不过激光确实朝伪娘延伸而去。

  　銃の勢いが強すぎて後ろに尻餅をついてしまったがレーザーは確かにオカマに向かって伸びている。

  　

  　

  「什——好痛！？」

  「なっ──いたァい！？」

  　

  　高速射出的激光漂亮地命中伪娘的脸。

  　高速で射出されたレーザーは見事にオカマの顔面に直撃。

  　这瞬间产生了一阵小规模的爆炸，将伪娘往一旁炸飞。

  　その瞬間小さめの爆発が生じ、オカマはその勢いで軽く横に吹っ飛んだ。

  　

  「脸！我的脸好烫！！简直像站在喜欢的人面前一样！难道这就是恋爱！？」

  「顔が！　顔が熱い！！　まるで好きな人の前にいるときみたい！　まさかこれは恋！？」

  　

  「……」

  「……」

  　

  　我趁伪娘在地上打滚哀号时，将枪收进口袋，立刻跑到小春身边。

  　オカマが地面でのた打ち回りながら喚いている隙に、俺は銃をポケットにしまいすぐさま小春ちゃんのもとへ駆け寄った。

  　

  　

  「唔、嗯……」

  「う、ん……」

  　

  　来到她身旁，发现她正发出呻吟声沉睡着。

  　傍まで来ると小春ちゃんがうなされるように眠っていることが分かった。

  　看来是被伪娘的气势给吓昏了。

  　どうやらオカマの気迫に気圧され気絶してしまったらしい。

  　

  　

  　总之得先让她避难才行。

  　とりあえず彼女を避難させないと。

  　

  「好、好重……」

  「お、おも……」　

  　

  　我双手伸到小春腋下，想将她拖走，但伤脑筋的是她实在太重，根本拖不动。

  　小春ちゃんの両脇に手を刺し込んで引きずってみたが困ったことに彼女が重くてあまり動かせない。

  　与其说她体重太重，不如说单纯只是我太没力气了。

  　これは彼女の体重が重いというより、単純に俺が非力なのだ。

  　

  　我的身体虽然不像小学生那么娇小，但也称不上高大。

  　俺の体も小学生ほど小さいわけではないのだが、だからといって大きくもない。

  　

  　正处于发育期前，也就是初中生体型。要搬动身体较为成熟的小春实在有些吃力。

  　成長期のちょっと手前でいわば中学生サイズの体だ。比較的体が成熟している小春ちゃんを運ぶには少々荷が重い。

  　

  【剩下两分钟】

  【残り２分です】

  　

  　啊～你这家伙也太性急了吧！

  　あーもう、せっかちだなお前！

  　

  　

  　——唔唔，虽然这么说有点那个，但趁小春睡着的现在正是好机会吗……？

  　───うぅ、こう言ってはなんだけど小春ちゃんが眠っている今がチャンスか……？

  　

  　

  　想性骚扰的话，就只有伪娘吓得不敢看这边的这个状况了。

  　セクハラのタイミングとしてはオカマが怯んでて誰も見ていないこの状況しかない。

  　

  　现在就算摸胸部或亲脸颊也不会被发现，更重要的是时间所剩无几。

  　今なら胸を触っても頬にキスしてもバレないし、なによりもう時間が少ないんだ。

  　反正就算继续拖着她走也逃不了多远，现在得优先确保她的残机才行。

  　どうせこのまま引きずっても遠くには逃げられないし今は残機の確保を優先しないと。

  　

  　

  　只能动手了，对不起。只有这次，一下下就好……！

  　やるしかない、ごめんなさい。今回だけ、ちょっとだけだから……！

  　

  「……失、失礼了。」

  「……し、しつれい」

  　

  　我先在原地坐下，将她的体重全放在自己身上。

  　一旦その場に座り込み自分の方に彼女の体重を全て預けた。

  　接着将原本抓着腋下的手，缓缓、战战兢兢地伸向小春那对还算大的胸部。

  　そして両脇を掴んでいた手をそーっと、恐る恐る小春ちゃんの結構大きい胸に向かって伸ばしていく。

  　

  　……这世界的主角级角色，怎么全都是巨乳啊。是在讽刺我吗？

  　……この世界のメインキャラ、軒並み巨乳しかいないの何なんだ。俺へのあてつけか？

  　

  　

  　小胸部也是有其价值的哦——我将这莫名其妙的思考暂时赶到脑海角落，用双手指尖隔着制服碰触小春的胸部。

  　ちっぱいだって価値はあるんだぞ、という意味不明な思考を一旦脳の隅に追いやり両手の指先で制服の上から小春ちゃんの胸に触れた。

  　

  「……呜、呜哇。」

  「……う、うわ」

  　

  　手掌轻轻碰触的瞬间，指尖传来一股温暖的触感。

  　軽く掌で触れた瞬間、指先に温かな感触が伝わってきた。

  　手指就这么陷入柔软的肉团中，恰到好处的弹力包覆着手掌。

  　そのまま柔らかい肉の中に指が沈んでいき程よい反発感が手を包み込んだ。

  　

  　

  　成人游戏的制服布料莫名地薄呢——总觉得曾在哪看过这种意见，而我现在正亲身体验着。

  　エロゲーの制服って妙に生地が薄いよね、なんて意見もどこかで見た気がしたが俺は今それを身を以て理解しているところである。

  　

  　

  　的确，感觉上制服布料很薄。若是一般制服外套，应该不会这么清楚地感受到胸部的触感。这世界的制服外套薄得跟衬衫没两样。难怪之前那些女主角们明明穿着制服，胸部形状却能清楚浮现。

  　確かになんだか薄い。普通の制服のブレザーならこんなにハッキリと胸の感触が伝わってくることはないだろう。この世界のブレザーはまるでワイシャツ並みの薄さだ。先日のヒロイン連中のバストの形がしっかりと制服を着ているにも拘らずピッチリと浮き上がっていた理由も、これなら頷ける。

  　

  　指尖能感受到的柔软与温暖，鲜明得仿佛只隔着一件衬衫。

  　まるでシャツ一枚しか間にないかのように鮮明な柔らかさと温かみを指先で感じることが出来る。

  　这感觉就像用手掌滚动温暖的水球般，令人感到舒适——

  　温かい水風船を掌で転がしているような心地よい感触が──　

  　

  　

  「——啊！」

  「──はっ」

  　

  　我我我我我干嘛冷静分析啊！？只摸一下下就好啦，笨蛋！

  　ななななに冷静に分析してんだ俺！？　触るのは少しでいいんだってバカ！

  　

  「接下来……是、是脸颊……」

  「あとは……ほ、ほっぺに……」

  　

  　我有些吞吞吐吐地将手从胸部上移开。

  　若干言い淀みながら胸から手を離した。

  　接着从旁窥视小春的脸，将她长长的侧发拨到耳后。

  　そして小春ちゃんの顔を横から覗き込み、彼女の長い横髪を耳にかけた。

  　

  　这么一来，便能看见她那健康且毫无瑕疵的柔嫩脸颊。

  　そうすると健康的な色をしている傷一つなく綺麗で柔らかそうな頬が見えた。

  　

  【距离结束还有10秒】

  【残り１０秒です】

  　

  「已、已经……？」

  「も、もう……？」

  　

  　等等！太快了吧！？

  　待って！　早くない！？

  　唔，被胸部占去太多时间了吗……！

  　くっ、おっぱいに時間を取られ過ぎたか……！

  　

  　我好歹也是正值青春的男高中生。

  　俺はこれでも青春真っ只中の男子高校生。

  　第一次摸到的女生胸部触感，似乎是个强敌……

  　初めて触る女の子の胸の感触は強敵だったようだな……。

  　

  【5、4、3——】

  【５、４、３──】

  　

  　我知道了啦！别催我！（有点恼羞成怒）

  　わかったって！　急かすなよもう！(半ギレ)

  　

  　

  　

  「……嗯！」

  「……んっ」

  　

  　我闭上双眼，用小巧的嘴唇轻轻吻了她的脸颊。

  　目を閉じながら、小さな唇でそっと彼女の頬にキスをした。

  　真的只有一下下，瞬间碰触而已。我已经尽力了。

  　本当にちょっと。一瞬触れるくらい。これで精一杯です。

  　

  　

  　当我对自己做出的行为感到害臊时，手机震动了起来。

  　自分のした行為に顔を赤らめていると、スマホが震えた。

  　我确认画面，上头显示着『Mission complete』的文字。

  　画面を確認してみればそこには『Mission complete』の文字があった。

  　

  【辛苦了】

  【お疲れ様でした】

  　

  　吵死啦！

  　うるさいんじゃい！

  　

  　

  　

  　

  「……得快逃才行。」

  「……逃げなきゃ」

  　

  　

  　我重振精神，抓住小春的腋下开始拖行。

  　気を取り直して小春ちゃんの両脇を掴んで引きずり始める。

  　

  　由于先付的点数已经用在枪械上，因此这次任务我没有任何收获。可恶……

  　先払いで貰ったポイントは銃に使ってしまったので、今回のミッションで得たものは何ひとつ無い。くっそう……。

  　

  　既然任务已经结束，我也没必要继续保护她，但都走到这一步了，我实在无法见死不救。应该说，我也不晓得自己能否独自逃出生天。

  　ミッションも終わったのでこれ以上彼女を庇う必要も無いのだが、ここまで来たら流石に見捨てられない。というか俺だけでも逃げ切れるか分からないし。

  　

  　

  　我冒着冷汗，一心一意地抱着她向前走。

  　冷や汗をかきながら一心不乱に彼女を抱えて歩く。

  　可以的话，真希望能就这样逃到终点。

  　できればこのまま逃げ切りたいところである。

  　

  　

  　——然而，事情似乎没这么简单。

  　──しかし、そうは問屋が卸さないらしい。

  　

  　

  「啊～好痛！你这小子的刺激性痛感真不是盖的！差点就让我觉醒了奇怪的癖好呢……！」

  「あー痛かった！　刺激的な痛さだったわよアナタ！　もう少しで変な趣味に目覚めちゃうところだったわ……！」

  　

  　

  　人妖怪人不知何时站了起来，用手指着我们走了过来。

  　いつの間にか立ち上がっていたオカマ怪人が指先を向けながら此方に歩いてきている。

  　被激光光打中的右脸虽然有点伤痕，但看起来只是轻伤。

  　レーザーの当たった顔の右側は少々傷ついているものの、見るからに軽傷だ。

  　

  　我立刻从口袋里掏出激光枪，将枪口对准他扣下扳机。

  　すぐさまポケットからレーザー銃を取り出し銃口を彼に向けて引き金を引いた。

  　

  　

  　

  　

  　——喀嚓。

  　──カチッ。

  　

  　

  　

  　

  「……嗯？」

  「……ん？」

  　

  「哎呀，故障了吗？」

  「あら、故障かしら」

  　

  　明明扣下了扳机，枪口却没有射出光粒子。

  　トリガーを引きこんだのに銃口から光の粒子が射出されない。

  　

  「为、为什么……」

  「な、なんで……」

  　

  　我同样扣了好几次扳机，枪支却毫无反应。

  　同じように何回もトリガーを引いても、銃はうんともすんとも言わない。

  　真、真的故障了吗……！？

  　ほ、本当に故障か……！？

  　

  　

  【子弹用尽】

  【弾切れです】

  　

  　

  「……啊？」

  「……は？」

  　

  「呵呵呵，威力高却子弹少，还真是个难用的武器呢。」

  「うふふ、高威力で弾数が少ないなんて、随分とピーキーな武器だこと」

  　

  　我朝嘻皮笑脸地逼近的人妖开枪，却什么也没射出来。

  　ニヤニヤしながら詰め寄ってくるオカマに向けて銃を撃っても何も出ない。

  　不会吧……！就算交换点数只有1，子弹数居然也只有一发，未免太扯了！

  　うっそだろおい……！　いくら交換ポイントが１とはいえ弾数も１とかふざけ過ぎだって！

  　

  「居然用娇小的身体朝我突击……长得这么可爱，胆子却这么大！我并不讨厌哦！」

  「小さい体でアタシに突撃してくるなんて……可愛い顔して大胆なのね！　嫌いじゃないわ！」

  　

  「……呜呜。」

  「……うぅ」

  　

  　

  「不过——这样就结束了！」

  「でも───これで終わりよォン！！」

  　

  　

  　人妖将指尖对准我，射出谜之光束。

  　オカマが指先を此方に向け謎ビームの光を発生させる。

  　无计可施的我只好扔下枪，立刻护住小春闭上双眼。

  　何もできない俺は銃を捨て、咄嗟に小春ちゃんを庇いギュッと目を閉じた。

  　

  　与此同时，人妖的谜之光束发射——

  　それと同時にオカマの謎ビームが発射され──

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「……？」

  「……？」

  　

  　我原本做好了身体会被高热光束灼烧的觉悟，却不知为何什么事也没发生。

  　直後に高熱のビームに身体を焼かれる……そんな風に覚悟していたのだが、なぜか何も起きない。

  　

  　

  　我战战兢兢地睁开眼，发现眼前站着一名少年，他举着一面以冰构成的盾牌。

  　恐る恐る目を開けてみると、そこには氷で構成されている盾のようなものを構えた一人の少年が立っていた。

  　人妖似乎也对突然现身的神秘人物感到惊讶，发出了惊叹声。

  　何者かの登場にはオカマも驚いているらしく、驚嘆の声を挙げている。

  　

  「光束被挡下了！……咦，这个帅哥是谁？这个帅哥是谁！？」

  「ビーム防がれちゃった！　……え、誰このイケメン。誰このイケメン！？」

  　

  　少年无视夸张地大吃一惊的人妖，转头看向我。

  　大袈裟に驚いているオカマをよそに少年は俺の方へ振り向いた。

  　他的表情写满了焦躁，额头上也流下汗水。

  　彼の表情は焦燥の一言で、額からも汗を流している。

  　

  　

  　我见过这名少年，他的长相确实称得上是帅哥。

  　見覚えのある、確かにイケメンと言われればイケメンかもしれない、そんな顔をした少年。

  　

  　救了我的人是这个世界的主角——海夜莲斗。

  　俺を助けたのはこの世界の主人公である──海夜蓮斗だった。

  　

  　

  「幸好我有请菲莉斯帮我做盾牌……喂，你没事吧？」

  「フィリスに盾作って貰っておいて正解だった……。おいキミ、大丈夫か？」

  　

  「……」

  「……」

  　

  　事发突然，我一时说不出话，只能点点头。

  　咄嗟のことで言葉が出て来ず、とりあえず頷いた。

  　海夜见状，放心似地松了口气。仔细一看，他的呼吸也很急促，或许是一路赶来这里。

  　すると海夜は安心したようにホッと息をつく。よく見れば息も荒いしかなり急いで此処へ来たのかもしれない。

  　

  　海夜将视线从我身上移开，望向昏倒的小春。

  　海夜は俺から視線を外して気絶している小春ちゃんに目を向けた。

  　接着他不甘心地咬紧牙根，小声地说了句「复制光束能力」后，再度面向前方。

  　そして悔しそうに歯軋りをすると、小さく「ビーム能力をコピー」と呟き再び前を向いた。

  　

  「这里交给我，你先躲起来。」

  「ここは俺に任せて、とりあえず隠れてろ」

  　

  「……嗯、嗯。」

  「……う、うん」

  　

  　我勉强挤出声音，拖着小春躲到附近的阴影处。

  　なんとか声を絞り出して小春ちゃんを引きずりながら近くの物陰に身を潜めた。

  　

  　

  　

  　——你太慢了！我还以为自己死定了……！

  　──おっそいよ、お前！　死ぬかと思ったわほんとに……！

  　

  　不，虽然他确实是在千钧一发之际救了我，但我可没有因为「咚……」这种声音而心动哦。

  　いや、確かに危ない所を助けられたけど『ﾄｩﾝｸ…』とか別にときめいたりはしないから。　

  　总觉得脸颊好烫，不过这一定是错觉。

  　なんか顔が熱い気がするけど、気のせいです、はい。

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  　人妖袭击事件后过了八小时，现在已是晚上。

  　オカマ襲撃から８時間くらいが経過して現在は夜。

  　我目前正待在海夜家。

  　俺は今、海夜家の家に滞在していた。

  　

  　

  　海夜莲斗和人妖的战斗极为激烈，但人妖途中说「有人叫我了！下次再会！」便离开了，所以两人并没有分出胜负。

  　海夜蓮斗とオカマの戦いは熾烈を極め、途中でオカマが「呼び出しがかかったわ！　また会いましょ！」といって離脱したため決着が付くことはなかった。

  　

  　之后我顺利说服海夜，借住在他们家……事情就是这样。

  　そこからは海夜をうまく説得してこの家に転がり込んだ……というわけだ。

  　

  　

  　海夜家是色情游戏主角特有的两层楼独栋建筑，父母当然不在家。

  　海夜の家はエロゲ主人公特有の二階建ての一軒家で、両親は当然の如く不在。

  　妹妹小春回家后虽然一度醒来，但因为太过疲倦，我让她继续躺在床上休息。

  　妹である小春ちゃんは帰宅後に一度目を覚ましたものの、かなり疲弊していたのでベッドで休ませた。

  　

  　

  　现在我正在主角的房间喝咖啡。

  　そして現在、俺は主人公の部屋でコーヒーを飲んでいる。

  　

  　晚餐是海夜家请客，我也借用了浴室。

  　夕食はご馳走になってお風呂も借りた。

  　就在我准备睡觉时，海夜说「我有话跟你说」，招待我来到他的房间。

  　というわけでさぁ寝よう、といったところで「話がある」と海夜に言われて部屋に招待されたわけだ。

  　

  　我双手捧着马克杯，一点一点地啜饮咖啡，等待海夜。他现在正在冲澡。

  　両手でマグカップを持ってコーヒーをちょっとずつ飲みながら海夜を待っている。彼はいまシャワーを浴びているのだ。

  　

  　

  「……唔唔。」

  「……むむ」

  　

  　……话说回来，我实在静不下心。

  　にしても、落ち着かない。

  　这里毕竟是别人的房间，我不能随便坐到椅子上，所以坐在铺着地毯的地板上，但还是静不下心，忍不住扭动身体。

  　一応人様の部屋なので勝手に椅子に座る訳にもいかずカーペットが敷かれている床に座っているのだが、やっぱり落ち着かなくて身じろぎしてしまう。

  　

  　

  　……虽然结果是正负相抵，但幸好成功守住了残机。

  　……結果的にポイントはプラマイゼロだったけど、残機は死守できて良かった。

  　

  　任务有「成为第一女主角」这种没有期限的类型，也有像这次这种强制二选一的即时性事件，能知道这点算是不幸中的大幸。

  　ミッションには『メインヒロインになる』といった期間が無期限のものもあれば、今回のような強制二択といった即効性の強いイベントもあると分かったのは不幸中の幸いだ。

  　

  　虽然确实很累人，但没有损失残机就掌握了事件的种类，这应该可以算是收获。我这么想。

  　確かに疲れはしたが残機を減らすことなくイベントの種類を把握することができた。これは素直に収穫だと考えていい。

  　

  　

  「抱歉，让你久等了。」

  「悪い、待たせた」

  　

  　我一边犹豫一边喝着咖啡，这时背后传来声音。我转过头，看到穿着运动服的海夜走进房间。

  　逡巡しながらコーヒーを飲んでいると、背中から声をかけられた。振り返るとジャージ姿の海夜が部屋に入ってくるのが見える。

  　

  「……嗯。」

  「……うん」

  　

  　总之我先应了一声，然后继续待在原地。

  　とりあえず相槌を打ちそのまま動かずにいる。

  　接着海夜坐到书桌前的椅子上，对我说「你可以坐床上」。

  　すると海夜は勉強机の前にある椅子に座り、俺に「ベッドに座っていい」と声をかけてくれた。

  　

  　我坐到松软的床上，面向海夜。

  　ふかふかのベッドに腰を下ろして海夜の方へ向く。

  　与此同时，他开启了话题。

  　それと同時に彼が会話を切り出した。

  　

  「呃……你叫莉亚，对吧？」

  「えっと……リア、だったよな？　名前」

  　

  「对。」

  「そう」

  　

  　即使听到我声音较小、给人冷漠印象的回答，海夜也没有动摇。

  　比較的声が小さくて冷たい印象を与える俺の返事を聞いても、海夜は動じない。

  　是因为他被那个叫菲莉斯的女生锻炼过，所以对面无表情的角色有抗性吗？

  　無表情キャラへの耐性はあのフィリスとかいう女の子で鍛えられている、ということだろうか。

  　

  「首先让我道谢吧……真的很谢谢你救了我妹妹。」

  「まずは礼を言わせてくれ。……妹を助けてくれて、本当にありがとう」

  　

  　主角将双手放在膝上，深深低下头。

  　両手を膝の上に置き深々と頭を下げてくる主人公。

  　被人感谢的感觉很好，所以让他继续道谢也无妨，但气氛似乎不允许我这么做，所以我忍了下来。

  　感謝されるのは気分が良いのでもっとお礼を言わせてもいいのだが、なんかそういう雰囲気ではないので我慢した。

  　

  「不用。」

  「別に、いい」

  　

  「哈哈，你真谦虚。总之谢谢你……然后，关于我要说的事。」

  「ははっ、謙虚だな。とにかくありがとう。……でさ、話なんだけど」

  　

  「什么？」

  「なに」

  　

  　我面无表情地歪头，海夜则带着浅笑继续说：

  　無表情なまま首をかしげると、海夜が少しだけ笑いながら言葉を続けた。

  　

  「你没地方住吧？那要不要暂时住在我家？」

  「寝泊りする場所ないんだろ。なら暫くこの家に居てくれないか？」

  　

  「……为什么？」

  「……どうして？」

  　

  「你想想，我还没道谢完呢。最重要的是，小春很粘你。」

  「ほら、礼もし足りないしさ。なにより小春がアンタに懐いてるんだ」

  　

  　我一边听他这么说，一边回想几小时前的事。

  　そう言う彼の言葉を聞きながら数時間前のことを思い返してみた。

  　

  　

  　我确实向醒来的小春说明了状况，那孩子哭着抱住我。

  　確かに目が覚めた小春ちゃんに状況を説明したら、あの子泣いて俺に抱き着いてきたな。

  　

  　在她眼中，我似乎完全被当成年纪比她小的人，她一边说着「谢谢」、「好可爱」之类的话，一边把我抱得紧紧的。

  　彼女から見て俺は完全に年下として見られているらしく、「ありがとう」だの「かわいい」とか言われながらもみくちゃにされた。

  　

  　呵呵呵……看来我先攻略了主角的妹妹呢。一切都在计算之中(颤抖的声音)。

  　ふふふ……どうやら先に主人公の妹を攻略してしまったようだな。計算通りだぜ(震え声)

  　

  　

  「怎么样？」

  「で、どうだ？」

  　

  「……我知道了。我会暂时住在这里。」

  「……わかった。しばらく、ここに居る」

  　

  「真的吗！」

  「本当か！」

  　

  　太好了……海夜这么说，露出打从心底感到安心的表情。

  　よかった……と言いながら、心底安心したような表情になる海夜。

  　

  　老实说，我也打从心底感到安心。好不容易得到温暖的床铺，我真的很想哭着大喊「太好了」。

  　実を言えば俺も心底安心してる。ようやく温かい寝床を手に入れたところなので本当なら泣いて喜びたいところだ。

  　

  　毕竟我是个不付房租的食客，要是不道谢或低头致意的话，就太失礼了。

  　家賃も払わないで居候するわけだし、お礼は言って頭でも下げとかないと失礼か。

  　

  「请多关照。」

  「お世話に、なります」

  　

  「等等，不用道谢啦。是我拜托你的。」

  「ちょ、礼なんてやめてくれよ。お願いしたのはこっちなんだから」

  　

  　

  　总之，今后请多关照。

  　とにかく、これから宜しく。

  　我这么说，用白皙的小手握住海夜伸过来的手。

  　そう言って海夜が伸ばしてきた手を、白くて小さい手で握った。

  　

  「请多关照……」

  「よろしく……」

  　

  　我在心中微笑，用力握紧他的手。

  　心の中で微笑みながら強く手を握った。

  　

  　

  　

  　虽然设定上写着他是老好人，但竟然愿意藏匿来历不明的我，这家伙果然是主角……我这么想。

  　お人好しとは設定に書いてあったが得体の知れない俺を匿うなんて、やっぱりコイツも主人公なんだな……なんて考えてみる。

  　如果我的内在是男人，对他的好感度或许会提升吧。

  　俺の中身が男じゃなけりゃヒロインとしての好感度も上がってたかもしれないな。

  　

  　

  　好了，这就是所谓的第一次接触……嗯，还不错吧？

  　さて、これが所謂ファーストコンタクトになるわけだけど……うん、まぁまぁ良いんじゃないか？

  　

  　食客这个物理上的优势，更重要的是，其他女主角没有的『帮助了妹妹』的事实，相当有利。

  　居候という物理的距離におけるアドバンテージと、なにより他のヒロインには無い『妹を助けた』という事実はかなり美味しいぞ。

  　

  　

  　嘿嘿嘿，开头很顺利！光是今天，我身为女主角的格调就提升到足以跟其他女主角抗衡的程度了！

  　ふへへ、好調な出だしだ！　今日だけでも他のヒロインに食い下がれる程度にはヒロインとしての格も出てきた気がするぜ！

  　

  　

  「那么……我要睡了。」

  「じゃあ……もう、寝る」

  　

  　我放开海夜的手，从床上起身。

  　海夜の手を離し、ベッドから腰を上げた。

  　总之今天先睡吧。努力了一整天，我已经累坏了。

  　とりあえず今日はもう寝よう。いろいろ頑張ってヘトヘトだ。

  　

  　我用双手拿着还剩一点咖啡的马克杯，走向房间的出入口——

  　まだ中身が残っているマグカップを両手で持ち、部屋の出入り口へ向かって歩き出し───

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「……咦？」

  「……え？」

  　

  　

  　

  　这是我第一次用这个身体发出怪声。

  　この身体を使っていて初めて素っ頓狂な声が出た。

  　

  　因为在我正要走出房间的瞬间，衣服后方被拉住，我不得不停下脚步。

  　その理由は部屋を出ようとした瞬間、服の後ろを引っ張られて立ち止まってしまったからだった。

  　

  　

  「……」

  「……っ」

  　

  　我战战兢兢地回头，看到海夜抓着我的睡衣一角。

  　恐る恐る後ろを振り向いてみるとそこには俺のパジャマの端を手で掴んでいる海夜の姿があった。

  　……咦，什么，怎么了？

  　……え、なに、どうした。

  　

  「海、海夜……？」

  「う、うみや……？」

  　

  「……呼、呼。」

  「……ハァ、ハァ」

  　

  　我担心地问，但海夜没有回答。

  　心配する様な声音で話しかけるが海夜からの返事はない。

  　虽然不能说取而代之，但他呼吸急促，更用力地抓住我的衣服。

  　その代わりと言ってはなんだが、彼は息を荒くしながら服を握る力をさらに強めた。

  　

  　什么，到底怎么了？

  　何だ、本当にどうした？

  　

  　

  「呃……你、不舒服……吗？」

  「えと……気分、わるい……の？」

  　

  「呼——呼……！呜、咕……！」

  「ハァーッ、ハァ……！　うっ、ぐ……！」

  　

  　我整个身体转过去，看到海夜手按着胸口，痛苦地开始过度换气。

  　体ごと振り返ると海夜が自分の胸に手を当てながら苦しそうに過呼吸をし始めた。

  　他的脖子已经渗出汗水，半张的嘴流下一丝口水。

  　既に首元には汗が滲んでいて、半開きになった口からは涎が少し垂れている。

  　

  　

  　这状况好像很不妙，是不是该叫救护车？

  　これ、結構ヤバいんじゃないか。救急車を呼んだ方がいいのでは。

  　

  　我这么想着，从口袋拿出手机，正要按下119时——

  　そう思い、ポケットから取り出したスマホに１１９を押しかけた、その瞬間───

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「呜嘎啊啊啊！！」

  「ウガアァァッ！！」

  　

  「哇！」

  「わっ」

  　

  　

  　海夜用力拉住我的手，把我扔到床上。

  　海夜が強く俺の手を引き、そのまま俺をベッドに放り投げた。

  　马克杯从我手中飞出去，掉在地上，里面的咖啡在灰色地毯上形成污渍。

  　俺の手から離れたマグカップが床に落ち中に入っていたコーヒーは灰色のカーペットにシミを作っていく。

  　

  　海夜毫不在意，跳上床，跨坐在仰躺的我身上。

  　しかしそれを気にも留めず海夜はベッドに飛び込み、仰向けで寝そべる俺の上に跨った。

  　

  　

  「咦？咦？」

  「え？　えっ？」

  　

  「呼——呼——……！」

  「フゥーッ、フゥゥーッ……！」

  　

  　海夜无视困惑的我，喘着气，用锐利的眼神盯着我。

  　困惑する俺をよそに、海夜は息を荒らげながらギラついた目つきで俺を見つめている。

  　

  　他显然失去理智，我感到怀疑的同时，注意到海夜的脖子发出粉红色的光。

  　明らかに正気を失っている彼の様子に疑心を抱くと同時に、海夜の首筋からピンク色の光が発生していることに気がついた。

  　

  　

  　那是个圆圈中画着爱心的符号，怎么看都是『淫纹』。

  　それは円の中にハートマークが描かれているいかにも『淫紋』のようなマークだった。

  　

  「不会……吧？」

  「うそ……だろ」

  　

  　我脸上一定挂着僵硬的笑容。

  　きっと今の俺は引きつった笑みを浮かべている事だろう。

  　

  　我对自己感到错愕，因为现在的我就像色情游戏的主角，在战斗中不小心被人妖的『发情淫纹』附身，而且自己竟然没发现。

  　戦闘中うっかりオカマの『発情する淫紋』を付けられたエロゲ主人公と、それに気がつかなかった自分に呆れているのだ。

  　

  　

  「讨、讨厌……」

  「や、やだ……」

  　

  「嘎呜！」

  「ガゥッ！」

  　

  「噫！」

  「ひっ」

  　

  　我趴在地上，想爬下床逃走，海夜却用双手抓住我的腰。

  　うつ伏せの体勢になってから逃げようと思ってベッドの上を這いずると、海夜が俺の腰を両手で掴んできた。

  　他抓得比想象中更用力，我完全无法动弹。

  　想像以上に掴む力が強くて全くその場から動けなくなってしまった。

  　

  　

  　我颤抖着声音，试图安抚海夜。

  　震えた声を発しながら、何とか海夜を宥めようと試みる。

  　

  「别、这样……」

  「やめ、よう」

  　

  「咕噜噜……！」

  「グルル……！」

  　

  「那个，真的……」

  「あの、ほんとに」

  　

  　

  　

  　

  「呜嘎啊啊啊！！」

  「ウガァァァァ！！」

  　

  「啊哇哇！不要脱我的内裤！住手——」

  「あわわっ、下着脱がすなっ、やめ───」

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★

  ★　　★　　★

  　

  　

  　

  「呼！呼！」

  「フゥッ、フゥッ！」

  　

  「呜咕！停……停下来……！」

  「うぐっ、と……とま、れぇ……っ！」

  　

  　

  　

  ★　★　★

  ★　　★　　★

  　

  　

  　

  「呜咕！！」

  「ウグッ！！」

  　

  「嗯啊！？……呜、啊……出、出来了……噫呜……住、住手……」

  「んあ゛ァ゛っ！？　……う、ぁ……、で、でてるぅ……っ、ひぐっ……や、やめぇ……」

  　

  　

  　

  ★　★　★

  ★　　★　　★

  　

  　

  　

  「呼！呼！」

  「ハァっ、ハァッ！」

  　

  「……♡……呜、恶……♡」

  「……ッ♡　……ぉ、ぇぅ……っ♡」

  　

  　

  　

  ★　★　★

  ★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　回过神时，我被从窗外照进来的晨光照醒。

  　気がつけば、窓から差し込む朝日に照らされ目を覚ましていた。

  　

  　我一丝不挂地躺在床上，迎接早晨的到来，床单湿湿的。

  　ベッドの上で、裸で、なにやら湿ったシーツの上で朝を迎えた。

  　

  　

  　我往旁边一看，海夜和我一样裸睡。

  　ふと隣を見てみれば俺同様に裸で眠っている海夜の姿が。

  　我和海夜的睡衣和运动服散落一地，灰色地毯上有一滩黑色污渍。

  　周囲には俺と海夜のパジャマやジャージが散乱しており、灰色のカーペットには黒いシミができている。

  　

  　我几乎不记得昨晚发生的事，但一回想起来，头就痛了起来，到底是怎么回事？

  　昨晩の記憶はほとんど無いのだが、思い出そうとすると頭が痛くなってくるのは一体何なんだ？

  　

  「手、手机……」

  「す、すまほ……」

  　

  　我摸索着四周，寻找我的手机。

  　手探りで周囲に手を広げ俺のスマホを探してみる。

  　

  「……找到了。」

  「……あった」

  　

  　我拿起放在枕头下的手机，急忙打开屏幕。

  　枕の下に置いてあったスマホを手に取り、急いで画面を表示させた。

  　

  　

  　什么？发生什么事了？我们到底——

  　なんだ、何が起きてるんだ、俺たちに一体なにが───

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  【残机×2】

  【残機×２】

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「……呜、啊。」

  「……う、ぁ」

  　

  　

  　看到那个的瞬间，我吓得腿软，往后倒下。

  　それを見た瞬間、腰を抜かして後ろに倒れ込んだ。

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　残机减少啦啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！？

  　残゛機゛減゛っ゛て゛る゛う゛う゛う゛ゥ゛ゥ゛ゥ゛あ゛あ゛ぁ゛ァ゛ァ゛ッ゛ッ゛！ ！ ？

  　

  　

 
  パンツをください

  请给我内裤

  　我任凭怒火驱使，赏了海夜莲斗的脸颊50个巴掌，大约3小时后。

  　怒りに身を任せて海夜蓮斗の頬を５０回ぐらいビンタしてから、約３時間後。

  　

  　我总不能把小春一个人留在那个禽兽的家里，于是带着她来到外面。

  　あのケダモノがいる家に小春ちゃんを置いていくわけにもいかず、俺は彼女を連れて外に出ていた。

  　

  　

  「……呜呜。」

  「……うぅ」　

  　

  「莉、莉亚，你没事吧？要不要去那边的长椅休息……？」

  「りっ、リアちゃん大丈夫？　そこのベンチで休む……？」

  　

  　我不禁发出软弱的声音，牵着我的手的小春担心地问道。

  　ついつい弱気な声を漏らしてしまい俺と手を繋いで歩いている小春ちゃんに心配されてしまった。

  　

  　我们没有目的地，总之先在街上闲逛，但我不时想起今天早上的事，变得忧郁起来。

  　行く宛などないのでとりあえず街中を歩いていたのだが何度も今朝のことを思い出して憂鬱になってしまう。

  　小春看不下去我沮丧的样子，拉着我来到长椅坐下休息。

  　度々落ち込んでしまう俺を見兼ねた小春ちゃんに引っ張られ、とりあえずベンチで休むことになった。

  　

  「我去买点喝的！」

  「あたし、なんか飲み物買ってくるね！」

  　

  　小春笑着说完，走向附近的自动贩卖机，我目送她离开后，轻轻叹了口气。

  　笑顔でそう告げた小春ちゃんが近くの自販機に向かって行くのを見送りながら、俺は小さく溜め息を吐いた。

  　

  　

  　

  　

  　今天早上起床时，从胯下到大腿之间，有一道粘稠的白浊液体。

  　今朝ベッドから立ち上がった時は粘っこい白濁色の液体が股から太ももにかけて垂れていた。

  　看到那东西的瞬间，我忍不住尖叫，这绝对不是我的错。

  　それを見た瞬間悲鳴を上げてしまった俺は絶対に悪くないと思う。

  　

  　我照了镜子才发现，美丽的银发和小巧的嘴唇上也沾着「神秘液体」。

  　鏡を見て分かったことだが綺麗な銀色の髪や小さい唇にもその『謎の液体』がくっ付いていた。

  　

  　

  　再加上我亲眼看到自己少了一条命，不可能不回想起昨晚的记忆。

  　それに加えて残機が減っているという事実を目の当たりにして、昨晩の記憶など思い出さないわけがなくて。

  　

  「那个强奸魔……」

  「あの、レイプ魔め……」

  　

  　我眼眶泛泪，低声咒骂海夜。

  　若干涙目になりながら海夜に対しての怨嗟の声を漏らす。

  　可恨，啊啊，太可恨了。

  　恨めしや、あぁ、恨めしや。

  　

  　

  　——那家伙下手真的毫不留情耶！？

  　───マジで容赦なかったぞあの野郎！？　

  　

  　

  　头发、脸、嘴巴、■里面都射满了……那家伙真的是人类吗！？(抓狂)

  　髪にも顔にも、口の中にも■内にも出しやがって……アイツ本当に人間かァ！？(全ギレ)

  　

  　

  「呜呜……」

  「くすん、くすん……」

  　

  「哇，哭了！？」

  「わっ、泣いてる！？」

  　

  　小春双手拿着温热的瓶装茶回来，映入她眼帘的，恐怕是我哭得唏哩哗啦的丢脸模样。

  　温かいお茶のペットボトルを両手に持って戻ってきた小春ちゃんの目に飛び込んで来たのは、おそらくポロポロ泣いているであろう俺の情けない姿だ。

  　

  　我从摸着我的背安慰我的她手中接过茶，用掌心滚动瓶子，温暖冰冷的双手。

  　背中をさすりながら宥めてくれる彼女からお茶を受け取り、それを掌で転がしながら冷えた両手を温めていく。

  　

  「没事的！有我在……！」

  「だいじょうぶっ！　私が付いてるからね……！」

  　

  「……嗯。」

  「……うん」

  　

  　好温暖……茶和小春的心都好温暖……

  　あったけぇ……お茶も小春ちゃんの心もあったけぇよぉ……。

  　

  　可恶，感觉精神快被身体拉走了。

  　ちくしょう、なんか若干精神が体に引っ張られてるな。

  　这样不行。我是高中男生，我是男人，我是哥哥。弟弟啊，给我力量吧……！

  　こんなんじゃ駄目だ。俺は男子高校生、俺は男、俺はお兄ちゃん。弟よ俺に力をくれ……！

  　

  　

  　虽然没跟小春解释就带她过来，但要是她知道自己的哥哥是强奸魔，可能会大受打击而卧病在床。

  　小春ちゃんには事情も話さず連れてきちゃったけど、流石に兄貴がレイプ魔だと知ったらショックで寝込む可能性も考えた。

  　

  　昨晚那场宛如撸管游戏的强奸事件，我之所以当成自己的秘密，不是为了那家伙，而是为了小春。

  　昨晩の抜きゲーみたいなレイプ事件を俺だけの秘密に留めているのはアイツじゃなくて小春ちゃんの為だ。

  　

  　

  　那只是我被那个怪人偷袭，想让自己爽一下的悲惨事件，我绝对没有感受到快感。真的，真是讨厌的事件……

  　アレはあの怪人に不意を突かれたケダモノが自分だけ気持ちよくなろうとした陰惨な出来事であり、決して俺は快感など感じてはいない。本当です。嫌な事件だったね……。

  　

  　

  　

  　

  「怪、怪人啊——！！」

  「か、怪人だぁーっ！！」

  　

  「大家快逃——！」

  「みんな逃げてぇー！」

  　

  　

  　

  　……登场也太随便了吧？（单纯的疑问）

  　……登場、雑すぎない？(素朴な疑問)

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　一如所料，前几天的那个人妖在街上大闹。算了，因为是战斗类型的世界观，所以敌人频繁出现也不足为奇。

  　予想通り街中で暴れていたのは先日のオカマだった。まぁバトルモノの世界観だから頻繁に敵が出てくるのは不思議でもないか。

  　

  　我带着小春，这时候应该脚底抹油——我这么心想，却发生了令人意外的事。

  　小春ちゃんを連れていることだしここは逃げの一手でいいか──と考えていたのだが、意外な事が起きた。

  　

  　

  「大家快逃！这里交给我……！」

  「皆さん早くお逃げになって！　ここは私が……！」

  　

  　

  　弓道社的千金兼胸部最大的女主角候补・高月洛伊泽尔冲到了现场。

  　弓道部のお嬢様兼一番おっぱいがデカいヒロイン候補こと高月ロイゼールが現場に駆けつけてきたのだ。

  　虽然不知她是敌人出现时恰好出现，抑或偶然路过。

  　敵の出現に際して現れたのかはたまた偶然通りかかったのかは知らないが。

  　

  「洛伊泽同学打算一个人战斗吗……」

  「ロイゼさん、一人で戦う気なのかな……」

  　

  　小春担忧地盯着纵卷发随风飘逸的千金小姐。她们两人似乎已经认识了。

  　縦ロールが風で靡いているお嬢様を心配そうな表情で見つめる小春ちゃん。どうやら既に二人は知り合いのようだ。

  　

  　

  　

  「唔唔，她很能打呢……！」

  「むむっ、結構やりますわね……！」

  　

  　高月使用强力光弹与粗大光束，人妖也操纵类似光束的武器，双方的招式似乎不太对盘。

  　強力な光弾や太いレーザーを使って戦う高月と、同じくビームのようなものを扱うオカマとでは相性がいいとは思えない。

  　双方都无法对彼此造成伤害，使得城镇的损害逐渐扩大。

  　現にお互いが相手にダメージを与えられないまま街への被害が広がっている。

  　

  「哎呀！你挺强的嘛！和可爱的外表相反，你是力量型的呢！我并不讨厌哦！！」

  「あらァん！　アンタなかなか強いじゃない！　可愛い見た目に反してゴリゴリのパワー系なのね！　嫌いじゃないわ！！」

  　

  「就算你中意我，我也不会开心的……！」

  「貴方に好かれても別に嬉しくないです……！」

  　

  　双方都从远处发射光束，战况陷入胶着。

  　双方とも離れた位置からのレーザー攻撃ばかりで戦況が膠着している。

  　

  　不过，人妖似乎略占上风。他的神秘光束比高月所射出的光束威力更强，单纯比火力的话，高月居于劣势。

  　だが微妙にオカマの方が優勢に見えた。高月の放つレーザーよりも彼の謎ビームの方が若干威力が高く、単純な火力勝負では高月が負けている。

  　

  　

  　当我担忧地这么心想时，如我所料，光束互相撞击，高月被压制，趴倒在地。

  　それを危惧した途端、予想通りレーザー同士のぶつかり合いで高月が押し負けてしまい彼女は地面に倒れ伏してしまった。

  　

  「唔唔！」

  「うぅっ！」

  　

  「你虽然也挺强的，但比不上昨天的小弟弟呢。」

  「アンタも中々やるようだけど、昨日のボウヤほどじゃないわね」

  　

  　人妖擦拭着额头的汗水，吁了一口气，这么低喃。

  　額の汗を拭いながらオカマが息をついてそう呟いた。

  　被打倒的高月跌坐在水泥地上，不甘心地瞪着人妖。

  　当の倒された高月はコンクリートの地面に尻餅をつきながら、悔しそうにオカマを睨みつけている。

  　

  「洛伊泽同学！」

  「ロイゼさん！」

  　

  「啊……」

  「あっ……」

  　

  　小春放开我的手，奔向受伤的高月身边。

  　小春ちゃんが俺の手を離し傷ついた高月のもとへ駆け寄った。

  　我也追在她身后，来到高月身旁，却无能为力。

  　彼女を追いかけるようにして俺も高月の傍まで行ったものの、かといって何かができるわけでもない。

  　

  「小春同学……！？不行，你快逃！」

  「小春さん……！？　ダメですっ、早くお逃げなさい！」

  　

  「怎、怎么可以！我不能丢下你！」

  「そ、そんな！　置いていけないですよ！」

  　

  　高月与小春过于担心彼此，而起了争执。

  　高月と小春ちゃんがお互いを心配するあまり口論になっている。

  　我在一旁望着他们，发现高月的膝盖受伤了。

  　傍らでそれを見つめていて分かったが、高月は膝を怪我していた。

  　

  　他的右膝恐怕被激光擦过，黑色裤袜破了，稍微渗着血。

  　おそらくレーザーがかすったであろう右膝は黒いタイツが破けて少し出血している。

  　小春注意到这一点，从包包中拿出毛巾，包扎他的伤口，但人妖在这段期间也步步逼近。

  　小春ちゃんがそれに気がつき鞄に入っていたタオルをそこに巻いて応急処置をしているが、その間にもオカマはこちらに向かって進んできている。

  　

  　他莫名地扭来扭去，用模特儿走台步的步伐走着。

  　妙にクネクネした、モデル歩きで。

  　

  　

  　

  　……糟糕，高月输了啊，这下该怎么办？

  　……やっべぇ、高月負けてるじゃん。どうしたらいいんだこれ。

  　

  　我昨天与海夜战斗，又与高月交手后，发现这人妖强得离谱。

  　昨日の海夜との戦闘や目の前の高月との戦いを見て思ったが、このオカマ強すぎる。

  　他虽然态度轻佻，但战斗时却相当细腻，而且光束的火力也高。

  　ふざけた態度とは裏腹に戦闘においては繊細。あと単純にビームの火力が高い。

  　

  　我失算了，应该抛下高月，带着小春逃走才对。

  　失策だ。高月を置いてでも小春ちゃんを連れて逃げるべきだった。

  　海夜身为主角也无法彻底打倒他，我却无法保证高月能打倒他。

  　主人公である海夜でも仕留めきれなかったコイツを高月なら倒せるという保証はどこにもなかったのに。

  　

  　

  「……怎么办？」

  「……どうしよう」

  　

  「所以说——哎呀？」

  「だから──あら？」

  　

  　当我虚弱地低喃后，原本与小春争执的高月注意到我了。他似乎因为小春立刻向他说话，而没注意到我的存在。

  　弱々しく俺が呟くと口論していた高月が俺に気がついた。どうやらすぐに小春ちゃんに話しかけられたため、俺の存在に気がついていなかったようだ。

  　

  「你是小春的朋友……？」

  「あなた、小春さんのお友達……？」

  　

  「欸……嗯、嗯。」

  「えっ。……ぅ、うん」

  　

  　我骗你的，我只是食客，也可以说是小白脸。

  　嘘ですただの居候です。ヒモともいう。

  　

  　

  「就算我说了，你也不会听的，所以就算用拖的也要带着小春同学逃走！这里就交给我——唔……！」

  「私が言っても聞きませんから引きずってでも小春さんを連れて逃げてくださいな！　ここは私がなんとか──ぅっ……！」

  　

  　当他试图站起的瞬间，膝盖似乎传来一阵痛楚，令他颤抖一下，再度坐回地上。

  　立ち上がろうとした瞬間、膝に痛みを感じてしまったのか高月はビクっと震えてまたお尻を地面につけてしまった。

  　

  「……可恶，竟然在学弟妹面前出糗……！」

  「……くっ、後輩の前で情けない……っ！」

  　

  　高月不甘心地咬牙切齿，小春则在一旁担心着他。

  　悔しそうに歯噛みする高月と傍らで彼女を心配する小春ちゃん。　

  　我则望着两人，只能旁观这不利的战况。

  　その双方を見つめながら不利な戦況を傍観するしかない俺。　

  　

  　

  　如果我有昨天用点数交换的激光枪之类的东西，也能战斗的说……

  　昨日ポイント交換で得たレーザー銃のような物があれば、俺も戦えるんだけど……。

  　

  「商店……」

  「ショップ……」

  　

  　我提防着缓缓靠近的人妖，从口袋中拿出手机。

  　ゆっくりと近づいてくるオカマを警戒しつつ、ポケットからスマホを取り出した。

  　然后，我同时打开点数商店与任务清单的画面，确认是否有可用的东西。

  　そしてポイントショップとミッションリストの画面を同時に開き何かないかと確認してみた。

  　

  　

  「嗯……这是？」

  「んっ……これは？」

  　

  　我急忙卷动画面，见到一项道具。

  　急いで画面をスクロールしまくる俺の目に留まったのは、一つのアイテムだった。

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  【交换点数3：真的超强・激光・机关枪

  【交換ポイント３：マジでめっちゃ強い・レーザー・マシンガン

  　

  　武器说明：能自动追踪目标，将16000发超粗最强激光射进目标体内，对方必死无疑。】

  　武器説明：１６０００発の極太最強レーザーを自動追尾でターゲットに全てぶち込める　相手は死ぬ】

  　

  　

  　

  　

  　

  　……好像很强(小并感)　用了这个就能赢了吧？(思考停止)

  　……つよそう(小並感)　これ使えば勝てるのでは？(思考停止)

  　

  　

  「啊，可是……」

  「ぁ、でも……」

  　

  　点数压倒性地不足，我昨天好不容易得到的1点也用在激光枪上了，所以目前点数为零。

  　ポイントが圧倒的に足りない。昨日せっかく得た１ポイントもレーザー銃に使ってしまったために所持ポイントは未だゼロだ。

  　

  　而且，为了脱离这死亡游戏，我必须存点数，却只遇到不使用点数道具就会死的场面，这难度也太高了吧？我都要不想玩了啦～

  　そもそもこのデスゲームから抜け出すためにはポイントを貯めなきゃいけないのに、ポイントアイテム使わないと死ぬような場面にしか遭遇しないのは流石にハードモードすぎん？　やめたくなりますよゲームぅ～。

  　

  　有没有能立刻得到点数的任务呢……我这么心想，操作着手机后，它忽然震动了起来。

  　何か今すぐにポイントを貰えるミッションとかないかしら……と思いながらスマホを操作していると、唐突にスマホが震えた。

  　

  　

  　……哦？等等，这该不会是……

  　……お？　待てよ、これはもしかして。

  　

  　

  【强制二选一：这次的点数将事后支付。】

  【強制二択：今回のポイント配布は後払いになります】

  　

  　

  　好耶，如我所料！虽然事后支付令人在意，但若能在此获得大量点数的话，就能买到刚才那个超强的什么了！

  　よっしゃ、予想通り！　後払いってのが気になるけどここで大き目のポイントが得られれば、さっきのマジでめっちゃ強いナントカが買える！

  　

  　事到如今，我也顾不得那么多了，无论是什么任务，我都会完成的……！

  　ここまで来たら背に腹は変えられないしどんなミッションだろうがやってやるぜ……！

  　

  「内容是……」

  「内容は……」

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  【乖乖投降（点数＋1）】

  【素直に降参する（ポイント＋１）】

  　

  【夺走高月洛伊泽尔的内裤（点数＋3）】

  【高月ロイゼールのパンツを奪い取る（ポイント＋３）】

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　——顾不得那么多了(2回)。

  　──背に腹は変えられない(２回目)

  　

  　

  「呀！？」

  「きゃっ！？」

  　

  　高月忽然被我推倒，发出了可爱的尖叫声。

  　突然俺に押し倒された高月はかわいらしい悲鳴を挙げた。

  　我不以为意，将手伸向他的内裤。

  　構わずそのままパンツへ手を伸ばしていく。

  　

  「你你、你干嘛突然这样！？啊哇哇，住手……！！」

  「ななっ、なんですの急に！？　あわわっ、おやめになってぇ……っ！！」

  　

  「等等，莉亚！」

  「ちょっとリアちゃん！？」

  　

  「……」

  「……」

  　

  　银发少女默默地将手伸向内裤，金发纵卷发大小姐满脸通红、泪眼汪汪地按住她的手，主角的妹妹则不明所以，显得惊慌失措。

  　無言でパンツに手をかける銀色髪の少女、顔を赤くしながら涙目でその手を押さえる金髪縦ロールお嬢様、状況が分からず狼狽する主人公の妹。

  　

  　

  　简而言之，现场状况可谓『一团混乱』，连人妖也显得不知所措。要动手只能趁现在了。

  　端的に言って『カオス』な状況の現場に流石のオカマも困惑している様子だ。やるなら今しかない。

  　

  　

  　

  　我将手用力一拉……喂，这具身体的肌力超弱的，别抵抗啊！

  　ググっと手に力を込める。……おいコラっ、この体の俺は筋力クソザコなんだから抵抗すんな！

  　

  　

  「咿！！住手、住手！你是怎么了！？冷静一点，先冷静下来吧！好吗！？」

  「ヒィィ！！　やめてやめてぇ！　どうしたんですか何なんですか！？　落ち着いてっ、一旦おちつきましょう！　ねっ！？」

  　

  「……把内裤给我。」

  「……パンツをよこせ」

  　

  「这孩子在说什么啊！？现在不是做这种事的时候——呀啊！？住、住手啊啊啊！！」

  「何を言ってるのこの子！？　今はこんなことしてる場合じゃ──ぎゃあっ！？　おっ、おやめになってェェェ！！」

  　

  　

  　对不起！！请给我内裤！！一下下就好！真的只要一下下就好！！

  　ごめんなさい！！　パンツをください！！　ちょっとだけ！　ほんとにちょっとだけだから！！

  　

  　

 
  銀髪低身長ひかえめちっぱいロリママ

  银发矮个子的贫乳萝莉妈妈

  　路边的车辆冒出黑烟，不分男女，人们在烟雾之中沉溺于肉欲之中。

  　道端の車からは黒煙が立ち上り煙の中では男女問わず肉欲に身を捧げている人間が溢れる市街地。

  　一名男子在其中随心所欲地施展着能够改变自己获得的世界的异能，恣意地掌控着现场。

  　その中で欲望の赴くまま自らが手にした世界を変えうる異能を振るい、思い通りに場を支配する男。

  　

  　他的异能是能够无限延伸的高功率光子。

  　彼の異能は何処までも伸びていく高出力の光の粒子。

  　而最可怕的是，透过刻印纹章，将人们变成色欲奴隶的催眠术。

  　そして何より紋章を刻み込むことで人々を色欲の奴隷へと変貌させてしまう催眠術。

  　

  　

  　身怀这两种能力的他，正是现场最强——不对，是无敌的存在。

  　その二つを持ちうる彼はこの場において正しく最強の、いや──無敵の存在であった。

  　

  　

  　无人能抵抗他的催眠术，也无法阻止光子炮。

  　何者も彼の催眠術に抗う術を持たず光の粒子砲を止める事ができない。

  　纵使他拥有卓越的战斗技巧，但在无法发挥异能的近身战之中，也无法获胜。

  　彼が優れた戦闘技術を持つが故に、異能を発揮できない接近戦においても勝つことは叶わない。

  　

  　即使警察或特殊部队赶到现场，也将造成大量牺牲——

  　もはや警察や特殊部隊が駆けつけたとしても大勢の犠牲は免れないだろう───

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　没错，你是不是这么想呢？这样的话，我就会获胜了哦。

  　そう、思ってないですか？　それやったら俺が勝ちますよ。

  　

  「石头、剪子、布。」

  「じゃーんけーん、ポン」

  　

  「啊啊！？我、我输了！……呜、呜呜，我的内裤……」

  「あ゛ぁ゛っ！？　ま、負けてしまいましたわ！　……うっ、うぅっ、私のパンツが……」

  　

  「高月，遵守、约定。」

  「高月。約束、守って」

  　

  　当我盯着她的双眼这么说后，高月便收起输给我华丽布的可怜石头手，不情不愿地脱下内裤。

  　彼女の目を見つめながらそう言うと、俺の華麗なるパーに負けた哀れなグーの手を引っ込めて高月はしぶしぶ自らパンツを脱いでいく。

  　

  　他因为羞耻而面红耳赤，将刚脱下、还热乎乎的浅蓝色内裤交给了我。

  　そして羞恥ゆえに顔をリンゴのように真っ赤に染めながら脱ぎたてホカホカの薄水色パンツを俺に手渡した。

  　

  　莉亚　获得了　月的内裤！

  　リアは　こうづきのパンツ　を　てにいれた！

  　

  「那、那个！请不要那么认真地盯着我的内裤看啊！？」

  「あ、あのっ！　そんなマジマジとパンツを見つめないでくださる！？」

  　

  「抱歉……谢谢。」

  「ごめん。……ありがと」

  　

  　我安抚着泪眼汪汪地抗议的高月，单手握着内裤站了起来。

  　涙目になりながら抗議する高月を宥めつつ、パンツを片手に握って立ち上がった。

  　在我眼前的是露出傻眼表情的伪娘。

  　目と鼻の先には呆れたようなアホ面をしているオカマ野郎がいる。

  　

  　我接下来就要将他打回尘土，你这虫子觉悟吧！

  　これから俺はアイツを塵に還してやるわけだ。覚悟しろよこの虫野郎！

  　

  　

  　

  　由于我在几分钟前试图抢夺内裤时，高月相当认真地抵抗，因此我无法直接抢走内裤。我的身材娇小，力气又废，所以无法认真抵抗拥有成熟体格的高月。

  　数分前に俺がパンツを強奪しようとした際高月が割と本気で抵抗したため、そのままパンツを奪うことはできなかった。俺は体も小さく筋力もクソザコなため成熟した体の高月に本気を出されてはとても敵わない。

  　

  　于是，我提出了猜拳获胜的话，就交出内裤的条件。

  　そうしてから俺が持ち出したのはじゃんけんで勝ったらパンツを寄越せ、という条件の勝負だった。

  　并威胁他若不从，我就去抢小春的内裤……

  　従わなかった場合は代わりに小春ちゃんのパンツを奪う……という脅しも付けて。

  　

  　

  　高月当然选择服从。接下来几乎靠运气，但我知道人类在突然被要求猜拳时，有很高的概率会出石头。

  　当然従う高月。ここからはほとんど運勝負なわけだが人間は急にじゃんけんを仕掛けられた際、高確率でグーを出す習性を俺は知っていた。

  　

  　之后就如各位所知了，你就在明天之前想想自己为什么会输吧！

  　そこからはご存じのとおりだ。何で負けたか明日までに考えておいてね！

  　

  「在这种时候竟然要内裤！你太没常识了……！」

  「こんな時にパンツを要求するなんて！　非常識すぎますわよアナタ……！」

  　

  　我开始觉得恨恨地瞪着我的高月有点可怜了。

  　恨めしそうな目で睨みつけてくる高月が少し可哀想に思えてきた。

  　之后我请你喝可乐，原谅我吧……

  　あとでコーラ奢るからゆるして……。

  　

  　

  「你们说完了吗？差不多该给・你・们・下・马・威・了！」

  「お話は済んだかしらん？　そろそろト・ド・メ──イクわよ！」

  　

  　

  　人妖看完我们一连串的搞笑桥段后，再度于指尖凝聚光芒。

  　俺たちのコント染みた一連の光景を眺め終わったオカマは再びその指に光を灯し始めた。

  　

  　不过，这与之前的攻击截然不同。

  　しかし、今までの攻撃とはワケが違った。

  　指尖上逐渐累积的光之粒子的大小非比寻常。

  　指先に蓄積されていく光の粒子の大きさが途轍もなく大きい。

  　

  　他指尖上的光芒已经超越了小型汽车的大小。

  　もはや彼の指先にある光の大きさは軽自動車を優に超えるモノになっていた。

  　

  　

  　一如下马威这四字，这是他的必杀技，是货真价实的最后攻击。

  　トドメ、という言葉通りの必殺技。正真正銘最後の攻撃というわけだ。

  　

  　

  　

  　——我不经意地望向手机画面。

  　──ふと、スマホの画面に視線を移した。

  　

  　上头显示着【持有点数：3】，而我应该采取的行动只有一个。

  　そこに表記されていたのは【所持ポイント：３】という文字列。そうして導き出される、俺がするべき行動の答えは一つだ。

  　

  「……！」

  「……！」

  　

  　我迅速地操作手机，点选了画面中的【真的超强・激光・机关枪】。

  　素早くスマホを操作し画面に表示された【マジでめっちゃ強い・レーザー・マシンガン】をタップした。

  　

  　

  　下一秒钟，我手中的高月内裤开始绽放出炫目光芒。

  　その瞬間、俺が手に持っていた高月のパンツが眩い光を放ち始める。

  　

  　

  「什、什么……！？」

  「なっ、なんなの……！？」

  　

  　人妖见到我手中发生神秘现象，他指尖上的光芒减弱，显得惊慌失措。

  　俺の手で発生している謎の現象を前にして指先に蓄積していた光を弱めて狼狽するオカマ。

  　

  「啊哇哇……」

  「あわわ……」

  　

  　我也同样惊慌失措。

  　同様にあたふたと焦る俺。

  　不，这是什么！？

  　いや何これ！？

  　

  　

  　当我们两人惊慌失措时，内裤的光芒逐渐减弱。

  　二人してあわあわと慌てふためいている内に段々とパンツの光は小さくなっていった。

  　当我回过神来时，我原本拿着内裤的手上，握着一把类似大型水枪的玩具。

  　そして気がつけばパンツを持っていた俺の手には、大きい水鉄砲の玩具のような物が握られていて。

  　

  「……哦、哦哦。」

  「……お、おぉ」　

  　

  　我不禁发出赞叹之声，因为那件浅蓝色内裤竟然变成了这么粗犷的武器。

  　つい感嘆の声が出てしまった。あの薄水色のパンツがこんなにもゴツい武器に変貌してしまったのだから。

  　这把武器与外观相反，重量很轻，触感完全像玩具。

  　見た目とは裏腹に軽い重量で触っている感じでは完全におもちゃだ。

  　

  　不过，仔细想想，上次的激光枪也不怎么重，这或许是考虑到我几乎没有肌力吧。

  　だが考えてみれば前回のレーザー銃もさほど重くなかった。もしかすれば筋力が無いに等しい俺への配慮かもしれない。

  　

  　

  　……哎呀，比起我接下来要做的事，那根本无关紧要。

  　……おっと、そんなことはどうでもいいぜ。俺が今からすることに比べればな。

  　

  　

  「你、你该不会要拿那件内裤当武器吧！？」

  「あっ、アンタ、まさかあのパンツを武器に！？」

  　

  　人妖比想象中还要惊愕。

  　予想以上に驚愕のリアクションをしてくれるオカマ。

  　看来他似乎不擅长应付这种令人感到危险的意外发展。

  　どうやら危険を感じるレベルの予想外な展開には弱いらしい。

  　

  　这样正好，你就继续僵在那边吧！现在就让你见识一下，从大小姐高贵的内裤中诞生的特殊武器……！

  　好都合だ、そのまま固まってろよ！　今からお嬢様の高貴なるおパンツから生成されたスペシャル武器が火を噴くぜぇ……！

  　

  「……我要，杀了你。」

  「……お前を、ころす」

  　

  「明明这么小只，却说出这么危险的话……我并不讨厌哦……」

  「小さいくせに物騒なこと言うのね……嫌いじゃないわ……」

  　

  　虽然他嘴上说得从容不迫，但那左右游移的视线和额头上的汗水，都显示出这个人妖内心十分动摇。

  　口では余裕そうなことを言っているが、右往左往する目と額から流れている汗のおかげであのオカマが動揺しているのはまるわかりだ。

  　

  　

  　我稳稳地架起枪口。

  　銃口をしっかりと構えた。

  　

  　对准人妖，笔直地瞄准他。

  　オカマに向けて真っ直ぐと。　

  　

  　

  「我、我完全搞不懂！学园的资料里没有你的长相，逃亡组织的白老鼠们之中也没有任何能力者！」

  「ぜっ、全然わかんないわ！　学園のデータにはアンタの顔なんて無かったし、逃亡した組織のモルモットたちの中にも能力者なんて一人もいなかった！」

  　

  「……」

  「……」

  　

  「话说回来，你是为了什么而战啊！是为了朋友吗！？还是为了昨天那个帅哥！？」

  「ていうかアンタ、何の為に戦ってるのよ！　お友達のため！？　それとも昨日のイケメンのため！？」

  　

  　

  　面对焦急地询问的人妖，我始终面无表情。

  　焦りながら問うてくるオカマに対して、俺は無表情を貫いた。

  　

  　

  　——不，我个人是打算露出青筋暴跳的愤怒表情啦！我要把你打趴在地上！

  　──いや、俺個人としては青筋立てて怒りの表情してるつもりなんだけどね！　ブチ転がすぞテメェ！？

  　

  　你问我为什么而战？你是认真的吗！？

  　何のために戦ってるのかってお前っ、本気で言ってんのかあぁ゛！？

  　

  「我要把你……」

  「ぶっころころ……」

  　

  「……咦？」（这、这股杀气是怎么回事！？）

  「……えっ」(な、なんなのこの殺気は！？)

  　

  　我将手指扣在超强激光机关枪的扳机上。

  　めっちゃ強いレーザーマシンガンのトリガーに、指をかけた。

  　个人的怨恨不断累积，已经无法抑制自己的感情了。

  　個人的な恨みが募りに募り、もはや感情の抑制など叶わない。

  　

  「把你打趴在地上……！」

  「ぶち転がしてやる……！」　

  　

  　我要把这个人妖碎尸万段，然后撒在海里！

  　この変態オカマ粉微塵にして海にばらまいてやらぁ！

  　都是你……都是你害的——

  　おまえの……お前のせいで──

  　

  　

  　都是你害我被强暴，害我少了一条命啊啊啊啊啊啊啊！！！

  　お前のせいでレイプされて残機が減ったんじゃああぁぁぁ゛ッ゛ッ！！！

  　

  　

  「去死吧……！！」

  「しっっっっね……！！」

  　

  「欸、等等！等——」

  「えっ、ちょっ！　まっ───」

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　——五分钟后。

  　───五分後。

  　

  　

  「……真爽。」

  「……すっきり」

  　

  　

  　——留在市区里的，只有人妖光束所造成的破坏痕迹，以及因为人妖被炸得灰飞烟灭，而从发情诅咒中解放的善良一般市民。

  　市街地に残ったのはオカマのビームによる破壊の痕跡と、彼が木端微塵に消え去ったことで発情の呪いから解放された善良なる一般市民たちの姿だった。

  　

  　至于我呢，则是用手帕擦着胜利后畅快的汗水。

  　俺はと言えば、勝利のあとの気持ちいい汗を手に持っていたハンカチで拭いていた。

  　……哎呀，这不是手帕，是内裤呢。欸嘿☆

  　……おっと、ハンカチじゃなくてパンツだったわ。てへっ☆

  　

  「嗯？」

  「ん？」

  　

  　我不经意地回头一看，发现主角兼强暴犯・海夜莲斗不知何时站到了小春与高月所在的位置。

  　ふと振り返ってみると、小春ちゃんや高月が居た場所にいつの間にか主人公でレイプ魔な海夜蓮斗も立っていた。

  　他以一种难以置信的眼神望着我。

  　なにやら信じられないものを見る様な眼差しでこちらを傍観している。

  　

  　也罢，见到这破坏的痕迹，会吓一跳也是无可厚非的……不对，是因为这条内裤吧（冷静）。

  　まぁ、この破壊の跡じゃビックリするのも致し方ないな。……いや、このパンツか(冷静)

  　内裤不知何时恢复成了武器的型态，我急忙将它塞进口袋之中。

  　いつの間にか武器の姿から戻っていたパンツを急いでポケットの中にしまい込んだ。

  　

  　

  　……哇，别过来！虽然说是人妖的能力，但你利用我发泄欲望是事实！我可没原谅你！没原谅你哦！？

  　……わっ、こっちくんな！　オカマの能力とはいえお前が俺を使って欲望を発散したのは事実なんだからな！　許してないぞ！　ゆるしてないぞ！？

  　

  「莉、莉亚！」

  「りっ、リア！」

  　

  「……干嘛？」

  「……なに」

  　

  　海夜焦急地跑了过来，我则尽可能地以冷淡的低沉嗓音回应他。我要彻底散发出「我讨厌你」的气场。

  　焦った様子で駆け寄ってきた海夜になるべく無愛想な低い声で返事をした。お前のことなんか嫌いだオーラ全開でいくぞ。

  　

  「那、那个，我……」

  「そ、そのっ、俺……」

  　

  　海夜俯视着我，支支吾吾地欲言又止。干嘛啦，很恶心耶。

  　背の低い俺を見下ろしながらなにやらモゴモゴと言い淀む海夜。なんだよ、キモいぞ。

  　

  　从旁人眼里看来，我就像个对矮小女生搭话的可疑男子。再加上我身上穿的不是制服，可疑度倍增。警察也差不多要来善后了，你就乖乖束手就擒吧。

  　はたから見れば背の低い女の子に声をかける怪しいお兄さんだ。制服じゃないことも相まって不審者感倍増してるぞ。そろそろ後処理で警察も来るしそのまま捕まっちまえ。

  　

  　

  「我、我……！」

  「俺、は……！」

  　

  　海夜汗如雨下，甚至有些过度换气……那个，你看起来真的很像可疑人物，真的没问题吗？

  　滝のように汗を流しながら若干過呼吸になっている海夜。……あの、本当に不審者っぽくなってるけど大丈夫？

  　

  　

  「……嗯？」

  「……ん？」

  　

  　口袋里的手机突然震动了起来。这支手机会震动，就表示一定有什么通知。

  　突然、ポケットの中のスマホが震えた。このスマホが震えたってことは絶対に何かしらの通知だ。

  　

  　啊，难不成是因为我打倒了类似头目的存在，所以能获得奖励点数吗？

  　あっ、もしかしてボスっぽいやつを倒したからボーナスポイントとか貰えるんじゃないか？　

  　哇哦，不枉费我那么努力……（感触良多）

  　うおー、頑張った甲斐あったなぁ……(しみじみ)

  　

  　

  　嘿嘿，至少要给我这次所使用的3点，不然就亏大了。不过，既然头目那么强，就算给我5点也不奇怪吧！

  　ぐへへ、最低でも今回使った３ポイントくらいは貰わないと割りに合わないぜ。いやでもあんなに強いボスだったんだから５ポイントくらいあってもおかしくないな！

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  【给海夜莲斗一个安慰之吻如何？（3点）】

  【海夜蓮斗に慰めのキスするとかどうよ？（ポイント＋３）】

  　

  【抱住莲斗的头，让他闻你小奶的香甜气味，同时摸摸他的头，展现母爱的一面（2点）】

  【蓮斗くんの頭を抱きしめてちっぱいの甘い香りを嗅がせつつ頭を撫でてバブみを見せるのもアリ（ポイント＋２）】

  　

  　

  　

  　

  　

  「……」

  「……」

  　

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　

  　

  　………………

  　………………

  　

  　

  　

  　…………………………

  　…………………………

  　

  　

  　

  　

  　

  　嗯～下面一点！（自暴自弃）

  　うーん、下で！(ヤケクソ)

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　今天早上，我作了个梦。

  　今朝、夢を見た。

  　

  　脑袋一片混乱，内心充满不安，迎接了令人不舒服的早晨……也就是俗称的恶梦。

  　頭の中が混乱して、心が不安に覆い尽くされて、気分の悪い朝を迎える……俗に言う悪夢を。

  　

  　梦里，我唯一一个重要的妹妹——小春被残忍杀害。

  　たった一人の大切な妹が──小春が無残に殺される夢だ。

  　不，那或许不是梦，而是『另一个可能的未来』。

  　いや、あれは夢ではなく『あり得たもう一つの未来』なのかもしれない。

  　

  　

  　

  　昨天，我和菲莉斯一起走在街上时，遇见一名男子。

  　昨日、俺はフィリスと一緒に街を歩いている途中とある男と出会った。

  　他穿着黑色外套，用兜帽和太阳眼镜遮住脸，是个可疑的男子。

  　黒い外套を着こんでいてフードとサングラスで顔を隠した怪しい男に。

  　

  　在我开口询问前，男子便回答：

  　俺が何かを聞く前に男は答えた。

  　

  『你妹妹可能有危险哦。』

  『妹さん、危ないかもよ』

  　

  　他突然淡淡地这么说道。

  　唐突に淡々とそう告げたのだ。

  　同时，他右手缠绕着火焰，朝我挥了过来。

  　それと同時に彼は右手に炎を纏って殴りかかってきた。

  　

  　多亏一旁的菲莉斯用冰墙挡下攻击，但那名男子嘴角扭曲……笑了起来。

  　隣にいたフィリスが氷の壁で迎撃してくれたおかげで攻撃は防げたが、その男は口元を歪ませて……笑っていた。

  　

  『我派了强大的怪人到你妹妹身边。虽然我说你可以尽情大闹……但我还吩咐他们优先杀掉你妹妹。』

  『妹さんのすぐ近くに強力な怪人を送った。好きに暴れていいとは言ったが……お前の妹は優先的に殺せ、とも言っておいたぜ』

  　

  　嘻嘻嘻——男子发出诡异的笑声，打从心底开心地说道。

  　キッヒヒ、と不気味な笑い声を挙げながら心底嬉しそうに告げる男。

  　

  　

  　我听见他的话，内心动摇——下一瞬间，菲莉斯用力拍了下我的背。

  　彼のその言葉を聞いて動揺した──その瞬間、フィリスに背中を強く叩かれた。

  　

  『你快点……去小春身边。』

  『小春のところ……早く、行って』

  　

  　她用结结巴巴的语调，但坚定的语气这么说道。

  　たどたどしい言葉遣いで、しかし力強く彼女はそう言ってくれた。

  　我收下菲莉斯给我的冰盾，当作护身用具，接着冲了出去。

  　護身用として氷の盾を受け取り俺はその場を駆け出した。

  　

  　

  　然而，就在此时——

  　でも、そのとき。

  　

  　男子笑着对我大喊：

  　男は笑いながら俺に向かって叫んだのだ。

  　

  『我早就计算好距离、地点和时间了！不管你再怎么赶，都绝对来不及的！嘻嘻嘻！』

  『距離も場所も時間すらも計算した！　お前がどれだけ急いだところで絶対に間に合わないんだよ！　キーッヒッヒ！』

  　

  　

  　这句话恐怕是真的。

  　その言葉はきっと真実だったのだろう。

  　

  　

  　要是没有那名少女保护我，小春肯定在我赶到前就被杀死了。

  　あの少女が庇ってくれていなければ、俺が到着する前に小春は殺されていたに違いない。

  　

  　

  　

  　

  「……好痛。」

  「……いてて」

  　

  　我看着自己映在洗手台上的脸，脸颊有些肿胀，低声呢喃。

  　洗面台に映る若干頬が腫れている自分の顔を見ながら、ボソリと呟いた。

  　

  　今天早上醒来时，不知为何全身赤裸，加上脸颊肿胀疼痛，仿佛被人打过好几拳，让我相当在意，于是照着洗手台的镜子确认自己的状况。

  　今朝起きたときは何故か全裸だったことに加えてまるで何度も叩かれたかのように腫れて痛む頬も気になり、洗面台の鏡で自分を確認している。

  　

  　我顶着疲惫的双眼和依旧阴沉的脸。

  　疲れ切った瞳や相変わらず冴えない顔なのは相変わらず。

  　看到这里，我终于发现和平时不同的地方。

  　そこまで見てようやくいつもの自分とは違う部分を見つけた。

  　

  「这是什么？」

  「なんだこれ」

  　

  　我拉下衬衫的领口，注视着脖子底部。

  　シャツの胸元をぐいっと下げ、首の根元に注目した。

  　出现在眼前的是脖子底部的神秘瘀青。仔细一看，那是个纹章，圆圈中画着一个爱心。

  　そうして見えてきたのは首の根元にある謎の痣。よく見れば紋章のようで、円の中にハートマークが描かれている。

  　

  　

  「……是昨天的攻击吗？」

  「……昨日の攻撃、か」

  　

  　我放开衬衫，低下头。

  　シャツから手を離して俯いた。

  　昨天和穿着紧身衣的肌肉男战斗时，我记得他亲了我的脖子底部。现在脖子底部出现的纹章，位置和当时相同，显然是那个男人的能力。

  　昨日あのレオタードを着た筋肉質の男と戦った際、たしか首の根元にキスをされたはず。それと同じ箇所に紋章があることを考えると明らかにこれはあの男の能力だ。

  　

  　我以前也和拥有赋予对手纹章后发动效果能力的敌人战斗过。

  　以前にも相手に紋章を付与してから効果を発動する能力持ちとは戦ったことがある。

  　当时的能力是让对手无法动弹……但这是什么？

  　その時の能力は相手を動けなくするというものだったが……これは何だ？

  　

  「呜……！」

  「うっ……！」

  　

  　我突然感到头痛，单手按住额头。

  　急に頭痛が生じ、片手で額を押さえた。

  　

  　

  　我还记得和那个男人战斗中断后，银发的娇小少女——莉亚带着小春回家。

  　あの男との戦闘が中断されたあと小春を守ってくれた銀色髪の小さな少女──リアを連れて家に戻ってきたところまでは覚えている。

  　

  　但不知为何，我想不起昨晚发生的事。仿佛只有这部分被挖空，一试图回想，头就痛了起来。

  　ただ、何故か昨晩のことが思い出せない。その部分だけがすっぽり抜け落ちているようで記憶を掘り返そうとすると頭痛が起きてしまう。

  　

  「到底是怎么回事……」

  「なんだってんだよ……」

  　

  　醒来时全裸、脸颊肿胀、失去记忆，尽是些没有印象的事，令人厌烦。

  　起きたときには全裸だったり顔が腫れてたり記憶が抜けてたりと、身に覚えのない事態ばかりで辟易する。

  　总之先在客厅的沙发上休息，慢慢回想吧。

  　とりあえずリビングのソファで休んでゆっくりと思い出していこう。

  　

  　……话说回来，小春和莉亚一大早就不见了，她们上哪去了？

  　……そういえば朝から小春とリアがいないけど何処に行ったんだろう。

  　

  　

  　

  『——紧急插播。F市三丁目的路上再次出现怪人。外出中的人和附近居民请尽速避难——』

  『──緊急速報です。F市三丁目の通りで再び怪人が現れました。外出中の方や近隣住民の方々は速やかに避難を──』

  　

  　

  　我洗完脸回到客厅，映入眼帘的是电视上焦急的播报员。

  　顔を洗って居間に戻ってくると焦った様子のアナウンサーが映るテレビが目に入った。

  　口袋里的手机同时响起铃声。

  　それと同時にポケットに入っていたスマホが着信音を響かせた。

  　

  　我立刻拿出手机，确认来电者是洛伊泽后，按下接听键。

  　すぐさまスマホを取り出し、電話をしてきたのがロイゼだという事を確認すると応答のボタンをタップした。

  　

  『莲斗先生！是昨天你提到的紧身衣男！我来争取时间，你快去联络大家！』

  『蓮斗さん！　昨日あなたが言っていたレオタードの男です！　私が応戦して時間を稼ぎますから皆さんに連絡をっ！』

  　

  「啊、啊啊……我知道——」

  「あっ、あぁ……わかっ──」

  　

  　洛伊泽快速地传达完事情后，没等我回答就挂断了电话。

  　プチっ、と。早口で用件を伝えてきたロイゼは俺が返事をする途中で通話を切った。

  　

  　

  　我察觉到情况相当紧急，立刻穿上鞋子冲出家门，同时打电话联络菲莉斯和文香。

  　相当余裕が無い状況なのだと察しすぐさま靴を履いて外に駆けだすと共に、電話でフィリスと文香に連絡を入れた。

  　

  「洛伊泽正在战斗！我先过去了，你们也快来！」

  「ロイゼが戦ってる！　俺は先に行くから、お前らも来てくれ！」

  　

  　我只说了这句话，就全速骑着自行车赶去。

  　それだけ告げて俺は自転車を全速力で飛ばした。

  　

  　

  　刚认识她们时，我根本没想过会把女孩子卷入这么危险的事。

  　彼女らに出会った頃はこんな危ない事に女の子を巻き込むなんて、あり得ないと考えていた。

  　

  　不过，她们比我想象的还要坚强。

  　でも、俺が思っていた以上に彼女たちは強かった。

  　不只是能力，她们的精神状态和强烈的正义感，都证明了她们不是『普通的女孩子』。

  　能力のことだけじゃない。その精神の在り方も溢れる正義感も彼女たちが『ただの女の子』ではないということの証明なのだ。

  　

  　所以，我才会拜托她们。因为文香和莉亚已经是我的伙伴了。

  　だから、頼る。文香たちと俺はもう仲間なのだから。

  　

  　

  　我骑着自行车在街上奔驰，同时再次操作手机，打电话给小春。她从早上就不在家，表示她已经出门了。

  　自転車で街中を駆け抜けながらもう一度スマホを操作して、小春に電話をかけた。朝から家にいなかったという事はどこかしらに出かけているということだ。

  　

  　如果她刚好在怪人肆虐的地方附近就危险了。如果她不知道怪人的状况，我得赶紧告诉她，让她去避难。

  　もし怪人が暴れている場所の近くに居たら危ない。怪人の状況を知らないのなら早く教えて避難させなければ。

  　

  　我把手机贴在耳边，铃声只响了一声，小春就接起电话了。

  　スマホを耳に当てて１コール小春はすぐに応答した。

  　

  「小春！你现在在哪里！？」

  「小春！　今どこだ！？」

  　

  『……啊，呃……三、三丁目。』

  『……ぁ、えっと……さ、三丁目』

  　

  「啥！？」

  「ハァ！？」

  　

  　为什么偏偏在事件的中心点……！

  　なんでよりにもよって事件のド真ん中にいるんだ……！

  　

  　我正想叫她快点逃——的瞬间，熟悉的街景出现在眼前。看来我已经抵达三丁目了。

  　さっさと逃げろ──そう言おうと思った瞬間、目の前に見慣れた街の光景が見えた。どうやらもう三丁目に到着してしまったらしい。

  　

  『刚刚……那个，莉亚她……』

  『今……その、リアちゃんが……』

  　

  「！……总、总之我马上过去，你在那里等我！」

  「っ！　……とっ、とりあえず今行くから、そこで待ってろ！」

  　

  　我立刻跳下自行车，穿过三丁目的商店街来到广场。如果新闻的消息正确，怪人肆虐的地方就在前面的十字路口。

  　すぐさま自転車を降り入り組んだ三丁目の商店街を抜けて広場に出た。ニュースの情報が正しければ怪人が暴れているのはもう少し先の交差点だ。

  　

  　

  　……我有不好的预感。小春刚刚的话，明显是指莉亚被卷入战斗了。

  　……嫌な予感がする。さっきの小春の言葉は、明らかにリアが戦いに巻き込まれたという意味だ。

  　洛伊泽应该也在那里，但要一个人保护周围所有人可能太困难了。

  　あの場にはロイゼもいるはずだがさすがに一人で周囲の人間すべてを守りきることは難しいのかもしれない。

  　

  　

  　说不定，莉亚已经——

  　もしかすれば、リアはもう──

  　

  　

  「不行！不行！！」

  「ダメだっ、駄目だ！！」

  　

  　我边跑边大喊，想甩开脑中浮现的最坏想象。

  　走りながら強く叫び脳内に浮かんだ最悪の想像を振り払う。

  　我拼命压抑仿佛被踹了一脚般狂跳的心脏，专心致志地向前冲。

  　蹴飛ばされたかのように跳ねる心臓を必死に抑えながら、一心不乱に駆ける。

  　

  　回过神来，眼角已经泛起泪光。

  　気がつけば目尻には涙が浮かんできていた。

  　

  　

  　

  　——不行啊，莉亚。拜托你，别死啊。

  　──駄目だ、リア。頼む、死なないでくれ。

  　

  　我还没办法报答你。

  　俺はまだ、君になんの恩返しも出来てないんだ。

  　

  　你舍身保护小春，我却什么都还没……！

  　自分の命を投げ出して身を挺して小春を守ってくれた君に、俺はまだ何も……！

  　

  「……！」

  「……っ！」

  　

  　看到了，是三丁目的十字路口。

  　見えた。三丁目の交差点だ。　

  　只要继续往前，肯定能抵达洛伊泽战斗的现场——

  　このまま行けばきっとロイゼが戦ってる現場に出られるはず──

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「……咦？」

  「……え？」

  　

  　

  　先让小春逃到安全的地方，再复制怪人的能力去支援洛伊泽——这个想法在看到眼前景象的瞬间，便消失得无影无踪。

  　まず小春を安全な場所に逃がして怪人の能力をコピーしてロイゼの援護を───といった思考は目の前に広がっている光景を目にした瞬間、あっという間に消え去ってしまった。

  　

  　

  　十字路口中央，被挖开的水泥地面和被破坏的车辆散落一地。

  　抉られたコンクリートの地面や破壊された車が散乱する交差点の中央。

  　一名眼熟的银发娇小少女，双手拿着玩具枪般的武器，面无表情地站在那里。

  　そこには見覚えのある銀色髪の小さな少女が、玩具の銃のような武器を両手で持ったまま無表情で佇んでいた。

  　

  　

  「这是、什么……」

  「なんだ、これ……」

  　

  「啊，哥哥！」

  「あっ、お兄ちゃん！」

  　

  「莲斗先生！」

  「蓮斗さん！」

  　

  　我被眼前的景象吓得说不出话来，这时小春和洛伊泽从旁跑了过来。

  　眼前に映る光景に言葉を失っていると近くにいた小春とロイゼが駆け寄ってきた。

  　仔细一看，洛伊泽的左膝缠着毛巾，肩膀则靠在小春身上。一看就知道她在战斗中受了伤。

  　よく見るとロイゼは左足の膝にタオルを巻いており小春に肩をかけている。どう見ても彼女が戦闘で負傷したことなど丸わかりだ。

  　

  　

  　然而，洛伊泽不知为何一脸开心。

  　だというのに、何故かロイゼは嬉しそうな顔をしていた。

  　她的笑容……很明显不是因为我赶到了才出现的。

  　その笑顔の意味が俺が駆けつけたから……ではないということは、火を見るより明らかで。

  　

  「莲斗先生，你太慢了！真是的！」

  「蓮斗さんたら、遅いですわよ！　まったく！」

  　

  「洛、洛伊泽，这里发生了什么事？」

  「な、なぁ、ロイゼ。ここで何が起きたんだ？」

  　

  　我焦急地询问，洛伊泽则看向站在十字路口的莉亚。

  　焦りながらそう聞くとロイゼは交差点にいるリアの方へと顔を向けた。

  　

  　

  「是那孩子。」

  「あの子ですわ」

  　

  　

  「……啊？」

  「……は？」

  　

  「是那个娇小的少女打倒怪人的！她把怪人打得粉碎，连一点痕迹都不留！不过……我没想到她竟然能把内裤变成武器！」

  「あの小さな少女が怪人を倒したのです！　それはもう跡形もなく木端微塵に！　まさか……ぉ、おパンツを武器に変えられるなんて思いませんでしたけど！」

  　

  　洛伊泽喃喃自语，用类似羡慕的眼神看向莉亚。她要是能早点告诉我就好了……

  　それならそうと最初から言って下さればよかったのに……なんて呟きながら、羨望に似た眼差しをリアに向けるロイゼ。

  　

  「哥哥，被操纵的人们也……！」

  「ほらお兄ちゃん、操られてた皆も……！」

  　

  　小春对无法相信洛伊泽的话的我喊道，指向十字路口的一角。

  　ロイゼの言葉が信じられない俺に声をかけ交差点の端を小春が指差した。

  　那里有好几个人正在整理凌乱的衣服，表情看起来既害羞……又有点开心。

  　そこでは乱れた衣服を直しながら、恥ずかしそうに……でもどこか嬉しそうな表情をしている人々がいる。

  　

  「小春，这是怎么回事？」

  「小春、どういうことだ？」

  　

  「呃……大家被那个怪人操纵，那个……做、做了色色的事！不过莉亚打倒怪人后，大家都恢复正常了！」

  「えっと……皆あの怪人に操られて、その……ぇっ……ち、なことっ！　してたの！　でもリアちゃんが怪人をやっつけたから正気に戻ったんだ！」

  　

  　小春红着脸说明，我这才恍然大悟。

  　顔を赤くしながら説明する小春の言葉に俺はハッとした。

  　

  　

  　我立刻拿出手机打开相机功能，拍下自己的脖子。

  　すぐさまスマホを取り出しカメラを起動させて自分の首元を映す。

  　今天早上出现的神秘纹章——消失了。

  　そこには今朝あった筈の謎の紋章が──消えていた。

  　

  　使用纹章的能力者，其纹章消失有两种可能。一是解除能力的使用，二是能力者本人死亡。

  　紋章を使う能力者のマークが消失するという事は能力の使用を解除したか、もしくは能力者本人が死んだ場合だ。

  　

  　现在这个状况，就是那个怪人真的死了的最好证明。

  　今のこの状況はつまりあの怪人が本当に死んだという何よりの証拠。　

  　

  　

  「————」

  「───」

  　

  　

  　下一秒，鲜明的影像流入脑中。

  　その瞬間、鮮明な映像が脳内に流れ込んできた。

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  『嗯啊啊！！？……呜、啊……流、流出来了……呜……住手……』

  『んあ゛ぁ゛っ！！？　……う、ぁ……、で、でてるぅ……っ、ひぐっ……やめぇ……』

  　

  　

  　

  『拜托、你……♡住手……等、等一下……♡』

  『おね、が……っ♡　やめっ……と、まってぇ……♡』

  　

  　

  　

  『……♡……呜、呃……♡』

  『……ッ♡　……ぉ、ぇぅ……ッ♡』

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「啊。」

  「ぁっ」

  　

  　鲜明的影像闪过脑海。

  　脳裏によぎる鮮明な映像。

  　那毫无疑问是我自己的记忆。

  　それは紛れもない自らが体験した記憶そのもの。

  　

  「啊……啊啊……！」

  「あっ……あぁ……！」

  　

  　理解记忆意义的瞬间，我回想起昨晚的一切。同时，难以言喻的绝望感支配了我的内心。

  　記憶の意味を理解した瞬間昨晩の全てを思い出した。それと同時に言い知れぬ絶望感が胸中を支配していく。

  　

  　

  　扭曲。视野模糊、扭曲。

  　歪む。視界がブレて、滲んで歪む。

  　仿佛心脏被钉入木桩的冲击化为麻痹感，流窜全身，直达指尖。

  　心臓に杭を打たれたかのような衝撃が痺れとなって体中を走り、指の末端まで届いていく。

  　肺部仿佛被捏扁一般，呼吸越来越急促。

  　肺が握りつぶされるようで呼吸がどんどん早くなっていくのが分かる。

  　

  「我……」

  「おれは」

  　

  　

  　我——

  　俺は。

  　

  　

  　

  　

  　拯救了我无法拯救的妹妹。

  　手の届かなかった妹を救ってくれた。

  　讨伐了我无法打倒的邪恶。

  　倒せなかった悪を討ってくれた。

  　

  　而我却对这样的恩人——

  　そんな恩人を、俺は───

  　

  　

  「莉、莉亚！」

  「りっ、リア！」

  　

  　我跑过去，她用和昨天一样的面无表情淡淡地回应。

  　駆け寄ると彼女は昨日と変わらない無表情で淡々と反応する。

  　

  「……什么事？」

  「……なに」

  　

  　从她的表情中，我读不出任何信息。

  　その表情からは何も読み取れない。

  　她的眉毛和眼睛都没有动静，只是笔直地凝视着我的眼睛。

  　眉も瞳も動かさずただ真っ直ぐ俺の目を見つめている。

  　就连她眼底深处的细微感情，现在的我也无法理解。

  　彼女の瞳の奥にある筈の僅かな感情すらも、今の俺には分からない。

  　

  　为什么要救我妹妹？为什么连在这里也赌上性命和怪人战斗？

  　どうして妹を助けてくれた？　なぜここでも命を張って怪人と戦ってくれた？

  　

  　为什么对做出「那种事」的我……什么也没说？

  　なぜ『あんなこと』をした俺に……何も言わない？

  　无法理解。我无法估量她的全部。

  　理解できない。彼女の全てが俺には計り知れない。

  　

  　即使如此，我也有不得不说的话，也有必须表现的态度。

  　それでも言わなきゃいけない事がある。示さなければいけない態度がある。

  　

  　

  「那、那个，我……」

  「そ、そのっ、俺……」

  　

  　话说到一半，就卡在喉咙里说不下去了。我不知道自己想说的话是否正确。

  　言いかけた辺りで言葉が喉に引っかかってしまった。言おうとしていた言葉が、本当に正しいのかが分からない。

  　都走到这一步了，事到如今不可能说「什么事都没有」。不，是不能说。

  　ここまで来ておいて今更「何でもない」なんて言えるはずがない。いや、言ってはいけない。

  　

  　可是，我该怎么做才好？我该怎么向她道歉？

  　でも、どうしたらいい？　俺は彼女になんて詫びればいいんだ？

  　

  　我恣意地侵犯了妹妹的救命恩人，到底该说什么话才能得到她的原谅？

  　妹の命の恩人を思うがままに貪った俺が、一体どんな言葉を口にすれば許されるんだ？

  　

  　

  「我、我……！」

  「俺、は……！」

  　

  　汗水不停地流下。舌头深处麻痹了，无法正常呼吸。

  　汗が止まらない。舌の奥が痺れてまともに呼吸ができない。

  　我已经理解了。不管我说什么，她都不会原谅我。

  　既に理解しているのだ。何を言ったところで許される術などないということを。

  　

  　这和怪人的能力无关。因为没有注意到自己被纹章附身，是我不对。

  　怪人の能力なんて関係ない。紋章を付けられたことに気がつけなかった俺が悪いのだから。

  　

  　只要献上我的性命就可以了吗？我只能想到死这个方法来补偿她。

  　命を差し出せばいいのか？　もはや彼女に償う方法なんて死ぬことくらいしか思いつかない。

  　以她将怪人消灭得灰飞烟灭的力量，肯定能瞬间杀死我。就算我不希望，她也可能会杀了我。

  　怪人を粉微塵に消し去った彼女の力があれば俺なんて一瞬で殺せるに違いない。俺が望まずとも彼女は俺を殺してくれるかもしれない。

  　

  「……！」

  「……っ！」

  　

  　我闭上眼睛，闭上嘴巴。莉娅很聪明，她一定很快就会察觉到。

  　目を閉じて、口を閉ざした。聡いリアのことだ、きっとすぐに察してくれるだろう。

  　——我打算献上自己的性命。

  　俺が命を差し出している事に。

  　

  　身为强奸犯的我，没有任何被原谅的理由。现在的我只能祈祷，希望她在我死后能放过我妹妹。

  　強姦魔である俺が許される理由なんて一つもない。俺が死んだあとどうか妹は見逃し欲しいと願うことしか今の俺にはできない。

  　

  　但愿她不要对人类露出獠牙——

  　願わくば彼女が人類に牙を剥くことがないように───

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「海夜。」

  「海夜」

  　

  　

  　

  　

  　

  　就在我这么想的时候。

  　そう、考えた時だった。

  　

  　莉娅突然叫了我的名字。

  　唐突にリアが俺を呼んだ。

  　

  「……？」

  「……？」

  　

  　我战战兢兢地睁开眼睛，莉娅继续说道。

  　恐る恐る目を開けるとリアは言葉を続けた。

  　

  「蹲下来。」

  「しゃがんで」

  　

  「咦……？」

  「え……？」

  　

  「别管了，蹲下来。」

  「いいから、しゃがんで」

  　

  　莉娅淡淡地说道。我按照她说的，当场蹲了下来。

  　淡々と告げるリアに言われるがまま、俺はその場でしゃがんで膝立ちをした。

  　这样一来，我就会变成被身高应该很矮的莉娅俯视的状态。

  　こうすると背が低い筈のリアに見下ろされる形になる。

  　

  　我搞不清楚状况，不禁窥视起莉娅的脸。

  　訳が分からずついリアの顔を窺った。

  　

  　与此同时，莉娅向我伸出双手。

  　それと同時にリアがこちらに両手を伸ばした。

  　

  「……！」

  「……っ！」

  　

  　我会被杀掉。我这么理解到，不禁闭上了眼睛。

  　殺される。そう理解して思わず俺は目を閉じてしまった。

  　

  　

  　——但是，她并没有掐住我的脖子。

  　───しかし、首を絞められることはなく。

  　

  　

  　

  「……莉、莉娅？」

  「……り、リア？」

  　

  「……」

  「……」

  　

  　不知何时，她抱住了我的头。

  　いつの間にか、彼女は俺の頭を抱きしめていた。

  　

  　左手绕到我的后脑勺，右手放在我的头上。

  　左手は後頭部に回され右手は頭の上に置かれている。

  　她就这样把我的脸埋在自己的胸口。　

  　その状態で自らの胸の間に、俺の顔を埋めていた。　

  　

  「你、在做什——」

  「なに、を──」

  　

  　就在我想问她的时候，莉娅用右手温柔地抚摸我的头。

  　彼女に問おうとした瞬間リアが右手で俺の頭を優しく撫でてきた。

  　她突然的举动，让我一时说不出话来。

  　急にそうされたことで俺は言葉を詰まらせてしまう。

  　

  　为什么，她要这么做？

  　どうして、こんなことを？

  　

  　

  「……还不错。」

  「……悪くない」

  　

  「咦？」

  「ぇ？」

  　

  「还不错哦。」

  「悪くないよ」

  　

  　莉娅一边这么说，一边更用力地抱住我的脸。

  　そう言いながらリアは一層強く俺の顔を抱きしめた。

  　就像是母亲在安抚自己的孩子一样。

  　まるで母親が我が子を宥めるかのように。

  　

  「……莉、娅……」

  「……りっ、あ……」

  　

  　当我理解到她的行动是为了让我安心的瞬间，眼角浮现出泪水。

  　彼女の行動が俺に安心感を与えるためのものだと理解した瞬間、目尻に涙が浮かんできた。

  　

  　

  　——你没有错。

  　──きみは悪くないのだ、と。

  　

  　

  　她是在说，她会原谅我吗？

  　俺を許してくれると、彼女はそう言っているのか。

  　

  「冷静点……」

  「落ち着いて……」

  　

  　莉娅继续抱着我，用从她的形象难以想象的温暖温柔的声音低语道。

  　なおも抱擁を続けながら、彼女の印象からは考えられないほど温かくて優しい声音で囁くリア。

  　

  　

  　她到底有多温柔啊？

  　いったいどこまで彼女は優しいんだ？　

  　她打算说，那都是怪人害的，所以原谅我吗？

  　あれは怪人のせいだからと、そう言って俺を許すつもりなのか？

  　

  　

  「……呜、呜……！」

  「……ぅっ、ぐぅ゛……！」

  　

  　我被她那甚至可以称之为慈爱的温柔所打动，不禁流下了眼泪。

  　彼女の慈愛とも呼べるほどの優しさに当てられ、俺は涙ぐんでしまう。

  　不久后，我开始发出呜咽声，难看地哭了起来。

  　程なくして声を漏らして無様に泣いてしまった。

  　

  「对、对不起……！我、我！我对你……！！」

  「ごめ、ん……！　おっ、俺はっ！　俺は、きみを……！！」

  　

  「……你不用说。」

  「……喋らなくて、いい」

  　

  　莉娅一边安慰着可怜地忏悔着的我，一边静静地抱着我，抚摸着我的头，我什么话都说不出来了。

  　哀れに懺悔をしようとする俺を宥めただ静かに抱擁しながら頭を撫でるリアにもう何も言えなくなってしまう。

  　

  　她是一个无比体贴他人的温柔少女。

  　どこまでも人の為に寄り添える、心優しい少女。

  　

  　在她拥有的温柔逐渐融化我的心的同时，我下定了一个决心。

  　彼女が持ちうるそんな優しさに心が解されていく一方で、俺は一つの決意を固めた。

  　

  　

  　

  　从今以后，不管发生什么事。

  　これから先、たとえどんな事があっても。

  　

  　

  　

  　

  　——我一定要保护莉娅。

  　──俺は必ず、リアを守ると。

  　

  　

  　

  　

 
  パーティ・勘違いフェスティバル

  队伍·误会节

  　

  　

  　中午时分，学生午休时往往都会与同学共度，我也不例外。

  　昼時。学生の昼休みは往々にして学友と時間を共にするもので、例に漏れず私もその一人だ。

  　我买了最近在校园内开张的咖啡厅中，加了黑色颗粒的流行饮料，与买了相同饮料的朋友走在走廊上。

  　最近学内に出店してきたカフェで流行りの黒い粒が入った飲み物を買い、同じ物を購入した友人と廊下を歩いている。

  　

  　高月洛伊泽尔。

  　高月ロイゼール。

  　我身旁的是我在这所学园中交到的第一个朋友。

  　私の隣にいるのはこの学園で出来た初めての友達だ。

  　

  「哼哼～」

  「ふんふ～んっ」

  　

  　朋友边走边哼歌，从她的模样能看出她心情好得不得了。她基本上总是很开朗，但今天特别有精神，从早上就一直是这样。

  　鼻歌交じりで歩く友人はその様子からいつになく上機嫌だという事が窺える。基本的にいつでも明るい彼女だが今日は一段と元気が良く、朝からずっとこの調子だ。

  　

  「你发生了什么……好事吗？」

  「なにか良いことでも……あった？」

  　

  「对！发生了超～级好事哦！」

  「えぇ！　それはもうすごーく！　良い事がありましたわ！」

  　

  　我受到笑着回答的洛伊泽影响，也自然而然地绽放出笑容。

  　笑顔で答えるロイゼに釣られて自然と私も顔がほころんでしまう。

  　我回顾过去无论发生任何事，表情都纹风不动的自己，这真是天大的变化。

  　何があっても一ミリも表情が動かなかった今までの自分を顧みると、とても良い変化だ。

  　

  　我虽然也感谢引导我的莲斗，但自己产生巨大变化的主要原因，无疑是洛伊泽。

  　私を導いてくれた蓮斗にも感謝はしているが、自分の変化の大きな要因は間違いなくロイゼだと思う。

  　多亏她对我露出笑容，我也能露出笑容了。照这样下去，我或许能恢复成过去那样表情丰富的自己。

  　彼女が笑いかけてくれるおかげで私も笑顔になれた。この調子でいけばかつてのように表情豊かな人間に戻れるかもしれない。

  　

  　

  　先不论这些，我想知道她现在露出笑容的原因。既然洛伊泽这么开心，那一定是好事吧。

  　それはそれとして今彼女を笑顔にしている原因を知りたい。ロイゼがここまで喜んでいるのならきっと素敵なことに違いないだろう。

  　

  「你还记得前几天的怪人吧？其实我和他战斗时，被逼入了绝境。」

  「先日の怪人、覚えているでしょう？　実は私、彼と戦った時に絶体絶命のピンチに追い込まれてしまいましたの」

  　

  「……抱歉，我到的时候，现场只剩下警察了。」

  「……ごめん。到着した時には、警察しかいなくて」

  　

  「啊，那个，我没有生气！重要的是我陷入危机之后的事！」

  「あっ、その、怒ってるわけではなくて！　大事なのは私がピンチになった後なんです！」

  　

  　洛伊泽将嘴凑上手中奶茶的吸管，与那个叫塔碧莎的女生一起喝饮料。她似乎因此冷静下来，隔了一拍后继续说：

  　手に持ったミルクティーのストローに口をつけ、たぴおかとやらと一緒にそれを飲むロイゼ。それで少し落ち着いたのか間を置いてから彼女は話を続けた。

  　

  「当我心想『不行，完蛋了……』的时候！一名神秘少女飒爽地出现在我面前！」

  「もうダメ、おしまいだー……と思ったその時！　私の目の前に謎の少女が颯爽と現れましたの！」

  　

  「少女？」

  「少女？」

  　

  「对！扣除胸部的话……她和小春同学一样，或稍微小一点。」

  「そうです！　バストを差し引けば……小春さんと同じか、もう少し下くらいかしら」

  　

  　这么一来，以年龄而言，她应该正值成长期吧。

  　となると年齢的には成長期を迎え始めた頃合いだろうか。

  　无论如何，她这个年纪就敢挡在怪人面前，精神相当强韧。如果我站在相同立场，一定会夹着尾巴逃走。

  　なんにせよ、その歳で怪人の前に立ち塞がるなんてかなり精神的に強い子だ。私が同じ立場だったらきっと尻尾を巻いて逃げていたに違いない。

  　

  「然后呢？」

  「それで？」

  　

  「接下来才是重点。她运用巧妙的话术，将陷入危机而焦急的我打倒！她瞬间夺走我的内衣，变换成强力武器！然后——」

  「ここからですわよ。その子は巧みな話術を駆使してピンチで焦ってしまっていた私を一蹴！　あっという間に私の下着を奪取してそれを強力な武器に変換！　それから──」

  　

  　

  　之后，洛伊泽连珠炮似地继续说，我毫无插嘴的余地。

  　そこからは私が口を挟む余地もなくロイゼのマシンガントークが続いた。

  　

  　最后，他得到的结论是『或许得到了新伙伴』。

  　話の終着点としては『新しい仲間が出来たかもしれない』というものだった。

  　这名娇小的少女能从内裤中变出能在数秒内消灭怪人的武器。

  　怪人をものの数秒で消し去る武器をパンツから生成できる、小さな少女がそうだという。

  　

  　据说她与小春是好朋友。

  　なんでも彼女は小春と仲が良い友人とのことだ。

  　连不轻易表露感情且冷淡的我都欣然接受，小春的朋友一定值得信赖。

  　感情を表に出せず無愛想な私でも快く受け入れてくれたあの小春の友人だ、きっと信用に足る人物に違いない。

  　

  　

  　如果一起行动时，万一陷入危机的话，我也将内裤交给她吧——当我这么心想时，便见到自己班上的教室了。

  　もし行動を共にすることがあって万が一ピンチに陥った時は、私も彼女にパンツを渡そうか──なんて考えている内に自分のクラスの教室が見えてきた。

  　

  　

  　同时，一名呆站在教室前的少女映入眼帘之中。

  　それと同時に教室の前で棒立ちをしている少女が視界に入った。

  　

  　

  　

  「……欸？」

  「……え？」

  　

  　

  　

  　我困惑地发出声音。当我理解到那名少女存在的瞬间，不禁停下脚步，手也握紧了。

  　困惑の声がするりと零れた。その少女の存在を理解した瞬間、思わず足を止めて手に力が入った。

  　塑胶杯中的饮料从吸管逆流，稍微溅到地板上。

  　強く握られたプラスチックのコップからストローを逆流した中の飲み物が、少しだけ床に飛び散る。　

  　

  　不过，包含我在内，没有人注意到这件事。

  　しかしそれを気にする者は、自分を含めて誰一人いない。

  　

  「哎呀！这不是莉亚同学吗！」

  「あらっ！　リアさんじゃありませんか！」

  　

  「……？啊，高月。」

  「……？　あっ、高月」

  　

  　洛伊泽一见到那名少女，便跑到她身边。

  　その少女を目にした途端、ロイゼが彼女のもとへ駆け寄った。

  　少女拿着一个小小的包包，显得惊慌失措，眼神游移。

  　少女は何やら小さいバッグを持ったまま狼狽しており、視線を右往左往させている。

  　

  「你今天怎么了？你没穿制服，应该不是我们学校的学生吧？」

  「今日はどうしたのですか？　制服じゃありませんし、学園の生徒ではないのでしょう？」

  　

  「呃、呃，这个……」

  「ぇ、えと、これ……」

  　

  「哎呀，这是？」

  「あら、これは？」

  　

  「海夜的……便当。她忘在家里了，所以……」

  「海夜の……お弁当。あいつ、家に忘れた、から……」

  　

  「哎呀！你帮她送便当来啊！真了不起～好乖好乖。」

  「まぁ！　届けに来てくれたのですか！　偉いですわね～、よしよし」

  　

  　少女被洛伊泽摸头，却纹风不动，面无表情，连眉毛都不挑一下。

  　ロイゼに撫でられている少女は動じることなく眉一つ動かさない無表情を貫いている。

  　

  　她或许因为洛伊泽过度的肢体接触而感到困扰，我应该去帮她。

  　彼女に過剰なスキンシップを取られて少女は困っているのかもしれない。助けた方がいい。

  　我虽然这么心想，却无法移动脚步。

  　そう思っているのに、足が動かない。

  　

  　自从我理解少女的身份后，身体便如铅块般沉重。

  　少女が何者なのかを理解してから、体が鉛のように重いのだ。

  　

  「莲斗同学的教室在这里哦。」

  「蓮斗さんの教室はここであってますわよ」

  　

  「不，呃，那个……」

  「いや、えと、アレ」

  　

  「嗯？……啊，莲斗同学在睡午觉啊。你等一下，我马上去叫醒他！」

  「ん？　……あぁ、蓮斗さんお昼寝してらっしゃるのね。待っててくださいな、すぐに叩き起こしてきます！」

  　

  　洛伊泽走进教室后，映入我眼帘的人只剩下少女了。

  　ロイゼが教室の中へ入っていったことで、私の視界に映る人間はその少女だけとなった。　

  　这么一来，我便能更正确地掌握她的样貌。

  　そうなったことで彼女の姿をより正確に捉えることができる。

  　

  　银色长发与紫色眼眸。

  　長い銀色の髪と、あの紫色の瞳。

  　

  　我将她的外表特征与自己的记忆相比，脑中便轻易地浮现出答案，令我惊讶。

  　その外見的特徴を自らの記憶と照らし合わせれば、驚くほどすんなりと心当たりが浮かんできた。

  　

  　

  　

  　——我小时候在父母面前被邪恶组织绑架了。

  　──幼い頃、私は両親の目の前で悪の組織に拉致された。

  　……之后，我被关进牢里，与我关在一起的便是那名银发少女。

  　その後に幽閉された牢で一緒になったのがあの銀髪の少女だ。

  　

  　

  　我们年纪相仿，身高也差不多，小孩子就算团结起来，在牢里也无能为力……基于这个理由，我被硬塞进原本就很狭窄的牢房里，成为第二名囚犯。

  　同じくらいの歳、同じくらいの身長、子供が束になろうと牢の中なら何もできない……そういう理由で一人だけでも窮屈な牢屋の中に二人目として無理矢理ねじ込まれた。

  　

  　……不过，她打开了牢房的锁。

  　……だが、彼女は牢の鍵を開錠してみせた。

  　

  　每天持续着与拷问无异的种种人体实验，以及看守为了发泄压力而施加的暴力。在那个环境里，人权不存在，我们受到的待遇甚至比家畜还不如。

  　毎日のように続くまるで拷問と大差ない人体実験の数々。看守から受けるストレス発散の暴力。まるで人権など存在しない家畜以下の扱いが当たり前な環境。

  　

  　她忍受着这一切，没有屈服，瞒着看守持续开锁。

  　その全てに耐えながら、彼女は折れることなく牢屋の開錠を看守の目を盗みながら続けた。

  　最后，她成功了。她踏出了从人体实验的白老鼠变回人类的第一步。

  　そしてやり遂げた、踏み出したのだ。人体実験のモルモットから人間に戻る為の第一歩を。

  　

  　她与只会害怕，什么也做不到的我不同。

  　ただ怯えるだけで何もできなかった私と違って。

  　

  　

  　虽然难以置信……但我从未见过她与洛伊泽在一起，她就是洛伊泽所说的『新伙伴』吗？

  　まさかとは思うが……今までロイゼと一緒にいた彼女の姿など見たことはないし、彼女がロイゼの言っていた『新しい仲間』なのだろうか。

  　

  　虽说事态紧急，但她为了与敌人战斗，竟然穿上洛伊泽的内裤……

  　緊急事態だったとはいえ彼女は敵と戦うためにロイゼのパンツを……。

  　

  「……唔！」

  「……くっ」

  　

  「……？」

  「……？」

  　

  　我咬牙切齿的瞬间，少女注意到我了。她突然转向我，使我无法别开视线，只能直盯着她的眼睛。

  　歯軋りをした瞬間、少女がこちらに気がついた。急に彼女がこちらを向いたことで目も逸らせず彼女の瞳を見つめてしまう。

  　

  　少女以冰冷的眼神射穿了我的双眼。

  　少女はその冷たい眼差しで私の目を射抜いている。

  　即使看到原本同为实验动物的我，她也面不改色，依然面无表情。

  　同じモルモットだった筈の私を見ても、顔色一つ変えず、無表情のまま。

  　

  　

  　——那是什么眼神？

  　──何だその目は。

  　

  　你应该更感情丰富才对。每天每天，不厌其烦地用笑容鼓励我。

  　お前はもっと感情豊かだったはずだ。毎日毎日飽きもせず私を笑顔で励ますくらいに。

  　然而，为什么你的眼神如此冰冷？

  　だというのに、なぜそんなに冷たい目をしている。

  　

  「菲莉斯……雷诺拉。」

  「フィリス……レイノーラ」

  　

  「——！？」

  「──っ！？」

  　

  　少女直盯着我，低声说道。

  　私をジッと見つめたまま、少女はボソリと呟いた。

  　不久后，她开始朝我走来。虽然缓慢，但确实瞄准了我。

  　程なくして彼女は此方に向かって歩き始めた。ゆっくりと、だが確実に私を狙って。

  　

  「……哇！」

  「……わっ」

  　

  　接着，她踩到我打翻饮料的地板，滑倒了。

  　すると彼女は私が飲み物を零した床を踏み、滑って体勢を崩した。

  　

  「哎呀呀……」

  「おっとっと……」

  　

  　

  　啪。

  　パシン、と。

  　

  　

  　虽然她没有摔倒，但为了保持平衡而伸出的手，打落了我的饮料。

  　彼女は転ばずに踏みとどまったものの、バランスを取ろうとしたその手で、私の飲み物を叩き落したのだ。

  　

  　掉在地上的饮料，盖子松开，液体与黑色颗粒散落在走廊上。

  　床に落ちた飲み物は蓋が外れ、液体や黒い粒が廊下に散乱した。

  　

  　总是冷静沉着的她，不可能因为这点小事就摔倒。

  　いつでも冷静沈着だった彼女が、この程度のことで転ぶはずがない。

  　她毫无疑问是故意假装摔倒，将我的饮料打翻在地。

  　彼女は間違いなく、転んだフリをして故意に私の飲み物を床に叩きつけたのだろう。

  　

  「啊……对、对不起。」

  「ぁ……ごめん、なさい」

  　

  「……！」

  「……っ」

  　

  　即使如此，她依然面不改色，表面上向我道歉。我感到不寒而栗。

  　それでもなお、表情ひとつ変えることなく、表面上は謝罪する少女に戦慄した。

  　

  　

  　她来到这所学园的目的，以及现在的立场，我一无所知。

  　彼女がどんな目的でこの学園に訪れたのか、そして今どんな立場にあるのか、それは分からない。

  　

  　唯一可以确定的是，我过去……抛下她独自逃走了。仅此而已。

  　ひとつだけ確かなことはかつて私が……彼女を置いて一人で逃げたこと、それだけだ。

  　只有这个事实是明确的。

  　その事実だけがハッキリしている。

  　

  　

  『抛下我逃走的你，以为自己能像普通人一样生活吗？』

  『自分を置いて逃げたお前に、普通の人間と同じように生きることが、許されると思うのか？』

  　

  　

  　少女以冰冷锐利的眼神代替她发言。从那冰冷的眼神和打翻饮料的举动，我理解了她想说的话。

  　凍えるような鋭い眼差しが少女の言葉を代弁している。その冷たい瞳と飲み物を叩き落した行動で、彼女の言わんとしている事が理解できる。

  　绝对是这样，不会错的。她都叫了我的名字，不可能忘记我。

  　絶対にそうだ、間違いない。名前を呼んだくらいなのだし私の事も忘れているはずがない。

  　

  「你没事吧……？」

  「大丈夫……？」

  　

  「……！」

  「……っ！」

  　

  　我倒抽了一口气。少女散发的压力，让我几乎腿软。

  　息を呑んだ。少女から発せられるプレッシャーで足が竦みそうになってしまう。

  　

  　

  　为什么……为什么？

  　どうして……どうして？　

  　

  　你不是叫我快逃吗？你不是笑着说，只要我能得救就好吗？

  　お前は私に逃げろと言ってくれたじゃないか。きみが助かればそれでいいと、笑顔で伝えてくれたじゃないか。

  　

  　在那之后，经过漫长的岁月，你成为邪恶组织的一员了吗？和我不同，直到最后都是白老鼠吗？

  　あれから長い年月をかけてお前は悪の組織の一員になったのか？　私と違って最後までモルモットだったのか？

  　

  　

  　你来到这里——是为了向我复仇吗？

  　ここに訪れたのは──私への復讐なのか。

  　

  　

  「……一、一起走吧。」

  「……いっ、一緒に、来て」

  　

  　说完，我抓住少女的手。就这样拉着她快步离开现场。

  　そう言って私は少女の手を掴んだ。そのまま彼女を引っ張るようにして、足早にその場を去っていく。

  　……校舍后方应该很适合。总之，我必须先带她到不会被当成人质的地方。

  　人気のない場所……校舎裏がちょうどいいか。とりあえず彼女に人質が取られない場所へ向かう必要がある。

  　

  　

  　不能把其他人牵扯进来。关于这名少女，我必须独自解决这件事。

  　誰も巻き込んではいけない。この少女に関しては私だけで事を解決に導かなければいけない。

  　这一定是惩罚。

  　きっとこれは罰なのだ。

  　

  　现在握在手中的她的手，比我的手小得多。我们的年纪明明差不多，但她和逃离组织的我不同，只被允许摄取最低限度的饮食，所以身体的成长也迟缓了吧。

  　今握っている彼女の手は私よりも小さい。歳なんてそう変わらない筈なのに、組織から逃げた私と違って必要最低限の食事しか与えられなかったから体の成長も遅れているのだろう。

  　

  　她无法享受普通的成长，而我却无法对她伸出援手，独自逃走了——

  　普通の成長を享受できなかった彼女に手を差し伸べられず一人で逃げた──

  　

  　

  　这是对如此差劲的我的惩罚。

  　これは、そんな最低な私への罰だ。

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  　今天天气晴朗！太阳公公！蓝天万岁！

  　今日は快晴！　太陽さんさん！　青空万歳！　

  　

  　在如此风和日丽的天气里，我被不良少女缠上了！

  　そんなめっちゃくちゃ天気が良い日に俺はヤンキーに絡まれてます！

  　

  　

  「……这里，就好。」

  「……ここで、いい」

  　

  　雷诺拉小声低喃，放开我的手。我环顾四周，发现这里是校舍后方。

  　小さく呟きながら俺の手を離すレイノーラ。辺りを見渡すとそこが校舎裏だということが分かった。

  　

  　啊，幸好她带我来的地方不是厕所。被不良少女强行带走时，如果是宽敞又可逃往他处的校舍后方就算了，狭窄又无处可逃的厕所可是一去必死。

  　あぁ、連れてかれる場所がトイレじゃなくて安心だ。ヤンキーに強制連行される場合、広くて逃げ場がある校舎裏ならともかく狭くて何もできないトイレは一発アウトだからな。

  　

  「……呼。」

  「……ふぅ」

  　

  　我安心地松了口气。

  　安心して、一息つけた。

  　

  　

  　——下一瞬间，雷诺拉不知何时生成的冰之匕首抵在我的脖子上。

  　──その瞬間レイノーラがいつの間にか生成していた氷のナイフを俺の首元に突き立てた。

  　

  　

  「噫！」

  「ひっ」

  　

  「不要动。」

  「動かないで」

  　

  　气势汹汹地威胁我的女孩子，相当可怕。而且雷诺拉是面无表情的角色，隐约散发出精神异常的感觉，所以更可怕。

  　もの凄い剣幕で脅してくる女の子、かなり怖い。しかもレイノーラは無表情キャラだからなんとなくサイコパス感も滲み出ていてさらに怖い。

  　

  　总觉得她的眼神黯淡无光，拿着匕首的手也微微颤抖，总之很不妙。

  　なんか目にハイライトが無いしナイフを持ってる手もプルプル震えてるし、とにかくヤバイ。

  　而且因为匕首抵着我，智能手机从口袋里掉了出来。我唯一的救命绳……！

  　しかもナイフを立てられた拍子にポケットからスマホが落ちてしまった。唯一の生命線が……！

  　

  「……那、那个……」

  「……ぁ、あの」

  　

  「不要说多余的话。」

  「必要以上に喋らないで」

  　

  　雷诺拉这么说，将匕首更靠近我。

  　そう言って更にナイフを近づけてくるレイノーラ。

  　好可怕！别这样！

  　こわい！　やめてぇ！

  　

  　

  　……呃，那个，刚才的珍珠奶茶真的非常抱歉！

  　……いや、あの、さっきのタピオカミルクティーの件はマジでごめんなさい！

  　

  　地板湿湿的，我差点跌倒，为了忍住而努力撑住，结果不小心打翻了珍珠奶茶，这确实是我的错。

  　何か床が濡れてて転びそうになったの耐えようとしたら、間違ってタピオカミルクティー叩き落としちゃったのは確実に俺が悪いんだけども。

  　

  　可、可是，只因为这样就气成这样吗？我会一个人赔偿和打扫的，拜托饶了我吧。

  　で、でも、それだけでここまで怒ります？　弁償も掃除も一人でやるつもりです、ほんと勘弁してください。

  　

  「……」

  「……」

  　

  「没错，乖乖的……我不会对你做什么的。」

  「そう、大人しくしていて。……ひどいようには、しないから」

  　

  　我屏住气息，一动也不动，雷诺拉拿匕首的力道稍微放松了一点。

  　息を止める勢いでジッとしているとレイノーラのナイフを持つ力が少しだけ緩んだ。

  　

  　没想到女主角会突然性情大变。珍珠奶茶，你这家伙真是可怕……流行不是没有原因的。

  　まさかヒロインをここまで豹変させるとはな。タピオカよ、まったく恐ろしい奴だぜお前は……。伊達に流行ってるわけじゃねぇってか。

  　

  　珍珠奶茶的怨恨真可怕，我这么想着，雷诺拉开口了。

  　タピオカの恨みって怖いのね、なんて考えているとレイノーラが喋り始めた。

  　

  「你来这间学园……做什么？」

  「この学園に……何をしに来たの」

  　

  「送、送便当给海夜。」

  「お、お弁当を、海夜に」

  　

  「这我刚才听过了……说，你真正的目的。」

  「それはさっき聞いた。……本当の、目的を言って」

  　

  　

  　就算你这么说，大哥哥也很伤脑筋哦？

  　そんなこと言われてもお兄さん困っちゃうわよ？

  　

  　硬要说的话，我只是在P+1的选项中被迫选择【今晚和莲斗一起洗澡】或【把便当送去给莲斗！】而已哦？

  　強いて言えばP＋１の選択肢で【今夜蓮斗と一緒にシャワーを浴びる】か【蓮斗くんにお弁当を届けに行こうぜ！】を選ばされただけだからね？　

  　

  　虽然我立刻选了后者，但错不在我。我可不想和那家伙一起洗澡。

  　速攻で後者選んだけど俺は悪くない。あいつと一緒にお風呂なんてお断りだからな。

  　不对，如果会被杀掉的话，和海夜一起洗澡还比较好吧……

  　いや、でも殺されそうになるくらいなら海夜とシャワー浴びた方がよかったのかなぁ……。

  　

  　

  「……？」

  「……？」

  　

  　

  　地面好像在发光。

  　なにやら地面からピカピカと光が。

  　我动也不动地让匕首抵着脖子，只把眼睛往下看，确认地面。

  　ナイフを突き立てられている首は動かさず、目だけを下に向けて地面を確認してみる。

  　

  　出现在眼前的是屏幕亮着的智能手机，刚才我掉在地上的。

  　そこにあったのは明るく画面が表示されている、先程俺が落としたスマホだ。

  　屏幕亮着，表示有通知吧。

  　画面が表示されているということは何かの通知だろうか。

  　

  「……你什么时候变成莉娅的？」

  「……いつから、リアなんて名前になったの？」

  　

  「这、这个，是……呃。」

  「そっ、それ、は……えっと」

  　

  　设定上没写的事情我一概不知，只能含糊其词地蒙混过去。

  　設定に書いてない事は何も知らないので、言葉を濁して誤魔化していく。

  　我趁机凝视掉在地上的手机屏幕。

  　その隙に落ちているスマホの画面を凝視した。

  　

  　

  【这样下去可能会死！？推倒她亲下去反击！（P+1）】

  【このままじゃ死ぬかも！？　押し倒してキスをして反撃だ！（P＋１）】

  【这样下去可能会死！？推倒她摸她内裤反击！（P+1）】

  【このままじゃ死ぬかも！？　押し倒してパンツをまさぐって反撃だ！（P＋１）】

  　

  　

  　白——痴！！白痴变态去死！！选项每个都蠢到不行，你这白痴！！

  　バ──ッカ!!　アホ変態死ね!!　選択肢がいちいち頭悪いんだよバカお前ェ゛！？

  　

  　什么！？几乎没差嘛！上面和下面几乎一样嘛！结果还不是推倒！！

  　なに！？　大差ないじゃん！　上も下も殆ど同じだよ！　結局押し倒してんじゃねぇか!!

  　

  　咕呜呜……总之不管选哪个，不点手机的选项就没意义了。

  　ぐぬぬ……とりあえずどちらを選ぶにせよ、スマホの選択肢をタップしないと意味が無い。

  　

  　如果推倒眼前拿匕首抵着我的雷诺拉，手机就会刚好在她头旁边。

  　目の前でナイフを突き立てているレイノーラを押し倒せば、ちょうど彼女の頭の横くらいにスマホがくることになる。

  　

  　

  　结果只能推倒吗……？

  　結局押し倒すしかないってことか……？

  　

  　虽然那一瞬间我的头可能会被砍掉，但不执行选项的话，残机数就会减少——啊啊，算了！听天由命！！（自暴自弃）

  　その瞬間俺の首が跳ねることになりそうだけど、結局選択肢を実行しないと残機が減るんだし──あぁ、もう！　なるようになれぇ!!(ヤケクソ)

  　

  　

  「……！」（喝啊——！）

  「……っ！」(オラーッ！)

  　

  「哇——」

  「わっ──」

  　

  　我抱着自灭的觉悟双手推她的双肩，意外的是雷诺拉却退缩了。看来人类在自己占上风时会有点大意。

  　ほぼ自滅覚悟の特攻で彼女の両肩を両手で突き飛ばすと、意外にもレイノーラが怯んだ。どうやら人間、自分が優位に立っている時は少し油断するらしい。

  　

  　好，就这样推倒她！像犯罪者一样好想哭！

  　よーしこのまま押し倒してやるぜー！　犯罪者みたいで泣けてくるぜー！

  　

  「呜……！莉、莉亚……！？」

  「くぅっ……！　りっ、リア……！？」

  　

  「安静点……」(快点！不点手机的话残机数会！)

  「静かにしてて……」(タップ！　スマホをタップしないと残機がぁ！)

  　

  　顺利推倒雷诺拉后，我立刻骑在她身上，右手伸向手机。

  　無事レイノーラを押し倒して馬乗りになれたので瞬時にスマホへ右手を伸ばした。

  　她倒地时冰匕首似乎也掉在地上，现在正是好机会。

  　彼女は倒れた拍子に氷のナイフを落としたようだし、今がチャンスだ。

  　

  「……好。」(好，成功了！不过接吻就有点那个，所以是下面！)

  「……っし」(よし押せた！　流石にキスはアレだから下！)

  　

  　反正也不是第一次摸内裤了！

  　パンツをまさぐるの初めてじゃないしな！

  　

  「你想……做什么……！」

  「なんの、つもり……！」

  　

  「把、把内裤给我。」

  「ぱっ、パンツをよこせ」

  　

  　我用颤抖的声音说完后，左手按住她的一只手，右手伸向雷诺拉的裙底。

  　震え声で告げた後左手で彼女の片手を押さえつつ、右手をレイノーラのスカートの中へと伸ばしていく。

  　她用另一只手抓住我的右手腕，试图阻止我，但我毫不在意地继续朝内裤前进。

  　彼女がもう片方の手で下着をまさぐろうとする俺の右手首を掴んで止めようとしてきたが構わずパンツに向かって突き進む。

  　

  　不是，我也不知道摸内裤要摸到什么程度啊！可是只摸一下反而很丢脸，而且莫名有种变态的感觉！？干脆直接抢走内裤，目的会更明确，对方也能接受吧！？(混乱)

  　いやまさぐるってどこまでやればいいか分からんのよ！　でもちょっと触るだけとか逆に恥ずかしいし妙に変態チックだし！？　もういっそのことパンツ奪った方が目的がハッキリしてて相手も納得できるのでは！？(混乱)

  　

  「不、不行……！」

  「だ、だめ……！」

  　

  「乖乖把内裤——」

  「おとなしく、パンツを───」

  　

  　

  　

  　

  　

  「呼哈哈哈！终于找到你了！菲莉斯・雷诺拉……不，冰结魔女！！」

  「ふははは！　ようやく見つけたぞ！　フィリス・レイノーラ……いや、氷結の魔女ォ!!」

  　

  　

  　

  　

  　

  「……咦？」

  「……えっ？」

  　

  「怪、怪人……！」

  「か、怪人……！」

  　

  　我与雷诺拉呆愣在原地，一名身穿白衣、戴着眼镜的男性突然出现在我们面前。

  　呆然とする俺と焦るレイノーラの前に、突如として白衣を着た眼鏡の男性が姿を現した。

  　白衣底下一丝不挂，全身呈现蓝色。不管怎么看都是个变态。

  　白衣の下は全裸で、肌の色は全身青色。どっからどう見ても変態だ。

  　

  　……那家伙是怎样？

  　……なんだアイツ。

  　

  「是、是变态……！」(是变态啊！！)

  「へ、変態だ……」(変態だぁぁ！！)

  　

  「……莉亚？」(难道是因为察觉到那个怪人的存在……为了迎击才要我的内裤？多么敏锐的判断力……！)

  「……リア？」(もしかして、あの怪人の存在を察知したから……迎撃のために私のパンツを？　なんて鋭い判断力……！)

  　

  　雷诺拉不知为何一脸诧异地盯着我看，我想她应该是在暗示我差不多该撤退了。毕竟怪人也出现了，还是干脆地从她身上离开比较好。

  　なにやらレイノーラに怪訝な表情で見つめられているが、多分そろそろ退いて欲しいんだと思う。なんか怪人も出てきたし、ここは潔く上から退いた方がいいか。

  　

  　

  　——等一下等一下！任务完成的广播还没响起啊！？不摸一下内裤不行吗！？

  　──待って待って！　ミッション完了のアナウンス流れてないよ！？　まだまさぐらないと駄目なの！？

  　

  「莉亚，这里交给我……！」

  「リアっ、ここは私がやるから……！」

  　

  「不、不行……」

  「む、むり……」

  　

  「莉亚……！」(因为我那时没有救莉亚，而是选择逃跑……所以她不相信我吗！？真是倔强！！)

  「リアってば……！」(あの時リアを助けずに逃げたから……私のことは信用できないってこと！？　強情な!!)

  　

  　再摸一下内裤的话，残机就危险了！对不起原谅我吧对不起我会请你喝珍珠奶茶的拜托饶了我吧！

  　もうちょっとパンツを触らないと残機が危ういのぉ！　ごめんなさい許してすいませんタピオカミルクティー奢るから勘弁して！

  　

  「嘻——哈、哈！！我也要把另一个女人抓起来——！」(那家伙是魔女的妹妹吗？长得还真像……好耶！又得到一个强大的能力者了！！)

  「ヒャーッハッハ!!　もう一匹いる女も攫っちゃうぜェーッ！」(あいつは魔女の妹か？　顔も似てるし……っしゃあ！　もう一人強力な能力者ゲットォ!!)

  　

  　咦？在这种被压倒在地的状况下，他还要袭击我吗！？真不愧是怪人，根本没在怕的——等一下！我真的只是要摸一下内裤而已，快停下来啊！！

  　えっ、押し倒してるこの状況でも襲ってくんの！？　見境ねぇよ流石怪人だなふざけやがって──ってちょっと待て！　ほんとに少しパンツ触るだけだから止まれってぇ！！

  　

  　

 
  無表情っ娘 × 無表情っ娘

  无口娘x无口娘

  　

  　自从全身蓝色的变态怪人出现后，过了三小时。

  　全身青色な白衣の変態怪人が現れてから、約三時間。

  　

  　我设法摸完雷诺拉的内裤后，她便推开我，拼命抵抗，但怪人拥有封印能力的道具。

  　なんとかパンツを触り終えた俺を退かしてレイノーラは必死に抵抗したのだが、怪人は能力を封じ込めるアイテムを持っていた。

  　因此，她无法施展擅长的冰魔法，转眼间便被制伏。

  　ゆえにレイノーラはお得意の氷能力を使うことが出来ずあっという間に無力化。

  　

  　多亏海夜与高月在千钧一发之际前来救援，我才得以获救，但雷诺拉却直接被掳走了。

  　間一髪で助けに来た海夜と高月のおかげで俺は助かったがレイノーラはそのまま連れ去られてしまった。

  　

  　

  　

  　目前我们溜出学校，在街上四处奔走，寻找她。

  　現在、俺たちは学校を抜け出して街中を走り回って彼女を探している。

  　然而，纵使我们分头寻找，却至今未发现任何线索，所有人都一筹莫展。

  　しかし手分けして探しているものの今だ手掛かりは見つからず、全員途方に暮れていた。

  　

  「……她到底去哪里了？」

  「……どこ、いった」

  　

  　我叹了一口气，坐到附近的公交车站牌的椅子上。毕竟跑太久了，我好累。

  　溜め息を吐きながら近くにあったバス停の椅子に腰を下ろした。流石に走りすぎて疲れちゃったぜ。

  　

  　

  　……虽然这么说，但这次明显是女主角的事件吧？无论怎么看，这都是海夜拯救雷诺拉，一口气提升她对自己的好感度的事件啊。

  　……こう言ってはなんだけど、今回のこれって明らかにヒロインのイベントだよな？　どっからどう見ても海夜がレイノーラを助け出して彼女からの好感度を一気に稼ぐヤツだぞこれ。

  　

  　如此一来，这次的事件交给海夜的话，应该就能自然地解决了吧？

  　そうなると今回の事件は海夜に任せておけば自然と解決するんじゃなかろうか？　

  　在色情游戏之中，能负责拯救女主角的角色，除了主角之外别无他人了吧。

  　エロゲーでヒロインを助け出す役割を担える存在なんて、主人公を置いて他にいないだろう。

  　

  　　

  　——啊！不，等等！

  　──あっ！　いや、ちょっと待て！

  　

  　如果这次的事件并非共通路线，而是路线固定的事件，那不就糟了吗？

  　もし今回のイベントが共通ルートじゃなくて、ルート固定のイベントだとしたらヤバくないか？

  　

  　至今为止都对自己很温柔，甚至超越朋友关系的男生，在自己『需要帮助』时，宛如英雄般飒爽登场……

  　今まで優しくしてくれてて更に言えばただの友達以上の関係な男の子が、まさに『助けて欲しい』って願った時に颯爽とヒーローのように助けてくれて……。

  　

  　这样一定会沦陷的吧？毕竟她是色情游戏的女主角啊。

  　そんなのもう堕ちるに決まってるじゃん？　だってエロゲのヒロインだよ？

  　　

  　如果事情照我的想象发展，那两人之后的行动……咦、咦……不就是……！？

  　もし俺の想像通りに事が運んだとして、そうなった後の二人が取る行動なんて……ぇ、えっ………ち、じゃん！？

  　

  　因为这里是色情游戏啊！如果是动画或轻小说，或许只会爱上对方，但色情游戏的话，肯定不会隔太久就会进入色情场景啊！

  　だってここエロゲだもん！　アニメとかラノベなら惚れるだけかもしれないけどエロゲだったら大して間を置くこともなくエロシーン突入だよ間違いねぇよ！

  　

  「得、得快点……找到他们。」

  「い、急いで……探さなきゃ」

  　

  　如果是重视剧情的色情游戏，我就不清楚了，但至少这世界有『能赋予发情淫纹的肌肉人妖』这种荒谬的存在，所以故事应该不会那么深奥。

  　シナリオ重視のエロゲならまだ分からないけどこの世界には少なくとも『発情する淫紋を付与できるマッチョのオカマ』とかいうバカげた存在がいたわけだし、そこまで物語が深い作品じゃないはずだ。

  　

  　这么一来，我不认为到色情场景的过程会很讲究。这肯定是只要有契机，就会立刻进入色情场景的游戏。搞不好救了她之后，就会当场开始打野炮。

  　そうなるとエロシーンまでの過程だってあまり凝っているとは思えない。きっかけさえあればすぐさま突っ込むようなゲームに決まってる。下手すりゃ助けたその場で青姦とかだってありえるぞ。

  　

  　这样不行！我必须成为女主角才行！要是进入雷诺拉路线，我就走投无路了！！

  　それはダメだって！　俺がヒロインにならないと駄目なの！　レイノーラのルート進んだら詰んじゃうのぉ!!

  　

  　

  「唔！……哦？」

  「っ！　……おっ？」

  　

  　我焦急地离开公交车站时，裙子口袋传来震动。

  　焦ってバス停から離れるとスカートのポケットから振動が伝わってきた。

  　我心想「发生什么事了？」并拿出手机，屏幕上显示着至今从未见过的画面。

  　何事かと思ってスマホを取り出すと、そこには今まで見たことが無いような画面が表示されていた。

  　

  　

  【☆1UP机会☆　若独自一人击败这次掳走女主角的白衣怪人，将获得一条命作为报酬！】

  【☆1UPチャンス☆　今回ヒロインを攫った白衣怪人を自分一人で撃破した場合、報酬として残機を一つゲット！】

  　

  　

  　……咦？真的假的？能获得一条命？

  　……えっ、マジで？　残機貰えちゃうの？

  　

  　等一下，那个，这个……只能上了吧！？

  　待ってまって、あの、これ……やるしかないのでは！？

  　

  　这表示被那家伙侵犯而消失的那条命能拿回来吧！

  　アイツに犯されて消えちゃった分の残機が返ってくるってことだろ！

  　无论如何，我都必须阻止雷诺拉对海夜的好感度提升，这样就能一石二鸟……！

  　どちらにせよ海夜に対するレイノーラの好感度が上がるようなイベントは阻止しないと駄目だしこれなら一石二鳥だぁ……！

  　

  「真幸运……只能上了。」

  「ツイてる……やるしかない」

  　

  　我目前的持有点数为4，算是累积了不少，只要运用这些点数，应该能打倒那种程度的怪人。这股力量并非能力，而是营运方赋予的系统，所以不会被那家伙的道具封印。

  　俺の所持ポイントは4。結構溜まってる方だし、これを駆使すればあれぐらいの怪人なら倒せるはず。この力も能力じゃなくて運営から与えられたシステムだからやつのアイテムに封じ込められることもない。

  　

  　

  　——好，既然决定了，就出发吧。

  　──よし、そうと決まれば出発だ。

  　必须尽快拯救雷诺拉，让她请我喝珍珠奶茶，和好如初！毕竟她刚才气得要命！

  　さっさとレイノーラを助けてタピオカ奢って仲直りしないとな！　クソ怒ってたし！

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  　当我醒来时，首先映入眼帘的是——利用女性解决性欲的白衣男子。

  　目を覚ました時、最初にこの目に飛び込んで来たのは──女性を使って性処理に勤しむ白衣の男の姿だった。

  　

  　他将眼神黯淡、宛如人偶的年轻女性当成玩具。白衣怪人身旁站着一名同样身穿白衣的红衣男子。

  　瞳に光が映っていない、まるで人形の様な若い女性を玩具のように扱う白衣怪人の傍らには同じく白衣を着ている全身赤色の男がいた。

  　

  　……这应该叫做后背位吧？

  　……後背位、というのだろうか。

  　总之，蓝衣怪人激烈地拍打着女性的臀部，同时对红衣怪人大喊着什么。

  　ともかく青色の怪人は女性の臀部を激しく叩きながら、何やら赤色の怪人に向かって叫んでいる。

  　

  「啊～不行！果然性处理用的仿生机器人用久了也会松掉！」

  「あー、だめだ！　やっぱ性処理用のアンドロイドも使い古すと締まりが悪いな！」

  　

  「哥哥，你不是带了冰结魔女过来吗？为什么要特地用这个？」

  「兄ちゃん、氷結の魔女を連れてきたんでしょ。なんでわざわざそっち使ってるの？」

  　

  　红衣怪人称呼蓝衣怪人为哥哥。仔细一看，两人的长相确实很像。

  　赤色の怪人が青色のことを兄と呼んだ。よく見れば確かに二人の顔は似ている。

  　兄弟俩都是邪恶怪人，这兴趣有点低级。

  　兄弟そろって悪の怪人とは些か趣味が悪いが。

  　

  「你这笨蛋，当然是为了享受不同啊！用完这个跟垃圾一样的飞机杯后，再用身材火辣的学生爽一下，不是最棒的吗！！」

  「バッカお前、そりゃ違いを楽しむ為に決まってんだろ！　こっちのクソみてぇなオナホの後に体つきのエロい学生で抜くのが最高なんじゃねぇか!!」

  　

  「那这段期间我可以侵犯魔女吗？」

  「じゃあその間に僕が魔女犯していい？」

  　

  「开什么玩笑，笨蛋去死！是我抓到的，当然是我先上！」

  「ざっけんなバカ死ね！　俺が捕まえてきたんだから俺が先に決まってんだろ！」

  　

  　

  　我不想理解内容的下流对话传入耳中。

  　内容など理解したくない下劣な会話が耳を劈く。

  　他们宛如罪犯的对话令人不忍听闻。然而就算想捂住耳朵，手也动不了。

  　彼らの犯罪者然とした言葉の羅列は聞くに堪えない。しかしながら耳を塞ぎたくても手が動かない。

  　

  　看来我似乎被绑在某栋建筑物里。

  　どうやらここは何処かの建物の中で、私は手足をロープで縛られて寝転がされているらしかった。

  　

  　被紧紧绑住的绳子陷进手臂，完全无法动弹。

  　ギチギチに絞められたロープは腕に食い込んでいて全く動かせない。

  　上半身的肩膀和手肘以下的部分各被一条绳子绑住，强调出我被两条绳子夹在中间的丰满胸部。

  　上半身は肩周辺と肘から下が一本ずつロープで縛られており、二本のロープの間にある自分の大きな胸が強調されてしまっている。

  　

  　看到这幅景象的红衣怪人舔了舔嘴唇，再次开始保养枪支。

  　それを見た赤色の怪人は舌なめずりをしつつ銃の手入れを再開した。

  　

  「唉～好想快点揉捏那对巨乳啊～……！」

  「はぁ、早くあの巨乳揉みしだきたいなぁ～……！」

  　

  「冷静点，弟弟。等洗脑那个魔女，杀光邪恶组织的首领后……我们就能成为新首领，到时就能尽情侵犯她了。」

  「落ち着けって弟よ。そこの魔女を洗脳して悪の組織のトップどもを皆殺しにして……そんで俺らが新しいボスになった後なら好きなだけ犯せるぜ？」

  　

  「说、说得也是！真期待让魔女怀孕！」

  「そ、そうだね！　魔女を孕ませるの楽しみだ！」

  　

  　

  「……！」

  「……っ」

  　

  　

  　我打了个冷颤。不用确认也知道，我起鸡皮疙瘩了。

  　ゾッとした。確認するまでもなく鳥肌が立っている。

  　我无法忍受红怪人用锐利的眼神看着我，勉强移动身体背对他们。

  　ギラついた目で此方を見る赤怪人の視線に耐えられず、私はなんとか体を動かして彼らに背中を向けた。

  　

  　

  　

  　……我早就做好总有一天会变成这样的觉悟。

  　……いつかこうなる事は覚悟していた。

  　……自从逃离组织，能够好好控制能力后，我几乎每天都把组织的人变成冰块。

  　組織から逃げ出して能力をしっかりと扱えるようになってからは毎日のように組織の人間を氷漬けにしてきたから。

  　

  　做出这种事，就算招来怨恨，被人取了「冰结魔女」这种冷冰冰的外号也不奇怪。

  　そんなことをしていればどこかで恨みを買ったり『氷結の魔女』なんて寒い名前を付けられても不思議じゃない。

  　

  　自从我来到这个组织的怪人经常出没的城镇后，就一直做好了像这样被绑架的心理准备。

  　こうやって拉致されるのだって組織の怪人がよく出没するこの街に来てから、ずっと覚悟していたことだ。

  　

  　

  　明明如此，为什么——

  　だというのに、どうして。

  　

  「……呜、呜呜……」

  「……ぅっ、うぅっ……」

  　

  　为什么我会——这么害怕？

  　どうしてこんなに──怯えている？

  　

  　

  　太奇怪了，如果是以前……来到这个城镇之前的我，应该能若无其事地忍耐这种事。

  　おかしい、以前の……この街に訪れる前の自分ならこんなこと平気で耐えられたはず。

  　不会同情敌人，即使自己被逼到绝境也不会惊慌失措。冷酷到被称为冰结魔女也不为过，不会流露出任何感情。

  　敵には同情せず自身が追い詰められても狼狽なんてしなかった。氷結の魔女なんて異名もあながち間違いではないくらい冷酷で、感情なんて微塵も出さなかった。

  　

  　然而现在——我却很害怕。

  　なのに今は───怖い。

  　

  「呼～！好，弟弟你看好。为了提振士气，我要先让魔女怀孕！」

  「ふぅ～！　よっし見てろよ弟。景気づけに一発、魔女に種付けしておくからよぉ！」

  　

  　别过来，别靠近我。

  　来るな、近づくな。

  　住手，别碰我。

  　やめろ、触るな。

  　

  「哈哈，你因为手环的关系无法使用能力吧？只要你不抵抗，我就不会揍你。」

  「はっは、腕輪で能力使えねぇだろ？　抵抗しなけりゃ殴ったりはしねぇよ」

  　

  「不过相对地，你会让她怀孕吧？」

  「でもその代わり孕ませるんでしょ？」

  　

  「嘎哈哈哈！！答对了！」

  「ギャハハハ!!　大正解ッ！」

  　

  　怪人大笑着将手伸向我——

  　馬鹿笑いした怪人の手が此方に伸び──

  　

  「——！？」

  「──っ！？」

  　

  　蓝衣怪人以强韧的肌力撕破我的制服。

  　青の怪人がその強靭な筋力で、私の制服を破いていく。

  　虽然胸罩和内衣也因此露了出来，但因为手环封印能力的影响，我什么也做不了。

  　そうなったことでブラも下着も露出してしまうが、腕輪による能力封印の影響で私は何も出来ない。

  　

  　

  　这果然是惩罚吗？因为我舍弃了总是给我勇气的温柔少女。

  　やはりこれは罰なのか。いつだって勇気づけてくれたあの優しい少女を見捨てた私への。

  　

  　

  　如果真是这样，我就必须接受惩罚。

  　もしそうであるなら、私はそれを受け入れなければならない。

  　

  　现在的菲莉斯・雷诺拉这个存在，全都是建立在「那位少女救了我」这个事实之上。

  　今のフィリス・レイノーラという存在は全ての前提において『あの少女が助けてくれた』事実から成り立っているのだ。

  　那么由此衍生的问题，全都是我的责任。不存在任何可以逃避的理由。

  　ならばそこから生じる問題は全て私の責任だ。逃げていい理由など微塵も存在しない。

  　

  　

  「……嗯！」

  「……んっ」

  　

  「哦哦，这柔软的触感是怎么回事？人造人根本没得比啊。」

  「おぉ、なんだよこの柔らかさは。アンドロイドなんか比べ物にならねぇじゃねぇか」

  　

  　他隔着胸罩激烈地揉捏我的胸部。

  　ブラの上から激しく胸を揉まれている。

  　正在对我做这种事的蓝衣怪人显然已经失去理智，呼吸也变得越来越急促。

  　行為に及んでいる青怪人の目は明らかに正気ではなく、次第に呼吸も荒くなってきている。

  　

  「什么嘛！竟然长了这么大的奶子！你是在勾引我吧！？喂！我说的没错吧！？」

  「なんだよォ！　こんなデケぇ乳ぶら下げやがって！　誘ってたんだろ！？　なぁオイ！　そうなんだろォ！？」

  　

  「咿……」

  「ぃっ……」

  　

  　怪人像在揉面团一样，用足以让我感到疼痛的力道玩弄我的胸部，同时如此大喊。面对这样的他，我唯一能做的抵抗只有瞪视。

  　まるでパン生地をこねるかのように痛みを感じる程強く私の胸を弄びながら叫ぶ怪人。そんな彼にできる抵抗など睨みつけるくらいしか残されていなかった。

  　

  　

  　不过，我发现自己已经衰弱到连这种抵抗都做不到了。

  　でも、そんな抵抗も出来なくなってしまうほど、自分の心が衰弱していることに気がついた。

  　

  「哦？……哈哈！喂，弟弟你看！」

  「おっ？　……ははっ、オイ見ろよ弟！」

  　

  「什么什么……哇！魔女在哭耶！小哥你真厉害！竟然把那个魔女弄哭了！？」

  「なになに。……わっ！　魔女が泣いてる！　すげーな兄ちゃん！　あの魔女を泣かせたのか！？」

  　

  　

  「呜……呜……」

  「っ……ふ……うぅっ」

  　

  　我竟然丢脸地流下眼泪。只能任凭不断涌出的温热水滴沾湿脸颊。

  　情けない事に私は涙を零していた。止めどなく溢れてくる熱い水滴で頬を濡らすことしかできない。

  　

  　我已经不记得自己有多久没「哭泣」了。

  　『泣く』という行為がどれほど久しいかなんて覚えていない。

  　我只知道，自己对这个状况感到恐惧，精神退化到过去被幽禁时的自己。

  　ただ一つ分かっているのは、私自身がこの状況に恐怖し精神がかつて幽閉されていた頃の自分まで退行してしまっているということだけだ。

  　

  　

  　我变回了那个只能害怕、哭泣、畏缩的无力自己。

  　怖くて、泣いて、怯えることしかできなかった、あの時の無力な自分に戻ってしまった。

  　我马上就知道自己为何会变成这样。

  　何故そんな事になっているのかなんてすぐに分かる。

  　

  　来到这座城市后，我跟莲斗和洛伊泽他们接触——逐渐找回感情。

  　この街に来て蓮斗やロイゼたちと触れ合って──感情を取り戻しつつあった。

  　因此，我也找回了「脆弱的心」。

  　それゆえに『心の弱さ』をも私は取り戻してしまったのだ。

  　

  　喜怒哀乐越是恢复，冰之面具也越容易崩坏。而这个面具被眼前这两个怪人破坏了。

  　喜怒哀楽が戻れば戻るほど氷の仮面だって壊れやすくなる。そしてこの怪人たちによってその仮面は破壊されてしまった。

  　

  　我现在的情感等同赤裸裸地暴露在外。

  　今の私の感情は、まる裸同然。

  　

  　失去盾牌、毫无防备的情感，只能任凭凌辱、玩弄、摧残。

  　盾を失った無防備な感情は、凌辱され、嬲られ、壊されていくだけ。

  　

  　

  「不……要……」

  「ぃっ……ゃ」

  　

  「光揉还不够！喂，我要脱掉你的内衣，给我安分点！」

  「揉むだけじゃ満足できねぇな！　オラッ、下着脱がすから大人しくしてろ！」

  　

  

  　好可怕，我什么都做不到。

  　怖い、何もできない。

  　

  　

  「……不要、不要……」

  「……やだっ、やだぁ……」

  　

  「嘎哈哈！你终于露出与年纪相符的表情啦！放心吧，接下来我会让你沉浸在快乐之中，让你没有我的●●●就活不下去！！」

  「ギャハハ！　年相応の顔になってきたじゃねぇか！　安心しろよ、これからは俺の●●●無しじゃ生きられねぇくらい、快楽浸けの人生にしてやっからなァ!!」

  　

  　

  　我讨厌疼痛。

  　痛いのは、嫌だ。

  　

  　

  「看起来很紧实呢……呼～真令人期待！」

  「締まりが良さそうじゃねえか……ふぅ～、楽しみだぜ！」

  　

  「……不要、住手……救、救救、我……！」

  「……やだっ、やめて……たっ、たす、けてぇ……！」

  　

  　

  　我不想再经历那种事了。

  　もう、あんな思いはしたくない。

  　

  　

  「别乱动！小心我揍你哦，臭丫头！！」

  「動くんじゃねぇよ！　殴んぞメスガキがぁ!!」

  　

  「我不要痛……！住手、放开我……！」

  「いたいのやだぁっ……！　やめてぇ、はなしてぇ……っ！」

  　

  　

  　

  　

  　救救我，莲斗——

  　たすけて、蓮斗───

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「哥哥！！」

  「兄ちゃぁんっ！！」

  　

  　

  　

  「……啊啊？干嘛啦，现在正爽的时候，别来碍——」

  「……あぁっ？　なんだよ急に。今いい所なんだから邪魔──」

  　

  「现在不是做这种事的时候！一楼的保全系统全被破坏了！有人要过来了！」

  「それどころじゃ！　一階のセキュリティが全部破壊されたんだ！　誰かここに来るよ！」

  　

  　

  「……？」

  「……っ？」

  　

  　有人要过来了？

  　誰かが、来る？　

  　

  　难道是有人来救我了吗？

  　それってもしかして、誰かが私を助けに来てくれたってこと？

  　

  　短短几小时内就找到这里，强行突破保全系统——为了我？

  　たった数時間でここを特定してセキュリティを強行突破して──私の、ために？

  　

  　是警察吗？不，说不定是莲斗——

  　警察か、いやもしかしたら蓮斗──

  　

  　

  「喂，老弟！快把那边的步枪——啊啊啊！？」

  「オイ弟っ！　早くそこのライフルを──あ゛ァぁ゛ッ゛！？」

  　

  　

  　蓝色怪人正要拿起放在一旁的枪，突然有道光线般的物体飞来，将他的下半身轰飞。

  　青怪人が近くに置いてあった銃を手に取ろうとした瞬間、突然飛んできた光線のような物が彼の下半身を消し飛ばした。

  　

  　无数道谜样的光线从房间入口处射来，在室内四处飞舞，精准地朝怪人们飞去。

  　部屋の入り口から無数に飛んでくる謎の光線は室内を飛び回り、その全てが正確に怪人たちへ向かって突き進んでいく。　

  　

  「老哥！？可恶，是谁的——噗呃！」

  「兄ちゃん！？　クッソ、誰のしわ──ヘブッ」

  　

  　红怪人正要冲向哥哥身边，头部却被激光光烧得一干二净。

  　兄のもとへ駆け寄ろうとした赤怪人はその頭部を丸ごとレーザーに焼き飛ばされた。

  　目睹这一幕的蓝怪人浑身颤抖，发出哀号。

  　その瞬間を目撃した青怪人は震えあがり、哀れな叫び声を挙げる。

  　

  「发、发生什么——呜嘎！」

  「なっ、何が起きて──ぅぎゅェっ」

  　

  　蓝怪人没能把话说完，身体就被无数道光线消灭殆尽。

  　青怪人はセリフを最後まで言うことはなく、無数の光線によって体の全てを消し飛ばされた。

  　两名怪人消失得无影无踪后，从房间入口处射来的激光光也停了下来。

  　怪人の二人が跡形もなく消滅すると部屋の入り口から飛んできていたレーザーが止んだ。

  　

  　

  　只剩下宛如废墟般变得破破烂烂的室内，以及身上沾了点灰尘的我。

  　残ったのはまるで廃墟のように変わった室内と、少しほこりを被った私だけ。

  　

  　

  　……到底发生了什么事？

  　……何が。いったい何が？

  　在这不到十秒的瞬间，到底发生了什么事？

  　十秒にも満たないこの一瞬で、何が起きたんだ？

  　

  「呜、咳、咳咳……！」

  「うっ、けほっ、ごほっ……！」

  　

  　弥漫室内的灰尘让我呛得有点难受，我将视线移向房间入口。

  　室内に立ち込めているほこりで少し噎せながら、部屋の入り口へ視線を移動させた。

  　

  　在烟雾的另一头隐约可见人影。那个人拿着类似大型武器的东西，将武器随手一扔后，朝我走了过来。

  　そこから煙の奥にうっすらと人型のシルエットが見えた。なにやら大きな武器のような物を持っていて、その人物は武器をそこら辺に捨てると私の方へ向かって歩き始めた。

  　

  　

  　叩、叩，踩在地板上的脚步声逐渐靠近。

  　コツ、コツ、と床を踏む音が近づいてくる。

  　室内的烟雾和灰尘逐渐散去，那个人的身影变得越来越清晰。

  　次第に室内の煙やほこりは外へ流れていき、その人物の姿が鮮明になってきた。

  　

  　……有人来救我了。

  　……助けに、きてくれた。

  　在我遇到困难时，总是会对我伸出援手。

  　私が困ったときにはいつだって手を差し伸べてくれる。

  　虽然很怕麻烦，但本性是个大好人——

  　面倒くさがりだけど、根はお人好しな──

  　

  「莲、莲——」

  「れ、れん──」

  　

  　

  　

  「啊……找到了。」（——呃，等一下！雷诺拉，你这是什么打扮啊！？）

  「あっ……いた」（──って、ちょっと待って！　なんて格好してんだレイノーラ！？）

  　

  　

  　

  「……咦？」

  「……ぇ」

  　

  　出现在我眼前的人，和我期待的完全不一样。

  　目の前に現れたのは自分が期待していた人物とは全く違った。

  　身高不高，头发也不是黑色的。不管怎么看，都不是我刚才在求救的那个人。

  　背も高くなければ、髪も黒くない。どこからどう見ても助けを求めた彼ではない。

  　

  「为……什么？」

  「どう……して」

  　

  「呃，我来救你了。你没事，真是太好了。」

  「えと、助けに、きた。無事で、なにより」

  　

  　那个人用安心的语气低声说道，接着脱下自己身上的连帽衫，让我披在身上。

  　安心したような声音で呟くその人物は、自らが着ていたパーカーを脱ぎ私にそれを羽織らせた。

  　

  「你穿这样……不太好吧？」

  「その格好だと、マズイ……でしょ？」

  　

  　脱下连帽衫后，她身上只剩一件薄长袖。这个时期穿这样应该很冷，但她却毫不在意地把连帽衫递给我。

  　パーカーを脱いだ彼女は薄手の長袖一枚だ。この時期では寒いだろうに、そんなことは気にせずパーカーを渡してきた。

  　

  　我有些恍惚地穿上她给我的连帽衫，拉上拉链后，那个人在我面前坐了下来。

  　放心気味に彼女から渡されたパーカーに袖を通していく。そしてジッパーを首元まで上げるとその人は私の目の前に座った。

  　

  　

  　银色的头发，紫色的眼睛。

  　銀色の、髪。紫色の、瞳。

  　明明和我年纪差不多，身高却很矮小。

  　ほぼ同年代にも拘わらず、低い背丈。

  　

  　

  「……莉亚，你怎么会在这里？」

  「……リア、なんでここに」

  　

  「我用了、可以知道雷诺拉位置的雷达。呃……刚才的激光不是能力，是武器。」（虽然因为这样，我的点数全都用光了！）

  「レイノーラの、居場所が分かるレーダー、使った。えっと……さっきのレーザーは、能力じゃなくて、武器」（おかげでポイントは全部なくなったけどね！）

  　

  　

  　……她误会了。不是这样的。

  　……はき違えてる。そうじゃないよ。

  　

  　

  「你为什么要救我……我明明……」

  「どうして助けてくれたの。……だって、私は……っ」

  　

  「咦？那个，等……」（她、她在哭！咦？她这么不想让我救吗！？）

  「えっ。あの、ちょっ……」（な、泣いてるぅーっ！　えっ？　そこまで俺に助けられるの嫌だったの！？）

  　

  　

  　我明明在你快被抓走时，对你见死不救。

  　捕まりそうになった貴方を見捨てた。

  　今天也拿刀抵着你的脖子威胁你。

  　今日だって首に刃を向けて脅した。

  　你为什么要救我这个忘恩负义、无可救药的人呢？

  　そんな恩知らずでどうしようもない私を、どうして。

  　

  　

  「呃，因、因为约定。」

  「えっと、や、約束っ」

  　

  　

  「……约定？」

  「……やく、そく？」

  　

  　莉亚突然在我面前伸出右手小指。在握紧的拳头中唯一竖起小指的姿势，就是俗称打勾勾的姿势。

  　リアは突然、私の前に右手の小指を突きだした。握りこぶしの中で唯一小指を立てるそれは、俗に言う指切りげんまんの形だ。

  　

  「对，约定……」（我答应你回去后请你喝珍珠奶茶，所以别哭了……！）

  「そう、約束……」（帰ったらタピオカ奢るって約束するから、泣き止んでくれ……！）

  　

  　

  　

  　

  「——！」

  「──っ」

  　

  　

  　

  　她伸出小指的模样，让我有种似曾相识的感觉。

  　彼女が小指を差し出してくるその姿に、既視感を、覚えた。

  　

  　我曾经看过这个景象。我的记忆如此呐喊着。

  　この光景を、私は見たことがあると。そう自身の記憶が叫んでいる。

  　

  　那是很久以前，超过十年前的记忆。深深烙印在脑海里，不可能忘记的，当时的——

  　遠い昔、十年以上前の記憶。脳裏に焼き付いた、忘れるはずの無い、あの時の──

  　

  　

  　

  『约定！我绝对！绝——对会救菲莉斯！』

  『約束！　フィリスのことは絶対！　ぜぇーったいにあたしが助けるよ！』

  　

  　

  『所以，来——』

  『だから、ほら──』

  　

  　

  　

  『别哭了。』

  『泣かないで』

  　

  　

  　

  　

  　当时，她笑着这么说。

  　あの時、彼女は笑顔でそう言った。

  　害怕被打，害怕被投药，害怕实验——为了鼓励这样的我，和我站在相同立场的她，用开朗的笑容这么说。

  　殴られることに怯えて、薬の投与に怯えて、実験に怯えて──そんな私を励ますために同じ立場である筈の彼女が、明るい笑顔でそう言ってくれたのだ。

  　

  　我们打勾勾，立下约定。

  　指切りをして、約束をした。

  　

  　我一定会救你，所以别哭了。

  　必ず助ける、だから泣かないで、と。

  　

  　

  「……呜、呜呜……！」

  「……っ、ぅうっ……っ！」

  　

  「雷、雷诺拉？」

  「れ、レイノーラっ？」

  　

  　

  　那种事，我办不到。

  　無理だよ、そんなの。

  　

  　你知道在那之后过了多久吗？和这座城镇的人们生活的过程中，我也有忘记你的日子哦？

  　あれからどれだけの時が流れてると思ってるの？　この街の人達と生きていく中で、あなたを忘れた日だってあったんだよ？

  　

  　然而，即使我现在失去表情，即使经过漫长的岁月，你依然想实现和我的约定——

  　それなのに表情を失った今でも、永い年月が経った今でも、私との約束を果たそうとしてくれるあなたの前で──

  　

  　

  　——我怎么可能忍得住不哭呢？

  　泣くことを我慢するなんて、できるはずないよ。

  　

  　

  「呜呜……！咿、呜……哇啊啊……！」

  「ぅう……っ！　いっ、ひぐっ……わあぁ゛……っ！」

  　

  「啊哇哇……」（冷、冷静点。这种时候只要抱住她，拍拍她的背就好了。）

  「あわわ……」（お、落ち着け。こういう場合は抱きしめたり、背中さすってやればいいんだ）

  　

  　

  「呜……咿、呜、呜……」

  「むぐっ……っ、ひぅ、うぇ……」

  　

  「已、已经没事了……」

  「も、もう大丈夫……だから」

  　

  「对、不起……我……我……！」

  「ごっ、めん……なさっ、わたし……わたしぃ……っ！」

  　

  　

  　她轻轻抱住不断无意义地忏悔的我。

  　意味の無い懺悔を続ける私をそっと抱きしめてくれている。

  　试图让哭喊的我冷静下来。

  　泣き喚く迷惑な自分を、安堵させようとしてくれる。

  　

  　

  　我在她温暖的怀中，一边用泪水沾湿她的衣服，一边想起遗忘的事。

  　温かな胸の中で彼女の衣服を涙で濡らしながら、忘れていたことを思い出した。

  　

  　

  　

  　从很久、很久以前——我就有「英雄」了。

  　ずっと、ずっと昔から───私には『ヒーロー』がいたんだ。

  　

  　

  　

 
  この世界が男性向け成人指定の作品だと思い出す頃には朝チュンしてました

  当我意识到这个世界是面向男性的成人作品时，已经是春天了。

  　

  　

  　时刻为傍晚过后。

  　時刻は夕方を過ぎた頃。

  　我站在一间俨然贵妇千金豪宅的玄关前，雷诺拉与高月目送我离开。

  　いかにもセレブお嬢様が住んでそうな大豪邸の玄関前で、俺はレイノーラと高月に見送られていた。

  　

  　拯救雷诺拉后，由于无法放着目前独居的她不管，因此高月决定将她安置在自己家中。

  　レイノーラを助けたあの後、現在一人暮らしをしている彼女を放っておくわけにはいかないとのことで、高月が彼女を自宅で保護することになった。

  　

  　他家警备森严，宅邸的人也了解特殊能力与邪恶组织的事，是最适合的避难所。

  　警備やセキュリティも万全で、屋敷の人間も特殊能力や悪の組織の事を把握済み。これ以上ないほどうってつけな避難先だ。

  　

  「莉亚小姐，你要回去了吗？」

  「リアさん、もう帰ってしまうのですか？」

  　

  「果然……不行吗？」

  「やっぱり……だめ？」

  　

  「对不起，我有很多……事情要处理，必须回去。」

  「ごめん、ね。いろいろ……あって。帰らないと、いけないから」

  　

  　高月……尤其是雷诺拉央求我『今天住下来吧』，但令人困扰的是，刚才P+1的强制选择中，我被迫选择【晚上在莲斗的房间玩俄罗斯方块！】或【晚上在莲斗的房间玩弹弹堂！】，无论如何都必须回去。附带一提，我想玩明星大乱斗。

  　高月や……特にレイノーラからは『今日は泊まって欲しい』と頼まれたのだが、困ったことに先ほどP＋1の強制選択で【夜は蓮斗の部屋でテトリスだ！】か【夜は蓮斗の部屋でぷよぷよだ！】を選ばされてしまったので、どちらにせよ帰らなければいけない。ちなみに俺はスマブラやりたい。

  　

  「我、我还想和你在一起……」

  「も、もっとリアと、一緒にいたい……っ」

  　

  「欸？……啊、那个、呃。」

  「あぇ？　……ぁ、その、えぇっと」

  　

  　你露出那么寂寞的表情，哥哥我会很伤脑筋的。

  　そんな寂しそうな顔されると、お兄さん困っちゃうんですよね。

  　

  　我虽然救了她，但之前素昧平生，而且一见面就狂打珍奶，为什么好感度这么高啊？这是BUG吗？

  　確かに助けはしたけども、今まで面識も無かったし、出会い頭にタピオカぶっ叩いたような俺に対して、何でこんな好感度高いのん？　バグか何か？

  　

  「呃，那么明天放学后……之类的。」（毕竟约好要请她喝珍奶了。）

  「えと、じゃあ、明日の放課後……とか」（タピオカ奢るって約束したし）

  　

  「！……嗯、嗯，明天放学后……！」

  「っ！　……う、うんっ。明日、放課後ね……っ！」

  　

  　雷诺拉的表情变得开朗。你原本表情这么丰富吗？

  　ぱぁっと明るい顔になるレイノーラ。きみそんなに表情豊かでしたっけ？

  　话说，我与雷诺拉都是沟通障碍角色，只有两人的话，对话节奏会变得好慢啊。这该怎么办呢？

  　ていうか、俺とレイノーラどっちもコミュ症キャラだから、二人だけだと会話のテンポおっっそいんだよな。どうにかならんのか、これ。

  　

  　

  　算了，总之今天先回去吧。

  　ま、とりあえず今日は帰ろう。

  　现在正值冬季，过了傍晚后，天色已经一片漆黑了。在天气转冷前回家吧。

  　今の時期は冬だし、夕方を過ぎたらもう空も真っ暗だ。冷え込んでくる前に帰宅じゃ。

  　

  「那么明天见。」

  「じゃあ、また、明日」

  　

  「嗯，明天见……！」

  「うん、またあした……っ！」

  　

  「我让执事送你回去。虽然应该不要紧，但回去时请小心哦！」

  「執事に送らせますわ。大丈夫だとは思いますけど、帰りはお気をつけて！」

  　

  「谢、谢。」

  「あり、がと」

  　

  　我朝两人挥了挥手，离开了玄关。

  　二人に手を振りながら、玄関を後にした。

  　

  　

  　

  「让您久等了，请上车。」

  「お待ちしておりました。どうぞご乗車くださいませ」

  　

  　当我走出宅邸后，一名身穿西装、肌肉发达且身材魁梧的男子与高级轿车一同待命。

  　敷地の外へ出ると、スーツ姿の筋肉質で巨体な男性が高級車と一緒に待機していた。

  　我简单地点头致意，坐进车内后，一股高雅的神秘香气便搔着我的鼻腔。哇，是高级车的气味……

  　軽く会釈しつつ車内に乗り込むと、気品を感じる様な謎の香りが鼻腔を擽る。うわぁ、高級車の匂いだぁ……。

  　

  　我系上安全带，缩在副驾驶座上。不久后，车子便发动了。

  　シートベルトを締め、ちょこんと助手席に縮こまっていると、程なくして車は発進した。

  　

  　

  　

  「您拯救了大小姐重要的朋友……真不知该如何向您道谢才好。」

  「お嬢様の大切なご友人を……本当に、なんと御礼を申し上げたらよいか」

  　

  「不、不会。那个……只是顺势而为……」

  「い、いえ。その……なりゆき、ですので……」

  　

  「您太谦虚了。您的行动全都是事实。」

  「謙遜なさらず。貴方様の行動は全て事実なのですから」

  　

  　行驶中，男管家向我搭话，打破了车内的沉默。

  　走行中、執事の男性が声をかけてきたことで、車内の沈黙が破られた。

  　尽管我以僵硬的口吻回答，男管家依然露出温柔的笑容。

  　俺がぎこちない喋り方で応答しているにも拘らず、執事の男性は優しい笑みを浮かべている。

  　

  　

  　我从旁观察他的表情，不知为何有种似曾相识的感觉。

  　そんな顔を、横からチラチラと観察していて、何故か既視感を覚えた。

  　

  　

  「……」（总觉得好像看过……又好像没看过……）

  「……」（なんか、見覚えがあるような……無いような……）

  　

  　我是否在哪里见过他呢？

  　彼の顔を、どこかで見たことがあっただろうか。

  　不，不可能。今天是第一次见到他。

  　いや、ある筈がない。彼とは今日が初対面だ。

  　

  「……那、那个……」

  「……あ、あの」

  　

  「是？」

  「はい？」

  　

  　我忍不住向他搭话。

  　つい、声をかけてしまった。

  　我很好奇在脑中一角挥之不去的既视感究竟是什么。

  　脳の片隅で引っかかっている、謎の既視感の正体が知りたくて、つい。

  　

  　……不，事到如今，再掩饰下去也很奇怪。

  　……いや、ここまで来たら誤魔化すのも変か。

  　赶快问一问，然后结束话题吧。大概是看错了吧。

  　さっさと聞いて、それで終わりにしよう。多分見間違いか何かだろう。

  　

  「呃，我——我们……应该……没有在哪里见过面吧？」

  「えっと、おれ──わっ、私たちって……どこかで、会ったこと……無いです、よね」

  　

  「您是说，我们以前曾经见过吗？」

  「以前お会いした気がされる、ということでしょうか？」

  　

  「是、是的，不过……对不起，请您忘了吧。」

  「そ、そうなんです、けど……すみません、忘れてください」

  　

  　对方的反应仿佛在说「这家伙在说什么啊？」，令我感到畏缩。呜呜，好丢脸。

  　あまりにも「こいつ何言ってんだ？」みたいな反応をされて委縮しちゃった。うぅ、恥ずかしい。

  　这会让人以为我脑子有问题，好可怕。早知道就不问了。

  　頭おかしいんじゃないかって思われてそうで怖いぞ、これなら聞かなきゃよかった。

  　

  　不对，搞不好对方会觉得我像在搭讪，以为我是个轻浮的人。

  　いや、下手すりゃベタな口説き文句みたいに思われてる可能性もあるぞ。

  　居然对朋友的管家出手，真是没节操——

  　友達の執事に粉かけるとか、とんでもない節操なしじゃ──

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「……真亏你能注意到呢，我不讨厌你哦。」

  「……よく、気がついたわね。嫌いじゃないわ」

  　

  　

  　

  「——欸？」

  「──えっ？」

  　

  「我战斗时有化妆，所以以为你不会注意到……但你却记得一清二楚，记忆力真好呢～」

  「戦った時は化粧もしてたから気づかれないと思ったけど……しっかり覚えてるあたり、記憶力いいのね～」

  　

  　她在说什么啊？

  　なに、言ってんだ？

  　

  「你干嘛一脸蠢样啊，我是那时候的那个人妖啦，人・妖！」

  「なにアホ面してんのよ。あの時のオカマよ、オ・カ・マ！」

  　

  　

  　……欸？高月的管家就是那时候被轰得灰飞烟灭的人妖？

  　……え？　高月の執事が、あの時木端微塵にしたオカマ？

  　

  　不，等等，这很奇怪啊。

  　いや、ちょっと待て。それはおかしくないか。

  　

  　我应该用点数武器消灭了人妖，我也亲眼见到他的肉体被激光烧得灰飞烟灭。

  　オカマはあの時ポイントの武器で消し去った筈だ。アイツの肉体がレーザーで無くなるその瞬間も、しっかりこの目で確認した。

  　

  　然而，为什么？

  　なのに、なんで。

  　

  「你、你是不死之身……？」

  「ふ、不死身……？」

  　

  「别说傻话了，我被你杀死了啊，而且是尸骨无存呢。」

  「バカ言わないで頂戴。しっかり殺されたわよ。そりゃもう跡形も無くね」

  　

  「那为什么……？应该说，高月不可能没注意到啊。」

  「じゃあ、どうして……？　というか、高月が気づかないはず、ないのに」

  　

  　

  「那孩子怎么可能注意到，毕竟设定上只要变装就不会被发现啊。」

  「あの子が気づくはずないじゃない。変装したら正体はバレないっていう設定なんだから」

  　

  　

  　

  「啥？」

  「は？」

  　

  　这家伙刚刚说了『设定』？

  　今、こいつ『設定』って言ったのか？　

  　

  「啊啊，真是的！你很迟钝耶！我和你一样都是『玩家』啦！」

  「あぁん、もう！　察し悪いわねぇ！　アタシもアンタと同じ『プレイヤー』なのよ！」

  　

  「……真、真的假的？」

  「……ま、マジで？」

  　

  「真的啊，要是没有残机的话，我早就被你杀死了。」

  「マジよ。残機が残ってなかったら、アンタに殺されてたところなんだから」

  　

  　

  　……骗人的吧喂，来到这个世界后第一个遇到的敌人，居然和我一样是死亡游戏的玩家？

  　……うっそだろオイ。この世界に来て初めて出会った敵が、まさか俺と同じデスゲームのプレイヤーだったのか？

  　

  　也就是说，等一下哦。

  　ってことは、ちょっと待てよ。

  　

  　我——减少了其他玩家的残机吗！？

  　俺──他プレイヤーの残機を減らしちゃったってことか！？

  　

  「对、对对、对对对对对不……」

  「ごっゴご、ごごめめんなさ」

  　

  「冷静点，那时候我也是遵从了『被打败前大闹一场』的选项，你只是做了这个世界的主角会做的事而已……说起来，我也在主角身上刻下了淫纹，让她袭击你，所以算是扯平了吧。」

  「落ち着きなさい。あの時は私も【倒されるまで暴れる】って選択肢に従ってたし、本来この世界の主人公がすることをアンタがやっただけの話。……そもそも、私だって主人公に淫紋つけて襲わせたし、どっこいどっこいでしょ」

  　

  「……哈、哈哈，说得也是。」

  「……は、はは。そう、だな」

  　

  　我苦笑着这么说后，在一旁开车的人妖也轻声笑了起来。

  　そう言いながら苦笑いすると、隣で運転してるオカマも小さく笑った。

  　受到他的影响，我也稍微笑了出来。

  　それに釣られて、俺も少しだけ笑い声を出した。

  　

  「真是的，强制选择真的是恶质的玩笑呢。」

  「まったく、強制選択とか本当に悪ふざけよねぇ」

  　

  「……是啊，而且每次的内容都很蠢。」

  「……だな。内容が毎回、頭わるいし」

  　

  「就是说啊，因为是旁观者就老是出一些乱来的任务……！哼哼！」

  「ほんとそれ。傍観者だからって無茶ぶりばっかり……！　ぷんぷん！」

  　

  「你、你这样一点也不可爱哦，大叔。」

  「か、かわいくないぞ、おっさん」

  　

  「大叔——你说我是大叔！？你、你竟敢这么说！？你对淑女做了最大的侮辱！」

  「オッサ──オッサン！？　い、言ったわね！？　あんたレディに対して最大の侮辱を！」

  　

  「别那么生气嘛……哈哈。」

  「そんなに、怒るなって。………はは」

  　

  　

  　这种心情是怎么回事？

  　なんだろう、この気持ちは。

  　该怎么说呢，该说是安心，还是冷静呢？

  　なんというか、安心するっていうか、落ち着くっていうか。

  　

  　……啊啊，原来如此。来到这个世界后，我第一次感到『安心』。

  　……あぁ、そうか。この世界に来てから俺、初めて本当に『安心』してるんだ。

  　

  　和立场相同、能共享心情的人说话后，累积的郁闷一扫而空。因为和我一样是外人，而且还是在这种状况下，同族意识才会变得强烈吧。

  　同じ立場で、気持ちを共有できる人間と話をしたことで、蓄積されていた鬱憤が晴れてきてる。俺と同じ外の人間だから、しかもこんな状況だからこそ、同族意識が強くなっているのだろう。

  　

  　或许就是因为这样，我才能如此安心。

  　だからこそ、こんなにも安心できるのかもしれない。

  　在这个充满未知的世界，遇见唯一知道我世界的人，让我的心情缓和了下来。

  　未知だらけのこの世界で、唯一俺の世界を知っている人間と出会えて、心が和らいでいる。　

  　

  「……顺便问一下，你的人妖是角色扮演吗？」

  「……ちなみにオカマって、キャラ？」

  　

  「外表和内在都是你所谓的人妖哦。角色扮演的表面和私底下的脸也是人妖，所以刚刚好。」

  「ガワも中身もアンタの言うオカマよ。キャラも裏の顔がオカマだったから丁度よかったけどね」

  　

  　和苦笑的人妖对话时，车子不知不觉间已经抵达海夜家门前。

  　苦笑いをしているオカマと会話をしていると、車はいつの間にか海夜の家の前に到着していた。

  　

  　

  　……和这个人说话也结束了啊。

  　……この人との会話も終わり、か。

  　不过，死亡游戏开始还不到一周，而且他是高月的管家，所以还能再见面。

  　いやでも、デスゲームが始まってまだ一週間も経ってないし、そもそも高月の執事なんだからまた会える。

  　

  　他是我宝贵的玩家伙伴，必须好好珍惜。

  　貴重なプレイヤー仲間だ、大事にしないと。

  　

  「那么，谢谢你送我回来。」

  「じゃあ、送ってくれて、ありがと」

  　

  「啊，等一下。」

  「あっ、ちょっと待ちなさい」

  　

  　当我将手放在车门上，打算下车时，人妖叫住了我。

  　車から降りる為にドアに手をかけると、オカマが声をかけてきた。

  　

  　我心想「什么事？」并转过头去后，他便用双手紧紧地抓住了我的肩膀。

  　何事かと思って振り返ると、オカマは俺の肩を両手でガッシリと掴んできた。

  　

  「什、什么事？」

  「な、なに？」

  　

  「不要动，不要乱动哦。」

  「じっとしてなさい。動くんじゃないわよ」

  　

  「你突然怎么——」

  「急にどうし──」

  　

  　

  　

  　当我话说到一半时，他便亲吻了我的后颈。

  　言いかけた瞬間、オカマが俺の首の根元にキスをしてきた。

  　

  　

  　

  「——！？」

  「──っ！？」

  　

  「好，自动发动的淫纹赋予完成～♪得到点数了！」

  「はい、自動発動する淫紋の付与完了～♪　ポイントゲット！」

  　

  「你、你做什么……！」

  「な、なにして……！」

  　

  　我惊慌地用力往后一缩，他便从胸前口袋中拿出手机，让我看画面。

  　狼狽して思い切り身を引くと、オカマが胸ポケットからスマホを取り出し、俺に画面を見せてきた。

  　

  　上面显示出【P×15】的英文数字。

  　そこに表示されていたのは【P × 15】という英数字の文字列。

  　这代表的事实只有一个。

  　それが意味する事実は、ただ一つ。

  　

  「你竟然用选择赋予我淫纹——不对，比起这个……！」

  「まさか、選択で俺に、淫紋を──いや、それより……！」

  　

  「没错！这样点数就15点了……终于能通关死亡游戏了～！」

  「そっ！　これでポイントが15……晴れてデスゲームクリアよ～！」

  　

  「……怎么、会。」

  「……そん、な」

  　

  　我刚才放松至极的脑袋，忽然被一股急躁感所驱使。

  　先程まで緩みきっていた頭が一変、急激な焦燥感に駆られる。

  　我脑中浮现了「被背叛了」——应该说「被抢先了」的认知。

  　裏切られた──というより『先を越された』という認識が、頭の中に浮かんできてしまった。　

  　

  　

  　死亡游戏开始还不到一周。

  　まだ、始まって一週間も経ってないんだぞ。

  　就算我至今为止获得的点数都没用在道具上，也还不到10点。

  　もし俺が今まで手に入れたポイントを、アイテムに使っていなかったとしても、その数は10にも満たない。

  　

  　然而，这个人妖……却已经通关了。难道这游戏的通关时间会随玩家而有所不同吗？

  　だというのに、このオカマは……クリアに漕ぎ着けてしまった。まさかプレイヤー次第じゃ、こんな早期のクリアもできる仕様なのか？

  　

  「太、太扯了。」

  「やば、すぎ」

  　

  「对吧？我可是很努力的呢。」

  「でしょ？　頑張ったもの」

  　

  　我看着这么说道并眨了眨眼的人妖，不禁目瞪口呆。该怎么说呢，我的脑袋理解到自己敌不过这家伙。

  　そう言ってウィンクをしてくるオカマを見て、呆気にとられてしまった。なんというか、コイツには敵わないって、頭が理解してしまっている。

  　

  　……等一下，我才1点耶？只有为了晚上和莲斗玩游戏而预先拿到的1点而已……！

  　……ちょっと待ってくれよ。俺、まだポイント1だよ？　夜に蓮斗とゲームする分の先払いで貰った、たった1Pだけよ……！

  　

  　你有点太扯了吧？你用了什么外挂吗？

  　お前ちょっとマジでやばくない？　チートか何か使ったのん？

  　

  「……好厉害。」

  「……すごい、ね」

  　

  「还好啦，只要你有心的话，也能存到点数吧。重要的是如何在不使用道具的情况下通关。」

  「ま、アンタもその気になればポイントぐらい貯まるでしょ。大事なのはいかにアイテムを使わずに攻略するか、ってこと」

  　

  「呜。」

  「う゛っ」

  　

  　被戳到痛处了。

  　痛いところを突かれてしまった。

  　

  　没错，我用太多道具了。我仗着自己有点数，为了解决眼前的问题而过度消耗点数。

  　そう、だよな。俺、アイテム使い過ぎだよな。ポイントがあるのをいい事に、目の前の出来事を解決する為にポイントを消費しすぎだ。

  　

  　说起来，选项从来没叫过我「使用道具」。我太先入为主地认为，不使用交换道具就无法解决问题。

  　そもそも選択肢からは『アイテムを使え』とは一度も言われてない。交換アイテムを使わないと解決できないって、先入観に囚われ過ぎていたんだ。

  　

  「呜呜。」

  「うぅっ」

  　

  「……啊——真是的。真不知道你的心灵是坚强还是脆弱呢。耳朵借我一下。」

  「……あー、まったく。メンタル強いんだか弱いんだか分からないわね。ちょっと耳貸しなさいよ」

  　

  「……？」

  「……？」

  　

  　我照他所说的，将右耳凑近他。

  　言われるがまま、俺は右耳を彼の方へ近づけた。

  　于是人妖对着我的耳朵，以极小的音量开始说话。

  　すると、オカマが耳に向かって、極めて小さな声で喋り始めた。

  　

  　

  「这么小声的话，『那边』一定听不见。」

  「これぐらいの小声なら、きっと“あっち”にも聞こえないわ」

  

  　

  「咦？」

  「ぇ？」

  　

  「等我回到那边，一定会以某种形式帮助你。所以你一定要好好活下去，直到我回来为止，或是赶快通关。」

  「あっちに戻ったら、必ずなんらかの形で手助けする。だからそれまでしっかり生きてるか、さっさとクリアしちゃいなさい」

  

  　

  　

  　他只说了这些，就将脸从我的耳边移开。

  　それだけ告げると、オカマは俺の耳から顔を離した。

  　接着，他握在手中的智能手机，开始化为粒子消失了。

  　すると、彼の手に握られていたスマホが、粒子となって消え始めた。

  　

  「哎呀？看来『我』要走了呢。这个身体应该会被重新安装原本的人格吧。」

  「あら？　どうやらもう“アタシ”は逝っちゃうみたいね。この体にも元々の人格が再インストールされるでしょ」

  　

  「原本的人格，不就是怪人的人格吗……」

  「元々って、それ怪人としての人格なんじゃ……」

  　

  「大概是因为被你杀掉，所以要金盆洗手吧。反正你是洛伊泽的朋友，有你在附近的话，我也没办法做坏事吧。」

  「アンタにぶっ殺されたから足洗うわよ、たぶん。どうせロイゼちゃんの友達なんだし、そんなアンタが近くにいたら悪さもできないでしょ」

  　

  「是这样吗……」

  「そうかなぁ……」

  　

  「如果你觉得这样还是很危险，就再把他杀一次～！反正到时候那也不是我了！」

  「それでも危険だと思ったらもう一回ぶち殺しなさ～い！　どうせその時はもうアタシじゃないしィ！」

  　

  　不知为何，他情绪变得很亢奋。他的智能手机已经完全消失了。

  　何故かテンションが上がっている彼のスマホは、完全に消え去ってしまった。

  　这表示他已经不在了吧。

  　もう、居なくなってしまうということだろう。

  　

  　

  　——不过，他鼓励了我。光是这样，就让我变得积极了。

  　──だが、彼には励ましてもらえた。それだけで、俺の心は前向きになれている。

  　

  　如果我也能像他一样，鼓励其他玩家就好了。就在我这么想的时候，他的意识传送也即将结束了。

  　俺もこの人のように、他のプレイヤーを元気づけられたらいいな、なんて考えてるうちに、彼の意識の転送は終わりを迎えようとしていた。

  　

  　

  「那么，我走啦～！！」

  「じゃ、逝ってきまぁぁぁす!!」

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  「……呼。」

  「……ふぅ」

  　

  　我冲完澡后，换上小春借我的睡衣。

  　シャワーを浴び終えて、小春ちゃんに借りたパジャマに着替えた。

  　

  　用吹风机吹干头发后，我走上二楼，敲了敲海夜的房门。

  　髪をドライヤーで乾かしてから二階に上がり、海夜の部屋をノックする。

  　不久后，里面传来回应。我悄悄地走进房间，看到海夜正在准备打电动。我有事先跟她说过要打电动。顺带一提，我选的是俄罗斯方块。

  　程なくして、中から返事が聞こえた。そっと中へ入っていくと、テレビゲームの準備をしている海夜の姿が見えた。あらかじめゲームで遊ぶことは伝えておいたのだ。ちなみに選んだのはぷよぷよである。

  　

  　今天小春去朋友家过夜了，所以我用「你来陪我玩」的名义，向他下了挑战书。因为没有证据证明海夜就是玩家，所以我决定先像之前一样，隐瞒任务的事。

  　今日は小春が友達の家に泊まっているから、代わりに相手をしろ、という名目で彼にゲームを挑んだ。海夜がプレイヤーだという確証はどこにもないので、とりあえずは以前と同じくミッションのことは隠しておくことにしたからだ。

  　

  　海夜坐在床上操作着游戏机的摇杆，我也在他身旁坐下，拿起摇杆。

  　ベッドに座りながらコントローラーを操作している海夜の横に腰を落とし、俺もコントローラーを手に取る。

  　接着，海夜一边设定游戏，一边向我搭话。

  　すると、海夜がゲームの設定をしながら声をかけてきた。

  　

  「莉亚，你已经没事了吗？」

  「リア、もう大丈夫なのか？」

  　

  「……什么意思？」

  「……なにが」

  　

  「还问什么意思，你……不是跟怪人战斗了吗？有没有受伤？」

  「なにがって、お前……怪人と戦ったんだろ？　怪我とかさ」

  　

  「没事。战斗本身……一瞬间就结束了。」

  「だいじょうぶ。戦闘自体は、一瞬で終わった……から」

  　

  「这、这样啊。莉亚果然很强呢。」

  「そ、そうか。やっぱり強いな、リアは」

  　

  　海夜苦笑着说，我则淡淡地回应他。

  　苦笑いをしながら告げる海夜に、淡々と返事をしていく。

  　虽然今天发生了很多令人焦急的事，但我的默认状态就是这种面无表情的角色。就算回话很冷淡，也不会被责备，现在这样比较轻松。

  　今日は焦るような事ばかりだったが、本来俺のデフォはこの無表情キャラなのだ。なんか無愛想な返事でも許されるし、今はこっちの方が楽だ。

  　

  　

  　不久后，游戏开始了。画面里有一堆像史莱姆一样的东西，把它们叠起来、移动、消除。

  　程なくして、ゲームが始まった。画面内でぷよぷよしてるスライムみたいな連中を、重ねて、動かして、消して。

  　

  「唔哦，真的假的。莉亚，你真的是第一次玩吗？」

  「うおっ、マジかよ。リア、ほんとにこれ初めてか？」

  　

  「……输给初学者吧。」

  「……初心者に、負けてしまえ」

  　

  「可恶，还没完呢！」

  「くっそ、まだまだっ」

  　

  　我和海夜的实力差距不大，意外地势均力敌。没有被他单方面地压着打，让我松了口气。

  　さほど実力は離れておらず、意外にも俺と海夜の勝負は拮抗していた。一方的にゲームでいじめられる事にならなくて、一安心だ。

  　

  　我带着平静的心情继续玩着游戏，时间转眼间就过去了。

  　そんな、割と穏やかな気持ちでゲームを続けていると、時間はあっという間に過ぎていくもので。

  　

  　回过神来，已经过了一个小时。

  　気がつけば、もう一時間が経過していた。

  　我看了看手机，任务完成的画面已经显示出来了。

  　スマホを確認してみると、既にミッションコンプリートの画面が表示されている。

  　

  　既然如此，就没必要继续玩下去了，但海夜玩得比想象中还要投入，所以我决定继续玩。

  　となれば、これ以上ゲームを続ける理由はないのだが、思いのほか海夜が熱中しているので続行することにした。

  　老实说，我也玩得满开心的。游戏果然很好玩呢！（死亡游戏除外）

  　実を言えば、俺もけっこう楽しんでいる。やっぱゲームって楽しいな！(デスゲームは除く)

  　

  　

  　

  「……嗯——」

  「……んー」

  　

  「嗯？莉亚，怎么了？」

  「っ？　リア、どうかしたか？」

  　

  「有点热。」

  「ちょっと、暑い」

  　

  「嗯，那我调低暖气的温度。」

  「ん。じゃあ暖房の温度下げるよ」

  　

  　房间的暖气似乎有点太热了，我开始觉得有点热。脖子附近微微冒汗。

  　部屋の暖房が少し高かったのか、少し暑くなってきた。少しだけ、首元に汗が浮かんできている。

  　糟糕，玩游戏玩得有点太投入了。

  　いけね、ちょっとゲームに熱くなりすぎたか。

  　

  　虽然我有克制自己的声音和表情，但要是我还在当男生的话，就算我玩得大声一点也不奇怪。因为我就是不想输嘛。

  　声や表情こそ抑えめだけど、男の頃なら大袈裟に声を挙げていてもおかしくはないくらい、ゲームに夢中になってしまっていた。だって負けたくないんだもの。

  　

  「……呼。」

  「……ふぅ」

  　

  　不过，真的好热啊。我开始微微冒汗，甚至觉得可以穿得再少一点。

  　にしても、ほんとに暑いな。なんか少し汗が滲んできてるし、薄着になってもいいくらいだ。

  　不过，因为海夜就在旁边，所以我不会脱啦！虽然我已经没有淫纹了，但要是又被他袭击的话，我可受不了！

  　まぁ、隣に海夜がいるから脱がないけどな！　もう淫紋が付いていないとはいえ、また襲われたらたまったもんじゃないぜ！

  　

  　我可是有在注意，不要做出会无意识地诱惑男孩子的动作。说到底，我可是个男人，很清楚自己会被怎样对待才会在意。

  　これでも無自覚に男の子を誘惑しちゃいそうな仕草とか、そういうのは気をつけて行わないようにしてるんだ。そもそも俺が中身男だから、どんなことされたら気になっちゃうのか、とかそういうのは良く分かってる。

  　

  　我可不是迟钝系！『咦？我又做错什么了吗？』在这个世界是行不通的，我得好好注意自己的行为才行。

  　鈍感じゃないんでね！　『あれ？　俺また何かやっちゃいました？』がこの世界では通じないのだし、自分の行動にはしっかり気を遣っておかないとっ。

  　

  　

  「……哈啊、哈啊……嗯。」

  「……はぁ、はぁ……んぅ」

  　

  　等等，这个房间不会太热了吗？我真的有调低暖气的温度吗？

  　ちょっと、この部屋暑すぎない？　ほんとに暖房の温度下げた？

  　啊——真是的。再这样下去实在太热了。总之先把连帽衫脱掉吧。

  　あー、もう。流石にこのままじゃ暑すぎる。とりあえずパーカーは脱いじゃおう。

  　

  　这件衣服下面有毛茸茸的长袖，这样应该没问题吧。

  　これの下はモコモコの長袖だし、これくらいなら大丈夫でしょ。

  　

  「莉、莉亚？你的脸很红哦，没事吧？」

  「り、リア？　顔赤いぞ、大丈夫か？」

  　

  「……好热。好热，所以……把暖气关掉。」

  「……暑い。あつい、から……暖房とめて」

  　

  「不，我刚刚就把暖气关掉了……」

  「いや、暖房はさっき止めたんだけど……」

  　

  　她在说什么啊。现在是冬天，要是把暖气关掉的话，应该马上就会变凉了。

  　何言ってんだ。冬なんだから暖房止めたら、すぐ涼しくなるはずだろ。

  　可是现在却这么热，太奇怪了。别开玩笑了，快点把暖气关掉。

  　なのにこんなに暑いのはおかしい。冗談言ってないで早く止めてくれ。

  　

  「哈啊、呼……嗯、好热……」

  「はぁっ、ふぅっ……んっ、あつい……」

  　

  「等等、喂莉亚！你真的没事吗！？」

  「ちょ、おいリア！　本当に大丈夫か！？」

  　

  　……怎么回事？脑袋昏昏沉沉的，脸好烫。总觉得有点晕晕的。难道说，这个世界也会感冒吗？

  　……なんだ？　頭がぼーっとして、顔が熱い。何かちょっと、フラフラする。もしかして、この世界でも風邪って引くのかな。

  　

  　

  　——啊？

  　───あ？　

  　

  　

  　……等等。我是不是忘了什么重要的事？是什么来着？

  　待て待て。俺、なんか大切なこと忘れてねぇか？　なんだっけ。

  　好像有什么……很重要的……必须记住的事。

  　何か、大事な……覚えておかなきゃ駄目な事が、あったような。

  　

  　快想起来——快点出来啊。

  　思い出せー、出てこーい。

  　啊——是什么来着、是什么来着。

  　あー、なんだっけ、なんだっけ。

  　

  　

  　

  　

  　

  『好，自动发动的淫纹赋予完成～♪』

  『はい、自動発動する淫紋の付与完了～♪』

  　

  　

  　

  　

  　

  　——啊。

  　──あ゛っ゛。

  　

  　

  「哈啊、哈啊……嗯、呼啊……」

  「はぁっはぁっ……んっ、ふあっ……」

  　

  　……不光是脸。耳朵、胸部、下腹部，都莫名地热。呼吸越来越急促，感觉有点难受。

  　顔だけじゃない。耳も、胸も、下腹部も、なんだか妙に熱い。だんだんと呼吸が早くなってくるし、少し苦しい。

  　平时那种毫无感情的机械式声音不知消失到了哪里，断断续续吐出的苦闷声音，让我不得不理解到自己正处于异常状态。

  　いつもの無機質な棒読みは何処かへ消え去り、途切れ途切れに吐く切ない声が、自分自身の異常事態を否が応でも理解させてくる。

  　

  「你快点躺到床上！」

  「ベッドで横になってろ！」

  　

  　海夜扔掉手柄，从床上站了起来。他的表情只能用焦躁来形容。

  　コントローラーを投げ捨て、ベッドから立ち上がる海夜の表情は、焦燥の一言に尽きる。

  　看到他脸色不红也不出汗，我便明白只有自己觉得热。

  　顔も赤く無く、汗もかいていない彼を見れば、暑がっていたのは自分だけなのだと分かってしまう。

  　

  「总之我先去一楼拿点凉的东西——」

  「とりあえず一階から冷やせるもの持って──」

  　

  　

  　不要。等等。

  　やだ。待って。

  　

  　

  「！莉、莉亚？」

  「っ！　り、リア？」

  　

  「……咦？」

  「……ぇ？」

  　

  　……咦，我在做什么？

  　あれ、何してんだ、俺。

  　为什么我会抓住海夜的手臂，把他拉住呢？

  　なんで海夜の腕掴んで、引き止めてるんだ。

  　

  「怎么了，哪里痛吗……？」（样子很奇怪……果然是受伤了吗？）

  「どうしたっ、どこか痛むのか……？」（様子がかなり変だ……やっぱり怪我を？）

  　

  「啊、啊呜……」

  「ぁ、あぅ……」

  　

  　海夜的脸离我好近，不知为何我的脸变得更烫了。我忍不住慌张起来，但当事人似乎并不在意。

  　海夜の顔が近くて、何故か更に顔を熱くしてしまった。思わず焦ってしまったが、当の本人は気にしていない様子だ。

  　他根本不知道我的感受。

  　俺の気も、知らないで。

  　

  　

  　……糟糕。糟糕糟糕糟糕糟糕糟糕，这下该怎么办？这状况太糟糕了。

  　……やばい。ヤバイヤバイまずいどうしようこれはとんでもなくヤバイ状況だ。

  　

  　视野模糊得不行，但不知为何只有海夜看起来特别鲜明。不过，我一盯着他的脸看，脸就变得更烫了。

  　視界がボヤけて仕方がないのに、何故か海夜の事だけは鮮明に見える。でもジッと彼の顔を見つめていると、さらに顔が熱くなってしまう。

  　我正为这莫名其妙的状况感到狼狈，不知不觉间，我握住他手臂的力道又加重了。

  　意味の分からない状況に狼狽していれば、いつの間にか彼の腕を握る手の力が、もっと強くなっていて。

  　

  　下腹部莫名地热，某种未知的感觉在体内盘旋。如果要我用语言描述的话——就只能用“疼”来形容了。

  　妙に下腹部が熱くて、得体の知れない感覚が体の中で渦巻いている。敢えて言葉を探すとすれば──疼く、としか呼称できない。

  　不够，有什么不够了。我莫名地想要某种东西，因为没有它，我无法冷静下来。

  　足りない、何かが足りない。何かを無性に欲していて、それが無いから落ち着かない。

  　

  「莉亚，你呼吸要再慢一点。来，深呼吸。」

  「リア、もっとゆっくり呼吸するんだ。深呼吸だよ、ほら」

  　

  「呼、呼、呼……呼、哈啊哈啊……！不行、不行……」

  「ふぅっ、す、すぅぅ……ふっ、はぁっはぁ……！　むり、むりぃ……」

  　

  「唔……！没办法了。你等一下，我马上叫救护车！」

  「くっ……！　やむを得ないか。待ってろ、すぐに救急車を呼ぶからな！」

  　

  　

  「——！不、不行！！」

  「──ッ！　だ、だめェっ！！」

  　

  　

  「哇！？」

  「おわっ！？」

  　

  　我拉住海夜的手臂，把他压倒在床上。然后把他的手机扔到远处，用双手按住他的手腕，跨坐在他身上，封住了他的行动。

  　海夜の腕を引っ張って、ベッドの上に押し倒した。そして近くにあった彼のスマホを遠くに放り投げ、両手で彼の両手首を押さえて、体の上に跨って身動きを封じた。

  　

  　海夜双手被我按住，身体被我压着，无法抵抗，露出非常焦急的表情。

  　両手を押さえられ、俺に乗られていることで抵抗ができない海夜は、とても焦ったような顔をしている。

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「——啊♡」

  「───あっ♡」

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　看到他那表情的瞬间，我下腹部的疼痛变得更加强烈了。

  　その表情を見た瞬間、自分の下腹部の疼きが強くなった。

  　与此同时，我的脑袋里仿佛被钝器狠狠地敲了一记。

  　それと同時に、頭の中を鈍器で思いきり殴られたかのような感覚が襲った。

  　

  　接着，我的『理性』这道最后的防线，不可思议地轻易地、比捏碎豆腐还要简单地崩溃了。

  　すると、不思議なくらいあっさり、豆腐を握りつぶすよりも簡単に、俺の『理性』という最後の砦が決壊した。

  　

  「……啊、哈♡」

  「……ぁ、は♡」

  　

  「喂，莉亚？你突然怎么了！到底怎么了，喂！」

  「おいっ、リア？　急になんだ！　どうしたんだよ、おい！」

  　

  　感觉非常奇妙。

  　とても奇妙な感覚だ。

  　身体不受控制地擅自行动，大脑也被奇怪的感情所驱使，但大脑角落里——那粒沙子大小的无意义理性，却冷静地旁观着自己的行动。

  　押さえが利かなくなった体は勝手に動くし、脳も変な感情に突き動かされているのに、頭の片隅の──それこそ砂粒程度になった意味の無い理性が、自分の行動を冷静にただ傍観している。

  　

  　既不责备，也不鼓励，只是从外侧默默地静观。。

  　咎めるわけでも、背中を押すでもなく、ただ外側から何も言わずに静観しているのだ。

  　

  　

  「欸……嘿嘿嘿♡对不起，莲斗♡」

  「えっ……えへへっ♡　ごめんね蓮斗っ♡」

  　

  「莉、莉亚……？」

  「り、リア……？」

  　

  　把他卷入这种状况，我感到非常抱歉。

  　この状況に巻き込んでしまって、申し訳ない気持ちは少なからずある。

  　

  「可是，那个……我、我没有错哦，这是没办法的事……所以——」

  「でも、あの、ね……おれ、わるくないよ、しょうがないことだから……だから──」

  　

  　我的大脑已经被色欲支配了。

  　俺の頭はもう、色欲に支配されてるのだ。

  　

  　

  　

  「我们……来做爱吧♡」

  「えっち……しよっ♡」

  　

  　

  　

  「你你、你你你在说什么啊？」

  「ななっ、ななななに言って」

  　

  「我想要莲斗♡呐，呐？反正你也不是第一次了，可以吧？」

  「れんとのが欲しいっ♡　ねっ、ね？　どうせ初めてじゃないし、いいでしょ？」

  　

  　我一边逼近他的脸，一边压低上半身，让身体和莲斗紧贴在一起。于是，低调地主张存在感的胸部山丘和莲斗的胸膛重叠在一起，我直接感受到莲斗剧烈的心跳。

  　彼の顔に迫りながら、上半身を落として蓮斗の体と密着させる。すると、ひかえめながら存在を主張する胸部の丘が、彼の胸に重なり合い、蓮斗の激しい鼓動を直に感じ取れた。

  　

  　是因为焦急吗？但一定不只是因为焦急。我如此相信着，再次抬起上半身，目不转睛地凝视他的眼睛。

  　焦り、だろうか。だがきっと、それだけではない。そう信じて、もう一度上半身を上げ、じっと彼の瞳を見つめた。

  　我直视着莲斗，抛开羞耻心，不移开视线。

  　逸らすことなく、羞恥を捨て、ただ真っ直ぐ蓮斗だけを見つめる。

  　

  　或许是无法忽视我过于强烈的视线，莲斗也目不转睛地凝视着我。我心想这真是侥幸，把脸凑得更近。

  　そのあまりにも強烈な視線を無視できないのか、蓮斗も目を逸らせずにいる。これは僥倖と思い、更に顔を近づけた。

  　

  「莲斗……那个时候你不是也对我为所欲为吗♡不公平，不公平啦♡」

  「れんとだって……あの時は好きにしたし♡　不公平、ふこーへーだ♡」

  　

  「等一下……！不管怎么想，现在的你都不正常！」

  「待てって……！　どう考えても今のお前は正気じゃない！」

  　

  「啰嗦～♡」

  「うるさ～い♡」

  　

  　我用自己的头磨蹭他的脸，打断他的话。因为我刚洗过澡，不管怎么挣扎，身上应该都只会散发出好闻的气味。

  　彼の言葉を遮るようにして、自分の頭を彼の顔にこすり付けた。シャワーを浴びた後なので、どう足掻いても良い匂いしかしない筈だ。

  　就用柑橘系的洗发精香气，刺激他的鼻腔吧。

  　柑橘系のシャンプーの香りで、彼の鼻腔を擽ってやろう。

  　

  「呜、呜哇……」（鼻腔深处充满了好闻的气味……脑袋受到刺激了！）

  「う、うわっ……」（鼻の奥に、良い匂いが充満して……頭が刺激される！）

  　

  「我蹭我蹭～♡来，不用忍耐，可以尽量闻哦？你喜欢女孩子的气味吧♡」

  「ぐりぐり～♡　ほら、我慢してないでもっと嗅いでいいんだよ？　女の子の匂い、すきでしょ♡」

  　

  「没、没有……！」（为什么突然变成这样！？绝对是被能力之类的东西操纵了！）

  「そんな、ことは……！」（なんでこんな急に！？　絶対能力か何かで操られてるって！）

  　

  　我从莲斗身上感受到思考的氛围。他恐怕在想我预料中的事，但对我来说无所谓。

  　何やら蓮斗から思考の雰囲気を感じた。恐らく予想通りの事を考えているのだろうが、此方としてはどうでもいい。

  　比起那个，我更希望他能像几天前的那时候一样，变成禽兽。我希望他粗鲁地对待我，甚至让我觉得性处理用的玩具都太简单了。

  　それより早く、数日前のあの時のように、ケダモノになって欲しい。性処理用の玩具が生易しく思えるぐらい、雑に自分を使ってほしい。

  　

  　不，如果他还有理性，对我温柔一点也无妨。不管怎样都好，我希望他差不多该忠于欲望了。

  　いや、理性があるなら、優しくしてくれてもいい。何でもいいから、そろそろ欲望に正直になって欲しい。

  　

  　

  「等、等一下！你想想，我没有避孕用品！我去买，你等我一下！」（总之得先逃到家门外……再这样下去真的不妙！）

  「ま、待った！　ほら、避妊具とかないからさ！　買いに行ってくるから待っててくれ！」（とりあえず家の外に逃げないと……このままじゃマジでやばい！）

  　

  「……嗯～」

  「……んー」

  　

  　莲斗冒着汗如此提议，脸上挂着不自然的笑容。

  　汗をかきながら提案する蓮斗には、とって付けたような笑顔が張り付いている。

  　这种人说的话不能相信，而且我也不打算让他逃走。

  　そんな人間の言葉は信用できないし、第一逃がすつもりもない。

  　

  「我不要♡」

  「やだ♡」

  　

  「！？」

  「っ！？」

  　

  　你问为什么？因为，戴套子什么的太碍事了。

  　何故って？　だって、ゴムとか邪魔なだけだし。

  　

  　

  「呐♡呐♡不需要那种东西，快点做爱……来场生●吧♡♡直接来就好♡你可以尽情使用我♡呐，我们一起生孩子吧♡♡」

  「ねっ♡　ねっ♡　そんなのいらないから、早くえっち……生えっち、しよっ♡♡　生でいいからっ♡　すきにおれを使っていいからっ♡　ねっ、いっしょに赤ちゃんつくろっ♡♡」

  　

  　

  「这、这样真的不好，你快点恢复正常……！」

  「さ、流石にマズイって、正気にもどって……！」

  　

  「……唔。那么，好了，别再找借口了——」

  「……むぅ。じゃあ、はい、そろそろ言い訳やめようね──」

  　

  「唔咕……！？」

  「むぐっ……！？」

  　

  　我将自己小巧柔软的嘴唇，印在晚熟的莲斗唇上，试图帮助他。

  　奥手な蓮斗をフォローするつもりで、彼の唇に自分の小さくて柔らかい唇を落とした。

  　

  「嗯……♡」

  「んっ……♡」

  　

  　粘膜与粘膜重叠，我发出微弱的声音。

  　粘膜と粘膜が重なりあい、自分の小さな声が漏れてしまった。

  　嘴唇重叠的瞬间，幸福感瞬间传遍全身，让大脑麻痹。

  　唇を重ね合わせた瞬間、体中に多幸感が瞬時に行き渡り、脳をビリビリと痺れさせる。

  　

  　这成为从被动转为主动的开关，我将『接吻』转换为『口内凌辱』，以攻陷他。

  　それは受け手から攻撃的な姿勢へのスイッチとなり、強情な彼を堕とす為に『キス』を『口内の凌辱』へとシフトさせた。

  　

  「嗯啾……♡哈噗、溜、溜……♡」

  「んちゅっ……♡　はぷっ、にゅるっ、れろぉ……っ♡」

  　

  「嗯咕……！～！！」

  「んむぐっ……！　～っ!!」

  　

  　我伸出舌头，侵入他的口腔。接着找到粉红色的柔软肉块，像糖果一样用舌头滚动。

  　舌を伸ばして、彼の口内へと侵入していく。そして見つけたピンク色の柔らかい肉を、飴玉のように舌で転がしてみた。

  　

  「啾啪、啾噜噜……♡哈噗、溜、溜、啾、啾噜噜……♡」

  「ちゅぱっ、じゅるる……っ♡　はぷっ、れぅろ、れろ、ちゅっ、じゅるるぅ……♡」

  　

  「咕唔……嗯——噗哈！哈啊、哈啊！」

  「ぐむっ……んっ──っぷは！　はぁっ、はぁ！」

  　

  　我暂时停止侵犯他的舌头，松开嘴唇。接着稍微退开脸，仔细确认莲斗的表情。

  　犯していた舌を一度停止させ、唇を解放させた。そして少し顔を離して、蓮斗の表情をしっかりと確認する。

  　

  　

  　

  「……啊、呜……♡」

  「……あ、ぅ……♡」

  　

  　

  　

  　——嗯，他沦陷了。不会错的。

  　──うん、堕ちた。間違いない。

  　深吻的时候，他主动动了几次舌头，看来他也想被我攻陷了。

  　ディープキスをしている時も、何度か彼が自分から舌を動かしていたし、あっちも流されたくなったのだろう。

  　

  　正合我意，太好了。

  　好都合、よし好都合。

  　不过，他应该会暂时陷入恍惚状态，或是稍微持续做做样子抵抗一下，一开始就这样霸王硬上弓吧。

  　ま、しばらくは放心状態か、もしくは形だけの抵抗を少し続けるだろうし、最初はこのまま逆レイプでいいか。

  　我身体的疼痛和火热已经无法停止，没必要忍耐了。如果他途中主动索求我，就当作是侥幸吧。

  　疼きと火照りがとどまる所を知らないんだ。もう我慢する必要などない。途中で彼が自ら欲してくれれば僥倖だ。

  　

  　

  　我脱下下半身的衣服时，脑中浮现一个想法。

  　そんなこんなで下半身の衣服を脱いだころに、一つの思考が湧いて出てきた。

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　——明天早上，我应该会发出惨叫吧。

  　──俺、明日の朝、悲鳴をあげるんだろうな。
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  　什么都没有，一如往常的日常。

  　何でもない、いつもの日常。

  　早上起床后和姐姐一起吃早餐，和朋友一起上学，放学后在打工地点捉弄前辈。

  　朝起きてお姉ちゃんと一緒に朝食を食べて、友達と一緒に学園に行って、放課後はバイト先で先輩をいじる。

  　

  　事到如今，我才知道那个「理所当然」有多么幸福。

  　その『当たり前』がどれほど恵まれていたのかを、今になって思い知らされている。

  　

  　

  「咦，阳菜呢？」

  「あれっ、陽菜は？」

  　

  「她今天好像没来学校～我传信息给她，可是她没回。」

  「今日学園に来てないみたいでさー。メッセージ送ったけど返事無くて」

  　

  　在我们班的教室里，两名女学生把便当盒放在桌上打开，一边聊天。

  　私が所属しているクラスの教室で、二人の女子生徒が机の上に弁当箱を広げながら会話をしている。

  　她们在我面前聊着阳菜——也就是我的事。

  　話題は陽菜──つまり私のことを、私の目の前で話している。

  　

  「……欸。」

  「……ねぇ」

  　

  「放学后去阳菜家看看吧？」

  「帰り陽菜んち寄ってく？」

  　

  「赞成～我有点担心。」

  「賛成～。ちょっと心配だし」

  　

  　即使我出声，她们也仿佛我不存在般继续聊天。

  　声をかけても、彼女らはまるで私なんていないかのように、話を続ける。

  　

  「啊，对了，听说校内的咖啡厅推出新菜单！是甜点类的！」

  「あ、そういえば学内のカフェで新メニュー出たんだって！　デザート系で！」

  　

  「真的吗？放学后去看看吧！」

  「マジ？　放課後ちょっと見てこ！」

  　

  　

  　

  「……欸。」

  「……ねぇってば」

  　

  　

  　

  　

  　没有人看见我，也听不见我的声音，我无法主动接触对方，也无法让对方接触我。

  　誰にも姿が見えず声も聞こえず、こちらから相手に触れることも、相手に触れてもらうこともできない。

  　我从今天早上开始就变成这样了。

  　そんな状態になってしまったのは、今朝からだ。

  　

  　我向准备早餐的姐姐搭话，但她一次也没回头，留下我出门了。

  　朝食を準備している姉に声をかけたが、彼女は一度も振り返ることなく、私を置いて先に出掛けてしまった。

  　现在也是，我向朋友搭话，但她们没有认知到我的存在。

  　今だって、友人に声を掛けた。それでも私が彼女たちに認識されることはない。

  　

  　

  　——我并非毫无头绪。

  　──心当たりが無い、というわけではない。

  　

  　昨天回家的路上，我遇到一名身穿黑色长袍的神秘人物。

  　昨日の帰り道、私は黒いローブを着た謎の人物と遭遇した。

  　那个人对我说：「你是孤独的，永远都是孤独的。」说完这句话后就消失了。

  　その人物は私に向かって『お前は独りだ。永遠に孤独なのだ』と、それだけ告げて姿を晦ました。

  　

  　当时我一头雾水，没有放在心上，但现在我明白那个人的意思了。

  　あの時は訳も分からず、さほど気にも留めていなかったが、今になってあの人物が言っていたことを理解している。

  　不知为何，我现在无法被任何人认知，被迫陷入孤独。

  　私は今、何故か誰にも認識されず、孤独であることを強要されているのだ。

  　

  　为什么会陷入这种状况？是谁搞的鬼？

  　どうしてこんな事態に陥っているのか、誰かの仕業なのか。

  　

  　线索只有那名黑袍人，但我没看到对方的脸，除了长袍以外也没有其他特征。我完全不知道该如何寻找那种人。要是对方脱下长袍，线索就消失了。

  　手掛かりはあの黒ローブの人物だけなのだが、顔も見ていなければ、ローブ以外の特徴も無い。そんな人物を、どうやって探せばいいのかなんて見当もつかない。ローブを脱がれたらその時点で手掛かりは消える。

  　

  　我已经不知道该如何是好。不知为何，连手机也不见了，无法和别人取得联系。

  　もう、どうしたらいいのか分からない。何故かスマホも手元から消えていて、連絡を取ることもできないのだ。

  　

  　

  「……呼，嘶——……呼。」

  「……ふぅ。すぅー……はぁ」

  　

  　我坐在学园内的庭园长椅上，反复深呼吸。

  　学園の敷地内にある庭園のベンチに座って、何度も深呼吸を繰り返している。

  　不这么做的话，我无法保持平静。

  　こうでもしないと、平静を保っていられないから。

  　

  　活到现在，我很了解自己。

  　今まで生きてきたうえで、自分の事はよく理解している。

  　我不像高月诚人一样拥有强大的精神力，也不像菲莉斯・雷诺拉一样能做出冷静的判断。

  　私は高月ロイゼールのように強いメンタルも持っていなければ、フィリス・レイノーラのように冷静な判断も出来ない。

  　

  「……怎么办？」

  「……どう、しよう」

  　

  　我无论如何都无法消除心中的不安。我用双手捂着嘴，闭上眼睛，反复深呼吸。目前我只能让自己的心平静下来。

  　どうしても不安は消えない。両手を口に当てながら、目を閉じて何度も深呼吸をした。今は自分の心を休めることで精一杯だ。

  　虽然这样无法解决问题，但总比陷入恐慌导致精神崩溃好上好几倍。

  　これではとても事態の解決など望めないが、パニックになって精神が壊れてしまうより何倍もマシだ。

  　

  　

  「唔、呼……」

  「うっ、は……」

  　

  　这么做让我的大脑稍微休息了一下，却冷静地分析了自己所处的状况，导致身体开始颤抖。

  　そうすることで頭は少し休まったものの、自分の置かれた状況を冷静に分析してしまい、体が震えだしてしまった。

  　

  　当我烦恼时，事态或许会继续恶化，我或许也会消失。

  　こうして悩んでいる間にも、事態は悪化しているかもしれない。もしかしたら自分自身も消えてしまうかもしれない。

  　

  　

  　——没有人会来救我，我或许会永远孤独下去。

  　──誰も助けてくれず、孤独のままかもしれない。

  　

  「不、不要，前辈……」

  「やっ、やだっ、先輩……っ」

  　

  　恐惧终于战胜了我，我从长椅上站了起来，拔腿就跑。如果我不待在某人身边，待在某个熟人附近的话，我的精神似乎会崩溃。

  　ついに恐怖が勝ってしまい、私はベンチから立ち上がって駆けだした。誰かのそばに、気の知れた誰かの近くにいないと、心が壊れてしまいそうだ。

  　

  　我察觉到，以目前不稳定的精神状态，如果我独自陷入沉思的话，将造成反效果。即使对方不会认知到我，我也必须待在某人身边。

  　今の不安定な精神状態で、一人になって考え込むのは逆効果だと気づいた。たとえ認識されないのだとしても、誰かの傍に居ないと駄目だ。

  　我一直与自己以外的人一起行动，因此似乎相当害怕孤独。

  　ずっと自分以外の誰かと一緒に行動しながら生きてきた私は、孤独にめっぽう弱いらしい。

  　

  　

  「啊。」

  「あっ」

  　

  　我看到校门附近有两个人。

  　校門付近を歩いていた二人の人物が、目に留まった。

  　

  　藤堂文香与高月洛伊泽尔——他们都是大我一届的学长姐，与我一样都是能力者。

  　藤堂文香と高月ロイゼール──二人とも一つ学年が上の先輩で、私と同じ能力者だ。

  　现在是放学时间，他们似乎正要一起回家。

  　現在は放課後という事もあってか、どうやら二人で下校するところだったらしい。

  　

  「文香学姐！洛伊泽学长！」

  「文香先輩！　ロイゼ先輩も！」

  　

  　我跑向他们，朝他们的背影大喊。

  　私はその場から駆け出して、彼女らの背中に向かって大きな声で叫んだ。

  　

  　他们是能力者，与一般人不同，或许他们能认知到我。

  　彼女たちは能力者、つまり他の人間とは違う。ということは、もしかしたらあの二人なら私を認識できるかもしれない。

  　我抱着这样的期待，用足以传遍四周的音量大喊。

  　そんな期待を抱いて、周囲に響くほどの声量で叫んだのだ。

  　

  　

  　——然而。

  　──だが。

  　

  「莲斗和菲莉斯都不在教室里……洛伊泽，你知道他们去哪里了吗？」

  「教室に蓮斗とフィリスが居なかったのだが……ロイゼは何か知ってるか？」

  　

  「他们说要和莉亚同学一起去街上！莉亚同学说要请他们吃珍珠奶茶……」

  「あの二人はリアさんと一緒に街へ行くと言っていましたわ！　なんでもリアさんがタピオカを奢るとか……」

  　

  「唔……那个莉亚是谁？」

  「むっ……その、リアとは？」

  　

  「是小春同学的朋友，她娇小又可爱，却很强哦！」

  「小春さんのお友達ですわ。ミニマムでかわいらしいのに、とっても強い子なんですよ！」

  　

  　

  　他们并未注意到我，继续谈笑风生。

  　私を気に留めることもなく、二人は談笑を続けた。

  　我只能默默地凝视着他们。

  　その姿を、ただ何も言えないまま見つめることしか、私にはできなくて。

  　

  　

  　——啊，不行，别冷静思考。我不是一个人，不是谁也看不见的幽灵。

  　──あぁっ、駄目だ。冷静に考えるな。私は独りじゃない。誰にも見えない幽霊なんかじゃない。

  　没错，一定没问题的。这种焦虑感也只是一时的。我一定能马上找到看得见我的人。只要和那个人一起寻找解决方法就行了。

  　そうだ、きっと大丈夫。こんな焦りも今だけだ。私のことが見える人なんてきっとすぐに見つかる。その人と一緒に解決方法を模索していけばいいだけだ。

  　

  「前辈。」

  「先輩」

  　

  　对了，去见前辈吧。如果刚才的对话无误，前辈应该和菲莉斯在一起。说到线索，就只有珍奶了，而这条街上只有一间有名的珍奶店。

  　そうだ、先輩に会いに行こう。さっきの会話が確かなら、先輩はフィリスちゃんと一緒に居るはず。手掛かりと言えばタピオカくらいだけど、この街でタピオカを扱っている有名店なんて一つしかない。

  　只要去那里就行了。前辈一定也在那里。

  　そこに行けばいい。きっと先輩もそこにいるはず。

  　

  「前辈、前辈。」

  「先輩、先輩」

  　

  　没问题的，前辈一定能认知到我。他总是那么善良，会将我从孤独中解放。

  　大丈夫、先輩ならきっと私を認識してくれる。いつものお人好しで、孤独から解放してくれる。

  　因为前辈就是这么厉害又帅气，足以让我如此相信。

  　そう信じられるほど、先輩は凄くて、カッコいいんだから。

  　

  　在学校从楼梯上摔下来时、在电车上遇到色狼时、在回家路上被怪人袭击时……他总是会来救我。

  　学校で階段から落ちた時も、電車で痴漢に遭ったときも、帰り道で怪人に襲われたときだって……いつも、いつも助けてくれた。

  　

  　这次一定也和往常一样。前辈是我的英雄，一定会对我伸出援手。前辈和其他人不一样。

  　今回だっていつもと同じに決まってる。先輩は私のヒーローなんだから、手を差し伸べてくれるに違いない。先輩は他の人とは違うんだ。

  　

  　

  「……啊。」

  「……あっ」

  　

  　我看见了。今天珍奶店难得没有大排长龙。

  　見えてきた。今日は珍しく行列が出来てない有名店だ。

  　如果刚才的对话无误，前辈应该就在这一带的某处。

  　さっきの話が本当なら、先輩はこの周辺の何処かにいる筈。

  　

  「前辈……你在哪里……」

  「どこ……先輩……」

  　

  　我一边左右张望，一边环顾四周。

  　首を振りながら、周囲を見渡す。

  　只要稍微看到那个人的脸，我就能马上认出来。

  　あの人の顔なんて、ほんの少し見えただけで直ぐに分かる。

  　

  　

  「找、找到了！」

  「い、いた！」

  　

  　在离店家有点距离的喷水池广场上，我看见了熟悉的水蓝色头发少女，以及我要找的人。

  　店から少し離れた、噴水とベンチがある広場。そこには見慣れた水色髪の少女と、目的の人物が立って話をしていた。

  　虽然只看到背影，但那确实是前辈和菲莉斯，不会错的。

  　後ろ姿だが、あれは確実に先輩とフィリスちゃんだ、間違いない。

  　

  　我立刻冲了出去，往喷水池广场的方向跑去。

  　すぐにその場を駆け出して、噴水広場の方へ向かって走った。

  　

  「前辈！前辈——！！」

  「先輩！　せんぱーいっ！！」

  　

  　我一边跑，一边朝着熟悉的背影大声呼喊。

  　走りながら、見慣れたその背中に向かって大声で呼びかけた。

  　然后我跑到两人身后，调整紊乱的呼吸。

  　そして二人の後ろに着き、荒い呼吸を整える。

  　

  「幸好找到了……前辈，请你转过来看我。」

  「見つかってよかった……。先輩、こっち向いてくださいよ」

  　

  「……嗯？」

  「……ん？」

  　

  　我用一如往常的开朗语气说道，前辈立刻转过头来。

  　私がいつもの明るい調子で語りかけると、すぐさま先輩は此方に振り返った。

  　

  　

  　……果然，前辈不是那个人。啊啊，我放心了。看到那双有点疲惫的眼睛和傻气的脸，我的心情就平静下来了。

  　……やっぱり、先輩は違った。あぁ、安心した。このちょっと疲れたような瞳とか、間抜けな顔を見ると心が落ち着く。

  　

  　即使有名为能力者的特殊框架，前辈还是更加特别。无论何时都会在我遇到危机时赶来，现在也像这样认知到我的存在。

  　能力者という特別な枠組みはあるにしても、それ以上に先輩はやっぱり特別だ。いつだって私のピンチには駆けつけてくれるし、今もこうして私を認識してくれている。

  　

  　太好了。果然，前辈是我的——

  　よかった。やっぱり、先輩は私の──

  　

  　

  　

  「哦哦，莉亚。你来得真晚。」

  「おぉ、リア。遅かったな」

  　

  「……我、我迷路了。因为、这附近、路很复杂……」

  「……ちょっと、迷子になった。ここら辺、入り組んでる……から」

  　

  「看吧，莲斗，我说得没错吧。果然还是我来接莉亚比较好。」

  「ほら、言った通りでしょ、蓮斗。やっぱり、私がリアを迎えに行った方がよかった」

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「——咦？」

  「──え？」

  　

  　我的身后传来陌生的声音。

  　私の後ろから、聞き慣れない声がした。

  　然后，有个人从我身边走过。

  　そしてすぐ、私の横を誰かが通り過ぎた。

  　

  　菲莉斯和前辈开朗地迎接从我身边走过的银发娇小少女。

  　私の横を通った銀髪の小さな少女を、フィリスと先輩が明るく迎え入れている。

  　

  「咦？……咦？」

  「えっ？　……え？」

  　

  　菲莉斯抱住那名少女的手臂，前辈则再往前一步靠近少女。

  　フィリスがその少女の腕に抱きつき、先輩はもう一歩進んでその少女に近づいた。

  　仿佛在向我展示，他们之间的距离感是理所当然的。

  　まるでその距離感が、当たり前なのだと、見せつけるように。

  　

  　

  　看到这幅景象的瞬间，我陷入心脏被紧紧揪住的感觉，双腿一软跪倒在地。

  　その光景が目に映った瞬間、心臓を鷲掴みにされたような感覚に陥り、膝から崩れ落ちた。

  　

  　眼前天旋地转，呼吸变得困难。

  　目の前が揺れて、呼吸に余裕が無くなってくる。

  　

  　

  「为什么……？前、前辈……？」

  「なんで……？　せ、せんぱい……？」

  　

  　那名少女是谁？为什么菲莉斯会跟她那么亲近？为什么她和前辈的距离那么近？

  　その少女は誰だ？　どうしてフィリスが懐いている？　何故そんなに先輩との距離が近い？

  　

  「莉亚，听我说。今天莲斗说要请客。」

  「聞いてリア。今日は蓮斗が奢るって」

  　

  「咦？……啊，嗯、嗯。」

  「えっ？　……ぁ、う、うん」

  　

  「虽然算不上赔罪，但我的钱比莉亚多，今天就让我请客吧。」

  「その、お詫びにもならないけどさ。流石にリアよりは金あるし、ここは俺が出すよ」

  　

  　前辈和菲莉斯的目光，都向着那名少女而不是我。

  　先輩の目も、フィリスの視線も、全て私じゃなくてその少女に送られている。

  　他们的行动意味着什么，比算出1＋1的答案还要简单。

  　その行動が意味することなんて、1＋1の答えを導き出すよりも簡単で。

  　

  　

  　最重要的是，那威力足以粉碎我的心。

  　なによりそれは、私の心を打ち砕くには、十分すぎる威力だった。

  　

  　

  「——喂……前辈！我在这里！就在你的眼前！」

  「──ねぇっ……先輩！　わたし、ここに！　あなたの目の前にいます！」

  　

  　

  　

  「菲莉斯想喝什么？」

  「フィリスは何が飲みたいんだ？」

  　

  「我想和莉亚一起喝。莉亚选什么？」

  「リアと一緒のやつがいい。リアは何選ぶの」

  　

  「啊？不，那个……咦？」

  「は？　いや、あの……えっ？」

  　

  　我的声音传不过去。不管是菲莉斯、那名少女——还是前辈。

  　私の声は届かない。フィリスにも、あの少女にも──先輩にも。

  　

  「救救我！！我已经受不了了！像平常一样……对我说『你没事吧？』啊！」

  「助けてくださいっ！！　わたしもう耐えられません！　いつもみたいに……大丈夫かって、わたしに言ってくださいよ！」

  　

  　

  「……？莉亚，你怎么了？」

  「……？　リア、どうした？」

  　

  「你身体不舒服……吗？」

  「具合、悪い……の？」

  　

  「你、你们两个……这样有点太过分了。」

  「ふ、二人とも……流石にやりすぎ、だって」

  　

  「啊？你、你在说什么……？」

  「は？　な、何言ってんだ……？」

  　

  　是相信他们的我不好吗？因为我爱作梦、懦弱，不像菲莉斯和前辈他们那么坚强，所以只有我被抛下吗？

  　信じた私が悪かったのか。夢見がちで、気が弱くて、フィリスや先輩たちのように強くないから、私だけ置いていかれるのか。

  　

  　

  　为什么、为什么？

  　どうして、どうして。　

  　我明明没做错任何事，为什么我会遇到这种事？

  　何も悪い事なんてしてないのに。何でわたしがこんな目に。

  　为什么我会比任何人都还要讨厌的『孤独』？

  　誰よりも、なによりも嫌っている『孤独』に、どうしてわたしが。

  　

  「……呜啊！」

  「……うぁっ」

  　

  　为什么我非得哭出来不可？

  　なんで私が泣かなければいけない。

  　

  「不要……为什么……呜、噫……呜。」

  「いやっ……なんでぇ……っ、ひぃっ……ぇ」

  　

  　为什么我非得这么绝望不可？

  　どうしてここまで絶望しなければいけない。

  　

  「不要……前辈……呜、前辈……！救救我、救救我……！」

  「やだぁっ……せんぱ、い……っ、せんぱいぃ……！　たすけて、たすけてぇ……っ！」

  　

  　

  　

  　

  　——我不要一个人。

  　──ひとりはいやだ

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「你、你没事吧……？」

  「だ、だいじょうぶ……？」

  　

  　

  「………咦？」

  「………ぇ？」

  　

  　

  　——眼前，有人朝我伸出了手。

  　──目の前に、手が差し伸べられている。

  　

  　——比我小上一圈的手，就在眼前。

  　私よりも、一回りも小さい手が、目の前にある。

  　

  「来，站起来。」

  「ほら、立って」

  　

  「咦、咦？」

  「えっ、えっ？」

  　

  　——她握住我的手，用力地拉着我，让我站了起来。

  　私の手を握って、力強く引っ張って、私を立たせた。

  　——她更加用力地，握住了我的手。

  　尚も強く、私の手を、握っている。

  　

  　

  　

  　——就像小时候，和姐姐一起去祭典的时候，姐姐为了『不让我走丢』而牵着我的手一样。

  　幼い頃、一緒にお祭りへ行ったとき、『迷子にならないように』って、お姉ちゃんがしてくれたように。

  　——她只是紧紧地、紧紧地——不让我离开。

  　ただ私の手を、強く、強く──離さないために。

  　

  　

  　

  「不要哭了，好吗？我会听你说的，跟我走吧。」

  「泣かないで、ね。話は聞くから、一緒にいこう」

  　

  「咦？莉亚，你在做什么？」

  「えっ、リア、何してるんだ」

  　

  「你在跟谁说话……？」

  「誰に話しかけてるの……？」

  　

  　——银发少女半强迫地拉着我的手，开始走了起来。

  　銀髪の少女は半ば無理矢理私の手を引いて、その場から歩き始めた。

  　——前辈和菲莉斯，当然还有我，都难掩困惑的神色。

  　先輩もフィリスも、そしてもちろん私も、困惑の色を隠せない。

  　

  　——接着，少女停下了脚步，回头看向两人所在的方向。

  　すると、少女が一度足を止め、二人がいる後ろを振り返った。

  　

  　

  「海夜、雷诺拉……呃，我不知道你们为什么和她吵架……但是，无视她到这种地步，不太好。」

  「海夜、レイノーラ……えっと、何でこの子と喧嘩したのかは、知らないけど……でも、そこまで無視するのは、よくない」

  　

  「……你、是……」

  「……あな、たは……」

  　

  　——她看得见吗？她摸得到吗？

  　見えているのか？　触れているのか？

  　——连前辈都察觉不到的我，被这个不认识的女孩拯救了吗？

  　先輩すら認識できなかった私を、見知らぬこの子が助けてくれているのか？

  　

  「这样会变成霸凌哦。在街上让女孩子……应该说，让朋友哭出来，真的不行哦。」

  「いじめになっちゃうぞ。女の子……というか、友達を街中で泣かせるとか、ほんとにダメだぞ」

  　

  「等、等一下！你们到底在说什么……！？」

  「ちょ、ちょっと待ってくれ！　さっきから何の話を……！？」

  　

  「莉亚，你怎么了……？」

  「リア、どうしたの……？」

  　

  　

  「唔唔……」（看来，她们现在没办法马上和好……我先来当和事佬，总之先听听这女孩想说什么吧。）

  「むむ……」（これ、今すぐ仲直りは無理そうだな……。俺が間を取り持つとして、とりあえずこの子の話を聞こう）

  　

  　少女发出不甘心的声音，再次转向前方，拉着我的手往前走。

  　少女は悔しそうな声を漏らすと、再び前を向いて私の手を引いた。

  　我完全搞不清楚状况，感到十分困惑。少女用温柔的声音对我说话，同时朝着某个方向前进。

  　まるで訳が分からず困惑する私に向かって、その少女は優しい声音で語りかけながら、何処かへ向かって歩いていく。

  　

  　

  「没事的，有我在。大哥哥——啊，不对，姐姐……就交给我吧！」

  「大丈夫。私が付いてるから。お兄ちゃ──ぁ、いや、お姉ちゃんに……任せなさいっ」

  　

  　

  　

 
  俺はお兄ちゃんでお姉ちゃんだぞ

  我是哥哥，也是姐姐

  　

  　时间是清晨，记忆也很清晰。昨晚的事情还历历在目。根据记忆，海夜是早泄男。

  　時刻は早朝。記憶も良好。昨晩のことは脳に焼き付いているで候。記憶によれば海夜は早漏。

  　

  　现在海夜在床上睡觉，我在他旁边换上便服。这是小春帮我选的衣服，很适合我的体型，而且很可爱。

  　現在はベッドの上で、眠っている海夜の隣で私服に着替えている。小春ちゃんに選んでもらった服なので、俺の体型に合ってて中々かわいい。

  　

  　我站在海夜房间的大镜子前，整理仪容。接着对着镜子摆出各种姿势。

  　海夜の部屋にある大きな鏡の前に立ち、身だしなみを整えた。そのあと、鏡に向かっていろんなポーズを取ってみる。

  　

  「……好可爱。」

  「……かわいい」

  　

  　我好可爱。不愧是原本被当成色情游戏女主角的人，脸蛋的造型也端正得令人惊讶。

  　俺ってかわいいな。さすが元々エロゲのヒロインとして考えられただけあって、顔の造形もビックリするぐらい整ってる。

  　我试着扮鬼脸，还是好可爱。不管摆出什么表情都很可爱，太厉害了。

  　試しに変顔をしてみても、これまたどうして可愛い。どんな表情しても割とかわいいって、すげぇなこれ。

  　

  　

  　

  　——啊啊，好。我停止逃避现实。

  　──あぁ、はい。現実逃避やめます。

  　

  「……嗯。」

  「……んっ」

  　

  　我转头看向声音传来的方向，海夜在床上坐了起来。

  　声がした方に振り向くと、海夜がベッドで上半身を起こしていた。

  　他睡眼惺忪，眼神空洞地发呆。

  　まだ寝惚け眼で、虚ろなままボーっとしている。

  　

  「海夜，早安。」

  「海夜、おはよ」

  　

  「嗯嗯……？」

  「んん……？」

  　

  　我用平常的平板语调向他打招呼，海夜缓缓转头看向我。

  　俺がいつもの棒読みで声をかけると、海夜がゆっくりとこちらに首を向けた。

  　然后等了三十秒。

  　そして待つこと、三十秒。

  　

  　不久之后，海夜的脸色变得越来越苍白。

  　程なくして、海夜はみるみる血の気が引いたような顔になっていった。

  　

  　

  「……啊。」

  「……ぁ゛っ」

  　

  　他的反应如我所料。这次发情的是我，而且海夜几乎都是被动接受，所以很快就回想起来了。

  　予想通りの反応だ。今回発情したのは俺の方だし、ほぼ受け手一辺倒だった海夜は思い出すのも早かったのだろう。

  　不过，现在是先恢复记忆的我占上风。

  　しかし、ここは先に記憶を取り戻した俺のターンだ。

  　

  「我知道你想说什么。这件事我们晚上再谈。」

  「言いたいことは、わかる。その事はまた、夜に話そう」

  　

  「咦？……啊、啊啊，我知道了。」

  「へ？　……ぁ、あぁ、わかった」

  　

  「放学后在喷水广场集合。总之，我要说的就是这些。」

  「放課後の待ち合わせ場所は、噴水広場。とりあえず、それだけ」

  　

  「喷水广场是吧，我知道了。我会转告菲莉斯的。」

  「噴水広場な、わかった。フィリスにもそう言っておくよ」

  　

  　海夜苦笑着回答，眼神不断偷瞄我，又立刻移开，看起来心神不宁。

  　苦笑いをしながら返事をする海夜の目は、チラチラと俺を見ては逸らしたりと、落ち着かない様子だ。

  　

  　唉，发生『那种事』的隔天早上，会有这种反应也是理所当然的。不过，现在的我根本不在乎那种事。总之先开个玩笑，让他赶快去学校吧。

  　まぁ『アレ』があった後の朝なら当然の反応なのだが、今の俺にはそんな事どうでもいい。とりあえず茶化して早く学校に向かわせよう。

  　

  「怎么了……又想吸奶吗？」

  「どうしたの。……また、おっぱい吸いたくなった？」

  　

  「——啥！？」

  「──ヘァ！？」

  　

  　干嘛发出那种像是超人力霸王的声音啊。明明昨晚还像小孩子一样拼命吸个不停。

  　なんだウルトラマンみたいな声出しやがって。昨日の夜は子供みたいに甘えながら必死にしゃぶってたくせに。

  　

  「海夜，你简直就像个婴儿呢。不过再这样下去会迟到的，只能再吸一下下——」

  「海夜、まるで赤ちゃんみたいだね。でも、このままだと学園に遅刻しちゃうから、少しの間くらいしか──」

  　

  「我我我我才不会做那种事！？我、我出门了！！」

  「そそっそそんなことしないって！？　いっ、行ってきます!!」

  　

  　海夜慌慌张张地从床上爬起来，拿起制服和书包，迅速冲出房间。

  　慌てふためいた海夜はすぐさまベッドから抜け出し、制服と鞄を持って早々に部屋を飛び出た。　

  　这也在我的预料之中。我故意开个玩笑，他就会急着离开房间。

  　これまた予想通り。敢えて冗談めいた事を言えば、アイツは焦って出ていくと踏んでいた。

  　

  　一楼传来慌乱的脚步声，不久后整个家又恢复了平静。

  　バタバタと一階から物音が聞こえ、程なくして家全体が静かになった。

  　确认海夜离开家门后，我再次躺回床上。

  　海夜が家を出たことを確認し、俺は再びベッドに寝転がる。

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　——哇啊啊啊啊啊啊！！

  　──わ゛あ゛あ゛あ゛ぁ゛ぁ゛ァ゛ァ゛ッ！！

  　

  　可恶可恶可恶可恶可恶去死吧混账笨蛋笨蛋笨——蛋！！

  　くそクソ糞くっそカスふざけんなバカ馬鹿ばぁ──かッ！！　

  　我在搞什么！？为什么又发情了，还跟那家伙……啊啊呜哇！！（死亡）

  　何やってんの！？　何でまた発情してアイツと……あぁうわァッ！！(死亡)

  　

  「为什么为什么为什么为什么会变成这样太奇怪了吧。」

  「なんで何でどうして何があったらそうなるのおかしい」

  　

  　通关后，被人妖加上淫纹了啊！还说什么『游戏真好玩！』，任务结束后也继续待在房间里！？你是白痴吗！？

  　クリアしたオカマに淫紋付けられてたじゃん！　なに『ゲームって楽しいな！』とかほざいてミッション終わった後も普通に部屋に滞在してんの！？　バカじゃない！？

  　

  「残机……呜啊啊，我的残机……」

  「残機……うぁぁ、残機がぁ……」

  　

  　好不容易得到的第三条残机没了……

  　せっかく手に入れた３つ目の残機が無くなったぁ……。

  　奇、奇怪，我可是花了4点才得到的耶！？为了在通关前保持稳定，我还特地使用了特殊挑战券啊！

  　あ、あれ、４ポイントも使って獲得したんだぞ！？　クリアの前に安定を取ろうって、そう思ってスペシャルチャレンジのやつやったのに！

  　

  　你知道残机的意义吗？这里可是能力对战的世界，而我没有任何能力。这么一来，只能保留残机作为战斗中的保险了。

  　残機の意味お分かり？　ここ、能力バトルの世界なんですよ。それで俺は何の能力も持ってないんですよ。そうなったら戦闘中の保険として残機を温存しとくしかないんですよ？

  　

  　残机就是我的命！全部没了就死定了！

  　残機と言っても命なの！　全部なくなったら死んじゃうの！

  　而我却为了这、这种一夜情……！

  　それをっ、こ、こんな一夜の為にぃ……！

  　

  　

  「……嗯？怎、怎么了？」

  「……んっ、な、なんだ？」

  　

  　当我对着空气痛哭时，口袋里的手机突然开始播放音乐。

  　虚空に向かって慟哭していると、ポケットの中にあるスマホから急に音楽が流れ始めた。

  　我从来没听过这种声音。

  　こんな音声、今まで聞いたことが無い。

  　

  「怎么回事……」

  「なにごと……」

  　

  　我急忙拿出手机，确认屏幕。

  　焦ってスマホを取り出して、画面を確認した。

  　

  　屏幕上显示着『来电』两个字。

  　そこには『着信』の文字が表示されている。

  　

  「咦？这是电话……？我应该没告诉过任何人我的手机号码……」

  「え、これって電話……？　スマホの番号なんて、誰にも教えてないはず……」

  　

  　然而，现在的确有人打电话给我。

  　しかし、事実いま着信している。

  　总之，除了接起电话外别无选择，我立刻按下通话键，将手机拿到耳边。

  　とにかく確認する他に選択肢など無いので、すぐさま通話のボタンをタップして耳に近づけた。

  　

  　——接着。

  　──すると。

  　

  　

  『嗨！既然接了电话，就表示你还活着吧！我放心了！』

  『ハァイ！　繋がったってことは生きてるのね！　安心したわ！』

  　

  　

  「……这、这个声音。」（难道是人妖！？）

  「……そ、その声」（まさか、オカマ！？）

  　

  　令人惊讶的是，打电话给我的人，是前几天通关这个游戏的人妖。

  　驚くべきことに、このスマホに電話をかけてきたのは、先日このゲームをクリアしたあのオカマだった。

  　他用那大到不行的声音，从手机的另一端对我说话。

  　相変わらずクソデカい声で、スマホの向こう側から語りかけてきている。

  　

  『游戏结束后，我一醒来就发现自己在自己家里，所以我立刻召集志同道合的伙伴骇入了游戏！』

  『ゲームが終わって目が覚めたら自宅にいてね。即行で有志を募ってハッキングしたわ！』

  　

  「骇、骇入……？」（这个人妖的人脉到底有多广！？）

  「は、ハッキング……？」（このオカマの人脈どうなってんだ！？）

  　

  　也就是说，他从游戏中解放后，在外面召集了伙伴，骇入游戏，打电话给我。

  　つまり彼はゲームから解放されたあと、外で仲間を集め、こちらにハッキングをして俺に電話を掛けてきたらしい。

  　这个人妖，简直就是行动力的化身。

  　このオカマ、行動力の化身すぎる。

  　

  「可、可是，现在正在直播，这样不太妙吧……」

  「で、でも、生放送されてるし、これヤバいんじゃ……」

  　

  『放心吧。我们暂时切断了虚拟世界和现实世界的网络，所以再过五分钟，营运商和观众都看不到你。他们应该会以为是网络有点问题吧。』

  『安心しなさい。一時的に仮想世界と現実世界の回線をダウンさせてるから、あと５分は運営にも視聴者にも見られないわ。多分あっちはちょっとした接続不良か何かだと思い込んでるはずよ』

  　

  「不，要是被发现的话，我会死的……！」

  「いやバレたら俺が死ぬって……！」

  　

  『不管你怎么挣扎，都不会留下你登入游戏的痕迹，所以放心吧！相信专家吧！』

  『どうあがいてもアンタにアクセスした痕跡は残らないから大丈夫よ！　プロを信じなさい！』

  　

  　什么专家啊……你到底是什么人！

  　何のプロだよ……。お前何者なんじゃい！

  　

  「呃，那么，你是来救我的吗？」

  「えと、じゃあ、助けに来てくれるってこと？」

  　

  『啊？不是不是。我不知道游戏会场在哪里，所以没办法救你。再说，不通关的话，意识就无法回到肉体。想安全回去的话，你也得好好存15P，通关游戏哦。』

  『は？　違う違う。ゲーム会場が何処か分かんないから助けようがないし、そもそもクリアしないと意識が肉体に戻らないわ。安全に帰りたきゃアンタもしっかり15P貯めてゲームクリアしなさいよね』

  　

  「那你干嘛打电话给我……！」

  「じゃあ何で電話したんですかぁ……！」

  　

  　总觉得他好像要我过桥，而且风险很高，所以我有点生气。不过，我知道他想帮我，所以没说出口。

  　なんだかリスクが高そうな橋を渡らされてる気がして、ちょっと怒った。でも手を貸そうとしてくれてることは分かってるから言わない。

  　

  　

  『我留了淫纹在你身上吧？那个，会转移到和你做爱的人身上。所以，这是警告——』

  『淫紋、アタシが残していっちゃったでしょ？　アレ、セックスするとその相手に移っちゃうのよ。だからそれの警告に──』

  　

  　

  「咦？真、真的假的？」

  「へっ？　ま、マジで？」

  　

  　我打断他的话，发出莉亚克逊，人妖沉默了几秒。

  　彼の言葉を遮って俺がリアクションすると、オカマは数秒黙ってしまった。

  　

  『……等一下。我大概猜到了。』

  『……ちょっと待ちなさい。なんとなく察したわ』

  　

  　你是什么超能力者吗？

  　何だお前、エスパーか何かか？

  　

  『对方是主角吧？……算了，发情初期会降低思考能力，我也想过最坏的情况……你搞砸了呢。』

  『相手は主人公ね？　……まぁ、発情の初期段階は思考能力の低下だし、最悪そうなる可能性も考えてはいたけど……やっちゃったわね』

  　

  「果、果然很不妙吗……？」

  「や、やっぱりヤバい……？」

  　

  『我不是说了会转移吗？要是主角突然发情，袭击其他女主角，引发连锁发情，开始淫纹接力的话，原本的故事就会出现破绽，一发不可收拾哦。』

  『移るって言ったじゃない。もし主人公が唐突に発情して他のヒロインを襲ったりして、そこから連鎖的な発情で淫紋のバトンリレーを始めだしたら、元のストーリーが破綻して手に負えなくなるわよ』

  　

  　……啥？这太不妙了吧（语汇能力）。

  　……は？　なにそれヤバイ(語彙力)

  　

  　咦，死棋了！光是让主角对其他女主角出手，路线就会固定，我完蛋了，要是开始淫纹交换大会，根本没空赚好感度了！？

  　えっ、詰みじゃん！　他のヒロインに手を出されるだけでもルートが固定されて俺が終わるのに、淫紋の交換会なんて始まったらポイント入手どころじゃねぇぞ！？

  　

  「不妙不妙不妙不妙。」

  「やばばばっばば」

  　

  『冷静点……不过，你做不到吧。算了，淫纹的源头是我，全部交给你处理，我也有责任。』

  『落ち着いて……といっても無理か。まぁ、淫紋の大元はアタシだし、全部任せるのは無責任ね』

  　

  　我反而想问你为什么这么冷静！？你真的是那个穿着类似唐吉诃德店里卖的紧身皮衣，在街上作乱的人妖吗！？

  　逆に何でそんな落ち着いてんの！？　お前本当にあのドンキで売ってそうなボンデージ姿のまま街で暴れてたあのオカマかァ！？

  　

  『与其说解决……我教你唯一的延命方法。之后就靠你努力了。』

  『解決……というより、唯一の延命方法を教えるわ。そこから先はアンタが頑張って頂戴』

  　

  「方、方法……？」

  「ほ、方法って……？」

  　

  『淫纹会对被附身的人的性欲产生反应。也就是说，感染者性欲愈高就愈容易发情……反之亦然。』

  『あの淫紋って付与された人間の性欲に反応するの。つまり感染者の性欲が高ければ発情しやすくなるし……逆もまた然りね』

  　

  「呃，所以要怎么做？」

  「えっと、つまりどうすればいいの？」

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  『为了不让主角发情，你要定期帮他打手枪♡』

  『主人公くんが発情しないよう、定期的にアンタが抜いてあげなさい♡』

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「……什么？」

  「……はい？」

  　

  『你没听见吗？为了不让主角发情，不能让他累积性欲。所以只要他有一点点冲动，就要在完全发情……更正，在切换到失控状态之前帮他发泄性欲。』

  『聞こえなかったかしら？　主人公くんが発情しない為には、性欲を溜めてはいけないってこと。だから彼が少しでもムラッときたら、完全な発情……もとい、暴走状態にシフトする前に性欲をアンタが発散させてあげるってこと』

  　

  　别开玩笑了(语气随便)。

  　冗談はよしてくれ(タメ口)

  　

  「这样会死翘翘哦……这样好吗？」

  「残機が無くなって死にますが……宜しいのでしょうか？」

  　

  『怎、怎么可以！我不是要你跟他做爱！』

  『よ、宜しいわけないでしょ！　なにもセックスしろって話じゃないわよ！』

  　

  　那到底是怎样！？我做了！我做了哦！我拼命做了！结果就是这样哦！(残机减少)被那家伙袭击，取回残机，然后又像这样没了！到底要我怎样！？(有点抓狂)还要我堕落几次啊！(绝望)

  　じゃあどういうことですか！？　ヤリました！　ヤったんですよ！　必死に！　その結果がこれなんですよ！(残機減少)　アイツに襲われて、残機を取り返して、でもこうやってまた残機が無くなって！　これ以上何をどうしろって言うんです！？(半ギレ)　あと何回快楽堕ちしろって言うんですかァ！(絶望)

  　

  「呜呜、呜呜……呜呜，笨蛋笨蛋。」

  「くすん、くすん……うぅ、ばーかばーか」

  　

  『喂，别真的哭啦……我至少知道你消耗残机的条件。』

  『ちょ、マジで泣かないで……。アンタの残機消費の条件くらい把握してるわよ』

  　

  「呜欸……？」

  「うぇ……？」

  　

  　既然知道会因为性行为消耗，为什么还说那种话……？

  　性行為で消費されるって知ってるなら、なんであんなこと言うの……？

  　

  『你条件是【进行性行为・或摄取男性精液】，令人惊讶的是，【性行为】只包含正式来哦。』

  『アンタの【性行為を行う事・もしくは男性の精液の摂取】って条件の【性行為】に含まれているのは、驚くことに本番だけみたいなの』

  　

  「？？？」

  「？？？」

  　

  　

  　

  『也就是说，手淫、足淫、大腿淫都没关系！当然口淫只要不喝精液——』

  『つまり手コキとか足コキとか太ももコキなら大丈夫ってこと！　もちろん口淫も精液を飲まなければ──』

  　

  　

  　

  「笨蛋白痴蠢蛋……！我要挂电话……还要离家出走……！」

  「ばかアホまぬけぇ……！　電話切るぅ……家出もするぅ゛……！」

  　

  『咦？喂，等一下——』

  『えっ？　ちょ、まちなさ──』

  　

  　

  　虽然很抱歉，但我不需要更多情报了(精神上的自卫)。

  　申し訳ないがこれ以上の情報量はNGだ(精神の自衛)

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  　在那之后，我在街上徘徊了很长一段时间。

  　あれから長い時間、街を彷徨って。

  　

  　回过神来，我已经带着被朋友们排挤的女孩子回到了海夜家……毕、毕竟我也没有其他地方可以回去。

  　気がつけば、友達みんなにハブられていた子を連れて、俺は海夜の家に戻っていた。……ほ、他に帰れる場所ないし。

  　

  　现在我让她坐在客厅，而我正在做菜。

  　今は彼女をリビングに座らせ、俺は料理の最中だ。

  　

  「那个……莉娅、小姐？」

  「えっと……リア、さん？」

  　

  「不用那么拘谨。就像刚才说话时一样……叫我姐姐，就可以了。」

  「堅苦しいのは、いらない。さっき話してた時みたいに……お姉ちゃんで、いいよ」

  　

  　我用柔和的声音安抚着还有些紧张的她，继续做菜。

  　未だに少し緊張している彼女を、柔らかい声音で宥めつつ、料理に戻った。

  　

  　

  　自由之丘阳菜——不用说，她是女主角候补之一。我并没有忘记她。

  　自由ヶ丘陽菜──言わずもがな、ヒロイン候補の一人だ。なにも、忘れていたわけではない。

  　简单来说，我在路上从她那里听到的话就是，自由之丘……不，阳菜被能力者变成了别人无法认知的状态。

  　道中で彼女から聞いた話を要約すると、つまり自由ヶ丘……いや陽菜は、能力者によって他者から認識されない状態にされてしまったらしい。

  　

  　嗯，这也是一个事件吧。就算放着不管，海夜也会在之后以某种形式帮助阳菜。

  　まぁ、これもイベントの一つだろう。多分このまま放っておいても、何かしらあって海夜が陽菜を助ける形になるのだと思う。

  　

  　

  　但是，不行。我不会把阳菜交给海夜。我会帮助这孩子，不会让海夜做任何事。

  　だが、ダメだ。陽菜は渡さん。この子は俺が助けるし、海夜には何もさせないぞ。

  　

  「好了，蛋包饭做好了。一起吃吧。」

  「はい、オムライス、完成。一緒に食べよ」

  　

  「……嗯、嗯。」

  「……う、うん」

  　

  　我试着把做好的蛋包饭端给她。

  　俺が作ったオムライスを、彼女に振る舞ってみた。

  　阳菜小心翼翼地用勺子舀起蛋包饭，慢慢地送入口中。

  　陽菜はおそるおそるスプーンで料理をすくい上げると、ゆっくり口の中へと運んでいった。　

  　

  　她静静地品尝着蛋包饭，过了几秒。

  　静かに料理を味わい、ほんの数秒。

  　

  「好、好好吃……」

  「お、おいしい……」

  　

  「对吧。我从以前就很擅长做这个。」

  「でしょ。昔から、これは得意」

  　

  　我把阳菜沉迷于我做的料理的样子，和弟弟的身影重叠了。

  　俺の作った料理に夢中になっている陽菜に、弟の面影を重ねた。

  　虽然年龄和性别都不同，但她享受我做的料理的样子，和那孩子非常相似。

  　年齢も性別も違うが、俺の料理を楽しんでくれているその姿は、とてもあの子に似ている。

  　

  　呵呵呵，因为我从小就喜欢做给弟弟吃，所以对蛋包饭很有自信！

  　ふっふっふ、小さい頃から弟が好きでよく作ってたから、オムライスには自信があるんだぜ！

  　

  「吃完饭后，一起洗澡吧。」

  「ご飯食べたら、一緒にお風呂に入ろうね」

  　

  「！嗯、嗯，好！」

  「っ！　ぅ、うん、わかった！」

  　

  　看着阳菜高兴的表情，我决定把她当成妹妹来对待。

  　嬉しそうな顔をする陽菜を見て、俺はしっかりと彼女を妹として扱うことに決めた。

  　我并不是把阳菜当成我心爱的弟弟，以此来逃避现实。

  　別に陽菜を我が愛しの弟に見立てて、現実逃避をしているわけではない。

  　

  　在看到角色设定的时候，我就知道她是姐妹中的妹妹。正因为如此，在这种心灵脆弱的时候安慰她，就是姐姐的职责。

  　キャラ設定を見たときに、彼女が姉妹の妹だという事は知っていた。なればこそ、こういった心が弱ってる時に慰めてやるのが、お姉ちゃんの役目だろう。

  　既然她的姐姐无法认知阳菜的存在，我就要代替姐姐成为阳菜的姐姐。

  　彼女の姉が陽菜を認識できない以上、俺がお姉さんの代わりに陽菜のお姉ちゃんをする。

  　

  　不能交给海夜。那家伙已经惹哭过阳菜一次了，而且她身上有淫纹，我不想让她靠近阳菜。

  　海夜に任せちゃ駄目だ。アイツは一回陽菜を泣かせたし、そもそも淫紋があるから彼女を近づけたくない。

  　色情游戏的主角都是些只要气氛到位，就会在野外做爱的没常识家伙（偏见）。要是救了阳菜后顺便和她做爱，那可受不了。

  　エロゲの主人公なんざそれっぽい雰囲気になれば青姦上等の常識知らずどもだ(偏見)　助けたついでに陽菜とえっちされたら堪ったもんじゃねぇ。

  　

  　

  　

  「清爽多了吗？」

  「さっぱり、した？」

  　

  「嗯！姐姐好会洗头发！」

  「うん！　お姉ちゃん髪洗うの上手だね！」

  　

  　几十分钟后，我和阳菜洗完澡，坐在客厅的沙发上。

  　数十分後、俺と陽菜はお風呂を終え、リビングのソファに座っていた。

  　

  　她是妹妹，而我现在是女孩子——想到这里，我就很正常地和她一起洗澡。不可思议的是，我竟然没有产生任何邪念。

  　彼女は妹で、今の俺は女の子──そう考えたら、お風呂は普通に一緒に入れた。やましい気持ちが出てこなかったのが不思議なくらいだ。

  　

  「……啊，我好像……」

  「……あ、なんか……」

  　

  「想睡了吗……来，给你。」

  「眠くなってきちゃったか。……じゃあ、ハイ」

  　

  　阳菜眨了好几下眼睛，开始打瞌睡。我并拢双腿，在她身旁坐下。

  　何度も瞼をパチパチしながら舟をこいでいる陽菜の横で、両足を揃えた。

  　弟弟经常央求我让他躺大腿，所以我很擅长这个。交给我吧。

  　よく弟にねだられていたから、膝枕は得意なんだ、任せてくれ。

  　

  「我让你躺大腿。」

  「膝枕してあげる」

  　

  「啊哈哈……太好了……」

  「あはは……やったぁ……」

  　

  　我轻轻拍了拍大腿，不久后，阳菜就把头放在我的膝盖上。

  　軽く太股をポンポンすると、程なくして陽菜が両膝の上に頭を置いた。

  　我温柔地抚摸着她的头，用平静的语气对她说：

  　乗せられた頭を優しく撫でながら、俺は落ち着いた声音で彼女に語りかける。

  　

  「今天很累了吧？好好休息。」

  「今日は疲れた、でしょ。ゆっくり、休もうね」

  　

  　我一边说，一边像对待易碎物品一样，轻轻抚摸阳菜的头发。

  　そう言いながら、割れ物を扱うかのように、そっと陽菜の髪を撫でる。

  　

  　阳菜用和刚才不同的低沉声音说：

  　すると、陽菜は先程とは違う、少し低い声を出した。

  　

  　

  　

  「这样好吗……我不在的话，大家会担心的……」

  「いいのかな……私がいなくて、みんなに心配かけちゃってるのに……」

  　

  「偶尔让大家担心一下，也是好事。」

  「たまには心配かけさせるくらいが、ちょうどいい」

  　

  　

  「海……人，你……」

  「かい……じん、なんとか……し……」

  　

  「我会解决的。你现在就好好休息吧。」

  「私がやっつける。今はゆっくり、休んでね」

  　

  　

  「……呼……呼……」

  「……すぅ……すぅ」

  　

  「晚安。」

  「おやすみ」

  　

  　她在我腿上发出鼾声，表示她终于平静下来了吧。

  　膝の上で寝息を立てたということは、ようやく心が落ち着けたということだろう。

  　她的呼吸变得规律，看来已经睡着了。

  　規則正しい呼吸をしているので、どうやら寝かしつけは完了のようだ。

  　

  　仔细想想，对阳菜来说，我是个陌生的、年纪比她小的少女。

  　よく考えれば、陽菜からすれば俺は見ず知らずの、自分よりも年下に見える少女だったわけだが。

  　

  　即使如此，她还是能像这样安心入睡，主要还是因为她的姐姐平常就让她撒娇的关系。就算想安心，如果不知道怎么撒娇，就很难撒娇。姐姐干得好。

  　それでもこうして安心して眠れたということは、彼女のお姉さんが常日頃からきちんと陽菜を甘えさせていたから、というのが大きい。安心したくても、甘え方を知らなかったら甘えるのは難しいからな。お姉さんグッジョブ。

  　

  　

  　……不过，该怎么说呢。虽然怪人和淫纹之类的问题堆积如山。

  　……まぁ、なんだ。怪人の事とか、淫紋のこととか、課題は山積みなんだけどさ。

  　总之，我现在想说的只有一句话。

  　とりあえず、今俺が言いたいことは一つだけだ。

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　好久没有姐姐了，我好开心(；ω；)

  　久しぶりにお姉ちゃんできて嬉しかった(；ω；)

  　

  　

  　

 
  リア＆視聴者(おれたち) vs クソザコ片思い怪人

  莉娅&观众(我们)vs单恋怪人

  我让阳菜躺在沙发上，自己则在客厅喝着牛奶休息。

  　陽菜をソファで寝かせた俺は、リビングで牛乳を飲んで休んでいた。

  总之，为了救阳菜，必须打倒那个传闻中的怪人。

  　兎にも角にも、陽菜を助けるためには噂の怪人とやらを倒さなければいけない。

  　

  虽然交给海夜感觉就能解决，但那终究只是我的猜测。

  　海夜に任せておけば解決しそうな気がしないでもないが、それはあくまでも予想の話。

  如果现在不救妹妹，那我算什么姐姐。我会想办法解决一切！

  　ここで妹を助けずして、何がお姉ちゃんだ。俺が全部なんとかしてやらぁ！

  　

  　

  「……嗯？」

  「……ん？」

  　

  我换上外出用的衣服时，放在桌上的手机震动了。

  　外出用の服に着替えていると、テーブルの上に置いてあったスマホが震えた。

  我急忙穿上暖和的大衣，拿起手机。然后确认画面，上面显示着至今从未见过的画面。

  　急いで暖かいコートを着込み、スマホを手に取る。そして画面を確認すると、これまた今まで見たことの無い画面が表示されていた。

  　

  　

  【观众参加型战斗开始！按照留言决定的行动，杀死对阳菜做了过分事情的人渣杂碎屎无价值的真渣怪人吧！】

  【視聴者参加型バトル開催！　コメントで決定する行動に従い、陽菜にひどい事したゴミカスうんこ生きる価値なしガチクズ怪人をぶっ殺そう！】

  　

  　

  是　←

  　はい　　←

  否

  　いいえ

  　

  ※即使选择否，剩余的命也不会减少

  　　※いいえを選んでも残機は減りません

  　

  　

  「……唔。」

  「……ふむ」

  　

  煽动的文字传达出观众方的愤怒，超乎我的想象。果然从观众的角度来看，阳菜似乎相当可怜。

  　想像以上に視聴者側の怒りが伝わってくる煽り文句が来た。やはりあっちから見ても陽菜はかなり可哀想だったらしい。

  我犹豫了几秒，思考该怎么办。

  　数秒間逡巡し、どうするかを考えてみる。

  　

  不过，那些家伙是在违法网站上观看死亡游戏实况的家伙，我知道他们不正常。如果把他们说的话照单全收，那我就是笨蛋了。

  　いやまぁ、違法サイトでデスゲームの生配信見てるような奴らだから、まともじゃないことは知ってる。こいつらの言うことを鵜呑みにするのは流石に馬鹿だ。

  　

  　不过，比起我一个人战斗，这样获胜的概率更高。只要看到这些煽动的文字，就能明白观众们无论如何都想把那个怪人痛扁一顿。我不能辜负他们的心意。

  　だが、俺一人で戦うよりは勝てる確率が高い。この煽り文句を見れば、視聴者が例の怪人をボコボコにしたいことは否が応でも伝わってくる。

  　

  「……好吧。」

  「……いいだろう」

  　

  　你们的心意，我收下了。让我们一起把那个垃圾怪人干掉吧。

  　お前らの気持ち、受け取ったぞ。一緒にクソカス怪人をぶっコロコロしようぜ。

  　

  　

  　是　←　【确定！】

  　はい　　←　【決定！】

  　不是

  　いいえ

  　

  　

  「哦。」

  「おっ」

  　

  　我点击手机屏幕，眼前出现了一副小型的无线耳机。

  　スマホをタップすると、目の前にワイヤレス型の小さなイヤホンが出現した。

  　

  　我拿起耳机戴在耳朵上，开始听到某种机械声，语调生硬且缓慢。

  　それを手に取って耳に装着すると、何やら棒読みでゆっくりな機械音声が聞こえ始めた。

  　

  　

  【无名氏1：驱逐欺负后辈妹的垃圾RTA开～始～咯～】

  【名無し１：後輩っ娘をいじめたゴミを駆逐するRTAはーじまーるよー】

  　

  【无名氏2：哦，是用缓慢的声音播放的呢。】

  【名無し２：お、ゆっくり音声で再生されんのね】

  　

  【无名氏3：耶～存档的家伙们有在看吗？】

  【名無し３：いぇーいアーカイブの奴ら見ってるー？】

  　

  　

  「真的假的……」

  「まじか……」

  　

  　我听着机械声，理解了这个企划的主旨。

  　耳に流れ込んでくる棒読みの機械音声を聞きながら、この企画の趣旨を理解した。

  　简单来说，就是观众参与型的莉亚RTA吧？

  　これ、簡単に言えば視聴者によるリアルタイム実況だな？

  　

  「……呃，请多指教。」

  「……えっと、よろしく」

  　

  　

  【无名氏4：请多指教。】

  【名無し４：協力ヨロ】

  　

  【无名氏5：要上了哦～上上上。】

  【名無し５：いきますよ～いくいく】

  　

  【运营1：决定廉价的武器　▼廉价↓4】

  【運営１：安価で武器を決めます　▼安価↓4】

  　

  　

  　这与其说是实况，不如说是论坛的氛围吧！武器明明很重要，你们也太随便了吧！？

  　これ実況っていうより掲示板のノリじゃねぇか！　武器とかめちゃくちゃ重要なのに軽すぎんだろ！？　

  　

  　

  【无名氏6：菜刀。】

  【名無し６：包丁】

  　

  【无名氏7：带阳菜去。】

  【名無し７：陽菜ちゃん連れてく】

  　

  【无名氏8：激光枪】

  【名無し８：ポイントのレーザー銃】

  　

  【无名氏9：平底锅】

  【名無し９：フライパン】

  　

  【无名氏10：自行车】

  【名無し10：自転車】

  　

  ……咦？等一下？

  　……えっ、待って？

  平底锅？

  　フライパン？

  　

  【无名氏11：一开始就太惨了笑死。】

  【名無し11：しょっぱなから酷くて草】

  　

  【无名氏12：狙击枪……】

  【名無し12：ｽﾅｲﾎﾟｩ……】

  　

  【无名氏13：>>7　会死吧。】

  【名無し13：>>７　ﾀﾋね】

  　

  【营运1：由于价格便宜，武器将改为平底锅。请玩家使用厨房里的平底锅。】

  【運営１：安価により武器はフライパンとします　プレイヤーは台所にあるフライパンを使用してください】

  　

  没有胜算（绝望）。

  　勝ち目がない(絶望)

  既然选了，就得听从这些家伙的话，不然不知道会被怎么对待……唔唔唔。

  　選んだからにはコイツらに従わないと、何されるかわかんねぇし……ぐぬぬ。

  　

  「平底锅……有了。」

  「フライパン……あった」

  　

  我用双手拿起放在厨房里的大平底锅后，机械语音再次响起。

  　キッチンに置いてあった大きなフライパンを両手で持つと、再び機械音声が流れ始めた。

  　

  　

  【无名氏14：（这次的参加型战斗）好像不行呢……】

  【名無し14：(今回の参加型バトルは)ダメみたいですね……】

  　

  【无名氏15：我刚才想说北产业，结果武器变成平底锅笑死。这游戏玩过头了吧。】

  【名無し15：今北産業って言おうと思ったら武器がフライパンになってて草　バトロワゲーのやりすぎだろ】

  　

  【无名氏16：这根本是重新廉价化吧？】

  【名無し16：これ普通に再安価なんじゃねーの？】

  　

  【营运1：重新廉价化无效。】

  【運営１：再安価は無しとします】

  　

  　

  真的要我用平底锅战斗吗……

  　まじでフライパンで戦えってことか……。

  可恶，只能硬着头皮上了。

  　畜生、腹くくるしかねぇのか。

  　

  「我……我会加油……我要用这个打倒怪人。」

  「が、頑張る……これで怪人、やっつける」

  　

  　

  【无名氏17：逞强笑死。好可爱。】

  【名無し17：強がってて草　かわいい】

  　

  【无名氏18：唔～～这种绝望感。】

  【名無し18：う～んこの絶望感たるや】

  　

  【普雷米安：阳菜路线跑过87圈的我来了。】

  【プレミア：陽菜ルート87周した俺が通りますよっと】

  　

  【无名氏19：啥！？】

  【名無し19：ファッ！？】

  　

  【无名氏20：是高级会员！包围他！】

  【名無し20：プレミアム会員だ！　囲め！】

  　

  　

  87圈……？这下子应该可以期待了吧？

  　は、87周……？　これは期待できるのでは？

  　

  　

  【无名氏21：肌力渣的莉亚可是会用火、炎、斩、击哦？】

  【名無し21：筋力クソザコなリアちゃんが　フ　ラ　イ　パ　ン　で　す　よ　？】

  　

  【高级会员：小事一桩。话说回来，幸好不是树枝之类的。】

  【プレミア：余裕　寧ろ木の枝とかじゃなくて安心したわ】

  　

  【无名氏22：真是强者风范呢。】

  【名無し22：強者の風格ですねクォレハ】

  　

  【无名氏23：阳菜路线的即死路线实在太多了。】

  【名無し23：陽菜ルートは即死ルートがクッソ多いんだよなぁ】

  　

  【无名氏24：莉亚的即兴演出和我们的建议应该可以解决吧？（随便说说）】

  【名無し24：そこはリアちゃんのアドリブと俺らのアドバイスでなんとかなるでしょ(適当)】

  　

  　

  接下来的一个小时左右，我们以作战会议的名义闲聊。

  　そこから１時間程度、作戦会議という名の雑談が繰り広げられた。

  我也试着插嘴了几句，但这些家伙太自由了，不行啊！（泪眼汪汪）

  　俺もちょくちょく口を挟んでみたが、こいつら自由すぎて駄目ですね！(涙目)

  　

  　

  　

  　

  ★　　★　　★　　★　　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  好的，我们来到露惠学园了。根据观众们的说法，传闻中的怪人似乎躲在旧校舍的无人教室里。

  　はい、やってきました露恵学園。視聴者勢の話によれば、噂の怪人は旧校舎の人気が無い教室に引きこもってるらしい。

  　

  让阳菜无法辨识的能力需要集中力，所以怪人会待在安静且能让人冷静的地方。因此怪人的所在处具有很强的随机性，但传闻中的高级会员却拍胸脯保证「十之八九是这里没错」。

  　陽菜を認識させない能力には集中力が必要で、落ち着ける静かな場所にいるとのこと。なので怪人の居所はランダム性が強いのだが、噂のプレミアム会員には「十中八九ここで間違いない」と太鼓判を押された。

  　

  「呃，首先……」

  「えっと、まずは……」

  　

  一抵达学园，我便先前往学生宿舍附近。一只手提着装有猫罐头的塑料袋，背后的背包里则塞着一只锅盖超出把手的平底锅。这身打扮完全不像个学生，根本就是个怪人。

  　学園に到着次第、まず学生寮の近くへ向かった。片手には猫缶が入ったレジ袋、背中のリュックには取っ手がはみ出てるフライパン。制服じゃないし完全に変質者だ。

  　

  话虽如此，露惠学园其实算是学园都市。只要取得许可，就能自由在校园内散步，所以没什么问题。

  　とはいっても、露恵学園は一種の学園都市。許可を取れば自由に敷地内を散策できるため、大した問題はない。

  你问我许可是怎么来的？……呵呵呵，我有个住在豪宅里的朋友哦。

  　許可はどうしたって？　……ふふふ、俺の友達には豪邸に住んでるお嬢様がいるんだぜ？

  　

  「……啊，找到了，是猫。」

  「……あ、いた。猫」

  　

  我在学生宿舍附近散步时，发现草丛里有只猫。听说那孩子是这次攻略的关键。

  　学生寮の付近を散策していると、草むらの影に猫を見つけた。あの子が今回の攻略の鍵とのこと。

  我从塑料袋里拿出猫罐头，打开盖子后，悄悄地靠近猫咪。

  　レジ袋から猫缶を取り出し、蓋を開けてからそーっと猫に近づいていく。

  　

  接着，猫咪一边「喵～」地叫着，一边主动靠了过来。这只猫原本是只野猫，似乎是在这一带徘徊的时候，被住在宿舍里的学生们开始照顾。难怪它这么亲人。

  　すると「にゃーん」と鳴きながら、猫自らこちらに近づいてきた。この猫は元々野良で、ここら辺でうろついてる間に、寮に住む学生たちが世話をし始めたらしい。それならこの人懐っこさも納得だ。

  　

  　

  【无名554：和猫和解吧。】

  【名無し554：ネコと和解せよ】

  　

  【无名555：原本就没有争执的定期。】

  【名無し555：元から争ってない定期】

  　

  【无名556：好、可、爱、的、小、猫、咪、啊。】

  【名無し556：が゛わ゛い゛い゛な゛ぁ゛ネ゛コ゛ち゛ゃ゛ん゛】

  　

  　

  「……吵死了。」

  「……うるさい」

  　

  　

  【无名557：别生气嘛(´；ω；`)】

  【名無し557：怒らないで(´；ω；｀)】

  　

  【无名558：莉亚妈妈好可怕。】

  【名無し558：リアママこわいバブ】

  　

  【无名559：别管那个了，没时间了，快点移动吧。】

  【名無し559：んなことより時間ないからはよ移動せぇ】

  　

  　

  我在机械语音的催促下离开了现场。虽然不知道喂猫吃饭会成为什么关键，但我只能相信这些家伙。三个臭皮匠胜过一个诸葛亮，一堆臭皮匠就是无敌的诸葛亮了。

  　機械音声に急かされ、俺はその場を後にした。猫にご飯あげるのが何の鍵になるかは知らないが、俺はコイツらを信じるだけだ。三人寄れば文殊の知恵、いっぱい寄れば無敵の知恵である。

  　

  　

  ……

  　……

  　

  　

  …………

  　…………

  　

  　

  我来到旧校舍，来到怪人所在的教室门前。

  　旧校舎、そして怪人がいるであろう教室のドア、その目の前に来た。

  我放下背包，从里面拿出平底锅。

  　リュックを降ろし、中からフライパンを取り出す。

  　

  　

  【无名571：OK！往下一步前进吧～！】

  【名無し571：OK！　次に進もうぜ～！】

  　

  【无名572：OK！和我们在一起就没问题～♪】

  【名無し572：OK！　(俺たちと)一緒なら大丈夫～♪】

  　

  【无名573：别唱起来了。】

  【名無し573：歌い始めるな】

  　

  【无名574：武器的储藏够吗？】

  【名無し574：武器の貯蔵は十分か？】

  　

  什么储藏不储藏的，我只有平底锅啊。用这个敲怪人的头就行了吗？

  　貯蔵もなにもフライパンしかないんですけど。これで怪人の頭ぶっ叩けばいいのか？

  总之准备已经完毕，接下来就是战斗了。

  　とりあえず準備は完了したので、ここから先は戦闘だ。

  　

  　

  「我、我上了。」

  「い、いくよ」

  　

  　

  【无名575：突击！！（日本兵）】

  【名無し575：突撃ぃ！！(日本兵)】

  　

  【无名576：\n「呜哦哦哦哦啊啊——！」】

  【名無し576：＼( 'ω')／ウオオオオアアーーーッッ！！！】

  　

  【无名577：FBI OPEN UP！！（砰砰砰砰）】

  【名無し577：FBI OPEN UP!!!(ｽﾞﾄﾞﾄﾞﾄﾞﾄﾞ)】

  　

  【普雷米安：进去以后立刻往左跳，不然会被刀尖刺死。】

  【プレミア：入ったらすぐ左に跳べな　ナイフ頭にぶっ刺されて死ぬからよ】

  　

  【无名578：冷静到长草了。】

  【名無し578：冷静で草生えた】

  　

  　

  「……！」

  「……っ！」

  　

  我下定决心，「啪」的一声用力打开教室的门，然后立刻踏进地板，往左侧跳。

  　意を決し、ピシャン、と勢いよく教室のドアを開けた。そしてすかさず床を踏み込み、左側に跳んだ。

  　

  　就在那一瞬间，有好几把刀子从天花板上朝我刚才所在的位置落下。

  　その瞬間、俺が先程まで居た場所に、天井から数本のナイフが降り注いだ。

  　

  「呜哇……」

  「うわぁっ……」

  　

  　所谓的吓破胆，就是这么回事吧。我想到如果没有听从指示，现在已经被处以串刺之刑，不禁不寒而栗。

  　血の気が引く、とはまさにこの事か。指示に従っていなければ、今頃俺は串刺しの刑に処されていたことに戦慄する。

  　

  　但是，现在没时间害怕了。我立刻重新面向正面，看到一个全身肌肤都是绿色的少年站在那里。虽然人妖是例外，不过怪人的肤色大多都会变色呢。

  　だが、怯えている暇はない。すぐさま正面を向き直ると、そこには全身の肌が緑色の少年が立っていた。オカマは例外だったけど、怪人って大体肌の色が変色するのね。

  　

  　

  　我仔细观察那个怪人，对方就主动开口了。

  　じっとその怪人を観察していると、相手の方から喋り始めた。　

  　

  「你……竟敢破坏我的计划！」

  「お前……よくもボクの計画を！」

  　

  「吵、吵死了，笨蛋。你的肤色简直像青椒一样。」

  「う、うるさいバカ、ピーマンみたいな肌、しやがって」

  　

  　我挑衅地反驳，怪人就如我所料，气得脸都歪了。那张脸丑得很有意思。

  　挑発するように反論すると、予想通り怪人は怒りに顔を歪めた。その顔、なかなかブサイクで面白いぞ。

  　

  「只差一步了！我明明知道那个叫海夜的前辈不会认出我！只要我救了她……就能轻易让她成为我的女人了！！」

  「あと一歩だったんだぞ！　あの海夜とかいう先輩にも認識されないって理解したうえで！　ボクが彼女を助ければ……簡単にボクの女にできたはずなのに！！」

  　

  「太拐弯抹角了。你这个笨蛋，应该从努力让她喜欢上你开始做起。」

  「回りくどい。好かれる努力から、始めろ、アホ」

  　

  「啊啊！？」

  「あ゛ぁ゛！？」

  　

  「还在念书就当什么怪人，太蠢了。把阳菜逼到绝境，就跟霸凌一样。你知道道德这个词的意义吗？你最好从小学开始重新来过。」

  「学生の内から、怪人とか馬鹿すぎる。陽菜を追い詰めてるの、いじめと同じ。道徳って言葉の意味、知ってる？　小学校から、やり直した方がいいと思う」

  　

  「～～！？」

  「～～っ゛っ゛！？」

  　

  　

  【无名579：还真是辛辣呢……吓我一跳。】

  【名無し579：割と辛辣ですね……たまげたなぁ】

  　

  【无名580：不管对这家伙说什么都没用，也没意义哦！】

  【名無し580：コイツには何言ってもたりねぇし意味ねぇぞ！】

  　

  【无名581：没错（搭顺风车）。快点把他打趴，然后请便。】

  【名無し581：そうだよ(便乗)　さっさとぶち転がして、どうぞ】

  　

  　

  不用你们说我也知道。这个怪人没有酌情考量的余地。我不会给他任何怜悯，让他见识地狱。

  　言われなくても分かってる。この怪人は情状酌量の余地なし。一切の情けも与えず地獄を見せてやる。

  　

  「妨碍我的罪可是很重的……！」

  「ボクの邪魔をした罪は重いぞ……！」

  　

  我举起平底锅，怪人便将右手变成钻头朝我袭来。哎，毕竟是怪人，区区钻头手臂我不会惊讶。

  　俺がフライパンを構えると、怪人が右手をドリルに変形させて襲い掛かってきた。まぁ怪人だし腕ドリルくらいじゃ驚かない。

  　

  　

  【无名582：现在正实施踢飞脚边空宝特瓶，怪人就会自己摔倒的活动！】

  【名無し582：いま足元にある空のペットボトル蹴っ飛ばすと、もれなく怪人が勝手に転ぶキャンペーンを実施してます！】

  　

  【无名583：是这家伙喝完不丢进垃圾桶的错。】

  【名無し583：飲んだ後ゴミ箱に捨てなかったコイツが悪い】

  　

  　

  「喝！」

  「ほっ」

  　

  「——啊，呜哇！？」

  「──ぁ、うわっ！？」

  　

  我照着指示踢飞脚边的宝特瓶，怪人便踩到那个宝特瓶，以脸部着地的方式狠狠摔倒。看起来好痛（小并感）。

  　指示通り足元にあったペットボトルを蹴飛ばすと、怪人はそのペットボトルを踏み込んで、勢いよく顔面から転倒した。痛そう(小並感)

  　

  「呜、呜咕咕……！」

  「う、うぐぐ……！」

  　

  「喝！」

  「とうっ」

  　

  我将平底锅狠狠地砸向打算起身的怪人脸部。

  　立ち上がろうとする怪人の顔面に、思い切りフライパンを叩きつけてみた。

  　

  「噗嘎！」

  「ブガッ！」

  　

  怪人漂亮地翻了个跟斗，可怜兮兮地泪眼汪汪，流着鼻血。

  　見事に怪人はひっくり返り、哀れにも涙目になりながら鼻血を垂らした。

  我趁他畏缩不前的时候，又补了一记平底锅攻击，直接砸在仰面朝天的怪人脸上。

  　怯んでいる隙を見逃さず更にもう一発、仰向けになっている怪人の顔にフライパンアタックをおみまいしてやる。

  　

  「呜咕！」

  「ングびッ！」

  　

  　

  【プレミア：立刻就来了第二发……呃，已经攻击了啊。】

  【プレミア：すかさず２発目を……って、もう攻撃してたんか】

  　

  【无名584：我们家的小莉亚可是很擅长即兴演出的哦，可别小看她了。】

  【名無し584：アドリブは得意なんだぞ　うちのリアちゃん舐めんなよ】

  　

  【无名585：啊，这次会放出灵气之后用冲击波把你吹飞出去NGO　平底锅可不能放手NGO。】

  【名無し585：あ、この次はオーラ出した後の衝撃波で吹っ飛ばされるンゴ　フライパン手放しちゃ駄目ンゴ】

  　

  　

  「欸——哇！」

  「えっ──ワァッ」

  　

  正如警告所说，怪人发出了绿色的灵气，随之产生的冲击波轻而易举地把我这个体重轻盈的人吹飞了出去。

  　警告通り怪人が緑色のオーラを発生させ、それで生じた衝撃波によって、体の軽い俺はいとも容易くふっ飛ばされてしまった。

  　

  「咳咳……！」

  「かはっ……！」

  　

  我狠狠地撞在教室的墙壁上，肺里的空气一口气漏了出来，让我不由得放开了平底锅。

  　勢いよく教室の壁に叩きつけられ、肺の空気が一気に漏れ出てしまい、思わずフライパンを手放してしまった。

  我无力地倒在地板上，怪人放声大笑。　

  　ぺたん、と力なく床に倒れると、怪人が高笑いをした。　

  　

  「啊哈哈！我果然不可能会输！一个人来真是做错决定啦！？」

  「あっはは！　やっぱり僕が負けるはずないんだ！　一人で来たのは間違いだったなぁ！？」

  　

  「呜，好痛……」

  「うっ、いた……」

  　

  我按着疼痛的肩膀，勉强站了起来。

  　痛む肩を押さえながら、なんとか立ち上がった。

  但是平底锅已经从我手中滑落，掉在不远的地板上。

  　しかしフライパンは手から離れてしまい、少し先の床に落ちてしまっている。

  　

  　

  【无名586：啊，平底锅放开了。】

  【名無し586：あ、フライパン離しちゃったぞ】

  　

  【无名587：你在搞什么啊团长！？】

  【名無し587：何やってんだよ団長！？】

  　

  【无名588：好啦，输定了～！！（在拿起武器前就被打倒了）】

  【名無し588：はい負け～!!(武器を取るより先に攻撃されて詰むため)】

  　

  【无名589：拜托你不要输啊莉亚娜！要是你死了，跟阳菜的约定该怎么办！？只要再加把劲，应该还有胜算！（随便说说）下一回，莉亚娜死！】

  【名無し589：お願い負けないでリア乃内！　あんたが死んじゃったら陽菜との約束はどうなっちゃうの！？　頑張ればまだ勝機はたぶんあるんだから！(適当)　次回、リア乃内死す！】

  　

  　

  糟糕，再这样下去真的会死。如果在这里被怪人杀死，我的剩余命数就会只剩一次。要是陷入那种没有余裕的状态，我的精神会崩溃，真的会变成面无表情的女孩！

  　やばい、このままじゃ本当に詰む。ここで怪人に殺されたら、俺の残機がとうとう残り一つになってしまう。そんな余裕の無い状態になったら精神崩壊してマジの無表情っ娘になっちまうぞ！

  　

  「有没有什么办法……」

  「なんか、何かないの……」

  　

  　

  【プレミア：哦？你赢了嘛。】

  【プレミア：お？　勝ちじゃん】

  　

  【无名590：啥？】

  【名無し590：は？】

  　

  【无名591：你在说什么啊（认真）】

  【名無し591：何言ってだお前(真顔)】

  　

  【无名592：プレミア君开始逃避现实了……要不要一起去医院？】

  【名無し592：プレミアくん現実逃避始めちゃった……一緒に病院もどろ？】

  　

  【プレミア：笨蛋，才不是咧。小莉亚，你试着对怪人说「还有其他伙伴来了」，套他的话。】

  【プレミア：馬鹿ちげぇよ　リアちゃん、怪人に「他に仲間が来てる」ってカマかけてみな】

  　

  　

  虽然搞不太懂，不过我知道了！（宇宙1号）

  　何だかよく分かんないけど分かった！(トッキュウ1号)

  　

  我刻意让面无表情的脸庞恢复，努力挤出微笑。

  　俺は敢えて無表情を崩し、なんとか頑張って小さく笑って見せた。

  要让这个身体做出表情相当困难，不过如果只是稍微扬起嘴角，勉强还办得到。

  　この体で表情を作るのは中々難しいのだが、少し口角を挙げる程度ならなんとかイケる。

  　

  「……？怎么了，你疯了吗？」

  「……？　なんだ、気でも狂ったか？」

  　

  「呵呵……」

  「ふふ……」

  　

  不行，声音听起来还是像在念台词。

  　ダメだ声が棒読みのままじゃねえか。

  ……啊——真是的，顾不了那么多了！

  　あー、もう、なりふり構ってらんねぇ！

  　

  　

  「……其实我不是一个人，我的同伴来了。」

  「……実は、私は一人じゃない。仲間が来てる」

  　

  「哼，少唬人了。就算你求饶也没用。」

  「ケッ、ハッタリだろ。命乞いしたって無駄だからな」

  　

  　

  「我没骗你——你看。」

  「嘘じゃないよ──ホラ」

  　

  　

  我这么说着，指向怪人的背后。就在那一瞬间，怪人的背后发出「喀哒」一声。

  　そう言って俺が指差した瞬間、怪人の背後で『ガタン』と物音が発生した。

  　

  　

  「什么——！」

  「なっ──！？」

  　

  怪人惊愕不已，连身体都转向后方。

  　怪人が驚愕し、体ごと後ろへ向けた。

  　

  在他的视线前方——有一只猫。

  　その視線の先にいたのは───ネコだった。

  　

  　

  【无名593：是那时候的咪咪！为什么咪咪会在这里！它自己逃出来的吗！（无言的肚子拳）】

  【名無し593：あの時のヌコ！？　なぜヌコがここに！？　自力で脱出を！？(無言の腹パン)】

  　

  【无名594：等等，我第一次看到这种路线。】

  【名無し594：まってこんなルート初めて見たんだけど】

  　

  【无名595：不愧是普雷米安。】

  【名無し595：さすがプレミアくんだぁ(恍惚)】

  　

  【无名596：我猜不到。就算我有千里眼也……】

  【名無し596：読めなかった　このリハクの目をもってしても……】

  　

  【无名597：所以才需要事先喂猫罐头给猫吃呢（RTA等级的感想）。】

  【名無し597：だから事前に猫缶をネコに与えておく必要があったんですね（RTA並感）】

  　

  【普雷米安：趁现在快跑啊啊啊啊啊啊快捡起平底锅往它后脑杓敲下去啊啊啊啊啊。】

  【プレミア：今だ走れぇぇぇぇぇぇフライパン拾って後頭部なぐれぇぇェェェ】

  　

  　

  「了解……！」

  「了解……！」

  　

  我立刻拔腿就跑，捡起平底锅，奋力一挥。

  　すぐさまその場を駆け出し、フライパンを拾い上げて思い切り振りかぶる。

  　

  「糟了——」

  「しまっ──」

  　

  「接招吧！」

  「くらえっ」

  　

  平底锅顺势用力一挥，漂亮地击中怪人的后脑杓。

  　そのまま勢いよくフルスイングされたフライパンは、ものの見事に怪人の後頭部にクリーンヒット。

  　

  　

  「呃啊！」

  「はがァっ」

  　

  怪人瞬间失去意识，翻着白眼倒在地上。

  　一瞬で意識を刈り取られた怪人は白目を剥き、顔面から床に倒れ込んだ。

  　

  被平底锅殴打的冲击力道在手上残留着，我当场反复深呼吸好几次。

  　フライパンで殴った衝撃が手にジンジンと残り、その場で何度も呼吸を繰り返す。

  　

  「……呼。」

  「……ふぅ」

  　

  就这样继续呼吸，没多久后，原本以爆速跳动的心脏渐渐恢复平静。

  　そのまま息を続けていれば、程なくして爆速で動いていた心臓は徐々にそのスピードを落ち着けていった。

  　

  　

  【无名598：呿，杂碎！谁叫你对女主角出手，活该啦！呸！！】

  【名無し598：ケッ雑魚が！　ヒロインに手ぇ出すからそうなるんだよ！　ペッ!!】

  　

  【无名599：压倒性胜利呢，嘎哈哈。】

  【名無し599：圧勝だったなガハハ】

  　

  【无名600：我从一开始就相信莉亚妹妹哦？】

  【名無し600：俺は最初からリアちゃんのこと信じてたけどね？】

  　

  【无名601：你们是翻脸跟翻书一样快吗？】

  【名無し601：この熱い掌返しよ】

  　

  【无名602：你们是翻掌世界钻头吗？】

  【名無し602：てのひらジクウドライバーかよお前ら】

  　

  【无名603：翻掌力道太强，右手都断了。】

  【名無し603：あまりにも掌ドリルすぎて右手がもげた】

  　

  【普莉梅菈：辛苦了，你的行动力果然很了不起，我不讨厌你哦！】

  【プレミア：おつ　やっぱり行動力は大したものね　嫌いじゃないわ！】

  　

  【无名604：普莉梅菈小姐，谢谢你！飞——闪！……嗯？】

  【名無し604：プレミアさんありがとう！　フラーッシュ！　……ん？】

  　

  【无名605：咦，什么？】

  【名無し605：え、あれ？】

  　

  【无名606：啊，嗯——（察觉）】

  【名無し606：あっ、ふーん(察し)】

  　

  【无名607：竹轮大明神。】

  【名無し607：ちくわ大明神】

  　

  【无名608：MVP就放过他吧。】

  【名無し608：MVPだから見逃してやれ】

  　

  【无名609：刚才那是谁？】

  【名無し609：誰だ今の】

  　

  　

  总之打倒了怪人，我松了口气——就在这瞬间，手机震动了。

  　とりあえず怪人は倒せたので、ホッとした。──その瞬間、スマホが震えた。

  这种震动方式，肯定是强制选择的那个。

  　この震え方は間違いなく、強制選択のアレだ。

  　

  　

  【将怪人交给警方（P＋3）】

  【怪人を警察に受け渡す（P＋3）】

  　

  【把怪人的蛋蛋踢爆（P＋3）】

  【怪人の金玉をこれでもかというほど蹴り飛ばす（P＋3）】

  　

  　

  　

  「……还是删掉吧。」

  「……下にしよう」

  　

  　

  【无名610：咿……】

  【名無し610：ﾋｪｯ……】

  　

  【无名611：蛋蛋好痛。】

  【名無し611：タマヒュンした】

  　

  【普雷米亚：我也是。】

  【プレミア：アタシも】

  　

 
  性欲処理についてのアレコレ

  关于性欲处理的种种

  　在那之后过了几个小时，天色完全暗下来的时候，我踏上回家的路。

  　あれから数時間後。すっかり空が暗くなった頃に、俺は帰路に就いていた。

  　我对怪人使出一百次致命的金枪鱼刺，用绳子把他五花大绑后送到学园的警卫室。

  　怪人にはクリティカルヒットの金的を百発くらいぶち込んだあと、ロープでグルグル巻きにして学園の守衛所に届けた。

  　

  　光是怪人这个身份就已经是凶恶罪犯了，再加上他对我的伤害，我把这些事都告诉警卫，等他被警察带走后，应该会被处以重刑吧。

  　怪人というだけでも凶悪犯罪者なのに加え、俺に実害を与えたことも守衛さんに伝えたので、警察に連行された後、アイツには重い刑罰は下ることだろう。

  　如果他逃狱后又做坏事的话，我这次一定要阉了他。

  　それでも脱獄とかしてまた悪事を働くようなら、今度こそ去勢してやるだけだ。

  　

  　还有，不知是否因为顺利击败讨伐对象，能听见观众声音的耳机在金枪鱼刺途中就消失了。

  　あと視聴者の声が聞こえるイヤホンは、討伐対象を無事撃破したからか、金的をしてる最中に気がついたら無くなっていた。

  　

  　虽然很感谢他们提供协助，但毕竟他们都是在观赏死亡游戏的危险家伙，今后还是不要太过信任他们吧。

  　協力してくれたことには感謝しているが、所詮はデスゲームを観覧してるようなヤバイ奴らなので、これからはあまり気を許さないようにしようと思う。

  　

  　

  「……肚子好饿。」

  「……お腹、すいた」

  　

  　咕噜噜，肚子叫了，我不禁小声嘀咕。可能是因为刚结束战斗这种累死人的运动，肚子异常地饿。

  　キュルル、と腹の虫が鳴り、思わず小さく呟いた。戦闘とかいうクッソ疲れるスポーツもどきを行った後だからか、異様に空腹な状態だ。

  　

  　海夜家应该还有食材，快点回去做饭吧。

  　海夜の家にはまだまだ食材が残ってたはずだし、早く帰ってご飯作ろ。　

  　

  「……咦？」

  「……あれ？」

  　

  　远远看见海夜家，不知为何玄关的灯没亮。

  　遠目に海夜家が見えてきたのだが、何故か玄関の明かりが点いていない。

  　

  　我小跑步到玄关前，发现家里也没开灯。

  　小走りで玄関前まで向かうと、家の中も照明が点いていないことに気がついた。

  　已经快晚上八点了，小春和海夜却意外地还没回来。

  　もうそろそろ夜の八時を回る頃なのだが、意外にも小春ちゃんと海夜は帰ってきていないらしい。

  　

  「阳菜呢……」

  「陽菜は……」

  　

  　话说回来，这个家应该有阳菜在才对，但不知为何现在却没人在，门也锁着。

  　というか、この家にはそもそも陽菜が居たはずなのだが、何故か今は誰もいないし、鍵もかかっている。

  　既然玄关的门锁着，至少小春或海夜应该有回来过一次才对。

  　玄関の鍵が閉まっているということは、少なくとも小春ちゃんか海夜のどちらかが一度帰ってきたはずなんだけどな。

  　

  　算了，反正几天前已经请人做了备用钥匙，快点进去家里，连小春他们的份一起煮晚餐吧。

  　まぁ、数日前に合鍵は作ってもらった。早く家の中に入って、小春ちゃんたちの分の夕食も作っておこう。

  　

  　

  「——咦？」

  「───えっ」

  　

  　我将手伸进裙子的口袋，打算拿出备用钥匙。

  　合鍵を取り出そうと、スカートのポケットに手を入れた。

  　放在口袋里的只有备用钥匙。

  　ポケットの中に入れておいたのは合鍵だけ。

  　

  　……但不知为何，我摸到两个东西。

  　……なのだが、何故か感触が二つある。

  　

  「呜、呜哇……」

  「う、うわっ……」

  　

  　我担心地拿出口袋里的东西——发现备用钥匙断成两半。

  　心配になってポケットの中の物を取り出すと──合鍵が二つに割れていた。

  　握柄和插钥匙的部分都断了。

  　取っ手部分と、刺し込むキーの部分が分割されてしまっている。

  　

  「……真的假的。」

  「……マジか」

  　

  　恐怕是被怪人用冲击波打飞，撞上教室墙壁时坏掉的吧。这下进不了家门了。

  　おそらく怪人に衝撃波で吹っ飛ばされて、教室の壁に叩きつけられた時に壊れたのだろう。これでは家の中に入ることが出来ない。

  　

  　算了，反正已经晚上了，他们应该很快就会回来吧。

  　まぁでも、もう夜だしどうせすぐに帰って来るでしょ。

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　

  　…………

  　…………

  　

  　

  「真・是・对・不・起・啊。」

  「お゛な゛か゛す゛い゛た゛」

  　

  　等了一个小时，他们还是没回来耶？

  　一時間待っても二人とも帰ってこないんですが？

  　都快晚上十点了！不可以夜游哦！特别是小春！

  　そろそろ22時だぞ！　夜遊びは駄目だぞ!　特に小春ちゃん！

  　

  「为什么……」

  「なんでぇ……」

  　

  　空腹的感觉让我难受，不禁发出微弱的声音。

  　空腹の感覚が辛くて、弱々しい声が出てしまう。

  　

  　

  　就在我维持这个状态蹲在玄关前时，手机突然响了。

  　そんな状態のまま玄関の前で蹲っていると、ふとスマホが鳴った。

  　这是——今天早上听过的铃声。

  　これは──今日の朝に聞いた音だ。

  　

  「来电……？」

  「着信……？」

  　

  　没错，是人妖打来时的铃声。而且我也没告诉过任何人这支手机的号码，所以打电话来的必然就是人妖。

  　そう、オカマが電話を掛けてきたときの着信音。そしてこのスマホの番号は誰にも教えていないので、必然的に電話の主はオカマということになる。

  　

  　我反射性地按下通话键，将手机拿到耳边。

  　反射的に応答ボタンをタップして、スマホを耳に近づけた。

  　

  「喂？」

  「もしもし」

  　

  『喂——！辛苦啦！』

  『もしもーし！　お疲れ様ねン！』

  　

  　一如预料，大到不行的声音刺激着我的耳朵。拜托你小声点……

  　予想通り、馬鹿でかい声が耳を刺激してきた。もうちょっと静かに喋って……。

  　

  『在你听到之前我先说，我照例照例又断线了！不过因为营运商采取了奇怪的对策，这次能讲电话的时间很短！』

  『聞かれる前に言っておくと例によって例の如く回線落としてるわ！　まぁ運営に変な対策されちゃってるから、今回電話できる時間は短いけど！』

  　

  「今、今天早上你才打过电话来……」

  「け、今朝電話した、ばっかりだけど……」

  　

  『是啊。就算还能再打，顶多也只剩一次机会。要是被营运商发现就完蛋了。』

  『そうね。もしまた電話できるとしても、せいぜいあと一回が限界かも。運営に勘付かれたらおじゃんだし』

  　

  「不过你打电话来就表示……」

  「でも電話してきたってことは……」

  　

  『对！有件事我必须马上告诉你！』

  『えぇ！　今すぐ伝えないておかなきゃイケない事があるのよ！』

  　

  　听声音就知道，人妖也显得有些焦急。

  　声を聞いてて分かったが、オカマも少し焦ったような声音をしている。

  　光是像这样跟我接触就风险极高了，还重复好几次的话，想必更加危险吧。

  　こうして俺に接触するだけでもかなりハイリスクなのに、それを何回も繰り返しているから尚更危険なのだろう。

  　

  　虽然他嘴上说……这是为了替我身上烙下淫纹的事道歉，但我实在过意不去。

  　俺に淫紋を付けたおわび……とは言っているけど、流石にこっちも申し訳なくなってくる。

  　说得极端点，人妖帮助我并没有好处。即使如此，他还是像这样帮助我，究竟是为什么呢？

  　極論だけ言えば、オカマ側に俺を助けるメリットなんてない。それでもこうして手助けしてくれているのは、一体どうしてなのか。

  　

  　他真的只是出于歉意才协助我吗？还是说，他想毁了死亡游戏的营运呢？

  　本当におわびの気持ちだけで協力してくれているのか、もしくはデスゲーム運営を潰したいのか。

  　

  　无论如何，既然他愿意帮忙，我打算全力借助他的力量。

  　どちらにせよ、手を貸してくれるなら全力で借りるつもりだ。

  　毕竟我也想平安脱身，目前能信任的人也只有他了。

  　俺も無事に助かりたいし、今のところ信用できる人間はこのオカマしかいないから。

  　

  　

  「……所以，内容是？」

  「……それで、内容は？」

  　

  『除了你以外的三名玩家中，我勉强跟其中一人取得联系了。那孩子已经快通关了，所以我拜托他如果有余力的话就来帮你。』

  『アンタ以外の三人のプレイヤーのうち、一人だけなんとかコンタクトが取れたわ。その子はクリア目前まで行ってて、余裕があるならアンタの手助けをしてくれるよう頼んでおいたの』

  　

  「真、真的吗？可是那个人光是顾自己就来不及了……」

  「ほ、本当に？　でもその人も、自分の事で精一杯なんじゃ……」

  　

  『我得到的回应感觉还不错，所以应该没问题。我本来就认识那孩子，可以保证他是个好孩子，放心吧。』

  『結構好感触な返事が貰えたから多分大丈夫よ。もともとその子とは知り合いだし、良い子だってことはアタシが保障するわ。安心なさい』

  　

  　听到人妖用温柔的声音对我说话，我心中渐渐涌现出勇气。原本还残留着不安的心，也稍微冷静下来了。

  　優しい声音で語りかけてくるオカマの言葉を聞いて、少しずつ勇気が湧いてきた。まだ不安が残っていた心も、幾分か落ち着いてきている。

  　

  　

  　都做到这个地步了，我也只能通关了吧。好，加油吧。

  　ここまでされたら、もうクリアするしかねぇよな。よーし、がんばるぞ。

  　

  『暗号有两个。那孩子说【刚】的话，你就回答【烈】，这样就能互相确认了。』

  『合言葉は二つ。あの子が【剛】と言ったらアンタは【烈】って言いなさい、それで相互確認がとれるわ』

  　

  「这个暗号有什么意义吗？」

  「その合言葉、なにか意味あるの？」

  　

  『是那孩子的姓氏……啊，不是角色名，是本名哦。』

  『あの子の苗字よ。……あ、キャラじゃなくて本名の方ね』

  　

  　刚烈还真是个硬派的姓氏啊。毕竟是人妖的同伴，说不定那个人也是个肌肉发达的猛男。

  　剛烈ってなかなかゴツい名字だな。オカマの仲間らしいし、その人もムキムキなマッチョだったりするのかも。

  　不管怎么说，有人愿意帮忙就让人安心不少。

  　なんにせよ、協力してくれる人がいるなら心強い。

  　

  　

  『啊，对了。主角和他妹妹还没回来吧？』

  『あ、そうだ。主人公くんとその妹ちゃん、帰ってきてないでしょ？』

  　

  「嗯……难道你知道他们回来的时间吗？」

  「うん。……もしかして、帰ってくるタイミング、知ってる？」

  　

  『他们两个都是明天早上回来哦。现在在阳菜的家里，聊着非常Silya的事情。是关于最近出没的【与邪恶组织不同势力，将人类改造成怪人的神秘人物】的话题。顺带一提，你战斗过的怪人，除了人妖以外全都是那家伙的手下哦。』

  『二人とも帰ってくるのは明日の朝よ。今は陽菜ちゃんの家にいて、めちゃくちゃシリアスな話してる。最近出没してる【悪の組織とは別勢力の、人間を怪人に改造する謎の人物】についてね。ちなみに言うとアンタが戦った怪人、オカマ以外全員そいつの手下よ』

  　

  　什么跟什么啊。除了邪恶组织以外还有敌人，难道这个色情游戏的故事规模很大吗？

  　なんだそりゃ。悪の組織以外にも敵がいるってことは、割とこのエロゲのストーリーって規模が大きいのか？

  　呜呃，事情好像变得很麻烦。故事才进行到一半啊。

  　うえぇ、なんか面倒くさい事になってるぅ。ストーリーはまだ中盤ってことかな。

  　

  「……等一下。他们两个今天不会回来吗？我已经饿了……我也可以去阳菜家吗？」

  「……って、ちょっと待って。二人とも、今日帰ってこないの？　もうお腹すいたし……俺も陽菜の家、行っちゃ駄目？」

  　

  『不行～♪』

  『ダメ～♪』

  　

  「为、为什么？」

  「な、なんで」

  　

  『主角身上有淫纹吧。因为昨天你强奸他强奸到过头，所以现在淫纹已经稳定下来了。』

  『主人公くんの淫紋あるでしょ。アレ、昨日アンタがさんざん逆レイプで必要以上に搾精したから、今は落ち着いてるの』

  　

  「……也就是说？」

  「……つまり？」

  　

  『如果你在的话，主角就会想起这件事，然后变得很兴奋。毕竟昨天才发生过那种事，这也是没办法的事。』

  『アンタが居たら主人公くん、そのこと思い出してムラッとしちゃうわけ。昨日の今日だし、仕方ないことではあるんだけどね』

  　

  　呜。我实在不太想想起昨天的事……

  　うっ。あんまり昨日の事思い出したくないんですけど……。

  　话说回来，那家伙会变得很兴奋，也就是说……

  　ていうか、アイツがムラッと来るってことは。

  　

  「……会当场处理性欲吗？」

  「……その場で性欲処理、することになっちゃう？」

  　

  『嗯，就是这样。在其他女主角也在的家里做那种事实在不太好，而且你也没做好心理准备吧。』

  『ん、そゆこと。流石に他のヒロインがいる家の中でそれはマズイし、アンタも心の準備できてないでしょ』

  　

  「嗯、嗯。」

  「う、うん」

  　

  　

  『从明天开始再定期处理性欲就行了，今晚你就一个人过吧……还有，不可以对主角太好。虽然他不是坏孩子，但要是性欲被刺激过头，也有可能会进入推倒你的路线。』

  『定期的な性欲処理は明日からで大丈夫だから、今夜は一人で過ごしなさいな。……それと、あんまり主人公に体を許しすぎちゃ駄目よ。悪い子ではないけれど、性欲を刺激しすぎると押し倒されるルートもあるんだから』

  　

  『不是主角用你来处理性欲，而是你特地帮他做的，要让他有这个自觉。这样应该就能控制住他。』

  『主人公くんがアンタで性欲処理するんじゃなくて、アンタがわざわざしてあげてるって事実を、彼にちゃんと自覚させなさい。それで歯止めが利く筈』

  　

  　

  『别忘了，你的对象是【自由度很高的色情游戏主角】。』

  『アンタの相手は【自由度の高いエロゲの主人公】だってこと、忘れないでね』

  　

  　

  　——只说了这些，人妖就主动挂断电话。

  　──それだけ告げて、オカマは自ら通話を切った。

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　

  　…………

  　…………

  　

  　

  「呼，好累。」

  「ふぅ、疲れた」

  　

  　和人妖讲完电话后，我前往附近的超市。

  　オカマとの通話を終えたあと、俺は近所のスーパーへと足を運んだ。

  　买完东西的现在，我正单手提着小小的塑料袋，在公园的长椅上休息。

  　そして買い物を終えた現在、小さなレジ袋を片手に公園のベンチで休んでいる。

  　

  　

  　备用钥匙坏了，海夜他们又不会回来。

  　合鍵が壊れて、海夜たちは帰ってこない。

  　这么一来，剩下的选项只有……吃外食解决晚餐，在公园睡觉。

  　そうなると残された選択肢は、夕飯を外食で済ませて、公園で眠る……というものしかない。

  　

  　今天因为观众们指示我插旗，不小心买了有点贵的猫罐头，所以身上几乎没有钱。

  　今日は視聴者たちによるフラグ建築の指示で、少しお高い猫缶を買ってしまったため、所持金がほとんど無かった。

  　因此我前往能便宜买到食物的超市，但伤脑筋的是，完全找不到能买得起的熟食。

  　故に安くご飯が手に入るスーパーに向かったのだが、困ったことに買える値段の惣菜が全然無くて。

  　

  　结果我只买到一个半价的饭团，还有超市店长担心地送我的炸鸡块和宝特瓶装茶。

  　結局手に入ったのは半額になっていたおにぎり一つと、心配そうな顔をしたスーパーの店長から貰ったから揚げとペットボトルのお茶だけだ。

  　

  「……冷掉了。」

  「……冷めてる」

  　

  　我从塑料袋里拿出装着饭团和炸鸡块的盒子，明明在离开超市时用微波炉加热过了，掌心却传来冰冷的触感。

  　レジ袋からおにぎりとから揚げの入ったパックを取り出してみると、店を出る際に電子レンジで温めたにもかかわらず、掌には冷たい感触が広がった。

  　

  「吃饭团吧。」

  「おにぎりにしよ」

  　

  　我拿出同样用微波炉加热过的饭团，一样是冷的。

  　同様に電子レンジで温めたおにぎりを取り出すと、これまた冷えていた。

  　算了，总比冷掉的炸鸡块好，先吃这个吧。

  　まぁ冷えたから揚げよりはマシだし、先にこっちを食べよう。

  　

  「嚼嚼、嚼嚼。」

  「もぐ、むぐ」

  　

  　莉亚用她的小嘴吃着饭团。这饭团很符合超市便宜货的风格，该说是没什么味道吗，总之就是那样。

  　リアの小さい口で、おにぎりを頬張っていく。スーパーの安いおにぎりらしく、なんとも味気ないというか、なんというか。

  　

  　好不容易打倒怪人拯救了一个女孩子，却连家门都进不去，只能在寒冷的室外吃晚餐。虽然她面无表情，但其实很沮丧吧？

  　せっかく怪人を倒して一人の女の子を救ったってのに、家にも入れず、寒い外で食べる晩メシがこれですか。無表情だけどかなり落ち込んでますよ？

  　

  　

  　回想起在这个世界度过的第一个寒冷夜晚，我忍不住流下眼泪。

  　この世界で初めて過ごした、あの寒い一人の夜を思い出して、なんかマジで涙出てきたわ。

  　

  　

  「……呜呜。」

  「……ぐすん」

  　

  　

  【插图】

  【挿絵表示】

  　

  　

  　我买的是明太子饭团，但米饭吃起来有点咸。

  　買ってきたのは明太子のおにぎりだった筈だけど、お米がちょっぴりしょっぱかった。

  　

  　

  　

 
  とあるプレイヤーの日記

  某位玩家的日记

  　

  　

  　今天的总结：被卷入死亡游戏了。

  　今日のまとめ：デスゲームに巻き込まれた

  　

  　

  　来到这个世界后，我有好几小时都惊慌失措，但随着夜幕降临，我也逐渐冷静下来，决定先用报告书的形式，将状况整理到笔电里。

  　この世界に訪れて数時間は狼狽しっぱなしだったけど、夜になるにつれて落ち着いてきたので、とりあえず報告書形式でノーパソに状況を纏めることにしたぞ。

  　虽然不是要给谁看，但希望之后发现这个的玩家，能多少得到帮助。

  　誰かに対して見せるわけではないけど、後でこれを見つけたプレイヤーの手助けくらいにはなって欲しい。

  　

  　那么，来整理今天发生的事吧。

  　さて、今日起こった出来事のまとめを記そう。

  　

  　首先，我被卷入死亡游戏了。起因是社团活动的学长介绍我一份好赚的短期打工。

  　まず最初に、俺はデスゲームに巻き込まれた。部活動の先輩から割のいい短期バイトを紹介されたのがきっかけだ。

  　我介绍这份打工给嚷嚷着没钱没钱的同年级男生，一起参加打工，结果运气不好。醒来时，我已经在虚拟世界里了。

  　金が欲しい金が足りないと喚いていた同級生の男子にそれを紹介して、一緒に参加したが運の尽き。目覚めた時には、既に仮想世界の中だった。

  　

  　对同年级的那家伙真是抱歉啊……不，不能用这么轻率的感觉了事。对不起。

  　同級生のアイツには悪い事したなぁ。……いや、そんな軽い感じで済ませちゃ駄目なんだけども。ごめぬ。

  　总之，现在需要的是收集情报。我决定先按照智能手机上记载的角色设定，度过一天。

  　ともかく、必要なのは情報収集。とりあえず今日一日はスマホに記載されているキャラ設定に沿って、無難に過ごしてみた。

  　然后，我现在知道了。

  　そうして今、分かったことがある。

  　

  　

  　……呃，这是《最佳选择～别输啊，莲斗同学～》这个色情游戏的世界吧！？

  　……えぇっと、これ、『最良の選択　～まけるな蓮斗くん～』ってエロゲの世界だな！？

  　

  　我知道，我当然知道。这个色情游戏最近才刚发售，我也玩过，所以记忆犹新。

  　知ってる、勿論知ってるわ。このエロゲはつい最近発売されたばかりで、俺もプレイ済みだから記憶に新しいぜ。

  　

  　系列名称叫《最佳选择》，～别输啊，莲斗同学～才是实际的标题。

  　最良の選択っていうのはシリーズ名で、～まけるな蓮斗くん～ってのが実質のタイトルだ。

  　这个系列从几年前开始就广受欢迎，惊人的高难度让部分玩家为之疯狂。

  　シリーズは数年前から続く人気シリーズで、その驚異的な難易度から一部界隈ではめちゃくちゃ盛り上がってるエロゲだ。

  　

  　每次的正确答案都不一样，随机生成的选项，以及无数让玩家心碎的即死陷阱。

  　毎回正解が違う、ランダム生成の選択肢。プレイヤーの心を砕くような即死トラップの数々。

  　最重要的是，希莉亚丝……应该说，『沉重』到不行的故事，似乎刺激了玩家们。当然，我也是其中之一。

  　そしてなにより、シリアス……というか、めちゃくちゃに『重い』ストーリーが、界隈の人間たちを刺激したらしい。もちろん俺もその一人だ。

  　

  　

  　这次的作品，四个女主角的路线中，主角的妹妹海夜小春都会死。因为故事的设定，不存在拯救她的选项，百分之百确定会牺牲。

  　今作なんて4ヒロイン全てのルートで、主人公の妹こと海夜小春が死んでしまう。物語の仕様で助ける選択肢が存在せず、100パーセント確定で犠牲になるのだ。

  　

  　在另一个隐藏女主角的路线中也不例外，她会死于『全身被激光烧得千疮百孔』这种连轻度凌辱玩家都会退避三舍的死法。太可怜了，制作团队根本不是人。

  　それはもう一人の隠しヒロインルートでも例外ではなく、そのルートにおいては『レーザーで焼き尽くされ全身穴だらけの状態』という、ライトなリョナ勢でも引くレベルの死に方をする。かわいそすぎる。制作陣は人間ではない。

  　

  　而且主角莲斗在途中被怪人阻挡，等他十分钟后抵达现场时，她已经惨遭杀害。诸行无常。

  　しかも主人公の蓮斗は道中怪人にゆく手を阻まれ、彼女が無残に殺されてから十分後に現場へ到着する。諸行無常。

  　不知道杀害妹妹的犯人是谁，无法拯救妹妹的绝望感，让主角的精神不断耗损。

  　妹を殺した犯人は分からず、助けられなかった絶望感で精神が摩耗してしまう。

  　

  　结果，主角把偶然在场，对妹妹见死不救的神秘少女与妹妹的身影重叠，认定她就是妹妹，与『邪恶组织和所有能力者女主角』为敌，上演逃亡戏码。这就是隐藏女主角路线。

  　その結果、偶然その場に居合わせ、妹を見殺しにした謎の少女に妹の面影を重ね、彼女を妹だと思い込みながら『悪の組織やヒロインたち能力者全員』を敵に回して逃亡劇を繰り広げるのが、隠しヒロインルートだ。

  　

  　

  　不管怎么说，隐藏女主角路线的难度，比原本就鬼畜到极点的女主角路线还要高。明明不攻略所有女主角就无法解放，隐藏女主角路线的难度却比原本的难度还要高。什么嘛，别输啊，莲斗同学。开什么玩笑。

  　何といってもこの隠しヒロインルート、ただでさえクソ鬼畜難易度のヒロインルートを、全ヒロイン分攻略しなければ解放されないにもかかわらず、当の隠しヒロインルートがそれ以上の難易度ルナティックモードと化しているらしい。なにがまけるな蓮斗くんだふざけやがって。

  　

  　而且发售才一个星期，攻略讨论区也只有上述的片段情报。真的有强者能通关吗……

  　そして販売開始からまだ一週間という事もあって、攻略掲示板ですら上述した断片的な情報しか出回ってないのだ。クリアできた猛者なんているのかしら……。

  　

  　顺带一提，我只攻略了菲莉斯路线。因为看过剧透和解说，大致掌握了四个女主角的路线内容，不过实际玩起来太难了，精神会崩溃～＾

  　ちなみに俺はフィリスルートしか攻略できてないです。ネタバレとか解説記事とか見てるから4ヒロインのルート内容は大体把握してるけど、やってみると難しくて精神こわれる～＾。

  　

  　

  　哎呀，离题了。总之，今天我专心收集情报。

  　おっと、話が逸れた。ともかく、今日は情報収集だけに専念した。

  　我的角色是主角的好友田宫浩太，也就是轻浮的男性友人。

  　俺のキャラは主人公の親友である田宮浩太だ。いわゆるお調子者な男友達ポジションだな。

  　

  　这个角色并不难，等有空闲时……就去找同班的那家伙吧。虽说是不可抗力，但毕竟把他卷进来了，得帮他做点什么才行。

  　そこまで難しい役柄ではないし、余裕が出来たら……同級生のアイツを探そう。不可抗力とはいえ、巻き込んじまったわけだし、何か助けになってやらねぇと。

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　…………

  　…………

  　

  　………………

  　………………

  　

  　

  　今天的总结：没什么特别的事。

  　今日のまとめ：特になし

  　

  　

  　今明两天是假日，我这个只会在学校遇到的朋友角色没什么事好做。

  　今日明日は休日なので、学校でのみ出会う友人キャラな俺にこれといった仕事はない。

  　硬要说的话，就是得记住小春在这两天会死。

  　強いて言えば、この二日間で小春が死亡するってことは覚えておかないとな。

  　

  　死因会随路线而有所不同，但共通点都是莲斗在最后一刻才赶到。而支持心灵受创的莲斗的女孩子，就是该路线的女主角。

  　ルートによって死因は異なるが、どれも共通して蓮斗がギリギリで間に合わない。そして心が砕けた蓮斗を支える女の子こそ、そのルートのヒロインとなる。

  　

  　就昨天所见，这个世界应该是菲莉斯路线吧。毕竟她的好感度最高，而且隔天也约好要一起去购物。

  　昨日見た限りじゃあ、この世界はフィリスルートかしらね。一番好感度が高そうだったし、次の日にショッピングの約束もしていた。

  　不过最良选择系列的特征就是会因为行动而突然切换路线，所以不能大意。

  　まぁ最良の選択シリーズは行動によって急にルートが切り替わるのが特徴なので、油断は禁物だが。

  　

  　

  　——还有最重要的是，这里终究只是以『最良选择～不要认输啊，莲斗同学～』为基础的虚拟空间。

  　──あと一番大事なこととして、ここはあくまで『最良の選択　～まけるな蓮斗くん～』を元にした仮想空間だ。

  　

  　这个虚拟空间目前能运用的企业还很少，每个NPC都具备与人类几乎同等的智能回路。

  　現在でもまだまだ取り扱える企業が少ないこの仮想空間は、NPCひとりひとりに人間とほぼ同等の知能回路が組み込まれている。

  　因此NPC的行动大多与路线无关。由于自由度太高，不太适合让玩家照着顺序进行游戏。

  　それゆえに、ルートとは違う行動に出る場合も多い。自由度が高すぎる分、しっかりとプレイヤーに手順を踏ませるゲームには若干不向きなのだ。

  　

  　而且营运方还是举办死亡游戏的蠢蛋，说不定会有笨蛋企图一口气跑完四位女主角的路线。

  　そして何より、運営がデスゲームを行うようなアホ共だ。もしかしたら4ヒロインのルート全部を一気にやろうと企てる馬鹿がいる可能性もある。

  　

  　……总之，假日结束后就直接去莲斗家吧。

  　……ともかく、休み明けはまず蓮斗の家に直行だ。

  　

  　去鼓励失去小春而伤心欲绝的莲斗，然后被他身旁的女主角以「现在别来」为由赶走——得遵循这种形式美才行。

  　小春を失って悲しみに暮れている蓮斗を励ましにいって、彼の傍にいるヒロインに「今は来るな」と追い出される──という様式美を踏まなければ。

  　

  　毕竟无论哪条路线，小春都确定会死，暂时会照着游戏进行吧。现在就先做好心理准备。

  　どのルートにおいても小春が死ぬのは確定だし、暫くはゲーム通りに事が進むだろ。今はかるーく身構えておこう。

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　…………

  　…………

  　

  　………………

  　………………

  　

  　

  　今天的总结：糟糕糟糕糟糕糟糕。

  　今日のまとめ：やばいやばいやばいやばい

  　

  　

  　他们兄妹俩居然一起上学了。

  　なんか普通に兄妹そろって登校してきたんですけど。

  　

  　……咦！？怎么回事！？

  　……え！？　なにごと！？

  　咦、咦？什么？这到底是怎么回事？（第二次）

  　えっえ、なに？　これは一体なに？(二回目)

  　

  　为什么你还活着？为什么你若无其事地和哥哥边聊天边走进校门？话说回来，为什么莲斗也一脸开朗的表情……？你不是要当家里蹲吗！？

  　なんで生きてんだお前。何普通にお兄ちゃんと会話しながら校門通ってんの？　ていうか蓮斗もなんでそんな晴れやかな顔してんのぉ……？　引きこもるんじゃなかったのぉ！？

  　

  　太奇怪了吧？我确认过日期了，绝对没错！假日应该发生了很糟糕的事件才对啊……！？

  　おかしいでしょ、日にち確認したから間違いないって！　休日中にヤバい事件が起こった筈だよな……！？

  　等等，现在是什么路线？攻略讨论板上也没有小春存活的路线啊？

  　待ってよ、いま何のルートなの？　攻略掲示板でも小春が生き残るルートなんて無かったよ？

  　总觉得事情变得很诡异。再这样下去，我会跟不上这个世界的发展。

  　なんか盛大に狂ってきたぞ。このままじゃこの世界の展開に置いてかれちまう。

  　

  　

  　……还有，不知为何隐藏女主角莉亚也在。她在校舍后方和菲莉斯说话。

  　……あと、何故か隠しヒロインのリアが居ました。校舎裏でフィリスと話してたわ。

  　既然那家伙也在，就更搞不懂小春存活的理由了。」

  　アイツがいるなら尚更小春がご存命の理由が見当付きませんねぇ？　

  　

  　话说回来，照理说要再过一段时间才会出现的『红青怪人兄弟』今天也出现了，真搞不懂这有什么意义。而且他们只会在菲莉斯路线出现耶？莉亚都出现在学校了，为什么那两个怪人会登场？这到底是什么路线……

  　てか、もう少し時間が経過してから現れるはずの『赤青怪人兄弟』が今日出てきたのも意味分からん。しかもあいつらフィリスルートでしか出てこないんだぜ？　リアが学校にまで出現してるのに何であいつら登場してんのこれ何ルートなの……。

  　

  　

  　——等、等一下！？

  　──ちょ、ちょっと待て！？

  　

  　难不成营运方把所有路线都塞进这个世界，搞得像黑暗火锅一样！？可是小春会死应该是所有路线的共通点……啊——不行了。我不想了(放弃思考)。

  　もしかして運営、この世界を全部のルートぶち込んだ闇鍋状態にしてんのか！？　でも小春が死ぬのって全てのルートにおいての共通点のはず……あー、無理。考えるのやーめた(思考放棄)

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　…………

  　…………

  　

  　………………

  　………………

  　

  　

  　今天的总结：我全～～～～都懂了。

  　今日のまとめ：てんっっっさいな俺は全て理解した

  　

  　

  　稍微冷静下来后，我把脑细胞切换到最高档，彻底掌握了现在的状况。

  　少し落ち着いてから脳細胞をトップギアにした結果、今の状況を完全に把握したぜ。

  　小春之所以还活着，原因无他，就是死亡游戏的玩家介入了游戏。恐怕是玩家刚好在怪人出现的地点。

  　今小春が生きているのは、考えるまでも無くデスゲームプレイヤーの介入が原因だ。おそらく先日怪人が暴れている場所に、そのプレイヤーが居合わせたのだろう。

  　

  　而那个玩家的角色十之八九是莉亚。

  　そのプレイヤーのキャラは十中八九リアだ。

  　既然那家伙在场，就代表激光怪人也会出现。而能从激光怪人手中救出小春的，只有设定上偶然在场的莉亚。

  　アイツがいるってことは、つまりレーザーの怪人が出現するという事。そしてレーザーの怪人から小春を救えるのは、偶然その場に遭遇する設定のリアだけだ。

  　

  　剩下的可能性就是莲斗也是玩家，但我试探性地提起手机点数的话题后，他毫无反应，所以应该不是。

  　残りの可能性として蓮斗もプレイヤーの可能性があったが、カマを掛けたりスマホのポイント画面をチラつかせても反応しなかったのでシロだ。

  　

  　而且那个玩家，有很高的概率不是同班的那家伙。

  　そして恐らく高確率で、そのプレイヤーは同級生のアイツではない。

  　那家伙确实是个喜欢工口游戏的绅士，但最近聊天时，我提起最佳选项的话题时，他笑着说「我还没买最新作，连广告都没看过」。而且他似乎完全不知道内容。

  　アイツも確かにエロゲを嗜む紳士ではあったが、最近会話したときに最良の選択肢の話題を振った際は「まだ最新作買ってないしCMすら見てねぇや」と笑っていた。さらには内容も全然知らなかったらしい。

  　

  　不过游戏才刚发售一周，这也没办法。

  　まぁ発売して一週間なので、それは致し方ない。

  　

  　

  　然后，这鬼畜难度的工口游戏，没玩过的那家伙不可能开无双。

  　それで、だ。この鬼畜難易度のエロゲを、未プレイのアイツが無双できるわけがない。

  　

  　从最近女角们的反应来看，应该是莉亚代替莲斗攻略了她们的路线。

  　ここ最近のヒロインたちの様子をみるに、恐らく彼女らのルートを蓮斗の代わりにリアが攻略したんだろ。

  　本来莉亚不会出现的剧情，现在洛伊泽、菲莉斯和阳菜都提到了。这下子肯定没错。

  　本来しない筈のリアの話を、ロイゼやフィリス、陽菜までもがしている始末だ。これは確定で間違いない。

  　

  　话说回来，这人也太强了。明明有强制选择这种碍事的系统，却为了不让莲斗走上其他女角的路线，自己把女角的路线内容都玩完了，真是神乎其技。我光是存7点就费尽千辛万苦了。

  　というか凄すぎる。強制選択とか邪魔なシステムもあるってのに、蓮斗を他のヒロインルートに行かせないために、自分でヒロインのルート内容を消化しちまうなんて、とんでもない離れ業だ。俺なんて7ポイント貯めるだけでも精一杯だってのに。

  　

  　莉亚的玩家大概是超强的职业玩家之类的。打工的报酬不低，如果是短期打工，这种金额请这种人来也不奇怪。

  　多分リアの中身の人は、めちゃくちゃプロの天才ゲーマーか何かだ。バイトの報酬はそれなりに高かったし、短期となればそんな人が応募してもおかしくない額だった。

  　

  　

  　……所以，明天我要去见莉亚，也就是职业玩家。

  　……というわけで、明日はリアことプロゲーマーの人に会いに行こうと思う。

  　最近不知为何经常在学校里看到她，只要找一下应该很快就能找到。

  　最近は何故か学園の敷地内でよく見かけるので、きっと探せばすぐに見つかる筈だ。

  　

  　简单来说，我要去请她帮忙。这么厉害的人应该有空，而且应该会爽快地答应帮忙。

  　簡単に言えば、協力を仰ぎにいく。こんなに凄い人なら余裕があると思うし、きっと快く手を貸してくれるはずだ。

  　我并不是要她帮我，我有事前的预备知识，最坏的情况也能自己想办法。

  　なにも俺を助けて欲しいわけではない。俺には事前に持っていたこのゲームの予備知識があるし、最悪一人でどうにでもなる。

  　

  　我担心的是被我带来的同学。他不但没玩过，连角色的名字和大致上的剧情都不知道。

  　心配なのは、俺が連れてきてしまった同級生だ。あいつは未プレイどころかキャラの名前や大まかなストーリーすら知らない。

  　这么一来，他现在应该正陷入苦战。要是他因此在死亡游戏中败北而死，我死也不会瞑目。

  　そうなると、きっと今も悪戦苦闘している筈。それでデスゲームに敗北して死んでしまったら、俺は死んでも死にきれない。

  　

  　等着吧，我一定会带职业玩家去救你！一起在没有接关记录的情况下破关吧！

  　待ってろよ、絶対プロゲーマーの人を連れて助けに行くからな！　一緒にノーコンテニューでクリアしようぜ！

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  【校舍后的体育仓库有银发少女的气息！去看看吧！（P＋1）】

  【校舎裏の体育倉庫に銀髪少女の気配がする！　行ってみようぜ！（P＋1）】

  　

  【别去！（偷瞄）　要是后悔我可不管哦！（坐立不安）　（P＋1）】

  【行くな！(チラチラ)　後悔してもしらんぞ！(ソワソワ)　（P＋1）】

  　

  　

  　好久没看到这么明显的选项了。

  　このあからさまにフリっぽい選択肢、久しぶりだなぁ。

  　应该是上面吧。反正午休时间快到了，我本来就打算在这时候去找那个人。

  　ま、上だろ。そもそもこれから昼休みになるわけだし、最初からこの時間にあの人を探そうと思ってたんだ。

  　

  　午餐晚点再吃，先去找她吧。虽然校舍后的体育仓库让我有点在意，不过她应该只是在用手机做些什么吧。

  　昼メシは後で食べるとして、さっそく探しに行こう。校舎裏の体育倉庫ってのが少し気になるけど、恐らくスマホで何かしらの操作をしているのだろう。

  　只要告诉她我也是玩家，她一定会让我进去。

  　俺もプレイヤーだって話しかければ、きっと中に入れて貰えるはずだ。

  　

  「……嘿嘿！」

  「……へへっ」

  　

  　呜～！好期待见到她哦！虽然角色是莉亚，但玩家到底是什么样的人呢！

  　くぅ～！　会うのが楽しみだ！　キャラはリアだけど、プレイヤーは一体どんな人なんだろ！

  　

  　哦，看到了。体育仓库不大，而且因为是色情游戏，所以体育仓库的门总是没锁。

  　お、見えてきた。そこまで大きくはなくて、あとエロゲってこともあって常に鍵が開いてる体育倉庫だ。

  　……话说回来，这间体育仓库的设定还真用心。

  　……そういえばあの体育倉庫、少し思入れ深いなぁ。

  　

  　好感度超过一定数值的女主角会追加「恳求」指令，只要达成条件就能在户外做爱，是很有色情游戏风格的优秀系统。

  　好感度が一定以上になったヒロインには『おねだり』というコマンドが追加されて、条件をクリアすれば青姦もできるという、エロゲらしく素晴らしいシステムだ。

  　

  　其中这间体育仓库的条件最松，只需要好感度达标即可。也就是说，追加「恳求」指令后第一个能做爱的地点，就是这间体育仓库。

  　中でもこの体育倉庫は条件が緩く、必要なのは好感度だけだ。つまり『おねだり』コマンドが追加されて一番最初に青姦できるのが、この体育倉庫というわけで。

  　

  　就这层意义来说，这里也是玩家特别喜爱的地点。

  　そういう意味でも、この場所はプレイヤーに特に人気のスポットだ。

  　或许是因为最佳选择是全价，就算只看这间体育仓库，每个女主角也有五种不同的色情事件。就连对鬼畜难度抱怨连连的玩家，也会对这点露出微笑。

  　最良の選択がフルプライスというのもあってか、この体育倉庫だけでも一人のヒロインにつき5シーンも別のエロイベントがある。これには鬼畜難易度に唸っていたプレイヤーもニッコリ。

  　

  　而且，城镇和校园各处都存在着隐藏了五种事件的做爱地点。全价且难度相当高的这款游戏会流行的理由，就是因为色情场景也做得非常彻底……我想这也是原因之一。

  　更にそんなヒロインごとに五つのシーンを秘めた青姦スポットが、街や学園の至る所に存在している。フルプライスで難易度もかなり高いこのゲームが流行る理由は、しっかりとエロも突き詰めているから……という部分もあると思う。

  　

  　

  「……不过，我现在不是主角，所以和我无关。」

  「……まぁ、主人公じゃない今は関係ないけど」

  　

  　这点对成为莉亚这个女主角的那个人也一样。

  　それはリアというヒロインになっているあの人にも言えることだ。

  　这个世界终究是虚拟世界。既看不到色情场景，想看的话就快点破关，去玩正牌的吧！就是这么回事。

  　この世界はあくまで仮想世界。エロシーンを拝むことはできないし、楽しみたいなら早くクリアして本家をやろう！　という話だ。

  　

  「总之先从窗户偷看，确认她在不在里面吧。」

  「とりあえず先に窓から覗いて、中にいるか確認しよう」

  　

  　虽说是体育仓库，但她也可能在附近。为了确认这点，我挺直背脊，把脸凑近位于高处的窗户。

  　体育倉庫と言っても、その付近にいる可能性も考えられる。それを確認するうえで、俺は背伸びをしながら高い位置にある窓に顔を近づけた。

  　

  「职业玩家小姐，你到底在干嘛啊？」

  「プロゲーマーさん、何してんのかなっと」

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「……海夜，时间，不够。我来倒数，快点，出来。」

  「……海夜、時間、ない。カウントするから、早く、だして」

  　

  「呼、呼……！啊啊，去、去了，要去了……！」

  「はぁっ、はぁっ……！　あぁっぐ、ひ、イクっ、出るぅっ……！」

  　

  「3……2……1——零。来，咻、咻咻……」

  「3……2……1───ゼロ。はい、びゅ、びゅうぅーっ……」

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「……？」

  「……？」

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　嗯。

  　ん。

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　呃。

  　えっと。

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「嗯？？？？？？？？？？？？？」

  「ん？？？？？？？？？？？？？？？」

  　

  　

  　

  　

 
  デートしようぜ！

  约会吧!

  　

  　

  　

  「手……粘答答的……」

  「手……ベトベト……」

  　

  　来到虚拟空间后，大约过了一星期，我正在学园的体育仓库附近的水龙头洗手。

  　仮想空間に訪れてから約一週間後の現在、俺は学園の体育倉庫付近にある水道で手を洗っていた。

  　我一边让水龙头流出的冷水冲着手，一边轻轻叹气。虽然没有发生什么讨厌的事，但一想到今后的事，就让我有点忧郁。

  　蛇口から勢いよく出てくる冷水に手を打たれながら、軽く溜め息も吐く。特別嫌な事があったわけではないが、これから先を考えると少し憂鬱だ。

  　

  　

  　为了不让淫纹发动，我开始替海夜处理性欲的那一天起，我决定随时在学园内闲晃，以便随时都能赶过去。

  　淫紋を発動させないために海夜の性処理を始めることになった日から、いつでも駆けつけられるよう常に学園内をほっつき歩く事に決めた。

  　反正我已经得到许可，而且幸好露惠学园几乎化为学园都市，所以不会特别闲。这里有书店，也有电玩游乐场，白天待在这里本身并不痛苦……但是——

  　許可も取ってあるし、幸い露恵学園はほぼ学園都市と化しているから別段暇はしない。本屋もあればゲーセンもあるし、日中ここに留まること自体が苦になっているわけではない……のだけども。

  　

  　令人困扰的是，海夜的性欲太旺盛了。虽然考虑到他是色情游戏的主角，我已经做好觉悟，但没想到他一天会要求我四次以上。虽然有一部分是因为淫纹导致性欲增强，但照这样下去，我有点吃不消。

  　困ったことに、海夜の性欲が旺盛すぎる。エロゲの主人公という部分も加味して覚悟はしていたものの、まさか一日に四回以上求められるとは思わなかった。淫紋による性欲増幅の分もあるのだろうが、この調子では少々骨が折れる。

  　

  　一开始，我曾想过『那家伙自己自慰处理不就好了？』，但看他的样子，大概没办法。

  　最初こそ『アイツが自慰で勝手に処理してればいんじゃね？』とも考えていたのだが、あの調子じゃ多分駄目だ。

  　

  　海夜『想发泄性欲』的心情，和淫纹造成的『性欲发泄』恐怕是两回事。现在让他烦恼的是后者，而且他似乎本能地渴求女孩子的身体。从他过度对我撒娇的样子就能看出来。

  　恐らく海夜の『性欲をスッキリさせたい』気持ちと淫紋による『性欲発散』は別。今彼を悩ませているのは後者で、しかもそれは本能的に女の子の体を求めている節がある。俺に対して過度に甘えるあの姿を見れば丸わかりだ。

  　

  　也就是说，他必须同时和女孩子进行性接触和发泄性欲，否则无法抑制淫纹。这样一来，自己一个人发泄的自慰就变得毫无意义。而海夜现在能进行性接触的对象只有我……

  　つまり女の子との性的な接触と性欲の発散、これを同時にしなければ淫紋を抑えられない。そうなると自分一人で発散する自慰では無意味ということになってしまう。そして海夜が現在性的な接触ができる相手は俺だけ……。

  　

  　

  　话虽如此……

  　とは、いっても。

  　

  「海夜也……很辛苦吧。」

  「海夜も、大変……かも」

  　

  　他也不是没神经的人，我知道他对我的罪恶感很深。

  　さすがに無神経ではないので、あいつが俺に対してかなりの罪悪感を持っていることは分かる。

  　

  　虽然自己这么说有点……但这是事实，所以就让我来说吧。拜托帮助家人的恩人处理好几次性欲，比想象中还要羞耻和懊悔。如果我站在同样的立场，恐怕无法忍受。

  　自分で言うのもなんだが……まぁ事実なので言わせてもらうと、家族を助けてくれた恩人に対して何度も性欲処理を頼むのは、俺の想像以上にとても恥ずかしいし悔しいのだと思う。俺が同じ立場なら恐らく耐えられない。

  　

  　即使如此，他还是忍着羞耻拜托我，完全是因为他知道淫纹的可怕。正因为那家伙发情到持续侵犯娇小的女孩八小时以上，所以比任何人都害怕淫纹的失控状态。

  　それでも恥を忍んで俺に頼み込んできているのは、ひとえに淫紋の恐ろしさを知っているからだ。8時間以上も体の小さな女の子を犯し続けるほど発情したアイツだからこそ、誰よりも淫紋の暴走状態を恐れている。

  　

  　他不想再犯下同样的错误——正因为有这样的意志，他才会忍受着羞耻到想死的心情，来拜托我处理他的性欲。

  　もう過ちは犯したくない──そんな意志があるからこそ、死にそうなくらいの恥ずかしさを我慢して、俺に性欲処理を頼みに来ているわけだ。

  　

  　

  　在行为中向我撒娇，一定也只是因为淫纹的些微作用，让他自然而然地那么做的吧。

  　行為中に甘えてくるのも、きっと淫紋の僅かな作用で自然とそうなってしまっているだけなのだろう。

  　

  　

  「……嗯，我得想点办法。」

  「……うん、俺が、なんとかしないと」

  　

  　正因为理解他的心情，我必须帮助他。

  　あいつの気持ちが理解できる俺だからこそ、力になってあげないと。

  　我们都是哥哥，除了色色的事之外，我什么都会帮他。

  　同じお兄ちゃん仲間だし、えっち以外なら何でも手伝うぜ。

  　

  　……不、不过，胸部和大腿之类的，他摸得有点太过了吧？再稍微努力抵抗一下淫纹吧？还有，不要动不动就说什么『莉娅柔软的小手……』！

  　……ま、まぁ、流石に胸とか太ももとか、少し触りすぎだけどな？　もうちょっと頑張って淫紋に抵抗しような？　あと『リアの柔らかくて小さい手が……』とかいちいち喋るのはやめろォ！

  　

  　

  　

  「喂、喂！」

  「な、なぁアンタ！」

  　

  　

  　我洗完手关上水龙头后，身后传来男性的声音。

  　手を洗い終えて蛇口を締めると、後ろから男性の声が聞こえてきた。

  　

  「……？」

  「……？」

  　

  　周围没有其他人影，所以被搭话的恐怕是我。

  　周辺に俺以外の人影は見受けられないので、声を掛けられたのはおそらく俺だ。

  　我回头一看，发现了一个意外的人物。

  　何事かと思って振り返ってみると、そこには意外な人物がいた。

  　

  　——田宫浩太。是我来到这个世界后，第一个发现的主要角色。

  　──田宮浩太。俺がこの世界に来て、一番最初に発見したメインキャラだ。

  　

  　我记得他的设定好像是海夜的旧友。结果自从第一天看到他之后，我就再也没和他说过话，所以不太清楚详情。

  　確か海夜と昔からの友達だとか、そういう設定だった気がする。結局初日に見かけて以来、話したこともなかったから詳しくは分からないけど。

  　

  　有什么事吗？我正想开口问他，他却先我一步开口了。

  　何の用？　そう聞こうとして口を開けると、先に彼が声を発した。

  　

  「你是玩家吧！？莉娅应该是在逃亡路线的，我却在学园里看到她，这种事连论坛上都没听说过……！」

  「あんたプレイヤーだろ！？　逃避行ルートのはずのリアが学園内に出没するなんて話、掲示板でも聞いたことないし……！」

  　

  　

  「咦？」

  「えっ」

  　

  　这家伙刚刚说了玩家吗？

  　こいつ今、プレイヤーって言ったのか？

  　他还知道莉娅这个名字，还说什么路线……等等，难道这个人就是人妖说的协力者？

  　リアって名前も知ってるし、ルートがどうとか……待て、もしかしてこの人、オカマが言っていた協力者か？

  　

  　

  　——不，有点奇怪。

  　──いや、ちょっとおかしい。

  　如果人妖说的是真的，对方应该会说出『刚』这个暗号。既然他没有这么说……那他大概就是别的玩家了。

  　オカマの話通りなら相手から『剛』って合言葉を言ってくるはずだ。それを言ってこないってことは……多分、別のプレイヤーだ。

  　

  「……你也是玩家？」

  「……あなたも、プレイヤー？」

  　

  「是、是啊！我真正的名字叫吴原——」

  「そ、そうだ！　本当の名前は呉原っていうんだけど──」

  　

  　

  　

  「啊？」

  「は？」

  　

  　

  　吴原？他刚刚说了吴原吗？

  　呉原？　いま呉原って言ったのか？

  　呃，那个，难道说……

  　えっと、あの、もしかして……なんだけど。

  　

  「你是地东高中二年A班的吴原？」

  「地東高校、二年A組の呉原？」

  　

  「……咦？你、你知道我吗！？」

  「……え？　お、俺の事知ってるのか！？」

  　

  　等一下，有这么巧的事吗？

  　ちょっと待てや。こんな偶然ってあるのか。　

  　

  「你是剑道社的，男生们……都叫你工口游戏博士？」

  「剣道部所属で、男子からは……エロゲ博士って、呼ばれてる？」

  　

  「咦……你、你怎么知道？」

  「へっ……ど、どうしてそれを」

  　

  「你邀请朋友去打高薪的工？」

  「友達を、高額バイトに誘った？」

  　

  　我一说出这句话，自称玩家的田宫就露出恍然大悟的表情。

  　俺がその言葉を口にした瞬間、自分がプレイヤーだと名乗った田宮は、ハッとしたような表情に変わった。

  　他那判若两人的态度，让我心中的疑问变成了确信。

  　その変わりようが、俺の中の疑問を確信にさせた。

  　

  　哇，这下肯定不会错了。

  　うわぁ、間違いねぇぞ、これ。

  　

  　

  「你该不会是……美、美咲吧！？」

  「もしかしてお前……み、美咲か！？」

  　

  　

  　田宫用超大音量喊出了我在现实世界中的名字。这下子肯定不会错了。

  　クソデカい声で、俺の現実世界での名字を叫んだ田宮。こりゃもう間違いない。

  　会用女性的名字来称呼我的朋友，就只有一个人。

  　俺のことを名前で呼ばず、女性の名前っぽい名字で呼んでくる友達は一人しか知らねぇ。

  　

  　那家伙就是一周前约我去打工，把我带到死亡游戏会场的蠢蛋。我总是在想，如果在这个世界遇到他，一定要给他点颜色瞧瞧。

  　そいつは一週間くらい前に俺をバイトに誘って、デスゲーム会場に案内しやがったアホ野郎だ。この世界でもし会ったら、その時はどうしてやろうかっていつも考えてた。

  　

  　没想到……他竟然主动来找我了！？

  　それがまさか……自分から会いにきやがるなんてなぁ！？

  　

  「……吴原。」

  「……呉原」

  　

  「你真的是美咲吗！？话说回来，你刚才那是什么意思！竟然对莲斗说那种——」

  「マジで美咲なのか！？　てか、さっきのどういうことなんだ！　お前、蓮斗にあんな──」

  　

  　

  「你给我站在那里别动。」

  「そこから、一歩も動かないでね」

  　

  　

  「咦？」

  「へっ？」

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　…………

  　…………

  　

  　………………

  　………………

  　

  　

  「对、对不起。」

  「でゅ、でゅびばぜんでじだ」

  　

  「……哼。」

  「……ふんっ」

  　

  　几分钟后，我坐在长椅上，田宫则站在旁边，两边的脸颊都红肿了起来。不用说，当然是我气得一巴掌打下去。而且是用尽全力。

  　数分後、ベンチに座る不機嫌な俺の隣には、両頬が真っ赤に腫れた田宮がいた。言わずもがな、怒りに身を任せて俺がぶっ叩いた。そりゃもう、めちゃくちゃ力を込めましたわ。

  　

  　这家伙竟然敢出现在我面前。因为觉得必须跟他把话说清楚，所以我多少有手下留情，不过他难道没想过我会对他动手动脚吗？视情况而定，我可能会对他做出更可怕的事哦！

  　てかこいつ、よく俺の前に姿を現せたな。話は聞かなきゃ駄目だと思ったから多少は手加減したけど、俺にひどいことされるって考えてなかったのか？　場合によってはマジでもっと怖いことしてたぞ！

  　

  　这家伙明明是故意把我拖进死亡游戏的，现在竟然成为玩家来找我，到底在想什么啊……

  　わざわざ俺をデスゲームに引きずり込んだくせに、プレイヤーになって会いに来るなんて何考えてんだこいつ……。

  　

  「你、你生气了……对吧？」

  「お、怒ってる……よな」

  　

  「嗯。」

  「うん」

  　

  「我想也是……呜呜，那个，真的很抱歉。我该怎么向你道歉才好……」

  「だよな。……うぅ、その、マジでごめん。何て謝ったらいいか……」

  　

  　田宫说完后，低下了头。

  　そう言って田宮が俯いた。

  　

  　

  　……明明是他把我拖进游戏的，为什么这么沮丧啊？

  　……自分で連れて来たくせに、何でそんなに落ち込んでんだ。

  　话说回来，为什么连这家伙也参加了游戏？

  　ていうかそもそも、何でこいつまでゲームに参加している？

  　我猜他大概跟主办单位说好，只要让我参加游戏，就能拿到一笔钱……难道他被主办单位背叛了吗？

  　大方俺をゲームに参加させることで金を貰う約束でもしてたんだろうけど……もしかして運営に裏切られたのかな。

  　

  　我转头盯着田宫，于是他开始喃喃自语。

  　俺が横を向いてジッと見つめていると、田宮がぼそぼそと喋り始めた。

  　

  「果然，前辈的传闻……都是不好的传闻。竟然连你都被卷进来，真是……」

  「やっぱりさ、悪い噂があるような先輩の話なんか……真に受けちゃ駄目だよな。お前まで巻き込んじゃって、ほんと……」

  　

  「等、等一下。」

  「ちょ、ちょっと待って」

  　

  　我打断了自顾自地说个不停的田宫。总觉得他的话有点奇怪，好像哪里不太对劲。

  　なにやら一人で話しを進めてる田宮を遮った。ちょっと話の様子がおかしいというか、何か違和感がある。

  　

  「怎么了？」

  「どうした？」

  　

  「呃……你明明知道这是死亡游戏，还故意找我参加的吧？」

  「えっと……デスゲームだって知ってて、誘ったんでしょ？」

  　

  　我歪着头这么问，于是田宫慌张地挥舞着双手回答：

  　首をかしげながらそう言うと、田宮が両手を前に振りながら慌てて返事をした。

  　

  「不、不是啦！前辈说有个好赚的打工，所以我就介绍给缺钱的你——」

  「ち、ちげーって！　先輩に割のいいバイトあるからって紹介されて、だから金が足りないって言ってたお前を──」

  　

  　说到这里，田宫突然语塞。刚才的气势完全消失，他支支吾吾地说：「不，那个……」

  　そこまで言いかけて、田宮は言葉を詰まらせた。先程までの勢いが無くなり「いや、その……」と口ごもってしまっている。

  　

  「……抱歉。这根本是借口。把美咲卷进来是事实……我真是个卑鄙的家伙。」

  「……悪い。これ、言い訳だよな。美咲のこと巻き込んだのは事実だってのに……俺、卑怯者だ」

  　

  　田宫再次低下头。正当我不知该对他说什么而感到狼狈时，他继续说：

  　再び俯いてしまう田宮。掛けていい言葉が分からずに俺が狼狽している間にも、彼は言葉を続けた。

  　

  「来到这个世界时，我一开始真的非常焦急。完全搞不清楚状况！不过……」

  「この世界に来た時、ほんと最初はめちゃくちゃ焦ってさ。もうワケ分かんなくなっちまって！　……でも」

  　

  「……？」

  「……？」

  　

  　田宫突然抬起头，将视线移到我身上。

  　ふと、田宮が顔を上げて俺に視線を移した。

  　

  「发现玩家中也有你时……我总算安心下来，冷静下来了。因为有美咲在，所以我不再孤单……」

  「プレイヤーの中にお前がいるって気づいたら……安心して、落ち着くことができたんだ。美咲がいる、俺は一人じゃない……ってさ」

  　

  「吴原……」

  「呉原……」

  　

  「我、我真的很差劲对吧！明明你也处于相同状况！只有我……只有我……」

  「ほ、ほんと最低だよな！　お前だって同じ状況だったのにさ！　俺だけ……おれ、だけ……っ」

  　

  　田宫——吴原说到一半，开始小声呜咽。表情因懊悔而扭曲，双手不停颤抖。

  　言葉の途中で、田宮──呉原は小さく嗚咽し始めてしまった。悔しそうに表情が歪んで、手がプルプルと震えている。

  　

  　

  　

  　咦、咦？等一下！不要哭啊……！

  　え、えっ、ちょっと待って！　泣かないで……！？

  　

  　这跟我想象的剧情完全不一样啊！听他这么说，他根本也是被骗的啊！

  　なんか俺が考えてたシナリオと全然違うんだが！　話を聞く限りこれ呉原も騙されてただけなのでは！？

  　这么一来，我根本只是在迁怒嘛。这家伙一点错也没有啊。

  　そうなると俺が呉原に八つ当たりしただけじゃん。こいつ何も悪くないじゃん。

  　

  　呜哇，好丢脸，好抱歉……呃，这该怎么道歉才好啊！

  　うっっわ恥ずかし、申し訳ねぇ……いやこれ、どう謝ればいいんだ！？

  　

  「对、对不起，美咲……真的对不起……！」

  「っ、ごめん美咲……っ、ほんとごめん……っ！」

  　

  　这个人哭得好惨啊。我完全把吴原逼到绝境了……！

  　めっちゃ泣いて謝ってんじゃんこの人。完全に呉原を追い詰めちゃったよ俺ぇ……！

  　糟糕糟糕怎么办怎么办。这完全是我的错吧？是我太早下定论，迁怒他的错吧！

  　まずいまずいどうしようこれどうしよう。これ完全に俺が悪いよな？　早とちりして八つ当たりした俺が悪いよなこれぇ！

  　

  　

  【抱紧他，鼓励他……(´；ω；｀ ) （P＋1）】

  【抱きしめて励ましてあげて……(´；ω；｀ ) （P＋1）】

  　

  【少废话，快选上面……（P－1）】

  【いいから早く上を選べ……（P－1）】

  　

  　

  　追根究柢，还不是你们害的！少装了啦混账！

  　元を辿ればテメーらのせいだろうが！？　白々しいぞチクショウこの野郎!!

  　而且这哪是二选一，根本是强制一选吧！少废话，快选上面个屁啊白痴！

  　てかこれ二択どころか強制一択じゃねーか！　いいから上選べじゃねぇんだよバーカ！！

  　

  　……可恶，还以为好久没出现了，结果是这种选项。

  　……くっそ、久しぶりに選択肢出てきたと思ったらこれかよ。

  　不过，无论如何，我都得向吴原道歉才行。

  　いやでも、どのみち呉原には謝らないと駄目だ。　

  　

  「吴、吴原……」

  「く、呉原……」

  　

  　我迅速按下选项，将手机放回口袋，走向坐在身旁的他。

  　サッと選択肢を押したスマホをポケットに戻し、俺は隣に座っている彼に近づいた。

  　我努力挪动屁股，填补两人之间的空隙。

  　お尻をせっせと動かして、二人の間にあった隙間を埋めていく。

  　

  　不久，我们之间的距离近到肩膀几乎相贴。当然，吴原也很困惑。

  　程なくして、俺たちは肩が密着するほどの距離になった。当然、呉原も困惑している。

  　我不认为这样就能得到他的原谅，但不先抱紧他的话，事情就无法开始。

  　こんなことで許してもらえるとは思えないが、とにかく抱きしめないと始まらない。

  　

  　我轻轻将手放在吴原的肩上，在他转头的瞬间，我将哭泣的同学的头抱进自己胸口。

  　呉原の肩にそっと手を置き、彼がこちらを振り向いた瞬間、俺は泣いている同級生の頭を抱きしめて胸の間に埋めた。

  　

  「美咲……？」

  「みさ、き……？」

  　

  「吴原，你没有错。」

  「呉原は、何も悪くない」

  　

  　我温柔地说，抚摸他的头。从对方的角度来看，感觉就像被同性朋友抱住一样，恐怕相当恶心。这点真的很抱歉。

  　優しく言いながら、頭を撫でる。相手からすれば同級生の男友達に抱きしめられている感覚なので、おそらく相当気持ち悪いと思う。そこはマジで申し訳ない。

  　我之后会去揍扁想出死亡游戏的白痴们，所以请你原谅我……

  　デスゲーム考えたバカ共は後でぶちのめすから、どうかゆるして……。

  　

  「全都是主办人的错，你完全不需要在意。」

  「主催者が、全部わるい。呉原が気に病む必要、ぜんぜん無いから」

  　

  　真的全都是那些家伙的错！啊，不，打你是我不好！不过我会把举办死亡游戏的家伙全部杀光！

  　ほんと全部あいつらが悪いから！　ぁ、いや、叩いたのは俺が悪いけど！　でもデスゲーム開催した奴らは全員ぶっ殺すから！

  　

  　

  　我抱着这种心情拼命鼓励他，从我怀里解放的吴原轻笑出声。

  　そんな気持ちで必死に励ましていると、俺の腕から解放された呉原が軽く笑った。

  　

  「……哈哈，没想到我竟然会有被同性朋友抱住的一天……真令人作呕。」

  「……ははっ。男友達に抱かれる日が来るなんてな……虫唾が走るわ」

  　

  「骗人，吴原，你在偷笑。」

  「うそ。呉原、ニヤニヤしてる」

  　

  「你只有身体是色情游戏的女主角，被你抱住当然会这样！我会喜欢上你，所以别碰我！」

  「お前体だけはエロゲのヒロインなんだからそれに抱きつかれたらそうなるわ！　好きになっちゃうから触るのやめろォ！」

  　

  　他似乎已经冷静到能笑着回应我的吐槽了。

  　俺の指摘を笑って冗談まじりで返せるくらいには、気持ちも落ち着いたみたいだ。

  　……呼，我稍微放心了。

  　……はぁ、ちょっと安心した。

  　

  「那个，用力打你……对不起。」

  「その、強く叩いて……ごめん」

  　

  「哇，别摸我的脸！我没事啦！」

  「わっ、ほっぺ撫でなくていい！　だいじょぶだって！」

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  　一天后，我目前的所在位置是城镇中的喷水池广场的长椅。

  　一日後。現在の居場所は、街の中にある噴水広場のベンチだ。

  　

  　

  　冷静下来后，我将详情告诉吴原——不，田宫。

  　落ち着いたあのあと、俺の話を詳しく呉原──いや、田宮に聞かせた。

  　包含减少剩余次数的条件、任务，还有淫纹的事。

  　残機が減る条件のこと、ミッションのこと、それから淫紋のことも。

  　

  　现在线路是连接的，所以不能说出人妖和协助者的事，但除此之外能共享的情报全都告诉他，也交换了手机号码。

  　今は回線が繋がっているので、流石にオカマや協力者のことは話せなかったが、それ以外の共有できる情報はすべて開示して、スマホの番号も交換しておいた。

  　

  　虽然有点在意营运方的事，但只是攻略游戏的玩家之间稍微交流的话，应该没有问题。不如说，感觉他们反而会说『协助也很有趣』。

  　運営側のことは少し気がかりだが、ゲーム攻略中のプレイヤー同士が軽い交流をする程度なら、何も問題は無いだろう。寧ろ『協力するのも面白い』とか言いそうな連中だ。

  　

  　因此，和田宫商量的结果，决定了某种程度的方针。

  　というわけで田宮と相談をした結果、ある程度の方針が決まった。

  　

  　

  　首先，我们的通关条件是累积点数，所以不需要攻略这个游戏的剧情本身。

  　まず、俺たちのクリア条件はポイントを貯めることなので、このゲームのシナリオ自体を攻略する必要は無い。

  　也就是说，为了获得大量点数，『成为海夜的女主角』这个目标不变，但不能像之前一样随波逐流，最好采取对自己有利的行动。

  　つまり大量ポイントゲットの為に『海夜のヒロインになる』ことは変わらないが、今までのように状況に流されず、自分の都合が良くなるように行動した方がいい、というわけだ。

  　

  　不过，根据田宫的说法，这样下去的话，藤堂文香和高月洛伊泽尔这两个人的事件都有可能触发。

  　しかし田宮の話によれば、このままだと藤堂文香と高月ロイゼール、その二人のイベントがどちらとも発生する可能性があるらしい。

  　

  　这两个人的事件比菲莉斯和阳菜的事件难上数倍，而且因为是『其他女主角的事件』，所以就算成功攻略，也没有『莉亚接近海夜女主角』的要素，对于目标是成为女主角的我来说，只是在绕远路。

  　その二人のイベントはフィリスや陽菜の数倍攻略が難しいらしく、そもそも『他ヒロインのイベント』なので攻略できたとしても『リアが海夜のヒロインに近づく』要素が無いので、ヒロインを目指すプレイヤーの俺からすればただの遠回りだ。

  　

  　

  　也就是说？

  　つまり？

  　

  　

  　要采取更像女主角的行动，赶紧通关。

  　もっとヒロインっぽい行動をして、さっさとクリアしようぜって話だ。

  　

  　

  　据田宫所说，莉亚目前的状态与原作相差甚远，所以很难按照剧情成为海夜的女主角。

  　田宮によれば今のリアは原作とかけ離れた状態にあるとのことなので、シナリオに沿って海夜のヒロインになるのは難しい。

  　

  　那么，只能自己创造『海夜攻略莉亚的事件』了。

  　なら自分から『海夜がリアを攻略するイベント』を作るしかない。

  　

  　

  　因此，今天要和海夜约会。

  　というわけで、本日は海夜とデートをします。

  　

  　

  　如果光是这样就攻略成功的话，会很不自然，所以这次的事件是海夜为了提升对我的好感度。

  　これだけで攻略されたら不自然なので、今回は海夜が俺からの好感度を上げるためのイベントとして。

  　我从高月那里收下衣服并换上，做好万全准备。这代表我虽然看起来面无表情，但也有在意打扮的女孩子的一面哦～，这是在强调女主角属性。

  　高月から洋服貰って着替えて来たし、準備万端だ。これは無感情に見えるけどおしゃれを気にする女の子っぽい部分もあるんだぞ～、っていうヒロインアピールな。

  　

  　来吧，放马过来，海夜！我光是被你告白就会沦陷哦哦哦！

  　さぁ、かかってこい海夜！　俺は告白されただけで堕ちるぞォォ！

  　

  　

  「啊！菲莉斯，她在那边！喂——！莉亚姐——！」

  「あっ！　フィリスちゃん、あそこにいるよ！　おーい！　リアねえー！」

  　

  「……？」

  「……？」

  　

  　我坐在长椅上，不经意地抬起头后，见到两名少女从远方边挥手边跑向这里。

  　ベンチに座ったままふと顔を上げると、遠くから手を振りながらこちらに走ってくる二人の少女の姿が見えた。

  　

  　其中一人是阳菜，另一人是菲莉斯。菲莉斯的水蓝色头发即使从远处看也很显眼，而会称呼我为『莉亚姐』的姐姐就只有阳菜，所以我不可能认错。

  　一人は陽菜、もう一人はフィリスだ。フィリスは遠目から見てもあの水色の髪ですぐ分るし、もう一人のお姉ちゃんってことで俺の事を『リア姉』と呼んでくれるのは陽菜だけだから分からない筈がない。

  　

  　

  　……我应该只找了海夜而已啊。

  　……俺が呼んだの、海夜だけだった筈なんだけどな。

  　仔细一看，海夜也在两人后方，她大概是央求着说『我也要去！』吧。

  　よく見れば二人の後ろに海夜がいるし、大方『私も行く!』とねだられたのだろう。

  　

  　从阳菜的角度来看，我是另一位姐姐，从菲莉斯的角度来看，我是从怪人手中救了她的恩人，所以她们跟来也无可厚非。

  　陽菜から見て俺はもう一人のお姉ちゃんになって、フィリスから見ても一応怪人から助けてくれた恩人ということになっているので、付いてきても仕方がない。

  　

  　毕竟我与菲莉斯的约定因为阳菜的事而不了了之，也还没与阳菜好好地玩过。从时机上来看，她们会跟来海夜身边可说是理所当然。

  　なにせフィリスとの約束は陽菜の件で有耶無耶になっちゃったし、陽菜とはまだまともに遊んだこともない。タイミングを考えれば、海夜に引っ付いてくるのは当然といえる。

  　

  　

  　不过！我绝不会因此而感到焦急！

  　しかーし！　決してここで焦ったりはしないぜ！

  　

  　毕竟我今天进入了『面无表情女主角模式』！无论发生什么事都不会动摇，与平时相比也别有一番风味！

  　なぜなら今日の俺は『無表情ヒロインモード』に入ってるからな！　何事にも動じないし、いつもとは一味もふた味も違うぞ！

  　

  　

  「莉亚姐——！」

  「リアねえー！」

  　

  　我缓缓地从长椅上站起，跑过来的阳菜顺势抱住了我。

  　俺がゆっくりとベンチから立ち上がると、走ってきた陽菜がそのままの勢いで俺に抱きついてきた。

  　我稳稳地接住她，并抚摸追上来的菲莉斯的头。

  　それをしっかりと受け止めつつ、追いついたフィリスの頭も撫でてあげる。

  　

  　菲莉斯则像被抚摸的猫一样，舒服地眯起眼睛。

  　するとフィリスは撫でられた猫のように、気持ちよさそうに目を細めた。

  　呵呵，因为我常抚摸弟弟的头，所以深知如何让人感到舒服。话说回来，你已经没有面无表情时的影子了呢……

  　ふふん、気持ちいい頭の撫で方なら弟にしていたから熟知しているぜ。ていうかキミ、もう無表情だった頃の面影ないね……。

  　

  「莉亚，今天一定要一起玩，塔皮欧卡……！」

  「リア、今日こそ一緒に、たぴおか……！」

  　

  「我、我也要！莉亚姐，今天一起玩个痛快吧！」

  「あ、あたしも！　リアねえ、今日はいっぱい遊ぼうね！」

  　

  「……嗯。」

  「……うん」

  　

  　我打算做出善意的回应，但还是不由自主地变成了毫无感情的语调。嗯，一如往常呢！

  　好意的に返事をしたつもりだったが、相変わらず強制的に棒読みセリフになった。うん、いつも通りだな！

  　好了，目标人物也迟了一些地抵达了。好——我要彻底面无表情。

  　さてさて、目的の人物も遅れて目の前に到着したわけですが。よーし、無表情全開で行くぜ。

  　

  　来吧，海夜！今天一整天，你就试着让我露出表情吧！我会手下留情的！

  　さぁ、海夜！　今日一日で俺の表情、動かしてみやがれ！　手加減はしてやるぞ！

  　

  「早、早安，莉亚。没想到你先出门了。」

  「お、おはよう、リア。まさか先に家を出てたなんてな」

  　

  「……约会，就是要约好碰面……才对。」

  「……デートは、待ち合わせをするもの。……ちがうの」

  　

  「约……！？啊，不，我、我想应该没错！」

  「デッ……！？　あ、いや、ちっ、違わないと思うぞ！」

  　

  　他一如预期地慌张地回应了。这才是主角。

  　テンプレ通り焦りながら返事してくれたな。それでこそ主人公だ。

  　

  　我在心中满意地点头，阳菜用手肘戳了戳海夜的侧腹。「好痛！？」海夜困惑地喊道，阳菜和菲莉斯都对他投以严厉的视线。

  　そう俺が心の中でウンウンと頷いていると、陽菜が肘で海夜の横腹をつついた。「いてっ！？」と困惑している海夜に対して、陽菜もフィリスも厳しい視線を送っている。

  　

  　哦哦，就是这样。难得穿了这么好看的衣服，你应该说点什么吧，少年。

  　おうおう、そうだぞ。せっかくいい服着てきたんだから、何か言うことあるだろ少年。

  　

  「呃，今天天气真好！」

  「えぇっと、今日はいい天気だな！」

  　

  「……笨蛋前辈。」

  「……バカ先輩」

  　

  「好痛！」

  「いてぇっ！」

  　

  　阳菜又戳了我的侧腹。

  　まーた陽菜に脇腹小突かれてる。

  　我也知道今天天气很好。现在不是在说天气的话题。

  　晴れてるのは俺も知っとるわ。いまは天気の話じゃねーだろ。

  　

  「这、这套衣服是怎么回事？」

  「そ、その服どうしたんだ？」

  　

  「……笨蛋莲斗。」

  「……バカ蓮斗」

  　

  「好痛！喂，怎么连菲莉斯都这样！」

  「あだっ！　ちょ、フィリスまで！」

  　

  　不对，重点不是那里！因为今天不是平常的打扮，你应该先称赞她！

  　違うそこじゃねーよ！　いつもの格好じゃないんだから、まず褒めろって！

  　你这个主角，玩恋爱ADV也太逊了吧！？如果今天不是我，我可是会很傻眼的！

  　主人公のくせに恋愛ADV下手くそかお前！？　俺じゃなかったら呆れてんぞオラァ！

  　

  　

  「那个，这套衣服很适合你！」

  「あの、似合ってるな！　その服！」

  　

  「……是吗？」

  「……そう」

  　

  「呃，那个……」

  「え、えっと……」

  　

  　对方可是面无表情的女主角，不会对你陪笑哦。

  　相手は愛想笑いなんかしない無表情系ヒロインだぞ。

  　想攻略她的话，要更懂得临机应变，加油加油加油♡

  　攻略したきゃもっとアドリブを利かせて頑張れがんばれ♡

  　

  「比平常的衣服……好看多了！」

  「いつもの服より……断然いい！」

  　

  「……嗯。」

  「……うん」

  　

  「还、还有！……呃，该怎么说呢……」

  「あ、あと！　……えっと、なんていうか」

  　

  　竟然在这时候语塞吗……(困惑)　唉，如果我面对的是这么没反应的女生，说不定也会变成这样。突然要他护送女生，对他来说太难了。

  　そこで言葉を詰まらせてしまうのか……(困惑)　まぁ、俺も実際にこんな無反応な女の子相手にしたら、同じことになるかもしれないな。いきなりエスコートさせるのは酷だったか。

  　

  　没办法，只好由我——

  　しょうがない。ここは俺から──

  　

  　

  　

  「……啊，抱歉。这种事果然不适合我。」

  「……あー、わるい。やっぱこういうの、俺のキャラじゃないよな」

  　

  「嗯。」

  「うん」

  　

  　海夜搔了搔后脑勺，露出害羞的微笑。阳菜和菲莉斯都没有对他的行动发表意见。

  　後頭部をかいたあと、海夜が照れくさそうに微笑んできた。その行動に対しては、陽菜もフィリスも口出しをしていない。

  　

  　……哦、哦，说得也是。我是色情游戏的主角，而且对方是面无表情的女主角，不需要用一般的方式对待女性。毕竟这个世界是色情游戏的世界。

  　……ぉ、おう、そうだな。エロゲの主人公だし、そもそも相手が無表情のヒロインなんだから、一般的な女性への接し方なんてしなくてもいいな。なんたってこの世界、エロゲだからな。

  　

  「我总是给你添麻烦，今天就尽量对我耍任性吧。」

  「いつも迷惑かけてばっかりだし、今日は沢山わがまま言ってくれ」

  　

  「……好。」

  「……わかった」

  　

  「啊，还有……」

  「あー、あとさ」

  　

  　海夜正要走出广场，又转头看向我。

  　広場から歩き出そうとした海夜が、もう一度俺の方に振り返った。

  　

  　

  　他的脸上……露出了自然的笑容。

  　その顔は、なんというか……自然な笑顔だった。

  　

  　

  「我不是在说客套话。那套衣服真的很适合你。」

  「お世辞とかじゃなくてさ。本当にその服、似合ってるぞ」

  　

  「……可爱吗？」

  「……かわいい？」

  　

  　我一边说，一边像淑女打招呼一样，轻轻提起裙摆。

  　そう言いながら、淑女の挨拶のように軽くスカートの裾を持ち上げてみた。

  　

  　

  【插画显示】

  【挿絵表示】

  　

  　

  　但是海夜并没有特别慌张。

  　しかし海夜は、大して焦ることもなく。

  　

  「嗯，很可爱。」

  「おう、結構かわいい」

  　

  「……谢谢。」

  「……ありがとう」

  　

  　我刻意不改表情，自然地握住海夜的手。仿佛这是理所当然的事，非常自然。

  　あえて表情を崩さず、自然に海夜の手を握った。まるでそれが当たり前かのように、自然と。

  　海夜一瞬间有点惊讶，但很快就恢复了平静。不愧是主角。

  　それに一瞬驚いた海夜だったが、すぐさま平静を取り戻した。そこは流石、主人公と言ったところか。

  　

  「走吧。」

  「いこうか」

  　

  「……嗯。」

  「……うん」

  　

  　我跟在拉着我的手的海夜身后，离开了喷泉广场。

  　俺の手を引く海夜について行く形で、噴水広場から歩き出した。

  　

  　

  　——这时，从后面走来的两名少女，分别从两侧并排在我们身边。

  　──すると、後ろから来た二人の少女が、俺たち二人を挟む形で横に並んだ。

  　

  　

  「你们两个也太沉浸在两人世界里了吧！莉亚姐也是我的姐姐哦！」

  「ちょっと二人の世界に入りすぎですよ！　リアねえはあたしのお姉ちゃんでもあるんですからね！」

  　

  「莲斗，不可以独占。」

  「蓮斗、独り占めはだめ、だよ」

  　

  「什、什么独占啊。是你们自己要跟来的吧……」

  「な、なんだよ独り占めって。てかお前らが勝手についてきたんじゃ……」

  　

  「……热闹点，好。」

  「……賑やかで、いい」

  　

  　

  　其实我们两个独处刚刚好，不过这也没办法。

  　本当は二人きりの方が丁度よかったんだけどね、こればっかりはしょうがない。

  　

  　好啦，虽然这里是能力战斗的世界，但今天预定是日常篇。我要让他好好约会，提升好感度，所以不想被打扰。

  　さーて、能力バトルの世界とはいえ、今日は日常回の予定だ。たっぷりデートして遊んで好感度上げてもらうんだし、邪魔が入るのは嫌だぞ。

  　

  　希望什么事都不要发生！

  　何事もありませんよーに！

  　

  　

  　

  　

 
  銀髪少女の三点バースト

  银发少女的三点暴击

  　

  　我们四人集合完毕后，便坐电车前往附近的游乐园。现在我们正四个人聚在一起，在园内散步。

  　私たち四人は集合を終えた後、電車に乗って近くの遊園地へと向かった。今は四人で固まって、園内を散策中だ。

  　

  　提议来游乐园的不是别人，正是我。

  　遊園地を提案したのは他でも無い私である。

  　莉娅小时候被邪恶组织绑架，很长一段时间远离了社会，所以对『娱乐』很陌生。因此我选择了游乐园，这里不仅容易玩乐，还能让她体验到许多新鲜事物。

  　幼い頃に悪の組織に拉致され、そこから長い期間社会から遠ざかっていたリアは『娯楽』というものに疎い。ゆえに遊びやすく、彼女にとっては新鮮な体験がたくさん出来るであろう遊園地を選んだのだ。

  　

  　莉娅封闭了感情，失去了表情，但愿今天的经历能让她找回些什么……

  　感情を閉ざし、表情を失ってしまったリアだけど、今日の経験で何かしらを取り戻すことができれば……。

  　

  「啊，前辈！那边有鬼屋！」

  「あっ、先輩！　あっちにお化け屋敷がありますよ！」

  　

  「我记得这里的游乐园的鬼屋，恐怖程度高到可以登上全国排行榜吧？」

  「確かここの遊園地のお化け屋敷って、全国ランキングにも載るくらい恐怖度高いとかなんとか言ってなかったか？」

  　

  　阳菜和莲斗先一步走向鬼屋，我和莉娅跟在他们身后。

  　陽菜と蓮斗が先行してお化け屋敷に向かい、私とリアはその後ろをついて行く。

  　没多久，我们到达鬼屋前，看到一块写着注意事项的看板。

  　程なくしてお化け屋敷前に到着すると、直前で注意書きの看板を見つけた。

  　

  　为了充分体验惊悚感，本鬼屋只限一人或两人入场。黑色的看板上用夸张的红色文字大大地写着这句话。

  　スリルを十分に体験して頂くため、一人、もしくは二人でのご入場となります。黒い看板に派手な赤文字で、大きくそう書かれていた。

  　

  　我们现在有四个人，偶数，所以分组也不会多出来，但问题是对方。

  　私たちは今四人。偶数なのでチーム分けしても余ることはないが、問題は相手だ。

  　

  「莲斗、阳菜，你们过来一下。」

  「蓮斗、陽菜、ちょっとこっち来て」

  　

  　我叫住走在前面的两人，和莉娅拉开一点距离，小声地交谈。

  　先行していた二人を呼び止め、リアから少し離れて小声で会話をする。

  　

  「我想你们应该明白……」

  「分かってると思うけど……」

  　

  「嗯，我知道你想说什么……要猜拳吧？」

  「うん、フィリスちゃんの言いたい事は分かるよ。……じゃんけん、だね？」

  　

  「咦，为什么？」

  「え、何で？」

  　

  「前辈，你太迟钝了。也就是说，猜拳赢的人可以和莉娅姐两个人一起进鬼屋……！」

  「察し悪いですね先輩。つまりじゃんけんで勝った人が、リアねえと二人でお化け屋敷に入るんですよ……！」

  　

  　阳菜把我想说的话总结了出来。这样就简单了。

  　言いたいことは陽菜がまとめてくれた。それなら話が早い。

  　那么，就来——一决胜负吧。

  　では、尋常に──勝負。

  　

  『石头剪子布！』

  『じゃーんけーん、ぽん！』

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　…………

  　…………

  　

  　………………

  　………………

  　

  　

  　胜利女神对我微笑了。耶！

  　勝利の女神は私に微笑んだ。ぶいっ。

  　

  　于是，我们已经进到鬼屋里了。这里的鬼屋没有复杂的机关和迷宫，只要沿着规定的路线慢慢前进就行了，构造很简单。

  　というわけで、既に私たちは屋敷内へと入っている。ここのお化け屋敷は難しい仕掛けや迷路なども無く、決められた道をゆっくり進んでいくだけの簡単な仕様だ。

  　当然，毕竟是全国鬼屋排行榜上的名次，从进入鬼屋到逃脱为止，一路上的恐怖演出相当逼真。

  　もちろん全国のお化け屋敷ランキングに載るだけのことはあるので、脱出までに襲い掛かってくる恐怖演出はなかなかのものだが。

  　

  　不过，我个人完全不觉得可怕。从组织逃出来后，这几年我一直在和能力者和怪人战斗，已经习惯了这种怪异的恐怖。

  　まぁ、私個人的には全くもって怖くない。組織から逃げてから数年間ずっと能力者や怪人と戦ってきたので、こういう怪異のような類の恐怖には慣れてしまったからだ。

  　

  　要说现在我害怕的东西……大概就是失去洛伊泽他们这些朋友，还有莉娅吧。反过来说，除此之外的恐怖事物，都不足为惧。

  　今怖いものといえば……ロイゼたちといった友達や、リアを失うことくらいだ。逆に言えば、それ以外の恐怖を感じるようなモノは恐るるに足らず、である。

  　

  　——不过，出乎意料的是……

  　──しかし、意外なことが。

  　

  「莉娅，你没事吧？」

  「リア、だいじょうぶ？」

  　

  「……不要……松开手。」

  「……手っ……離さ、ないで」

  　

  　莉娅一边握着我的手，一边瑟瑟发抖。她的视线左右飘忽不定，每当有声音响起，肩膀就会抖一下，这副模样非常能激起人的保护欲。

  　私の手を握りながら、リアがプルプルと震えている。視線を右往左往させて、物音がする度に肩をビクつかせるその姿は、なんとも庇護欲を刺激させるものであった。

  　

  『呜啵啊啊啊！！』

  『ウボォアアァ！！』

  　

  「咿、啊、啊哇哇……」

  「ひっ、あっ、あわわ……」

  　

  　莉娅对突然传来的巨大声音产生反应，慌张了起来。她的眼角似乎浮现出泪光，为了快点前进，她用力推着我的后背。

  　突然聞こえてきた大声に反応して慌てふためくリア。なにやら眼尻には涙が浮かんでいて、早くに次に進もうと私の背中をグイグイ押している。

  　

  　她虽然和以前的我一样，无法激烈地表达自己的感情，但相对的，她的动作非常频繁。她闭着眼睛，把我当作盾牌前进——啊啊，原来内心会动摇到这种程度吗？

  　彼女は昔の私同様に激しい感情表現といったことはできないものの、その代わり身振り手振りが忙しい。目を閉じながら私を盾にして進もうとする彼女は──あぁ、ここまで心が揺さぶられてしまうものなのか。

  　

  「雷诺拉，你、你为什么停下来了……」

  「レイノーラっ、な、なんで止まってるの……っ」

  　

  『把头留下……！』

  『首を置いていけェ……ッ!』

  　

  「咿……呜呜，快、快走吧……」

  「ぴっ……うぅ、はや、早くいこ……」

  　

  　啊啊，好可爱。好想保护她，好想用我的手帮助她。为什么这个人会如此蛊惑我的心呢？

  　あぁ、愛らしい。守りたい、私がこの手で助けてあげたい。なんでこんなにも私の心を惑わせるんだこの人は。

  　

  　

  　……不，我明白。莉娅这是在演戏。

  　……いや、分かっている。リアのこれが演技だということは。

  　她被邪恶组织囚禁的时间比我长好几倍，没有理由害怕幽灵这种和怪人差不多的家伙。我没事，她却害怕，这太奇怪了。

  　彼女は私の数倍長い期間悪の組織に囚われていたわけで、お化けなどという怪人紛いの奴らに怯える理由はない。私が平気で、彼女が平気でないのはおかしい。

  　

  　也就是说，这是莉娅给我的机会。

  　つまりこれは、リアが私に与えてくれたチャンスだ。

  　

  　十年前的那时，怪人兄弟出现的时候，我都被莉娅保护了。我什么都做不到，只能任由事态发展。

  　十年数前のあの時も、怪人兄弟が現れた時も、私はリアに守られてしまった。何もすることが出来ず、ただ状況に流された。

  　只能被保护却什么都做不到，那时的悔恨，至今仍盘踞在我的心中。

  　ただ助けられるだけで何もできなかったあの時の悔しさは、今でもずっと心の中に巣くっているのだ。

  　

  　所以现在，莉娅给了我「保护她的机会」。

  　だからこそ今、リアは『自分を守らせるチャンス』をくれている。

  　为了让我有自信。她知道我被她救了之后，每天都会说「我一定会保护你」。

  　私に自信を持たせるために。助けられてから毎日「必ずリアを守るから」と言っていた私の意を汲んで。

  　

  「我知道了。我知道了，莉娅。」

  「わかった。わかったよ、リア」

  　

  「……欸。知、知道什么……」

  「……え。な、なにが……」

  　

  「谢谢。这次，我一定会保护你……！」

  「ありがとう。今度こそ、絶対に私が守る……！」

  　

  　我在右手上生成冰剑，紧紧握住。

  　右手に氷の剣を生成し、しっかりと握り締めた。

  　

  　

  　管你是幽灵还是什么，放马过来吧。我会用这锋利的冰刃，把你大卸八块。

  　オバケだろうがなんだろうが、かかってくるがいい。この鋭い氷結の刃でバッサバッサと切り捨ててくれるわ。

  　放心吧，莉娅。我已经不是以前那个弱小的我了。我一定会用这个能力……保护你！

  　安心してね、リア。もう弱い頃の私じゃない。この能力で必ず……あなたを守ってみせるから！

  　

  「来吧，从哪里都可以！」

  「さぁ、どこからでも来いっ！」

  　

  　

  　

  「……那个，很危险的，把剑收起来吧。」

  「……えと、危ないから、その剣しまって」

  　

  「嗯！对不起！」

  「うん！　ごめんね！」

  　

  　就算没有能力，我也一定会保护你的！！

  　能力なんかなくても必ず守ってみせるからね！！

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　　★　　★　　★　　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  　我和前辈先从鬼屋出来后，菲莉斯和莉娅姐也跟了出来。

  　先輩と先にお化け屋敷を出た後、リアねえを引っ付けた状態でフィリスちゃんが出てきた。

  　虽然有种输了的感觉，但和前辈猜拳赢了，下一个就轮到我了，所以就当是这样吧。

  　なんだかとても負けた気がしたけど、先輩とのじゃんけんを制して次が私の番になったので良しとしよう。

  　

  　现在我正和莉娅姐两个人在休息处的长椅上休息。菲莉斯和前辈去帮我们买饮料了。我很清楚菲莉斯是特意这么做的，所以一边感谢她，一边趁现在补充莉娅姐成分。

  　今は休憩所のベンチで、リアねえと二人っきりで休んでいる。フィリスちゃんと先輩は、私たちの分も含めて飲み物を買いに行った。フィリスちゃんが気を利かせてくれたことなど丸わかりなので、彼女に感謝しつつ今のうちにリアねえ成分を補充しとかねば。

  　

  「莉、莉娅姐……」

  「り、リアねえ……」

  　

  　我一边扭动腰部，一边慢慢靠近坐在旁边的莉娅姐。距离近到肩膀快要碰到了。

  　腰を動かしながらゆっくりと、隣に座っているリアねえに近づいていく。もう少しで肩が触れそうな距離だ。

  　虽说没有血缘关系，但莉娅姐是我的姐姐。轻微的身体接触应该不会被骂……应该！

  　血が繋がっていないとはいえ、リアねえは私のお姉ちゃんだ。軽めのボディタッチ程度なら怒られないはず。……はず！

  　

  「嘿嘿，莉娅姐——」

  「えへへ、リアね──」

  　

  「……阳菜。」

  「……陽菜」

  　

  　我正想握住她放在长椅上的手，莉娅姐却用低沉的声音叫了我的名字。

  　ベンチに置かれていた彼女の手を握ろうとした瞬間、リアねえから低い声が掛けられた。

  　

  　……啊，惹、惹她生气了……？

  　……ぁ、お、怒らせちゃった……？

  　

  　不，可是莉娅姐的声音一直都是这样……等、等等，这次的身体接触可能太突然了。虽说关系亲近也要讲礼仪，但我是不是太急了……！？

  　いやでも、リアねえの声はいつもこんな感じだし……ま、待って、流石に今回のスキンシップはいきなりすぎたかも。親しき仲にも礼儀ありって言うし、急ぎ過ぎたかな……！？

  　

  「阳菜。」

  「陽菜ってば」

  　

  「欸！对、对不起！我搞错了，该怎么说呢……！」

  「ふぇっ！　ご、ごめんね！　これは間違えちゃったっていうか、なんというか……！」

  　

  「……？不，那个……」

  「……？　いや、アレなんだけど……」

  　

  「欸？」

  「えっ？」

  　

  　我慌忙想辩解，莉娅姐却直直地用手指着前方。

  　慌てて言い訳をしようとすると、リアねえが正面に向かって真っすぐ指を指した。

  　我不明白她的意思，总之先顺着她手指的方向看过去。

  　意図が分からず、とりあえずその方向へ視線を動かした。

  　

  　

  　——那里有个升上天空的气球，和一个快要哭出来的年幼男孩。

  　──そこには空へ上昇していく風船と、今にも泣きだしそうな幼い少年がいた。

  　

  「那个孩子……！」

  「あの子……！」

  　

  　恐怕是不小心放开了气球吧。气球已经升到和他在一起的母亲也够不着的位置了。

  　恐らく風船を手放してしまったのだろう。一緒にいる母親でも届かない位置まで風船が上がってしまっている。

  　母亲正在安抚男孩，但他本人却还在蹦蹦跳跳地跳向不可能够到的天空。

  　母親は少年を宥めているが、当の本人は未だにピョンピョンと届くはずのない空へ向かって跳んでいる。

  　

  　一般来说放弃是理所当然的，但幸好我的能力是浮游。既能让物体浮起来，也能让自己飞起来，所以能帮那个男孩拿回气球。

  　普通なら諦めて当然の事だが、幸い私の能力は浮遊。物体を浮かせることもできれば自分を飛ばすこともできるので、私ならあの風船を取り戻すことが出来る。

  　

  「……好，莉娅姐你在这里等着！」

  「……よーし、リアねえはここで待ってて！」

  　

  「嗯。」

  「うん」

  　

  　我立刻冲了出去，发动能力让自己浮起来。这个速度的话，应该能轻松追上气球。

  　すぐさまその場を駆け出し、能力を発動して自分を浮遊させた。この速度なら風船にも余裕で間に合う。

  　

  　我终于追上气球，抓住绑在气球上的绳子。然后慎重地操作能力，一边下降到放开气球的男孩身边。

  　ついに風船の位置まで届き、風船に括り付けられているヒモを手に取った。そして能力を慎重に操作しながら、風船を手放してしまった少年のところまで降下していく。

  　

  「呼。」

  「ふぅ」

  　

  　咚，我双脚着地，拿着气球来到男孩面前。

  　トン、と地面に足をつけ、風船を持って少年の目の前に来た。

  　他身后的母亲露出打从心底惊讶的表情，男孩本人则双眼闪闪发光。

  　後ろにいる母親は心底驚いたような表情だが、少年は目をキラキラ輝かせている。

  　

  　不过一般都会隐瞒能力，所以这里就巧妙地蒙混过去吧。

  　まぁ能力は隠しておくのが普通なので、ここは上手く誤魔化しておこう。

  　

  「来，气球！」

  「はい、風船！」

  　

  「哇！谢谢你，大姐姐！」

  「わぁっ！　ありがとうお姉ちゃん！」

  　

  　男孩夸张地从我手中接过气球，珍惜地握紧气球，用兴致勃勃的眼神凑近我。

  　大袈裟に私から風船を受け取った少年はそれを大事そうに握り締めつつ、興味津々な眼差しで詰め寄ってくる。

  　

  「刚才你噗哈地飞起来！是怎么飞上天的！？好厉害！」

  「さっきのプカーって！　どうやってお空をとんだの！？　すごい！」

  　

  「哼哼，那是大姐姐的特别魔术哦。如果你乖乖的，下次就教你♪」

  「ふふん、あれはお姉さんのスペシャルマジックだよ。きみがいい子にしてたら、今度教えてあげるね♪」

  　

  　我笑着回应，摸了摸男孩的头，他身后的母亲对我低头致谢。

  　笑顔で対応しながら少年の頭を撫でると、後ろにいた母親が頭を下げた。

  　

  「真的非常感谢您……！让、让您做这么危险的事……！」

  「本当にありがとうございます……！　と、とても危険なことをさせてしまって……！」

  　

  「不会不会！我正在为下次的魔术秀做预演，刚才只是顺便而已！从一开始就是安全的机关，所以没问题的！」

  「いえいえ！　今度行うマジックショーの予行練習中でして、さっきのはついでですので！　最初から安全な仕掛けだったので大丈夫ですよ！」

  　

  　我接着又胡扯了几句，硬是让这对母子接受我的说法后，就迅速离开了。

  　そこから有ること無いことを告げて、むりやり親子を納得させてから早々にその場を去った。

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　…………

  　…………

  　

  　……………………

  　………………

  　

  　

  「对、对不起，莉娅姐！让你一个人等我……」

  「ご、ごめんねリアねえ！　一人で待たせちゃって……」

  　

  「没关系，阳菜好棒。啪啪啪。」

  「ううん、陽菜えらい。パチパチ」

  　

  　我快步回到长椅前，莉娅姐正在轻轻拍手。虽然有点害羞，但和她为我做的事相比，这不过是小事一桩。不仅如此，我明明是为了让她开心才带她来这里的，却让她一个人感到无聊，我感到很抱歉。

  　足早にベンチへ戻ると、リアねえが小さく拍手をしていた。少し照れてしまうが、彼女が私にしてくれたことに比べれば些細なことに過ぎない。それどころか、彼女を楽しませるためにここへ連れて来たのに、一人で退屈な思いをさせてしまって申し訳ないくらいだ。

  　

  　莉娅姐是唯一一个拯救了被独自留在世界上，陷入无法抵抗的孤独与绝望中的我的人。

  　世界に一人だけ取り残されて、抗えない孤独と絶望に陥った私を、たった一人で救ってくれたリアねえ。

  　我怎么能让这样的人感到困扰呢。我必须想办法挽回。为此我什么都愿意做，不管什么事我都愿意做。如果是为了最喜欢的莉娅姐，我——

  　そんな人を困らせて、私は何をしているんだ。なんとしてでも挽回しないと。その為なら何だってやれる、どんなことでもする。大好きなリアねえの為なら、私は──

  　

  　

  「阳菜，过来。」

  「陽菜、こっちおいで」

  　

  「咦？」

  「えっ？」

  　

  「来，坐到我旁边。」

  「ほら、隣に座って」

  　

  「……嗯、嗯。」

  「……う、うん」

  　

  　我按照她说的，坐在她旁边……保持了一定的距离。

  　言われるがまま、彼女の隣に腰を下ろした。……それなりに距離を離して。

  　然后，莉娅姐拉住我的手臂。

  　すると、リアねえが私の腕を引っ張った。

  　

  「不要离我那么远。」

  「そんなに離れてないで」

  　

  「呃，是这边吗……？」

  「ええと、ここら辺……？」

  　

  　我稍微靠近她一点，她就等不及了，用力把我拉过去。我因此失去平衡，上半身倒了下去。

  　少しだけ距離を詰めると、痺れを切らした彼女が思いきり私を引っ張った。その影響でバランスを崩してしまい、上半身が倒れた。

  　我的头靠在她的膝盖上，偶然形成了膝枕的姿势。

  　頭が彼女の膝の上に置かれ、偶然にも膝枕の体勢になってしまう。

  　

  　这下糟了。虽然是不可抗力，但我把体重压在她身上了。莉娅姐突然被我这么一压，肯定会生气——

  　これはマズイ。不可抗力とはいえ彼女に体重を預けてしまった。急にこんなことされたらリアねえもおこ──

  　

  　

  「好乖好乖。阳菜，好棒。你真的好棒。」

  「よしよし。陽菜、えらい。すっごくえらい」

  　

  「……呜欸。」

  「……ふぇっ」

  　

  「嗯，好孩子。你是个好～孩子。好棒，好厉害。哥哥——啊，姐、姐姐好开心。阳菜，你竟然这么乖，我好高兴～」

  「うん、いい子。すごーくいい子。えらいな、凄いな。おにい──ぁっ、お、お姉ちゃん嬉しい。陽菜が、こんなにいい子だなんて、うれしいなー」

  　

  　莉娅姐用没有起伏的固定声调不停夸奖我，温柔地抚摸着我枕在她膝盖上的头。

  　抑揚のない一定の声音で褒めちぎりながら、膝枕している私の頭を優しく撫でるリアねえ。

  　我被她突如其来的举动吓了一跳，但她没有理会我，继续抚摸我的头。

  　突然のことで驚く私だったが、かまわず彼女はそのままその行為を続ける。

  　

  「你是世界上最棒的孩子。又可爱又了不起，还是个好孩子，阳菜真厉害。对不起，我只能为你做这些。阳菜真的很棒。那孩子也很开心，阳菜是英雄。」

  「世界一えらいぞ。かわいくて偉くて、いい子だなんて、陽菜はすごいな。ごめんね、こんな事しか、できないけど。陽菜、本当にえらい。あの子も喜んでたし、陽菜はヒーローだ」

  　

  　在不了解她的人看来，她的语气非常生硬，感觉不到一丝感情。

  　彼女を知らない人間からすれば、それはとても棒読みで感情など一ミリも込められていないように感じることだろう。

  　

  　但是我知道，她是认真的。她是真的在夸奖我，认可我，抚摸我，治愈我。

  　しかし、私は知っている。これは本気だ。本気で彼女は私の事を褒めてくれている。認めてくれている。撫でて癒してくれている。

  　她是在对我，对这样的我——

  　私を。このあたしを──

  　

  　

  　……好、好开心，好开心好开心！太好了！太好了！她没有讨厌我！莉娅姐果然是温柔的莉娅姐！

  　……う、嬉しい、うれしいうれしい！　やった！　よかった！　嫌われてなかった！　リアねえはやっぱり優しいあたしのリアねえだ！　

  　

  　啊啊，不、不行。我的表情，我的脸越来越放松了。我无法阻止自己的脸颊松弛下来，露出傻笑。

  　あぁ、だ、ダメだ。顔が、表情がどんどん崩れていく。ほっぺが緩んじゃって、ニヤニヤと笑顔になるのを止められない。

  　

  「……欸、欸嘿嘿。欸嘿嘿嘿……！讨厌啦，莉娅姐夸过头了啦～！不过，我确实很努力了！使用能力也不轻松呢？你可以再多夸我一点……咕、咕嘿嘿！欸嘿嘿……呜～！」

  「……えっ、えへへ。エヘヘヘ……！　やだリアねえってば褒めすぎだよ～！　まぁ、頑張ったけどね！　能力使うのも楽じゃないしぃ？　もっと褒めてくれても……ぐ、グヘヘ！　えっへへ……うぅ～！」

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  　我们买好饮料回到休息处，看到莉娅正让阳菜枕在她的膝盖上。她大概是很闲，或者是因为走太久了而感到疲惫吧。考虑到莉娅平时对小春的溺爱，她恐怕并不觉得被别人依赖是件痛苦的事，所以那个状态对双方来说都是双赢的。

  　飲み物を買って休憩所に戻ると、そこではリアが陽菜を膝枕していた。よっぽど暇だったか、もしくは歩きすぎて疲れてしまったのだろう。普段小春を甘やかしているリアの行動を考えれば、彼女は恐らく誰かに頼られること自体は苦に感じていないので、多分あの状態はウィンウィンだったのかもしれない。

  　

  　……不，我收回前言。我想她应该不会愿意被我拜托『那个』。应该说她绝对不想做。

  　……いや、前言撤回。さすがに俺から『アレ』を頼まれるのは嫌だと思う。ていうか絶対やりたくない筈だ。

  　对此我真的感到很抱歉，考虑到平时也总是让她照顾我，我决定今天绝对不要向她撒娇。

  　そこは本当に申し訳ないし、普段からさせてしまっていることも踏まえて、今日は絶対にねだらないことに決めている。

  　

  　今天的目的就是让莉娅开心，还有尽可能满足她的任性要求。

  　今日の目的はリアを楽しませること、そして出来るだけ彼女のワガママを叶えてあげることだ。

  　从她帮助小春的那天起，我就一直想报恩……虽然我应该没资格这么说，但哪怕只有一点点也好，我也想报答她。我就是怀着这样的心情，接受了她的『约会』提议。

  　小春を助けてくれたあの日からの恩返し……とまではいかないだろうが、ほんの少しでも返せたら嬉しい。そういう気持ちで彼女の『デート』という提案を受け入れたのだ。

  　

  「……海夜。」

  「……海夜」

  　

  　平常心，平常心。今天绝对不能给莉娅添麻烦，我得振作一点。

  　平常心、平常心だ。今日は絶対リアに迷惑をかけちゃ駄目なんだから、しっかりしないと。

  　

  「……海夜。」

  「……海夜ってば」

  　

  「！啊、啊啊，抱歉。怎么了？」

  「っ！　ぁ、あぁ、悪い。どうした？」

  　

  「摩天轮，来了。」

  「観覧車、来てる」

  　

  　听到身旁的莉娅这么说，我才终于想起现在的状况。工作人员正在眼前引导游客，提醒大家请尽快上车。

  　隣にいたリアに言われて、ようやく今の状況を思い出した。目の前では係員が誘導していて、お早めにご乗車くださいと告げている。

  　

  　啊，对了。我们刚才说差不多该吃午餐了，但餐厅和美食广场都人满为患，所以决定先去坐摩天轮打发时间……

  　あぁ、そうだった。そろそろ昼食にしようって話が出て、レストランやフードコートが混んでたから時間つぶしに観覧車に乗ろうって……。

  　

  　我记得菲莉斯和阳菜说她们会先去占位子，然后就只有我们两个来坐摩天轮。虽然我们也说要等她们，但她们却坚持说「不想让莉娅等」。

  　確かフィリスと陽菜が、空いたら先に席を取っておくって言って、俺たち二人だけで観覧車に来たんだ。俺たちも待つって言ったけど「リアを待たせたくない」の一点張りだったな。

  　说实话，我很感激她们这么关心莉娅。今天就接受她们的好意吧。

  　あそこまでリアに対して気を遣ってくれるのは、正直ありがたい。今日ばっかりはあの二人の厚意に甘えよう。

  　

  「那我们走吧。」

  「じゃ、行こう」

  　

  「……啊。」

  「……ぁっ」

  　

  　在工作人员和后面排队的游客的压力下，我拉着莉娅的手快步上了摩天轮。

  　係員と後ろに並んでいる人たちの圧力に押されて、リアの手を引きながら駆け足で乗車した。

  　

  　

  　在不怎么宽敞的摩天轮里坐下后，莉娅自然而然地坐到了我旁边。

  　あまり広くはない観覧車の中に腰を下ろすと、自然と俺の隣にリアも座った。

  　对面还有空位，她明明可以坐到那边去的——想到这里，我想起了左手的触感。

  　向かい側も空いてるし、そっちに座ってもいいのに──と、そこまで考えた所で、左手の感触を思い出した。

  　

  「啊！抱、抱歉！」

  「あっ！　わ、わるい！」

  　

  「……嗯。」

  「……うん」

  　

  　刚才上车时，我几乎是无意识地握住了莉娅的手，现在也依然没有放开。所以她只能坐到我旁边。

  　先ほど乗車する際、ほぼ無意識にリアの手を握って引っ張ってしまい、今もなおその手を離していなかった。そりゃ隣に座るしかない。

  　我立刻松开手向她道歉，但莉娅依然面无表情。

  　すぐさま手を離して謝ったものの、当のリアは相変わらず無表情だ。

  　

  「会痛吗？」

  「痛かったか？」

  　

  「……不会。」

  「そんなこと……ない」

  　

  　莉娅的视线有些游移不定，应该是对不断上升的摩天轮感兴趣吧。她说过自己没坐过摩天轮，对她来说这或许是非常新鲜的体验。

  　若干リアが視線をあちこちに移動させているが、上昇していく観覧車に興味を示しているのだろう。観覧車には乗ったことがないと言っていたし、彼女にとっては非常に新鮮な体験なのかもしれない。

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　…………

  　…………

  　

  　………………

  　………………

  　

  　

  　虽然坐了挺长的时间，但摩天轮的速度比想象中慢得多，我们甚至还没到达最上面。

  　それなりに長い時間乗っているが、想像以上に観覧車の動きがゆっくり過ぎて、未だ一番上にすら到達していない。

  　

  　再加上外面的风有点大，摩天轮的窗户也咔嗒咔嗒地响着。莉娅看起来并不害怕，但摩天轮本身从刚才开始就一直在摇晃，这让我感到有些不安。

  　それに加えて若干外の風が強く、観覧車の窓ガラスもガタガタと音を立てている。リアがそれに怯えている様子はないが、先程から乗車している観覧車自体が揺れているのもあって少々不安だ。

  　

  　不知道是不是因为这个原因，我感到有点口渴。然而刚才买的饮料已经喝完了，现在手边没有可以喝的东西。

  　その影響かどうかは分からないが、少し喉が渇いてしまった。しかしながら先程買った飲み物は飲み干してしまって、今手元に飲めるものは無い。

  　

  「……海夜。」

  「……海夜」

  　

  「怎么了？」

  「どうした？」

  　

  「给你。」

  「はい、これ」

  　

  　莉娅突然用手指戳了戳我，我疑惑地转过头，她把手里的瓶装茶递了过来。里面还剩下一半左右。

  　唐突にリアに指でつつかれ、何事かと思って振り返ると、彼女が手に持っているお茶のペットボトルを差し出してきた。その中身はまだ半分ほど残っている。

  　

  「呃……？」

  「えっと……？」

  　

  「你好像，口渴了。」

  「喉、乾いてそう、だったから」

  　

  「……哈哈。莉娅，你观察得真仔细。」

  「……はは。よく見てるな、リアは」

  　

  　我微笑着从她手里接过瓶装茶。

  　微笑を浮かべながら、彼女からペットボトルを受け取る。

  　然后打开瓶盖，正要喝的时候——

  　そしてキャップを回して取ったあと、口につけ──

  　

  　

  （等、等一下？这不就是间接接吻吗……）

  （ま、待てよ？　これって間接キスじゃ……）

  　

  　

  　面对她特意递给我的饮料，我却产生了邪恶的想法。里面的茶还剩下一半，那剩下的另一半去哪里了呢？

  　気を遣って渡してくれた飲み物を前にして、邪な事を考えてしまった。中のお茶が半分残っているということは、残りの半分は何処へ行ったのか？

  　答案当然是在莉娅的体内。也就是说，她实际上把嘴唇贴在瓶口，喝掉了这瓶茶的一半。

  　答えは当然、リアの体内だ。彼女が実際に飲み口に唇をつけて、このお茶を半分ほど飲んだということ。

  　

  　……不不不，我这是怎么了？思考回路变得有点变态了哦？我傻了吗？竟然在对理所当然的事情进行漫长的考察。

  　……いやいやいや、何だどうした俺？　妙に変態くさい思考回路になってるぞ？　何当たり前のことを長々と考察してんだ馬鹿なのか？

  　

  「……你不喝吗？」

  「……飲まないの」

  　

  「欸？啊，不，喝！我心怀感激地收下了！」

  「へっ？　あ、いや、飲む！　ありがたく頂く！」

  　

  　莉娅从旁边用不可思议的眼神看着我，我不由得慌张起来。说到底，这是莉娅关心我而给我的东西，想些奇怪的事情就搞错方向了。心怀感激地喝掉吧。

  　隣から不思議そうな眼差しで見つめられて、思わず焦ってしまった。そもそもリアが気を遣って渡してくれたものなのだし、変な事を考えるのはお門違いだ。ありがたく飲ませてもらおう。

  　

  　

  「……多、多谢款待。」

  「……ご、ごちそうさま」

  　

  「嗯。」

  「うん」

  　

  　我只喝了一点点，就立刻盖上盖子还给莉娅。虽然她看起来并没有那么在意，但身为当事人的我快要忍不住了，所以就提早结束了。

  　ほんの少しだけ飲んだ後、すぐさまキャップを絞めてリアに返した。彼女はそこまで気にしている様子を見せなかったが、当の本人である俺が耐えられそうになかったので早めに切り上げたのだ。

  　

  　……莉娅，你真的不在意吗？还是说你没有那种感觉……

  　……リア、本当に気にしてないのかな。それともそういう感覚が無いとか……。

  　

  「海夜，明明只是间接接吻，你太紧张了。」

  「海夜、ただの間接キスなのに、焦りすぎ」

  　

  「欸！？」

  「うぇっ！？」

  　

  　莉娅一边用双手滚动着宝特瓶，一边突然说出这样的话。

  　両手でペットボトルを転がしながら、不意にリアがそんなこと言ってきた。

  　我完全没料到她会这么说，不由得狼狈不堪。

  　とてもそんなことを言われるとは想像しておらず、必要以上に狼狽してしまった。

  　

  「接吻，之前也做过。」

  「キスなんて、前にもした」

  　

  「不、不是！那个时候是因为你身上有淫纹……！」

  「い、いや！　あの時はリアに淫紋があったからっ……！」

  　

  「……没有淫纹的话，你就不想接吻了？」

  「……淫紋がないと、キスもしたくない？」

  　

  「哈、哈啊！？你、你在说什么……！」

  「は、はぁ！？　おま、何言ってんだ……！」

  　

  「……对、不起。我不知道，你这么讨厌……」

  「……ごめん、なさい。そこまで嫌だったの、知らなかった……から」

  　

  　莉娅说完，把手中的宝特瓶放在前排座位上，低着头沉默了。

  　そう言うとリアは手に持っていたペットボトルを前の座席に置いて、顔を俯かせて黙ってしまった。

  　

  　

  　……这、这是我的错吧？明明平时都让她做比接吻更难为情的事，自己主动去碰的话，连间接接吻都不愿意——她可能是这么理解的。

  　……こ、これ、俺が悪いよな？　いつもキス以上に大変な事をさせてるのに、自分から触れるとなれば間接キスすらしたくない──そんな風に捉えられてしまったかもしれない。

  　糟糕，我伤害到她了。这样我岂不是真的成了无可救药的人渣吗？

  　まずい、傷つけてしまった。これじゃ俺、本当に救いようがないクズじゃないか。

  　

  　撤回前言。现在必须立刻解开误会。

  　撤回だ。今すぐ誤解を解かなければ。

  　

  「不是的！那、那个，我是因为太高兴了所以有点紧张！不知道直接喝下去会不会有问题……！」

  「違うって！　そ、その、嬉しすぎて緊張したんだ！　このまま飲んでもいいのかなって……！」

  　

  　咦，我是不是说了比刚才更变态的话？这明显是反效果吧？

  　あれ、なんかさっきより酷い変態発言してないか？　これ明らかに逆効果なんじゃ？

  　

  　

  「……是吗？」

  「……そう」

  　

  　

  　莉娅抬起头，但还是跟平时一样面无表情。

  　顔を上げてくれたものの、リアはいつも通りの無表情だ。

  　我不知道该怎么判断，正支支吾吾的时候，莉娅转向了我。

  　これをどう判断していいのかが分からず口ごもっていると、リアがこちらを向いた。

  　

  「太好了。」

  「よかった」

  　

  　莉娅虽然还是那张脸，但声音里却带着一丝安心。

  　そう告げたリアの顔は相変わらずだったが、その声音には僅かに安堵の色を感じた。

  　看来刚才的发言并没有那么致命，我松了一口气。

  　どうやら先程の発言はそこまで致命的では無かったようで安心した。

  　

  　呼。

  　ホッ、と一息。

  　

  　

  　

  　就在我松了一口气的瞬间，突然刮起的强风把摩天轮吹得剧烈摇晃。

  　そう一息ついた瞬間、突然吹いた突風で観覧車が大きく揺れた。

  　

  　

  　

  「哇！」

  「おわっ！」

  　

  「啊——」

  「あっ──」

  　

  　

  　事发突然，我们连抓住扶手都来不及，两个人一起摔倒在地板上。

  　突然のことで手すりに掴まることもできず、二人して床に倒れ込んでしまった。

  　

  　我勉强成功地把莉娅护在身下，自己垫在下面，但背部还是狠狠地撞到了地板。不过没有那么疼，能平安无事地保护好莉娅就好。

  　なんとか咄嗟にリアを庇って俺が下敷きになるのは成功したものの、背中を床に強く叩きつけてしまった。しかし大して痛みはなく、無事にリアを庇えて何よりだ。

  　

  　

  　——咦、咦？　　。

  　──あ、あれ。　

  　

  　

  　

  「嗯、嗯唔！」

  「ん、んむっ」

  　

  「……嗯嗯！」

  「……んんっ」

  　

  　

  　不知为何，莉娅的脸——不对，是眼睛就在我的眼前。

  　何故かリアの顔──いや瞳が目の前にある。

  　我察觉到，我们几乎是在零距离的状态下，多亏了我们之间发生了『什么』，才避免了眼球之间的碰撞。

  　それはほぼゼロ距離で、俺たちの顔の間で『何かが』起きているおかげで、眼球同士の衝突を避けられたのだと察することが出来た。

  　

  　除了眼睛以外的部位……鼻子、下巴、脸颊——嘴唇。我们彼此的这些部位，全都完全紧贴在一起，我迟了几秒才终于注意到。

  　その瞳以外の部位……鼻、顎、頬──唇。お互いの、その全てが完全密着してしまっていることに、数秒遅れてようやく気がついた。

  　

  　叠在嘴上的温暖柔软的触感，毫无疑问是莉娅小巧的嘴唇。

  　口の上に重なっている温かく柔らかい感触の正体は、紛うことなきリアの小さな唇だ。

  　由于我倒下的瞬间抱住她保护了她，莉娅无处可逃的脸就这样直接朝我倒下。

  　倒れる瞬間に俺が彼女を抱いて庇った影響で、逃げ場のなくなったリアの顔はそのまま俺へと落下。

  　

  　虽然完全不知道是基于什么法则，但我和她的脸撞在一起的冲击瞬间就消失了，只留下了『我们两个偶然地亲到了嘴』这个不可能的事实，留在摩天轮里。

  　どんな法則が働いたのかは全くもって謎なのだが、俺と彼女の顔がぶつかった衝撃は一瞬で消え失せ、俺たち二人が『偶然にもキスをしてしまった』というありえない事実だけが、この観覧車内には残ってしまった。

  　

  「嗯嗯……！」

  「んんっ……！」

  　

  「噗哈！」

  「ぷはっ」

  　

  　趁着我惊慌失措的时候，莉娅把嘴唇从我嘴上移开。在我们嘴唇之间，有一条细细的银丝连着，虽说只是偶然，但这就是她的舌头侵入我嘴里的铁证。

  　俺が狼狽している隙に、リアから唇を離した。その間にはほんの少しだけ糸が引いており、それは偶然とはいえ彼女の舌が俺の口内に侵入してしまったという何よりの証拠だった。

  　

  　

  　我勉强慢慢地站了起来，再次坐回椅子上。莉娅也像是被我带动一样，再次坐到我旁边。

  　なんとかゆっくり立ち上がり、もう一度椅子に座った。釣られるようにリアも再び俺の隣に座る。

  　

  　……但是，不知为何，她和我之间的距离比刚才更近了。

  　……なのだが、何故か先程よりも距離が近い。

  　啊，不对，我得先道歉。

  　あ、いや、まず謝らないと。

  　

  「真、真的很抱歉！虽然辩解的话听起来会很丢脸……那个，我真的不是故意的……！」

  「ほ、ほんとにゴメン！　言い訳すると見苦しくなるんだけど……その、本当にわざとじゃ……！」

  　

  「……我知道。」

  「……分かってる」

  　

  　莉娅小声地打断了我拼命道歉的话。

  　必死に謝り倒そうとする俺の言葉を遮って、リアが小さく呟いた。

  　与此同时，她又稍微和我拉近了一点距离。

  　それと同時に、また少し俺との距離を詰めてきた。

  　

  　

  　……为、为什么还要靠近我啊。现在不仅是肩膀，我的左手也因为莉娅突然靠近的影响，碰到了她的大腿。

  　……な、なんで近づいてくるんだ。もう肩が密着するどころか、リアが急に詰めてきた影響で俺の左手が彼女の太ももに当たってしまっている。

  　

  「莉、莉娅？那个，你靠太……！」

  「り、リアっ？　あの、ちか……！」

  　

  「……你脸，好红。」

  「……顔、赤い」

  　

  「那是因为！呃、那个……」

  「それはっ！　ぇ、えっと……」

  　

  　不知为何，莉娅又进一步地和我拉近了距离，我无法抵抗，只能说出一些毫无意义的话。

  　何故か更に距離を詰めてくるリアに抵抗できず、無意味な言葉を吐き出すことしかできない。

  　她那白皙的肌肤，已经近在咫尺。因为距离太近，莉娅头发的香味飘了过来，刺激着我的鼻腔。

  　もう俺の顔のすぐ横に、彼女の青白い肌の顔がある。あまりにも近いせいで、リアの髪の匂いが流れてきて鼻腔を刺激した。

  　

  　那是一种甜美，但又让人感到安心，难以形容的香味，一直传到我的鼻腔深处。那股香味一下子冲到我的大脑，刺激着我的思考回路。

  　甘くて、しかしどこか安心するような、とても形容しがたい香りが鼻の奥まで届いてくる。それは一気に脳まで到達し、ビリビリと思考回路を刺激してしまう。

  　

  「……海夜。」

  「……海夜」

  　

  「等、等一下……」

  「ちょ、まずいって……」

  　

  　莉娅改变了姿势，像是要抱住我的手臂一样，把身体压了过来。她那发育中的小丘碰到了我的左臂，那完全没有抵抗的柔软物体，被我的手臂压得陷了下去。

  　体勢を変えたリアは、まるで俺の腕に抱きつくかのようにその身体を押し付けてきた。発展途上の小さな丘が俺の左腕に当たり、まるで抵抗しないその柔らかいモノは腕に押されて沈んでいく。

  　

  「你没事吧？」

  「だいじょうぶ？」

  　

  「没、没事……所以……呜啊！」

  「へ、平気……だから……うぁっ」

  　

  　莉娅从我的左侧靠近，她的浏海碰到了我的脸颊，一股电流从那里传遍全身，让我感到一阵酥麻。那感觉和起鸡皮疙瘩很相似，我的全身都像石头一样僵硬。

  　左隣から接近してくるリアの前髪が頬に当たり、その箇所から全身にかけてゾクゾクと電流が走っていく。それは鳥肌が立つ様な感覚に酷似しており、俺の全身は石のように固まってしまった。

  　

  　我真的不知道发生了什么事。我因为意外和她接吻，做好了会陷入尴尬气氛的觉悟，但莉娅却在不知不觉间和我贴得紧紧的。

  　本当に、何が起きているのか分からない。事故で彼女とキスをしてしまって、気まずい雰囲気になると覚悟していたら、いつの間にかリアが俺に密着してしまっている。

  　

  （这股味道，到底是怎么回事……！）

  （なんだっ、この匂い……！）

  　

  　不只是头发，从她全身上下散发出的女孩子特有的香味，像针一样刺激着我的鼻腔深处。

  　髪だけじゃなく体全体から香る女の子の匂いが、鼻の奥を針で突くかのように刺激してきた。

  　我的大脑因此而摇晃，心脏的脉搏速度也不断上升。

  　その影響で脳が揺れ、心臓のスピードメーターがどんどん上がっていってしまう。

  　

  　滚烫的血液从心脏这个中心器官，向身体各处迸发。

  　バクバクと激しく鼓動する中心の器官から、体の各部に向けて熱く煮え滾った血液が迸っていく。

  　

  （住手！现在不行！今天不行……！！）

  （よせっ！　今はマズイって！　今日は駄目だってぇ……!!）

  　

  　那沸腾的血液特别集中到下腹部，肚脐下方开始变得莫名地热。

  　その沸騰した血液は特に下腹部へと集中していき、へその下あたりが妙に熱くなり始めてきた。

  　然后，我的喉咙深处自然地分泌出唾液，我像是在期待着什么一样，咕嘟一声把它咽了下去。

  　すると自然と喉の奥に唾が出てきて、まるで何かを期待しているかのようにゴクリとそれを飲んでしまう。

  　

  　

  「……帐篷。」

  「……テント」

  　

  「欸？」

  「へっ？」

  　

  「裤子，鼓起来了。」

  「ズボン、張ってる」

  　

  　难道说——我冒着冷汗，视线迅速往下移动，正如她所说，我的裤子上搭起了一个『帐篷』。我的分身被布料紧紧地压着，像是在渴望着解放一样，正一跳一跳地颤抖着。

  　まさか──嫌な汗を流しながら咄嗟に視線を下に落とすと、そこでは彼女の言葉通り『テント』が設営されていた。ギチギチと狭苦しそうに布を押し上げながら、今か今かと解放を望む自らの分身がそこには存在した。

  　

  「不、不是，不是的……我没有那个意思！我今天已经决定要忍耐了——」

  「ち、ちがう、違うんだ……そんなつもりじゃ！　俺、今日は絶対我慢するって決めてて──」

  　

  　我话还没说完，莉娅就用食指抵住了我的嘴唇。

  　そこまで言いかけた瞬間、リアが自分の人差し指を俺の唇に当てた。

  　因为嘴巴被堵住，我连难看的借口都说不出来，只能沉默。

  　口を押さえられたことで俺は見苦しい言い訳すら発することができなくなり、そのまま沈黙してしまう。

  　

  　

  　——接着，莉娅在我的耳边轻声说道。

  　──するとリアが、俺の耳元で囁いた。

  　

  　

  「不可以，忍耐。」

  「我慢は、ダメ」

  　

  「……欸？」

  「……え？」

  　

  　她没有理会我发出的愚蠢声音，继续说道。她用那毫无起伏，甚至让人感到『冰冷』的声音，在我耳边静静地说道。

  　間抜けな声を挙げる俺に構わず、彼女は言葉を続けた。その抑揚のない、ともすれば『冷たい』とすら感じる声音で、静かに耳元で告げる。

  　

  「要是失控的话，就来不及了。不只是海夜，我也会很困扰的。所以——」

  「暴走したら、手遅れになる。海夜だけじゃなく、私も困る。だから──」

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「要是想做的话，就好好说出来。」

  「したくなったら、ちゃんと言って」

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「……咿啊、啊啊……！」

  「……ひぁっ、あぁっ……！」

  　

  　她用过于魅惑的声音对我如此说道，我已经被逼到近乎放弃思考的状态了。感觉只要一不留神，口水就会从嘴角流出来，每当她在我耳边低语，我的肩膀和下腹部就会猛地一颤。

  　あまりにも蠱惑的な声で告げられた俺は、もはや思考放棄に近い状態まで追いつめられていた。油断すれば口の端から涎が出てしまいそうで、彼女に囁かれるたびに肩や下腹部がビクンと反応してしまう。

  　

  　莉娅一边注视着如此丢人的我，一边继续说道。

  　そんな情けない俺を見つめながら、リアは言葉を繋げていく。

  　

  「我有带，面纸。」

  「ティッシュは、持ってきた」

  　

  　她不知从哪里拿出了袖珍包面纸，在我面前晃了晃。这个举动的意思，除了『这样就不会弄脏』的安心感和增加懒惰的性欲之外，别无他物。

  　何処からともなくポケットティッシュを取り出し、俺の前でそれをチラつかせるリア。その行動はすなわち『これで汚れない』という安心感と怠惰的な性欲を増幅させる意味に他ならない。

  　

  「大腿……腋下、嘴巴……啊啊，海夜，你喜欢手吧。」

  「太もも……脇、口と……あぁ、海夜は、手が好きなんだっけ」

  　

  　说到这里，莉娅轻轻地把我的左手放在自己的大腿上，然后把自己的右手伸向我的裤子附近。

  　そこまで言って、リアはそっと俺の左手を自分の太ももに乗せ、代わりに自分の右手を俺のズボン近くへと伸ばした。

  　

  　然后，她说道。

  　そして、一言。

  　

  　

  「……要，倒数吗？」

  「……カウントダウン、する？」

  　

  「我、我要……！」

  「すっ、するぅ……！」

  　

  　

  　在我做出如此可悲又丢人的回答的瞬间，摩天轮刚好转了一圈。接着莉娅把我的左手绕在自己的脖子上，慢慢地让我站了起来。

  　そんな哀れで情けない返事をした瞬間、観覧車は一周を終えた。するとリアは俺の左手を首に回して、ゆっくりと俺を立ち上がらせた。

  　

  「你这样子，没办法走路。把肩膀借给我，弯着腰，装作身体不舒服的样子。如果有人问你……就随便找个理由，说肚子痛之类的。」

  「そのままじゃ、歩けない。私に肩を貸して、屈みながら、具合悪そうにしててね。何か聞かれたら……腹痛とか、適当に誤魔化して」

  　

  「欸、欸……」

  「え、えっ……」

  　

  「不要露出一副想要的样子……总之，先忍到厕所。」

  「物欲しそうな顔、しない。……とりあえず、トイレまで我慢して」

  　

  　

  　可以吗？

  　できる？

  　

  　

  　莉娅这么问我的瞬间，我用尽全力点了好几次头。

  　そうリアが聞いてきた瞬間、俺は全力で何回も頷いたのだった。

  　

  　看来我的觉悟，比麸菓子还要脆弱……太弱了。

  　どうやら俺の覚悟とやらは、麩菓子よりも脆かったらしい。……弱すぎる。

  　

  　

  　

  　

  　

  　

 
  その名は剛烈

  名字叫刚烈

  　在那之后过了两天。

  　あれから二日後。

  　意外地没被园方妨碍的游乐园事件结束后，我一如往常在校园内散步。

  　意外にも運営の邪魔が入らなかった遊園地の一件を終え、俺はいつも通り学園内を散策していた。

  　

  　园内的职员和店员们似乎也已经习惯我的存在，不再像第一天和第二天那样投以异样的眼光。先不论发色，我现在的服装很普通，应该不会引人注目。

  　園内の職員や店のスタッフたちも俺の事は見慣れたらしく、初日や二日目くらいにあった奇異の視線はもう感じない。髪の色はともかく、今の服装は普通なのでこれなら注目を集めることもないだろう。

  　

  　毕竟平常总不能穿那套像洋装的服装，我目前在小春给我的白衬衫和迷你裙上头，套了件黑色连帽外套。回程时海夜送我的红色领巾也围在脖子上，所以比之前那套打扮温暖多了。

  　流石にあのドレスっぽい格好を普段からする訳にもいかないので、取り敢えず小春に貰った白シャツやミニスカートの上に黒いパーカーを羽織っている。ついでに遊園地の帰り道に海夜からプレゼントされた赤いスカーフも首に巻いているので、以前の格好よりかは寒くない。

  　

  　

  「还有点想睡……」

  「まだ、少し眠い……」

  　

  　……唉呀，前天我可是拼了老命耶？

  　……いやぁ、もう、一昨日はめっちゃくちゃ頑張ったわよ？

  　

  　在摩天轮刻意诱惑欲火焚身的海夜，回家后也尽情宠了她一番，隔天是周日，我一整天都陪她，还亲手做菜给来玩的菲莉斯和洛伊泽吃。应该是最近最充实的两天了吧。

  　観覧車ではムラムラしだした海夜をわざと誘惑したり、帰った後も存分に甘やかしてあげたり、次の日も日曜で休みだったから一日中相手をしてたし、遊びに来たフィリスやロイゼに手料理を振る舞ったりもした。ここ最近じゃ一番濃い二日間だったんじゃなかろうか。

  　

  「……呼。」

  「……ふぅ」

  　

  　我在广场的长椅上坐下，喘口气后从连帽外套的口袋拿出手机，接着移动到任务清单的画面，按下主要任务的按钮。

  　広場のベンチに腰を下ろして一息つき、パーカーのポケットからスマホを取り出した。そしてミッションリストの画面に移動し、メインミッションのボタンを押した。

  　

  　画面瞬间转暗，切换成其他画面。

  　すると画面全体が一瞬暗転し、別の画面に切り替わった。

  　

  　

  【任务进行度：●●●○○　《Lv.3》】

  【ミッション進行度：●●●○○　《Lv.3》】

  　

  　

  　去游乐园的那天早上，我想起田宫说的「早点成为女主角比较好」，小心翼翼地操作手机后，发现了这个画面。

  　遊園地に行く日の早朝、田宮の「早めにヒロインになった方がいい」という言葉を思い出して、注意深くスマホを操作していたところ、こんな画面を見つけた。

  　

  　这个画面不会出现在其他突发任务，只会在「成为主角的第一女主角」这个主要任务的清单上出现。

  　この画面は他の突発的なミッションには無い、『主人公のメインヒロインとなること』というメインミッションのリストにのみ出現するものだ。

  　

  　看了说明栏后我明白了，这个任务进行度正如其名，是记录我成为第一女主角的进度的状态栏。

  　説明欄を見て理解したが、このミッション進行度というのはその名の通り、メインヒロインになっていく今の状況を記したステータスらしい。

  　

  　白色空白染成黑色就是升级，大概是这样吧。总共有五格，现在是等级3，表示我正好来到折返点。

  　白い空白が黒で染まればレベルアップ、といったところだろうか。全部で五つあって今がレベル3ということは、ちょうど折り返し地点まで来たということだと思う。

  　

  　

  　到达等级5的瞬间，主要任务通关。下面的概要栏是这么写的。

  　レベル5に到達した瞬間、メインミッションクリア。下の概要欄にはそう記載されている。

  　

  　

  「……嚼嚼。」

  「……もぐ、もぐ」

  　

  　我大口吃着在小卖店买的饭团，思考这个任务进行度的条件。

  　売店で買ったおにぎりを頬張りつつ、このミッション進行度の条件に付いて考えてみた。

  　

  　

  　首先是等级1。我到达这个等级的时候，毫无疑问是海夜出现在被男大姐袭击的我面前的时候。

  　まずレベル1。これに到達したのは間違いなく、オカマに襲われている俺の前に海夜が現れた時だ。

  　第一次和主角接触。从海夜这个主角视角来看，莉娅这个角色第一次登场就是那个场面。

  　主人公との初接触。海夜という主人公視点で見たときの、リアというキャラクターの初登場があの場面だ。

  　也就是说等级1的条件是「被主角认知为一个角色」……我这么猜测。

  　つまりレベル1の条件は『一人のキャラクターとして主人公に認識される』というものだ……と、予想している。

  　

  　接着是等级2。这个等级的条件也相对简单，我猜得出来。

  　次にレベル2。こいつの条件も比較的簡単に予想がついた。

  　这个等级是我用P3的武器打倒男大姐后，抱住海夜的时候。虽然不知道为什么，但那时海夜哭丧着脸大喊着什么，恐怕在她心中有什么纠结。然后我抱住她，结果解决了那个问题。

  　こっちはP3の武器でオカマを倒した後に、海夜を抱きしめたあの時だ。何でか分からないけどあの時海夜は泣きそうになりながら何やら叫んでいたし、恐らくアイツの中では何かしらの葛藤があったに違いない。そして俺があいつを抱きしめたことで、結果的にそれが解決へと向かったのだと思う。

  　

  　总结来说，等级2的条件是「跨越第一个难关」。在我看来只是顺势杀掉了男大姐，但从主角视角来看，那是和我一起跨越的重要第一个难关。

  　まとめると、レベル2の条件は『一つ目の山場を乗り越えること』だと思う。俺からすれば状況に流されてオカマをぶっ殺しただけだったが、主人公視点から見ればアレは俺との、大切な一つ目の山場だったのだろう。

  　

  　

  　最后是等级3。关于这个等级我烦恼了很久，但结论是「作为女主角候补之一，和主角在日常生活中进行交流」。

  　最後にレベル3。これについてはいろいろと悩んだのだが、結論としては『ヒロイン候補の一人として、主人公と日常的にコミュニケーションが取れる状態になること』ということにした。

  　

  　为了提升好感度，和女主角对话、触发事件、送礼物……以及其他各种各样的行为。

  　好感度を稼ぐためにヒロインと会話をする、イベントをこなす、プレゼントをする……その他諸々。

  　现在回想起来，海夜并没有看到莉娅做出这些行为。

  　今になって考えてみれば、海夜から見てリアはそういった行動を行える状態になっていなかった。

  　

  　虽然莉娅是寄宿在我家，但因为身为当事人的我被卷入各种各样的事件，所以她和海夜几乎没有交流，甚至还有过没回家的日子。这样的话，根本谈不上攻略。

  　居候こそしてはいたものの、当の本人である俺が様々なイベントに巻き込まれていたせいで、海夜とはほとんどコミュニケーションが取れず、家に帰らなかった日もあるくらいだ。それではとても攻略どころの話ではない。

  　

  　我和其他女主角一样，开始在日常生活中和他进行交流，是在淫纹的影响下，开始为海夜处理性欲之后的事。

  　俺が他のヒロイン同様に彼と日常的にコミュニケーションが取れるようになったのは、淫紋の影響で海夜の性処理を始めるようになってからの話だ。

  　

  　为了能随时见到他，我开始在学园内走动，和海夜说话、一起吃饭的次数也增加了。特别是在游乐园送领带作为礼物，不正是为了提升好感度的礼物这种「恋爱游戏中常见的行为」吗？

  　いつでも会えるようにするために学園内を歩くようになってから、海夜と話したり一緒に食事をする回数も格段に増えた。特に遊園地でのスカーフのプレゼントなんか、好感度アップの為のプレゼントという『恋愛ゲームにありがちな行為』そのものじゃないか。

  　

  　做到这个地步，我才终于成为了「主角能触发事件的女主角候补」。这就是等级3。

  　ここまでやってようやく、俺は『主人公からアクションが行えるヒロイン候補』になれたわけだ。それがレベル3である。

  　

  　不过这终究只是我的猜测，实际情况还是个谜。当然也有可能是运营方根据情况来决定的，很随便的东西。

  　まぁあくまで憶測なので、本当のところは謎だ。もしかしたら運営からのさじ加減で決まってしまういい加減なモノの可能性だって勿論ある。

  　

  　

  「……唉。」

  「……はぁ」

  　

  　吃完饭团后，我轻轻叹了口气。一想到进度的事，自然就会叹气。

  　おにぎりを食べ終えて、軽く溜め息を吐いた。進行度の事を考えていると、自然と溜め息が増えてしまうのだ。

  　

  　……就算到目前为止的假设都是正确的，剩下的等级4和5的条件又是什么？

  　……ここまでの仮説が正しかったとして、じゃあ残りのレベル4と5の条件ってなんなんだよって話だ。

  　

  　因为不知道条件是什么，所以才特意在游乐园试着去刺激海夜，但等级还是3……什么嘛。我可是有自觉，自己和其他女主角比起来，做了特别的事哦？

  　それが分からなくて、わざわざ遊園地ではとにかく海夜を揺さぶってみたってのに、相も変わらずレベルは3のまま。……なんだよー。さすがに他のヒロインたちより特別な事をしてる自覚はあるぞ？

  　

  　难道我现在做的性处理，和进度没有关系吗？追根究柢，原因还是出在人妖玩家的行动上。说白了，这个性处理与其说是原本就有的系统，不如说只是中途发生的外在因素。

  　もしかして俺が今やってる性処理は、進行度に関係ないのかな。原因を辿れば元はオカマのプレイヤーとしての行動からだし、言っちゃえばこの性処理は元からあったシステムというより、途中で発生したただの外的要因に近い。

  　

  　

  　不过，虽然没有实际做爱，但我也让他做了不少色色的事。我不认为这些事毫无意义……

  　でも本番抜きとはいえ、割とえっちな事させてるんだぜ？　それが無意味だとは思いたくないけどなぁ……。

  　

  「我吃饱了。」

  「ごちそうさま、でした」

  　

  　我把饭团和宝特瓶的垃圾丢进附近的垃圾桶，然后整个人靠在长椅的椅背上。

  　おにぎりとペットボトルのゴミを近くのゴミ箱にぶちこんで、ベンチの背もたれに深く体重を預けた。

  　想太多事情，肚子也吃饱了，总觉得有点困。

  　いろいろ考え過ぎたし、お腹いっぱいになって何だか眠くなってきた。　

  　

  　……不不不，吃完午餐就睡午觉，又不是小孩子。

  　……いやいや、昼ご飯食べたからお昼寝って子供かよ。

  　

  「呼啊……」

  「ふわぁ……」

  　

  　啊——不过偶尔这样也不错。毕竟我每天都很忙，今天就悠闲地睡个午觉吧。天气晴朗，阳光也很温暖，真是个睡午觉的好日子。睡吧。

  　あー、でもたまにはいっか。ただでさえ毎日忙しいんだから、今日くらいはのんびりお昼寝でもしよう。晴天で日差しも暖かいし、こりゃ絶好のお昼寝日和だ。寝ちゃおっと。

  　

  　

  「呼……呼……」

  「すぅ、すぅ……」

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  「——起来。」

  「──ろ」

  　

  「唔嗯……唔嗯……哥哥，我……」

  「むにゃ、むにゃ……にいちゃん、なぁ……」

  　

  　

  「——起来。」

  「──きろ」

  　

  「今天……是生日……所以……祝我生日快乐。」

  「たんじょ……び、だから……でぃーえすぅ」

  　

  　

  　

  「给我起来！」

  「起きろォっ！」

  　

  「哇！」

  「ぅわっ」

  　

  　——怎、怎么了！？

  　──な、なんだぁ！？

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　…………

  　…………

  　

  　………………

  　………………

  　

  　

  「我希望你能再温柔一点叫醒我。」

  「もっとゆっくり、起こしてほしかった」

  　

  「我叫了你好几次，还摇晃你的肩膀！是美咲——不对，是莉亚你睡得太沉了！」

  「声かけたり肩揺らしまくったりしたって！　美咲──じゃなくて、リアが眠り深すぎんだよ！」

  　

  　我正舒服地睡着午觉，就被看起来很着急的田宫叫醒了。我看了看手机，看来我睡了一个小时左右。

  　気持ちの良いお昼寝をしてたら、なんだか焦っている様子の田宮に叩き起こされた。ふとスマホを確認してみたが、どうやら一時間くらい眠ってしまっていたらしい。

  　

  　肩膀莫名地轻盈，午睡也让我消除掉睡前的疲劳。这才是真正的睡了个好觉。睡午觉万岁。以后要是累了，就马上睡个午觉吧。

  　妙に肩が軽いし、眠る前にあった疲れもお昼寝のおかげで吹っ飛んだ。これこそ快眠である。お昼寝ばんざい。これからは疲れたらすぐ昼寝するようにしよう。

  　

  「……所以，发生什么事了？」

  「……それで、何かあったの？」

  　

  　我揉着惺忪的睡眼，打着哈欠问道，田宫慌忙回答：

  　寝惚け眼をこすりながら欠伸交じりに聞いてみると、田宮は忙しない様子で答えた。

  　

  「总之发生大事了！比起我用说的，你直接去看比较快！跟我来！」

  「とにかくやべぇ事が起きてんだよ！　説明するより見た方が早い！　ついてきてくれ！」

  　

  「嗯、嗯。」

  「う、うん」

  　

  　田宫的声音比平时还要大，他催促着我，我跟在田宫身后，朝操场跑去。

  　いつになく声が大きい田宮に急かされ、グラウンドへ向かって走る田宮の後ろについていった。

  　

  　

  　一分钟后。

  　一分後。

  　我来到操场前，眼前出现一片异样的景象。

  　グラウンドの前に到着した俺の目には、異様な光景が広がっていた。

  　

  　

  　周围全都是黑、黑、黑。总之整个操场都挤满了穿着黑色紧身衣的人。

  　辺り一面が黒、黒、黒。とにかくグラウンド全体が、黒い全身タイツを身に纏った大勢の人間たちで溢れ返っていた。

  　那些穿着紧身衣的人追着穿着制服的学园生，被抓住的学生会被露出脸的黑色紧身衣人亲吻。

  　なにやら全身タイツたちは制服の学園生たちを追いかけ回していて、捕まった学生は顔を晒している黒タイツにキスされている。

  　

  　被亲吻的人身体一瞬间就被黑色紧身衣覆盖，跟其他黑色紧身衣人一样开始追着普通学生。就像被僵尸咬到的人会感染一样，操场上不断出现新的黑色紧身衣人。

  　するとキスされた人々は一瞬でその体が黒タイツで覆われてしまい、他の黒タイツたちと同じように普通の学生たちを追いかけはじめた。まるでソンビに噛まれた人間が感染してしまうかのごとく、次々とグラウンドに新たな全身黒タイツが発生していく。

  　

  　

  　我被这副景象吓到往后退，旁边的田宫拍着我的肩膀说道：

  　その光景にビビって後ずさりをすると、隣にいた田宮が肩を叩いて声を掛けてきた。

  　

  「莉亚，你也看看校舍那边！」

  「リアっ、校舎の方も見ろ！」

  　

  「……？」

  「……？」

  　

  　我听从田宫的话，战战兢兢地把头转向后方。

  　言われるがままに恐る恐る首を後ろに動かした。

  　

  　视线前方的校舍入口处，有个身高超过五米的巨汉正在大闹。巨汉的周围还有穿着铠甲的骸骨骑士，以及在空中飞行、朝校舍发射光束的魔女。其他还有许多怪人和怪物正在大闹，侵入校舍。

  　その視線の先にある大きな校舎の昇降口では、五メートルは優に超えるほどの巨体な男が暴れまわっていた。更にその周囲には鎧を装着した骸骨の騎士や、空を飛びながら校舎にビームを放つ魔女のような存在までいる。他にも多数いる怪人や怪物が暴れながら、校舎内へと侵入していっている。

  　

  　

  　如果要用一句话来形容这个状况——只能说是魑魅魍魉横行。

  　この状況を一言で表すなら───魑魅魍魎が跋扈している、としか表現できない。

  　

  　这是什么？发生什么事了？

  　なんだこれは。何が起こってるんだ。

  　

  「喂，莉亚，冷静点……虽然我不觉得你有办法冷静，总之你先听我说。」

  「おいリア、落ち着け……るとは思えないが、とにかく聞いてくれ」

  　

  　田宫的声音比刚才冷静，我对他用力点头。

  　先程よりは落ち着いた声音の田宮に向かって、ブンブンと何度も頭を頷かせた。

  　总之，我想先听他说明这个状况。我真的搞不懂。吃完饭睡个午觉，醒来后学园就变成生化危机，这恶梦太可怕，我的脑袋跟不上。

  　兎にも角にも、この状況についての説明がほしい。マジで意味が分からん。ご飯食べてお昼寝して、起きたら学園がバイオハザードしてるとか悪夢すぎて頭が追いつかねぇ。

  　

  　快点，快点说明！

  　はよ。説明はよ！

  　

  　

  「现在，这个学园里出现了『邪恶组织』和『另一个邪恶集团』。」

  「いま、この学園には『悪の組織』と『もう一つの悪の集団』が出現してる」

  　

  「……呃？」

  「……えっと？」

  　

  　

  「听好了，藤堂文香的攻略路线，是和『另一个邪恶集团』全面对决的故事。和你之前战斗过的『和邪恶组织不同的幕后黑手』创造的怪人战斗，拯救尊敬的父亲被杀而堕入黑暗的文香。」

  「いいか、よく聞け。藤堂文香の攻略ルートはその『もう一つの悪の集団』と全面対決するストーリーなんだ。お前が戦ってきたような『悪の組織とは別の黒幕』が生み出した怪人たちと戦いながら、尊敬する父親が殺されて闇堕ちした文香を救うっていうルートだ」

  　

  　说到这里，田宫停顿了一下，再次开始连珠炮似的说明。

  　そこまで言い終えて、一呼吸置いた後に再びマシンガントークを再開する田宮。

  　

  「高月洛伊泽尔的攻略路线，是和用特殊屏障覆盖整个城市，将F市和世界隔离，把所有居民变成穿黑色紧身衣的战斗员，将F市改造成巨大战斗要塞的邪恶组织战斗，同时和唯一剩下的伙伴洛伊泽拉近距离的路线……」

  「そして高月ロイゼールの攻略ルートは、街全体を特殊なバリアで覆うことで世界からF市を隔離して、この街の全ての住民たちを全身黒タイツの戦闘員にすることでF市を巨大な戦闘要塞へと作り変えようとする悪の組織と戦いつつ、唯一残った仲間であるロイゼと距離を縮めていくってルート……」

  　

  　

  「等一下，等我一下。我会好好理解的，请给我三十秒。」

  「待って、少し待ってね。ちゃんと理解するから、三十秒ください」

  　

  　我将双手伸到田宫面前，强制他暂时闭嘴。

  　田宮の顔の前に両手を突きだして、強制的に一旦黙らせる。

  　然后我右手扶额，努力消化刚才大量输入的惊人情报。

  　そして右手を額に当てながら、先程大量放出されたとんでもない量の情報をなんとか咀嚼していく。

  　

  　……嗯，嗯。好，OK。请继续！（其实根本没搞懂。）

  　……うん、うん。はい、おっけ。続きをどうぞ！（分かってない）

  　

  　

  「好了吗？也就是说，在操场大闹的是邪恶组织，校舍里大闹的是另一个邪恶集团……」

  「もういいか？　つまりだな、グラウンドで暴れてるのが悪の組織で、校舎内で暴走してんのがもう一つの悪の集団で……」

  　

  「简单来说，是怎么回事？」

  「要するに、どういうこと？」

  　

  　

  　

  「攻略难度高到鬼的文香路线！和最高难度的白痴洛伊泽路线！这两条路线同时发生了！！反正一定是游戏公司恶搞，可恶，这下死定了！！」

  「攻略難易度が鬼レベルの文香ルートと！　最高クラスのアホみたいな難易度のロイゼルートッ！　その二つのルートが同時に発生しちまってんだよ！！　どうせ運営の悪ノリだよチクショウもう詰みだよ詰みィ！！」

  　

  　

  　

  「……啊，嗯。」（虽然听不太懂，但好像很不妙？）

  「……ぁ、うん」（よく分かんないけどやべぇのか）

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  　不不不不不不不不，不妙不妙不妙不妙不妙不妙不妙不妙。

  　いやいやいやいやいやいやいやいや、ヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイ。

  　

  　咦、咦、咦？？什么？呃……什么？到底怎么回事？这到底在干嘛？

  　えっ、え、え？？　なに？　えっと……なに？　ほんとに何事？　マジで何やってんの？

  　在我睡午觉的时候，游戏公司到底在干嘛？我还在想最近怎么都没出现强制选择，原来是准备了这种整人桥段吗？不需要吧？我不是傲娇，是真的完全不开心哦？

  　俺がお昼寝してる間に運営マジで何やってんの？　ここ最近強制選択が出てこないな～なんて思ってたら、こんなドッキリ用意してたの？　いらないよ？　ツンデレとかじゃなくて本当に全然嬉しくないですよ？

  　

  　

  「呜、呜……要、要死了，要死了……」

  「うっ、うぅ……っ、しぬ、死ぬぅぅ……」

  　

  　我全速狂奔，专心致志地逃离追来的黑裤袜们。逃、逃、总之先逃再说。我利用转角和遮蔽物躲过他们，总之先往海夜家跑。

  　追いかけてくる黒タイツたちから、一心不乱に全速力で逃げる。逃げる。とにかく逃げる。曲がり角を利用したり、物陰に隠れたりしてやり過ごしながら、とにかく海夜の家に向かって走っていく。

  　

  　根据田宫的说法，『只有路线初期的海夜家是安全的』，所以我正往那边跑，但途中和田宫走散了。

  　田宮の話によれば『ルートの序盤のみ海夜家は安全』とのことなのでそこへ向かっていたのだが、田宮とは途中ではぐれてしまった。

  　虽然担心那家伙，但要是自己死了，那就毫无意义了。总之，现在只能先去海夜家避难。

  　アイツの事は心配だが、自分が死んだらそれこそ無意味。今はとにかく海夜の家に避難するしか道はない。

  　

  　我甚至不知道雷诺拉与阳菜是否平安无事。身为路线主角的高月与藤堂应该不要紧，但路线混杂的影响，也可能造成某些意外。

  　レイノーラも陽菜も、無事なのかすら分からない。ルートの主役である高月と藤堂は大丈夫なのだろうが、ルートが混じった影響で何かしらの事故が起きている可能性も考えられる。

  　

  「呼、呼……」

  「はぁっ、はぁっ……」

  　

  　不行，之后再思考吧。在这种状况下，如果分心去想其他事，可能会被黑裤袜们逮到。

  　だめだ、考えるのは後回しにしよう。この状況で他の事に気を取られてたら、黒タイツどもに掴まりかねない。

  　

  　

  　——不过，我必须记住一些事。

  　──しかし、覚えておかなければいけないこともある。

  　

  　就是文香路线的『另一支邪恶集团』的首领，也就是幕后黑手。

  　文香ルート側の『もう一つの悪の集団』のリーダー、つまり黒幕のことだ。

  　那家伙的外表特征是鲜红色头发与右眼的黑色眼罩。如果见到他，总之必须逃之夭夭。

  　やつの外見の特徴は真っ赤な赤髪と右目に付けている黒い眼帯。そいつを見かけたら、とにかく逃げなければならない。

  　

  　据说在准备完成之前，如果被首领发现，就会当场死亡，是一种即死陷阱。被发现就死定了，这也太可怕了……

  　話によると、準備が整う前にリーダーに見つかると、その時点で死亡するという即死トラップになっているらしい。見つかったら確定で死ぬとか恐ろしすぎるぜ……。

  　

  　

  「还差一点……」

  「もう、少し……っ」

  　

  　我跑了一会儿后，见到一座熟悉的公园。穿越那座公园后，海夜的家位于错综复杂的住宅区之中。

  　しばらく走っていると、見覚えのある公園が目に入ってきた。あの公園を抜けた先の入り組んだ住宅街の中に、海夜の自宅がある。

  　

  　我心中焦急，但体力却跟不上。我已经上气不接下气，无法全速奔跑。

  　急げ急げと気持ちだけは逸るものの、肝心の体力が付いて行かない。もう息も切らしてしまって、全速力で走るなんて無理だ。

  　

  「呼、呼……咳、咳。」

  「はぁっ、はぁ……けほっ、ケホ」

  　

  　我的身体已经疲惫到跑过头而呛到的程度了。

  　走り過ぎて咳き込んでしまう程度には、体が疲れている。

  　幸好附近没有看到全身紧身衣的人，我便顺利地躲在阴影处，偷偷地前进。

  　幸い周囲には全身タイツの姿は見えないし、うまく物陰に隠れながらこっそり進んでいこう。

  　

  　

  「……啊。」

  「……ぁっ」

  　

  　我躲在电线杆后方，窥伺着状况，见到一名眼熟的人物。

  　電柱の影に隠れながら様子を窺っていると、奥の方に見覚えのある人物が見えた。

  　那是一名看起来人很好的微胖男子——那是之前请我吃炸鸡块与茶的超市店长。

  　人が良さそうな顔で、少し太っている男性──あれは以前、俺にから揚げとお茶を恵んでくれたスーパーの店長さんだ。　

  　

  　他被紧身衣人们团团包围，已经无处可逃了。

  　彼は全身タイツに囲まれていて、もはや逃げ場が無くなってしまっている。

  　

  「……唔唔唔。」

  「……ぐぬぬ」

  　

  　虽然我很想救他，但现在的我无能为力。我姑且有5点，但能用点数交换的武器大多很极端，而且我本来就不想用点数交换。

  　本当なら助けたいところなのだが、今の俺にはどうしようもない。一応5ポイントはあるが、ポイント交換の武器はピーキーな代物が多いし、そもそも本来ならポイント交換などしたくはないのだ。

  　

  　如果能不用点数就度过难关，那当然是最好。虽然对店长很抱歉，但我不惜用点数也要救他。对不起……对不起……

  　使わないでやり過ごせるなら、それに越したことはない。店長さんには悪いが、ここでポイントを使ってまで助けるわけにはいかないのだ。すまねぇ……すまねぇ……。

  　

  　

  　

  「——喂。」

  「──おい」

  　

  　

  　

  「！」

  「っ！」

  　

  　我咬牙切齿地旁观着店长被紧身衣人强吻的场面，此时，突然有人从背后叫住我，使我肩膀一颤。

  　店長さんが全身タイツにキスされる場面を歯噛みする思いで傍観していると、突然後ろから声を掛けられ、肩がビクついた。

  　

  　就算躲在电线杆后方，背部也一览无遗。我事到如今才察觉到这个理所当然的事实，额上冒出冷汗。

  　電柱に隠れていても、背中は丸見え。そんな当たり前のことに今更気づきながら、俺は額に冷や汗を浮かべた。

  　

  　糟糕，被发现了。虽然声音是男人，但我完全没听过。

  　マズイ、見つかった。男の声だったけど、全く聞き覚えの無い声音だ。

  　黑衣人不会说话，所以是怪人吗？也有可能是逃出来的普通人……

  　黒タイツは喋らないから、怪人か？　もしかたら逃げてきた一般人の可能性もあるけど……。

  　

  「三秒内转过来，否则……」

  「三秒以内にこっちを向け。さもなくば……」

  　

  「……唔，我、我知道了。」

  「……ぅ、わ、わかった」

  　

  　我颤抖着声音回应，举起双手，缓缓地转过身去。

  　震えた声で返事をしつつ、両手を挙げながらゆっくりと振り返っていく。

  　如果对方是怪人，我做出错误行动的瞬间，就有可能被杀。现在应该乖乖听话比较好。

  　もし怪人だとすれば、下手な行動をした瞬間に殺される可能性もある。今は大人しく従った方がいいはずだ。

  　

  　我慢慢地、慢慢地——

  　ゆっくり、ゆっくりと──

  　

  　

  「……骗、骗人。」

  「……う、うそ」

  　

  　

  　——转过身后，见到一名红发眼罩男。

  　──振り返った先にいたのは、真っ赤な髪をした眼帯の男だった。

  　

  　那显而易见的外表特征，正是我事前听说的『幕后黑手』。据说被他发现就会立刻死亡，是现在最不能遇见的角色。

  　その直ぐに分かるような外見的特徴は、事前に聞いていた『黒幕』そのもの。見つかったら即死亡の理不尽トラップと言われていた、今一番出会ってはいけないキャラだった。

  　

  「……」

  「……」

  　

  「……！」

  「……っ」

  　

  　我们彼此沉默，我则冷汗如瀑布般狂流。

  　お互いに沈黙をしているが、片や俺は冷や汗が滝の如く流れている。

  　面对眼前人物散发出的压倒性气场，我已经被逼到失禁也不奇怪的程度了。

  　目の前の人物から発される圧倒的なオーラを前にして、もはや失禁してもおかしくないレベルまで追いつめられてるくらいだ。

  　

  　

  　——啊啊，结束了……好，结束了！结束了！！变成这样会怎么样呢！？好，莉亚小姐太快了！……剩下一条命？叮咚叮咚，答・对・了！作为奖品，我想把死亡作为礼物送给莉亚小姐！！

  　──あぁ、終わった。……はい、終わり！　おわりぃーっ！　こうなった場合どうなるでしょう！？　はいリアさん早かった！　……残機が残り一つになる？　ピンポンピンポン大・正・解！　賞品としてリアさんには死をプレゼントしたいと思います!!

  　

  「呜、呜呜……」

  「ぅ、うぅ……」

  　

  　会想哭也是没办法的事吧。不如说不哭的话就撑不下去了。

  　泣きたくなってもしょうがないでしょ。てか泣かなきゃやってられねぇわ。

  　什么鬼啊这个垃圾游戏混账王八蛋。给我设计得更体贴玩家一点啊混账。

  　なんだよこのクソゲーちっくしょうバカ野郎。もっとプレイヤーに配慮した作りにしやがれクソが。

  　

  　啊——够了请杀了我吧！死了之后大概会在海夜家复活吧！（放弃思考）

  　あーもういいですよ殺してくださーい！　死んだら多分海夜の家にでもリスポーンするでしょ！(思考放棄)

  　

  「刚。」

  「剛」

  　

  　

  　

  「……欸？」

  「……ぇ？」

  　

  　

  　

  　我的脑袋陷入恐慌，漏听了眼前幕后黑手的低语。

  　頭の中がパニックになっていて、目の前の黒幕が呟いた言葉を聞き逃した。

  　我忍不住反问，看来我真的要死了。

  　思わず聞き返しちゃったし、マジで死んだなこりゃ。

  　

  　

  「我只再说一次——刚。」

  「もう一度だけ言うぞ。───剛」

  　

  「……烈、烈……？」

  「………れっ、烈……？」

  　

  　

  　对于幕后黑手所说的刚这个词，我并没有多想什么。

  　黒幕が呟いた剛という言葉に対して、俺は何かを考えたわけではない。

  　

  　只是残留在脑海一角的『那家伙』的话，擅自驱动了我的嘴巴。

  　ただ頭の片隅に残っていた『アイツ』の言葉が、勝手に俺の口を動かした。

  　

  　

  　刚，相对的，烈。

  　剛、それに対して、烈と。

  　

  　

  　乍看之下，这简直是没有意义的问答。甚至算不上对话，只是单词的相互碰撞。

  　一見すれば、まるで意味の無い問答。もはや会話にすらなっていない、単語同士のぶつかり合い。

  　在进行完这段完全感觉不到意义的互动后，我自然而然地向他搭话。

  　まったく意味を感じないそのやりとりをした瞬間、自然と俺の方から彼に対して声を掛けていた。

  　

  「你、你就是……刚烈……？」

  「あ、あんたが……剛烈……？」

  　

  「哼……」

  「ふん……」

  　

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　…………

  　…………

  　

  　………………

  　………………

  　

  　

  　

  「啊啊～！真是太好了！要是你不回答暗号的话，我可是会害羞到死掉的！」

  「あぁ～！　ほんとによかった！　合言葉返してくれなかったら私、恥ずかしくて死んじゃうところだったよ！」

  　

  「……嗯、嗯。」

  「……ぅ、うん」

  　

  　在那之后过了几分钟。不知为何，我现在正和这次的幕后黑手手牵着手走在住宅区里……这是什么情况？

  　あれから数分後。俺は今何故か、今回の黒幕と手を繋ぎながら住宅街を歩いていた。……なんだこれ。

  　

  「虽然我事前就听说了，但你真的用这么小的身体在努力呢。你真厉害～」

  「事前に聞いてはいたけど、本当にこんな小さい体で頑張ってたんだね。凄いよキミ～」

  　

  「那、那个……」

  「あ、あの……」

  　

  「嗯？……啊啊，果然很奇怪吗？因为我的内在是女人，所以平常是这个样子。」

  「ん？　……あぁ、やっぱり変かな？　私って中身女だからさ、素だとこうなっちゃうんだよね」

  　

  　他笑嘻嘻地用开朗的声音对我说话，从他身上感觉不到刚才那种恐怖的氛围。

  　ニコニコしながら明るい声音で俺に語りかけてくる彼に、先程の様なとんでもなく恐ろしい雰囲気は感じられない。

  　不仅如此，由于他用低沉的男性声音轻松地说话，让我有点不知所措。

  　それどころか渋い男の声で軽い喋り方をしているせいで、こっちの調子が狂ってくる。

  　

  　

  　就结果来说，藤堂文香路线的敌人，可称之为最终头目的存在，正是我事前从人妖那里听说的『协力者』。我们互相说出只有人妖、我本人和他才知道的暗号，所以不会有错。

  　結果的に言えば藤堂文香ルート側の敵、そのラスボスとも呼べる存在こそが、事前にオカマから聞いていた『協力者』だった。オカマと俺と本人しか知らない筈の合言葉を言いあったので、これは間違いない。

  　

  　……不过，没想到会在这个时间点出现……我可是真的做好了会死的觉悟。我还以为自己会进入只剩1条命的自暴自弃暴走状态呢。好险！

  　……にしても、まさかのタイミングだったぁ……。本当に死ぬって覚悟したぞ俺。もう残機残り1になってヤケクソ暴走状態になると思ってたわ。あぶねぇ！

  　

  「……你真的是女人？」

  「……本当に、女の人？」

  　

  「啊哈哈，你不用相信我啦！反正我也没办法证明，而且又是那个人妖介绍的！」

  「アハハ、信じなくていいよ！　証明する方法ないし、どうせあのオカマの紹介だから！」

  　

  　该怎么说呢，她还真是个大剌剌的人。毕竟她都存了不少点数，快要通关了，应该也不是个傻乎乎的人，不过……该怎么说呢，她非常有精神，而且很开朗。

  　なんというか、あっけらかんとした人だ。ポイントをかなり貯めていてクリア間近だって話だったし、能天気というわけではないんだろうけど、こう……なんというか、とても元気で明るい。

  　

  　她应该也是被卷入死亡游戏的玩家，却有这种精神力。我好像要迷上她了。

  　一応デスゲームに巻き込まれてるはずなのに、この精神力である。惚れそう。

  　

  「总之，我会在途中保护你，我们就直接去莲斗家吧。我实在没办法进去，所以我会趁现在把联络方式给你。」

  「とりあえず道中は私が守るから、このまま蓮斗くん家にいこっか。流石に中には入れないから、今のうちに連絡先渡しておくね」

  　

  　刚烈说完，便把智能手机靠了过来，让我把她的联络方式登录到手机里。光荣的第二位玩家伙伴，是个外表粗犷，内在却很开朗的女性，和刚烈这个名字非常相配。啪嚓啪嚓。

  　そう言って剛烈はスマホを近づけ、俺の端末に連絡先を登録させた。栄えあるプレイヤー仲間の二人目は、剛烈という名字にふさわしいゴツい見た目をした、中身が明るい女性でした。パチパチ。

  　

  　……啊，话说回来。

  　……あっ。ていうか。

  　

  「我刚才说出了暗号，还有事前听说之类的……」

  「さっき合言葉とか、事前に聞いてたとか、言っちゃってたけど……」

  　

  「在你跟莉娅搭话之前，我就已经让她关机了，所以没问题。应该还能再撑个五分钟吧？不过这次是最后一次关机了，以后就别再提暗号和人妖的话题了。」

  「リアくんに話しかける前に回線落としてもらったから大丈夫だよ。あと五分は持つかな？　まぁ今回で最後の回線落としだから、これからは合言葉とかオカマの話はNGだね」

  　

  「那我什么时候才能跟你联络……？」

  「じゃあ、いつ剛烈に連絡すれば……？」

  　

  「随时都可以哦。趁关机的时候成为朋友，因为都是玩家所以互相帮助……我觉得这样的剧本应该没问题。这个直播的规模变得非常大，就算多少有点可疑，事到如今运营方也不会因为这点小事就中断直播。」

  「いつでもいいよ？　回線落ちてる間に友達になって、プレイヤー同士だから協力してる……っていう筋書きなら問題ないと思う。この生放送すっごく規模大きくなっちゃってるから、多少怪しまれても、運営もそれくらいじゃ今更中断できないだろうし」

  　

  　「船到桥头自然直啦～♪」刚烈表现得非常开心。这家伙的精神力到底是怎么回事？这个人太奇怪了……（害怕）

  　なるようになるよ～♪　と上機嫌に振る舞う剛烈。こいつの精神力マジでどうなってんだ？　この人おかしい……(怯え)

  　虽然不至于到她那种程度，但她的精神力或许值得我稍微学习一下。毕竟接下来应该没有时间让我一直消沉下去。

  　さすがにここまでとは行かなくても、彼女の精神力は少し見習った方がいいかもしれない。これからはいちいち落ち込んでる暇なんてないだろうし。

  　

  　

  　总之在步行几分钟前往海夜家的路上，我决定先跟刚烈商量一下我的女主角进度。

  　とりあえず数分歩いて海夜の家に行く間、俺のヒロイン進行度について剛烈に相談してみることにした。

  　

  「嗯～4和5的条件啊。」

  「う～ん、4と5の条件かぁ」

  　

  「我卡住了。这样下去会浪费很多时间。」

  「行き詰ってて。このままだと、無駄に時間、かかっちゃうから」

  　

  　我也把我的假说告诉了她，不知道她会不会提出什么有用的建议。

  　俺の仮説についても聞かせたが、彼女から有用な案は出てくるだろうか。

  　既然人妖拜托她，她也答应了，那她就是我的伙伴。我决定不再客气，要尽量拜托她。有事就尽管找她商量。

  　オカマが頼んでこの人が承諾したから、俺の仲間になってくれたんだ。もう遠慮しないでバンバン頼ることに決めた。相談だってどんどんしていくぞ。

  　

  　我满怀期待地等待着，刚烈竖起食指。

  　期待しながら待っていると、剛烈がピンっと人差し指を立てた。

  　

  「啊！……4大概是指吵架和和好吧？」

  「あっ！　……4は多分、喧嘩と仲直りじゃないかな？」

  　

  「什么意思？」

  「どういう、こと？」

  　

  「你还没有跟莲斗同学大吵一架吧？在日常的接触之后，接下来就是第二个高潮……说到简单易懂的下一个发展，果然还是彼此的丧失吧。」

  「きみ、まだ蓮斗くんと派手に衝突したことないでしょ？　日常的な触れ合いの次って考えたら、二つ目の山場だし……そうなると分かりやすい次の展開で言ったら、やっぱりお互いの喪失だと思うんだ」

  　

  　仔细回想起来，我确实有因为失去一条命而受到打击，也曾经打过睡着的海夜一巴掌，但从来没有正面跟那家伙吵过架。

  　確かに思い返してみれば、残機消滅のショックがあって、寝ている海夜をビンタした事こそあるものの、正面切ってアイツと喧嘩したことは無いな。

  　

  「在失去彼此之后，才第一次发现对方的重要性～……虽然很老套就是了。」

  「互いを失って初めて、相手の大切さに気づくんだ～……なんて、ベタだけどね」

  　

  「不会，很有参考价值……既然如此，我是不是该想个吵架的理由？」

  「ううん、すごく参考になった。……それなら、何か喧嘩する理由とか、考えた方がいいのかな」

  　

  「咕呼呼，干脆堕入黑暗面怎么样？虽然不是吵架，但可以简单易懂地对立起来～」

  「グフフ、思い切って闇堕ちしちゃうとかどう？　喧嘩ではないけど、分かりやすく対立できるんじゃないかな～」

  　

  　虽然我有点被这个面相凶恶的大叔诡异的笑容吓到，但他的提议本身倒是相当不错。

  　怪しげに笑う強面のおっさんを見て軽く引いたが、提案自体はかなり良い線いってると思う。

  　虽然不是本质上的冲突，但只要我堕入黑暗面，就一定会跟海夜战斗。跟女主角互相残杀，是简单易懂的高潮桥段。只要海夜愿意帮助我，好感度上升到足以确定路线也不奇怪。

  　本質的なぶつかり合いではないものの、闇堕ちすれば否が応でも海夜と戦うことになる。ヒロインとの殺し合いなんてクッソ分かりやすい山場だし、海夜が俺を助けてくれればルート確定レベルで好感度上がってもおかしくないな。　

  　

  　嗯，很好。非常好。

  　うん、いい。とてもいい。

  　

  　

  　……虽然，是这样没错。

  　……なん、だけど。

  　

  　

  「要是没有我，海夜可能会因为淫纹而失控……」

  「私が居ないと、海夜、淫紋で暴走する……かも」

  　

  「啊、啊啊……说得、也是。被其他男生上……根本、没得谈。」

  「ぁ、あぁ……。そう、だったね。他の子とセックスされちゃうの……論外、だね」

  　

  　

  「……怎么办？」

  「……どうしよう」　

  　

  「……该怎么办呢？」

  「……どうしようね」

  　

  　

  　海夜的性欲永无止尽，人妖留下的麻烦礼物更是棘手。我们两人只能抱头苦恼，忍不住叹气。

  　留まることを知らない海夜の性欲と、あまりにも厄介すぎるオカマの置き土産に溜め息を吐きながら、二人して頭を抱えることとなった。

  　

  　

  　

  　

 
  究極最強のハイパームテキリアちゃん

  究极最强的超级超人

  　

  　

  　

  　那些家伙毫无预警地现身，带着大批怪人和怪物，对和平的正午学园展开近乎恐怖攻击的蹂躏。

  　何の前触れも無く、奴らは姿を現した。平和な正午の学園に、大勢の怪人や怪物を引き連れて、テロ紛いの蹂躙を開始した。

  　

  　有在空中飞、射出火球的魔女、挥舞巨大大剑的骸骨骑士、破坏校舍、横冲直撞的巨人。其他怪人，也就是这次出现的所有敌人，共通的特征就是会刻意将袭击的人类活捉回去。恐怕是为了改造成和自己一样的怪人吧。

  　空を飛んで火球を飛ばしてくる魔女、大きな大剣を振るう骸骨の騎士、校舎を破壊しながら我武者羅に暴れまわる巨人。それ以外の怪人たち、総じて今回現れた全ての敵に共通する特徴が、襲った人間をあえて生かしたまま連れて帰ろうとする習性だ。恐らく自分たちと同じような怪人に改造する為だろう。

  　

  　我无法坐视这种惨无人道的行为，和洛伊泽等能力者合作，一边保护学园生一边战斗。

  　そんな非道を見過ごすわけにもいかず、私はロイゼたち能力者と協力し、学園生を守りつつ戦った。

  　但寡不敌众。令人不甘心的是，光靠我们实在保护不了所有人，有几十名学园生被带走。

  　しかし多勢に無勢。悔しいことに、私たちだけではとても守りきれず、何十人もの学園生たちを連れ去られてしまった。

  　

  　我们保护着被留下的众多学园生，却无法打倒数量越来越多的怪人，最后只能被迫逃离学园。

  　多く取り残されている学園生たちを守りながら、更に数を増していく怪人たちを全て倒すことなど叶わず、結果的に言えば私たちは学園からの逃走を余儀なくされた。

  　

  　我们决定小心提防各地涌现的邪恶组织战斗员，到安全的地方再次会合，以剩下的人员思考作战计划，准备齐全后打倒他们的老大。

  　各地に溢れている悪の組織の戦闘員共に気をつけつつ、安全な場所でもう一度合流するという手筈にした。残った人間で作戦を考え、準備が整い次第奴らの親玉を叩くために。

  　

  　洛伊泽、阳菜、菲莉斯、莲斗。我联络了可靠的四人，决定先到莲斗家集合。因为他的家附近怪人和战斗员还很少，也没有其他能集合的地方。

  　ロイゼ、陽菜、フィリス、蓮斗。その頼れる四人に連絡を入れ、まず蓮斗の自宅に集合することとした。彼の自宅周辺はまだ怪人や戦闘員たちが少なく、他に集まれる場所も無いからだ。

  　

  　

  「呼、呼……！」

  「はぁっ、はぁっ……！」

  　

  　现在，我为了去拿家里道场唯一的武器真剑，专心一志地在充满怪人和战斗员的街道上奔跑。

  　そして私は今、自宅の道場にある唯一の武器である真剣を取りに行くため、怪人や戦闘員たちで溢れる街を一心不乱に駆け抜けている。

  　

  　我的能力是单纯强化自身体能，空手战斗的话无论如何都会扯大家的后腿。再说我对体术和空手战斗一窍不通，只靠身体实在无法战斗。

  　私の能力は自身に身体能力の強化を施すという単純なもので、素手で戦うとなるとどうしても皆の足を引っ張ってしまう。そもそも体術や素手での戦闘にはてんで疎く、この身一つではとても戦えない。

  　

  　也就是说，我需要武器。结合从小父亲教我的剑道和体能强化能力，我才能勉强战斗。

  　つまり私に必要なものは武器だ。幼い頃から父に叩き込まれてきた剣道と身体強化能力を併合することで、ようやく私はまともに戦えるようになる。

  　我从以前就用竹刀和真剑两种武器修行，所以用刀没问题。再说用竹刀根本无法和怪人战斗。为了帮助莲斗他们，刀是不可或缺的。

  　昔から竹刀と真剣の二つで修行してきたので、刀の扱いは問題ない。そもそも怪人たち相手に竹刀では、まともに戦うことなどできはしないのだ。蓮斗たちの力になるうえで、刀は間違いなく必須となる。

  　

  「看到了，是道场……！」

  「見えたっ、道場……！」

  　

  　我强化脚力在屋顶上移动，终于看见熟悉的道场。

  　脚力を強化して屋根の上を移動していると、漸く見慣れた道場が目に入った。

  　我立刻跳下屋顶，直线朝道场前进，连滚带爬地进去避难。虽然穿着鞋子进去，但现在顾不了那么多了。

  　即座に屋根を降りて一直線に向かって行き、転がり込むように道場の中へと避難していく。土足のまま入ってしまったが、今は致し方ない。

  　

  「……好，这样就没问题了。」

  「……よし、これで大丈夫だ」

  　

  　我拿起放在道场深处的真剑，松了一口气。这样就能战斗了，自己也能成为战力。我心中涌起这样的想法，不禁抚胸松了口气。

  　道場の奥に置かれていた真剣を手に取り、ホッと一息ついた。これで戦える、自分も戦力になれる、そういった思いがこみ上げてきて、思わず胸を撫で下ろした。

  　我并没有自恋，但身为能力者，我至今和怪人战斗过好几次，应该不会扯大家的后腿。

  　自惚れているわけではないが、これでも能力者として今まで怪人たちとは幾度となく戦ってきた経験がある以上、足手まといにはならない筈だ。

  　

  　好，去莲斗家吧——我这么想着，转过身的瞬间，一名中年男性走进了道场。

  　よし、蓮斗の自宅へ向かおう──そう思って振り返った瞬間、道場の中に初老の男性が入ってきた。

  　

  「师父……！」

  「師匠……！」

  　

  　走进道场的那个人，是我一生的师父，也是我的父亲藤堂刚志。来这里之前，我最担心的就是他的安危，看来是杞人忧天了。

  　道場に入ってきたその人物は、私の生涯の師にして父親でもある藤堂剛志だった。ここに来るまでの懸念材料が彼の安否だったのだが、どうやら杞憂に終わったようだ。

  　他看到我拿着真剑，立刻跑到我身边。

  　彼は真剣を持つ私を見ると、すぐさま私の傍まで走ってきた。

  　

  「文香！……看样子你平安无事。」

  「文香！　……その様子だと、無事だったようだな」

  　

  「师父才是，您没事真是太好了……您刚才在做什么？」

  「師匠こそ、ご無事で何よりです。……今まで、なにを？」

  　

  　我这么问，师父瞥了一眼插在腰间的木刀，视线移向道场的出入口。

  　私がそう聞くと、師匠は腰元に刺してあった木刀をチラつかせながら道場の出入り口へ視線を移した。　

  　

  「我刚才在和从学园跑出来的黑裤袜们战斗，好让附近的小孩和老人家去避难。」

  「学園から溢れ出てきた黒タイツ共と戦っていた。近所の子供たちやご年配の方々を避難させるためにな」

  　

  「看样子……」

  「その様子だと……」

  　

  「嗯，总之我让看到的人全都去附近小学的体育馆避难了。警察似乎也出动了，已经没有我能做的事了吧。」

  「あぁ。とりあえず見掛けた人たちは全員、近所の小学校の体育館へ避難させた。警察も動き出しているようだし、私に出来る事はもうないだろう」

  　

  　师父轻轻叹了口气，看起来有些疲惫。保护那么多人战斗到现在，这也是理所当然的。

  　ふぅ、と軽く溜め息を吐いた師匠は些か疲弊しているように見えた。大勢を守りながらここまで戦ってきたのなら当然だろう。

  　师父救了所有人，和只能对学园生见死不救的我大不相同。我果然还远远比不上这个人。

  　一人残さず助けた師匠は、数に押されて学園生たちを見捨てるしかなかった私とは大違いだ。やはりこの人にはまだまだ及ばない。

  　

  「我也打算去小学避难，稍微休息一下，你接下来要怎么办？」

  「私も小学校に避難して少し休むつもりだが、文香はこれからどうする」

  　

  「我要和能力者朋友们联手……讨伐这次的幕后黑手。警察光是引导避难和保护居民就忙不过来了，而且整座城市似乎被巨大的屏障包围，无法期待来自外部的援助。」

  「能力者の友人たちと結託して……今回の黒幕を討ちます。警察は避難誘導や住民の保護で手一杯でしょうし、なにやら街全体が大きなバリアで囲まれているようで、外部からの助けは期待できそうにありませんので」

  　

  　我将刀佩戴在腰间，向师父清楚表明这次的目的。我以前就和师父说过能力与邪恶组织的事，他知道我至今为止的战斗经历，所以并不惊讶。

  　刀を腰に装着しながら、今回の目的をハッキリと師匠に伝えた。以前から能力や悪の組織のことは話しており、私が今まで戦ってきたことを知っている師匠なら驚くこともない。

  　

  　只是和我预想的相反，师父露出有些苦涩的表情。

  　ただ、私の予想とは裏腹に、師匠は少し苦しげな表情をしていた。

  　

  「这样啊……不，这是被选上之人的宿命。」

  「そう、か……。いや、選ばれた者の宿命だな」

  　

  「师父？」

  「師匠？」

  　

  「文香，抱歉。心爱的女儿即将赴死，我却无法阻止……我真是个失职的父亲。」

  「すまんな文香。愛する娘が死地へ赴こうというのに、それを止められない私は……親失格だ」

  　

  　师父一脸苦涩地说道，我无言以对。

  　苦虫をかみつぶしたような表情で告げる師匠に、私は何も言えない。

  　

  　我虽然没有成熟到能理解父母的立场，却也不是无法理解他人感受的小孩。如果我站在他的立场，或许会尽全力阻止自己的孩子。

  　私は親の立場をきちんと考えられるほど大人ではないが、人の気持ちが理解できない程子供でもない。もし私が彼の立場だったとすれば、全力で自分の子供を引き止めようとするかもしれない。

  　

  　然而，师父没有这么做。正因为比任何人都了解我，他才没有阻止即将前往战场的女儿。

  　しかし、彼はそうしない。私のことを誰よりも理解しているからこそ、戦いに行く娘を止めようとはしないのだ。

  　

  「莲斗他们一定也在等你吧。事实上，这座城市里只有你们这些能力者能和他们正面交锋。」

  「きっと蓮斗君たちもお前を待っているのだろう。事実、この街で奴らとまともに戦えるのは能力者であるお前たちしかいない」

  　

  「……您愿意让我去吗？」

  「……行かせて、くれるのですね」

  　

  「嗯，不过我也要一起去。我好歹是藤堂流的师父，虽然没有能力，但不会碍手碍脚。」

  「あぁ、だが私も同行させてもらうぞ。これでも藤堂流の師範だ、能力こそ持ってはいないが足手まといにはならない」

  　

  「太可靠了！」

  「心強いです！」

  　

  　不让小孩暴露在危险之中，就是世间所谓的父母吧。如果第三者看到他的选择，或许会揶揄他不负责任。

  　子供を危険に晒させないのが、世間一般にいう親なのだろう。彼の選択を第三者が見れば、無責任だと揶揄されるかもしれない。

  　不过，这个人打算和女儿一起承担危险。这是他为我着想后得出的答案。

  　しかしこの人は、娘の危険を一緒に担ごうとする。それは何より私のことを考えて導き出した答えだ。

  　

  　他不打算保护我远离危险，而是要和我一起跨越危机……对我而言，这个人果然是最棒的父亲，也是最棒的师父。

  　危険から守るのではなく、共に危機を乗り越えようとしてくれる。……やっぱり私にとってこの人は、最高の父親で、最高の師匠だ。

  　

  「走吧。在怪人变多之前，我们去莲斗家。」

  「行きましょう。怪人たちが多くなる前に、蓮斗の自宅へ」

  　

  「……你真的打算只靠一把真剑战斗啊。我真是有个让人伤脑筋的女儿。」

  「……本当にその真剣一つで戦うつもりなんだな。我ながら困った娘を持ったものだ」

  　

  　师父苦笑，我微微一笑，带着刀走出道场。

  　苦笑いをする師匠に軽く微笑み、私は刀をしっかりと携えて道場を出た。

  　

  　

  　

  「——找到了！是老大说的女人！」

  「──いたぞ！　リーダーが言ってた女だ！」

  　

  「！」

  「っ！」

  　

  　我们急忙在住宅区前进，几十个怪人一口气出现在我们面前。其中一人指着我，交互看着手上的终端机画面和我。

  　急いで住宅街を進んでいくと、私たちの前に数十人の怪人たちが一気に現れた。その中の一人が私に指差し、手に持っている端末の画面と私を見比べている。

  　

  「没错，那个女人就是藤堂文香。」

  「間違いねぇ、あの女が藤堂文香だ」

  　

  「抓到她的人就能升格为干部吗……呵呵，我技痒了。」

  「あいつを捕まえたヤツが幹部昇格か……ククッ、腕が鳴るぜ」

  　

  　我竖耳倾听他们的对话，发现他们似乎特别想抓我。我不知道原因，是因为我是能力者，还是因为我至今杀死了许多怪人。无论如何，我不能在这里停下脚步。

  　奴らの会話に耳を立てて分かったが、どうやら私は特に狙われている獲物だったらしい。それが能力者だからか、はたまた今まで多くの怪人を屠ってきた人物だからなのかは見当がつかないが、どちらにせよここで立ち止まる訳にはいかない。

  　

  「……给我让开。」

  「……そこを退いてもらうぞ」

  　

  　我从刀鞘中拔出腰间的真剑，进入战斗状态。师父见状也举起木刀，怪人们对我们的杀气做出反应。

  　私は腰に携えた真剣を鞘から抜刀し、戦闘態勢に入った。それを見た師匠も木刀を構えると、怪人たちが私たちの殺気に反応した。

  　

  「那些家伙好像想打哦？」

  「あいつらやる気みたいだぜ？」

  　

  「有什么关系，把他们两个一起绑起来！」

  「いいじゃねぇか、親父とまとめて縛り上げてやる！」

  　

  　怪人们高声大喊，从队伍最前方一口气冲向我们。

  　声高々に叫んだ怪人たちは、先頭集団から一気に此方へ向かって駆け出してきた。　

  　

  　

  　我瞬间发动能力。

  　その瞬間、私は能力を発動した。

  　我感觉到一股热流从胸口中心流窜到全身末端，身体逐渐变得轻盈。

  　胸の中心から全身の末端にかけて熱い血流が駆け巡る感覚を感じ、次第に体が軽くなってくる。

  　我的眼睛发出红光的瞬间，身体强化就完成了。

  　そして私の瞳が赤色に光ったその瞬間、身体強化は完了した。

  　

  「呼——」

  「ふっ──」

  　

  　我正确地看清冲向我的怪人们，脑中列出斩杀的顺序。完成的瞬间，我右脚用力蹬向水泥地。

  　此方に飛び込んでくる怪人たちを正確に見極め、斬っていく順番を脳内に羅列させる。それが完了した瞬間、私は右足でコンクリートの地面を勢いよく蹴った。

  　

  「喝——！」

  「はぁっ──！」

  　

  　我将刀当成身体的一部分，一边前进一边斩杀怪人们。刀光剑影，血花四溅，我闪避所有攻击，持续进攻。

  　刀をまるで体の一部のように扱い、前進しながら次々と怪人たちを切り捨てていく。空を切る音が鳴り響き、血飛沫が舞い上がる中、それを全て避けながら攻撃と前進を続ける。

  　

  「喂喂喂！那个女人太——呜叽！」

  「おいおいおい！　あの女めちゃくちゃ──ウギッ」

  　

  「咿！等、等一下！」

  「ヒッ、ちょ、まっ」

  　

  　我将吓得腿软的怪人和胆怯的怪物们全部化为刀下亡魂。这些家伙袭击学园，伤害并绑架学生和市民，事到如今我不会对他们手下留情。

  　腰を抜かしている怪人や怯える怪物たちも、もれなく全て刀の錆にしていく。こいつらは学園を襲い、学生や市民たちを傷つけ拉致した連中だ。今更情けをかけるつもりなどない。

  　

  　

  　当我打倒大约三十个敌人时，挡在前方的怪人们逐渐停下脚步。虽然对方的人数依然压倒性地多，但力量的差距显而易见。

  　数えて三十体ほど倒し終わった頃、立ち塞がる怪人たちの足は次第に止まっていった。数だけは未だに圧倒的に相手の方が多いが、力量の差は歴然だ。

  　我挥刀甩掉沾在刀上的血液，保护后方的师父追上我，站在我身旁。

  　刀を振ってこびり付いた血液を振り払うと、後ろを守ってくれていた師匠が追いついて隣に立った。

  　

  「文香，你没受伤吧？」

  「文香、怪我は無いか？」

  　

  「当然。我可没有迟钝到会输给这种程度的家伙。」

  「無論です。この程度の輩に後れを取るほど鈍ってはいませんから」

  　

  　师父这么说，她看起来也没有受伤。照这个样子，应该能顺利与莲斗他们会合。看来没有太强大的敌人，我稍微放心了。

  　かく言う師匠も怪我一つ負っている様子も無く、この調子なら問題なく蓮斗たちに合流できそうだ。余りにも強力な敵がいるわけでないようで、少し安心した。

  　

  　我保持警戒，稍微喘了口气。只要呼吸尽量保持稳定，剑就不会乱了阵脚。

  　警戒は解かないまま、ほんの少しだけ一息ついた。なるべく呼吸を乱さなければ剣が乱れることもない。

  　

  「……唔。」

  「……むっ」

  　

  　这时，师父发出奇妙的声音。我心想发生什么事，往正面一看，不知何时有个穿着白色长袍的男人站在那里。

  　すると、師匠が妙な声を挙げた。何事かと思って正面を見ると、そこにはいつの間にか白いローブを着た男が立っていた。

  　我举刀瞪着那个男人，不久后对方先开口了。

  　刀を構えつつその男は睨みつけると、程なくして相手の方から口を開けた。

  　

  「嗯、嗯、嗯。看来你们相当、还算、挺强的。」

  「うん、うん、うん。中々、結構、割と強いみたいだね」

  　

  　男人用不稳定的奇妙语气说话，看着我们露出扭曲的笑容。

  　安定しない妙な口調で喋る男は、私たちを見ながら歪んだ笑みを浮かべた。

  　我对那个男人的笑容感到厌恶，同时背脊窜过一阵寒意。

  　その男の笑顔に対して嫌悪感を覚えると同時に、背筋に悪寒が走った。

  　

  　

  「啊哈、啊哈、啊哈。抓到、人质了、成功了、赢了。」

  「あは、あは、あは。人質、取っちゃった、やっちゃった、勝っちゃった」

  　

  　

  　白袍男这么说，其他怪人从后方带来一个小孩子。

  　白ローブの男はそう言いながら、他の怪人に後ろから小さな子供を連れて来させた。

  　他抓住那个害怕的小女孩，用刀子轻轻抵住她的脖子。

  　怯える小さなその少女を掴むと、その首元にナイフを軽く当てる。

  　

  「咿、咿……」

  「ひっ、ひぃっ……っ」

  　

  「你们是正义的伙伴吧，真糟糕，真弱。这样继续打下去，这孩子会死掉哦。」

  「正義の味方、だもんね、やばいね、弱いね。このまま戦うと、この子死んじゃうねぇ」

  　

  「……唔。」

  「……くっ」

  　

  　看到刀子抵着小女孩的脖子，我和师父都僵住了。如果随便露出破绽，他应该会立刻杀了那个小女孩。

  　少女の首元にナイフを当てられ、私と師匠は固まってしまった。下手に隙を見せれば、即座にあの少女を殺すつもりだろう。

  　我无法立刻想出解决方法，冷汗直流，停下脚步。这样根本无计可施。

  　瞬時に解決策を導くことが出来ず、嫌な汗を流しながら足を止めてしまう。これではどうしようもない。

  　

  「有破绽！」

  「隙ありィッ！」

  　

  「什——」

  「なっ──」

  　

  　对方趁我们束手无策的那一瞬间，从背后袭击我和师父，我们被好几个怪人压倒在地。

  　その一瞬、何もできなくったその一瞬を突かれ、私と師匠は後ろから襲いかかってきた複数の怪人に組み敷かれてしまった。

  　

  「唔啊！」

  「ぐぁっ！」

  　

  　我的双手被反绑在后方，三个怪人压在我身上，完全封住我的行动。

  　両手を後ろで拘束されてしまい、三人の怪人が私の上に乗りかかって完全に動きを封じ込めてきた。

  　师父也同样被压制住，我们手上的真剑和木刀掉在地上。

  　同様に師匠も押さえられてしまい、私たちの持っていた真剣と木刀は地面に転がってしまう。

  　

  「师父！……唔，卑鄙！」

  「師匠！　……くっ、卑怯な！」

  　

  　我太焦急了，脱口说出这种老套的台词。被对方趁虚而入，被压制在地，刀子也离手了，我发现自己马上就要被逼入绝境。

  　すんなりとありがちなセリフが出てきてしまう程、私は焦ってしまった。隙を突かれて拘束されてしまい、手から刀を離し、早々に追い詰められてしまったと認識してしまったのだ。

  　

  　然而，我错了。我应该立刻运用能力增强肌力，硬是甩开上面的那些人，赶紧逃走才对。

  　それが、間違いだった。すぐにでも能力を応用して筋力を増強し、上の連中を力づくで退かして退避するべきだった。

  　

  「喂，把这个戴上！」

  「オラッ、これでも付けとけ！」

  　

  　怪人们趁我动弹不得时，将项圈状的物体套在我的脖子上。那一瞬间，我全身无力。

  　怪人たちは私が動かない隙に、首輪のような物を私の首に装着してきた。その瞬間、体中の力が抜けてしまった。

  　这异样的感觉让我惊慌失措，无法正确判断状况。

  　異様な感覚に狼狽し、状況判断がさらに鈍ってしまう。

  　

  「这、这是……！？」

  「こ、これは……っ！？」

  　

  「那个、那个、那个。戴上那个项圈，就没办法用能力、战斗、抵抗，咯咯咯。」

  「それ、それ、それ。その首輪つけてると、能力使えない、戦えない、抗えない、ケケケッ」

  　

  　男人指着我大笑，竟然放开了原本用刀抵着的少女。

  　私を指さしながら笑う男は、なんとナイフを突き立てていた少女を手放した。

  　他打算放过那个小孩吗——我这么想的瞬间，少女的身体像融化的冰淇淋般扭曲变形。

  　子供は逃がすつもりなのか──そう考えた瞬間、少女の体が溶けたアイスクリームのようにグニャリと歪んだ。

  　

  　我为这幅景象感到惊愕，同时，少女的身体变成排球大小的球。

  　その光景に驚愕すると同時に、少女の体はバレーボールサイズの球へと変貌した。

  　白衣男子捡起那颗球，再次发出诡异的笑声。

  　白いローブの男はそれを拾い上げると、再び怪しげな笑い声を挙げる。

  　

  「啊哈哈、啊哈、哈哈啊哈。这是可以变成人类或动物的球。很厉害吧，这可是我做的，我真是天才。」

  「あっはは、あは、ははあは。これ、人間とか動物に変身できる、ボール。すごいよね、これ作ったの俺、ほんと天才」

  　

  「居然用这么无聊的东西……！」

  「そんなくだらない物で……！」

  　

  　

  「……啊？你刚才说这东西很无聊？」

  「……は？　くだらないって、今そう言った？」

  　

  　

  　我勉强挤出声音咒骂，白袍男子的态度骤变。情绪不稳的男人将球丢在地上，跑到我面前。

  　私が苦し紛れに悪態をつくと、白ローブの男は態度を急変させた。まるで情緒が不安定な男はそのボールを地面に投げ捨てると、走って私の前まで来た。

  　

  　然后——

  　そして──

  　

  「你竟敢瞧不起我！？臭女人！！」

  「馬鹿にしたな！？　このアマぁっ!!」

  　

  「噗唔！」

  「ぶぐっ！」

  　

  　男人像踢足球般，用脚尖用力踢向我的脸颊。我直接承受这强烈的一击，脑袋一阵晕眩。

  　まるでサッカーボールを蹴るかのように、男はつま先で私の頬を強く蹴りぬいてきた。強烈な一撃をまともに受けてしまい、脳がグラリと揺れた。

  　

  「开什么玩笑！开什么玩笑！开什么玩笑！」

  「ふざけやがって！　ふざけやがって！　ふざけやがって！」

  　

  「咳咳！唔咕……！」

  「げほっ！　うぐぶっ……！」

  　

  　他从正面猛踹我的鼻子和额头，光是这样还不满足，他连同鞋子将脚尖塞进我嘴里。

  　鼻や額をこれでもかという程正面から蹴り上げ、それだけでは飽き足らず男は靴ごとつま先を私の口の中に突っ込んできた。

  　那瞬间，一股恶臭和令人作呕的味道刺进喉咙深处，我口水乱喷，呜咽出声。

  　その瞬間異臭と吐き気を催す味が喉奥に突き刺さり、私は涎をまき散らしながら嗚咽をした。

  　

  「呜恶、呕恶！」

  「うぇっ、おぼっ」

  　

  「可恶！可恶！去死！去死！」

  「くそ！　くそ！　死ね！　死ね！」

  　

  「唔咕、呜呕、咳呕……！」

  「むぐぶっ、うぼぇっ、ごぼっ……！」

  　

  　嘴巴不断被蹂躏，眼角自然流下泪水，我被逼到只差一步就要吐出来。

  　口内の蹂躙を繰り返されるうちに自然と眼尻から涙がこぼれ、嘔吐一歩寸前まで追いつめられてしまう。

  　就算我想抵抗，下巴也使不上力，只能任凭对方施暴，我对自己感到火大。

  　抵抗しようにも顎に力が入らず、なされるがまま暴力を受け続ける自分に腹が立った。

  　

  　

  「文香！！」

  「文香ぁ！！」

  　

  　

  　就在我快要吐出胃里所有东西的瞬间，师父用蛮力挣脱压制自己的三人，将脚塞进我嘴里的白衣男子揍飞。

  　私が胃の中身を全てぶちまけそうになった瞬間、師匠が自分を押さえている三人の拘束を力任せに破り、私の口に足を突っ込んでいる白ローブの男を殴り飛ばした。

  　

  「呜噗！？」

  「うぶぇっ！？」

  　

  　白衣男子猛然飞了出去，头部用力撞上住宅区的围墙。

  　白ローブの男は勢いよく吹き飛び、住宅街の塀に強く頭を打ちつけた。

  　

  「噗啊……！咳、咳！」

  「ぶぁっ……！　げほっ、げほっ！」

  　

  　异物从我嘴里消失后，我激烈地呼吸、咳嗽。师父为了救我，朝拘束自己的怪人们挥拳——

  　口の中から異物が無くなったことで、激しく呼吸と咳を繰り返す。そんな私を助けようと師匠が拘束している怪人たちに殴りかかる──

  　

  　

  　那一瞬间，其他怪人用铁管殴打师父的后脑勺。

  　その瞬間、別の怪人が師匠の後頭部を鉄パイプで殴打した。

  　

  「唔……！」

  「ぐっ……！」

  　

  「师父！」

  「師匠っ！」

  　

  　师父遭到偷袭，直接趴倒在地，其他怪人又将他拘束起来。这次五个人一起行动，固定住师父的四肢，让他无法动弹。

  　不意を突かれた師匠はそのまま地面に倒れ伏し、また別々の怪人が師匠を拘束した。今度は五人がかりで、四肢全てを動かせないように固定している。

  　

  　刚才被揍飞的白衣男子缓缓起身，靠近师父身旁。他抓住师父的浏海，逼近他的脸，用充血的双眼大吼：

  　すると先程殴り飛ばされた白ローブがゆっくりと立ち上がり、師匠のすぐ傍に近づいた。そして師匠の前髪を掴みあげると、彼の顔に迫りながら血走った目で叫び散らした。

  　

  「你想死对吧！？对吧！你希望我杀了你对吧！？」

  「死にてぇんだろ！？　なぁ！　殺してほしいんだよなぁ゛！？」

  　

  「嘎啊！」

  「がぁっ！」

  　

  　白衣男子踹了师父的侧腹一脚，仿佛尝到甜头般，又踢了好几脚。

  　白ローブは師匠の脇腹に蹴りを入れると、味を占めたかのように何度も蹴りを繰り返していく。

  　他一次又一次、一次又一次——最后甚至攻击师父的脖子和脸，不断反复同样的动作。

  　何度も、何度も、何度も──しまいには首の根元や顔面にまで範囲は及び、それが延々と繰り返されていく。

  　

  「啊、唔……」

  「ぁ、ぐ……」

  　

  「我们的目标只有藤堂文香，杀了你也没关系吧？」

  「もともと藤堂文香だけが目的だったんだ、お前は殺してもいいよな？」

  　

  「住、住手！」

  「やっ、やめろッ！」

  　

  　白衣男子气得失去理智，从怀里拿出短剑的瞬间，我大声喊道。我感觉到他要做出无法挽回的事，拼命地大喊。

  　頭に血が上った白ローブが懐から短剣を取り出した瞬間、私は強く叫んだ。取り返しのつかない事をされる気がして、必死になって声を挙げた。

  　

  「你们的目标是我吧！？我不会再抵抗了！放开那个男人，把我带走就好！！」

  「貴様らの目的は私だろう！？　もう一切抵抗はしない！　その男なんか離して私を連れていけばいい!!」

  　

  「……啊？」

  「……あ？」

  　

  　我一心希望他放过师父，如此大喊后，白衣男子转头看向我。

  　とにかく師匠を見逃してほしい一心で叫ぶと、白ローブが此方を向いた。

  　

  　

  「……哈哈哈，我想到一个好主意了。」

  「……ははは、いい事思いついた」

  　

  「你想干嘛……！」

  「なにをっ……！」

  　

  　白衣男子的表情从愤怒转为诡异的笑容，他反手握住短剑，刺向师父的右大腿。

  　怒りの形相から怪しい笑みに表情を切り替えた白ローブは短剣を逆手に持ち替え、それを師匠の右太股に突き刺した。

  　

  「嘎啊啊！」

  「があ゛ぁ゛っ！」

  　

  「师父！喂，住手！你这么做也没意义吧！？」

  「師匠！　おいやめろっ！　そんなことをしても意味ないだろ！？」

  　

  「我不住手、不住手、不住手……嘻嘻，就算在你面前杀了你父亲，你也能忍耐吗……真令人好奇……」

  「やめない、やめない、やめない……ヒヒッ。目の前で親を殺しても耐えられるのかなぁ……気になるなぁ……」

  　

  　白衣男子无视我的话，动作变得更加激烈，用短剑刺向师父的身体。他确实避开要害，刺向能让他痛苦的部位。

  　私の言葉を一蹴した白ローブの動きはさらに激しさを増し、師匠の体中に短剣を突き刺していった。確実に急所を外し、尚且つ彼を苦しませることのできる箇所に向けて。

  　

  　

  　我无法忍受眼前的光景，不顾羞耻地哭喊。

  　その光景は見るに堪えず、私は臆面もなく涙をまき散らしながら叫んだ。

  　

  　住手、住手、住手——就算我如此呐喊，白衣男子的凶刀仍没有停下。

  　やめろ、やめろ、やめろ──そう叫んだところで、白ローブの凶刃は止まらない。　

  　

  　

  「这好有趣哦！他可能再过不久就会死了！啊哈哈！噗、呀哈哈哈！！」

  「楽しいなぁこれ！　もうちょっとで死んじゃうかも！　あはは！　ぶっ、ぎゃはははっ！！」

  　

  　我输给这群家伙了。我的心碎了。

  　そんな奴らに対して、もう私は負けていた。心を打ち砕かれていた。

  　我收起对恶人冷淡的语气，只能说出近乎恳求的话。

  　悪に対する冷たい口調は鳴りを潜め、もはや懇願に近い言葉をただ吐くことしかできない。

  　

  「住手……！拜托你，不要再刺师父了……！」

  「やめてくれ……！　頼むっ、それ以上師匠を刺さないでくれ……っ！」

  　

  　师父全身是血，眼神空洞，气若游丝。不管谁来看，都知道他命在旦夕。

  　全身血塗れになって目が虚ろになっている師匠の息の根は、もはや風前の灯。そんなことは誰の目から見ても明らかだった。

  　

  「他会死的……再这样下去，真、真的会死！拜托你住手！我什么都听你的！不管什么事我都接受！所以……」

  「死んでしまうぅ……このままじゃっ、ほ、本当に！　たのむやめてくれ！　何でも言うこと聞く！　どんなことでも受け入れるから！　だから……っ」

  　

  　我的呐喊越来越小声。我不知道还能说什么，只能说出自己能想到的投降话语，但白衣男子毫不介意。

  　叫び声がどんどん小さくなっていく。これ以上何を言えばいいのか分からず、ただ思いつく限りの降伏を告げるが、白ローブは意に介さない。

  　

  　

  　我的精神逐渐崩坏。我甚至不敢想象，如果眼前这个人就这样被杀掉，自己会变成什么样子。

  　段々と、精神が壊れていく。このまま目の前であの人を殺されてしまったら自分がどうなるのか、想像もしたくなかった。

  　

  　然而，时间无情地流逝。师父全身被刺，已经连叫声都发不出来，变成只能微微呼吸的存在。

  　しかし無情にも時は進んでいく。体中を刺され続けた師匠はもはや叫び声も挙げず、ただ僅かに小さく呼吸をするだけの存在へと成り果てていた。

  　

  　再这样下去真的会来不及。如果跨越那仅存的一丝希望，师父就会轻易地——

  　これ以上は本当に間に合わない。まだほんの少しだけ残ってる僅かな一線を越えてしまったら、呆気なく師匠は───

  　

  　

  　爸爸就会——

  　お父さんは。

  　

  　

  　

  「不要，拜托你……！放开他！放开我爸爸！不要杀他！！」

  「やだっ、おねがい……！　はなしてぇ！　お父さんをはなして！　ころさないでぇ！！」

  　

  　

  　

  「嗯、嗯、嗯，不行。我要在这里确实地杀了他。让他白白送死。」

  「うん、うん、うん、駄目。ここできっちり殺すから。無駄に死んでもらうから」

  　

  　听到这句话的瞬间，我的精神出现裂痕。

  　その言葉を聞いた瞬間、私の精神に罅が入った。

  　

  　

  「啊、啊啊……」

  「あっ、あぁっ……」

  　

  　

  　视野摇晃。

  　視界が、揺れる。

  　呼吸停止。

  　呼吸が、止まる。

  　

  　思考——结束。

  　思考が──終わる。

  　

  「……救救我。」

  「……たすけて」

  　

  　白衣男子举起短剑。只要他挥下短剑，就会刺进爸爸的头盖骨。这么一来，我心中的所有一切都会随着他的生命逝去。

  　白ローブが短剣を振り上げた。それを振り下ろせば、お父さんの頭蓋骨に突き刺さる。そうなれば最後、彼の命と共に私の中の全てが絶命する。

  　

  「谁来……」

  「だれかぁ……」

  　

  　我毫无意义地呐喊。

  　意味も無く叫ぶ。

  　

  　在被邪恶支配、不会有人来救、谁都无法触及的孤独之地，我发出毫无意义的呐喊。

  　悪に支配された、助けなど来ない、誰の手も届かない孤独の地で、無意味な叫びを挙げた。

  　

  　我没有任何比这句话更想说出口的话。

  　その言葉以上に、望むことなど何もない。

  　

  　

  　

  「谁来救救我——」

  「だれか、たすけて───」

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「好，好，好。这样你就死——」

  「はい、はい、はい。これで死んでもら───」

  　

  　短剑无情地挥下。

  　無情に、短剣が振り下ろされた。

  　

  「……啊？」

  「……あっ？」

  　

  　然而，短剑应该刺进的白袍男子却发出奇怪的声音。

  　しかし、刃を突き立てたはずの白ローブは、妙な声を挙げた。

  　我无法移开视线，只能在一旁看着，不知道他为何会发出那种声音。

  　目を逸らすこともなくただ傍観するしかできない私には、それが何故なのか分からなかった。

  　

  　不，我无法理解发生了什么事。

  　いや、何が起こったのか理解できなかった。

  　

  「奇怪，奇怪，奇怪。这是什么？」

  「あれ、あれ、あれ。なんだ、これ」

  　

  　白袍男子看着自己挥下短剑的右手——不对。

  　白ローブは短剣を振り下ろした筈の右腕を見つめながら──否。

  　他看着手肘以下「消失」的右手，发现自己的手不见了的瞬间，发出叫声。

  　肘から先が『消えてしまった』右腕を見つめ、自分の腕が無くなっていることに気がついた瞬間、叫び声を挙げた。

  　

  　不对，是想要发出叫声。

  　いや、挙げようとした。

  　

  「叽——」

  「ぎっ──」

  　

  　

  　

  「去死。」

  「しね」

  　

  　

  　

  　就在他想要大叫的瞬间，突然出现在白袍男子身后的「全身被金色气场包围的银发少女」用力挥出拳头。

  　勢いよく声を挙げようとしたその瞬間、白ローブの後ろに突如として姿を現した『全身が黄金のオーラに包まれた銀髪の少女』が、思い切り拳を突きだした。

  　

  　银发少女的拳头以眼睛跟不上的速度挥出，刺进白袍男子的侧腹，将他以惊人的气势打向住宅区的围墙。

  　一瞬たりとも目では追えない、光の早さで繰り出された銀髪少女のパンチは白ローブの脇腹に突き刺さり、彼をとてつもない勢いで住宅街の塀に叩きつけた。

  　

  　少女的拳头没有停止，被揍飞的白袍男子撞坏围墙，破坏了围墙后方的民宅，又破坏了更后方的民宅，冲击波将周围的怪人们也一起吹飞到远方。被吹飞的怪人们直接撞上覆盖城市的防护罩，爆炸四散，天空宛如烟火般被火花覆盖。

  　そのパンチの勢いは留まることを知らず、吹き飛ばされていく白ローブは塀を破壊してその先にある民家を破壊し、更にその先にある民家をも破壊し、さらにその衝撃波で周辺の怪人たちを遥か彼方へ吹き飛ばした。吹き飛ばされた怪人たちは街を覆うバリアに直撃して爆散し、まるで花火のように空が火花で覆い尽くされた。

  　

  　

  「……咦？」

  「……えっ」

  　

  　

  　我完全搞不清楚状况，只能瞪大眼睛。少女朝着白袍男子飞去的方向伸出右手。

  　まるで訳が分からず目を丸くしていると、その少女は白ローブを吹き飛ばした方向にひらいた右手を突きだした。

  　

  　接着，周围吹起仿佛撒满金粉的金色之风，金色能量开始在少女右手的中心凝聚，形成一颗小小的黄金球体。

  　すると周囲に金粉を撒き散らしたかのような黄金の風が吹き起こり、少女の右手の中心に金色のエネルギーが集約され始め、小さな黄金の球体が生み出された。

  　

  　黄金球体膨胀到足球大小的瞬间，开始朝周围释放电击。

  　それがサッカーボールサイズまで膨張したした瞬間、バチバチと電撃が周囲に発生し始めた。

  　

  　少女有如棒球投手般，将自己制造的黄金能量球朝白袍男子飞去的方向投掷。

  　その瞬間、少女は自らが生み出した黄金のエネルギー玉をまるで野球のピッチャーのように、白ローブが吹っ飛んだ方向に投げ飛ばした。

  　

  　

  　被投掷出去的能量球变成激光，朝白袍男子飞去，同时在周围卷起足以产生镰鼬的强风。

  　すると投擲されたエネルギーはレーザーのように形を変え、鎌鼬が発生する程の突風を周囲に巻き起こしながら白ローブへと飛んでいった。

  　

  　水泥地面和建筑物被挖开破坏的声音响彻四周，几秒后，从远方传来仿佛不属于这个世界的惨叫声，刺激着鼓膜。

  　コンクリートの地面や建物を抉り破壊していく音が鳴り響き、数秒後に遠くからこの世の物とは思えない絶叫が鼓膜を刺激した。

  　

  　

  『啊啊啊啊啊啊啊啊啊！！？』

  『あ゛あ゛ァ゛あ゛ア゛ぁ゛ぁ゛ァ゛ァ゛ッ゛っ゛ッ゛！！？』

  　

  　

  　惨叫声回荡的同时，随着震耳欲聋的爆炸声，发生了巨大的爆炸，黑烟和火焰朝天空窜升。

  　その叫び声が木霊すると同時に、耳を劈く破裂音と共に巨大な爆発が発生し、空に向かって黒煙と爆炎が舞い上がった。

  　

  　我勉强睁开眼睛看向爆炸中心，白袍男子受到明显脱离常轨的黄金激光和炸弹般的巨大爆炸攻击，连一片肉屑都没留下，灰飞烟灭，只剩下类似他残骸的白袍碎片留在原地。

  　なんとか目を開けて爆心地を見てみると、明らかに常軌を逸した黄金レーザーとダイナマイトの様な大爆発を受けた白ローブは肉片一つ残さず木端微塵に消滅しており、彼の残骸らしき白ローブの一部だけがそこに残されていた。

  　

  　

  「……发、发生了什么事……？」

  「……な、なにが、起きて……？」

  　

  　我完全无法理解，茫然地望着现场时，察觉到异样。

  　何一つ理解できないまま呆然とその場を眺めていると、違和感に気がついた。

  　

  　不知不觉间，压制着我的怪人们不见了。我焦急地站起身来，发现周围散落着刚才那些怪人们的肉片。

  　いつの間にか、私を押さえつけていた怪人たちがいない。焦って立ち上がってみれば、周囲には先程の怪人たちの肉片が転がっていることに気がついた。

  　

  　怪人们以肉眼看不见的速度，在眨眼间被秒杀。

  　まるで目に見えない速度で、瞬く間に怪人たちが瞬殺されていた。

  　

  「啊！」

  「あっ」

  　

  　我看向前方，银发少女被异样的金色气场包围，背着爸爸。我焦急地走到少女身边，从她手中接过爸爸后，她对我说：「让他就这样躺着。」

  　前方を見てみると、異様な黄金のオーラに包まれた銀髪の少女が、お父さんを背負っていた。焦って少女の傍まで近寄り、彼女からお父さんを受け取ると「そのままこの場に寝かせて」と言われた。

  　

  　我照她说的让爸爸躺在地上后，少女从怀里拿出手机，开始操作。

  　言われるがままお父さんを地面に寝かせると、少女が懐からスマホを取り出し、何やら操作を始めた。

  　几秒后，她身旁出现一个小小的纸箱，她从里面拿出小瓶装的药，交给我。

  　数秒後、彼女の隣に小さなダンボール箱が出現し、少女はその中から取り出した小さなペットボトルの飲み薬を私に手渡してきた。

  　

  「这是万能药。只要喝下去就能痊愈，你硬逼这个人全部喝下去。」

  「これ、万能薬。飲ませれば全部治るから、この人にむりやり全部飲ませて」

  　

  「……咦？」

  「……ぇ」

  　

  「在死掉之前快点。」

  「死んじゃう前に、早くやってね」

  　

  　少女只说了这句话，就再次起身背对我。

  　それだけ告げると、少女は再び立ち上がって私に背を向けた。

  　

  　拥有如此异常战斗力的少女，不知为何救了我们。虽然完全搞不清楚状况，但我勉强理解到，总之只要让爸爸喝下她给的药就好。

  　これだけ異常な戦闘力を持つ少女が、何故か私たちを助けてくれた。全くよく分からないが、とにかく彼女が渡してくれたこれをお父さんに飲ませればいいことは、なんとか理解した。

  　

  　我照她说的，硬逼爸爸喝下万能药后，他身上的血迹消失，伤口也在几秒内愈合。

  　言われるがまま、お父さんに無理矢理万能薬を飲ませると、体中に付着していた血痕が無くなり、傷口も数秒で塞がってしまった。

  　虽然失去意识，但呼吸正常。看来真的从那种状态中得救了。

  　意識は失ってしまっているが、呼吸は正常だ。どうやら、本当にあの状態から助かってしまったらしい。

  　

  　

  　我不禁大喊出声。面对一瞬间颠覆所有状况的她，我有太多事情想问了。

  　思わず、声を挙げてしまった。突然、一瞬にして全ての状況をひっくり返してしまった彼女に、どうしても聞きたいことが多すぎて。

  　

  「你、你是——」

  「き、きみは──」

  　

  　这时，我硬生生把话吞了回去。现在该做的是追问她。

  　そこで、グッと言葉を堪えた。いまするべきなのは、彼女への詮索ではない。

  　

  「……我该怎么做？」

  「……私は、どうすればいい？」

  　

  「去海夜家。我会在那里全部告诉你。」

  「海夜の家に行って。そこで全部話す」

  　

  「你……打算怎么办？」

  「君は……どうするんだ」

  　

  　我背着爸爸问，少女转向我。

  　お父さんを背負いながら聞くと、少女は私の方を向いた。

  　

  　她面无表情。看到她的脸，我最先抱持的感想是这个。

  　あまりにも、無表情。彼女の顔を見て最初に抱いた感想はそれだった。

  　不过她似乎也对这件事很在意，少女用食指推起自己的脸颊，硬挤出笑容。

  　しかしそれは彼女自身も気にしているのか、少女は自分の頬を人差し指で押し上げながら、むりやり笑顔を作った。

  　

  　我立刻察觉到，她一定是顾虑到我，才故意露出无畏的笑容。

  　それはきっと、私に気を遣って不敵に笑って見せるための行動なのだと、直ぐに察することが出来た。

  　

  「别担心。我还有三分钟无敌。我会尽量解决掉镇上的怪人。那些家伙没有下一次了。」

  「だいじょうぶ。私はあと残り3分間だけ無敵だから。街の怪人たちを、できるだけ葬ってくる。あいつらに、次なんてない」

  　

  「……我知道了。我在莲斗家等你。」

  「……わかった。蓮斗の家で待っているよ」

  　

  　我这么回答的瞬间，银发少女就瞬间消失了。

  　私がそう返事をした瞬間、銀髪の少女は一瞬で姿を消した。

  　她离开的瞬间刮起一阵金色的风，不久后远方传来爆炸声。看来她似乎是瞬间移动了……似乎是。

  　彼女が去った瞬間金色の風が発生し、程なくして遠くから爆発音が聞こえてきた。どうやら瞬間移動をしたらしい。……らしい。

  　

  　

  　情报量太多了。现在不可能处理所有情报。

  　あまりにも情報量が多すぎる。今このタイミングで全部の情報を処理することは不可能だ。

  　

  　总之，爸爸和我得救了。那个银发少女强得无人能敌。只要知道这点就够了。

  　とにかく、お父さんと私は助かった。あの銀髪の少女はとんでもなく強くて無敵。それだけ分かれば十分である。

  　

  「现在先去莲斗家……！」

  「今は、とにかく蓮斗の家に……！」

  　

  　——困难的事之后再想吧。我强迫自己接受这个想法，背着爸爸离开现场。虽然我很在意那名少女，也想问她所有问题，但我压抑着这些心情，笔直地前往莲斗家。

  　難しいことは全部後で考えよう──そう無理矢理頭を納得させ、私はお父さんを背負ってその場から歩き出した。あの少女が気になる、何もかもが聞きたい、そんな気持ちを押さえながら、ただ真っ直ぐ蓮斗の家に向かって行った。

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  　与刚烈道别后，我们抵达海夜家，接着召开作战会议。抵达海夜家的有海夜、田宫、洛伊泽、小春……出乎意料的是，雷诺拉与阳菜也在。似乎是田宫巧妙地邀请她们来的。干得好啊。

  　剛烈と別れて海夜の家に到着したあの後、俺たちは作戦会議をすることになった。家に到着していたのは海夜と田宮、それからロイゼと小春……意外だったが、レイノーラと陽菜もいた。どうやら田宮がうまい具合に誘導してきたらしい。ナイスでーす。

  　

  　

  　我们玩家组将表面上的作战会议交给海夜他们，自己另外讨论。

  　表面上の作戦会議は海夜たちに任せ、俺たちプレイヤー組は別に話し合いをした。

  　结果，我们决定强制结束文香路线，让藤堂成为战力。

  　その結果、まずは文香ルートを強制的に終了させ、藤堂を戦力に加えるということになった。

  　

  　洛伊泽路线之所以被喻为鬼畜难度，是因为无论如何，伙伴都只有高月一人。

  　本来のロイゼルートが鬼畜難易度とされる所以は、どうあっても仲間が高月しかいないという点からきている。

  　反过来说，如果有许多优秀的伙伴，难度也会降低一些。

  　逆に言えば、優秀な仲間が多ければ難易度もそこそこ下がる、ということだ。

  　

  『所以，我带阳菜和菲莉斯来了，你去把文香带来！』

  『てなわけで陽菜とフィリスは連れてきたから、文香はお前が連れてきてくれ！』

  　

  　——以上。田宫说他会思考洛伊泽路线的作战计划，要我在藤堂堕入黑暗面之前，带他来加入队伍。正常来说，这根本是强人所难。

  　とのこと。ロイゼルートの作戦の方は考えておくから、藤堂が闇堕ちする前に仲間にしてこいって話である。普通に考えれば無茶ぶりだな。

  　

  　

  　此时，田宫交给我一个东西，那是他用7P换来的手表型道具。

  　そこで田宮が渡してきたのが、自分の7ポイントと引き換えに手に入れた腕時計型のアイテムだった。

  　

  　道具名为『究极最强超级模式开关』，如名所示，按下开关的瞬间，就能进入最强无敌的五分种模式。

  　名前は『究極最強ハイパームテキモードスイッチ』。その名の通り、押した瞬間から五分間だけ最強の無敵モードになれるスイッチである。

  　虽然交换P需要7P，价格非常高，但性能有目共睹。据说用了这个道具，至少不会输。

  　要求される交換Pが7と非常に高い代わりに、性能は折り紙つき。これを使えばとりあえず負けないと言われた。

  　

  　为什么要把这么贵重的道具给我呢？我这么一问，田宫便露出灿烂的笑容回答：

  　なんでそんなポイントが高いアイテムを俺に渡してくれたのか？　それを質問したら、田宮はいい笑顔で答えてくれた。

  　

  『这是把你带来这个疯狂死亡游戏的赔礼，为了你这点小事，这根本不算什么……而且，要是不通过这两个路线，我也会很困扰！』

  『このイカレたデスゲームに連れてきちまったお詫びだ。お前の為ならこれくらい安いよ。……なにより、今回のダブルルートをクリアしないと俺も困る！』

  　

  　他都这么说了，我也无法辜负他的好意，便心怀感激地收下了。

  　そこまで言われたら、あいつの厚意を無下にするわけにもいかない。ありがたく受け取っておいた。

  　

  　

  　无敌模式只能维持五分钟，所以总之要在藤堂堕入黑暗面之前，先救出他。然后在时间允许的范围内，优先杀掉文香路线的敌人。

  　無敵モードは五分しか持たないから、とにかく闇堕ちするまえに藤堂を助けて、時間の許す限り優先的に文香ルートの敵をぶっ殺す算段だ。

  　

  　这条路线的幕后黑手是自己人刚烈，只要避开需要幕后黑手出场的场面，让路线结束的话，他（她？）就不用勉强以邪恶集团首领的身份登场，可以避免无谓的战斗。

  　このルートの黒幕が味方の剛烈なので、黒幕の出番が必要になる場面を回避してルートを終わらせれば、彼(彼女？)が無理に悪の集団のリーダーとして登場することもなく、無用な戦いは避けられる。

  　

  　而且，这条路线的终点是拯救藤堂和结束与邪恶集团的全面对决，所以击破刚烈本身似乎也不是必要条件。田宫说，好像也有不打倒首领就结束战斗，和藤堂结为连理的路线，大概没问题！

  　それになんと、ルートの終着点が藤堂の救済と悪の集団との全面対決の終結とのことなので、剛烈の撃破自体も必須ではないらしい。リーダーを倒さず戦いを終わらせて、藤堂と結ばれるルートもあるとかないとか田宮が言ってたし、多分大丈夫！

  　

  　

  　

  「……找到了。」

  「……いた」

  　

  　找到了。藤堂和他老爸被怪人们压倒在地，白袍男一边哈哈大笑，一边凌虐着藤堂他老爸。

  　見つけた。藤堂とその親父さんが怪人たちに組み敷かれていて、白いローブの男がケラケラ笑いながら親父さんを虐めている。

  　

  　……那种反派真令人火大。明明本人没什么戏剧性，却为玩家准备了极大的压力。

  　……腹立つわね、ああいう悪役。本人には大してドラマがある訳じゃないのに、プレイヤー側には多大なるストレス展開を用意してくるんだよな。

  　或许正因为如此，打飞他时才会产生爽快感，但不巧的是，现在的我并不追求那种东西。

  　だからこそ、ぶっ飛ばしたときに爽快感が生まれるのかもしれないが、生憎今の俺はそういうものを求めてはいない。

  　

  　

  　光是看到这幅景象，我心中对那个白袍男的仇恨值就已经累积到顶点了，所以我要先把他碎尸万段。

  　既にこの光景だけで、俺の中ではあの白いローブに対してめちゃくちゃヘイトが溜まってるので、いの一番にまずあの白ローブを木端微塵にぶち殺します。

  　你真的要做好觉悟哦？我现在可是气到不行哦？

  　マジで覚悟しろよ？　俺今めっちゃ怒ってるかんね？

  　

  「先打开电源……」

  「まず電源入れて……」

  　

  　我按下手表旁的电源键，长针和短针开始转动，从开关处发出机械语音。

  　腕時計の横にある電源ボタンを押すと、長針と短針がクルクルと回り始め、スイッチから機械音声が発された。

  　

  　

  《预备。》

  《スタンバイ》

  　

  　

  　这样就准备完成了。接下来只要按下位于手表中心的按钮，应该就能完成变身。

  　これで準備は完了。あとは腕時計の中心にあるスイッチを押せば、変身完了の筈だ。

  　

  　藤堂，你等着。我马上把那些家伙全都送进地狱，救出你老爸。

  　待ってろよ藤堂。すぐにそいつら全員あの世に送って、親父さん助けてやるからな。

  　我持有的点数总共是5，只要使用4点就能交换的万能药，应该就能救回藤堂他老爸。

  　俺の所持ポイントは全部で5だから、4ポイントで交換できる万能薬を使えば親父さんは助かる筈。

  　

  　在这种状况下，实在不能说浪费点数。藤堂的心灵支柱一看就知道是他老爸，而且在还没被海夜攻略的状态下，那个人更是不可或缺。

  　流石にこの状況でポイントが勿体ないとかは言ってられない。見るからに藤堂の心の支えはあの親父さんだし、海夜に攻略されてない状態なら尚更あの人が必要だ。

  　

  「好……」

  「よーし……」

  　

  　接下来就是血祭的时间了！你们就用性命来偿还欺负那对父子的罪过吧！！

  　ここからは血祭りじゃい！　その親子を虐めた罪は命で償ってもらうからそのつもりでぇ！！

  　

  　

  「启动！」

  「スイッチ、起動っ」

  　

  　

  　我鼓起干劲，按下位于手表中心的按钮，我的全身瞬间被金色的灵气包围，同时开关处响起巨大的声音。

  　意気込んで腕時計の中央にあるボタンを押した瞬間、俺の全身が黄金のオーラに包まれると同時に、スイッチから大きな音声が鳴り響いた。

  　

  　

  　

  　

  　

  《超・绝・激・昂！》

  《 ハ イ パ ー ム テ キ ! ! 》

  　

  　

  　

 
  別に堕ちてないから！　蓮斗が勘違いしてるだけだからぁ！！

  我并没有堕落!只是莲斗误会了! !

  　在黄金无敌模式大开无双之后，我们再度回到海夜家休息了几个小时。

  　黄金の無敵モードで無双したあの後、再び海夜の家に集合してから数時間の休憩をして。

  　我们拜托藤堂的父亲与小春看家，为了攻略洛伊泽路线，潜入了邪恶组织的基地。

  　藤堂の親父さんと小春ちゃんに留守番を任せ、俺たちはロイゼルート攻略の為に悪の組織のアジトに潜入した。

  　

  　除了藤堂莫名变得废柴之外，攻略本身顺利得令人惊讶。这是因为我们省略了海夜与高月在逆境之中加深羁绊的剧情，以原作中不可能的过剩战力进行攻略。再加上田宫掌握了大部分的情报，我们目前可说是『一手拿着攻略本，利用BUG技』在进行事件。攻略不顺利才奇怪。

  　妙に藤堂がポンコツ化していることを除けば、攻略自体は驚くほど順調に進んだ。本来の海夜と高月が逆境で絆を深めていく筈のイベントを全カットしつつ、原作ではありえないほどの過剰戦力で攻略に取り掛かっているからだろう。加えて田宮が大体の情報を把握しているため、今の俺たちはいわば『攻略本を片手にバグ技を利用して』イベントを進めているようなものだ。そりゃスムーズに進まなきゃおかしい。

  　

  　

  　然后，现在——我们竟然打倒了最终头目。位于高塔最上层的宽敞空间中的战斗，终于在刚才告终。一名身穿连帽外套的男子仰躺在我们眼前，失去了意识。

  　そして今───なんとラスボスを倒してしまった。タワーの最上階にある広いスペースでの戦闘が、先程ようやく終わりを告げたのだ。目と鼻の先には、仰向けで気絶しているフードの男がいる。

  　

  　战斗本身极为激烈，最后由情绪莫名高涨的藤堂制造出对方的明显破绽，高月再以光束激光给予最后一击。最终决战以这种感觉分出了胜负。

  　戦闘自体は熾烈を極めたものの、最後はなんかめちゃくちゃテンションが高い藤堂が相手の明確な隙を作り、そこを高月が光のレーザーでトドメ。そんな感じでラストバトルは決着した。

  　

  「呼、呼……各位都遍体鳞伤呢……」

  「はぁ、ふぅ……皆さん、見事なまでにボロボロですわね……」

  　

  　方才华丽地使出最后一击的高月，用制服袖子擦拭着额头上的汗水，对躺在地上休息的伙伴们这么低喃。

  　先程ラストアタックを華麗に決めた高月が制服の袖で額の汗を拭いながら、床に寝そべって休んでいる仲間たちに向けて呟いた。

  　

  　阳菜与雷诺拉因为过度使用能力而睡着，田宫被流弹打中而昏倒。目前能勉强对高月的话有所反应的，只有伤势相对较轻的藤堂、靠毅力与骨气避免过度疲劳而昏倒的海夜，以及并未参与战斗的我而已。以状况而言，可谓尸横遍野，惊险获胜。

  　陽菜とレイノーラは能力の使い過ぎで眠ってしまっており、田宮は流れ弾が当たって気絶。いま高月の言葉にかろうじて反応できるのは比較的軽傷だった藤堂と、過度の疲労による気絶を気合いと根性で回避した海夜、それから戦闘に参加できなかった俺だけだ。状況的には死屍累々、辛勝もいいところである。

  　

  　

  　高月说「这是我有生以来最累的一次」，瘫坐在地，藤堂则靠到他身旁说：

  　今まで生きてきた中で一番疲れましたわ、なんて言いながらその場に座り込んだ高月の傍に、藤堂が寄り添った。

  　

  「洛伊泽你才伤痕累累吧，回程由我来背大家，你就好好休息吧。」

  「ロイゼの方がボロボロじゃないか。帰りは私が全員運ぶから、きみは休んでいるといい」

  　

  「唔唔……那就恭敬不如从命了……」

  「うぅ……少しだけ、お言葉に甘えさせていただきます……」

  　

  　高月受到藤堂劝告后，喘了一口气，背靠在附近的墙上。他在战斗中虽然表现得坚毅不屈，但似乎早已濒临极限了。尽管如此，他却还担心着别人，真是个有毅力的男孩。

  　藤堂に諭された高月は一息つき、近くの壁に背中を預けた。戦闘中は気丈に振る舞っていたが、どうやらとうの昔に限界を迎えていたらしい。そんな状態にも関わらず他人の心配をするなんて根性のある子だ。

  　

  　

  　……好了，总之，要做的事大致上都完成了，用绳子绑住最终头目吧。我能做的事也只有这样了。我预料到会有这种状况，所以事先带来了绳子。

  　……さて、とりあえずやることは大体終わったし、ロープでラスボスを縛っておこう。俺に出来る事なんてそれくらいだし。こんな事もあろうかと、あらかじめ持ってきておいたんだ。

  　

  　靠近一看，我发现这家伙相当年轻，年纪看起来顶多二十出头。这么年轻就建立起邪恶组织，真是个可怕的家伙。

  　近づいてみて分かったけど、結構若いなコイツ。歳的には二十代前半に見えなくもない。こんな若いうちから悪の組織を築き上げるなんて恐ろしいやつだ。

  　

  「我要把你五花大绑。」

  「いっぱい、縛ってやる」

  　

  　我带了六条绳子过来，要把你捆到难以置信的地步哦。

  　ロープは六本ぐらい持ってきたからな。信じられないぐらいグルグル巻きにしてやるぞ。

  　

  「乖乖就——」

  「大人しく───」

  　

  　

  　就在我干劲十足地靠近的瞬间，昏倒的连衣帽男突然站了起来。

  　そう意気込んで近づいた瞬間、気絶していたフード男が突然起き上がった。

  　

  　

  「哇哇……！」

  「わわっ……！」

  　

  　事出突然，我一时不知所措，毫无抵抗之力地被连衣帽男绑了起来。

  　急な事態に狼狽してしまい、何も抵抗が出来ないままフード男に拘束されてしまう俺。

  　连衣帽男立刻从怀中取出类似针筒的东西，将针头刺进我的脖子。

  　間髪を容れず、フード男は懐から注射器の様なものを取り出し、その先端を俺の首に刺し込んだ。

  　

  「啊唔……」

  「あぐっ……」

  　

  「嘿嘿，乖乖的哦。」

  「えへへっ、大人しくしててね」

  　

  　我正想对在我脸旁诡异地笑着的连衣帽男抱怨个一两句，但还来不及开口——

  　顔の横で怪しげに笑うフード男に文句の一つでも言ってやろうとしたのも束の間。

  　眼前突然一黑，我的意识轻易地被剥夺了。

  　目の前が急に暗転し、いとも容易く俺の意識は刈り取られた。

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  「……？」

  「……？」

  　

  　当我回过神来，手脚已经被绑在昏暗的室内，眼前则坐着一名坐在椅子上的连衣帽男。

  　気がついた時には暗い室内で既に手足を拘束されていて、目の前には椅子に座っているフードの男がいた。

  　环顾四周，这里似乎是废弃大楼中的一个房间，男人坐在仅有一张的椅子上操作着手机。

  　周囲を見渡す限り、ここは廃ビルの中にある一室のようで、男は一つしか置かれていない椅子の上でスマホを操作していた。

  　

  「……嗯？啊，你醒了啊。」

  「……ん？　あぁ、起きてたの」

  　

  　或许是发现我一直盯着他看，连衣帽男将视线从手机上移向我。他露出诡异的微笑，悠哉地喝着罐装饮料。

  　視線を注いでいたことがバレたのか、フードの男はスマホから視線を俺に移した。なにやらニヤニヤと気味の悪い笑みを浮かべながら、呑気に缶ジュースを飲んでいる。

  　

  　连衣帽男注意到我的视线停留在罐子上，便从自己背后的桌上拿起一罐未开过的饮料，从椅子上站起来，将饮料放在我面前。

  　俺の視線が缶に行っている事に気がついたフード男は、自分の背中の方にある机の上から未開封の缶ジュースを手に取り、椅子から立ち上がって俺の前にコトンとそれを置いた。

  　

  「虽然有点不冰了，不介意的话请用。」

  「ちょっと温くなっちゃってるけど、よかったらどうぞ」

  　

  「……不用。」

  「……いらない」

  　

  「是吗？里面又没有下毒。」

  「そう？　別に毒とかは入ってないけどね」

  　

  　态度飘忽不定的连衣帽男轻声笑着，再度坐回椅子上。他将手机收进胸前的口袋，再次与我四目相对。

  　飄々とした態度のフード男は軽く笑いながら、再び椅子に座った。そしてスマホを胸ポケットにしまい込むと、改めて俺と目を合わせた。

  　接着，他露出诡异的笑容，仿佛想起了什么似地竖起食指。

  　そして怪しく口元を歪ませ、何かを思い出したように人差し指を上げるフード男。

  　

  「对了，我先声明，我也是玩家哦。」

  「そう言えばだけど、予め言っておくと僕、プレイヤーだからね」

  　

  「……是吗？」

  「……そう」

  　

  「哎呀，你意外地冷静呢。」

  「ありゃ、意外と冷静なんだ」

  　

  　我并没有特别惊讶，连衣帽男也对我没什么兴趣的样子。他的嘴角虽然勾起一抹笑容，但眼神中却没有笑意，令人毛骨悚然。

  　大して驚きもしない俺の態度にも、さして興味が無さそうな反応をしている。口はニヤついたままだが目元が笑っていなくて、なんだか気味が悪い。

  　

  　

  　……这是什么状况？我本来想把打倒的最终头目绑起来，结果不知不觉间反而被绑起来绑架了。最后还听到对方说「我也是玩家」，就算脑袋暂时停止思考，也是无可奈何的事。

  　……なんだ、この状況。遂に倒したラスボスを縛り上げようと思ったら、いつの間にか逆に拘束されて拉致されて。終いには「自分はプレイヤーです」なんて言われたら、多少は思考停止しても仕方ないと思うんだが。

  　我刚才的反应并不是因为冷静，只是因为太过惊讶，不知道该做何反应。

  　さっきの反応も別に冷静だったとかじゃなくて驚きすぎて反応に困っただけだからね？

  　

  　话说我太大意了。自从进入无敌模式后，一切都很顺利，所以我可能在不知不觉间松懈了。

  　てか油断しすぎたな俺。無敵モードになってから全部順調に進んでたから、無意識に気が緩んでたのかもしれん。

  　

  　不不不，等一下，刚烈是文香路线的最终头目，这家伙是洛伊泽路线的最终头目……

  　いやいや、てかさ、剛烈は文香ルートのラスボスで、こいつはロイゼルートのラスボスって……。

  　先不说身为女主角候补的我，以及身为朋友角色的吴原，这家伙变成一般小喽啰怪人，未免太可怜了吧？

  　ヒロイン候補の俺とか友人キャラの呉原はともかく、これだと一般のザコ怪人になったオカマ不憫すぎん？

  　

  　啊，不对，好像也不至于。毕竟他是目前唯一通关的玩家，考虑到玩家的技巧，这样安排很合理……话说回来，最快通关的那家伙到底是何方神圣？简直莫名其妙——

  　あー、いや、そうでもないか。あいつ今のところ唯一のクリアプレイヤーだもんな。プレイヤースキルを考えれば妥当……って、それでも最速クリアしたあいつマジでなんなの。意味わかんな──

  　

  　

  「你现在一定在胡思乱想吧？」

  「今ゴチャゴチャと余計なこと考えてるでしょ」

  　

  「……」

  「っ……」

  　

  「放心吧，我不会现在就对你怎么样。」

  「安心してよ。別に今すぐ君をどうこうするって話ではないからさ」

  　

  　连衣帽男仿佛看穿了我逃避现实的思绪，笑着说道。被他看穿心思，让我有些焦躁。

  　現実逃避気味に思考する俺を見透したかのように笑うフード男。彼に心中を読まれてしまったことで、少なからず焦りが生まれてきてしまった。

  　

  　没错，现在不是胡思乱想的时候。总之必须集中精神，思考如何突破这个状况。

  　確かに、今は余計な事を考えてる場合じゃない。とにかく目の前の事に集中してこの状況を打開する方法を考えないと。

  　

  「……你的目的是什么？」

  「……目的は、なに」

  　

  　我瞪着他，眼神锐利地问道。帽兜男依旧嘻皮笑脸地回答：

  　睨みつけるように眼光を鋭くしながら問うと、相変わらずヘラヘラとした表情を崩さないままフード男は答えた。

  　

  「这个嘛，说来话长。我照顺序说明给你听。」

  「んーとね、ちょっと長くなるよ。順を追って説明するね」

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　…………

  　…………

  　

  　……………………

  　………………

  　

  　

  「怎么样，明白了吗？」

  「どう、分かったかな？」

  　

  「去死。」

  「しね」

  　

  「啊哈哈，真严格。」

  「あはは、手厳しい」

  　

  　

  　帽兜男——正确来说，这个自称库洛诺的男人所说的话，足以让我心乱如麻。

  　フード男──正確にはクロノと名乗るこの男の話は、俺の心を掻き乱すには十分すぎるほどの内容だった。

  　

  　

  　首先，库洛诺是这个虚拟世界的发明者。他与各种各样的企业合作，共同开发出以我目前所在的『最佳选择　～别认输，莲斗同学～』为基础的虚拟空间。

  　まず、クロノはこの仮想世界の考案者で。様々な企業と提携して共同開発に勤しんだ結果生まれたのが、俺が今いる『最良の選択　～まけるな蓮斗くん～』を元にした仮想空間だ。

  　

  　他的目的是在这个虚拟空间自由自在地生活。在这个几乎一切都能随心所欲的虚拟空间生活，逃离绝望的现实世界……这就是他的目的。

  　彼の目的はこの仮想空間で好きに生きること。ほぼ全てが思い通りになるこの仮想空間で生きることで、絶望した現実世界から逃げよう……というわけだ。

  　

  　库洛诺也详细说明了他过去的事，但老实说，我记不太清楚了。只记得他说了常见的幕后黑手会说的话，例如哥哥害得家庭分崩离析，或是失去了重要的朋友。

  　クロノの過去のことも細かく聞かされたが、そこは正直あまり覚えていない。兄が家族を崩壊させただとか、大切な友人を失っただとか、黒幕にありがちな事を言っていた気がする。

  　

  　言归正传，库洛诺创造了这个虚拟世界。就在他准备开始在虚拟世界生活时，这个死亡游戏的营运者从旁插手。由于营运者在库洛诺开发虚拟世界时提供了特别多的协助，也提供了高额的资金援助，因此他无法无视他们的要求。

  　話を戻すと、クロノはこの仮想世界を作り上げた。そしてさぁバーチャルに生きよう、といったところで横槍を入れてきたのが、このデスゲームの運営だ。クロノの仮想世界開発に特に協力的で多額の資金援助も行っていたのが運営だったため、彼らの声を無視するわけにもいかず。

  　更进一步地说，库洛诺潜行至虚拟世界时，肉体处于毫无防备的状态。要是他们趁虚而入，库洛诺就别想展开第二人生了。因此他只好接受死亡游戏营运者的要求。

  　さらに言えば仮想世界にダイブしている時のクロノの肉体は無防備。そこを付け入られては第二の人生どころの話ではないクロノは、デスゲーム運営の要求を呑んだ。

  　

  　

  　对方提出了两个要求。

  　要求は二つ。

  　

  　第一个是让库洛诺以这个虚拟空间为舞台，进行死亡游戏的实况转播。

  　一つはこの仮想空間を舞台にしたデスゲームの生放送をさせること。

  　第二个是『除了库洛诺以外的』4名玩家全部通关时，库洛诺必须强制关闭虚拟空间，将这个空间的管理权限转让给营运者。

  　二つ目は『クロノ以外の』4人のプレイヤーが全員ゲームをクリアした場合、強制的に仮想空間をシャットダウンしてこの空間の管理権限を運営に譲渡することだ。

  　

  　库洛诺也想过，对方对开发者的这种无理要求怎么可能通过，但看来他除了主干核心的开发以外，全都交给营运者和其他企业负责。换句话说，库洛诺不过是被周遭的人保护着，『制造出』这个空间的主干核心罢了。

  　開発者に対してそんな無茶な要求が通るか、なんて考えもしたが、どうやら彼はメイン中枢の開発以外の全てを運営や他企業に任せていたらしい。言わばクロノは周囲に守られながらこの空間のメイン核を『作っただけ』に過ぎないようで。

  　

  　无话可说的库洛诺接受了营运者的提议，开始了这场死亡游戏。

  　何も言い返せないクロノは運営の提案を受け入れ、このデスゲームを開始した。

  　

  　

  　库洛诺想永远活在这个世界。

  　クロノはこの世界で永遠に生きたい。

  　

  　然而，要是所有人都通关的话，这个世界就会强制结束。

  　しかし全員がクリアしてしまうと強制的にこの世界が終わる。

  　

  　因此库洛诺得出的结论，就是绝对不能让其中一名玩家通关，借此维持这个空间……的样子。

  　そうしてクロノの中で導き出された答えは、プレイヤーの一人を絶対にクリアさせないことでこの空間を維持すること……らしい。

  　所以他绑架了我。为了让我活生生地成为这个空间的牺牲品，无法通关。他之所以故意输给海夜他们，也是为了获得点数。

  　だから俺を拉致監禁した。生かさず殺さずクリアさせず、この空間の人柱としての役割を担わせるために。わざわざ海夜たちに負けたのもポイントを得るためだ。

  　

  　只要让其中一名玩家脱队，或是杀害，营运者提出的全员通关条件就会变成『死局』，库洛诺就能大获全胜。但他似乎不想杀人。不过这并不是出于温柔，单纯只是因为胆小罢了。

  　プレイヤーが誰か一人でも脱落するか、もしくは殺害すれば運営の提示してきた全員クリアという条件は『詰み』になり晴れてクロノの大勝利になるのだが、どうやら彼は人殺しはしたくないらしい。それは優しさからではなく、単に臆病なだけのようだが。

  　

  　不想杀人，也不希望玩家通关。那么只要把一个人掌握在手中就行了。好，就监禁看起来最弱、剩余生命值最少、点数也只有一点的废物莉亚吧……他似乎是这么想的。

  　殺したくないし、クリアして欲しくない。なら一人を手中に納めればいい。よし、じゃあ一番弱そうだし残機も減ってるしポイントも1しかないクソザコなリアを監禁しよう……というわけらしい。

  　

  　

  　光是听到这里，我就已经杀意无限地爆发了，但重点在后面。

  　そこまで聞いただけでも殺意が無限に迸るレベルなのだが、大事なのはこの後だ。

  　

  　

  　这家伙竟然趁我昏倒的时候，把所有秘密都告诉了莲斗和藤堂。

  　なんとコイツ、俺が気絶してる間に蓮斗や藤堂たちに向かって全ての秘密を暴露したらしい。

  　任务的事、女主角的事、这个世界的事，当然还有我半欺骗地利用了莲斗的事……以及我是『男人』的事。还有证明我身份的证据，全都被他说了出去。

  　ミッションのことも、ヒロインのことも、この世界の事も、勿論蓮斗を半ば騙すような形で利用してきたことも……俺が『男』だということも。それを証明する証拠も、全て。

  　

  　

  　老实说，我已经无路可走了。应该说，我完全被逼入了绝境。开什么玩笑，去死吧白痴。都是你害的，一切都完了。

  　ぶっちゃけ詰みもいいところである。てか完全に詰んだ。ふざけんなバカ死ね。お前のせいで終わったわ俺。

  　

  　他们得知自己是电子空间的居民后，精神状态已经变得很奇怪了。事到如今，他们不可能和知道真实身份是男人的卑鄙小人，也就是我和平地谈一场恋爱。对这个世界的居民来说，打算通关、关闭虚拟空间的我，已经完全是个『敌人』了。

  　自分たちが電子空間の住人だって言われて、もう精神がよく分からない状態になったあいつらが、中身が男だってバレた卑怯な俺と今更平和にラブコメをするわけもない。この世界の住人からすれば、クリアすることで仮想空間を閉じようとする俺はもうただの『敵』だ。

  　

  　

  　

  　……啊啊啊啊。

  　……ああぁぁ。

  　

  　

  　啊啊——！！

  　あぁーっ！！

  　

  　

  　啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！

  　あ゛あ゛ぁ゛ァ゛ァ゛ッ゛ッ゛！ ！

  　

  　

  　笨蛋笨蛋！！开什么玩笑，你去死吧！？我至今为止的努力全都化为泡影了啊笨蛋！！

  　バーカバーカ！！　ふざけんなマジで死ねお前！？　今までの努力全部水の泡じゃねぇかバーカ！！

  　真是的，真的是……怎么会这样……

  　ほんと、ほんとにもう……なんてことを……。

  　

  「咦，你在哭吗？」

  「あれ、泣いてるの？」

  　

  「吵死了去死。闭嘴，耳朵会烂掉的。总之你先去死一百次。」

  「うっさい死ね。耳が腐るから黙ってろ。とりあえず百回死んでくれ」

  　

  「你明明是面无表情又沉默寡言的角色，却很能说呢。莉亚终于死了吗？」

  「無表情無口キャラのはずなのに饒舌だねぇ。ようやくリアが死んだのかな？」

  　

  　……啊？

  　……は？

  　

  「你在……说什么……」

  「なに、言ってる……」

  　

  「玩家一开始都会扼杀自己角色的意识。为了不被角色的外表所影响，把身体当作自己的东西，以玩家的身份好好活动。」

  「プレイヤーはみんな最初に自分のキャラの意識を殺すんだ。姿に引っ張られず、体を自分の物にしてしっかりプレイヤーとして活動するためにね」

  　

  　我不懂库洛诺在说什么。一开始没有说明过这种事，而且现在这个身体也毫无疑问是由我来控制的。

  　クロノの言っていることが分からない。そんな説明は最初にされなかったし、今もこの体は間違いなく俺が動かしている。

  　我一次都没有感觉到莉亚这名少女的意识。

  　リアなんて少女の意識なんて、一度だって感じたことも無い。

  　

  「大家一开始都会在心中和自己的角色对峙。然后在本能的驱使下，在心中杀掉因为游戏公司的系统而无法抵抗的他们。这样才终于能将虚拟世界的肉体当作虚拟形象自由活动……」

  「みーんな一番最初は心の中で自分のキャラと対峙するんだよ。そして運営のシステムによって一切抵抗できない彼らを、本能に突き動かされるまま心の中で殺す。そうしてようやく仮想世界の肉体をアバターとして自由に動かせるようになるんだけど……」

  　

  　库洛诺俯视着困惑的我，轻轻笑了。

  　困惑する俺を見降しながら、クロノは小さく笑った。

  　

  「你啊，没有杀掉莉亚，而是让她和你共存。所以你才会被她无意识的行动牵着鼻子走，而且因为把她当作同性，所以和女主角一起洗澡也没有任何感觉。」

  「きみさ、リアを殺さないまま共存させてるんだよ。だから中途半端に彼女の無意識な行動に引っ張られるし、同性だと認識してるからヒロインとシャワーを浴びても何も感じない」

  　

  「那是……」

  「それ、は……」

  　

  　

  　我有头绪。阳菜是妹妹……我比自己以为的更把阳菜当作女孩子。所以和她一起洗澡时，我既没有兴奋，甚至理所当然地接受了。我明明是高中时会玩色情游戏的诚实「男生」。

  　心当たりがあった。陽菜は妹……そう思い込む以上に、あの時俺は自分を女の子だと認識していた。だから彼女と一緒にシャワーを浴びても興奮なんてしなかったし、それどころか当たり前のように受け入れていた。俺は高校生のうちにエロゲーを嗜むくらい性に正直な『男子』の筈なのに。

  　

  「性欲和施暴的本能都没有受到刺激……你是不是有点太温和了？」

  「性欲も暴力を振るう本能すらも刺激されないなんて……きみ、ちょっと温厚すぎるんじゃない？」

  　

  　

  　即使库洛诺这么说，我也没有真实感。我不曾想过要活得比别人更温柔，也不喜欢当志工。

  　そんな事を言われても実感なんて無かった。他の人より優しく生きようと思ったことなんてないし、ボランティアが好きだったとかでもない。

  　我只是普通地生活。珍惜家人和弟弟，和朋友一起耍白痴，只是普通地生活。

  　ただ、普通に生きてきた。家族や弟を大切にしながら、友達とバカやって、ただ普通に生きて来ただけだ。

  　

  　

  　如果有人无论发生什么事都能原谅别人，拥有无偿帮助他人的勇气，比任何人都更温柔——那一定不是我。

  　もし、何があっても人を許して、無償で他人を助ける勇気があって、誰よりも強い優しさを持ってる人がいるのだとすれば──それはきっと、俺じゃなくて。

  　

  　

  「莉、亚……？」

  「リ、ア……？」

  　

  「或许是因为心灵的波长相近，你才会和她同调。虽然很少发生这种事，不过这个世界的人们不是单纯的程序，而是拥有心灵的存在，所以也有可能发生这种事。」

  「心の波長が近かったから、彼女と同調したのかもね。滅多に起きることじゃないけど、まぁこの世界の人々はただのプログラムじゃなくて心を持った存在だから、そんな事もあり得るか」

  　

  「那是什么意思？」

  「それって、どういうこと？」

  　

  「这里虽然是虚拟空间，但并非一切都是程序。因为加入了我开发的『成长系统』，所以这个世界和现实一样，每个人都会持续进化。在进化的过程中也会产生各种变化。」

  「ここは仮想空間だけど全てがプログラムってわけじゃない。僕が開発した『成長システム』が組み込まれてるから、現実と同じようにこの世界は一人一人が進化を続けるんだ。その過程でいろんな変化だって生じる」

  　

  　在我面前滔滔不绝的库洛诺，眼神很纯粹。没有刚才那种诡异的笑容，只是开心地炫耀着。

  　俺の前で饒舌に語るクロノの瞳は、純粋だった。先程の様な怪しい笑みはなく、ただ楽しそうに自慢をしている。

  　就像谈论梦想的孩子一样，纯粹地。

  　夢を語る子供のように、ただ純粋に。

  　

  「比如说……女主角喜欢上主角以外的人物之类的……总之，这个世界就是这样活着的。不过，如果被关机，权限被拿走的话，这个世界就会被改造成营运商想要的世界。所以身为开发者的我，不想消除这个世界。」

  「たとえばそうだな……ヒロインが主人公以外の人物のことを好きになる、とかかな。……まっ、そういうわけでこの世界は生きてるんだ。でもシャットダウンされて権限を持ってかれたら、この世界は運営の求める世界に作り替えられてしまう。だから開発者の僕としてはこの世界を消したくないんだよ」

  　

  「……！」

  「……っ」

  　

  　我无话可说。明明想反驳些什么，但脑中却无法组织出话语。

  　何も言い返せない。何か言い返したやりたいのに、頭の中で言葉が纏まらない。

  　的确，我隐约感觉到这个世界的人们并非只是按照程序行动。听到通关后那些人就会消失，我也会感到害怕。

  　確かに、この世界の人達がただプログラムに従って動いてるわけじゃないってのは、薄々感じてた。俺たちがクリアしたらその人たちが消えるって言われたら、怖気づいたりもする。

  　

  　

  　可、可是，我也有弟弟，还有等待我回去的人……

  　で、でもっ、俺にだって弟が、帰りを待ってる人が……。

  　

  「嗯？」

  「んー？」

  　

  　库洛诺看着我烦恼的表情，表情切换成感到不可思议的表情。

  　思い悩む俺の顔を眺めるクロノの顔は、不思議そうな表情に切り替わっていた。

  　

  「难道你现在在烦恼吗？」

  「もしかして今、悩んでたりする？」

  　

  「吵、吵死了。」

  「う、うるさい」

  　

  「不不不，我说啊。你是不是误会了什么？」

  「いやいや、あのさ。なんか勘違いしてない？」

  　

  「……啊？」

  「……は？」

  　

  　库洛诺无奈地叹了口气，站起身走到我面前。然后弯下腰，把自己的脸凑到离我的脸非常近的距离。

  　呆れたように溜息を吐いたクロノは立ち上がり、俺の前に立った。そして腰だけを曲げて、俺の顔に自分の顔を至近距離まで近づけた。

  　

  「我先说清楚，你没有选择权哦？你从今以后就是我的活祭品，只能在我身边过着呼吸的生活。」

  「言っておくけどきみに選択肢なんてないからね？　きみはこれから人柱として、僕の傍で息をするだけの人生を送るんだ」

  　

  「！开、开什么玩笑……！」

  「っ！　ふ、ふざけんな……！」

  　

  「啊哈哈，我没有开玩笑哦。只要把你控制住，这个世界就能太平，只要监视剩下那两个人，别让他们死掉就行了——」

  「アハハ、別にふざけてないよ。きみさえ押さえておけばこの世界は安泰だし、残りの二人も死なない程度に監視していればそれで──」

  　

  　

  　

  　

  　库洛诺笑着把现实摆在我面前，就在这个瞬间。

  　クロノが笑いながら俺に現実を突き付けようとした、その瞬間。

  　

  　

  「哎呀。」

  「おっと」

  　

  　玻璃窗碎裂的声音在室内响起，巨大的冰块朝库洛诺飞去。那家伙往后一跳躲开的同时，一个神秘人物在我面前着地。

  　窓ガラスの割れる音が室内に鳴り響き、大きな氷の塊がクロノめがけて飛んできた。ヤツが後方に跳ぶことでそれを回避すると同時に、俺の前に謎の人物が着地した。

  　

  　

  「莉亚！你没事吧！？」

  「リア！　無事か！？」

  　

  　

  「……咦？」

  「……ぇっ」

  　

  　

  　转过头朝我搭话的人——是已经遍体鳞伤的海夜。

  　首を振り向かせて俺に声を掛けてきたのは──既にボロボロな状態の海夜だった。

  　从服装的破损程度和他身上的伤势来看，他可能是在最终头目战后没有好好治疗就来到了这里。

  　服装の損傷具合や負っている傷の様子を見るに、彼はラスボス戦の後ロクに治療もしないまま此処に訪れたのかもしれない。

  　

  「为、为什么？」

  「ど、どうして」

  　

  「田宫在那家伙身上装了发信器，再过不久文香也会过来！」

  「田宮がアイツにあらかじめ発信機を付けてたんだ、もう少しで文香もここに来る！」

  　

  　说完这句话后，海夜立刻用右手朝库洛诺发射激光。

  　それだけ言い終えると、海夜は間髪を容れず右手からレーザーをクロノに向けて発射した。

  　

  「等、激光！？」

  「ちょ、レーザー！？」

  　

  　库洛诺一脸惊讶地在千钧一发之际躲开，从胸前口袋拿出手机。

  　クロノは驚いた様子でそれをギリギリで躱し、胸ポケットからスマホを取り出した。

  　然后他用手机的相机功能对准海夜，接着看向自己手机屏幕的库洛诺，发出惊愕的声音。

  　そしてそのカメラを海夜に向けたあと、自分のスマホの画面を見たクロノは驚愕の声を挙げた。

  　

  「真、真的假的……？」

  「ま、マジ……？」

  　

  「你在啰嗦什么……！」

  「何をゴチャゴチャと……！」

  　

  　海夜没有理会不知为何感到惊讶的库洛诺，生成冰剑后用力踏向地板。就在这个瞬间，海夜像阵风般刺出剑，库洛诺再次在千钧一发之际躲开。

  　何かに驚くクロノを意に介さず、海夜は氷の剣を生成して床を踏み抜いた。その瞬間、突風のように剣を突きだす海夜を、クロノはまたもや間一髪で回避した。

  　

  　然而海夜似乎预测到了库洛诺的行动方向，朝他逃走的右侧发射激光。

  　しかし海夜はクロノが動く方向を予測していたようで、彼が逃げた右側にレーザーを放った。

  　

  「好痛！」

  「いだぁっ！」

  　

  　激光漂亮地直击库洛诺的脸，把他打到房间的墙上。

  　それはクロノの顔面へ見事に直撃し、彼を部屋の壁に叩きつけた。

  　海夜立刻用剑砍向他，库洛诺生成小型屏障挡了下来。

  　すかさずそこへ海夜が剣で斬りかかると、クロノは小さいバリアのような物を生成してそれを受け止めた。

  　

  　在双方僵持不下时，库洛诺开始喃喃自语。

  　鍔迫り合いのように硬直する最中、クロノはブツブツと呟き始める。

  　

  「从窗户入侵代表有浮游能力……？而且刚才的起跑冲刺明显是身体强化，再加上光的高压缩激光和冰的生成——呃！」

  「窓から侵入したってことは浮遊能力……？　しかもさっきのスタートダッシュは明らかに身体強化だし、それに加えて光の高圧縮レーザーに氷の生成──って！」

  　

  　屏障发出某种气场，把海夜弹飞。勉强着地的海夜生成冰盾，立刻挡在我面前保护我。

  　バリアから何かのオーラを発し、海夜を弾き飛ばすクロノ。かろうじて着地した海夜は氷の盾を生成し、すぐさま庇うように俺の前に立ち塞がった。

  　

  　

  　看到海夜明显使用了异常数量的能力，库洛诺惊慌失措地大喊。

  　明らかに異常な数の能力を行使している海夜を見たクロノは、狼狽した様子で叫び散らした。

  　

  「对、对了，觉醒了吗！虽然没有按照莉亚路线进行，但既然莉亚本人在场，发生只有该路线的事件觉醒也不奇怪……！」

  「そ、そうか、覚醒したのか！　リアルートの通りに進んでいないとはいえ、リア本人が居るならそのルートのみのイベントである覚醒が起きても不思議じゃない……！」

  　

  「给我闭嘴！」

  「少し黙れ！」

  　

  　海夜朝理解似地点头的库洛诺发射激光和冰块，库洛诺突然消失躲开攻击。

  　納得したように頷くクロノに向けて海夜がレーザーと氷の礫を放つと、クロノは突然姿を消してその攻撃を躱した。

  　我焦急地确认周围，发现库洛诺在我们后面的窗户附近。看来他似乎用了瞬间移动。

  　焦って周囲を確認すると、クロノは俺たちの後ろにある窓の近くにいた。どうやら瞬間移動をしたらしい。

  　

  　海夜再次挡在我面前举起冰剑，库洛诺流着汗露出苦笑。

  　再び俺を庇うようにして前に出た海夜が氷の剣を構えると、クロノは汗を流しながら苦笑いをした。

  　

  「伤脑筋……觉醒后的你有点棘手。而且我也是在战斗中落败，没有处于万全状态……」

  「困ったな……覚醒した君は少し厄介だ。それに僕も戦いに負けた後だから万全じゃない……」

  　

  　库洛诺小声说着，同时在自己身后变出了一扇『门』。他转动门把，门的另一边出现了一片陌生的景色。他大概是用了能移动到远处的技能吧。

  　小さく喋りながら、クロノは自分の後ろに『ドア』を出現させた。そしてそのドアノブを捻ると、その先には見慣れない景色が広がっていた。恐らく遠くに移動できる類の技を使ったのだろう。

  　

  　库洛诺一边张开屏障一边走进门里，临走前丢下一句话。

  　クロノはバリアを張りながらドアの中に入っていくと、捨て台詞のように叫んできた。

  　

  「莉亚就暂时交给你照顾了！反正你也不可能通关！」

  「リアはしばらく君に預けておくよ！　どうせクリアなんて出来ないだろうからね！」

  　

  　他只留下这句话，便消失在门的另一边。

  　それだけ言い残し、クロノはドアの向こうへと消えていった。

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  　库洛诺消失之后，我们两个决定直接留在房间里休息。

  　クロノが消えた後、俺たち二人はそのまま部屋に残って休むことになった。

  　看来我们所在的废弃大楼离海夜的家相当远，光靠我一个人实在无法把累到动弹不得的海夜搬回去。因此我们决定直接在这个房间里待机，等待藤堂来接我们。

  　どうやら俺たちがいる廃ビルは海夜の家からかなり遠いらしく、疲れ切って動けなくなった海夜を運ぶにはどうしても俺だけじゃ足りない。故にこのままこの部屋で待機し、藤堂が迎えに来てくれるのを待つ、というわけだ。

  　

  　现在我们并肩坐在破破烂烂的沙发上。因为只有这里勉强算是能休息的地方，所以我叫海夜在这里躺下休息，但她似乎有话要跟我说，要我到她旁边去。

  　今はお互い隣に並びながらボロボロのソファに座っている。かろうじて休めそうな場所がここしかなかったので、海夜にはここに寝転んで休むように言ったのだが、なにやら俺に話があるらしく「隣に来てくれ」と言われてしまった。

  　

  　

  　不过，我知道海夜想说什么。他想问的是，为什么我之前要骗他们，还有我打算怎么补偿他们之类的吧。

  　でも、海夜の言おうとしていることは分かってる。どうして今まで騙してたんだ、とか、あとはどうやって償うつもりなんだーとか、そういったことだろう。

  　

  　虽然我是被卷入死亡游戏的受害者，但欺骗他们是事实。现在我应该要干脆地道歉，这样肯定比较好。虽然这不是道歉就能解决的问题，但我不知道——接下来该怎么做才好。

  　デスゲームに巻き込まれた立場とはいえ、彼らを騙していたのは事実だ。ここは潔く、俺の方から謝った方がいいに違いない。謝って済む問題ではないけれど、これ以上何をどうしたらいいのか──俺には分からない。

  　

  　

  「……真的，很对不起。」

  「……本当にごめん、なさい」

  　

  「莉亚，不是的。我不是为了听你道歉才来的。」

  「違うんだリア。俺は謝ってほしくてここに来た訳じゃない」

  　

  「咦……那、那你为什么……？」

  「えっ。……じ、じゃあ、なんで？」

  　

  　我无法理解他的意图，正感到焦急时，海夜突然抓住我的双肩，让我转向他。

  　彼の意図が汲み取れずに焦っていると、海夜は急に俺の両肩を掴んで自分の方に向かせた。

  　被海夜直直盯着，我不知道该说什么才好，只好沉默不语。

  　海夜に真っ直ぐ見つめられ、なんて言えばいいのか分からなくなった俺は押し黙ってしまう。

  　

  　不久后，海夜主动开口了。

  　すると、程なくして海夜の方から話を切り出した。

  　

  「我想确认一件事。那个兜帽男让我们看了很多东西……那些全都是真的吗？」

  「一つだけ確認させてほしい。俺たちはあのフードに色々と見せられたんだが……アレは全部、本当か？」

  　

  「……！」

  「っ……！」

  　

  　海夜直视着我的眼睛，毫不闪躲地问道。我一时语塞，海夜没有催促，只是静静地等待我的回答。

  　一切目を逸らさないまま俺の瞳を見つめて質問してくる海夜を前にして、俺は言葉を詰まらせてしまう。即答できない俺を海夜は急かさず、そのまま待ってくれるようだった。

  　

  　

  　海夜想问的，肯定是库洛诺不久前告诉我们的秘密。也就是游戏的事，还有我身体的事。现在这个气氛下，就算开玩笑也不会有人相信，而且他应该也隐约察觉到这次的事了。他之所以这么问，肯定是为了得到最后的证据。

  　海夜が言ってるのは、少し前にクロノが告げていた秘密のことに違いない。ゲームのこととか、俺の中身の事とかだ。雰囲気的に冗談を言っても信じては貰えないだろうし、彼も今回の事は薄々気づいているだろう。きっと俺に質問したのは、最後の確証が欲しいからだ。

  　

  　……我不知道该怎么办。如果我这时候不承认，海夜会相信我吗？还是会说我是骗子，拒绝我呢？

  　……どうすればいいのか、分からない。ここで俺が認めなかったら、海夜はそれを信じてくれるのか。それとも、俺を嘘つきだと言って拒絶するのか。

  　

  　从通关游戏的角度来看，我应该要在这时候说谎。说自己是如假包换的女孩子，最终头目说的都是胡说八道。顺利的话，谎言就能圆满收场，我或许也能再次以女主角的身份活动。

  　ゲームクリアの面で考えれば、俺はここで嘘をつくべきだ。自分は正真正銘女の子で、ラスボスの言ってた事は出鱈目だ、と。上手くいけば嘘ということで丸く収まるし、再びヒロインとしての活動ができるようになるかもしれない。

  　

  　

  　不过，我总觉得累了。虽然承认的话就走投无路了，但心情一定会轻松许多。不需要再说谎，可以一扫至今累积的郁闷，也不用再害怕身份曝光。

  　でも、どこか、疲れてしまっている自分がいる。認めてしまえばその時点で詰むけれど、心はきっと軽くなると思う。嘘をつく必要が無くなって、今まで溜めていた鬱憤も晴れるし、正体がバレることへの恐怖も消える。

  　

  　可以，轻松许多。

  　楽に、なれる。

  　

  　

  　

  「库洛诺说的，全都是真的。」

  「本当、クロノが言ってたこと全部、本当の事」

  　

  「……这样啊。」

  「……そう、か」

  　

  　我的嘴巴变得很轻佻，连自己都搞不清楚。或许我想当场全盘托出，结束这一切。

  　自分でも分からないぐらい、口が軽くなっている。もうこの場で全部吐いて、終わりにしてしまいたいのかもしれない。

  　因为如果继续以莉娅的身份生活下去，我或许真的会变成莉娅。

  　このままリアでいたら、俺は本当にリアになってしまうかもしれないから。

  　

  　我不要这样。我不想杀死自己。我害怕失去作为男人、作为哥哥活到现在的自己。我害怕自己开始觉得作为莉娅生活下去也不坏。

  　それは嫌だ。自分を殺したくない。俺は男として、兄として生きてきた自分を失うのが怖い。リアとして過ごすのが悪くないと感じてしまった、そんな自分がどうしようもなく怖い。

  　

  　而且反正，我已经没办法再当女主角了。

  　それにどうせ、俺にヒロインなんてもう無理なんだ。

  　

  「很恶心吧。一直粘着自己的女孩子，其实是个男人。我——我一直在骗你。」

  「気味悪い、でしょ。ずっと自分にすり寄ってた女の子が、本当は男だったなんて。私は──俺は、きみを騙してたんだ」

  　

  「……我可能，被骗了。」

  「……騙されてたかも、しれないな」

  　

  「我不会找借口。虽然这不是道歉就能解决的事。」

  「言い訳なんて、しない。謝って済む事じゃ、ないけど」

  　

  　我什么都没想，也不在意说话的前后顺序，只是把浮现在脑海中的语言说出来。我决定不再掩饰，用这个无法正常说话的身体，拼命地吐露自己的感情。

  　何も考えず、言葉の前後も気にせず、ただ頭の中に浮かんできた言葉を口にしていく。もう取り繕うこともせず、まともに喋れないこの体で、必死に自分の感情を吐露し続けることにした。

  　

  　

  「你说我被活在自己心中的莉娅牵着鼻子走，我有头绪。就算看到阳菜的裸体，我也觉得无所谓。从海夜那里收到领巾的时候，我的脸变热了。」

  「自分の中で生きてるリアに、引っ張られてるって言われて、心当たりがあった。陽菜の裸を見ても、平気だった。海夜からスカーフを貰った時、顔が熱くなった」

  　

  　不知为何，身体的颤抖停不下来。

  　何故か体の震えが止まらない。

  　

  「当我有了这些自觉，我变得搞不懂自己了。我无法判断这是我的感情，还是莉娅的感情，变得很痛苦。」

  「それを自覚したら、自分が分からなくなった。これは俺の感情なのか、リアの感情なのか、判断することが出来なくて、苦しくなった」

  　

  　眼皮深处非常热。

  　瞼の奥がとても熱い。

  　

  「我听说通关的话这个世界就会结束，不知道该怎么办。小春和海夜，大家明明都好好地活在这里，一想到这些都会消失，我的脑袋深处就痛得不得了。」

  「クリアしたらこの世界が終わるって言われて、どうしたらいいか分からなくて。小春も、海夜も、みんな、ちゃんとここで生きてるのに、それが全部無くなるって思ったら、頭の奥が痛くて」

  　

  　眼前的景象变得扭曲。

  　目の前の光景が歪んでいる。

  　

  「父母和弟弟都在等着我，今天是他的生日，我必须回去。可是我不希望海夜他们消失，我希望他们能一直活下去……」

  「親や弟が待ってるのに、あいつの誕生日なのに、戻ってやらなきゃいけないのに。でも海夜たちには消えて欲しくなくて、っ、ずっと生きていて、ほしっ、くて……」

  　

  　有什么热热的东西顺着脸颊流下。嘴唇在颤抖。头好痛。呼吸困难。好难过。好不甘心。无能为力。我什么都选不了。什么都改变不了。什么都、什么都、什么都、什么都——

  　頬に熱い何かが伝っている。唇が震えている。頭が痛い。息が苦しい。悲しい。悔しい。どうにもできない。俺は何も選べない。何も変えられない。なにも、なにも、なにも、なにも──

  　

  　

  「什么都、无法、思考……！呐，莲斗……！」

  「なんにも、考えっ、られ、なくて……！　ねぇっ、蓮斗……！」

  　

  　

  　我抓住他的衣服，没有做什么。只是，如果不用力握紧，让指甲刺破皮肤渗出血来，我的内心仿佛随时都会崩溃。

  　彼の服を掴んで、何をするわけでもなく。ただ、掌に爪が食い込んで血が滲むくらい、強く握っていないと、今にも心が壊れてしまいそうだった。

  　

  　杂乱无章的思绪，让我对眼前的他做出依赖般的举动。因为我只能对不可能知道答案、只是被害者的他，提出没有意义的问题，来维持自我。

  　纏まらない思考は、目の前にいる彼に対して縋るような行動を取らせた。答えなど知る筈もない、被害者でしかない彼に向かって、意味の無い問いをすることでしか自分を保てないから。

  　

  　

  「我该怎么办……！我、我已经、不知道了……！！」

  「どうしたらいいの……っ！　ぉ、おれっ、もう、わかんないよぉ……！！」

  　

  　

  　我脱口而出的话，实在太过不负责任。明明知道该问的人不是他，却无法控制现在的自己。

  　出てきた言葉は、あまりにも無責任なものだった。問うべき相手が彼ではないと分かっている筈なのに、今の自分を抑えられなかった。

  　明明只是要选择这个世界，还是原本的世界而已。

  　この世界を取るか、元の世界を取るか、それだけの話なのに。

  　

  　我无法选择。因为来到这个世界后，不全是讨厌的事。

  　選べない。この世界に来てから、嫌なことだけではなかったから。

  　有人仰慕我。有人信赖我。有人帮助我。也有人依赖我。

  　自分を慕ってくれる人がいた。信頼してくれる人がいた。力になってくれた人もいた。頼ってくれた人だっていた。

  　

  　我太习惯以另一个自己的身份待在这里了。要我舍弃这里，就等于要我杀死那些人。

  　もう一人の自分として、ここに居すぎてしまった。それを捨てるという事は、即ちその人たちを殺すという事に他ならない。

  　离开这个世界的话，大家都会消失。留在这里的话，就再也见不到家人和朋友。明明必须做出选择，同样的问题却在我心中不断重复。

  　世界を出れば、皆が消える。ここに残れば、二度と家族や友人に会うことができない。どちらかを選ばなければいけないのに、同じ問答を自身の中で延々と続けてしまう。

  　

  　

  　

  　

  　——已经、不行了。

  　───もう、駄目だ。

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「没事的。」

  「大丈夫だ」

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「……？」

  「……っ？」

  　

  　

  　不知何时，他抱住了我。温暖的胸膛，将抽泣的我拥入怀中。

  　いつの間にか、彼が俺のことを抱きしめている。温かいその胸に、泣きじゃくる俺を抱き留めてくれていた。

  　

  　我当然知道他是个温柔的人。可是安慰的话——

  　もちろん、彼が優しい人だということは知っている。でも気休めなんて──

  　

  「库洛诺如果袭击你，我一定会保护你。我会想办法解决所有阻碍游戏通关的事物。」

  「クロノが襲ってくるなら俺が必ず君を守る。ゲームクリアの障害になるものは、俺が全部なんとかする」

  　

  「你在说什……」

  「なにいって……」

  　

  「你要通关游戏。重要的人在等着你，你当然要回去吧？如果我和小春分离，我也会想尽办法回去。」

  「君はゲームをクリアするんだ。大切な人が待ってるなら、帰ってやらなきゃ駄目だろ？　俺だって小春と切り離されたら、何が何でも帰りたいって思うさ」

  　

  　可是，这样不行。你会死的。小春和大家，还有这个世界都会消失。

  　でも、それだと駄目なんだ。きみが死んでしまう。小春が、みんなが、この世界と一緒に消えてしまう。

  　

  「别这样……！这不能成为莲斗你们消失的理由……！」

  「やめてよ……！　それは蓮斗たちが消えていい、理由にはならない……！」

  　

  「别说傻话了。我们才不想死呢。」

  「馬鹿言うな。俺たちも死ぬ気なんてサラサラねーよ」

  　

  「……咦？」

  「……えっ？」

  　

  　我不懂他在说什么。我通关的话，这个世界就会消失。这是库洛诺决定的，理所当然的命运。

  　何を言っているのか分からない。俺がクリアするってことは、世界が消えるってことなのに。それがクロノに決められた、当たり前の運命なのに。

  　

  「我们自己的世界，我们会想办法……虽、虽然会借助很多人的力量！可是，我们不能忍受莉亚为了我们而被囚禁。」

  「俺たちの世界のことは、俺たちがなんとかする。……そ、そりゃ、いろんな人の力は借りるだろうけど！　でも、俺たちの為にリアが囚われたままなんて我慢できないんだ」

  　

  「……你、你在胡说……什么？这种事，不可能……」

  「……む、無茶苦茶、言ってる……よ？　そんなの、無理に……決まってる……」

  　

  「不是不可能！我要让莉亚回去，也要拯救我们的世界！我做得到！」

  「無理じゃない！　リアを還して、俺たちの世界も救う！　それが俺にはできる！」

  　

  「为什么要做这种——」

  「何でそんなこと──」

  　

  　

  　

  「听说我是主角。既然如此，这种程度的命运，我一下子就能改变。你不是被说『别认输』吗？既然如此，我不会认输的。」

  「聞けば俺、主人公らしいからな。だったらこの程度の運命、あっという間に変えてやる。まけるな蓮斗くんって言われてるんだろ？　なら、俺は負けないよ」

  　

  　

  　绝对。

  　絶対にだ。

  　

  　

  　他看着怀里的我，坚定地说道。

  　腕の中にいる俺に向けて、力強くそう告げた。

  　他自信满满地说出毫无根据、只是虚张声势的话。

  　根拠も何もない、虚勢にしかならない筈の言葉を、自信満々に彼は言ってのけた。

  　

  「……你真傻。」

  「……バカ、だね」

  　

  「是啊，不过……」

  「ああ、でもな」

  　

  　莲斗放开我，用清澈的眼神直视着我。

  　抱擁から俺を解放して、蓮斗は曇りなき瞳で真っ直ぐ俺を見つめた。

  　

  「听好了。」

  「いいか」

  　

  「欸？」

  「ふぇっ？」

  　

  　

  「我这个傻瓜，接下来会攻陷你。」

  「そのバカな俺が、これからお前を攻略してやる」

  　

  「……好、好的。」

  「……は、はい」

  　

  　

  　面对毫不害臊地如此宣告的莲斗，我下意识地用敬语回答。

  　恥ずかしげも無く告げてきた蓮斗に対して、何故か俺は敬語で返事をしてしまった。

  　

  　

  　

  　

  　——♡

  　───っ♡

  　

  　

  　

  　

  　……嗯？

  　……ん？

  　

  　

  「喂，莉亚，你脸好红哦。你害羞了吗？」

  「おいリア、顔赤いぞ。照れてるのか？」

  　

  「什、什么？我才没有害羞……！你少臭美了，笨蛋。」

  「は、はぁ？　別に、照れてないし……！　自惚れんな、バカ」

  　

  　我好像听见了从内心深处传来的奇怪拟声，是我的错觉吗？

  　何か胸の奥から変な擬音が聞こえてきた気がするんだけど、気のせいか？

  　如果一定要形容的话，感觉很像那个『咚……』的声音。

  　あえて言葉にするとすれば、あの、『ﾄｩﾝｸ……』的な何かに近い気がしたんだけど。

  　

  　啊？啊？他在说什么？

  　は？　は？　何言ってんの？

  　

  「……？」

  「……っ？」

  　

  　手机震动起来，我像要逃离莲斗似地看向手机。

  　スマホが震えたので、蓮斗から逃げるようにそっちへ視線を落とした。

  　

  　

  【乖乖向幕后黑手投降（P+5）】

  【黒幕に大人しく投降する（P+5）】

  　

  【一切皆为即兴发挥的莉亚路线开始（P+1）】

  【全てがアドリブによるリアルートを開始する（P+1）】

  　

  　

  　……嗯嗯嗯。这到底是怎么回事……

  　……んんんっ。これは、一体なにごと……。

  　

  　

  「莉亚，你刚才有没有喜欢上我？」

  「リア、さっきので惚れたりしてない？」

  　

  「笨蛋！别得意忘形了！去死！！」

  「ばかっ！　調子乗んな！　しね！！」

  　

  　

  　我可没有心动！我的心还是个男孩子！我反而想攻略你！？你要是太得意忘形，之后会很可怕哦！你这家伙只要被我摸到下半身，就会对我神魂颠倒！你这样摆主角架子，之后会丢脸的可是你哦！？(拼命)(逊炮角色特有的快嘴)(全美震惊的秒堕)(也就是瞬足)(在弯道拉开差距)

  　別にときめいてないが！　心は全然男の子だが！　逆に俺が攻略してやるくらいの勢いなんだが！？　あんま調子乗ってると後が怖いからな！　お前なんて下半身触られたら俺にメロメロなザコなんだからな！　そうやって主人公ムーブして後で恥ずかしい思いするのはお前なんだからなァぁ゛！？(必死)(クソザコムーブ特有の早口)(全米が驚愕する即堕ち)(いわゆる瞬足)(コーナーで差を付けろ)

  　

 
  ある日の最良の選択デスゲ感想欄

  这是某一天的最佳选择。

  　

  【坏消息】莉亚的性癖好被洛伊泽发现了

  【悲報】リアちゃんの性処理、ロイゼにバレる

  　

  　

  1.无名氏＠死亡游戏

  　1.名無し＠デスゲ

  啊……

  　あっ……

  

  　

  2.无名氏＠死亡游戏

  　2.名無し＠デスゲ

  笑死。

  　草

  　

  3.无名氏＠死亡游戏

  　3.名無し＠デスゲ

  这下惨了☆

  　ヤバイですね☆

  　

  4.无名氏＠死亡游戏

  　4.名無し＠デスゲ

  看来她离死期不远了呢……

  　着々と詰みに向かってますねクォレハ……。

  　

  5.无名氏＠死亡游戏

  　5.名無し＠デスゲ

  莉亚想死吗？？？

  　リアちゃん死にたがりなん？？？

  　

  6.无名氏＠死亡游戏

  　6.名無し＠デスゲ

  莲斗没锁厕所门也有错，洛伊泽没确认里面有没有开灯就开门也有错。

  　あれはトイレの鍵を閉めなかった蓮斗も悪いし、中の電気ついてるのに確認もせず開けたロイゼも悪い

  　

  7.无名氏＠死亡游戏

  　7.名無し＠デスゲ

  （千金小姐脸色苍白）笑死。

  　（お嬢様が顔面蒼白で）笑っちゃうんすよね

  　

  8.无名氏＠死亡游戏

  　8.名無し＠デスゲ

  >>5

  　>> 5

  美咲同学没有错啊……

  　美咲くんは悪くないんだよなぁ…

  　

  9.无名氏＠死亡游戏

  　9.名無し＠デスゲ

  错过错过错过错过错过错过错过错过错过错过错过错过错过错过错过错过错过错过错过错过错过错过。

  　見逃した見逃した見逃した見逃した

  

  　

  10.无名氏＠死亡游戏

  　10.名無し＠デスゲ

  >>9

  　>> 9

  冷静点，boy。

  　落ち着けボーイ

  　

  11.无名氏＠死亡游戏

  　11.名無し＠デスゲ

  今天那集还有存档哦。

  　今日のはまだアーカイブ残ってるぞ

  　

  12.无名氏＠死亡游戏

  　12.名無し＠デスゲ

  >>11

  　>> 11

  谢谢你茄子！我马上去看！

  　ありがとナス！　ｲﾃｷﾏｰ

  　

  13.无名氏＠死亡游戏

  　13.名無し＠デスゲ

  毫无疑问是神回。

  　まぎれもなく神回

  　

  14.无名氏＠死亡游戏

  　14.名無し＠デスゲ

  我也这么觉得！

  　俺もそう思うぞ！

  　

  15.无名氏＠死亡游戏

  　15.名無し＠デスゲ

  我承认这一集的情报量很多。

  　情報量が多い回だったのは認める　

  　

  16.无名氏＠死亡游戏

  　16.名無し＠デスゲ

  莲斗被洛伊泽拉开莉亚之后的表情好可爱，好喜欢。

  　ロイゼにリアを引き剥がされた後の蓮斗くんの表情かわいくてすき

  　

  17.无名氏＠死亡游戏

  　17.名無し＠デスゲ

  表情就像在说「不要走……」呢！

  　「いかないで……」みたいな顔してましたねぇ！

  　

  　（觉醒回的）帅哥…在哪里？这里…

  　（覚醒回の時のイケメンは）どこ…？　ここ…？

  　

  　18.无名＠死亡游戏

  　18.名無し＠デスゲ

  　淫纹还没消失就不能自由行动，所以多少有点影响。

  　淫紋消えてないうちは不自由だし多少はね

  　

  　19.无名＠死亡游戏

  　19.名無し＠デスゲ

  　另外，文香路线最终头目的玩家似乎正在和外部交涉。

  　なお文香ルートラスボスのプレイヤーに掛け合って外部と連携を取っている模様

  　

  　20.无名＠死亡游戏

  　20.名無し＠デスゲ

  　莲斗觉醒后的行动力好高笑死。

  　蓮斗くん覚醒してから行動力高すぎて草

  　

  　21.无名＠死亡游戏

  　21.名無し＠デスゲ

  　（这个网站已经）没救了呢……

  　（このサイトはもう）ダメみたいですね…

  　

  　22.无名＠死亡游戏

  　22.名無し＠デスゲ

  　>> 19

  　>> 19

  　那是真的吗？

  　それマジ？

  　

  　23.无名＠死亡游戏

  　23.名無し＠デスゲ

  　>> 22

  　>> 22

  　真的哦。好像和最早通关的人妖做了各种交易。

  　マジやぞ　一番最初にクリアしたオカマといろいろやってるっぽい

  　

  　24.无名＠死亡游戏

  　24.名無し＠デスゲ

  　好可怕哦～ 4

  　こわいなー、とずまりスト4

  　

  　25.无名＠死亡游戏

  　25.名無し＠デスゲ

  　说正经的，接下来会怎么样？

  　真面目な話これからどうなんの？

  

  　

  　26.无名＠死亡游戏

  　26.名無し＠デスゲ

  　不知道。

  　ｼﾗﾈ

  　

  　因为觉得有趣就放着莲斗不管的营运，迟早会被查出来然后结束吧。

  　面白そうだからって理由で蓮斗のこと放置してる運営自体はそのうち特定されて終わるでしょ

  　

  　27.无名＠死亡游戏

  　27.名無し＠デスゲ

  　营运太讲究及时行乐了！

  　運営が刹那主義すぎるッピ！

  　

  　28.无名＠死亡游戏

  　28.名無し＠デスゲ

  　「身为娱乐提供者」，实在让人无法讨厌呢。

  　“エンターティナーとしては”憎めないやつらだな

  　

  　29.无名＠死亡游戏

  　29.名無し＠デスゲ

  　笑。绑架监禁和死亡游戏都干过，真希望他们被逮捕。

  　草　拉致監禁とかデスゲームとかやってたし普通に捕まって欲しい

  　

  　30.无名＠死亡游戏

  　30.名無し＠デスゲ

  　旁观的我们也不例外，你们也快整理行李吧？

  　観覧してた俺らも例外じゃないしお前らも荷物まとめとけよ？

  　

  　31.无名＠死亡游戏

  　31.名無し＠デスゲ

  　不要说那么可怕的话啦。

  　こわいこといわないで

  　

  　32.无名氏＠死亡游戏

  　32.名無し＠デスゲ

  　少天真了！！(波波波）

  　甘えるなァ！！(ボーボボ)

  　

  　33.无名氏＠死亡游戏

  　33.名無し＠デスゲ

  　就算不是所有人，应该也会抓到几个人吧。

  　まぁ全員とは言わずとも何人かは捕まるわな

  　

  　34.无名氏＠死亡游戏

  　34.名無し＠デスゲ

  　我们也是差不多的享乐主义呢……

  　俺らも大概刹那主義ですね……

  　

  　35.无名氏＠死亡游戏

  　35.名無し＠デスゲ

  　只是笨蛋而已吧。

  　ただバカなだけでしょ

  　

  　36.无名氏＠死亡游戏

  　36.名無し＠デスゲ

  　好想被莉亚骂笨蛋。

  　リアちゃんにバカって言われたい

  　

  　37.无名氏＠死亡游戏

  　37.名無し＠デスゲ

  　话说回来。

  　そういえばなんだけど

  　

  　觉醒后的莲斗能力是什么？我没走莉亚路线所以不清楚。

  　覚醒した蓮斗の能力って何？　俺リアルート行けてないから詳しいこと知らない

  　

  　38.无名氏＠死亡游戏

  　38.名無し＠デスゲ

  　是无限的精制（不限次数的魔●力工作）哦。

  　無限の精製（ｱﾝﾘﾐﾃｯﾄﾞ・ｻﾞｰ●●ﾜｰｸｽ）だゾ

  　

  　39.无名氏＠死亡游戏

  　39.名無し＠デスゲ

  　太过分了，连草都生不出来。

  　ひどすぎて草も生えない

  　

  　40.无名氏＠死亡游戏

  　40.名無し＠デスゲ

  　咦？咦？

  　え？　え？

  　

  　41.无名氏＠死亡游戏

  　41.名無し＠デスゲ

  　>> 37

  　>> 37

  　你好像很困惑，所以我认真回答你。

  　困惑してるみたいだからマジレスするぞ

  　

  　觉醒状态是以前复制的能力随时都能使用。跟只能使用附近人类的能力，而且有时间限制的莲斗大不相同。

  　覚醒状態は以前コピーした能力をいつでも使えるようになる　近くの人間の能力しか使えなくてタイムリミットもあった前の蓮斗とは大違いや

  　

  　42.无名氏＠死亡游戏

  　42.名無し＠デスゲ

  　>> 41

  　>> 41

  　会不会太强了？

  　ちょっと強すぎん？

  　

  　43.无名氏＠死亡游戏

  　43.名無し＠デスゲ

  　在原作中可是能排进前三的最强角色。

  　原作だと三本指に入るくらいの最強格だからな

  　顺带一提，剩下两人是洛伊泽路线尾声觉醒的大小姐，以及莉亚路线的最终头目。

  　ちな残りの二人はロイゼルート終盤の覚醒お嬢様とリアルートのラスボス

  　

  　44.无名氏＠死亡游戏

  　44.名無し＠デスゲ

  如果要认真排名，谁才是第一名？

  　しっかりランキングにすると誰が一番？

  　

  45.无名＠死亡游戏

  　45.名無し＠デスゲ

  千金小姐

  　お嬢様

  　

  46.无名＠死亡游戏

  　46.名無し＠デスゲ

  金发螺旋卷

  　金髪縦ロール

  　

  47.无名＠死亡游戏

  　47.名無し＠デスゲ

  洛伊泽全场一致通过吧……

  　満場一致でロイゼですね…

  　

  48.无名＠死亡游戏

  　48.名無し＠デスゲ

  觉醒之后真的没人打得赢他啊。

  　覚醒するとマジで誰も勝てないからな　

  　

  能操纵所有光，根本是神的领域了。

  　あらゆる光を司るとかもはや神の領域で草生えますよ

  　

  49.无名＠死亡游戏

  　49.名無し＠デスゲ

  洛伊泽路线还没结束呢(´･ω･`)

  　まだロイゼルート終わってない(´･ω･`)

  　

  50.无名＠死亡游戏

  　50.名無し＠デスゲ

  >>49

  　>> 49

  为了莲斗觉醒之后的战斗超爽快超痛快的，加油吧♡

  　蓮斗の為に覚醒したあとの戦闘めちゃくちゃ気持ちよくてスカッとするからそこまで頑張って♡

  　

  51.无名＠死亡游戏

  　51.名無し＠デスゲ

  这个死亡游戏莲斗和莉亚都没堕落，所以看不到最强洛伊泽呢。

  　このデスゲだと蓮斗にもリアにも堕とされてないから最強ロイゼは見れそうにないっすね　

  　

  52.无名＠死亡游戏

  　52.名無し＠デスゲ

  真的没人打得赢吗？？？？太扯了。

  　ほんとに誰も勝てないん？？？？　やばすぎ

  　

  53.无名＠死亡游戏

  　53.名無し＠デスゲ

  原作的话。

  　原作だとな

  　

  感觉莉亚的超绝粘土可以跟他拼一拼呢（含糊）。

  　リアちゃんのハイパームテキならいい勝負しそう(曖昧)

  　

  54.无名＠死亡游戏

  　54.名無し＠デスゲ

  无敌死亡游戏——第一次登场就让人印象深刻呢。

  　ムテキデスゲーマー初登場回けっこう印象に残ってるわ

  　

  55.无名＠死亡游戏

  　55.名無し＠デスゲ

  营运说要使用无敌好像超难的。

  　運営が言うには無敵使うのクッソ難しいらしい

  　

  56.无名＠死亡游戏

  　56.名無し＠デスゲ

  在女主角状态下把女主角打倒，还能使用无敌，美咲同学太会玩了笑死。

  　ヒロイン状態でヒロイン堕としたりムテキも扱えるとか美咲くんゲーム上手すぎて草

  　

  57.无名＠死亡游戏

  　57.名無し＠デスゲ

  只有我觉得那种无敌的发飙方式，很像在扳机扣来扣去吗？

  　あの無敵の暴れ方、レバガチャに近い何かを感じたのは僕だけですか？

  　

  　

  【广告】

  　【広告】

  　

  　

  58.无名氏＠死亡游戏

  　58.名無し＠デスゲ

  可是他把长袍揍扁了所以无敌回超赞

  　でもローブぶちのめしてくれたから無敵回すき

  　

  59.无名氏＠死亡游戏

  　59.名無し＠デスゲ

  无敌回的最佳镜头

  　無敵回のベストショット

  　

  　

  【插画】

  【挿絵表示】

  　

  　

  60.无名氏＠死亡游戏

  　60.名無し＠デスゲ

  >> 59

  　>> 59

  喜欢

  　すき

  　

  61.无名氏＠死亡游戏

  　61.名無し＠デスゲ

  金色的气场都溢出来了呢……

  　金色のオーラが溢れ出てますね…

  　

  62.无名氏＠死亡游戏

  　62.名無し＠デスゲ

  喜欢他用手指挤出笑容　就算不那么做　他好像也不知道自己意外地会把情绪写在脸上

  　指でクイって笑顔作るのすき　そんなことしなくても意外と顔に出てるの知らなそう

  　

  63.无名氏＠死亡游戏

  　63.名無し＠デスゲ

  虽然他确实面无表情　不过眼睛会动来动去　还会冒冷汗呢

  　確かに無表情なんだけどね　目がよく動いたり冷や汗かいたりするのよね

  　

  64.无名氏＠死亡游戏

  　64.名無し＠デスゲ

  内在表现得很明显呢

  　中身が色濃く出とるわ

  　

  65.无名氏＠死亡游戏

  　65.名無し＠デスゲ

  无敌登场是我个人心目中的神回

  　無敵登場は個人的神回やなぁ

  　

  66.无名氏＠死亡游戏

  　66.名無し＠デスゲ

  是吗？我选逆蕾回

  　そうか？　俺は逆レ回だな

  　

  67.无名氏＠死亡游戏

  　67.名無し＠デスゲ

  >> 66

  　>> 66

  ？？？？？

  　？？？？？

  　

  68.无名氏＠死亡游戏

  　68.名無し＠デスゲ

  啥？

  　は？

  　

  69.无名氏＠死亡游戏

  　69.名無し＠デスゲ

  逆蕾回是哪一集啊！！！！！！！！！！！！！！！

  　逆レ回っていつですか！！！！！！！！！！！！！！！

  　

  70.无名氏＠死亡游戏

  　70.名無し＠デスゲ

  我也不知道耶　骗人的吧？　骗人的吧？　老实招来

  　俺も知らないんだが　嘘か？　嘘だな？　素直に吐け

  　

  71.无名氏＠死亡游戏

  　71.名無し＠デスゲ

  >> 67～70

  　>> 67～70

  咦，你们是认真的吗？怎么会不知道？就是人妖在他身上画淫纹的时候啊

  　え、逆にお前らマジで言ってんの？　何で知らないん？　オカマに淫紋付けられたときだって

  　

  72.无名氏＠死亡游戏

  　72.名無し＠デスゲ

  一周前的直播啊齁。

  　一週間以上前の放送のことンゴ

  其实当时服务器经常连不上齁。

  　実はあの時サーバーの接続不良が多発してたンゴ

  　

  所以意外地只有很少人看到那一集齁。

  　だから意外とあの回を視聴できたユーザーは少なかったンゴねぇ

  　

  73.无名氏＠死亡游戏

  　73.名無し＠デスゲ

  (ノД`)・゜・。．

  　(ノД`)・゜・。

  　

  74.无名氏＠死亡游戏

  　74.名無し＠デスゲ

  居然是那时候哦……我还以为已经播完了。

  　あの時かよ……もう放送終わったと思ってたんだが

  　

  75.无名氏＠死亡游戏

  　75.名無し＠デスゲ

  存档也非公开，就这层意义来说是梦幻的一集呢。

  　アーカイブも非公開だしそういう意味じゃ幻の回だな

  　

  76.无名氏＠死亡游戏

  　76.名無し＠デスゲ

  莉亚的逆雷不是吗？？？？？？包括我在内，没看到那一集的观众现在有多绝望你知道吗？？？？？？？？？

  　リアの助が逆レしたんでしょ？？？？？　俺含めて見れなかった組が今どれだけ絶望してるかお分かり？？？？？？？？？

  　

  77.无名氏＠死亡游戏

  　77.名無し＠デスゲ

  我哭了。

  　涙でてきた

  　

  78.无名氏＠死亡游戏

  　78.名無し＠デスゲ

  好想死。

  　しにたい

  　

  79.无名氏＠死亡游戏

  　79.名無し＠デスゲ

  绝望的观众一大堆笑死。

  　絶望視聴者ワラワラで草

  　

  80.无名氏＠死亡游戏

  　80.名無し＠デスゲ

  スｯ！

  　ｽｯ　っ

  　

  【显示插图】

  【挿絵表示】

  　

  　

  81.无名氏＠死亡游戏

  　81.名無し＠デスゲ

  ！？！？！

  　！？！？！

  　

  82.无名氏＠死亡游戏

  　82.名無し＠デスゲ

  ！？？！？！？！？？！？？！？！！？？？！？！？！

  　！？？！？！？！？？！？？！？！！？？？！？！？

  　

  83.无名氏＠死亡游戏

  　83.名無し＠デスゲ

  喂，怎么了？

  　おい、何事かよ

  　

  84.无名氏＠死亡游戏

  　84.名無し＠デスゲ

  >>83

  　>> 83

  逆雷那一集的部分截图哦齁。没看到真可惜齁。

  　逆レ回の一部スクショだゾ　観れなくて残念だったンゴねぇ

  　

  85.无名氏＠死亡游戏

  　85.名無し＠デスゲ

  >>84

  　>> 84

  只要杀了你就行了吗？原来如此。

  　お前を殺せばいいのか、なるほどな

  　

  86.无名氏＠死亡游戏

  　86.名無し＠デスゲ

  　发动无限未收看者工作。>>84，生命存量充足吗？

  　アンリミテッド未視聴者ワークスを発動させた。>> 84、命の貯蔵は十分か？

  　

  　87.无名氏＠死亡游戏

  　87.名無し＠デスゲ

  　噫！

  　ﾋｯ

  　

  　88.无名氏＠死亡游戏

  　88.名無し＠デスゲ

  　Stay、Stay，你们冷静点。

  　ステイステイ、お前ら落ち着け

  　

  　我先让自己的心和儿子冷静下来，然后坐回位子上。

  　まず心と息子を落ち着かせてから一旦席につけ

  　

  　89.无名氏＠死亡游戏

  　89.名無し＠デスゲ

  　☆只要成为高级会员，就能观赏非公开的存档！☆

  　☆プレミアム会員なら非公開のアーカイブも視聴できます！☆

  　现在正在实施试用活动，正是好机会！？

  　お試しキャンペーン実施中の今がチャンス！？

  　

  　详情请点这里↓

  　詳しくはこちらから　↓

  　https://XXXXXXXXXXXX

  　https://うんたらかんたらどっとなんちゃらかんちゃら

  　

  　90.无名氏＠死亡游戏

  　90.名無し＠デスゲ

  　唔唔唔唔唔…………

  　うぐぐぐぐ…………

  　

  　91.无名氏＠死亡游戏

  　91.名無し＠デスゲ

  　真是老套的手段。

  　古典的な真似を

  　

  　有事做了！！

  　やることがきたねーぞ！！

  　

  　92.无名氏＠死亡游戏

  　92.名無し＠デスゲ

  　（语气平板）

  　(棒)

  　

  　93.无名氏＠死亡游戏

  　93.名無し＠デスゲ

  　有官方的间谍在草

  　運営の回し者がいて草

  　再怎么样也不会有人上当吧。

  　さすがに引っかかるやつおらんやろ　

  　

  　94.无名氏＠死亡游戏

  　94.名無し＠デスゲ

  　另外，登录页面的点阅数似乎突然增加了。

  　なお登録ページのアクセスが急に増えた模様

  　

  　95.无名氏＠死亡游戏

  　95.名無し＠デスゲ

  　看来只有绅士，我放心了。

  　紳士しかいなかったようで安心しました

  　

  　96.无名氏＠死亡游戏

  　96.名無し＠デスゲ

  　顺带一提，你们两个如果遇到库洛诺和莉亚的观众参加型事件，会站在哪一边？

  　ちなみにお前らクロノとリアで視聴者参加型発生したらどっち味方するん？

  

  　

  　97.无名氏＠死亡游戏

  　97.名無し＠デスゲ

  　这还用问吗？？？？

  　聞くまでもなくね？？？？

  　

  　98.无名氏＠死亡游戏

  　98.名無し＠デスゲ

  　我们都是可爱事物的同伴

  　我らはみな可愛いものの味方

  　

  　99.无名氏＠死亡游戏

  　99.名無し＠デスゲ

  　毕竟我欠那个银发面无表情飞机场废柴女一个大人情啊 。

  　あの銀髪無表情ちっぱいポンコツっ娘には大きな借りがあるからな　

  　你以为我从什么时候开始就全裸待命了？

  　いつから全裸待機してると思ってんの？

  　

  100.无名氏＠死亡游戏

  　100.名無し＠デスゲ

  　看到你们一如往常我就放心了。

  　お前らがいつも通りで安心したわ

  

  　

  　

  　

 
  そっくりな二人の無表情っ娘による耳元バイノーラル

  两个一模一样的面无表情的女孩的耳语

  　

  　

  　库洛诺消失后过了两天。

  　クロノが姿を消してから二日後。

  　最终头目似乎被认定为已经击败，城镇也恢复了原状。洛伊泽和莲斗之间也没有发生类似事件，看来洛伊泽路线也顺利结束了。

  　一応ラスボスは撃破扱いになっていたようで、あれから街は元通りになった。ロイゼと蓮斗の間にもイベントらしき事態は発生しておらず、どうやらロイゼルートも無事に終了したらしい。

  　

  　我的路线就先放一边，总之这样就告一段落了——就在我这么想的时候。

  　俺のルートの話は一旦置いといて、とりあえずこれでいち段落──と考えた矢先のことだった。

  　

  　

  　——莉亚她……？骗人、骗人……不可能有这种事。

  　──リアが……？　うそ、うそ……そんなわけ、ない

  　

  　

  　藤堂、洛伊泽、莲斗和我四个人在海夜家二楼的房间讨论今后的事情时，没想到雷诺拉竟然在门外偷听。

  　藤堂とロイゼ、それから蓮斗と俺が海夜家の二階の部屋で今後の事を話し合っていたところ、なんとドアの向こう側でレイノーラが盗み聞きをしていた。

  　

  　讨论到一半时，我们听到外面有声音，出去确认后，就看到她一脸狼狈地喃喃自语。

  　そして話の途中で物音がしたため外を確認してみると、そこには狼狽した様子でブツブツと呟く彼女の姿が。

  　

  　我们靠近她，想让她冷静下来，结果她一溜烟地逃走，我们只好在夜晚的街道上到处找她，直到现在。

  　とりあえず彼女を落ち着かせようと近づいた瞬間レイノーラが逃げ出してしまい、夜の街を走り回りながら彼女を探している今現在に繋がるというわけだ。

  　

  　

  　根据洛伊泽的说法，库洛诺揭露秘密时，雷诺拉和阳菜因为能力使用过度而睡着了，所以她们并不知道秘密的全貌。

  　ロイゼの話を聞く限り、どうやらクロノが秘密を暴露していた際、レイノーラと陽菜は能力の使い過ぎで眠っていたため、秘密の全貌を知らされていなかったらしい。

  　战斗结束后，她们确实睡得很熟，我也在那之后因为药效而睡着，所以时间上是吻合的。

  　確かに戦闘後は二人とも眠って休んでいたし、俺が薬で落ちたのもその直後なので辻褄は合う。

  　

  　因为内容敏感，所以我们没有把秘密告诉雷诺拉和阳菜，不过看这个状况……可能造成了反效果。我知道她对我抱持着某种程度的好感，考虑到之后穿帮的风险，或许一开始就该道歉并把事情说清楚比较好。

  　内容が内容なのでみんな秘密の事をレイノーラと陽菜の二人には黙っていたのだが、この状況を見るに……逆効果だった可能性がある。少なからず彼女が俺に対して関心を持っていたのは知っていたのだし、後からバレてしまった時のリスクを考えれば、最初から謝罪込みで話をした方がよかったのかもしれない。

  　

  　我们在周围找了约一个小时，还是没找到人，我忍不住叹了口气。找不到人固然令人沮丧，但最令人无奈的是我这副缺乏体力的身体。我已经累到一步也走不动了……

  　一時間ほど周囲を散策したが見つからず、溜め息が出てしまう。見つけられないこともそうだが、体力が無い自分の体が特に嘆かわしい。もう疲れて一歩も動けない……。

  　

  　

  　因此，我坐在公园的长椅上休息，同时用手机确认现在的时间——

  　そんなわけで、公園のベンチで休みながらスマホで現在時刻を確認していたのだが───

  　

  　

  『晚安。』

  『こんばんはっ』

  　

  「……晚、晚安……？」

  「……こ、こんばんは……？」

  　

  　不知为何，我被幽灵缠上了。好可怕。

  　なぜか幽霊に絡まれてます。こわい。

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　…………

  　…………

  　

  　………………

  　………………

  　

  　

  『——大概就是这样，你懂了吗？』

  『──と。だいたい、わかった？』

  　

  「我懂了。」

  「ワカリマシタ」

  　

  『……你也太害怕了吧。我看起来明明只是个普通的女孩子。』

  『……流石に、ビビりすぎ。私、見た目は普通の女の子、なのに』

  　

  　幽灵露出有些傻眼的表情说完后，我终于慢慢冷静下来。

  　若干呆れたような表情の幽霊が話し終わる頃、ようやく俺は少しずつ落ち着き始めた。

  　

  　呃，那个，因为我对恐怖的东西完全没辙，幽灵之类的真的很可怕，真的很抱歉。之前和雷诺拉去鬼屋的时候，我也只能闭着眼睛。

  　いや、あの、ホラー系全般無理なんで、幽霊とかマジでキツイんで、ほんとすいません。この前レイノーラと入ったお化け屋敷も目閉じてないと無理だったくらいなんで。

  　

  『话说……我的样子和莉娅一模一样。你明明在镜子之类的地方看习惯了，还吓成这样，也太奇怪了吧。』

  『ていうか……私の姿はリアそのまま。鏡とかで見慣れてるのに、ビビるのおかしい』

  　

  「不不不，大半夜的突然有幽灵出现在眼前，不管是谁都会被吓到吧？女孩子的幽灵这种老套的桥段，绕了一圈反而让人觉得可怕啊。」

  「いやいやいや夜中に突然目の前に幽霊出てきたら誰でもビビらない？　女の子の幽霊とかベタすぎて一周回って怖いまであるからね？」

  　

  『……你说话好快。』

  『……すごい、早口』

  　

  　啰嗦！可怕的东西就是可怕！你这个幽灵怎么可能理解我的心情！

  　うるせー！　怖いものは怖いんじゃい！　俺の気持ちが幽霊のお前に分かってたまるか！

  　没办法啊，我就是怕灵异方面的东西怕到连读小学的弟弟都会担心我。要是让我看恐怖电影，我肯定会心脏麻痹而死。莉娅真是我的克星。

  　しょうがないじゃん、小学生の弟にまで心配されるレベルで心霊系無理なんだよ。ホラー映画とか見せられたら心臓麻痺して死ぬわ。リアルデスノートだよちくしょう。

  　

  　

  　……不过，我总算稍微冷静下来了。毕竟她在我眼前说了将近十分钟的话，就算是我也会习惯。

  　……まぁ、さすがに少しは落ち着いた。かれこれ十分近く目の前で話をされたら俺でも慣れるってもんだ。

  　

  　简单来说，出现在我眼前的少女是精神体，似乎是我体内莉娅的意识。

  　俺の目の前に現れた少女の話を要約すると、つまるところ彼女は精神体とのことで。俺が内に秘めていたリアの意識そのものらしい。

  　

  　『最近我的精神终于稳定下来了，所以才会像这样出现在你面前……』她这么说道。在游戏路线开始后才出现，你也太会挑时间了吧？要是你早点来帮忙的话，大哥哥的残机就不会减少了。

  　なにやら最近ようやく精神が落ち着いてきたから、こうして俺の前に姿を現した……と言っていた。ルート始まってから出てくるとか調子いいねキミ？　もうちょっと前から手伝ってくれてたらお兄さん残機減らなかったと思うんですけど。

  　

  　总之，她之所以会像这样出现，似乎是为了帮助雷诺拉。对于不清楚雷诺拉本人情况的我来说，这提议帮了我大忙。

  　ともかく、こうして出てきたのは彼女がレイノーラをどうにかする為らしい。レイノーラ本人の事情をよく知らない俺としては、かなり助かる提案だ。

  　也就是说，「我们是老朋友了，所以没问题！菲莉斯就交给我吧！」。就算是幽灵，说话方式也忠于莉娅的设定，所以实际上要说出刚才那句话，她花了相当长的时间。

  　つまり「昔からの知り合いだから大丈夫！　フィリスは私に任せて！」とのこと。幽霊でも喋り方がリアの設定に忠実だったから、実際は今のセリフにを言うのにかなり時間かかってるけど。

  　

  「……咦？」

  「……あれ？」

  　

  　话说回来，我明明是莉娅的身体，却能非常流畅地说话。

  　ていうか、逆に俺はめちゃくちゃ流暢に話せてる。リアの体なのに。

  　

  『我离开的时候，身体里只有你，所以能说很多话。』

  『私が離れてる時は、中にキミしかいないから、ペラペラ喋れる』

  　

  「我都不知道……这样的话，你一直离开身体会比较好。」

  「知らなかった……。それなら、いつも離れてくれてる方が助かるんだけど」

  　

  『……我离开身体太久的话，就会消失……这样比较好吗？』

  『……私、離れたまま長時間経過すると、消えるけど……その方がいい？』

  　

  「啊，对、对不起……非常抱歉。」

  「あ、ご、ごめん。……ごめん、なさい」

  　

  　有时间限制啊。难怪她不能频繁地变成幽灵。刚才的发言真的很抱歉。

  　制限時間あるのね。そりゃ頻繁に幽霊にはなれないわけだ。本当に今の発言は申し訳ない。

  　

  「顺便问一下，其他人能看见莉娅吗？」

  「ちなみになんだけど。他の人はリアのこと見えるの？」

  　

  『一般来说是看不见的……但只要我有意识……就能让他们看见。我平时能看见的只有你。』

  『普通は見えないけど……私が意識すれば……見せられる。素の状態で私が見れるのは、きみだけ』

  　

  「那能力之类的呢？果然没有吗？」

  「じゃあ能力とかは、って。流石に無いか」

  　

  『附身十秒左右的话，可以操纵对方。』

  『憑依して十秒くらい、操る程度ならできる、よっ』

  　

  　幽灵少女骄傲地哼了一声。这家伙真可爱。

  　フンスッ、と鼻を鳴らしながら自慢げに告げる幽霊少女。かわいいなコイツ。

  　虽然附身时间只有十秒，感觉很短，但也要看情况。十秒能做的事应该很多，以后遇到危机时就拜托她吧。

  　憑依時間は十秒とかなり短いように感じるけど、やり方次第だ。場合によっては十秒でもやれる事は多いだろうし、これからはピンチの時に頼らせてもらおう。

  　

  『……那我们走吧。』

  『……じゃ、いこう』

  　

  「咦？你知道雷诺拉在哪里吗？」

  「えっ。レイノーラの居場所分かるの？」

  　

  『和我握过手的人，灵魂的一部分会变成线和我连结。所以我知道菲莉斯、阳菜、小春……还有莲斗的所在位置。』

  『手を握ったことのある人とは、その時に魂の一部を糸にして、私と結んである。だからフィリスと陽菜ちゃん、それから小春ちゃんと……蓮斗くんの居場所なら、分かる』

  　

  　莉娅露出有些得意的表情，飘在前面带路。

  　若干ドヤ顔をしながら、リアが先行してふよふよと浮遊しながら進み始めた。

  　幽灵的力量好强！刚才只是握了手，就能知道所在位置！

  　ゆうれい　のちからって　すげー！　いまやてをにぎっただけで　いばしょがわかるんだと！

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  　我们来到镇郊的空地。这里散落着生锈的施工看板和垃圾，雷诺拉坐在中央并排的水泥管上。

  　というわけで来ました、町はずれの空き地。錆びた工事中の看板とかゴミが散乱していて、中央にある横並びのコンクリート土管の上にレイノーラが座ってます。

  　

  　我悄悄地靠近雷诺拉，同时紧闭嘴巴。莉娅说只要我一开口，就会造成反效果，所以说服的工作全部交给她。拜托了……！

  　そろ～っとレイノーラに近づきつつ、俺は口をしっかり閉じた。リア曰く俺が喋ると全部逆効果になるらしいので、説得は全て彼女に任せる手はずになっている。頼むぞ……！

  　

  「——是谁！」

  「──誰だっ！」

  　

  「咿！」

  「ひっ」

  　

  　莉娅正要从我体内出来时，雷诺拉回头看向我们，差点变成精神体的莉娅吓得又缩了回去。

  　体の中からリアが出る直前にレイノーラがこちらを振り返り、精神体になろうとしていたリアがビビって引っ込んでしまった。

  　雷诺拉一看到我，就从水泥管上跳下来，右手缠绕着肉眼可见的强烈寒气，朝我走来。

  　レイノーラは俺を見るや否やコンクリート土管の上から降りると、右手に目に見えるほどの強烈な冷気を纏いながら此方に向かって歩き始めた。

  　

  「……呜。」

  「……ぅっ」

  　

  　我感受到她那股类似杀气的气场，不禁后退了几步。但要是在这里逃跑，就不可能说服她了，所以我努力压下恐惧，站在原地。

  　殺気にも似た彼女のオーラを感じ取って少し後ずさりしてしまったものの、ここで逃げたら説得などむりなので気合いで恐怖を押し殺し、その場に留まった。

  　

  　话说回来，好惊人的压迫感。雷诺拉散发出的气场非比寻常，如果不知道莉娅在我体内，我可能会直接逃跑。

  　にしても凄い威圧感だ。リアが居てくれるって認識が無かったら逃げてた可能性がある程度には、レイノーラから発されているオーラが尋常じゃない。

  　

  「你是……谁？」

  「お前は……誰」

  　

  　雷诺拉在我面前停下脚步，右手的寒气更加强烈，眼神锐利地问我。她这么问的用意，大概是想知道我这个人的真面目。

  　俺の目の前で足を止めたレイノーラは右手の冷気を強めながら、鋭い目つきで質問をしてきた。その質問の意図はおそらく、この中にいる俺の正体を教えろ、という意味だ。

  　

  　老实说，我不知道该说什么才能让她接受。我无法完全理解她的心境，不管说什么，一定都会造成反效果。

  　ハッキリ言ってしまえば、彼女は納得してくれるのか。俺が何を言えばいいのか。彼女の心境を理解しきれていない俺が何を言っても、きっと逆効果だ。

  　我决定把这件事交给莉娅处理，相信她，保持沉默。

  　この場はリアに任せてあるので、彼女を信じて俺は沈黙を貫く。

  　

  　雷诺拉没有催促我回答，而是低下头，小声地喃喃自语。

  　すると、レイノーラは答えを催促するような事は言わず、下を向いて小さく呟き始めた。

  　

  「……重逢的时候，你已经变成你了。因为你没有用名字叫我……而是叫我雷诺拉。」

  「……再会したときは、既にお前だったんだ。私のことを名前で呼ばず……レイノーラと、そう言ったから」

  　

  　虽然被她说中了，但我不能因此慌了手脚。我必须保持莉娅的默认状态，也就是面无表情。

  　図星を突かれたものの、ここで取り乱してはならない。リアのデフォである無表情を貫かなければ。

  　

  「既然如此……那一定是……约定。」

  「それならきっと……約束のこと……だって」

  　

  「……？」

  「……？」

  　

  　约定是什么？是指珍珠奶茶吗？

  　約束ってなんだ。タピオカのこと言ってるのか？

  　……不、不对，应该不是。她指的一定不是我，而是莉娅和她之间的约定。我当然不知道是什么约定，所以这里也要靠莉娅帮忙。

  　……い、いや、多分違うな。きっと俺じゃなくてリアと結んだ約束のことだ。当然俺は知らないから、ここもリアにカバーしてもらわないと。

  　

  　唔唔唔，总觉得太依赖别人，好想哭。我真是太逊了……

  　ぐぬぬ、なんか他力本願すぎて泣けてきた。俺かっこわるすぎる……。

  　

  「救我脱离组织的是莉娅……可是，你从怪人手中救了我——」

  「組織から助けてくれたのはリアだった。……でも、お前は怪人から私を──」

  　

  　雷诺拉说到这里，用手按住自己的额头，发出呻吟，仿佛在忍耐头痛，当场跪了下来。

  　そこまで言いかけた辺りで、レイノーラは自分の額を手で押さえた。まるで頭痛を庇うかのように唸り声を漏らして、その場に跪いてしまう。

  　

  「呜呜……！啊啊，谁、什么、我不知道……！莉娅明明不是莉娅，却救了我……呜啊啊……！」

  「うぅっ……！　あぁっ、だれ、なに、分からない……っ！　ッリアはリアじゃないのにっ、私を……うぁぁ……！」

  　

  　我无法忍受雷诺拉痛苦地大叫，用手指捏了捏自己的脸颊。

  　苦しそうに叫ぶレイノーラを見ていられず、俺は自分の頬を指で引っぱった。

  　我是莉娅，莉娅是我。也就是说，如果我感到疼痛，莉娅应该也会感到疼痛。我捏自己脸颊的理由是『你快点过去啊』。因为她看起来很痛苦！我过去只会造成反效果，所以快点去帮她！

  　俺はリアで、リアは俺。つまり俺が痛みを感じれば、リアも感じるはずだ。ほっぺを引っ張る理由は『お前早く行ってくれよ』の意である。苦しそうにしてるから！　俺じゃ逆効果だから早く助けて！

  　

  「我被骗了……为什么……为什么被骗了？为什么要救我……！明明连我的记忆都是断断续续的……为什么是莉娅的样子！」

  「騙された……なんで……何で騙された？　何のために、なんで助けた……！　私の記憶ですら断片的な存在だったのに……どうしてリアの姿で！」

  　

  「……」

  「……っ」

  　

  　别再害怕了，快点过去啊！雷诺拉要崩溃了！

  　ビビってないで早く行ってくれぇ！　レイノーラ壊れるぅ！

  　

  　

  『那、那个！』

  『あ、あのっ』

  　

  　我打从心底全力催促莉娅的结果，她终于下定决心离开肉体，跑向蹲在地上的雷诺拉。

  　心の底から全力でリアを急かした結果、ようやく覚悟を決めた彼女が肉体から離脱し、蹲るレイノーラに駆け寄った。

  　

  　雷诺拉听到仿佛透过麦克风的特殊声音，战战兢兢地抬起头。在她眼前的是身体半透明，轻飘飘浮在空中的莉娅。

  　マイクを通しているかのような特殊な声を掛けられたレイノーラは、恐る恐る顔を上げる。その先には、体が半透明で妙にふよふよ浮いているリアの姿が。

  　

  「——！？」

  「──っ！？」

  　

  『冷、冷静点。没事的，没事的。』

  『おち、落ち着いて。大丈夫、大丈夫だから』

  　

  　从雷诺拉本人的角度来看，她完全不知道什么没事，但莉娅还是用冷静的声音不断安抚她。从她的角度来看，我突然变成两个人，而且其中一个人还变成幽灵的样子，不可能马上冷静下来。

  　レイノーラ本人からすれば何が大丈夫なのか分からない状況だが、とにかくリアは落ち着いた声音で彼女を宥め続けた。あっちからしたら急に俺が二人に増えてしかも片方が幽霊みたいになってるんだから、すぐ落ち着けるわけないのだが。

  　

  　

  　——过了几分钟。

  　──数分、間を置いた。

  　

  　

  　幽灵莉娅在稍微冷静下来的雷诺拉身边抱膝而坐，开始断断续续地说明。

  　幽霊リアはほんの少しだけ落ち着いたレイノーラの傍で体育座りをしながら、ぽつぽつと語り始める。

  　

  『我是莉娅。那孩子也是莉娅。菲莉斯认识的莉娅是我。不过，眼前的孩子也不是假货。』

  『私はリア。その子も、リア。フィリスの知ってるリアは、私。でも、目の前の子も偽物じゃない』

  　

  「……我不懂。」

  「……わかんないよ」

  　

  『在漫长的实验中，我的心灵快要崩溃时，那孩子进入我的身体，保护了我的心灵。从那时起直到今天，她都代替我活着。作为莉娅。』

  『長い実験で心が壊れそうになった時、その子が私の中に入って来て、心を守ってくれた。そこから今日まで、私の代わりに生きてくれた。リア、として』

  　

  「那么……你真的是我认识的莉娅。」

  「それなら……あなたは本当に私の知ってるリアなの」

  　

  　精神体莉娅拼命地说明，但雷诺拉仍然一脸怀疑。她打断不断说明的莉娅，对她提出各种问题。

  　精神体のリアが必死に説明をしているものの、レイノーラは未だに訝しんでいる様子だ。立て続けに説明ばかりしているリアを遮って、レイノーラは彼女に対して質問を繰り出していく。

  　

  「第一次见面时，你不是叫莉娅这个名字。」

  「初めて会ったとき、リアなんて名前じゃなかった」

  　

  『是艾莉儿吧。艾莉儿・达古斯特莉亚。放走菲莉斯后，我作为惩罚被消除了户籍，所以被取了新名字……原本的名字只剩下两个字。』

  『アイリール、だったね。アイリール・ダグストリア。フィリスを逃がした後、罰として私は戸籍が消されたから、新しい名前が付けられた。……元の名前、二文字しか残ってないや』

  　

  「……你、你当白老鼠的时候，我总是把晚餐的面包分给你。」

  「……も、モルモットのときは、いつも私が夕食のパンを譲ってた」

  　

  『骗人。把那种干巴巴的面包给你的，是我吧。菲莉斯只要肚子饿了，马上就会哭。为了不让看守过来，要让她停止哭泣……很辛苦的。』

  『嘘つき。あのパサパサなパンをあげてたのは、私でしょ。フィリスったら、お腹すいたら、すぐ泣くんだもん。看守が来ないように、泣き止ませるの……大変だったんだから』

  　

  「……！」

  「……っ！」

  　

  　雷诺拉一脸惊讶地凝视着在身旁怀念地诉说的莉娅。共享只有她们两人知道的情报，应该能稍微消除她的疑虑吧。

  　懐かしげに隣で語るリアを、レイノーラは驚いたような表情で見つめていた。彼女ら二人にしか知り得ない情報を共有したことで、疑いは少し晴れたのではなかろうか。

  　不过我不知道该在什么时候开口，所以仍然保持沉默。我该在这里待到什么时候？

  　だが喋っていいタイミングが分からないので、俺は相変わらず黙ったままだ。いつまでこのままで居れば良いのじゃ？

  　

  『我之所以不能说出秘密……是因为另一个我也有重要的事。』

  『秘密を言えなかったのは……もう一人の私にも、大切な事情があったから』

  　

  「那是指……？」

  「それって……？」

  　

  『还有时间，下次再慢慢说吧。大家都在担心你……今天就先回去吧。』

  『時間はあるから、また今度、ゆっくり話す。みんな心配してるから……今日は、もう帰ろう』

  　

  　莉娅把手放在菲莉斯肩上温柔地说道，菲莉斯缓缓点头，不情愿地答应了。虽然不能完全说服她，但似乎成功说服了她最低限度的必要条件。谢谢你莉娅，给你一个赞。

  　肩に手を置きながら優しくリアが告げると、フィリスはゆっくり頷いて渋々承諾してくれた。完全に、とはいかないまでも、なんとか必要最低限の説得はできたらしい。ありがとうリア、花丸あげるぞ。

  　

  『对不起，时间差不多了。』

  『ごめんなさい、そろそろ、時間だから』

  　

  「咦？」

  「えっ？」

  　

  　莉娅一边向困惑的菲莉斯道歉，一边朝我走来。

  　困惑するフィリスに謝りながら、リアが俺の方に近づいてくる。

  　然后她直接冲进我的身体，融入肉体之中。时间是指精神体能存在的时限吗？

  　そしてそのまま俺の体に突っ込んで、肉体の中へと溶けていった。時間って精神体でいられるタイムリミットのことだったのか。

  　

  　莉娅进入的瞬间，我感觉到内心深处的缝隙被填满。这或许意味着我和莉娅的精神再次同步了。

  　リアが入ってきた瞬間、心の奥の隙間がスッポリ埋まった感覚を覚えた。これは再び俺とリアの精神が同調した、ということなのかもしれない。

  　

  　我正对心中的感觉感到困惑时，菲莉斯突然低下头。

  　俺が心の中の感覚に戸惑っていると、不意にフィリスが頭を下げてきた。

  　

  「……对不起。你明明救了我，我却……」

  「……ごめんなさい。助けてくれたのは事実だったのに、私……っ」

  　

  「你、你不用道歉……那个，我骗了你也是事实。我才应该道歉。」

  「あ、謝らないで。……その、騙してたのは、本当だから。こっちこそ、ごめんなさい」

  　

  　菲莉斯道歉是搞错对象了，所以我深深低下头，向她道歉。

  　フィリスに謝られるのはお門違いなので、彼女の倍深く頭を下げて謝罪した。

  　

  「可是，我刚才慌了手脚，还叫你你这家伙……我才应该道歉。」

  「でも、取り乱したり、お前とか言っちゃったし……私の方こそ」

  　

  「……全、全部都是我的错——」

  「……ぜ、全面的に悪いのはこっちで──」

  　

  　

  　接下来的一段时间，我们持续着比对方把头压得更低的谜之比赛，直到我下跪认错，比赛才终于结束。

  　そこから少しの間、相手より深く頭を下げ続ける謎の勝負が繰り広げられたが、俺が土下座に到達したことで終止符は打たれた。

  　

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　…………

  　…………

  　

  　……………………

  　………………

  　

  　

  　数十分钟后，我送雷诺拉回洛伊泽家，走在回家的路上，在心中和莉娅对话。我以前都不知道可以这样对话！精神体真方便！

  　数十分後、レイノーラをロイゼの家に送り届けた俺は帰路に就く途中、心の中でリアと会話をしていた。今までそうやって会話できるの知らなかったんですけど！　便利だな精神体！

  　

  （对了，你打算怎么处理莲斗的事？）

  （そう言えばキミ、蓮斗くんのことは、どうするの）

  　

  （怎么处理……什么意思？）

  （どうする……って、どういう意味で？）

  　

  （你想想，你救了库洛诺之后，他一次都没有来求你。）

  （ほら彼、クロノって人から助けてくれた後、一度もおねだりしてきてない）

  　

  　经她这么一说，这两天……我确实没有帮他解决过一次性欲。莲斗一次都没有露出痛苦的表情，淫纹也没有发光。

  　言われてみれば、確かにこの二日間……一回も性処理してないな。蓮斗は一度も苦しそうな表情になってなかったし、淫紋が光ることもなかった。

  　当然，他也没有向我撒娇，因为莲斗看起来很平静，所以我也没有说什么。

  　当然おねだりなんてされてないし、蓮斗が平気そうだったから俺も何も言わなかったんだけども。

  　

  （他克服淫纹了。）

  （淫紋を克服したんじゃね）

  　

  （那只是在硬撑。他确实比以前更能忍耐，但差不多快到极限了。）

  （あれ、やせ我慢してるだけ。確かに以前よりは耐えられるように、なってる。けど、それもそろそろ限界）

  　

  　呜……那家伙果然只是在硬撑。

  　うぐっ……。やっぱり我慢してるだけだったか、あいつめ。

  　

  　不，那个，我懂。我非常懂海夜的心情。以现在的气氛，他不可能向我撒娇，他本人也绝对不想这么做。

  　いや、その、分かるよ。海夜の気持ちはすっげーよく分かる。今の雰囲気でおねだりなんて出来るわけないし、本人も絶対したくないよな。

  　因为他刚刚才耍帅说「接下来我要攻陷你（认真）」。如果是我，我绝对不想向他撒娇。

  　だって「これからお前を攻略してやる（ｷﾘｯ）」ってカッコつけたばっかりだし。俺だったら絶対おねだりなんてしたくないね。

  　

  　回想起来，那家伙说了相当羞耻的话。不，虽然我也很害羞……啥？不不，我完全没在害羞。是那家伙误会了。就算我脸红了，那也是因为里面的莉娅害羞了，所以我也感到害羞，就是这种感觉。真的。

  　思い返してみればあいつ、なかなか恥ずかしいこと言ってたな。いや、アレに照れてた俺も俺だけどさ。……は？　いやいや、全然照れてないが。あいつの勘違いだが。仮に顔が赤くなっていたとして、どうせ中のリアが照れたから俺も恥ずかしさを感じたとか、そういうアレっぽいアレだから。ほんと。

  　

  （虽然我不懂……但这就是男生的骨气？）

  （私には分からないけど……男の子の、意地ってやつ？）

  　

  （没错。我很清楚。所以现在就相信海夜吧。只要他努力，一定能克服淫纹！）

  （そうだぞ。俺はよく分かる。だからここは海夜を信じてやろう。あいつが頑張ればきっと淫紋も乗り越えられる筈だ！）

  　

  （……唉。身体借我一下。）

  （……ハァ。ちょっと、体借りる）

  　

  （咦？）

  （えっ？）

  　

  　当我提议要体谅海夜心中隐藏的热切情感时，我的身体突然动弹不得。

  　海夜が内に秘めている熱い思いを汲んでやろうと提案した瞬間、全身が動かなくなった。

  　

  　

  　——过没多久，我的身体就擅自动了起来。

  　──程なくして、俺の体が勝手に動き始めた。

  　

  　

  （咦？……咦！？什么！发生什么事了！？）

  （え？　……えっ！？　なに！　なにごと！？）

  　

  「虽然不能维持太久，但我会暂时借用你的身体。」

  「あんまり長くは、できないけど。少しの間、私が体を使う」

  　

  （为、为什么？）

  （な、なんで？）

  　

  「如果莲斗失控的话，困扰的人是你吧？看他的样子，今晚就是极限了，所以由我来。」

  「蓮斗くんが暴走したら、困るのキミでしょ。あの様子だと今夜が限界っぽい、なので私がやります」

  　

  （啥啊啊！？）

  （ハァァッ！？）

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　…………

  　…………

  　

  　………………

  　………………

  　

  　

  　经过一番波折，不知何时，我带着海夜进了家里的厕所。为什么呢？

  　なんやかんやあって、いつの間にか自宅のトイレに海夜を連れ込んでしまいました。どうしてでしょうか。

  　真奇怪。为什么我会跪在坐在马桶上的莲斗面前呢？我的脸在莲斗的裤裆前，真的很奇怪。

  　おかしいね。何で便器に座ってる蓮斗の前に跪いてるんですかね俺。ズボンの前に俺の顔があるのおかしいですよねほんと。

  　

  「莉、莉娅……为什么……」

  「り、リア……どうして……」

  　

  「因为你约定的莉娅，说什么海夜的心情——之类的，不愿意配合。」

  「貴方が約束した方のリアが、海夜の気持ちガー、とか言って渋るから」

  　

  「咦？……那、那你就是……」

  「え？　……じ、じゃあ、君は……」

  　

  「另一个莉娅。说我是这个世界的莉娅，你比较容易理解吧？」

  「もう一人の方のリア。この世界の、って言えば分かりやすい？」

  　

  　不要一边淡淡地说明，一边把手放在莲斗的皮带上……海夜也不要发出「咕嘟……」的声音吞口水！再努力抵抗一下啊！那时的帅哥到哪里去了！

  　淡々と説明しながらベルトに手をかけるのやめて。……海夜も「ゴクリ……」とか音鳴らして唾飲んでんじゃねーよ！　もうちょっと頑張って抵抗しろや！　あの時のイケメンはどこにいったんだよ！

  　

  「……期待的眼神。」

  「……期待してる目」

  　

  「怎、怎么可能！」

  「そ、そんなわけっ！」

  　

  「不可以、抵抗。」

  「抵抗しちゃ、ダメ」

  　

  　就在海夜焦急地想抓住我的手时，莉娅脱离肉体成为精神体，按住了海夜的手。

  　海夜が焦って俺の手を掴もうとした瞬間、リアが肉体から離脱して精神体になり、海夜の手を押さえた。

  　当莉娅把海夜的双手反绑在背后时，我面无表情地在海夜的裤子前解开了皮带。虽然我内心已经冷汗直流了。

  　そしてリアが海夜の両手を後ろに組ませて拘束する頃には、ズボンの目の前で無表情なままベルトに手をかける俺がいた。内心汗だくなわけだが。

  　

  「有两个莉娅……！？」

  「リアが二人……！？」

  　

  『……什么都没做，就看见我了。你果然是、主角……呼——』

  『……何もしなくても、私が見えるんだ。やっぱり主人公、だね……ふぅーっ』

  　

  「呜啊……！」

  「うぁっ……！」

  　

  　莉娅一边紧紧地绑住海夜的手，一边在他的耳边吹气。海夜的肩膀因这动作而颤抖，同时他面前的裤子也稍微膨胀了起来。

  　海夜の手をガッチリと拘束しながら、彼の耳元に吐息を吹きかけるリア。それに反応して海夜がビクッと肩を震わせると同時に、目の前のズボンが少し膨らんだ。

  　

  　喂，你真的打算进入战斗状态吗……！？

  　ちょ、お前マジで戦闘態勢に入るつもりか……！？

  　

  「住、住手吧……」

  「や、やめよう……」

  　

  　我试着对莉娅说，但她毫不在意，开始爱抚海夜的耳朵。

  　俺がリアに言ってみるものの彼女は意に介さず、海夜の耳に愛撫を始めた。

  　

  『哈呣、嗯啾。』

  『はむっ、んちゅっ』

  　

  「真的不打算住手吗……！？」

  「本当にやめとかない……！？」

  　

  『……要是他失控的话，就本末倒置了。你看，莲斗同学的脖子。』

  『……暴走されたら、元も子もない。ほら、蓮斗くんの首、見て』

  　

  　我被莉娅催促着看向海夜的脖子，那里有一个开始微微发光的淫纹。莉娅注视着淫纹，虽然她面无表情……但我总觉得她看起来有点焦急。

  　リアに催促されて視線を海夜の首元に向けると、そこには薄く発光を始めてる淫紋があった。それを見つめるリアの顔は、無表情ながらも……どこか、焦っているようにも俺には見えて。

  　

  　

  　——是吗，莉娅也在拼命努力着。明明她自己也是第一次主动对海夜出手，却为了不让海夜察觉到而努力地掩饰着。爱抚耳朵也是为了不让他有余力。

  　──そう、か。リアも必死なんだ。自分から海夜に仕掛けるなんて初めてのことなのに、海夜にそれを悟られないように頑張って誤魔化してる。耳を愛撫してるのも彼に余裕を持たせないためだ。

  　她感觉到淫纹的状态已经危及到必须做到这种程度了。所以无论如何都要让海夜无法抵抗……

  　それくらいの事をする程、淫紋の状態が危ういと感じている。だから何が何でも海夜に抵抗させまいと……。

  　

  　我真是没用。让一个才刚从数年的伤心之中振作起来的女孩子做到这种地步，真是丢脸到家了。

  　俺、ダメダメだ。数年間もの傷心から立ち直りかけの女の子に、ここまでさせるなんて情けない事この上ない。

  　为了通关，也为了体谅她的心意，我不能在这里退缩。

  　クリアの為、そして彼女を意を汲む意味でも、ここで俺が怖気づくわけにはいかないよな。

  　

  「莉娅，对不起，让你做到这个地步。」

  「ごめん、リア。ここまで君にやらせちゃって」

  　

  『……没关系。我欠你的人情还没还完，这点小事不算什么。』

  『……別に、いい。返しきれない借りがあるから、このくらい何でもない』

  　

  「那个，你们两个不要自顾自地说下去啊，我……『呼——』啊啊……！」

  「あの、二人だけで話し進められると困るんだけ『ふぅーっ』あぁぐ……っ！」

  　

  　必须趁莉娅夺走海夜的自由时结束这一切——我下定决心，解开了海夜的皮带，将手放在他的裤子拉链上。

  　リアが自由を奪ってる隙に終わらせなければ──そう心に決め、俺は海夜のベルトを外してズボンのファスナーに手をかけた。

  　藤堂和洛伊泽现在也在这个家里，必须在被他们察觉之前迅速结束。

  　この家には今藤堂とロイゼもいることだし、勘付かれる前に手早く終わらせよう。

  　

  　呃，这个姿势的话……用嘴会比用手更方便吧。

  　えっと、この体勢だと……手より口の方がやりやすいか。

  　

  「你、你们两个，为什么突然……！」

  「ふっ、二人とも、急にどうして……！」

  　

  　

  　

  「淫纹很不妙，仅此而已。」

  「淫紋がヤバい、それだけ」

  　

  『抵抗的力量比刚才弱了。』

  『さっきより抵抗の力、弱くなってる』

  　

  　我们两人异口同声地劝说，让还在胡言乱语的莲斗安静下来。

  　二人で声を合わせながら説得して、未だにごちゃごちゃ言う蓮斗を黙らせる。

  　

  「只是把平时做的事，往后挪一点而已。」

  「いつもやってた事、これからするだけ」

  　

  『莲斗只要舒服就行了。』

  『蓮斗くんは気持ちよくなるだけでいい』

  　

  　我们靠近他的裤子，在他耳边轻声细语。只要让他兴奋起来，就能尽快射出来。

  　ズボンの近くで、耳の傍で。こいつの気持ちを昂ぶらせれば、それだけ早く出る。

  　

  　

  「不可以累积压力哦。」

  「ストレス溜めたらダメなんだぞ」

  　

  『只是把累积的东西，吐到嘴里而已。』

  『溜まってるもの、お口の中に吐き出すだけ』

  　

  　

  「就这样别动，把身体交给我们。」

  「そのまま動かないで、身を任せて」

  　

  『不用忍耐没关系。』

  『我慢なんてしなくていい』

  　

  　

  　

  「你的表情已经放松下来了。」

  「もう顔が緩んだね」

  　

  『你来厕所的时候，就露出期待的表情了。』

  『トイレに来たときから、期待してたのバレバレ』

  　

  　

  　

  「来吧。」

  「ほら」

  　

  『来吧。』

  『ほら』

  　

  　

  　

  　

  　

  「『我开动了。』」

  「『いただきます』」

  　

  　

  　

 
  あなたが好きだから

  因为我喜欢你

  　

  　

  　

  　

  　

  莉娅催促我将海夜带进厕所后，过了数十分钟。

  　リアに促されて海夜をトイレに連れ込んでから、約数十分後のことだった。

  　

  当我终于结束行为，正要松一口气时，背后传来声响。海夜坐在马桶上，我则跪在她面前，也就是说，厕所出入口在我的背后。

  　ようやく行為が終わってホッと一息つこうとしたその瞬間、俺の背後から物音がした。海夜は便器に座っていて、俺はその前に跪いている。ということは、俺の背後にはトイレの出入り口があるというわけで。

  出入口传来声响，代表有人打开了厕所门。

  　出入り口から物音がしたという事は、とどのつまりトイレのドアが開かれたという事だ。

  　

  当门被打开的瞬间，我的心脏用力一震，我战战兢兢地转过头去，见到高月惊慌失措，嘴巴开开阖阖，发出『啊哇哇哇……』的声响。

  　扉が開けられた瞬間心臓が飛び跳ね、恐る恐る後ろを振り返ってみれば、そこには『あわわわ……』と口をパクパクさせながら狼狽している高月の姿が。

  　

  「……」

  「……」

  　

  现场弥漫着一股沉默。

  　沈黙が流れた。

  　

  莉娅用手扶着额头，叹了一口气。

  　リアは額に手を当てて溜め息を吐いて。

  高月呆若木鸡，眼神游移不定。

  　高月は立ち往生しながら視線を右往左往させて。

  海夜因为才刚完事，所以恍惚出神，无法理解状况。

  　海夜は出したばかりだから放心していて状況を理解できていなくて。　

  　

  　

  至于我这当事者——从脸到耳朵都红得像苹果一样。」

  　情事の場を見られた当の本人である俺は───顔全体から耳の先まで、リンゴもビックリなくらい顔を真っ赤に染め上げていた。

  　

  「莉、莉娅小姐……」

  「り、リアさん……」

  　

  「～～！！？」

  「っ～～っっッ！！？」

  　

  【显示插图】

  【挿絵表示】

  　

  　

  呀啊啊啊啊！！呜哇啊啊啊啊啊啊啊！！不要看我啦——！！！

  　ぎゃああぁぁ！！　うわああぁぁっあっあぁっ！！　こっちを見るなぁ゛ーッッ！！！

  　

  　

  　

  ……

  　……

  　

  …………

  　…………

  　

  ………………

  　………………

  　

  　

  「噗欸。」

  「んぷぇっ」

  　

  我打开洗脸台的水龙头，吐出残留在口中的白浊液体。因为不能吞下去，这种时候只能用卫生纸吐出来，或是吐在洗脸台上冲掉。

  　洗面台で水を流しながら、口の中に残っていた白濁色の液体を吐き出した。飲み込むわけにはいかないので、こういう場合はティッシュに出すか洗面台にペッてして流すしかない。

  　

  ……真是的，那家伙竟然抓住我的头。要是我不小心喝下去，生命值减少的话，她打算怎么赔我啊？我必须威胁她说，如果下次再抓住我的头，我就捏爆她的睾丸。

  　……ったく、俺の頭掴みやがってあいつめ。何かの拍子に飲み込んじゃって残機減ったらどうするつもりだよ。今度また頭押さえてグリグリって押し付けてきたら睾丸握りつぶすぞって脅しとかないと駄目だな。

  　

  「咕啾咕啾……呸。」

  「ぐじゅぐじゅ……ぺっ」

  　

  我漱口又漱口，终于将口中的粘稠液体彻底清干净了。总之，这样就能暂时放心了。

  　口の中を濯いだり嗽をしたりして、ようやく口内にあった粘っこいアレが綺麗さっぱり無くなった。とりあえずはこれで一安心だ。

  　

  　

  由于善后处理完毕，我便前往位于二楼的小春房间。我在厕所被海夜拉开后，高月说『我有话要跟你说！』，所以我必须前往她所在的房间。

  　とりあえず後処理は終わったので、二階の小春ちゃんの部屋へ移動することにした。トイレで海夜から引き剥がされた後『お話があります！』と高月に言われたため、彼女が待っている部屋に行かなければならない。

  　

  我战战兢兢地打开房门，见到藤堂与高月跪坐在地毯上。藤堂注意到我进来后，便将坐垫放在我面前，我也跪坐在上头。

  　恐る恐る扉を開けると、そこにはカーペットの上で正座している藤堂と高月の姿が。俺が入ってきたことに気がつくと藤堂が座布団を置いてくれたので、俺もそこに正座した。

  　

  接着，高月皱着眉头，率先开口道：

  　すると、眉を顰めている高月が一番最初に口を開いた。

  　

  「咳咳，那个，莉娅小姐，我不会在中途插嘴的……那、那个，可以请你详细地告诉我刚才发生的事吗？」

  「こほんっ。あのですね、リアさん。途中で口を挟んだりはしないので……そ、その、先程の事について詳しくお聞かせ願えますか？」

  　

  「……好、好的。」

  「……は、はい」

  　

  我受到非比寻常的气氛压迫，不禁变得毕恭毕敬，开始对两人说起海夜性欲处理的各种细节。

  　ただならぬ雰囲気に圧されて敬語になってしまった俺は、海夜の性欲処理についてのアレコレを二人に語り始めた。

  　

  　

  看来这两人虽然被库洛诺暴露了这个世界与我的秘密，却并未提及海夜的淫纹。我原以为库洛诺已经把所有秘密都告诉他们了，但似乎并非如此。

  　どうやらこの二人はクロノにこの世界や俺の秘密こそ暴露されていたものの、海夜の淫紋の事については話されていなかったらしい。秘密の全てをクロノに言われてしまったと思っていたのだが、そういう訳ではなかったようだ。

  　

  我毫无虚假地详细说明完真相后，藤堂与高月便傻眼地叹了一口气。我看得出来，他们傻眼的点在于至今为止的天数、次数与玩法……以及我与莉娅对他身体的一部分敞开心房的事实。

  　嘘偽りなく真実だけを事細かに説明し終わると、藤堂と高月は呆れたように溜息を吐いた。今までやってきた日数、回数、プレイの種類……それら以上に、俺とリアが彼に対して体の一部を許しているという事実そのものに呆れているのだ、と言っているようにも俺には見えた。

  　

  ……我也没办法啊，是人妖叫我这么做的，而且如果不这么做的话，你们也有可能会遭到侵犯……

  　……しょうがないじゃん。オカマにやれって言われたんだもん。そうしないと君たちが襲われてた可能性もあるし……。

  　

  「我明白莉娅小姐的说词了，但就算对方是那个滥好人莲斗同学，你竟然愿意为男人做到这种地步……我无法坐视不管。」

  「リアさんの言い分は分かりました。しかし相手があのお人好しな蓮斗さんとはいえ、殿方にそこまでしてあげてしまうのは……見過ごせません」

  　

  「我也不是不懂你的心情，但我觉得负担太重了。」

  「リアさんが気負う気持ちも分からなくはないが、負担が大きすぎると思うぞ」

  　

  两人一脸严肃，劝导似地对我说。

  　神妙な面持ちで、諭すように語りかけてくる二人。

  　

  这该不会是在担心我吧？这的确令人开心，但事到如今我也不能罢手。如果那家伙失控的话，就赔了夫人又折兵，而且如果她对其他女生出手的话，也有可能导致我完蛋。」

  　これ、もしかして俺の心配してくれてるのかな。それは確かに嬉しいんだけども、今更やめるわけにもいかないんだよな。アイツが暴走したら元も子もないし、それで他の子に手を出されたら最悪詰む可能性もあるわけで。

  　

  「因为这是必要的。」

  「必要な、ことだから」

  　

  「……唉，玩家真是难为。」

  「……ふぅ。難儀なものだな、プレイヤーというのは」

  　

  「可、可是，我认为莉娅小姐不需要一肩扛起所有！淫纹这件事并非只有你一个人的问题！」

  「で、でもリアさんが全て背負う必要はないと思います！　淫紋の件に関してはリアさんだけの問題ではありません！」

  　

  高月这么说，倏地凑到我面前，握住我的右手……女、女孩子的手好软……（处男）

  　そう言ってズイッと俺の前に詰め寄ってきた高月が、俺の右手を握ってきた。……ぉ、女の子の手、柔らかい……（童貞）

  　

  「我也要帮忙！」

  「私もお手伝いしますわ！」

  　

  「欸？」

  「へっ？」

  　

  「既然如此，也让我帮忙吧。」

  「それなら私にも手伝わせて欲しい」

  　

  「欸，等等。」

  「えっ、ちょっ」

  　

  她们怎么突然这么说啊！？这并非能以「你好像很辛苦，所以我也来帮忙！」这种心情就能协助的事啊！？

  　この子たち急に何をおっしゃってますの！？　そんな「大変そうだから手伝うよ！」みたいなノリで協力できるものではなくない！？

  　

  「我重要的朋友遇到麻烦了……我无法视而不见。」

  「大切なお友達が大変な目に合われてるのに……それを見過ごすことはできませんっ」

  　

  「你已经不是外人了，我当然无法视而不见。」

  「あなたはもう他人ではない。当然、見て見ぬふりなど私にはできないよ」

  　

  「……你们为什么要做到这种地步？」

  「……なんで、そこまで？」

  　

  我不明白她们为何对我这么认真。

  　どうして俺に対してそこまで真剣になってくれるのかが分からない。

  她们明明已经知道我的真实身份与目的，这无疑是种即使鄙视我、与我保持距离也不足为奇的关系。

  　俺の正体も目的も、その全てを彼女たちはもう知っているのに。軽蔑し、距離を取ってもおかしくない関係性であることは間違いないはず。

  　

  从高月的角度来看，我只是个抢走内裤的小偷，而藤堂应该也认为我在战斗中只会碍手碍脚，是个累赘。既然她们听库洛诺说过游戏的事，应该也知道超能粘土怪并非我的力量。

  　高月から見れば俺はパンツを奪ったただの盗人だし、藤堂からしても俺なんて戦闘中邪魔にしかならないお荷物だった筈だ。クロノからゲームの話を聞いたのなら、ハイパームテキが俺の力ではないことも分かっていると思う。

  　

  　

  尽管如此，她们为何要帮助我呢？

  　それなのに、何で俺を助けようとしてくれるのか。

  　

  「无论莉亚小姐是什么样的存在，你在街上从怪人手中救了我和小春同学是事实。而且，你救了菲莉斯，所以你已经不是外人了。」

  「リアさんがどのような存在であろうと、街で怪人から私と小春さんを助けてくださったのは事実です。それにフィリスちゃんをも救ってくれたあなたは、もう他人なんかではありません」

  　

  「对，莉亚小姐，你已经是我们的伙伴，也是重要的朋友了。虽然我也想报答你救了我们的恩情，但更想成为朋友的助力。」

  「ああ。リアさん、あなたはもう私たちの仲間で、大切な友達なんだ。助けてくれた恩返しもしたいが、それ以上に友達の力になりたい」

  　

  「……啊、呜。」

  「……あ、ぅ」

  　

  她们握着我的手，以真挚的眼神直截了当地倾诉心声，令我不禁感到畏缩，我清楚地感受到自己的脸比上厕所时更加滚烫。

  　二人に手を握られたまま真剣な眼差しで真っ直ぐ気持ちをぶつけられてしまい、思わず怯んでしまった。トイレの時以上に顔が熱くなってるのがよく分かる。

  　

  「可、可以……吗？」

  「い、いい……の？」

  　

  我半信半疑地抬眸询问，高月与藤堂则开朗地笑了笑。

  　半信半疑な上目遣いで聞いてみると、高月と藤堂は明るく笑ってくれた。

  　

  「当然！」

  「もちろんですわ！」

  　

  「交给我们吧！」

  「任せてくれ！」

  　

  「……谢谢。」

  「……あり、がとう」

  　

  听见他们用这种打从心底令人安心的嗓音这么说，我也不禁想依赖他们。

  　そんな、心の底から安心できるような声音で言われてしまったら、俺だって甘えたくなってしまうというものだ。

  　

  　

  ——不过，具体而言要怎么做呢？由于已经不需要隐瞒，我详细说明了女主角的事后，他们俩意外地迅速导出结论。

  　──しかし、具体的にはどうするのか。隠す必要が無くなったのでヒロイン関係の事を詳しく説明すると、二人は意外と早く結論を導き出した。

  　

  「我们过度干涉莲斗同学的话，或许有点危险呢。」

  「私たちが蓮斗さんに干渉しすぎるのは、確かに少々危険かもしれませんわね」

  　

  「那就这么做吧。莉亚同学就和之前一样，然后在不勉强的范围内继续下去。当莉亚同学疲惫到无法动弹，或需要分头行动时，就由我们来扮演你的角色。当然，当你提不起劲，或单纯想休息时，也尽管说，不用客气。」

  「なら、こうしないか。リアさんは今まで通りに、そして無理のない範囲で続けていく。そしてリアさんが疲弊したりして動けないときや、別行動をしている時は私たちがあなたの役を担う。もちろん、気分が乗らない時や単に休みたい時も遠慮なく言ってくれていい」

  　

  「只要有着『为了帮助莉亚同学』这种明确的理由……游戏的判定标准应该也会放宽吧。假如营运方无法接受，而设计成让莉亚同学一肩扛起所有责任的话——」

  「リアさんを手助けする為、という明確な理由があれば……恐らくゲームの判定も緩くなるでしょう。もしそれが容認されずリアさんに全てを背負わせるように仕向けられたとしたら──」

  　

  高月说到这里，露出灿烂的笑容。

  　そこまで言いかけて、高月がニッコリと笑顔になった。

  　

  「我会把那些营运方的人全部宰了。」

  「そんな運営の人間たちは私が全員ぶっ殺して差し上げますわ」

  　

  「嗯，把那些只让莉亚同学扛起所有负担的家伙宰成肉酱，刚刚好吧。」

  「うむ。リアさんにだけ負担を強いる奴らなど肉片にしてしまうのが丁度いいだろう」

  　

  他们两个都笑着说出很可怕的话……虽然我对举办死亡游戏的营运方感到很火大，不过这两个人比我想象中更有力量，让我吓了一跳。

  　二人とも笑ったまま怖いこと言ってるぅ……。そりゃデスゲームなんて開催する運営には腹が立つだろうけど、予想以上にこの二人がパワー系でびっくりしてますよ俺は。

  　

  　

  「不只是莲斗，我们也发誓绝对会让莉娅小姐回到原来的世界。」

  「蓮斗だけじゃない。私たちも絶対にリアさんを元の世界に帰すと誓うよ」

  　

  「就算要对这个世界造反，也一定会把你救出来！」

  「たとえこの世界に反旗を翻す事になったとしても、必ずあなたを！」

  　

  　

  ——所以，尽管依靠我们吧。

  　──だから、頼って。

  　

  　

  两人这么说道。眼神中充满自信，脸上带着柔和的笑容。

  　二人はそう言ってくれた。自信に満ちた瞳と、柔らかな笑顔で。

  　

  ……好开心。非常开心。开心到难以置信。我完全没想过这两个人会这么积极地帮助我。

  　……嬉しい。とても嬉しい。信じられないくらい嬉しい。この二人がまさかここまで協力的に接してくれるなんて想像もしていなかった。

  我越是知道真相，就只会看到越多负面的部分，他们却对我这么好……呜哦，等等，我好像真的要哭出来了，不妙啊。

  　真実を知れば知る程悪い部分しか出てこない俺に、こんなにも厚意を……うおぉ、まって、普通に泣きそうでヤバイぞ。

  　

  这两个人会不会太善良了？我好像真的喜欢上他们了？

  　ちょっとこの人たち良い子すぎない？　割と本気で好きになっちゃうんだが？

  　

  「……真的很谢谢你们。我会、依靠你们的。」

  「……本当に、ありがとう。頼らせて、もらうね」

  　

  「嗯！」

  「はい！」

  　

  「好。」

  「あぁ」

  　

  看着笑着回应我的两人，我的心中浮现了安心感与幸福感。虽然只是猜测，不过不只是我，莉娅在里头可能也相当高兴。

  　笑顔で返事をしてくれた二人を見て、心の中に安心感と幸福感が浮かんできた。おそらくだが、俺だけではなく中にいるリアも相当喜んでいるのかもしれない。

  我懂，伙伴增加会很开心呢。因为我经常独自战斗，所以也因为反作用力，伙伴的存在成为我心中极大的支柱。

  　分かるぞ、仲間が増えると嬉しいもんな。一人で戦う機会が多かったから、その反動もあって仲間の存在がめちゃくちゃ心の支えになるんだよな。

  　

  「我一定会帮上忙的！」

  「きっとお役に立って見せますわ！」

  　

  「我一定会报答你救了我的恩情。」

  「救ってくれた恩に、必ず報いてみせよう」

  　

  这样　月和　藤堂　就变成　伙伴了！

  　こうづきと　とうどうが　なかまに　くわわった！

  　

  　

  　

  　

  「……话、话说回来，我今天预定要住在这间房子里……莉、莉娅小姐，如果你不介意的话，要不要一起睡呢？」

  「……と、ところでぇ↑、今日はこの家に泊まる予定なんだが……りっ、リアさん、よかったら一緒に寝ないか？」

  　

  「欸？呃、呃，我……内在是男——」

  「へっ？　ぇ、えと、私……中身はおと──」

  　

  「我也要一起睡！今晚就由我来保护莲斗先生！」

  「私もご一緒させていただきますわ！　今夜は蓮斗さんからお守りいたします！」

  　

  「欸，等、啊、啊哇哇——」

  「えっ、ちょ、ぁ、あわわ──」

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　　★　　★　　★　　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  之后，我被藤堂与高月当成抱枕，被两对丰满的哈密瓜夹成三明治，就这么睡着了。那非常柔软又蓬松，还温暖又香香的，因此我睡不着。

  　あの後俺は藤堂と高月の抱き枕にされ、大きな四つのメロンにサンドイッチされながら眠ることとなった。とっても柔らかくてフワフワしてて、温かくて良い匂いもしてました。おかげで眠れませんでした。

  　

  我明明内在是男人——我这么抗议，却行不通。高月说「你有一半以上是女生，所以不用客气」，藤堂则说「我一直想这么做」。感谢你们的感想，现场报道到此为止。

  　中身が男なのに──という言い分は通らなかった。高月曰く「半分以上女の子なんだから遠慮することありませんわ」とのことで、藤堂からは「ずっとこうしたかった」と言われた。コメントありがとうございました、現場からは以上です。

  　

  后来我们被夹在床铺之间时，藤堂说他从今天开始会进行修行，锻炼莲斗的忍耐力。

  　それからベッドで挟まれている時に話していたのだが、どうやら今日から藤堂が蓮斗の忍耐力を鍛えるための修行をしてくれるらしい。

  　

  事实上，我们已经确认过本人努力忍耐确实能延缓淫纹发动的时间，只要莲斗的忍耐力有所成长，处理性欲的次数也会减少，所以我很期待修行的成果。

  　実際、本人が頑張って我慢することで淫紋の発動を遅らせることが出来るのは確認済みで、蓮斗の我慢強さが成長すれば性欲処理の回数も少なくなるので、修行の成果には期待したいところだ。

  　

  　

  「……呼。」

  「……ふぅ」

  　

  我带着些许睡眠不足的状态，坐在学园内的长椅上。现在时间是中午，但我懒得去便利商店或餐厅，甚至想直接睡个午觉。

  　若干寝不足のまま、学園内のベンチに腰を下ろした。現在時刻は昼時なのだが、コンビニやレストランに入るのが面倒くさい。このまま昼寝をしてもいいくらいだ。

  　

  「……嗯——」

  「……うーん」

  　

  我应该不会又睡完午觉后变成生化危机的怪人吧？那件事真的在我心里留下阴影了。生化危机事件是如此，雷诺拉被掳走的地点也是这里，我对这所学园实在没什么好印象。

  　また昼寝から起きたら怪人バイオハザードになってるとか無いよな？　あれ割とトラウマになってるから。バイオの件もそうだけど、レイノーラが攫われた場所もここだし、この学園にいい思い出あんまりないんだよな。

  　

  　

  ——呜。肚子在叫……

  　──う゛っ。腹の虫が鳴った……。

  　

  「肚子饿了。」

  「おなか、すいた」

  　

  「……啊。莉娅，你在这啊。」

  「……あ。リア、いた」

  　

  「？」

  「っ？」

  　

  我因为肚子饿而无力地躺在长椅上，这时雷诺拉出现在我眼前。

  　空腹に苛まれてぐで～っとベンチに寝転がると、目の前にレイノーラが現れた。

  看来是因为睡眠不足，意识模糊不清，所以我没注意到她靠近。

  　どうやら寝不足で意識がフラフラしていたせいで彼女の接近に気がつかなかったらしい。

  　

  有人来了，我姑且先起身，雷诺拉坐到我右边。上次见面是我下跪道歉，气氛可能有点尴尬——我原本这么以为，不过雷诺拉脸上带着浅浅的微笑。

  　人が来たのでとりあえず起き上がると、右隣にレイノーラが座ってきた。彼女に会うのは先日の土下座ぶりなので、少々気まずい雰囲気になりそう──だと思ったのだが、なにやらレイノーラが小さく微笑んでいる。

  　

  「莉娅，你吃过午餐了吗？」

  「リア、お昼ご飯もう食べた？」

  　

  「还没……」

  「まだだけど……」

  　

  「那……来，这个给你。」

  「じゃあ……はい、これ」

  　

  雷诺拉听到我的回答，拿出一个包着东西的包袱，放在自己腿上。接着她解开包袱，里面是两个可爱的水蓝色便当盒叠在一起。

  　俺の返事を聞いたレイノーラは何かを包んである風呂敷を取り出し、それを自分の膝の上に置いた。そして風呂敷を解いていくと、そこには水色の可愛らしいお弁当箱が二つ重なっていた。

  　

  该、该不会……

  　も、もしかして……。

  　

  「我做了莉娅的便当，一起吃吧。」

  「リアのお弁当、作ってきた。一緒に食べよう」

  　

  雷诺拉边说边把小筷子和便当盒一起交给我……啊啊，第一次有女生给我便当，好开心啊，好开心啊。变成女生之后，第一次体验到男生会感到开心的事，心情好复杂啊。

  　そう言いながらレイノーラが小さな箸と一緒にお弁当箱を手渡してくれた。……ああ、女の子にお弁当貰ったの初めてじゃ。嬉しいのう、嬉しいのう。男子がされて嬉しい事、女の子になってから初めて経験するの複雑な気持ちじゃのう。

  　

  ——啊，不对，不是我吧。雷诺拉说的莉娅，一定是精神体莉娅。昨天我们的确约好要聊天，或许就是现在。」

  　──あっ。いや、俺じゃないか。レイノーラが言ってるリアって、きっと精神体の方のリアのことだ。昨日確か話の約束もしてたし、それが今なのかも。

  　

  「那……我跟莉娅交换。」

  「じゃあ……リアと交代するね」

  　

  「啊，等一下。」

  「あ、待って」

  　

  「咦？」

  「え？」

  　

  我正要跟心中的莉娅说话，雷诺拉却制止了我。

  　心の中のリアに話しかけようとした瞬間、レイノーラが制止してきた。

  我正为她出乎意料的行动感到惊讶，她便小声说道：

  　予想外の行動に驚いていると、彼女は小さく呟いた。

  　

  「……呃，你继续躺着。」

  「……えっと、そのままで、いて」

  　

  「为什么？」

  「どうして？」

  　

  「因为我想跟你说话。」

  「あなたと話がしたいから」

  　

  「我、我知道了。」

  「わ、わかった」

  　

  虽然不知道她有什么打算，不过看来她不是要跟里面的莉娅说话，而是要跟我谈。

  　どういうつもりなのか分からないが、どうやら中のリアではなく俺と話をするつもりで来たらしい。

  也罢，从本人口中听到或许比较快。反正也没有理由隐瞒了，她问什么我就回答什么吧。

  　まぁ、確かに本人の口から聞いた方が手っ取り早いかもしれない。隠し事をする理由もなくなったし、聞かれたことは全て答えよう。

  　

  　

  「……那个，秘密的事我已经全部听洛伊泽说了。虽然他不太愿意，但我硬是逼他告诉我。」

  「……あのね、秘密の事はもう、全部ロイゼから聞いた。渋ってたけど、無理言って聞かせてもらった」

  　

  「咦？」

  「えっ」

  　

  「我想说的不是这件事。昨天晚上，我好好面对了自己的心情，得到了答案。我想让你听听。」

  「私が話したいのはその事じゃなくてね。昨日の夜、ちゃんと自分の気持ちと向き合って、答えを出したの。それを聞いて欲しくて」

  　

  雷诺拉一边说，一边把手放在我手上。然后她直视着我，继续说道：

  　そう言いながら、レイノーラは俺の手の上に自分の手を乗せた。そして真っ直ぐと俺を見つめながら、言葉を続けていく。

  　

  「我果然觉得你也是莉娅。」

  「やっぱりあなたもリアなんだって、そう思った」

  　

  「可、可是，我……」

  「で、でも、私は……」

  　

  「我知道，我全都知道……不过，在组织里救了我的那个女生，还有从怪人手中救了我的你，都抱住了我。虽然你们会救我可能是因为有隐情，但是……那个拥抱让我感觉到和那个女生一样的温柔。」

  「知ってる。全部知ってる。……でも、組織で助けてくれたあの子も、怪人から私を救ってくれたあなたも、私を抱きしめてくれた。助けてくれた裏には事情があったのかもしれないけど、それでも……あの抱擁にはあの子と同じ優しさを感じた」

  　

  雷诺拉那结结巴巴的口吻已经完全消失，她流畅地把话说下去，同时更用力地握住我的手。她的手和眼眸，都强烈地传达出坚定的意志。

  　たどたどしい口調がすっかり消え失せたレイノーラは綺麗に言葉を繋げながら、一層強く俺の手を握った。彼女のその手や瞳からは、力強い意志がこれでもかという程伝わってくる。

  　

  　

  打倒那对怪人兄弟后，我确实为了安抚雷诺拉而拥抱了她。我用哄弟弟睡觉的方式抱住她，经她这么一说，我的行为或许真的有点温柔。

  　確かにあの怪人兄弟を倒した後、俺はレイノーラを安心させるために抱擁をした。弟を寝かしつけるときの要領でやったので、言われてみれば優しさも確かにあったかもしれない。

  　

  但是，到头来我之所以行动，都是为了获得剩余命数。我就是为了这个目的才救她的，所以说我利用了她也不为过……不过，我马上就因为淫纹的关系而失去剩余命数了。

  　だが、結局俺が行動したのは残機獲得のためだった。その為に助けたのだから、彼女を利用したと言っても過言ではない。……まぁ、すぐに淫紋で残機減ったけど。

  　

  总之，我不认为这样的自己有资格被原谅。明明是别有用心才出手相救，却因为对方的感谢而感到开心，这样实在不应该。

  　とにかく、そんな俺が許されていいとは思えない。下心があって助けたのに、無心で相手から感謝を受け取って喜んでいいはずがないのだ。

  　

  「莉娅应该想了很多吧。」

  「リア、いろいろ考えてると思う」

  　

  「！」

  「っ！」

  　

  「不过，有一点我必须说清楚……你救了我，还抱着我让我安心，这些都是事实。无论你当时那么做的理由是什么，我都被你拯救了。」

  「でも、これだけは言わせてほしい。……あなたが私を助けてくれたこと、そして抱きしめて安心させてくれたことは、全部事実。どんな理由がそこにあったとしても、私はあの時あなたに救われた」

  　

  雷诺拉的眼神没有虚假。更重要的是，她握着我的手的力道，传达出她想要说出真心话的心意。

  　レイノーラの目に、嘘の色は無い。なにより手を握る強い力が、本心を打ち明けようとする彼女の心を伝えてきている。　

  　

  　

  ……真的可以原谅我吗！？（态度一百八十度大转变）

  　……許されていいのか！？（熱い手のひら返し）

  　

  「对你来说或许是不可抗力，但就结果来说你还是救了莉娅……对我来说，你就是英雄。」

  「あなたからすれば不可抗力かもしれないけど、結果的にリアも助けてくれた。……私からすれば、あなたはヒーローなの」

  　

  「可、可是，这种事……对我来说太方便了……」

  「で、でも、そんなの……私に都合がよすぎる……」

  　

  「我也把事情往对自己有利的方向解释了，所以彼此彼此。而且如果你能接受自己是英雄这件事，那我说谎的事我也可以原谅你。」

  「私も都合良く解釈してるからお互い様。それにヒーローってことを納得してくれるなら、嘘をついていた件も許しちゃう」

  　

  这时，雷诺拉第一次露出恶作剧般的笑容。我不禁对她的表情怦然心动，心里某处想着「这女孩好可爱」。

  　そこで初めて、レイノーラがいたずらっぽい笑みを浮かべた。不覚にもその表情にドキッとした俺が、心の何処かに居る。一言で言うと「この子かわいい」になるぞ。

  　

  她已经完全没有一开始面无表情的形象了。打从一开始，她似乎就是个感情丰富的普通女孩。

  　もはや最初の無表情キャラの面影は、彼女には残っていない。最初からここにいたのは、感情豊かな普通の女の子だったらしい。

  　

  既然如此，如果我是紫色眼睛的银发少女，胸部相当大，发色是水蓝色的话，在这个世界就完全在普通范围内，所以很普通。不如说她是个美少女，所以她是最强的。没有异议吧？我不征求意见。

  　なんなら俺なんて紫色の目の銀髪少女だし、おっぱいがかなり大きくて髪の色が水色程度ならこの世界じゃ全然普通のラインなので普通です。むしろ美少女なので彼女は最強です。異論はないな？　意見は求めん。

  　

  ……嗯？明明有这么可爱的女孩，为什么我还在当女主角？（单纯的疑问）

  　……ん？　こんな子がいるのに何で俺がヒロインやってんだ？（素朴な疑問）

  　

  「我还是第一次被说是英雄。雷诺拉，谢谢你。」

  「ヒーローなんて言われたの、初めて。レイノーラ、ありがとう」

  　

  「因为这是事实……我喜欢那孩子，也喜欢你。所以，我最喜欢两个人在一起的莉娅。这是我昨晚仔细思考后得出的答案。」

  「本当の事だから。……あの子のことも、あなたのことも好き。だから、二人一緒のリアが大好き。それが昨日の夜、ちゃんと考えて出した答え」

  　

  「……呜、呜呜。」

  「……ぅ、うぅ」

  　

  别这样！别从正面对我表达好感，我会害羞的！总觉得从昨天开始，我老是在脸红！

  　やめて！　恥ずかしくなっちゃうから正面から好意ぶつけてくるのはやめてぇ！　なんか昨日から顔赤くなってばっかりなんですけどぉ！

  　

  不、不对，我知道你们是把我当成朋友喜欢……但我好歹也是男生，会往那方面想也是无可厚非……好像也不是？

  　い、いや、友達として好きって意味なのは分かってるけどさ……あの俺、一応男の子なんですよ。そういう風に考えそうになるのも無理ない……なくない？

  　

  　

  　

  「啊——！被菲莉斯抢先了——！」

  「あー！　フィリスちゃんに先越されたー！」

  　

  「……阳菜，你来晚了。」

  「……陽菜、遅かったね」

  　

  阳菜突然拿着一个小提袋登场，雷诺拉露出有些得意的表情回应她。

  　なにやら小さな手提げを持って急に登場してきた陽菜に、レイノーラが若干ドヤ顔をしながら反応した。

  过没多久，鼓着脸颊的阳菜坐到我的右边。她一坐下来，就形成昨晚的美少女三明治状态，让我莫名紧张起来。虽然我们并不是后宫，但这种状况很容易让人误会。毕竟我是个正值青春期的男生。

  　程なくして、頬を膨らませた陽菜が俺の右隣に座った。そうされたことで昨晩ぶりに美少女サンドイッチの状態が形成され、なんだか緊張してきてしまう。別にハーレムなわけではないのだが、こうも状況がそれっぽいと勘違いしてしまいそうになる。年頃の男の子なので。

  　

  「我也做了便当给莉娅姐哦～」

  「私もリアねえにお弁当作ってきたよ～」

  　

  「……那、那个，阳菜也知道秘密吗……？」

  「……あ、あの、陽菜も秘密の事は、知ってる……？」

  　

  　我战战兢兢地询问后，她理所当然似地回答「欸？嗯，我听洛伊泽前辈说的」，令我愣了一愣。我没想到都到了这一步，她还会排挤阳菜……高月先生，您口风会不会太松了啊？

  　恐る恐る聞いてみると「え？　うん、ロイゼ先輩に聞いた」とまるで当たり前のように返されてしまい、呆気にとられた。ここまで来て陽菜だけを仲間外れにするとは思っていなかったのだが……高月さん、ちょっとお口がお軽くおありませんこと？

  　

  「啊，我叫莉亚姐来比较好吗？」

  「あ、リアにいって呼んだ方がいい？」

  　

  「欸、啊、不，不用……」

  「えっ、あ、いや、別に……」

  　

  「那就叫莉亚姐吧……来，我做了小饭团给莉亚姐哦。」

  「じゃあリアねえでいいよね。……はいっ、リアねえ用に小さいおにぎり作ってきたよ」

  　

  　阳菜一如往常地将饭团递给我，令我手忙脚乱。

  　まるでいつもの調子と変わらない陽菜におにぎりを手渡され、慌ててしまう。

  　喂，那个，这会不会太随便了？这并非能这样带过的事吧？

  　ちょ、あの、軽すぎない？　そんな感じで流していい事ではなくない？

  　

  「……？莉亚姐，你肚子不饿吗？」

  「……？　リアねえ、もしかしてお腹すいてない？」

  　

  「肚子是饿……呃，阳菜，你不要紧吗？那个，你愿意接受我……」

  「お腹はすいてるけど……ええと、陽菜は大丈夫、なの？　その、私の事……」

  　

  「啊～秘密的事？」

  「あー、秘密の事？」

  　

  　阳菜听见我的问题，将右手放在下巴上，做出稍微思考的动作。

  　俺の質問をされ、右手を顎に添えながら少しだけ考えるような仕草を取る陽菜。

  　

  　

  　然而，她又随即露出自然的表情，转向我说：

  　しかしながら、彼女はすぐさま自然な表情で俺の方を向いた。

  　

  「发现我变成一个人的是莉亚姐吧，你做了蛋包饭给我吃，还帮我洗澡……啊，还有让我躺大腿的也是你哦。」

  「一人になったあたしを見つけてくれたのはリアねえでしょ。オムライス作ってくれたのもそうだし、お風呂で洗ってくれたりとかー……あ、それから膝枕してくれたのもリアねえだよ？」

  　

  「是、是没错啦……」

  「そ、それはそうだけど……」

  　

  「那不就没问题了吗？莉亚姐就是莉亚姐，我最喜欢的莉亚姐就是莉亚姐！」

  「じゃあ、別に問題なくない？　リアねえはリアねえだし、私が大好きなリアねえはリアねえだけだから！」

  　

  莉亚姐这个词快崩坏了。不，问题可大了。你胆子也太大了吧？精神层面是不是成长过头了？

  　リアねえって単語がゲシュタルト崩壊しそうだ。いや問題なくない？　じゃないが。きみかなり豪胆だね？　ちょっとメンタルが成長しすぎてないか？

  　

  伤脑筋的是阳菜太强了，我没办法再继续追问或质问她。」

  　困ったことに陽菜が強すぎて、それ以上彼女に対して追及やら質問やらができない。

  　

  「我也去过爸爸经营的女装＆伪娘酒吧，所以我知道，这世上每个人都是独一无二的，像莉亚姐这样的人应该也很多！所以你不要沮丧！」

  「あたしお父さんがやってる女装＆男の娘バーにも行ったことあるから知ってるけど、世の中十人十色だし、リアねえみたいな人も多分いっぱいいるよ！　だから落ち込まないで！」

  　

  「嗯、嗯。」

  「う、うん」

  　

  咦？我什么时候被鼓励了……？为什么？

  　あれ？　俺いつのまにか励まされてる……？　なんで？

  　

  「好了，比起那种事，我们来吃便当吧。来，啊——」

  「ほら、そんなことよりお弁当食べよ。はい、あーん」

  　

  阳菜在不知不觉间打开了便当盒，用叉子叉起煎蛋，缓缓地朝我递过来。

  　知らない間に弁当箱を開いていた陽菜が、卵焼きを刺したフォークをゆっくりとこちらに向けてきた。

  　

  「啊，好狡猾。我也有煎蛋哦。来，莉亚，啊——」

  「あっ、ズルい。私も卵焼きあるよ。ほらリア、あーん」

  　

  坐在左边的雷诺拉也像在对抗似的，用叉子叉起煎蛋递过来。

  　それに対抗するかのごとく、左隣のレイノーラも同じくフォークで刺した卵焼きを持ち上げてきた。

  　

  　

  「我、我会吃，等一下……！」

  「た、食べるから、ちょっとまって……！」

  　

  　

  　

  在温暖的阳光照耀下，度过舒适的午休时间，我靠着毅力，把以莉亚的身体吃不完的便当全部吃完了。

  　暖かい日差しが気持ちいい昼休みに、俺はリアの体じゃ食べきれない量のお弁当を、気合いで全て完食したのだった。

  　

  　

  　

 
  コードリアス　反逆のアイリール

  反叛的艾莉儿

  　

  　

  　太阳开始西沉的傍晚时分。在橘红色的夕阳照耀下，我和小春并肩走在住宅区的路上。

  　日が落ち始めた頃の夕方。オレンジ色に輝く夕日に照らされながら、俺は小春と並んで住宅街を歩いていた。

  　现在我们正一起走在买完晚餐材料回家的路上，边走边唱着歌，悠哉地朝海夜家前进。

  　今は二人で夕飯の買い物に行った帰り道で、一緒に歌を歌いながらのんびり海夜家を目指している。

  　

  「～～♪」

  「～～♪」

  　

  「～～♪」

  「ーっ♪」

  　

  　我晃着购物袋，跟着小春唱了起来。看来这副莉亚的身体虽然在对话上有些不流畅，但歌曲倒是能正常唱出来。完全没有平时那种喉咙和舌头卡住的感觉。虽然这部分的界线很模糊，但说不定莉亚从以前就经常唱歌，有这种隐藏设定也说不定。

  　買い物袋を軽くプラプラさせながら、小春ちゃんに続いて歌ってみた。どうやらこのリアの体は会話こそたどたどしいものの、曲は普通に歌えるみたいだ。いつもの喉や舌が引っかかる感覚がまるでない。そこら辺のラインが謎だけど、もしかしたらリアは昔からよく歌を歌っていたとかそういう裏設定でもあるのかも。

  　

  　

  　……不过，这世界的女孩子心理素质都好强啊。没想到连小春都能轻易接受我的秘密。

  　……にしても、この世界の女の子たちはメンタルが凄まじいな。まさか小春まで俺の秘密を軽く受け止めるとは思っていなかった。

  　

  　我实在没自信能以现在这个状态继续骗小春，所以就老实招了，但她本人只花了几分钟就接受，反而让我吓了一跳。该说她适应力强，不愧是主角的妹妹吗？

  　流石に今の状態で小春を騙し続けられる自信が無かったので白状したのだが、本人がものの数分で納得してしまって逆に驚かされてしまった。適応力の早さはさすが主人公の妹と言ったところだろうか。

  　别说困惑了，她甚至愿意陪我一起买东西，看来我实在敌不过小春。

  　困惑するどころかこうやって買い物に付き合わせてしまうくらいなので、どうやら小春ちゃんには敵わないようだ。

  　

  「哼哼～♪」

  「ふんふーん♪」

  　

  「……小春，你心情很好呢。」

  「……小春、ご機嫌だね」

  　

  　在我身边踏着小碎步哼着歌的小春看起来心情很好。顺带一提，我的视线不是对着她的脸，而是她每踏出一步就跟着晃动的胸部。好大啊，和我完全不一样。

  　俺の隣で若干ステップを刻みながら鼻歌をしている小春は随分ご機嫌な様子だ。因みに俺の目は彼女の顔ではなく、ステップするたびにポヨンポヨン揺れてるお胸に向けられている。スゴクオオキイネ、オレトチガッテネ。

  　

  「因为我好久没吃寿喜烧了！而且最近发生太多事了，光是能像这样悠闲地回家就很开心了！」

  「すき焼きなんて久しぶりだから！　それに最近はなんだかトラブルが多かったから、こうやってのんびり帰れるだけでも楽しいなって！」

  　

  「是啊。」

  「そう、だね」

  　

  　她说得没错。毕竟对小春来说，最近这几个星期可是学校前辈被绑架，学园本身还发生生化危机，就算因为打击太大而卧床不起也不奇怪。

  　彼女の言うことはごもっともである。小春ちゃんからすればここ最近は学園の先輩が誘拐されたり学園自体がバイオハザードしたりと、ショックで寝込んでもおかしくない程度には濃い数週間だったからな。

  　

  「回去之后也要请莉娅多帮忙了～」

  「帰ったらリアちゃんにもいろいろお手伝いしてもらうからね～」

  　

  「嗯。做饭、洗澡、打扫，其他事也尽管吩咐。」

  「うん。料理お風呂掃除、その他何でもござれ」

  　

  　最近她已经以女仆般的气势包办了海夜家的煮饭洗衣等家务事，所以帮忙做晚饭这点小事根本不在话下。交给我吧。

  　もはや最近は家政婦になりそうな勢いで海夜家の炊事家事洗濯を担当しているので、夕飯の手伝いなどちょちょいのちょいである。マカセテ。

  　

  「真可靠啊～我都想请你当我哥哥的新娘了。」

  「頼もしいな～、お兄ちゃんのお嫁さんに欲しいくらいだよ」

  　

  「……不、不行。」

  「……む、むり」

  　

  「小气！」

  「ケチ！」

  　

  　如果是小春的老公我当然非常欢迎，但每晚不撸出来就睡不着的人当老公有点……

  　小春ちゃんの旦那さんなら大歓迎なんだけどね。毎晩抜いてあげないと眠れない人のお嫁さんはちょっと……。

  　

  就算扣掉淫纹，那个男人大概也有部分是真心在撒娇。我记得在角色档案上也写了——

  　淫紋差し引いても多分素で甘えてきてる部分もあるぞあの男。キャラプロフィールにも確か──

  　

  【由于双亲自幼就在海外奔波，兄妹两人长时间相依为命，因此小春虽然对哥哥投注爱情，自己却有些缺乏爱情。因此可以观察到她下意识寻求母性的倾向。】

  【幼い頃から両親が海外を飛び回ってる影響で兄妹二人だけで過ごす時間が長いため、小春には愛情を注いでいるものの自分自身が若干愛情不足。それゆえ無意識に母性を求めている節が見受けられる】

  　

  ——这种可怕的内容。别说是新娘了，感觉她会把我培养成妈妈，真可怕。总之，不要在我射完之后，就默默把脸埋进我的胸口。这样很痒，不要钻来钻去。还有也不要闻我的味道。你呼吸很急促耶。」

  　──とかいう恐ろしいこと書いてあったからな。お嫁さんどころかママに仕立て上げられそうで怖いわ。とりあえず抜き終わったあと無言で胸の間に顔埋めてくるのはやめろ。くすぐったいからグリグリすんな。あと匂いも嗅ぐな。鼻息荒いんだよお前。

  　

  　

  「……莉、莉亚。」

  「……り、リアちゃん」

  　

  「嗯？」

  「ん？」

  　

  正当我在心中对海夜诅咒时，走在我身旁的小春停下脚步，出声叫我。我也跟着停下脚步，小春缓缓指向自己眼前的方位。

  　海夜に向かって心の中で呪詛を吐いていると、隣を歩いていた小春が足を止めて声を掛けてきた。同じく俺も立ち止ると、小春は自分の目の前の方向へゆっくりと指を差す。

  　

  「那、那个……」

  「あ、あれ……」

  　

  我用颤抖的手朝小春所指的方向看去——

  　震える手で小春が指差した方向に首を向けてみると──

  　

  　

  「咕哈哈！你就是海夜莲斗的妹妹吗！没有看起来很强的伙伴，真是太幸运了！」

  「ぐはは！　貴様が海夜蓮斗の妹か！　強そうな仲間もいないとは僥倖だァ！」

  　

  　

  ——该怎么说，那里站着一个普通的怪人。头上长着两根角，有着成年男性的体型，双手挥舞着锁镰。

  　──なんというか、一般的な怪人がそこにいた。頭から角が二本生えてて、成人男性サイズの体で、両手で鎖鎌をブンブン振り回している。

  她身上穿着衣服，所以身体应该是普通人类，看起来是身体强化到一定程度的怪人。

  　服は着ているので多分体は普通の人間で、そこそこ身体強化が施されている程度の怪人とみた。

  　

  邪恶组织已经被击溃，她大概是少数残党之一吧。

  　悪の組織は既に潰したので、多分ちょこちょこ残ってる残党の一人だろう。

  　

  「这是老大的命令，我要抓住你们两个！」

  「ボスのお達しだからな、お前ら二人とも捕まえてやる！」

  　

  「怎、怎么办……」

  「ど、どうしよう……っ」

  　

  「等一下哦。」

  「ちょっと、待ってね」

  　

  对方的情绪激动到好像随时会把锁镰扔过来，但她的目的似乎是抓住我们，所以应该不会随便伤害我们。在怪人失去耐性发动攻击之前，先不慌不忙地冷静思考吧。

  　今にも鎖鎌をこっちにぶん投げてきそうなテンションの相手だが、捕まえるのが目的らしいので無闇に傷つけてきたりはしない筈だ。怪人が痺れを切らして攻撃してくる前に、焦らず冷静に考えよう。

  　

  总之，我知道这是库洛诺在背后搞鬼。这些家伙口中的老大是指库洛诺使用的肉体，实际上库洛诺还没死，所以要召集残党使用这具肉体或许很容易。

  　とりあえずこれがクロノの差し金だということは分かった。こいつらがボスと呼んでいる人物はクロノが使っている肉体のことで、実際まだ死んではいないので残党を集めて使うことも容易なのかもしれない。

  　

  库洛诺的目的可能是为了让我使用点数来迎击怪人，也可能是为了抑制海夜，才把小春当成人质。不管怎样，这都是有可能对我造成打击的事态。

  　目的は怪人の迎撃に俺のポイントを使わせる為か、もしくは海夜を抑制するために小春を人質にする為か。どちらにせよ、こっちにとっては痛手になりうる事態だ。

  　

  ……好了，该怎么办呢？就算按照库洛诺的计划使用点数，现在也只有2P。而且我本来就不想使用点数，要怎么打破这个状况呢？

  　……はてさて、どうしたもんかね。クロノの思惑通りポイントを使ってやるとしても今は2Pしかない。そもそもポイントなんて使いたくないし、どうやってこの状況を打開しようか。

  　

  「……嗯？」

  「……ん？」

  　

  手机震动了。

  　スマホが震えた。

  　

  　

  　

  【因为是柔弱的女主角，所以打电话给莲斗说『怪人要攻击我了♡好可怕哦♡快来救我～♡♡』（P+1）】

  【か弱いヒロインなので『怪人に襲われてるの♡　こわーい♡　助けてぇ～♡♡』と蓮斗に電話で連絡する（P+1）】

  　

  【你来保护小春！（P+1）】

  【お前が小春ちゃんを守るんだよ！（P+1）】

  　

  　

  　

  喂，营运方真的以为我会选上面的选项吗？是说这台词是不是有点怪？真的要让莉亚说这种话吗？就算真的说出口，大概也会像在念台词，语尾也不会加上爱心符号哦？

  　いや運営本当に俺が上の選択肢の方選ぶと思ってんの？　てかなんかセリフおかしくない？　ほんとにリアに言わせるつもりある？　言ったとしてもたぶん棒読みになって語尾にハート付かないからね？

  　

  ……可恶，该死的营运方，竟敢瞧不起我。虽然在海帕尔粘土之后确实老是被保护，但我可不打算变成柔弱的公主系女主角。我只要认真起来也是能战斗的，你这混蛋。　

  　……くっそ、舐めやがってクソ運営め。たしかにハイパームテキ以降は守られてばっかりだったけど、決して非力なお姫様系ヒロインになったつもりはねぇからな。俺だって本気出せば戦えるんだぞこの野郎。　

  　

  「别给我耍花样！要是敢抵抗，我就让你吃不完兜着走！」

  「妙な真似すんじゃねぇぞ！　抵抗したら痛めつけてやるからな！」

  　

  你这家伙只会说些小混混的台词耶。这种简单易懂的反派感已经超越了刻板印象，甚至具有稀有价值了。

  　どこまでも三下のチンピラみたいなセリフしか出てこねぇなお前な。その分かりやすい悪役っぽさはテンプレ通り越して希少価値高いまであるぞ。

  　

  　

  ……啊——！够了！谁怕谁！我就证明给你看，就算不靠莲斗，我也能打倒这种怪人！

  　……だー！　もう！　上等じゃい！　蓮斗なんか頼らなくたってこんな怪人やっつけられるって証明してやらぁ！

  　

  「喂！别玩手机！」

  「おいコラ！　スマホ弄ってんじゃねぇ！」

  　

  「吵死了。」

  「うるさい」

  　

  「啊啊！？」

  「あぁ！？」

  　

  我无视抓狂的怪人，点击了手机上显示的下面选项。

  　キレ散らかす怪人を無視して、スマホに表示されていた下の選択肢をタップした。

  　

  嗯，这样就对了。我可不想什么事都依赖莲斗，而且我死也不想说那种阿谀奉承的话。

  　うむ、これでいい。何もかも蓮斗に頼るのはごめんだし、そもそもこびっ媚びのセリフとか死んでも言いたくないからな。

  别小看我！我会保护小春！

  　舐めんなよ！　小春は俺が守る！

  　

  　

  ——话虽如此，我也知道对方不是我随便想个办法就能赢的对手。不使用点数，而且还要完全打倒对方，只靠我一个人的智慧是不够的。

  　──といっても、考えなしに勝てる相手ではないことは分かってる。ポイントを使わず、尚且つ完全に相手をやっつける為には俺だけの知恵では足りない。

  所以呢，我请莉亚小姐来当我的帮手。那么请说吧。

  　ということでゲストにリアさんをお呼びしました、ではどうぞ。

  　

  （……我也要帮忙吗？）

  （……私も手伝うの？）

  　

  （拜托你了！只有我一个人赢不了！）

  （お願いしますぅ！　俺だけじゃ勝てません！）

  　

  （好吧，真拿你没办法。）

  （まあ、しょうがないか）

  　

  我在心中下跪磕头，结果成功得到莉亚的协助。我就是你，你就是我，我们一起加油吧。一心同体！两人一体！

  　心の中で土下座した結果、リアの助力を得ることが出来た。俺はお前でお前は俺なので一緒に頑張ろうね。一心同体！　二人で一人！

  　

  （具体来说，你想要怎么对付对方？）

  （具体的には、相手をどうしたいの？）

  　

  （让他昏倒，无法战斗……或是夹着尾巴逃走。）

  （気絶レベルで戦闘不能にするか……もしくは尻尾を巻いて退散してくれたらいいかな）

  　

  （……原来如此。）

  （……なるほど）

  　

  虽然说是怪人，但如果可以的话，我不想夺走他的性命，所以如果有不杀他就能赢的方法，我想那么做。以这个世界的常识来思考，把怪人交给警察似乎是最好的办法。

  　怪人といえどもできれば命は奪いたくないので、殺さずに勝てる方法があるならそうしたい。この世界の常識で考えれば、怪人は警察に突き出すのが一番いいみたいだし。

  　

  （你还记得我的能力吗？）

  （私の能力、覚えてる？）

  　

  （呃……可以变成精神体。还有附身，是吗？）

  （えっと……精神体になれる。あとは憑依、だっけ）

  　

  （嗯。不过我只能操纵身体十秒，而且痛觉也会共享，所以我不想咬断舌头。）

  （うん。でも十秒しか体を操れないし、痛覚も共有しちゃうから、舌を噛み切るとかはやりたくない）

  　

  就算能附身在对方身上，莉亚也会感受到自残行为的痛楚，所以很难办到。

  　仮に相手に憑依できたとしても、自傷行為はリアも痛みを感じてしまうから厳しい、と。

  　

  （还有，如果被附身的人发现，只要努力就能把我赶出去。）

  （あと、自分が憑依されたって気づいた人は、頑張れば私のことを追い出せる）

  　

  虽然对方看不见莉亚，但要是被发现身体被操纵就完蛋了。

  　姿が相手に見えないとはいえ、体が操られている事に気がつかれたらアウトってわけか。

  唔——虽然说是附身，但也不是万能的。时间限制只有十秒，而且被发现的话就几乎无计可施，这点也很麻烦。

  　うーむ、憑依といっても万能ってわけじゃないのな。制限時間は十秒だし、存在を認識されたらほぼ無力ってのも辛いところだ。

  　

  该怎么办才好？为了利用她的附身能力确实打倒对手，我该怎么做才好？

  　どうすればいい。彼女の憑依を駆使して、尚且つ相手をしっかり倒す為に俺は何をしたらいいんだ。

  　

  　

  （……嗯，好，就这么办。）

  （……うーん、よし、これで行こう）

  　

  （好快，这么快就决定了。）

  （早いね、もう決まったの）

  　

  （嗯，这样应该行得通！）

  （おう、これで多分イケるはずだ！）

  　

  我把脑内全力运转后得出的答案告诉莉亚，暂时停止心中的对话。这段期间竟然只有五秒，心中对话真厉害。

  　脳内をフル回転させて導き出した答えをリアに伝え、俺たちは心の中の会話を一旦中止した。この間なんと5秒の出来事である。心の中って凄い。

  　

  好，那么作战开始。

  　よーし、じゃあ作戦開始だ。

  　

  　

  「喂，银发女！你在偷笑什么！」

  「おい銀髪女！　なにニヤついてやがるんだ！」

  　

  「……哼。」

  「……ふっ」

  　

  「小、莉亚？」

  「リア、ちゃん？」

  　

  我轻轻一笑，对怪人男的怒吼嗤之以鼻，结果旁边的春希露出疑惑的表情。

  　怪人男の怒号を軽く一蹴して鼻で笑ってやると、隣にいる小春が不思議そうな顔をした。

  这是当然的，因为我现在正把购物袋递给她。

  　当然だ、何故なら俺は今は彼女に向かって買い物袋を突きだしているのだから。

  　

  「小春，帮我拿一下这个。」

  「小春、これ持ってて」

  　

  「……嗯、嗯，我知道了。」

  「……う、うん、わかった」

  　

  小春察觉到我有某种作战计划，于是接过了购物袋，这样一来我的身体就变得轻便了。准备完毕。

  　俺に何かしらの作戦があることを察した小春が買い物袋を受け取ってくれたので、これで俺の体は身軽になった。準備完了だ。

  　

  　

  作战计划一，首先用我奇怪的态度吸引怪人的注意力，让莉娅脱离我的身体。考虑到对方可能看得见精神体，要请她偷偷钻进附近房屋之间，绕到对方背后避免被发现。

  　作戦その一、まずは俺の妙な態度で怪人を引き付けつつ、肉体からリアを離脱させる。相手が精神体を視認できる可能性も考慮して、近くの家の間をコソコソすり抜けながら見つからないように相手の背後に回ってもらう。

  　

  这样一来，莉娅现在就离开了我的身体，所以我才能流畅地说话。

  　そうすることで俺は今体の中にリアがいなくなったので、流暢に喋れるようになった。

  接下来就是我的虚张声势剧场了。

  　ここからは俺のハッタリ劇場の始まりだ。

  　

  「喂，你这个怪人。」

  「おい、怪人野郎」

  　

  「……？」

  「……っ？」

  　

  突然被我用好战的眼神搭话，怪人有点动摇。总之我成功吸引了他的注意力。

  　急に好戦的な目つきで声を掛けられたことで、若干動揺する怪人。とりあえず俺に注目させることは成功だ。

  接下来我要说些即使莉娅附身也无法被他发现的谎言。

  　そしてここからは、リアが憑依しても彼女を認識できないような嘘を入れ込んでやる。

  　

  「你可能不知道，我可是拥有非常不得了的能力。」

  「お前は知らないだろうがな、俺にはめちゃくちゃヤベェ能力があるんだぜ」

  　

  「什、什么……！」

  「な、なに……っ！」

  　

  上钩了上钩了。你这家伙真单纯！

  　食い付いた食いついた。単純な奴だなお前！

  　

  　

  「我啊……拥有无论什么命令都能让对方绝对遵守的能力！」

  「俺にはな……どんな命令でも相手に絶対遵守させる能力があるんだよ！」

  　

  　

  「什么……！？」

  「なっ……！？」

  　

  我刻意提高音量说道，结果怪人男比我想象中还要惊讶。这家伙真可爱。

  　わざとらしく声を張り上げて言ってみれば、予想以上に驚いてくれる怪人男。こいつかわいいな。

  总之，接下来就追上去吧。

  　とにかく、ここから追い上げていくぞ。

  　

  「怎么样！很可怕吧！」

  「どうだ！　怖いだろう！」

  　

  「别、别小看我！我才不会被这种虚张声势的伎俩骗到！」

  「ばっ、バカにすんじゃねー！　そんなハッタリに引っかかるわけねーだろ！」

  　

  「你觉得这是虚张声势吗？……哼，真是个天真的家伙。」

  「ハッタリだと思うのか？　……ふっ、おめでたい奴だ」

  　

  「你说什么！？」

  「なんだとコラ！？」

  　

  莉娅不在，我便能自由活动脸部肌肉，我摆出一副反派的邪恶表情，怪人男见状，顿时产生了危机感。

  　リアがいないことで自在に動くようになった表情筋を駆使して、なんとも悪役の様な悪いしたり顔を浮かべる俺に、少なからず危機感を抱く怪人男。

  很好，一切都按照计划进行。莉娅似乎也已经在怪人男背后做好准备，进入第二阶段吧。

  　いいぞ作戦通り。リアも怪人男の背後にスタンバイできたみたいだし、フェイズ2に移行だ。

  　

  「你拿着那么危险的武器，却害怕自己被干掉吗？」

  「そんな物騒な武器を持っておいて、自分がやられるのが怖いか？」

  　

  「你在说什么！我、我才没有……」

  「なに言ってやがる！　そ、そんなわけ……」

  　

  「听好了，你好像不知道，所以我就告诉你吧。」

  「いいか、お前は知らないようだから教えてやる」

  　

  我用夸张的姿势指着冷汗直流的怪人男。虽然这姿势看起来很中二病，但并不是在开玩笑，而是为了向莉娅打暗号。」

  　冷や汗を流す怪人男に、大袈裟なポーズを交えて指を差した。いかにも厨二病くさいポージングなのだが、これはふざけているわけではなくリアに合図を知らせるための格好である。

  　

  「只有做好被击中的觉悟，才能开枪射击。」

  「撃っていいのは、撃たれる覚悟がある奴だけだ」

  　

  我认真地说出这句羞耻到脸快喷火的发言，同时将伸出的右手高高举起。

  　真面目に言ったら顔から火が出る程恥ずかしい発言をした瞬間、俺は突きだしていた右手を大きく真上に振り上げた。

  　

  　

  　就在这个瞬间，莉娅附身到了怪人男的身上。为了不让怪人男察觉到莉娅的存在，我故意说了一句转移他注意力的话。

  　その瞬間、リアが怪人男の体に憑依した。そこから怪人男にリアの存在を知覚させないため、意識を逸らさせる最後のセリフを俺は言い放つ。

  　

  　

  「我以艾莉儿・达古斯特莉亚之名下令——你给我站在原地，一步都别动！」

  「アイリール・ダグストリアが命じる──お前はその場から一歩も動くなっ！」

  

  　

  　

  　我一边夸张地将双手向左右两边张开，一边大喊道，同时用仿佛我的眼睛里寄宿着什么特殊力量一样的强力目光凝视着怪人男的眼睛。

  　大袈裟に両手を横にブワサァッと広げながら叫ぶと同時に、まるで俺の瞳に特別な力でも宿っているかのように力強い目力で怪人男の目を凝視した。

  　

  　与此同时，莉娅也夺走了怪人男肉体的控制权，让他的身体完全停了下来。

  　それと同時にリアが怪人男の肉体のコントロール権を奪い、ピタリと体を止めた。

  　

  「开什么玩笑——咦、咦？」

  「ふざけたことを──あっ、あれ？」

  　

  　怪人男对我的奇怪行为感到很无语，但很快他就注意到自己的身体真的动弹不得了。

  　俺の奇怪な行動に呆れたような怪人男だったが、すぐさま実際に体が一歩も動けなくなったことに気がついた。

  　

  「怎、怎么可能……！？」

  「そ、そんな馬鹿な……！？」

  　

  「我不是说了吗，我要让你吓破胆。」

  「言っただろう、お前をビビらせてやるとな」

  　

  「啊啊，难道真的……！」

  「あぁっ、まさか本当にィ……！」

  　

  　看到怪人男比我想象中还要惊慌失措的样子，我不禁笑了出来。没想到事情会进展得这么顺利。

  　予想以上に狼狽してくれる怪人男の様子を見て、思わずニヤついた。まさかここまで計画通りに事が進むとは思っていなかった。

  　

  　

  没错，其实我是在虚张声势，假装『身体动不了』，实际上莉娅是夺走了身体的主导权，让身体僵住，让怪人男误以为是我的能力，让他把注意力从莉娅身上移开，同时让怪人男失去行动能力，这就是我们的作战计划！然后，我们成功了！很厉害吧！超棒的吧！我是个天才吧！哼哼！

  　そう、実は俺が『体が動かせなくなる』というハッタリを掛け、実際にリアが肉体の主導権を奪って体を硬直させることで、怪人男に俺の能力を勘違いさせてリアから意識を遠ざけつつ無力化するという作戦だったのだ！　で、ちゃんと成功した！　凄いでしょ！　最高でしょ！　天っっ才でしょ！　えっへん！

  　

  「那就给你最后一击！」

  「それじゃあトドメぇ！」

  　

  「什么！别、别过来！」

  「なっ！　く、来るな！」

  　

  然后我趁他动弹不得时一口气拉近距离，莉娅离开身体的瞬间，我用力地踢了怪人男的睾丸一脚。不管是什么样的人，就算是怪人也不可能锻炼出要害，所以这个部位应该是最大的弱点。

  　そして動けない隙に一気に距離を詰めて、リアが肉体を離れたその瞬間に、俺が思いっきり力を込めて怪人男の睾丸を蹴り上げる。どんな人間だろうと怪人だろうと急所を鍛えることは不可能なので、確実にこの部分が一番の弱点の筈だ。

  　

  吃我这招！

  　くらえ金的！

  　

  「喝啊！」

  「おらぁ！」

  　

  　

  　

  　

  「住、住手——嗯嗯嗯！」

  「や、やめ───ォ゛ん゛っ゛っ゛」

  　

  　

  　

  踢得很深，再来一发！

  　深くめり込んだけどもう一発！

  　

  「嘿！」

  「ちねぇ！」

  　

  　

  　

  　

  「——嗯叽叽叽叽叽！」

  「───ン゛ギ゛ッ゛っ゛ッ゛ッ゛っ゛」

  　

  　

  　

  第二脚踢出「呜嘎」的怪声。怪人男翻白眼，口吐白沫，直接倒在水泥地上。

  　二発目は「メギョッ」て変な音が鳴った。そんで白目を剥いて、怪人男は泡を吹いてそのままコンクリートの地面にぶっ倒れた。

  　

  ……很好，搞定啦（确信）。

  　……よーし、ちんだな(確信)

  　

  『好、好险。』

  『あ、危なかった』

  　

  「谢啦，莉娅，幸好赶上了。」

  「サンキューなリア、間に合ってよかった」

  　

  『……我绝对不会再做了。』

  『……もう、絶対やらない』

  　

  莉娅不知何时出现在我背后，我一边慰劳她，一边请她回到我体内。老实说，我刚才那一脚踢得毫不留情，因此莉娅能及时脱离真是太好了。让女孩子尝到蛋蛋剧痛的滋味，实在让我非常过意不去。

  　いつの間にか背後にいたリアに労いの言葉を掛けつつ、体の中に戻ってもらった。正直言うとかなり遠慮なしに蹴り上げたので、本当にリアの離脱が間に合ってくれてよかったと思う。女の子に金的の激痛を味わわせるのはめちゃ気が引けるので。

  　

  「呼哈哈哈，赢了赢了。」

  「ふははは、勝った勝った」

  　

  总之，接下来只要把这家伙绑起来，丢到附近的派出所就行了。

  　とりあえず、後はコイツを縛り上げて近所の交番に押し付けるだけだ。

  怎么样，看到了吗？你这混蛋！好啦，我赢了！至于为什么会输，你就到明天之前好好想想吧！

  　どうだ見たかこの野郎！　はい俺の勝ち！　何で負けたか明日までに考えといてね！

  　

  　

  　

 
  小春ちゃん、最強のライトニングフォームになる

  小春酱，成为最强的闪电形态

  　

  　

  　有个怪人突然出现在街上，一边失控暴冲，一边袭击人群。

  　突然街に姿を現し、街の中で暴走しながら人々を襲い始めた怪人がいた。

  　

  　他用刺眼的光线破坏建筑物，洗脑四处逃窜的人们，放声大笑，做出各种邪恶的行径。无力的人们只能任凭摆布，被变成不受控制的野兽，被光线点燃的建筑物转眼间延烧开来。

  　眩い光線で建物を破壊し、逃げ惑う人間たちを洗脳し、高笑いをしながら悪の所業を成していく男だった。無力な人々は為す術もなくタガの外れた獣にされ、光線によって発火した建物の火は瞬く間に広がっていった。

  　

  　来不及逃跑的我正好成为那个怪人的目标。面对指尖开始发射光线的怪人，我只能等待死亡逼近。

  　逃げ遅れた私は、丁度その怪人の標的にされて。指先に光線を発し始めた怪人を前にして、もはや迫り来る死を待つだけの存在となった。

  　要是被轻易破坏建筑物、烧毁一切的光线击中，我一定会当场丧命。一想到眼前这个丑恶的怪人，我便理解到自己一定会被踹得浑身是洞，死无全尸，毫无意义地死去。

  　容易に建物を破壊し燃やし尽くす光線をその身に受ければきっと即座に命を落とす。目の前にいる醜悪な怪人の事を考えれば、きっと体中穴だらけになる程死体蹴りをされ、ただ無意味に死にゆくだけだということが理解できてしまった。

  　

  　因此我闭上眼睛。

  　故に目を閉じた。

  　我失禁的同时，轻易地失去意识。想死得轻松点的本能逼我毫无防备地昏了过去。

  　失禁しながら、意識を容易く手放したのだ。苦しまずに死にたいという自分自身の本能が、私を無防備な気絶へと追いやったのだろう。

  　

  　

  　然而当我醒来时，我却四肢健全，毫发无伤地生还。

  　しかし気がついた時には、私は五体満足の傷一つない状態で生還をしていた。

  　

  　

  　我在自己房间醒来时，身旁站着一名有着一头晶莹剔透的银发，散发不可思议气质的少女。

  　そして自室で目を覚ました自分の傍らには、透き通るような銀色の髪を持つ、不思議な雰囲気の少女が佇んでいた。

  　我问哥哥，他说她独自一人挺身而出，保护了我。

  　兄に聞いてみれば、彼女はたった一人であの怪人に抗い私を庇ってくれていた、と。

  　

  　我无法相信。比自己还要年幼的她，面对强大的邪恶，竟然能勇敢地挺身而出。

  　信じられなかった。自分よりも幼く見える小さな彼女が、強大な悪を前にして果敢に立ち向かったという事実が。

  　

  　但是，我隐约记得。在不愿回想的记忆如浊流般混杂的脑海一隅，我看到了她不仅勇敢地战斗，还亲吻了我的脸颊，挑衅怪人的身影。她知道我的哥哥会及时赶到，脸上露出无畏的微笑。

  　だが、私は微かに覚えていた。思い出したくもない記憶が濁流の様に混在する脳内の片隅には、勇敢に戦ってみせるどころか、私の頬にキスをして怪人を煽る彼女の姿があった。私の兄が間に合うことを知ったうえで、不敵に微笑を浮かべていたのだ。

  　

  　

  　——我心想，她真是坚强。回过神来，我已经抱住了她。救命之恩和她还活着的喜悦，各种各样的感情交织在一起，爆发出来，我只能向那位少女表达微薄的感谢。

  　──強い人だと、そう思って。気がつけば彼女を抱きしめていた。助けてくれた恩やまだ息をしている嬉しさなど、様々な感情が混じり合って爆発してしまい、ただその少女に薄っぺらい感謝を伝えることしかできなかった。

  　

  　

  　莉娅。

  　リア。　

  　莉娅。

  　リアちゃん。

  　艾莉儿小姐。

  　アイリールさん。

  　美咲小姐。

  　美咲さん。

  　

  　

  　……莉娅。

  　……リアちゃん。

  　

  　结果我什么都没有改变。从很久以前开始，从被哥哥保护的无力的那时起，我就没有成长过。

  　結局私は何も変わっていない。ずっと昔から、兄に守られていた無力なあの時から、何一つとして成長してない。

  　当那个操纵光线的怪人再次出现时，当邪恶组织支配了城市时，当我在回家的路上被怪人袭击时。

  　あの光線を操る怪人が再び現れたときも、悪の組織が街を支配したときも、帰路の途中で怪人に襲われたあの時も。

  　

  　总是，总是。

  　いつも、いつも。

  　

  　

  　我只是一个被保护的存在。

  　私は守られるだけの存在だ。

  　

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　…………

  　…………

  　

  　………………

  　………………

  　

  　

  　

  　事情发生得太过突然。哥哥、田宫先生、莉娅和我四个人一起去了家庭餐厅，正在吃午餐的时候——餐厅里发生了爆炸。

  　あまりにも突然のことだった。兄と田宮さんとリアと私の四人でファミレスに寄り、昼食をとっていたそのとき──店内で爆発が起きた。

  　

  　哥哥在千钧一发之际生成了冰墙，我们三个人因此得救，但餐厅里的其他客人和店员们却受了重伤。

  　咄嗟に兄が氷の壁を生成したことで私たち三人は助かったが、店内にいた他の客や店員たちは大怪我を負っていた。

  　

  　我将视线转向爆炸的源头，那里站着一个背上长着黑色翅膀的男人。他用空洞的眼神注视着我们，慢慢地朝我们走来。

  　視線を移した爆発の発生源には、背中から大きな黒い羽を生やした男が一人佇んでいた。虚ろなその瞳で此方を見つめながら、ゆっくりと私たちの方へ歩いてきている。

  　

  　——这时，哥哥环顾四周，突然发疯似地大叫起来。

  　──すると、兄が周囲を見渡して素っ頓狂な声を挙げた。

  　

  「怎、怎么回事！？」

  「なっ、なんだ！？」

  　

  　我顺着他的视线看过去，发现本应身受重伤的店员和其他客人，都和那个神秘男人一样长出了黑色的翅膀，正看着我们。他们原本严重的烧伤也消失了，所有人都微妙地飘浮在空中，眼神空洞。

  　彼に釣られて周囲を見てみると、大怪我を負ったはずの店員や他の客たちが、謎の男と同じように黒い羽を生やしてこちらを見ていた。負っていた筈の大火傷も無くなっており、全員が微妙に浮遊しながら虚ろな目をしている。

  　

  　哥哥焦急地看向田宫，只见他冒着大量的冷汗，脸上露出僵硬的笑容。

  　焦った兄が田宮の方を向くと、彼は大量の汗を流しながら引きつった笑みを浮かべていた。

  　

  「哈、哈哈……真的假的。」

  「は、はは……マジ、かよ」

  　

  「田宫，这是……！」

  「田宮、これは……！」

  　

  「……那家伙是莉娅路线的最终头目。他会感染周围的人，增加和自己一样的恶魔，是最糟糕的家伙……！」

  「……あいつ、本来のリアルートのラスボスだ。周囲の人間を感染させて自分と同じような悪魔を増やす、トップクラスにヤバいヤツ……っ！」

  　

  　听到田宫的话，哥哥立刻握住我的手大喊。

  　田宮のその言葉を聞いた瞬間、兄が私の手を握って叫んだ。

  　

  「现在先逃吧！」

  「今は逃げるぞ！」

  　

  　

  　我们按照哥哥的话，从半毁的家庭餐厅里逃了出来，一路跑到街上。

  　兄の言葉通り、半壊したファミレスからなんとか抜け出し、街の中まで私たちは走った。

  　

  　但是长着翅膀的恶魔仍然跟在我们身后，而且他身边还聚集了数量多到和刚才无法相比的恶魔。

  　しかし羽根を生やした悪魔の男は未だ後ろから付いてきており、その周囲には先程とは比べ物にならないほど人数を増やした悪魔たちがいる。

  　

  「小春你们退下！」

  「小春たちは下がってろ！」

  　

  　哥哥似乎意识到光是逃跑并不能解决问题，他左手生成冷气，右手发出光芒，挡在我们面前。

  　もはやただ逃げるだけでは解決にならないことを察したのか、兄は左手に冷気を、右手に光を宿しながら私たちの前に出た。

  　这时，田宫焦急地抓住哥哥的肩膀大喊。

  　すると、田宮が焦って兄の肩に掴みかかって叫んだ。

  　

  「等一下！你之所以能在莉娅路线里战胜那家伙，是因为和他单挑！而且还是在千钧一发之际！就算你直接和他战斗，也没有胜算！」

  「待てって！　リアルートでお前がアイツに勝てたのはタイマンだったからだ！　しかもめちゃくちゃギリギリでだ！　このまま戦っても勝ち目なんてない！」

  　

  「但是现在这个状况下我们无处可逃，只能硬着头皮上了……！」

  「でもこの状況で逃げ場なんて無いしっ、やるしかないだろ……！」

  　

  　田宫抱着头，他没能阻止哥哥发动能力，只能在一旁看着。

  　制止を振り切って能力を発動した兄を止められず、頭を抱える田宮。

  　他们两个说的一定都是正确的。我们不能一直逃跑，但战斗的话又会输。如果硬要选择一个方法的话，就只能趁哥哥争取时间的时候，我们逃跑。

  　二人の言い分はきっとどちらも正しくて、逃げ続けることもできないが戦えば負けるのだろう。ただ敢えて選択肢を取るとすれば、兄が時間を稼ぐ隙に私たちが逃げるこの方法くらいしかない。

  　

  　但是就算逃跑，也只是让敌人数量增加而已。如果要用一句话来概括这个状况的话，那就是『死局』。

  　しかし逃げたところで敵の数が増えていくだけであり、この状況を一言で表すとすれば『詰み』だ。

  　

  　

  「哦，感觉不错。」

  「おぉ、いい感じだね」

  　

  　就在在场的所有人都感到焦急的时候，一个戴着兜帽的男性出现在恶魔男面前。

  　その場にいる誰もが歯痒い思いをしていると、悪魔男の前にフードを被った男性が現れた。

  　哥哥看到兜帽男的瞬间，咽了口口水。从他的样子和这个状况来看，那个兜帽男应该就是莉娅说的库洛诺。

  　フード男のその顔を見た瞬間、兄がゴクリと唾を飲んだ。その様子とこの状況から察するに、あのフードの男はリアが言ってたクロノという人物なのだろう。

  　

  　也就是幕后黑手。

  　つまり、黒幕だ。

  　

  「哎呀～虽然洗脑恶魔很费事，但还是值得的。」

  「いやぁ～デビルを洗脳するのは骨が折れたけど、その甲斐あったなぁ」

  　

  「你到底想干什么……！」

  「お前なんのつもりで……！」

  　

  「哎？当然是你的错啊，海夜莲斗。都是因为你触发了在路线外觉醒的bug，所以我才来修正的。」

  「え？　もちろん君のせいだよ、海夜蓮斗君。君がルート外で覚醒するとかいうバグを起こすから、こうやって修正しに来たんだ」

  　

  　库洛诺露出诡异的笑容，然后在他身边出现了一扇门。他把手放在门把手上打开门，顺便看向我们。

  　怪しく笑いながらそう言うと、クロノは自分の隣にドアの様なものを出現させた。そのドアノブに手をかけて扉を開けると、ついでのように私たちの方へ顔を向けた。

  　

  「虽然当时不知道，但海夜小春的生存产生的扭曲似乎因为你的觉醒变成了明确的bug。也就是说，你们兄妹对我活着来说是阻碍。」

  「あの時は知らなかったけど、どうやら海夜小春の生存で生じた歪みが君の覚醒で明確なバグになってしまったようでね。つまり僕が生きる上で君たち兄妹は邪魔ってわけ」

  　

  「别自说自话！与其把这个世界的人卷进来，还不如赶紧回到原来的世界！」

  「勝手な事を言うな！　この世界の人々を巻き込むくらいならさっさと元の世界に帰れ！」

  　

  「好过分啊，我可是相当于你们的父母一样的存在……算了，你们不理解也没关系。反正等修正结束之后，我会让恶魔们自杀的，你们死后世界的事情就放心交给我吧。」

  「ひどいなぁ、僕は君たちの親みたいなものなのに。……まっ、分かってくれなくてもいいけど。まぁ修正が終わったら悪魔たちには自殺させるからさ、君たちが死んだ後の世界の事は安心して任せてよ」

  　

  　说完这些之后，库洛诺就朝门的另一边走了过去。

  　それだけ言い終えると、クロノはドアの向こうに向かって進んでいった。

  　

  　

  　——就在那一瞬间，我身边的莉娅朝他扔了一块大石头，漂亮地击中了库洛诺的头部。

  　──その瞬間、私の隣にいたリアが彼に向かって大きめの石ころを投げ、クロノの頭部に見事的中させた。

  　

  「咿！？」

  「い゛っ！？」

  　

  　被偷袭的库洛诺吓得摔倒在地，捂着头慌忙朝我们这边看过来。

  　不意打ちをされたクロノは驚いて転倒し、頭を押さえながら慌てて此方を向く。

  　

  「……呜～！好、好、好痛啊！你突然干什么啊！」

  「……っ゛～！　ひっ、いっ、痛いじゃないか！　急に何するんだ！」

  　

  「吵死了，笨蛋。」

  「うっさい、バーカ」

  　

  　莉娅对泪眼汪汪地怒吼的库洛诺回以一记痛骂。

  　涙目で怒鳴り散らすクロノを一蹴するリア。

  　库洛诺一边瞪着依旧面无表情的她，一边把身体移到了门的另一边。

  　そんな相変わらず無表情な彼女を睨みつけながら、クロノはドアの向こうへ体を移した。

  　

  「你真是不可爱！下次见面的时候给我记住了！」

  「本当にかわいくないな君は！　今度会ったとき覚えとけよ！」

  　

  「我已经忘了。」

  「もう忘れた」

  　

  「你这……！恶魔！快点干掉那些家伙！」

  「こんの……！　ほらデビル！　あんな奴ら早くやっちゃって！」

  　

  　库洛诺撂下一句小人物才会说的台词，穿过门消失了，与此同时，被称作恶魔的男性恶魔飞上了天空。

  　小物くさいセリフを吐き捨てたクロノがドアを通って姿を消すと、それと同時にデビルと呼ばれた悪魔の男が空に飛びあがった。

  　

  　

  「我和田宫会想办法对付这些家伙！莉娅你一边和菲莉斯她们联络，一边保护小春！」

  「俺と田宮でこいつらはなんとかする！　リアはフィリス達に連絡を取りつつ小春を守ってくれ！」

  　

  「咦，等等，我也要战斗吗！？」

  「えっ、ちょ、俺も戦うのかよ！？」

  　

  「知道了。你们两个，小心点。」

  「わかった。二人とも、気をつけて」

  　

  　听到哥哥的指示后，莉娅轻轻点了点头，握着我的手跑了起来。

  　兄の指示を聞いたリアは軽く頷くと、私の手を握って走り出した。

  　

  「小春，走吧。」

  「小春、いこう」

  　

  「……嗯、嗯。」

  「……う、うん」

  　

  　我就这样被她拉着，逃离了现场。

  　そのまま彼女に引かれるがまま、私はその場から逃げ出した。

  　

  　

  　

  　——和往常一样的展开。

  　──いつも通りの展開だ。

  　

  　果然这次我也只需要被保护就好了。因为我没有任何力量，这也是没办法的事。只要随着状况行动，动脚逃跑就好了。

  　やはり今回も、私は守られるだけでいいらしい。自分にはなんの力もないのだから、これは仕方の無いことなのだ。ただ状況に流されて、足を動かして逃げればそれでいい。

  　依靠哥哥，依靠前辈，依靠比自己个子还小的少女，只要活下去就好了。

  　兄に頼って、先輩に任せて、自分よりも体の小さい少女に縋って、ただ生き延びればいい。

  　

  　这就是我。无力且什么都做不到的存在，才是海夜小春这个人。

  　それが私だから。無力で何も成せない存在こそが、海夜小春という人間だから。

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　……什么啊，这是。

  　……なんだ、それは。

  　

  　

  「小春，危险……」

  「小春っ、危ない……っ」

  　

  「哇！」

  「わっ！」

  　

  　莉娅突然停下脚步，把我从正面撞飞，我一屁股摔在了地上。

  　急に立ち止まったリアに正面から突き飛ばされ、私は尻餅をついた。

  　我向前一看，那里站着一位长着黑色翅膀的女性。不，不只是女性。被恶魔感染的人们已经包围了我们。

  　前を見ると、そこには黒い羽を生やした女性が立っていた。いや、女性だけではない。デビルから感染した人々が数十人、既に私たちを包囲していた。

  　

  　然后现在，我眼前的恶魔单手抓住莉娅的脖子，就这样把她举了起来。

  　そして今、私の目の前にいる悪魔がリアの首を片手で掴み、そのまま持ち上げた。

  　

  「呜咕……」

  「うぐっ……」

  　

  「莉娅！」

  「リアちゃん！」

  　

  　我站起身来，想要冲到脖子被掐住，发出痛苦声音的莉娅身边，但不知何时，其他恶魔已经出现在了我的身后。

  　首の根元を絞められながら苦しげな声をあげるリアのもとへ駆け寄ろうと立ち上がると、いつの間にか他の悪魔が背後にいた。

  　

  「！」

  「っ！」

  　

  　我注意到的时候已经晚了一步。我立刻被恶魔按住，身体落到了地上。

  　気がつくのが一瞬遅かったのだろう。私はすぐさま悪魔に押さえつけられ、体を地面に落とすことになった。

  　

  　我被按倒在地上，双手被按在身后，身体动弹不得。这下别说去救莉娅了，连我自己都保护不了。

  　うつ伏せの体勢で拘束されたまま両手を後ろに押さえられ、身動きが取れない。これではリアのもとへ行くどころか、自分の身すら守れない状態だ。

  　

  「这、这里……呜！」

  「こっ、こは……ぇぐっ」

  　

  　眼角浮出泪水的莉娅拿出手机，但立刻就被女性恶魔的手打飞了。据我所知，莉娅的手机应该是她的生命线，但最后手机还是空虚地掉在了地上。

  　眼尻に涙を浮かばせながらリアがスマホを取り出すが、すぐさま悪魔の女性に手で弾かれてしまう。聞いた話ではリアの生命線でもある筈のスマホは、虚しく地面に転がる結果になってしまった。

  　

  　由于失去了对抗敌人的最后希望，莉娅只能成为等待被掐死的存在。

  　敵に抗える最後の希望だったスマホを手放してしまったことで、リアはただ絞殺されるのを待つだけの存在へと成り果ててしまう。

  　

  　

  　恶魔们用丑恶的笑容，看着被按住动弹不得的我，以及因为缺氧而意识开始变得朦胧的莉娅。

  　拘束されて動けない私と酸欠で意識が朦朧とし始めているリアを、悪魔たちは醜悪な笑みで見つめている。

  　

  「去死，去死。」

  「シネ、シネ」

  　

  「bug，bug。」

  「バグ、バグ」

  　

  「去死，去死。」

  「キエロ、キエロ」

  　

  　恶魔们一边口吐简单的台词，一边逐渐缩短距离。

  　悪魔たちは口ぐちに簡素なセリフを吐き捨てながら、どんどん距離を詰めてくる。

  　然后，三只恶魔来到我的面前，其中两只一边把我按在地上，一边束缚住我的身体，另一只则跪在我的面前。

  　そして三人の悪魔が私の前に来ると、二人が私を起き上がらせながら拘束し、もう一人が私の目の前に膝をついた。

  　

  　接着，它用带着紫色光芒的右手抓住我的头，用梦呓般空洞的声音开始说话。

  　そして紫色の光を帯びている右手で私の頭を掴むと、うわ言の様に虚ろな声音で喋り始めた。

  　

  「痛苦挣扎吧。」

  「痛みに悶える」

  　

  「被剧痛折磨吧。」

  「激痛に苛まれる」

  　

  「在生命终结之前，痛苦地死去吧。」

  「命が潰えるそのときまで、苦しみながら死ね」

  　

  　复数人重复同一句话后，抓住我头部的右手的紫色光芒开始变得更加强烈。

  　複数人が同じ言葉を繰り返すと、頭を掴んでいる右手の紫色の光が更に強く発光し始めた。

  　

  　

  　——在那瞬间，我全身上下都感受到仿佛被极粗的针刺穿的剧痛。

  　──その瞬間、全身に極太の針が突き刺さったかのような激痛が走った。

  　

  「呜！？啊啊！呜啊啊啊啊！！」

  「っ゛っ゛！？　あぁ゛っ！　う゛ぁ゛アあぁァ゛！！」

  　

  「小春……！」

  「小春っ……！」

  　

  　没有出血，也没有外伤，但身体却持续感受到无法承受的痛苦。

  　血は出ていない、外傷もない、なのに体には耐えることなど到底不可能な苦しみが渦巻き続けている。

  　

  　仿佛被金属球棒全力殴打头部的冲击，仿佛铅笔被塞进耳道深处的感觉，仿佛被汤匙挖出眼珠的剧痛，仿佛内脏被搅拌机搅拌——无法想象的各种痛苦接连不断涌来，无法停止。

  　頭を思い切り金属バットで殴打されたかのような衝撃が、鼓膜の奥まで鉛筆を突っ込まれたかのような感覚が、目玉をスプーンで抉られるかのような激痛が、内臓をミキサーで掻き回されるような──想像しきれないほどのありとあらゆる苦痛が次々と押し寄せてきて止まらない。

  　

  「好痛！好痛好痛好痛好痛！！」

  「痛い！　痛い痛いいたいいたいィ゛！！」

  　

  　我无法阻止如瀑布般涌出的汗水和泪水，只能一边流着口水一边大叫。我无法理解自己到底被做了什么，只能像个撒泼的小孩一样，难堪地叫唤着。

  　滝のように流れ出る汗や涙を止められないまま、涎を撒き散らして叫ぶ。一体何をされているのかも理解できないまま、子供の駄々のように情けなく喚くことしかできない。

  　

  　远古时代的拷问，如今却让我感受到如同儿戏般的剧痛，侵蚀着我的全身，大脑的思考回路被接连破坏。如果换算成现实中的时间，只要再持续十秒，我就会轻易地变成废人吧。

  　大昔の拷問など子供の遊びに感じる程の激痛に全身を蝕まれ、脳の思考回路が次々と破壊されてしまう。現実的な時間で換算するとすれば、この状態をあと十秒続けられれば私はいとも容易く廃人へと成り果てるだろう。

  　

  「住手……呜呃，咳……」

  「やめっ、ろ……うぐぇっ、カヒッ……」

  　

  　朝我伸出小手的莉亚，也已经处于即将失去意识的状态。她嘴角边流着分不清是口水还是呕吐物的液体，但还是努力地朝我伸出手。

  　小さな手を此方に伸ばすリアも、最早意識が途切れる寸前の状態で。涎なのか吐瀉物なのか見分けがつかない液体を口の端から零しながら、それでもなお彼女は私の方へ手を伸ばす。

  　

  　我们之间相隔数米，就算她把手伸过来，也不可能够得着。明明她自己也正面临死亡，但莉亚现在还是在担心我的安危。

  　お互い数メートル離れていて、手を伸ばしたところで届くはずなど無いのに。自分自身も死に直面している筈なのに、それでもリアは今でも私の身を案じている。

  　

  　

  　为什么，我为什么非得遭受这样的对待不可。

  　なんで、どうしてこんな目に合わなくちゃいけない。

  　

  　不只是我，连我敬爱的恩人也被卷进来，我到底被做了什么。

  　自分だけじゃなく、敬愛する恩人すらも巻き込んで、私は何をされている。

  　

  　

  「去死，去死，去死。」

  「しね、シネ、死ね」

  　

  「错误，异物，不必要的存在。」

  「バグ、異物、不必要な存在」

  　

  「生存是错误的，死亡才是正确答案。」

  「生存は間違いだ、お前は死ぬことが正解なのだ」

  　

  　

  　闭嘴，少在那自说自话。

  　黙れ、勝手なことを言うな。

  　吵死了，吵死了。

  　うるさい、うるさい。

  　为什么我非得被你们这样的人说成这样不可。

  　どうしてお前らなんかにそんな事を言われなくちゃいけないんだ。

  　

  「咳……啊……呜……」

  「こ、は……ぁ……ぐっ」

  　

  「呜啊！住手！放开我！放开那个人！！」

  「うあぁ゛！　やめろ！　離せ！　その人から離れろ！！」

  　

  　不要碰他，不要折磨我的恩人。不要折磨无数次拯救了我的英雄——

  　触れるな、私の恩人を苦しめるな。何度も私を救ってくれた英雄を──

  　

  　

  「放开，放开他——」

  「離せ、はなせ───」

  　

  　

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　…………

  　…………

  　

  　………………

  　………………

  　

  　

  　

  「……？」

  「……っ？」

  　

  　不知不觉间，我站在一个陌生的地方。

  　いつの間にか、知らない場所に立っていた。

  　

  　恶魔和莉亚都不见了。在建筑物崩塌，天空被乌云笼罩的荒废城市中，只有我一个人孤零零地站着。

  　悪魔も、リアもいない。建物が崩れ空が暗雲に包まれている荒廃した街の中で、私だけが一人佇んでいた。

  　

  「——啊。」

  「──あっ」

  　

  　不对，不是只有我一个人。

  　違う、私だけではない。

  　在前方数步之遥的瓦砾堆上，站着另一个人。

  　もう一人、数歩先にある瓦礫の山の上に、誰かが立っている。

  　

  　虽然因为戴着兜帽而看不见脸，但既然没有黑色的翅膀，就表示那个人是人类。

  　フードで顔が見えないが、黒い羽が見当たらないということは、あの人物は人間だ。

  　

  「……」

  「……」

  　

  　我想问她是谁。

  　誰だ、と、そう聞こうと思った。

  　但是我在开口前停了下来，只是默默地抬头看着那个人……看着她。

  　しかし口を開く直前で踏みとどまり、ただ黙ってその人物を……彼女を見上げた。

  　

  　那个人转向一言不发的我，慢慢地将兜帽往后拉。

  　何も言わない私の方を向いたその人は、ゆっくりとフードを後ろに倒した。

  　

  　

  　然后我看见了——和我一模一样的脸。

  　そうして見えてきたのは──私と瓜二つの、顔。

  　

  　

  　看到这张脸，我意外地没有感到惊讶。不知为何，我从一开始就知道她的存在。

  　それを見て、意外にも驚きはしなかった。何故か最初から、彼女の存在を知っていた気がしたから。

  　我内心深处，一直能感受到她的存在。

  　心の何処かで、ずっと彼女の存在を感じていた。

  　

  「我选择了。」

  「私は選んだ」

  　

  　站在瓦砾堆上的我，如此说道。

  　瓦礫の上にいる私は、そう告げた。

  　她的右手释放出肉眼可见的「电流」，笔直地注视着我。

  　右手に目に見えるほどの『電流』を走らせながら、真っ直ぐ私を見つめている。

  　

  「我反抗了世界。」

  「世界に、抗った」

  　

  　她的声音中没有感情。和莉亚的声音完全不同，我理解到，那是真正失去喜怒哀乐的人类声音。

  　彼女の声に、感情の色は無い。リアのものとは全く違う、真に喜怒哀楽を失った人間の声音なのだと、そう理解できてしまう。

  　

  「在那之后的未来没有希望。我失去了世界、伙伴和家人，得到的只有自己还活着这个事实。」

  「その先の未来に希望は無かった。世界を、仲間を、家族をも失い、得たものは自身の生存という事実だけだった」

  　

  「……你后悔吗？」

  「……後悔は」

  　

  　我忍不住插嘴问道，她面无表情地立刻回答。

  　私がつい口を挟むと、彼女は無表情なまま即答した。

  　

  「不后悔。」

  「していない」

  　

  　说完这句话后，她从瓦砾堆上跳下来，降落在我的面前。

  　その言葉を告げると、彼女は瓦礫の山から飛び、私の目の前に降り立った。

  　她将缠绕着蓝白色电流的右手伸向前方，食指咚地一声，放在我的胸口中央。

  　青白い電流を纏った右手を前に突きだし、人差し指を私の胸の中央にトンと置いた。

  　

  「我不是为了别人而活，是为了生存而活。我拒绝了只是走向死亡的未来，渴望自由。所以我不后悔。」

  「誰かの為に生きたのではなく、生きる為に生きた。ただ死にゆくだけの未来を拒絶し、自由を望んだ。故に後悔はない」

  　

  「可是，我……」

  「でも、私は……」

  　

  「没错。你和我不一样。」

  「そうだ。お前は違う」

  　

  　从她的指尖，有某种东西流入我的体内。不可思议的是，我并不觉得厌恶。只是身体末端有点麻痹，胸口变得热热的。

  　彼女の指先から、私の中に何かが流れ込んでくる。不思議と嫌悪感はない。ただ体の末端が少し痺れて、胸が熱くなってくるだけだ。

  　这种感觉，仿佛填补了我心中一直空着的洞。就像从出生起就失去的、自己重要的一部分终于被找回的感觉。

  　その感覚は、ずっと空いていた心の穴を埋めてくれた気がした。生まれた時から無くしていた、自分自身の大切な一部をようやく取り戻せたような、そんな感覚だった。

  　

  「你有想要守护的人吧？你不想看到对方因为自己的无力而哀叹，受到伤害。」

  「守りたい人がいるのだろう。自身の無力を嘆くほど、傷ついて欲しくない人間が」

  　

  「……我保护不了。就像你说的，我太无力了。」

  「……私じゃ守れない。貴方の言う通り、私は無力だから」

  　

  「不，你错了。」

  「いいや違う」

  　

  　她将放在胸前的手移开，声音中带着些许力量。她想告诉我，我刚才说错了。

  　私の胸に当てていた手を離し、彼女は声音に少しだけ力を込めた。私の言葉は間違っているのだと、そう言いたいのだろうか。

  　

  　哪里错了？我一无所有。现在也差点被恶魔们杀死，说不定已经死了。

  　何が違う。私は何も持っていない。現に悪魔たちには殺されかけている。もしかしたら、もう死んでいるかもしれない。

  　既然如此，我到底哪里错了？

  　だというのに、何が違うというんだ。

  　

  　

  「你……我们拥有力量。只是这个该死的世界，让我们忘记了这件事。」

  「お前には……私たちには力がある。このくそったれな世界が、それを忘れさせていただけだ」

  　

  「……我也能保护别人吗？」

  「……私にも、守れる？」

  　

  「没错。我们体内寄宿着闪电。只要顺从内心的霹雳，就能成为不输给任何人的小春。」

  「そうだ。私たちの中には稲妻が宿っている。心の霹靂に従うことで、誰にも負けない小春になれる」

  　

  　可以守护想要守护的人。

  　守りたい人を、守れる。

  　

  　

  　听到她这句话的瞬间，我心中有什么东西迸发了。枷锁解开，电流从心脏流向四肢末端。

  　彼女のその言葉を受け止めた瞬間、心の中で何かが弾けた。枷が外れ、心臓から四肢の末端にかけて電流が流れた。

  　鸡皮疙瘩的感觉传遍全身，回过神来，身体周围迸发出蓝白色的雷光。

  　鳥肌が立つ様な感覚が全身に走り、気がついた時には体の周囲に青白い雷光が迸っていた。

  　

  「我们不是为了被拯救而活，也不是为了死亡而生。」

  「救われるために生きてきたわけじゃない。死ぬ為に生まれてきたのではない」

  　

  「……是为了生存而生。」

  「……生きる為に、生まれてきたんだ」

  　

  　我接下她的话，瞬间，笼罩着城市的乌云中，响起爆炸般的雷鸣。

  　彼女の言葉を私が続けた瞬間、街を包んでいた暗雲から爆発音のような雷鳴が轟いた。

  　我将右手高举过顶，十亿伏特的落雷从天而降，全部注入我的体内。

  　そして私が右手を上にかざすと、天より十億ボルトの落雷が舞い降り、その全てがこの身に宿った。

  　

  　

  「去吧。如果保护重要的人就是你生存的理由，那就保护她到最后。绝对不要输。」

  「行け。大切な者を守ることがお前の生きる理由なら、最後まで守り抜け。そして絶対に負けるな」

  　

  「当然……而且，我找不到输的理由。」

  「もちろん。……それに、負ける理由が見当たらないしね」

  　

  　

  『没错，海夜小春是——』

  『そうだ、海夜小春は──』

  　

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　…………

  　…………

  　

  　………………

  　………………

  　

  　

  　

  「我是最强的。」

  「私は、最強だから」

  　

  　

  　当我回过神来，周围的恶魔们已经倒下。触电的恶魔们全身痉挛，连一步都动弹不得。

  　気がついた時には、既に周囲の悪魔たちは倒れていた。感電した悪魔たちはビクビクと痙攣しており、もはやその場から一歩すら動くことも叶わない。

  　

  　接下来，就是折磨莉娅的那个恶魔了。

  　次は、リアを苦しめているあの悪魔だ。

  　

  「紫电，雷枪……」

  「紫電、雷槍……」

  　

  　我的右手发出紫色的电光，将其变成长枪般的细长形状。

  　右手に紫色の電光を発し、それを槍の様な細長い形へと変形させる。

  　然后我举起长枪，朝着恶魔女全力投掷。

  　そしてその槍を構え、悪魔女に向かって全力で投擲した。

  　

  「接招吧！！」

  「喰らえェっ！！」

  　

  　我大喊着扔出的雷枪，漂亮地刺入恶魔的后背。电流从那里流入恶魔体内，使她麻痹，松开了莉娅的脖子。

  　叫びながら投げ飛ばした雷槍は見事悪魔の背中に突き刺さった。そこから更に電流を体内に流し込まれたことで悪魔は麻痺し、その手からリアの首を離す。

  　

  　那一瞬间，我以电光石火的速度移动到莉娅身边，牢牢地接住了她。这应该就是俗称的公主抱吧。

  　その瞬間、電光石火の速さでリアの傍まで移動し、彼女をしっかりとキャッチした。これは俗に言う、お姫様抱っこという形になるのだろうか。

  　

  「咳咳！咳咳！……小、小春？」

  「ぅげほっ！　ケホッけほ！　……こ、こはる？」

  　

  「已经没事了。」

  「もう大丈夫だよ」

  　

  　我暂时放下还没搞清楚状况的莉娅，为了让她安心，我笑着对她说。

  　状況が飲み込めていないリアを一旦降ろし、彼女を安心させるために笑顔で告げた。

  　

  　

  「待在我身后吧。」

  「私の後ろにいてね」

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  　我完全搞不清楚状况。真的莫名其妙，头都痛起来了。

  　まったく状況が理解できない。マジで意味分からなくて頭痛くなってきた。

  　呃，等一下哦。总之我先按照顺序把今天发生的事情列出来吧？

  　えっと、ちょっと待ってね。とりあえず今日起こった出来事を順番に並べていきますね？

  　

  　首先，今天是假日，所以我决定和小春还有海夜三个人一起外出吃饭。自从上次我在回家路上打倒怪人那天以来，小春就一直无精打采的，所以我打算去外面吃饭，顺便转换一下心情。

  　まず今日は休日ってことで、小春と海夜と一緒に三人で外食をすることにした。なんだかこの前俺が帰り道で怪人を倒したあの日以降、小春ちゃんの元気が無かったから、外食も兼ねて気分転換に遊び行こうとしてたんだ。

  　

  　然后在路上偶然遇到了田宫，于是就决定和他一起吃饭。大家有说有笑地在家庭餐厅悠闲地度过午餐时光。

  　そんで道中田宮と偶然会ったから、ついでに一緒に食べようって話になって。皆で談笑しながらファミレスでゆったりランチタイムだったわけなんだよな。

  　

  　接着，莉娅路线的最终头目突然出现。莫名其妙……不过库洛诺被我因为火大而扔出去的瓦砾石头砸中时，我倒是挺开心的。

  　そしたら急にリアルートのラスボスとかいうのが出てきた。意味分からん……。ムカついてぶん投げた瓦礫の石ころがクロノに命中したのは素直に嬉しかったけどね。

  　

  　总之因为打不赢，我听从海夜的指示逃跑了，但前方也有长着黑色翅膀的家伙在等着我们。正面交战当然不可能赢，而且手机还被弹飞，这下真的走投无路了。所以这次我真的做好了赴死的觉悟。不管怎么想，都没有能打破这个局面的方法。

  　とりあえず勝てないとのことなので海夜の指示に従って逃げてみたけど、その先でも黒い羽を生やした奴らに襲われた。当然正面から戦っても勝てるわけなくて、しかもスマホを弾かれたから本当に詰んでしまった。だから今回ばっかりは真剣に死を覚悟した。どう考えてもその状況を打開する方法なんて無かったから。

  　

  　

  　然后，那个，怎么说呢……天空突然变得很奇怪。

  　で、あの、その……急に空模様が怪しくなりましてね。

  　轰隆轰隆地打起了雷，一道巨大的落雷直接击中小春。看到那一幕的瞬间，我还以为自己的心脏要停了。

  　ゴロゴロぴかぴかーって雷が鳴り始めたと思ったら、デカい落雷が小春に直撃したんですよ。それ見た瞬間心臓止まるかと思ったわ。

  　

  　回过神来，我已经被小春公主抱了。她的表情莫名地凛然，被那样的帅哥说「待在我身后」，会回答「好、好的……」也是没办法的事。

  　そこからは、気がついたら俺は小春ちゃんにお姫様抱っこされてた。なんか妙に顔が凛々しくなってたし、あんなイケメンに「後ろに居てね」とか言われたら「ひゃ、ひゃい……」ってなるのもしょうがないと思う。

  　

  　之后，虽然不太清楚发生了什么事，但小春好像升级了，她发出青白色的电光，把那些恶魔都变回人类的模样。虽然她好像只是顺便做这件事，但那是什么招式啊？你什么时候变成魔法师了……

  　あとはよく分かんないけどパワーアップしたっぽいビリビリ小春ちゃんが無双して、青白い電光を発して悪魔の人達をしっかり人間の姿に戻してた。ついでみたいな感じでやってたけどあの芸当なに？　いつから魔法使いになったのきみ……。

  　

  　

  　最后小春和海夜发挥超强的默契，打倒了恶魔，这次的骚动也终于落幕。在稍远的地方看着的库洛诺吓得脸色发青，嘴巴还张得大大的，那副模样实在很搞笑。不过看到那两个强得不像话的家伙，也难怪她会吓成那样。

  　最終的には小春と海夜が超絶コンビネーションを発揮してデビルを倒して、今回の騒動は幕を閉じた。ちょっと離れた場所から見てたクロノが口空けて真っ青になってたのは流石に笑ったけど、確かにあのアホみたいな強さの二人を見たらビビるのも分かる。

  　

  　哎呀，说真的，到底发生了什么事啊……？

  　いや、ほんと、何が起きてるんですかね……？

  　

  　

  　

  　

 
  【穴兄妹】のトロフィーを獲得しました！

  获得了【穴兄妹】的称号!

  　

  　

  　海夜用冰冻能力困住魔鬼，小春使出全力，高声喊着『爆碎拳——！！』，用缠绕电流的拳头将最终头目打得粉碎。大约六小时后——

  　海夜が氷の能力でデビルを拘束して能力全開の小春が『爆砕パァァ──ンチッ！！』と高らかに叫びながら電流を纏った拳でラスボスを跡形もなく粉砕してから、約六時間後。

  　

  　太阳完全下山，夜幕低垂。我来到海夜家，和田宫与刚烈两人谈话。

  　陽がすっかり落ちて夜に切り替わるそんな頃、俺は海夜の家で田宮と剛烈の二人と話をしていた。

  　

  　库洛诺这次是来真的，因此我们加强了戒备。我认识的人，包括菲莉斯她们，暂时都住进海夜家。基本上禁止单独行动，尤其在战斗时，只会碍手碍脚的我和田宫，一定要待在强者身边……刚烈认为这样有点保护过度，但刚刚好。

  　今回クロノが本腰を入れてきたことで警戒を強めることにしたので、彼らやフィリス達といった俺の知り合いは全員、しばらくこの家で暮らすことになった。基本的に単独行動は禁止とし、特に戦闘ではお荷物になるしかない俺と田宮は必ず強い人の傍から離れてはいけない……と、少し過保護なくらいが丁度いいというのが剛烈の意見だ。

  　

  　在战斗方面，他的意见很有道理，甚至该说完全赞同。因此大家决定一起生活，而且很快便做出决定。之所以住在海夜家，是因为刚烈能张设的防御屏障，顶多只能覆盖这间房子。九个人一起生活，洛伊泽家的房子比较大，但能完全用屏障防御的只有这里，所以也没办法。

  　戦闘面に関しては一理あるどころか全力で肯定するレベルなので、皆での共同生活は意外と早く決まった。住まう場所が海夜家な理由は、剛烈が張れる防衛用のバリアの大きさがこの家を覆うサイズで精一杯だったからだ。九人が生活するので広さで言えばロイゼのお屋敷の方がよかったのだが、完全にバリアで防衛できる家はここしかないので仕方がない。

  　

  　

  　在海夜和小春带其他人回来之前，我们决定先交换情报。

  　とりあえず海夜と小春が他の皆を連れてくるまでに、俺たちは情報交換を済ませておくことにした。

  我坐在刚烈的大腿上，他和坐在面前喝着麦茶的田宫一起讨论。

  　俺を膝の上に座らせている剛烈と、目の前で麦茶を飲んでいる田宮と一緒に話を進めていく。

  　

  刚烈似乎知道一些外界的情报，我和田宫都仔细地听着他的声音。

  　何やら外の世界の情報があるらしく、俺と田宮は剛烈の声に耳を傾けていた。

  　

  「……就是这样，现在死亡游戏的营运者在外界也做着类似死亡游戏的事。」

  「……というわけで、今デスゲームの運営は外の世界でもデスゲーム紛いのことをやってるの」

  　

  「那些家伙也太会娱乐大众了吧……」

  「あいつらエンターテイナー過ぎるだろ……」

  　

  听完刚烈的说明，田宫深深叹了口气，用手扶着额头。我也跟他一样傻眼，所以想做出同样的动作，但刚烈紧紧抱着我，我的手根本动不了。放开我啦——

  　剛烈の説明を聞き終わった田宮は深い溜め息を吐き、額に手を当てた。俺も彼同様に呆れているので同じことがしたいのだが、剛烈にぎゅうっとされているので腕が動かせない、離してー。

  　

  「（挣扎）」

  「じたばた」

  　

  「莉亚，不要抵抗嘛——再让我抱一下。」

  「リアくん抵抗しちゃやだー。もうちょっと抱かせて」

  　

  「唔唔唔……」

  「むむむ……」

  　

  一脸凶恶的大叔用女孩子般的说话方式，实在让人冷静不下来。刚烈的外表看起来真的很像女性，但现在的状态是「长相凶恶的大叔让少女坐在大腿上紧紧抱着她」，这种事只有亲子才能做吧？请你对自己的虚拟人物外表多一点自觉。

  　強面のおっさんの姿で女の子っぽい喋り方されると落ち着かないんだよ。話を聞く限り剛烈は本当に女性っぽいけど、今のこの状態は『こわい顔のおっさんが少女を膝に乗せて抱きしめてる』とかいう、親子じゃないと許されないような事案だからね？　もうちょっと自分の使ってるアバターの姿自覚してください。

  　

  　

  ……回到正题。刚烈告诉我们的内容整理起来是这样的。

  　……話を戻そう。剛烈から聞いた話をまとめると、こうだ。

  　

  　看来人妖和刚烈隶属于某个特殊组织，参加这个死亡游戏也是调查的一环。他们抓到死亡游戏的工作人员，却无法获得情报，也无法锁定营运本部的场所，所以才故意从内部进行调查。

  　どうやらオカマと剛烈は特殊な組織に所属しているらしく、このデスゲームに参加したのも調査の一環だった。デスゲーム運営の手先を捕まえても情報は得られず、運営本部の場所が特定できないので、あえて内側から調査することにしたとか。

  　

  　作战计划是这样的：首先，人妖在这个世界设下各种各样的机关，然后以最快的速度通关，获得解放。接着再和留在内部的刚烈合作，查出营运本部的所在之处。

  　まずオカマがこの世界に様々な仕掛けを施したうえで、最速クリアをして解放される。そして内側に残った剛烈と連携を取りながら、運営本部を突き止めるという作戦だ。

  　虽然我不知道困难的地方在哪里，但他们的作战计划似乎进行得很顺利。真厉害。

  　難しいことは分からなかったのだが、なんやかんやあって彼らの作戦は上手くいったらしい。すごいっすね。

  　

  　然后，他们查出营运所在之处，准备攻坚——这时，事件发生了。

  　そして運営の場所を突き止めていざ突入──といったところで、事件が起きた。

  　

  　

  　营运本部似乎位于某个场所的地下，但营运方竟然将地下改造成充满即死陷阱的迷宫。因此，他们无法一口气抵达管制室，只能在外头踏步，一点一点地进行攻略。

  　運営の本部はとある場所の地下にあるらしいのだが、なんと運営はその地下を即死トラップだらけの迷宮に変えてしまったらしい。それのせいで一気に管制室までたどり着くことができず、足踏みしながら少しずつ攻略を進めているのが外の世界の現状だ。

  　

  　想阻止广播，就赌上性命攻略营运本部给我看……这是他们的挑战书。而且连攻略地下的情况都会即时转播，所以根本拿他们没辙。老实说，他们根本是笨蛋。

  　放送を止めたければ命がけで運営の本部を攻略して見せろ……という挑戦状である。しかも地下攻略の様子すらも生放送で配信しているのだから手に負えない。ハッキリ言ってあいつら馬鹿だ。　

  　

  　虽然他们好像设法夺回了我们的肉体所在的房间，但正如所料，我们的身体似乎被接上奇怪的机器。如果强行拆下那个装置，大脑就会损坏，而奇怪的装置也不会接受外部干涉。据说这是天才骇客集团再怎么努力也无能为力的系统，可以窥见营运方的高超技术能力。

  　なんとか俺たちの肉体がある部屋は取り戻せたらしいのだが、予想通り俺たちの体は変な機械に接続されているらしかった。無理矢理その装置を外せば脳が壊れるし、変な装置は外部からの干渉を受けつけない。天才ハッカー集団が頑張っても手も足も出ないシステムとのことだ、運営の技術力の高さが窺い知れる。

  　

  　

  　也就是说，我们三人……不，包括库洛诺在内的四名玩家，现在仍身处死亡游戏的正中央。

  　つまり、未だ俺たち三人……いや、クロノを含めた四人のプレイヤーはデスゲームの真っ最中ということだ。

  　

  「既然只能好好通关才能出去，莉亚同学也很辛苦呢。目前点数还不够，如果不确实成为女主角的话，会很难达成吧？」

  「ちゃんとクリアするしかないってなると、リアくんも大変だねぇ。まだまだポイント足りないし、しっかりヒロインにならないと厳しいんでしょ？」

  　

  「……嗯。」

  「……うん」

  　

  「我和田宫同学明显都是随便选的，所以存了很多点数，但莉亚同学已经被营运方盯上了呢……」

  「私と田宮くんは明らかに適当な選択肢でポイントいっぱい貯まってるけど、リアくんは運営に目付けられちゃってるもんね……」

  　

  　说到这里，刚烈终于放开了我。然后她转向莉亚，面带笑容地握住我的手。

  　そこまで言いかけると、剛烈はようやく俺を解放した。そして彼女に向き直ると、剛烈は笑顔で俺の手を握った。

  　

  「不过你放心吧！我绝对不会先通关的！」

  「でも安心して！　絶対先にクリアしたりはしないから！」

  　

  「嗯，我们不可能丢下你一个人回去的。」

  「おう、お前だけ置いて帰る訳にはいかないからな」

  　

  「你、你们两个……」

  「ふ、二人とも……」

  　

  　可恶，我有点想哭了。她们两个只要有心，明明可以马上通关，却特地为了我留下来……呜呜，好高兴！友情！我们是死亡游戏的伙伴！

  　ちくしょう、ちょっと泣きそうになったぜ。二人ともクリアしようと思えば直ぐにでもできるのに、わざわざ俺の為に残ってくれるなんて……うぅ、嬉しい！　友情！　俺たちデスゲーム仲間！

  　

  　

  　……啊，对了。

  　……って、そういえば。

  　

  「讲这种话没问题吗？官方也看着我们耶。」

  「こんなこと、話してていいの？　私たちの事、運営も見てるのに」

  　

  「应该没关系吧。就算发现基地也不会逃跑，还继续播放，就表示他们也对我们最后的下场感兴趣。更重要的是，他们似乎想回应视频网站观众们的期待。」

  「そこは大丈夫じゃないかな。アジトが特定されても逃げずに放送を続けてるってことは、それだけ私たちの結末にも興味があるってことだと思う。何より動画サイトの視聴者たちの期待に応えようとしてるみたいだし」

  　

  「你的意思是，事到如今他们也不会做出对我们不利，泼冷水的行为吗？」

  「今更俺たちをどうこうして水を差すような真似はしない、ってことか？」

  　

  「可能会制造强大的敌人来妨碍通关之类的。大概是因为……这样比较有趣吧。」

  「強力な敵を作ってクリアの妨害をするとか、そういうことはしてくるかも。多分……その方が面白いから」

  　

  　刚烈带着苦笑说完后，我和田宫再度叹了口气。

  　剛烈が若干苦笑いしながら言うと、俺と田宮も再び溜め息を吐いた。

  　

  　该说是官方的骨气还是信念呢？总之他们似乎想让我们直到最后都担任节目的主角。可以的话，我真希望他们能把这股热情活用于其他更健全的方面。

  　運営の意地というか信念というか、とにかく俺たちのことは最後まで放送の主役のままでいさせたいらしい。出来ればその情熱をもっと健全で別の方向に生かしてほしかったとつくづく思う。

  　

  「结果我们接下来该怎么办？」

  「結局、これからどうすればいいの」

  　

  「我们无法期待外界的救援，只能先努力存点数了。目前的目标就是逮捕妨碍我们的库洛诺吧。」

  「仮想世界からの離脱については外部からの助けが期待できそうにないし、とりあえず頑張ってポイントを貯めるしかないね。当面の目標としては、まずそれを邪魔してくるクロノの捕縛かな」

  　

  　刚烈得出结论时，玄关传来声响。

  　剛烈が結論を導き出した辺りで、玄関から物音がした。

  　虽然屏障的感应器一侦测到入侵者就会发出警报，但既然门没反应就表示是自己人回来了。

  　バリアのセンサーに引っかかると警報が鳴る仕組みになっているのだが、それが反応せずにドアが開いたという事は、身内の誰かが帰ってきたという事だ。

  　

  　我们等了一会儿后，有三个人走进了客厅。是海夜、雷诺拉与高月。

  　そのまま待っていると、俺たちがいる居間に三人の人物が入ってきた。海夜とレイノーラ、それから高月だ。

  　

  「啊啊，太好了，大家真的都没事……」

  「あぁ、よかった、本当に皆さん無事だったのですね……」

  　

  　高月见到我们悠哉地聊天后，似乎松了口气，抚着胸口。他那对巨乳也跟着晃了晃。那对西瓜是怎样……

  　俺たちが呑気に会話をしている姿を見て気が緩んだのか、高月はホッと胸を撫で下ろした。ついでに大きなおっぱいも揺れた。なんだあのスイカは……。

  　

  「莉亚小姐、田宫先生……呃，这位是……」

  「リアさんに、田宮さん……えぇっと、そちらのお方は……」

  　

  「我叫刚烈。虽然长得凶，但不是敌人，你放心吧～」

  「剛烈っていいます。ゴツイ顔してるけど敵じゃないから安心してね～」

  　

  　由于我想强调「虽然长得凶，但他是自己人」，所以也连连点头附和。刚烈拥有各种情报，而且单纯在战斗层面也很可靠，所以我想让大家认识他。

  　強面だけど味方、ということを強調しておきたいので、彼女を肯定するように俺も何回か頷いておいた。様々な情報を持っている他、単純に戦闘面でも頼りになるので剛烈の事は皆にも知っておいてもらいたい。

  　

  我们各自打完招呼后，不久后，带着阳菜与藤堂的小春也平安归来了。就我所见，她身上没有战斗后的痕迹，小春与海夜在途中似乎也没有受到库洛诺的阻挠，令我松了一口气。

  　各々挨拶を終えると、程なくして陽菜と藤堂を連れた小春も無事に帰ってきた。見た限り戦闘後の痕跡もないし、小春も海夜も道中クロノに邪魔をされることは無かったようで安心した。

  　

  　

  由于今天是共同生活第一天，为了增进感情，我们预计今天要一起吃火锅。海夜与高月大手笔地买了很多食材回来，小春与刚烈也确实地做好了家里的防卫准备，因此似乎不需要担心各种问题。

  　共同生活初日ということもあって、親睦を深める為に今日はみんなで鍋をつつく予定だ。材料は海夜と高月が奮発して沢山買って来てくれたし、家の防衛準備も小春と剛烈がしっかりやってくれているので諸々の心配は無用らしい。

  　

  最近……应该说，一直发生大事，今天就悠哉地大吃一顿吧——

  　最近……というかずっと大変なことが続いてたし、今日はのんびりしながら沢山食べるぞー。

  　

  　

  　

  　

  ★　　★　　★　　★　　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  夜深人静，当大家各自在寝室中休息时，我也在小春的房间中放松休息。我坐在床上，让小春枕着我的大腿，帮她挖耳朵。

  　夜が更けて皆がそれぞれ寝室で休み始めた頃、俺も小春の部屋でまったり寛いでいた。ベッドに座って小春に膝枕をしながら耳かきをしている。

  我起初相当讶异小春拥有特殊能力，但比起这件事，我更在意那能力的缺点。

  　まず小春に特殊能力があることにはかなり驚いたのだが、今はそれよりあの能力のデメリットが気になっている。

  　

  就我所见，那能力似乎没有需要付出的庞大代价，但小春自己的体力消耗会很剧烈。她在晚餐时虽然表现得很有精神，但回到房间后就一直摇摇晃晃的。

  　見た限りとてつもない代償なんかは無いように見えるが、単純に小春自身の体力の消耗が激しいのは確実だ。夕食のときは元気そうに振舞っていたものの、部屋に戻ってからはずっとフラフラしている。

  　

  为了让小春休息，我让她枕在我的大腿上，还说「你可以直接睡着没关系」，但她似乎没有被强烈的困意侵袭，而是反复着打瞌睡又醒来……的循环。

  　休ませるために膝枕をして「このまま寝てもいいよ」とは言っているのだが、どうやら強烈な眠気に襲われているわけではないらしく、ウトウトしては目を覚まして……といったことを繰り返している。

  　

  既然她还睡不着，就先用掏耳朵来治愈她吧。在我的技术面前，不管有几个人都不可能醒着。

  　まだ眠れないのならば、とりあえず耳かきで癒してあげよう。俺のテクニックの前では何人たりとも起きていることは不可能なのだよ。

  　

  「怎么样？」

  「どう？」

  　

  「……好舒服啊，莉娅太厉害了……」

  「……気持ちいいなぁ、リアちゃん上手すぎ……」

  　

  「小春有点努力过头了。我会像这样照顾你到睡着为止，所以别勉强自己，好好睡吧。」

  「小春はちょっと、頑張りすぎ。眠れるまでこうしててあげるから、無理せず寝ちゃってね」

  　

  我用掏耳棒轻轻抚弄着耳朵内侧，同时为了让她睡着，特意用耳语般的声音向她搭话。

  　こしょこしょっと耳かき棒で耳の内側を撫でたりしながら、小春が眠れるように敢えて囁くように小声で声を掛ける。

  　

  不管怎么想，今天的MVP都是小春，如果可以的话，我很想好好夸奖她、宠溺她。但她刚刚才过度使用身体，所以今天我真心希望她能早点睡着休息。无论何时，都严禁勉强自己哦。

  　どう考えても今日のMVPは小春なのだし、出来る事なら沢山褒めたり甘やかしてやりたいところだ。しかし彼女は体を酷使した後なので、今日のところは早く眠って休んで欲しいのが本音である。いつ如何なる時も無理は禁物なのだぞ。

  　

  「好乖，好乖。」

  「よし、よし」

  　

  「嗯啊……」

  「んぁ……」

  　

  因为掏耳朵差不多结束了，我决定在她睡着前摸摸她的头。这是小时候母亲对我做过的方法，所以应该没错。」

  　耳かきをあらかた終えたので、眠れるまで頭を撫でることにした。幼い頃母親にやってもらった方法なので多分これで合ってるはずだ。

  　

  「你今天太努力了，所以睡到明天中午吧。」

  「今日は頑張り過ぎちゃったから、明日のお昼まで寝ちゃおう」

  　

  「……嗯——」

  「……んー」

  　

  我轻声细语摸着她的头，过了十分钟左右，小春的声音越来越小。看来再这样下去，她很快就会进入梦乡。

  　十分ほど囁きながら頭を撫でていると、次第に小春の声が小さくなってきた。これはこのまま続けていればそのうち夢の中かもしれない。

  　

  嗯，看来我靠着弟弟和阳菜累积的经验值，已经晋升到哄小孩入睡的专家了。这么一来，我很快就能在莲斗欲火焚身前让他睡着，这并非痴人说梦。只要那家伙对自己的性欲有所自觉，原本的欲火就会跟着减少，今后我就以哄小孩入睡大师为目标，先拿阳菜和小春练习吧。

  　ふむ、弟や陽菜で経験値を積んだ俺はどうやら寝かしつけのプロにランクアップしていたらしい。これならその内蓮斗がムラムラする前に眠らせてしまうのも夢ではない。あいつが自分の性欲を自覚しなければその分本来のムラムラも減少するので、今後は寝かしつけマスターを目指して陽菜や小春で練習しておこう。

  　

  「好乖……好乖……」

  「よし……よし……」

  　

  「……」

  「……」

  　

  她似乎渐渐发不出声音，看来已经睡着了。话说回来，小春的头发好柔顺，摸起来很舒服，让人心情平静。

  　段々声も出なくなってきたみたいだし、もう寝ちゃったか。にしても小春、髪サラサラだ。撫で心地が良いし心が落ち着く。

  　

  「……呼……呼……」

  「……はぁ……ふぅ……」

  　

  她已经开始发出鼻息声，看来没花多少时间，让我松了口气。

  　もう寝息を立て始めた。案外時間がかからなかったようで安心した。

  话说回来，原来小春是用嘴巴呼吸睡觉的类型啊。要是弄坏喉咙就不好了，下次买个睡觉用的口罩给她吧。

  　というか小春って口で息して眠るタイプなのか。喉を壊すといけないし今度就寝用のマスクでも買って来てあげよう。

  　

  　

  ……我也有点困了。等小春睡着后，我也去床上躺一下吧。

  　……俺もちょっと眠いな。小春がしっかり寝たら俺もベッドで横になるか。

  不对，小春很累了，要是我的睡相害她醒来就不好了。还是去客厅的沙发睡比较好。

  　いや、でも小春は疲れてるんだし、俺の寝相とかで起こしたら悪いな。リビングのソファで寝た方がいいかもしれない。

  　

  「……呼、呼。」

  「……はぁ、はぁ」

  　

  「嗯……小、小春？」

  「ん……こ、小春？」

  　

  总觉得她的呼吸声听起来很急促。

  　なんだか彼女の息が荒いように聞こえる。

  我焦急地确认小春的脸，发现她的脸不知何时已经红了。我担心地伸手摸她的额头，发现她的额头烫到一摸就知道。

  　焦って小春の顔を確認してみると、いつの間にか頬を赤く染めていた。心配になって彼女の額に手を当ててみると、すぐに分かる程熱くなっていることに気がついた。

  　

  「呼、呼……嗯呜呜。」

  「はぁ、ふぅ……んうぅ」

  　

  「你、你还好吗？要我拿水来吗？」

  「だ、大丈夫？　お水持ってくる？」

  　

  她摇头回应我的话，但她的样子明显不对劲。

  　俺の言葉に対して首を横に振る彼女だったが、明らかに様子がおかしい。

  　

  ——这是能力的缺点吗？虽然我猜不出她有什么症状，但总之她确实像感冒时一样体温上升了。

  　──これは、能力のデメリットか。どういう症状なのかは見当もつかないが、とにかく風邪の時のように体温が上がってしまっているのは確実だ。

  小春在救了我之后，也四处奔走将周围的恶魔变回人类，结束之后又马不停蹄地介入海夜和魔鬼的战斗。不管怎么想，她今天一天就过度使用了能力。

  　小春は俺を助けた後も周囲の悪魔たちを人間に戻しながら走り回っていたし、それが終わった後は休む事なくそのまま海夜とデビルの戦闘に割って入っていった。どう考えても今日一日だけで能力を酷使し過ぎている。

  　

  我以前曾听雷诺拉说过能力者过度使用特殊能力会怎么样，她的状况似乎会陷入长时间剧烈喘气的状态。

  　能力者が特殊能力を使用しすぎるとどうなるのか、以前レイノーラから聞いたことがあるのだが、彼女の場合は長時間激しい息切れをする状態に陥ってしまうらしい。

  恐怕每个能力者过度使用后的负担都不一样，但雷诺拉和小春的共通点是体力剧烈消耗，所以大部分的能力者或许都会变成过度疲惫的状态。

  　恐らく能力者ごとに過剰使用後の負荷は異なるのだろうが、レイノーラと小春は体力の激しい消耗という共通点が挙げられるので、大抵の能力者は症状の第一段階として過度の疲弊状態になってしまうのかもしれない。

  　

  总之，现在就先做自己能做的事吧。附近的药局应该都关门了，我得去便利商店买退烧贴片和运动饮料回来。

  　とりあえず、今は出来る事をやろう。近所の薬局は閉まってるだろうから、コンビニに行って熱さましのシートとかスポーツドリンクやらを買ってこなければ。

  　

  「小春，抱歉，我去买点东西，你等我一下。」

  「小春、ちょっとごめんね。いろいろ買ってくるから、少しの間待ってて」

  　

  「不……不要，你别走……」

  「や……いや、いかないで……」

  　

  「我马上就回来了，高月和藤堂应该都还醒着，我会和他们一起去，所以你不用担心——」

  「ほんとにすぐ戻ってくるから。高月か藤堂はまだ起きてるだろうし、一緒に行くから私の心配も──」

  　

  　

  我试图让她安心，正当我话说到一半时——小春忽然坐了起来。

  　彼女を安堵させようとしてそこまで言いかけた瞬間──突然小春が体を起こした。

  　

  　

  「小、小春，你不能勉强自己。」

  「こ、小春、無理しちゃ駄目だって」

  　

  「不要、不要……！」

  「やだ、やだ……！」

  　

  小春眼神空洞地不断拒绝，这怎么看都不正常。

  　なにやら虚ろな目で拒否し続ける小春。これはどう見ても普通の状態じゃない。

  　

  正当我为这突如其来的事态感到焦急时，口袋中忽然传来震动。

  　そんな急な事態に焦っていると、不意にポケットの中から振動を感じた。

  这明显是来自官方的通知或任务，我现在没空管那些，虽然想无视，但若是强制选择，无视的话就会减少剩余命条。

  　これは明らかに運営からの通知かミッションの類だ。今はそれどころでは無いので無視したいところだが、強制選択の場合は無視をすると残機が減ってしまう。

  　

  「偏偏在这种时候……」

  「こんな時に……っ」

  　

  我厌烦地对不看时机的官方感到厌烦，拿出了手机。如果是任务的话，我想赶快完成，照顾小春。

  　タイミングを選ばない運営にうんざりしつつ、スマホを取り出した。ミッションならさっさと終わらせて小春の看病をしたい。

  我解除手上的手机锁定画面，按下通知按钮，打开内容。

  　手に持ったスマホのロック画面を解除し、通知ボタンを押して内容を開いた。

  　

  　

  【☆通知☆：根据观众问卷调查的结果，决定将莉亚的部分功能进行更新。】

  【☆お知らせ☆：かねてより実施していた視聴者様アンケートの結果、この度リアのプレイヤー様の機能を一部アップデートすることが決定致しました】

  　

  　

  我对更新这个字眼感到疑惑，卷动画面后，发现后续的字句被大大地写在画面上。

  　アップデートという文字に疑問を抱きながら画面をスクロールすると、文面の続きがでかでかと綴られていた。

  　

  　

  【对象是女孩子的话，各种行为都安全过关。请享受舒适愉快的死亡游戏人生。】

  【相手が女の子の場合はいろいろと全てセーフということになりました。快適なデスゲームライフをお過ごしください】

  

  　

  　

  ……对象是女孩子的话就安全过关，这是什么意思？

  　……相手が女の子ならセーフって、どういう意味だ。

  　

  这是在说什么？说明完全不够。还有「各种行为都安全过关」，日文也太奇怪了吧？简直像是急着写出来的文章——

  　これ、何の話をしてるんだ？　全然説明が足りてない。あと「いろいろと全てセーフ」って日本語おかしくないか。まるで急いで走り書きした文面みたい──

  　

  　

  ——不、不对，等一下。虽然觉得不太可能……

  　──い、いや、ちょっと待って。まさかとは思うが……。

  　

  　

  【★紧急活动！★】

  【★緊急イベント！★】

  　

  　

  等等，突然搞什么？

  　ちょ、いきなり何だ？

  　

  　

  【接下来开始一分钟的点数接收！当观众追加的点数在时间内达到500点时，之后的两小时将追加发情的海夜小春的鸡●！】

  【これより1分間のポイント受付を開始します！　視聴者様が追加されたポイントが時間内に500ポイントに達した場合、発情した海夜小春に以降2時間のみおち●●んが追加されます！】

  　

  　

  不不不不不，等一下！？真的突然在说什么啊！？这家伙刚刚说了鸡●！？

  　いやいやいやいやちょっと待って！？　本当にいきなり何言ってんの！？　今コイツお●んち●って言った！？

  　

  　

  【每位玩家最多只能获得1点（1点等于一万日圆），请玩家注意。报名将在十秒后开始，请踊跃参加！】

  【ポイントはおひとり様1ポイントまでとさせて頂きます（1ポイントにつき一万円）ので、ご注意ください。受け付けは10秒後から開始されますので、ふるってご参加ください！】

  　

  　

  ……真、真的假的？主办单位那群笨蛋真的突然举办这种蠢活动吗？可以等我一下吗？

  　……ほ、本気か？　運営のバカ共は本気でいきなりこんなアホイベントを開催させやがったのか？　ちょっと待ってもらっていい？

  　

  小——那个，上面写着男性生殖器的名字呢。虽然搞不太懂，但总觉得加上小春的名字后，变成意义不明的文章了。

  　おち──あの、男性器の名前が記載されていましたね。なんかよく分かんないけど小春ちゃんにそれが付けられるとか意味不明な文面に出来上がってました。

  　

  　

  ——冷、冷静点。我要冷静，主办单位的失控也不是现在才开始的。为了不被他们迷惑，总之先让脑袋冷静下来。

  　──お、落ち着け。冷静になるんだ、運営の暴走なんて今に始まったことじゃない。奴らに惑わされない為にも、とにかく頭を平静にさせるんだ。

  深呼吸，深呼吸。呼、呼、嘻、嘻、呼……好！（一点都不好）

  　深呼吸だ、深呼吸。ふぅ、ふぅ、ひっひっ、ふぅー………よし！(よしではない）

  　

  首先，关于小春现在的状态，从这段说明文来看，应该是「发情」吧。那当然会脸红，呼吸也会变得急促。过来人有话说……吵死了！？（恼羞）

  　まず小春の今の状態についてだけど、この説明文を見る限り『発情』ってことになるのか。そりゃ顔も赤くなるし呼吸も荒くなるわ。経験者は語る、ってね。………うるせーよ！？(逆ギレ)

  　

  不行，完全无法冷静。情报量有点多，我好像陷入混乱了。总之，至少要先好好分析眼前的事。

  　いかん、全然冷静になれないぞ。ちょっと情報量が多すぎて混乱してるみたいだ。とにかく目の前のことだけでもしっかり分析しないと。

  　

  　

  每位观众可以使用一万圆购买点数，但只能使用一次。若是这样的条件，无论观众中有再怎么有钱的富豪，点数也不会无止尽地增加。

  　視聴者一人につき、一万円で買えるポイントを一回だけ応募できる。この条件なら、どんな富豪が視聴者の中にいたとしてもポイントがめったやたらに増えることはない。

  　

  首先，点数金额是一万圆这点应该就是难关。我不知道可以观看死亡游戏的网站观众都是些什么样的人，也不知道现在有多少人正在观看直播，但即使如此，能够突然在直播的随机事件中花一万圆的人应该极端地少吧。虽说达成目标人数是五百人，但能够立刻花一万圆的观众并不多，而且营运方也太贪心了。

  　まずポイントの金額が一万円ってとこが鬼門の筈だ。デスゲームが視聴できるサイトの視聴者たちがどんな奴らなのかは知らないし、今どれだけの数の人間が生放送を見ているのか、なんてのも見当はつかないが、それでも生放送のゲリライベントでいきなり一万円を課金できる人間は極端に少ないだろう。500人で達成できるとはいえ、一万円を即座に使える視聴者は多くないし運営は欲張り過ぎだ。

  　

  而且最重要的是，有一分钟的时间限制。假如是三十分钟的话，或许还可以在社群网站上扩散情报，借此聚集人数。

  　それに何といっても、一分という時間制限がある。これが仮に30分あったとすれば、SNSで情報を拡散するなりして人数を集めることもできたかもしれない。

  但是，给予的时间是一分钟。一分钟比想象中还要短，要在这么短的时间内募集到能够立刻花一万圆的志愿者，几乎是不可能的。

  　しかし、与えられたのは1分だ。1分って思っているよりかなり早いし、そんな短時間で一万円を直ぐに使える有志を募ることは不可能に近い。

  　

  也就是说，要达成这个活动的方法，就只有现在正在观看的观众们立刻花掉一万圆。

  　つまりこのイベントを完遂する方法は、今見ている視聴者たちが直ぐに一万円を溶かす他にない。

  不过就像我刚才说的，一分钟就能下定决心付一万日圆的人数有限。就算真的有人捐，顶多也就10～20点左右吧。

  　だが先程言った通り一分で一万円を払う踏ん切りが付けられる人間の数なんてたかが知れてる。集まったとしても10～20ポイントがせいぜいの筈だ。

  　

  　

  结论就是，这场活动不会达成，小春也不会长出两小时限定的小鸡鸡。虽说她的身份已经曝光，但对我而言她几乎是个女孩子，所以她根本不会袭击同性吧。就算她失控到死亡游戏第二天夜晚的海夜那种程度，我想她也不会对同性兴奋。

  　結論、このイベントは完遂されないので小春に2時間限定のおち●ち●が生えることもない。中身がバレているとはいえ彼女からすれば俺はほぼ女の子なので、そもそも同じ性別の相手を襲うこともないだろう。それこそデスゲーム二日目の夜の海夜レベルまで暴走していたとしても、同性に興奮したりはしないと思う。

  　

  ……呵、呵呵呵，我怎么了，怎么这么清醒。

  　……ふ、ふふふ、どうした俺、妙に冴えてるじゃないか。

  哎，冷静下来后大致上就是这么回事。我也已经习惯官方的蠢行了，要是以为我会因为这点事就乱了阵脚，那可就大错特错了！

  　ま、冷静になればざっとこんなもんだぜ。運営のバカにも慣れてきたし、こんなことで俺が取り乱すと思ったら大間違いだからな！　

  　

  活该啦，官方，就是因为你贪心要500点才会失败啦！

  　ざまぁみろ運営め、500なんて欲張るから失敗するんだよ！

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  【统计结果：9417点】

  【集計結果：9417ポイント】

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  嗯？

  　ん？

  　

  　

  　

  　

  　

  【感谢各位的参与！由于点数大幅超过既定数值，小鸡鸡的出现时间延长为6小时！请继续享受直播！】

  【ご参加ありがとうございました！　ポイントが既定の数値を大幅に上回りましたので、おちんちんの発現時間が6時間に延長されました！　引き続き生放送をお楽しみください！】

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  ——等、等、等一下。

  　──ちょ、ちょ、ちょっと待って。

  　

  报名的最低点数是500点吧。

  　応募の最低数は500だよね。

  　

  可以让我再看一次刚才显示的数字吗？

  　いま表示された数字もう一回見ていい？

  　

  　

  【统计结果：9417点】

  【集計結果：9417ポイント】

  　

  　

  嗯？？？？？？？？？？？？？？

  　ん？？？？？？？？？？？？？？

  　

  ……我什么时候视力差到连数字都看错了？没想到我居然会把三位数看成四位数，甚至把形状完全不同的数字搞混，看来我真的很累。

  　……俺っていつから数字見間違えるほど視力悪くなったんだろ。まさか三桁を四桁に見間違えるどころか、全然形が違う数字を勘違いする程疲れてるなんて思ってなかったぞ。

  　

  不过仔细想想，今天的确差点被杀，脖子还被紧紧勒住。难怪我会累成这样。大脑负荷过重，等小春睡着后我也得睡了——

  　まぁ思い返してみれば、今日は確かに殺されかけたからな。思い切り首をぐぐぐーって。それならここまで疲弊しててもおかしくはない。脳に過負荷が来たわけだし、小春を寝かしつけたら俺も寝ないと──

  　

  　

  「莉、莉亚！」

  「り、リアちゃんっ！」

  　

  「哇……！」

  「わっ……！」

  　

  正当我脑中列出一堆借口，全力否定早已心知肚明的事实，以逃避现实为名进行精神防卫时，小春抓住我的双肩，将我推倒在床上。

  　頭の中で言い訳を羅列することで既に分かりきっている事を全力否定して現実逃避という名の精神防衛をしている最中に、小春が俺の両肩を掴んでベッドの上に押し倒してきた。

  　

  「小、小春……？」

  「こ、小春……っ？」

  　

  「呼、呼……！对不起，对不起！」

  「はぁっ、はぁっ……！　ごめんね、ごめんね！」

  　

  小春双眼充血，呼吸急促。

  　目を血走らせながら荒い呼吸を繰り返す小春。

  她的眼神空洞，口中不断吐出忏悔的话语。

  　その瞳は虚ろで、ただ口から懺悔の言葉が次々と出てくる。

  　

  「我知道，我知道……！我偷看了莉亚的手机！我知道！自己的！状况！」

  「分かってるの、分かってる……！　リアちゃんのスマホ覗いてたから！　自分の！　状況ッ！　ちゃんと分かってるの！」

  　

  「那、那么……」

  「そ、それなら……」

  　

  「可是我做不到！莉、莉亚你……那个、那个……啊啊、啊啊！」

  「でも無理なの！　り、リアちゃんが……その、あのぉ……あぁぅ、あぁっ！」

  　

  小春欲言又止，接着整个人压在我身上。

  　何かを言いかけた小春はそれ以上言葉を続けず、押し倒した俺の上に覆いかぶさった。

  她呼吸急促，专心地闻着莉亚脖子和头发的气味。

  　そしてかなり激しい鼻息のまま、リアの体の首筋や髪の匂いを一心不乱に嗅ぎ始めている。

  　

  「呼呼！嘶……嗯哈♡好香哦……呜、呜呜、呜啊啊、莉亚妹妹！」

  「ふぅふぅ！　すぅぅぅ……んはァっ♡　いい匂いィ……う、うぅっ、うぁぁっ、リアちゃん！」

  　

  光是闻气味似乎无法满足小春，她用力抱紧我的身体，开始用脸颊磨蹭我的脸。

  　匂いを嗅ぐだけでは気が収まらなくなってしまったのか、小春は俺の体を強く抱きしめながらほっぺに頬ずりをし始めた。

  　

  「好可爱！好可爱哦！！莉亚妹妹好可爱……♡肚、肚子下面好烫，停不下来♡♡」

  「かわいいぃ！　かわいいよぉ！！　リアちゃんがかわいくて……ッ♡　お、お腹の下が熱くて止まらないのぉ♡♡」

  　

  「呜、呜呃……」

  「ぐ、ぐえ……」

  　

  被磨蹭的脸颊因为摩擦生热，感觉快要烫伤了，再加上小春抱得太用力，害我有点喘不过气。

  　頬ずりされてる頬は摩擦熱が発生して火傷しそうで、更に小春の抱きしめる力が強すぎるせいで若干息が苦しい。

  失控的她力气非常大，我根本不可能硬把她推开，顶多只能推她的肩膀做为抵抗。不过看样子，这么做似乎没什么意义。

  　暴走する彼女はとても力が強く、無理やり退かすことなど到底不可能で、俺は彼女の肩を押すくらいしか抵抗ができない。見る限り、それも無意味なようだが。

  　

  「小、小春，冷静一点……」

  「こ、こはる、落ち着いて……」

  　

  「不行♡不行♡来，亲亲，亲亲吧♡……啊、我、我忍不住了，要亲了，对不起♡」

  「無理♡　無理ィ♡　ねっ、キス、キスしよっ♡　……あ、が、我慢できない、むり、する、もうキスする、ごめんね♡」

  　

  「等、等一下——嗯唔！」

  「ちょ、ちょっとま──んむっ！」

  　

  下一秒，嘴唇传来一股温热的触感。她毫不犹豫，甚至没有半点迟疑，突然就吻了上来。

  　瞬間、唇に熱い感触が重なってきた。まるで何のためらいもなく、遠慮のえの字も感じられないほどいきなり唇を奪われてしまった。

  　

  「嗯啾♡哈唔，嗯啾噜噜……滋噜♡」

  「んちゅっ♡　はむっ、んじゅるる……れろぉ♡」

  　

  「唔咕，嗯，嗯——！嗯——！」（连、连舌头都伸进来了——喂，等等！？）

  「むぐっ、ん、んー！　んー！」（し、舌まで入れてきて──って、ちょっと待て！？）

  　

  不，不仅如此。由于她贪婪地吻着我，我们的身体贴得更紧，有个硬硬的东西顶着我的肚子。

  　いや、それだけではない。貪るようなキスをされたことでお互いの体が更に密着したことで、俺のお腹に硬い何かがグイグイと押し付けられている。

  　

  由于小春的脸贴着我，我无法往下看，但我立刻就猜到了那东西是什么。她穿的睡裤布料有点薄，而且我穿的睡裤和她的是同一种，所以「那个」的触感清楚地传了过来。

  　小春の顔が密着しているせいで下を見ることはできないが、その正体についてはすぐさま見当がついた。彼女が着ているパジャマのズボンは些か生地が薄く、更に言えば俺の着ているパジャマも彼女の物と同種類のため『ソレ』の感触がハッキリと此方まで伝わってきてしまう。

  　

  「嗯啾，啾噜噜噜……♡」

  「んぢゅっ、ぢゅるるるぅぅぅ……っ♡」

  　

  「……！嗯嗯……」

  「っ……！　んんっ……っ」

  　

  不仅如此。她反复舔着沾满粘液的舌头，缠绕在一起……在她反复这样的动作下，我的脑袋也逐渐发烫。

  　それどころではない。ねっとりと粘液が纏わりついた舌を何度も繰り返ししゃぶって絡ませて……そんな行動を繰り返される内に、段々と俺の頭までボーっと熱くなってきてしまった。

  　

  「啾啵♡嗯啾，啾噜噜……♡滋噜，嗯呼……啾啵♡嗯唔唔……♡」

  「ちゅぱっ♡　んちゅ、じゅるるぅ……♡　れろっ、んふぅ……じゅぱっ♡　んぅぅ…ッ♡」

  　

  「哈唔……唔唔，嗯啾噜……噗哈」

  「はむぅ……うぅっ、んじゅる……ぷはっ」

  　

  当小春终于消停，放开我的嘴唇时，我的脑袋已经被她搅得一团乱。

  　少しだけ気が収まった小春に唇を解放された時には、既に頭の中が掻き回された後で。

  　

  　

  　

  「……呜、呜啊……♡」

  「……ぅ、うあ………♡」

  　

  　

  　

  不只是我，连莉娅都被小春的性欲所吞噬，浑身瘫软无力。

  　もはや俺どころか中にいるリアまでもが小春の性欲の餌食にされてしまい、体の力が抜けてふにゃふにゃになってしまっていた。

  　

  「嘿嘿♡六小时，六小时♡时间还长得很呢♡♡」

  「えへへっ♡　六時間、六時間♡　いっぱい時間あるね♡♡」

  　

  「住、住手……呜啊——」

  「ゃ、やめ……うぁ───」

  　

  　

  　

  接下来整整六小时，我们都被小春当成玩具，直到失去记忆为止。

  　そこからきっちり六時間、記憶が飛ぶまで俺たちは小春のおもちゃにされ続けた。

  　

  　

  我是在隔天中午才想起这件事。虽然没有减少剩余条数，但小春还是跪在我面前道歉了一小时左右。

  　事を思い出すのは、翌日の昼になってからのことで。残機は減らなかったものの、一時間くらい小春に土下座された。

  　

  　

  　

  　

 
  無茶ぶりするけど一緒にがんばりましょ！(必死)

  虽然不可能但是一起加油吧!(拼命)

  　

  　

  　

  　几年前，地下社会掀起一股死亡游戏热潮。那并非单纯的互相残杀，也不是闹剧般的儿戏，而是赌上性命的认真游戏，至今仍拥有稳固的人气。

  　数年前に裏社会で一大ブームを巻き起こした、デスゲーム文化。ただの殺し合いでもなく、また茶番じみたお遊戯でもなく、命を賭けた本気のゲームであるソレは現在でもなお根強い人気を保っていた。

  　

  　为了根绝这种疯狂的闹剧，我所属的「反死亡游戏部队」便成立了……虽说是成立，其实只是部分有志之士自行召集有能的人才，与政府和警察无关的非官方组织。

  　そんな狂気の茶番を根絶するべく立ち上げられたのが、アタシの所属している『対デスゲーム部隊』だ。……立ち上げられたとはいっても、一部の有志が有能な人材を個人で招集し、政府や警察とは無関係の非公式に作られた組織だが。

  　

  　因此几乎没有团体提供支援，反死亡游戏部队——通称「德姆队」，靠着高尚的志向、个人的干劲，以及创始者的雄厚财力，勉强维持着活动。

  　故に支援してくれる団体など殆どなく、対デスゲーム部隊──通称『デム隊』は高尚な志と個々のやる気、それから創設者の莫大な資金力でなんとか活動できている。

  　

  　也就是说，德姆队几乎没有余力。因此这次的死亡游戏调查，也只由我与刚烈控制在最低限度的人数进行。

  　つまりデム隊にはほとんど余裕がない。そのため、今回のデスゲーム調査も自分と剛烈の最小限に抑えた人数で取り掛かることになった。

  　

  　

  　然而，这次的死亡游戏规模和状况都与以往不同，因此我一回来，德姆队便立刻投入所有队员处理这个事件。

  　しかしながら、今回のデスゲームは規模や状況が今までのソレとは訳が違ったため、アタシが帰還した後すぐさまデム隊は全隊員を投入してこの事件に取り掛かることになった。

  　

  　拥有超乎常理的技术的营运方、国内规模最大的死亡游戏网站，以及——以某个少年为契机，开始自我进化的电子空间。

  　超が付くほどの異常な技術を持っている運営の存在、国内最大規模といっても差し支えないほどのデスゲームサイト、そしてなにより──ある少年がきっかけで自己進化をし始めた電子空間。

  　

  　再加上无辜的高中生们，以及开发出那个空间的稀世天才发明家也参加了死亡游戏，为了保护他们，我们不得不认真起来。

  　加えて無辜の高校生たちや、その空間を開発した稀代の天才発明家までもがデスゲームに参加しているとなれば、彼らを保護するためにも本腰を入れざるを得なかった。

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　…………

  　…………

  　

  　………………

  　………………

  　

  　

  　时间回到现在。

  　時は現在に戻る。

  　

  「要上了！突击！！」

  「行くわよっ！　突入！！」

  　

  　我带着八人的武装部队，终于抵达管制室的门前。

  　８人の武装部隊を引き連れてやっとこさ辿り着いた管制室のドアの前にて。

  　确认所有人都准备就绪后，我踹破房门，一口气冲了进去。

  　全員が準備万端なこと確認し、ドアを蹴破って一気に突入した。

  　

  　

  　——通关游戏后，我醒来的地方是一座陌生的公园。这八成是为了防止营运方的所在地曝光而做的处置，不过只要接收事先设置好的虚拟世界的讯号，就能轻易找出营运方的所在地。

  　──アタシがゲームをクリアして目覚めたときにいた場所は見知らぬ公園だった。十中八九運営本部の場所を知られないための処置だったようだが、予め仕掛けを施しておいた仮想世界の信号を受け取り、本部の場所を突き止めることは容易だった。

  　

  　然而，事情能如此顺利，毫无疑问是多亏了那个扰乱剧情，让营运方的注意力从我身上转移的少年。

  　しかしこうして順調に事を運ぶことができたのは間違いなく、ストーリーを引っ掻き回してアタシから運営の関心を逸らしてくれたあの少年のおかげだ。

  　

  　他没有因为杀了我而将错就错地说『因为这是死亡游戏』，即使身处于死亡游戏这种极限状态，他依然没有失去良心。与其说是我得救了……不如说，我也被他拯救了。

  　アタシを殺したことに対して『デスゲームだから』などと言って開き直ることも一切なく、デスゲームという極限状態にあっても良心を欠片も失うことのなかった彼。助かった……というより、アタシも彼に救われている。

  　我一定要救出那个温柔的少年，以及刚烈和其他玩家。他是和我一起玩死亡游戏的伙伴，而且他相信了我。

  　一緒にデスゲームをプレイした仲間であり、そしてアタシを信じてくれた──優しいあの少年を、そして剛烈や他のプレイヤーたちをアタシは絶対に助けなければならない。

  　

  　

  「队长！所有人都绑起来了！」

  「隊長！　全員の拘束が完了しました！」

  　

  「嗯，辛苦了。」

  「ん、ご苦労様」

  　

  　如年轻队员所说，管制室里的几个营运方人员全都被绳子和手铐绑了起来。

  　年若い隊員の言った通り、管制室にいた数人の運営の人間は全て縄や手錠で縛り上げられていた。

  　我环视被绑起来的几个人，发现只有一个人依然从容不迫。那是个戴着眼镜的中年男性，恐怕是总负责人，或是负责指挥现场的人吧。

  　拘束されている数人を見て回ると、一人だけ未だに余裕気なメガネの中年の男性が目に入った。恐らくこいつは総責任者か、もしくはこの場で指揮を執っていた人間だろう。

  　

  「除了那个眼镜大叔以外，其他人全都带走。」

  「そこの眼鏡オヤジ以外は全員連行しちゃって頂戴」

  　

  「是！」

  「はっ！」

  　

  　队员们敬礼后，将其他人带走，几分钟后，管制室里只剩下我和大叔两个人。

  　敬礼した隊員達が他の人間たちを連行していき、ものの数分で管制室は私とオヤジの二人だけになった。

  　

  　

  　虽然想问的事情堆积如山，但我想先知道他为何如此从容。我逼近大叔，抓住他的领口，把他的脸拉近。

  　聞きたいことは山ほどあるが、まず彼の余裕の理由が知りたい。それを確認すべくオヤジに詰め寄り、胸ぐらを掴んで顔を引き寄せた。

  　

  「你还有什么没说的吗？」

  「あんた、まだ何か隠してるわけ？」

  　

  　我露出连自己都看得出来的凶恶表情，但大叔毫不介意地露出奸笑。

  　自分でも分かるぐらいの鬼の形相で迫ってみたものの、オヤジは意に介することもなくニヤついている。

  　我对此感到不爽，更加用力地揪起他的衣领，不久后他开口了。

  　それが気に食わなくて更に首の服を強く掴み上げると、ほどなくして彼は口を開けた。

  　

  「当然有啊！我可是留了一手呢！」

  「えぇ勿論ありますよ！　とっておきのがね！」

  　

  「是什么？」

  「それは何？」

  　

  　我强硬地逼问，但威吓似乎对这个男人不管用，他依然嘻皮笑脸的。

  　強く迫ってみるが、どうもこの男には威圧というものが通用しないらしい。相変わらずヘラヘラと笑ったままだ。

  　不过，他的眼神看起来不像在嘲笑我们，而是充满期待。举例来说——就像是刚买到新玩具的小孩一样。

  　しかし、どうもそれはアタシたちのことをあざ笑っているようには見えず、期待に満ちたようなキラキラした目に感じられる。例えるなら──新しい玩具を買って貰ったばかりの子供のような眼だ。

  　

  「我们已经不可能继续营运了，所以我准备了最后的高潮！」

  「これ以上私共が運営するのは不可能なので、最後の山場をご用意させていただきました！」

  　

  「最后的……高潮？」

  「最後の……山場？」

  　

  　

  「是的！我在虚拟世界投入了『玩家杀手』和『世界粉碎者』！只要那两具没有停止活动，直播就不会停止！」

  「はい！　仮想世界に『プレイヤーキラー』と『ワールドクラッシャー』を投入しました！　その二体が活動を終えない限り生放送は止まりません！」

  　

  　

  　大叔一脸开心地开朗说道。他的表情看起来像是「完成了一切」，比起愤怒，我心中更涌现类似傻眼的感情。

  　嬉々とした表情のまま明るく言い放って見せるオヤジ。その顔は「すべてをやり遂げた」ようにも見えて、アタシは怒りよりも呆れに似た感情が浮かび上がってきた。

  　

  　他不会做出中断直播这种扫兴的事，就算要结束，也得将最后高潮的来龙去脉完整播放，让直播告一段落——我从这个男人身上感受到类似强迫观念的信念。

  　放送中止などという興ざめなことはしないし、終わらせるとしても最後の山場の一部始終をお届けして放送に一区切りつけてからにしなければ──そんな強迫観念染みた信念をこの男からは感じる。

  　

  　……这个男人真的打算回应观众所有的期待。虽然不知道是什么驱使他做到这种地氮，但要是他将投注在娱乐上的热情用在其他地方，肯定会成为优秀的人才。

  　……本当にどこまでも視聴者の期待に応えようとする男だ。何が彼をそこまで駆り立てるのかは分からないが、そのエンターテイメントに賭ける情熱を別の方向に生かせればきっと逸材になっていたのではないだろうか。

  　

  「玩家们会击倒杀手和粉碎者吗？还是玩家会全灭呢？又或者是虚拟世界会被粉碎者破坏殆尽呢……！只有在达成上述条件时，直播才会结束！！」

  「プレイヤー達がキラーとクラッシャーを撃破するか、またはプレイヤーが全滅するか、もしくはクラッシャーによって仮想世界が破壊されるか……！　そのいずれかが達成された場合のみ生放送が終了します！！」

  　

  　他笑容满面地滔滔不绝……真是个胡闹的家伙。

  　満面の笑みでペラペラと……どこまでもふざけた野郎だな。

  　说什么『(≧∇≦) ｼﾞｼﾞｰ』啊，这家伙知道自己现在的状况吗？要是再胡闹下去，我就踹爆你的蛋蛋。

  　なーにが『(≧∇≦) ｼｭｳﾘｮｳｼﾏｽ!』だ。こいつ自分の状況分かってんのか？　あんまりふざけたこと抜かしてると金玉蹴り潰すぞ。

  　

  　……咳咳，我有点慌了。总之，将一切交给玩家，自己悠哉等待这种事，根本不在讨论范围内。我得尽我所能。

  　……コホン、少し取り乱した。とにかくプレイヤーの彼らに全てを任せてこっちはのんびり待つ、なんてことは論外だ。少しでもやれる事をやらなければ。

  　

  「啊，我先说哦。」

  「あっ、先に言っておきますね」

  　

  「……？」

  「……？」

  　

  「强制结束游戏，让玩家的意识登出回到肉体……这是不可能的。」

  「ゲームを強制的に終了させてプレイヤーの意識をログアウトさせて肉体に戻す……といったことは不可能です」

  　

  「！」

  「っ！」

  　

  　我正打算实行的事情被他一语道破，敲打键盘的手停了下来。我不由得转头看向大叔，他努力冷静地解说：

  　今まさに実行しようとしていたことを言い当てられ、キーボードを叩いていた手を止めてしまった。思わずオヤジの方へ振り返ると、彼は努めて冷静に解説をした。

  　

  「那个假想世界，现在也持续进行着远超过我们预想的自我进化。那已经足以确立为另一个世界的存在……简单来说，他们那个世界已经开始对现实造成影响，就算关掉中央装置的电源也无法终止。」

  「あの仮想世界は我々の予想を遥かに上回る自己進化を、今もなお続けています。それはもはや、もう一つの世界としての存在を確立できるほどの……簡単に言わせて頂きますと、現実に影響を与え始めた彼らの世界は中央装置の電源を落としたとしてもシャットダウンすることがないのです」

  　

  「……对现实造成影响？」

  「……現実に、影響？」

  　

  「也就是说，那个世界已经不是游戏了。如果继续自我进化下去，总有一天这个世界也会……呜，好不甘心，我还想继续转播啊……」

  「もはやあの世界はゲームではないという事です。このまま自己進化を続けていけばいずれこの世界にも……くぅ、悔しい、まだ放送を続けたかった……」

  　

  　单方面不断提供情报的大叔，表情在解说的过程中逐渐扭曲，最后甚至流下悔恨的泪水。

  　一方的に次々と情報量で殴ってきたオヤジは、話していくうちに表情が歪んでいった。それはもう、本当に悔しがるように涙を流している。

  　该怎么说呢，真是个表里如一的人。对自己的欲望太过诚实了。一想到如果这种家伙还在继续死亡游戏，就让我毛骨悚然。

  　なんというか、裏の無い人間だ。あまりにも自分の欲望に正直すぎる。こんな奴がデスゲームをまだ続けていたら、なんて考えただけでゾッとする。

  　

  　

  　……不，现在不是想这个的时候。

  　……いや、今はそれどころではない。

  　

  　自我进化后终于开始影响现实的假想空间，无法靠关掉电源来终止。这么一来，就很难靠外部力量来救出所有玩家了。

  　自己進化を続けてついに現実にまで影響を与え始めた仮想空間は、電源を落として終了させるということができない。そうなるとプレイヤーの皆を外部の手で救い出すことは難しいだろう。

  　而且，要是出现『Player Killer』或『世界破坏者』，就不可能悠哉地慢慢存点数来通关了。

  　それに『プレイヤーキラー』や『ワールドクラッシャー』なるものが現れたとなれば、悠長にポイントを貯めてゲームクリアをすることも不可能だ。

  　

  　那么，该怎么办才好？该怎么做才能解放所有玩家？

  　ならどうすればいい？　なにをすればプレイヤーの皆を解放できる？

  　

  　

  「……喂，那边的大叔。」

  「……ちょっと、そこのオヤジ」

  　

  「咦？什、什么事？」

  「ぇ、は、はい？」

  　

  「告诉我怎么让选项出现可以得到点数的选项。」

  「ポイントを獲得できる選択肢を出すやり方を教えなさい」

  　

  　我想到的方法，是随便丢个简单高分的任务，让他们迅速存到点数来通关。如果是依循游戏规则的这个方法，或许……

  　思いついたのは、適当にこなせる簡単な高得点のミッションを与えて、速攻でポイントを貯めてクリアさせるという方法だ。ゲームのルールに則ったこの方法ならあるいは……と考えている。

  　

  「我、我先说，现在那个世界已经成长了，没办法送简单的任务过去。而且如果是高分任务就更难了……」

  「さっ、先に言っておきますが、成長した今のあの世界に簡単なミッションを送ることはできません。しかもそれが高得点となれば尚更厳しい……」

  　

  「那告诉我，要怎么送高分任务过去？」

  「なら、高得点のミッションを送るにはどうすればいいのか教えて」

  　

  「……如果是条件严苛的任务，就有可能。例如——」

  「……条件が厳しいものなら、可能性はあります。例えば──」

  　

  　

  　虽然我并没有把这男人的话当真，但还是决定拿来当作参考。现在只剩下这个方法可以由我这边动手了。

  　この男の話を真に受けたわけではないが、いろいろ参考にさせてもらうことにした。もはやこちらから手を加えるにはこの方法しかない。

  　

  　赋予所有玩家的点数，绝对要达到能够通关的15点。

  　プレイヤー全員に付与するポイントは絶対にクリア状態にできる15ポイント。

  　赋予的任务是『击破Player Killer与世界破坏者』。因为要击破所有角色的顶点，也就是最强的敌人，所以这个条件也相当严苛。

  　与えるミッションは『プレイヤーキラーとワールドクラッシャーの撃破』だ。すべてのキャラクターの上に立つ最強の敵を撃破するのだから、これでもかなり厳しい条件である。

  　

  　但即使如此，因为条件不足而被假想空间弹开，所以我又增加了项目。

  　しかしそれでも条件が足りないと仮想空間に弾かれてしまったため、更に項目を増やすことにした。

  　

  　

  　所有玩家的生存——不够。

  　プレイヤー全員の生存──足りない。

  　

  　假想世界的开发者黑野博士改过自新——不够。

  　仮想世界の開発者である黒野博士の改心──足りない。

  　

  「啊啊，真是的！到底还缺了什么啊！」

  「あぁんもうっ！　あと何が足りないっていうのよぉン！」

  　

  「那、那个！」

  「あ、あの！」

  　

  　我因为假想世界迟迟不接受条件而火冒三丈，在屏幕前丢脸地大叫，被绑起来躺在我身后的老爹就出声了。

  　なかなか条件を受け入れない仮想世界に腹を立ててディスプレイの前で情けなく叫び声をあげると、縛られた状態でアタシの後ろに寝転がっていたオヤジが声をかけてきた。

  　

  「虽然我无法预测与高分相符的条件……但我知道一件事。」

  「高得点に相応しい条件は予想できませんが……一つだけ分かっていることがあります」

  　

  「是什么！？」

  「それは何！？」

  　

  「假想世界毫无疑问……非常喜欢美咲夜这名少年，艾莉儿・达古斯特莉亚这名少女——以及『莉娅』这个存在本身……！」

  「仮想世界は間違いなく……美咲 夜という少年、アイリール・ダグストリアという少女──ひいては『リア』という存在そのものを大変気に入っているという事実です……！」

  　

  「……嗯嗯？」

  「……んんっ？」

  　

  　我没能瞬间理解他的话，不禁按了按太阳穴。

  　彼の言葉を瞬時に理解することができず、ついこめかみを押さえた。

  　

  　虽然我完全无法理解老爹所说的「假想世界喜欢莉娅」这个事实，但至少我知道这个男人说的是事实。

  　オヤジの言う「仮想世界がリアを気に入っている」という事実が何ともよく理解できない状況なのだが、少なくともこの男が言っていることは事実だということは分かる。

  　

  　因为老爹的眼睛在「闪闪发光」。他大概是觉得赋予更困难的任务，会让直播更热闹吧。

  　なぜならオヤジの目が『キラキラ』しているからだ。恐らくさらに難しいミッションが与えられることで放送が盛り上がると考えているのだろう。

  　

  　但是，现在没有时间去考虑他的想法，反复试验了。既然确定老爹的话是事实，那我只要按照他说的去做就行了。

  　だが、今は彼の思惑云々を加味して試行錯誤する時間などない。オヤジの言葉が事実であると確信したのなら、それに沿った行動をするだけだ。

  　

  　

  　也就是说，只要在任务中加入更多「直接与莉娅有关」的内容，假想世界就会轻易地被攻陷。

  　つまりミッションに『直接的にリアを絡めた』内容を更にぶち込めば、仮想世界は簡単に堕ちるということ。

  　

  　

  「这样的话……」

  「それなら……」

  　

  　考虑到他们现在的状况，我思考着勉强可以执行的困难任务。

  　彼らの今の状況を考えたうえで、ギリギリ実行可能な範囲で難しいミッションを考える。

  　

  　

  　——犹豫了一分钟。我立刻把脑海中浮现的答案输入键盘，敲下了Enter键。

  　──逡巡すること、一分。脳内に浮かんだ答えをすぐさまキーボードに打ち込み、エンターを叩いた。

  　

  「这样如何！」

  「これでどうかしらンッ！」

  　

  　

  【已批准】

  【許諾されました】

  　

  　

  　看到屏幕上显示出我想要的文字，我不禁摆出了胜利姿势。

  　ディスプレイに望んだ文字列が表記されたことで、思わずガッツポーズをした。

  　紧接着，屏幕上显示出了另一个画面。

  　するとディスプレイに別の画面が表示された。

  　

  　

  【任务条件：讨伐、击破玩家杀手及世界粉碎者两个体时，所有玩家生存、黑野博士洗心革面、莉娅的女主角等级达到5】

  【ミッション条件：プレイヤーキラー及びワールドクラッシャー両個体の討伐・撃破時にプレイヤー全員の生存・暴走している黒野博士の改心・リアのヒロインレベルを5に到達させること】

  　

  　

  【通关以下条件后，二十四小时内，莉娅完成『个别路线确定后对性变得宽容，喜欢上主角的女主角在路线尾声时特有的，包含R-18场景的纯爱事件』后，触发莲斗视角的现在夜路线的结局】

  【以下の条件をクリアしたのち、以降24時間以内にリアが『個別ルート確定後の性に寛容になって主人公好き好きモードになったヒロインが起こすルート終盤特有のR-18シーンを含めた純愛イベントっぽいこと』をこなした後、蓮斗視点から見た現在の夜ルートのエンディングを発生させる】

  　

  　

  【以上条件作为P15的任务，发送至所有玩家的手机】

  【ここまでの条件をP15のミッションとしてプレイヤー全員のデバイスに送信します】

  　

  　

  【确定吗？】

  【よろしいですか？】

  　

  　是←

  　はい　　　←

  　不是→

  　いいえ　　

  　

  　

  「YES！这样就OK了！?」

  「イエス！　これでオッケーねぃ！!」

  　

  　我气势汹汹地按下了「是」，将内容有如怪文的指令发送到了所有玩家的手机。

  　はいを勢いよく押し込み、怪文書のような内容のミッションをプレイヤーのデバイスへ送信した。

  　虽然我非常清楚这个任务太乱来了，但除此之外……好像还有别的办法，不过没时间了，没办法！！！！！

  　あまりにも無茶ぶりなミッションだということは重々承知しているが、他に道は……あるような気がするけど時間無いからしょうがないわね！！！！！

  　

  「小型虚拟形象……太好了，还活着。这样我也能参战了。」

  「小型アバターは……よかった、生きてる。これでアタシも参戦できるわね」

  　

  　屏幕上显示着信号，所以肯定没错。

  　モニターに信号が映っているので間違いない。

  　我要进入留在游戏内的另一个朴素虚拟形象，以那个样子引导各位玩家。用魔法少女类的内容来说，就是类似吉祥物那样的感觉（发言非常模棱两可）。

  　ゲーム内に残したもう一つの簡素なアバターに自分が入り、その姿でプレイヤーの皆をガイドするのだ。魔法少女的なコンテンツで言うところのマスコットキャラ的なアレみたいな感じで（非常にフワフワした発言）

  　

  　再怎么说也不能就这样咬着手指干等，而且我给了大家这么乱来的任务，自己必须是最努力的那一个。既然要让大家勉强自己，那我至少要拼死拼活地为大家带路。

  　流石にこのまま指をくわえて待ってるわけにもいかないし、無茶なミッションを与えた手前自分が一番頑張らなければいけない。皆に無理をさせるわけなので、道案内くらいは死ぬ気で努めなければ。

  　

  　

  　好——虚拟空间死亡游戏的最终回合！打起精神上吧！！

  　よぉーっし、仮想空間デスゲームの最終ラウンドよ！　気張っていきましょ！！

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「……话说回来，你为什么给我提示，说莉娅很中意我？」

  「……そういえばアンタ、何でリアが気に入られてるってヒントくれたの？」

  　

  「因为那样比较有趣……啊，等、别、别打我——噗呸啊！！」

  「だってその方が面白いし……ぁ、ちょ、やめっ、殴らないで───ぶ゛べ゛ぇ゛ァ゛ッ！！」

  　

  　

  　

  　

 
  リアさん守護り隊(アベンジャーズ) ──アッセンブル

  莉娅守护队——艾森布尔

  　

  　

  　

  　小春袭击我的那一晚，隔天中午，我安抚着哭得一把鼻涕一把眼泪的小春，让她冷静下来后，大家决定一起看电影。

  　小春に襲われた夜の翌日の昼、割と本気で泣きながら謝り倒す小春を諭して落ち着かせた後、皆で映画を見ることになった。

  　

  　由于外出很危险，所以待在张有屏障的家中比较安全，但又很无聊……因此，我们决定看海夜原本持有的DVD。

  　外出は危険なのでバリアが張られているこの家に居た方が安全、でも暇……ということで、海夜が元々持っていたDVDで映画を見ることにしたのだ。

  　

  　九人一同坐在客厅的电视前，观赏美国漫画英雄的真人电影——此时，我们终于看完。看完内容紧凑的三小时电影后，众人的反应各有不同，有人感动得颤抖并不禁吁了一口气，也有人若有所思。

  　九人全員がリビングにあるテレビの前に鎮座して、アメリカンコミックスのヒーローの実写映画を──今、ようやく観終ったところだ。とても内容が濃い三時間の映画を観終わった後の反応は様々で、感動に打ち震えながら思わずため息を吐く者や、何かを考え込むようにしている人もいる。

  　

  　至于我，因为一直憋着尿，所以在片尾名单跑完的瞬间，便冲进厕所。因为电影很有趣，中途一定会想上厕所，所以我忍了下来，但相当难受……

  　俺はというと、ずっとおしっこを我慢していたのでエンドロールが終わった瞬間トイレに駆け込んだ。映画が面白いから絶対に途中退室はしたくなったから我慢してたけど、なかなか辛かった……。

  　

  「……嗯。」

  「……んっ」

  　

  　当我上完厕所回到客厅后，众人正热烈地讨论着，尤其是高月与莲斗的声音特别大，他们应该在聊电影的感想吧。

  　手洗いを済ませてリビングに戻ると、皆がなにやら熱心に語り合っていた。特に高月と蓮斗の声が大きい。映画の感想でも言い合ってるのかね。

  　

  「那么，大家的……啊，莉亚小姐。」

  「じゃあ皆さんの……あっ、リアさん」

  　

  「你们在聊什么？」

  「なに、話してるの？」

  　

  「我们在讨论我们的队伍名称！我们九个人都在这里，如果这个团队有名字的话，应该能提升向心力！」

  「私たちのチーム名を話し合ってました！　九人一緒に居るわけですし、この集まりに名前があれば結束力も上がるかなと！」

  　

  　洛伊泽眼神闪闪发光地这么说，这十之八九是受到刚才那部电影的影响吧。

  　すんごいキラキラした目でロイゼが言ってるけど、これは十中八九さっきの映画の影響だろうな。

  　

  　我们所看的电影内容相当简单，那是一部系列电影，故事描述众多英雄齐聚一堂，对抗巨大邪恶。由于那些英雄拥有某个队伍名称，所以洛伊泽应该很向往吧。在开战前喊着「Assemble！」超帅的呢，真拿他没办法。

  　俺たちが観た映画の内容は実にシンプルで、シリーズ物として続いてきた映画の大勢のヒーローたちが一堂に会して巨悪と戦うという物語だ。そのヒーローたちにはとあるチーム名が存在していたので、多分それに憧れたのだと思う。アッセンブルって言って開戦するのかっこよかったもんね、しょうがないね。

  　

  　仔细一看，除了刚烈与田宫之外，大家都歪着脑袋，思索着「不是这个」、「也不是那个」，苦思队伍名称。

  　よく見れば剛烈と田宮以外の皆はアレじゃないコレじゃないと、チーム名を考えながら頭を捻らせている。

  　

  「刚烈，你已经想好了吗？」

  「剛烈は、もう考えたの？」

  　

  「我只是Dum队的底层人员，自己决定新组织名称好像有点不知天高地厚……」

  「私はデム隊の下っ端だし、自分で新しい組織名を決めるのってなんか烏滸がましいというか……」

  　

  「没有那回事！刚烈先生已经是我们的可靠伙伴了哦！」

  「そんなことありません！　剛烈さんも既に私たちの頼もしい仲間ですよ！」

  　

  「……这、这样我会害羞的。」

  「……て、照れるなぁ」

  　

  　高月握住刚烈的手，说服着他，真是耀眼。这并非比喻，而是物理上的耀眼。大小姐，你因为情绪激动，所以能力光芒四溢了哦。这真的有点刺眼，我的眼睛会痛，可以请你冷静一点吗？

  　剛烈の手を握って説得する高月が眩しい。表現的な意味じゃなくて物理的に。興奮してるせいで能力の光が溢れてますよお嬢様。ちょっと本当に眩しくて目が痛いんで落ち着いてくださいません？

  　

  「那我也来想吧。」

  「じゃあ私も考えようかな」

  　

  「好，也请务必让我想一想。提议愈多愈好呢。」

  「はい、是非っ。案は多い方がいいですからね」

  　

  　高月同学，你笑得真灿烂呢。我从以前就知道她很珍惜朋友，但没想到只是决定队伍名称，她就开心成这样。

  　ニッコニコですね高月さんあなたね。前から友達のことを大切にする子だってことは知ってたけど、まさかチーム名を決めるだけでこんなに嬉しそうにするとは思わなかったな。

  　

  　不过，这就是高月的个性吧。她对友情充满热情，对人又很温柔，而且朋友也很多。

  　まぁ、これが高月の性格なのだろう。友情に熱く人に対して優しいし、オマケに友達もたくさん。

  　

  　正因为她是这样的人，所以个别路线才会变得很孤独吧。原本理所当然地活在人群中的少女，因为城镇被邪恶组织所支配，而变得形单影只，她才初次体会到孤独，重新体认到与人联系的重要性，与唯一的伙伴・海夜加深了感情……类似这样。

  　そんな彼女だからこそ、逆に個別ルートが孤独になる物語だったのかもしれない。大勢の中にいることが当たり前だった少女が、街が悪の組織に支配されて一人になって初めて孤独を知り、人とのつながりの大切さを改めて知りながら唯一の仲間である海夜と仲を深めていく……みたいな。

  　

  　我只问过田宫，没有实际玩过，所以不知道原作是什么剧情，但大概就是这种感觉吧。等回到现实后，我想玩玩看。我这么心想。

  　田宮に聞いただけで実際にプレイしたわけではないから原作がどんな展開なのかは知らないが、多分そんな感じだろう。現実に戻ったらプレイしてみたいところだ。

  　

  　

  「大家都想好了呢。」

  「皆さんお決めになったようですわね」

  　

  　众人听见洛伊泽的话后，纷纷点头回应。实际上，我还在思考，但因为我是最后一个发言，所以在那之前必须想好。

  　ロイゼの言葉に、皆は頷いて返事をした。実際のところ俺はまだ考えている途中なのだが、言う順番は最後なのでそれまでには考えておかなければ。

  　

  「首先由莲斗先生开始。」

  「まずは蓮斗さんから」

  　

  「复仇者联盟。」

  「アベンジャーズ」

  　

  「喂！请再想一想！」

  「ちょっ！　もう少し捻ってくださいまし！」

  　

  　我也能理解海夜的心情。

  　海夜の気持ちは分からなくもない。

  　不过，你一脸正经地理所当然地抄袭名字，这样不行哦。

  　でもそんな真顔で当然のように名前パクるのは流石に駄目だぞ。

  　

  「莉娅Benjamins比较好吗？」

  「リアベンジャーズの方がいいか？」

  　

  「不是，问题不在那里……！我、我重振精神……那么阳菜同学。」

  「いやそういう問題ではなくて……！　き、気を取り直して……では陽菜さん」

  　

  「因为有九个人，所以是九莲侠！」

  「九人いるからキュウレンジャー！」

  　

  「有名字一样的团体！已经出现过的队名有点……！」

  「同じ名前の集団がいますの！　既出のチーム名は流石に……！」

  　

  　虽然想法不错，但名字重复是致命伤。

  　発想はいいんだが、名前の被りは致命的だ。

  　我还是希望加入原创性。

  　やっぱりオリジナリティも加えて欲しいな。

  　

  「文香同学，拜托你了！」

  「文香さんお願いします！」

  　

  「莉娅小姐守护队。」

  「リアさん守護り隊」

  　

  「我会害羞的，所以不要……」

  「私が恥ずかしいからやめて……」

  　

  　原创性也太强了。队名是那个的话，已经接近拷问了，饶了我吧……

  　オリジナリティ出しすぎなんだよなぁ。チーム名がそれって最早拷問に近いし勘弁してください……。　

  　

  「骗人……和我的提议一样……」

  「うそ……私の案と同じですわ……」

  　

  　喂，你也是哦！？为什么自然而然地以我为中心啊！？

  　いやお前もかよ！？　何で自然と俺を中心に添えるんだ！？

  　

  「……我也是。」（海夜小春红着脸，若无其事地举起手。）

  「……私も」（赤面しながらさりげなく手を上げる海夜小春）

  　

  「欸欸……」

  「えぇ……」

  　

  　你们也太撞哏了吧……！我被过度保护了……！

  　きみたちネタ被り過ぎなんだ……！　俺が保護対象すぎる……！

  　

  　可恶，虽然我在这之中是最弱的……但应该还有其他更好的吧！命名品味也太直接了！

  　クッソ、確かにこの中だと俺が一番弱いけどさぁ……。でももうちょっと、こう、なんかあるでしょ！　ネーミングセンスが直球すぎるって！

  　

  「田宫同学和刚烈同学……」

  「田宮さんと剛烈さんは……」

  　

  「Sil屏障家族不行吗？」

  「シルバリアファミリーじゃダメか？」

  　

  「白色骑士团之类的怎么样！」

  「白の騎士団とかどうかな！」

  　

  　很明显，这两个人只是随便说说的。因为他们一直在吃点心玩手机。你们对这种事没什么兴趣吧。

  　二人とも適当に言ってること丸わかりだぞ。お菓子食ったりスマホ弄ったりしてるからな。あんまりこういうの興味ないだろお前ら。

  　不过，可以不要用那种很容易就能想象出原型的系列吗？模仿得太明显了……

  　でもとりあえず元ネタが容易に想像できるシリーズやめない？　有名どころを模倣しすぎだよぉ……。

  　

  「最后轮到莉娅小姐了。」

  「最後はリアさんですね」

  　

  「欸？嗯、嗯……」

  「え？　う、うーん……」

  　

  　糟糕，因为这群人的对话内容太有冲击性了，所以我完全没想过。

  　やっべ、ここの連中の会話内容が濃すぎて全然考えてなかった。

  　

  　

  　……这个队伍是怎么回事？认真想想的话，这群人之间的关系很微妙。游戏的主角、攻略对象的女主角们，还有外表是朋友和敌人的其他世界的人们，居然在一个屋檐下一起生活。

  　……なんだろうか、このチームは。真面目に考えてみると妙な関係の集団だよな。ゲームの主人公と、攻略対象のヒロインたちと、友人や敵のキャラの姿をした別世界の人間たちが一つ屋根の下で一緒に生活してるなんて。

  　

  　从旁人看来，他们之间的互动也像是在演戏，但我们已经没有在欺骗他们了。这个世界和我们的真实身份，他们都知道，所以才会和我们一起行动。为了和我们一起通关这个游戏。

  　はたから見ればキャラ同士の掛け合いに見えなくもないが、俺たちはもう彼らを騙してはいない。この世界のことも俺たちの中身の事も、彼らは全て知ったうえで行動を共にしている。一緒に、このデスゲームをクリアする為に。

  　

  　……也就是说，不只是我们，海夜他们也能被称为「玩家」。因为他们和我们一样，为了通关游戏而战斗。

  　……ということは、俺たちだけじゃなく海夜たちのことも『プレイヤー』と呼べるのではないだろうか。俺たちと同じくゲームを攻略するために戦っているのだから。

  　

  　

  　一起玩死亡游戏的伙伴，死亡游戏的玩家……简称死玩家？不，感觉念起来有点拗口。

  　一緒にデスゲームをプレイする仲間、デスゲームプレイヤー……略してデスプレイヤー？　いや、ちょっと語呂悪いような気がする。

  　

  「死亡游戏攻略者……之类的？」

  「デスゲーマーズ……とか？」

  　

  「这名字听起来好危险。」

  「なんか物騒な名前だな」

  　

  　我没什么自信地这么一说，旁边的田宫苦笑着回应。听他这么一说，死亡游戏者这名字确实有点危险……看来我的命名品味也没好到可以批评别人。

  　俺が自信なさげに告げると、隣にいた田宮が苦笑いしながら反応した。言われてみれば確かに物騒だな、デスゲーマーって。……俺も他人に文句言えるほどネーミングセンスが優れてるわけじゃなかったみたいだ。

  　

  　

  「……嗯！」

  「……んっ」

  　

  　正当我们为了队伍名称而烦恼时，口袋里的手机突然震动起来。从震动的方式来看，这恐怕是强制选择或任务解放之类的吧。

  　チーム名決めで四苦八苦してると、不意にポケットの中のスマホが震えた。振動の仕方からして、これは恐らく強制選択かミッション解放の類だ。　　

  　

  「咦，莉亚也是吗？」

  「あれっ、リアもか？」

  　

  「咦？」

  「え？」

  　

  「我也有收到通知哦～」

  「私にも通知きてるよ～」

  　

  　看来这次的通知不只我一个人，田宫和刚烈等其他玩家也同时收到了。因为至今为止从未发生过这种事，所以我有点紧张。

  　どうやら今回の通知は俺だけではなく、田宮や剛烈といった他のプレイヤーにも同時に送信されていたらしい。これは今までに無かった事態なので少し身構えてしまう。

  　

  　刚烈笑着把手放在我的肩膀上。

  　すると、剛烈が笑いかけながら俺の肩に手を置いた。

  　

  「应该没问题。我有事先联络，我想这应该是压制管制室的人妖传来的通知。」

  「多分大丈夫だよ。事前に連絡はしてたから、多分これは管制室を制圧したオカマからの連絡だと思う」

  　

  「所以，这不是营运方的任务？」

  「じゃあ、運営からのミッションじゃ、ない？」

  　

  「看了就知道了吧。我想大概会写着『大家辛苦了～♪』之类的。」

  「見てみれば分かるんじゃないかな。たぶん『みんなお疲れさまァ～ん♪』みたいな文が書いてあると思うけど」

  　

  　刚烈这么说道，脸上带着自信满满的表情。看来她对人妖的信赖程度超乎我的想象。从她不认为这是营运方的指示来看，她应该事先听过相当详细的作战计划吧。

  　そう言う剛烈の顔は自信ありげな表情だった。どうやらオカマに対しての彼女の信頼は、俺の想像以上に厚いらしい。運営からの指示だと考えないあたり、事前によほど綿密な作戦を聞かされていたのだろう。

  　

  　当然，我也非常信任那个人妖。我相信他一定能做到，所以毫不犹豫地打开了手机的通知信息。

  　もちろん俺もあのオカマのことはかなり信用している。彼ならきっとやってくれると信じているので、迷いなくスマホの通知メッセージを表示させた。

  　

  　

  【☆人妖的要求☆：为了通关，我准备了任务！虽然内容很辛苦，但我会帮忙，一起加油吧！】

  【☆オカマからのお願い☆：ゲームクリアの為のミッションを用意したわ！　大変な内容だけどアタシも手伝うから一緒にがんばりましょ！】

  　

  　

  　显示在手机上的，是那个人妖会写的文章。看来他真的压制了管制室。看到这则通知时，我感到安心的同时也产生了兴趣。

  　スマホに表示されたのは、いかにもあのオカマが書きそうな文章だった。どうやら本当に管制室を制圧してしまったらしい。この表示を見たとき、安心感と共に関心を持った。

  　

  　不过，看来为了通关，必须完成任务才行。恐怕是各种因素重叠的结果，导致了不得不这么做的状况吧。

  　しかし、どうやらクリアの為にはミッションをクリアしないといけないらしい。恐らく様々な事情が重なった結果、そうせざるを得ない状況になっているのだろう。

  　

  　不过，如果是那个人妖准备的任务，虽然不简单，但应该在可以通关的范围内。

  　だけどあのオカマが用意してくれたミッションなら、簡単ではないがきっとクリアできる範囲の内容の筈だ。

  　

  　这一定是最后的任务了，我得打起精神。也得确认一下内容才行。

  　きっとこれが最後のミッションになるだろうし、気合い入れていこう。内容も確認しないと。

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  【任务条件：讨伐、击破玩家杀手及世界粉碎者两个体时所有玩家生存、暴走的黑野博士改过自新、莉亚的女主角等级到达5。通关上述条件后，二十四小时内莉亚完成『个别路线确定后对性变得宽容，喜欢上主角的女主角在路线尾声时会引发的，包含R-18场景在内的纯爱事件』后，触发莲斗视角的现在路线的结局——全部完成时，所有玩家将获得15P。】

  【ミッション条件：プレイヤーキラー及びワールドクラッシャー両個体の討伐・撃破時にプレイヤー全員の生存・暴走している黒野博士の改心・リアのヒロインレベルを5に到達させること。上述した条件をクリアしたのち、以降24時間以内にリアが『個別ルート確定後の性に寛容になって主人公好き好きモードになったヒロインが起こすルート終盤特有のR-18シーンを含めた純愛イベントっぽいこと』をこなした後、蓮斗視点から見た現在の夜ルートのエンディングを発生させる──その全てが完了と見なされた場合プレイヤー全員に15Pが与えられます】

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「……」

  「………」

  　

  　

  　

  　

  「喂、喂，刚烈，这个……是怎么回事？我开始有点头痛了。」

  「お、おい剛烈、これって……どういうことなんだ。ちょっと頭が痛くなってきたんだが」

  　

  「……我、我想……这是作战的一部分。大概，是这样吧？」

  「……っさ、作戦の一部だと……思う。たぶん、そう、かな？」

  　

  「就算是这样，这个内容——『呜……』——啊，喂，莉亚！？」

  「にしたってこの内容は──『きゅう……』──あっ、おいリア！？」

  　

  　

  　

  　

  ★　　★　　★　　★　　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  　醒来的时候，我正躺在附近公园的长椅上。

  　目を覚ました時、俺は近所の公園のベンチで横になっていた。

  　

  「咦？」

  「えっ？」

  　

  　我完全无法理解状况，坐起身环顾四周，除了我之外没有其他人。明明刚才还在海夜家，现在却一个人坐在公园的长椅上……虽然你们可能听不懂我在说什么，但我也完全搞不清楚发生了什么事……

  　まるで状況が理解できず、体を起こして周囲を見渡してみたが、俺以外には誰もいない。先程までは海夜の家に居たはずなのに、今はひとり公園のベンチに座っている。……なにを言ってるかわからねーと思うが俺も何が起きてるのか全然わかんないよぉ……。

  　

  （喂——艾莉儿小姐——）

  （おーい、アイリールさんやーい）

  　

  （在，这里是达古斯特莉亚。）

  （はいこちらダグストリア）

  　

  （我什么都不记得了……你知道发生了什么事吗？）

  （何も覚えてないんだけど……何が起きたか分かる？）

  　

  （你晚上昏过去了，所以没办法。我从头开始说明。）

  （夜は気絶してたから、しょうがない。いちから説明、する）

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　

  　…………

  　…………

  　

  　

  　……………………

  　………………

  　

  　

  （真的假的？）

  （マジ？）

  　

  （真的。）

  （まじ）

  　

  （……我受够了。）

  （……もうやだ）

  　

  　听完艾莉儿小姐说明了我睡着时发生的所有事情后，我无法接受这个事实，垂下了头。

  　眠っている間に起きた出来事を全て教えてもらったあと、その事実が受け止めきれず俺は項垂れた。

  　莉亚都这么说了，应该不会有错，但我还是不想相信。状况变得太麻烦了，我已经累了，阿忠……

  　リアが言っているのだから間違いないのだろうが、それにしたって信じたくない。状況が面倒くさいことになり過ぎててボクもう疲れちゃったよパトラッシュ……。

  　

  　

  　简单来说，海夜家突然遭到名为『玩家杀手』，身高约五米的巨人袭击，所有人逃到家外面后，被神秘的光芒包围，消失无踪，只剩莉亚一个人勉强移动我的身体，想办法逃走——直到现在。

  　話を要約すると、突然海夜家が『プレイヤーキラー』という身長五メートルくらいの巨人に襲撃されて、全員家の外に逃げたら皆が謎の光に包まれて姿を消してしまい、一人残されたリアがこの体を無理やり動かして何とか逃げて──現在に至る、と。

  　

  　虽然我勉强接受了这个事实，但还是完全搞不清楚实际状况。除了我和莉亚之外的人都消失了，这点也很令人费解，说到底玩家杀手的存在本身就很莫名其妙。难道根据路线不同，也会出现这种敌人吗？

  　ここまでは何とか飲み込んだけども、実際はどういう状況なのかさっぱりだ。俺とリア以外の皆が消えたってのも謎だし、そもそもプレイヤーキラーって存在も意味不明だ。ルート次第じゃそういう敵も現れるってことなのか？

  　

  「简直莫名其妙……」

  「わけわからん……」

  　

  　

  「啊，你好像醒了。」

  「あっ、起きたみたいね」

  　

  　

  「……？」

  「……っ？」

  　

  　我束手无策，无意义地喃喃自语后，右边传来一个成熟稳重的男性声音。

  　途方に暮れて無意味に呟くと、右隣からダンディーな渋い男性の声が聞こえてきた。

  　我往旁边一看，那里放着一个有点大的兔子玩偶。从状况来看，刚才的声音应该是这个玩偶发出来的。

  　反応して隣を見てみると、そこにはちょっと大きめなウサギのぬいぐるみが置いてある。状況から考えて、先程の声の主はこのぬいぐるみだろうか。

  　

  　……不过，区区玩偶会说话这点小事，我已经不会感到惊讶了。虽然只是我的猜测，但从说话方式来看，这家伙应该是那个人妖的虚拟化身之类的吧。

  　……まぁ、流石にぬいぐるみが喋ったくらいじゃもう驚かない。多分だけど、喋り方からしてコイツあのオカマのアバターか何かだろ。

  　

  「……人妖？」

  「……オカマ？」

  　

  「嗯，没错。看来不需要我说明了。」

  「えぇ、そうよ。説明はいらないようね」

  　

  「不，不行，你得好好说明。」

  「いやダメ、いろいろ説明して」

  　

  　你知道的事情太多了，我却什么都不知道！别管那么多了，全部说明一下吧！

  　お前が知ってて俺が知らない事多すぎるんだよ！　いいから全部説明しなさい！

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　

  　…………

  　…………

  　

  　

  　……………………

  　………………

  　

  　

  「真的假的？」

  「マジ？」

  　

  「真的。」

  「マジよ」

  　

  「……什么跟什么啊。」

  「……なにそれ」

  　

  　——啊啊啊啊！

  　──あ゛あ゛ぁ゛ァ゛!!

  　

  　假想世界变成现实——还有世界喜欢莉亚——发生了太多无法用一句话理解的事情！！（我的脑容量已经）没有剩余空间了。

  　仮想世界が現実にー、とか世界がリアを気に入ってるー、だとか一言で理解できない事象発生しすぎィ！！　（脳のキャパシティがもう残って）ないです。

  　

  「总——之！现在你就先接受『事情就是这样』吧！没时间了！」

  「とーにーかーく！　今は「そういうことになってる」って納得しなさい！　時間無いんだから！」

  　

  「呜、呜呜……」

  「う、うぅ……」

  　

  　……不要那么大声啦……会吓到人耶……

  　あんまり大声出さないでくれよぅ……ビックリしちゃうよぅ……。

  　站在我的立场，现在这个状况真的是超级不合理又超级荒谬的超级鲁娜提克模式哦？说丧气话也是无可奈何的吧？

  　俺の立場から言わせてもらえば、今のこのゲーム本当に超理不尽のスーパールナティックモードだからね？　弱音を吐いてもしょうがないと思わない？

  　

  「再拖拖拉拉下去，这个世界会整个消失哦……强迫你接受我道歉，之后要怎么道歉都行，现在先跟我一起战斗吧！」

  「モタモタしてるとこの世界ごと消えちゃうのよ……無理強いしてるのは謝るし後でいくらでもお詫びするから、今は一緒に戦って頂戴！」

  　

  　咕、咕呜呜，竟然说这种强人所难的话……！

  　ぐ、ぐぬぬ、無茶言いやがってぇ……！　

  　

  　……不、不过，现在确实不是说丧气话的时候……虽然我真的很想抱怨啦！

  　……で、でも、確かに弱音とか言ってる場合じゃないか……いや本当はもっと愚痴言いたいけど！

  　总之，现在超常现象发生时，我也只能毫不迟疑地硬是接受，专心面对眼前的事。

  　ともかく、今は超常の出来事もいちいち迷わず無理矢理納得して、目の前の事に集中しないと。

  　

  　

  　

  「■■■■■■■■■■■——！！」

  「■■■■■■■■■■■―――！！」

  　

  　

  　

  　我下定决心从长椅上站起来的瞬间，宛如雷鸣般——类似爆炸声的咆哮刺激着耳膜。

  　腹を括ってベンチから立ち上がった瞬間、まるで雷鳴のような──爆発音にも似た咆哮が鼓膜を刺激した。

  　

  「呜哇……！」

  「うわっ……！」

  　

  「Killer已经来到附近了……在那边！」

  「キラーが近くまで来てるわね……あっちよ！」

  　

  　坐在长椅上的兔子玩偶跳到我的肩膀上，指着公园外面。

  　ベンチに座っていたウサギのぬいぐるみは俺の肩に飛び乗ると、公園の外を指差した。

  　那个方向站着一个全身超过五米的巨汉，下半身只用破破烂烂的布块遮住。

  　その方向には、下半身のみをボロボロの布きれで覆い隠している、全長五メートルを優に超える巨体の男が立っていた。

  　

  　全身的肌肉像气球一样膨胀，一言以蔽之就是『肌肉不倒翁』。要是被他的拳头或脚踢到，肯定瞬间就会少一条命——他散发出的压迫感让人如此确信。

  　全身の筋肉がまるで風船のように膨張しており、一言で言えば『筋肉ダルマ』だ。あの拳や脚の餌食になったら一瞬で残機が減るに違いない──そう確信させるような威圧感が彼にはある。

  　

  　巨人看到我看到他吓得呆站在原地，发出宛如用力敲打铜锣的叫声。

  　その姿を見て立ち竦んでいる俺を目視した巨人は、銅鑼を思い切り叩いたかのような叫び声を挙げた。

  　

  「■■■■■■■■——！！」

  「■■■■■■■■――！！」

  　

  「呜呜……」

  「うぅっ……」

  　

  　简直就像巨大怪兽的咆哮。他震耳欲聋的爆炸声实在让人听不下去。每次他发出咆哮，我的脑袋就会跟着摇晃。

  　まるで巨大な怪獣の雄叫びだ。耳を劈く彼の爆発音はとても聞くに堪えない。あの咆哮を挙げられるたびに脳が揺さぶられてしまう。

  　

  　双眼发出红光，口中吐出蒸气般的烟雾，右手握着巨大的柴刀。那副模样简直就是狂战士。我的本能告诉我，正面迎战他不可能赢。

  　両目を赤く光らせて、口からは蒸気のような煙を吐き、右手に巨大なナタを握っている。その風貌はまさしく狂戦士のそれだ。まともに戦って勝てる相手ではないと俺の本能が呼びかけてきている。

  　

  「人妖，我、我该怎么办……」

  「お、オカマっ、どうすれば……」

  　

  「……我听刚烈说了，你好像把所有主要角色都拉拢成自己人了，挺厉害的嘛。只有我们确实没有胜算，但只要你努力拉拢的伙伴们一起战斗——胜算就非常大！」

  「……剛烈から聞いてるけどアンタ、主要キャラ全員を味方に付けたそうね、やるじゃない。確かにアタシたちだけじゃ勝ち目はないけど、アンタが頑張って味方に付けたお仲間さんたちが揃って戦えば──勝機は十二分にあるわ！」

  　

  　人妖自信满满地说道，然后把附麦克风的耳机交给我。我一脸狼狈。

  　オカマは自信ありげにそう言いながら、狼狽えている俺にマイク付きのインカムを手渡してきた。

  　

  「你的伙伴们现在被杀手的能力传送到物理上很遥远的地方去了。」

  「アンタの仲間たちは今、キラーの能力で物理的に遠い場所へテレポートされているの」

  　

  「……用这个耳机呼叫大家吗？可是只有我拿着这个，也没有意义……」

  「……このインカムで、皆を呼ぶってこと？　でも、これを持ってるのが私だけじゃ、意味ないんじゃ……」

  　

  「这个耳机可以把你『声音和座标』传送给你想传送的人。只要对方能清楚地辨认出你，就能把那个人和你所在的地方连结起来……不过，如果接收方对你的『感情』不够强烈，打开通道需要花上不少时间。」

  「そのインカムはアンタが送りたい人間に『声と座標』を届けることができるわ。送った人物がしっかりとアンタを認識できれば、その人とアンタのいる場所を繋いでくれる。……もっとも、受け取った相手の『アンタへの気持ち』が強くないと、道を開くのにかなり時間がかかるけどね」

  　

  　简单来说，人妖的意思就是叫我现在马上用耳机呼叫大家。但是，如果大家对我的『感情』不够强烈，在他们来救我之前，我和人妖就会被杀掉……

  　オカマの話は要するに、さっさとそのインカムでみんなを呼べって事らしい。しかし皆の『リアに対する気持ち』が強くないと、助けが来る前に俺とオカマは殺される……ということか。

  　

  　……虽然我不太清楚『对我的感情』是什么，不过现在也只能硬着头皮上了。现在可没有时间抱怨。

  　……その『リアに対する気持ち』ってのがよく分からないけど、とにかく今はやるしかない。文句を言ってる時間は無いんだから。

  　

  「啊、啊——啊——测试测试。」

  「あ、あー、あー、テステス」

  　

  　我无法确认他们是否真的听得到。如果人妖说的没错，这个耳机只能把我的声音传过去，对方却无法回应我。也就是说，这是单向的通讯。

  　本当に聞こえてるのか、なんて確認はできない。オカマの説明通りならこのインカムは俺の声こそ届けられるものの、あっちからは返事の一つも出来ないから。要するに一方通行なのだ。

  　这样我无法确定大家会不会来救我。

  　これでは皆が来てくれる確信も得られない。

  　

  「■■■■■■■■……！！」

  「■■■■■■■■……ッ！！」

  　

  　糟糕，他往我这边走过来了！

  　やっべこっちに歩いてきてる！

  　

  　可恶，我该怎么叫大家过来呢？我没办法一个一个轮流叫，现在应该说「大家快来救我！」吗？

  　くっそ、なんて言って皆に呼びかければいいんだ。順番に全員へ呼びかけることはできないし、ここは「みんな助けてぇー！」とか言っておくのが順当か？

  　

  　……不、不行，这样太逊了。而且拼命求救只会让大家感到不安。不安会导致焦虑，焦虑会导致危险。接下来要和超强的敌人战斗，不能让大家陷入这种精神状态。

  　……い、いや、なんかそれはカッコ悪いよな。それに必死こいた救援要請は皆の心を不安にさせてしまうだけだ。不安は焦りに繋がるし、焦りは危険に繋がる。これからめちゃくちゃ強い相手と戦うのに、そんな精神状態じゃ駄目だ。

  　

  　干脆让大家知道是我，然后用可以提升士气的方式叫大家过来会比较好吧。

  　ここはいっそのこと、皆に俺だと知らせつつ、士気が上がるような呼びかけをした方がいいんじゃないか。

  　

  　……我必须说出可以加强『对莉亚的感情』的台词。也就是说，要说出让大家想来我身边的话，而且还要让大家知道是我。

  　『リアへの気持ち』を強くする……つまり、みんなが俺のいる場所へ来たくなるようなセリフ。それでいて、俺からの言葉だと分かるような内容。

  　

  　

  　——我决定好要说什么了。

  　──何を言うか、決めた。

  　

  　

  　我打开耳机的开关，用手指捏住麦克风，靠近嘴边。

  　そしてインカムのスイッチを入れ、マイクを指でつまんで口に近づけた。

  　

  　

  　

  「……死亡游戏的攻略者！」

  「……デスゲーマーズ！」

  　

  　

  　

  　虽然最后没有决定，但这个名字大家都有听过，是队伍全员都知道的名字。而且说出这个名字的不是别人，正是我。

  　結局決まらなかったけどその名前は皆が聞いていた、あのチーム全員が知っている名前だ。そしてこの名前を言ったのは他でも無い、俺自身。

  　

  　这个名称听起来确实很危险，但它的由来是『大家一起攻略死亡游戏吧』，是我和莉亚心中抱持的愿望。

  　確かに言葉の響きは物騒だが、その由来は『みんなでデスゲームを攻略しよう』という、俺とリアが抱いた願いから来ている。

  　

  　当时大家决定好的队伍名称，就是为了这一刻。

  　あの時みんなで決めようとしていたチーム名は、この時の為に。

  　

  　

  　

  　

  　

  「——Assemble『哦啦啊啊啊啊！！』……来、来得太快了……」

  「───アッセンブ 『オラぁぁァァ！！』 ……く、来るの早い……」

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　我正要喊出帅气的口号时，莲斗和小春从我头上破坏空间跳了出来。

  　なんかカッコよさげな掛け声を言いかけた瞬間、その途中で俺の頭上から空間をぶっ壊して蓮斗と小春が飛び出してきた。

  　

  　兄妹俩完美地以超级英雄的姿势着地后，立刻转向我这边。

  　二人は兄妹そろって見事にスーパーヒーロー着地を決めると、すぐさま俺のいる方に振り返った。

  　

  「莉亚，你没事吧！！」

  「大丈夫かリア！！」

  　

  「莉亚，你没事吧！？」

  「リアちゃん無事！？」

  　

  「……嗯、嗯。」

  「……う、うん」

  　

  　我带着苦笑回答后，两人松了一口气。

  　若干苦笑いをしながら返事をすると、二人はホッと一息ついた。

  　我还没说出帅气的台词，你们就来了，所以我毫发无伤。

  　決め台詞を言う前にキミたちが来ちゃったからね、五体満足の傷一つない体ですよ。

  　

  　……呃，那个……不、不过你们能第一个赶到，真是太好了！

  　……いや、えっと……い、いの一番に駆けつけてきてくれたから何よりだけどね！

  　我可没有因为没机会说出「集合吧」这种台词而感到不甘心哦！谢谢你们立刻赶来！！

  　別に「集結せよ」とか、それっぽいセリフ言えなかったのは悔しくないからね！　すぐに来てくれて本当にありがとうね！！

  　

  「莉亚姐——！」

  「リアねえ──ッ！」

  　

  「我们来晚了！！」

  「遅れましたわァ゛！！」

  　

  　海夜兄弟登场后，女主角们也像要破坏玻璃般，冲破空间赶来。总觉得……就像动作片里从窗户闯进大楼的场景。大家登场的方式都太豪迈了。

  　海夜兄弟の登場から少し遅れて、ヒロインズの四人もガラスを破壊するかのように空間をぶち破って駆けつけてくれた。なんか……こう、窓からビルの中に突っ込むアクション映画のワンシーンみたいだ。みんな登場の仕方が豪快すぎる。

  　

  「……呃，我们是最后一个到的吗？」

  「……げっ、俺たち一番最後かよ」

  　

  「大家都很喜欢莉亚同学呢～」

  「皆リアくんのこと本当に好きだねぇ～」

  　

  　刚烈和田宫也随后赶到，我呼喊后不到十秒，死亡游戏的攻略者就全员到齐了。

  　その後に剛烈と田宮がスーッと来たことで、俺が呼びかけて十秒も経たない内にデスゲーマーズの皆が揃った。

  　

  　话说田宫……吴原同学，我个人希望你第一个赶到。我们是朋友吧？

  　ていうか田宮……呉原くん、個人的には君に一番最初に来てほしかったんだけどね。僕たち友達ダヨネ？

  　

  「吴原……」

  「呉原ァ……」

  　

  「等等！只是他们太早来了！我们也是马上就到了——好痛！喂，别踢我！很痛欸！」

  「まって！　あいつらが早すぎるだけだって！　俺らもすぐ来たし──いでぇっ！　ちょ、足蹴るな！　痛いって！」

  　

  「现在不是玩的时候吧！Killer要过来了！」

  「ちょっとアンタら遊んでる場合じゃないでしょ！　キラーこっちに来るわよ！」

  　

  　我有点不爽，所以踹了吴原几脚，这时人妖焦急地大喊。

  　少しイラっときたので呉原をゲシゲシと蹴っていると、オカマが焦った声音で叫んだ。

  　听到他的话，我看向眼前，只见Killer拿着巨大的柴刀朝这边跑来。

  　彼の言葉を聞いて目の前を見てみれば、巨大なナタを構えたキラーが此方へ走り出してきた。

  　

  「■■■■■■■■——！！」

  「■■■■■■■■──ッ！！」

  　

  　除了我以外，大家呼应着Killer，各自拿出能力或武器。

  　それに呼応するように、俺以外の皆は各々能力や武器を構えた。

  　

  　高月往前踏出一步，双手发出炫目光芒，扬声道：

  　そして高月が一歩前に出ると、両手に眩い光を宿らせながら声を挙げた。

  　

  　

  「我们来解决它，当作午餐吧！！」

  「アレをやっつけてお昼ご飯にしますわよーッ！！」

  　

  　

  　众人对高月的话「哦哦——」地回应后，除了我与人妖以外，其他人朝Killer冲了过去。

  　その高月の言葉に「おぉー」と全員が反応すると、俺とオカマを残して皆はキラーに向かって突貫していった。

  　

  　

  　——这队伍有点散漫呢……

  　───このチーム、なんか緩いなぁ……。

  　

  　

  　

 
  エクス──（溜め）──カリバァーッッ！！！

  EX——(蓄力)——caliber——! ! !

  　

  　

  　

  　

  　「吸收对手的力量使其失效」——与那身肌肉发达的蛮力相反，杀手会使用这种狡猾的招式，与他的战斗极为激烈，双方都缺乏决定性一击，陷入了胶着状态。

  　「相手の力を吸収して無効化する」という、ムキムキなパワー系の肉体に反して小賢しい技を使ってくるキラーとの戦闘は熾烈を極め、お互いが決定打に欠ける膠着状態が続いていた。

  　

  　别说高月的激光或雷诺拉的冰，连藤堂使用身体强化的拳头，都会被他吸收冲击而失效。不只特殊能力，物理攻击也难以奏效，能用的手段就有限了。

  　高月のレーザーやレイノーラの氷どころか、身体強化を使った藤堂のパンチをも衝撃吸収して無効化されてしまう始末だ。特殊な能力だけじゃなく物理攻撃も効きづらいとなれば打つ手も限られてきてしまう。

  　

  　——战斗开始后，已经过了十五分钟。

  　──戦闘が開始されてから、はや十五分。

  　

  　尽管我方几乎所有人都已经遍体鳞伤，杀手却依然健在。

  　既に味方ほぼ全員がボロボロな状態にもかかわらず、キラーは未だ健在だ。

  　现在小春用电击牵制他，阳菜则用飘浮的瓦砾扰乱杀手，维持战局，但任谁都能明显看出，这样下去只会每况愈下。

  　今は小春が電撃で牽制しつつ陽菜が浮遊させた瓦礫でキラーをかく乱して場を保たせているが、このままだとジリ貧だということは誰の目から見ても明らかだ。

  　

  「要怎么对付那种家伙啊……」

  「あんなの、どうすれば……」

  　

  　——状况已经急迫到让我吐出这种窝囊的丧气话了。

  　そんな情けない弱音が出てくる程度には状況が切羽詰まっている。

  　我们的攻击并非完全无效，但能造成严重伤害的强力一击都会失效。

  　こちらの攻撃が全く効いてないというわけではないのだが、大きくダメージが与えられるような強力な一撃は無効化されてしまう。

  　

  　也就是说，我们只能给予他少量伤害，找不到胜算。

  　つまりチクチクと少量のダメージしか与えられておらず、勝ちの目が見えずにいた。

  　

  　

  「唔唔唔，他相当强呢……」

  「むむむ、なかなか強いですわね……」

  　

  「啊，哥哥，那边很危险哦——！」

  「あ、お兄ちゃんそこ危ないよー！」

  　

  「好险！？喂，你要放落雷的话，先说一声啊！」

  「っぶね！？　ちょ、落雷やるんだったら先に言えよ！」

  　

  　

  　……然而，不知为何，现场却没什么『紧张感』。大家各自拼命奋战，身上也有些擦伤，衣服也破了——但大家看起来却都游刃有余。

  　……だというのに、何故かこの場には『緊迫感』というものがあまり無い。各々必死に戦ってはいるし、擦り傷を負っていたり服も破れたりしている──のだが、どこかみんな余裕を持っているように見える。

  　

  　当我对这些死亡游戏的攻略者感到疑惑时，拥有【超猛超强・激光・机关枪】的田宫逃到我身边。

  　そんなデスゲーマーズの皆に疑問を浮かべていると、【マジでめっちゃ強い・レーザー・マシンガン】を持った田宮が俺のほうに逃げてきた。

  　

  「呼——呼——……！他们也太有精神了……！」

  「ハァーッ、はぁ゛ー……！　あいつら元気すぎる……！」

  　

  　他似乎喘不过气，剧烈地上下摆动肩膀，在我面前休息。

  　息切れをしているのか、激しく肩を上下させながら俺の前で休んでいる。

  　

  　见状，我发现田宫与其他人的状况不同，似乎没什么余裕。毕竟他的体能一般，也没有实战经验，这也没办法。

  　その様子を見るに、どうやら他の皆と違って田宮はあまり余裕が無いようだ。まぁ身体能力も並で実戦経験も無いのだしそれはしょうがないと思う。

  　

  　不过，一起战斗的田宫或许知道大家为何这么游刃有余。我这么心想，用毛巾擦拭他的汗水与擦伤处流下的血，对他说：

  　だが、一緒に戦っている田宮なら皆の余裕の理由を知っているかもしれない。そう思って、俺は彼の汗や擦り傷から垂れている血をタオルで拭いながら声をかけた。

  　

  「欸，田宫。」

  「ねぇ、田宮」

  　

  「好痛……什、什么事？」

  「いてて……な、なんだ？」

  　

  「大家好像都很从容，应该说，他们战斗时看起来很开心耶。」

  「なんか皆余裕そうっていうか、楽しそうに戦ってるように見えない？」

  　

  　我稍微歪着脑袋这么说后，田宫便露出了苦笑。

  　若干首をかしげながらそう言うと、田宮は苦笑いをした。

  　

  「对……那是当然的。」

  「あぁ……そりゃそうだ」

  　

  「欸，什么意思？」

  「え、どういうこと？」

  　

  「因为他们已经看到胜算了啊。如果是确定会赢的战斗，当然会变得游刃有余吧。」

  「もう勝ち筋が見えてるからな。勝ち確定の戦いならそりゃ余裕も出てくるだろうよ」

  　

  「确定会赢……在这种状况下？怎么看都只能防守……」

  「勝ち確定……って、この状況で？　どうみても、防戦一方……」

  　

  　当我话说到这里时，目光停在公园一角。高月与雷诺拉边交谈边使用能力，正在制造『某样东西』。

  　そこまで言いかけた辺りで、俺の目が公園の端に止まった。そこでは高月とレイノーラが話し合いながら能力を使って『何か』をしていた。

  　

  　他们彼此将双手伸向前方，混合从中产生的寒气与光粒，试图制造出某样东西。仔细一看，附近还有闭目盘坐的藤堂身影。

  　お互いが両手を前に突き出し、そこから発生している冷気と光の粒子を混ぜ合わせて何かを作ろうとしている。よく見れば、その近くには座禅を組んで目を閉じている藤堂の姿もあった。

  　

  　……那是什么啊？

  　……なんだあれ。

  　

  「好、好厉害！」

  「す、すごいわ！」

  　

  「哇啊！」

  「うわっ」

  　

  　当我对这神秘的景象感到疑惑时，坐在我肩上的兔子布偶忽然大叫。这会吓到我，拜托别这样。

  　謎の光景に俺が首をかしげていると、肩に座っていたウサギのぬいぐるみが急に叫んだ。ビックリするからやめてほしい。

  　

  「什么好厉害？」

  「すごいって、何が？」

  　

  「他们正在做的那个，一定是合体技的准备哦！」

  「あの子たちがやってるアレ、きっと合体技の準備よ！」

  　

  「合、合体技？」

  「が、合体技？」

  　

  　说到合体技……就是肌肉人合体、光之美少女究极彩虹光波、双重骑士踢之类的那个吧。

  　合体技っていうと……マッスルドッキングとかプリキュアエクストリームレインボーとかダブルライダーキック的なアレのことだろうか。

  　

  「你们俩应该听不见，但我们边战斗边讨论打倒杀手的方法。」

  「お前ら二人には聞こえなかっただろうけど、俺たちは戦いながらキラーの倒し方を話し合ってたんだ」

  　

  「那就是那个合体技？」

  「それがあの合体技？」

  　

  「对，我们发现杀手的吸收能力超过容许量后，就无法再吸收更多能量了。那家伙从口中吐出的蒸气，是将吸收进体内的能量转换后释放出来的。我们暂时停止攻击，只防御一阵子后，蒸气的量就渐渐减少了，所以才知道这件事。必须刻意释放出来，就表示能量并非无限吸收——」

  「あぁ。キラーのあの吸収能力は許容量をオーバーするとそれ以上のエネルギーを無効化することはできない、ってことが分かった。あいつが口から出してる蒸気は吸収して内側に溜めたエネルギーを変換して放出してるものでな。俺たちが少しの間攻撃を止めて防御だけしてたら段々と蒸気の量が減っていったから分かったんだ。わざわざ放出しないと駄目ってことは無限にエネルギーを吸収できるってわけじゃないってことだから──」

  　

  　

  「停、暂停……！所、所以要怎么做才能打倒它？」

  「す、ストップ……！　つ、つまりどうすれば倒せるの？」

  　

  　我不觉得自己能瞬间理解这段连珠炮，所以请田宫暂停。只要告诉我重点就好。

  　マシンガントークを一瞬で理解できる気がしなかったので、田宮に待ったをかけた。要点だけ教えてもらえればそれでいいんだ。

  　

  「我们指示大家使出杀手无法吸收的能量，用最大级的攻击打倒它。」

  「キラーが吸収できないレベルのエネルギーを込めた最大級の一撃を叩き込む。そうすりゃ勝てるって指示を出した」

  　

  「……这样啊。」

  「……そう、なんだ」

  　

  　有这么单纯吗？话说回来，也太快找到攻略方法了吧。

  　そんな単純な話なのかよ。ていうか攻略法見つけるの早すぎだろ。

  　

  　……该不会是因为田宫——应该说吴原是地道的游戏玩家，所以才想得到吧。不对，虽说是游戏玩家，但他是色情游戏爱好者，而且还是被称为色情游戏博士的等级。

  　……ていうか、もしかしてそれって田宮が──というか呉原が生粋のゲーマーだから分かったことなのかな。いやゲーマーっていってもエロゲーマーだけど。エロゲ博士とか呼ばれるレベルの。

  　

  　话说回来，吴原——虽然说是色情游戏，但不只有文字游戏，也有加入动作要素的作品，以及游戏性比色情成分更浓厚的游戏。不只是商业作品，同人游戏也是不折不扣的色情游戏——他是这么说的。

  　そういえば呉原は──エロゲとはいうが何もノベルゲームだけじゃない、アクション要素が加わってる作品やエロ以上にゲーム性が色濃く出てるゲームもある。商業作品だけじゃなく同人ゲーだって立派なエロゲだからな──って言ってたな。

  　

  　也就是说，身经百战的色情游戏博士玩过各种色情游戏，也攻略了大量各种类型的游戏。如此一来，他培养出像这次一样能迅速找到攻略方法的游戏技巧也不足为奇……总觉得一直讲色情游戏、色情游戏，头都痛了起来。

  　つまり百戦錬磨のエロゲ博士は様々なエロゲをやるうえで、いろいろなジャンルのゲームを大量に攻略してきたということか。それなら今回のように攻略法を素早く見つけるゲームスキルが培われていても不思議じゃない。……なんかエロゲエロゲ連呼してたら頭痛くなってきた。

  　

  　

  「小春同学～！我们准备好了～！请和菲莉斯交换！」

  「小春さーん！　準備できましたわー！　フィリスちゃんと入れ替わってください！」

  　

  「换手的时间到了。」

  「交代の時間だよ」

  　

  「好、好的～！我现在过去！」

  「は、はーい！　今行きます！」

  　

  　当高月呼唤小春时，雷诺拉也加入牵制杀手的行列。小春则与她换手，跑到高月身边。

  　高月が小春に呼びかけると同時に、レイノーラがキラーの足止め係に加わった。それと入れ替わるようにして小春が高月の傍まで駆け寄った。

  　

  「小春同学，这个给你。」

  「小春さん、これを」

  　

  「交给我吧！」

  「任せてください！」

  　

  　仔细一看，高月拿着类似西洋巨剑的武器。小春接下后，自己身边便发出劈啪作响的蓝白色电流，明显可见的电流窜过西洋巨剑。

  　よく見れば、高月が大きな西洋剣のような物を持っている。それを受け取った小春は自分の周囲にバチバチと青白い電流を発生させつつ、目に見えて分かるほどの電気を西洋剣に走らせ始めた。

  　

  「那是什么？」

  「あれ、何してるの？」

  　

  「这是用洛伊泽的闪光和菲莉斯的冰所生成的特殊剑，再灌注小春的电磁力，如果能巧妙融合这三种力量的话……」

  「ロイゼの閃光とフィリスの氷で生成した特別な剣、それに小春の電磁力を込めてるんだ。その三つの力を上手い具合に融合できれば……」

  　

  　

  　田宫话说到一半的瞬间——小春手中的剑发出如太阳般的炫目光芒。

  　そこまで田宮が言いかけた瞬間──小春の持つ剣が太陽のごとく眩い輝きを放った。

  　

  　

  「成功了！文香前辈，拜托你了！」

  「できた！　文香先輩お願いします！」

  　

  　小春将发光的西洋剑刺进地面后，打坐的藤堂便睁开眼睛。

  　その輝く西洋剣を小春が地面に突き刺すと、座禅を組んでいた藤堂が瞼を上げた。

  　

  「……好，我知道了。」

  「……あぁ、了解した」

  　

  　藤堂以冷静的嗓音回应，缓缓站起身，站在刺进地面的西洋剑前。

  　冷静な声音で返事をした藤堂はゆっくりと立ち上がり、地面に突き刺された西洋剣の前に立つ。

  　此时，洛伊泽对负责牵制杀手的成员们大喊：

  　するとロイゼがキラーの足止め係たちに大声を放った。

  　

  「我要将最后的能量灌进圣剑里！莲斗先生和菲莉斯请回来！」

  「聖剣に最後のエネルギーを込めます！　蓮斗さんとフィリスちゃんは戻ってきてください！」

  　

  　听见这句话的莲斗与菲莉斯同时生成巨大冰块，固定住杀手的双脚。接着，莲斗对用能力飘浮在空中与大量重型武器战斗的阳菜与刚烈喊道，跑向藤堂所在之处。

  　その言葉が耳に飛び込んできた蓮斗とフィリスは同時に巨大な氷を生成し、それでキラーの両足を固定した。そして能力で宙に浮いている陽菜と大量の重火器で戦っている剛烈に蓮斗は声をかけつつ、藤堂のいる方へと走っていく。

  　

  「阳菜！刚烈！麻烦你们争取时间！」

  「陽菜！　剛烈！　残りの時間稼ぎ頼む！」

  　

  「交给我吧——哇！危、危险！？」

  「任せてくださ──わァ！　あ、危なっ！？」

  　

  「阳菜，东张西望会死哦！」

  「陽菜ちゃんよそ見したら死ぬよー！」

  　

  　刚烈与阳菜一边闪躲Killer挥舞的巨大柴刀，一边用重型武器和能力生成的瓦砾攻击Killer，吸引她的注意力，让她「不会往下看」。他们恐怕是想在战斗的同时，一边注意不让固定脚部的冰块遭到破坏，一边避免Killer注意到准备使出合体技的藤堂吧。光靠两个人负责这个任务，负担实在太大了。

  　キラーが振り回す巨大なナタを避けながら、重火器や能力で浮遊させた瓦礫でちょっかいを出してキラーが『下を向かないように』注意を引き付ける剛烈と陽菜。あれは恐らく足を固定している氷を破壊されないようにしつつ、合体技を撃とうとしている藤堂の方にも注意が向かないように戦っているのだろう。二人だけで担当するには荷が重すぎる役割だ。

  　

  「只有集中精神到极限，强化肉体与精神的文香，才能使用那把蕴含超常能量的剑……但再这样下去就糟了。」

  「あの人知を超えたエネルギーを内包してる剣を扱えるのは、極限まで集中して精神と肉体を強化した文香くらいだ。……だけど、このままじゃマズいな」

  　

  　此时，一旁的田宫将手表递给我。

  　すると、隣にいた田宮が俺に腕時計を手渡してきた。

  　

  　——这、这是……！

  　──こ、これは……！

  　

  「超级帕姆提克的……手表？」

  「ハイパームテキの……腕時計？」

  　

  「我趁现在先给你，你可要好好保管到和世界粉碎者战斗的时候。因为我已经没有点数了。」

  「今のうちに渡しておくけど、それはワールドクラッシャーと戦う時まで大事にとっておいてくれ。もう俺もポイント無くなっちまったからさ」

  　

  「我、我知道了。」

  「わ、わかった」

  　

  「那我也去拖住敌人了，你们两个就先到莲斗他们后面避难吧！」

  「じゃあ俺も足止めしてくるから、お前ら二人は蓮斗たちの後ろに避難しておけよ！」

  　

  「嗯……人妖，我们走吧。」

  「うん。……オカマ、行こう」

  　

  　田宫举起真的超强的激光机关枪，朝Killer的方向跑去。我遵从他的指示，将手表戴在右手上，用双手抱着人妖，避免布偶掉下去，开始奔跑。

  　マジでめっちゃ強いレーザーマシンガンを構えてキラーの方へ走っていった田宮の言葉に従い、腕時計を右腕に付けてから、ぬいぐるみが落下しないようにオカマを両手で抱えて走り出した。

  　

  　当我来到大家身边后，发现藤堂身后的人们都朝她伸出了手。雷诺拉送出寒气，高月送出光粒子，莲斗则同时送出两者，小春则送上了紫色电流。

  　みんなのいる所まで来ると、藤堂の後ろにいる他の全員が彼女に向かって手を翳していることが分かった。レイノーラは冷気を、高月は光の粒子を、蓮斗はその両方を、そして小春が紫色の電流を藤堂に送っていた。

  　

  　这平时应该会变成攻击，但藤堂将手放在圣剑剑柄上，却并未露出痛苦的神情。仔细一看，所有能量都沿着她的身体流向圣剑。

  　普段ならそれは攻撃になってしまう筈だが、聖剣と呼ばれたソレの柄頭に手を置いている藤堂が苦しんでいる様子はない。よく見れば、彼女の体を伝って全てのエネルギーが聖剣へと流れて行っているのが確認できた。

  　

  　然而，能量似乎并非全数灌注于圣剑之中，藤堂的身体也与圣剑一样，开始发出微弱光芒，接收了海夜等人的力量。

  　しかし全てが聖剣に込められているわけではないようで、海夜たちの力が送られた藤堂の体も聖剣と同じくうっすらと輝き始めた。

  　力量在藤堂的身体与圣剑之间循环，剑与身体合而为一，化为武器——发动必杀技，这正是『合体技』。

  　力は藤堂の体と聖剣の間で循環している。剣と体を一体とし、それら全てを一つの武器──必殺技として発動する。まさしく『合体技』だ。

  　

  「啊！莉亚小姐，请你再往后退一点！那里很危险！」

  「あっ！　リアさんはもう少し下がってくださいな！　そこは危ないですわよ！」

  　

  「莉亚！到我后面来！」

  「リア！　俺の後ろに来るんだ！」

  　

  「我比哥哥还强！来我这里！」

  「お兄ちゃんより私の方が強いから！　こっちおいでー！」

  　

  　海夜兄妹莫名拼命地呼喊着我，我便退到雷诺拉背后避难。

  　妙に海夜兄妹が必死に呼びかけてくるので、間を取ってレイノーラの背後に避難した。

  　

  「「喂，为什么！？」」

  「「ちょ、なんで！？」」

  　

  　因为你们现在有点恐怖……如果要避难的话，当然要选在这种时候也一脸冷静的雷诺拉身后啊。

  　なんか今のあなた達ちょっと怖いので……。避難するんだったら、こんな時でも冷静な顔をしてるレイノーラの後ろに決まってるわ。

  　

  「雷、雷诺拉，拜托你了。」

  「お、お願いね、レイノーラ」

  　

  「嗯，交给我吧……啊，还有……你、你可以直接叫我的名字哦。」

  「うん、任せて。………ぁ、あと……な、名前で呼んでくれても、いいよっ？」

  　

  「欸？呃……菲、菲莉斯……？」

  「へっ？　えっと……ふぃ、フィリス……？」

  　

  「交给我吧——！！」

  「まかせてぇェェェッッ！！」

  　

  　寒气忽然增强，变得好冷。

  　急に冷気が強まって寒くなってきた。

  　……我是不是应该去高月身后比较好啊？

  　……高月の後ろの方がよかったかな。

  　

  　

  「各位，谢谢你们，已经可以了。」

  「みんな、ありがとう。もう大丈夫だ」

  　

  　

  　藤堂悄声低喃后，负责填充能量的人便停下了手。

  　藤堂が小さくそう呟くと、エネルギー充填係は手を止めた。

  　接着，当藤堂拔出圣剑时，高月对负责绊住敌人的三人组大喊：

  　そして藤堂が聖剣を抜き取ると同時に、高月が足止め係の三人に向かって叫んだ。

  　

  「要发射了！快离开！」

  「撃ちます！　離れてっ！」

  　

  　刚烈对这句话有所反应，迅速地将阳菜与田宫抱在两侧腋下，用力地踏了一下地面。他以惊人的跳跃力来到我们身边避难，而藤堂则仿佛以此为信号，用双手握住了圣剑。

  　その言葉に反応した剛烈が素早く陽菜と田宮を両脇に抱き抱え、その場の地面を思い切り踏み抜いた。驚異のジャンプ力で俺たちの方まで避難が完了し、それを合図とするかのように藤堂が聖剣を両手で握りこんだ。

  　

  　接着，她将圣剑高举过头，动作戛然而止。

  　そして聖剣を頭上に掲げ、ピタリと動きを止める藤堂。

  　

  　此时，她身边出现了宛如萤火虫光芒般的微小光粒，将她及腰的黑色长发瞬间染成金色。

  　すると、まるで蛍の光のように小さな光の粒子が彼女の周囲に発生し、藤堂の腰まである長い黒髪を一瞬で金色に染め上げた。

  　

  　同时，一阵金色的狂风卷起，变成金发的藤堂高举的圣剑，散发出更加强烈的光芒。

  　同時に金色の突風が巻き起こり、金髪になった藤堂が掲げる聖剣は更に強く輝きを増した。

  　

  　黄金之风包覆了她的全身，从她身上溢出的灵气，让脚下的地面如泥泞般扭曲。在我眼里，这看起来简直像是只有藤堂身处另一个世界。

  　黄金の風は彼女の全身を包み込み、そこから溢れ出るオーラは足場の地面をまるで泥濘のように歪ませていく。俺の目にはそれが、まるで藤堂だけが別の世界にいるかのように見えてしまった。

  　

  　她释放出足以让人产生这种错觉的压迫感，用她的眼睛捕捉到了Killer。

  　そんな錯覚を覚える程の威圧感を放ちながら、彼女はその眼でキラーを捉えた。

  　

  「——汇集的是众人的祈祷。」

  「──束ねるは皆の祈り」

  　

  「■■■■……？」

  「■■■■……？」

  　

  　藤堂那超乎常轨的压迫感让Killer感到畏惧，尽管脚已经冻住了，它还是做出了往后退的动作。当然它的脚根本动不了，Killer露出了一副领悟到自己「逃不了」的表情。

  　常軌を逸した藤堂の威圧感にキラーは怯み、脚が凍っているにも拘らず後ずさりの様な行動を取った。当然その足が動く事などなく、キラーは『逃げられない』ということを悟ったような表情になった。

  　

  「——贯穿黑暗的奇迹之剑。」

  「──闇を穿つ奇跡の剣」

  　

  「唔！？■■、■■■■■■■■——！！」

  「ッ！？　■■ッ、■■■■■■■■──！！」

  　

  　既然无法避开，就只能迎击了。Killer发现只要挥舞自己手上的巨大钩刀，就能砍到藤堂，它让宛如爆裂声的咆哮声回荡在四周，高高举起了握在右手的大钩刀。

  　避けられないのなら、迎撃するしかない。自身の持つ巨大な鉈を振るえば藤堂に届くことに気がついたキラーは、破裂音のような咆哮を木霊させ、右手に握った大鉈を振りかぶった。

  　

  　但是，已经太迟了。

  　しかし、もう遅い。

  　

  「接下这招吧。」

  「受けるがいい」

  　

  　藤堂和圣剑完成了所有程序，卷起一阵黄金风暴，光是这样就划破了飘浮在上空的云朵。

  　全ての工程をクリアした藤堂と聖剣は黄金の嵐を巻き起こし、それだけで上空に漂っていた雲を割いてみせた。

  　这阵过于强劲的狂风，别说把我们往后吹飞了，就连Killer握在手上的巨大钩刀都被从手中弹飞。

  　強すぎる突風は後ろにいる俺たちを吹き飛ばすどころか、キラーが握っていた巨大な鉈すらもその手から弾き飛ばした。

  　

  　就在所有人都躲到刚烈准备好的巨大护盾后方避难的同时，藤堂终于说出了那把圣剑的名称。

  　剛烈が用意した巨大なシールドの後ろに全員が避難すると同時に、藤堂は遂にその聖剣の名を口にした。

  　

  　

  「圣——」

  「エクス───」

  　

  「■■■■——」

  「■■■■──」

  　

  　

  　

  　

  　

  　黄金的奔流，朝着巨恶解放而去。

  　黄金の奔流が、巨悪へ向かって解き放たれた。

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「剑——！！！」

  「カリバァ──ッッ！！！」

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  　——五分钟后。

  　──五分後。

  　

  　在那招充满既视感，注定会胜利的合体技之下，玩家杀手连肉片都没剩下地被消灭了，而掌握住辉煌胜利的死亡游戏攻略者们，全都躺在公园里。

  　あまりにも既視感がありすぎる約束された勝利の合体技によってプレイヤーキラーは肉片も残らず消滅し、輝かしい勝利を掴みとったデスゲーマーズは揃って公園に寝そべっていた。

  　

  　释放出威力惊人的光束，代价也十分庞大。原本宽广的公园里，所有的游乐设施都被炸得粉碎，绿色的广场全都化为一片焦土。幸好在发射前一刻抑制了威力，城市里似乎没有受到损害，这让我松了一口气。

  　とんでもない威力のビームを放った代償は大きく、広々としていた公園は全ての遊具が木端微塵になり、緑色の広場は全てが焼野原と化していた。直前で威力を抑えたのか、幸い街には被害が出なかったようで安心したが。

  　

  「我已经动不了了……莉亚姐，让我躺你的大腿～……」

  「もう動けないよぉ……リアねえ膝枕して～……」

  　

  「阳菜好狡猾哦……我也要～……」

  「陽菜ちゃんズルいー……私にもやってぇ～……」

  　

  　现在又没有人躺在谁的大腿上，我也没说过要这么做，但阳菜和小春却在争抢着不存在的大腿躺权利……算了，他们一步都没有移动。

  　別に今は膝枕なんて誰にもしてないし、やるなんて一言も言ってないのだが、陽菜と小春が架空の膝枕券を争っている。……まぁ、寝そべったまま一歩も動いてないが。

  　

  　所有人都遍体鳞伤，现场能毫不费力地活动身体的，就只有我和布偶而已。

  　全員ボロボロで、この場で何の苦も無く体を動かせるのは俺とぬいぐるみだけだ。

  　

  「各位辛苦了～……啊啊。」

  「皆さんお疲れ様でしたわ～……ぁぁ」

  　

  　高月精疲力竭，无法动弹，对同样无法动弹的死亡游戏攻略者们出言慰劳。

  　疲弊しきって身動きが取れなくなった高月が、同じく動けなくなったデスゲーマーズの皆に労いの声を掛けた。

  　众人对他的慰劳各自有所反应，却也闭上眼睛，疗愈着疲惫。虽然觉得在这里睡着不好，但毕竟历经了那般激战，就让他们再休息一下吧。

  　その言葉に各々が反応しつつ、疲れを癒すべく目を閉じてしまった。ここで寝てしまうのはマズイと思うけど、あれほどの激戦の後だしもう少しこのままでもいいか。

  　

  　

  　——我忽然在意起某件事。

  　──ふと、気になったことがあった。

  　我为了确认那件事，靠近了高月与藤堂。

  　それを確認するべく、高月と藤堂の近くへと寄った。

  　

  「欸，你们两个。」

  「ねぇ、二人とも」

  　

  「怎、怎么了……？」

  「ど、どうしましたかぁ……」

  　

  「不用道谢……可以的话，等你们有精神时，再让我听听吧……」

  「礼の言葉なら無用だぞ……出来れば元気な時に、改めて聞かせてくれ……」

  　

  「呃，我有个问题……」

  「えっと、質問っていうか……」

  　

  　他们的作战计划完美成功，如今击破了玩家杀手，队伍全员毫发无伤，而且没有受什么伤，就成功地获得了胜利。

  　彼女たちの作戦は完璧に決まった。現にプレイヤーキラーを撃破し、一人も欠けることなくチーム全員が無事な状態で、しかも大した怪我もしないまま勝利することが出来たのだから。

  　

  　……不过，如果连王者之剑都被吸收的话，他们之后打算采取什么作战计划呢？

  　……だが、もしエクスカリバーすらも吸収されていたら、その後はどういう作戦を行うつもりだったのだろうか。

  　

  　杀手的能力吸收超过容许量……就结果而言，这是正确答案，但在战斗时，这应该只是推测而已。

  　キラーの能力吸収の許容量オーバー……というのは結果的には大正解だったもの、戦ってる時点ではあくまで推測に過ぎなかったはず。

  　王者之剑虽然威力强大，但将一切赌在一把剑上，有些像在赌博。

  　確かにエクスカリバーは強力だったものの、それ一つに賭けるというのは些か博打染みている。

  　

  　然而，他们却露出一副坚信自己会获胜的『从容表情』……这令我感到不可思议。

  　だというのに、本当に勝ちを確信していたかのようなあの『余裕な表情』……それが不思議だった。

  　

  　高月与藤堂都是小心谨慎的人，从未大意过，我实在不认为他们会将一切赌在王者之剑上，坚信自己会获胜。

  　高月も藤堂も用心深い性格だし、油断のゆの字もない彼女たちが、あのエクスカリバーだけに全てを賭けて勝ちを確信していたとは、到底思えないのだ。

  　

  　虽然田宫那么说，但莲斗他们应该没有肤浅到只因为一个作战计划，就显得从容不迫。

  　田宮はああ言っていたが、一つの作戦のみで余裕が持てる程、蓮斗たちは浅はかではなかった筈。

  　

  　……不对，他们对王者之剑计划更有信心吗？如果那是完美无缺的攻略法，那我确实能理解他们为何能露出从容的表情……

  　……いや、それ以上にエクスカリバー作戦に自信を持っていたのだろうか？　それほどまでに完璧に練られた攻略法だったなら、確かにあの余裕の表情にも納得できるけど……。

  　

  「你们为什么能一直露出从容的表情呢？除了那之外，还有其他作战计划吗？」

  「どうして、ずっと余裕そうな顔をしていたの？　アレ以外にも、まだ作戦があったの？」

  　

  「欸……我、我们看起来像那样吗？」

  「え゛っ……そ、そう見えましたか？」

  　

  「怎么会这样，真丢脸……我们或许有些松懈了。」

  「何という事だ、恥ずかしいな……。少し気が緩んでいたのかもしれない」

  　

  「？……啊。」

  「っ？　……あっ」

  　

  　我、我刚才问了超级失礼的问题吗……？

  　も、もしかして俺、今めちゃくちゃ失礼な質問してる……？

  　

  　从高月他们看来，这感觉就像『没在战斗的废物问我们「你们为什么一脸从容？在开玩笑吗？」』啊！应该说，听起来就是那样啊！？

  　高月達からしたら『戦ってなかった役立たずが「お前らなんで余裕そうな顔してたん？　ふざけてんの？」って聞いてきた』感じに捉えられるんじゃ！　ていうかそういう風にしか聞こえないな！？　

  　

  「对、对不起……！我不是那个意思——」

  「ごっ、ごめんなさい……！　そんなつもりじゃ──」

  　

  　

  「因为有莉亚小姐在……吧。」

  「リアさんがいたから……かな」

  　

  「欸？」

  「えっ？」

  　

  　我听见藤堂露出温和的微笑，低喃出这句话后，不禁发出呆愣的声音。

  　藤堂が穏やかな微笑を浮かべながら呟いた言葉を聞いて、俺は思わず間抜けな声を挙げてしまった。

  　

  　这、这是什么意思……

  　ど、どういうことなの……。

  　

  「或许是这样呢，我们至今和各种怪人和能力者战斗过……」

  「そうかもしれませんわね。私たち、いままでいろんな怪人や能力者たちと戦ってきましたけど……」

  　

  　高月露出爽朗的笑容，仅将脸转向了我，道：

  　高月は爽やかな笑みを浮かべて、顔だけを俺に向けた。

  　

  「但和莉亚小姐在一起时，我们从未输过。」

  「リアさんが一緒にいる時って、一度も負けたことがありませんから」

  　

  「……是哦？」

  「……そうだっけ？」

  　

  「对，没错哦。而且，这次是莉亚小姐亲自找我们来，所以大家和我或许都有些得意忘形了。」

  「えぇ、そうですよ。それに今回はリアさん自ら呼んでくれたというのもあって、皆さんも私も少し舞い上がっていたのかもしれません」

  　

  「我们状况比平常还好，你对我们来说……就是胜利女神……呢，哈哈。」

  「いつもより調子が良かったくらいだ。あなたはいわば……私たちにとっての勝利の女神……だな、ハハッ」

  　

  　

  　我相当认真地订正道「我不是那么了不起的人」，但他们却说「我们半是认真，半是开玩笑的」，含糊带过了。

  　そんな大層なものじゃ無い、そう言って割と本気で訂正したが、二人には『半分本気、半分冗談』と言われてうやむやにされてしまった。

  　

  　「因为有我在，所以大家状况都很好……你、你们这么说的话，我会得意忘形的哦！？别说了！不要奉承最废的我，住手啊——！」

  　俺がいたから、みんな調子よかったって……そ、そんなこと言われたら俺が調子乗っちゃうぞ！？　やめろ！　一番ザコな俺をおだてるのはやめぇっ、ヤメロォー！

  　

  　

  （太好了，他们没有说你没用。）

  （良かったね、役立たずって言われなくて）

  　

  （我们队伍里没有性格恶劣到会特地说出口的人啦！我最清楚了，所以不要欺负我！）

  （わざわざ口に出して言うほど性格悪いヤツはこのチームにいねーよ！　俺が一番分かってるからいじめないで！）

  　

  （你这个米虫，人质系女主角——）

  （やーい穀潰し、人質系ヒロインー）

  　

  （别再说奇怪的坏话了，真的！）

  （変な悪口やめなさいよホント！）

  　

  　

  　我一边和能听见我心声的莉亚争论，一边表面上默默地用毛巾擦拭大家的汗水与脏污。擦伤之类的，没有家里的急救箱就没办法处理，等大家再休息一下后，得把他们搬回海夜家才行。

  　俺の心の声が聞こえるリアと言い争いながら、表面上は黙ってタオルなどでみんなの汗や汚れを拭いて回る。擦り傷とかは家の救急箱がないと手当て出来ないし、もう少し休んだら皆を海夜の家に運ばなきゃだな。

  　

  「呼，总之多亏了大家，突破了第一道关卡……吧。」

  「ふぅ、とりあえず皆のおかげで、第一関門は突破……ってとこかな」

  　

  　我开始看见15分的希望，松了一口气。

  　15ポイントへの希望が見え始めて、ホッと一息ついた。

  　

  　

  　——就在这时。

  　──その時。

  　

  　

  （晚、晚上！）

  （よ、夜っ）

  　

  （怎么了？）

  （どした？）

  　

  （那边，公园的入口……！）

  （あそこっ、公園の入り口……！）

  　

  　我被心中的莉亚催促，将视线转向公园入口的方向。

  　心の中のリアに促され、俺は視線を公園の入り口の方へと向けた。

  　

  　站在那里的是，之前见过的、戴着黑色兜帽的人物。

  　そこにポツンと立っていたのは、いつか見た黒いフードを被った人物。

  　

  　

  「……库、库洛诺？」

  「……く、クロノ？」

  　

  「有破绽。」

  「隙あり」

  　

  　在我因为意料之外的人物来袭而惊慌失措的瞬间。

  　予想していなかった人物の襲来に狼狽えた、その一瞬。

  　库洛诺仿佛瞬间移动般，一瞬间就拉近了距离，出现在我眼前。

  　クロノは瞬間移動をするかのように一瞬で距離を詰め、俺の目の前に姿を現した。

  　

  「跟我一起来——」

  「一緒に来てもらう──」

  　

  　抓住我右手的瞬间，库洛诺的背上散发出漆黑的气场。

  　俺の右手を掴んだ瞬間、クロノは背中からドス黒いオーラを発した。

  　

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　

  　…………

  　…………

  　

  　

  　………………

  　………………

  　

  　

  　

  　回过神来，我站在一片漆黑的空间里。

  　気がつけば、俺は真っ暗な空間に立っていた。

  　

  　是个分不清左右，空无一物的黑暗世界。勉强可以踩稳的地面像水泥一样坚固，所以分不清上下……我并没有陷入这种不可思议的感觉。

  　右も左も分からないような、何もない暗闇の世界だ。かろうじて足場はコンクリートのように固くしっかりしているので、上も下も分からない……などという不思議な感覚に陥ることは無かった。

  　

  　对这个事实松了一口气也只是一瞬间。我抬起头，看到库洛诺站在稍远的位置。

  　その事実にホッとしたのも束の間。顔を上げてみれば、少し離れた位置にクロノが立っていた。

  　

  　真是个奇怪的空间。明明全部都是漆黑一片，但无论是库洛诺的身影，还是我自己的身影，或是我抱着的伪娘布偶，都能看得一清二楚。简直就像只有物体沐浴在光芒之中。因此我们的身影在黑暗中显得格外突出。

  　まったくおかしな空間だ。全てが真っ黒だっていうのに、クロノの姿も自分の姿も、俺が抱き抱えているオカマのぬいぐるみだってハッキリ見える。まるで物体にのみ光を浴びせているかのようだ。おかげで自分たちの姿が暗闇のなかで異様に浮いている。

  　

  　话说，这里是哪里？

  　というか、ここは何処だ。

  　

  「你到底带我来什么地方？」

  「いったい、どこへ連れてきたの」

  　

  「……这里是被我创造出来的特殊空间。实际上我们刚才所在的公园里有个圆顶状的黑色物体，我们就在那里面。」

  「……ここは僕は作り出した、特殊なフィールドだ。実際は先ほどいた公園にドーム型の黒い塊があって、僕たちはその中にいる」

  　

  　库洛诺脱下兜帽，露出年轻青年的脸庞。他的眼神看起来十分混浊。以前那种疯狂的生气如今荡然无存，眼眸中没有映照出任何光芒。

  　フードを下ろして年若い青年の顔を見せたクロノの瞳は、ひどく濁っているように見えた。以前の様な狂気を感じるほどの生気が今はまるで存在せず、目の中に光を映していない。

  　

  　我立刻就理解到，这是明显异常的状态。

  　明らかに異常な状態だ、ということが直ぐに理解できた。

  　

  「……发生了什么事？」

  「……何が、あった」

  　

  　我用力抱紧怀里的伪娘布偶，以警戒的语气问道……伪娘，你为什么不说话？难道是想偷袭库洛诺吗？

  　腕の中のオカマのぬいぐるみを強く抱きかかえながら、警戒した声音で聞いた。……オカマ、なんで喋らないんだ。もしかしてクロノを不意打ちしようとしてんのか？

  　

  　

  「世界粉碎者出现了对吧。我洗脑了那家伙，将他分解后，吸收进这个身体里。」

  「ワールドクラッシャーが現れただろう。そいつを洗脳して、分解して、この体に取り込んだんだ」

  　

  「你为什么要做这种事——」

  「何でそんな事を──」

  　

  「闭嘴！」

  「黙れッ！」

  　

  　库洛诺表现出激烈的愤怒，一瞬间感到胆怯的我肩膀抖了一下。

  　クロノが激しい怒りを見せ、一瞬怯んだ俺は肩をビクつかせた。

  　库洛诺没有嘲笑我，而是双手抱头大喊：

  　そんな俺を茶化すこともなく、クロノは両手で頭を抱えながら叫ぶ。

  　

  「我只是想要一个新世界而已！但一切都被妨碍了！不管是你们！还是营运团队！」

  「ただ新しい世界を望んだだけなのに！　何もかもが邪魔される！　君たちにも！　運営にも！」

  　

  　库洛诺高声喊叫，刚才看到的黑色气场从他的背上像水龙头的水一样猛烈地喷发出来。

  　声を張り上げるクロノの背中から、先程見たような黒いオーラが蛇口をひねった水のように勢いよく吹き出しはじめた。

  　

  「没有人愿意帮助我！所以我才像这样创造出自己的世界……为什么连这里都要妨碍我！」

  「誰も僕を助けてくれなかった！　だからこうして自分の世界を作ったのに……何でそこでも邪魔されなきゃいけないんだッ！」

  　

  「库、库洛诺……」

  「く、クロノ……」

  　

  「我不要这个彻底拒绝我的世界……反正、反正只要在这个世界里死亡，现实中的连结装置就会烧掉我的大脑！既然在现实世界里没有容身之处！我决定至少要带着这个世界一起上路！我要把所有人都杀光！！」

  「どこまでも僕を拒否するこの世界なんていらない。……どうせ、どうせこの世界で死ねば現実で接続されてるヘッドギアに脳を焼かれるんだ！　現実にも居場所が無いんだったら！　せめてこの世界を道連れにしてやるって決めたんだよ！　一人残らず皆殺しだ！！」

  　

  　库洛诺如此大喊，身体逐渐被黑色气场包围，外型也逐渐改变。

  　そう叫ぶクロノは段々と黒いオーラに包まれていき、次第にその姿を変えていく。

  　骨头发出嘎吱嘎吱的挤压声，库洛诺的身体像气球一样膨胀起来。

  　メキメキと骨が軋むような音が鳴り響き、まるで風船のごとく体が膨らんでいくクロノ。

  　

  「你、你不是不想杀人吗……」

  「お、お前、人は殺したくなかったんじゃ……」

  　

  「所以我才带你过来！我第一个下定决心要杀的人就是『你』！只要杀了你，我的迷惘就会消失——呜、咕……啊啊啊——！！」

  「だからお前を連れてきたんだ！　僕が一番最初に殺す決心がついた人間は『お前』なんだよ！　お前を殺せば迷いなんて消え───ウッ、グ……アアァーッ！！」

  　

  　转眼间，他的身体就变身成神话中登场的恶魔模样。

  　瞬く間に彼はその体を、神話に登場する悪魔のような姿へと変身させてしまった。

  　岩石般的肌肉、让人联想到杀手的庞大身躯，以及有如深渊般漆黑的肌肤和背上长出的巨大翅膀——俨然就是『世界破坏者』的模样。

  　岩の様な筋肉、キラーを思い出させるような巨体、そして何より深淵の様に暗く黒いその肌と背中に生えた巨大な翼──まさしく『世界の破壊者』に相応しい姿となってしまった。

  　

  　

  　

  「……哎、哎呀？」

  「……ぁ、あら？」

  　

  「！人妖，你该不会睡着了吧……？」

  「っ！　オカマ、もしかして寝てたの……？」

  　

  　看到变成巨大恶魔的库洛诺，我忍不住后退，双手抱着的兔子布偶开口说话。

  　巨体の悪魔になってしまったクロノを見て後ずさりをすると、両手で抱えていたウサギのぬいぐるみが喋った。

  　

  「看来是被合体技的风刮走，昏过去了……」

  「合体技の風に吹き飛ばされて気を失ってたみたいね……」

  　

  「糟、糟糕了，那是库洛诺啊。」

  「や、やばいよ、あれクロノだよ」

  　

  「……原来如此，我大概明白了。这里是被隔离的空间，总之必须打倒那个才行。」

  「……なるほどね、なんとなく察したわ。ここは隔離された空間で、とりあえずアレをぶっ倒さないといけないわけね」

  　

  　我被他惊人的状况判断力吓到，人妖轻巧地跳下我的手臂，站到地上。

  　驚きの状況判断力に俺が軽く引いていると、オカマはぴょこんと跳んで俺の腕から地面に降りた。

  　接着他不知从哪里拿出笔记本电脑，开始啪哒啪哒地敲打键盘。

  　するとどこからともなくノートパソコンを取り出し、なにやらパチパチと打ち始めた。

  　

  「喂，这种时候你在做什么……！」

  「ちょっと、こんな時に何してんの……！」

  　

  「别管了，把你那个超绝技的手表借我。」

  「いいから、アンタのハイパームテキの腕時計を貸しなさい」

  　

  「咦……？现、现在不是该用的时候吗……」

  「はぇ……？　い、今使うべきなんじゃ……」

  　

  「那家伙是这个世界的开发者哦？一定准备了很多对付只能用五分钟的无敌方法。」

  「アイツこの世界の開発者よ？　5分しか使えないムテキの対処法なんていくらでも用意してるに決まってるじゃない」

  　

  　人妖从焦急的我手中抢走无敌手表，用线材连接电脑，再次开始打字。

  　焦る俺から無敵の腕時計を奪ったオカマは、それをコードでパソコンと繋ぎ、再び文字を打ち始めた。

  　

  「如果再加上游戏管理员的粉碎者之力，这样下去我们绝对赢不了。」

  「そこに運営のクラッシャーの力まで合わさったとなれば、まずこのままじゃ勝てないのよ」

  　

  「那该怎么办……！」

  「じゃあどうするんだよ……！」

  　

  「我要用事先准备好的程序升级超绝技。然后要从现实下载追加附件，启动升级内容——」

  「事前に用意してたプログラムでハイパームテキをアップグレードするわ。そんでアップグレード内容を起動する追加アタッチメントも現実からこっちにダウンロードしなきゃだから──」

  　

  　

  　——要争取五分钟的时间哦♡

  　──5分、時間を稼いでね♡

  　

  　

  　人妖这么说完，把平底锅丢给我，再次开始作业。

  　オカマはそう言って俺にフライパンを投げ渡し、再び作業に取り掛かった。

  　

  「……啊？你说争取时间，用、用这个平底锅……？」

  「……は？　時間稼ぎって、こ、このフライパンで……？」

  　

  「虽然面积很小，但这个平底锅是不管什么攻击都挡得住的最强盾牌哦。现在只有这个了，你就用这个加油吧！死亡游戏攻略者莉娅梅莉亚船长！」

  「面積はちっちゃいけどそのフライパンはどんな攻撃も通さない最強の盾よ。今はそれしかないから、それで頑張って！　デスゲーマーズのキャプテン・リアメリカ！」

  　

  「谁、谁是船——呜、呜哇库洛诺朝这边来了！！？」

  「だ、誰がキャプテ──う、うわっクロノこっちキタァァ！！？」

  　

  （好可怕，快逃——）

  （こわーい、逃げろー）

  　

  「莉娅！？你这家伙精神先逃走是怎样喂等等！等、等一下！！」

  「てめぇリア！？　精神が先に逃げんじゃねぇおい待てぇ！　ちょ、ぢょっどま゛っ゛で゛ぇ゛！！」

  　

  　

  　或许是领悟到粉碎者不管是人类还是精神体都能破坏，我追着不知何时脱离肉体避难的薄情莉娅，用一个「什么都能挡的小平底锅」展开五分钟的地狱逃走剧。

  　クラッシャーなら人間も精神体も関係なく破壊できると悟ったのか、いつの間にか肉体から離脱して避難している薄情なリアを追いかけつつ、『何でも防げる小さいフライパン』一つで行う5分間の地獄の逃走劇が幕を開けた。

  　

  　

  　

  　

  　

 
  必殺・悪役特有のシリアスな過去回想をキャンセルパンチ

  必杀·反派特有的严肃的过去回忆取消重拳

  　

  　

  　

  　

  　从开始逃跑算起，大约一分钟——我们时而以毫厘之差躲开化身为破坏者的库洛诺的攻击，时而紧贴着浮在空中的莉娅逃向上方，奇迹般地活了下来。

  　逃走開始から約一分──破壊者と化したクロノの攻撃を紙一重で躱したり、宙に浮けるリアに引っ付いて上に逃げたりして、なんとか俺たちは奇跡的に生き延びていた。

  　

  　……虽然现在刚被她打到地上就是了。

  　……今、空中で殴られて地面に落ちたところだが。

  　

  「好痛！」

  「いでっ！」

  　

  『晚上，被你粘着就很难逃了。』

  『夜、くっつかれると逃げづらい』

  　

  「我一个人的话会死的！求你了，和我一起逃吧！」

  「一人だと死んじゃうから！　お願いだから一緒に逃げて！」

  　

  　我一边紧追着莉娅，一边立刻调整好姿势跑了起来，但黑色的恶魔已经出现在了背后。

  　リアに追い縋りながらすぐさま体勢を立て直して走りだすが、既に背後には黒い悪魔の姿が。

  　

  「去死！！」

  「死ねェッ！！」

  　

  「哇、哇——」

  「わ、わっ──」

  　

  　库洛诺瞄准我这个目标，伸出右手的利爪——而莉娅则用平底锅漂亮地挡住了她的攻击。

  　俺という目標を捉えたクロノは右手の鋭い爪を突き出し──その攻撃をフライパンを持ったリアが見事に防いだ。

  　

  『平底锅，拿好。』

  『フライパン、しっかり持って』

  　

  「抱歉！」

  「悪い！」　

  　

  　我从挡下攻击的莉娅手中接过平底锅，跳到了她的背上。

  　攻撃を防いでくれたリアからフライパンを受け取り、俺は彼女の背中に飛び乗った。

  　莉娅确认我跳上来之后，立刻浮到空中，以蜜蜂般的机动力开始在空中盘旋。

  　俺がくっ付いたことを確認したリアはすぐさま宙に浮き、まるで蜂のような機動力で空を旋回し始めた。

  　

  　莉娅像飞在空中的机器一样四处移动，我则用平底锅防御库洛诺的攻击。这正是所谓的一心同体，两人一体的战术。如果只是在地面上跑来跑去的话，马上就会被抓住，所以要从库洛诺手中逃脱，只有这个方法。毕竟要是被她巨大的脚踩扁的话，就算拿着平底锅也没有意义。

  　リアが空飛ぶマシンのように動き回り、俺がフライパンでクロノの攻撃を防ぐ。まさに一心同体、二人で一人の戦法だ。地面を走り回るだけでは直ぐに捕まってしまうため、クロノから逃げるにはこの方法しかない。巨大な足で踏み潰されそうになったらフライパンを持っていても意味が無いし。

  　

  　话说回来，莉娅的机动力比想象中还要高。不仅速度快，而且灵活，非常适合用来躲避库洛诺巨大而笨重的攻击。

  　というか予想以上にリアの機動力が高い。スピードは速いし小回りも利くので、巨大で鈍重なクロノの攻撃を避けるにはうってつけだ。

  　

  「到处乱窜，真碍眼！」

  「ちょこまかと目障りな！」

  　

  　我们像飞来飞去的虫子一样，让库洛诺感到很烦，她用指尖发射出热量大到能用皮肤感觉到的光束。

  　飛び回る羽虫のごとく鬱陶しい俺たちに苛立ち、クロノが肌で感じられるほどの凄まじい熱量のビームを指先から発射した。

  　

  　

  『晚上，抓紧了。』

  『夜、しっかり掴まってて』

  　

  「我、我知道——哦啊！？」

  「わ、わかっ──オアァ！？」

  　

  　瞬间，莉娅像是换了档一样，进一步加速。她活用那个速度在空中飞来飞去，接连避开如机关枪般连射的光束。

  　瞬間、ギアを入れ替えたかのようにリアが更に加速した。そのスピードを活かして空中を飛び回り、機関銃の如く連射されるビームを次々と避けていく。

  　

  　虽然我用平底锅挡开了差点打中的光束，但像长枪一样飞来的光束几乎都是靠莉娅自己的力量来躲避的。

  　ギリギリ当たりそうなビームは俺がフライパンで逸らしたりはしているものの、槍のように飛んでくるビームのほとんどはリアだけの力で回避している。

  　

  「太厉害了，瞬间移动星！」

  「すごいぞワープスター！」

  　

  『我不是交通工具——啊……有点，累了。』

  『私は乗り物じゃ──あっ……ちょっと、疲れてきた』

  　

  「欸？」

  「えっ」

  　

  　莉娅深深地叹了口气，突然放慢了速度。仔细一看，她的脸和肩膀都在颤抖，飘浮的高度也逐渐下降。

  　心底深い溜め息を吐いたリアが突然スピードを落とした。よく見ると顔や肩がプルプルと震えており、次第に浮遊の高度が下がってきている。

  　

  「喂，你没事吧，莉娅！」

  「ちょ、大丈夫かリア！」

  　

  『我感觉有点不舒服……再不回到身体里的话，我可能会消失。』

  『何か気分悪くなってきた。……そろそろ、体の中に戻らないと消えちゃう、かも』

  　

  　莉娅用无力的声音说道。仔细一看，她的身体开始变得透明。虽然精神体的身体原本就有点透明，但莉娅现在白色的半透明身体正逐渐变得透明。

  　力の無い声で告げるリアの体をよく見れば、段々と彼女の体全体が薄く透け始めている。精神体は元々最初から少し透けているような体だったのだが、今のリアは白い半透明の体が透明になりつつあった。

  　

  　她的后颈和脸颊都流着汗，脸颊也有些泛红。一看就知道她已经快到极限了。

  　うなじや頬からは汗が流れており、頬も若干紅潮している。見るからに彼女は限界寸前だ。

  　

  『对不起……我再飞一会儿，逃走吧。』

  『ごめん、ね。……もう少し、飛んで逃げるよ』

  　

  「……不，莉娅，你先回到身体里吧。」

  「……いや、リアはもう体の中に戻ってくれ」

  　

  『……但是，这样的话……』

  『……でも、それだと』

  　

  「莉娅已经努力帮我争取了三分钟的时间。剩下的一分钟……我会自己想办法的。」

  「リアが頑張って三分も時間を稼いでくれたんだ。残り一分くらいは……俺一人で何とかするよ」

  　

  　所以你先休息吧。我用平静的声音劝告莉娅，她小声地嘀咕了一句「不要死哦」，然后就融入了我的身体里。莉娅离开后，我就从空中自由落体，但多亏她事先降低了高度，我才能顺利着地。

  　だからもう休んでくれ。落ち着いた声音でそうリアを諭すと、彼女は「死なないでね」と小さく呟きながら、俺の体に溶け込んでいった。リアが居なくなったことで空中から自由落下することになったが、彼女があらかじめ高度を下げていてくれたおかげで難なく着地はできた。

  　

  　从莉娅用浮游在空中四处逃窜开始，才过了仅仅三分钟。她之前知道我的秘密逃走时，说服她花了将近一个小时，这次不仅瞬间就到了极限，还露出了以前从未有过的疲惫表情。看来用精神体像刚才那样过度活动的话，就会像某个巨大英雄一样，三分钟就到极限了。

  　リアが浮遊で空を逃げ回ってから、僅か三分しか経過していない。俺の秘密を知って逃げ出したフィリスを説得した時は一時間近く俺から離れていられたのだが、今回は瞬く間に限界が来るどころか、以前は見せなかった疲弊の表情までしていた。どうやら精神体で先程の様に過度な活動をすると、どこかの巨大ヒーローのように三分で限界を迎えてしまうらしい。

  　

  　也就是说，最后的一分钟我只能靠自己了。

  　つまり、最後の一分はこの身一つでやるしかない。　

  　

  　我双手拿着平底锅和库洛诺对峙，他一脸愤怒地用手指着我。

  　フライパンを両手に持ってクロノと対峙すると、彼は怒りの形相で此方に指を向けた。

  　

  「结束了……！」

  「終わりだ……ッ！」

  　

  　库洛诺的指尖开始聚集起光的粒子。他大概是想像刚才那样发射光束吧。

  　クロノの指先に光の粒子が集まり始める。恐らく先ほどのようにビームを放つ気なのだろう。

  　正常来说，我应该要逃跑而不是迎战，但我决定用这个平底锅迎击。

  　普通に考えれば立ち向かわずに逃げるべきなのだが、俺はこのフライパンで迎撃することに決めた。

  　

  　刚才莉娅异常的机动力，才好不容易和光束的速度打成平手，我的脚程不可能完全避开。不仅如此，就算能躲开一发，那也是奇迹了。

  　先程のリアの異常な機動力でようやく拮抗できていた速度のビームを、俺の足で避けきれるわけがない。それどころか一発でも躱せれば奇跡だ。

  　因此我决定不转身，用这个平底锅弹开库洛诺的光束。

  　ゆえに背中は見せず、このフライパンでクロノのビームを弾き飛ばしてやることにした。

  　

  　如果时机没算准，我就会被蒸发而当场死亡，但现在只有这个方法了。

  　タイミングを間違えれば蒸発して即死亡だが、今はこの方法しかない。

  　

  「消失吧！」

  「消えろォッ！」

  　

  　能量填充完毕的库洛诺高声叫喊，从指尖射出高热光束。

  　エネルギーの充填が完了したクロノは高らかに叫びながら、指先の高熱線ビームを解き放った。

  　

  「来吧……」

  「こい……」

  　

  　我像棒球的打击者一样双手握住平底锅，计算着光束直击的时机，瞬间僵在原地。

  　野球のバッターのように両手でフライパンを握り込んで構え、ビームが直撃するタイミングを考えて一瞬の硬直。

  　

  （就是现在——！）

  （ここだ──！）

  　

  　就在几乎要烧焦身体的高热光束逼近眼前的瞬间，我用尽全力挥动双手握住的平底锅。

  　この身を焼かんとする高熱線が目の前まで迫った瞬間、俺は両手に握ったフライパンを全力でフルスイングした。

  　

  　结果——光束漂亮地击中平底锅的背面，无处可去的光束被反弹回去，直接朝黑色恶魔飞去。

  　その結果──ビームは見事にフライパンの背面に直撃し、行き場を無くして弾き返されたビームはそっくりそのまま黒い悪魔の方へと伸びて飛んでいった。

  　

  「什——呜咕！」

  「なっ──ウグッ！」

  　

  　大概是没想到我会认真迎击光束，库洛诺被我攻其不备，情急之下用双手护住脸，但光束还是击中了手臂，让他失去平衡。

  　まさか本気でビームを迎撃するとは思っていなかったのか、虚を衝かれたクロノは咄嗟に両手で顔を守ったがビームをどうにかすることはできず、そのまま腕にビームが直撃して体勢を崩した。

  　库洛诺勉强站稳脚步，单膝跪地，用足以杀死人的目光瞪着我。

  　転倒しそうになったところをなんとか堪え、片膝をついてバランスを取ったクロノは、それだけで人を殺せるような眼力で俺を睨みつけた。

  　

  「愚蠢……！」

  「馬鹿げたことを……！」

  　

  「哈、哈……」

  「ハァ、ハァ……っ」

  　

  　多亏平底锅的性能，我才能勉强弹开光束，但因为到处跑来跑去，又用平底锅迎击，动作太过激烈，我已经上气不接下气了。莉亚的身体原本就不怎么结实，缺乏体力是她的缺点。虽说只有五分钟，但她的身体也承受不了这么激烈的战斗。

  　フライパンの性能のおかげでなんとか弾き返せたのはいいが、走り回ったりフライパンで迎撃したりとかなり激しく動いてしまったため、もう息を切らしてしまった。元々リアの体は丈夫ではなく、体力の無さが欠点なのだ。たった五分間とはいえこんな激しい戦闘を続けられるような体ではない。

  　

  　我正用手按着胸口，试图调整呼吸，库洛诺一脸不甘心地扭曲着脸，向我问道：

  　何とか息を整えようとして胸に手を当てていると、クロノが悔しそうに顔を歪めながら問いかけてきた。

  　

  「你这么重视一直折磨着自己的这个世界吗！你真的想回到那个没有生存价值的现实世界吗！」

  「ずっと自分に苦痛を与えてきたこの世界がそんなに大事か！　あんな生きる価値の無い現実世界に戻りたいと、そう思っているのか！」

  　

  　恶魔一边说着「我真的无法理解」，一边站了起来。虽然他的外表早已不是人类的模样，但看到他的表情，就能知道库洛诺是真的感到疑惑。

  　本当に理解できない、と言いながら立ち上がる悪魔。とっくに人間の姿ではなくなっているが、確かに彼の表情を見ればクロノが本当に疑問を浮かべているのが分かる。

  　

  　库洛诺似乎打从心底无法理解我反抗的理由。

  　クロノは心底、俺が抗っている理由を理解できないようだ。

  　

  「为什么你不肯去死……为什么你想要活下去？」

  「何で死んでくれないんだ……どうして生きようとするんだ」

  　

  　库洛诺的眼皮抽动着，向我抛出这样的问题，他的背后喷出一股和刚才完全无法相比的漆黑气场。

  　瞼をピクピクと動かしながら俺にそんな質問を投げかけてくるクロノ、その背中からは先ほどまでとは比べ物にならない程のドス黒いオーラが噴き出ている。

  　

  　我毫不畏惧地站在他面前……其实我怕得要死，但要是被他发现就糟了，所以我努力装出一副扑克脸。

  　そんな彼の前に、俺は臆することなく立った。……本当はめちゃくちゃ怖いし臆してるけど、悟られたらヤバいので頑張ってポーカーフェイスをする。

  　

  「……我有我的理由。」

  「……理由があるからな」

  　

  「……理由？」

  「……理由？」

  　

  　库洛诺反问我的时候，我察觉到一丝不对劲。我明明把莉亚收进身体里了，却能流畅地说话。不仅如此，喉咙也没有被什么东西卡住的感觉，只要我想的话，甚至可以大声说话。

  　クロノが聞き返してきた辺りで、俺は僅かな違和感に気がついた。体の中にリアをしまい込んだはずなのに、流暢に喋ることが出来る。それどころか喉に何かが引っかかるような感覚も無く、やろうと思えば大声も出せる状態だ。

  　

  　恐怕莉亚回到我身体里之后，就因为太过疲惫而睡着了吧。看来当她在我身体里睡觉的时候，我就能像原本的身体一样正常说话。

  　おそらくリアは体の中に戻った後、疲弊しきって眠ってしまったのだろう。どうやら内に居る彼女が眠っている時、俺は元の体の時と同じように普通に喋ることが出来るらしい。

  　……事态发展至此，对我来说正好。如果我用莉亚那种结结巴巴的说话方式，库洛诺可能根本不会认真听我说话。

  　……この状況に至っては好都合だ。リアのたどたどしい喋り方のままでは、クロノがまともに話を聞いてくれなかった可能性もある。

  　

  　只要利用现在的状态，我就能把我的想法传达给库洛诺。如果只是互相残杀，就没办法传达任何信息，所以趁库洛诺暂时停止攻击的现在，就是最后的机会。虽然也是为了争取时间，但如果能说服他解决这件事，那当然是最好的。

  　いまの状態を利用すれば、クロノに俺の意志を伝えることができる。ただ殺し合うだけでは何も伝えられないし、攻撃を一旦やめているクロノと話せる今が最後のチャンスだ。時間稼ぎという面もあるが、説得で事が済むならそれに越したことはない。

  　

  「我——」

  「俺は──」

  　

  　就在我开口试图说服他的那一瞬间。

  　彼を説得しようと口を開いた、その瞬間。

  　

  　

  「我更新完成了哦——！快点收下吧——！」

  「アップデート出来たわよー！　受け取りなさーい！」

  　

  「……时机真差。」

  「……タイミング悪いなぁ」

  　

  　在远处的兔子玩偶大声喊道，接着把像是手表和USB随身碟的东西丢给我。　

  　遠くにいたウサギのぬいぐるみが大声を挙げ、俺に向かって腕時計とUSBメモリのような物を投げ渡してきた。　

  　

  　虽然我好不容易接住了那些东西，但原本在听我说话的库洛诺，理所当然地警戒起来，摆出架式。

  　なんとかそれらはキャッチできたが、話を聞くモードだったクロノは当然の如く警戒して身構えてしまった。

  　我本来很期待更新完成，没想到会在这个时间点结束……

  　本来ならアップデート完了は待ち望んでいた事だったんだけども、まさかこのタイミングで終わるとは……。

  　

  「那个USB随身碟是追加附件！把那个连接到手表上再启动！更新内容和使用方法会自动安装到你的脑内！」

  「そのUSBメモリが追加アタッチメントよ！　それを腕時計に接続してから起動させなさい！　アップデート内容と使い方は自動で脳内にインストールしてくれるわ！」

  　

  　虽然他好像说了什么脑内安装这种可怕的话，但这是因为在虚拟空间才能办到的技巧吗？不过还是有点可怕。

  　なにやら脳内インストールとか恐ろしいことを言っているが、ここが仮想空間だからこそ出来る芸当なのだろうか。それにしてもちょっと怖いけど。

  　

  　我照人妖说的把随身碟连接到手表的旋钮部分后，手表发出了没听过的声响。

  　オカマに言われた通りメモリを腕時計のリューズ部分に接続すると、腕時計から聞いたことの無い音声が鳴った。

  　

  　

  《更新认证：生存系统——启动。》

  《アップデート認証：サバイブシステム──起動》

  　

  　

  　瞬间，大量的资讯流进了我的脑内。从更新的内容到新的战斗方式，各种影像和文字在脑中令人眼花缭乱地四处移动，让我感到有点晕眩。　

  　瞬間、脳内に大量の情報が流れ込んできた。アップデートされた内容から新しい戦い方など、様々な映像や文字が頭の中で目まぐるしく動き回り、軽く目眩を起こしてしまった。　

  　

  「呜……咕。」

  「うっ……、く」

  　

  　我勉强用双脚支撑住摇摇晃晃的身体。

  　フラついた体をなんとか両足で支えて踏みとどまった。

  　多亏如此，我才能掌握新的规格，这样战斗准备就万无一失了。

  　おかげで新しい仕様も把握できたし、これで戦う準備は万全だ。

  　

  　库洛诺对我的样子感到疑惑，从怀里拿出和我一样的无敌手表戴在右手腕上。

  　そんな俺の様子を怪訝に思ったクロノは、懐から俺と同じ無敵の腕時計を取り出して右手首にそれを巻きつけた。

  　

  「我也有无敌的力量。当然，当你启动无敌的瞬间，我也会启动无敌。」

  「無敵の力なら僕だって持ってるさ。もちろんお前がそれを起動させた瞬間、僕も無敵を起動する」

  　

  「……意思是无敌对无敌分不出胜负吗？」

  「……無敵同士じゃ決着はつかない、ってことか」

  　

  「没错。就算你的无敌加上多么强大的力量，对无敌也没有意义。只要同时启动，我们双方在五分钟内就什么也做不了……等时间过去后，我就能杀死毫无防备的你。」

  「そうだ。たとえお前の無敵にどれほど強力な力が加わったとしても無敵には無意味だ。同時に起動させれば五分間はお互い何もできなくなり……時間が経った後、無防備なお前を僕が殺す」

  　

  　库洛诺这么说完，左手放在手表上。

  　そう言って時計に左手をかけるクロノ。

  　在这种状况下，无论如何都是我先启动无敌，之后库洛诺再启动，所以双方的无敌都没有意义。库洛诺的意思是，就现在这个状况而言，无敌只是让我延命五分钟的装置。

  　この状況ではどうあっても俺が先に無敵を起動することになるし、その後にクロノが起動するのだからお互いの無敵は意味をなさない。今この状況に於いては、無敵はただ五分間俺が延命するだけの装置に過ぎないのだと、クロノはそう言っている。

  　

  　

  　——那种事我早就考虑到了。

  　──そんなことは既に織り込み済みだ。

  　

  「……！」

  「……っ！」

  　

  　

  《超无敌！》

  《ハイパームテキ！》

  　

  　

  「我都说没用了……」

  「無駄だと言っているのに……」

  　

  　

  《超无敌！》

  《ハイパームテキ！》

  　

  　

  　几乎同时，完全相同的声音在黑色空间内回响。那一瞬间，彼此的身体都被金色的气场包围，手表开始倒数五分钟。

  　ほぼ同時に、全く同じ音声が黒い空間内で木霊した。その瞬間お互いの身体が黄金色のオーラに包まれ、腕時計が五分間のカウントを開始する。

  　

  　尽管库洛诺提出忠告，我却无意义地使用无敌。库洛诺对我的垂死挣扎哑然失笑，表情转为无奈。

  　忠告されたにもかかわらず、無意味に無敵を使う。そんな悪足掻きでしかない俺の行動にクロノは失笑し、呆れた表情に変わった。

  　

  「真是难看。你的意思是，你有不惜挣扎到这种地步的理由吗？」

  「なんて無様なんだ。そうまでして足掻く理由がお前にはあると、そう言うつもりなのか？」

  　

  「对，没错。」

  「あぁ、そうだ」

  　

  「那就让我听听看吧……听听看你的理由！」

  「なら聞かせてくれよ……その理由をさァ！」

  　

  　库洛诺突然朝我扑来。

  　突然、クロノが俺に向かって飛びかかってきた。

  　

  　他从我的正上方挥下手刀——我用单手抓住他的手，挡下他的攻击。果然，无敌对无敌，不管多么迅速的偷袭都没有意义。

  　そして俺の真上から手刀を振り下ろし──俺はそれを片手で掴むことで防いでみせた。やはり無敵同士ではどんなに素早い不意打ちも無意味らしい。

  　库洛诺的这个行动，是为了粉碎「说不定即使双方都是无敌，还是能做些什么」这种乐观的预测吧。他的攻击对我无效，反之亦然。

  　クロノのこの行動は『もしかしたら無敵同士でも何かが出来るんじゃないか』などという希望的観測を折り砕く為にやったことなのだろう。彼の攻撃が俺に効かないということは、逆もまた然りというわけだ。

  　

  　不过，现在那种事无关紧要。

  　しかし、今はそんなことなど関係ない。

  　

  　

  「……库洛诺，你知道吗？」

  「……クロノ、お前知ってるか？」　

  　

  「……知道什么？」

  「……何をだ」

  　

  「你为了杀死海夜他们，把魔鬼放到街上后……以结果来说，没有出现任何『死者』。」

  「お前が海夜たちを殺そうとしてデビルを街に放ったあの後……結果的に言えば『死人』は誰ひとり出なかったんだ」

  　

  　库洛诺一脸困惑地回应抬头看着他，说出毫无脉络可循的话的我。他似乎不明白我想说什么。

  　自分を見上げながら脈絡のない言葉を告げてくる俺に、クロノは困惑の表情で返した。俺の言おうとしている事が分からないらしい。

  　

  「你派锁镰怪人来的时候，我和小春都平安无事，那个怪人现在也在牢里赎罪。」

  「鎖鎌の怪人を寄越した時も俺と小春は無事だったし、当の怪人も今は檻の中で罪を償ってる」

  　

  「……你……」

  「……お前」

  　

  「你知道这是什么意思吗？」

  「それがどういうことなのか、お前には分かるか？」

  　

  「——你这家伙！！」

  「──お前ェッ！！」

  　

  　或许是察觉我想说的话，库洛诺突然变了脸色，抓住我的手臂把我摔出去。

  　俺の言わんとしている事を察したのか、クロノは豹変すると俺の腕を掴んで投げ飛ばした。

  　我轻松着地后，他一脸凶神恶煞地怒吼：

  　そして俺が難なく着地すると、彼は鬼の形相で怒声を放った。

  　

  「你想说，我杀不了人吗！！」

  「僕に人は殺せないって！　お前はそう言いたいのかッ！！」

  　

  「……不是。」

  「……そうじゃない」

  　

  　和他察觉的意思不同。听我这么说，库洛诺说着「什么……？」，动摇了。

  　察した意味とは違う、俺にそう言われてクロノは「なに……？」と言いながら動揺した。

  　简直无法理解我的行动，不知道我想说什么。看到这样的我，库洛诺的心动摇了。虽然不知道那是恐惧，还是单纯的困惑。

  　まるで行動が理解できない、何を言いたいのか分からない。そんな俺を見てクロノは少なからず心が揺れている。それが恐怖なのか、はたまたただの困惑なのかは見当もつかないが。

  　

  　结果，我想说的话没有改变。

  　結局、俺の言いたいことは変わらない。

  　

  「只要你有那个意思，一定能杀人……可是，你还没有杀过任何人，没有夺走任何人的性命。」

  「その気になればきっとお前は人を殺せる。……でも、お前はまだ誰も殺してない、人の命を奪っていない」

  　

  「你想说什么！」

  「何が言いたいんだ！」

  　

  「……你还能回头！」

  「……まだ引き返せるってことだよ！」

  　

  　库洛诺强烈反驳，我反而大声让他闭嘴。为了让这家伙听我说话，我让莉亚暂时睡一会儿。

  　強い反論をしてくるクロノを、逆に大声を出して黙らせる。こいつと対話をするために、もう暫くリアには眠っておいてもらう。

  　

  「现在你还没有杀任何人，还能回头！」

  「誰も殺してない今ならまだ戻れる！」

  　

  　从现实层面来说，就算他直接回到莉亚鲁，也不可能无罪释放。他创造的虚拟空间被当成死亡游戏的舞台，开发者当然会被追究责任。

  　現実的な事を言えば、彼がこのままリアルに帰っても無罪放免ということは無いだろう。彼の作った仮想空間がデスゲームの舞台にされたとあっては、当然開発者にも責が問われる。

  　

  　即使如此，透过死亡游戏杀人这件事终究只是『未遂』。只要游戏通关，就不会有人死亡。实际夺走性命后和未遂，罪行的轻重应该会相差很多。

  　だとしても、デスゲームを介した殺人に関してはあくまで『未遂』だ。このままクリアされれば誰も死なない。実際に命を奪った後と未遂では罪の重さもかなり違ってくるはずだ。

  　我不清楚详细的刑罚，而且死亡游戏、虚拟空间、开发者责任等复杂的情况交织在一起的话，根本无法预测会被问什么罪。

  　詳しい刑罰のことなんざ何も知らないし、そこにデスゲームだの仮想空間だの開発者責任だの複雑な事情が絡んでくるとなれば、もうどんな罪に問われるのかなんて予想もつかない。

  　

  「我也可以成为你的伙伴！」

  「俺もお前の味方になることができる！」

  　

  　即使如此，不管会被问什么罪，我都想成为这家伙的支柱。

  　それでも、どんな罪に問われたとしても、俺はこいつの支えになってやりたい。

  　如果他憎恨现实的一切，现在的他或许没有伙伴。不管有没有，我都想成为这家伙的伙伴。

  　現実の全てを憎むほどなら、今の彼には誰も味方がいないのかもしれない。結局居るにせよ居ないにせよ、俺がこいつの味方をしてやりたいということは変わらない。

  　

  　我并不是要他放弃罪行。不让他受罚的话我会很困扰，我完全没有要包庇他这部分的意思。

  　罪を放棄しろ、というわけではない。罰は受けて貰わないと困るし、その部分を庇うつもりは毛頭ない。

  　

  　不过，赎完所有罪行后，我也可以照顾他。像是探监或是出狱后的事，这方面我应该能帮上忙。虽然我可能只是个乳臭未干的高中生，但我也有很多事能做。

  　だけど、全ての罪を償い終わった後のケアなら俺にだってできる。面会とか出所後のこととか、そこら辺のことなら手伝えるはずだ。まだ高校生の青臭いガキかもしれないが、そんな俺にだって出来る事はいくらでもある。

  　

  「我想帮助你！」

  「お前のことを助けたい！」

  　

  　

  　我做到这种地步的理由只有一个。

  　そこまでする理由はただ一つ。

  　

  　

  　这家伙创造了这个世界——创造了海夜他们。

  　こいつはこの世界を──海夜たちを生み出してくれた。

  　

  　我不知道从世间角度来看，这是伟业还是错误，但那种事根本无所谓。从我的角度来看，他创造了他们这件事毫无疑问是『值得感谢的事』。

  　世間的に見てそれが偉業なのか間違いなのかはわからないが、そんなことはどうでもいい。俺からすれば、彼らを生み出してくれた事は間違いなく『感謝するべきこと』なんだ。

  　

  　被卷入死亡游戏这种意义不明的事件很不幸，我对制造出契机的库洛诺多少有些怨恨。

  　デスゲームなんて意味不明な事件に巻き込まれたのは不幸だったし、それのきっかけを作ったクロノのことは少なからず恨んでいる。

  　不过，能遇见这个世界的人们，对我来说是更开心的事。

  　でもそれ以上に、この世界の人々に出会えたことは俺にとって嬉しいことだった。

  　

  　正因如此，我不希望库洛诺这个大家的生父，被当成单纯的疯狂科学家坏人。我绝对不要这样。

  　だからこそ、皆の生みの親であるクロノをただのマッドサイエンティストの悪人として終わらせたくはない。

  　

  　

  「……所以，我绝对不能死。如果夺走我的性命……你就再也回不去了！」

  「……だから、俺は絶対に死ねない。俺の命を奪ったら……お前はもう、後戻りできなくなる！」

  　

  「……这就是、理由……？」

  「……それが、理由、っ……？」

  　

  「没错！我不会让你跨越最后的底线！」

  「そうだ！　お前に最後の一線は越えさせない！」

  　

  　我坚定地这么说完，突然被我这么说的库洛诺不知所措地后退。

  　力強く言ってのけると、突然そんな事を言われたクロノは面食らったかのように後ずさりをする。

  　

  　

  　——不过，她立刻咬紧牙关，用食指指着我。我马上就知道她的指尖正在聚集光芒，准备发射光束。

  　──しかし、すぐさま歯を食いしばって人差し指を俺に向けた。その指先には光が集束していて、ビームを撃つ準備をしていることがすぐに分かった。

  　库洛诺狼狈地用左手用力按住颤抖的右手，试图将指尖的准心固定在我身上。

  　クロノは狼狽した様子で、震える右手を左手で強く押さえながら、指先の照準を俺に固定しようとしている。

  　

  「说、说好听话的人类……！我遇过很多很多！我已经决定不再被骗了！」

  「あ、甘い言葉を掛けてきた人間なんてっ……！　たくさん、たくさんいたッ！　もう騙されないって決めたんだ！」

  　

  「……你的心结还真严重。」

  「……だいぶ拗らせてるなぁ」

  　

  「而且再过十秒就经过五分钟了！在你的无敌时间结束的瞬间，我就发射光束！这样就结束了！」

  「それにあと十秒で五分が経過する！　お前の無敵時間が終わった瞬間ビームを撃ってやる！　それで終わりだ！」

  　

  　尽管她嘴上说着要杀我，但明显无法隐藏动摇的神色。看她那个样子，就算发射光束，能不能打中都很难说。

  　口では俺を殺す殺す言っているものの、明らかに動揺の色が隠しきれてない。あの様子じゃビームを撃っても当たるかどうかすら怪しい。

  　

  　……不过，这和光束打不中没有关系就是了。

  　……まぁ、ビームが当たるかどうかは関係ないけども。

  　

  「来，二！一！」

  「ほら、二！　いちぃ！」

  　

  　库洛诺拼命倒数，当然不知道这次的更新内容。他似乎以为会追加某种强力的攻击手段或武装，但可以说完全猜错了。

  　必死にカウントダウンしているクロノは、当然ながら今回のアップデート内容を知らない。彼は何かしらの強力な攻撃手段や武装の追加だと考えていたようだが、それは全くと言っていいほど的外れである。

  　

  　

  　——真相更加单纯。

  　──真実は、もっと単純だ。

  　

  　

  「零！接招吧——！！」

  「ゼロぉ！　喰らえーッ！！」

  　

  　倒数结束的瞬间，库洛诺从指尖发射光束。出乎意料的是，他的准头似乎很准，光束笔直朝我飞来。

  　カウントがゼロになった瞬間、クロノが指先からビームを発射した。意外にも狙いはしっかり定まっていたようで、ビームは真っ直ぐ俺の方へ飛んできた。

  　

  　但是光束在打中我的身体的瞬间就烟消云散了。

  　しかしビームは俺の体に当たった瞬間に霧散した。

  　

  　

  「……奇、奇怪？」

  「……ぁ、あれ」

  　

  　库洛诺无法理解眼前发生的事，露出呆愣的表情。以他的角度来看，会有这种反应也是理所当然。

  　目の前で起こった事が理解できず、呆けた顔をするクロノ。彼からすれば当然の反応だ。

  　

  　不知为何，明明已经过了五分钟，我的金色灵气却还没消失。明明被能够瞬间蒸发人类的光束打中，却一点效果也没有。

  　なぜか五分経過したのに、俺の黄金のオーラが消えていない。人間なんて即座に蒸発させられるようなビームを当てたのに、一ミリも効いた様子が無い。

  　

  　

  　攻击无效？这是当然的。毕竟现在的我是这个世界的『无敌』。

  　攻撃が効かない？　当たり前だ。なんせ今の俺はこの世界で『無敵』だからな。

  　

  　人妖在更新时追加的生存系统，效果单纯就是『让无敌时间变成无限』。所以不管过了五分钟还是十分钟，金色灵气都会持续出现，破坏者最强的光束什么的我不管，任何攻击对我都完全不管用。

  　オカマがアップデートで追加したサバイブシステムの効果は、単純に『無敵時間を無限にする』というものだ。だから5分経過しようが10分経過しようが金色のオーラは出続けるし、破壊者の最強ビームだかなんだか知らないがどんな攻撃も俺には一切通用しない。

  　

  「为、为什么，明明已经过了五分钟。」

  「な、なんで、五分経過したのに」

  　

  「我的无敌时间——没有限制！」

  「俺の無敵時間は───無制限だ！」

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「……啊？」

  「……は？」

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　听到我的话，库洛诺僵住了。我瞬间进入战斗状态，握紧拳头。

  　俺の言葉を聞いてクロノが硬直した。その瞬間俺は戦闘態勢に入って拳を構える。

  　看到这样的我，他全身颤抖起来。

  　そんな俺を見て、彼はプルプルと全身を震わせた。

  　

  「等、等、等一下。」

  「ちょ、ちょ、ちょっとまって」

  　

  「一决胜负吧，库洛诺！让你见识天才死亡游戏玩家莉亚的力量……！」

  「勝負だクロノ！　天才デスゲーマーリアの力を見せてやる……ッ！」

  　

  　我用力握紧右拳，将缠绕在身上的金色能量集中到右手上。于是，连LED灯都会吓一跳的耀眼光芒笼罩着我的身体，必杀之拳完成了。

  　ギリギリと右拳を強く握り込み、体中に纏った黄金のエネルギーをその右手に集約させていく。するとLEDライトもビックリなくらいの眩い輝きが俺の体を包み込み、必殺の拳が完成した。

  　只要用这拳打中库洛诺，就能将世界粉碎者从他身上分离。详细原理就省略了，不过『无敌的话就有可能』这个想法已经安装到我的脑中，所以肯定没错。

  　これをブチ込めばクロノからワールドクラッシャーを分離することが出来る。詳しい原理は省くが『ムテキなら可能』だと脳内にインストールされてるので間違いない。

  　

  　这样下去库洛诺不会听我说话，总之得先揍他一顿让他闭嘴。

  　このままじゃクロノは話を聞かないので、とりあえず殴って黙らせなければ。

  　

  「……开、开什么玩笑，别说救我这种漂亮话……！因为根本没有人救过我！那个时候也是！」

  「……ふ、ふざけるなっ、助けるなんて綺麗事を言うな……！　だって誰も助けてくれなかったじゃないか！　あの時だって」

  　

  「拳——击！！」

  「パァ──ンチッ！！」

  　

  「噗呃！！」

  「ひでぶっ!!」

  　

  　我一拳打在正要开口的库洛诺脸上，把他揍飞到五十米外。

  　何かを言いかけてたクロノの顔面に拳をぶち込み、五十メートルほど先まで殴り飛ばした。

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　

  　…………

  　…………

  　

  　

  　………………

  　………………

  　

  　

  「太、太过火了吗？」

  「や、やりすぎたかな」

  　

  「他昏过去了呢。」

  「気絶してるわね」

  　

  　「把人妖放在肩上，我靠近库洛诺，他正眼冒金星、流着鼻血失去意识。

  　オカマを肩に乗せてクロノの方へ近づくと、彼は目をぐるぐるさせながら鼻血を垂らして気を失っていた。

  　而且他的身体完全恢复成人类，已经看不到漆黑的气场了。抬头一看，这个黑色空间也开始逐渐崩坏。看来只要世界粉碎者消灭，隔离空间也会跟着消失。

  　それに体は完全な人間に戻っており、もうドス黒いオーラは何処にも見受けられない。上を見上げてみれば、この黒い空間も少しずつ崩壊し始めている。どうやらワールドクラッシャーが消滅すれば隔離空間も消え去る仕様だったらしい。

  　

  「这家伙之后要怎么办？」

  「こいつ、この後どうするのよ」

  　

  「总之先把他绑起来，再慢慢说服他。库洛诺改过自新也是通关条件。」

  「とりあえず縛り上げてから、ゆっくり説得するよ。クロノの改心もクリア条件だし」

  　

  　「我从怀里拿出手帕，一边擦着库洛诺的鼻血，一边和人妖讨论他今后的处置。这时，耳边传来某种声音。

  　懐から取り出したハンカチでクロノの鼻血を拭きながら、彼の今後の処遇についてオカマと話し合っていると、次第に何かの音が耳に届いてきた。

  　

  　锵——锵——伴随着坚硬的金属互相撞击的声音，还有别的——像是人类的声音。

  　ガーン、ガーン、と硬い金属同士がぶつかり合うような音と共に、別の──人間の声のような音も聞こえてきた。

  　我竖起耳朵，那个声音越来越近。

  　耳を澄ましてみれば、その声は次第に近くなってきた。

  　

  　

  　

  　

  　

  「王者之剑！你一定办得到！你一定可以破坏这个黑色球体！喝啊——！」

  「エクスカリバァー！　お前ならできる！　お前ならこの黒い球体を破壊できるはずだ！　ハア゛ァ゛ー゛ッ゛！」

  　

  「文香小姐请冷静！莉亚小姐大概没问题……啊啊，快住手！王者之剑先生会断掉的！」

  「文香さん落ち着いてください！　リアさんなら多分大丈夫ですから……あぁっ、おやめになって！　エクスカリバーさんが折れてしまいます！」

  　

  「最大火力填充完毕——超电磁炮，准备就绪……哥哥你别阻止我！」

  「最大火力充填完了──超電磁砲、スタンバ……ちょっとお兄ちゃん！　止めないで！」

  　

  「住手小春！这一带会全部烧成灰烬！快住手啊啊啊！」

  「やめろ小春！　ここら一帯が全部焼野原になる！　やめろぉぉッ！」

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「……我们得快点回去！」

  「……早く戻らないとヤバいわね！」

  　

  「嗯。」

  「うん」

  　

  　隔离空间外似乎有些骚动，总之这件事算是告一段落……了吧？

  　隔離空間の外がなにやら騒がしいけど、とりあえずはこれで一件落着……かな？

  　

  　

  　

  　

 
  自覚と告白とケダモノ兄妹

  自觉与告白与野兽兄妹

  　

  　

  　

  　

  　揍飞库洛诺后过了一段时间，橘红色的太阳即将下山的傍晚。黑色空间完全消灭，我和人妖平安回到原本的公园。

  　クロノを殴り飛ばしてから少し時間が経って、オレンジ色の陽が沈みかけている夕方。完全に黒い空間は消滅し、俺とオカマは無事に元の公園に戻ることができた。

  　

  　看来黑色隔离空间和外面世界的时间流逝速度不同，我们从中午开始战斗，现在太阳已经染成橘红色，让我吓了一跳。体感上和库洛诺的战斗感觉不到三十分钟，总觉得有点奇怪。

  　どうやら黒い隔離空間と外の世界では時間の流れが異なっていたらしく、昼ごろに戦い始めたのにもう陽が茜色に染まっていて驚かされた。体感にするとクロノとの戦闘は30分も経っていない感覚だったので、なんだか変な気分だ。

  　

  　看到我和库洛诺平安无事，原本因为突然出现巨大黑色半球而慌张的大家也恢复平静。我回来时大家的体力已经恢复，现在正准备一起回海夜家。

  　突然大きな黒いドームが出現して慌てていた皆も、俺とクロノが無事だったことで平静を取り戻した。俺が戻った時には既にみんな体力が回復していたということもあり、今はこれから皆で海夜家に帰るところだ。

  　

  　老实说，大家已经没有理由继续留在海夜家了。因为玩家杀手和世界粉碎者这两个最终头目已经被打倒，库洛诺也说服完毕，现在的我们没有『敌人』。

  　正直に言えば、もう皆で海夜の自宅に留まる理由は無い。プレイヤーキラーとワールドクラッシャーの両ラスボスは撃破し、クロノの説得も終わった今の俺たちに『敵』は存在しないからだ。

  　虽然也有可能出现不确定要素的路人怪人，但那种东西已经不构成威胁。因此大家也可以回自己家——但是。

  　不確定要素でモブみたいな怪人が現れる可能性も考えられるが、もはやそんなものは脅威でも何でもない。ゆえに皆は自分の家に戻ってもいい──の、だが。

  　

  「今晚要开庆功宴！」

  「今夜は祝勝会ですわね！」

  　

  「回去时顺便去蛋糕店吧……嗯，菲莉斯也要来吗？」

  「帰りにケーキ屋にでも寄っていこうか。……ん、フィリスも来るか？」

  　

  「嗯，我要去。我想选蛋糕。」

  「うん、いく。ケーキ選びたい」

  　

  「我也要去！不要丢下我！」

  「あたしも行きますー！　置いてかないでー！」

  　

  　四位女主角为了准备庆功宴，一边讨论一边走出公园。

  　ヒロインズ四人は祝勝会の準備のためにいろいろと話し合いながら公園を出ていってしまった。

  　我往旁边一看，有两位玩家和小春正和走出公园的她们一样，一边聊天一边准备离开公园。

  　ふと横を見れば、そこでは公園を出た彼女たちと同じように会話をしながら公園を去ろうとするプレイヤー二人と小春の姿が。

  　

  「我肚子好饿，叫外卖吧！」

  「おなかペコペコだし、出前とか頼んじゃおっか！」

  　

  「好主意。要叫什么？」

  「いいなそれ。何頼む？」

  　

  「啊，寿司怎么样？哥哥很喜欢寿司～」

  「あ、じゃあお寿司とかどうでしょうか？　お兄ちゃんが好きなんですよ～」

  　

  　旁边的三人也聊得很开心，离开宛如拆除工程后的破烂公园。

  　横にいた三人もまた会話を弾ませながら、建て壊し工事の後のようなボロボロの公園を後にした。

  　死亡游戏攻略者们离开后，公园里只剩下我、人妖和海夜三人。顺带一提，库洛诺被绳子绑住，被刚烈扛着离开。

  　デスゲーマーズの面々が去ってしまったため、公園に残ったのは俺とオカマ、それから海夜の三人だけだ。ちなみにクロノはロープで縛られた状態で剛烈に担がれていった。

  　

  　大家似乎打算在海夜家开庆功宴，完全没有回家的打算。

  　みんな海夜の家で祝勝会をやる気満々だ。どうやら自宅に帰るつもりは毛頭ないらしい。

  　……能和队友们一起度过，我也很开心。看来我们已经建立起深厚的同伴情谊，就算不说『下次在海夜家集合』，也会自然聚集在一起。

  　……チームのみんなと一緒に過ごせるなら、俺も嬉しい。わざわざ『また海夜の家に集まろう』と言わなくても自然と集まってしまう程度には、仲間としての認識が各々に根付いてくれたようだ。

  　

  　

  　我开心地在心中露出笑容，这时肚子深处传来奇妙的声音。

  　それが嬉しくなって心の中で顔を綻ばせると、お腹の奥から妙な擬音が聞こえてきた。

  　

  「……啊。」

  「……ぁっ」

  　

  「哈哈，莉亚也饿了吗？」

  「はは、リアもお腹すいたか」

  　

  　夕阳西下，我肚子咕咕叫的声音被海夜听见，她笑了出来。

  　沈みかける夕日を背にして俺も腹の虫をグゥと鳴らしてしまい、海夜に笑われてしまった。

  　

  「我们也回去吧。」

  「俺たちも帰ろう」

  　

  　莲斗以平静的表情说道，率先迈开脚步。我为了不被丢下，也跟着跑了起来——坐在肩膀上的人妖叫住我，我停下脚步。

  　穏やかな表情でそう言うと、蓮斗は先行して歩き始めた。置いてかれまいと俺も駆け出して──肩に座っていたオカマに声を掛けられ、足を止めた。

  　

  「可以打扰一下吗？」

  「ちょっといいかしら」

  　

  「什么事？」

  「なに？」

  　

  　我回答后，人妖从我肩膀上跳下来，站在我面前。

  　俺が返事をすると、オカマは俺の肩から飛び降りて目の前に着地した。

  　他抬头看着我，双手拿着不知何时从我这里抢走的手机，把屏幕拿给我看。

  　そして俺を見上げながら、いつの間にか俺から奪っていたスマホを両手で持ちながら画面を俺に見せてきた。

  　

  　屏幕上显示着那篇怪文章般的任务内容，我再次确认那令人头痛的内容。

  　そこにはあの怪文書のようなミッション内容が表示されており、今見ても頭が痛くなる内容だと再確認できる。

  　

  「怎么了吗？」

  「それが、どうしたの？」

  　

  「……老实说，事态刻不容缓。可以的话，我想立刻带大家回去，结束事件。」

  「……実を言うとね、事態は一刻を争うの。出来れば今すぐにでも、皆を連れ帰って事件を終わらせたい」

  　

  「也就是说？」

  「つまり？」

  　

  「……我先说结论。」

  「……結論だけ先に言うわね」

  　

  　人妖的气氛一反常态地严肃，我被他的气势压倒。他用布偶的手指指着屏幕上的某段文字，开口说道。

  　いつになく真面目な雰囲気のオカマに気圧されていると、彼はスマホのとある文章の部分にぬいぐるみの指を当てながら口を開いた。

  　

  　手指指着【把女角等级提升到5】。

  　指の先に書いてあったのは【ヒロインレベルを5にする】というもので。

  　

  「我希望你现在立刻达成这个条件……开始进入游戏结束前的24小时。」

  「今すぐにこれを達成して……エンディングまでの24時間を開始してほしいの」

  　

  「……现、现在吗？」

  「……い、今すぐ？」

  　

  「……我明白你依依不舍的心情。这个世界的人们已经不只是单纯的NPC了。」

  「……名残惜しい気持ちは分かるわ。この世界の人々はもう、ただのNPCではないものね」

  　

  　人妖微微低下头，把手机还给我，他的声音非常温柔。不过他又接着说「但是」。

  　少し俯き、俺にスマホを手渡して返すオカマの声音はとても優しいものだった。しかし彼は「でも」と言葉を続ける。

  　

  「外面的世界也变得很糟糕。虽然我们逮到了游戏管理员，但必须尽快处理的事情太多了。我们不能继续留在这个世界。」

  「外の世界も大変なことになってる。運営こそ捕縛はできたけど、早急に対処しなきゃいけない事案が多すぎるの。これ以上この世界に留まる訳にはいかない」

  　

  「那个，等一下。」

  「あの、ちょっと待って」

  　

  「……什么事？」

  「……なにかしら？」

  　

  　从刚才开始，人妖就单方面地讲个不停，但我还没听到最重要的事。这是我最不了解，也最不该不了解的部分。

  　先程からオカマが一方的に話を進めているが、肝心な事が聞けていない。俺が一番知らないと駄目な部分はそこだ。

  　

  「呃……要怎么把女主角的等级提升到5……？」

  「ええと……ヒロインレベルを5にするって、何をすれば……？」

  　

  「咦？现在才问？」

  「え、今更？」

  　

  　就算你露出那种不可思议的表情，不知道就是不知道啊。拜托你快点告诉我。

  　そんな不思議そうな顔されても困る。知らないものは知らないんだから早く教えてほしい。

  　

  　

  　

  「当然是告白啊。」

  「そんなの、告白に決まってるじゃない」

  　

  　

  　

  「……咦？」

  「……え？」

  　

  　人妖说得理所当然，我则做出愚蠢的反应。

  　まるで当たり前の事を告げるかのようなオカマの言葉に、俺は間抜けな反応で返事をした。

  　老实说，我完全听不懂他在说什么。

  　実際、彼の言っている事がピンと来ていない。

  　

  「你啊，至今有对男主角说过『喜欢』吗？」

  「アンタ、今まで主人公の彼に『好き』って言ったことある？」

  　

  「……怎怎怎、怎么可能有。」

  「……そっそそ、そんなのあるわけ」

  　

  「那就决定了。你就是这样，等级才会只有4。」

  「じゃあ決まりじゃない。そんなんだからまだレベル4なのよ」

  　

  　兔子玩偶一边说着「真是的」，一边左右摇晃着脑袋。

  　ウサギのぬいぐるみが「やれやれ」なんて言いながら首を左右に振った。　

  　

  　

  　

  　……哈啊！？好烦！这家伙怎么这么烦啊！？总觉得有点火大啊！

  　……はぁー！？　うるさ！　なんだこいつうるせーな！？　何かムカつくぞお前コラ！　

  　

  　看我把你转来转去！我要抓住你的手臂，把你转到晕头转向！

  　ぶん回してやる！　腕掴んでブンブン振り回してやるからな！

  　

  「你这家伙……」

  「このっ……」

  　

  「哇，你突然干什么啊！住手——哇啊啊！」

  「わっ、急に何すんのよ！　やめ──わあっあぅァ！」

  　

  　我抓住玩偶的手臂，把它举起来在头顶上用力地转着圈，人妖发出了惨叫声。就像在狂热的演唱会现场，观众们挥舞着毛巾一样，我也用兔子玩偶来炒热气氛。

  　ぬいぐるみの腕を掴んで持ち上げ、頭上で勢いよく振り回してみるとオカマが悲鳴を挙げた。熱狂したライブ会場の観客がタオルを振り回すかのように、俺もウサギのぬいぐるみで盛り上がってみる。

  　

  「喂，莉娅！？你突然怎么了！」

  「おいリア！？　急にどうしたんだ！」

  　

  「报复。或者说是泄愤。」

  「報復。もしくは憂さ晴らし」

  　

  「你在说什么啊！？」

  「何言ってんだ！？」

  　

  　海夜注意到我突然变得很兴奋，转过头来看向我这边，我立刻把玩偶朝他扔了过去。

  　突然ハイになった俺に気がついて海夜が振り返ってきたので、とりあえず彼に向かってぬいぐるみをぶん投げた。

  　

  「哎呀……！」

  「おっと……！」

  　

  　他漂亮地接住了玩偶，我用连一毫米的心意都没有的掌声，毫不吝啬地称赞他。

  　それを見事にキャッチしてくれたので、俺は一ミリも心が込められてない拍手で彼を惜しみなく賞賛する。

  　

  　接着人妖从海夜的怀里跳了下来，摇摇晃晃地指着我大声说道。

  　すると海夜の腕からオカマが飛び降り、フラフラしながら俺に向かって指を差して大声を挙げた。

  　

  「你、你啊，都到最后一局了，至少不要用姓氏，用『名字』来称呼人家啊！？那、那人家就先回去了！」

  「あ、アンタっ、最終盤なんだからせめて名字じゃなくて『名前』で呼んであげなさいよ！？　じゃ、じゃあアタシは先に帰ってるからねぃ！」

  　

  　人妖用恶人临走前撂下狠话的语气叫嚣着，然后发出「哒哒哒」这种可爱的效果音，一个人从公园里跑走了。

  　まるで悪役の捨て台詞のように叫び散らすと、オカマはポテポテと可愛らしい効果音の足音を鳴らしながら、一人公園を走り去っていった。

  　

  　最后，公园里只剩下我和海夜两个人。

  　結果、この公園に残ったのは俺と海夜の二人だけだ。　

  　

  　

  「……那到底是什么啊？」

  「……何だったんだ」

  　

  　海夜无法理解我和人妖之间异常的对话，他歪着脑袋，再次朝着公园外走去。

  　俺とオカマの異様なやりとりが理解できない海夜は首をかしげ、再び公園の外へ足を向けた。

  　

  「——那、那、那个！」

  「──ぁ、あ、あのっ」

  　

  「嗯，还有什么事吗？」

  「ん、まだ何かあるのか？」

  　

  　我必须执行人妖的命令，所以从后面叫住了海夜。不过我的声音比想象中还要微弱，或者说是软弱。

  　オカマに言われた事を実行しなければならないので、後ろから声を掛けて海夜を引き止めた。予想以上に弱々しいというか、軟弱な声になってしまったが。

  　

  　

  　

  　……不、不过，这个我也知道啦。为了通关游戏，我必须做出女主角会有的行动。

  　……い、いや、そりゃ俺だって分かってるけどね。ここでゲームクリアの為に、ヒロインとしてのアクションを起こさなきゃいけないっていうのはさ。

  　

  　不管是工口游戏还是美少女游戏，恋爱游戏的最终阶段最重要的事件就是告白，确认彼此的『喜欢』之后才能成为恋人……这是基本中的基本。

  　エロゲだろうとギャルゲーだろうと、恋愛ゲームにおける最終盤の一番のメインイベントは確かに告白だし、お互いの『好き』を確認してようやく恋人同士なれる……なんてのは基本中の基本だ。

  　

  　这是理所当然的。

  　それは当たり前。

  　

  　……虽然这是理所当然的。

  　当たり前……なんだけど。

  　

  「……莉娅？」

  「……リア？」

  　

  「……呜、呜呜。」

  「……ぅ、うぅ」

  　

  　就算知道，但还是会害羞啊！？我从出生到现在一次都没有向别人告白过啊！没有和别人交往过啊！

  　分かってても恥ずかしいからさ！？　俺生まれてこの方一度も告白なんてしたことないんだよぉ！　お付き合いなんて経験ないのぉ！

  　　

  　而且没想到第一次告白的对象竟然是个男孩子……不管过了几个月，我都没有下定决心的迹象，可恶……

  　しかもまさか初めて言う相手が男の子だとは思わないじゃん……。何ヶ月かかっても決心固まる気がしないよくそぉ……。

  　

  　

  　——呜，不过这样下去也不会有任何进展。总之我得说点什么才行。

  　──くぅ、でもこのままじゃ何も進まない。とりあえず何か喋らないと。

  　

  「那个，海——」

  「あの、うみ──」

  　

  　——说到这里，我想起人妖说的『叫他的名字』，突然惊觉。

  　そこまで言いかけて、オカマの『名前で呼んであげなさい』という言葉を思い出してハッとした。　

  　不是海夜。现在不是害羞的时候。名字，名字。我得叫出这家伙的名字才行。

  　海夜じゃない。恥ずかしがってる場合ではない。名前、名前だ。こいつの名前を呼んであげないと。

  　

  「莲、莲、莲莲……」

  「れっ、れ、れれ……」

  　

  「……莲？」

  「……れ？」

  　

  　——我吞吞吐吐地说不出他的名字，眼前的本人一脸讶异地靠了过来。然后他站在我面前，催促我继续说下去。

  　彼の名前言い淀んでいると、その様子を訝しんだ目の前の本人が近づいてきた。そして俺の前に立ち、言葉の続きを促している。

  　

  　不管了，豁出去吧。只能上了，美咲夜，鼓起勇气！

  　ええい、ままよ。やるしかないぞ、腹くくれ美咲夜っ。

  　

  「莲、莲斗……」

  「れ、蓮斗……」

  　

  「！」

  「っ！」

  　

  　海夜——莲斗露出有些惊讶的表情……是因为我叫了他的名字吗？

  　海夜──蓮斗が少し驚いたような顔をした。……俺に名前を呼ばれたからだろうか。

  　

  　如果我没记错的话，至今为止我下意识地叫过他好几次名字。不过那时候不是因为淫纹而发情，就是被库洛诺欺负而精神不稳定，总是有特殊的原因。

  　自分の記憶が正しければ、俺は今まで無意識に何度か彼の名前を呼んだ経験がある。でもその時は淫紋で発情していたり、クロノにいじめられて精神が不安定になっていたりと、いつも特殊な事情が絡んでいた。

  　

  　因此，这可能是我第一次像这样面对面清楚地说出『莲斗』这个名字。

  　ゆえに、こうして面と向かって『蓮斗』としっかり言葉にしたのは、これが初めてかもしれない。

  　

  「那个，呃……」

  「その、えっと……」

  　

  「……怎、怎么了？」

  「……ど、どうした」

  　

  「……唔～！」

  「……っ、～っ！」

  　

  　喂！连你都脸红了！我的脸已经热得像火烧一样了，要是再陷入彼此都感到害羞的莫名其妙状况，我会死掉的！？

  　ちょっとぉ！　お前まで顔赤くしてんじゃねーよ！　ただでさえ顔が火が出そうだってのに、お互いが恥ずかしがるとかいう意味不明な状況になったら俺死ぬぞ！？

  　

  　可恶、可恶，冷静点，先深呼吸。

  　くそ、くそ、落ち着け俺、まずは深呼吸だ。

  　

  　呼——呼——嘻、呼——……好。虽然整张脸都热乎乎的，脑袋也有点晕，不过稍微冷静下来了。

  　ふぅー、ふぅー、ひっひっ、ふぅー……よし。なんか顔全体が熱いし頭も若干フラつくけど、少し落ち着けたぞ。

  　在慌张之下说些莫名其妙的话之前，必须先对话冷静下来。

  　焦ってわけわからんこと口走る前に、会話をして冷静にならなければ。

  　

  「……关于游戏通关的条件，莲斗已经知道了吗？」

  「……ゲームクリアの条件、なんだけど。蓮斗はもう知ってる？」

  　

  「啊、嗯。莉亚在那个黑色圆顶里时……刚烈让我看了。」

  「あ、あぁ。リアがあの黒いドームの中にいる間に……剛烈に見せてもらった」

  　

  　莲斗已经知道人妖出的题目了，那就好说了。

  　蓮斗はオカマに出されたミッションの事を把握してる、となれば話は早い。

  　

  　最终头目已经打倒了，库洛诺也改过自新，玩家也全部活着。莲斗应该很快就会注意到剩下的最后一个条件。

  　ラスボスも倒したし、クロノも改心したし、プレイヤーも全員生きてる。残りのあと一つには蓮斗も直ぐに気がつくはず。

  　

  　没错，这是没办法的事。为了通关游戏，我不得不告白。只要形式上告白了，女主角等级应该也会升到5，莲斗一定也会明白的。

  　そう、これは仕方なくだ。ゲームクリアの為に、仕方なく告白するんだ。多分形だけでもそれっぽくなればヒロインレベルも5になるだろうし、蓮斗もきっとそれは分かってくれる。

  　

  「……啊啊，原来如此。」

  「……あぁ、なるほど」

  　

  　莲斗苦笑着喃喃说道。恐怕他和我预想的一样，察觉到了吧。

  　蓮斗が苦笑いをしながらそんな言葉を呟いた。恐らく俺の予想通り察してくれたのだろう。

  　

  「就、就是这么回事，所以……」

  「そ、そういうこと、だから……」

  　

  「我知道了。那么，由我来说比较好吧。」

  「分かった。なら、俺から言った方がいいかな」

  　

  「咦？……啊、嗯。」

  「え？　……ぁ、うん」

  　

  　莲斗的嘴角虽然带着笑意，眼神却非常认真。他的眼睛直勾勾地盯着我的眼睛。

  　口元は笑っているものの、蓮斗の目が真剣そのものになっている。既に彼の瞳は真っ直ぐと、俺の目を捉えている。

  　

  　他已经做好觉悟了……他的表情非常严肃，甚至让我产生了这样的想法。他没有移开视线，也没有脸红，眼神中带着热度。

  　もう覚悟は決まっている……そんな言葉が浮かんでくるほどに、彼の表情は凛々しく引き締まっていた。全く目を逸らすこともなく、赤面もせず、熱のこもった眼差しをしている。

  　

  　他的眼神告诉我，他要毫不迟疑地将自己的意志清楚地传达给眼前的人。

  　目の前の人物に、寸分の狂いもなくハッキリと自分の意志を伝えるのだ、と彼の目は言っている。

  　

  　他要认真地对眼前的少女说出重要的话。

  　今、眼前にいる少女へ、本気で大切な言葉を告げようとしている。

  　

  　

  「我——」

  「俺は──」

  　

  　

  　——注意到这件事的瞬间，我用自己的右手握住了莲斗的左手。这个行动的用意，是为了阻止他接下来要说的话。

  　──それに気がついた瞬間、俺は自分の右手で蓮斗の左手を握った。その行動の意味は、彼が今から言わんとする言葉を止めるためだ。

  　

  「……等一下。」

  「……まって」

  　

  「莉亚？」

  「リア？」

  　

  　他感到困惑，我更用力地握住他的左手，再一次——这次是说给自己听似地告诉他「等一下」。

  　困惑する彼の左手をより一層強く握り、もう一度──今度は自分に言い聞かせるように「待って」と告げた。

  　

  「你先不要说。」

  「まだ、言わないで」

  　

  「……我知道了。」

  「……わかった」

  　

  　他说到一半就低下头，我不由得从他身上移开视线，但他似乎不在意，只是在等我开口。

  　言葉の続きを言う途中で俯いてしまい、つい彼から目を逸らしてしまったが、蓮斗はそれを気にせず俺の言葉を待ってくれるようだった。

  　

  　

  　

  　

  　……不是没办法。不对，他才没有觉得「没办法」。我可没有迟钝到连一个长期在同一个屋檐下生活的男孩子的心情都察觉不到。

  　……仕方なく、じゃない。違う、彼は『仕方なく』なんて思っていない。長い間、一つ屋根の下でずっと一緒に暮らしていた男の子の気持ちに気がつかない程、自分は感情に鈍感ではない。

  　

  　我不知道他究竟是从什么时候开始有这种想法的。是从我扮演莉亚的时候开始，还是最近才开始的呢？

  　一体いつから彼がそうだったのかは分からない。リアを演じていた時からなのか、はたまたつい最近なのか。

  　

  　但是，有一件事我很清楚。

  　だけど、一つだけ分かっている事がある。

  　那就是，即使知道我的真实身份，他依然温柔地接受了我。

  　それは彼が俺の正体を知ってもなお、優しく受け入れてくれたという事実だ。

  　

  　他说要保护我，说要攻略我。

  　守る、と。攻略してやると、そう言ってくれた。

  　

  　……现在我已经能理解当时心中浮现的感情了。我能够自觉到，自己对他抱持着什么样的感情。至今为止，我只是在逃避这个事实而已。因为我一直认为，这种事情是不可能发生的。

  　……その時浮かんできた感情を、今の自分なら理解できる。彼に対してどんな感情を持ってしまったのか、自覚できる。今まではただ、ずっとその事実から目を逸らしていただけだ。そんなことはありえないって、そう思っていたから。

  　

  　

  　但是，我现在——爱上了莲斗。这是无法改变的事实。

  　でも、現に自分は今───蓮斗に恋をしてしまっている。それは覆らない事実だ。

  　

  　

  　光是看着夕阳映照下的他的脸，我的胸口深处就剧烈地跳动起来。我的脸、身体、心灵都热得几乎要忘记现在是寒冬的季节。我心中的一切，都在肯定着我心中隐藏的感情。

  　夕日に照らされた彼の顔見ているだけで、胸の奥が激しく脈打つ。真冬という季節を忘れるくらい、顔が、体が、心が熱くなっている。自分の中にある全てが、内に秘めた感情を肯定している。

  　

  「那个……」

  「あの、ね」

  　

  　然后，应该先说出这句话的人是我。

  　そして、その言葉を先に言うべきなのは俺だ。

  　因为我曾经一度对自己的感情说谎，所以可能会伤害到他。这样的我，没有理由依赖他的温柔。

  　一度自分の気持ちに嘘をついたせいで、彼を傷つけてしまうかもしれなかった。そんな俺が彼の優しさに甘えていい理由など無い。

  　

  「我、我……」

  「わ、私は……っ」

  　

  　——我明明已经下定决心要说出来了，但声音却在颤抖。我的心中仍然有某个地方在害怕。

  　だから言うんだと、そう決めたはずなのに、声が震えてしまった。未だに何処か、怯えている自分がいる。

  　

  　——就在这时，我的右手突然变得温暖起来。

  　──すると、右手が突然温かくなった。

  　

  「……啊。」

  「……ぁっ」

  　

  　过了一会儿，我才发现是莲斗握住了我的右手。希望我能够鼓起勇气，好好地把话说出来……即使在这种时候，他似乎也发挥了平时的温柔。

  　蓮斗が俺の右手を握り返してくれたのだと、少し経ってから気がついた。しっかりと勇気を持って言葉を告げられるように、と……こんな時でも、彼はいつもの優しさを発揮してしまうらしい。

  　

  　我抬起头，看到莲斗脸上浮现出平静的微笑。在朱红色的阳光映照下，我能够清楚地看到他的脸。

  　顔を上げれば、そこには穏やかな微笑を浮かべる蓮斗がいた。朱色の陽に当てられて、その顔がよく見える。

  　莲斗一定会在这里等我几分钟、几十分钟、甚至几个小时，直到我开口为止。从右手传来的温暖，让我感受到了这一点。

  　きっと蓮斗はここから何分、何十分、何時間だろうと俺が告げるまで言葉を待ってくれるのだろう。右手から伝わってくる温もりがそう伝えてきてくれている。

  　

  　

  　正因为如此，我必须现在就告诉他。为了等待我的他，我必须清楚地表达自己的心意。

  　だからこそ、今すぐ言わないと。待ってくれる彼の為に、ハッキリと自分の心を伝えないと。

  　

  　

  「……我……」

  「……私は」

  　

  「……」

  「……」

  　

  「对莲斗……」

  「蓮斗の、ことが……」

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「……喜、喜翻……！」

  「……すっ、しゅきっ……！」

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　——我吃螺丝了。

  　──噛んだ。

  　

  　而且声音还很小。

  　あとかなり小声だった。

  　

  　

  　

  　

  「……我也，对莉亚……喜、……噗、噗呼……！」

  「……俺も、リアのことが……すっ、……っぷ、プフ……！」

  　

  「莲、莲斗……？」

  「れ、蓮斗……？」

  　

  「对、对不……噗、噗噗……！」

  「ご、ごめっ……くっ、ふふ……！」

  　

  「别、别笑啊！」

  「わっ、笑うなぁ！」

  　

  　老实说，听到我『失败』的告白台词，不知何时从我身上离开的莉亚和莲斗一起笑了起来。他们竟然笑了。

  　正直に言えば『失敗』した告白のセリフを聞いて、いつの間にか俺の体から離脱していたリアと一緒になって蓮斗が笑った。笑いやがった。

  　

  　虽然比起一本正经的回答，他们笑出来对我来说反而更好，但还是会觉得不好意思，所以我用软弱无力的拳头轻轻敲了莲斗几下。虽然完全没用就是了。

  　むしろ真面目に返事するより笑ってくれた方が助かる部分もあるが、それはそれとして恥ずかしさもあるので、ポカポカと軟弱なパンチを蓮斗にお見舞いしてやった。全然効いてないけど。

  　

  　

  　

  「为什么咬到舌头了啊，那个笨蛋……！」

  「何で噛んじゃうのよ、あのおバカ……！」

  　

  「莉亚好可怜……」

  「リアねえかわいそう……」

  　

  「我去杀了哥哥。」

  「ちょっとお兄ちゃん殺してきますね」

  　

  「小春同学，你冷静点！请把那充满电的右手放下来！」

  「小春さん落ち着いて！　どうかそのビリビリしてる右手を下ろしてくださいまし！」

  　

  　

  　当我正在迁怒莲斗的时候，附近传来了奇怪的声音。

  　蓮斗に八つ当たりしていると、妙な声が近くから聞こえてきた。

  　

  　我将视线转向声音传来的方向……发现所有死亡游戏的攻略者都躲在公园的入口。他们每个人都在草丛里探出头来，所以一眼就能看出来。

  　そして音の鳴る方へ視線を動かすと……公園の入り口にデスゲーマーズが全員隠れていることが分かった。どいつもこいつも草の茂みから頭を出してるので丸わかりだ。

  　

  　

  　……那些家伙！！他们从一开始就看到了吧！？难怪离开公园的时候，他们的对话有点不自然！他们假装离开，其实所有人都在监视告白现场吗？可恶，这些混蛋！

  　……あいつらぁぁぁ！！　最初から見てやがったな！？　だから公園を出る時もなんか不自然な会話してたんだ！　出ていくフリして告白の現場を全員で見張ってたのかチクショウこの野郎！

  　

  「莉亚，今天就先回去吧。」

  「リア。とりあえず今日は、もう帰ろう」

  　

  「……嗯。」

  「……うん」

  　

  　

  　我带着羞耻、愤怒和莫名其妙的情绪，和莲斗手牵着手，一起往公园外走去。就在这时，我口袋里的手机震动了起来……但因为根本不用确认，所以我没有从口袋里拿出手机。

  　恥ずかしさと怒りとよく分からない感情を頭の中でグルグルさせながら、蓮斗と手を繋いで公園の外へ向かって歩き出した。その時、ポケットに入っていたスマホが震えたけど……確認なんてするまでもないので、ポケットからそれを取り出すことはなかった。

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  　时间是深夜。名为庆功宴的派对盛大结束，队伍的每个人都在客厅或沙发上睡着了。

  　時刻は深夜。祝勝会という名のパーティは盛大に終わり、既にチームの各々はリビングやソファなどで眠ってしまっている。

  　

  　现在善后工作已经结束，我躺在莲斗房间的床上。我一边打瞌睡，一边小心不要睡着，等待莲斗的到来。

  　後片付けが終わった今、俺は蓮斗の部屋のベッドの中で横になっていた。ウトウトと舟を漕ぎつつも、眠らないように気をつけながら蓮斗が来るのを待っている。

  　

  　

  　因为女主角等级5的关系，从傍晚开始倒数计时，今天就是在这个世界度过的最后一个晚上。所以我决定今天要和莲斗一起睡。

  　ヒロインレベルが5になったことで夕方からカウントダウンが始まったので、今日がこの世界で過ごす最後の夜だ。なので今日は蓮斗と一緒に寝ることに決めた。

  　

  　……不，虽说是睡，但不是那个意思。这个路线的结局，会在明天白天发生，不是色情游戏最后特有的『穿着白色连身裙的女孩子可能在的神秘花田』，就是『可以看到海而且有长椅的神秘悬崖』，所以今晚只是清清白白地陪睡而已。

  　……いや、寝るといってもアレな意味ではない。このルートのエンディングはエロゲの最後特有の『白いワンピースの女の子がいそうな謎のお花畑』か、もしくは『海が見えてベンチもある謎の崖』のどちらかの場所で、明日の昼に発生させることに決めたので、今夜は清く正しく添い寝をするだけだ。

  　

  　通关条件是『包含十八禁场景的事件』，我当然还记得……也就是说，要在那里……在野外做爱。

  　もちろんクリア条件の『R-18シーンを含めるイベント』という部分は覚えている。……まぁ、つまりはその場所で……青姦することになる。

  　

  　这么做的理由，单纯只是我的任性。如果今晚和他结合的话，就会被认定为『包含十八禁场景的事件』，有可能会直接进入结局。

  　そうする理由は、単純に俺の我が儘だ。今夜彼と繋がってしまうと、その時点で『R-18シーンを含めるイベント』として認識され、エンディングになりかねない。

  　

  　所以，我还想在这个世界多待一会儿，所以结局就留到明天。当然，这件事我也告诉了其他玩家，包括那个人妖在内，没有人反对。虽然很意外，但看来那个人妖也尊重我的想法。我果然有一群好伙伴。

  　だから、もう少しだけこの世界に居たくて、エンディングは明日にした。勿論その事はプレイヤーの皆にも伝えたが、あのオカマも含めて誰一人反対することはなかった。意外だったが、どうやらオカマも俺の気持ちを尊重してくれるらしい。やっぱり、俺は仲間に恵まれている。

  　

  　

  　我一边感谢在这个世界的相遇，一边打瞌睡，这时我听到了房间门打开的声音。看来他照顾完在楼下睡着的成员了。

  　この世界の出会いに感謝しながらウトウトしていると、部屋のドアの開く音が聞こえてきた。どうやら下の階で寝落ちしたメンバーの世話が終わったらしい。

  　

  「莲斗，快点。」

  「蓮斗、はやく」

  　

  　我一边说，一边拍了拍自己身边的位置，这时背后传来声音。

  　そう言いながら自分の隣をポンポンと叩くと、背後から声が聞こえてきた。

  　

  「……莉亚，是我。」

  「……リアちゃん、私だよ」

  　

  「咦？」

  「えっ」

  　

  　和预想的声音不同，我吓了一跳，反射性地坐了起来。然后我转头看向声音传来的方向，穿着睡衣的小春就在那里。

  　予想していた声と違って驚き、反射的に体を起こした。そして声のした方向へ首を動かすと、そこにはパジャマ姿の小春がいた。

  　

  「……嘿嘿，对不起。」

  「……えへへ、ごめんね」

  　

  「小春？」

  「小春？」

  　

  「我有话想跟你说……我可以一起睡吗？」

  「ちょっと話したいことがあって……ベッド、私も入っていいかな」

  　

  　小春不知为何有些客气，我感到不可思议，但还是回答「可以啊」，拍了拍自己身边的位置。

  　何故か少し遠慮がちな態度の小春を不思議に思いつつ、俺は「いいよ」と言いながら自分の隣をポンポンと叩いた。

  　「谢谢。」小春一边说，一边从正面抱住我，然后躺在床上。

  　すると小春は「ありがとう」と言いながら──俺を正面から抱きしめ、そうしてからベッドで横になった。

  　

  「怎、怎么了？」

  「ど、どうしたの？」

  　

  　我这么问温柔地把我抱在怀里的小春，她更用力地抱住莉亚的身体，开口说道：

  　俺を優しく胸に埋めている小春にそう聞くと、小春はリアの体をより一層強く抱きしめながら口を開いた。

  　

  「莉亚……今天是最后一天了，对吧？」

  「リアちゃん……今日が最後、なんだよね」

  　

  「……嗯。」

  「……うん」

  　

  「讨厌啦，莉亚，你能不能一直待在这里啊？」

  「やだなぁー、リアちゃん、ずっとここに居てくれないかなぁー」

  　

  　小春在说完后又补上一句「开玩笑的啦」，然后像在开玩笑一样轻声笑了。

  　その言葉に「なんてね」と付け加え、冗談めかして小春は軽く笑った。

  　

  　

  　——然而，她环抱在我背后的双手，却微微地颤抖着。

  　──しかし、俺の背中に回されている彼女の手は、僅かながら震えている。

  　

  　

  「小春……」

  「小春……」

  　

  「我、我知道啦。莉亚你也有在等你的人……」

  「わ、わかってるって。リアちゃんにだって待ってる人はいるし……」

  　

  　「而且……」小春接着说，她的声音和手一样在颤抖。

  　それに、と付け加える小春の声も、手と同じように震えている。

  　

  「要回去……也得是哥哥才行。事到如今，我怎么可以任性——怎么可以任性……」

  「帰るには……お兄ちゃんじゃないとダメ、なんだもんね。今更わがままなんて──わがまま、なんて……っ」

  　

  　任谁都能听得出，小春现在的声音是「强忍着泪水的声音」。我察觉到这点后，轻轻地回抱住她，但彼此都知道，这么做只能暂时安慰她。

  　今の小春の声が『涙を我慢している声』だということは、誰が聞いても分かる。それに気がついた俺はそっと彼女を抱き返すが、それが気休めにしかならないということはお互いに分かっている。

  　

  　即使如此，我也不能放着她不管。我的内心没有坚强到，能够对一个随时会哭出来的女孩子说出「不要」。

  　それでも、放っておけない。今にも泣きそうな女の子を前にして、拒絶ができるほど俺の心は強くなかった。

  　

  「对不起，小春……对不起。」

  「ごめんね、小春……ごめんね」

  　

  　我一边轻抚着抽泣的她的背，一边说出毫无意义的道歉。我知道这么做不好，但我不知道还能做些什么。

  　しゃくりあげる彼女の背中を摩りながら、無意味な謝罪を口にした。これが悪手だということは分かっているが、他に何をすればいいのかが俺には分からない。

  　

  　

  　我们维持这个姿势几分钟后，稍微冷静下来的小春主动开口：

  　数分程それを続けていると、少し落ち着いた小春の方から声を掛けてきた。

  　

  「欸，莉亚。」

  「ねぇ、リアちゃん」

  　

  「嗯？」

  「ん？」

  　

  「我听刚烈先生说，这个世界……已经超越游戏的范畴了。」

  「剛烈さんに聞いたんだけどね。この世界って……もうゲームの域を超えてるんだって」

  　

  「……嗯。小春你们不是游戏角色，大家都是活生生的普通人。」

  「……うん。小春たちは、ゲームキャラクターじゃない。みんな生きてる、普通の人間だよ」

  　

  　我肯定她的话，说出自己相信的事实。

  　彼女の言葉を肯定しながら、自分の信じている事実を告げた。

  　接着，小春不知为何更用力地抱紧我。

  　すると、何故か小春の抱きしめる力が強まった。

  　

  「既然如此，『游戏的常识』……也没有意义了，对吧？」

  「それならさ、『ゲームの常識』なんていうのも……無いってことだよね」

  　

  「……嗯、嗯。那种东西，一定已经没有意义了。」

  「……う、うん。そんなの、きっともう無い」

  　

  「既然如此，既然如此——」

  「それなら、それなら──」

  　

  　小春边说边抱紧我——应该说，她用身体磨蹭我。主要是下半身。

  　言葉を続けながら小春は俺を抱きしめ──というより、体を擦りつけてきている。主に下半身。

  　她一定只是睡得不舒服，身体扭来扭去而已。

  　きっと寝苦しくて身をよじっているだけだろう。

  　

  　……就在我这么想时。

  　……と、そう思っていたその時。

  　

  「奇、奇怪……？」

  「あ、あれ……？」

  　

  　有某种硬硬的东西顶着我的肚子。我的手机在床上，仔细一看，小春的手机放在莲斗的书桌上。

  　何か、とても硬い何かが、俺のお腹をグイグイと押してきている。自分のスマホはベッドの上にあるし、よく見れば小春のスマホは蓮斗の勉強机の上に置かれている。

  　

  　那么，我们身体之间这个硬硬的东西是什么？

  　なら、俺たちの体の間にあるこの硬いのは何だ。

  　我好奇地将手伸进彼此身体的缝隙间，右手指尖轻轻碰到那个硬物。

  　気になってお互いの身体の隙間に手を伸ばしてみると、右手の指先がその硬い物体に軽く触れた。

  　

  　这个瞬间。

  　その瞬間。

  　

  「呀！？」

  「はひっ！？」

  　

  　小春突然发出小声的尖叫。我吓得把手缩回来，同时脑中浮现一个想法。

  　急に小春が小さな悲鳴を挙げた。それにビビって手を引くと同時に、とある考えが浮かんできた。

  　

  「咦……」

  「えぇ……」

  　

  　我可不是白白在这个世界战斗至今，已经察觉到各种事情了。连我自己都对察觉到这些事情的自己有点傻眼。

  　伊達にこの世界で戦ってきたわけではない。なんかもう、いろいろと察してしまった。そんなことを察せる自分にもちょっと呆れた。

  　

  　

  「……那个，小春。」

  「……あの、小春」

  　

  「什、什么事？」

  「な、なにっ？」

  　

  「那个……为什么又长出来了？」

  「その……何で、また生えてるの？」

  　

  　一般人听了这个疑问肯定一头雾水，但小春却以惊人的速度立刻回答。好可怕。

  　常人からしたら意味不明な問いだが、これに対して小春は驚くべき速さで即答してみせた。こわい。

  　

  　

  「我、我想起那时候的事了！我从后面啪啪啪的时候，莉亚妹妹把脸埋在枕头里，忍着不发出可爱声音的那时候的事！我好想再做一次！我好想再长出来！然后刚刚又长出来了！虽然我本能上知道这个也会消失，虽然我知道大概还能再撑五个小时，但这是怎么回事啊！？」

  「あっ、あの時の事思い出しちゃって！　私が後ろからパンパンするの楽しんでる時にリアちゃんが枕に顔を押し当てながら可愛い声を我慢してたあの時の事を思い出しちゃったの！　またやりたいなって！　また生えないかなぁって思ってたの！　そしたらさっきまた生えたんだ！　なんかコレもまた消えちゃうって本能的に分かるんだけどあと五時間くらいは大丈夫だって分かるんだけどこれ何なんだろう！？」

  　

  　

  　……嗯、嗯。说得也是。毕竟和Killer战斗的时候，你用了超多电击嘛。不能说这次只是运气好，没有发情。

  　……う、うん。そうだよね。キラーと戦う時、めちゃくちゃ電撃使ってたもんね。今回は運よく発情しませんでしたってワケにもいかないよね。

  　

  「莉、莉亚妹妹……！」

  「り、リアちゃん……！」

  　

  「哇！」

  「わっ」

  　

  　接着，小春再次用力抱紧我。虽然下腹部有种奇怪的坚硬触感，但我更在意小春「在颤抖」。

  　すると、小春が再び俺のことを強く抱きしめた。より一層下腹部なにやら変な硬い感触を感じるが、それ以上にまだ小春が『震えている』ことが気になった。

  　

  　简直就像害怕寒冷的幼童一样。上次发情时没有出现这种症状……但我马上就知道，这并不是能力发情，而是小春自己真正抱持着的问题。

  　まるで寒さに怯える幼い子供のようだ。前回の発情時にそんな症状は見られなかったが……どうやらこれは能力発情云々ではなく、本当の小春自身が抱えているものなのだとすぐに分かった。

  　

  「——不、不只是哥哥也没关系吧！又不是游戏，我们两个之间有我在也没关系吧！我也是、我也是……！」

  「──お、お兄ちゃんだけじゃなくてもいいじゃん！　ゲームじゃないんだったら二人の間に私が居たっていいじゃん！　私だって、わたしだって……！」

  　

  「小春……」

  「小春……」

  　

  「我也很喜欢莉亚妹妹！从她救了我的那天开始！比哥哥更早！一直！！」

  「わたしだってリアちゃんのこと大好きだよ！　助けてくれたあの日から！　お兄ちゃんよりも前からッ！　ずっと！！」

  　

  　小春一边大喊一边吐露感情，脸颊上已经留下了泪痕。

  　叫びながら感情を吐露する小春の頬には、既に涙を流した跡があった。

  　虽然能力发情加上超常力量让身体产生了变化，但现在的她正被足以盖过这一切的『本人意志』所驱动……我马上就知道了这点。

  　能力による発情に加え超常的な力によって体に変化こそ訪れたものの、今の彼女はそれら全てを覆い尽くすほどの『本人の意志』に突き動かされている……など、そんなことは直ぐに分かった。

  　

  　

  　现在的我无法完全推测她的心情。自以为是地同情她也是错的。

  　今の俺に彼女の気持ちの全てを推し量ることは叶わない。知ったような気になって同情するのも間違いだろう。

  　

  　正因如此，我思考了自己现在能做的事。

  　だからこそ、今自分に出来る事を考えた。

  　然后答案简单到令人惊讶。

  　そしてその答えは、驚くほど簡単に出てきてしまった。

  　

  「……小春。」

  「……小春」

  　

  「……呜、呜呜——」

  「っ……ひぐっ、うぅっ──」

  　

  　我把脸从她的胸前移开。

  　俺は彼女の胸から顔を離した。

  　然后——

  　そして。

  　

  「……嗯。」

  「……んっ」

  　

  　我温柔地亲吻了小春的脸颊。我用嘴唇碰触她留有泪痕的部分，用袖子擦去她眼角的泪水，然后直直地注视着她的眼睛。

  　小春の頬に優しくキスをした。涙の跡があるその部分に唇を当て、袖で眼尻の涙を拭いて彼女の目をしっかりと見つめた。

  　接着，小春慌张地半张着嘴。

  　すると、小春は慌てふためいて口を半開きにした。

  　

  「……咦、咦、咦？」

  「……ぇ、えっ、え？」

  　

  「可以哦。」

  「いいよ」

  　

  　我温柔地抚摸着小春焦急的脸颊，微笑着说道。另一方面，小春无法理解我的行动，只是感到动摇。

  　そんな焦る小春の頬を優しく撫でながら、俺は微笑んだ。一方の小春は俺の行動を理解しきれず、動揺するばかりだ。

  　

  「可、可以是指……？」

  「い、いいって……？」

  　

  「可以哦。小春，你这样很难受吧。」

  「していいよ。小春、そのままだと辛いでしょ」

  　

  「——……！！？」

  「──……っっっッ！！？」

  　

  　小春听到我的提议后，惊讶到眼珠子都快掉出来了，她吓得翻了个跟斗，从床上摔了下来，一屁股跌坐在地。

  　俺の提案に小春は白目を剥きそうな勢いで驚愕し、驚きのあまりひっくり返ってベッドから落ちて尻餅をついてしまった。

  　

  　

  　我得出的结论是『接受小春』。

  　俺の出した結論、それは『小春を受け止める』というものだ。

  　

  　不管理由为何，我在这个世界第一次性骚扰的对象是小春，之后也一直给她添麻烦，甚至让她遭遇生命危险。

  　理由はどうあれ俺がこの世界で一番最初にセクハラをかましたのは小春だし、以降もずっと迷惑をかけるどころか、命の危険にまで晒してしまったこともある。

  　

  　即使如此，她还是说喜欢我。我怎么可能讨厌这么喜欢我的人。

  　そんなことになっても、彼女は俺の事を『好き』と言ってくれたのだ。そんなに自分を好きでいてくれる人間の事を嫌いになれるはずがない。

  　

  　不如说，我喜欢小春。或许我很好骗，但发情的莲斗侵犯我，导致我身心俱疲，哭了出来时，小春端了杯热茶给我，还安慰了我。或许从那时起，我就已经喜欢上她了。

  　むしろ小春のことが好きだ。非常にチョロイかもしれないが、発情蓮斗にレイプされて精神が疲弊した挙句泣いていた時に小春が温かいお茶と一緒に慰めの言葉をくれたあの時、既に俺は彼女に惹かれていたのかもしれない。

  　

  　

  　我当然喜欢莲斗，但我也喜欢小春。而且他们两个都说喜欢我，所以我想和他们在一起。

  　勿論蓮斗のことは好きだ。でも小春のことも好きだ。そして二人は俺のことを好きだと言ってくれた。だから俺は二人と共に在りたい。

  　

  　他们两个都赌上性命救了我，我不想成为那种能从他们之中选择一人的薄情之人。

  　共に命を賭けて俺を救ってくれた二人の内、どちらかを選べるような人間にはなりたくない。そう思った。

  　我就是这么想的。

  　思って、しまったんだ。

  　

  　就算我是个不诚实的人也无所谓。就算被揶揄是差劲的人，我也不会放开他们的手。无论如何，我都要贯彻这份任性。

  　不誠実でも、なんでもいい。最低な人間だと揶揄されようが、それでも2人の手を離したくはない。このわがままを、何がなんでも貫き通したい。

  　

  　所以——

  　だから──

  　

  「莉、莉娅和小春……你、你们在做什么？」

  「り、リアに小春……な、何してるんだ？」

  　

  「……啊，哥、哥哥。」

  「……あ、おっ、お兄ちゃん」

  　

  　今晚就和莲斗一起安抚小春吧。只有我和莲斗的话还好，但要是小春也加入的话，应该就不会变成『以莲斗为主角』的我的路线上的『包含十八禁场景的纯爱事件』了。从和妹妹的3P开始连接到结局，这未免太莫名其妙了，应该没问题。

  　今夜は蓮斗と協力して小春を宥めよう。俺と蓮斗だけならまだしも、そこに小春が入るとなれば『蓮斗を主人公とした』俺のルートでの『R-18シーンを含めた純愛イベント』にはならない筈だ。妹を含めた3Pからエンディングに繋がるなんて意味不明すぎるし多分大丈夫。

  　

  　话说，本来四位女主角『代替疲劳的莉娅』来处理莲斗的性欲也是安全的，这个世界的判定标准大概取决于当事人的心态吧。

  　ていうか、そもそもヒロインズの4人が『疲労したリアの代わりに』といって蓮斗の性処理をしてもセーフだったのだし、この世界じゃセーフかアウトなんて気の持ちようで変わるのだろう。多分。

  　

  　

  　——因此，结局会在明天中午！绝对是在明天中午！和今晚的事情没有关系！明白了吗！？虚拟世界君！！

  　──ということで、エンディングは明日の昼です！　絶対明日の昼だから！　今夜のは関係ないから！　分かった！？　仮想世界くん！！

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  『我明白了——』

  『ﾜｶｯﾀｰ』

  　

  　

  　

  　

  　

  　嗯，我听到了奇怪的声音，但应该没问题。这样就没什么好担心的了。

  　うん、変な声が聞こえたし多分大丈夫。これで何も心配は無い。

  　

  「莲斗。」

  「蓮斗」

  　

  「怎、怎么了，这是什么情况……！」

  「な、なんだ、どういう状況なんだ……！」

  　

  「小春因为能力使用过度，发情了。所以你来帮忙。」

  「能力の使い過ぎで、小春が発情してる。だから手伝って」

  　

  「……咦，哥、哥哥要帮忙吗！？」

  「……えっ、お、お兄ちゃんが手伝うの！？」

  　

  　我摸着小春的头，一边看向莲斗。仔细一看，莲斗脖子上的淫纹也微微发光。昨天应该已经发泄过性欲了……大概是想到明天的野战，性欲又增加了吧。真是个好色的家伙。不过喜欢上他的我也没资格说他就是了。

  　驚愕する小春の頭を撫でながら、視線を蓮斗の方へ動かした。よく見れば、蓮斗の首元の淫紋も少し光っている。性欲解消自体は昨日した筈だし……多分、明日する予定の青姦を思い浮かべて性欲が増幅したのだろう。全くエッチな奴ですね。そんな彼を好きになった自分も自分だけど。

  　

  「小春，要是莲斗也发情的话就麻烦了，你来帮忙。」

  「小春、蓮斗も発情したら手に負えないから、手伝って」

  　

  「欸？……啊，嗯、嗯。」

  「へ？　……あ、う、うん」

  　

  「等、等、等一下，莉娅！为什么会变成这样！？」

  「や、ちょ、ちょっと待ってくれリア！　何でそうなるんだ！？」

  　

  　狼狈的莲斗似乎在喊着什么，但大家都在睡觉，而且现在是深夜，希望他能安静一点。

  　狼狽する蓮斗がなにやら叫んでいるが、皆寝ているし深夜なので静かにしてほしい。

  　而且理由刚才不是说过了吗？

  　それに理由ならさっき言ったでしょうが。

  　

  　

  　……硬要说的话，还有其他理由。

  　……まぁ、強いて言うとすれば、他にも理由はある。

  　为了告诉他，我掀开床上的毛毯放在地上，坐在只剩下枕头和床单的床上，抬头看着莲斗的脸。

  　それを伝える為、俺はベッドの上の毛布を退かして床に置き、枕とシーツだけになったベッドの上に座り込み、上目遣いで蓮斗の顔を見つめた。

  　

  「……因为我想和你们做。这样不行吗？」

  「……私が二人としたいから。それじゃ、ダメ？」

  　

  「你你、你你你你在说什么……！」

  「なな、なななななにいって……！」

  　

  「莉、莉娅，你有点奇怪……！是不是吃了什么不好的东西……！」

  「り、リアちゃん何か変だよぉ……！　悪い物でも食べたんじゃ……！」

  　

  　我眯起眼睛，看着狼狈的海夜兄妹。

  　そっくりそのまま狼狽する海夜兄妹を、ジト目で眺めた。

  　

  　

  　……事到如今，这两个人在说什么啊？

  　……この二人、今更なに言ってるんだろう。

  　

  　

  「把我变成这副身体的，不就是你们两个吗？……而且你们不是让我吃了又苦又难吃，对肚子不好的东西吗？」

  「私をこんな身体にしたのは、二人だよ？　……それに苦くて不味くてお腹に悪い物なら、私にたくさん食べさせたでしょ」

  　

  　

  　

  「……啊。」

  「……ぁ」

  　

  「呜……」

  「ぅ……」

  　

  　海夜兄妹陷入沉默。

  　沈黙する海夜兄妹。

  　……我说错什么了吗？这些应该都是事实啊。

  　……なにか間違ったこと言ったかな。全部事実の筈なんだけどな。

  　

  「真、真的可以吗？」

  「ほ、本当にいいのか」

  　

  「我们差不多快忍不住了。」

  「わたしたち、そろそろ限界なんだけど」

  　

  　小春的眼睛逐渐充血，莲斗则咕嘟一声咽下口水。明显兴奋过头的小春身上漏出些许电流，莲斗的淫纹也发出比刚才更强烈的光芒。

  　次第に血走った目になる小春と、ゴクリと音を鳴らして生唾を飲み込む蓮斗。明らかに興奮しすぎている小春はバチバチって少し電気が漏れてるし、蓮斗の淫紋もさっきより強く光ってる。

  　

  　看到这幅景象，我想起被这两人『上下其手』的夜晚。现在想想，这两个家伙根本是不由分说就射在里面的强奸犯嘛。糟糕。

  　それを見て思い出すのは、この二人に『いろいろ』された夜のことだった。いま思えばこいつら問答無用で中に出してくるレイプ魔じゃん。やば。

  　

  　

  「随便你们用吧——禽兽兄妹。」

  「好きに使えばいいよ──ケダモノ兄妹」

  　

  　

  　莲斗小心别让自己挂掉哦——我补上这句话的五秒后。

  　蓮斗は残機減らさないように気をつけてね、と付け加えた五秒後。

  　

  　两只野兽压在娇小的少女身上。

  　二人の獣が小さな少女に覆いかぶさった。

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　隔天早上，田宫向我抱怨「太吵了」。对不起。

  　翌日の朝、田宮から「うるさかった」とクレームを頂いた。ごめんね。

  　

  　

  　

 
  蓮斗くん改めレンちゃん参上

  莲斗君，改过自新。

  　

  　

  　

  　

  　隔天早上。

  　翌日の朝。

  　昨天的狂欢已经收拾完毕，客厅变得干净整洁。我们在客厅吃早餐时，时间已经快到七点。

  　昨日のどんちゃん騒ぎの後片付けもすっかり終わり、リビング全体が綺麗になった海夜家で朝食をとった頃には、もう七時を回ろうとしていた。

  　

  　这是死亡游戏攻略者们在这个世界吃的最后一顿早餐。我本来以为大家会因为依依不舍而气氛低迷，没想到大家意外地和乐融融，从早上就精神奕奕地聊天，让我没有陷入低潮。这样我就能放心离开这个家了。

  　デスゲーマーズ全員で過ごす、この世界で最後の朝食。名残惜しむ気持ちから雰囲気も暗くなるだろうと予想していたのだが、思いのほか皆が打ち解けていたようで、朝から元気に話すみんなのおかげで俺の気持ちが落ち込むことは無かった。これで心置きなくこの家を去ることができる。

  　

  　心情整理好之后，我和莲斗稍微整理了仪容。

  　気持ちに一段落整理がついたところで、俺と蓮斗は軽い身支度をして。

  　为了前往结束游戏的地点，我们一大早就离开了海夜家。

  　エンディングを発生させる場所へと向かうために、俺たちは朝のうちに海夜家を後にした。

  　

  　

  　我和莲斗在几乎无人的车站月台，等待两分钟后即将进站的电车。

  　今現在、俺と蓮斗は二分後に来るであろう電車を、ほとんど人がいない駅のホームで待っていた。

  　

  　我站在莲斗身旁，背对电车即将进站的铁轨，面对前来送行的死亡游戏攻略者们。接下来要和她们道别。

  　蓮斗の隣に並びながら電車が来る線路を背にして、見送りに来てくれたデスゲーマーズの面々と向かい合っている。これからするのは彼女らとの別れの挨拶だ。

  　由于只有我和莲斗两个人要结束游戏，所以要在这里和大家道别……

  　エンディングは俺と蓮斗の二人きりで発生させるため、皆とはここでさよならする……ということになる。

  　

  「谢谢大家来送行。」

  「みんな、私たちのこと見送りに来てくれて、ありがとう」

  　

  　站在我和莲斗面前的是四位女主角和小春。田宫——吴原和人妖，还有刚烈站在离我们几步远的地方。他们都是懂得察言观色的可靠伙伴。

  　俺と蓮斗の前に立っているのは、ヒロインズの四人と小春だ。田宮──呉原とオカマ、それから剛烈は数歩後ろで待機している。空気の読める頼もしい仲間たちだ。

  　

  「……莉亚姐，这个你愿意收下吗？」

  「……リアねえ。これ、受け取ってくれる？」

  　

  　阳菜和菲莉斯往前走了一步，把一个小包裹递给我。我用双手接过包裹，抬起头来，菲莉斯笑着回答我。

  　陽菜とフィリスが一歩前に出てくると、小さな包みのような物を手渡してくれた。それを両手で持って顔を上げると、フィリスが笑顔で答えてくれた。

  　

  「这是我跟阳菜做的饼干。你带去旅行吧。」

  「私と陽菜で作ったクッキー。旅のお供に連れていってあげて」

  　

  「哼哼，我们很有自信哦。」

  「ふふん、結構自信作だよっ」

  　

  「……谢谢。」

  「……ありがとう」

  　

  　我把装着饼干的小包裹收进背包里，握住阳菜和菲莉斯的手，向她们道谢。

  　クッキーの入った小包を背中のリュックにしまい込み、陽菜とフィリスの手を握って礼を伝えた。

  　

  　她们当场蹲下，把我拉过去抱住。她们身上的香气扑鼻而来，我的脸埋进了她们丰满的胸部里。

  　すると二人はその場で屈み、俺のことを引き寄せて抱きしめてきた。彼女らの良い匂いがフワッと香り、二人の大きな胸が俺の顔を埋めてしまう。

  　

  「莉亚，我才要谢谢你。就算你回到另一个世界……我也绝对不会忘记你。」

  「リア、こっちこそありがとう。貴方が向こうの世界に帰っても……絶対、忘れないから」

  　

  「菲莉斯……」

  「フィリス……」

  　

  「我也是！我永远永远最喜欢莉亚姐了！」

  「あたしも！　リアねえのことずっとずぅーっと大好きだからね！」

  　

  　她们温柔的话语让我忍不住开心起来，我也用力抱住她们。

  　優しい声音で伝わってくる彼女らの言葉でつい嬉しくなってしまった俺は、その場で二人のことを強く抱きしめ返した。

  　

  「我也……很喜欢你们。真的……真的很谢谢你们。」

  「私も……二人のこと、大好きだよ。本当に……本当にありがとう」

  　

  「嗯！」

  「うんっ！」

  　

  「……嗯。」

  「……うん」

  　

  　我勉强忍住涌上眼眶的泪水，与她们拥抱后，阳菜与菲莉斯便微笑着放开我。　

  　少しこみ上げてきた涙をなんとか堪えて抱擁を交わすと、陽菜とフィリスは微笑みながら俺から離れた。　

  　

  　藤堂、高月与小春仿佛与她们两人交换似地走到前方。

  　その二人と交代するように、藤堂と高月、それから小春が前に出てきた。

  　我仰望着三人，高月拿出一个大布袋递给我。我望向布袋内，发现里面放着两个用布包着的盒子。

  　俺が三人を見上げると、高月が大きな布袋を取り出してから渡してくれた。中を見てみれば、そこには布で包まれた二つの箱が入っている。

  　

  「我和文香、小春三个人一起做了便当，里面装满了莲斗和莉亚……你们两人的喜欢的食物。」

  「私と文香さんと小春さんの三人でお弁当を作りましたわ。蓮斗さんとリアさん……二人のお好きなものだけを詰めてあります」

  　

  「我们还附了甜点，你们就一起分着吃吧。」

  「デザートも付けておいたから、二人で仲良く分けてくれ」

  　

  「量可能有点多……吃不完的话，全部给哥哥吃也没关系哦。」

  「ちょっと量が多いかもしれないから……余ったら全部、お兄ちゃんに食べさせちゃっていいからね」

  　

  　我也将三人给我的便当收进背包里，与她们三人一一拥抱……只有小春莫名地长呢。

  　三人から受け取った弁当もリュックの中にしまい込み、彼女たち三人ともそれぞれ別に抱擁を交わした。……小春だけ妙に長かったけど。

  　

  　

  「莉亚，电车……来了哦。」

  「リア、電車……来たよ」

  　

  　一旁的莲斗低喃。当我们道别完时，似乎已经到了我们要搭的电车。月台内响起广播声，催促着乘客提早上车。虽然我还想再和大家多聊一会儿，但已经没剩多少时间了，我只好上了车。

  　隣にいる蓮斗が呟いた。別れの挨拶を終えるころには、目的の電車が既に到着していたらしい。ホーム内にアナウンスが鳴り響き、早めに乗車されるよう急かされている。もう少し皆と話したかったのだが、あまり時間も残されてないのでやむなく乗車した。

  　

  　我回头望向尚未关上的车门，五人正朝我们轻轻挥手。我也挥手回应——但下一秒钟，电车的自动门无情地划出此方与彼方的界线。

  　まだ開いたままのドアの方へ振り返れば、5人が俺たちに向かって軽く手を振っている。それに反応して俺も手を振り返そうとした──その瞬間、無情にも電車の自動ドアは此方と向こうに境界線を作ってしまった。

  　

  　即使我大声呼喊，声音也传不到另一头。

  　もはや大声を挙げたとしても向こうに声は届かない。

  　

  　因此，我站在车窗旁，竭尽全力地朝大家挥手。

  　だから俺は窓のすぐ傍で精一杯、みんなに向かって手を振った。

  　

  　电车开动后，我一直挥着手，直到再也看不见追着我们跑到月台尽头的五人。

  　電車が動き出し、ホームの最後まで俺たちを追いかける彼女たち五人が見えなくなるまで、ずっと手を振り続けた。

  　

  　

  　她们使出浑身解数阻止想用飘浮能力追上电车的阳菜，我则露出苦笑。

  　浮遊能力で電車に喰らい付こうとする陽菜を全力で止める彼女たちに、苦笑いをしながら。

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  　为了前往目的地『白色洋装女孩可能出现的广大神秘花田』，我们搭着电车，历经数小时的旅程。

  　目的地の『白いワンピースの女の子がいそうな広い謎のお花畑』へ向かうため、電車に揺られて数時間の旅をして。

  　

  　我们吃着阳菜与菲莉斯送的饼干闲聊，下了电车后，又在拦下的出租车中玩无聊的文字接龙。

  　陽菜とフィリスに貰ったクッキーを食べながら雑談をしたり、電車を降りて捕まえたタクシーの中でくだらないしりとりなんかもして。

  　

  　经过各种各样的路程，原本的力量失去用武之地，无敌手表的指针指向下午一点时，我们两人抵达了四周开满花朵的广大花田。

  　様々な道のりを経て、本来の力の使い道が無くなった無敵の腕時計の針が午後の一時を指し示す頃には、俺たち二人は辺り一面花だらけのだだっ広いお花畑に到着していた。

  　

  　这里位于边境之地，宛如一处秘密景点，或许因为鲜少有人造访，除了我们之外，没有其他人影。

  　ここは辺境の地に存在する隠れスポットの様な場所で、滅多に人が来ることもないせいか、俺たち二人以外に人影はない。

  　

  　我们来到这处恰巧无人造访的花田中央，铺上野餐垫后，坐在上头，开始吃起高月同学他们给的便当。

  　そんな都合良く誰もいなくて誰も訪れないお花畑の中央に赴き、一ヶ所だけ花がなく開けている場所にシートを敷いてから、そこに座って高月達から貰った弁当を食べ始めた。

  　

  　

  「来，啊——」

  「はい、あーん」

  　

  「呣、呣唔……」

  「む、むぐっ……」

  　

  　一如所料，便当的量多到吃不完，我用「啊——」这种半强制的手段，将剩下的便当不断塞进莲斗嘴里。

  　予想通り弁当は食べきれない量だったので、余った分を「あーん」という半強制的手段を用いて、蓮斗の口の中へどんどん詰めていく。

  　

  「呣唔、嗯唔……我、我已经吃不下了。」

  「もぐっ、んぐっ……もっ、もう食えな」

  　

  「啊——」

  「あーん」

  　

  「……」

  「……」

  　

  　莲斗有些泪眼婆娑，依然嚼着嘴里的食物，无法吞咽。他像只松鼠，相当可爱。

  　若干涙目になっている蓮斗が、未だに口の中の物を飲み込めないままモグモグと頬張っている。リスみたいでかわいい。

  　

  　继续让他吃下去，他有点可怜，因此我也开始小口小口地吃起剩下的三明治。

  　流石にこのまま食わせ続けるとちょっと可哀想なので、俺も残ったサンドウィッチをモソモソと食べ始めた。

  　虽然我已经相当饱了，但一想到他们三人从一大早就开始做这些，我便觉得能吃多少就吃多少，包含莲斗剩下的份，我全数纳入腹中。

  　既に割とお腹いっぱいなのだが、朝早くから作ってくれた三人のことを思えば無限に食える気もしてきたので、残った蓮斗の分も含めて全部俺が手に取った。

  　

  「呣唔……呣唔。」

  「もぐ……もぐ」

  　

  「……呣唔，我、我也要吃。」

  「……むぐっ。や、やっぱり俺も食うよ」

  　

  「不行，我不给你。」

  「だめ。あげない」

  　

  　我华丽地避开莲斗伸向我的手，将手中的三明治全塞进嘴里。

  　蓮斗がこっちに伸ばしてきた手を華麗に避け、手に持っていたサンドウィッチを全て自分の口の中に詰め込んだ。

  　

  　这顿午餐属于我们俩，而如今我也属于莲斗，但反过来说，莲斗也属于我，因此我没道理将午餐分给他。充满大家爱情的午餐属于我，真遗憾～

  　このお昼ご飯は二人の物だし今や俺も蓮斗のものだが、逆に言えば蓮斗のモノも俺の物なので彼にこれを渡す道理もない。みんなの愛情たっぷりお昼ご飯は俺の物である。残念でしたぁ～。

  　

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　

  　…………

  　…………

  　

  　

  　……………………

  　………………

  　

  　

  　

  「莉亚……嗯。」

  「リア……んっ」

  　

  「嗯唔、啾……哈呣。」

  「んむっ、ちゅっ……はぁむっ」

  　

  　我们吃完午餐，稍作休息后，在万里无云的蓝天之下，坐在空无一人的野餐垫上，面对面地开始接吻。

  　お昼ご飯を食べ終えて小休憩を挟んだのち、雲一つない青空のもと、誰もいないお花畑に敷いたシートに座って、向かい合いながらキスをし始めた。

  　

  　我任由莲斗抓住我的双肩，如他所愿地与他唇瓣交叠。我事前曾说「随你处置」，但他却温柔且谨慎地吻着我。

  　俺の両肩を掴む蓮斗に身を任せ、彼の望むままに唇を重ね合わせる。事前に「好きにしていい」と伝えてあるのだが、蓮斗から来るのは丁寧で優しいキスだ。

  　

  「嗯嗯……」

  「んんっ……」

  　

  「啊呣、嗯啾……噗哈。」

  「あむっ、んちゅっ……ぷはっ」

  　

  　我被他撑着身体，用吻爱抚着，全身已经虚软无力。我移开嘴唇，勉强撑住虚脱的腰，抬眸望向莲斗，发现他露出有些寂寞的神情。

  　支えられながらキスで責められ、もうこっちは全身の力が抜けている。唇を離し、腰が砕けそうになるのをなんとか堪えて上目遣いで蓮斗を見ると、彼は少し寂しそうな表情をしていた。

  　

  　莲斗的裤子上撑起一座帐篷，但他本人却有些怪怪的。

  　蓮斗のズボンは元気いっぱいにテントを張っているものの、当の本人である彼の様子が少し変だ。

  　

  「怎么了……？」

  「どうしたの……？」

  　

  「……一想到今天就是最后一天，我……」

  「……今日で最後だってことを考えると、なんか……俺っ」

  　

  　莲斗用微弱的声音低语，终于从我身上移开视线。他抓着我双肩的手也微微颤抖，似乎不太对劲。

  　か細い声で呟く蓮斗は、つい俺から目を逸らしてしまった。両肩を掴んでいる手も少し震えており、些か調子が悪いようだ。

  　

  　今天的确就是最后一天，想到这里，会感到依依不舍也是理所当然的。他没有被性欲冲昏头，而是努力克制，也是因为他很珍惜我吧。

  　確かに今日は最後の日だし、それを思えば名残惜しく感じるのも当然かもしれない。性欲に流されずに踏みとどまってしまうのは、それだけこっちのことを大切に思ってくれているからだろう。

  　

  　这个事实让我开心不已，我伸手环住莲斗的脖子，温柔地将他的脸拉近，将他抱在莉亚那对低调却主张着存在感的胸部之间。

  　その事実で嬉しくなってしまい、俺は蓮斗の首に手を回した。そして彼の顔を優しく引き寄せ、リアの控えめながらも存在を主張している胸の間に抱き留めた。

  　

  「……莉、莉亚？」

  「……り、リア？」

  　

  「谢谢你，莲斗。」

  「ありがとう、蓮斗」

  　

  　我缓缓抚摸他困惑的脑袋，用温柔的嗓音说道：

  　困惑する彼の頭をゆっくりと撫でながら、優しい声音で語りかける。

  　

  「莲斗喜欢上我，我真的很开心。能像这样和你单独相处……我很幸福。」

  「蓮斗が私のことを好きになってくれて、本当に嬉しい。こうして二人きりで一緒にいられて……幸せ、だよ」

  　

  　我坦白说出内心的想法，更加用力地抱住莲斗的脸。

  　胸の内に秘めていた本心を曝け出し、より一層強く蓮斗の顔を抱きしめた。

  　我不断抚摸他的头，直到他停止颤抖，冷静下来后才放开他，与他四目相对。

  　そのまま蓮斗の震えが治まるまで何回も頭を撫でて、落ち着いた頃に彼を解放して顔を向い合せた。

  　

  「莲斗说得没错，今天就是最后一天……所以，我不想忘记你——我想要你。」

  「蓮斗の言う通り、これが最後。……だから、蓮斗のことを忘れたくないから──いっぱい、蓮斗が欲しい」

  　

  「……！」

  「……っ！」

  　

  　莉亚原本面无表情的脸庞，如今却『微笑』起来。她双手握住莲斗的右手，微微歪着头。

  　決して動くはずの無かったリアの表情を『微笑み』に変え、蓮斗の右手を両手で握りながら首を少しだけ傾けた。

  　

  　至今为止，我都是被要求的一方，所以有点担心这样是否妥当。不过，莲斗很快就温柔地对我笑了，看来他似乎抛开了迷惘。

  　今まではおねだりされる側だったのでこれでいいのか不安だが、程なくして蓮斗が優しく笑ってくれたので安心した。どうやら迷いは捨てられたらしい。

  　

  　

  　正因为是最后一天，所以希望他能注入比以往更多的爱的证明。我一心这么想着，将身体交给他，将守护剩余生命的最后堡垒献给莲斗。

  　最後だからこそ、これまで以上に愛の証を注いでほしい。その一心で彼に身体を預け、残機を守る最後の砦を蓮斗に捧げた。

  　

  　

  　

  　接下来的几个小时，我们一直待在晴空下的花田中央。

  　そこから数時間、晴天の花畑の中心で。

  　我们互相倾诉「喜欢」与「最喜欢」，与他交合，几乎忘了时间。

  　お互いに「好き」と「大好き」を言い合いながら、時間を忘れるほど彼と体を重ね続けた。

  　

  　我不知道我们是从什么时候开始进入结局的。

  　いつからエンディングになっていたのかは分からない。

  　不过，在温暖的阳光下，我闭上眼睛躺在莲斗身旁时，就是我在虚拟世界最后的记忆了。

  　ただ、暖かい日差しを浴びながら蓮斗の隣で目を閉じたその時が、仮想世界での最後の記憶だった。

  　

  　

  　当意识回到现实世界的瞬间，我隐约听见的声音，不是来自身旁的莲斗——

  　意識が現実に戻るその瞬間に、微かに聞こえた声は、隣にいた蓮斗ではなく──

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  『再见了，晚安。』

  『またね、夜』

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　回到现实世界后，很快地过了一星期。

  　現実世界に戻ってから、はや一週間が経過した。

  　

  　多亏人妖——本名真冈的那男人所属的『DEM队』，我们的玩家个人名称与个人情报才没有外流。

  　オカマ──本名を真岡というあの男が所属している『デム隊』とやらのおかげで、俺たちプレイヤーの個人名や個人情報が流出することはなかった。

  　据DEM队表示「我们当然也有插手，不过死亡游戏的网站终究只是黑社会的一角」，所以事件的详细经过并没有公诸于世。

  　デム隊いわく「もちろん自分たちも手を加えたが、デスゲームサイトも所詮は裏社会の一端」とのことで、公にこの事件が事細かく報道されることも無いそうだ。

  　

  　死亡游戏的营运者遭到逮捕，库洛诺……黑野理爱也在DEM队的监视下受到保护。其他相关人士与观看直播的玩家也大多受到处罚，死亡游戏事件顺利地迈向解决。

  　デスゲーム運営も逮捕され、クロノ……黒野理愛も監視付きでデム隊に保護された。その他関係者や視聴していたユーザーも大半は処罰を受け、驚くほど順調にデスゲーム事件は解決へと向かって行った。

  　

  　

  　事情就这样轻易地落幕，我也回到了一如往常的日常生活。

  　そんなわけであまりにも呆気なく、俺はいつもの日常に戻ることとなったわけで。

  　

  　

  「喂～美咲～」

  「おーい、美咲ー」

  　

  「嗯……啊，是吴原啊。」

  「んっ。……あぁ、呉原か」

  　

  　放学后走在街上时，背后传来熟悉的声音。我回头一看，一名戴着眼镜、身穿制服的男生朝我挥手。

  　学校帰りに街を歩いていると、背後から聞き覚えのある声が聞こえてきた。振り返ってみると、そこには眼鏡をかけた制服の男子が此方に手を振っていた。

  　他正是在虚拟世界扮演主角的朋友角色田宫浩太的本人。

  　彼こそ、仮想世界で主人公の友人キャラである田宮浩太をプレイしていた張本人である。

  　

  　吴原永治——透过事件而更加熟稔的朋友……不，是挚友。

  　呉原 永治──事件を通して更に仲を深めた友人……いや、親友だ。

  　

  「嗨。你走这条路……是要去接朝阳同学吗？」

  「よっ。この道歩いてるってことは……朝陽くんの迎えか？」

  　

  「……是啊。虽然虚拟世界和现实世界的时间流逝不同，但他失踪了两个星期以上……让我非常寂寞。」

  「……まぁな。仮想世界と現実世界で時間の進みがズレてたとはいえ、結局二週間以上も行方不明で……めちゃくちゃ寂しい思いさせてたから」

  　

  「所以你每天去接他，向他道歉吗？真辛苦啊。」

  「お詫びに毎日迎えに行ってるってか。大変だねぇ」

  　

  　我们并肩走着，前往我弟弟朝阳所在的小学。吴原似乎也要陪我一起去。

  　二人並んで会話をしながら、俺の弟である朝陽が待つ小学校へと向かっていく。どうやら呉原も付き添ってくれるらしい。

  　

  　

  　美咲朝阳……小学三年级的我弟弟，一言以蔽之就是个可靠的孩子。这不是我偏心的评价，而是从小学的班导那里听来的。

  　美咲朝陽……小学三年生の俺の弟は、一言で言えばしっかり者だ。これは俺の贔屓目で見た評価ではなく、小学校の担任から聞いた話である。

  　他不会忘记写作业是理所当然的，也会积极参与小学的活动，是统整班级的领袖人物。

  　宿題を忘れないのは当たり前として、小学校の行事にも積極的に取り掛かり、クラスをまとめ上げるリーダー的存在でもあると。

  　

  　当然，在家里也很可靠。他会照顾喝醉酒就会哭闹的老爸，也会代替经常因为工作不在家的妈妈洗衣服、打扫浴室等，把家事都做好。

  　勿論家でもしっかり者だ。酒で酔うと泣き上戸になる親父の世話や、仕事で家を空けることが多い母の代わりに洗濯や風呂掃除などの家事だってこなしてる。

  　

  　或许是因为这样，朝阳虽然是小学生，却有点成熟。就算我宠他，他也总是冷淡以对，压岁钱也会好好存起来……说起来就是个酷酷的孩子。

  　そのせいか、朝陽は小学生ながらも少し大人びている。俺が甘やかしても素っ気なかったり、お年玉はしっかり貯金していたりと……言うなればクールなのだ。

  　

  　

  　朝阳在事件结束后，面对回到现实世界的我，第一个采取的行动是『哭泣』。他扑到我怀里，在平安无事地以美咲夜的身份回来的我胸前，哭了将近一个小时。

  　そんな朝陽が事件を終えて帰ってきた俺に向かって、最初にしてきた行動は『泣く』だった。俺に飛びついてきて、何事もなく美咲夜のまま帰ってきた俺の胸の中で、小一時間ほど泣き続けた。

  　

  　由于朝阳平常给人的印象就是个成熟的孩子，我错估了。朝阳明明也还是九岁的小学生。

  　普段から大人びていた朝陽の印象が強かったために、俺は見誤っていた。朝陽だってまだ九歳の小学生だというのに。

  　

  　总是理所当然地在一起的夜失踪了两周，朝阳的心已经濒临崩溃边缘。在朝阳哭累睡着的时候，我也从老爸那里听说了这件事。

  　いつも当たり前のように一緒にいた夜が二週間も行方不明になって、もう朝陽の心は限界寸前だったのだと、朝陽が泣き疲れて眠っている時に父からも聞いた。

  　

  　朝阳让我这么担心，也难怪他会整天都想和我待在一起。最近除了在学校的时候，我几乎都和朝阳一起度过，而我也有责任做到这一点。

  　それだけ心配を掛けていたのだから、朝陽が四六時中俺と一緒に居たがるようになるのも無理はない。ここ最近は高校に居る間を除けばほとんどの時間を朝陽と一緒に過ごしているが、それを果たす責任が俺にはあるのだ。

  　

  　

  「美咲……那个，你最近状况如何？」

  「美咲さ……その、最近調子はどうだ？」

  　

  「欸？」

  「えっ？」

  　

  　当我正在脑中想着朝阳的事情时，吴原突然问了这个问题。他用手指挠了挠脸颊，脸上明显挂着僵硬的假笑。

  　頭の中で朝陽のことを考えていると、不意に呉原がそんなことを聞いてきた。ポリポリと指で頬をかきながら、明らかに引きつった作り笑顔で。

  　

  　我知道他想说什么。换算成虚拟世界的时间，我已经用那个娇小少女的身体生活了两个月以上。像这样变回男人后，如果没有任何不协调感，那才奇怪。

  　彼の言いたいことは分かる。仮想世界での時間で換算すれば、俺は二ヶ月以上あの小さな少女の身体で生活していたのだ。こうして男に戻ってから違和感が無い方がおかしいに決まっている。

  　

  　

  　——但是，我的身体没有任何不协调感，反而状态很好。好到令人悲伤。

  　──だが、身体に違和感などなく、むしろ好調だ。悲しいほどに。

  　

  　

  「超级普通，超有精神。」

  「すっげぇ普通だよ、超元気」

  　

  　我用无力的声音回答后，吴原尴尬地闭上了嘴。虽然提问的他没有错，但对现在的我来说，这个问题实在很难受。

  　力の無い声でそう答えると、呉原は気まずそうに口を噤んだ。質問してきた彼に非などないが、如何せん今の俺には堪える質問だった。

  　

  「……很奇怪吧。明明我一直都是莉亚。」

  「……おかしいよな。あんなにずっとリアだったのに」

  　

  　我看着自己的手掌，自嘲地这么说。

  　自分の手のひらを見ながら、自嘲気味にそう言った。

  　「没有不协调感的不协调感」让我很不舒服，事件结束后回到家的那天深夜，我在洗手间里差点吐了出来。

  　この『違和感が無いという違和感』が気持ち悪くて、事件が終わって家に帰ってきたその日の深夜に洗面所で吐きそうになったほどだ。

  　

  　以少女的身体生活……仿佛从一开始就没有这个事实，回到这个身体后，我没有任何不协调感。我甚至因为悲伤而静静地哭泣过。

  　少女の体で生活していた……という事実などまるで最初から無かったかのように、この体に戻った俺には何の違和感もない。それが悲しくて静かに泣いた日もあった。

  　

  「呐，美咲。」

  「なぁ、美咲」

  　

  「……？」

  「……？」

  　

  「我们啊，在那个世界里，说不定是用『用控制器活动身体的感觉』在生活。」

  「俺たちさ。あの世界では『コントローラーで体を動かす感覚』で、生活してたのかもな」

  　

  　听到吴原用冷静的声音这么说，我恍然大悟。

  　落ち着いた声音で告げられた呉原の言葉を聞いて、俺はハッとした。

  　

  　我们的确使用了高度的潜行系统在「游戏」。但是，即使那是能骗过大脑的完全潜行游戏，我也不是在现实中真的变身成少女的身体。

  　確かに、俺たちは高度なダイビングシステムを使って『ゲーム』をしていた。しかし、それが脳を騙すほど本格的な没入感をもたらすゲームだったとしても、俺が現実で実際に少女の身体に変身していたわけではない。

  　

  　在那个少女的身体活动的时候，现实中的我还是男人。

  　あの少女の体を動かしている間も、現実で俺は男だったのだ。

  　

  「……是啊。我一直都是男人。」

  「……そう、だな。俺はずっと男だったんだもんな」

  　

  　我悲伤地这么低喃后，吴原用下巴示意「你看那个」。

  　俺が悲しげにそう呟くと、呉原が「あれ見ろよ」と顎をクイッと前に出した。

  　

  　我随着他看向前方，朝阳正从校门朝我们挥手。她一看到我，就和附近正在聊天的朋友们道别，朝我们跑过来。

  　彼に釣られて前を見てみると、そこには校門からこちらに手を振っている朝陽の姿があった。俺の姿を見るや否や、近くで話していた友達らしき子供に別れの挨拶をして、こっちに駆け出してきた。

  　

  　

  「至少对那孩子来说，美咲能以原本的样子回来……是件好事吧？」

  「少なくともあの子にとっては、美咲が美咲のまま帰ってきたことは……良いこと、だったんじゃないのか？」

  　

  　

  　我勉强自己接受吴原的话。我必须接受。

  　そんな呉原の言葉に、俺は無理矢理納得してしまった。しなければいけなかった。

  　

  「——啊、啊哈哈！说得也是！我四肢健全地平安回来，到底在说什么啊！」

  「──あ、あはは！　そうだよなっ、五体満足で無事に帰れたってのに、なに言ってんだろうな俺！」

  　

  「……！」

  「……っ」

  　

  「喂，吴原，你干嘛一脸沮丧啊？看到我不是女孩子，你受到打击了吗～？」

  「おい呉原ぁ、なに落ち込んだ顔してんだよ。俺が女の子じゃなくなってショック受けてんのか～？」

  　

  「……就是说啊！唉～难得变成TS，竟然又变回男人，真是搞不懂你～！」

  「……ほんとだぜ！　あーあ、せっかくTSしたってのに、男に戻るとか分かってねぇなぁ～！」

  　

  　吴原似乎是在顾虑朝阳，故意用夸张的态度和我说话。因为从朝阳的角度来看，我和吴原说蠢话才是平常的光景。

  　こっちに近づいてくる朝陽のことを気にしてくれたのか、呉原は俺に乗ってわざと大袈裟な態度で接してくれた。朝陽からすれば俺と呉原がバカみたいな会話をしていることこそが、いつもの光景だからだ。

  　

  　我们故意用大音量说话，朝阳很快就来到我身边。

  　わざと大きい声で会話をしていると、程なくして朝陽が俺の傍に来た。

  　

  「夜～！……啊，吴原先生，你好。」

  「夜にいーっ！　……あっ、呉原さん、こんにちは」

  　

  　朝阳用力抱住我，只把头转向吴原打招呼。

  　勢いよく俺に抱きついたあと、首だけを隣に向けて呉原に挨拶する朝陽。

  　「那我走了。」吴原笑着回答朝阳，摸了摸她的头，转身离开。

  　呉原はそれに笑顔で答えながら朝陽の頭を撫でると、「じゃ、俺もう行くわ」といって踵を返した。

  　

  「吴原，谢谢你陪我来。」

  「呉原、付き添ってくれてありがとな」

  　

  「嗯。回去路上小心。」

  「おう。じゃ、気をつけて帰れよ」

  　

  　吴原说完，朝和我们相反的方向跑走，夸张地大喊：「别太勉强自己哦～！」

  　そう言って俺たちとは反対方向に駆け出した呉原は「あんま無理すんなよー！」と大袈裟に叫び、そのまま走り去っていった。

  　

  　他故意用轻松的语气说，想帮我掩饰，但「别太勉强自己」——这句话一定是为我着想。既然他这么关心我，我也不能一直犹豫不决。

  　わざと調子のいい風に言って誤魔化してくれたようだが、無理はするなよ──という呉原の言葉はきっと俺を気遣ってのことだろう。流石にここまで気を遣われてしまったら、いつまでもウジウジしているわけにもいかなくなってくる。

  　

  　

  　真是的，长得帅、成绩好、沟通能力强，又懂得关心别人，为什么那家伙会变成色情游戏博士？太可惜了。

  　ったく、そこそこ顔が良くて勉強もできて、コミュニケーション力も高くて気遣いもできるってのに、何だってあいつエロゲ博士なんかになってるんだ？

  　

  「……夜？」

  「……夜にい？」

  　

  「嗯。回家吧。」

  「んっ。帰ろっか」

  　

  　为了不破坏吴原制造的气氛，我和朝阳手牵着手，离开小学。

  　呉原が作ってくれた雰囲気を壊さない内に帰るべく、俺は朝陽と手を繋いでから小学校をあとにした。　

  　

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　

  　…………

  　…………

  　

  　

  　………………

  　………………

  　

  　

  　

  　晚上十点过后，我哄吃完晚餐、洗完澡的朝阳上床睡觉时，家里的门铃响了。

  　時刻が22時を回った頃。夕飯と風呂を終えてベッドに入った朝陽を寝かしつけていると、不意に家のインターホンが鳴った。

  　

  　朝阳已经昏昏欲睡，我摸了摸她的头后站了起来，打算离开房间，去确认是谁按了门铃——朝阳却从背后叫住了我。

  　ウトウトしながらもう殆ど寝かけている朝陽の頭を撫でてから立ち上がり、インターホンを押した人物を確認するために部屋を後にしようとすると──後ろから朝陽に声を掛けられた。

  　

  「……夜。」

  「……夜にい」

  　

  「有客人来了，我去讲几句话，我也会去睡的，你等一下——是说梦话啊。」

  「お客さん来たからちょっと話してくるだけだよ。俺も寝るから待ってて──って、寝言か」

  　

  　朝阳闭着眼睛，断断续续地低喃。她的呼吸规律，似乎已经睡着了。

  　朝陽は目を閉じたまま、ボソボソと小さな声で呟いている。寝息は規則正しいし、どうやらもう眠っているようだ。

  　

  「不要丢下我一个人……」

  「ひとりにしないで、ね……」

  　

  「……这是当然的啊。」

  「……当たり前だろ」

  　

  　朝阳的手动来动去，仿佛在找什么，我让她抱住小熊抱枕后，她便静止不动，再度发出规律的呼吸声。

  　何かを探すように手を動かしている朝陽にクマの抱き枕を抱かせると、程なくして朝陽はジッと止まって規則正しい寝息を再開させた。

  　我再度温柔地摸了摸朝阳的头后，关上了房门。

  　そんな朝陽の頭をもう一度優しく撫でてから、俺は部屋のドアを閉めた。

  　

  　

  　我从玄关的猫眼悄悄地窥伺屋外，见到一名体格壮硕、长相严肃的西装男子站在门外。

  　玄関の覗き穴からそっと外の様子を見てみると、そこには筋肉質で体がデカく渋い顔をしているスーツ姿の男性が立っていた。

  　

  　一般人不仅不会开门，甚至会报警，但他是我在虚拟世界中，高月的管家兼怪人『人妖』真冈。我与他见过几次面，所以记得他的长相。

  　普通なら出ないどころか通報すらありえる案件だが、彼は仮想世界で高月の執事兼怪人の『オカマ』をやっていたあの真岡だ。既に何度か会っているので流石に顔も覚えた。

  　

  　我打开玄关的锁，打开大门后，站在门外的真冈便从门缝中溜了进来。这已经是第三次了，我也习惯了。

  　玄関の鍵とドアを開けると、外にいた真岡がドアの隙間からヌルッと中に入ってきた。もう三回目なのでこれにも慣れた。

  　

  「嗨，小弟弟，你过得好吗？」

  「はぁい、ボウヤ。元気にしてたかしら」

  　

  「朝阳还在睡……麻烦你安静一点，真冈先生。」

  「朝陽が寝てるから……なるべく静かに頼むよ、真岡さん」

  　

  「真是的，叫我人妖也没关系啊。」

  「んもうっ、別にオカマでいいのに」

  　

  　真冈扭动身体，我因为觉得恶心而别开视线，却察觉到某种不对劲。

  　クネクネと身体を揺らす真岡が気持ち悪いので目を逸らすと、何かの違和感に気がついた。

  　

  　

  　真冈身后站着一名娇小的女孩子，她留着一头及腰的黑色长发，身穿袖子过长的宽松连帽衫。我从未见过她。

  　真岡の後ろに、腰まである長い黒髪をした、袖が余る程ブカブカなパーカーを着ている小さな女の子がいる。今まで全く見たことの無い人物だ。

  　

  　莉娅尔・刚烈是女大学生，身高与一般女性差不多；黑野理爱虽然体型相似，但发型是中长发，而且她的头发并非黑色，而是棕色。

  　剛烈のリアルは女子大学生で平均的な身長だったし、黒野理愛は体のサイズこそ似ているものの彼女の髪型はミディアムボブで、というかそもそも黒髪ではなく茶髪だ。

  　

  　至少眼前的少女并非我与那起事件有关的人物……那么，这女孩是谁呢？

  　目の前の少女は、少なくとも俺があの事件で関わった人物ではない。……じゃあ、誰だこの子。

  　

  「真冈先生……你可不能藏匿绑架犯哦？」

  「真岡さん……誘拐犯を匿うのは流石に無理だぞ？」

  　

  「绑……！？不、不是啦，这是有原因的。」

  「ゆっ……！？　ち、違うわよっ。これには深いわけが」

  　

  「开玩笑的啦，总之先进来吧。」

  「冗談だって。とりあえず上がりなよ」

  　

  　我调侃着意外常见面的战友，带他来到客厅。

  　意外と会う機会が多い戦友をからかいつつ、彼をリビングまで案内した。

  　

  　担心被卷入事件的我与朝阳，母亲与身为家庭主夫的父亲从国外飞回日本。他们现在都在睡觉，所以不必特地征求他们的同意。

  　朝陽と事件に巻き込まれた俺の身を案じて海外からすっ飛んで帰ってきた母親と専業主夫の父も今は寝ているので、わざわざあの二人に許可を取る必要もないだろう。

  　

  　顺带一提，父亲很不擅长应付真冈。每当他来家里时，父亲总是只说「别把儿子卷进麻烦事里」，从不认真理会他。

  　ちなみに父親は真岡のことが苦手である。彼がこの家に来るたびに「息子を面倒事に巻き込まないでくれ」の一点張りで、まともに取り合おうとすることはない。

  　

  　母亲则与真冈是老交情，大致上了解他的状况，所以不会对他太刻薄。这个人妖的交友关系到底是怎么回事？

  　逆に母親は真岡と昔からの付き合いで、彼の事情もだいたい把握しているため、真岡を邪険に扱うことはない。ほんとこのオカマの交友関係どうなってんだ。

  　

  　

  「来，茶。」

  「はい、お茶」

  　

  「谢谢♡」

  「ありがと♡」

  　

  「呃，你是……」

  「えっと、きみは……」

  　

  「这孩子没有外表那么小，所以不用果汁，喝茶就好。」

  「この子見た目ほど子供じゃないから、ジュースじゃなくてお茶でいいわよ」

  　

  　真冈说完，黑发少女默默点头。虽然我没有问真冈……但难不成这女孩很怕生吗？

  　真岡がそう言うと、黒髪の少女は無言でコクコクと頷いた。真岡に聞いたわけではなかったのだが……もしかしてこの子は人見知りなのだろうか。

  　不过，就算身体娇小，也不代表心智年龄小。我有黑野这个前例，所以对此深信不疑。

  　まぁ体が小さくても子供ではない、というのは黒野という前例があるので疑いはしない。

  　

  　我也端茶给黑发少女后，坐在座垫上，对面的真冈开始说：

  　黒髪の少女にもお茶を出してから座布団に座ると、対面の真岡が話を始めた。

  　

  「我有件事必须尽快告诉你。真的很抱歉，这么突然，你愿意听我说吗？」

  「早急に伝えなくちゃいけないことがあってね。ほんと急で申し訳ないんだけど、聞いてくれるかしら」

  　

  「不用这么客气啦……话说，你要说什么？」

  「別にそこまで気を遣わなくてもいいって。……それより、話ってなに？」

  　

  　我一问，真冈喝了一口茶后继续说：

  　俺が質問をすると、真岡は一口お茶を飲んでから言葉を続けた。

  　

  「以前我跟你说过，假想世界会对现实世界造成影响吧？其实当时，假想世界对现实世界的影响还没有那么大……」

  「以前、仮想世界が現実に影響を与えてるって話をしたわよね。実はアレ、あの時点ではそこまで現実世界に影響は与えてなかったんだけど……」

  　

  「……发生了什么事吗？」

  「……何かが起きた、のか？」

  　

  「嗯，没错。」

  「えぇ、そうなの」

  　

  　真冈又喝了一口茶，继续说下去。她口渴吗？

  　もう一度コップに口を付けてから、話を再開する真岡。喉乾いてたのかな。

  　

  「假想世界膨胀过度，光靠原本的服务器已经无法控制，终于开始侵蚀现实世界的电子仪器。」

  「膨張しすぎた仮想世界の容量を大元のサーバーだけで制御することができなくなって、ついに現実の電子機器に浸食を始めたの」

  　

  　说完，真冈又喝了一口茶，继续说下去。

  　言い終えて、さらにもう一度お茶を飲んでから話を再開する真岡。

  　

  「然后，透过传送资料的电子仪器，发生了『空间扭曲』……真的是莫名其妙的现象……啊，再来一杯茶。」

  「そこで情報が送られた電子機器を通じて『空間が歪む』とかいう……もう、ほんっっとに意味わかんない現象が起きててね……あ、お茶おかわり」

  　

  　真冈一口气喝光杯中的茶，从旁边的茶壶倒茶。

  　くいっとコップの中のお茶を飲み干してから、近くのティーポットからお茶を入れる真岡。

  　

  「然后，以空间扭曲的电子仪器为媒介，现场全方位数米内展开『游戏领域』。形成一个张设防护罩，不受外界干涉的特殊空间……咕噜咕噜，噗哈！」

  「で、空間が歪んだ電子機器を媒体にして、その場から全方位数メートルにかけて『ゲームフィールド』が展開されるのよ。外部からの干渉を受けないバリアが張られた特殊な空間が出来上がるってワケ。……ごくっごく、ぷはっ」

  　

  「那游戏领域里发生了什么事？还有，你喝太多茶了吧？」

  「じゃあ、そのゲームフィールドの中って何が起きてるんだ？　あとお茶飲みすぎじゃない？」

  　

  　多亏在假想世界中被死亡游戏的营运搞得七荤八素，真冈说的话我一点也不惊讶。感觉我往不好的方向对非现实有了抵抗力。还有，你喝太多茶了。旁边的人也想喝哦。」

  　仮想世界の中でデスゲーム運営に散々振り回されたおかげか、真岡の話す内容にいちいち驚くようなことはなかった。嫌な方向で非現実への耐性がついてる気がする。あとお茶飲みすぎです。隣の子もおかわり欲しがってますよ。

  　

  「来，再一杯。」

  「はい、おかわり」

  　

  「～♪」

  「っ～♪」

  　

  　男大姐从茶壶倒茶，黑发少女露出开心的表情。好可爱。

  　オカマにポットからお茶を注いでもらうと、黒髪の少女は嬉しそうな顔になった。かわいい。

  　

  「回到正题。现实与游戏世界的建筑物在游戏领域中开始融合，『之前打倒的怪人』等也从因此扭曲的游戏空间出现。」

  「話を戻すわね。そのゲームフィールドの中では現実とゲーム世界の建物とかが融合をし始めてしまっていて、その影響で歪んだゲーム空間から『前に倒したはずの怪人』とかが現れちゃってるの」

  　

  「……那、那些拥有危险能力的怪人出现在现实……这不是很不妙吗？」

  「……あ、あの危険な能力を持った怪人たちが現実に、って……それかなりヤバいんじゃ」

  　

  「是啊，真的很不妙。无法以肉身从外部进入游戏领域，所以也无法送救兵进去，领域也没有自然消灭的迹象。恐怕有类似空间核心的东西，但那东西在领域内，实在无计可施……唉。」

  「えぇ、マジでヤバいわ。生身で外部からゲームフィールド内に入るのは無理だから助けも送れないし、フィールドが自然消滅する気配もない。おそらく空間の核のようなものはあるんだけど、肝心のそれが内側にあるからどうにも……ハァ」

  　

  　真冈明显地垂下肩膀。这一周……不，从死亡游戏开始到现在，他一直忙于假想空间相关的事件。连续发生这么多意外状况，就算是他也受不了吧。

  　分かりやすく肩を落とす真岡。ここ一週間……いや、あのデスゲームが始まった時から今現在まで、彼はずっと仮想空間絡みの事件で多忙だ。これだけ不測の事態が連発すると、流石の彼でも堪えるらしい。

  　

  「目前只有发生几起小规模的事件，但要是这种现象频繁发生，或是游戏领域范围扩大，就真的无法处理了。而且我也很担心被关在领域内的民众……」

  「今のところは数件の小規模なもので済んでるけど、これが多発したりもっと広範囲のゲームフィールドまで生まれちゃったら、もう手におえないわ。フィールド内に閉じ込められた民間人も心配だし……」

  　

  「……因为那个世界进化了，所以才发生这种事……」

  「……あの世界が進化したから、こんなことに……」

  　

  　我本来很高兴假想世界的人们不再是游戏角色，而是确立了自我意识，所以这次的骚动让我非常难受。我完全没想过那个空间会因为自我进化而变成这样。

  　仮想世界の皆がキャラクターではなく一人の人間として確立されたことを喜んだ自分としては、今回の騒動はとてもやるせない。あの空間が自己進化を続けたせいでこんなことになるなんて、思いもしなかった。

  　

  　

  「……不是这样的，小弟弟。」

  「……違うのよ、ボウヤ」

  　

  「咦？」

  「えっ？」

  　

  　我悔恨地咬牙切齿时，真冈喃喃说道。

  　俺が悔し紛れに歯軋りをすると、ぽつりと真岡が呟いた。

  　

  「那个世界进化确实多少会对现实造成影响，我也多少预料到容量超载后，游戏世界会进入现实网络。……可是，像这次一样产生特殊空间，而且只有邪恶的怪人复活……你不觉得很奇怪吗？」

  「確かにあの世界が進化したことで、多少現実に影響が出ることはある。容量オーバーで現実のネットワークに進出してくるのも多少は想定していたわ。……でも、今回みたいに特殊な空間が生まれて、しかも都合良く悪の怪人だけが蘇るなんて……おかしいと思わない？」

  　

  「……有、有犯人吗？」

  「……は、犯人がいる？」

  　

  「我已经找到人了，而且也实际找到类似证据的东西。」

  「もう目星は付いてるわ。実際に証拠らしきものもあったし」

  　

  　说到这里，真冈再次看着我的眼睛，开口说道：

  　そこまで言うと、真岡は改めて俺の目を見てから口を開いた。

  　

  　

  「能够立刻产生无法从外部干涉的空间……我和你应该知道是谁吧？」

  「外部から干渉できない空間を即座に生成できるやつ……アタシとあんたなら知ってるわよね？」

  　

  　

  　我顺着真冈的话，回溯自己的记忆。只有我和真冈知道，而且能立刻制造特殊空间……

  　真岡の言葉を頼りに、自分自身の記憶を辿ってみる。俺と真岡しか知らない、即座に特殊な空間を作れる……。

  　

  　无法从外部干涉——隔离？

  　外部から干渉できない──隔離？

  　

  「隔离空间？……咦，那、那犯人是黑野？」

  「隔離空間？　……ぇ、じゃ、じゃあ犯人って黒野？」

  　

  「不是。她现在也受到严密监视，受到保护。」

  「違うわね。彼女は今もしっかり監視付きで保護しているから」

  　

  「那到底……」

  「じゃあ一体……」

  　

  　我说到一半，脑中闪过在假想世界和库洛诺战斗时的事。

  　言いかけた瞬間、仮想世界でクロノと戦った時のことが脳裏によぎった。

  　

  　库洛诺在公园抓住我后，发出漆黑的气场制造隔离空间。然后在那个空间内变身成巨大的黑色怪物，和我们战斗。

  　クロノは公園で俺を捕まえた後、ドス黒いオーラを発して隔離空間を作った。そしてその空間内で、大きな黒い化け物へと変身を遂げてから、俺たちと戦闘を始めた。

  　

  　当时那家伙说——她洗脑并分解世界粉碎者，吸收进体内。

  　その時アイツが言っていたことは──ワールドクラッシャーを洗脳して分解して取り込んだ、というものだ。

  　

  　

  「难道世界粉碎者……还活着？」

  「もしかして、ワールドクラッシャー……生きてた？」

  　

  　

  　我露出僵硬的笑容这么说，真冈苦笑。那表情完全能解读为肯定。

  　引きつった笑みでそう言うと、真岡は苦笑いをした。それはまさしく、肯定の意味と捉えることのできる表情だ。

  　

  「很遗憾，看来一发无敌拳没有完全消灭她。」

  「残念ながら、一発の無敵パンチじゃ完全には消滅しなかったみたいね」

  　

  「真的假的……那么，还活着的世界粉碎者是这次事件的犯人？」

  「マジかよ……。それなら、生きてたワールドクラッシャーが今回の事件を？」

  　

  「在暴走前的假想世界监视器有拍到那家伙的信号，所以肯定没错。大概是命令系统产生错误，目的变成破坏现实世界了吧。」

  「暴走を起こす前の仮想世界のモニターにアイツの信号があったから間違いないわ。おおかた命令系統にバグが生じて、目的が現実世界の破壊にでも変わったんでしょ」

  　

  　真冈叹着气无奈地摇头，少女也同样无奈地摇头。这些家伙是怎样？

  　溜め息を吐きながらやれやれと首を振る真岡。同じくやれやれと首を振る少女。なんだこいつら。

  　

  「……那么，假想世界那边怎么样了？」

  「……じゃあ、逆に仮想世界の方はどうなってるんだよ」

  　

  「无法观测。完全不知道那边变成什么样子。」

  「観測不能よ。あっちがどうなってるかなんて見当もつかない」

  　

  「怎么会……」

  「そんな……」

  　

  　听到真冈无情的一句话，我垂下肩膀。

  　真岡の無情なひと言を聞いて、肩を落とした。

  　这边的世界发生的事确实很严重，但我也同样担心假想世界的大家。光是想象那个邪恶组织毁灭、恢复和平的世界再度陷入危机，我就觉得胃痛。

  　確かにこっちの世界で起きていることも大変なのだが、それと同じくらい仮想世界の皆が心配だ。悪の組織も壊滅して平和になったあの世界がまた危機に陥っていると想像しただけで、胃が痛くなってくる。

  　

  　我已经不知道该怎么办了——就在我想说出丧气话的瞬间。

  　もうどうしたいいのか分からない──と、そんな弱音を吐こうとした瞬間。

  　

  　真冈把手放在身旁少女的肩膀上。

  　真岡が隣にいる少女の肩に手を乗せた。

  　

  　

  　

  「所以，我在无法观测前勉强带了一个人过来。」

  「というわけで、観測不能になる前になんとか一人だけ連れてきたわよ」

  　

  　

  　

  「……咦？」

  「……へっ？」

  　

  　总觉得她一脸得意地说出不得了的话，但我还是搞不清楚状况。

  　なんかもの凄いドヤ顔でとんでもないことを言われた気がするのだが、いまいち状況が飲み込めない。

  　

  　真冈的意思是，把游戏中的角色带到现实世界吗？我从来没听说过有这种超常的技术……而且就算做得到，我也不认识眼前的『这位少女』。

  　真岡が言っていることは、つまりゲームのキャラクターを現実に連れてきた、ということだろうか？　そんな超常的な技術があるなんて話は聞いたことがないし……そもそも、それが出来たのだとしても俺は目の前の『この少女』を知らない。

  　

  　我既没见过她，当然也不知道她的名字。难道除了莉娅之外还有隐藏女主角吗？

  　見たこともないし、当然名前も知らない。もしかしてリア以外にも隠しヒロインがいたのだろうか。

  　

  「啊，先说清楚，这孩子的身体不是游戏角色。是为了安装虚拟世界的人物资料，让她能在这里活动而准备的，也就是容器型的仿生人。」

  「あぁ、言っておくとこの子のこの体はキャラじゃないわ。仮想世界の人物データをインストールしてこっちで活動できるようにさせるための、いわば入れ物のアンドロイドなの」

  　

  「仿、仿生人？」

  「あ、アンドロイド？」

  　

  「……！」（点头）

  「……っ！」（コクコク）

  　

  　我一问，黑发少女就点了好几次头。

  　俺が聞くと、黒髪の少女が何度も頷いた。

  　

  　我有点难以置信。眼前的少女没有发出任何机械驱动的声音，怎么看都是人类少女。

  　にわかには信じがたい。目の前の少女は機械的な駆動音など一つも鳴らさずに動いているし、どこからどう見ても人間の少女だ。

  　我试着用右手触摸她，果然和人的肌肤一样温暖柔软。这东西是机器人什么的，肯定是恶劣的玩笑。

  　試しに右手を触らせてもらっても、やはり普通に人肌程度に温かいし柔らかい。これがロボットとか何かの悪い冗談だ。

  　

  「黑野理爱花了六年事前制作，但能活动的完成品只有声带功能故障的这具身体。所以就让她以不会说话的女孩子身份，暂时到这个世界避难。」

  「黒野理愛が六年かけて事前に作っていたらしいんだけど、動かせる完成品が声帯機能が故障してるこのボディしかなくてね。彼には喋れない女の子として、一旦この世界に避難してもらったの」

  　

  「……她、她？」

  「……か、彼って？」

  　

  　

  　

  　

  　

  「啊，就是莲斗。因为屏幕上他的反应最大，而且只有他勉强回收了人物资料。」

  「あー、蓮斗くんのことよ。モニターに映ってる反応が一番デカかったし、ギリギリ人物データを回収できたのが彼しかいなくてねぇ」

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「……什么？」

  「……はい？」

  　

  　

  　

  「～！」（晚上抱住我）

  「～っ！」（夜に抱きつく）

  　

  「哇啊！？」

  「おわっ！？」

  　

  　当我听到眼前的少女就是莲斗时，脑袋一片空白。就在这时，少女跳过桌子，从正面抱住我。

  　目の前の少女が蓮斗だという事実を聞いて頭が真っ白になった瞬間、少女がテーブルを跨いで正面から俺に抱きついてきた。

  　

  「～♪」（用脸颊磨蹭我）

  「～っ♪」（頬ずりをする）

  　

  「咦？什么！？你突然做什么！？」

  「えっなに！？　急に何ですかっ！？」

  　

  　我好不容易用双手撑住一脸开心地用脸颊磨蹭我的少女，人妖理所当然似地对我说：

  　嬉しそうな顔をしながら頬ずりしてくる少女をなんとか両手で支えると、オカマがさも当然のように告げてくる。

  　

  「你们不是互相喜欢吗？好久没见面，当然会开心啊。」

  「アンタたちお互いに好きだったんでしょ？　久しぶりに会えて嬉しくなっちゃったんじゃない」

  　

  「为什么是现在！？」

  「何でこのタイミング！？」

  　

  「因为已经忍到极限了吧……虽然他说过身份不重要，看来是真的呢。我也不讨厌这样的莲斗哦。」

  「我慢の限界だったんでしょ。……彼、正体なんて関係ないって言ってたけど、その言葉は本当だったみたいね。そんな蓮斗くんも嫌いじゃないわ」

  　

  「～！」（想亲夜的脸颊）

  「～っ！」（夜の頬にキスをしようとしてくる）

  　

  「等、等、等一下！真的等一下！」

  「まっ、ちょっ、待って！　本当に待って！」

  　

  　

  　……

  　……　

  　

  　…………

  　…………　

  　

  　………………

  　………………

  　

  　

  　我好不容易让莲斗——更正，是『莲』冷静下来，让他坐回真冈旁边，重新听真冈说明详情。

  　なんとか落ち着かせた蓮斗──もとい『レン』を再び真岡の隣に座らせ、改めて真岡の話を詳しく聞いた。

  　

  　真冈特地来我家，似乎是为了说明详情，并且把某样东西交给我。

  　真岡がわざわざこの家に来た理由は、事情を話したうえでとある物を渡すためだったらしい。

  　他交给我的，是只在虚拟世界用过，有着华丽装饰的手表。

  　手渡されたのは、仮想世界で使ったハイパームテキを彷彿とさせるような、派手な装飾の腕時計だった。

  　

  　这叫做Access手表，是能从游戏场域产生的空间扭曲进入虚拟世界的人物资料，变身成该人物的道具。

  　これはアクセスウォッチといって、ゲームフィールドによって生じた空間の歪みから仮想世界の人物データにアクセスして、その人物の姿に変身するためのアイテムだ。

  　

  　据真冈所说，出现在游戏场域的怪人，似乎能自由往来场域内外。

  　話によれば、ゲームフィールドに現れた怪人たちはフィールドの中と外を自由に行き来できるらしい。

  　也就是说，只要我也变成虚拟世界的人，就能进入游戏场域。

  　つまりこちらも仮想世界の人間になれば、ゲームフィールドの中へ入ることができるというわけだ。

  　

  　

  　——但是，能进入的只有与变身人物心灵相通的人。

  　──ただし、アクセスできるのは変身する本人と心が深く繋がった人物にだけ。

  　

  　

  　真冈、吴原和刚烈都是用角色的人格来玩游戏，因此这个世界与他们心灵相通的人只有我。

  　真岡も呉原も剛烈も、キャラの人格を上書きしてゲームをプレイしていた為、今この世界であちらの人間と心が結ばれた経験のある人物は俺だけとのことで。

  　

  　而与我心灵相通的人，除了那个银发少女没有别人。

  　そして俺と心が深く繋がった人物とは、あの銀髪の少女をおいて他にはいない。

  　

  　也就是说，真冈的意思是要我再次变身成她，与怪人战斗。

  　つまり、もう一度彼女に変身して俺に戦えと、真岡はそう言っている。

  　

  「……对不起。事到如今，我不会勉强你。」

  「……ごめんなさい。今更無理強いはしない、なんてことは言わないわ」

  　

  「真冈……」

  「真岡……」

  　

  「你已经拼了命努力过了。身为大人，对这样的你说这种话实在很丢脸，也觉得不应该……但是，拜托你，再一次就好——」

  「貴方は言葉通り死ぬほど頑張ってくれた。そんな貴方にこんなこと言うのは大人として情けない限りだし、許されることではないと思う。……でも、どうかもう一度だけ──」

  　

  　

  　——为了拯救世界，请你助我一臂之力。

  　世界を救うために、力を貸してほしい。

  　

  　真冈对我深深低下头。

  　そう言って真岡に深く頭を下げられた。

  　

  　

  　我硬是抬起他的头，对他笑着说：

  　そこで俺は彼の頭を無理矢理あげさせ、真岡に笑いかけた。

  　

  「别这样。就算你不这么做，我从一开始也打算帮忙的。」

  「やめてくれって。そんなことしなくたって、最初から手伝うつもりだったよ」

  　

  「为、为什么？」

  「ど、どうして？」

  　

  「……因为我们是死亡游戏的攻略者啊。伙伴有难，当然要帮忙。」

  「……だって、俺たちデスゲーマーズだろ？　仲間がピンチになってるなら助けるよ」

  　

  　我努力开朗地这么说，真冈无力地轻笑。看来我的话，稍微减轻了他肩上的负担。

  　努めて明るくそう告げると、真岡は力が抜けたように小さく笑った。どうやら俺の言葉で、彼の背負っていた荷物もほんの少しは軽くできたようだ。

  　

  　

  　……的确，我还有家人。温柔的父亲无论发生什么事都会保护我，紧要关头母亲也一定会站在我这边。我从小到大，一直接受着父母的爱，足以让我如此相信。

  　……確かに、家族のこともある。優しい父は何があっても庇ってくれるだろうし、いざとなれば母親もきっと味方してくれる。そう信じられるほど、俺は両親の愛を受けて育ってきた。

  　

  　而且，也不能再让朝阳担心了。我很清楚，现在是必须陪在她身边的时候。

  　それに朝陽にだってまた心配をかけるわけにはいかないだろう。今はあの子の傍にいてやらないとダメな時期だということも重々承知している。

  　

  　

  　但是，即使如此，我也必须这么做。因为，我也很重视那个世界的人们，就像重视家人一样。

  　でも、それでもやらなくちゃいけない。家族と同じくらい、俺を好きになってくれたあの世界の人達のことも大切だから。

  　我已经下定决心了。

  　もう心は、決まっている。

  　

  　……所、所以，我得小心别让朝阳和父母担心，同时想办法解决这场骚动！我要加油！

  　……だ、だから、朝陽や両親に心配をかけさせないように気をつけつつ、この騒動のこともなんとかするぞ！　がんばるぞ！

  　

  「……那么，等我们这边准备好，会再跟你联络。我希望小弟你尽量专心在家庭和学业上，所以不方便的时候，一定要明确地告诉我哦。」

  「……じゃ、こっちの準備ができ次第連絡させてもらうわね。ボウヤにもなるべく家庭や学業の方に専念してもらいたいから、無理なタイミングの時はハッキリ無理って言って頂戴ね」

  　

  　真冈边说边起身，走向玄关。

  　そう言いながら、真岡は立ち上がって玄関へと向かって行った。

  　我跟着他来到玄关送行，发现少女……莲不在真冈身边。我环顾四周，发现莲不知何时站在我身后。

  　見送りの為に俺も玄関まで来ると、真岡の隣に少女……レンがいないことに気がついた。周囲を見渡してみると、レンはいつの間にか俺の後ろにちょこんと立っていた。

  　

  「莲，真冈要走了，快点穿鞋。」

  「ほら、レン。真岡ももう行っちゃうから、早く靴履かないと」

  　

  「……！」（摇头）

  「……！」（左右に首を振る）

  　

  「咦……喂，真冈——」

  「えぇ……。おい、真岡──」

  　

  「打扰了。谢谢你的茶。」

  「お邪魔したわね。お茶、ごちそうさま」

  　

  　我傻眼地看着闹脾气的莲，转头看向玄关，真冈已经打开门走到外面了。

  　意地を張るレンに呆れて玄関の方に首を向けると、真岡が既にドアを開けて外に出ていた。

  　

  「等等！等一下！」

  「ちょっ！　待って！」

  　

  　我好不容易留住他，真冈「嗯？」了一声，一脸疑惑地看着我。嗯什么嗯啊。

  　それをなんとか引き止めると、真岡は「んっ？」と不思議そうな顔でこちらを見てきた。んっ？　じゃねーよ。

  　

  「你不是要丢下莲不管吧？」

  「レンのこと置いてくつもりじゃないだろ？」

  　

  「我就是要丢下她啊。先不说拜托你帮忙的事，我事前已经跟你的母亲说好，莲就交给我照顾了。」

  「置いてくつもりよ？　アンタへの協力のお願いの事はともかく、レンのことは事前にアンタの母親に言ってあるわ」

  　

  「啥！？」

  「はぁ！？」

  　

  「吵死了，现在是深夜耶。会吵醒朝阳的，给我安静点。」

  「うるっさいわね、深夜よ？　朝陽くんが起きちゃうから黙りなさい」

  　

  　这个死人妖……！一说要帮忙就得意忘形了！还是算了！？还是不帮好了！？

  　こんのオカマ野郎……っ！　協力するって言った途端調子よくなりやがって！　やめよっかな！？　やっぱり協力やめちゃおっかなー！？

  　

  「还有，虽然外表是这样，但她的内在还是性欲旺盛的色情游戏主角。虽然不会失控，但淫纹的后遗症还残留了一点，这点你要注意。再见！」

  「あとその子、そんな見た目だけど中身は性欲旺盛なエロゲ主人公のままだから。暴走することはないけど淫紋の後遺症もちょっと残ってるから、そこら辺気をつけてね。じゃっ！」

  　

  「啊、喂——」

  「あっ、おい──」

  　

  　人妖不顾我的制止，离开独栋的美咲家，消失在深夜的街道上。

  　俺の制止を振り切って、オカマは一軒家である美咲家をあとにして、深夜の街へと消えて行った。

  　

  　

  　

  　我转过头，穿着宽松连帽衫的黑发少女就站在那里。她不知何时从我手中抢走手机，正在输入文字。

  　振り返ると、そこにはブカブカのパーカーを着た黒髪少女が突っ立っている。いつの間にか俺から奪っていたスマホを使い、何やら文字を打ち込んでいる。

  　

  　……我的心情和情报都还没整理好啊！才刚变成女孩子，有了喜欢的男生，结果变回男生后，那个男生又变成女孩子出现在我面前……呜啊啊啊，脑袋一片混乱。接下来我又要使用道具变成莉亚，难道我又要重复变男变女的过程了吗……

  　……ちょっと気持ちと情報の整理が追いつかないんですけど！　女の子になって好きな男の子ができたと思ったら、男に戻った後にその子が女の子になって現れるとか……うあぁぁ、頭が混乱じでぎだ。これからまたアイテム使ってリアにもなるわけだし、もしかして男になったり女になったりを繰り返すのか……。

  　

  「……！」（莲用双手拿着手机给我看。）

  「……っ！」（両手で持ったスマホを夜に見せる）

  　

  　就在我抱头苦恼时，莲把手机屏幕拿给我看。她大概是因为不能说话，所以打算用手机笔谈吧，但上面到底写了什么啊？

  　俺が頭を抱えていると、レンが俺にスマホの画面を見せてきた。多分喋れないからスマホで筆談するつもりなんだろうが、何が書いてあることやら。

  　

  　

  【今后要麻烦你照顾了！虽然发生了很多事，但那边的世界有小春他们在，一定没问题的！】

  【これからお世話になります！　何かいろいろあったけど、あっちの世界には小春たちがいるからきっと大丈夫！】

  　

  　

  　莲露出开朗的笑容，把手机屏幕拿给我看。

  　明るい笑顔で、そんな文面を見せてくるレン。

  　

  　既然她……不对，既然他都这么说了，那应该不会有问题吧。就像我相信朝阳是个可靠的人一样，莲也相信小春是个坚强的孩子。哥哥或许就是这样的生物吧。

  　彼女……いや、彼が言うのなら間違いないだろう。俺が朝陽のことをしっかり者だと信じているように、蓮斗もまた小春のことを強い子だと信じているのだ。兄とはそういう生き物なのかもしれない。

  　

  　

  【还有，你也不用担心后遗症！我不会马上要你跟我做爱的！】

  【あと後遺症のことも心配なし！　さすがに今すぐえっちしてとかは、言わない！】

  　

  　

  　哦哦，没想到莲也明白现在的状况。虽然不知道后遗症是什么症状，但似乎不是现在必须马上处理的问题，这下我放心了。

  　おぉ、意外とレンも状況が分かってたみたいだ。後遺症がどんな症状なのかは知らないが、今すぐにどうにかしないといけないものではないらしくて安心した。

  　

  　我不能在父母和弟弟都在的房间里做这种蠢事，而且就算内在是莲，对这么小的孩子出手在各方面都不太妙。

  　両親も弟もいる部屋で情事に耽るなんてバカな真似は出来ないし、そもそも中身が蓮斗とはいえこんな小さい身体の子に手を出すのはいろいろとマズイ気がする。

  　……我现在终于明白莲斗当初不愿意要求我帮他处理性欲时的心情了。

  　……性欲処理のおねだりを渋ってた時の蓮斗の気持ち、今になってようやく分かってきたぞ。

  　

  　反正现实世界没有淫纹，而且莲看起来也很正经，应该不用担心吧。

  　まぁ、現実世界に淫紋は無いし、レンもまともそうだから心配はいらないか。

  　

  　

  【所以，我们明天再做爱吧！】

  【だから、えっちは明日しよう！】

  　

  　

  　喂喂喂，为什么会变成这样？你该不会要说，稍微克制一下的发情就是淫纹的后遗症吧？

  　おいおいおいなんでそうなるんだ。もしかして控えめに発情するのが淫紋の後遺症とか言わないよな。

  　等一下，冷静点啊，莲。你为什么要慢慢靠近我？等一下等一下等一下……Stay、Stay！为什么你双眼都浮现了爱心！？

  　ちょっとまて、落ち着けレン。なんでゆっくり近づいてくるんだ。待て待て待て……ステイ、ステイ！　何で両目にハートマーク浮かんでんの！？

  　

  「～♡」（晚上抱住悠纪。）

  「～っ♡」（夜に抱きつく）

  　

  「呀啊！」

  「ぎゃあ！」

  　

  　饶了我吧！父母和弟弟都在家啊！……等一下，真的假的！不要把手伸向我的裤子！小莲你冷静点啊啊啊！！

  　勘弁してぇ！　両親も弟も家にいるからァ！　……ちょっ、マジで！　ズボンに手をかけるのやめてくれぇ！　レンちゃん落ち着いてぇぇ゛っ゛！！

  　

  　

  　

  　

  　

 
  Rの復活／邂逅する弟と妹

  R的复活/邂逅弟弟和妹妹

  　

  　

  　

  　

  　

  　时间是中午十二点多，地点是地东高中二年A班的教室。

  　時刻は昼の12時過ぎ、場所は地東高等学校2年A組の教室にて。

  　尽管已经到了午休时间，我却无所事事地把手肘撑在桌上，望着操场。

  　昼休みに差し掛かったにもかかわらず、俺は何をするでもなく机に肘をつきながら校庭をただ眺めていた。

  　

  「……唉。」

  「……はぁ」

  　

  　我看着学生们开心地玩着躲避球和足球，打从心底感到疲惫地叹了口气。

  　ドッジボールやらサッカーやらで楽しげに遊んでいる生徒たちを傍観しながら、心底疲れたような溜め息を吐いた。

  　实际上，我确实累得要命，所以有点羡慕那些在操场上活力充沛地玩耍的家伙。

  　実際めちゃくちゃ疲れているので、校庭で元気に遊んでいるあいつらが少し羨ましい。

  　

  「喂～美咲～」

  「おーい美咲～」

  　

  「嗯，吴原。」

  「んっ、呉原」

  　

  「吃午餐吧。」

  「昼飯食おうぜ」

  　

  　吴原一手提着塑料袋，坐在我前面的座位上。他的午餐是便利商店买来的面包和饭团。

  　レジ袋を片手に俺の前の座席に座る呉原。彼の昼食はコンビニで買ってきたパンやらおにぎりやら。

  　相反的，我的午餐是专业主夫的父亲为我做的便当。其实把便当里的配菜分一点给吴原，已经逐渐变成我最近的例行公事了。

  　逆に俺の飯は専業主夫の父親が作ってくれた手作り弁当だ。実はこの弁当のおかずを少しだけ呉原に分けてあげるのが最近の日課になりつつある。

  　

  「你要哪个？」

  「何がいい？」

  　

  「给我那个煎蛋卷。」

  「その玉子焼きくれ」

  　

  「来。」

  「ほい」

  　

  　我照吴原说的用筷子夹起煎蛋卷，但没有地方可以放。平常都是放在吴原吃的便利商店便当上，但他今天只买了用手抓的食物，所以没有地方可以放。

  　呉原に言われた通りに玉子焼きを箸で掴み上げたところまではいいものの、肝心の置く場所がない。いつもは呉原が食べているコンビニ弁当の上に置いてやるのだが、今日は手づかみで食べるものしか買ってないようなのでどこにも置けない。

  　

  　嗯，既然如此——

  　ふむ、それなら。

  　

  「啊～」

  「あーん」

  　

  「……啥？」

  「……は？」

  　

  「啊，抱、抱歉，习惯性就……」

  「あっ、ご、ごめん。クセで」

  　

  　吴原一脸困惑地回答后，我才回过神来。

  　呉原に困惑の表情で返されて正気に戻った。

  　不行，这样不好。刚才我完全进入了喂莲斗吃东西的莉亚模式。习惯真是可怕……

  　いかん、良くないぞこれは。いま完全に蓮斗にあーんするリアモードに入ってた。慣れって怖い……。

  　

  「可是你没有地方放，快点吃吧。」

  「でも置く場所ないし、早く食え」

  　

  「等等，我知道了，我知道了，拜托你不要『啊～』。」

  「ちょ、分かったから、分かったから「あーん」は勘弁してくれ」

  　

  　我把煎蛋卷放在吴原手中的饭团上，再次吃起自己的便当。

  　呉原が持っているおにぎりの上に玉子焼きを器用に乗せて、再び自分の弁当を食べ始めた。

  　这时，吴原看着我的脸，开口问道：

  　すると、呉原が俺の顔を覗き込みながら声を掛けてきた。

  　

  「……你没睡吗？」

  「……お前、寝てないのか？」

  　

  「咦？果然看得出来吗？」

  「えっ、やっぱり分かる？」

  　

  「因为你眼睛下面有很重的黑眼圈。如果是平常的你，应该不会喂我吃东西吧。」

  「目の下のクマすごいからな。普段のお前ならあーんとかもしないだろ」

  　

  「我太累了。」

  「疲れすぎかなぁ」

  　

  「发生什么事了吗？」

  「何かあったのか？」

  　

  「……嗯。」

  「……まぁ」

  　

  　我苦笑着回答大口吃着饭团的吴原。

  　おにぎりを頬張りながら質問してきた呉原に苦笑いで返事をした。

  　如果问他「发生什么事了吗？」，我也只能回答「发生了很多事」。昨晚真的发生太多事，让我累得要死，结果连睡觉的时间都没有，只好摇摇晃晃地来上学。

  　何かあったのか、と聞かれれば「めちゃくちゃ色々ありました」と答える他ない。本当に昨晩がいろいろありすぎて疲れたし、結局寝る時間も無くてフラフラしながら登校してきた。

  　

  　

  　光是真冈说的话，就让我脑袋快要爆炸了，再加上我还得处理发情的莲，让我真的好想哭。

  　昨晩は真岡からの話だけでも頭が破裂しそうだったってのに、そこに発情しかけたレンの対処も加わってもう泣きたくなったくらいだ。

  　在玄关甩开莲逃到外面是很好，但我没想到接下来会变成在深夜的住宅区里和莲玩鬼抓人。

  　玄関でレンを振りほどいて外に逃げたのはよかったものの、そこから深夜の住宅街でレンとの鬼ごっこにまで発展するとは思わなかった。

  　

  　全力追着我跑，还说什么【明天再做爱吧！】。害我一路逃到早上。而且那家伙中途睡着了，我只好背着她回家，累得要死。完全提不起劲做任何事。

  　全力で追いかけてきておいて何が【えっちは明日しよう！】だよ。おかげで朝まで逃走中するハメになったわ。しかもアイツ途中で寝ちゃったから俺が家まで背負っていくことになったし、もうヘトヘトだ。何もやる気が起きない。

  　

  「其实如此这般如此这般。」

  「実はかくかくしかじかでな」

  　

  「如此这般如此这般谁听得懂，好好说清楚……」

  「かくかくしかじかじゃ分からねぇからちゃんと話してくれ……」

  　

  　这家伙真不配合。这种时候应该要随便说句「哦～好厉害(小并感)」，接受我的说法才对。

  　ノリ悪いなこいつ。そこは「はぇ～すっごい(小並感)」て適当に納得しとけ。

  　

  　

  　

  「——就是这样。」

  「──というわけです」

  　

  「哦～好厉害。」(小并感)

  「はぇ～すっごい」(小並感)

  　

  「所以我累死了。吴原同学请我喝饮料。」

  「なのでめちゃくちゃ疲れてます。呉原くんジュース奢って」

  　

  「好啊～」

  「いいゾ～」

  　

  　吴原突然变得很配合，给了我一百二十圆。意思好像是如果想喝就自己去买。不过光是给我钱我就很高兴了，所以没意见。

  　急にノリが良くなった呉原に120円渡された。欲しけりゃ自分で買ってこい、ということらしい。お金くれただけでも嬉しいので文句は言わない。

  　

  「话说回来，『莲』啊。没想到那家伙和你的立场会逆转。」

  「にしても『レン』、ねぇ。まさかアイツとお前が立場逆転するとは思わなかったよ」

  　

  「我也是……唉，好累。」

  「俺もだよ……はぁ、疲れた」

  　

  「所以呢？今天要和莲做吗？」

  「で？　今日レンとヤるの？」

  　

  「噗！」

  「ブフッ！」

  　

  　突然听到奇怪的话，害我把茶喷了出来，全部喷在吴原脸上。

  　唐突に変な事を言われてお茶を吹き出した。全部呉原の顔にかかった。

  　我说真的，你别再提这种事了。我好不容易才把那件事蒙混过去，想忘掉的。　

  　お前、マジでそういうこと言うのやめろよほんとに。せっかく有耶無耶にして忘れようとしてたってのに。　

  　

  「咳、咳！怎、怎么可能……！」

  「ゲホッ、ゴホ！　んん゛っ゛、んなわけないだろ……！」

  　

  「咦？可是昨天莲不是说【明天】吗？所以是今天吧。」

  「えっ、だって昨日レンに【明日】って言われたんだから今日だろ」

  　

  「重点不在那里！？而且我根本没对她出手！」

  「そこじゃねーよ！？　そもそも手ぇ出したりとかしないから！」

  　

  「为什么？在那边的世界你不是都对我做出妨碍睡眠的事了吗？」

  「何で？　あっちの世界じゃ俺の睡眠妨害する程度にはよろしくやってただろうが」

  　

  　等等，你用认真的语气说这种话，对心脏很不好，别说了。真的，那个，关于那部分我感到很抱歉，所以请放过我吧……

  　ちょ、ガチトーンでそういう事言うの心臓に悪いからやめて。ほんと、あの、そこの部分に関しては申し訳なかったって思ってるんで勘弁してください……。

  　

  「喂，吴原，你去莉娅尔对那种体型的女生做那种事看看，我的人生就完了。」

  「おい呉原、リアルであんな体型の子にそんなことしてみろ、俺の人生が終わりを迎えることになるぞ」

  　

  「抱、抱歉，我说得太过分了。」

  「わ、悪い、言い過ぎた」

  　

  「而且就算内在是莲斗——」

  「そもそも中身が蓮斗とはいえ──」

  　

  　

  　我正要对吴原解释的时候，就在这个瞬间。

  　俺が呉原に対して言い訳を口にしかけた、その瞬間。

  　

  　说曹操曹操到。

  　噂をすればなんとやら。

  　话题的中心人物，黑发少女猛地打开教室的门登场了。

  　話題の中心人物である黒い髪の少女が、教室のドアを勢いよく開けて登場した。

  　

  「……！」(她一脸疲惫，气喘吁吁。)

  「……っ！」(疲弊した様子で荒い呼吸を繰り返している)

  　

  　

  「咦～那个女生好可爱～」

  「あれー、なにあの子かわいい～」

  　

  「是谁的妹妹？」

  「誰かの妹？」

  　

  　教室里的女生们看到莲有些气喘吁吁的样子，纷纷说着像是看热闹的台词，朝她靠近。

  　若干を息を切らしている様子のレンを見た教室の女子たちは、いかにも野次馬染みたセリフを吐きながらレンへと近づいていく。

  　

  「你是从哪里来的～？」

  「きみどこから来たの～？」

  　

  「好可爱哦，你几岁？」

  「かわいいね、歳いくつ？」

  　

  「脸颊好软哦～」

  「ほっぺやわらかーい」

  　

  　莲的抵抗毫无作用，被女生们揉得乱七八糟。她虽然潇洒登场，却在不知不觉间被女生们玩弄于股掌之间。

  　抵抗虚しくもみくちゃにされるレン。颯爽と現れたは良いものの、いつの間にか女子たちに遊ばれてしまっている。

  　

  「……！」

  「……っ！」(ワタワタ)

  　

  　泪眼汪汪的莲奋力抵抗，好不容易甩开女生们，来到我和吴原面前。她立刻从口袋里拿出手机，把屏幕朝向我们。

  　涙目で抵抗したレンは何とか女子たちを振り切り、俺と呉原の前まで来られた。そしてすぐさまポケットからスマホを取り出し、その画面を此方へ向ける。

  　

  　虽然我很想先问她为什么突然冲进学校——不过现在似乎不是时候。

  　まずは学校に突撃してきたことに対して問いたい気持ちがあるのだが───どうやらそれどころではないようだ。

  　

  　

  【朝阳小学出现游戏场域！规模也相当不妙！】

  【朝陽くんの小学校でゲームフィールドが発生した！　規模もかなりヤバイ！】

  　

  　

  　看到这段文字的瞬间，我立刻冲出教室。

  　その文字列が目に入った瞬間、俺はすぐさま教室を飛び出したのだった。

  　

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　

  　…………

  　…………

  　

  　

  　………………

  　………………

  　

  　

  　我坐上在校园外待命的真冈的车，全速赶往朝阳所在的小学。

  　学校の外で待機していた真岡の車に乗り込み、全速力で朝陽のいる小学校へと向かう。

  　从副驾驶座看到的真冈的表情，只能用焦躁来形容。

  　助手席から見える真岡の表情は焦燥の一言だった。

  　

  「没想到会出现覆盖整座小学的场域……到底是怎样啦！」

  「まさか小学校一つを丸ごと覆う程のフィールドが発生するなんて……なんなのよもー！」

  　

  　接连发生的意外状况似乎让真冈也感到厌烦。

  　連続する不測の事態に真岡も辟易しているようだ。

  　而我也一样。我作梦也没想到，下一个游戏场域居然会出现在朝阳就读的小学。

  　そしてそれは俺にも言えること。まさか次のゲームフィールド発生が朝陽が通っている小学校で起こるなんて夢にも思わなかった。

  　

  「到了！就是那里！」

  「着いた！　あそこよ！」

  　

  「朝阳……！」

  「朝陽……っ！」

  　

  　真冈的车发出尖锐的刹车声，停在一座被蓝白色屏障包围的小学前。

  　キキィッとブレーキ音を派手に鳴らして停車した先には、青白いバリアがドーム状に広がっている小学校が。

  　有几名怪人正在校园内昂首阔步，仔细一看，校舍内也有儿童和教职员们正从怪人面前逃窜。

  　中では数人の怪人たちが闊歩しており、よく見れば校舎内でも児童や教職員たちが怪人たちから走って逃げている。

  　

  　我立刻下车，冲到校门附近，却被屏障挡住，无法进入校园。

  　すぐさま車から降りて校門近くまで駆け寄ったが、バリアに阻まれてそこから先の敷地には行けない。

  　

  　

  　既然如此，只能使用Access手表了……但这么说来，我还没学过使用方法。

  　こうなったらアクセスウォッチを使うしかない……が、そういえば使い方を教えてもらっていなかった。

  　

  「真冈先生！请告诉我这个的使用方法！」

  「真岡さん！　これの使い方を教えてくれ！」

  　

  「好、好的。首先转动旋钮，将分针调到12，然后用力按下整个表盘。」

  「え、えぇ。まずはリューズを回して分針を12にセットして、それからダイヤル全体を強く押し込んで」

  　

  「这样吗？……哦！」

  「こう、か？　……おっ」

  　

  　我照真冈说的操纵手表，表盘开始发出紫色的光芒。

  　言われた通りに操作をすると、腕時計の文字板全体が紫色の発光を始めた。

  　与此同时，正面的屏障如水面的波纹般扭曲。真冈见状，拿出手机，同时后退与我拉开距离。

  　それと同時に正面のバリアが水面の波紋のように歪み、その様子を見た真岡はスマホを取り出しつつ後ずさって俺から距離を取った。

  　

  「在我用手机感应到莉娅的反应之前，你先对着她面前的扭曲屏障不断呼唤她。等变身的时机到了，我会给你信号的。」

  「アタシがスマホでリアの反応を感知するまで、その目の前にある歪みに向かって彼女に呼びかけ続けて頂戴。変身できるタイミングが来たら合図を送るわ」

  　

  「我、我知道了。」

  「わ、わかった」

  　

  　我重新面向正面，反复深呼吸。

  　改めて正面に向き直り深呼吸を数回繰り返す。

  　

  　看来只是启动Access手表是无法变身的。昨晚她提到了人物数据什么的，简单来说就是需要莉娅本人的存在吧。必须呼唤她，也就是说她必须来到这里才行。

  　どうやらアクセスウォッチを起動するだけでは変身できないらしい。昨晩は人物データがどうこう言っていたが、要するにリア本人の存在が必要なのだろう。呼びかけなければいけないという事は、つまりこの場に彼女が来てくれないといけない、ということだ。

  　

  　

  　为了唤回另一个自己，我鼓起劲来，对着面前扭曲的屏障大喊。

  　もう一人の自分であった彼女を呼び戻すため、気合いを入れて目の前の歪んだバリアに向かって叫んだ。

  　

  「莉娅——！我在这里——！快来这里——！」

  「リアーっ！　俺はここだー！　ここに来てくれー！」

  　

  「……完全没有反应呢。」

  「……全然反応が無いわね」

  　

  　虽然我对着屏障大声呼喊，但似乎没有什么变化。看着手机的真冈也歪着头，说明刚才的呼喊是毫无意义的。

  　バリアに向かって大声で叫んだものの、何かが変わった様子は無い。スマホを見ている真岡も首をかしげており、今の声掛けが無意味だったという事実を物語っている。

  　

  「你再喊大声点试试？」

  「もっと大きな声出してみて？」

  　

  「莉娅——！莉——娅——！！啊啊啊！！哇啊啊——！我在这里——！」

  「リアーッ！　リィーアァーッ！！　あぁぁ！！　わあぁーっ！　ここだーっ！」

  　

  　没有反应。

  　反応が無い。

  　

  「完全不行呢。你再多喊一些帅气的呼喊声试试？」

  「なーんか全然ダメねぇ。かっこいい掛け声とかたくさん言ってみれば？」

  　

  「Acces闪！插件！莉娅Excite传输！Marge·Maj·MagicalJewel！！」

  「アクセスフラーッシュ！　プラグイン！　リアエグゼトランスミッション！　マージ・マジ・マジーロ！　キュアップラパパミラクルマジカルジュエリーレ！！」

  　

  　还是没有反应。

  　尚も反応はない。

  　

  「果然声音不够大吧？你再用能把喉咙喊破的音量喊喊看，她肯定能听到的。」

  「やっぱり声が足りないんじゃない？　もっと喉が潰れるくらいの大声で呼びかければきっとあの子にも届くわよ」

  　

  「莉娅啊啊啊啊啊啊啊！！」

  「リィ゛アア゛あ゛ァ゛ぁ゛ア゛ア゛ア゛マ゛ゾ゛ン゛ッ゛ッ゛！！」

  　

  「……还是没来呢。」

  「……来ないわねぇ」

  　

  　我明明肺活量没那么大却叫个不停，现在正喘着大气。而真冈则和我相反，她一边看着手机一边静静地叹了口气。

  　そこまで肺活量があるわけでもないのに叫びまくったせいでゼェゼェと息を切らしている俺とは対照的に、スマホを眺めながら静かに溜め息を吐く真岡。

  　

  　都做到这个地步了还是毫无反应，事到如今与其说是我的努力不够，不如说是Access手表故障了吧……我已经叫不出来了……

  　これだけやってもウンともスンとも言わないし、ここまでくると俺の頑張りというよりアクセスウォッチの故障なんじゃねぇの……おれもう叫べないよぉ……。

  　

  「我完全搞不懂到底哪里不够。」

  「何が足りないのかさっぱり分からないわ」

  　

  「呜呜……艾莉儿小姐呀，快点来吧……」

  「うぅ……。アイリールさんやーい、早く来ておくれー……」

  　

  　

  「——啊，有反应了。」

  「──あっ、反応きたわよ」

  　

  　

  　我刚发出一声「哎？」的怪声，真冈就对着我大喊。

  　えっ？　と俺が素っ頓狂な声を挙げたのも束の間。真岡が俺に向かって叫んだ。

  　

  「没时间了！现在马上喊『Access』！」

  「時間が無いわ！　今すぐ「アクセス」って叫んで！」

  　

  「哎、哎……」

  「えっ、え……」

  　

  「快、一、点！」

  「は・や・く！」

  　

  　被一脸严肃的真冈催促后，我立刻调整好呼吸，面向前方大喊。

  　こわい顔になった真岡に急かされ、俺はすぐさま呼吸を整えてから正面に向かって掛け声を発した。　

  　

  「啊，变身！」

  「あ、変身ッ！」

  　

  　喊出这句话的瞬间，一阵炫目的光芒将我全身包裹，亮到让人睁不开眼睛。

  　その言葉を叫んだ瞬間、目を開けていられないほどの眩い光が俺の体全体を包み込んだ。

  　

  　

  　

  　

  「……？」

  「……っ？」

  　

  　

  　闭上眼睛几秒后。

  　目を閉じてから数秒後。

  　等光芒消失我睁开眼，发现真冈正低头看着我。

  　光が収まったので瞼を上げてみると、俺は隣にいる真岡に見下ろされていた。

  　

  「咦？」

  「あれ？」

  　

  「太好了！成功了！」

  「やったわね！　成功よ！」

  　

  「成功……哇，真的假的。」

  「成功って……わっ、マジかよ」

  　

  　确认自己的手脚后，我终于理解了状况。

  　自分の手足を確認することでようやく状況が理解できた。

  　

  　本来身高就不矮的我，现在却被真冈俯视着，也就是说我的身高刚刚缩小了。

  　もともとそこまで身長が低いわけではない俺がこうして真岡に見下ろされているということは、つまり今さっき俺の身長が縮んだということになる。

  　白皙的肌肤和纤细的手脚，再加上身高变矮——这么一来，我也不得不理解自己现在的状态。

  　白い柔肌や細い手足になっていて、更に身長が低い──となれば、否が応でも今の自分の状態が分かってしまう。

  　

  　突然，一阵风吹过。

  　ふと、その場で風が吹いた。

  　

  　被突如其来的强风吹拂，我后脑勺的长发随风飘动，发丝的颜色是熟悉的银色。看到这个的瞬间，我的猜测变成了确信。

  　そんな突然の突風に撫でられて靡いた俺の長い後ろ髪は、見覚えのある銀色をしていた。それを見た瞬間、予想は確信へと変わる。

  　

  「……变身了？」

  「……変身、しちゃった？」

  　

  　从喉咙发出的声音也变成了清澈的美声，一瞬间我甚至怀疑刚刚说话的到底是不是自己。

  　喉から出てくる声も透き通るような美しい声音で、今喋ったのが本当に自分なのかと一瞬疑ってしまった。

  　全身上下所有部位都让我感到『不对劲』——这种不对劲的感觉很舒服，手脚逐渐适应了至今为止被遗忘的感觉。

  　それほどまでに体中のあらゆる部分に『違和感』を感じ──その違和感が心地良く、今まで忘れていた感覚が手足に馴染んでいく。

  　

  　不过，似乎也有稍微不同的部分。

  　しかし、少しだけ違う部分もあるようだ。

  　

  「总觉得……能正常说话了。」

  「なんか……普通に喋れるぞ」

  　

  「可能是因为现在不是进入莉娅的身体，而是你『变身』成她的身体。因为是把莉娅吸收到手表里进行变身的……所以身体虽然是莉娅的，但状况和虚拟世界时完全相反。」

  「今はリアの体に入ってるわけじゃなくて、アンタが彼女の体に『変身』しているからかも。ウォッチの中にリアを取り込んだことで変身してるから……体はリアだけど、状況的には仮想世界の時と正反対ね」

  　

  「虽然不太明白，但我知道了。总之这样就能进入屏障里了吧。」

  「よく分かんないけど分かった。とにかくこれでバリアの中に入れるわけだな」

  　

  　我转向真冈这么问，他点了点头。看来准备已经万全了。

  　真岡の方を向いてそう聞くと彼はコクリと頷いた。どうやら準備はこれで万端みたいだ。

  　

  　

  「……话说回来，莉娅，为什么你刚才会有反应呢？」

  「……にしてもリア、何でさっき反応してくれたんだろう」

  　

  「大概是因为你用她真正的名字叫她了吧？」

  「本当の名前で呼んであげたから、じゃない？」

  　

  「咦？」

  「えっ？」

  　

  「那个『莉娅』是你和她的共同名字吧。你有美咲夜这个名字，她也有你知道的真正名字。」

  「その『リア』っていうのはアンタとあの子の共通の名前でしょ。アンタには美咲夜って名前があるし、あの子にもアンタが知ってる本当の名前がある」

  　

  　听真冈说到这个份上，我恍然大悟。

  　真岡にそこまで言われて、俺はハッとした。

  　回想起来，那个少女确实几乎没用莉娅这个名字叫我。

  　思い返してみれば確かにあの少女が俺のことをリアと呼んだことはほとんどない。

  　

  　就像她——艾莉儿・达古斯特莉亚叫我『夜』一样，我也应该叫她『艾莉儿』，而不是莉娅。

  　彼女が──アイリール・ダグストリアが俺のことを『夜』と呼ぶように、俺もリアではなく『アイリール』と呼ぶべきだ。

  　

  　

  （……艾莉儿？）

  （……アイリール？）

  　

  　

  　我在心中静静地呼唤。

  　心の中で静かにそう告げる。

  　几秒后，耳边传来令人怀念的声音。

  　すると数秒後、懐かしい声が耳に届いてきた。

  　

  （……夜，又见面了。）

  （……夜、また会えた）

  　

  （谢谢你来救我。能像这样再次和你在一起，我很开心。）

  （来てくれてありがとな。こうしてまた一緒になれて嬉しいよ）

  　

  （嗯、嗯……我也是，能和夜在一起，我也很开心……）

  （う、うん……私もっ、私も夜と一緒に居られて嬉しい……）

  　

  　她比我想象的还要高兴，让我有点害羞。能和至今为止一心同体、当作另一个自己对待的她重逢，我或许也有点兴奋过头了。

  　予想以上に喜ばれてしまい若干照れくさくなった。今まで一心同体、もう一人の自分として接してきた彼女と再会することができて、俺も少し舞い上がってしまっているのかもしれない。

  　

  　不过，现在是紧急情况。重逢的喜悦就留到之后再分享，现在必须先处理眼前的事态。

  　しかし、今は緊急事態だ。再会の喜びはまたあとで分かち合うとして、まず今は目の前の事態に対処しなければならない。

  　

  （能再帮我一次吗？）

  （もう一度、力を貸してくれるか？）

  　

  （当然。一起救朝阳吧。）

  （勿論だよ。一緒に朝陽君を助けよう）

  　

  （……拜托了！）

  （……よろしくなっ！）

  　

  　我在心中再次和她联手，将意识拉回现实。

  　心の中で再び彼女と手を組み、意識を現実に戻した。

  　

  　真冈跑到我身边，把手表和平底锅递给我。

  　すると真岡が俺の傍に駆け寄り、腕時計とフライパンを手渡してきた。

  　

  「这是黑野理爱从虚拟空间里打捞上来的平底锅，还有备用的Access手表。要是手表坏了就出不去游戏领域了，到时候就用这个吧。」

  「黒野理愛が仮想空間からサルベージしてくれたフライパンと、予備のアクセスウォッチよ。ウォッチが壊れたらゲームフィールドから出られなくなっちゃうから、その時はこれを使ってね」

  　

  「……这个平底锅是？」

  「……このフライパンは？」

  　

  「你和库洛诺战斗时用的那把。强度还是一样无敌，尽管放心使用吧。」

  「アンタがクロノと戦った時に使ってたやつよ。相変わらず強度は無敵だから安心して使ってね」

  　

  　真冈得意地眨了眨眼。关于平底锅的事我就不多说了……果然很重啊。

  　調子良さそうにウィンクする真岡。もうフライパンに関しては何も言うまい。……やっぱこれ重いんだよなぁ。

  　

  「那我走了。」

  「じゃあ行ってくるよ」

  　

  「嗯。武装的特种部队已经在屏障旁待命了，希望你能优先考虑破坏领域核心。当然，等救出朝阳后也没关系。」

  「えぇ。武装した特殊部隊をバリアのすぐ傍で待機させておくから、まずはフィールドの核の破壊を第一に考えておいてもらえると助かるわ。もちろん朝陽くんを助けた後でかまわないわ」

  　

  「知道了。」

  「分かった」

  　

  　我紧紧握住平底锅，朝屏障走去。接着我的身体轻易地穿过屏障，顺利侵入游戏领域。

  　フライパンをしっかりと握り、バリアの方へと足を進める。すると呆気なく俺の身体はバリアをすり抜け、無事にゲームフィールド内へと侵入することができた。

  　

  　好，你等着吧，朝阳。

  　よーし、待ってろよ朝陽。

  　我绝对会马上救你出来！

  　絶対すぐに助けてやるからな！

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　　★　　★　　★　　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　学校被不可思议的墙壁包围后，很快过了两个小时。

  　学校が不思議な壁に覆われてから、早二時間が経過した。

  　

  　校园和校舍内有许多打扮得像英雄节目中的反派角色的可疑人物四处徘徊，他们破坏校舍、凌虐教职员，为所欲为。

  　校庭や校舎内にはヒーロー番組に出てくる悪役のような恰好をした不審者たちが大勢徘徊していて、彼らは校舎を壊したり教職員たちをリンチしたりとやりたい放題だ。

  　多亏老师们尽力保护，学生们勉强躲进空教室或屋顶避难，但被发现也只是时间的问题。

  　先生たちの尽力のおかげでかろうじて児童たちは空き教室や屋上に避難できたものの、そこが見つかるのも時間の問題だ。

  　

  　而且包含我在内，来不及逃跑的孩子也不少。屋顶和体育馆都已上锁，校园里又有大批可疑人物，剩下的路只有在校舍内逃窜。

  　それに自分を含めた逃げ遅れている子たちも少なくない。屋上も体育館も既に鍵が閉まっていて、校庭にも大勢の不審者たちがいるとなれば、もはや残された道は校舎内での逃走だけだ。

  　

  「呼、呼……！」

  「ハァッ、はぁっ……！」

  　

  　然而，对方是身材高大的大人，我们是无力抵抗的小学生。一旦被抓到，下场绝对不堪设想。这场鬼抓人游戏，只要我被抓到就全灭了。

  　しかし相手は体の大きい大人たちで、こっちはロクに抵抗もできない小学生。捕まればただでは済まない鬼ごっこの行方は、ボクが捕まればそれで全滅というところまで来ていた。

  　

  　其他来不及逃跑的孩子都被那些可疑人物抓住，关在广播室里。我虽然担心被抓的他们，但现在的我没有余力去救他们。

  　他の逃げ遅れた子達は全員あの不審者たちに捕まり、今は放送室に押し込められている。捕まった彼らのことも心配なのだが、そっちを助ける余裕など今のボクには存在しない。

  　

  　光是逃跑就耗尽心力。幸好那些可疑人物尚未掌握学校的构造，我这个体型娇小的孩子还有办法在校舍内四处逃窜，但这样下去显然只会越来越糟。

  　ただ逃げるだけで精一杯だ。幸いにも不審者たちはこの学校の構造を把握しておらず、小さい体の子供一人で校舎内を逃げ回る程度ならボクにも出来ているが、このままでは明らかにジリ貧。

  　

  　就算想呼救，我也出不了校舍，现在唯一的希望只有教职员室的室内电话。要是没办法从那里联络外界，我就无计可施了。

  　助けを呼ぼうにも外には出られないので、今残っている希望は職員室の固定電話だけだ。そこで外部との連絡が取れなければ詰んでしまう。

  　

  「呼……！终、终于到了……！」

  「はぁ……っ！　つ、着いた……！」

  　

  　我将手放在膝盖上调整呼吸，眼前就是教职员室。我从二楼的教职员室逃到三楼和四楼之间，持续逃了二十分钟左右，趁那些可疑人物都聚集在楼上时逃到这里。

  　膝に手を置きながら呼吸を整えるボクの目の前にあるのは職員室だ。二階にある職員室から離れた三階と四階の間で二十分ほど逃走を続け、不審者たちが上の階に固まった今を狙ってここまで逃げてきた。

  　

  「……没有人在。」

  「……誰もいない」

  　

  　我轻轻打开门，往室内看去。虽然资料和碎玻璃散落一地，但没有可疑人物的身影。

  　そっとドアを開けて室内を見てみたが、資料や割れたガラスが散乱しているものの不審者たちの姿は無かった。

  　我立刻冲进去，进入教职员室。

  　これ幸いとすぐさま駆け出し、職員室内へと入っていく。

  　

  「电话、电话……！」

  「電話っ、電話……！」

  　

  　我推开碍事的纸堆和档案夹，四处查看教职员的桌子，最后发现唯一没断线的电话。

  　邪魔な紙の束やファイルを退かしながら教職員の机を見て回っていると、唯一線が切られていない電話を発見した。

  　

  「太好了！」

  「やった！」

  　

  　我忍不住握拳欢呼。其他电话的线都被拔掉，无法使用，所以找到能用的电话时，喜悦也格外强烈。

  　思わずグッと拳を握って喜んだ。他の電話はどれも線が抜かれていて使い物にならなかったので、繋がる電話を見つけた時の喜びもひとしおだ。

  　

  　我立刻输入110，拿起话筒。

  　すぐさま110の番号を打ち込み受話器を手に取った。

  　

  　

  　然而——

  　──しかし。

  　

  　

  「喂喂～小孩子不能随便用教职员室的电话哦～」

  「おいおーい、子供が勝手に職員室の電話使っちゃダメでしょー？」

  　

  「！？」

  「っ！？」

  　

  　我只惊讶了一瞬间。

  　驚いたのも束の間。

  　

  　不知何时站在我身后的男人用手将电话砸坏，立刻揪住我的衣领，将我举了起来。

  　いつの間にかボクの後ろに立っていた男は電話を手で叩き壊し、すぐさま胸倉を掴んで持ち上げてきた。

  　

  「啊、唔……！」

  「ぁっ、く……！」

  　

  「什么什么……哦，你是三年二班的美咲朝阳啊。」

  「なになに……ほぉ、三年二組の美咲朝陽くんかぁ」

  　

  　可疑男子无视我的抵抗，看着我胸前的名牌，露出诡异的笑容。

  　抵抗するボクをものともせず、胸の名札を眺めて怪しく笑う不審者の男。

  　接着他突然将我扔到附近的桌上。

  　すると突然不審者の男はボクを放り投げ、近くの机の上に叩きつけた。

  　

  「咳咳！唔、咳咳……」

  「げほっ！　ぅっ、ゴホッ……」

  　

  「朝阳同学真厉害，就连五六年级的高年级生都只会哭着逃跑……」

  「朝陽くんは凄いねぇ。五、六年の上級生たちですらただ泣いて逃げてたってのに……」

  　

  　可疑男子拍了拍手，缓缓朝我走来。他那身宛如怪物角色扮演的……应该说像青椒一样的绿色皮肤，令人感到一股难以言喻的诡异。甚至让我产生一种错觉，仿佛眼前的存在真的不是人类。

  　パチパチと両手を叩きながらゆっくりと此方に近づいてくる不審者。その怪物のコスプレのような……というよりピーマンのような緑色の肌からは、なんとも言えない不気味さを感じる。まるで本当に目の前の存在が人間ではないのだと、そんな錯覚を覚えてしまう程に。

  　

  「不过你惹错人了。不管你再怎么优秀，都赢不了我们这些怪人。」

  「ただ、相手が悪かったね。やっぱり君がどれだけ優秀だったとしてもボクたち怪人には勝てっこないからさぁ」

  　

  「你在、说什么……」

  「なにっ、言って……」

  　

  「其实我因为一些原因，变得很不擅长应付女孩子。就算是像你这样的少年，只要是可爱的女孩……嘿嘿。」

  「ボク、実はいろいろあって女の子が苦手になっちゃってさぁ。君みたいな少年でも可愛い娘なら……へへっ」

  　

  　男人舔着嘴唇朝我走来，本能告诉我『危险』。要是被抓住，下场肯定不妙……最坏的情况甚至有可能会死。我的大脑瞬间理解了这点。

  　近づいてくる男の舌なめずりを見て、本能が『危険』の二文字を知らせてくる。捕まればただでは済まない……最悪の場合は死もあり得ると、頭が瞬時に理解してしまった。

  　

  「别、别过来……！」

  「くっ、来るなぁ……！」

  　

  「你抵抗的样子也很可爱呢……我会温柔一点的……」

  「抵抗する姿も可愛いね……優しくするからね……」

  　

  「咿！」

  「ひぃっ」

  　

  　男人继续朝我逼近，我感到恐惧，眼角浮出泪水，却无法忍住不哭，只能紧闭双眼。

  　尚も近づいてくる男に恐怖を感じ、眼尻に浮かんできた涙を我慢することもできず、泣きそうになりながらギュッと目を閉じた。

  　

  　这就是我现在唯一能做的抵抗——

  　これが今の自分にできる唯一の抵抗───

  　

  　

  　

  「喝啊啊啊啊啊！！」

  「オラァァぁぁぁッ!!」

  　

  「噗！？」

  「ヘブゥッ！？」

  　

  　

  　就在我做好会被可疑人物袭击的觉悟时，我听见了女孩子的叫声，以及『喀啦』的生动声响。

  　不審者に襲われると覚悟した瞬間、女の子の叫び声と『ゴリッ』という生々しい音が聞こえてきた。

  　

  「……咦？」

  「……えっ？」

  　

  　突然传入耳中的陌生声音和声响让我感到困惑，不禁睁开紧闭的双眼。

  　唐突に耳を刺激した聞き慣れない声と音に困惑し、閉じていた瞼をつい上げた。

  　映入眼帘的景象是用双手挥舞大平底锅的银发少女，以及将附近的桌椅卷入其中，往后方倒下的可疑人物。

  　そうして目の前に飛び込んできた光景は、大きなフライパンを両手で振り抜いた銀髪の少女と、付近の机や椅子を巻き込みながら後方へ倒れ込む不審者の姿、というものだった。

  　

  「再吃我一记！」

  「もう一発喰らえェッ！」

  　

  「住、住手——呜！」

  「や、やめ──ンギッッ」

  　

  　银发少女接着冲向可疑人物，像在踢足球一样，将可疑人物当成球踢飞。

  　そこから更に銀髪の少女が不審者に駆け寄り、まるでサッカーボールを蹴るかのように不審者のボールを蹴り飛ばした。

  　

  　吃了强烈的一击后，可疑人物立刻翻白眼，接着口吐白沫，就这样昏了过去。

  　強烈な一撃を喰らった不審者は即座に白目を剥き、次第に口から泡を吹きながらそのまま気絶した。

  　

  　

  「……呼。」

  「……ふぅ」

  　

  　留在现场的只有完成任务后，吐出一口气的银发少女，以及目瞪口呆的我。

  　その場に残されたのは、やり遂げたように一息つく銀髪の少女と、唖然としたまま固まっている僕だけだ。

  　

  　我一头雾水地盯着少女，她察觉到我的视线后，立刻朝我跑来——从正面抱住我。

  　訳が分からずその少女を見つめていると、ボクの視線に気がついた彼女はすぐさまこちらへ駆け寄ってきて──正面からボクを抱きしめた。

  　

  「朝阳！」

  「朝陽っ！」

  　

  「……咦？」

  「……えっ」

  　

  「你没事真的太好了……！没想到你居然一个人努力到现在……好厉害！哥哥我太骄傲了！」

  「本当に無事でよかった……！　まさか一人で頑張ってたなんて……偉いっ！　お兄ちゃん鼻が高いぞ！」

  　

  　银发少女用脸颊磨蹭我，不停夸奖我。

  　グリグリと頬ずりしながらボクを褒めそやす銀髪の少女。

  　我无法理解她所说的话，正感到不知所措时，上半身传来某种触感。

  　彼女の言っている事があまり理解できずに狼狽していると、上半身のとある感触に気がついた。

  　

  　……有、有某种柔软的东西碰到我了。

  　……な、なんか柔らかいのが当たってる。

  　

  「那、那个，请问你是哪位……」

  「あ、あの、どちら様ですか……」

  　

  「咦？……啊，抱、抱歉，我太突然了。」

  「え？　……あ、ご、ごめん、いきなりすぎたよな」

  　

  　我们从在桌上抱在一起的姿势，变成身体分开，双脚好好站在地面上。

  　机の上で抱き合っていた体勢から変わり、体を離してからしっかりと床に足をつけた。

  　接着少女看着我的脸，笑着自我介绍。

  　そして少女はボクの顔を見ながら、笑顔で自己紹介をしてきた。

  　

  「是我啊，我是夜。因为一些原因，现在变成这个模样，但我是你哥哥哦！」

  「俺だよ、夜だ。いろいろ事情があってこの姿になってるけど、お前のお兄ちゃんだよ！」

  　

  「呃……」

  「えぇっと……」

  　

  　这孩子在说什么啊？

  　何言ってんだこの子。

  　很不巧，我没有银发的哥哥或姐姐。

  　あいにくボクには銀髪のお兄ちゃんもお姉ちゃんもいないんだけど。

  　

  「啊，不然我举出你喜欢的东西当作证据吧。」

  「あっ、じゃあ証拠に朝陽の好きな物とか言うか」

  　

  「你在说什么啊？」

  「何言ってるんですか？」

  　

  「你喜欢蛋包饭吧？前天我做给你吃，今天早上你也说想吃蛋包饭。」

  「オムライスが好きだよな。一昨日も俺が作ったし、今朝もオムライス作ってって言ってくれたよな」

  　

  「……咦、咦？」

  「……えっ、え？」

  　

  　为什么他会知道我跟夜之介的对话内容……好可怕……

  　何で夜にいとの会話の内容知ってるの……こわい……。

  　难道这就是所谓的跟踪狂吗？

  　もしかしてアレか、ストーカーってやつ？

  　

  「你还在怀疑吗？……嗯～不然我告诉你一个秘密吧。只要说出这个秘密，你就会相信了吧。」

  「まだ疑ってるの？　……んー、じゃあとっておきの秘密を言おう。それ言えば信じてくれるよな」

  　

  「秘密……？」

  「秘密……？」

  　

  　

  「你房间床底下的CD盒，里面装的是从我房间拿走的色情游——」

  「朝陽の部屋のベッドの下に置いてあるCDケース、あれの中身って俺の部屋からくすねたエロゲのディス──」

  　

  　

  「哇！哇啊啊——！夜之介！你是夜之介吧！没想到你变成女孩子了，吓我一跳！！」

  「わっ！　わぁぁーっ！　夜にい！　夜にいだねっ！　まさか女の子になってるなんてビックリしたなぁ！！」

  　

  　他突然说出这个最高机密，害我吓得大叫。

  　唐突に暴露されたトップシークレットにビビり散らして大声を挙げてしまった。

  　既然连哥哥都不知道的秘密都被他说中，我只能相信了。

  　なんなら兄も知らない筈の秘密までバラされてしまったとあれば、流石にもう信じる。信じるしかない。

  　

  　……其实，我曾偷听到那个叫真冈的男性，向我父母说明哥哥被卷入的事件。

  　……というか実は兄が巻き込まれた事件について、真岡という男性が両親に話している時にそれを盗み聞きしていた。

  　

  　虽然一时之间难以置信，但既然他出现在我眼前，我也只能相信了。

  　にわかには信じられない話だったけどこうして目の前に現れたとなれば認めざるを得ない。

  　

  「朝阳，幸好你愿意相信我……那我们去破坏核吧，别离开我身边哦。」

  「朝陽が信じてくれてよかった～。……じゃ、これから核ってやつを破壊しにいくから俺の傍を離れないようにな」

  　

  「嗯、嗯，我知道——」

  「う、うん。わかっ──」

  　

  　总之，我先接受了眼前的事实，就在这瞬间——

  　取り敢えず目の前の事実をなんとか飲み下した、その瞬間。

  　

  　

  　教职员办公室的门被猛然打开。

  　勢いよく職員室のドアが開けられた。

  　

  「找到了！在这里！」

  「いたぞ！　こっちだ！」

  　

  「又多了一个小鬼！」

  「もう一匹ガキも増えてんぞ！」

  　

  　十几名可疑人士涌入教职员办公室，转眼间就把我们逼到墙边。

  　そこから流れ込むようにして十数人の不審者たちが職員室に押しかけてきて、あっという間にボクたち二人を壁まで追いつめてしまった。

  　

  「嘿嘿嘿，你……仔细一看，不就是那时候的银发小丫头吗？」

  「へっへっへ、お前……よく見りゃあの時の銀髪のメスガキじゃねぇか」

  　

  「你是……！」

  「お前は……！」

  　

  「这次我一定要用锁镰把你做成锈渣！为我的金●报仇！！」

  「今度こそ鎖鎌の錆にしてやるぜ！　俺のキン●マの仇だゴラァ！！」

  　

  　以拿着锁链镰刀的男人为首，可疑人士们步步逼近。

  　チェーンのついた鎌を持っている男を先頭にして、どんどんにじり寄ってくる不審者たち。

  　我们身后是空无一物的墙壁，无处可逃，只能坐以待毙。

  　ボクたちの後ろは何もない壁で逃げ場もなく、まさに絶体絶命だ。

  　

  「躲在我后面！哥哥绝对会保护你……！」

  「俺の後ろに隠れて！　絶対お兄ちゃんが守ってやるからな……っ！」

  　

  　哥哥站到我前面，举起平底锅。与其说勇敢，不如说是有勇无谋。

  　ボクの前に出てフライパンを構える兄は、勇敢というより無謀だった。

  　对方是十几名大人，每个都体格壮硕，还拿着危险的武器。

  　相手は十数人の大人で、どいつもこいつも体格が良くてしかも危険な武器まで持っている。

  　相对的，我们这边只有个子娇小的少女拿着平底锅。这种状况下，我们根本没有胜算。

  　対してこっちは体の小さい少女がフライパンを構えているだけ。この状況ではとても勝ち目など存在しない。

  　

  「我要把你们两个一起干掉！」

  「二人まとめてぶっ殺してやるぜェ！」

  　

  「来啊，没蛋蛋的家伙！」

  「来いよ玉無し野郎！」

  　

  　哥哥不知为何挑衅对方，最前面的锁链镰刀男朝他扑了过来。被那巨大的身躯撞到，可不是受点皮肉伤就能了事。

  　何故か相手を煽る兄に向かって、先頭の鎖鎌の男が飛びかかってくる。あの巨体に突撃されたらそれだけでもただでは済まない。

  　

  　只是个拿着平底锅的女孩子，不可能赢……这样下去，夜伊真的会被杀掉——

  　フライパンを持っているだけの女の子が勝てるはずない……このままじゃ本当に夜にいが殺される──

  　

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　

  　…………

  　…………

  　

  　

  　………………

  　………………　

  　

  　

  　

  「……？」

  「……っ？」

  　

  　我忍不住闭上眼睛，但没有听见预料中的撞击声或惨叫声。

  　思わずギュッと目を閉じたが、予想していた衝撃や悲鳴などが聞こえてこない。

  　我觉得奇怪，睁开眼睛一看，眼前发生了难以理解的现象。

  　それを不思議に思って目を開けると、ボクの目の前では不可解な現象が発生していた。

  　

  　

  　眼前景色全部变成黑白，除了我以外，在场所有人都静止不动。

  　目の前にある景色の全てが白黒になっていて、この場にいるボク以外の全員が止まっている。

  　

  　

  　锁链镰刀男浮在空中，其他可疑人士们也面带奸笑地一动也不动，就连眼前的银发少女也毫无反应。

  　鎖鎌の男は宙に浮いたままで、取り巻きの不審者たちはニヤついたまま動かず、目の前にいる銀髪の少女すらもピクリとも反応しない。

  　

  　仿佛时间停止一般，现场的一切都静止了。

  　まるで時間が止まったかのように、その場にある全てが停止していた。

  　

  『……赶上了。』

  『……間に合った』

  　

  「！」

  「っ！」

  　

  　突然，一个女性的声音响彻被寂静支配的空间，我不禁摆出防御姿势。

  　静寂に支配されたその空間で突然女性の声が響き渡り、思わず身構えた。

  　接着，一名穿着制服的女性，从包围我们的可疑人士之间穿过，出现在我们眼前。

  　するとボクたち二人を取り囲んでいる不審者たちの間を通って、制服を着た一人の女性が目の前に現れた。

  　

  「……啊。」

  「……あっ」

  　

  　与那名黑色半长发的女性四目相交，我紧张得全身僵硬。这就是所谓的「心脏跳得飞快」吗？

  　黒髪でセミロングのその女性とボクの目が合ってしまい、緊張して固まってしまう。心臓が跳ねる、とはこの事だろうか。

  　

  　我一句话也说不出来，只能呆站在原地，低头看着我的女性开口说：

  　何も言えずにそのまま呆然としていると、ボクを見下ろしている女の人から声を掛けてきた。

  　

  「你就是朝阳吧。美咲夜的……莉亚的弟弟。」

  「きみが朝陽くんだね。美咲夜の……リアちゃんの弟」

  　

  「呃、那个，您是……？」

  「え、えと、貴方は一体……？」

  　

  「我叫小春。海夜小春。」

  「私は小春。海夜小春」

  　

  　那名女性——小春小姐淡然地报上名字，走近哥哥，把手伸进他的口袋。

  　淡々と名乗ってきた女の人──小春さんは兄に近づき、そのポケットに手を入れた。

  　她从口袋里拿出一个像是手表的东西，跪在我面前，与我四目相对。

  　そこから腕時計のようなものを取り出すと、ボクの前に膝ついて目線を合わせてきた。

  　

  「我现在是以光速在行动。也就是说，时间没有停止，而是我和你正在高速移动。」

  「今、私は光の速さと同等の速度で動いているようなものなの。つまり時間が止まってるわけじゃなくて、私ときみが高速で動いている」

  　

  「……哦、哦。」

  「……は、はぁ」

  　

  「不过，这状态无法维持太久。这里是特殊空间，我也无法战斗。」

  「でもこれも長くは持たない。ここは特殊な空間の中だから私も戦えないの」

  　

  　小春小姐说着，温柔地握住我的右手，把刚才的手表戴在我的右手腕上。

  　そう言いながら小春さんはボクの右手を優しく握ると、その右手首に先ほどの腕時計を巻きつけてきた。

  　

  「那个，这是……」

  「あの、これはっ」

  　

  「我也不太清楚，但只要使用这个，你就能变成我。要打破这个状况，只有这个方法了。」

  「私も詳しくは分からないけど、これを使えばきみは私になれるらしくてね。この状況を打破するにはそれしか道がない」

  　

  「我……变成您……？」

  「ボクが……あなたに……？」

  　

  「就像你哥哥变成这样一样，『变身』。莉亚会担任触媒兼中间人，所以你一定也能连结到我。」

  「君のお兄さんがこうなってるみたいに『変身』するの。リアちゃんが触媒兼中間役を担ってくれているから、きっと朝陽くんでも私にアクセスすることができる」

  　

  　我听不太懂眼前的人在说什么。

  　目の前の人が何を言っているのかがイマイチ理解できない。

  　虽然听不懂……但在这里说「我不懂」，放弃思考，无疑是下下策。

  　理解できない……けど、ここで「分からない」といって思考放棄するのは間違いなく悪手だ。

  　

  　总之，现在听从小春小姐的指示，一定就是最好的选择。

  　とにかくボクがこの場で小春さんの指示に従う事こそが、きっと今出来る最良の選択なのだろう。

  　

  「我知道了，我做。虽然不太懂……但为了救夜伊，我愿意！」

  「わかりました、やります。よく分からないけど……夜にいを助けるためなら！」

  　

  「……谢谢你，朝阳。姐姐我太高兴了，有点想哭呢。」

  「……ありがとう朝陽くん。嬉しくてお姉さんちょっと泣きそうだよ」

  　

  　小春小姐紧绷的表情瞬间变得柔和，露出笑容。她的眼角泛着泪光，从她的话听来，应该是喜极而泣吧。

  　強張っていた顔から一変して、小春さんは柔らかい笑顔になった。少し眼尻に涙浮かんでいるが、言葉から察するにこれは嬉し泣きに該当するものだろうか。

  　

  「交给我吧！」

  「任せてくださいっ」

  　

  　我有点担心，这么简单就听从她的指示，真的好吗？但比起包围我们的可疑人士，小春小姐更值得信任。

  　ここまであっさり流されていいのか、と思わなくもない。それでも周囲を取り囲んでいる不審者たちよりは小春さんの方が信用できる。

  　

  　我相信她。我如此判断。

  　信用する。そう判断した。

  　

  「那么……我透过这只手表，连结你的记忆。」

  「それじゃあ……その腕時計を通して私の記憶をリンクさせるね」

  　

  「记忆吗？」

  「記憶ですか？」

  　

  「嗯。这样一来，你一定马上就能掌握能力的使用方法。」

  「うん。そうすればきっと能力の使い方もすぐに把握できると思うから」

  　

  　小春小姐边说，边把手放在我的手表上。

  　そう言いながら小春さんがボクの腕時計に手を重ねた。

  　

  　接着，她的手发出啪滋啪滋的声响，产生肉眼可见的电流，手表的表面开始发出黄色的光芒。

  　すると彼女の手からバチバチと目に見える程の電気が発生し、腕時計の文字板が黄色く発光し始めた。

  　同一时间，电流也流进我的身体，同时我的脑中出现许多影像。

  　その瞬間ボクの身体にも電流が流れ込んできて、それと同時に頭の中に沢山の映像が映し出される。

  　

  　

  『紫电、雷枪……』

  『紫電、雷槍……』

  　

  『成功了！文香前辈，麻烦你了！』

  『できた！　文香先輩お願いします！』

  　

  『最大火力填充完毕——超电磁炮。』

  『最大火力充填完了──超電磁砲』

  　

  　

  　这就是小春小姐使用能力时的记忆——

  　これが能力を使っていた、小春さんの記憶──

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  『来吧莉亚妹妹♡屁股朝向我这边♡』

  『ほらリアちゃん♡　こっちにお尻向けて♡』

  　

  　

  　

  　

  　嗯？

  　ん？

  　

  　

  　

  　

  『嘿嘿，莉亚妹妹是安产型呢♡身体明明这么娇小，腰身却这么性感♡』

  『えへへ、リアちゃんって安産型なんだね♡　体は小っちゃいのに、腰回りエロすぎっ♡』

  　

  　

  　……这是什么？

  　……なんだこれ。

  　

  　

  『呼嘻♡♡呼嘻……哈啊哈啊……♡』

  『ふひっ♡♡　ふひぃ……ハァハァ……♡』

  　

  　

  　这、这也是小春小姐的记忆……？

  　こ、これも小春さんの記憶……？

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  『哦♥♥　哦♥　我也♥　我也要去了♥　莉亚妹妹啊啊♥♥　哦哦♥　哦♥　要射了♥　把粘稠的■■■灌进去呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜呜♥♥』

  『ほぉ゛ッ♥♥　お゛っ゛ほ♥♥　わらひぃッ♥　わらひもイグぅ゛っ♥♥　りあちゃぁあっ♥♥♥　おぉ゛ッ♥♥　お゛っ♥♥　でるゥ♥♥　どろどろザ■■■流し込むううぅぅぅゥッっ♥♥♥』

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「…………」

  「………」

  　

  「朝、朝阳，你怎么了……？」

  「あ、朝陽くん、どうかした……？」

  　

  　眼前有个比周围那些可疑人士更不能相信的家伙。虽然一脸担心，但这家伙可是个强奸魔啊。

  　周囲の不審者たちより信じちゃいけないヤツが目の前にいました。心配そうな顔してるけどこいつレイプ魔だったんですね。

  　

  　我竟然想跟这种人合作。

  　こんなやつに協力しようとしてたんですねボク。

  　

  「不要。」

  「ヤダ」

  　

  「……咦？」

  「……えっ？」

  　

  「我不要。」

  「ボクテツダイマセン」

  　

  「咦、咦咦！？」

  「え、えぇっ！？」

  　

  　干嘛一脸蠢样啊。这不是理所当然的吗？

  　なにマヌケな顔してんだ。当たり前でしょ。

  　明明强奸了我哥那么多次，为什么还能一脸若无其事地出现在我弟弟面前啊？这家伙的心灵是怪物吗？

  　兄のこと散々レイプしたくせに何でその弟の前にこうやって平気な顔して出てこられたの？　メンタル化け物なの？

  　

  「为、为什么？你刚才不是说交给你吗……！」

  「な、なんでっ、さっきは任せてくださいって……！」

  　

  「我可没打算协助强奸魔。」

  「レイプ魔に加担するつもりはありませんね」

  　

  「强……！？——难、难道是记忆调整失败了……！？」

  「れっ……！？　──ま、まさか記憶の調整ミスった……！？」

  　

  　惊慌失措的强奸魔立刻抓住我的手，朝我逼近。好可怕好可怕好可怕。

  　狼狽したレイプ魔は咄嗟にボクの手を掴んで迫ってくる。こわいこわいこわい。

  　

  「拜、拜托你！要我下跪还是什么都行！求求你帮帮我！」

  「お、お願い！　土下座でも何でもするから！　お願いだから協力して！」

  　

  「不要。」

  「ヤダ」

  　

  「求求你！我真的什么都愿意做！！」

  「そこをなんとか！　本当に何でもするからぁ！！」

  　

  「我不要——！！我不会帮你，不会协助你，不会做任何事——！！……啊，等等，不要过来，强奸魔！！会传染的！会传染到双性人病啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！！」

  「やあぁぁだぁぁぁっっ！！　手伝わない協力しない何もやらないィィ！！　……あっ、ちょ、こっち来ないでレイプ魔！！　感染しちゃう！　ふたなりに感染しちゃうぅぅぅああぁ゛ァ゛ぁ゛あ゛ッ゛ッ゛！！」

  　

  　

  　

 
  Rの復活／たまには性欲にも勝つ

  R的复活/偶尔也会战胜性欲

  　

  　

  　

  　

  　

  　——世界恢复了色彩。

  　──世界に色が戻った。

  　

  「喝！」

  「はぁっ！」

  　

  　我瞬间从右手向前发射电流，一口气电晕了从正面扑过来的锁镰怪人和他身后的数名可疑人士，让他们失去战斗能力。

  　その瞬間右手から電流を前方に向けて発射し、正面から飛びかかってきていた鎖鎌の不審者とその後ろにいた複数人を一気に感電させて戦闘不能に追い込む。

  　

  「……咦？咦？」

  「……えっ？　え？」

  　

  　我用公主抱的姿势抱起困惑的银发少女，从可疑人士们倒下后清出的通道上跑过去。

  　困惑している銀髪の少女をお姫様だっこの形で抱え上げ、不審者たちが倒れたことで道が出来た正面を走り抜けた。

  　

  　然后总算成功逃出教职员办公室，为了先离开这里，我抱着少女拔腿就跑。用比被我抱着的银发少女还要大的身体。

  　そしてなんとか職員室を抜け出すことに成功し、とりあえずその場から離れる為に少女を抱えながら駆け出す。抱えている銀髪の少女よりも大きな体で。

  　

  　

  　

  （——谢谢你变身！真的太感谢了！）

  （──変身してくれてありがとう！　本当にありがどう゛ッ！）

  　

  （好了啦，你安静点！）

  （いいから静かにしててくださいよ！）

  　

  　在那之后，我被强奸魔大姐逼迫了数分钟，不断拒绝再拒绝，虽然想出了其他解决方法，却想不到好点子，最后在对方的坚持下，我变身成了海夜小春这名女性。

  　あれから数分ほど強姦魔お姉さんに迫られた結果、拒否に拒否を重ねて更に拒否という拒否をしまくって他の打開策を考えたものの良い案は浮かばず、押し切られる形でボクは海夜小春という女性に変身した。

  　

  　据说使用电力能力过度会发情，所以我背负着只能再使用一次能力的风险战斗。太难熬了……

  　なんでも電気の能力を使い過ぎると発情するとのことなので、能力はあと一回しか使用できないというリスクを背負って戦うことになっている。キツすぎる……。

  　

  （朝阳同学很会使用能力呢！就算扣掉记忆同步的部分，还是很厉害哦！）

  （朝陽くん能力使うの上手いね！　記憶をリンクした分を差し引いてもセンスあるよ！）

  　

  （被你夸奖也没什么好高兴的。）

  （あなたに褒められてもあんまり嬉しくないです）

  　

  （咦咦！？那、那个，关于你哥哥的事……真的，该怎么说呢……！）

  （えぇ！？　あ、あの、お兄さんの件は……ほんと、その、何といいますか……！）

  　

  　虽说是在假想世界中发生的事，但袭击哥哥是事实，所以我决定绝不原谅这个人。因此就算她找借口，我也不会接受。

  　仮想世界での出来事とはいえ兄を襲ったのは事実なので、決してこの人には心を許さないと決めている。なので言い訳をされても納得したりはしない。

  　

  （那个！我也让你哥哥很舒服了！）

  （あの！　ちゃんとお兄さんのことも気持ちよくしてあげました！）

  　

  （你就没有更正经的借口了吗！？）

  （もっとマシな言い訳ないんですか！？）

  　

  　这个人是想惹我生气吗……？为什么老是说些爆炸性发言，像是在地雷区跳踢踏舞一样？

  　この人ボクのこと怒らせたいのか……？　何で地雷原でタップダンスするかのように爆弾発言しかしないの？

  　

  （呃——呃……）

  （えーと、えーと……）

  　

  （……啊啊，够了！你之后再解释，现在先闭嘴！）

  （……あぁっ、もう！　そっちの言い分は後で聞きますから今は黙っててください！）

  　

  （好、好的！了解！）

  （は、はーい！　了解です！）

  　

  　总之成功让在心中惊慌失措的强奸魔闭嘴了。

  　とりあえず心の中で狼狽えている強姦魔を黙らせることには成功した。

  　这样我终于能专心应付眼前的事态。

  　これでようやく目の前のことに集中できる。

  　

  　

  「……那、那个。」

  「……あ、あの」

  　

  　当我将意识拉回现实时，被我抱着的银发少女向我搭话。

  　意識を現実に戻した矢先に、抱き抱えている銀髪の少女に声を掛けられた。

  　我暂时停下脚步放下她后，少女——哥哥战战兢兢地继续说：

  　一旦立ち止まって彼女を下ろすと、恐る恐る少女は──兄は言葉を続ける。

  　

  「朝阳……你变身成小春了吗？」

  「朝陽……小春に変身したのか？」

  　

  「……对、对啊。」

  「……そ、そう」

  　

  　小春姐丢给我的记忆影像闪过脑海，使我无法直视眼前的人，忍不住别开视线。

  　小春さんに叩きつけられた記憶映像が頭をよぎるせいで、目の前の人物を直視できず目を逸らしてしまう。

  　

  　「呼、呼！」被女高中生全力摆腰，眼睛浮现爱心的哥哥。弟弟得知哥哥的存在后该如何是好？（情色游戏标题风）

  　女子高生に「ハァハァ！」って全力で腰を振られながら目にハートを浮かばせていた兄の存在を知った弟はどうすりゃいいですか？（エロゲのタイトル風）

  　

  「我明明是来救你的……对不起，我这个哥哥这么没用。」

  「朝陽のことを助けるために来たのに……ダメな兄貴で、ごめん」

  　

  「等、等一下！要是夜哥没来救我，我现在不知道被那个绿色的可疑人士怎么样了……！而且我真的很高兴夜哥来救我！」

  「ちょ、ちょっと待って！　夜にいが助けてくれなかったら今頃あの緑色の不審者になにされてたか……！　それにボクっ、夜にいが来てくれて本当に嬉しかったんだから！」

  　

  　我安慰变得有点脆弱的哥哥，银发少女说「是、是吗？」，露出苦笑。

  　少しナイーブになりかけていた兄をフォローすると「そ、そうかな？」と言いながら銀髪の少女は苦笑いした。

  　就算不考虑外表是女孩子这点，我还是第一次看到他露出这么没自信的表情。

  　外見が女の子という部分を差し引いても、彼がここまで自信なさげな表情をしているのを見たのは初めてだ。

  　

  　

  　……现在的夜哥恐怕变得相当脆弱。

  　……今の夜にいは恐らく、相当打たれ弱くなっているのかもしれない。

  　

  　这也是理所当然的。突然被罪犯绑架，被迫站在有生命危险的地方，身体的性别反复逆转，家人还被卷入类似恐怖攻击的事件，精神当然会耗损。

  　当然と言えば当然だ。突然犯罪者に誘拐されて命の危険がある場所に無理矢理立たされせて、体の性別が逆転したり戻ったりを繰り返して、そこで更に家族がテロ紛いの事件に巻き込まれている状況にまで直面すれば精神だって摩耗するに決まっている。

  　

  　过度的压力使他没有余裕。就像夜哥被绑架时的我一样。

  　過度のストレスで心に余裕がないのだ。それこそ夜にいが誘拐されていた時のボクのように。

  　所以……我必须支持夜哥。

  　だからこそ……ボクが夜にいを支えなきゃ。

  　

  （还有我哦！）

  （私もいるよ！）

  　

  （……请、请不要突然大喊，会吓到我。）

  （……び、ビックリするから急に大声出さないでください）

  　

  （啊，对不起……那个，对我来说……你哥哥也是很重要的人。所以你尽管依赖我！你不是一个人！）

  （あ、ごめんね。……えっとね、私にとっても……キミのお兄さんは大切な存在なの。だから私にもどんどん頼ってくれていいから！　朝陽くんは一人じゃないよ！）

  　

  　女高中生在心中挺胸，表情不知为何充满自信。

  　心の中で胸を張る女子高生。その顔は何故か自信に満ち溢れている。

  　总觉得她鼓励了我，不过我有父母，就算没有她也不算孤单。再说还有夜弥和吴原小姐。

  　なんか励まされた気がしたけど、両親がいるので彼女が居なくても別にボクは一人ではない。もっと言えば夜にいにも呉原さんがいる。　

  　

  　我几乎不知道夜弥被卷入的事件，老实说我不认为需要依赖她。我们共享的记忆只有一小部分，其中也没有哥哥依赖她的模样。

  　夜にいが巻き込まれていた事件の事はほとんど知らないので、正直この人に頼る必要はないと思っている。リンクした記憶もほんの一部分だし、兄に頼られている彼女の姿もそこには無かった。

  　我不认为夜弥会依赖这种性犯罪者，更重要的是，一般而言不会信赖她。

  　こんな性犯罪者を夜にいが頼るとも思えないし、何より信頼なんてしないと思うのが普通だ。

  　

  　

  　……可是。

  　……でも。

  　

  　

  （到时候我会依赖你。所以在那之前请安分一点。）

  （その時が来たら頼りますよ。だからそれまでは大人しくしててくださいね）

  　

  （遵命！）

  （あいあいさー！）

  　

  　她看起来不像在说谎。我从小春小姐的大眼睛深处感觉到「善性」，难道只有我这么想吗？

  　彼女が嘘を言っているようには見えない。小春さんの大きな瞳の奥に『善性』を感じるのは、ボクがおかしいだけなのだろうか。

  　

  　不过她会说「我也让哥哥舒服了！」这种话，或许不擅长说谎。

  　まぁ「お兄さんのことも気持ちよくしてあげました！」とか言ってしまうような人なので、嘘自体が苦手なのかもしれない。

  　既然如此，她说想帮助哥哥——稍微相信她也无妨。

  　それなら兄を助けたいという彼女の言葉も──少しくらいは信じてみてもいいと、そう思った。

  　

  　

  （不过之后要仔细问清楚逆奸的事。）

  （逆レイプの件は後でキッチリ話を聞かせてもらいますけどね）

  　

  （……好、好的。）

  （……は、はい）

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　在那之后过了几个小时，现在是晚上。

  　あれから数時間経って現在は夜。

  　

  　我使用预备的Access手表，和不知何时变身成小春的朝阳合作，成功破坏了覆盖小学的游戏领域核心。

  　俺の持っていた予備のアクセスウォッチを使っていつの間にか小春に変身していた朝陽と協力し、小学校を覆っていたゲームフィールドの核の破壊には成功した。

  　之后的事就交给真冈先生等D班和警察，我们也在自己的存在曝光前迅速离开小学。

  　それから後の事は真岡さんたちデム隊や警察にすべて任せ、俺たちの存在が表沙汰になる前に小学校からも早急に立ち去った。

  　

  　现在我、朝阳和莲三人在自家的我房间面对面坐着。朝阳似乎得知了许多事，我以补充的形式告诉他他不知道的部分。

  　今は自宅にある俺の部屋で、元の姿に戻った俺と朝陽とレンの三人で向かい合って座っている。何やら朝陽がいろんな事情を知ってしまったらしいので、補足という形で彼の知らない部分の情報を教えている。

  　

  「……那么，这个人就是小春小姐的哥哥吧？」

  「……じゃあ、その人が小春さんのお兄さんなんだね？」

  　

  「……！」（点头）

  「……っ！」（コクコク）

  　

  「对、对。因为各种原因不能说话，不过你们好好相处吧。」

  「そ、そう。諸事情で喋れないけど仲良くしてやってくれ」

  　

  　说明完莲的存在后，我如此拜托朝阳，他稍微低下头。

  　レンの存在を説明し終わってそう頼み込むと、朝陽は少し俯いた。

  　

  「……我想没办法。」

  「……無理だと思うけど」

  　

  「咦？为、为什么？」

  「え？　な、なんで」

  　

  「因为他是小春小姐的哥哥吧？这个人也没对夜依出手吗？」

  「だってあの小春さんのお兄さんでしょ？　この人も夜にいに手を出したりしなかったの？」

  　

  「……这、这个……」

  「……そ、それは」

  　

  　我无法立刻订正，一时语塞。

  　すぐに訂正することができず言葉を詰まらせてしまった。

  　因为是小春的哥哥，所以莲也是性犯罪者——虽然这完全是偏见，但先不管这个，我被这对兄妹强奸是事实。

  　小春の兄だからレンも性犯罪者──なんてのは偏見以外の何物でもないのだが、それはそれとしてこの兄妹に俺が強姦されたのは事実なわけで。

  　

  　他对我出手了，而且是彻底地……虽然最后是我主动诱惑他。

  　手は出されました。それはもうたっぷり。……一番最後はこっちから誘ったけど。

  　

  「不过啊，朝阳。这两个人绝对不是坏人。不仅如此，他们在假想世界还赌上性命和我一起战斗……也就是我的救命恩人。」

  「でもな、朝陽。この二人は決して悪い人間ってわけじゃないんだ。それどころか仮想世界じゃ命賭けて一緒に戦ってくれた……いわば俺の命の恩人なんだよ」

  　

  「……可是你被他们做了过分的事也是事实吧？」

  「……でもひどい事されたのは事実でしょ」

  　

  「那场面不是出于他们两个的意志。莲会失控也是因为被怪人烙上淫纹，小春也因为救了所有怪人化的人，还和最终头目战斗……才会变成那样。」

  「あの場面に二人の意志は無いんだ。レンが暴走したのも怪人に淫紋を付けられたからだし、小春も怪人化した街の人達を全員助けたりラスボスとも戦ったりしたから……あんなになってたわけで」

  　

  　老实说，我有种「到底在对九岁的弟弟说什么啊」的感觉，但既然和小春的记忆连结在一起，我就不能说谎。

  　正直九歳の弟になんて話を聞かせてるんだって感じだが、小春の記憶とリンクしている以上嘘はつけない。

  　而且从小学时的行动力和胆量看来，朝阳的精神层面比实际年龄成熟。虽然这不构成让他听我讲奇怪话题的理由，但至少他应该能冷静听我说。

  　それに小学校での行動力や胆力といい、朝陽は実年齢以上に精神が大人びている。だからって変な話を聞かせていい理由にはならないが、少なくとも冷静に話は聞いてくれるはず。

  　

  　

  　……真是没用的哥哥。其实我应该隐瞒一切，像平常那样对待他才对。

  　……情けない兄貴だ。本当なら全てを隠し通していつも通りに接してやらなきゃダメなのに。

  　

  「那夜之你原谅他们了吗？」

  「じゃあ夜にいはこの人たちを許したの？」

  　

  「哪有什么原不原谅……就结果来说，那也是不可抗力。那个，我不会要你现在马上接受。」

  「許すも何も……結果的に言えば不可抗力だしさ。その、今すぐ納得してくれとは言わないけど」

  　

  　我话说到这，朝阳低头看向自己手上的手表。

  　俺がそこまで言いかけると、朝陽は自分の手に巻かれている腕時計に視線を落とした。

  　小春现在就在朝阳的表里，艾莉儿则在我的表里。

  　あの中には小春が、俺のウォッチの中には今もアイリールが宿っている。

  　

  「……小春小姐在救人啊。」

  「……小春さん、人助けなんてしてたんだ」

  　

  「要说救了多少人的话，应该是最多的……虽然这也没什么好骄傲的。」

  「助けた人数で言えば一番多いと思う。……だから何だって話だけど」

  　

  　小春是英雄的事实和朝阳的心境无关。

  　小春がヒーローをしていた事実と朝陽の心境は関係ない。

  　就算救了数百人，袭击过一个人的事实也不会消失，这点我也能理解。所以拿救人当理由要求朝阳原谅小春，或许是个错误。

  　たとえ数百人を救っていたとしても一人の人間を襲った事実は消えないということは俺にも理解できる。だから人助けを理由にして小春を許してくれとせがむのは間違いなのかもしれない。

  　

  　

  　——话说回来，朝阳回来后一直粘着我，但我没想到他会为我气成这样。

  　──というか朝陽、帰ってきてからはずっと俺にべったりだったけど、まさかここまで俺の為に怒ってくれるとは思っていなかった。

  　

  　事件发生前，他对我有点冷淡，现在却为我烦恼，老实说我很高兴。虽然这样想很不恰当。

  　事件の前までは少し素っ気なかったし、こうして俺の為に悩んでくれているのは正直嬉しい。不謹慎極まりないけど。

  　

  「……总之我明白你的意思了。这样下去我好像只是在赌气，我会和小春小姐好好谈谈的。」

  「……とりあえずそっちの言い分は分かったよ。これじゃあボクがただ意地張ってるだけみたいだし、小春さんともちゃんと話す」

  　

  「真的吗！」

  「本当か！」

  　

  「不过老实说，我心情很不好哦……感觉夜之在不知不觉间被抢走了。」

  「でも正直気分はよくないんだからね？　……いつの間にか夜にいが取られちゃったみたいで」

  　

  　朝阳边说边抬头看我。

  　そう言いながら上目遣いで俺を見てくる朝陽。

  　

  　

  　你看到了吗？这就是我弟弟。是个能毫不害臊坦率说出自己心情的优秀弟弟。

  　見ました？　これがウチの弟です。恥ずかしがることもなく自分の気持ちを素直に言えてしまう素晴らしい弟なのです。

  　哥哥我很高兴你为我吃醋哦～！

  　嫉妬してくれて正直お兄ちゃん嬉しい。かわいいヤツだなお前～っ！

  　

  　

  　

  　

  「……」（盯着朝阳的手表看）

  「……」（朝陽の腕時計をジッと見つめている）

  　

  「嗯？」

  「んっ？」

  　

  　朝阳注意到莲的视线集中在手表上。

  　レンの視線がウォッチに注がれていることに朝陽が気がついた。

  　莲接着拿出智能手机，迅速输入文字给朝阳看。我也好奇地探头看向屏幕，上头写着简洁的文章。

  　するとレンはスマホを取り出し、ささっと文字を打ってから画面を朝陽に見せた。俺も気になって画面を覗いてみるとそこには簡潔な文章が。

  　

  　

  【小春在里头对吧？】

  【その中に小春がいるんだよね？】

  　

  　

  「啊，对，应该没错。」

  「あ、はい。その筈です」

  　

  　

  【她在说话吗？】

  【喋ってる？】

  　

  　

  「在心中滔滔不绝呢。小春小姐意外地多话。」

  「心の中でペラペラ喋ってますよ。小春さんって案外お喋りなんですね」

  　

  「……」（稍微低下头）

  「……」（少し俯く）

  　

  　朝阳无奈地笑着说道，莲露出恍然大悟的表情后，又低下头去。

  　仕方なさそうに笑いながら朝陽が言うと、レンはハッとしたような表情になった後、顔を俯かせた。

  　正当我感到不可思议时——

  　その様子を不思議に思っていると──

  　

  　

  「……！」（抱住朝阳）

  「……っ！」（朝陽に抱きつく）

  　

  「哇……！？」

  「わっ……！？」

  　

  　莲突然探出身子，从正面抱住朝阳。

  　唐突にレンが身を乗り出して正面から朝陽に抱きついた。

  　朝阳被她突袭，理所当然地慌了手脚，不知如何是好，双手颤抖着僵在原地。

  　突然そんな事をされた朝陽は当然のように焦り、どうすればいいか分からず両手をプルプルと震わせながら硬直してしまっている。

  　

  　她为什么突然抱住朝阳——我正这么想时，陌生的『声音』传入耳中。

  　何で急に抱きついたんだ──なんて考えていると、程なくして俺の耳には聞き慣れない『声』が飛び込んで来た。

  　

  「……呜……啊……」

  「っ、こ……はっ」

  　

  「……莲？」

  「……レン？」

  　

  　我循着声音看过去，只见莲张开原本紧闭的嘴巴。

  　声を辿ってみてみれば、そこには今まで固く閉ざしていた口を開いているレンの姿があった。

  　她用微弱到几乎听不见的声音，断断续续地说着什么。

  　たどたどしく、今にも消えてしまいそうなか細い声音で何かを言おうとしている。

  　

  「……呜……啊……呜……」

  「……っは、う……こはっ、ぅ……」

  　

  　莲发出微弱到听不见的声音，更用力地抱住朝阳。

  　そんな耳を染まさないと聞こえてこない程小さな声を漏らしながら、レンは朝陽を抱きしめる力を強めた。

  　朝阳完全搞不清楚状况，显得惊慌失措——我却能理解她的行为。因为这个行为似曾相识，而且我也有过类似的经验。

  　当の朝陽は何をされているのか全く理解できず狼狽しているが──俺には彼女の行動が理解できる。とても既視感があるような、なにより身に覚えのある行動だったから。

  　

  　

  　今天在小学看到朝阳时，我的反应就和她一样。

  　今日、小学校で朝陽を見つけた時の俺とそっくりだ。

  　

  　我无法压抑从内心深处涌上的情感，忍不住抱紧朝阳。我不想再放开她，想实际感受眼前这个重要的家人确实存在，于是用力抱紧她。

  　胸の内から吹き上がってくる感情を抑えることができなくて、とにかく抱きしめてしまう。もう二度と離したくなくて、目の前の大切な家族がちゃんと『そこ』にいること実感したくて強く抱擁をしてしまう。

  　弟弟平安无事，比什么都让哥哥感到安心。

  　弟の無事が、なにより兄を安心させてくれるのだ。

  　

  「小春～……」

  「こはうぅ～……っ」

  　

  「那、那个，莲哥？有点……应该说非常难受……唔咕！」

  「あ、あのっ、レンさん？　ちょっと……というかかなり苦しいんですけど……うぐっ」

  　

  　虽然嘴上说「小春没事」，但莲——莲斗果然也担心得要命。

  　口では「小春は大丈夫」と言っていたが、やっぱりレンも──蓮斗も死ぬほど心配だったようだ。

  　有我在场，他不得不逞强，不过实际看到平安无事的小春后，他似乎再也忍不住了。

  　俺がいる手前強がらなければいけなかったようだけど、実際に無事だった小春を前にして我慢の限界を迎えたらしい。

  　

  「……！」（拿起放在地板上的手机）

  「……っ！」（床に置いてあったスマホを手に取る）

  　

  　莲拿起手机，立刻输入文字。

  　するとレンはスマホを手に取りすぐさま文字を打ちこんだ。

  　

  　

  【今天一起睡！不准拒绝！】

  【今日は一緒に寝る！　断っちゃダメ！】

  　

  　

  「咦？」

  「えっ」

  　

  　他无视困惑的朝阳，把她扔到床上，自己也躺到她身边，盖上棉被。

  　困惑する朝陽を無視して彼をベッドにぶん投げ、レンもその隣に入って毛布を被った。

  　还不懂哥哥心的朝阳依然焦急，莲却笑得非常开心。

  　お兄ちゃん心がまだ分からない朝陽は未だに焦っているが、その反対にレンはとんでもなく笑顔だ。

  　

  「～♪」（用脸颊磨蹭朝阳）

  「～っ♪」（朝陽に頬ずりしている）

  　

  「哇噗……等一下，夜！这是怎样！」

  「わぷっ……ちょっ、夜にい！　なにこれ！」

  　

  　虽然对朝阳很抱歉，但这次就放过他吧。和眼前有朝阳的我不同，莲只能相信小春，现在把小春从朝阳体内拉出来也太残忍了。

  　朝陽には申し訳ないけど今回ばかりは許してやってほしい。目の前に朝陽がいた俺と違ってレンはただ小春を信じるしかなかったわけだし、ここで小春を内に秘めた朝陽から引き剥がすのは酷というものだ。

  　

  　……而且莲本来有可能因为后遗症而发情。难得兄妹之情战胜了性欲，没理由破坏这个状况。

  　……それに本来ならレンは今日の今頃は後遺症で発情していた可能性もある。せっかく兄妹愛が性欲に打ち勝ってくれているのだから、この状況を覆す理由も無い。

  　

  「好～我也一起睡～」

  「よーし、俺も一緒に寝るぞ～」

  　

  　只有他们两人的话，朝阳会很难受，所以我也上了床。这样就没问题了吧。

  　まぁ二人きりだと流石に朝陽が辛いので俺もベッドに入った。これで大丈夫だろう。

  　

  「……♪」（朝阳一脸幸福地把脸埋进朝阳的胸口。）

  「……っ♪」（幸せそうな顔で朝陽の胸に顔を埋めている）

  　

  「什么！？怎么回事！？」

  「なに！？　なんなの！？」

  　

  「我也在，没问题的～一起睡觉觉吧～」

  「俺もいるから大丈夫だぞ～。一緒にねんねしようなぁ」

  　

  「什么没问题啦！！」

  「何が大丈夫なんだよぉっ！！」

  　

  　

  　我安抚着激动的朝阳，躺上床。结果最累的朝阳第一个睡着了。

  　暴れがちな朝陽を宥めながら就寝に入ると、一番疲れていたであろう朝陽が結局一番最初に眠ってしまい。

  　我和莲看着她，相视而笑，不久后我们也睡着了。

  　その様子を見て俺とレンが小さく笑い合い、程なくして俺たち二人も眠りに落ちていった。

  　

  　

  　——那天我久违地睡了个好觉。

  　──その日は久しぶりに、よく眠れた気がする。

  　

  　

  　

 
  スイカに塩　TS娘に親友

  西瓜加盐 TS娘的亲友

  　

  　

  　

  　距离小学的事件后过了三天。

  　小学校での事件から約三日後。

  　

  　真冈担心我们使用access手表暂时改造肉体的后遗症，建议我们上午请假去医院检查。

  　アクセスウォッチを用いて肉体を一時的に作り替えた後遺症を危惧した真岡の勧めで、俺と朝陽は午前中の授業を欠席して病院に赴いていた。

  　我们去的不是普通医院，而是DEM部队的设施，但并没有什么可疑之处。

  　普通の病院ではなくデム隊の息がかかっている所だったが、別段怪しい何かがあったわけでもなく。

  　

  　检查结果是健康无虞，没有任何后遗症。我们兄弟俩离开医院后，决定出席下午的课程。

  　後遺症も無く至って健康という診断結果が出た俺たち兄弟は病院を後にして午後の授業には出席することにした。

  　医生也建议我们「你们才刚打完一架，今天就休息吧」，但我早上已经联络吴原说「我们中午前会到，一起吃午餐吧」，所以不能请假。

  　少し前に戦ったばかりだし今日くらいは休んだらどうか……なんてことも医師に言われたが、今朝の内に「昼までには行くから昼飯一緒に食べよう」と呉原に連絡していたので却下だ。

  　

  　

  　因此，我送朝阳去小学后，回到我们就读的东高。

  　というわけで朝陽を小学校に送り届けた後、我らが地東高校に戻ってきたわけなのですが。

  　

  「……真的假的？」

  「……マジか」

  　

  　一看到校门后校园内的景象，我忍不住叹气，傻眼地喃喃自语。

  　校門から先にある敷地内の全てが『青白いバリア』に覆われている自分の高校を見るや否や、そんな溜め息交じりの呆れ声が口からポロリとこぼれた。

  　

  　

  　……真的假的？

  　……マジで言ってんのか。

  　

  　

  「好多怪人……」

  「変なのがいっぱいおる……」

  　

  　在蓝白色屏障内大闹的，不是在朝阳小学看到的那些一看就知道是怪人的家伙。

  　青白いバリアの先で暴れているのは、朝陽の小学校で見かけたザ・怪人みたいな分かりやすい見た目の連中ではない。

  　

  　有巨大化、像蓝色果冻的史莱姆，也有攻击学生、剥掉衣服的猴子——特别引人注目的是在教学大楼外用『触手』抓住许多学生的巨大章鱼怪物。它和被抓住的男生不同，对女生涂上奇怪的粘液，只溶解衣服来玩。

  　巨大化した青いゼリーみたいなスライムだったり、生徒たちを襲って衣服を剥ぎ取るサルだったり──特に目に留まったのが、校舎のすぐ外でいろんな生徒たちを『触手』で捕まえている巨大なタコみたいな怪物だ。あっちは拘束しているだけの男子たちとは違って女子の方は妙な粘液を塗り付けたりして衣服だけを溶かしたりして遊んでいる。

  　

  　被史莱姆抓住的女学生制服也被溶解了……总之，里面的怪物们都有『把女学生脱成一丝不挂』的共通点。

  　スライムに捕まった女子生徒たちも制服が溶かされてるし……総じて中にいるモンスター共には『特に女子生徒をあられもない姿にしている』という共通点があった。

  　

  　

  　这是什么？感觉像RPG的色情游戏会出现的随便色情怪物。

  　なんだろう、この、RPGのエロゲーで出てきそうな感じの雑なエロモンスター感は。

  　

  「！电话……真冈同学打来的。」

  「っ！　電話……真岡さんからだ」

  　

  　口袋里的手机震动，我拿出来看，屏幕上显示『人妖』两个字。我立刻按下通话键，把手机拿到耳边，听到震耳欲聋的声音。

  　ポケットの中のスマホが震えたので取り出してみると、画面にはオカマの三文字が表示されていた。すぐさま応答ボタンを押してスマホを耳に近づけると耳を劈く大声が聞こえてきた。

  　

  『小弟弟，你现在在哪里！？』

  『ボウヤ今どこにいるの！？』

  　

  「在、在校舍前面。」

  「こ、校舎の前だよ」

  　

  『也就是说，你没有被卷入高中游戏场域里！……呼～太好了。』

  『てことは高校のゲームフィールドには巻き込まれてないのね！　……はぁ～、よかった』

  　

  　我听到对方松了一口气的声音，但我的内心有些恐慌。

  　胸を撫で下ろすような息遣いが聞こえてくるが、俺の心は若干パニック状態だ。

  　当然，游戏场域发生的事也很令人惊讶——但那些怪物更令人惊讶。

  　勿論ゲームフィールド発生の事もそうなのだが──それ以上にあのモンスターたち。

  　

  　我不记得在虚拟世界看过那种怪物。

  　仮想世界じゃあんな奴らを見た覚えはない。

  　

  「好像……有完全没见过的怪物在作乱？」

  「なんか……全然知らない怪物とかが暴れてるんだけど？」

  　

  『我从无人机的影像也看到了。那些大概是原本没采用的路线上的敌方角色吧。』

  『ドローンからの映像でこっちからも把握してるわ。多分そいつら、没になったルートの敵キャラたちね』

  　

  「没采用的角色？但为什么会有那种奇幻风格的怪物……」

  「没キャラってこと？　それにしたって何であんなファンタジーっぽい奴らが……」

  　

  『听说企划初期有莲斗同学传送到异世界的路线。毕竟这个世界连海夜小春没采用的设定都包含在内……出现怪物也不奇怪。』

  『聞くところによれば蓮斗くんが異世界に転移するルートも企画当初はあったみたい。そもそも海夜小春の没設定まで内包していた世界だから……モンスターが出てきても不思議ではないわね』

  　

  　真冈在说明的同时，手机另一头传来敲打键盘的喀哒喀哒声。

  　何やらスマホの向こうからカタカタとキーボードを叩く様な音を鳴らしながら説明する真岡。

  　

  　我正感到好奇时，正方形的箱子形状无人机从空中降落到我面前。

  　その音が気になっていると、程なくして空から俺の前に正方形の箱の様な形をしたドローンが降りてきた。

  　无人机用绳子吊着小型纸箱，将纸箱放到地面后，又回到上空。

  　紐で括り付けられた小型のダンボールをぶら下げており、それを地面に置くと再び上空へと戻っていった。

  　

  「这、这是什么？」

  「な、なにこれ」

  　

  『纸箱里有游戏场域内才能使用的激光枪。只有平底锅实在有点勉强，所以黑野博士做了这个。』

  『そのダンボールにゲームフィールド内でのみ使えるレーザー銃が入ってるわ。流石にフライパンだけじゃキツイからって黒野博士が作ってくれたの』

  　

  　我打开纸箱一看，里面放着一把眼熟的手枪。枪上装饰得像玩具一样，拿在手上感觉相当轻。

  　中を開けて確認してみるとそこには見覚えのあるハンドガンが入っていた。玩具のような装飾が施されていて、手に持ってみるとかなり軽い。

  　这把枪看起来，就是我在虚拟世界用1点交换的激光枪。

  　これは見る限り、あの仮想世界で使っていたポイント１で交換できるレーザー銃だ。

  　

  『子弹有两百发，尽管用吧！』

  『弾数も二百発くらいあるからジャンジャン使っちゃってね！』

  　

  「……啊，嗯。」

  「……あー、うん」

  　

  　呃，竟然能做出这种尺寸的激光枪，而且还能射两百发，黑野理爱到底是何方神圣……虽然只能在游戏场域内使用，但这种科技明显太先进了！

  　いやこのサイズで二百発も撃てるレーザー銃を作れる黒野理愛ってマジで何者なの……。ゲームフィールド内でしか使えないとはいえ明らかにオーバーテクノロジーすぎるッピ！

  　

  　回到这个世界后，我还没直接和她见过面。等有空时，我想去见她一面，但现在有其他事要做。总之，我就心怀感激地使用这把激光枪吧。

  　この世界に帰ってきてからは直接会話をしたこともまだ無いし、余裕ができたら会いに行きたいところだが今は他にやることがある。とにかくこのレーザー銃はありがたく使わせてもらおう。

  　

  「好……变身！」

  「よーし……変身ッ！」

  　

  　我启动手腕上的手表，喊出暗号后，全身笼罩在光芒之中。

  　手首の腕時計を起動させて合言葉を叫ぶと、俺の身体全体が光に包まれる。

  　几秒后，光芒散去，一名银发的娇小少女站在男学生原本所在的位置。

  　数秒後にはその光も霧散し、男子生徒がもと居た場所には銀髪の小さな少女が佇んでいた。

  　

  　

  　视线高度变低，胸部还是微微隆起，银发也柔顺飘逸……好，顺利变身完毕。

  　目線が低い、相変わらず膨らみかけのちっぱい、銀髪もサラサラ……よし、無事に変身完了だ。

  　

  （晚上性骚扰不好。）

  （夜、セクハラは感心しない）

  　

  （对不起！）

  （ごめんなさい！）

  　

  　摸了摸自己的身体后，我结束被心中另一个自己责骂的奇妙体验，背上装备平底锅，手里紧握激光枪。

  　自分の身体を触って心の中にいるもう一人の自分に怒られるという奇妙な体験を終え、俺は背中にフライパンを装備してレーザー銃をしっかりと手に持った。

  　

  「那我出发了。」

  「じゃあ行ってくる」

  　

  『……你、你一个人去真的没问题吗？』

  『……や、やっぱり一人は危険じゃない？』

  　

  「我又不能叫朝阳来……而且，我不是一个人。」

  「朝陽を呼ぶわけにもいかないし。……それに、一人じゃないよ」

  　

  　我边说边将手放在胸口中央，自然而然地感觉到『另一个自己』。

  　そう言いながら胸の中央に手を添えると、自然と『もう一人』を感じることができる。

  　只要变身成这个身体，我就不是一个人。再次确认这一点后，我放下心来，冲了出去。

  　この体に変身している内は、俺は一人じゃない。それを再確認して安心したあと、その場を駆け出した。

  　

  「那我去打倒那些色情怪物，迅速攻略游戏！麻烦你跟平常一样收拾善后！」

  「それじゃ、あのエロモンスター共を倒してちゃちゃっと攻略してくるから！　いつも通り後処理よろしく！」

  　

  『……你可别乱来哦！回来后我再请你吃饭，做好觉悟吧！』

  『……無茶するんじゃないわよ！　戻ったら飯奢るから覚悟しときなさい！』

  　

  　

  　人妖体贴的话语让我微微一笑，接着我挂断电话，走进屏障之中。

  　気遣いを込めたオカマの言葉に少し顔を綻ばせつつ、スマホの通話を切ってバリアの中へと入っていった。

  　

  　好，同班女生的肢体在学校里裸露，这太糟糕了，我得尽快攻略游戏！

  　よーし、同級生の女子たちの肢体が学校中で露わになってるとかヤバすぎるし早急に攻略すんぞオラ！

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　第四堂课结束的钟声响起时，远远超过其音量的爆炸声传遍整间学校。

  　ちょうど四時間目の授業の終わりを告げるチャイムが鳴った時、それを遥かに上回る爆発音のような轟音が学校中に鳴り響いた。

  　

  　鼓膜受到刺激，我感到头晕目眩，闭上眼睛用双手捂住耳朵几分钟后，稍微恢复冷静后，我确认窗外的情况，发现学校被蓝白色的屏障包围，呈现圆顶状。

  　鼓膜を刺激されて頭が揺れ、目を閉じて両手で耳を塞ぐこと数分。少し余裕が戻ってから窓の外を確認すると、学校中を取り囲むかのようにドーム状に広がっている青白いバリアの姿がそこにはあった。

  　

  　我立刻察觉到这是美咲事前告诉我的『游戏领域』现象。

  　事前に美咲から話を聞いていた『ゲームフィールド』という現象だということは直ぐに察しがついた。

  　

  　话虽如此，我也无能为力。现在我只能躲在三楼的图书室里，静静等待救援。

  　だからといって何かが出来たわけでもない。今は三階の図書室で身を潜めて、静かに助けが来るのを待っている。

  　

  「……唉。」

  「……はぁ」

  　

  　我对自己无能为力感到厌烦，叹了口气。为了保全自己而逃到这里，结果我却对好几名学生见死不救。

  　無力な自分に辟易して溜め息が出てきた。我が身大事でここまで逃げてきた結果、俺は数人の生徒たちを見殺しにしてしまっている。

  　

  　啊，不对，他们并没有死。被怪物抓住的学生们，只会被脱掉制服、绑起来，或是遭受色情攻击。

  　あ、いや、別に死んでないけど。モンスターに捕まった生徒たちに行われる攻撃は、制服を剥ぎ取られるか拘束されるかエロ攻撃をされるかのいずれかだ。

  　

  　顺带一提，色情攻击就是——史莱姆会先让柔软的身体变形，再攻击胸部或私密处。幸好史莱姆的等级很低，顶多只会恶作剧，几乎没有学生受到真正的凌辱。

  　ちなみにエロ攻撃っていうのは──まずスライムの場合は、その柔らかい体を変形させての胸や秘所への攻撃である。スライムたちのレベルが低いのか幸いにもイタズラ程度で済んでいて、本格的に凌辱されてる生徒はほとんどいない。

  　

  　补充说明，史莱姆们袭击的对象不分男女。女学生会直接被史莱姆缠住身体，男学生则是史莱姆会变成人类女性的形状后才袭击。

  　補足するとスライムたちの襲う対象は男女問わずだ。女子生徒の場合はそのまま体に纏わりついて、男子生徒の場合はスライムが人間の女性のような形に変わってから襲う。

  　

  　……刚才提到的『几乎』，有一部分男学生被女史莱姆逆奸……南无阿弥陀佛。好像也有男学生露出羡慕的表情，但我什么都没看到。

  　……さっきの『ほとんど』に含まれない一部の男子生徒は女スライムに逆レイ……南無。羨ましそうな顔してる男子もいた気がするけど俺は何も見てないです。

  　

  　

  　至于脱掉衣服的猴子，它们会用绳子绑住男学生，让女学生半脱制服，然后一边拍打腰部，一边摩擦她们的臀部。

  　服を剥ぎ取るサルの場合は男子生徒をロープで縛って、女子生徒は制服を半脱ぎにさせて彼女らの臀部に腰をパンパンしながら擦りつけるというものだ。

  　

  　遗憾的是，猴子们身上没有性器官。它们明明无法留下子孙，却会对女孩子发情，真是可悲的存在。我都要哭了。

  　しかし残念ながらサルたちに性器は見当たらない。奴らは子孫も残せないクセに女の子に無駄に発情する悲しき存在たちだったのだ。涙がで、出ますよ。

  　

  　

  　最后是巨大章鱼触手。这家伙的色情攻击自不用说，和其它怪物相比，它们的认真程度更可怕。

  　最後に巨大タコ触手。こいつのエロ攻撃は言わずもがなだが、他の連中と比べてガチ度がヤバい(謎の日本語)

  　

  　不，真的很可怕。现在它们还只是用触手稍微玩弄一下，但看到那只章鱼变态的眼神……认真凌辱也只是时间的问题。要是被那样对待，高中生活就会变成充满触手阴影的地狱。

  　いや本当にヤバイ。今は触手で軽く弄ぶ程度で済んでいるようだけど、あのタコの変態的な目を見るに……本気の凌辱をするのも時間の問題だ。そんな事をされてしまったら触手トラウマだらけの地獄みたいな高校になってしまう。

  　

  　

  「我这样真的好吗……」

  「こんなんでいいのかよ俺……」

  　

  　我抱着头蹲在地上，这句话自然而然地脱口而出。现在四处逃窜的学生已经不多，教职员也全灭了。能为了解决问题而行动的人，包含我在内也寥寥无几。

  　蹲って頭を抱えているとそんな言葉が自然と出てきた。今や逃げ回れている生徒も少なく、教職員は全滅。解決の為に動ける人間は俺を含めてもごくわずかだ。

  　这么少的人能做什么？说到底，我根本无法和幸存者取得联系。

  　そんな少人数で何ができるというのか。そもそも生き残っている連中とも連絡が取れるわけでもない。

  　

  　这种状况只能等待救援——

  　こんなの助けを待つしか──

  　

  　

  　

  「……嗯嗯？」

  「……んん？」

  　

  　

  　

  　等待救援。

  　助けを、待つ。

  　

  　等待？要等谁来救援？只要有那道屏障，警察和救援队都无法进入，而且讯号也收不到，根本无法联络救援。

  　待つ？　誰の助けを待つっていうんだ？　あのバリアがある限り警察も救助隊なんかも入ってはこれないし、電波も圏外になっていてそもそも助けの連絡なんて送れない。

  　

  　就连精通死亡游戏的德姆队也束手无策的屏障，到底有谁能——

  　デスゲームに精通していたあのデム隊とやらでさえ手も足も出ないバリアをなんとかできる人間なんて……。

  　

  「啊！」

  「あっ」

  　

  　不，有。只有一个人。如果朋友——不，挚友说的没错，只有一个人可能打破这个状况。

  　いや、いる。一人だけいる。友人──いや親友から聞いた話が確かなら、この状況を打破できる可能性をもった人間が一人だけ。

  　

  　

  「……美咲。」

  「……美咲」

  　

  　

  　我恍然大悟。刚才的烦恼全都烟消云散，头脑冷静了下来。

  　ハッとした。先程までの悩み全てが霧散して、頭の中が冷静になった。

  　

  　今天，那家伙没有来学校。这是当然的，因为今天早上她联络我说，上午去医院后，中午左右会到学校。

  　今日、あいつは学校に来ていなかった。当然だ、あいつは午前中病院に行ってから昼ごろこっちに到着すると、今朝そう連絡してきたから。

  　这么一来，我便知道那家伙还没有被卷入这场骚动，而且她接下来正打算主动卷入。

  　そうなると、あいつはまだこの騒動に巻き込まれていないことが分かる。そしてこれから、自ら巻き込まれようとしていることも。

  　

  「现、现在不是躲起来的时候！」

  「か、隠れてる場合じゃねぇ！」

  　

  　我立刻站起身，冲出图书室。我拿起放在附近的灭火器，一边殴打袭击而来的猴子们，一边朝楼梯下跑去。

  　すぐさま立ちあがって図書室を飛び出た。近くにあった消火器を手に取り、襲い掛かってくるサルたちを殴り飛ばしながら外を目指して階段を駆け下りていく。

  　

  　这样下去美咲会来学校的。如果那家伙说的是真的，她肯定会用那娇小无力的身体独自突击。

  　このままじゃ美咲が学校に来てしまう。アイツの話が正しければ、非力で小さいリアの体で単身突撃してくるに違いない。

  　

  　

  　她是笨蛋吗？怎么可以允许这种事发生。

  　バカか、そんなことを許していいはずがない。

  　美咲因为我的缘故，被卷入不讲理的死亡游戏，尝尽了数不尽的痛苦和辛酸，才通关了那个游戏。在极度的压力和异常的状况下，拼命地努力着。

  　美咲は俺のせいで理不尽なデスゲームに巻き込まれて、数え切れないほどの苦痛と苦しみを味わいながらあのゲームをクリアしたんだ。極度のストレスと異常な状況下に晒されながら、必死で。

  　

  　被我卷入。

  　俺に巻き込まれて。

  　因为我的缘故。

  　俺の、せいで。

  　

  「别开玩笑了，我这个笨蛋……！」

  「ふざけんな俺のバカ野郎……！」

  　

  　衬衫被汗水浸湿，但我毫不在意地继续奔跑。如果美咲说的是真的，只要破坏核心，这个空间就会崩坏。而如果我的预想正确，这个空间的核心就是那只巨大章鱼额头上的宝石般部位。我看到那里有条光线延伸到屏障的天花板，恐怕就是那只章鱼在支撑这个空间。我想不到其他可能性，而且注意到这件事的我也只能去了。

  　汗でシャツが滲んでくるがそんなことも気にせず走っていく。美咲の話が正しければ、この空間は核を破壊すれば崩壊する。そして俺の予想が正しければこの空間の核はあの巨大タコの額で光っている宝石みたいな部位だ。あそこからバリアの天井に向かってうっすらと光の線の様なものが伸びていたのが見えた、恐らくあのタコが空間を支えているに違いない。他に心当たりもないしそれに気づいている俺自身が行くしかない。

  　

  　

  　……我怎么能再让美咲勉强自己呢？你知道那家伙在那个世界有多么拼命吗？好不容易变回普通人，我怎么能再把她卷进来。

  　……これ以上美咲に無理なんかさせられるか。あの世界でどれほどアイツが必死に頑張ってきたと思ってるんだ。せっかく普通に戻れたってのにまたアイツを巻き込むなんて許せねぇ。

  　

  　美咲笑着原谅了就算绝交也不奇怪的我。

  　絶交してもおかしくない俺を、笑って許してくれた美咲を。

  　我不想再让她受苦了。所以必须在她来之前结束这一切。

  　もうこれ以上苦しませたくない。だからあいつの助けが来る前に俺が終わらせなきゃ駄目なんだ。

  　

  「看到了……！」

  「見えた……っ！」

  　

  　我跑过楼梯口来到校舍外，坐镇在操场中央的巨大章鱼映入眼帘。跟大卡车差不多大的章鱼扭动着触手，跟不分男女的学生们玩耍。

  　昇降口を走り抜けて校舎の外に出ると、校庭の中央に鎮座している巨大なタコが視界に飛び込んできた。大きなトラックほどの大きさがあるタコは触手をウネウネとくねらせながら男女問わず生徒たちで遊んでいる。

  　

  　章鱼的额头在从地面无法触及的高度，要破坏那个除了投掷东西命中之外别无选择。而我手边只有手机和空了的灭火器。

  　タコの額は地上からでは手が届かない位置にあるため、アレを破壊するには物を投擲して当てる他に選択肢はない。俺の手元にはスマホと中身が無くなった消火器だけ。

  　

  　光凭这些完全不够拿来投掷。至少得从体育仓库拿棒球之类的东西——

  　これだけでは投げる物が全く足りない。せめて体育倉庫から野球のボールか何かを持ってきた方が──

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「呀啊啊啊——！放开我！我要把你做成章鱼烧！」

  「ぎゃああぁーっ！　離せコラ！　タコ焼きにするぞテメぇっ！」

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「……真的假的。」

  「……マジか」

  　

  　我正打算前往操场角落的仓库时，背后传来女孩子的叫声。

  　校庭の端にある倉庫へ向かおうとした瞬間、背後から女の子の叫び声が聞こえてきた。

  　

  　总觉得这声音很耳熟，我回头一看，发现被触手缠住腹部高高举起的「银发少女」。

  　なにやら聞き覚えのある声な気がしたので振り返ってみると、そこには腹部を触手でグルグル巻きにされて天高く持ち上げられている『銀髪の少女』の姿がそこにはあった。

  　

  「为什么你已经在这里了啊……！」

  「何でもういるんだよ……！」

  　

  　我忍不住抱头。

  　思わず頭を抱えたくなった。

  　

  「话说你为什么被抓住了啊！」

  「てか何で捕まってんだよ！」

  　

  　虽然因为时间差不多接近午休，确实有可能发生这种事，但没想到她已经被章鱼的触手抓住，差点被凌辱了吧……

  　確かにそろそろ昼休みに差し掛かる時間帯だったからこうなる可能性もあったけどさ、まさかもうタコの触手に捕まって凌辱されそうになってるとは思わないでしょ……。

  　

  「哇！哇！不要用触手摸胸部！」

  「わっ！　わっ！　触手でおっぱい触るなぁ！」

  　

  　美咲用比被抓住的学生们大上数倍的声音大喊。从她身上已经看不到过去身为神秘莉丝的冷酷面无表情系女主角的影子，反而可以感受到我熟知的挚友的氛围。

  　捕まっている生徒たちの数倍デカい声で叫ぶ美咲。そこにかつてのミステリアスなクール無表情系ヒロインの面影は無く、逆に自分のよく知る親友の雰囲気が感じ取れた。

  　

  「咿咿咿，跑进内裤里了啦啊啊啊！」

  「ひぃぃパンツの中入ってきたぁぁぁ」

  　

  　仔细一看，泪眼汪汪浑身颤抖的莉亚右手似乎掉了什么东西在地上。

  　涙目でガタガタ震えているリアをよく見ると、彼女が右手から何かを地面に落としたのが見えた。

  　

  「啊欸！？激光枪跑哪去了！？」

  「あぇっ！？　レーザー銃どこいった！？」

  　

  「……是激光枪啊。」

  「……レーザー銃なのね」

  　

  　她每次都大声说明状况，真是帮了大忙。

  　いちいち大声で状況説明してくれるので助かる。

  　也就是说，只要捡起那家伙刚刚掉的激光枪，射穿章鱼的额头就行了吧。

  　つまり今アイツが落としたレーザー銃を拾ってタコの額を撃ち抜けばいいってことだな。

  　

  「要上咯……！」

  「いくぞ……！」

  　

  　激光枪在章鱼脚边，我必须接近它，小心别被触手抓住，然后捡起激光枪。

  　レーザー銃はタコの足元にあるので、接近してヤツの触手に捕まらずに拾い上げなければならない。

  　可是拿着灭火器没办法灵活行动，只能丢掉……也就是说，我没办法立刻迎击。

  　しかし消火器を持ったままでは機敏に動けないからこれは捨てるしかない……つまり咄嗟の迎撃が出来なくなるという事だ。

  　

  　不过也只能上了。

  　でもやるしかない。

  　

  　我下定决心，丢掉灭火器后，朝章鱼脚边冲了过去。

  　腹を決め、消火器を投げ捨ててからタコの足元に向かって駆け出した。

  　

  　

  　——然而。

  　──しかし。

  　

  　

  「什么！？」

  「なっ！？」

  　

  　章鱼仿佛早就知道我会接近它，我冲出去的瞬间，它便朝我伸出触手。

  　まるで俺が接近してくるのをあらかじめ知っていたかのように、駆け出したその瞬間にタコが伸ばした触手をこっちに突き出してきた。

  　

  　事情发生得太过突然，我来不及反应，无法顺利回避，触手像长枪一样笔直地刺中我的胸口。

  　あまりにも急な出来事に対応が遅れ回避も儘ならず、槍のように真っ直ぐ突き立てられた触手が鳩尾に深く突き刺さった。

  　

  「唔……唔！」

  「っ……ッ、っ！」

  　

  　腹部传来一股仿佛被全力挥棒击中的冲击，我发出不成声的惨叫，肺部的空气随着瞬间的剧痛一口气流泻而出，我忍不住当场跪了下来。

  　まるでフルスイングしたバットで殴られたかのような衝撃が腹部を襲い、声にならない悲鳴が喉を上下する。瞬間的な激痛と共に肺の空気が一気に外へ流れ出てしまい、思わずその場に膝をついてしまった。

  　

  「唔咳！呕！」

  「ぅっゲほ！　え゛ほっ！」

  　

  　口水和呕吐物从口中流出，眼角不断涌出泪水。我双手按着腹部蹲在地上，紧接着又是一阵追击。

  　涎と吐瀉物が口から漏れ、眼尻から涙がボロボロと溢れ出てくる。両手で腹部を押さえて蹲ると、すぐさま追撃が飛んできた。

  　

  　这次它将触手像鞭子一样甩动，用力抽打我，让我整个人向后飞了出去。

  　今度は触手を鞭のように撓らせて勢いをつけ、俺を強打して大きく後ろへ吹き飛ばした。

  　我连采取受身姿势都做不到，就这样在地面上翻滚，最后变成按着腹部趴倒在地的姿势。

  　受け身を取ることもできずそのままゴロゴロと地面を転がり、腹部を押さえたままうつ伏せで寝転がる形になってしまった。

  　

  　——章鱼见状，嘴角上扬，将触手从学生们身上松开。

  　──するとタコは口角を上げ、拘束していた生徒たちを触手から解放した。

  　

  「……！？」

  「……っ！？」

  　

  　——除了莉亚之外。

  　ただ一人、リアを除いて。

  　

  　

  「呜欸欸！什么、什么！？」

  「うえぇっ！　なにっ、何！？」

  　

  　它将放开学生们后空出来的触手全部伸向莉亚，将她的双手双脚和上下半身全都缠了起来。

  　生徒たちを解放したことで空いた触手を全てリアに差し向け、両手両足上下半身すべてに触手を巻きつけた。

  　接着它让触手前端变成『奇怪的形状』，触手的各个部位都喷出粘稠的粉红色粘液，将粘液涂在莉亚身上。

  　そして触手の先端を『怪しい形』に変形させ、触手のあらゆる部分からねっとりとしたピンク色の粘液を噴き出してそれをリアに塗りたくっていく。

  　

  「唔咕、嗯、嗯嗯……！嗯噗、粘糊糊的……」

  「むぐっ、んっ、んん……！　んぷぇっ、ぬるぬるするぅ……」

  　

  　触手侵入莉亚的衣服和口中，渐渐地将她包裹起来。章鱼的触手前端变成我似曾相识的形状，一边舔舐着莉亚的肌肤，一边露出令人作呕的笑容看向我。

  　触手は服や口の中にも侵入していき、徐々にリアを包んでいく。なんだか既視感があるような形になった触手の先端でリアの肌を舐めまわしながら、タコは気味の悪い笑みを浮かべながら俺を見てきた。

  　

  　

  　我知道，这只章鱼是在故意让我看。它想借由在我这个无力之人面前凌辱莉亚，将对方推入绝望的深渊，沉浸在优越感之中。

  　分かっている。このタコは俺に見せつけているんだ。無力な俺の前でリアを凌辱することで、相手を絶望に叩き落しながら優越感に浸ろうとしていやがる。

  　

  　我察觉到它的意图，不能坐视不管，于是试图站起来。意外的是，身体听从了我的指令站了起来，但支撑身体的双脚却一直在颤抖。

  　それを察して止めないわけにもいかず、立ち上がろうとした。意外にも体は言うことを聞いて立ち上がってくれたが、体を支えている両足はずっと震えっぱなしだ。

  　

  　我勉强可以行动，但没有解决的手段。

  　かろうじて動ける、だが解決する手段が無い。

  　回过神来，激光枪已经被章鱼巨大的身体压在下面，现在不可能把它拿回来了。

  　気がつけばレーザー銃はタコの巨体の下敷きになっていて、アレを今から取り返すのは不可能だ。

  　

  「……你、这、混蛋……！」

  「……こ、のっ、野郎……！」

  　

  　我咬牙切齿地瞪着这只态度无比轻浮的章鱼。

  　どこまでもふざけた態度を取るタコを睨みつけながら歯軋りをした。

  　我现在最恨的，是面对这种混账章鱼却无能为力的自己。

  　今俺が一番恨んでいるのは、あんなクソタコ野郎にすら手も足も出ない無力な自分自身だ。

  　

  「呀啊啊！？你摸哪里啊，这只章鱼！」

  「ひゃあぁっ！？　どこ触ってんだこのタコ！」

  　

  　莉亚满脑子都在抵抗，却丝毫没有注意到我什么都做不到，这让我很生气。

  　抵抗することで頭がいっぱいのリアに、未だ気づいてすらもらえない程何もできない自分が腹立たしい。

  　

  「哇哇，住手……啊、呀唔唔、那里、不行……」

  「わわっ、やめ……あ、ひゃうぅっ、そこ、ダメ……っ」

  　

  　我好想杀了那只企图让泪眼汪汪的莉亚屈服的章鱼混蛋。好想改变一直以来都无能为力的自己——不，不对。

  　涙目で抵抗するリアを陥落させようと目論むあのタコ野郎をぶっ殺したい。ずっと無力だった自分を変えたい──いや違う。

  　

  　

  　我……

  　俺は。

  　

  　我想救她。

  　助けたい。

  　

  　一直以来都只能旁观，无法对她伸出援手。

  　ずっと傍観するしかなかった、手を差し伸べることができなかった。

  　

  　

  　我想救——我的挚友。

  　あの親友を──助けたい。

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「我知道了。」

  「わかった」

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「……咦？」

  「……えっ？」

  　

  　不知从何处传来一道沉稳的声音，传入我的耳中。

  　何処からともなく、落ち着いた声音が耳に飛び込んできて。

  　

  　我反射性地转过头，想找出声音的主人，结果看到一位熟悉的少女站在那里。

  　その声の主を探そうとして反射的に後ろを振り返ると、そこには見覚えのある少女が立っていた。

  　

  　她有着一头飘逸的水蓝色头发，以及宛如冰块般冷冽的眼神，身材娇小。

  　水色の髪を靡かせ、まるで氷の様に冷たい眼差しをした小柄な少女が。

  　

  「……吴原永治。」

  「……呉原永治」

  　

  「……菲莉斯……？」

  「……フィリ、ス……？」

  　

  　菲莉斯。

  　フィリス。

  　菲莉斯・雷诺拉。

  　フィリス・レイノーラ。

  　

  　在虚拟世界和我并肩作战的伙伴，照理说不存在于这个世界的人，就站在那里。

  　仮想世界で共に戦った仲間であり、この世界には存在しない筈の人間がそこにいた。

  　

  　正当我因为她突然出现而愣住时，菲莉斯用冰冷的眼神注视着我，向我伸出右手。

  　そんな彼女の登場で呆気にとられていると、冷たい瞳で俺を見つめたままフィリスは此方に右手を差し出してきた。

  　

  「莉亚为你开辟了道路，而你的心将我引导至此。」

  「リアが道を作ってくれて、貴方の心が私をこの場に導いた」

  　

  「……什、什么意思？」

  「……ど、どういうこと？」

  　

  「详情我也不清楚……不过……」

  「詳しくは分からない。……でも」

  　

  　菲莉斯用坚定的眼神继续说道：

  　力強い眼差しで、フィリスは言葉を続ける。

  　

  　

  「你想救美咲的心情——我感受到了。」

  「美咲を助けたいって気持ちは──私に届いたよ」

  　

  　

  「……」

  「……っ」

  　

  　菲莉斯温柔地微笑着说道。看着这样的她，我察觉到了现在自己该做的事。

  　そう言いながら優しく微笑むフィリスを前にして、俺は今するべきことを察した。

  　我无法详细说明，也不知道会发生什么事。但是，我明白自己该做什么。

  　詳しく説明ができるわけでもないし、何が起こるかもわからない。ただ、何をするべきなのかは理解できる。

  　

  　握住菲莉斯伸向我的手。

  　差し出されているフィリスのこの手を握ること。

  　这一定就是我现在能做的最佳选择。

  　きっとそれが今の俺にできる最良の選択だ。

  　

  　

  「拜托你了……！」

  「頼む……っ！」

  　

  　

  　我也伸出右手，握住菲莉斯伸出的右手。

  　俺自身も右手を伸ばし、差し出されているフィリスの右手を握手するような形で握りこんだ。

  　

  　

  　——下一瞬间，眼前的菲莉斯消失了。

  　──瞬間、目の前にいたフィリスが姿を消した。

  　

  　接着，我的身体卷起一阵冰冷刺骨的风，这阵强风把缠在莉亚身上的粘液全部吹走了。

  　すると俺の体から凍てつくような冷たい風が巻き起こり、その突風がリアに纏わりついている粘液を全て吹き飛ばした。

  　

  「哇！……怎、怎么了？」

  「わっ！　……な、なに？」

  　

  　莉亚被吓了一跳，惊慌失措，巨大章鱼也同样显得有些狼狈。

  　それに驚いたリアが慌てふためいているが、同様に巨大タコも少なからず狼狽している。

  　毕竟刚才还什么都做不到的普通人，突然卷起足以吹走粘液的寒风，会有这种反应也是理所当然的。

  　先程まで何もできなかった一般人が粘液を吹き飛ばすほどの寒風を突然巻き起こしたとあれば当然の反応だ。

  　

  　

  　

  　

  　——我感觉得到，菲莉斯的存在就在我的心中。

  　──感じる。心の中にフィリスの存在を。

  　

  　在冻结周遭的寒风支配一切的同时，她的记忆和情感也流入了我的体内。

  　周囲を凍てつく風が支配していくと同時に、彼女の記憶や感情までもが流れ込んでくる。

  　

  　然后我理解了菲莉斯的情感，以及她被我引导至此的理由。

  　そして理解することができた、フィリスの感情を。彼女が俺に導かれたその理由を。

  　

  　

  （我也和你一样。那时候没能救到莉亚……没能救到艾莉儿，我一直很后悔。）

  （私も永治と同じ。あの時リアを……アイリールを助けることができなくてずっと後悔してた）

  　

  　

  　小时候在邪恶组织被当成白老鼠的她，对莉亚见死不救，一个人逃走了。她一直感叹自己的无力，对过去后悔不已。

  　悪の組織でモルモットにされていた幼少期、彼女はリアを見捨ててただ一人逃げ出した。無力な自分を嘆き、その過去を延々と後悔し続けてきた。

  　

  　把美咲卷入死亡游戏，即使她生还了，自己也没能帮上她的忙……我和感叹这样的自己是一样的。

  　デスゲームに巻き込んで、生還してもなお美咲の助けになることができない……そんな自分を嘆いている俺と一緒だ。

  　

  　我讨厌自己。

  　嫌いなんだ、自分が。

  　

  　我最讨厌的，就是只会依赖他们的温柔，却帮不上任何忙的自己。

  　彼らの優しさに甘えるばかりで何の助けにもなれない自分が、この世で一番大嫌いなんだ。

  　

  　

  （……但是，现在的话，就能帮上忙了。）

  （……でも、今なら助けられる、か）

  　

  （没错。我和你的话，一定可以。）

  （そう。私と永治ならできる）

  　

  　我们两人的话，一定可以。

  　二人なら、できる。　

  　

  　我们拥有相同的心情，理解彼此的弱点，现在在这里心灵相通的『另一个自己』，一定可以。

  　同じ気持ちを共有する、互いの弱さを理解し合える、いまこの場で心が重なった『もうひとりの自分』がいれば、きっと。

  　

  （这次一定要救她。）

  （助けよう、今度こそ）

  　

  （嗯，一定。）

  （ああ、必ず）

  　

  　

  　

  　这次——我们两人一起。

  　今度こそ──二人で。

  　

  　

  　

  　

  「……觉悟吧，章鱼混蛋。」

  「……覚悟しろタコ野郎」

  　

  　在心中和菲莉斯完全重合的瞬间，我身体周围缠绕起蓝白色的气场。

  　心の中で完全にフィリスと重なり合った瞬間、体の周囲に青白いオーラを纏った。

  　我身上缠绕着宛如暴风雪般刺骨的寒气，往前踏出一步。

  　まるで吹雪の様に肌を刺す冷気を纏い、俺は一歩その場を踏み出す。

  　

  「给我站在那里别动……！」

  「そこから動くなよ……！」

  　

  　我双手用力往地面一拍，瞬间在原地生成一条巨大的冰道，朝章鱼延伸而去。

  　両手を勢いよく地面に叩きつけると、その場から瞬間的に巨大な氷の道が生成されタコに向かって伸びていく。

  　

  　然后在冰道到达章鱼脚边的瞬间，我瞬间冻结了所有的触手。接着又用冰覆盖住章鱼的身体，完全夺走章鱼的自由，将它拘束起来。

  　そして氷の道がタコの足元に到達した瞬間、一瞬で全ての触手を氷結させた。更にタコの胴体までもを氷で覆っていき、タコの自由を完全に奪って拘束する。

  　

  　我趁机在地面生成一条通往空中的冰道，前往被章鱼举在空中的莉亚身边。

  　その隙に別の氷の道を空に向かって生成し、上空に掲げられているリアの元まで赴いた。

  　

  　我踢开缠住莉亚的触手，破坏掉那些已经结冻无法动弹的触手，然后用公主抱的姿势将她抱了起来。

  　リアに巻きついている凍って動かなくなった触手を蹴って破壊し、彼女をお姫様抱っこの形で抱き上げた。

  　

  　

  「……咦、咦？吴、吴羽？」

  「……えっ、え？　く、呉原？」

  　

  「呼！」

  「ほっ」

  　

  　

  　我直接沿着冰道往下滑，降落在地面上。与此同时，我用脚后跟敲了敲从章鱼身上延伸出来的冰道。

  　そのまま氷の道を下って地面に着地。それと同時にタコから伸びている氷の道をコツンと踵で叩いた。

  　

  　于是章鱼周围卷起一阵寒冷的空气，还不到两秒，巨大的触手怪物就被冻结了。这样色情怪物的冰雕就完成了。

  　するとタコの周辺に寒々とした空気が巻き起こり、二秒も経たず即座に巨大触手モンスターを氷結させた。これでエロモンスターの氷像の完成である。

  　

  　

  　——转眼间就获胜了。虽然不知道是什么原理，总之我用身体使用了菲莉斯的能力，成功救出了美咲。只要有这个事实就足够了。

  　──あっという間に勝利した。どんな原理なのかは分からないが、とにかく俺の体でフィリスの能力を使うことができて美咲を助けられた。その事実があれば十分だ。

  　

  　

  　我将视线转向被公主抱的莉亚，微微一笑。

  　お姫様抱っこされたままのリアに視線を移し、ふっと微笑んだ。

  　

  「太好了。」

  「よかった」

  　

  「咦？」

  「えっ」

  　

  　成功救出莉亚让我松了一口气，身体也逐渐放松下来。刚才那句『太好了』，既是我说的，也是菲莉斯说的。

  　助けることができて安堵し、体の力が抜けていく。今の『よかった』という言葉は俺のものであり、またフィリスのものでもある。

  　

  「终于……成功救到你了。」

  「やっと……お前のことを助けることができた」

  　

  　这是我发自内心的真心话。这样一来，我和菲莉斯或许就能稍微原谅过去的自己了。

  　心からの本心だ。これで俺もフィリスも、かつての後悔をほんの少しは許せるかもしれない。

  　当然，我不认为这样就能赎清罪孽……即便如此，我还是想相信，我们两人一起赢得的这场胜利，绝不是毫无意义的。

  　もちろんこれだけで贖罪が終わるとは思っていない。……それでも、俺たち二人で勝ち取ったこの勝利は無駄ではないと、そう信じたい。

  　

  　

  　虽然我内心雀跃得想要手舞足蹈，但只有现在，我觉得自己可以稍微耍帅一下。

  　それはそれとして気持ち的には小躍りして喜びたいくらいの気持ちだが、今だけはもう少しだけカッコつけてもいいと思う。

  　

  「你没受伤吧？」

  「怪我はないか？」

  　

  「……啊、嗯、嗯。谢、谢……」

  「……ぁ、う、うん。あり、がと……」

  　

  　莉亚的视线左右飘忽不定，不敢和我对上眼。

  　俺とは目を合わせずリアが視線を右往左往させている。

  　仔细一看，她的脸颊也微微泛红。我应该有调整过冰之力的强度，避免对美咲造成影响才对啊……

  　よく見れば頬も少し赤く染まっている。美咲には影響が出ないように氷の能力は調整していた筈なんだけどな……。

  　

  　算了，虽然这种难以言喻的气氛也让人难以割舍，但我还是想和这家伙保持更简单明了的距离感。

  　まぁこの何とも言えない雰囲気も捨てがたいが、やっぱりコイツとはもっと分かりやすい距離感でいたい。

  　于是我决定调侃她。

  　ということでからかいます。

  　

  「怎么啦美咲，你在害羞吗？你也太好骗了吧。」

  「なんだよ美咲、照れてんのか？　チョロすぎだろお前」

  　

  「什、什么！？我我我、我才没有在害羞！？你少得意忘形了，笨蛋！」

  「はっ、はぁ！？　てってて、照れてねーし！？　調子乗んなバーカ！」

  　

  　

  　

  　

 
  俺たちぷぃきゅあ！！

  我们普奇亚! !

  　

  　

  　在吴原突然变得能使用冰的能力并救了我的事件隔天。

  　突然呉原が氷の能力を使えるようになって俺を助けたあの事件の翌日。

  　

  　考虑到被怪人们破坏的校舍和被破坏的校园，以及被袭击的学生们，地东高中决定停课一周。

  　怪人たちによって破壊された校舎や荒らされた敷地内関係の諸々、それから襲われた生徒たちの事を考えて地東高校は一週間の休みを行うことになった。

  　

  　打倒巨大章鱼的吴原在学生之间一跃成名，但因为没有人录下视频，所以没有在网络上扩散，游戏场域事件似乎圆满收场。

  　巨大なタコをぶちのめした呉原は生徒間で一躍有名人となったが、誰も動画など取っていなかったのでネットに拡散されることもなく、ゲームフィールド事件に関しては割と丸く収まったらしい。

  　

  　事件解决了，我也透过吴原再次见到菲莉斯，可喜可贺——本该是这样才对。

  　事件は解決できたし、呉原を介して俺も再びフィリスと再会できてめでたしめでたし──のはずだったのだが。

  　

  「……真的假的。」

  「……マジかよ」

  　

  　我利用休假去的购物中心，在我进去之前就被『蓝白色屏障』包围了。

  　休みを利用して出掛けた先のショッピングモールが、俺が入る前にあの『青白いバリア』に包まれてしまったのだった。

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　…………

  　…………

  　

  　………………

  　………………

  　

  　

  「因此我们请到嘉宾吴原永治先生来到现场。吴原先生，请说。」

  「というわけでゲストの呉原永治さんにお越しいただきました。呉原さんどうぞ」

  　

  「咦？这是在干嘛？」

  「え、なんのノリ？」

  　

  　老实说，我已经预料到这次真冈也会拜托我「进入场域！」，所以在接到他的联络前就先找好帮手了。

  　正直今回も真岡から「フィールドの中に入って！」と頼まれるのは既に予測済みなので、彼からの連絡が来る前にあらかじめ助っ人を呼んでおいた。

  　

  　吴原在高中事件中，和身为假想世界居民且拥有特殊能力的女主角菲莉斯・雷诺拉融合了。虽然不知道没有Access手表是怎么融合的，但事实上已经融合了，所以没有任何问题。

  　呉原は高校での事件で、仮想世界の住人であり特殊な能力も有したヒロインであるフィリス・レイノーラと融合をした。アクセスウォッチも無しに何で融合できたのかは知る由もないが、事実融合できているので何も問題はない。

  　

  「……美咲，你该不会又打算进去里面吧？」

  「……美咲お前、まさかとは思うがまたこれの中に入るつもりなのか？」

  　

  「你知道的话就好说了。」

  「分かってるなら話は早いぜ」

  　

  「不，太危险了吧！你看那个！」

  「いや危険すぎるだろ！　見ろよあれ！」

  　

  　吴原焦急地指着购物中心，里面大量徘徊着全身漆黑的人型怪物。里面的人们一边发出惨叫一边逃跑，也有人努力应战，但老实说，他们正被数量的暴力压制，维持现状也只是时间问题。

  　焦った様子で呉原が指差したショッピングモール内では、全身が真っ黒な人型の怪物がウジャウジャと大量に徘徊している。中にいる人たちは悲鳴を挙げながら逃げたり頑張って応戦などもしているが、正直数の暴力で圧されているので現状維持も時間の問題だ。

  　

  「那就更不能放着不管了吧。」

  「尚更ほっとく訳にはいかないでしょ」

  　

  「不、不是，所以说……」

  「い、いや、だからさ……」

  　

  　吴原不知为何搔着头，支支吾吾的。也是，看到那么多怪物，会退缩也是正常的。

  　何故か頭をかいて口ごもる呉原。まぁあの数を目の当りにしたら引くのも無理はない。

  　但是，现在能从外部侵入场域的只有和假想世界的人类融合的我们，所以比起被各种人施压勉强帮忙，不如自己主动过去心情还比较轻松。

  　だが現状外部からフィールド内に侵入できるのは仮想世界の人間と融合している俺たちだけなので、どのみち色々な人間に圧を掛けられて渋々協力するよりかは自分から赴いた方が気持ち的にも楽だ。

  　

  「……美咲，你太勉强自己了。」

  「……美咲さ、無理しすぎなんだよ」

  　

  「咦？」

  「えっ」

  　

  　吴原小声嘀咕，表情有些阴沉。

  　小さく呟いた呉原の表情は少し暗い。

  　

  「一般来说，全部交给真冈他们的组织处理才对吧。你啊……那个死亡游戏结束之后还不到两周耶？真的会因为压力秃头哦。」

  「本当なら真岡たちの組織に全部任せるのが普通だろ。お前……あのデスゲームが終わってからまだ二週間も経ってないんだぞ？　まじストレスでハゲるぞ」

  　

  「……嗯——」

  「……うーん」

  　

  　吴原说的话也有道理。老实说，这种异常事态交给大人们处理，以常识来思考才是最好的判断。

  　呉原の言うことにも一理ある。ぶっちゃけこんな異常事態は大人たちに任せるのが常識的に考えて一番いい判断だ。

  　

  　但是，我有不这么做的理由。

  　でも、そうしない理由が俺にはある。

  　

  「我为了从那个游戏里生还，借助了许多人的力量……当然，吴原的力量也是。」

  「俺、あのゲームから生き残って帰る為にいろんな人の力を借りたんだ……もちろん、呉原の力も」

  　

  「哦、哦。」

  「お、おう」

  　

  「其中特别受到真冈先生他们的照顾……所以这不是伪善的英雄游戏，而是我以自己的方式报恩。」

  「その中でも特に真岡さんたちにはめちゃくちゃ世話になった。……だからこれは偽善のヒーローごっことかのつもりじゃなくて、俺なりの恩返しなんだ」

  　

  　对真冈先生他们。

  　真岡さんたちへの、な。

  　我补上这句话后，吴原无奈地笑了。

  　そう付け加えて言い終えると、呉原は仕方なさそうに笑った。

  　

  「……唉，该说你是守规矩还是不要命呢？」

  「……はぁ、律儀というか命知らずというか」

  　

  「吴原不来吗？」

  「呉原は来てくれないの？」

  　

  「当、当然要去啊！怎么能放你一个人呢！」

  「い、行くに決まってんだろ！　お前を一人にできるか！」

  　

  　哼哼，诱导成功。这样战力就大幅提升了。

  　ふふん、誘導成功だな。これで大幅な戦力アップだ。

  　

  「……我绝对不会再让你一个人了。」

  「……もう、絶対一人にはしない」

  　

  「这句话有点恶耶。」

  「なんかセリフがキモいぞ」

  　

  「呜呜，吵死了！」

  「うう、うるせーな！」

  　

  　回到现实后……应该说从昨天救了我之后，吴原就变得会说些奇怪的台词，让我有点在意，不过我知道那是他担心我才会说的。

  　現実に帰ってきてから……というか昨日俺を助けてくれた時から呉原が妙に臭いセリフを言うようになったのが若干気になっているけど、それが俺のことを心配しているから出てきてしまう言葉だってことは分かる。

  　

  　虽然吴原叫我不要勉强，但我当然没有勉强自己的打算。我已经决定，如果觉得难受就逃回家和朝阳一起玩游戏。

  　呉原は俺に無理をするなと言ってくれたが、もちろん無理をするつもりはない。辛くなったら家に逃げて朝陽と一緒にゲームするって決めている。

  　

  　我之所以能继续努力……都是因为有吴原在。如果现在还是只能靠自己战斗的状况，我看到这栋被隔离的生化危机购物中心，一定会害怕地逃走。

  　俺がまた頑張ろうと思えているのは……ひとえに呉原の存在があったからだ。もしまだ俺一人でしか戦えない状況だったのなら、この隔離されてバイオハザードしてるショッピングモールを見ても怖気づいて逃げ出したに違いない。

  　

  　不过，好朋友和我站在同一阵线，没有比这更令人安心的事了。虽然把他卷进来让我有点过意不去，但一个人太可怕了，就让我尽情依赖他吧。事到如今，我们已经是命运共同体了。

  　でも親友が俺と同じ立場になってくれたなら、それ以上に心強いことはないだろう。なんか巻き込んでるようで悪い気もするけど一人は怖いので存分に頼らせてもらう。ここまでくれば一蓮托生だ。

  　

  「吴原，死的时候要一起死哦。」

  「呉原、死ぬ時は一緒だからな」

  　

  「我还不想死……」

  「まだ死にたくねぇ……」

  　

  　我们就这样慢慢决定要一起战斗。这时，后面传来声音。

  　そんな感じで一緒に闘う決意をゆる～く決めた辺りで、後ろから声が聞こえてきた。

  　

  「喂～～高中生BOYS～～！」

  「おーい高校生ボーイズー！」

  　

  「啊，是真冈先生。」

  「あ、真岡さんだ」

  　

  　一名肌肉发达的高大男子用力挥手，朝我们跑来。从附近路边杂乱停放的车辆来看，可以知道他应该是相当匆忙地赶来这里。

  　大きく手を振りながら、筋肉質のデカい男性がこっちに向かって走ってきている。近くの道路の端に車が乱雑に停車してある様子から、どうやら相当急いでここに来たことが分かった。

  　

  「久等了！……哎呀，你们该不会已经准备好了？」

  「おまたせ！　……あら、もしかして準備万端？」

  　

  「刚才被美咲威胁，所以已经准备万全了。」

  「さっき美咲に脅されたんでもうバッチリ」

  　

  「别说得那么难听！」

  「人聞きの悪いこと言うな！」

  　

  　我又没有强迫他和我一起死！

  　別に俺と一緒に死ねって強要した訳じゃないからね！

  　

  「又让你这么拼命，真不好意思……明天我请你吃烧肉当作赔罪。」

  「また体を張らせて悪いわね……お詫びに明日焼肉でも奢るわ」

  　

  「美咲，你不觉得烧肉很便宜吗？」

  「美咲、焼き肉は安いと思わん？」

  　

  「我比较想吃寿司，不是回转的那种。」

  「俺は寿司がいいな。回らないやつ」

  　

  「啊～～随便你们想吃什么啦！别小看大人的钱包！」

  「あーもう何だって食わせてやるわよ！　大人の財布舐めんな！」

  　

  　好耶，取得承诺了，明天有大餐吃。也带朝阳去吧。

  　よっしゃ言質取ったし明日はご馳走だな。朝陽も連れて行こ。

  　我们像这样提升战斗意愿时，真冈把银色的铝制行李箱交给吴原。

  　そんな感じで戦うモチベーションを上げていると、真岡が銀色のアルミトランクケースを呉原に手渡した。

  　

  「……这是？」

  「……これは？」

  　

  「打开看看。」

  「開けてみて」

  　

  　吴原听从真冈的话，露出有些怀疑的表情打开行李箱。

  　真岡の言葉に従って若干疑うような表情をしつつ、呉原がトランクケースを開ける。

  　然后他露出有点惊讶的表情，拿起放在里面的东西。

  　すると少し驚いたような顔に変わり、中に入っていたものを手に取った。

  　

  　他手上拿的是——我看过的手表。

  　彼が手に持ったのは──見たことのある腕時計だ。

  　

  「这是给吴原用的Access手表哦。朝阳好像在用备用的，所以我又做了一个。」

  「呉原ちゃん用のアクセスウォッチよ。予備は朝陽ちゃんが使ってるみたいだからもう一個作ってもらったわ」

  　

  「哦哦，吴原终于也……！」

  「おぉ、呉原もついに！」

  　

  「这个要用来干嘛？」

  「何に使うんだこれ」

  　

  　吴原困惑地把手表戴在右手上，我轻轻把手放在他肩上，极为温柔地告诉他：

  　困惑しつつ腕時計を右腕に巻く呉原の肩に俺はそっと手を置いて、極めて優しく告げた。

  　

  　

  「……你也变成女孩子吧。」

  「……お前も女の子になれ」

  　

  「没有其他说法吗！？」

  「他に言い方ないのかよ！？」

  　

  　因为结论就是这样啊。寿司。我变成莉亚拼命战斗，只有吴原还是男人的样子耍帅战斗，太狡猾了，所以你也快点变成女孩子吧！

  　だって結論そういうことですし。お寿司。俺はリアになって必死こいて戦ってるのに、呉原だけ男の姿のままカッコつけて戦うとかズルいからお前も早く女の子になるんだよ！

  　

  「呃，是要我变身成菲莉斯的样子吗？」

  「えぇと、フィリスの姿に変身するってことか？」

  　

  「对啊。那样比那个不完全的融合型态稳定，可以战斗得更久，而且没有时间限制。那个型态就当作紧急情况时的最后手段吧。」

  「そうよ。その方があの不完全な融合形態より安定して戦えるし、そもそも時間制限も無いわ。あの形態はもしもの時の緊急用ってことにしておきなさい」

  　

  　对啊对啊，我可不想再被吴原公主抱了。别在我面前耍帅啦，你这个色情游戏博士。

  　そうだそうだ、また呉原にお姫様抱っこされるのとか嫌だからな。あんまり俺の前でカッコつけんじゃねーぞエロゲ博士め。

  　

  「……这样啊。我要变成菲莉斯……」

  「……そうか。俺がフィリスに……」

  　

  　吴原看着右手的手表，露出奇妙的表情喃喃自语。

  　右手の腕時計を見ながらなにやら神妙な面持ちで呉原が呟いた。

  　我完全不知道吴原和菲莉斯相遇的经过，所以无法想象他们现在是什么关系。

  　呉原とフィリスの出会いを全く知らないので、二人がどんな関係になっているのかは想像もつかない。

  　

  　不过，我可以从表情察觉到好友的心情。

  　ただ、表情から親友の気持ちを察することならできる。

  　

  「……吴原，你有点兴奋对吧？」

  「……呉原さ、ちょっとワクワクしてるでしょ」

  　

  「……被发现了？」

  「……バレた？」

  　

  「你这个老实鬼～！」

  「この正直者め～！」

  　

  　我用手肘轻轻顶了一下嘴角微微上扬的吴原。这家伙果然从以前到现在都没变，依然是个变态，我放心了。

  　若干ニヤついた呉原を肘で小突いた。やっぱり今も昔も変わらず変態で安心したぜ。

  　

  　吴原熟知「情境」，甚至得到了色情游戏博士的称号，他不可能不为自己变身成女孩子而感到开心。他反而是会积极想尝试的人。

  　エロゲ博士なんて称号を貰う程度には「シチュエーション」を知り尽くし吟味している呉原が、自分が女の子に変身する展開で喜ばないはずがない。むしろ積極的にやりたがるタイプの人間だし。

  　

  「你们还真轻松……」

  「軽いわねアンタたち……」

  　

  　真冈在一旁说着「这也是年轻人的特权吗？」，我和吴原则是举起Acces手表，重新面向屏障。

  　これも若さなのかしら、なんて言う真岡を横目に、俺と呉原はアクセスウォッチを構えてバリアの方へ向き直った。

  　

  「要上咯。」

  「いくぞ」

  　

  「好。」

  「おう」

  　

  　我们互看一眼，调整呼吸，瞬间陷入寂静。

  　そしてお互いに一瞬だけ目を合わせ、息を整えて一瞬の静寂。

  　

  　——然后大喊。

  　──叫ぶ。

  　

  　

  『变身！』

  『変身ッ！』

  　

  　

  　手表认证了这个暗号后发出光芒，耀眼的光芒包围我们两人。

  　その合図を認証した腕時計が光り輝き、俺たち二人を眩い光が包み込む。

  　我感觉到全身血液的流动，全身被不可思议的温暖包围，过了几秒。

  　体中の血液の流れを感じ、全身が不思議な温かさに包まれていく感覚に覆われながら数秒。

  　

  　我们变身了。

  　俺たちは、変身した。

  　

  「好。」

  「よっし」

  　

  「……哦哦，真的变成菲莉斯了。」

  「……おぉ、マジでフィリスになった」

  　

  　吴原看着自己变细的手脚和穿着露惠学园女生制服的服装，发出近似感叹的声音。

  　自分の細くなった手足や露恵学園の女子用制服になった服装を見ながら、感嘆に近い声を挙げる呉原。

  　他摸着菲莉斯的蓝发、柔软的脸颊和丰满的胸部，确认自己的身体——

  　フィリスをエロゲヒロインたらしめる青い髪や柔らかい頬、それから大きな胸を触ったりしながら自分の体を確認──

  　

  「喂，吴原，你最后那个是性骚扰哦！」

  「おい呉原最後のはセクハラだぞ！」

  　

  「不、不是，这是我的身体耶？我只是变成菲莉斯的模样而已……！」

  「い、いや俺の体だし？　俺がフィリスの姿になっただけだし……！」

  　

  （永治，我看错你了。）

  （永治、見損なった）

  　

  「等等！抱、抱歉！是我错了！」

  「ちょ！　ご、ごめん！　悪かったって！」

  　

  　他好像在对某个不是我的人辩解，恐怕是在和里面的菲莉斯对话吧。竟然没有好好地只在心中对话……呵，他还差得远呢。

  　なにやら俺ではない誰かに言い訳をしだしたが、恐らく中にいるフィリスと会話してるのだろう。ちゃんと心の中だけで会話しないとは……フッ、まだまだだな。

  　

  （晚上偶尔也会发出声音哦。）

  （夜もたまに声に出てるよ）

  　

  「骗人的吧！？」

  「嘘だろ！？」

  　

  「美咲，你怎么突然这样！？」

  「急にどうした美咲！？」

  　

  「如果你们可以再稍微有点紧张感的话，我会很感激的！」

  「アンタらできればもう少し緊張感持ってくれるとありがたいんだけど！」

  　

  　

  　我们经过一番折腾后，终于绷紧神经，准备进入游戏区域。

  　なんやかんやって一度気を引き締めた俺たちはついにゲームフィールドの中へ入ることになった。

  　

  「我拿激光枪和最强平底锅。」

  「俺はレーザー銃と最強フライパン」

  　

  「我有菲莉斯的冰能力。」

  「こっちはフィリスの氷能力」

  　

  「准备万全！现在的我们是光之美少女！上吧！」

  「準備バッチリ！　今の俺たちはプリキュアだ！　いくぞ！」

  　

  「虽然内在都是男人。」

  「中身は両方とも野郎だけどな」

  　

  　说到战斗的女生团体，我只想得到光之美少女。要改名叫TS美少女吗？

  　戦う女の子グループと言ったらソレくらいしか思いつかなかったんじゃよ。TSキュアに名前変える？

  　算了，总之出发吧。

  　まぁいいや、とにかく行こう。

  　

  　

  「——啊，你们两个等一下。」

  「──あっ、二人ともちょっと待って」

  　

  　

  「嗯？」

  「んっ？」

  　

  　正当我们准备出阵进入屏障时，真冈从后面叫住我们。

  　いざバリアの中へ出陣、といったところで後ろから真岡に呼び止められた。

  　

  　我们两人回头看向真冈——他脸色苍白。

  　何事かと思って二人して振り返って真岡の方を見ると──彼は青ざめていた。

  　

  「……我刚才用只有DEM队队员才能使用的特殊联络用智能手机确认过了……」

  「……さっき、デム隊の隊員同士のみで使える特殊な連絡用スマホで確認取ったんだけど……」

  　

  「发生什么事了？」

  「何かあったの？」

  　

  　我疑惑地问，真冈用颤抖的手指向前方。

  　不思議そうに聞いてみると、真岡はプルプルと震える指先で前を指差した。

  　他指的方向……是正陷入一片哀号的购物中心。

  　その先にあるのは……絶賛阿鼻叫喚中のショッピングモールだ。

  　

  　

  「刚烈今天休假……可、可是他现在却在那个游戏区域里……！」

  「剛烈は今日オフなんだけど……い、今あのゲームフィールドの中にいるって……！」

  　

  　

  　我和吴原发出「咦」的愚蠢声音。我们的视线前方，是从未见过的狼狈的真冈。

  　えっ、と間抜けな声を挙げる俺と呉原。その視線の先にいるのは、今まで見たことが無いほどに狼狽している真岡だ。

  　

  「不、不会吧……休假时大家都没有武装，而且这次区域内的威胁度相当高——」

  「う、嘘でしょ……オフの日はみんな非武装だし今回のフィールド内の脅威度はかなり高いし──」

  　

  　真冈抱着头开始喃喃自语。我无视他，用力拍了拍仍哑口无言的吴原的肩膀。

  　頭を抱えながらブツブツと呟き始める真岡を横目に、俺は未だに唖然としている呉原の肩を思い切り叩いた。

  　

  「好痛！？你、你干嘛突然这样！」

  「いでっ！？　な、何だよ急に！」

  　

  「别发呆了，快走吧！那个人也是重要的死亡游戏攻略者成员！」

  「ボーっとしてないで早く行くぞ！　あの人も大切なデスゲーマーズのメンバーだ！」

  　

  　说完，我朝屏障的方向跑去，吴原也晚了一拍跟上。

  　そう言ってバリアの方へ駆けだすと、一瞬遅れてから呉原も付いてきた。

  　

  　

  　——老实说，我在这个世界几乎没见过刚烈。死亡游戏结束，从虚拟世界醒来时，他有稍微跟我打声招呼，但我马上就被送到医院，没能和他对话。

  　──正直に言えば、まだこの世界では剛烈とは殆ど面識がない。デスゲームが終わって仮想世界から目覚めた時に、少しだけ声を掛けて貰ったが俺は直ぐに病院へと運ばれたため会話は出来なかった。

  　

  　从说话方式可以猜到，刚烈应该是个普通的年轻女性。我对她的黑色短发和丰满的胸部印象深刻，所以不会忘记她的外表，只要看到她，我一定马上就能认出来。

  　喋り方から予想していた通り、剛烈は普通の若い女の人だった。黒いショートヘアやあの大きな胸は印象的だったから外見は忘れていないので、見つければきっとすぐに分かるはずだ。

  　

  　根据真冈的说法，她现在还是大学生。这么年轻就加入死亡游戏部队这种危险组织，可见她一定是个勇敢的人。说不定她现在也正以非武装的状态在区域里乱来。

  　真岡の話によればまだ大学生らしいし、そんな年齢でデスゲーム部隊という危険がつきものな組織に所属するくらい勇敢な心の持ち主であれば、もしかしたらフィールド内でも非武装で無茶をしている可能性もある。

  　

  （……所以得在刚烈乱来受伤之前救她！）

  （……だから剛烈さんが無茶して怪我する前に助けないと！）

  　

  （嗯，我们去迎接重要的队友吧。）

  （うん、大切なチームメンバー、迎えに行こう）

  　

  （好！）

  （おう！）

  　

  　幸好我有强力的武器和可靠的伙伴。现在的我已经不是一个人，所以绝对不会输！

  　幸い強力な武器も頼れる仲間もいる。もう一人じゃない今の俺は負ける気がしねぇぜ！

  　

  「刚烈救援队，出发！！」

  「剛烈お助け隊しゅっぱーつッ！！」

  　

  「……啊，你已经不看光之美少女了啊。」

  「……あっ、もうプリキュアはやめたのね」

  　

  　别在意这种小事！上吧！

  　細かいことは気にすんな！　イクゾー！

  　

  　

 
  ゾンビランド・リア

  僵尸领域·莉娅

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　我有一个弟弟。他比我小四岁，是个总是喊着「姐姐、姐姐」跟在我后面，很可爱的弟弟。

  　私には一人の弟がいた。自分より四歳下で、いつも「お姉ちゃんお姉ちゃん」と言いながら引っ付いてくるかわいい弟だった。

  　

  　我失去这个心爱的弟弟，已经是七年前的事了。

  　そんな愛しい弟を失ったのは、もう七年も前になる。

  　

  　在我初中时，我和弟弟一起被迫参加「死亡游戏」这种疯狂的游戏。从我无法在令人作呕的不合理状况中，对那个孩子伸出援手的那天算起，今天正好是第七年。

  　私が中学生の頃に『デスゲーム』などという狂った遊戯に弟と共に付き合わされて、反吐が出るような理不尽の中であの子に手を伸ばし損ねた日から、今日で丁度七年だ。

  　这是个连骨头都没能埋葬，只能对石块供奉鲜花，空虚又毫无意义的日子。

  　骨すらも埋葬されてないただの石の塊に花を供えるだけの、虚しくて無意味な日。　

  　

  　每次在没有人沉睡的墓前合掌，那个死亡游戏的记忆就会鲜明地在脑中复苏。

  　誰も眠ってなどいない墓の前で手を合わせる度に、脳裏にはあのデスゲームの記憶が鮮明に蘇る。

  　

  　和只会着急却什么都做不到的我不同，有个男人就像故事的主角一样攻略死亡游戏，直到最后都存活下来。

  　焦るばかりで何もできない私と違って、まるで物語の主人公の様にデスゲームを攻略していき、最後まで生き残ってみせた男の人がいた。

  　我总是依赖那个人，什么都没做——所以那时，我也没能对弟弟伸出援手。

  　私はその人に頼ってばかりで何もしなかった──だからあの時、弟にも手を伸ばせなかった。

  　

  　我从未忘记当时的绝望。正因为如此，我上了大学后，再次和一起从死亡游戏中存活下来的男性，一起成为「死亡游戏部队」这个名称带有讽刺意味的正义集团的一员。

  　あの時の絶望を忘れたことなど一度もない。だからこそ私は大学生になってから改めて、共にデスゲームを生き残ったその男性と共に『デスゲーム部隊』という、あの狂った遊びを皮肉った名前の正義の集団の一員となったのだ。

  　——为了不再出现像弟弟那样的牺牲者……这只是表面话，其实是为了对「死亡游戏」本身复仇。

  　もう弟の様な犠牲者は出さないために……というのは建前で、ただ『デスゲーム』そのものへの復讐の為に。

  　

  　

  　然后在今天这个弟弟的忌日，我请了休假，大学也请假，来到购物中心。

  　そして弟の命日である今日はその職務の休みを取り、大学も休んでショッピングモールに来ている。

  　

  　事到如今，我无法对死去的弟弟赎罪，但至少想在墓前供奉昂贵的花，所以才来到这里。不管怎么解释，这都只是自我满足。

  　今更死んだ弟に贖罪などできはしないが、せめて墓ぐらいには高い花でも供えてやりたいと思って此処へ訪れた。何をどう解釈してもこれはただの自己満足だ。

  　

  「……要买什么好呢？」

  「……何にしよう」

  　

  　我每年都会为了在弟弟的忌日买花而造访这间购物中心里的花店，现在站在花店前小声嘀咕。

  　毎年弟の命日に花を買うために訪れているショッピングモール内の花屋の前にきて、小さく呟いた。

  　弟弟特别喜欢紫色，所以我每年都会买接近紫色的花供奉，但一直买同样的花，弟弟说不定也会腻。

  　弟は特に紫色が好きだったので毎年それに近い色の花を供えていたのだが、ずっとそれでは弟も飽きてしまうかもしれない。

  　

  「今年就买特别一点的花吧。」

  「今年は変わった花にでもしようかな」

  　

  　明明死去的弟弟不可能因为这种事而高兴，我到底在烦恼什么……我这么想，对自己感到傻眼。看来在忌日这天，我似乎会变得和平时不同，变得自卑又敏感。

  　こんなことで死んだ弟が喜ぶはずなどないのに、何を悩んでいるのだろうか……そんな風に考えて、自分に呆れた。どうも命日の日はいつもと違い、卑屈でナイーブになってしまうらしい。

  　

  　

  「谢谢惠顾～」

  「ありがとうございました～」

  　

  　犹豫到最后，结果我还是买了平常的紫色花朵。我或许是个无趣的人。

  　終始迷った結果、結局はいつもの紫色の花を買って出てしまった。案外私は芸のない人間なのかもしれない。

  　

  「……走吧。」

  「……行くか」

  　

  　既然买了供奉的花，就没有必要继续待在购物中心了。

  　供える花を買った以上、もうこのショッピングモールに用事はない。

  　

  　虽然差不多快到中午了，但因为脑中一直浮现弟弟的事，今天实在没心情在外面吃饭，扫完墓后，今天就乖乖待在家里吧。

  　そろそろ昼時ではあるのだが、どうも弟のことが頭を過るせいで今日は外食をする気分にはなれないし、墓参りをしたら今日は一日大人しく家にいよう。

  　

  　

  　——我原本是这么想的。

  　──そう思っていたのだが。

  　

  　

  「…………呜哇。」

  「…………うわぁ」

  　

  　来到屋顶停车场的我，看见一道笼罩整个大型购物中心的蓝白色巨大屏障。

  　屋上駐車場に来た私の目に映ったのは、大きなショッピングモール全体を包み込む円形の青白い巨大バリアだった。

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　我亲眼确认屏障后，过了一个小时。这间购物中心里充满了大量的「黑色人类」。

  　私がこの目でバリアを確認してから一時間。このショッピングモールの中は大量の『黒い人間』で溢れ返っていた。

  　从头到脚都染成黑色的奇妙怪人们，是会抱住其他人，将对方变成同样黑色人类的棘手家伙。

  　頭からつま先までが真っ黒に染まっている不思議な怪人たちは、他の人間を抱きしめるとその人を同じく黒い人間へと変貌させてしまう厄介な連中だ。

  　

  　黑色人类简直就像僵尸一样不断增殖，将购物中心的一楼完全压制，包含我在内，剩下的人都被逼到只能逃到二楼或三楼避难，等待救援的状况。

  　まるでゾンビの様に増殖を繰り返す黒い人間たちによってショッピングモールの一階は完全に制圧されてしまい、私を含め残った人たちは二階や三階に避難しつつ救援を待つしかない状況にまで追い込まれている。

  　

  「那边的小妹妹！过来这里！」

  「そこの君っ！　こっちへ！」

  　

  「哇、哇……！」

  「わっ、わっ……！」

  　

  　我发现有个搭乘手扶梯的小女孩，差点被从后面逼近的黑色人类抓住，于是跑向手扶梯大声呼喊。

  　エスカレーターに乗っている小さい女の子が後ろから迫り来る黒い人間たちに捕まりそうになっているのを発見し、私は走ってエスカレーターに向かいながら大声で呼びかけた。

  　但是小女孩因为害怕而动弹不得。

  　しかし女の子は怯えてその場から動けずにいる。

  　

  「唔……！」

  「くっ……！」

  　

  　我察觉到她无法靠自己逃跑，于是从手扶梯上一口气往下冲。

  　彼女が自力で逃げられない事を察し、エスカレーターに到着した私はそこから一気に下へ駆けおりる。

  　接着抱起蹲在地上的小女孩，从正面踹飞逼近眼前的一群黑色人类。

  　そして蹲っていた女の子を抱え上げ、目前まで迫っていた黒い人間たちを正面から蹴り飛ばした。

  　

  「你们这些僵尸！」

  「こんのゾンビども！」

  　

  　我踢飞正面的黑色人类后，原本想从手扶梯上来的黑色人类们就像骨牌一样一起倒下。

  　正面の黒い人間を蹴って後ろに倒すと、エスカレーターから上がろうしていた黒い人間たちがドミノ倒しのようにまとめて転んでいった。

  　

  「快逃！」

  「逃げるよ！」

  　

  「啊、啊呜……」

  「あ、あぅ……」

  　

  　小女孩已经吓坏了，实在无法靠自己行动。

  　女の子はすっかり怯えてしまっていて、とても一人で動ける状態ではなかった。

  　总之必须先逃走才行，于是我抱着她，搭着手扶梯冲向黑色人类比较少的三楼。

  　とりあえず逃げなければならないのでそのまま彼女を抱えて、比較的黒い人間が少ない三階へ向かってエスカレーターを駆け上がっていく。

  　

  「呼、呼……！」

  「はぁっ、はぁ……！」

  　

  　抵达三楼后，我让小女孩坐在附近的长椅上，自己也坐在她身边调整呼吸，同时观察中央手扶梯上二楼和一楼的状况。

  　三階に到着してから近くの休憩ベンチに女の子を座らせた。そのまま私も隣に座って息を整えつつ、中央エスカレーターから見える二階と一階の様子を窺う。

  　

  　一楼已经完全沦陷，二楼也只是时间的问题。虽然店员和愿意协助的人们勉强做出路障，或是拉下铁卷门躲在店里，但动作缓慢但力量强大的黑色人类们正以数量暴力破坏这一切。

  　一階は完全に手遅れになっていて、二階もやはり時間の問題だ。かろうじて店員や協力的な人たちがバリケードなどを作ったり、シャッターを下ろして店の中に隠れたりして耐えているが、動きが遅い代わりに力が強い黒い人間たちはそれを数の暴力で破壊している。

  　

  　

  「……可恶，为什么这么多……」

  「……くそっ、何でこんなに……」

  　

  　我环视着黑色人类不断增加的周围，忍不住咒骂。

  　黒い人間たちが増えていく周囲を見渡しながら悪態をついた。

  　

  　

  　其实有件事让我有点不解。

  　実は少し、解せないことがある。

  　

  　正如所见，黑色人类基本上行动速度极为缓慢，简直就像电影里的僵尸一样迟钝。除非是坐轮椅或无法正常行走的人，否则不会那么容易被他们抓到。

  　見て分かる通り黒い人間たちは基本的に動くスピードが極めて遅い。それこそ映画のゾンビのような鈍足さだ。車椅子の人やまともに歩けない人間でなければそうそう捕まることはないほどに遅い。

  　

  　再加上增殖的条件不是『只要碰到』，而是『用全身抱住』，难度有点高。

  　加えて増殖の条件は『触れるだけ』ではなく『全身で抱きしめる』という、少々難易度が高めなものになっている。

  　

  　他们迟钝到连强大的握力都发挥不了作用，而且只要不被抱住就不会感染，所以只要不被抓住压倒，普通人应该还是有优势。

  　強い握力を台無しにするほどの鈍足で、しかも抱きしめられなければ感染することはないので、掴まれて押さえつけられたりしない限りは普通の人間に分がある筈。

  　

  　……可是不知为何，感染的速度很快。短短不到一个小时，就压制了宽广的购物中心一楼，我实在不认为那些迟钝的僵尸能办到。

  　……だというのに、何故か感染のスピードが早い。たった一時間足らずで広いショッピングモールの一階を制圧してしまうなど、あの遅いゾンビたちができるとは到底思えないのだ。

  　

  「可是实际上就是变成这样了……唉。」

  「でも実際にそうなってるんだよね……ハァ」

  　

  　我忍不住叹了口气。

  　ついつい溜め息を漏らしてしまう。

  　为什么偏偏是今天，而且还是在我所在的地方发生游戏场域呢？真是太不幸了。

  　何でよりにもよって今日、しかも私のいる場所でゲームフィールドが発生するのか。本当に不幸だ。

  　

  「总之得先联络才行。」

  「とりあえず連絡しなきゃ」

  　

  　我从胸前口袋拿出迷彩图样的大智能手机。这是和平时使用的手机不同，只有DEM队的队员之间才会使用的特殊手机。

  　胸ポケットから迷彩柄の大きめなスマホを取り出した。これは普段使っているスマホとは別の、デム隊の隊員同士でのみ使用する特殊なデバイスだ。

  　用这个手机，不论在游戏场域内外都能和队员联络。

  　この端末ならゲームフィールドの内外問わず隊員に連絡をすることができる。

  　

  　先联络总部……就在我这么想的时候，手机响起来电铃声。

  　まずは本部に……と思った矢先に、スマホから着信音が鳴った。

  　屏幕上显示的文字是『真冈正太郎』。看来省了我主动联络的麻烦。

  　画面に表示されたのは『真岡 正太郎』という文字だった。どうやら此方から連絡する手間が省けたらしい。

  　

  「喂，真冈先生？」

  「もしもし、真岡さん？」

  　

  『啊，太好了，打通了！你现在在哪里！？』

  『あぁよかった繋がった！　アンタいまどこにいんの！？』

  　

  「……车站附近的购物中心，游戏场域里。」

  「……駅近くのショッピングモールの、ゲームフィールドの中」

  　

  『………啊？』

  『………は？』

  　

  　我先确实传达事实后，电话另一头的真冈发出错愕的声音。

  　まず事実だけをしっかりと伝えると、電話の向こうにいる真岡が素っ頓狂な声を挙げた。

  　

  「抱歉，我没有武装，什么都做不了。」

  「ごめん、非武装だから何もできてない」

  　

  『不……你……咦，不会吧……为什么偏偏是——』

  『いや……あんた、えっ、嘘でしょ……何でよりにもよって──』

  　

  　看来这个惊喜似乎太过头了。毕竟现在的我还是第一个被卷入游戏场域的DEM队员，就连身为老手的他都显得有些慌张。

  　流石にサプライズが過ぎたらしい。デム隊の隊員がフィールド発生に巻き込まれたのは今の私が初めてということもあって、ベテランの彼でも少々焦っている。

  　

  　

  　我继续听着真冈从手机传来的狼狈声音，这时我察觉到不对劲。

  　そのままスマホから狼狽する真岡の声を聞いていると、そこで違和感に気がついた。

  　

  「……咦？」

  「……あれ？」

  　

  　刚才救下的女孩不在身边。

  　さっき助けた女の子が隣にいない。

  　

  「她、她在哪里！？」

  「ど、どこに！？」

  　

  　我焦急地站起身环顾四周，发现女孩在稍远的地方走着。

  　焦って立ち上がってから周囲を見渡すと、少し離れた先で女の子が歩いているの発見した。

  　仔细一看，女孩前方有个黑色人影张开双臂等着她。

  　よく見ればその女の子の先には黒い人間が一人、腕を広げて待ち構えている。

  　

  「为什么……！」

  「なんで……っ！」

  　

  　我挂断电话，立刻从原地跑了起来。

  　私は通話を切って即座にその場から走り出した。

  　可是，简直就像——不对，是女孩确实主动走向黑色人影，就算我跑过去也来不及。

  　しかし、まるで──いや、確実に女の子自らが黒い人間へと向かって歩いているため、このまま走っても間に合わない。

  　

  　我完全搞不懂她为什么要主动走向那个黑色人影。在搭电扶梯时，她明明一直很害怕那个黑色人影，现在却一脸开心地朝他走去。

  　なぜ彼女が自分からあの黒い人間の方に行こうとしているのかまるで見当もつかない。エスカレーターの時はずっとあの黒い人間に怯えていた筈なのに、今は嬉しそうな顔をしながら奴の方へ向かって足を進めている。

  　

  「等一下！停下来！」

  「待って！　とまって！」

  　

  　我从后方大声喊叫，但女孩没有停下脚步。

  　後ろから大きな声を掛けても少女は足を止めない。

  　她甚至还主动张开双臂走向黑色人影，完全听不见我的声音。

  　あまつさえ自ら手を広げて黒い人間の方へと進んでいく彼女に、私の声は届いていない。

  　

  　说不定她被施了洗脑之类的法术，但如果是那样，那么远的黑衣人要怎么对身旁的少女下催眠术？

  　もしかすれば洗脳の類を受けているのかもしれないが、それならあんなに遠くから離れた場所にいた黒い人間が私の隣にいた少女にどうやって催眠をかけたのか。

  　

  　可是现在没时间分析了。我虽然全力奔跑，但少女已经快被黑衣人抱住了。

  　しかしそれを分析する暇もない。今も全力で走っているが、少女は既に黒い人間に抱擁される寸前だ。

  　

  「住手！等一下……！」

  「やめてっ、待って……！」

  　

  　这样下去会来不及——

  　このままじゃ間に合わない───

  　

  　

  　

  「不行不行不行不行——！」

  「ダメダメダメダメーっ!!」

  　

  　就在我发现手够不着而打算放弃的瞬间。

  　手が届かない事を察して私が諦めかけた、その瞬間。

  　

  　一名红发的女高中生突然从旁边的通道大声喊叫着冲了出来，抱住即将被感染的少女，将她从黑衣人身边拉开。

  　突然横の通路から赤い髪の女子高生が大声を挙げながら飛び出してきて、感染寸前だった女の子を抱き抱えて黒い人間から引き剥がした。

  　

  「好险！」

  「あぶなっ！」

  　

  　黑衣人改变目标，打算抱住女高中生，但她以毫厘之差躲开，就这样朝我这边跑来。

  　標的を変えて自分に抱きつこうとしてきた黒い人間を紙一重で躱し、そのままこっちへ走ってきた。

  　

  「那边的大姐姐！一起逃吧——！」

  「そこのお姉さん！　一緒に逃げましょー！」

  　

  「——啊……嗯、嗯！」

  「──あっ……う、うん！」

  　

  　我听从拯救我脱离险境的女高中生的指示，和她一起逃进附近的服饰店。

  　窮地を救ってくれたその女子高生の声に従い、私は彼女と共に近くの服飾店に逃げ込んだ。

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　我和少女，还有救了我们的女高中生三个人躲在服饰店的收银台下方。虽然有点挤，但找不到其他可以躲藏又能立刻逃跑的地方，所以也没办法。

  　私と女の子、それから助けてくれた女子高生の三人で服飾店のレジの下に隠れた。少々狭苦しいが、身を隠せて且つ直ぐに逃げられる場所といっても他には見当たらないので仕方ない。

  　

  「呼～真是好险。」

  「ふぅ～、危なかったですね」

  　

  「嗯，谢谢你救了这孩子，阳菜。」

  「うん、この子を助けてくれてありがとう、陽菜ちゃん」

  　

  　我再次道谢，红发的女高中生——自由之丘阳菜害羞地笑了。

  　私が改めて礼を言うと、赤い髪の女子高生──自由ヶ丘陽菜は照れたように笑った。

  　

  「没有那么夸张啦～……咦？大姐姐，你认识我吗？」

  「それほどでも～……って、え？　お姉さんあたしのこと知ってるんですか？」

  　

  「你不是有个叫刚烈的肌肉男同伴吗？我就是那个人。」

  「剛烈っていうムキムキのおっさんが仲間にいたでしょ。アレの中身だよ」

  　

  「呜欸欸！原来你是女人吗！？」

  「うえぇっ！　女の人だったんですかぁ！？」

  　

  「喂，安静点……」

  「ちょ、静かに……」

  　

  　「嘘——」我用右手捂住大声说话的阳菜的嘴，竖起食指，她连连点头。

  　大声を出した陽菜の口を右手で押さえて「シー」と人差し指を立てると、彼女はコクコクと何度も頷いた。

  　我放开手后确认周围，黑色的人类没有靠近。暂时可以放心了。

  　手を離してから周囲を確認したが、黒い人間は寄ってきていない。ひとまず安心だ。　

  　

  「话说回来，阳菜，你是怎么来到这里的？」

  「というか陽菜ちゃん、キミどうやってここに来たの？」

  　

  「啊——呃，是莉亚姐叫我来的。」

  「あー、えっと、リアねえに呼ばれたんです」

  　

  　「叫我来」这句话让我感到疑惑，阳菜夸张地挥动着手，开始补充说明。

  　呼ばれた、という言葉に首をかしげると、陽菜は大袈裟に手を動かしながら補足の説明をし始めた。

  　

  「我、我从学校回家的路上，眼前突然出现一道像玻璃的蓝白色墙壁，从那里传来莉亚姐『救救我』的声音。我回答『知道了』，然后碰触那道墙……回过神来就在这里了。」

  「が、学校から帰る途中で目の前に青白いガラスの壁みたいなのが急に出てきてですねっ、そこから『助けて』ってリアねえの声が聞こえたんです。だから『わかった』って言ってその壁に触ったら……気がついたらここにいました」

  　

  　多亏她用很快的速度说明了事情经过，我终于稍微掌握状况了。

  　かなり早口で今までの経緯を説明してくれたおかげで、ようやく少しだけ状況が掴めてきた。

  　

  　至今为止在游戏领域中，海夜小春和菲莉斯・雷诺拉的出现，全都是莉亚——不对，是艾莉儿・达古斯特莉亚这名少女在背后牵线的吧。她一定和阳菜一样，是来到这边的世界的。

  　今まで発生していたゲームフィールドにおける、あの海夜小春とフィリス・レイノーラの出現は全てリア──いや、アイリール・ダグストリアという少女が手引きしていたのだろう。きっと陽菜と同じようにして此方の世界へ来たに違いない。

  　

  　在她们出现的游戏领域中，一定会有变身成莉亚模样的少年美咲夜。恐怕是达古斯特莉亚为了帮助被附身的美咲夜，使用了在虚拟世界的进化中得到的特殊能力呼唤她们的吧。

  　彼女らが出現したゲームフィールド内には、必ずリアの姿に変身した美咲夜という少年がいた。恐らくはダグストリアが憑依先の美咲夜を助ける為に、仮想世界の進化で得た自身の特別な力を使って彼女らに呼びかけていたのだ。

  　

  　阳菜一定也一样……也就是说，他已经来到这个领域了吗？

  　きっと陽菜も同じ……ということは、既にこのフィールド内に彼が来ている？

  　

  　

  　

  　

  「……呐，大姐姐们。」

  「……ねぇ、お姉さんたち」

  　

  　

  　

  「咦？」

  「えっ？」

  　

  　当我正在从阳菜的话中考察各种各样的事态时，突然有个女孩子向我们搭话。

  　陽菜の言葉から様々な事象についての考察を進めていると、突然女の子が私たちに話しかけてきた。

  　阳菜代替一时之间反应不过来的我，和少女对上了眼，但少女的样子有点奇怪。

  　咄嗟に反応できなかった私の代わりに陽菜が少女と目を合わせたが、どうも少女の様子がおかしい。

  　

  「为什么……要妨碍我。」

  「どうして……邪魔したの」

  　

  「……呃，那个？」

  「……え、えっと？」

  　

  　少女的话让人摸不着头绪。

  　少女の言葉が要領を得ない。

  　我和阳菜只是从黑色的人类手中保护了她，再怎么样都不可能妨碍她才对。

  　私と陽菜は彼女を黒い人間から守っただけで、間違っても邪魔などはしなかったはずなのだが。

  　

  「……爷爷他……」

  「……おじいちゃん、が」

  　

  「？」

  「っ？」

  　

  　阳菜对她说的话感到疑惑的瞬间，女孩子突然站起来大叫。

  　陽菜が彼女の言葉に対して首を傾げた瞬間、女の子が突然立ち上がって叫んだ。

  　

  「死掉的爷爷！好不容易才来见我！」

  「死んじゃったおじいちゃんが！　せっかく会いにきてくれたのにっ！」

  　

  「……什、什么意思——」

  「……ど、どういうこと──」

  　

  　正当我打算询问少女时，就在那个瞬间。

  　私が少女に対して質問をしようとした、その瞬間。

  　

  「——啊，爷爷！」

  「──あっ、おじいちゃん！」

  　

  　从收银台看向外面的少女如此大叫，一溜烟地从服饰店跑出去。

  　レジから外の様子を見た少女がそう叫び、一目散に服飾店から走って飛び出ていってしまった。

  　

  「等、等一下，你要去哪里！？」

  「ちょ、ちょっとどこ行くのー！？」

  　

  　阳菜也追着那孩子跑出去，因为不能放着不管，我也走到服饰店外面。

  　その子を追いかけて陽菜も駆け出し、放っておくわけにもいかないので私も服飾店の外へと出た。

  　来到外面后，我看到只有一个黑色人类站在那里，他张开双手停止不动。站在他面前的少女跑过去，主动抱住了黑色人类。

  　外に出ると黒い人間が一体だけ立っており、両手を広げたまま停止していた。その前にいる少女は走りだし、ついに黒い人間に自ら抱きついてしまった。

  　

  「爷爷！爷爷！」

  「おじいちゃん！　おじいちゃん！」

  　

  　少女和应该是异质僵尸的存在拥抱在一起，看起来打从心底感到开心。

  　異質なゾンビであるはずの存在と抱擁したまま心底嬉しそうにしている少女。

  　她毫不在意自己的身体渐渐染黑，抬起头笑着和黑色人类对话。明明黑色人类一句话也没说。

  　その体が徐々に黒く染まっていることも気にせず、顔を上げて笑顔で黒い人間と会話をしている様子だった。黒い人間からは一言も声が聞こえてこないというのに。

  　

  「咦？嗯！我会一直和爷爷在一起！一——啊。」

  「えっ？　うん！　ずっとおじいちゃんと一緒にいるよ！　ずぅっと───ぁ」

  　

  　然后在她把话说完之前，全身就被涂成黑色了。

  　そして言葉を言い切る寸前で、彼女の全身は黒く塗りつぶされてしまった。

  　她变成完全看不到表情的黑色怪人，立刻将视线转向我们，以缓慢的动作朝我们走来。

  　表情がまるで見えない黒い怪人への変貌を遂げ、すぐさま私たちに視線を切り替えると、此方に向かってスローな動きで歩き始めた。

  　

  　我只能看着她变身成怪物的样子。阳菜似乎也感到很不甘心。

  　彼女が怪物へ変身する様を見ていることしかできなかった。そんな悔しさはどうやら陽菜も感じているようで。

  　

  「那孩子到底怎么了……！」

  「あの子、一体どうして……！」

  　

  「先逃吧！用你的能力去四楼！」

  「それより逃げないと！　陽菜ちゃんの能力を使って四階に行こう！」

  　

  　我催促阳菜，她却眼神游移，发出「啊啊——呃」的困惑声音。到底是怎么了？

  　そう言って陽菜を急かすと、彼女は目を斜め上に動かして「あぁー、えっと」と困ったような声を出した。一体何だというのか。

  　

  「……那个，对不起。」

  「……あの、ごめんなさい」

  　

  「什、什么？」

  「な、なに？」

  　

  「待在这个空间里……感觉好像被什么东西压住，没办法使用能力……！」

  「この空間にいると……何かに押さえつけられてるような感覚があって、能力が使えないんです……！」

  　

  　阳菜反复张开又握紧双手，但看起来没有变化。即使她用力挥动手臂，周围的东西也没有浮起来，她自己也没有飞起来。

  　両手を開いたり閉じたりを繰り返す陽菜だが、何かが変わる様子は見受けられない。腕をブンブン振り回しても周囲の物は浮遊せず陽菜自身も飛べていない。

  　

  　在这个既是现实又是游戏的特殊空间里，他们这些游戏角色的力量可能无法正常运作。

  　この現実でもありゲームでもある特殊な空間では、彼女たちゲームキャラクターの力は正常に働かないのかもしれない。

  　

  「没办法了……！」

  「しょうがない……！」

  　

  「哇！」

  「わっ！」

  　

  　我拉着她的手逃离黑色人类。总之先远离他们再说。

  　彼女の手を引いて黒い人間たちから逃げ出した。とにかくまずは奴らから離れることが先決だ。

  　既然无法使用能力，自由之丘阳菜就和一般人没有两样。我必须用德姆小队累积的战斗和实战经验保护她才行。

  　能力が使えないのなら自由ヶ丘陽菜は一般人に等しい。ここはデム隊で戦闘や実戦経験を積んでいる私が彼女を守らなければ。

  　

  「总之先到人少的楼上吧！」

  「とにかく奴らが少ない上の階に行こう！」

  　

  「好、好的！」

  「は、はいっ」

  　

  　我抓着阳菜的手在三楼奔跑，朝通往楼上的捷径——中央手扶梯前进。

  　陽菜の手を掴んだまま三階を駆け、上に行く一番の近道である中央エスカレーターを目指していく。

  　途中我斜眼观察楼下，二楼似乎也已经沦陷了。大批黑色人类挤在楼梯和手扶梯上，试图往上走。我们到达三楼也只是时间的问题。

  　道中下の階の様子を横目で見てみたが、どうやら二階も既に陥落してしまったようだった。大勢の黒い人間たちが階段やエスカレーターで上に行こうとして人混みで詰まっている。三階に到達するのも時間の問題だ。

  　

  「……啊，刚烈先生！在那边！」

  「……あっ、剛烈さん！　あそこ！」

  　

  　被我拉着跑的阳菜突然指向前方。我们目前在手扶梯前，阳菜指的是手扶梯上方。

  　私に引っ張られている陽菜が突然前の方向を指差した。今私たちの前にあるのはエスカレーターで、陽菜が指を向けているのはその上だ。

  　

  「黑色的人在手扶梯上等着！必须从其他地方上去！」

  「エスカレーターの上で黒い奴に待たれてます！　他の場所から上がらないと！」

  　

  「我知道了，那么——」

  「わかった、それじゃ──」

  　

  　我决定听从阳菜的指示寻找其他路径，同时斜眼看向手扶梯上方，想用自己的眼睛确认敌人。

  　陽菜の指示に従って別の道を探す事にし、一応自分の目でも敵を確認しようと横目でエスカレーターの上を見た。

  　

  　

  　

  　

  「……咦？」

  「……えっ」

  　

  　我发出怪声。

  　素っ頓狂な声が漏れた。

  　因为我斜眼确认到站在手扶梯上的人，根本不是黑色人类。

  　横目で確認したエスカレーターの上に立っていたが、黒い人間などではなかったから。

  　

  「我们走那边的楼梯吧！」

  「あっちの階段に行きましょう！」

  　

  　阳菜找到其他路径，拉着我的手，我却一步也动不了。

  　他の道を見つけた陽菜に手を引かれるが、私はそこから一歩も動けない。

  　

  「哇……刚、刚烈先生？」

  「わっ……ご、剛烈さんっ？」

  　

  「……为、什么？」

  「……なん、で」

  　

  　我的视线被站在楼上的人夺走，无法思考其他事情。

  　視線が上の階にいるその人物に奪われてしまっていて、他の事が考えられなくなってしまっている。

  　我无法将目光从俯视我的少年身上移开。

  　私を見下ろしているその少年から目を離すことができない。

  　

  　

  「……为什么，优希，会……？」

  「……なんで、優希、が……？」

  　

  　

  　映入我眼帘的那个人，是应该在七年前死去的——弟弟，优希。

  　私の目に映ったその人物は、七年前に死んだはずの──弟、優希だった。

  　

  　

  「……姐姐，终于见到你了。」

  「……お姉ちゃん、やっと会えた」

  　

  　在楼上的优希小声低喃后，缓缓走下停止的电扶梯，朝我们走来。

  　上の階にいた優希は小さくそう呟くと、緊急停止をしているエスカレーターをゆっくりと下りながら此方へ向かって歩いてきた。

  　

  　我看着不可能出现的身影，只能惊慌失措，和我牵着手的阳菜在一旁催促。

  　ありえるはずのないその姿を見て狼狽えることしかできない私を、隣で手を繋いでいる陽菜が急かす。

  　

  「刚烈先生！你怎么突然不动了！」

  「ちょっと剛烈さん！　急にどうしたんですか！」

  　

  「……我、我弟弟。」

  「……お、弟が」

  　

  　我像在说梦话般，伸出颤抖的手指，指向楼上。

  　うわごとの様に言葉を紡いでいく。震える指を前に差して。

  　

  「应该已经死去的弟弟……在、那里。」

  「死んだはずの弟が……そこ、に」

  　

  「咦咦……？没、没有人在那里啊！更重要的是，黑色的人从上面下来了！」

  「えぇっ……？　い、いませんよ誰も！　それより上から黒い奴が来ちゃってますって！」

  　

  　阳菜拉着我的手说「快逃吧～！」，我抵抗着阳菜，留在原地，仔细观察朝我们走来的，疑似优希的存在。

  　逃げましょうよぉ～！　と私の手をグイグイと引っ張る陽菜に抵抗してその場に留まりつつ、此方に向かって近づいてくる優希らしき存在を注意深く観察する。

  　

  　

  　……那是谁？为什么他会变成优希的模样，还叫我「姐姐」？

  　……誰だ、アレは。何故優希の姿をしていて、私の事を『お姉ちゃん』と呼んでいるんだ。

  　如果阳菜说的话是真的，为什么优希会出现在应该有黑色人影的地方？

  　陽菜の言葉通りなら黒い人間がいるはずの場所に、どうして優希がいる。

  　

  「我好寂寞哦，姐姐。」

  「寂しかったよ、お姉ちゃん」

  　

  「……闭嘴。」

  「……だまれ」

  　

  「你为什么要说这种话？」

  「どうしてそんなことを言うの？」

  　

  「……」

  「……っ」

  　

  　不管怎么看，那家伙都是我的弟弟，他露出悲伤的表情，让我心生畏怯。他看起来就像那个老是向我哭诉，既软弱又爱撒娇的可爱弟弟。

  　どこからどう見ても弟にしか見えないソイツに悲しそうな表情をされて、ついたじろいでしまった。幾度となく私に泣きついてきた、あの弱虫で甘えん坊な愛しい弟の顔にしか見えない。

  　

  　

  　——不行，我要冷静。怎么能因为这点小事就慌了手脚。这里是游戏世界，发生任何事都不奇怪。这里可是异常的场所，不但突然出现一堆怪物，还有男高中生和游戏角色融合。我必须更灵活地思考才行。

  　──駄目だ落ち着け。こんなことで取り乱してどうする。ここはゲームフィールドの中なのだ、どんな事態が発生しても不思議ではない。突然バケモノたちが溢れ出ることもあれば、男子高校生とゲームキャラクターが融合することだってある異常な場所なんだ。もっと頭を柔軟にして考えなければ。

  　

  　小春说「黑色人影在等我」，但她指的地方不是黑色人影，而是我的弟弟优希。

  　小春は私に「黒い人間が待っている」と言ったが、彼女が指差した場所には黒い人間ではなく弟の優希がいた。

  　几分钟前，少女看到黑色人影时，大喊「死去的爷爷」。她对着明显只是人形黑块的存在喊爷爷。

  　そして数分前は少女が黒い人間を見て「死んだ祖父」だと叫んでいた。明らかに人型の黒い塊でしかないその存在に向かって、おじいちゃんと。

  　

  「……原来如此。」

  「……なるほどね」

  　

  「刚、刚烈先生？」

  「ご、剛烈さん？」

  　

  　从这些线索可以简单得出一个明确的答案。

  　そこから導き出される答えは簡単で、明白だ。

  　

  　不用怀疑，这十之八九是催眠术。那些黑色人影对特定的某个人施加催眠，让他把自己看成「已经过世的亲近之人」。

  　もしかしなくてもこれは十中八九催眠の類に違いない。あの黒い人間たちは特定の一人だけに対して自分が『故人となった親しい人間』に見えるような催眠をかけているのだ。

  　

  　就像少女坚持说黑色人影是爷爷，我只把黑色人影看成黑色人影一样，阳菜恐怕也只把眼前这个被我看成优希的人，当成和其他黑色人影没什么两样的黑色人影。

  　少女が祖父だと言って聞かなかった奴を私が黒い人間としか認識できていなかったように、おそらく私が今優希だと認識している目の前の人物は、陽菜から見れば他の連中と何ら変わらない黒い人間にしか見えていないのだろう。

  　

  　这么一来，就能解释为什么感染的速度这么快。那些家伙找到机会，就变身成对在场的人来说，都是重要之人的故人，趁对方不注意时进行感染。

  　それならば感染のスピードが早かったのも頷ける。奴らは隙を見て、ここにいる人間たちにとってそれぞれ大切だった故人に変身することで油断を誘ってから感染させていたんだ。

  　

  　不管相不相信，只要看到死去的亲近之人出现在眼前，任何人都会停下脚步。那些家伙就趁机抱住对方，或是像那个少女一样，用花言巧语诱导对方拥抱，增加同伴。

  　信じる信じないにかかわらず、死んでしまった親しい人間が目の前に現れたとなれば誰だって立ち止まってしまう。その隙に抱きつくか、もしくはあの少女の時の様に言葉巧みに誘導して抱擁することで仲間を増やしているのだ。

  　

  「姐姐？」

  「お姉ちゃん？」

  　

  「……真让人作呕。」

  「……虫唾が走る」

  　

  　就算只有一瞬间，对这些家伙产生动摇的自己真丢脸。不过，只要知道手法，就没什么好怕的。

  　こんな奴らに一瞬でも動揺してしまった自分が恥ずかしい。しかし、タネさえ解れば恐れることは何もない。

  　

  「姐姐？」

  「お姉ちゃん？」

  　

  「……阳菜，我们快逃吧。」

  「……陽菜ちゃん、逃げよう」

  　

  「咦？啊，好。」

  「えっ。ぁ、はいっ」

  　

  　不用理他们，反正这些家伙动作很慢，快点逃走就对了。

  　構うことはない、こいつらは動きが遅いのだからさっさと逃げてしまえばいいのだ。

  　虽然是假货，但我不想再看到弟弟的脸。因为他已经死了。

  　偽物とはいえ、これ以上あまり弟の顔を見ていたくはない。彼はもう生きていないのだから。

  　

  　我拉着阳菜的手，转身就走。这个假弟弟已经没有用处了。

  　陽菜の手を引いて踵を返す。この弟擬きには用などない。

  　

  　

  　

  「……姐姐，我是假货哦。」

  「……お姉ちゃん、ボクは偽物だよ？」

  　

  　

  　

  「——！」

  「───っ」

  　

  　听到背后传来这样的声音，我不由得停下脚步。

  　後ろからそんな声が聞こえてきて、思わず足を止めてしまった。

  　

  「怎、怎么了？」

  「ど、どうしたんですか？」

  　

  「……没事。」

  「……別に」

  　

  　

  「我怎么可能是真的呢？因为我……已经在姐姐面前死掉了。」

  「本物なわけないじゃない。だってボクは……お姉ちゃんの目の前で死んじゃったんだから」

  　

  「……！」

  「……っ」

  　

  「因为姐姐只会哭，没有救我。」

  「お姉ちゃんは泣いてばっかりで、ボクを助けてくれなかったからね」

  　

  「闭嘴！」

  「黙れ！」

  　

  　我放开阳菜的手，转头大喊。

  　陽菜の手を離し、振り返って叫んだ。

  　仿佛心脏被紧紧抓住的感觉袭来，腹部深处逐渐发热。不愿想起的记忆被挖出来，身体深处产生抗拒反应。

  　心臓を鷲掴みされたかのような感覚が体を襲い、腹の底が熱くなっていく。思い出したくもない記憶を掘り返されて、体の底から拒否反応が出てしまっている。

  　

  「那个男人很厉害呢。他不只救了不肯自己行动的姐姐，还打算救我。」

  「あの男の人は凄かったね。自分で動こうとしないお姉ちゃんを助けるだけじゃなくて、僕まで救おうとしてくれたんだから」

  　

  「吵死了！」

  「うるさい！」

  　

  　为什么他会知道只有我和他才知道的事实？。

  　何故私と彼しか知り得ない事実を知っている？　

  　

  「如果姐姐当时也出手帮忙……我就不会死了。」

  「あそこでお姉ちゃんも手を貸してくれていたなら……ボクも死ななかった」

  　

  「不对！那是……！」

  「違うっ！　あれは……！」

  　

  「那是没办法的事吗？」

  「しょうがないことだった？」

  　

  　别说了，别说了。不要用弟弟的脸、声音、模样责备我。

  　やめろ、やめろ。弟の顔で、声で、その姿で私を責めるな。

  　

  「虽然他说会保护我，但那也是谎言。他只是为了让我安心才那么说，其实心里只想着要让自己得救。」

  「ボクだけは守るって言ってくれてけど、あれも嘘だったんだよね。ただボクを安心させるために言ってただけで、本心は自分が助かること以外何も考えてなかったんだ」

  　

  「不对，不对……不是那样的……！」

  「ちがう、ちがう……そんなんじゃない……っ！」

  　

  　我是真的想保护他，不是谎言。我怎么可能舍弃唯一的弟弟，只想着要让自己得救呢？

  　本当に守りたかったんだ。嘘なんかじゃない。たった一人の弟を見捨てて自分だけが助かりたいなんて考える筈ないじゃないか。

  　他是我唯一的家人。在那异常的游戏之中，我之所以能保持理智，就是因为优希一直陪在我身边。

  　たった一人の家族だったんだ。あの異常なゲームの中で私が正気でいられたのは、ずっと傍に優希がいたからだ。

  　

  「我是想保护优希！拼命地想！」

  「私は優希を守りたくてっ！　必死で！」

  　

  「可是我死了。因为姐姐什么都没做……我一直很痛苦，最后在痛苦中死去。」

  「でもボクは死んだよ。お姉ちゃんが何もしてくれなかったから……ずっと痛い思いをしたまま、苦しみながら死んだんだ」

  　

  「……！呜、呜……」

  「……っ！　う、ぅ、……」

  　

  「刚烈先生！振作一点！」

  「剛烈さん！　しっかり！」

  　

  　既然你这么说，那你又算什么？指责我没能保护弟弟的你，到底是谁？

  　そこまで言うならお前は何なんだ。弟を守れなかった私を糾弾するお前はいったい誰なんだ。

  　

  「你……！」

  「おまえは……！」

  　

  「我是代行者。为了实现我死去的心愿而来到这里。」

  「ボクは代行者だよ。死んだボクの願いを叶える為に此処へ来たんだ」

  　

  　

  　优希的……心愿？

  　優希の……願い？

  　

  　

  「他要我带姐姐过来。因为一个人很寂寞，他想和姐姐在一起。」

  「お姉ちゃんを連れてきてって。一人は寂しいから、お姉ちゃんと一緒にいたいっていう願いだよ」

  　

  　

  「……寂寞？」

  「……さび、しい？」

  　

  　优希一个人很寂寞？

  　優希が一人で寂しがっている？

  　所以他才呼唤我？他想见我？

  　だから、私を呼んでいる？　会いたがっている？

  　

  「没错。他并不恨姐姐。只是因为讨厌一个人，所以想和姐姐在一起。」

  「そうさ。別にお姉ちゃんのことを恨んでなんかいない。ただ一人は嫌だからお姉ちゃんと一緒にいたいんだ」　

  　

  「……可是，我……」

  「…………でも、私は……」

  　

  「怎么了？姐姐还有想活下去的理由吗？」

  「何かあるの？　まだ生きていたい理由、お姉ちゃんにはあるの？」

  　

  　

  　活下去的理由。

  　生きる理由。

  　

  　

  　……理由？现在的我还有那种东西吗？

  　……理由？　そんなもの、今の私にあるのか？

  　

  　自从在那死亡游戏中失去优希之后，我就一直为了赎罪与复仇而活。

  　あのデスゲームで優希を失ってから、ずっと贖罪と復讐のことだけを考えて生きてきた。

  　因为我憎恨那些杀死弟弟的主办者们，以及点燃导火线的死亡游戏这种恶习。

  　弟のことを殺した主催者たちが、そして彼らに火をつけたデスゲームという悪しき風習そのものが憎かったから。

  　

  　我无法杀死那些主办者们。因为帮助我的那个人哭着阻止我，说只有这件事绝对不能做。

  　主催者たちを殺すことはできなかった。それだけはしてはいけないと、私を助けてくれたあの人に泣きながら止められたから。

  　所以，至少为了报答死去的弟弟，我发誓要根绝死亡游戏。因为这一定就是我这个唯一幸存者唯一能做的赎罪。

  　だからせめて、死なせてしまった弟に報いる為にデスゲームの根絶を誓ったんだ。きっとそれだけが生き残ってしまった私にできる唯一の贖罪だったから。

  　

  　从在死亡游戏中幸存下来的那一天开始，我的人生就建立在「希望死去的弟弟能原谅我」这个动机之上，如同一碰就会破裂的泡沫般岌岌可危。

  　全て、デスゲームを生き残ってしまったあの日からの人生は全て、死んだ弟に許されたいという動機の上で、触れれば破裂してしまう泡の如く危うい状態でギリギリ成り立っていた。

  　

  　

  　可是，优希并没有恨我。他说只要能和我在一起，他就心满意足了。

  　だけど、優希は私を恨んでなどいなかった。一緒にいてくれればそれで良いのだと言ってくれた。

  　

  　既然如此，我应该没有必要继续一个人挣扎下去了吧？

  　ならこれ以上、私が一人で足掻く必要なんて無いんじゃないか。

  　一无所有的我应该陪在弟弟身边才对。原本我就只是为了获得他的原谅而活，如果到他身边就能获得原谅的话，那应该就是最好的结局。

  　何も無い私は弟と一緒にいてあげるべきだ。もとより許されるためだけに生きてきたのだから、彼の元へ行くことで許されるならそれでいい筈だ。

  　

  「这样啊……哈哈……说的也是。」

  「そう、か……はは……そうだね」

  　

  　而且，我已经有点厌倦继续活下去了。

  　それに少し、生きることに疲れてしまった。

  　

  「既然他在呼唤我，那我得快点过去才行。因为那孩子是个爱哭鬼。」

  「呼んでるなら、行ってあげないとね。あの子泣き虫だから」

  　

  「……太好了，我也很高兴哦。」

  「……よかった、ボクも嬉しいよ」

  　

  「啊，刚、刚烈先生！」

  「あっ、ご、剛烈さん！」

  　

  　来吧，快点抱紧我。

  　さぁ、早く抱きしめてくれ。

  　带我到真正的优希身边。

  　私を本当の優希の元に連れて行ってくれ。

  　

  　

  　啊啊，终于可以解脱了。

  　あぁ、ようやく楽になれる。

  　

  　

  「……呵呵。来吧，姐姐，过来这边——」

  「……ふふっ。さぁお姉ちゃんっ、こっちに───」

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「呜哦哦哦哦啊啊啊啊平底锅攻击————！！」

  「うおおぉぉあぁぁぁフライパンアタックぅぅぅぅっ！！」

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「嗯？——噗呸！！」

  「んっ？　──ブベッ！！」

  　

  　

  　

  　——突然间，眼前的优希往旁边飞了出去。

  　──突然、目の前にいた優希が横に吹っ飛んだ。

  　

  　

  「………………咦？」

  「………………え？」

  　

  　

  　当我发出如此愚蠢的声音时，被击飞的优希从手扶梯上滚落，撞上二楼墙壁后便昏了过去。

  　そんな間抜けな声が出た頃には、吹っ飛ばされた優希がエスカレーターを転がり落ちて二階の壁に激突して気絶していた。

  　

  　然后，优希的身体——仿佛黑色的泥巴般扭曲崩解，从中出现一个我从未见过的中年男子。

  　そして優希は──体が黒い泥のように歪んで崩れ、その中から見たこともない中年の男が眠ったまま出てきた。

  　

  「糟糕，做得太过火了！那个人是感染源吗！？」

  「やべっ、やりすぎた！　あの人感染した人だったのか！？」

  　

  　银发少女在我面前慌慌张张地说道。

  　そして私の目の前でワタワタと慌てる銀髪の少女。

  　

  「不、不过，这也是没办法的事……呜呜，对不起。」

  「ま、まぁでも、こればっかりはしょうがないよな……うぅ、ごめんなさい」

  　

  　她点了点头，强迫自己接受这个结果，然后把平底锅背在背上，立刻朝我这边跑了过来。

  　何やらウンウンと頷いて無理やり納得した彼女はフライパンを背中にくっ付けると、すぐさま私の方へ駆けつけてきた。

  　

  「刚烈先生！……太好了，你没事吧？」

  「剛烈さん！　……よかった、無事ですね」

  　

  「……你是……」

  「……きみ、は」

  　

  　我被突然出现的银发少女吓了一跳，而在我身后的红发女高中生突然大叫起来。

  　突如として現れた銀髪の少女に呆気に取られていると、後ろにいた赤髪の女子高生が急に叫んだ。

  　

  「哇啊啊啊！是莉亚姐啊啊啊！！」

  「わあぁぁーっ！　リアねえだぁぁぁ！！」

  　

  「咦——哦哇！阳、阳菜！？」

  「えっ──おわっ！　よ、陽菜！？」

  　

  　阳菜大叫着冲了出去，从正面抱住了我眼前的银发少女。身材娇小的少女就这样被阳菜推倒，不断地挥舞着手脚抵抗。

  　叫びだした陽菜は駆け出して、私の目の前にいた銀髪の少女に正面から抱きついた。体の小さい少女はそのまま陽菜に押し倒され、ジタバタと抵抗を繰り返している。

  　

  「阳菜，等等，现在不是做这种事的时候……！」

  「陽菜っ、ちょ、今はこんなことしてる場合じゃ……！」

  　

  「莉、亚、姐、姐、姐……我、好想、见你……」

  「リ゛ア゛ね゛え゛え゛ぇ゛ぇ゛……会い゛だがっだぁ°……」

  　

  「别、别哭啦……呃！等等，鼻涕都流出来了！」

  「な、泣くなって……ってぇ！　ちょ、鼻水垂れてるぅ！」

  　

  　阳菜抽泣着，脸上满是泪水和鼻涕。少女把手帕递给她，然后重新站了起来。

  　咽び泣いて涙と鼻水でグチャグチャになっている陽菜に少女はハンカチを手渡し、改めてしっかりと立ち上がった。

  　

  　少女——莉亚无奈地笑着，摸了摸阳菜的头。

  　少女は──リアはしょうがなさそうに笑いながら、陽菜の頭を撫でている。

  　

  　

  　

  　

  　……被妨碍了。

  　……邪魔を、された。

  　

  　

  「为什么？」

  「何で」

  　

  　我问莉亚。

  　私はリアに問いかける。

  　

  「咦？」

  「えっ？」

  　

  「为什么要妨碍我？」

  「何で邪魔した」

  　

  　如果她让我继续被抱住，我就能解脱了。就能离开这个痛苦的世界，到弟弟身边去了。

  　あのまま抱きしめられていれば、私は楽になれた。苦しいこの世界から離れて弟の元へ行けるはずだった。

  　

  「我明明想死……为什么要妨碍我！」

  「死にたかったのに……どうして邪魔した！」

  　

  「咦……？你、你突然怎么了……」

  「えぇっ……？　ど、どうしたんですか急に……」

  　

  「如果你没有妨碍我……我现在已经死了！已经死了啊！」

  「お前が邪魔していなければ……今ごろ死んでた！　死ねたんだ！」

  　

  　弟弟明明说他在等我，我却还活着。明明应该去到他身边，让他安心的，明明我已经没有继续活下去的理由了。

  　弟が待っていると言ってくれたのに、私はまた生き延びてしまった。あの子の元へ行って安心させてあげなければいけないのに、もう私に生きる理由なんて残っていないのに。

  　

  「你没有理由救我……！」

  「私を助ける理由なんて……！」

  　

  　

  　

  　

  「因、因为我们是伙伴啊。」

  「だ、だって仲間じゃないですか」

  　

  　

  　

  　

  「……？」

  「……っ？」

  　

  「呃，请不要歪着头。我们不是死亡游戏的攻略者吗？」

  「いや、首傾げないでくださいよ。俺たちデスゲーマーズでしょ」

  　

  　……死亡游戏攻略者？

  　……デスゲーマーズ？

  　

  「虽然我不知道发生了什么事……但刚烈先生死了的话，真冈小姐会哭的。知道刚烈先生在练功区的时候，她非常地动摇。」

  「何があったのかは知らないですけど……剛烈さんが死んじゃったら真岡さん泣きますよ。剛烈さんがフィールドの中にいるって分かった時、あの人めっちゃ動揺してましたし」

  　

  「……那是……」

  「……それ、は」

  　

  「还有我也会哭！你是我重要的伙伴……如果你死了，我会哭到后悔你死了的程度哦。这样好吗？」

  「あと俺も泣きます！　大切な仲間ですし……もし死んじゃったら、死んだことを後悔するくらい俺が泣きますよ。いいんですか」

  　

  　这孩子在说什么啊？

  　何を言っているんだこの子は。

  　我重要的伙伴？只不过是数周的临时队伍，只是在一起行动的我……是伙伴？

  　私が大切な仲間だと？　ほんの数週間だけの集まりでしかなかった、あんな即興チームで一緒に居ただけの私を……仲間？

  　

  　不，就算我是她的伙伴，她也没有权利阻止我……

  　いや、仮に仲間だったとしても私の死を止める権利なんて……。

  　

  「啊啊！我要哭了！年幼的女孩子要嚎啕大哭了！」

  「あぁー！　泣いちゃう！　幼気な女の子がわんわん泣いちゃうなー！」

  　

  「咦、咦……」

  「えっ、え……」

  　

  「我好不容易来救你了！如果你不但不感谢我，还恨我的话，我可能会大受打击而卧床不起！干脆现在就在这里睡着算了！啊，糟糕！要睡了！要因为打击太大而变成植物人了！三、二、一……」

  「せっかく助けに来たのになぁー！　感謝どころか恨まれたりとかしちゃったら、ショックで寝込んじゃうかもなーっ！　なんなら今すぐここで寝込んじゃうなー！　あ、ヤバい！　寝込む！　ショックで植物人間になっちゃう！　さーん、にーい、いーち」

  　

  「哇哇，等、等一下！我知道了！我知道了，所以等一下！好吗！？」

  「わわっ、ちょ、ちょっと待って！　分かった！　分かったから待って！　ねっ！？」

  　

  　我急忙大声打断莉亚的话，她对我露出了恶作剧般的笑容。

  　急いで大声を挙げてリアの声を遮ると、彼女は私に向かっていたずらっぽい笑顔を向けた。

  　

  「嗯～怎么办呢？如果你又说『好想死～』的话，我可能一秒就会睡着了。」

  「えー、どうしよっかな。剛烈さんがまた『死にたい～』とか言ったら秒で寝込んじゃうかも」

  　

  「我不会说的！我不会再说那种话了，所以你别睡着！」

  「言わない言わない！　もうそんなこと言わないから寝込まないで！」

  　

  「……噗噗。好～我知道了。托刚烈先生的福，植物人路线消失了，恭喜你。」

  「……プフっ。はーい、わかりました。剛烈さんのおかげで植物人間ルートは消えました、おめでとうございます」

  　

  　莉亚嘿嘿地露出开朗的笑容。

  　えへへっ、と明るい笑顔を見せてくるリア。

  　看来我完全被她玩弄于股掌之间。

  　どうやら私は完全に彼女の掌の上だったらしい。

  　

  　

  　……真是服了她了。

  　……まいったな、これは。

  　

  　没想到莉亚……不，没想到美咲同学对伙伴是如此认真。我本来以为死亡游戏攻略者不过是个临时凑数的团体，看来在他心中，已经膨胀成了『重要的队伍』。

  　まさかリアが……いや、美咲くんがここまで仲間に対して真剣だったとは予想していなかった。デスゲーマーズなんてただの場当たり的な集団に過ぎないと思っていたのに、どうやら彼の中ではそれが『大事なチーム』にまで膨れ上がっていたらしい。

  　

  　身为其中一员的我也不例外，被他『重视』了。真是的，太过直率也是个问题。

  　その一員である私も例外なく『大切』ときた。全く、真っ直ぐすぎるのも考え物だ。

  　我没想到他不会追问我的事，而是先阻止我自杀。

  　私の事情を詮索することもなく、まず何が何でも止めようとしてくるとは思わなかった。

  　

  　

  　该说是清醒了，还是头脑稍微清醒了呢。

  　目が覚めたというか、少し頭がスッキリしたというか。

  　总之，现在不是寻死的时候——我成功地转换了思考。

  　とにかく今は死のうとしてる場合ではない、という風に思考を切り替えることはできた。

  　

  「……谢谢你，美咲同学。」

  「……ありがとね、美咲くん」

  　

  「我并没有做什么值得你道谢的事。」

  「お礼を言われるようなことなんてしてないですよ」

  　

  「你不是用平底锅救了我吗……很帅气哦。」

  「フライパンで助けてくれたじゃない。……カッコよかったよ」

  　

  「……哎、哎呀～！没有那么夸张啦——」

  「……い、いや～！　それほどでも──」

  　

  　

  　我夸奖莉亚，她脸红了。就在这个瞬间——

  　私が褒めてリアが赤面した、その瞬間。

  　

  　

  「——哇啊！？」

  「──わぁっ！？」

  　

  　

  「美咲同学！」

  「美咲くんっ！」

  　

  「莉、莉亚姐被掳走了！」

  「りっ、リアねぇが攫われたぁ！」

  　

  　突然从旁边飞来一个黑衣人，抓住莉亚的脖子，就这样抓着她飞到空中，逃到了购物中心的天花板上。

  　突然横から飛んできた黒い人間がリアの首根っこを掴み、そのまま彼を持ったまま空を飛んでショッピングモールの天井まで逃げてしまった。

  　

  　

  「给我站住！」

  「待てコラぁ！」

  　

  　这时，从那个黑衣人飞来的方向，出现了一名眼熟的水蓝色头发少女，气喘吁吁地跑来。

  　すると、その黒い人間が飛んできた方向から見覚えのある水色髪の少女が息を切らしながら走ってきた。

  　

  「呼、呼……！啊，刚烈哥，你没事吧……呼、呼、呼……！」

  「はぁっ、ハァっ……！　あっ、剛烈さん、無事だったんスね……はぁっ、ぜぇっ、ハァ……！」

  　

  「……难道你是吴原同学？」

  「……もしかして、呉原くん？」

  　

  「咦……你竟然知道……呼，胸部好重。」

  「えっ……よく分かりましたね……ハァ、おっぱい重い」

  　

  　吴原少年在我面前暂时停下脚步，肩膀上下起伏，调整呼吸。

  　私の前で一旦止まり、肩を上下させながら息を整える呉原少年。

  　我听说了昨天在高中发生的事件，看来他重新拿到了Access手表，变身成菲莉斯・雷诺拉。

  　昨日の高校で起きた事件の話は聞いていたが、どうやら改めてアクセスウォッチを渡されてフィリス・レイノーラに変身したらしい。

  　

  「刚才那个家伙好像是头目，他额头上有个很像游戏核心的宝石，可是他能飞，所以用能力抓不到他……」

  「さっきの奴がボスっぽいっていうか、明らかにフィールドの核みたいな宝石が額にあるんですけど、アイツ空飛べるから能力で捕まえられなくて……」

  　

  「……刚才那个黑衣人就是头目吧。」

  「……さっきの黒い人間がボスってわけね」

  　

  　那家伙显然是引发这次僵尸事件的主谋。远远看也知道，除了全身漆黑之外，只有那家伙和其他个体不同，有『脸』。

  　ヤツがこのゾンビ事件を引き起こした首謀者だということは明白だ。遠目から見ても分かる通り、全身が真っ黒なことに加えて奴だけは他の個体と違って『顔』がある。

  　恐怕只有那家伙是从游戏场域出来的纯粹怪人吧。

  　恐らく奴だけがゲームフィールドから出てきた純粋な怪人なのだろう。

  　

  　……不过，原来如此，那家伙会飞啊。

  　……しかし、そうか。飛ぶのか、あいつは。

  　

  「吴原同学。」

  「ねぇ、呉原くん」

  　

  「什么事？」

  「なんスか？」

  　

  「那个Access手表……可以借我吗？」

  「そのアクセスウォッチ……私に貸してくれる？」

  　

  　这样下去不仅无法解决事件，莉娅还会从高处坠落而死。

  　このままだと事件解決が図れないばかりか、高い位置からリアが落とされて落下死してしまう。

  　要想解决这些问题，需要能追上那个怪人的机动力，也就是同样拥有『在空中飞行的能力』。

  　これらをどうにかするためにはあの怪人に追いつける機動力、ひいては同じく『空を飛べる能力』辺りが必要だ。

  　

  「啊，好的，请用。」

  「あ、はい、どうぞ」

  　

  「谢谢。」

  「ありがと」

  　

  　他从右手上取下手表，从菲莉斯变回吴原永治。我接过他递来的手表戴在右手上，转向身旁的阳菜。

  　右手から腕時計を外した彼がフィリスから呉原永治に姿を戻す。そして彼から受け取った腕時計を自身の右腕に巻きつけ、隣にいる陽菜の方を向いた。

  　

  「……阳菜，可以吗？」

  「……陽菜ちゃん、いけそう？」

  　

  　我一边晃动右手上的手表一边问，阳菜用力点头。

  　右手のウォッチをチラつかせながらそう告げると、陽菜は強く縦に首を振った。

  　

  「当然！我们去救莉娅姐吧！」

  「もちろんです！　リアねえをぶっ助けましょう！」

  　

  「你说话的方式真奇怪……嗯，好。」

  「変わった言い回しするね……ん、よし」

  　

  　我把手表调到可以进入的状态，和阳菜并排站在一起，握住她的手。

  　腕時計をアクセス可能の状態にセットして、二人横に並んでから陽菜の手を握った。

  　

  　只有心灵深深相连的人才能进入……之前听真冈这么说过，不过从气氛来看，我和阳菜应该也可以。

  　アクセスできるのは心が深く繋がった人間だけ……なんて説明は前に真岡から聞いたが、なんだか雰囲気的に私と陽菜でもいけそうだ。

  　

  　这是因为我们心中想救美咲同学的心情强烈共鸣……吗？虽然不清楚详细情况，但就算不能进入，我们也会做其他能做的事。

  　それは今、私たちの中で美咲くんを助けたいという気持ちが強く共鳴しているから……なのだろうか。詳しい事はよく分からないが、これでアクセスができなくても他に出来る事をやるだけだ。

  　

  「啊，对了，刚烈哥。」

  「あっ、そうだ剛烈さん」

  　

  「嗯？」

  「ん？」

  　

  「我们两个之后要合而为一，告诉我你的名字吧。」

  「これから二人で一人になる訳ですし、名前教えてくださいよ」

  　

  「你刚才不是自己说了吗？」

  「いま自分で言ってるじゃない」

  　

  　我理所当然地回答，阳菜鼓起脸颊。好可爱。

  　当たり前のことを言うように私が告げると、陽菜は頬を膨らませた。かわいい。

  　

  「唔，不是那个！」

  「むっ。そうじゃないです！」

  　

  「什么意思……」

  「どういうことなの……」

  　

  「不是姓氏，是名字！我不知道刚烈哥的全名！」

  「名字じゃなくて下の名前ですよ！　私剛烈さんのフルネーム知らないです！」

  　

  　经她这么一说，我确实没有告诉过死亡游戏的攻略者们我的名字。虽然不想告诉他们，但告诉今后要一起行动的阳菜应该没关系吧。

  　言われてみれば確かに、私の名前をデスゲーマーズの面々に言ったことは無かった。別に教えたいわけでもないが、これから一緒になる陽菜ぐらいには教えてもいいだろう。

  　

  　因为刚烈这个粗犷的姓氏，我小时候常被叫成大猩猩，完全没有人叫过我的名字。

  　剛烈、なんていうゴツイ名字のせいで、小さい頃はゴリラだのなんだの言われて、全く呼ばれなかった私の名前を。

  　

  「雪音。雪人（Yukidaruma）的雪加上恋爱（Yori）的音读，雪音。」

  「雪音。雪だるまのユキにオトって書いて、雪音」

  　

  「……雪音？」

  「……ゆきねえ？」

  　

  「随便你怎么叫。」

  「好きに呼んでいいよ」

  　

  「那我就叫你雪音姐！」

  「じゃあ雪音さんでっ！」

  　

  　结果还是加了姐。虽然无所谓。

  　結局さん付けかい。別にいいけども。

  　……就这样，让她知道我的名字，也拉近了距离，我判断差不多可以变身了。

  　……ということで、名前を知ってもらって距離も縮まったことだし、そろそろ大丈夫だと踏んで変身することにした。

  　

  　我举起右手，高声大喊。在心中祈祷着，希望可以成功。

  　右手を上に翳して、高らかに叫ぶ。できれば成功して欲しいなぁ～と心の中で祈りながら。

  　

  　

  「变身！」

  「変身ッ！」

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　　★　　★　　★　　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　结果在那之后，我与阳菜顺利变身，解决了事件。

  　結局あの後、しっかり変身できた私と陽菜の力で事件は無事解決した。

  　

  　破坏核心后，怪人也倒下，变成黑色人类的人们也恢复原状。虽然购物中心内留下些许破坏的痕迹，幸好没有出现伤者……被优希变身的大叔头上肿了一个包，不过还在误差范围内。

  　核を破壊して怪人も倒したことで黒い人間になっていた人たちは元に戻り、ショッピングモール内は少々破壊の跡が残ったがこれといって怪我人は出なかったのは幸いだ。……優希に変身させられてたおじさんはタンコブできてたけど。まぁ誤差の範囲だ。

  　

  　之后，我们重新在优希的墓前献花，准备回家休息……就在这时，美咲同学邀请我们：「要不要来我家吃晚餐？」

  　その後は優希のお墓に改めて花を供えて、さぁ家に帰って休もう……といったところで、美咲くんに「ウチで晩ご飯食べていきませんか！」と誘われた。

  　

  　虽然不知道他邀请我的理由，让我有些不知所措，但我勉强察觉到，他似乎很在意我那时说的「好想死」这句话。

  　私を誘った理由が分からず少し狼狽えたが、どうやら彼が私の『死にたい』というあの時の言葉を気にしていた、ということをなんとか察することはできた。

  　自从变身成阳菜后，我尽可能表现得开朗，但那句话似乎一直在美咲同学的心中挥之不去。他依然是个为伙伴着想的少年。

  　陽菜に変身してからはなるべく明るく振る舞っていたのだが、美咲くんの中ではあの言葉がずっと引っかかっていたらしい。相変わらず仲間思いな少年だ。

  　

  　

  　因此，我现在正在美咲家的餐桌前享用晚餐。

  　ということで私は今、美咲家の食卓で晩ご飯を頂いています。

  　今天的晚餐似乎是美咲同学的父亲做的，每一道菜都比我做的好吃几万倍，让我感动得快哭了。全职主夫好强……

  　今日の夕食は美咲くんのお父さんが作ってくれたらしいのだが、どの料理も私が作るものの数万倍美味しくて泣きそうになっている。専業主夫はつよい……。

  　

  「……呼。不好意思，我吃饱了。」

  「……ふぅ。すみません、ご馳走様でした」

  　

  「合你的口味吗？」

  「お口に合えばよかったんですけど」

  　

  「非常好吃！」

  「とっても美味しかったです！」

  　

  　我向表情柔和的美咲同学父亲这么说后，他回道：「那真是太好了。」不知不觉间，他连餐具都收好了。

  　柔らかい表情をしている美咲くんのお父さんにそう告げると、「それはよかった」と言いながらいつの間にか食器まで片付けられてしまった。

  　做到这种地步，让我觉得有些过意不去，但我想还是坦率接受这份好意比较好，所以什么都没说。

  　流石にここまでされると申し訳なくなってくるが、こういった厚意は素直に受け取った方がいいと考えて何も言わなかった。

  　

  　美咲同学的父亲会这么照顾我，是因为美咲同学对他说明时，相当顾虑我的感受。而且她还加油添醋地美化了我的活跃表现。

  　ここまでお父さんが私に気を遣ってくれているのは、美咲くんがお父さんに対して私の事をかなり気を遣った説明をしてくれたからだ。それこそ少し事実は違うレベルで私の活躍を盛ってたりもしていた。

  　要是经常被美咲同学父亲赶出门的真冈知道这件事，应该会很不甘心吧。

  　常にお父さんから門前払いをくらっている真岡が知ったら悔しがりそうだ。

  　

  「呼啊……嗯～我要去睡了～」

  「ふあぁ……んー、夜にい寝よー」

  　

  　吃完饭刷完牙的朝阳同学对坐在沙发上的美咲同学这么说后，美咲同学的父亲将手放在朝阳同学的双肩上。

  　ご飯を食べ終えて歯磨きを終えた朝陽君がソファに座っている美咲くんに対してそう言うと、お父さんが朝陽くんの両肩に手を置いた。

  　

  「朝阳今天跟爸爸一起睡吧。」

  「朝陽は今日、お父さんと一緒に寝ような」

  　

  「嗯……？嗯，好。」

  「んー……？　ん、うん」

  　

  　看来朝阳同学的困意已经到达极限，他用算不上回答的回答回应后，就消失在客厅深处了。

  　どうやらもう眠気が限界らしい朝陽君は返事とは言えないような返事をしつつ、リビングの奥へと消えていった。

  　目送朝阳同学离开后，美咲同学的父亲转身面向我，向我鞠躬。

  　それを見送っていると、朝陽君の後に続こうとしたお父さんが私の方に振り返ってお辞儀をしてきた。

  　

  「真的很感谢你救了我儿子……」

  「息子を助けて頂いて……本当にありがとうございます」

  　

  「不不不！我儿子平常也帮了我很多忙……」

  「いえいえ！　こちらこそ息子さんには常日頃からとても助けられていますから……」

  　

  「希望我儿子没有给你添麻烦……总之，不嫌弃的话，就请在我们家好好休息吧。」

  「息子が迷惑をかけていなければ幸いですが……ともかく、こんな狭い家でよければどうぞごゆっくり寛いでいってください」

  　

  　美咲同学的父亲说完后，再次向我鞠躬，接着就和朝阳同学一起走进一楼的寝室。

  　そう言ってペコリともう一度会釈をしてくれたお父さんは、朝陽君と一緒に一階の寝室へと入っていった。

  　虽然我觉得两层楼的独栋房屋说小也太小了，但他的谦虚态度实在值得学习。

  　二階建ての一軒家を狭い家と言うのは流石に謙虚すぎると思うが、あの丁寧な姿勢は見習わなければなるまい。

  　

  「……啊哈哈，他太客气了啦。」

  「……あはは、気ぃ遣われちゃったなぁ」

  　

  「爸爸对客人都是那种态度哦。」

  「お客さんに対しては父さんいつもあんな感じですよ」

  　

  　美咲同学理所当然地这么说，但他之所以特地把总是粘着他的朝阳同学带走，简单来说，就是「今天能跟儿子说的事情，就趁今天全部说出来」的意思。

  　美咲くんは当たり前のように言ってくるが、いつも彼にベッタリであろう朝陽君をわざわざ連れて行ってくれたのは、要するに『ちゃんと息子に話せることは今日の内に全部話しておけ』ということだ。

  　

  　既然他都这么亲切地对待我了，我可不能浪费今天的时间。就接受他的好意吧。

  　ここまで温厚に接してくれているのだから、今日を無駄にしてはいけない。ご厚意に甘えてさせていただこう。

  　

  「……对了，那个叫小莲的孩子呢？」

  「……そういえば、レンちゃんだっけ？　あの子は？」

  　

  「她已经在朝阳房间的床上睡得很熟了。我们还在原野上时，她好像也做了些什么。」

  「もう朝陽の部屋のベッドでぐっすりですよ。俺たちがフィールドにいた時も、あいつはあいつで何かやってたみたいですから」

  　

  「是、是哦。」

  「ふ、ふーん」

  　

  　而他的母亲正在国外工作。

  　そして彼の母親は海外でお仕事中。

  　

  　

  　也就是说——现在是两人独处的状况。不，我可没有打算做什么奇怪的事情哦。

  　つまり──二人っきりになれる状況ができたというわけか。いや、別に怪しいことをするつもりは毛頭ないが。

  　

  「话说回来，你这身打扮……刚烈先生今天要住下来吗？」

  「ていうかその格好……剛烈さん、今日泊まっていくんですか？」

  　

  「嗯，我有好好取得爸爸的同意了。」

  「うん、お父さんにはちゃんと許可とったから」

  　

  「这样啊……那么，待在这里的话，一楼的寝室会听到声音，我们去我的房间吧。」

  「そうですか。……んじゃ、ここだと一階の寝室に声聞こえちゃいますから、俺の部屋に行きましょ」

  　

  「……了解。」

  「……了解」

  　

  　虽然美咲同学的语气有点奇怪，但我真的没有打算做什么奇怪的事情！

  　ちょっと美咲くんの言い回しが怪しい感じになってるけど、別に本当に何もないから！

  　

  　

  （你在对谁解释啊？）

  （誰に言い訳してるんですか？）

  　

  （当然是你啊！话说，不要说这是解释啦……）

  （あなたにだけど！　ていうか言い訳って言わないで……）

  　

  （开玩笑的啦～雪音小姐真可爱呢。）

  （冗談ですよ～。雪音さんはかわいいなぁ）

  　

  　

  　我在心中被应该比我小的阳菜调侃，同时为了前往美咲同学的房间而走上二楼。

  　心の中で年下の筈の陽菜にからかわれつつ、私は美咲くんの部屋に行くために二階へと上がっていった。

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　…………

  　…………

  　

  　………………

  　………………

  　

  　

  「——事情就是这样，我决定暂时不找你们这些高中生了。」

  「──ってわけだから、暫く君たち高校生組は呼ばないことにしました」

  　

  「毕竟DEM队的人已经可以登入了嘛。像我们这种超级外行人已经……」

  「デム隊の人がアクセスできるようになったんですもんね。そりゃ俺たちみたいなド素人はもう……」

  　

  「不、不是啦！我只是希望你们能以私生活为优先，真的有困难时，我会拜托你们的！」

  「そ、そうじゃなくてね！　なるべく君たちには私生活の方を優先して欲しいってだけだから、本当に困った時は頼らせて欲しいってこと！」

  　

  　我慌忙解释道，坐在床上的美咲同学露出开朗的表情。

  　私が慌てて説明すると、ベッドに腰を下ろしている美咲くんが明るい表情になった。

  　

  「这样啊？真的有困难的话，尽管来找我们帮忙哦！」

  「そうですか？　ほんと、困ったらバンバン頼ってくださいね！」

  　

  「嗯……谢谢。」

  「うん……ありがとう」

  　

  　

  　说实话，目前几乎不会需要找他们帮忙。游戏领域这种怎么看都很危险的领域，不能轻易把高中生卷进来。说到底，这些事本来就是我们大人的工作。

  　まぁ、実を言えばほとんど呼ぶことは無さそうなのが現状だ。ゲームフィールドなどという、どう考えても危険すぎる領域に高校生たちをそう簡単に巻き込んでいい筈がない。そもそもこれらの対処は私たち大人の仕事なのだ。

  　

  　……话虽如此，他们确实很可靠。

  　……といっても、彼らが頼りになるのも事実ではある。

  　菲莉斯的冰能力是目前在游戏领域内最强的力量，而且考虑到莉亚的存在，说不定能从虚拟世界召唤能力者，那么依靠两名高中男生的日子或许也不远了。不过再怎么说也不能把小学生朝阳卷进来。

  　フィリスの氷能力は現状フィールド内で使える最強の力であり、またリアがいることで仮想世界から能力者を呼べる可能性もあることを考えると、高校生男子二人に頼る日はそう遠くはないのかもしれない。流石に小学生の朝陽君は巻き込めないが。

  　

  　

  　总之，复杂的话题就到此为止。

  　とにかく、小難しい話はこれで終わりだ。

  　

  「没有其他联络事项了，差不多该睡了。」

  「もう連絡事項はないし、そろそろ寝ようか」

  　

  「是啊，刚烈先生要睡哪里呢？」

  「そうですね、剛烈さんはどこで寝ます？」

  　

  「呃……」

  「えぇっと……」

  　

  　我总不能睡在他们的床上，但这个房间看起来也没有棉被。

  　流石にベッドを使わせてもらう訳にはいかないが、見た限りこの部屋には布団もなさそうだ。

  　这样的话就只能睡地板，或是去一楼客厅的沙发——

  　そうなると床か、もしくは一階のリビングのソファで──

  　

  （喂，雪音小姐！）

  （ちょっと雪音さん！）

  　

  「呜欸？」

  「うぇっ？」

  　

  「嗯？怎么了？」

  「っ？　どうかしました？」

  　

  「没、没什么！」

  「な、なんでもない！」

  　

  　突然被阳菜搭话，我吓了一跳，不小心发出声音。我还没习惯这种从心里被搭话的感觉。

  　突然陽菜に話しかけられて驚いてしまい、つい実際に声が漏れてしまった。心の中から話しかけられるこの感覚にはまだまだ慣れそうにない。

  　

  （阳菜，怎么了？）

  （陽菜ちゃん、どうしたのかな？）

  　

  （什么怎么了，我希望你遵守约定！）

  （どうしたもこうしたもないですよっ、約束守って欲しいです！）

  　

  （约定……你是认真的吗？）

  （約束って……あれ、本気だったの？）

  　

  （当然……我也一直想念着莉娅姐。）

  （当然じゃないですか……私だってリアねえがずっと恋しかったんです）

  　

  （唔、嗯……）

  （う、うーん……）

  　

  　伤脑筋，非常伤脑筋。看来果然不能敷衍了事。

  　困った。かなり困った。やはり約束を誤魔化すことはできないらしい。

  　

  　阳菜所说的约定是『我帮你，你今天要和莉娅姐一起睡』。

  　陽菜の言っている約束とは『力を貸す代わりに今日はリアねえと一緒に寝て』というものだった。

  　接下来的这段时间，我必须借助她的力量，所以早就做好了付出代价的觉悟。

  　そりゃあこれから暫くの間が彼女の力を借りなければいけないのだから、対価を払う覚悟はしていた。

  　

  　可是啊，突然要我和年纪小的男高中生一起睡……很伤脑筋吧？非常伤脑筋。

  　でもさぁ、まさかいきなり年下の男子高校生と一緒にベッドに入れ～、なんて言われたら……困るでしょ。非常に困る。

  　

  （可是美咲同学现在是男生哦？而且不在附近就没办法变身……）

  （でも美咲くんは今男の子の状態だよ？　変身はフィールドが近くにないと出来ないし……）

  　

  （莉娅姐就是莉娅姐，没有关系。和男生版的莉娅姐一起睡，反而赚到了。）

  （リアねえはリアねえなんだから関係ないです。むしろ男の子バージョンのリアねえと一緒に寝れてお得ですっ）

  　

  （我听不懂什么赚到了。既然你叫她莉娅姐，就表示你喜欢那个女孩子吧？）

  （何がお得なのか分からないよぉ。リアねえって言うくらいなんだから、あなたはあの女の子のことが好きなんでしょ？）

  　

  （女孩子版的莉娅姐娇小可爱，软绵绵的闻起来很香，当然很棒，不过我喜欢的是莉娅姐。不是只喜欢艾莉儿小姐，而是喜欢帮助我的美咲同学，以及一直和他在一起的艾莉儿小姐，也就是『莉娅姐』，所以我最喜欢莉娅姐了。）

  （そりゃ女の子のリアねえはちっちゃくて可愛いしフワフワしてて良い匂いするし最高ですけど、私が好きなのはリアねえなんです。アイリールさんだけが好きなんじゃなくて、私を助けてくれた男の子である美咲さんと、ずっと彼と一緒に居たアイリールさんを含めた『リアねえ』がリアねえだから大好きなんです）

  　

  （抱歉，我有点搞不清楚状况了，你先等一下。）

  （ごめんちょっとよく分かんなくなってきたから少し待って）

  　

  　莉娅姐这个词好像要崩坏了，我暂时中断对话。

  　リアねえという単語がゲシュタルト崩壊しそうで一旦話を切り上げた。

  　只说结论的话，看来我除了和美咲同学一起睡以外，没有其他选择。如果我在这时候耍赖，导致无法借助阳菜的力量的话，就本末倒置了。

  　結論だけ言えばどうあっても私には美咲くんと一緒に寝る以外の選択肢は無いということらしい。ここで私が駄々をこねて陽菜の力を借りられなくなってしまっては本末転倒。

  　

  　我必须遵守约定，从现在开始和她建立信赖关系。我们两个并没有一直在一起，果然还需要一点时间。

  　約束を守り、ここから改めて彼女との信頼関係を築いていかなければ。ずっと一緒に居たわけではない私たち二人の間には、やはりもう少し時間が必要だ。

  　

  　下定决心吧，二十一岁的刚烈雪音，就算对方是男高中生，只要把他当成亲戚的小孩，应该就没问题了。

  　腹を括れ二十一歳剛烈雪音、たとえ相手が男子高校生でも親戚の子みたいに思えばいけるはずだ。

  　

  「……那、那个，美咲同学。」

  「……あ、あの、美咲くん」

  　

  「是？」

  「はい？」

  　

  「那个，呃……」

  「その、えぇっと……」

  　

  　羞耻心和紧张让我一时说不出话。钻进不是亲戚的高中生的被窝里，这可是犯罪啊混账！

  　羞恥心と緊張で口ごもってしまう。親戚でもない高校生のベッド潜るとか事案だよちくしょー！

  　

  （雪音加油！）

  （雪音さんがんばって！）

  　

  （……啊啊，好啦，我知道了我知道了！）

  （……あぁ、もう、わかったわかった！）

  　

  　我要拿出真本事了，之后的事我可不管。

  　もう本気出すぞ。後の事は知らんぞ。

  　

  　

  　

  「……可以一起睡吗……？」

  「……一緒に寝ても、いっ、いいかな……っ？」

  　

  　

  　

  「咦？」

  「へっ？」

  　

  　美咲同学愣住了。不，这应该叫傻眼吧……？

  　美咲くんが呆気に取られている。いやこれは呆れているのか……？

  　不管怎样，我不能退缩！只能自暴自弃了！

  　どちらにせよもう引けないぜ！　ヤケクソじゃい！

  　

  「拜托……！」

  「お願い……！」

  　

  「……咦、咦、那个、咦？」

  「……えっ、え、あの、え？」

  　

  　要是他叫爸爸过来的话，我肯定会被社会性抹杀，所以不能强迫他。

  　ここでお父さん辺りを呼ばれでもしたら社会的に抹殺されること間違いなし、なので無理矢理はできない。

  　拜托你跟我一起睡吧……我没有别的意思……！

  　お願いだから一緒に寝てくれぇ……他意はないんじゃぁ……！

  　

  「拜托了……！」

  「この通り……！」

  　

  　

  「…………我、我知道……了？」

  「…………わ、わかりまし……た？」

  　

  　

  （太好了！！）

  （よっしゃあ！！）

  　

  　阳菜在心中摆出胜利姿势。这家伙……

  　心の中でガッツポーズを決め込む陽菜。こいつ……。

  　总之，确定可以一起睡了，先关灯吧。我再说一次，我没有别的意思。

  　とりあえず一緒に寝れることが確定したので、先ずは部屋の明かりを消そう。何度も言うが他意はない。

  　

  　我关掉电灯开关，走到一脸紧张地躺在床上的美咲身旁。

  　パチッと明かりのスイッチを切り、緊張した面持ちでベッドに横たわっている美咲のすぐ傍に入った。

  　这样就变成我们互相凝视了，实在让人冷静不下来。

  　そうすることでお互いが見つめ合う形になってしまい、どうも落ち着かない。

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　…………

  　…………

  　

  　………………

  　………………

  　

  　

  　我们就这样僵在原地，什么话也没说，过了五分钟。

  　何を話すわけでもないまま固まって、はや五分が経過して。

  　我开始担心自己红通通的脸蛋快要撑不住了，没想到他主动开口了。

  　そろそろ赤面した顔の表情が崩れてしまいそうな事に焦っていると、意外なことに彼の方から声を掛けてきた。

  　

  「那个，刚烈哥？」

  「あの、剛烈さん？」

  　

  「唔欸，什、什么事？」

  「うぇっ、な、なに」

  　

  「……那个，我……呃……」

  「……その、俺……えぇっと」

  　

  　美咲同学努力地想挤出话来，我只能在一旁看着他。

  　言葉をなんとか捻りだそうとして苦戦する美咲くんを、私はただ見ていることしかできない。

  　怎么了，少年，你到底想说什么？我已经快要羞得受不了了。

  　なんだ、どうしたんだ少年。こっちはそろそろ恥ずかしさが限界だぞ。

  　

  　

  「……我真的，很重视刚烈哥。」

  「……剛烈さんのこと、本当に、大切だって思ってます」

  　

  　

  「………………咦？」

  「………………へ？」

  　

  　咦？

  　え？

  　

  「啊，不是！我不是要告白！」

  「あっ、いや！　告白とそういうわけじゃなくて！」

  　

  「好、好，嗯……嗯，好……」

  「は、はい、うん……ぅん、はぃ……」

  　

  　所以到底是怎样？不要捉弄姐姐了。

  　つまりどういうことだってばよ？　あんまりお姉さんの事からかわんでくれぃ。

  　

  　

  「在虚拟世界的时候……你救了无能为力的我，今天也和阳菜一起救了我的命。」

  「仮想世界の時は……本当に無力でしかなかった俺を助けてくれたし、今日だって陽菜と一緒になって俺の命を救ってくれた」

  　

  　美咲同学继续对我说着，虽然脸有点红，但表情非常认真。

  　私に対して言葉を続ける美咲くんは顔こそ少し赤いが、表情は真剣そのものだった。　

  　他一边即兴地思考着该说什么，一边拼命地继续说下去，那模样有点可爱。

  　アドリブで言葉を探しながら必死になってセリフを続けるその様が、少しかわいいと感じてしまう。

  　

  「我是说真的，我已经不把你当成外人了……今天那时候说的话，也不是骗人的，全都是真心话……」

  「ほんと、冗談抜きでもう他人じゃないって思ってます……今日のあの時の言葉だって、嘘じゃなくて、全部マジです……っ」

  　

  「……那时候？」

  「……あの時？」

  　

  　我小声地反问，眼前的少年再次直视着我的眼睛回答。

  　私が小さく聞き返すと、目の前の少年は改めてしっかりと私の目を見て答えた。

  　

  「我会哭的，如果刚烈哥死了……我可能会大受打击，变成植物人……」

  「泣きますよ、俺。剛烈さんが死んじゃったら……本当に、ショックで植物人間になるかも……です」

  　

  「……」

  「……っ」

  　

  「我谁都不想失去，因为……大家都是我真正重要的人。或许这只是我的任性……但是，我不能舍弃这份任性……只有这个愿望，我不能放弃。」

  「誰も失いたくないです、みんな……皆本当に大切な人たちだから。ただの我が儘かもしれないけど……でも、この我が儘は……この願いだけは、捨てちゃいけないってそう思ってるんです」

  　

  　他认真的表情逐渐崩溃，没有自信地垂下眼帘，微微皱起眉头。

  　彼の真剣な表情が少しずつ崩れてきている。自信なさげに目を伏せて、眉を少しだけ潜めて。

  　

  　他好像快哭出来了。

  　泣きそうになっている、のだろうか。

  　

  「所以……刚烈哥！」

  「っ、だから……剛烈さんっ」

  　

  　他忍住泪水，挤出话语。

  　それを堪えて、彼は言葉を絞り出した。

  　

  　

  　

  「请你……不要再……说想死了……」

  「もうっ、死にたいなんて……言わないでください……っ」

  　

  　

  　

  　他的话语是对我发自内心的「温柔」，没有一丝虚假。

  　彼の言葉は私に対して向けられた、嘘偽りない心からの『優しさ』だった。

  　那是太过耀眼，令人无法直视的纯粹祈祷。他实在太过直率，让我有点怀疑这孩子真的是高二男生吗？

  　それはもう眩しすぎて直視できないレベルの純粋な祈りだ。この子が本当に高校二年の男子なのか少し疑ってしまう程には、あまりにも彼が真っ直ぐすぎる。

  　

  　是因为和莉娅融合了吗，又或者是在虚拟世界与她相遇让他成长到了这个地步——不，不对。

  　リアと融合したことが原因か、もしくは仮想世界での出会いが彼をここまで──いや、違うか。

  　

  　这才是他本来的人性。所以，他在造访虚拟世界时，无意识地拒绝了角色的覆写，实现了与莉娅的共存。

  　これが彼本来の人間性なんだ。だからこそ、彼は仮想世界へ訪れた際にもキャラの上書きを無意識に拒み、内に秘めたリアとの共存を実現して見せた。

  　

  　真冈说虚拟世界的进化原因在于「帮助了海夜小春」，但我认为美咲没有杀死莉娅，而是将她作为另一个自己接纳，才是进化的理由。我无法不这么想。

  　仮想世界の進化の原因は『海夜小春を助けたこと』だと真岡は言っていたが、私には美咲くんがリアを殺さずにもう一人の自分として受け入れたことこそが進化の理由に思えてならない。

  　

  「虽然我可能不太可靠……但、但我也会努力的……！」

  「頼りないかもしんないけど……お、俺も頑張りますから……！」

  　

  　这孩子到底有多老好人啊。简直就像故事的主人公一样。

  　まったくどこまでこの子はお人好しなのか。まるで物語の主人公みたいだ。

  　

  　

  「……对不起。」

  「……ごめんね」

  　

  「哇！」

  「わっ」

  　

  　他拼命地忍耐着感情试图说服我的样子太惹人怜爱，我不禁抱住了美咲的脸。竟然让一个高中生做到这个地步，我可能还是个没出息的小孩。。

  　必死に感情を我慢して私を説得しようとする彼の姿が愛おしくなってしまい、つい美咲くんの顔を抱きしめてしまった。高校生にここまでさせてしまうとは、私もまだまだ情けない子供なのかもしれない。

  　

  「我不会再说了，绝对不会。」

  「もう言わないよ、絶対に」

  　

  「……唔咕！」

  「……むぐっ」

  　

  「因为我有那么多伙伴……还有美咲在。」

  「あんなに沢山の仲間たちと……美咲くんがいるんだから」

  　

  （呼噢噢噢噢噢噢噢噢噢噢噢噢噢！！好厉害啊啊啊啊啊！）

  （ふおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉ！！　しゅごいぃぃぃぃぃっ！）

  　

  　只是抱一下这个女高中生就吵死了……

  　抱きしめただけでこの女子高生マジでうるせぇ……。

  　啊啊，真是的。在意就输了，无视，无视。

  　あぁ、もう。気にしたら負けだから無視だ、無視。

  　

  「如果美咲同学愿意保护我的话，我也绝对会保护美咲同学的。」

  「美咲くんが私を守ってくれるなら、私も美咲くんを絶対に守ってみせるからね」

  　

  「……唔咕咕！」

  「……んぐぐっ」

  　

  　美咲同学在我的怀中似乎想说些什么，但直到刚才为止，我都一直在听他说话，这次就换我让他听听我的想法吧。

  　美咲くんが私の胸の中で何かを言おうとしているが、先程までは私がずっと彼の言葉を聞いていたのだし、今度はこっちの話も聞いてもらうことにしよう。

  　

  　

  「……我可以把美咲同学当成弟弟一样看待吗？」

  「……美咲くんのこと、弟みたいに思っても……いいかな」

  　

  「？」

  「っ？」

  　

  　如果优希还活着的话，现在应该和美咲同学同龄。如果她还活着的话，说不定已经长这么大了。如果她还活着的话，说不定也能像这样一起睡觉。

  　もし優希が生きていたとすれば、今頃は美咲くんと同じ歳だ。生きていれば、こんなにも大きくなっていたかもしれない。生きていれば、こうして一緒に眠ることもできたかもしれない。

  　

  　如果她还活着的话、如果她还活着的话。

  　生きていれば　生きていれば。

  　

  　但是那孩子已经死了。今天，优希的代理人让我彻底认清了这个事实。那句言语暴力伤害了我，让我原本想逃避的心好好地接受了优希的死。

  　でもあの子はもう死んでしまった。今日、優希の代行者に散々突きつけられた事実だ。あの言葉の暴力には傷つけられたし、どこか逃避していた心もしっかりと優希の死を受け入れるようになった。

  　

  　

  　我应该保护的对象已经不是过去，而是现在在我眼前的这个孩子。

  　私が守るべき相手はもう過去ではなく、今現在目の前にいる。

  　

  「你是哥哥……所以我想你应该不擅长向年长的人撒娇。」

  「君はお兄さんだから……年上に甘えるのは苦手だとは思うけど」

  　

  　他不是弟弟的替代品。就算找遍全世界，也找不到能取代那孩子的对象。

  　弟の代わりではない。あの子の代わりは世界中のどこを探しても見つかりはしないだろう。

  　

  　但是，眼前有个我希望能投注与弟弟同等爱情的人。我想对这个说要保护我的温柔孩子，给予他更多的温柔。我想成为总是努力过头的美咲同学，能够毫无顾忌撒娇的存在。

  　だが、目の前には弟と同じくらい愛情を注いであげたい人がいる。私のことを守ると言ってくれた優しいこの子に、私はそれ以上の優しさを与えてあげたい。いつも頑張り過ぎてしまう美咲くんが、気兼ねなく甘えられる存在になりたい。

  　

  　

  （STOP雪音小姐！你这样会被前辈或小春刺杀哦！？）

  （ストップ雪音さん！　ちょ、先輩か小春ちゃんに刺されますよ！？）

  　

  （我知道啦。我又不是想成为他的恋人。）

  （分かってるって。何も恋人になりたいわけじゃないよ）

  　

  　

  　这孩子有很棒的父母，也有彼此相爱的恋人。这些我都知道。

  　この子には素敵な両親もいるし、既に愛し合った恋人もいる。そんなことは百も承知だ。

  　支持美咲同学的人应该很多。其中肯定也有美咲同学能无条件撒娇的人。

  　美咲くんを支えてくれる人は沢山いるだろう。その中には美咲くんが無条件で甘えられる人たちもいるに違いない。

  　

  　即使如此，我还是想成为这孩子能依赖的存在……这么一想，刚才说的『像弟弟一样』或许不太恰当。

  　それでも私は、この子に頼られるような存在でありたい。……そう考えると、さっきの『弟みたいに』という言葉は不適切かもしれない。

  　

  　看来我也只是拼命地在即兴演出。越来越破绽百出了。

  　どうやら私も必死になってアドリブをしているだけのようだ。どんどんボロが出てくる。

  　

  「果、果然不能当弟弟。」

  「や、やっぱり弟ってのは無しっ」

  　

  「……嗯嗯。」

  「……んん」

  　

  「前辈，前辈哦！美咲同学是我的后辈，所以尽管依赖身为前辈的我吧。」

  「先輩、先輩ねっ。美咲くんは私の後輩だから、先輩である私にどんどん頼っちゃってよ」

  　

  　我抱着他，摸着他的头，说出这样的话。

  　抱きしめながら、頭を撫でながら、そんなことを口走っている。

  　

  　

  　如果只是普通的前辈后辈，应该不会允许这么近的距离感。

  　ただの先輩後輩なら、こんなに近い距離感は許されないのだろう。

  　更何况这孩子有莲斗和小春在，所以更不行。

  　ましてやこの子には蓮斗くんや小春ちゃんがいるのだから尚更ダメだ。

  　

  　

  「今天就交给前辈，你睡吧。」

  「先輩に任せて、今日は寝ちゃおうね」

  　

  「嗯、嗯——……！」

  「ん、んぅー……！」

  　

  　

  　不过，今天。

  　でも、今日は。

  　

  　只有今天，希望他能允许我这么做。

  　今日だけは、許してほしい。

  　

  　

  　我被挖出失去优希时的心情，内心非常不安。

  　優希を失ったあの時の気持ちを掘り返されて、とても心が不安になっている。

  　没能保护弟弟和应该保护的人，没能保护好他们的悔恨与空虚在心中盘旋。

  　弟の大切さを、守るべき人を守れなかった悔しさと虚しさが胸の中で渦巻いている。

  　

  　

  　好可怕、好可怕、好可怕。

  　こわい、こわい、こわい。

  　

  　

  　明天开始我会好好划清界线。

  　明日からはしっかりと一線を引く。

  　我会成为可靠的前辈。

  　頼りになるような先輩になってみせる。

  　我会成为不用借助他的力量也能战斗的坚强人类。

  　彼の力を借りなくても戦える、そんな強い人間になってみせる。

  　

  　所以今天。

  　だから今日は。

  　

  　

  　只有今天——请让我待在这孩子身边。

  　今日だけは───この子の傍に居させてほしい。

  　

  　

  　

 
  ラスボスと書いてポンコツ　その名はワールドクラッシャー

  写着“最终头目”。他的名字是“世界粉碎者”。

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　购物中心事件后，过了一天的深夜。

  　ショッピングモールの事件から一日後の夜更け頃。

  　

  　今天应该完成的工作，我鼓起干劲全部解决，总算不用加班或带回家处理，能在下班时间过后不久回家。不过，我请帮忙解决事件的美咲夜一行人吃高级寿司，所以时间已经这么晚了。

  　今日一日で終わらせるべき業務を気合いで全て片付け、何とか残業も持ち帰りもせずに定時ちょっと過ぎに帰れることになったものの、事件解決を手伝ってくれた美咲夜一行に高級寿司を奢っていたらもうこんな時間になってしまった。

  　

  　我甩着装有便利商店买来的冰棍的袋子，慢慢走在夜晚的住宅区，回想今天发生的事，叹气。重复这样的行动。

  　今はコンビニで買ったアイスの入っている袋を振り回しつつ夜道の住宅街をゆっくりと歩きながら、今日あった出来事の数々を振り返っては溜め息を吐く、なんて行動を繰り返している。

  　

  「……唉，脑袋已经超出负荷了。」

  「……はぁ、もう脳がキャパオーバーよ」

  　

  　真的发生了很多事，应该说，发生了愚蠢的异常现象。

  　本当に色々大変な、というかアホみたいに馬鹿げた異常現象が発生した。

  　

  　

  　——现实世界与虚拟世界的正式融合。

  　──現実世界と仮想世界の本格的な融合だ。

  　

  　

  　那不是游戏区域的出现，而是虚拟世界的建筑物和人们实际出现在这个世界，直接留在这个世界。

  　それはゲームフィールドの発生とかいうレベルではなく、実際に仮想世界の建物や人々がこの世界に出現し、そのままこちらの世界に残ってしまうというもの。

  　

  　被丢到陌生土地的人们，以及突然出现的陌生建筑物，当然让这个世界的人们陷入大恐慌——本来应该是这样。

  　当然知らない土地に放り出された人々や見知らぬ建物が急に湧いて出てきたこっちの人間たちも大パニックになる───はず、なのだが。

  　

  　

  　没有人感到「不对劲」。仿佛来自虚拟世界的人们从一开始就存在，突然出现的建筑物也从一开始就存在。

  　誰も『違和感』を感じていないのだ。まるで仮想世界から来た人々が最初からこっちにいたかのように、突然現れた建物が最初からそこにあったかのように振る舞っている。

  　

  　不管是哪个世界的人，都对世界融合这件事没有丝毫疑问。

  　どちらの世界の人間も、だ。世界が融合したことを欠片も疑問に思っていない。

  　这是非常可怕的现实改变。

  　非常に恐ろしい現実改変である。

  　

  　虚拟世界的原作游戏《最良选择》的舞台都市，整个被传送到这个世界，但是这个世界的城市却仿佛从一开始就存在般，被改造了。

  　仮想世界の原作ゲーム『最良の選択』の舞台である都市部が、まるごと此方の世界のこの都市に転送されてきたというのに、最初からそこに存在していたかのように此方の世界の土地が造り変えられている。

  　

  　其中最显著的例子，就是游戏角色们就读的露惠学园，以及美咲夜和吴原永治就读的地东高中。

  　その中でも極めて顕著な例が、ゲームキャラたちが通っていた露恵学園と、美咲夜や呉原永治らが通っている地東高校だ。

  　

  　

  　两所学园不知为何融合了，不是露惠学园，也不是地东高中，而是变成「惠地高中」。

  　二つの学園はなぜか融合してしまっており、露恵学園でもなく地東高等学校でもなく『恵地高等学校』に変貌を遂げていた。

  　

  「……怎么回事？」

  「……どういうこと？」

  　

  　呃，什么HENTAI高中啊？这学校名称也太蠢了吧？

  　いやエッチ高等学校ってなんですか。流石にその学校名は頭が悪すぎない？　

  　

  　虽然原本的露惠学园，反过来念也是HENTAI。

  　そりゃ元々の露恵学園も反対から読んだらエロになる直球ネーミングだったけども。

  　但是至少没有直接说出来，没有这么直接吧。

  　でも反対にしてボカしてたじゃん。ここまで火の玉ストレートな名前じゃなかったでしょうが。

  　

  　这个读法真的疯了。正确读法应该是HENTAI吧。这个国家的文字读法，没有在两个字中间加『っ』的吧。

  　マジで狂ってるってその読み方。正しく読んだらえちだろうが。二文字の間に『っ』が入るのこの国の文字の読み方じゃないんだよな。

  　

  　虽然我也觉得HENTAI高中有点难念，但是HENTAI不是更难念吗？HENTAI不是更让人不想说吗？

  　確かにエチ高校って少し言いにくい気はしなくもないけどね？　でもエッチにはならなくない？　そっちの方がより言いたくなくない？

  　

  「啊啊啊啊啊莫名其妙！太蠢了！」

  「あぁぁァァ意味分かんない！　バカすぎる！」

  　

  　真的头痛了。精神有危险了……不行，真的累了。

  　真面目に頭痛が痛い。本当に精神の危険が危ない。……ダメだ、疲れてるな本当に。

  　总之先回家吃晚餐、洗澡、睡觉，好好休息吧。明天放假，我要睡到中午，可恶。

  　とりあえず帰って夕飯食べて風呂入って寝てじっくり休もう。明日は休みだから昼ごろまで寝てやるぞチクショウ。

  　

  　

  　……虽然现实被改变了，但是幸好存在例外。多亏如此，我现在才能稍微冷静下来。

  　……まぁ、現実改変をされたこの世界だが、幸いにも例外というものも存在した。そのおかげで今は少しだけ落ち着いていられる。

  　

  　和那个虚拟世界有很深关联的人，都还保留着改变前的记忆，也知道这个世界被改变了。

  　あの仮想世界に深く関わっていた人間たちは改変前の記憶をしっかり持っていて、この世界が改変されたという事実も認識していた。

  　

  　美咲夜、吴原永治、刚烈雪音、黑野理爱，还有我。

  　美咲夜、呉原永治、剛烈雪音、黒野理愛、そしてアタシ。

  　

  　其他还有记忆的，是海夜小春和和她连线的美咲朝阳……还有虚拟世界里的女主角菲莉斯・雷诺拉和自由之丘阳菜，以及主角海夜莲斗，也就是莲。

  　あと記憶が残っていたのは海夜小春と彼女にアクセスしていた美咲朝陽……加えて、仮想世界ではヒロインだったフィリス・レイノーラと自由ヶ丘陽菜、あとは主人公である海夜蓮斗ことレンだ。

  　

  　他们都是虚拟世界『死亡游戏中的主要人物』，他们也保留着记忆，老实说让我安心不少。美咲朝阳之所以有改变前的记忆，也是因为和她连线的小春的影响吧。

  　仮想世界での『デスゲーム中の主要人物』だったキャラである彼らも記憶を保持していたことには正直かなり安心した。美咲朝陽が改変前の記憶があるのも、アクセスしている小春の影響だろう。

  　

  　照这样看来，还没接触过的高月洛伊泽尔和藤堂文香应该也有记忆，值得期待。

  　この調子なら、まだ接触ができていない高月ロイゼールと藤堂文香も同様に記憶がありそうで期待できる。

  　

  　此外，死亡游戏的营运方的罪行似乎没有消失，虽然根据确认，『虚拟世界的记忆很模糊』，但营运死亡游戏的事实确实保留了下来，所以他们现在也还在牢里。

  　また、デスゲーム運営の罪も消えてはいなかったようで、確認を取った限り『仮想世界の記憶はあやふや』なものの、デスゲームを運営していた事実はしっかり残っているため、今も彼らは檻の中だ。

  　

  　

  　幸好同伴没有被改变，被逮捕的家伙的罪行也没有消失……但是，果然还是有些疲劳和压力。

  　仲間が改変されてなくてよかった、捕まえた奴らの罪も消えてなくてよかった……でも、やっぱり疲れとストレスはそこそこある。

  　

  　——就在我垂头丧气、精疲力尽地走着的时候。

  　──そんな風にうなだれながら疲弊した状態で歩いていた、その時。

  　

  　

  　

  「呼哈哈哈哈哈！真难看啊，真冈正太郎！看来你精神上受到很大的伤害！」

  「フハハハハハッ！　無様だな真岡正太郎！　相当精神ダメージが大きいと見たっ！」

  　

  　

  　

  　一个外表像『莉亚』的小女孩突然从路边出现，高声嘲笑我。

  　なんか『リア』っぽい見た目の小さい女の子が道の端から突然出てきて、高らかにアタシを笑った。

  　

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　

  　…………

  　…………

  　

  　

  　………………

  　………………

  　

  　

  　

  「……原来如此，全都是你干的好事啊——世界粉碎者。」

  「……なるほど、全部アンタの仕業だったってわけね。　──ワールドクラッシャー」

  　

  「正是！这是你们人类做不到的绝技吧！」

  「いかにも！　お前ら人間には出来ない芸当だろう！」

  　

  　我叹着气小声嘀咕，眼前这位紫色头发的少女双手扠腰，自信满满地回答。

  　アタシが溜め息を吐きながら小さく呟くと、目の前にいる紫色の髪をした少女は両手を腰に添えながら自信満々にそう答えた。

  　

  　

  　……这下可伤脑筋了。没想到世界粉碎者不仅获得现实的肉体，还亲切地为我说明了事态。

  　……まいったな、これは。まさかワールドクラッシャーが現実の肉体を得て姿を現すばかりか、親切にこの事態の説明までしてくれるなんて流石に想像もしていなかった。

  　因为状况太过异常，我反而冷静了下来。

  　流石に状況が異常すぎて、逆に冷静になってきたような気さえする。

  　

  　眼前这位紫发、长得像莉亚的少女——世界粉碎者的话，总结如下：

  　目の前の紫髪でリア似の少女──ワールドクラッシャーの話を要約すると、以下のようになる。　

  　

  　

  　借由死亡游戏的营运方，黑野理爱的力量诞生了世界粉碎者。

  　黒野理愛の力を借りたデスゲーム運営によって生み出される

  　　↓

  　　↓

  『你的工作就是（为了炒热直播）破坏虚拟世界。』

  『君の仕事は（生放送を盛り上げる為に）仮想世界を破壊することだゾ』

  　　↓

  　　↓

  　了解，破坏虚拟世界！

  　仮想世界の破壊了解です！

  　　↓

  　　↓

  　美咲夜发生BUG。

  　美咲夜によってバグ発生

  　　↓

  　　↓

  『虽然有点早出场，不过你去破坏虚拟世界吧！』

  『ちょっと出番早いけど仮想世界壊してきて！』

  　　↓

  　　↓

  　了解！我会加油的！

  　了解！　がんばるぞい！

  　　↓

  　　↓

  　被黑野理爱黑入，被捕。

  　黒野理愛にハッキングされて捕まる

  　　↓

  　　↓

  『你是我的一部分，一起杀了美咲夜吧？』

  『君は僕の一部だ。一緒に美咲夜を殺して？』

  「呜呜，我做不到……！因为我的工作是破坏虚拟世界……！」

  「ううっ、できません……！　私の仕事は、仮想世界を破壊することだから……！」

  『不对哦？你的工作是杀了美咲夜。来吧，我要分解你，让你成为我的一部分。』

  『違うよ？　君の仕事は美咲夜を殺すことだ。さぁ、分解して僕の一部になってもらうからね』

  「呜哇啊啊！（肉体崩坏）——连接到美咲夜必杀网站」

  「うわあぁーっ！(肉体崩壊)　───美咲夜ぶっ殺したい.netに接続」

  　　↓

  　　↓

  　被莉亚的无敌拳打飞，与库洛诺分离。

  　リアの無敵パンチでクロノと分離

  　　↓

  　　↓

  　独自在虚拟世界的BUG空间中彷徨。

  　仮想世界のバグった空間を一人で孤独に彷徨う

  　　↓

  　　↓

  　为什么我会遇到这种事……(´；ω；｀)

  　何で私がこんな目に……(´；ω；｀)

  　　↓

  　　↓

  　从BUG的缝隙中，可以观测到现实世界与虚拟世界。

  　バグの狭間から現実世界と仮想世界が観測可能になる

  　　↓

  　　↓

  　本应破坏的虚拟世界依然存在 ＆ 解析自己的黑野还活着 ＆ 乱下命令的死亡游戏营运方也忘了自己，活在监狱中 ＆ 把自己打得落花流水的美咲夜也若无其事地生活着。

  　壊すはずだった仮想世界が顕在 ＆ 自分を分解した黒野が生きてる ＆ 無茶苦茶な命令をしたデスゲーム運営も自分を忘れて刑務所で生きてる ＆ 自分をボコボコにした美咲夜も平然と生活している

  　　↓

  　　↓

  　人类太自私了笑死我了　笑死我了……(泣)。

  　人間身勝手すぎてワロタ　　　ワロタ……(泣)

  　　↓

  　　↓

  　悲伤、愤怒、憎恶让BUG增幅，经过各种事情后，力量大幅增强。

  　悲しみと怒りと憎悪によってバグが増幅　なんやかんやあって超パワーアップを果たす

  　　↓

  　　↓

  「憎恨……一切……」（决心破坏虚拟世界与现实世界）

  「憎んでいる……全てを……」(仮想世界と現実世界両方の破壊を決意)

  　　↓

  　　↓

  　既然想破坏两边，那把现实与虚拟合在一起，一起破坏不就好了？

  　両方破壊したいのなら現実と仮想を一緒にして、まとめて破壊すればよくね？

  　　↓

  　　↓

  　成功融合了！去跟人妖炫耀，让他懊悔吧！

  　融合できた！　オカマ辺りに自慢して悔しがらせちゃお！

  　　↓

  　　↓

  　直到现在。

  　現在に至る

  　

  　

  　就是这样。

  　というわけだ。

  　到底是怎样。

  　どういうわけだ。

  　

  「……为什么外表是莉亚？」

  「……なんでリアみたいな見た目なの？」

  　

  「因为她是记忆最鲜明的人。还有，为了不忘记宿敌。」

  「一番鮮明に姿を覚えてる人間だったからだ。あと宿敵を忘れない為だ」

  　

  「宿敌啊……」

  「宿敵、ね……」

  　

  　我扶额傻眼地叹了口气。今天叹的第几次气了呢？

  　額に手を当てて呆れた溜め息を吐いた。今日で何度目の溜め息だろうか。

  　

  　这个世界的粉碎者对世界的反叛，对美咲夜来说完全是飞来横祸，不过站在粉碎者的角度思考，也不是不能理解他的愤怒与憎恨。

  　このワールドクラッシャーによる世界への反逆、美咲夜にはとばっちりもいい所だが、クラッシャー視点で考えればその怒りと憎しみは理解できなくもない。

  　

  　的确，从他的角度来看，从出生起就一直被我们人类耍得团团转，一直遇到不讲理的事，会做出这种暴行也是理所当然。即使如此，对大多数人类来说，粉碎者的行动还是不讲理。

  　確かに彼(彼女？)からすれば、生まれた時からアタシたち人間に振り回されて理不尽な目に遭い続けているのだから、この様な暴挙に出るのも当然と言える。それでも大多数の人間にとってクラッシャーの行動は理不尽そのものだが。

  　

  　粉碎者有同情的余地。反而是不负责任地把他生下来又弃之不顾的我们有错，这么说也不为过。

  　クラッシャーには同情の余地がある。むしろ無責任に生み出して放棄した此方側に非があるといっても過言ではない。

  　

  　

  　能不能设法和解呢？姑且能对话，应该也能沟通才对。

  　なんとか、どうにかして和解できないものか。会話は一応成り立っているのだし、意志疎通も可能な筈だ。

  　

  「折磨你的那些家伙全都受到惩罚了。这样还不行吗？」

  「アンタを苦しめた奴らはみんな処罰を受けているわ。それでは駄目？」

  　

  「美咲夜什么惩罚都没受到吧？说起来，那些家伙悠哉地活着这件事本身就不该原谅。」

  「美咲夜はなんの罰も受けていないだろう。そもそも奴らがのうのうと生きている事自体が許せないのだ」

  　

  「破坏世界之后，你之后要怎么办？」

  「世界を破壊したらその後アンタはどうするの？」

  　

  「……之、之后？」

  「……そ、その後だと？」

  　

  　哦，有点动摇了呢。恐怕他只考虑到眼前的事……不过，企图复仇的家伙也不可能考虑之后的人生就是了。

  　お、少し動揺したな。恐らく目の前のことしか考えていないと見た。……まぁ、復讐を企てる輩がその後の人生を考えるワケもないが。

  　

  「世界毁灭的话，你也没办法活下去。好不容易得到能在现实世界生活的肉体，你却想自己去死吗？」

  「世界が無くなればアンタも生きていけない。せっかく現実で生きられる肉体を得たのに自分から死のうとするワケ？」

  　

  「……唔、唔唔……少、少啰嗦！反正有只有我能进去的特别空间，我不会死！……虽然什么都没有，但也没关系！」

  「……むっ、むむ……う、うるさい！　私だけが入れる特別な空間があるから死なないし！　……何もない所だけど、別にいいんだ！」

  　

  　

  「我可以让祢在这个充满物质的美好世界过着自由自在的生活哦。只要是在能力范围内，想要什么我都能给祢，就连祢没体验过的『美味食物』和『开心的事』，我都能提供……呐，别破坏世界了，以人类的身份活下去吧？」

  「アタシならアンタをこの物で満ちた素晴らしい世界で何不自由なく生活させてあげられるわよ。叶えられる範囲なら望む物は何でも与えるし、アンタが経験したことのない『美味しい食事』とか『楽しい事』でも、なんだって提供するわ。……ねぇ、世界の破壊なんて止めて人間として生きてみない？」

  　

  　我接二连三地提出交换条件。简单来说，就是我会养他，所以要他安分一点。对普通人来说，这应该是最好的条件了。

  　畳み掛けるように交換条件を叩きつけてみた。要するにニートとして養ってやるから大人しくしろ、ということである。普通の人間ならこれ以上ない好条件の筈だ。

  　

  　——然而，本以为会烦恼的粉碎者却意外地迅速回答：

  　──だが、悩むかに思えたクラッシャーの返答は意外にも早かった。

  　

  「我、我不会屈服的！我说要破坏就是要破坏！这是我的最佳选择！」

  「な、靡かないぞ！　やるといったらやるんだ！　これが私の最良の選択だ！」

  　

  「……是吗？不会改变心意啊。我不讨厌祢的顽固哦。」

  「……そう、意志は曲げないのね。その頑固さはキライじゃないわ」

  　

  「总～之！我从明天开始会进入累积21天力量的期间！这段期间就是你们最后的时间！你们就好好享受吧！」

  「とーにーかーく！　私は明日から21日間パワーを溜める期間に入る！　そのあいだがお前らに残された最後の時間だ！　せいぜい楽しむんだな！」

  　

  　

  　21天……也就是整整三周啊。一般来说，这时间并不长，但光是能知道他的充填期间就很幸运了。

  　21日……つまりぴったり三週間か。普通に考えれば短いが、奴の充填期間が知れただけでも僥倖だ。

  　粉碎者总是孤独一人，或许是因为这样，他才会不小心说这么多话。真是帮了大忙。

  　いつも孤独すぎることが原因なのか、クラッシャーがついついお喋りになってしまっている性格で助かった。

  　

  　他大概是因为对手是我，所以才会大意吧。我就在得救的同时顺便布局吧。

  　恐らくアタシが相手だから油断しているだろうし、助かりついでに仕込みをしておこう。

  　

  　

  「——你说什么！？讨厌～好可怕哦～！要我害怕21天，我会发疯的～！」

  「───なんですって！？　いや～ん、怖いわ～！　21日間も恐怖に怯えたまま過ごすなんて、アタシおかしくなっちゃうぅぅ！」

  　

  　

  「……嗯？」

  「……ん？」

  　

  「我都不知道你这么强！我会给你好东西，可以请你原谅我吗……！」

  「そんなにお強い方だなんて知らなかったわ！　良いモノあげるからどうかお許しになってくださらないかしら……！」

  　

  　因为工作的关系，我有很多机会演戏。不过，面对智能难以说是「大人」的粉碎者，这种程度的做作演技应该就够了吧。

  　仕事柄演技をする機会も多かったが、知能レベルが『大人』とは言い難いクラッシャー相手ならこれくらいわざとらしい演技でも十分だろう。

  　

  「……呵、呵呵！哈哈哈！你终于理解我的……不，是理解吾的恐怖了！」

  「……ふっ、ふふ！　ハハハッ！　ようやく私の……いやっ、我の恐ろしさを理解したようだな！」

  　

  　看吧？这家伙真可爱。

  　ほらね？　かわいいなコイツ。

  　

  「你太可怕了，我快尿出来了～！我会献上供品，所以请你不要杀光大家～！兼具威风凛凛的恐怖与领袖魅力，让人崇拜的世界粉碎者大人啊啊啊！」

  「恐ろしすぎてオシッコ漏れちゃいそうですわ～！　どうか捧げものをお供え致しますから、皆殺しは勘弁して欲しいですぅ～！　とても凛々しくて崇拝すら覚えてしまう程の恐怖とカリスマを兼ね備えたワールドクラッシャー様あぁぁん！」

  　

  「……嗯嗯。也、也是……如果只让你一个人活下来，也不是不能考虑一下？虽然要看你献上的供品！虽然要看！虽然要看！！」

  「……んんっ。ま、まぁ……お前だけを生かすなら考えてやらなくもないが？　捧げる物によるが！　物によるが！　がっ！！」

  　

  「咿～～！我献上这个，还请您大发慈悲～！」

  「ひぇぇぇ～！　こちらを捧げますからどうかお許しを～っ！」

  　

  　我跪在地上低着头，翻找手上的便利店塑料袋，拿出几根冰棍递给他。本来是打算回家后洗完澡再吃的，没办法。

  　膝をついて頭を垂れながら手に持っていたコンビニ袋を漁り、アイスキャンディーを何個か取り出して手渡した。本当は帰ってから風呂上りに食べる予定だったが致し方ない。

  　

  「这、这是什么？」

  「な、何だこれは」

  　

  「您要不要先吃一根试试？我推荐您拿在右手上的橘子冰棍！」

  「試しにお一つ食べてみては如何でしょうか！　オススメは右手に持たれているそのオレンジ味のアイスバーでございます！」

  　

  「唔，这就是所谓的冰棍吗……我尝尝。」

  「ふむ、これがアイスというものなのか……どれどれ」

  　

  　粉碎者战战兢兢地打开袋子，拿出橘子冰棍。

  　おっかなびっくり袋を開けてオレンジ味のアイスキャンディーを取り出したクラッシャー。

  　他凝视着冰棍一会儿后，下定决心舔了一口橘子冰棍。

  　少しの間アイスを凝視したあと、覚悟を決めてオレンジバーをぺろりと一口舐めた。

  　

  「……嗯嗯！？」

  「……んんっ！？」

  　

  　那一瞬间，粉碎者的眼睛闪闪发光。

  　その瞬間、キラキラと目を輝かせたクラッシャー。

  　太好骗了。现在连小鬼都不会有这种莉娅克逊反应了——我把这句话咽了回去，继续说道：

  　あまりにもチョロすぎる。今どきガキでもそんなリアクションしねぇぞ、という言葉をグッと飲み込んで言葉を続けた。

  　

  「您咬咬看，应该会觉得很好吃。」

  「齧ってみても美味しいと思われます」

  　

  「咬咬看？……嗯，啊，是！」

  「かじる？　……んっ、ぁ、はひっ！」

  　

  　也许是牙齿很健康，粉碎者在咬下的瞬间并没有出现过敏反应，只是被冰棍的冰冷吓了一跳。

  　歯が健康なのか、齧った瞬間に知覚過敏的なアレになることはなかったが、口の中に入れたアイスの一部分が冷たいことに驚いている。

  　

  「哈呼、嗯嗯……唔、嗯咕、哈……」

  「はふっ、んん……っ、んくっ、は……」

  　

  「您觉得如何？」

  「いかがでしょうか？」

  　

  「……唔、唔嗯！还不错！勉强及格吧！」

  「……ふ、ふむ！　悪くはない！　及第点と言ったところかな！」

  　

  　嘴上说着及格，却还是津津有味地吃着冰棍的粉碎者，看起来就像个任性的孩子。

  　及第点と言いつつ夢中になってアイスを頬張るクラッシャーの姿は生意気な子供そのものだ。

  　

  　如果只是这样倒还可爱，但这家伙不仅策划了破坏世界的荒唐计划，还已经执行了世界的融合和怪人的复活等行动，所以我心中完全没有『可爱』这种感情。

  　これだけなら可愛いのだが、コイツは世界を破壊するというトンデモな計画を企てているどころか、既に世界の融合や怪人の復活などいろいろやらかしているので、普通に『かわいい』という感情は一ミリも湧いてこなかった。

  　

  「那么，您愿意原谅我了吗？」

  「それで、私めのことはお許しなって下さったでしょうか？」

  　

  「……唔、唔唔……不过，你不是帮了美咲夜吗？反正你很快就会倒戈吧？」

  「……む、むむ……だが、お前は美咲夜に手を貸していただろう。どうせ直ぐに寝返るのではないか？」

  　

  「怎么会呢……可以请您给我一根头发吗？我想试试看。」

  「とんでもありません。……試しに、貴方様の髪の毛を一本ほど頂けますか？」

  　

  「头、头发？……嗯，拿去，这样可以吗？」

  「か、髪の毛？　……んっ、ほれ、これでいいか」

  　

  「好的，我收——呜哇啊啊啊啊！？啊啊！呜嘎啊啊！」

  「はい、お受け取りしま───うわぁぁぁっぁ！？　ああっ！　うぎゃああ！」

  　

  　我接过粉碎者紫色头发的瞬间，发出惨叫倒在地上。当然这也是演技。

  　クラッシャーの紫色の髪の毛を受け取った瞬間、悲鳴を挙げてひっくり返った。勿論これも演技である。

  　

  「你怎么了！？」

  「急にどうした！？」

  　

  「好可怕啊啊啊啊！明明只是一根头发，却能让我深刻感受到您伟大的恐怖啊啊啊！如果我平常就把这根头发带在身上，内心就会一直充满恐惧，就算想倒戈也根本不会想啊～～！！」

  「怖いですぅぅぅぅ！　たった髪の毛一本だというのに、ここから貴方様の偉大なる恐怖をこれでもかというほど感じますぅぅぅ！　常日頃からこの髪の毛を持ち歩くことでここまで心が深く恐怖で満たされ続けていたら、とても寝返ろうだなんて思いたくても思えませんわぁ～～ッ！！」

  　

  「……哦、哦，这样啊！原来我是只用一根头发就能支配人类的存在吗！……呵呵，哇哈哈！心情真好！」

  「……ほ、ほう。そうか！　我は髪の毛一本で人間を支配してしまう存在だったか！　……っくく、フハハ！　気分がいいぞ！」

  　

  　好，得到粉碎者的珍贵DNA了。我要用这个做各种研究。

  　はい貴重なクラッシャーのDNAゲット。これ使っていろいろ研究するぞ。

  　

  　

  　当我像这样在心中摆出胜利姿势时，粉碎者在重新跪下的我面前，一脸得意地双手抱胸，开始说道：

  　そんな感じで心の中でガッツポーズをしていると、改めて跪いたアタシの前でクラッシャーが偉そうに腕を組みながら喋り始めた。

  　

  「……听好了，真冈正太郎，仔细听好。」

  「……いいか真岡正太郎、よく聞け」

  　

  「是！」

  「ははっ！」

  　

  「我必须在累积力量的期间睡觉。原本预定要持续睡上21天。」

  「我はパワーを溜めてる間は眠らなければならない。本当なら21日間眠り続ける予定だったのだ」

  　

  「也就是……神圣的安眠时间呢。」

  「神聖な……すやすやタイムなのですね」

  　

  「嗯，是很重要的安眠时间。不过我每天都会在这段时间……也就是21点到22点之间醒来一个小时，去你那边。虽然醒来的时间必须再睡回笼觉补回来……但你们的寿命会因此延长，高兴吧。」

  「うむ、大事なすやすやタイムなのだ。だが我は毎日この時間……つまり21時から22時の間の1時間だけ目覚め、お前の元へ行ってやる。その目覚めた時間分は再び眠って取り返さなければならないが……お前らにとっては生きる時間が延びるのだ、喜べ」

  　

  　「遵命！」我一边这么说，一边把头贴在地上跪拜。

  　ははーっ、と頭を地面につけながらひれ伏しておいた。

  　看来距离世界毁灭的时间延长到21天又21小时了。太棒啦。

  　どうやら世界破壊までの期間が21日と21時間に延びたようです。やったぜ。

  　

  「你就在那一个小时里好好侍奉我吧。明天也给我冰。」

  「その1時間で我に奉仕しろ。明日もアイスよこせ」

  　

  「谨遵吩咐！」

  「仰せのままに！」

  　

  「……呵呵，我喜欢老实的家伙。只要你好好侍奉我，我就让你活下来。」

  「……ふふっ、素直な奴は好きだぞ。しっかり我に奉仕し続けられたらお前だけは生かしてやろう」

  　

  「真、真的可以吗……？」

  「よ、宜しいのですか……？」

  　

  「我多少会听一下你的愿望哦。我跟那些人类不一样，不会不负责任。我至少会照顾一下自己的仆人。」

  「多少は願いだって聞いてやるぞ？　我はあの人間たちと違って無責任ではないからな。我が従者の面倒ぐらい見てやるとも」

  　

  　粉碎者骄傲地哼了一声。看来我好像在不知不觉间变成她的仆人了。

  　ふふん、と自慢げに鼻を鳴らすクラッシャー。こっちはいつの間にか従者にされていたようだ。

  　

  　

  　……这么好骗反而让人担心。这该不会是我被她骗了吧？

  　……ここまでチョロいと逆に心配になってくるわね。これ逆にアタシが騙されてるパターンだったりしないかしら。

  　

  「虽然我不会停止破坏世界，但我会留下让你能活下去的世界。当然，前提是你不会背叛我，会好好侍奉我。」

  「世界を壊すのは止めないがお前が生きていられる分の世界は残してやるぞ。無論我を裏切らず奉仕し続けたらの話だが」

  　

  「怎么会呢！光是拿着这根头发，我就强烈感受到您的恐怖！真的非常强烈！噫噫噫噫噫噫噫噫好可怕啊啊啊啊啊啊啊！！」

  「とんでもございません！　この髪の毛を持っているだけで私めは貴方様の恐怖をビンビンに感じてます！　それはもうビンッビンに感じてますわァ！　ひぃぃぃぃぃぃぃこわぃぃぃィィぃ！！」

  　

  「呵呵呵，你就尽管害怕吧。我要回去睡觉了。晚安。」

  「ふふふ、恐れ戦くがいい。それじゃあ我は帰って寝るから。おやすみ」

  　

  　

  　粉碎者这么说，全身散发黑色气场，身影渐渐消失。

  　そう言って黒いオーラを体中に纏い、徐々に姿を消していくクラッシャー。

  　看来她睡觉的地方，是我们无法接触的不可侵领域。看来她没有笨到会疏忽自己的人身安全。

  　どうやら彼女が眠る先はこちらから接触できない不可侵領域のようだ。流石に身の安全を疎かにするほどバカではなかったらしい。

  　

  　

  　

  「明天……就别吓他太凶吧……」

  「明日は……あんまり怖がらせないようにしようかな……」

  　

  　

  　

  　她消失之前，我听到她这么自言自语。

  　なんか消える直前でクラッシャーの独り言が聞こえてきた。

  　看来过度害怕她，可能会造成反效果。这点我得铭记在心。

  　過剰に怖がりすぎるのは逆効果かもしれない、ということはしっかり覚えておこう。

  　

  　

  　过了一段时间，世界粉碎者完全消失。现在应该在那个不可侵领域吃剩下的冰吧。

  　少し時間が経過して、ワールドクラッシャーは完全に姿を消した。今頃はあの不可侵領域で残りのアイスを食べていることだろう。

  　

  　她的充填期间从明天开始，所以可能还会监视我。因此至少今晚，我得当个害怕她的仆人。毕竟这是世界的危机，我得绷紧神经。

  　奴の充填期間は明日からとのことなのでまだ監視されている可能性もある、故に少なくとも今夜の間は恐怖に怯えながら生活する従者でいなければならない。一応世界のピンチなので気を引き締めていこう。

  　

  「……总之先回去吧。啊啊，好可怕好可怕。好可怕哦哦哦……」

  「……とりあえず帰りましょ。あぁ、怖い怖い。こわいゆぉぉぉ……」

  　

  　

  　明天才能好好休息。总之明天先好好休息，之后再拟定对策和研究吧。

  　ゆっくり休むのは明日からだ。とりあえず明日使ってしっかり休んで、それから対策と研究をしていこう。

  　还有许多复活的怪人，也得尽快和洛伊泽与文香会合才行。

  　復活した怪人たちもまだまだ残っているし、ロイゼと文香とも早急に合流せなばなるまい。

  　

  　

  　幸好最终头目不是无法沟通的对象。

  　ま、ラスボスが話の通じない相手ではなくて助かったわ。

  　

  　接下来就慢慢努力吧。

  　これからボチボチ頑張っていこうかしらねっ。

  　

  　

  　

 
  くそっ…じれってーな！　僕ちょっとやらしい雰囲気にしてきます！

  该死…真烦人!我要营造出有点讨厌的氛围!

  　

  　

  　

  　我埋头努力做了许多事情后，喜欢的女孩子向我告白了。

  　我武者羅に色々なことを頑張っていたら、好きな女の子が告白してくれた。

  　

  　

  　虽然声音很小，台词也说得结结巴巴，但反而显得非常可爱。我当下就想抱紧她，不过我仍记得自己笑着蒙混过去，保持了理性。

  　声がかなり小さかったりセリフを噛んでたりもしていたものの、逆にそれがとても可愛かった。すぐにでも彼女を抱きしめたくなったが、笑って誤魔化すことで理性を保ったことは今でも覚えている。

  　

  　她有着一头不同于白发的美丽银发，是个面无表情的娇小女孩。

  　白髪とはまた違う透き通るように綺麗な銀色の髪の毛をした、無表情で背が低い女の子だった。

  　

  　刚认识时，我完全不知道她在想什么，她轻易就原谅了我犯下的重大错误，这让我除了感谢之外，也感到疑惑。

  　出会った頃は何を考えているのかも解らなかったし、とんでもない事をやらかしてしまった俺をあっさり許してくれたことには、感謝以上に疑問があった。

  　不过，我的疑惑很快就消失了。

  　でも、そんな疑問も直ぐに消え去ることなる。

  　

  　我得知她的精神是个男人的那一天。

  　彼女の精神が男だったことを知った日のことだ。

  　另一个身体像幽灵一样透明的她向我招手，我来到一栋大楼，在那里和说出她秘密的坏蛋战斗。

  　幽霊のように体が透けているもう一人の彼女に手招きされて訪れたビルの中で、彼女の秘密を喋った悪い奴と戦って。

  　

  　那家伙消失后，我再次和她说话时，她终于向我展现了真正的自己。

  　奴がいなくなった後に彼女と改めて話したとき、ようやく彼女は素の自分を俺に見せてくれた。

  　

  　

  『什、什么？我才没有害羞……！少自恋了，笨蛋。』

  『は、はぁ？　別に、照れてないし……！　自惚れんな、バカ』

  　

  　

  　她有点强势，用词也充满男人味——这才是真正的她。

  　少し気が強くて、言葉遣いもしっかり男らしい──それが本当の彼女だった。

  　

  　我觉得很开心。因为没有伪装自己的她，第一个说话的对象是我。

  　嬉しかったのだと思う。自分を偽らない彼女と、一番最初に会話をしたのが自分だったから。

  　

  　我想，我应该是在那时候喜欢上她的吧。

  　その頃にはもう好きだったのだろう。

  　我喜欢她喜欢到，已经不在乎她的精神是个男人、拥有另一个灵魂、不是这个世界的人等等事情。

  　精神が男だとか、もう一人の魂を持ってるとか、この世界の人間じゃないだとか、そういう事情がさして気にならない程に彼女を好きになっていた。

  　

  　所以，我真的非常开心。

  　だから本当に嬉しかった。

  　她向我告白。

  　彼女に告白されたことが。

  　然后，我们结合了。

  　そして彼女と結ばれたことが。

  　

  　即使我们的关系会因为她回到现实世界后就立刻消失，我也决定要永远记得她，将她刻在心中活下去。

  　彼女が現実に帰ることで直ぐに消えてしまうような繋がりだったとしても、永遠に忘れずこの心に刻みつけて生きていこうと、そう決心した。

  　

  　我原本是这么打算的——

  　していた───のだが。

  　

  　

  『哦哦，成功了。竟然能顺利将人物资料安装在性能这么高的仿生机器人上，我果然是天才。』

  『おぉ、成功した。こんなにも高性能なアンドロイドに人物データを問題なくインストールできるなんて、やっぱり僕は天才だなぁ』

  　

  　

  　回过神来，我以女孩子的身份醒来，眼前是一名长相和她相似的陌生娇小女性。

  　気がついた時には、俺は顔が彼女に似た見知らぬ小柄な女性の前で女の子として目を覚ましていた。

  　

  　我相当动摇……老实说，我觉得有点开心，因为这样就能和她有同样的感觉了。不过在听完状况说明后，那种心情也立刻烟消云散。

  　かなり動揺したけど……正直に言うと、彼女と同じ気分が味わえると思って少し喜んでいたと思う。状況を説明された後はそんな気持ちも直ぐに吹っ飛んだけど。

  　

  　

  　据她所说，这里是被称为现实世界的地方。

  　曰く、ここは現実世界と呼ばれる場所。

  　

  　据她所说，虚拟世界和现实世界都发生了很严重的事。

  　曰く、仮想も現実も大変なことになっている。

  　

  　据她所说，她没办法照顾我，要我去找那孩子。

  　曰く、面倒見れないからあの子の家に行け。

  　

  　最后，她要我小心淫纹的后遗症。

  　最後に、淫紋の後遺症には気をつけろ。

  　

  　

  　虽然她还详细地说明了其他事情，但我好像连一半都没听懂。

  　他にもいろんな説明を事細かにされたものの、内容の半分も理解できなかったような気がする。

  　让我醒来的黑野博士说，「智能和精神多少会受到肉体影响」。

  　俺を目覚めさせた黒野博士が言うには「知能と精神が若干肉体に引っ張られている」とのこと。

  　

  　这个身体的仿生机器人初期设定的精神年龄是11岁，肉体年龄是14岁，所以我变成了初中生体型的女孩子。

  　この体のアンドロイドは初期設定精神年齢が11歳、肉体年齢が14歳らしいので、俺は中学生体型の中身が少々幼い女の子になってしまったというわけだ。

  　

  　据博士所说，这个仿生机器人是以「死去的挚友」为原型，但我也不是为了玩才扮成男生的，所以精神不会轻易受到影响。

  　博士曰くこのアンドロイドは「死んでしまった親友がモデル」らしいのだが、こっちだって遊びで男子をやっていたワケではないので、そう易々と精神を引っ張られはしない。

  　

  　虽然有时候会不小心做出少女般的举动，但内在还是海夜莲斗。我是男人，不会输的。

  　ついつい少女の様な振る舞いをしてしまうことこそあるが、ちゃんと中身は海夜蓮斗だ。俺は男だ、負けないぞ。

  　

  　

  　

  　

  『明天开始你就去美咲夜家生活吧……啊，美咲夜是莉娅的名字。』

  『明日から美咲夜の家で生活しなさいな。……あっ、美咲夜はリアだった子のことよ』

  　

  　

  　……！？

  　……っ！？

  　

  　

  『朝阳还在睡觉……拜托你尽量安静一点，真冈先生。』

  『朝陽が寝てるから……なるべく静かに頼むよ、真岡さん』

  　

  　——！！

  　──っ！！　

  　啊，我懂！从她的话里可以感受到莉娅的影子！

  　あっ、分かる！　言葉の節々からリアの面影感じる！

  　

  『等、等、等一下！真的等一下！』

  『まっ、ちょっ、待って！　本当に待って！』

  　

  　呜呜，明明亲脸颊就好了，为什么不肯让我亲嘴呢……？在花田的时候明明亲了那么多次……！

  　うぅっ、ほっぺでいいのに何でキスさせてくれないの……？　お花畑ではいっぱいしたのにぃ……！

  　

  『好了，莲。真冈也快走了，快点穿上鞋子。』

  『ほら、レン。真岡ももう行っちゃうから、早く靴履かないと』

  　

  　不要！她说我可以在这个家里生活！我想和莉娅在一起！

  　やだ！　この家で生活していいって言われた！　リアと一緒がいい！

  　

  『呀！饶了我吧！』

  『ぎゃあ！　勘弁してぇ！』

  　

  　为、为什么要逃……

  　なっ、なんで逃げるの……。

  　明天再做爱，总之先让我抱抱你……！我好寂寞……！

  　えっちは明日でいいから、とにかく抱きしめさせて……！　ずっと寂しかったんだよぉ……！

  　

  　

  　

  　

  　——啊！？我、我刚才到底在干什么……？不，我还记得。为什么我会做那种事？

  　──ハッ！？　お、俺は今まで一体何を……？　いや覚えてるけど。何であんなことしてたんだ。

  　

  　

  　不、不行，这样不好。这个身体比想象中还要难对付。我必须保持自我意识。

  　だ、ダメだ、よくない。この体予想以上に手強いぞ。しっかり自意識を持たねば。

  　

  　男人！男人男人！男人男人男人！！

  　男！　男男！　男男男男！！

  　我是露惠学园2年A组学号4号的男生海夜莲斗！绝对不是什么小莲！

  　俺は露恵学園2年A組出席番号4番男子海夜蓮斗！　決してレンちゃんなんかじゃないぞ！

  　

  　我绝对不想妨碍莉娅。

  　リアの邪魔をすることだけは絶対にしたくないんだ。

  　想想我在虚拟世界给莉娅添了多少麻烦。虽然不能全部补偿，但至少不能给她添麻烦。

  　仮想世界で俺がどれだけリアに沢山の迷惑を掛けてきたか思い出してみろ。あの分を全部返すことはできないけど、せめて迷惑はかけないようにしなきゃダメなんだ。

  　

  　对，要忍耐。莉娅正在做很辛苦的事，至少在明天之前要安分一点。

  　そうだ、我慢だ。リアは大変そうなことしてるから、せめて明日までは大人しくしてないと。

  　

  　淫纹的后遗症算什么！放马过来吧！

  　淫紋の後遺症がなんぼのもんじゃい！　かかってこいや！

  　

  　

  　

  『你在心里喋喋不休地说个不停呢。小春小姐意外地话多呢。』

  『心の中でペラペラ喋ってますよ。小春さんって案外お喋りなんですね』

  　

  　

  　小春！太好了，你没事……

  　小春！　よかった、無事だったんだな……。

  　

  　唉，我快哭了。太好了，真的太好了。

  　はぁぁぁ、泣きそう。よかった、本当に良かった。

  　今天无论如何都要和莉娅一起睡。绝对要。

  　何が何でも今日は一緒に寝ような。絶対だぞ。

  　

  　……什么嘛，看来我挺能忍的。后遗症也没什么大不了的。

  　……なんだ、結構耐えられるみたいだ。後遺症なんて大したことないんじゃないか。

  　

  　

  　——呜，头好痛……？

  　───うっ、なんか頭が痛い……？

  　

  　

  『晚上一起睡吧。』

  『夜にい、一緒に寝よ』

  　

  　

  　不能妨碍弟弟撒娇。嗯嗯，兄弟的时间很重要。

  　弟くんが甘えるのを邪魔しちゃダメだよな。うんうん、兄弟の時間大事。

  　

  　……但、但是这个身体的热度我有印象。

  　……で、でもこの体の熱さは身に覚えがあるぞ。

  　

  　这大概是发情的初期阶段。这样下去可能不太妙。

  　これは多分発情の初期段階だ。このままじゃヤバいかも。

  　

  　明天有空的时候，就去拜托莉娅……好、好吧，去拜托她吧？

  　明日、空いた時間でリアに……お、お願いしようかな？　

  　

  　毕、毕竟我们是互相告白的关系。而且也做了很多事。

  　だ、だって告白しあった仲だし。もう色々した仲ですし。

  　在走投无路的时候拜托莉娅应该没什么问题……！

  　どうしようもない時にリアに頼るのは何も間違いじゃないはず……！

  　

  　

  『唉……累死了。没想到高中会变成游戏场域……啊啊，睡觉吧。』

  『はぁぁ……つっかれたぁ。まさか高校がゲームフィールドになるなんて……あぁ、もう寝よ』

  　

  　

  　游戏场域……对了，莉娅又去战斗了。

  　ゲームフィールド……そっか、リアはまた戦ってきたんだ。

  　她一定很累，这种时候我不能拜托她。

  　疲れてるもんね、こんな時にお願いなんてできないよね。

  　

  　那、那就明天再拜托她吧。

  　そ、それなら、明日お願いしようかな。

  　

  　……怎么回事，发呆的时间越来越长了……

  　……なんだろう、ボーっとする時間が長くなってきた……。

  　

  　

  『莲吗？不好意思，现在购物中心变成游戏场域了。我现在没时间，之后再听你说。』

  『レンか？　悪いんだけど、ショッピングモールがゲームフィールドになっちゃってな。今は時間がないから後で話を聞くよ』

  　

  　

  　呜、呜呜呜……为什么我总是会被卷入麻烦事呢？

  　ぐ、ぐぬぬ……、なんでこう、巻き込まれ体質なのかなぁ？

  　

  　啊啊、呜呜……头好晕，肚子下面好热……

  　あぁー、うぅーっ……頭がクラクラするし、お腹の下が熱い……。

  　

  　

  『刚烈叔叔，快上来吧。爸爸做了晚饭。』

  『ほら、剛烈さん上がって。父さんが晩ご飯作ってくれてますから』

  　

  　

  　什、什、什么……是谁……？

  　な、なっ、なんなの……誰ぇ……？　

  　

  　有、有这么多人在的话……我没办法拜托她……！

  　こんな、人がいっぱいいたら……お願いなんて出来ないよ……！

  　

  　哈啊、哈啊……好渴……呜、忍耐、忍耐……！

  　はぁ、はあ……喉が渇く……ぅっ、がまん、がまんん……っ！

  　

  　

  『在假想世界看到的建筑物出现在现实……！？我去外面看看！』

  『仮想世界で見た建物が現実に……！？　ちょっと外の様子見てくる！』

  　

  　

  　呜呜、呜呜呜呜呜……！好热、好热……！

  　ううぅっ、うううううーっ……！　あつい、あついぃぃ……！　

  　

  　好难受、好晕……啊啊……再忍耐一下、再忍耐一下下就好……！

  　ウズウズして、クラクラして……ああぁぅ……もう、ちょっとがまん、もうちょっとだけ、だから……っ。

  　

  　

  　

  『喂，其实真冈先生请我吃寿司，所以会晚点回去。我有带礼物，不用担心。』

  『もしもし、実は真岡さんに寿司を奢ってもらうから帰り遅くなるっぽい。お土産もあるから安心していいぞ』

  　

  　

  　

  　啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！！！呜哇啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！！

  　あああああああぁぁぁぁぁぁぁアアアぁぁァァッッ！！！　うわあぁぁぁっぁぁあああっぁぁあ！！　

  　

  　莉娅这个笨蛋啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！！！

  　リアのばかあああアァァぁぁぁ──ッッ！！！

  　

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　

  　

  　…………

  　…………

  　

  　

  　

  　………………

  　………………

  　

  　

  　

  【博士，快想想办法处理淫纹】

  【博士、淫紋なんとかして】

  　

  　

  「就算你这么说……」

  「そうは言われてもなぁ……」

  　

  　几天后，我为了寻求希望，造访了位于DEM队根据地的地下研究室。黑野博士在这里协助DEM队的同时偿还着自己的罪孽……虽然听说是这样，但对现在的我来说无所谓。

  　後日、希望を求めてデム隊の本拠地にある地下研究室に訪れた。黒野博士はここでいろいろデム隊に手を貸しつつ罪を償っている……らしいけど、今の俺にはどうでもいい。

  　

  　总之，我现在正在和坐在椅子上双手抱胸的博士直接谈判。

  　とにかく今は椅子に座って腕を組んでいる博士に直談判してる。

  　我要求她改造这具人造人身体，消除淫纹。

  　このアンドロイドの体を改造して淫紋を消し去れ、と。

  　

  「淫纹的后遗症是刻在你的人物资料……也就是灵魂上的信息。就算改造人造人的身体也无法消除。」

  「その淫紋の後遺症は君の人物データ……つまり魂に刻まれた情報だ。アンドロイドの体をいじくり回しても除去することはできないよ」

  　

  「……！」(拼命摇头)

  「……っ！」(必死に首を横に振る)

  　

  「办不到就是办不到。」

  「無理なものは無理なんだって」

  　

  　博士叹了口气。我才想叹气啊，混账。

  　はぁ、と溜め息を吐く博士。溜め息吐きたいのはこっちだぞこの野郎。

  　

  　

  【话说回来，既然现实和假想融合了，那我的身体在哪里？不用再用这具身体了。】

  【というか現実と仮想が融合してるなら、俺の体はどこ？　もうこの体じゃなくていい】

  　

  　

  「……这个给你。」

  「……これを受け取ってくれ」

  　

  「？」

  「っ？」

  　

  　博士把手表递给我。我将它戴在手腕上后，博士看着资料开始说明。

  　博士に腕時計を手渡された。それを腕に巻きつけると、博士が紙の資料を見ながら説明を始めた。

  　

  「这是ReviveAccess手表。正如其名，是让人复活的道具。」

  「それはリバイブアクセスウォッチ。Reviveの名前の通り蘇らせるためのアイテムだよ」

  　

  「……？」(歪头表示不解)

  「……？」(首を傾げる)

  　

  「除了这个道具之外，我先从头开始说明状况吧。」

  「そのアイテムの事もあるけど、まず状況を一から説明しようか」

  　

  　

  　博士为了让我听懂，简洁且缓慢地说明。

  　そう言って博士は俺に分かるように、簡潔かつゆっくり説明をしてくれた。

  　

  　

  　我们所在的这个都市，现在以世界粉碎者为核心，化为超大规模的游戏领域。

  　俺たちがいるこの都市部は今、ワールドクラッシャーを核とした超大規模なゲームフィールドと化している。

  　

  　也就是说，假想和现实并没有完全融合。小春和菲莉斯她们虽然能实体化，但和在游戏场域时一样，无法使用『能力』。

  　つまり完全に仮想と現実が融合したわけではなく、小春やフィリスたちは実体化こそできるものの、ゲームフィールドの中にいた時と同様に『能力』が使えない。

  　

  　因此，若要使用能力，就必须和这个世界里的搭档进行Access。

  　その為能力を行使するには、今まで通りこの世界のパートナーとアクセスしなければならない。

  　

  　然而，别说能力了，我连肉体都不复存在，就这样来到了这个世界。

  　しかし俺は能力どころか肉体すらも存在しないままこの世界に来ている。

  　既然如此，要复活的话该怎么做才好？

  　それなら復活する為にはどうすればいいのか。

  　

  　

  「假想世界变得无法观测，而且在打捞肉体之前，假想世界就出现在现实之中……那么海夜莲斗的资料，就只剩下你自己的灵魂，以及你和熟人『关于海夜莲斗』的记忆，还有映照出你模样的照片和视频而已。」

  「仮想世界が観測不能になって、しかも肉体をサルベージする前に仮想世界そのものが現実に出てきてしまったとなれば……もはや海夜蓮斗のデータは君自身の魂と、君や知人の『海夜蓮斗に関する』記憶、そして姿が映っている写真や動画程度しか存在しない」

  　

  「……？？」

  「……？？」

  　

  「复活Access手表，就是透过一点一滴累积这些『海夜莲斗的资料』，花费长时间在手表内重新构筑海夜莲斗肉体的道具。」

  「そのリバイブアクセスウォッチはそういった『海夜蓮斗のデータ』を少しずつ蓄積していくことで、長期間かけてウォッチ内に海夜蓮斗の肉体を再構築していくアイテムなのさ」

  　

  　

  【也就是说，没办法马上回去？】

  【つまり、今すぐには戻れない？】

  　

  　

  「就是这样，肉体复活有保障，你大可放心……因为必须将你的资料累积在手表里，所以今后要尽量过着和海夜莲斗一样的生活哦。」

  「まぁそういうことだから、肉体の復活は保障するから安心してくれていい。……君のデータをウォッチに蓄積しないといけないんだから、これからはなるべく海夜蓮斗のときにしていた生活をしなよ？」

  　

  　——和拥有海夜莲斗记忆的人们交流，寻找能证明海夜莲斗存在的照片和视频，住在海夜莲斗生活过的家里——似乎是这样。

  　海夜蓮斗の記憶がある人間たちと交流を欠かさず、海夜蓮斗の存在を証明する写真や動画なども探し、海夜蓮斗のときに生活していた家で過ごせ──ということらしい。

  　

  「……好啦，帮助和诸多说明都结束了。我还要维修你损坏的声带功能，结束后你就回去吧。」

  「……さっ、手助けと諸々の説明は終わりだ。壊れた声帯機能のメンテもするから、それが終わったら帰りたまえ」

  　

  　

  【关于后遗症的事呢！】

  【残ってる後遺症のことは！】

  　

  　

  「我哪知道。我为了让你和美咲夜见面，也做了很多努力，自己的事自己解决。」

  「知らないよ。僕だって美咲夜との面会を許可してもらうために色々頑張ってるんだから、君も自分のことくらい自分でやってくれ」

  　

  「……！」（露出想抱怨的眼神）

  「……っ」(文句を言いたそうな目をしている)

  　

  「……别用那种眼神看我。」

  「……そんな目で見られてもだね」

  　

  　不要老是一脸嫌麻烦的样子。在假想世界里，我也被博士耍得团团转，对我亲切一点又不会怎样。

  　面倒くさそうな顔ばっかりしないでほしい。こっちだって仮想世界じゃ博士にはたくさん振り回されたんだから、もう少し親切にしてくれたっていいはずだ。

  　

  「～！」（鼓起脸颊生气）

  「～っ！」(頬を膨らませて怒っている)

  　

  「……啊——好啦好啦，知道了知道了。我确实不够成熟，对不起。」

  「……あー、もう、わかったわかった。確かに大人げなかったよ、ごめん」

  　

  　博士低头道歉，用放大镜型的奇妙机器维修我的喉咙，无奈地继续说：

  　平謝りした博士は俺の喉に虫眼鏡型の不思議な機械を当ててメンテナンスをしつつ、仕方なさそうに言葉を続けた。

  　

  「那我给你个提示。」

  「じゃあヒントだけあげるよ」

  　

  「……？」

  「……？」

  　

  「后遗症不是正规的淫纹，所以无法直接转移到别人身上。不过，如果只有一半，就能任意转让给一个人。只要转移一半，后遗症的负担也会减轻。」

  「後遺症は正規の淫紋ではないから、誰かにそのまま移すことはできない。でも、半分だけなら任意の一人にのみ譲渡することができるんだ。半分移せばその分後遺症の負担も軽減される」

  　

  　

  【所以是什么意思？】

  【つまりどういうこと？】

  　

  　

  「我不是说只是提示吗？找出正确答案吧。」

  「ヒントだけって言っただろう。対処法の正解は君が見つけたまえ」

  　

  　博士一边说，一边调整我的喉咙，过了十五分钟左右后，她把手从喉咙上移开。

  　そう言いながら俺の喉をいじくり回し、十五分ほど経過した後に博士は喉から手を離した。

  　

  「来，说句话试试。试着说个aiueo。」

  「ほら、喋ってみて。試しにアイウエオでも」

  　

  「……ai……u……e……o……」

  「……あぃ、ぅっ……え、ぉっ」

  　

  「因为一直没说话，所以很难发出声音吧？坏掉的部分已经修复了，之后只要每天好好做发声练习，慢慢就会习惯了。」

  「ずっと喋っていなかったせいで言葉が発しづらいだろう？　壊れてた部分は修復したから、あとは毎日しっかり発声練習をして慣らしていくといい」

  　

  　我点头回应，博士伸手扶我站起来。

  　その言葉に俺が頷くと、博士が手を貸して俺を立ち上がらせてくれた。

  　然后她硬是把一万日圆塞进我手里，打开研究室的门。

  　そして俺の手に一万円札を無理矢理握らせてから、研究室のドアを開けた。

  　

  「这是你来这里应得的工钱。拿去吃点好吃的吧。」

  「それはここまで来た手間賃だよ。なにか美味しいものでも食べるといい」

  　

  　「虽然后遗症应该让你没心情吃东西就是了。」博士又补上一句，我便在她的催促下，匆匆离开地下研究室。

  　まぁ後遺症でそれどころじゃなさそうだけど、と付け加えた博士に促されて、俺はそそくさと地下研究室を出て行った。

  　

  　之后博士好像说了什么，但后遗症让我脸颊发烫，耳朵听不见她说的话。

  　そのあと博士が何か呟いた気がしたけど、後遺症で顔が熱くなっていた俺の耳には彼女の言葉は聞こえなかった。

  　

  　

  　

  　

  「啊——只要多做几次，淫纹也会消失的……提示给得太多了吗？」

  「あー、たくさんすればそのうち淫紋も消えるよ……ってのはヒント出しすぎか」

  　

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　

  　

  　…………

  　…………

  　

  　

  　

  　………………

  　………………

  　

  　

  　

  　

  　离开DEM基地大约一小时后，时间已到傍晚。

  　デム隊の基地をあとにして約一時間経った頃。時刻は夕方。

  　

  　我为了寻找不在家的莉亚，在街上四处徘徊，结果碰上了怪人作乱的事件。

  　自宅には居なかったリアを探して、街の中をフラフラと歩きまわっていたら、怪人が暴れている事件に出くわしてしまった。

  　

  　正在作乱的怪人我有印象……应该说，那完全就是我第一次遇到莉亚时，和我们战斗过的那个人妖怪人。

  　暴れている怪人は見たことのある……というか完全に、リアと初めて出会ったときに戦ったあのオカマ怪人だった。

  　这次他没有使用淫纹这种绕圈子的能力，只尽情使用从指尖发射的光束，破坏着街道。

  　今度は淫紋なんて回りくどい能力は使わず、指先から発射できるビームだけを存分に使って街を荒らしていた。

  　

  　在怪人作乱的现场，有男性莉亚和女性莉亚，还有真冈正太郎……以及洛伊泽。

  　そして怪人が暴れているその現場には、男のリアと女の子のリア、それから真岡正太郎と……なんとロイゼがいた。

  　

  　男性莉亚试图让因为无法使用能力而焦躁的洛伊泽冷静下来，真冈则使用重型武器和人妖战斗。

  　能力が使えないことに焦っているロイゼを男のリアが落ち着かせようとしてたり、真岡が重火器を使ってオカマと戦ってたりもした。

  　

  　

  　——但是，因为后遗症而脑袋沸腾的我，根本不在乎这些事。

  　──でも後遺症で頭が沸騰している俺には、そんなことはどうでもよくて。

  　

  　

  　眼前的视野扭曲，脑袋晕眩，不管喝什么喉咙都一直很干，腹部下方又热又疼。

  　目の前の視界が歪んで頭がクラクラして、何を飲んでも喉がずっと乾いていて、お腹の下が熱くて疼く。

  　我完全无法思考自己以外的事情，只能在一旁看着他们和人妖战斗。

  　とても自分以外のことを考えられるような状態じゃなくて、オカマとの戦いはただ傍観することしかできなかった。

  　

  　……总之，真冈变身成洛伊泽，然后和莉亚她们一起合作，最后打倒了人妖。

  　なんやかんやあって真岡がロイゼに変身して、なんやかんやあってリアたちと協力して立ち回って、なんやかんやあってオカマを撃破してた気がする。

  　

  　在那之后，我跟两个莉亚一起前往我在这个世界里的家。

  　そのあとはリア二人と一緒に、こっちの世界に現れた俺の家に向かうことになった。

  　

  　

  　……现在，我正待在我家的客厅里。

  　……で、今現在いる場所は俺の家のリビングだ。

  　我跟两个莉亚一起坐在沙发上，女孩子的莉亚坐在正中间。

  　女の子のリアを真ん中にして、三人一緒でソファに座っている。

  　

  「太好了，莲，你平安回到自己的家了。小春也说她再过一会儿就过来。」

  「よかったなレン、ちゃんと自分の家に帰れて。小春ももう少しで来るってさ」

  　

  「……嗯。」

  「……う、ん」

  　

  　不知道是因为很久没见到洛伊泽，还是因为顺利打倒了怪人，他从刚才开始就心情很好。

  　久しぶりにロイゼと会えたからなのか、無事に怪人を倒せたからなのか、彼は先ほどから上機嫌だ。

  　我心情复杂地看着他，这时他的手机响了。

  　その様子を複雑な気持ちで眺めていると、彼のスマホから着信音が鳴った。

  　

  「抱歉，我接个电话。」

  「わり、ちょっと電話でてくる」

  　

  　莉亚从沙发上起身，走到厨房附近接电话。

  　ソファから腰を上げてキッチンの辺りに移動して応答するリア。

  　没多久，我就听见了他讲电话的声音。

  　程なくして彼の会話が聞こえてきた。

  　

  「喂，朝阳？……嗯，再过一会儿就回去。」

  「もしもし朝陽？　……あぁ、もうちょっとしたら帰るよ」

  　

  　……咦，马上就要回去了吗？

  　……えっ、すぐに帰っちゃうの。

  　

  「怎么这样……」

  「そん、な……」

  　

  　我不禁发出焦急的声音，坐在旁边的女孩子莉亚看向我的脸。

  　ついつい焦ったような声を漏らすと、隣に座っている女の子のリアが俺の顔を覗いてきた。

  　

  　

  「……小莲，难道说……」

  「……レンちゃん、もしかして」

  　

  　

  「咦？什、什么……」

  「えっ？　な、なに……」

  　

  「……啊，原来如此……唉，那个笨蛋夜。」

  「……あぁ、なるほど。……はぁ、まったくあのバカ夜」

  　

  　莉亚露出恍然大悟的表情，深深叹了口气后这么喃喃自语，接着从沙发上站了起来。

  　察したような表情になった後に深い溜め息を吐いたリアはそう呟き、ソファから立ち上がった。

  　

  　然后她挡在讲完电话回来的莉亚面前，双手扠腰皱起眉头。莉亚对她的行为感到困惑。

  　そして電話を終えて戻ってきたリアの前に立ち塞がり、彼女は腰に手を当てながら眉を顰めた。彼女のその行動にリアは困惑している。

  　

  「怎、怎么了？」

  「ど、どうした？」

  　

  「真受不了。我要回手表里了。」

  「呆れた。私もうウォッチの中に戻るから」

  　

  「什么……？你突然在说什——啊！喂，艾莉儿！」

  「はい……？　急に何言って──あっ！　おいアイリール！」

  　

  　她没有回应，就这样消失在莉亚的手表里。

  　返事も聞かずにそのまま彼女はリアの腕時計の中に姿を消してしまった。

  　莉亚对艾莉儿突然傻眼地消失不见的行动，感到目瞪口呆。

  　突然呆れられて姿を消した彼女の行動に、リアは唖然としている。

  　

  　

  「……哈、哈哈。到底是怎么了啊。」

  「……は、はは。なんだったんだろうな」

  　

  　莉亚苦笑着坐到我旁边。

  　苦笑いをしながら俺の隣に座るリア。

  　

  「呃……」

  「えっと……」

  　

  　

  　——沉默流淌在我们之间。

  　──沈黙が流れる。

  　

  　

  　莉亚现在为什么会被另一个莉亚嫌弃呢？她看着我，到底察觉到了什么？

  　リアは今、どうしてもう一人のリアに呆れられたんだろう。彼女は俺を見てなにを察したんだろう。

  　

  　我不知道。我什么都不知道……不过，我自己也清楚，我已经濒临『极限』了。

  　分からない。何も分からない……けど、自分でも理解できるくらい『限界』が近い。

  　从刚才开始，我的视野就一直很模糊，脑袋像是发烧一样缓缓摇晃。

  　さっきから視界はずっとぼやけたままで、熱に浮かされたように頭がゆっくり揺れている。

  　腹部深处一点一点地变热，身体末端开始痉挛。

  　お腹の奥がじわじわと熱くなってきて、ピクピクと体の末端が痙攣をしている。

  　

  　心脏剧烈跳动。呼吸变得急促。全身上下都热得发烫。

  　心臓が強く脈打っている。呼吸が荒くなってくる。肉体の全てが火照ってきている。

  　

  「……啊。」

  「……ぁ」

  　

  　对了，就让莉亚来帮我吧。

  　そうだ、リアに助けてもらおう。

  　一起坐摩天轮的时候，她也对我说过「不可以忍耐」、「想做的时候，要好好说出来」。

  　一緒に観覧車に乗ったときだって「我慢はダメ」って、「したくなったら、ちゃんと言って」って俺に言ってくれてた。

  　

  　这样应该可以吧，我没有做错吧。

  　いいよね、まちがってないよね。

  　

  　

  「……莉……」

  「……りっ」

  　

  「那我差不多该回去了。朝阳应该也很担心我。」

  「じゃ、そろそろ帰るよ。朝陽も心配してるだろうし」

  　

  　

  「………………？」

  「……………っ？」

  　

  　

  　为什么？

  　なんで？

  　

  　为什么……？

  　どうして……？

  　

  　为什么要这么坏心眼……？

  　どうしてそんなにいじわるするの……？

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「……咦、呜……」

  「……ぇ、ぅっ」

  　

  　你明明说过，很高兴我喜欢上你……

  　好きになってくれてうれしいって、言ってくれたのに……。

  　

  「……？」

  「……っ？」

  　

  　你明明说过，能和我在一起，你很幸福……！

  　いっしょにいられて、しあわせだって言ってくれてたのにぃ……！

  　

  　

  「呜……呜呜……呜……！」

  「ひぅ……っ、うぅぇぇっ、……ぐすっ、うぅぅっ……！」

  　

  「莲！？」

  「れっ、レン！？」

  　

  　为什么要逃走……！我、我明明是因为相信莉亚……因为相信你，所以一直忍耐着……！

  　なんで逃げるの……！　お、おれっ、リアだから信じてたのに……信じてるからずっと我慢してたのにぃ……！

  　

  「呜……呜、呜……呜呜……！」

  「ひっぐ……う、うぅ……うえぇん……！」

  　

  「莲，喂，你没事吧！」

  「レンっ、おい、大丈夫か！」

  　

  　你哪有资格说这种话……！明明一直放着我不管……！

  　どの口が言ってるんだ……！　ずっとほったらかしにしてたクセにぃ……！　

  　

  「莉亚这个笨蛋……呜、呜……呜……呜呜……太过分了……！」

  「リアのばかぁ……えぅっ、ひ……ぇ……うぅぅっ、ひどいよぉ……！」

  　

  「……！？！？那、那个，对对对对不起！对不起！真的很抱歉！！对不起！！」

  「……！？　っ！？　ぁ、あのっ、ごごごめん！　ゴメン！　ごめんなさい!!　ゴメンナサイ!!」

  　

  「呜……就、就算是弟弟……是……朋友……呜呜……你、你去喜欢的人那边啦……！够了啦笨蛋……！」

  「ひぐっ……ぉ、弟でもっ、しん……ゆうでもっ……ぅぅっ……す、すきなとこ行けよぉ……！　もういいよばかぁ……！」

  　

  「我不会去的！我会跟你在一起！真的很对不起！！都是我的错！真的全部都是我的错！真的真的非常抱歉！！对不起！！」

  「行かない行かない！　一緒にいるって！　本当にごめんなさい!!　俺が悪い！　マジで全部俺が悪いから！　ほんとマジですいません！！　ゴメンナサイ！！」

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「美咲～扫地扫完了哦～」

  「美咲ー、掃き掃除終わったぞー」

  　

  「……啊、啊啊，嗯，我这边也结束了。」

  「……あ、あぁ、うん、こっちも終わった」

  　

  　放学后的教室扫除大致结束，负责打扫的学生们先集合起来打声招呼。放学后的扫除时间到此结束。

  　放課後の教室掃除があらかた終了し、当番の生徒たちで一旦集まってから挨拶。放課後のお掃除タイムは終了した。

  　

  　自从学校从地东高中变成惠地高中后，教室莫名地变得宽敞，打扫起来也变得很辛苦，另外还有校地内的建筑物掌握与课程内容的变化等等——不过现在的我因为存在着完全不把这些辛苦与变化当一回事的『理由』，所以完全不成问题。

  　地東高ではなく恵地高校になってから妙に教室が広くなってて掃除も大変になったり、敷地内の建物の把握や授業内容の変化などもあったが──今の俺にはそんな苦労や変化など微塵も苦にならない『理由』が存在するので全くもって問題ない。

  　

  　

  　从我被传送到现实世界的海夜家那天起，已经过了三天。

  　現実世界に転送されてきた海夜家に行ったあの日から、既に三日が経過している。

  　

  　由于地东高中变成惠地高中，因此开学日提早，我像这样重新开始了高中生活——不过连我自己都知道，我一直在心不在焉。

  　地東高校が恵地高校に変化したことで登校日が早まった為、こうして高校生活が再開されたわけなのだが──自分でも分かるくらい、俺はずっと上の空だ。

  　

  　虽然我有注意不让老师或吴原念我，但我的脑袋无论如何都会被其他思考支配，无法集中精神。

  　先生や呉原にお小言を頂かないように気をつけてはいるのだが、どうしても俺の脳内を別の思考が支配してしまって集中できない。

  　

  　至于理由……真的很单纯。

  　その理由は……ほんと、単純なんですけど。

  　

  　

  「喂，美咲家不是走这条路吧？」

  「おいっ、美咲の家って道そっちじゃないだろ？」

  　

  　在平常的十字路口，我选了另一条路，吴原从后面叫住我。

  　いつもの交差点で別の道を選んだ俺を、後ろから呉原が引き止めてきた。

  　

  「呃，我有点事要去个地方……」

  「ええと、ちょっと寄る所があって……」

  　

  「……你没事吧？」

  「……お前、大丈夫か？」

  　

  「什、什么？」

  「な、なにが？」

  　

  「没有啦，我知道高中突然变成其他学校，会感到混乱。毕竟我的状况也一样。」

  「いや、そりゃ高校が急に別の学校になって混乱するのは分かるぞ？　俺だって状況一緒だからな」

  　

  　吴原苦笑着说「可是」。

  　でも、と続ける呉原は苦笑いをしている。

  　

  「你今天一直在发呆哦……昨天和前天也联络不上，有什么事的话，可以找我商量……」

  「今日ずっとボーっとしてたぞ。……昨日と一昨日は連絡も取れなかったし、何かあるなら相談に……」

  　

  「不不不，我完全没事。只是玩FPS玩到深夜，所以很困。」

  「いやいや、全然大丈夫っ。深夜までFPSしてから眠かったんだよ」

  　

  「啥？……什么嘛，害我白担心。是说既然要玩到半夜，就找我一起啊。」

  「はぁ？　……なんだよ、心配して損した。てかどうせ夜中にやるなら誘ってくれよな」

  　

  「好，拜托你了……那么，明天见。」

  「おう、頼むぜ。……んじゃ、また明日」

  　

  「再见啦～」

  「じゃあなー」

  　

  　我挥着手和吴原道别，在十字路口前进，然后直直地走了一阵子，从岔路走到住宅区。

  　手を振りながら呉原と別れ、交差点を進んでそのまましばらく真っ直ぐ進み、脇道を通って住宅街に出た。

  　

  　

  　这里是和我家完全相反的地点，是虚拟与现实融合后，新诞生的住宅区。

  　俺の家とは正反対の場所にある、仮想と現実が融合してから新しく生まれた住宅街だ。

  　虽然我还没完全掌握这附近的地形，但只有某间房子和便利商店的位置我记得很清楚。

  　この周辺の地形はまだあまり把握していないものの、とある家とコンビニの場所だけはしっかりと覚えている。

  　

  　而我要去的就是那间已经很熟悉的房子，所以我毫不犹豫地笔直朝那里跑去。

  　そして俺が向かうのはその既に知っているとある家なので、迷うことなく真っ直ぐそこへ向けて駆け出した。

  　

  　

  　几分钟后，一栋眼熟的独栋房屋映入眼帘。

  　数分して、見覚えのある一軒家が目に入ってきた。

  　门牌上写着「海夜」，玄关的灯也亮着，所以我知道有人在家。

  　表札には『海夜』と書かれており、玄関の電気も点いているので留守ではないことも分かった。

  　

  　我立刻从口袋里拿出备用钥匙插进钥匙孔，用力往旁边一转，就听见开锁的声音。

  　すぐさまポケットから取り出した合鍵をドアの鍵穴に差し込み、グイッと横に捻れば開錠の音。

  　我迅速拔出钥匙，转动门把，走进海夜家的玄关。

  　速攻で鍵を抜いてドアノブを引き、俺は海夜家の玄関へと入っていった。

  　

  「我回来了～」

  「ただいまー」

  　

  　尽管不是自己的家，我还是打了声招呼，脱下鞋子后直接走向客厅。

  　自分の家ではないにも拘わらず帰宅の挨拶をし、靴を脱ぎ捨ててリビングへと直行。

  　

  　走进客厅后，首先映入眼帘的是坐在沙发上翻阅毕业纪念册的黑发少女。

  　居間に入って最初に俺の目に映ったのは、ソファに座りながら大きな卒業アルバムを捲っている黒髪の少女の姿だった。

  　

  　少女注意到我后，暂时停下手，转头看向我。

  　俺の姿に気がついた少女は一旦手を止め、こっちに首を向けてくれた。

  　

  「啊，莉亚，你回来啦。」

  「あっ、リア。おかえり」

  　

  「嗯，我回来了，莲。」

  「うん、ただいま、レン」

  　

  　她用非常普通的方式向我打招呼，我笑着回应她，把书包放在原地后走向厨房。

  　ごく普通におかえりを言ってくれた彼女の言葉に笑顔で返し、俺は鞄をその場に置いてキッチンへと向かった。

  　我迅速洗手漱口，走向沙发。

  　ささっと手洗いとうがいを済ませ、ソファに足を進める。

  　

  「今天是毕业纪念册啊。」

  「今日は卒業アルバムか」

  　

  「和家人一起拍的照片我大致上都看过了，所以现在正在看小学的照片。」

  「家族との写真とかはあらかた見終わったから、とりあえず小学校のやつから見てる」

  　

  　我坐到一边翻着毕业纪念册，一边仔细寻找自己『还是男生时』的照片的莲旁边，拉近了距离。

  　アルバムを捲りながら『男だった頃』の自分の写真を念入りに探しているレンの隣に腰を下ろし、距離を詰めた。

  　

  「我也来帮忙。」

  「俺も手伝うよ」

  　

  「啊，嗯。谢谢。」

  「あ、うん。ありがと」

  　

  　看到莲对我微笑，我有点开心，拿起她应该还没看过的初中毕业纪念册。

  　レンに微笑まれて少し嬉しくなりつつ、まだ手を付けていないであろう中学時代のアルバムを手に取った。

  　

  　

  　——三天前的那一天，我听莲说完了她背负的所有事情。包括复活药的事、后遗症的事，还有其他所有的事。

  　──三日前のあの日、レンの背負っていた事情を全て聞いた。リバイブの件も、後遺症の事も、なにもかも。

  　在知道这一切之后，我尽全力向她道歉。

  　それら全てを知ったうえで、俺は彼女に全力で謝り倒したのだった。

  　

  　的确，我回到现实世界后，就一直过着和莲不同的生活。满脑子都是游戏场域的事、死亡游戏攻略者们……还有朝阳的事。

  　確かに俺は現実世界に帰ってから、ずっとレンとは別の方向に目を向けて生活をしていた。ゲームフィールドの事やデスゲーマーズの皆……それに朝陽のことばかりを考えて。

  　

  　在各方面都是我的疏忽。我太过专注于这个世界的事情，连不能忘记的事情都忘记了。

  　あらゆる面で俺の落ち度だった。こっちの世界の事に集中しすぎて、忘れてはならない事すら忘れていたのだ。

  　

  　我竟然……忘了那个在死亡游戏期间一直保护着我，而且也接纳了我的重要之人。

  　あのデスゲームの間ずっと俺を守り続けてくれていた、そして俺自身を受け入れてくれた大切な人のことを……俺は。

  　

  　因此，我带着赎罪的意味，主动提出要将一半的淫纹转让给她。虽然我能马上做到的补偿只有这个，但我已经和她约好，今后会花时间偿还自己的罪过。

  　故に贖罪の意味も込めて、俺から淫紋の半分の譲渡を申し出た。すぐにできる償いの方法はそれしかなかったが、これから時間を掛けて自身の罪を償っていくと約束もした。

  　虽然莲对我说「你不用想得那么严重」，但这是我的心情问题。如果不这样责备自己，我就会因为罪恶感而无法待在莲的身边。

  　レンには「そこまで重く考えないでほしい」と言われてしまったが、俺の気持ちの問題だった。そうまでして自分を責め立てないと、罪悪感でとてもレンの隣にはいられないと思ってしまったのだ。

  　

  　

  　……然而，莲却威胁我说「你要是再这样责备自己，我又要哭了哦」。

  　……なのだが、レンには「それ以上自分を責めるなら、また泣いちゃうぞ」と脅されてしまった。

  　

  　她说服了不肯罢休的我，说只要偶尔陪她一起度过就可以了——她用如此谦虚的条件原谅了我。

  　彼女は食い下がる俺を説き伏せ、ときどきで構わないからまた一緒の時間を過ごしてくれればそれでいい──と、そんなあまりにも謙虚な条件で俺を許してくれた。

  　

  　

  　她太温柔了。是圣母吗？

  　優しすぎる。聖母かなにか？　

  　

  　不能这么轻易地原谅别人哦。你可以再多责备我一点……呜呜，喜欢，对不起，真的很对不起。我还没道歉够……真的很抱歉……

  　そんな簡単に人の事許しちゃダメだぞ。もっと俺の事責めてくれても……うぅ、好き、ごめんなさい、本当にごめんなさい。謝り足りないよぉ……本当にごめん……。

  　

  　呜呜……喜欢，喜欢……对不起，喜欢，最喜欢，对不起……

  　ううぅ……好き、好きぃ……。ゴメン、好き、大好き、ごめん……。

  　

  　

  　我鲜明地回想起莉亚时期的『喜欢莲斗的心情』，感情像这样过热的我，半强迫地将一半的淫纹转让给了莲。

  　リアの頃の『蓮斗が好きな気持ち』を鮮明に思い出しつつ、そんな感じで感情がオーバーヒートした俺は、半ば無理矢理レンに淫紋の半分を渡させた。

  　

  　如果再继续单方面地给莲增加负担，我就只剩下死亡这条路可走了，所以至少让我补偿她吧。

  　これ以上レンにだけ負担を強いると俺はもう死ぬしか道が残されてないので、せめてそれくらいはさせて欲しかったのだ。

  　

  　无论如何，我都要挽回至今为止的愚蠢行为。我再次在心中发誓，然后和莲打勾勾。

  　なんとしても今までのバカ夜の行動を挽回していこう。そう改めて心に誓ってレンと指切りをした。

  　

  　

  　

  　——但是。

  　──のだが。

  　

  　

  「嗯。莉亚，怎么了？」

  「んっ。リア、どうした？」

  　

  「……那、那个……莲。」

  「……あ、あの……レン」

  　

  「什么？」

  「なに？」

  　

  　

  　……那个，就是………我、我可以抱你吗？

  　……その、あの………だ、抱きしめても、いいかな？

  　

  　

  　从我口中说出的是如此任性又软弱的声音。

  　俺の口から出たのは、そんなわがままで弱々しい声だった。

  　

  「……嗯、嗯。」

  「……う、うん」

  　

  「太好了！」

  「やった！」

  　

  「哇！」

  「わっ」

  　

  　莲同意的瞬间，我张开双臂从旁边抱住了她。

  　レンからの許可が出た瞬間、俺は両腕を広げて横から彼女を抱きしめた。

  　那一瞬间，莲的黑色长发飘来一股甜甜的香味，通过鼻腔刺激着大脑。

  　その瞬間、ふわりとレンの長い黒髪から甘い香りが漂ってきて、鼻腔を通って脳を刺激してきた。

  　

  「呼……呼……」

  「すぅー……すぅー……」

  　

  「好痒啊，莉亚……嗯。」

  「くすぐったいよリア……んっ」

  　

  　我闻着她脖子的味道，莲的身体突然抖了一下。我知道她的脖子和后颈很敏感，所以故意用鼻子呼气，莲果然发出了甜美的声音。

  　そのまま彼女の首元の匂いを嗅いでいると、レンの体がピクンと反応した。彼女が首元やうなじが敏感だということは知っているので、わざとらしく鼻息を当ててみれば、予想通りレンは甘い声を出した。

  　

  　这让我心中的感情涌了上来，让我更用力地抱紧了她。

  　それが俺の中にある感情を湧き立たせ、更に彼女を強く抱きしめるという行動へと移させた。

  　

  「哈……莲好柔软啊……」

  「はぁ……レンは柔らかいな……」

  　

  「……这句话，我昨天也听过了。」

  「……そのセリフ、昨日も聞いた」

  　

  　「真拿你没办法」莲用无奈又温柔的声音说道，然后摸了摸我的头。

  　呆れたように、しかして優しさを感じる声音で「仕方ないなぁ」と呟くレンに頭を撫でられた。

  　

  「呜……好温柔，好喜欢……好温暖……」

  「うぅ……やさしい、好き……あったかい……」

  　

  「莉亚，你不用这么撒娇……我已经不生气了哦？」

  「リア、そんなに甘えてこなくても……俺、別にもう怒ってないよ？」

  　

  「不、不是的，我只是单纯想和你在一起……不行吗？」

  「い、いやっ、単純にレンと一緒に居たくて……ダメ、かな」

  　

  「……怎么会不行呢。我反而很高兴……」

  「……駄目じゃないよ。むしろ、嬉しい……っ」

  　

  　我感受着她内心的温暖，以及莲那娇小柔软的身体的温暖，脑中浮现了最近发生的事。

  　そんな彼女の心の暖かさと、小柄で柔らかいレンの体の温かさを感じていると、少し最近の事が脳裏によぎった。

  　

  　

  　

  　在接收了另一半淫纹的那天，我在海夜家过夜，和已经发情到极限的莲……做了。

  　淫紋の半分を受け取ったあの日俺は海夜家に泊まり、既に発情が限界状態だったレンと……した。

  　

  　身为男人，我第一次体会到那种未知的体验，让我完全失去了从容。

  　男としては初めての、まさに未知の体験の連続で余裕が無くなってしまったことは今でも覚えている。

  　

  　但是，即使在失去从容，做得相当激烈之后，莲也温柔地抱着我，陪我一起睡。

  　だけど、余裕を失ってかなり激しくしてしまった後も、レンは俺を優しく抱きしめて添い寝してくれた。

  　

  　从那天开始。

  　その日からだ。

  　

  　不知道是因为淫纹的缘故，还是单纯因为情绪高涨——我的性欲变得异常地强。

  　淫紋のせいなのか、はたまた気持ちが昂ぶってしまっているだけのかは解らないが──妙に性欲が強くなってしまったのは。

  　

  　昨天和前天，我都住在海夜家，向莲撒娇。

  　昨日も一昨日も、俺は海夜家に泊まってレンに甘えていた。

  　但是，由于我们双方的淫纹等级相同，所以有时是我向莲撒娇，有时是莲向我撒娇。

  　しかし淫紋のレベルはお互いに一緒なので、俺がレンに甘えることもあれば、逆にレンが俺に甘えてくることもある。

  　

  　主要是在早上和傍晚时我向她撒娇，半夜则是整体上都是莲的回合。

  　主に朝や夕方は俺の方が甘えて、夜中は全体的にレンのターンだ。

  　

  　

  「哈啊……哈啊，莲……！」

  「ハァ……ハァっ、レンん……！」

  　

  「我说……莉亚。朝阳的事……你真的没问题吗？」

  「ね、ねぇ……リア。朝陽君のことは……大丈夫なの？」

  　

  「呜咕。」

  「うぐっ」

  　

  　我们不知何时移动到了卧室的床上，穿着制服抱在一起，这时莲戳到了我的痛处。

  　いつの間にか寝室のベッドに移動して制服のまま抱き合っていると、レンに痛いところを突かれてしまった。

  　

  　昨天和前天，小春说「我来当你们的亲戚姐姐！」，帮忙照顾了朝阳，但再不回去就有点不妙了。

  　昨日と一昨日は小春が「私が親戚のお姉ちゃん役になるよ！」と言って朝陽の面倒を見てくれていたが、流石にそろそろ帰らないとマズイ。

  　

  　而且一直让小春费心也很过意不去。她应该也想回家，却优先考虑我和莲，留在了美咲家。我有点太依赖别人了。

  　それに小春にも気を遣わせっぱなしなのも辛いところだ。彼女も自分の家に帰りたいだろうに、俺とレンのことを優先して美咲家に残ってくれている。さすがに俺はちょっといろんな人に甘え過ぎだ。

  　

  「……今天就回去吧。朝阳在等我们，小春应该也想回家了……」

  「……今日は帰るよ。朝陽も待ってるし、小春も帰りたいだろうし……」

  　

  「那还是早点回去比较好。得让朝阳放心才行。」

  「それなら早く帰ってあげた方がいいよ。朝陽君のこと、安心させてあげないと」

  　

  　莲一边这么说，一边用力抱紧了我。言行不一啊……

  　そう言いつつも自ら強めに抱きしめてくるレン。言葉と行動があべこべですよ……。

  　

  　我们就这样躺在床上紧贴着彼此，我感觉到下半身的中心有血液在流动。

  　そのままベッドで横になりながら密着しあっていると、下半身の中心に血液の流れを感じた。

  　

  　——糟糕。

  　──ヤバい。

  　不对，其实从很久之前就已经很糟糕了。

  　いや割と結構前からヤバい状態だったけど。

  　

  「……莉亚。」

  「……リア」

  　

  「……是、是。」

  「……は、はい」

  　

  「有个硬硬的东西……顶着我的肚子。」

  「お腹に……硬いの当たってるけど」

  　

  　听他这么一说，我的下腹部下方一带确实有种柔软的触感。

  　確かに言われてみれば下腹部の少し下あたりが、なにやら柔らかい感触に包まれている気がしなくもない。

  　

  「……莉亚，你该不会想说这是无意的吧？」

  「……リア、もしかして無意識って言うつもり？」

  　

  「……呜呜，抱、抱歉，我从抱住你的时候就……」

  「……うぅっ、ご、ゴメン、抱きついた時からそのつもりだった……」

  　

  　不知不觉间，我的裤子搭起了帐篷，前端正顶着莲柔软的大腿。

  　いつの間にかズボンがテントを設営していて、その先端がレンの柔らかい太ももにグイグイとちょっかいを出していた。

  　都做到这个地步了，不可能找借口。

  　ここまでしておいて言い訳などできるはずもない。

  　

  「——莲！」

  「──レンっ！」

  　

  「呜哇哇！」

  「うわわっ」

  　

  　我忍不住改变姿势，温柔地在床上推倒了莲。

  　我慢できずに俺は体勢を変え、ベッドの上でレンを優しく押し倒した。

  　

  　莲的头砰地一声落在枕头上，四肢着地的我与她的脸距离非常近。只要稍微动一下，嘴唇就会轻易地碰在一起。

  　俺の下になったレンの頭がポテッと枕の上に置かれ、四つんばいで覆いかぶさっている俺とレンの顔の距離はとても近くなっている。少し前に動かせば、いとも容易く唇が触れ合ってしまいそうな距離だ。

  　

  　面对在这么近的距离下双眼充血的我，莲无奈地微笑着。

  　その距離で血走った目をしている俺を前にして、レンは仕方なさそうに微笑んでいる。

  　

  　

  「只、只有一次……！这样我就回去……！」

  「い、一回だけ……！　そしたら帰るから……！」

  　

  「……嗯，随便你用吧。」

  「……まぁ、好きに使えばいいよ」

  　

  　

  　他在虚拟世界对我说过的话，现在原封不动地还给了我。为了发泄高涨的感情，我将手伸向她的内衣。

  　仮想世界で俺が彼に言った言葉をそっくりそのまま返され、昂ぶった感情を発散するべく俺は彼女の下着に手をかけた。

  　

  　

  　

  　……再这样下去就糟了。

  　……俺、このままじゃマズイぞ。
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  　在这座与虚拟世界融合的都市中，四处回荡着求救声。

  　仮想世界と融合してしまったこの都市で、助けを呼ぶ声が木霊する。

  　路上有如垃圾般散落着毁坏的汽车，路旁则有受伤痛苦的人们。

  　道路にはゴミのように転がる壊れた自動車が、道端には怪我を負って苦しんでいる人々が。

  　

  　在十字路口的中央，有一名身穿黑色紧身衣的壮硕男子，他正从指尖射出高压光线，一边大闹一边放声大笑。

  　その交差点の中央では黒いボンテージ衣装に身を包んだ筋肉質の大男が、指先から高圧縮の光線を撒き散らして暴れながらケラケラと高笑いをしている。

  　

  「哦哦哦哦——呵呵呵！这力量真是太棒了！简直就像变成神一样啊！」

  「おぉぉぉーっほっほっほ！！　素晴らしい力！　まるで神様にでもなった気分よぉ！！」

  　

  　他使用着任何存在都无法靠近的最强异能，嘲笑着无力的市民们。

  　彼は如何なる存在も寄せ付けない最強の異能力を行使し、無力な市民たちを嘲り笑う。

  　没有人能赢过自己，也不会被任何人妨碍。没错——他深信自己才是最强。

  　誰も自分には勝てない、何者にも邪魔されない、そう──自分こそが最強なのだと信じて疑わないのだ。

  　

  「救、救命啊……！」

  「た、助けてぇ……！」

  　

  　在人行道附近，有一名少年被四处逃窜的人们推挤而跌倒，膝盖受了伤。他双手抱着膝盖，眼角泛泪地求救。

  　歩道の近くには、逃げ惑う人々に押されて転んでしまい膝に怪我を負ってしまった少年がいた。両手で膝を抱えながら、眼尻に涙を浮かばせて助けを求めている。

  　

  　然而，少年与狂暴的怪人之间的物理距离太近了。

  　しかし、少年は荒れ狂う怪人との物理的距離が近すぎた。

  　不幸的是，他的声音传到了在场最不该听见这声音的人物耳中。

  　彼の声は不幸にもこの場で最も助けを求めてはいけない人物の耳へと届いてしまう。

  　

  「哎呀～？这孩子真可爱……是被丢下不管了吗？」

  「あらぁん？　可愛い子じゃなぁい……置いてかれてしまったのね」

  　

  「噫……！」

  「ひぃっ……！」

  　

  　怪人宛如时装秀的模特儿般交叉双腿，走向少年。

  　怪人はまるでファッションショーのモデルのように足を交差させながら、少年の元へ歩み寄る。

  　少年察觉到怪人的接近，肩膀颤抖，发出胆怯的声音。然而，他的身体因疼痛而无法动弹，与想逃跑的意志相反。

  　それに気がついた少年は肩をビクつかせて怯えた声を発するが、逃げたいという意志に反して体は痛みで言う事を聞かない。

  　

  「呵呵呵，我的光束能瞬间蒸发肉体，不会让你感到痛苦……就・送・你・一・程・吧！」

  「うふふ、アタシのビームは一瞬で肉体を蒸発させられるわ。苦しませずにあの世へ送って……あ・げ・るっ！」　

  　

  　怪人以粘腻的嗓音做出杀害宣言，将右手伸向前方，竖起食指，指向少年。

  　ねっとりとした声で殺害宣告を言い放った怪人は右手を前に突きだし、人差し指だけを立ててその先端を少年の方へ差し向ける。

  　

  　这是发射光束的预备动作。

  　ビーム発射の照準合わせ。

  　她表现出想立刻在此处杀死少年的意志。

  　まさに少年をこの場で今すぐ殺すという意志の表れ。

  　

  「再见了！」

  「さようなら！」

  　

  　怪人高声告别，正要从指尖发射光束——

  　高らかに別れの言葉を告げ、怪人は指先からビームを──

  　

  　

  　

  「给我等一下啊啊啊啊啊啊啊啊！！」

  「待ちなっさぁぁぁぁぁぁいっ！！」

  　

  　

  　

  　——的瞬间，某人从正后方抱住怪人，连同她的手臂。

  　──放とうとしたその瞬間、怪人は真後ろから何者かに腕ごと抱きしめられてしまった。

  　

  「什、什么！？」

  「なっ、なに！？」

  　

  　怪人惊慌失措，下意识地收起蓄积光束的手指，握紧拳头。

  　狼狽する怪人。思わずビームを蓄積していた指を引っ込めて拳を握ってしまう。

  　下一刻，从后方抱住怪人的某人，仿佛在等待这个瞬间般，大声喊道：

  　すると怪人に後ろから抱きついてきた人物は、まさにその瞬間を待っていたと言わんばかりの大声を挙げた。

  　

  「你握拳了！你握拳了对吧！你用力握紧拳头了对吧！」

  「握ったわね！　手ぇ握ったわね！　ぎゅぎゅぎゅ～って握っちゃったわねぇ！」

  　

  「——啊！糟、糟了！」

  「──ハっ！　し、しまっ」

  　

  「有机可乘！！」

  「隙ありよォん！！」

  　

  　趁隙攻击的某人以双手更用力地束缚对方，立刻将上半身后仰，抬起怪人——

  　怪人の隙をついたその人物は相手を両腕で更に強く拘束し、即座に上体を後ろにのけ反らせて怪人を持ち上げ──

  　

  「背摔——！」

  「バックドロップぅぅぅーっ！」

  　

  　怪人被抛向后方，头部狠狠撞上水泥地。更惨的是，她的头直接刺进裂开的水泥中，怪人忍不住发出漏气般的惨叫声。

  　後方に投げ飛ばした怪人の頭は、見事にコンクリートの地面に大激突。あろうことかそのまま頭全体が割れたコンクリートに突き刺さってしまった怪人は、思わず空気が漏れるような悲鳴が出てしまう。

  　

  「嗯啾！？」

  「んぎゅぅっ！？」

  　

  「喝！就这样埋在地底吧！你是植物！观叶植物！」

  「えぇいっ！　そのまま埋まっちゃってなさい！　アンタは植物！　観葉植物っ！」

  　

  　使出精彩摔角招式的某人，宛如漫画人物般，从头部埋进地面的怪人身旁离开，抱起抱着膝盖蹲在地上的少年。

  　見事なプロレス技を披露したその人物は、まるで漫画のように頭が地面に埋まってしまった怪人の傍から離脱し、膝を抱えて蹲っている少年を抱き上げた。

  　

  「你没事吧！？」

  「あなた！　大丈夫！？」

  　

  「……嗯、嗯。」

  「……うっ、うん」

  　

  　被某人搭话的少年忍着痛楚，点了点头。

  　その人物に声を掛けられた少年は、痛みを我慢してコクリと頷いた。

  　目睹少年坚强的意志后，某人轻笑两声，轻轻抚摸少年的头。

  　少年のそんな健気な意地を目の当たりにしたその人物は、フフッと小さく笑って少年の頭を軽く撫でる。

  　

  「你是个非常坚强的孩子呢！了不起！前途无量！我不讨厌你哦！」

  「とっっても強い子なのね！　偉い！　将来有望よ！　キライじゃないわ！」

  　

  　她这么鼓励少年，同时，一名金发女高中生冲向两人。

  　そう言って少年を励ますと同時に、二人の元に金髪の女子高生が駆けつけてきた。

  　

  「正太郎先生！这孩子就交给我吧！」

  「正太郎さん！　その子を預かりますわ！」

  　

  「洛伊泽，你来得正好！交给你了！」

  「いいタイミングねロイゼ！　任せちゃう！」

  　

  　名为洛伊泽的金发少女接下正太郎抱在怀里的少年后，正太郎立刻转身面向后方。

  　ロイゼという金髪の少女に正太郎と呼ばれたその『男』は抱えていた少年を彼女に預けると、バッとすぐさま後ろを振り返った。

  　

  　此时，已经从地面拔出头部的怪人站在那里，以般若般的愤怒表情瞪着正太郎。

  　そこでは既に地面から抜け出していた怪人が立っており、般若の様な怒りの形相で正太郎を睨んでいた。

  　男人警戒地摆出架式后，怪人朝他大喊：

  　男が警戒して身構えると、怪人は彼に向かって叫びたてる。

  　

  「你这家伙很痛耶！？要是害我秃头了，你要怎么赔我！」

  「痛いじゃないのアンタ！？　今のでハゲちゃったらどうするつもりなのよ！」

  　

  「呵呵呵，放心吧。等你秃头，开始想治疗秃头时……你早就死了！」

  「ふふふ、安心しなさい。ハゲて育毛に手を出し始める頃には……既にアンタは死んでるわよ！」

  　

  　以牙还牙。即使面对散发出压迫感的怪人，正太郎也毫不退让，露出无畏的笑容。

  　口撃には口撃を。威圧感を放っている怪人を前にしても、正太郎は一歩も引かず不敵に笑う。

  　

  「……很好！那我就用这道光束把你剃成光头！你给我后悔吧！」

  「……上等じゃない！　だったら逆にこのビームでアンタを丸坊主にしてやるわ！　後悔しなさいよ！」

  　

  　怪人对正太郎的嘴上功夫产生过度反应，额头冒出青筋，朝站在正面的他竖起右手食指。

  　正太郎の減らず口に対して過敏に反応した怪人は額に青筋を立て、正面にいる彼に向かって右手の人差し指をピンと立てた。

  　

  　不过，正太郎似乎连这一点都预料到了。他瞬间拉近距离，冲进怪人的怀里，用双手束缚住对方的右手。

  　しかし正太郎はそれすらも予測していたのか、彼は瞬時に間合いを詰めて怪人の懐に飛び込むと、両手で相手の右腕を拘束。

  　

  「好险！」

  「あっぶ」

  　

  　他用双手拉住那只手。

  　その腕を両手で引き。

  　

  「啊！」

  「ないっ」

  　

  　利用对方的右手臂撑住自己的肩膀，扛起怪人。

  　相手の右腕を乗せた自らの肩を利用して怪人を担ぎ。

  　

  「哇啊！」

  「わねぇっ！」

  　

  　他顺势将怪人的上半身扭向前方，连同怪人的手臂一起将她摔在水泥地上。

  　上半身を勢いよく前方に捻り、腕ごと持ち上げた怪人をコンクリートの地面に叩きつけたのだった。

  　这是完美的过肩摔。

  　見事な背負い投げである。

  　

  「咳哈！」

  「カハっ！」

  　

  　怪人背部着地，肺部的空气被挤了出来。

  　背中から地面に叩き落され、肺から空気が放出される怪人。

  　正太郎随即压制住怪人，灵巧地固定住她的手脚关节。这里是道场还是职业摔角的竞技场吗？

  　間髪入れず正太郎は怪人を組み伏せ、脚と腕の関節を器用に拘束した。ここは道場かプロレスの闘技場か何かなのだろうか。

  　

  「痛痛痛痛痛！」

  「いだだだだっ！」

  　

  「你又想用光束了吧！太危险了，绝对不能用光束！」

  「またビーム使おうとしたでしょっ！　危ないからビームは絶対ダメ！」

  　

  「外、外行人给我闭嘴！战斗时选择手段是二流的做法！不管发生什么事，我都会赢！」

  「し、素人はお黙り！　戦いで手段を選ぶなんて二流のすることよ！　アタシは何があっても勝つんだからっ！」

  　

  　怪人一口驳斥占上风的正太郎，咬住正太郎的小腿。

  　優勢だった正太郎の言葉を一蹴すると、怪人は自分を拘束している正太郎の脛に噛みついた。

  　她毫不客气地用几乎要咬断小腿的咬合力道咬住正太郎，使正太郎畏缩地忍不住发出惨叫。

  　まるで遠慮のない、ともすれば噛み千切ってしまいそうな程の顎の力で脛を齧られた正太郎は怯み、思わず悲鳴を挙げてしまう。

  　

  「啊啊啊♂！好痛！」

  「アアァーっ♂！　いたぁい！」

  　

  「飞吧————！」

  「ぶっとびぃぃぃ！」

  　

  　怪人趁正太郎痛得松开束缚时，挣脱后以惊人的腕力将正太郎远远地摔出去。

  　痛みで拘束を緩めてしまったその隙を突き、拘束を解いた後凄まじい腕力で正太郎を遠くへ投げ飛ばした。

  　

  　被摔出去的正太郎勉强做出护身倒法着地，但他还是按着疼痛的小腿，不甘心地咂嘴。

  　ふっ飛ばされた正太郎は何とか受け身を取りつつ着地をしたものの、痛む脛を押さえながら悔しそうに舌打ちをする。

  　

  「唔……被拉开距离了……！」

  「くぅっ……距離を取られた……！」

  　

  　正太郎之所以会感叹自己与怪人之间的物理距离被拉开，理由只有一个。

  　怪人との物理的距離が離れてしまったことを嘆く理由はただ一つ。

  　那就是『光束』的存在。为了不让怪人发射光束，正太郎只能采取近身战，一旦被拉开距离，就会被光束牵制而无法靠近。

  　それは他でもない『ビーム』の存在だ。怪人のビームをなんとか発射させないようにしながら立ち回るには接近戦しか方法がなく、距離を取られてしまってはビームで牽制されて近づけない。

  　

  　

  　搞砸了，这样下去连正常战斗都办不到。

  　しくじった、このままではまともに戦う事もできない。

  　

  「正太郎先生！」

  「正太郎さん！」

  　

  　就在正太郎咬牙切齿地感到不甘心时，后方传来女性的声音。

  　歯噛みして悔しがっていると、後ろから女性の声が聞こえてきた。

  　正太郎听到声音而转过头去之前，声音的主人已经先一步冲到他身旁。

  　それを聞いた正太郎が振り返るよりも先に、声の主は彼の隣に駆けつけた。

  　

  　金色的头发、翡翠色的眼眸、连写真偶像都相形失色的丰满乳房——来到正太郎身旁的是刚才保护了少年的女高中生，高月洛伊泽尔，也就是洛伊泽。

  　金色の髪、翡翠色の瞳、グラビアアイドル顔負けのグラマラスな乳房──隣に来たのは先ほど少年を保護した女子高生、高月ロイゼールことロイゼだ。

  　

  「您没有受伤吧！」

  「お怪我はありませんか！」

  　

  「嗯……可是，这样下去就糟了。」

  「えぇ……でも、このままじゃマズイわね」

  　

  　正太郎扶着洛伊泽的肩膀站了起来。在他眼前的是已经摆出架式准备发射光束的怪人。

  　ロイゼの肩を借りて立ち上がった正太郎。その眼前には既にビーム発射を構えている怪人の姿がある。

  　

  「！」

  「っ！」

  　

  　正太郎立刻从大腿上的枪套中拔出手枪瞄准怪人，朝她发射数发子弹。

  　正太郎は咄嗟に膝のポーチから拳銃を取り出して照準を合わせ、怪人に向かって数弾発射した。

  　

  　然而——

  　しかし。

  　

  「嗯哼，那种玩具枪对我不管用的。」

  「うっふん、そんな豆鉄砲なんて効かないわよ」

  　

  「你说屏障……？」

  「バリアですってぇ……？」

  　

  　怪人的周围出现半透明的墙壁，将子弹的冲击力道挡了下来。失去力道的子弹只能掉落在怪人的脚边。

  　怪人の周囲には半透明の壁の様なものが発生しており、それらが銃弾の衝撃をキャッチしてしまった。勢いを無くした弾たちは怪人の足元に転がるのみだ。

  　

  　能够弥补远距离战斗的屏障、弥补中距离的强力光束，以及能够进行近距离战斗的强韧臂力。

  　遠距離戦闘をカバーするバリア、中距離を補う強力なビーム、近距離戦闘を可能にする強靭な腕力。

  　

  　怪人扬起嘴角，用鼻子哼笑。

  　口角を吊り上げながら鼻で笑う怪人。

  　

  「你很清楚嘛。你们打从一开始就没有胜算。」

  「解ってるじゃない。アンタらには最初から勝ち目なんて無かったのよ」

  　

  　怪人扬起嘴角，用鼻子哼笑。

  　口角を釣り上げながら鼻で笑う怪人。

  　虽然她的话令人火大，但目前确实没有打破现状的方法。

  　奴の言葉は癪に障るが、現状を打破する方法がないのもまた事実。

  　

  「……非常抱歉，正太郎先生。要是我能使用能力的话……」

  「……申し訳ありません、正太郎さん。私が能力を使えれば……」

  　

  　洛伊泽原本拥有『操纵光的能力』这种异能。其中将累积的光能量压缩后发射的激光，说是她的主要武器也不为过。

  　本来ならばロイゼには『光を操る能力』なる異能が備わっている。中でも蓄積した光エネルギーを圧縮して放つレーザーは彼女の主武装と言っても過言ではない。

  　

  　然而，目前洛伊泽无法使用能力。因为这个世界并非虚拟世界，而是现实世界中发生的游戏场地，也就是一种『BUG空间』。

  　しかし現状ロイゼは能力を使用することができない。それはこの世界が仮想世界ではなく、あくまで現実世界に発生したゲームフィールドという一種の『バグ空間』だからだ。

  　

  　在这里无法使用原本的能力，现在的她与一般人无异。对于至今为止一直使用能力惩奸除恶的她来说，这无疑是过于残酷的现实。

  　ここでは元々持っていた能力を使う事もできず、今の彼女は一般人同然である。今まで能力を使って悪を討ってきた彼女にとって、それがあまりにも酷な現実であることは間違いなかった。

  　

  　正太郎见洛伊泽不甘心地咬牙切齿，便轻拍她的背。

  　そうして悔しさから歯を食いしばるロイゼを見て、正太郎は彼女の背中を軽く叩いた。

  　

  「啊……正、正太郎先生？」

  「あっ……し、正太郎さん？」

  　

  「别着急，我们又还没输。」

  「そう焦らないの。まだ負けた訳じゃないんだから」

  　

  　对吧？正太郎笑着说道。

  　そうでしょ？　と笑って語りかける正太郎。

  　他那爽朗的笑容，蕴含着足以让因无法使用能力而失去冷静的她，彻底冷静下来的体贴。

  　その屈託のない笑顔には、能力が使えないことで冷静さを欠いていた彼女を、しっかりと落ち着かせる程の気遣いが込められていた。

  　

  　洛伊泽听他这么一说，便回过神来。她反复深呼吸，这次坚定地瞪向对手。

  　彼に諭され、我に返るロイゼ。深呼吸を繰り返し、今度はしっかりと相手を睨みつけた。　

  　

  「……是，我现在也会尽自己所能！」

  「……はい。私も今、自分に出来る事をやります！」

  　

  「很好，就是这样！」

  「いい感じね、その調子よ！」

  　

  　两人同时露出无畏的笑容，毫不畏惧地与怪人对峙。

  　二人は同時に不敵な笑みを浮かべ、怯むことなく怪人と対峙した。

  　尽管没有力量，却仍试图反抗的模样，正是绝不屈服于暴力的象征。

  　力が無いにもかかわらず抗おうとするその姿は、絶対に力には屈しないという姿勢そのもの。

  　

  　对于想以压倒性的暴力征服一切的怪人来说，这是她最厌恶的生存方式。

  　圧倒的な暴力で全てを捻じ伏せたい怪人からすれば、それはこの世で最も忌み嫌うあり方であった。

  　

  「你们真令人火大……！明明只是小喽啰，竟敢这么嚣张！」

  「ムカつくわねアンタ達……！　雑魚のくせに生意気っ！」

  　

  　洛伊泽勇敢地反驳明显被惹怒的怪人。

  　そう分かりやすく腹を立てる怪人に対して、ロイゼは果敢に言い返してみせる。

  　

  「你那说话方式才像小喽啰！还有，老实说，你那身紧身衣真的超恶的！」

  「その言葉遣いの方がよっぽど雑魚っぽいです！　あと正直に申し上げるとそのボンテージ衣装めっちゃキモいですわよっ！」

  　

  　洛伊泽身为知名企业的千金小姐，是出身名门的大小姐，却意外地毒舌。

  　有名企業のご令嬢、いいとこのお嬢様なロイゼだが意外に毒舌であった。

  　

  「啥！？你、你这臭丫头……！」

  「なぁっ！？　こ、この小娘ぇ……っ！」

  　

  「噗噗，人家都这么说了，就算是人妖，也像人家一样穿西装，打扮得像男人一样，这样才有反差萌啊，穿紧身衣就别提了。」

  「ププッ、言われてるじゃない。オカマでもアタシみたいにスーツ着て、男っぽい格好をキメといた方がギャップでイケてる場合もあるのよ？　流石にボンテージは論外でしょ」

  　

  「闭嘴！是你们这些无法理解人家时尚品味的小鬼太幼稚了！」

  「お黙り！　アタシのファッションを理解できないアンタたちがガキなだけよ！」

  　

  　气急败坏的怪人朝两人射出一道巨大的光束。

  　キレた怪人は二人に向けて巨大なビームを放つ。

  　

  　怪人的光束以惊人速度射出，但一直保持警戒的正太郎随即抱起洛伊泽往旁边一跳，勉强躲过了攻击。

  　凄まじいスピードで発射された怪人のビームだったが、常に警戒していた正太郎は即座にロイゼを抱き抱えて真横に跳び、なんとか攻撃を躱した。

  　

  　然而，这样下去无法转守为攻。

  　しかしこのままでは攻勢に出ることができない。

  　

  　到底该怎么办呢——正当正太郎烦恼时，后方传来少年的嗓音。

  　一体どうしたものか──そんな風に正太郎が頭を悩ませると、後ろから少年の声が聞こえてきた。

  　

  　

  「真冈同学！高月！你们还好吗！？」

  「真岡さんっ！　高月！　大丈夫か！？」

  　

  　

  　朝战斗中的两人跑来的是一名黑发少年与背着平底锅的银发少女。如少年所呼喊的，刚才与他们交战的这名男子（？）的全名叫做真冈正太郎。

  　戦闘中の二人の元へ駆け寄ってきたのは、黒髪の少年とフライパンを背負った銀髪の少女だ。少年が呼びかけた通り、今まで戦っていたこの男(？)のフルネームは真岡正太郎である。　

  　

  「哎呀，小弟弟，好巧哦，这里很危险，你快点回去吧。」

  「あらボウヤ、奇遇ね。ここは危ないからさっさと帰りなさい？」

  　

  「不、不对，这状况没办法回去吧！？」

  「い、いや帰れる状況じゃないだろ！？」

  　

  　正太郎委婉地表示『这里就交给我吧』，但少年——美咲夜却不肯退让。

  　正太郎がそれとなく『ここは自分に任せろ』といった意味の言葉を告げたのだが、少年──美咲夜は引き下がらない。

  　他不可能对在虚拟世界并肩作战的伙伴见死不救……应该说，他就是因为知道正太郎与洛伊泽正在战斗，所以才赶来的。

  　仮想世界で共に戦った仲間を見捨てる選択肢などない……というより、そもそも正太郎とロイゼが戦っていることを知ったからこの場に駆けつけたのだ。

  　

  「为什么只有真冈同学和高月在战斗啊……其他德姆队的人呢？」

  「何で真岡さんと高月だけで戦ってるんだ……他のデム隊の人は？」

  　

  「除了那个人妖之外，还有很多怪人事件，简单来说就是人手不足。」

  「あのオカマ以外にも怪人の事件が多発しててね。要するに人手不足なのよん」

  　

  　正太郎极为冷静地回答，眼神停留在夜的右手上。他手上戴着一只手表，外观宛如晨间英雄节目中登场的玩具，那叫做Access手表。

  　極めて冷静に返事をした正太郎の目は、夜の右腕に留まった。彼の腕に巻かれているのは、まるで朝のヒーロー番組に登場する玩具の様な見た目の腕時計、アクセスウォッチだ。

  　

  　

  （——对了，黑野理爱说这座都市现在变成了游戏场域，那么洛伊泽的能力也——）

  （──そうだ、黒野理愛はこの都市は今ゲームフィールドになっていると言っていた。ならばロイゼの能力も──）

  　

  　

  「你们从刚才就在干嘛啊！人家要把你们全部变成焦炭哦！」

  「アンタらさっきから何やってるのよぅ！　皆まとめて消し炭にしちゃうわよ！」

  　

  「——！」

  「──っ！」

  　

  　正太郎在脑中迅速地判断状况后，站了起来，朝即将射出光束的怪人射出两发子弹。

  　脳内で素早い状況判断を下した正太郎は立ち上がり、今にもビームを放とうとしていた怪人に向けて二発の銃弾を発射した。

  　

  「没用的没用的没用的！」

  「無駄よ無駄無駄ァ！」

  　

  　然而，子弹却被怪人的防护罩挡了下来——正太郎早就知道会这样了。

  　しかしその弾は怪人のバリアによって防がれてしまう──そんなことは百も承知だ。

  　

  「……果然在张开防护罩的时候，没办法攻击呢！」

  「……やっぱりバリアを張ってる間は攻撃できないのね！」

  　

  「欸！」

  「ぇっ！」

  　

  　正太郎这么喊道的瞬间，怪人愣了一下。

  　正太郎がそう叫んだ瞬間、怪人はギョッとした。

  　

  　如果他想把他们四个人变成焦炭，只要张开防护罩抵挡正太郎的攻击，再发射光束就行了。但他却收起了蓄积光束的手，这正是正太郎的指摘一针见血的最好证据。

  　彼ら四人を消し炭にしたかったのなら、バリアを張って正太郎の迎撃を防ぎつつビームを発射すればそれで終わりだった。しかしそうせずにビームを蓄積していた手を引っ込めたということは、まさに正太郎の指摘が図星だという何よりの証拠だ。

  　

  　正太郎理解了这一点，转过身去，朝夜伸出了手。

  　それが解った正太郎は後ろを振り返り、夜に向けて手を差し出した。

  　

  「把你的Access手表借我！快点！」

  「アンタのアクセスウォッチ貸して！　早く！」

  　

  「欸……啊，好、好的！」

  「えっ……あっ、は、はい！」

  　

  　被催促的夜立刻从右手上取下Access手表，交给了正太郎。

  　急かされた夜はすぐに右腕からアクセスウォッチを外し、正太郎に手渡した。

  　他接下后，将手表戴在手上，用在场的伙伴们都能听见的音量喊道：

  　それを受け取った彼はウォッチを腕に巻きつけ、その場にいる仲間に聞こえるように叫んだ。

  　

  「我现在要全力冲向怪人！洛伊泽，你跟上我！」

  「今から全力疾走で怪人に接近するわ！　ロイゼはアタシに付いてきて！」

  　

  「了解！」

  「了解ですわ！」

  　

  　正太郎对站起身的洛伊泽点了点头，接着将视线转向夜与银发少女——莉亚。

  　立ち上がったロイゼに向かって頷き、次は夜と銀髪の少女──リアの方に視線を移す。

  　

  「小弟弟！你有带黑野博士给你的激光枪吗！？」

  「ボウヤ！　黒野博士から貰ったレーザー銃は持ってきてる！？」

  　

  「当、当然！」

  「も、勿論！」

  　

  「在我们接近怪人的时候，你就用那个攻击他，牵制他的行动！还有莉亚，把你的平底锅借我！」

  「アタシたちが接近する間それで怪人を攻撃して牽制して頂戴！　あとリアはそのフライパン貸して！」

  　

  「好的，请用。」

  「はい、どうぞ」

  　

  　正太郎从莉亚手中接过平底锅后，直接将它交给了洛伊泽。

  　リアからフライパンを受け取った正太郎はそれをそのままロイゼに手渡した。

  　

  「如果怪人没有张开防护罩，躲开小弟弟的攻击，而是直接发射光束的话……洛伊泽，到时候就由你用那个平底锅挡住光束……我相信你。」

  「もし怪人がバリアを張らずにボウヤの攻撃を躱してビームを撃ってきたら……その時はロイゼ、アンタがそのフライパンでビームを防いでね。……信じてるわよ」

  　

  「……嗯，我会成为盾牌！交给我吧！」

  「……えぇ、私が盾になります！　任せて下さいな！」

  　

  　

  「要上咯！」

  「行くわよッ！」

  　

  　在数秒的作战会议结束后，正太郎与洛伊泽立刻朝怪人冲了过去。

  　数秒の作戦会議を終えた瞬間、正太郎とロイゼは怪人に向かって駆け出した。

  　怪人见状，傻眼地嘲笑道：

  　その様子を見た当の怪人は呆れたように嘲笑っている。

  　

  「哎呀……竟然选择自杀式攻击，这可是愚蠢至极的策略呢！」

  「あらぁ……特攻なんて愚策中の愚策じゃあないかしらっ！」

  　

  　怪人将手指指向笔直朝自己跑来的两人，瞄准目标。

  　真っ直ぐ自分の方へ走ってくる二人に指を向け、照準を定める怪人。

  　

  「我不会让你们妨碍我的……！」

  「邪魔はさせねぇ……っ！」

  　

  　然而，夜不打算让她得逞，于是朝着怪人发射了激光枪。

  　しかし、そうはさせまいと夜が怪人に向けてレーザー銃を発射した。

  　

  「那种单调的攻击！」

  「そんな単調な攻撃ィっ！」

  　

  　然而怪人没有张开防护罩，而是华丽地躲开所有激光，一边闪避一边开始在指尖蓄积光束。

  　だが怪人はレーザーを全てバリアを張ることなく華麗に躱し、回避行動をしたまま指先にビームをチャージし始めた。

  　

  「扭～来扭去～扭来扭去～♪扭～来扭去～♪哼，打不中的！」

  「く～ね～くね～くねくね～♪　く～ね～くね～♪　ふっ、当たらないわよォ！」

  　

  「唔欸欸欸！？真的假的！？」

  「うえぇぇっ！？　マジかよ！？」

  　

  　怪人扭动身体，躲开四处乱射的激光，接着将指尖蓄积的能量朝正太郎他们发射出去。

  　乱射されるレーザーをくねくねと体を捻って躱した怪人は、指先に蓄積したエネルギーを正太郎たちに向けて発射した。

  　

  　洛伊泽察觉到这一点，往前一步，用平底锅全力挥开怪人的光束。

  　それに気がついたロイゼは一歩正太郎の前に前進し、フライパンをフルスイングして怪人のビームを弾き返してみせた。

  　

  「欸欸！光束被弹开了！」

  「えぇっ！　ビーム弾かれちゃった！」

  　

  「大小姐，我对你刮目相看了！」

  「見直したわよお嬢様！」

  　

  「放马过来！」

  「どんと来やがれですわァ！」

  　

  　见到洛伊泽发挥出超乎想象的体能，怪人愣了一愣。

  　予想以上のフィジカルを発揮したロイゼを前にして呆気に取られてしまった怪人。

  　正太郎趁隙冲进怪人怀里，在紧贴对方的状态下举起手枪。

  　その一瞬の隙に正太郎は怪人の懐に飛び込み、密着した状態で拳銃を構えた。

  　

  　

  　他与怪人的物理距离可谓——零距离。

  　正太郎と怪人の物理的距離はまさに───ゼロ距離。

  　

  　

  「在这种距离下，你就无法张开防护罩了呢。」

  「この距離ならバリアは張れないわね」

  　

  「糟、糟了——」

  「や、やば──」

  　

  　怪人尝试迎击。

  　迎撃を試みる怪人。

  　却为时已晚。

  　だが遅い。

  　

  　正太郎扣下扳机的速度，远快于拳头击中他的速度。

  　拳を正太郎に当てるよりも、彼の引き金を引くスピードの方が遥かに勝っていた。

  　

  「啊啊！？」

  「ア゛ァ゛っ！？」

  　

  　怪人被三发子弹射中胸口，迸射出剧烈火花，身体大幅后仰，往后退了几步。

  　銃弾を三発撃ち込まれた怪人の胸からは激しい火花が舞い、大きくのけ反り数歩後ずさる。

  　当受到枪击而退缩的怪人跪倒在地时——

  　銃撃を受けて怯んだ怪人が膝をついた、その瞬間。

  　

  　正太郎握住冲到他身旁的洛伊泽的手，将右手高举过头。

  　正太郎は隣に駆けつけてきたロイゼの手を握り、右腕を天高く頭上へ掲げた。

  　

  　他瞄准的是真冈正太郎与高月洛伊泽尔的Access。在游戏领域之中，能力者唯有与心意相通的搭档合体时，才能再度获得超常异能。

  　狙うは真岡正太郎と高月ロイゼールによるアクセス。ゲームフィールドにおいて、能力者は心を重ね合わせたパートナーと一心同体になった場合のみ、再び超常の異能を手にすることができるのだ。

  　

  　

  　此时此刻，正太郎与洛伊泽透过『亲手讨伐残暴恶徒』的共同意志，连结在一起。

  　今この瞬間、正太郎とロイゼは『非道な悪をこの手で討つ』という共通の意志によって繋がった。

  　

  　

  「大小姐，要上咯！！」

  「イクわよお嬢様ァンッ!!」

  　

  「了解！」

  「了解ですわぁッ！」

  　

  　两人配合彼此的呼吸，同时深吸一口气。

  　二人の呼吸を合わせ、スゥと同時に息を吸い。

  　

  　

  　高声——呐喊。

  　高らかに──叫ぶ。

  　

  　

  　

  『变身！』

  『変身ッ！』

  　

  　

  　

  　刺眼的希望之光，降临于被残虐恶徒怪人化为地狱的十字路口。

  　残虐な悪の怪人によって地獄と化したこの交差点に、眩き希望の光が舞い降りる。

  　在场所有人都闭上眼睛，不敢直视那道光芒。

  　その場にいた誰もが瞼を閉じ、その光から目を逸らした。

  　

  　面对无法直视的光辉，连怪人都惊慌地用手臂遮住眼睛。

  　直視できない程の輝きを前に、怪人すらも狼狽し腕で目を庇ったのだ。

  　

  　倘若他能趁那一瞬间，仅只那一瞬间，他便能赢得这场战斗了吧。

  　もしその一瞬、ただその一瞬を突く事ができたなら、怪人はこの戦いに勝利できたことだろう。

  　然而，他却别过了视线，为时已晚。

  　しかし彼は光から目を背けてしまった。もう遅いのだ。

  　

  　伤害无辜百姓的极恶怪人，已经没有第二次机会了。

  　無辜の民を傷つける極悪非道の怪人に、もう二度とチャンスが訪れることはない。

  　

  「……我要代替太阳惩罚你。」

  「……太陽に代わってお仕置きよ」

  　

  「啥！？」

  「なっ！？」

  　

  　金发少女不知何时，威风凛凛地站在跪地的怪人面前，露出极为骇人的笑容。

  　膝をつく怪人の前でいつの間にか仁王立ちをして現れたのは、とってもこわい笑みを浮かべた金髪の少女。

  　

  　怪人本能地察觉到生命危险，朝正面射出光束，少女却华丽地闪避并前进，扑向怪人。

  　本能的な命の危険を察知した怪人は正面にビームを放つが、少女はそれを華麗に躱しながら前進し、怪人に向かって飛びかかった。

  　

  「飞扑！」

  「フライングッ！」

  　

  　少女呐喊着飞扑过去，双脚缠住怪人的身体，同时将双手撑向地面，宛如后空翻般高高抬起双腿。

  　叫びながら飛びかかった少女は両足で怪人の胴体を拘束すると同時に自分の両手を地面につけ、バク転をするかのように足を大きく振り上げた。

  　

  「啊啊！？」

  「あぁっ！？」

  　

  　少女仅凭超乎常人的脚力，便将怪人踢向空中。这已经超越人类的极限，但与平时便勤于锻炼的正太郎融合的洛伊泽肉体，便有可能做到。肌肉是不会背叛他的。

  　そのケタ違いな脚力だけで怪人を上空に足で投げ飛ばした。もはや人間業ではないが、普段からしっかりと鍛えていた正太郎と融合したロイゼの肉体ならば可能なのである。筋肉は裏切らない。

  　

  　金发少女以双眼捕捉到被抛向空中的怪人，双手叠合移动至胸前，立刻凝聚光能。这绝非边喊着「龟～派～气～功！」边凝聚能量的招式。

  　空へ投げ飛ばした怪人を目で捉えた金髪少女は、両手を重ねて懐の位置に移動させ、光エネルギーを即座にチャージした。決して「かーめーはーめー」と言いながらエネルギーをチャージする技ではない。

  　

  　她现在要施展的招式，是将对手抛向空中，再对无法自由行动的敌人发射最大能量光束的必杀技。

  　彼女が今から放つ技は、相手を空へ投げ飛ばし、自由が利かなくなった敵に最大級のエネルギービームを叩き込む必殺技。

  　

  　

  　其名为『Flying Lunatic Beam ～飞向月亮然后去死吧～』。

  　その名も『フライング・ルナティックビーム　～月まで飛んでけそして死ね～』である。

  　

  　

  「Lunatic————————————Beam！！！」

  「ルナティックビィィィィィィィィィムッッ！！！」

  　

  　少女朝天空高举的双手，发射出超巨大的黄色光束。

  　少女が空へ掲げた両手から超巨大な黄色い光のビームが発射された。

  　光束笔直地伸向天空，直接命中被抛到上空的怪人。

  　それはグングンと空へ向かって伸びていき、上空に吹き飛ばされていた怪人へと直撃する。

  　

  「啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！！！」

  「あ゛ァ゛あ゛ア゛ぁ゛ぁ゛ァ゛イ゛ィ゛ェ゛ェ゛エ゛ッ゛っ゛ッ゛！！」

  　

  　怪人正面承受了正太郎与洛伊泽的最强极粗光束，发出宛如世界末日来临般的惨叫，还来不及抵达月亮便在空中爆炸四散。永别了。

  　正太郎とロイゼによる最強極太ビームを真正面から受け止めた怪人はこの世の終わりの様な断末魔を挙げ、月まで届くこともなく空中で見事に爆発四散した。サヨナラ。

  　

  　他爆炸的模样宛如烟火，身体化为粉末，朝四面八方倾注而下，令所有观众都为之着迷。实际上，那画面的确很美。

  　彼の散り様はまさに花火のようであり、爆散し粉々になって四方八方に降り注いだその体は、見る人全てを魅了したのだ。実際綺麗であった。

  　

  　

  　

  「……呼，分出胜负了呢。」

  「……ふぅ、決着したわね」

  　

  　金发少女独自站在一片狼藉的十字路口中央，沉浸在胜利的余韵之中。

  　荒れた交差点の中央で一人、勝利の余韻に浸る金髪少女。

  　不久后，他们的变身解除，肌肉发达的伪娘壮汉与巨乳金发的千金大小姐平安无事地回来了。

  　程なくして彼らの変身は解除され、筋肉質でオカマな大男と巨乳で金髪なお嬢様は無事に戻ってきた。

  　

  「真冈同学～！高月～！」

  「真岡さーん！　高月ー！」

  　

  　夜与莉亚奔向两人身边，还有不知何时出现的黑发少女・莲。

  　そんな二人の元へ駆け寄ってくる夜とリア。あといつの間にか居た黒髪の少女ことレン。

  　

  「你们俩好厉害！那是什么必杀技！超帅的！」

  「すげぇよ二人とも！　何あの必殺技！　めっちゃカッコよかった！」

  　

  「啊哇哇……莉、莉亚同学，请冷静一点……！」

  「あわわっ……おっ、落ち着いてくださいリアさん……！」

  　

  「小弟弟也是个男孩子呢……来，还你Acces手表。」

  「ボウヤも大概男の子ね。……はい、アクセスウォッチ返すわ」

  　

  　连升上高中后的夜也着迷的必杀技，实际上的确相当精彩。因为射出了少年憧憬的能量波，所以当然很帅。至少对夜这名少年而言是这样。

  　高校生になった夜すらも魅了した必殺技は実際見事だ。少年ならば憧れるエネルギー波も撃ったのだからカッコいいに決まっている。少なくともこの夜少年からすれば。

  　

  　

  「……哎呀？」

  「……あら？」

  　

  　这时，正太郎注意到站在夜与莉亚身后的莲，样子有点奇怪。她莫名地摇摇晃晃，眼神也失焦了。

  　そこで正太郎は、夜とリアの後ろにいるレンの様子がおかしいことに気がついた。妙にフラついていて、目の焦点があっていない。

  　她脸颊微微泛红的模样，令正太郎有种似曾相识的感觉。

  　頬もほんのり赤くなっているその姿に、彼は既視感があった。

  　

  （……这么说来，这女孩有淫纹的后遗症呢。）

  （……そう言えばこの子、淫紋の後遺症とかあったわね）

  　

  　看来她忍耐兴奋状态已经忍耐了好几天。虽然她拼命地佯装平静，但看到她这副模样还察觉不到的，就只有相当迟钝的人了。很不巧地，正太郎并不具备这种方便的迟钝主角属性。

  　察するに数日ほど興奮状態を我慢していたのだろう。平静を繕おうと必死だが、これを見て気がつかないのは相当な鈍感だけだ。あいにく正太郎は都合のいい鈍感さ、という主人公属性は持ち合わせていない。

  　

  　这里就助她一臂之力吧。正太郎这么决定后，将手放在夜的肩膀上。

  　ここはひとつ手助けをしてやろう。そう決めた正太郎は夜の肩に手を置いた。

  　

  「欸，小弟弟？难得幻想来到现实了，你要不要跟莲一起去看看海夜家？」

  「ねぇボウヤ？　せっかく仮想が現実に来たんだし、レンと一緒に海夜家の様子を見てくれば？」

  　

  「咦？你突然在说什么啊？」

  「え？　急になんだよ」

  　

  「莲应该也很想念自己家吧。不过这女孩一个人去太危险了，你陪她去吧。」

  「レンだって我が家が恋しい筈でしょ。でもこの子一人じゃ危険だし、アンタが付いててあげなさい」

  　

  　正太郎边说边硬是让莲与夜牵起手，接着转过身去。

  　そう言いながら無理矢理レンと夜の手を繋がせ、正太郎は踵を返した。

  　看到他的行动，洛伊泽也察觉到各种事情，跟着他离开了。

  　彼の行動を見て色々と察したロイゼも彼について行った。

  　

  「那么，人家和洛伊泽就先告辞了。」

  「じゃ、アタシとロイゼはこれで」

  　

  「你们要走了吗？」

  「もう行っちゃうのか？」

  　

  「是的，毕竟我们待在这里也只会打扰各位吧。三位，失陪了。」

  「はい、きっとお邪魔でしょうから。失礼しますわ、お三方」

  　

  　洛伊泽一度回头行礼后，便追着正太郎离开了。

  　一度振り返ってお辞儀をしたロイゼは正太郎の背中を追う。

  　正太郎与洛伊泽决定一起离开，也是为了让他们自己想办法解决后续的问题。

  　後の事は本人たちで何とかして、という意味も込めて彼とロイゼは共にこの場を去ることに決めたのだった。

  　

  　

  「大小姐，我们去开庆功宴吧。我请你吃拉面，跟我来！」

  「祝勝会よお嬢様、ラーメン奢るからついて来なさいっ」

  　

  「拉面吗……那我想去前面那家叫ZI-RO的店！」

  「ラーメンですか……それならこの先にあるZI－ROというお店がいいですわ！」

  　

  　那家叫ZI-RO的拉面店，至少不是女高中生会喜欢去的店。不管是蔬菜、面、汤、叉烧、猪油的量都多得吓人。

  　ZI-ROというラーメン屋は、少なくとも女子高生が好き好んで食べに行くような店舗ではない。野菜も麺もスープもチャーシューも背あぶらも量がトンデモなのだ。

  　

  　正太郎以前去过那家店，很喜欢那里的口味。听到她提议去那里，正太郎有点惊讶，但又因为找到与自己兴趣相投的伙伴而露出微笑。

  　以前訪れて気に入ったその店を提案された正太郎は少し驚いた後、自分と同じ趣向の仲間を得てフッと微笑んだ。

  　

  　

  「你跟外表看起来不一样，食量很大呢……我不讨厌你这一点！」

  「アンタ見た目に反してガッツリ食べるのね……キライじゃないわ！」

  　

  　

  　这一天，经过赌上性命的战斗后，年龄差距很大的搭档结下了新的羁绊。

  　この日、命を賭けた戦いを経て新たに絆を結んだ、年齢差が凄いタッグが結成されたのであった。

  　

  　

  　

 
  相棒とのひと時

  和搭档在一起的时光

  　距离那场壮烈的伪娘对伪娘之战，大约过了一个星期。

  　あの壮絶なオカマ対オカマの戦いから約一週間後。

  　最近频繁发生的怪人事件，以击破伪娘为分水岭，发生件数明显降低，这座城市逐渐恢复了原本的治安。

  　近頃頻発していた怪人事件はオカマ撃破を境に発生件数が著しく低下し、この街は元の治安を取り戻しつつあった。

  　

  　因此，DEM队的工作也减少了，我们死亡游戏攻略者的出场机会也成比例地几乎消失。

  　おかげでデム隊の仕事も減り、比例して俺たちデスゲーマーズの出番も殆ど無くなっていった。

  　最近可能是因为连续战斗的关系，心情莫名地静不下来，但真冈说「趁现在好好享受学生生活吧」，并告诉我暂时不会联络我们。

  　最近は戦い続きだったせいか妙に気持ちが落ち着かないものの真岡には「今のうちにちゃんと学生を楽しみなさい」と言われ、暫くはこっちからの連絡はしないとも告げられた。

  　

  　也就是说，放假。除了偶尔出现怪人之外，我们回到了一如往常的日常生活。

  　つまりはお休み。時たま怪人が現れることを除けばいつも通りの日常が戻ってきたという事である。

  　之前听真冈说，关于世界粉碎者的事，会由DEM队的人继续研究处理，我终于可以恢复成普通的高中生了。

  　以前真岡から聞いたワールドクラッシャーの件もデム隊側の人間だけで対処と研究を進めるとのことで、いよいよ俺は普通の高校生に戻れたらしい。

  　

  　这件事本身是好事。这无疑是我最期望的事，既然这座城市恢复了和平，就应该享受和平。

  　それ自体は良いことだ。何よりも望んでいた事であることには違いないし、この街が平和ならば平和を楽しむべきである。

  　

  　但令人困扰的是，我的个性变得无法什么都不做地度过日常生活，反而会感到压力。我脑中对怪人和粉碎者的关心还是没有消失。

  　だが困ったことに何もしないまま日常を過ごすのは不安で、逆にストレスに感じてしまう性格になってしまった。やはり頭の中からは怪人とクラッシャーのことへの関心が消えてくれない。

  　

  　

  　因此，现在是假日的中午，我在自己房间锻炼肌肉。

  　という訳で休日の昼ごろである今現在俺は自室で筋トレをしている。

  　

  　有空的时候就先锻炼自己吧……我也知道这种想法很肤浅。

  　暇な時間があるならとりあえず自分を鍛えよう……なんて短絡的な考えだって自覚はあるけど。

  　不过，既然觉得不做点什么就静不下来，又觉得锻炼自己不会浪费时间的话，能锻炼自己又能打发时间的肌肉训练就是最好的选择。

  　でも無駄にはならないと思うし何かをしていないと落ち着かないなら、自分を鍛えることができて時間も潰せる筋トレが一番だ。

  　

  「二十一……二、十……九……」

  「二十一……にじゅっ、う……にっ……」

  　

  　我现在正在做的是背上有艾莉儿的状态下做俯卧撑。

  　今やっているのは背中にアイリールを乗せた状態での腕立て伏せ。

  　莲说，如果平常没有在锻炼肌肉的话，不要做太激烈的训练，先让身体习惯运动比较重要，所以我决定从基础开始做起。

  　普段から筋トレをしていたわけじゃないなら過度なメニューは控えてまずは体を慣らしていくことが重要、とレンに言われたので基礎からやることにした。

  　

  　这么说来，莲斗的设定好像是从以前就在锻炼身体……我一边想着这些事，一边在不会勉强自己的范围内思考每天能做的训练，最后决定做仰卧起坐、俯卧撑、用公园的单杠做的引体向上、哑铃和跑步等训练。

  　そういえば蓮斗って昔から体を鍛えてる設定とかあったな……などと考えつつ、無理のない範囲で毎日できるメニューを考えた結果腹筋と腕立て伏せ、公園の鉄棒を使った懸垂、ダンベルや走り込みなどに決まった。

  　

  　

  　——不过，看来我似乎比自己想象的还要不擅长运动。

  　──のだが、どうやら俺は自分が思っている以上に運動ができないらしい。

  　

  「二……十、三……！」

  「に……じゅっ、さ……！」

  　

  「你的双手抖得好厉害……没事吧？」

  「両腕すっごいプルプルしてるけど……大丈夫？」

  　

  「没、事……啊！」

  「だいっ、じょ……ぁっ」

  　

  　我到达极限，倒在地上。那一瞬间，艾莉儿的体重全部压在我身上。

  　限界が訪れて床に倒れてしまった。その瞬間背中に乗っていたアイリールの体重が全て俺の身体に襲い掛かってくる。

  　

  「呜呃！」

  「ぐぇっ」

  　

  「……总共二十二次。比昨天多呢。」

  「……合計で二十二回。昨日よりは増えたね」

  　

  「呜呜，我不行了，休息……」

  「ううぅ、もぅまぢ無理、休憩しょ……」

  　

  　我从从背上退开的她手中接过装有运动饮料的水壶，大口灌进喉咙。

  　背中から退いた彼女からスポーツドリンクの入った水筒を受け取りグイッと喉に流し込む。

  　接着艾莉儿一边用毛巾擦拭我的脖子和手臂，一边对我说：

  　するとアイリールがタオルで俺の首や腕などを拭きながら声を掛けてきた。

  　

  「慢慢来吧。努力是好事，但你晚上不擅长运动，体力也不够。」

  「もっとゆっくりやろ。頑張るのはいいけど、夜は運動得意じゃないし体力も無いんだから」

  　

  「……说得也是。」

  「……そっすね」

  　

  　艾莉儿，你说话还真直接啊。被人当面指出自己的弱点，会让人有点沮丧耶。

  　キミ結構ストレートに言うよねアイリールちゃんね。改めて自分の弱い部分を正面から言われるとちょっと落ち込むぜ？

  　

  「接下来只剩腹肌了……我再休息一下。」

  「あとは腹筋だけだけど……もう少し休むわ」

  　

  「嗯。」

  「んっ」

  　

  　我边说边坐到床上，艾莉儿用湿毛巾帮我把脖子围起来。冰冰凉凉的，很舒服。

  　そう言いながらベッドに腰掛けると、アイリールが濡れたタオルを首に巻いてくれた。ひんやりしていて気持ちいい。

  　

  「呼～好凉。」

  「ふおぉ～、冷える」

  　

  「……呵呵。」

  「……ふふっ」

  　

  　我因为冰凉的毛巾而发抖，身旁的银发少女笑了。我也跟着露出微笑。

  　冷たさに身震いをすると隣にいる銀髪の少女が笑った。釣られて俺も少しだけ小さく微笑む。

  　

  　好久没有像这样在自己的房间里度过。最近发生了许多事，我经常住在海夜家，但回到家后，还是待在自己家比较安心。

  　こうして自分の部屋で過ごすのも久しぶりだ。最近はいろいろあって海夜家に泊まることが多かったけど、帰ってみるとやっぱり自分の家の方が落ち着く。

  　

  　以前这个空间只属于我，现在虽然和艾莉儿共用，但不可思议的是，和她在一起我并不会紧张，可以像以前一样生活。

  　以前までは自分だけのスペースだったもののアイリールと共有になっても彼女となら不思議と緊張はしないし、今まで通りに過ごすことができる。

  　

  　

  　……如果对象是莲或小春，情况就不同了。

  　……例えばこれがレンや小春になった場合は話が変わってくる。

  　

  　当然我和她们是知心好友——应该说已经跨越那条线，但要说长时间待在同一个房间里不会在意对方，那是骗人的。

  　もちろん彼女たちとは気の知れた──というか既に一線を越えてしまった仲なのだが、長時間同じ部屋に居ても気にならないといえば嘘になってしまう。

  　

  　即使是互相告白的对象，长时间待在属于自己的空间里，还是有点难受。我和她们认识还不到半年，当然也不是长年相伴的夫妻。事实上，和她们在一起时，我还是会感到紧张。

  　たとえ告白し合った人であっても自分だけのスペースで延々と一緒に居るのは些か厳しい。俺と彼女たちは出会ってまだ半年も経っていない関係で、当然ながら長年連れ添った夫婦でもない。一緒に居るとまだどこか緊張してしまう自分がいるのも事実だ。

  　

  　考虑到这些，我反而不明白为什么和艾莉儿在一起就不会紧张。

  　そういったことを踏まえると逆に何で『アイリールとなら緊張しない』のかが解らなくなってくる。

  　

  「……？怎么了，夜？」

  「……？　どうしたの夜」

  　

  「啊，不，没什么。」

  「あ、いや、何でもない」

  　

  　回想起来，我们的关系真是不可思议。

  　思い返してみれば不思議な関係だ。

  　

  　被卷入死亡游戏的我，附身在她身上，不知为何我并没有完全占据她的心，直到游戏通关的那一刻，我们都是两个人共同存在。

  　デスゲームに巻き込まれた俺の憑依先が彼女で何故だか俺が心を完全に乗っ取るような事はなく、ゲームをクリアするその瞬間まで二人の人間として共存できた。

  　

  　回到现实后，我们成为一个人，她现在可以实体化，我们还是整天都待在一起。

  　そして現実に戻っても二人で一人の人間になって彼女が実体化できるようになった今もこうしてお互いに四六時中隣にいる。

  　

  　……是因为我们共享记忆吗？

  　……記憶を共有し合った仲だから、だろうか。

  　说得极端一点，我们之间没有秘密。她知道我至今为止的人生，我也知道她悲惨的过去。

  　極論を言えば俺たち二人の間に隠し事や秘密は存在しない。彼女は俺の今までの人生を全て知っているし、俺も彼女の悲惨な過去を知っている。

  　

  　在温暖的家人围绕下幸福的童年，作为邪恶组织的实验体过着地狱般的日子的少女时代，以及为了放走菲莉斯，家人被组织杀光——差点失去心灵的绝望。

  　温かい家族に囲まれて幸せだった幼少期も、悪の組織の実験体として地獄の様な日々を送った少女時代も、フィリスを逃がした代償として組織に家族を皆殺しにされ──心を失いそうになったあの絶望も。

  　

  　我全都知道。正因为如此，我也知道艾莉儿心中藏着『不想一个人』的感情，所以我绝对不会离开她身边。

  　何もかもを知っている。故にアイリールが『一人は嫌だ』という感情を心の内に秘めていることも解っているからこそ俺が彼女の傍から離れることも絶対に無い。

  　

  「差不多中午了，你饿了吧？」

  「そろそろ昼だし、腹減ったかなぁって」

  　

  「那我来做午餐吧。」

  「じゃあ私がお昼作るよ」

  　

  　一旦用语言表达，我们的关系——

  　いざ言葉で表すとなると俺たちの関係は──

  　

  　关系……

  　関係……

  　

  　……是什么关系？

  　……どんな関係だ？

  　

  「我、我说，艾莉儿。」

  「な、なぁ、アイリール」

  　

  「嗯？」

  「ん？」

  　

  「我们——啊，不，没什么。午餐你想吃什么？」

  「俺たちって──あぁ、いや、何でも無い。昼は何作る？」

  　

  　「用剩菜做意大利面吧。」艾莉儿说着走出房间，我追在她身后，在心中稍微反省了一下。

  　余りものでパスタでも作ろうか、なんて言いながら部屋を後にするアイリールを追いかけつつ心の中で少し反省した。

  　

  　哪有人会直接问对方「我们的关系是什么？」这种问题啊。太蠢了。

  　相手に直接「俺たちの関係ってなに？」なんて質問するやつがあるか。バカすぎる。

  　

  　我们是……搭档。

  　俺たちは……相棒だ。

  　嗯，搭档。总觉得这个词最贴切。对彼此无所不知，但不是恋人，不过平常就在一起的话，那就是搭档了吧。大概是这样。

  　うん、相棒。なんかそれが一番しっくり来る。互いを知り尽くした仲で恋人というわけでもなく、でも常日頃から一緒にいるなら相棒なんだろう。多分そうだ。

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　吃完午餐，休息一会儿后，我回到房间继续锻炼肌肉。

  　昼食を終えて小休憩を挟んだ後自室での筋トレを再開して少し経って。

  　我请艾莉儿按住我的膝盖，做着仰卧起坐，这时有人来到我的房间。

  　アイリールに膝を押さえてもらいながら腹筋をしていると、俺の部屋に来訪者が現れた。

  　

  　及肩的整齐黑发，即使穿着厚衣服也能看出的丰满乳房，最重要的是那双不像日本人的群青色眼睛——来我房间的是小春。

  　肩より下の程々な長さに切り揃えた綺麗な黒髪、厚着をしていても解る大きな乳房、何といっても日本人離れした群青色の瞳──部屋に来たのは小春だ。

  　

  「莉亚……啊，你在锻炼肌肉？」

  「リアちゃーん……あっ、筋トレ中でした？」

  　

  「嗯嗯……！怎么了……」

  「んんっ……！　どうした……っ」

  　

  　我一边做仰卧起坐一边用声音回答，但用这个姿势发声很困难。

  　腹筋しながら声だけで返事をしてみたが辛い体勢で声出すのはキツイ。

  　

  「你知道朝阳吗？我们约好今天要一起看电影……」

  「朝陽くん知らない？　今日一緒に映画を観る約束してたんだけど……」

  　

  「他刚才……出门了。说有约……要去接人。」

  「さっき……っ、家出ていったぞ。約束があるから迎えにっ、行ってくる……とか」

  　

  「哎呀，我们错过了吗？莉亚，谢谢你……啊，这么说来，你明天要来我家住吧？我会准备好火锅等你！」

  「あちゃ、すれ違っちゃったか。リアちゃんありがと。……あっ、そういえば明日はウチに泊まりに来るんだっけ？　鍋の用意して待ってるからね！」

  　

  　察觉到情况的小春快速说完后转身，匆匆忙忙地从房间前离开。看来是联络上出了差错。

  　事態を察した小春は早口で言うだけ言って踵を返し、そそくさと部屋の前から姿を消した。どうやら連絡の擦れ違いがあったらしい。

  　

  　

  　我将如暴风雨般离去的小春抛在脑后，继续锻炼腹肌，这时按着我膝盖的艾莉儿低声说：

  　嵐のように過ぎ去った小春の事は置いといて腹筋を再開すると膝を押さえているアイリールがボソリと呟いた。

  　

  「……欸，夜。」

  「……ねぇ、夜」

  　

  「十五……怎么了？」

  「十五っ……どうっ、した？」

  　

  　我感受着腹部肌肉颤抖的感觉，回答她，艾莉儿微微皱起眉头继续说：

  　腹の筋肉がプルプルと震える感覚を感じながら返事をすると、アイリールが若干眉を顰めながら言葉を続けた。

  　

  「明天……你不要被小春牵着鼻子走哦？」

  「明日は……小春に流されないでね？」

  　

  「呜咕。」

  「うぐっ」

  　

  　她突然说出刺耳的话，我不禁发出呻吟。

  　急に耳が痛い事を告げられてしまい思わず唸ってしまった。

  　

  「唉……算了，你和小春做没关系，但不要在小春的催促下变身成我。我不会叫你别这么做，但希望你能克制一点。」

  「ハァ……いや、まぁ夜がする分には構わないよ。でも、小春に促されて私に変身するの、止めろとは言わないけどもう少し控えて欲しい」

  　

  「……对、对不起。」

  「……ご、ごめんなさい」

  　

  　我停止锻炼腹肌，端正坐姿，向她低头道歉。我是能马上做出日式下跪的日本人美咲夜，请多指教。

  　腹筋を止めて正座し姿勢正しく彼女に頭を下げた。ジャパニーズ土下座が直ぐにできる日本人こと美咲夜です、よろしくお願いします。

  　

  「变身状态的感觉和疲劳也会共享给我……前天小春也做得激烈，其实我的腰还有点痛。」

  「変身状態は私にも感覚とか疲労とかが共有されるの。……一昨日だって小春に激しくされたし、実はまだ少し腰痛い」

  　

  「真丢脸……对不起……」

  「面目ない……ずみ゛ま゛ぜん゛……」

  　

  　面对进入抱怨模式的她，我只能道歉，总之先道歉就对了。真的很对不起……！原谅我……原谅我……

  　お小言モードに入った彼女に対して俺は謝ることしか許されていないのでとにかく謝る。本当にごめんなちゃい……！　ﾕﾙｼﾃ…ﾕﾙｼﾃ…。

  　

  　

  　这次的事态总结如下：

  　今回の事態を纏めると、以下のようになる。

  　

  　首先，我不久前从莲身上接收了一半的淫纹，因此性欲莫名地增强，最近变得很像猴子。

  　まず俺は少し前にレンから淫紋の半分を受け取った。その影響で妙に性欲が増幅されてしまい、最近はいわゆる猿になっていた。

  　

  　但或许是因为我不自重地做了很多次的缘故，我的淫纹很快就消失了。

  　しかし自重せずにそういうことを沢山していたおかげか俺の淫紋は直ぐに消滅。

  　

  　之后我的心情也稳定下来，不再对莲发情。关于这点，我得以恢复原本的生活，这毫无疑问是很好的倾向。毕竟那样实在太没节操了，我也知道自己比死亡游戏时代的莲还要糟糕。我下定决心，今后要多加注意。

  　その後は気持ちも落ち着いてきてレンに対して盛ることもなくなった。これに関しては乱れていた生活を元に戻す事ができたので、大変良い傾向だということは間違いない。流石にアレは節操がなさすぎたしデスゲーム時代の蓮斗より酷かった自覚もある。今後は気を付けていこうと心に決めた。

  　

  　但问题现在才开始。

  　だが、問題はここからである。

  　

  　我变得比较克制后，不知为何莲反而变强了。只要我们在一起，她就会不断索求，如果我不阻止她，她绝对不会罢休。这样我接收淫纹后，消除了一半的意义不就没了……

  　俺がアレを控えるようになった分、何故かレンの方がパワーアップしてしまった。一緒にいると事ある毎に求めてくるようになって俺から止めるように言わないと決して止めない。これじゃあ俺が淫紋を受け取って半分消した意味がないよぅ……。

  　

  　更糟糕的是，看到莲这样，小春也变得无法忍耐，把我拖进寝室。

  　更に大変なのがそのレンを見て我慢できなくなった小春も俺を寝室に引きずり込むようになってしまったことだ。

  　

  　而且光是和我一个男人做还不够，她还会兴奋过头地央求我『变身成莉娅』。我被她的气势压倒，变身成莉娅后，小春就会失去控制，长出『那个』，粗暴地扭腰直到天亮。也就是所谓的床上流氓。好可怕。

  　しかも男の俺だけでは飽き足らず興奮しすぎると俺に『リアへの変身』をねだるようになり、勢いに圧されてリアに変身すると小春はタガが外れて『アレ』が生えて朝まで乱暴に腰を振るようになる。いわゆるベッドヤクザである。こわい。

  　

  「每次来住都会被小春『哼哼！！』地顶到天亮，我的身体会受不了的，而且也需要拒绝的勇气。」

  「泊まる度に小春に朝まで『ふんふん!!』て突かれてたら私の身が持たないし、断る勇気も必要」

  　

  「明、明天我会好好拒绝的！我保证！」

  「あ、明日はちゃんと断る！　約束する！」

  　

  　虽然我是打从心底谢罪，但对她来说，我这样道歉也只会让她觉得我是在敷衍吧。关于这方面，艾莉儿似乎完全不信任我。

  　マジで心の底からの謝罪だが、彼女からすれば平謝りもいいとこなのだろう。こういった部分に関してはアイリールからの信用が全然無い気がするぜ。

  　

  「……小春也是，你最好叫莲也克制一点。她之前晚上在学校里晃来晃去的。」

  「……小春もそうだけど、レンにも控えるように言った方がいい。夜、この前学校でフラフラしてたし」

  　

  「……是啊。就让她们两个暂时忍耐一下吧。」

  「……そう、だな。あの二人には暫く我慢させよう」

  　

  　莲的淫纹早就消失了，小春也没有使用雷霆，所以副作用也不可能发动。其实她们两个应该都能忍耐才对。

  　レンもとっくに淫紋消えてるし小春もライトニングは使ってないからデメリットも発動するわけないし、本当なら二人とも我慢できるはずなんだよな。

  　在这方面松懈下来，很明显是我的责任，因为我发情得很严重。是的，想办法～解决吧骑士！

  　そこら辺の意識を緩くしてしまったのは明らかに発情して盛ってた俺の責任だ。はいっ、なんとか～しナイト！

  　

  　

  　

  「……唉，累死了。」

  「……はぁぁぁ、疲れた」

  　

  　说教时间结束后，我重新开始锻炼肌肉，但做完仰卧起坐时，我已经累得瘫倒在地上了。

  　説教タイムが終わった後に筋トレを再開したものの、腹筋を終えた頃には疲れきって床に寝そべってしまっていた。

  　……淫纹还在的时候，体力可是多到不行呢。算了，反正那也只是暂时的。」

  　……淫紋があった時は体力めちゃくちゃあったんだけどなぁ。まぁ所詮は一時的なものだったということなんだろう。

  　

  「好想睡。」

  「なんか眠い」

  　

  　「今天从早上开始就一直在锻炼，现在才刚过中午，我就已经昏昏欲睡了。看来我累积了不少疲劳。」

  　今日は午前中からトレーニング漬けだったせいかまだ昼過ぎだってのにウトウトしてきた。相当疲労が溜まってしまったらしい。

  　

  「今天就到此为止吧？」

  「今日はもう終わりにする？」

  　

  「嗯……虽然还没做引体向上，不过算了，就这样吧……」

  「うーん……まだ懸垂してないけど、いいや。おわり……」

  　

  　我稍微伸展了一下，懒散地躺在地板上。温暖的阳光从窗户洒落进来，也许是被这暖洋洋的天气影响，总觉得干劲全没了。

  　軽く伸びをしてだらしなく床に寝そべった。窓からは暖かい日差しが差し込んできていて、ぽかぽか陽気に当てられたせいかどうにもやる気が削がれる。

  　

  　剩下的时间要做什么好呢——正当我这么想的时候，艾莉儿把我的头放在她的大腿上。

  　残りの時間は何して過ごそうかな──なんて考えていると、アイリールが俺の頭を自分の太ももの上に乗せた。

  　

  「艾莉儿？」

  「アイリール？」

  　

  「嗯，膝枕。我也因为暖洋洋的天气而想睡了，一起睡午觉吧。」

  「んっ、膝枕。ぽかぽかしてて私も眠いし、一緒にお昼寝しよ」

  　

  　艾莉儿把背靠在床上，轻轻抚摸我的头，打了个哈欠后眯起眼睛。

  　背中をベッドに預けたアイリールは俺の頭を軽く撫でて、くぁと欠伸をして目を細めた。

  　我也被睡魔俘虏，我们两个已经开始打起瞌睡了。再过几分钟应该就会进入梦乡吧。

  　かく言う俺も眠気の虜にされてしまっており俺たち二人は既に船を漕ぎ始めている。あと数分もすれば夢の中だろう。

  　

  　

  　即使距离如此接近，却不可思议地不会感到紧张。虽然比自己一个人时温暖，但不知为何却像独自度过的时间一样令人安心。

  　ここまで近い距離感でいても不思議と緊張はしない。自分一人でいるよりも暖かく感じるが一人で過ごす時間のように安心できるのは何故だろうか。

  　

  　我微微睁开眼睛，眼前是闭上眼睛，发出细微鼾声的银发少女的脸庞。

  　薄く目を開けると、そこには既に瞼を閉じてスゥスゥと寝息を立てている銀髪の少女の顔がある。

  　那模样令人不禁莞尔，我摸了摸她的头。

  　その姿が微笑ましく思えた俺は彼女の頭を一度だけ撫でた。

  　

  「嗯……」

  「んぅ……」

  　

  「……晚安。」

  「……おやすみ」

  　

  　我轻声低喃，自己也闭上眼睛。

  　小さく呟き、自分も瞼を落とした。

  　

  　

  　午餐后的和平午后。

  　昼食後の平和な午後。

  　在温暖的阳光照射下，悠闲地一起睡午觉。

  　暖かい陽気に当てられながらゆったりと一緒に昼寝をする。

  　

  　今天是和搭档一起度过这种平凡无奇的假日。

  　今日は相棒とそんなひと時を過ごす、特になんでもない休日だ。

  　

  　

  　

 
  償え！　つぐなえー！！

  赎罪!真棒啊! !

  　

  　乌云密布，天空的颜色有些诡异的某天早上。

  　暗雲に覆われ空色が怪しい、そんなある朝。

  　

  　我一边忍受着比平常太阳高挂时还要冷的室温，一边吃完早餐，穿上制服外套后离开了客厅。

  　普段の陽が出ている日よりも些か冷える室温に辟易しながら朝食を食べ終え、ブレザーの上に学園生用のコートを羽織ってからリビングを後にした。

  　

  　

  「……还在睡啊。」

  「……まだ寝てんのか」

  　

  　我来到位在二楼的房间。

  　着いたのは二階にある俺の部屋だ。

  　昨晚小春来我家过夜，我们睡在一起，可是她睡相太差，把我们从床上撞下，现在她仍裹着毛毯呼呼大睡。

  　昨晩はウチに泊まりに来た小春と一緒に寝たのだが、寝相が悪すぎて俺たちをベッドから弾き出した彼女は未だに寝息を立てて毛布に包まっている。

  　

  　昨天我抱着艾莉儿睡在沙发上……冷死我了……

  　昨日はアイリールとくっ付きながらソファで寝たぞ……寒かったぞ……。

  　

  「我去叫小春起床。」

  「私小春のこと起こしてくるね」

  　

  「哦，谢啦。」

  「お、さんきゅ」

  　

  　艾莉儿队员为了叫醒把我的床当自己家占领的小春，前往了床边。交给你了，新人！

  　我が物顔で俺のベッドに君臨する彼女を叩き起こすため、小春起こし隊のアイリール隊員がベッドへ赴いた。任せたぞ新人！

  　

  「……小春、小春，上学时间到了哦。」

  「……小春、小春。学校行く時間だよ」

  　

  「嘶、嘶……嗯嗯、呣呀……」

  「すぅ、すぅ……んん、むにゃ……」

  　

  「小春～」

  「こはるー」

  　

  　不管艾莉儿怎么摇晃她的肩膀，小春只是发出含糊不清的声音，完全没有要醒来的迹象。

  　何度肩を揺さぶられてもムニャムニャ言うだけで一向に起きる気配が無い小春。

  　艾莉儿看不下去，一脸困扰地转头望向我。好可爱。

  　その様子を見かねたアイリールは困り顔で俺の方を向いた。かわいい。

  　

  「怎么办……」

  「どうしよう……」

  　

  「先走好了？反正她看起来也不会醒来。」

  「先に行っちゃうか？　起きそうにないし」

  　

  「说得也是。」

  「そうだね」

  　

  　再继续浪费时间叫她起床的话，恐怕会迟到。就在我担心着这种事情，准备转身离开的瞬间——

  　このまま起こすのに時間を使っていたら遅刻してしまう、なんてことを危惧して踵を返そうとした、その瞬間。

  　

  「啊～是莉亚妹妹～♡」

  「あ～、リアちゃんだぁ～♡」

  　

  　突然有只手从床上伸了出来——！

  　突如ベッドの中から手が──！

  　

  「哇噗！」

  「わぷっ」

  　

  「新人被吃掉了……！」

  「新人が食われた……！」

  　

  　我慌忙冲到床边，看到小春一脸淫荡地用脸颊磨蹭着艾莉儿。

  　焦ってベッドに駆けつけてみれば、小春がだらしない顔をしながらアイリールに頬ずりしている様子が確認できた。

  　

  　她用双手抱住艾莉儿，封住了她的行动……等等，仔细一看，这家伙竟然还用腰顶着艾莉儿……

  　両手で抱きしめながら身動きを封じて……って、ちょっと待て。よく見たらアイリールに腰擦りつけてやがるぞコイツ……。

  　

  「怎么啦～这么早变身成女孩子～♡明明叫我忍耐的说……难道是莉亚妹妹忍不住了～？真是可爱～♡」

  「どうしたの～、こんな朝早くから女の子に変身しちゃって～♡　私には我慢してって言ったのに……もしかしてリアちゃんの方が我慢できなくなっちゃったぁ～？　もうかわいいんだから～っ♡」

  　

  「不是……唔咕……」

  「ちが……うぐぅ」

  　

  　为什么一大早就能这么有精神啊（单纯的疑问）。

  　何でこんな朝早くから盛れるんだろうこの子(素朴な疑問)

  　话说她把我跟艾莉儿搞错了吧……不过也是，毕竟变身之后外表看起来都一样。

  　てか俺とアイリールを間違えてんのか……いやまぁ、変身したら見た目は一緒だけどさ。

  　

  「嘿嘿嘿，那么那么，贪心的莉亚妹妹想要我怎么做呢～？你喜欢被我抓住屁股从后面啪啪啪对吧♡还是说你比较喜欢跨在我身上自己动呢？虽然你一开始总是会装作不愿意，但最后都会露出淫荡的表情主动求我呢～♡」

  「えへへっ、さてさて欲しがりさんのリアちゃんはどうされたいのかな～？　お尻を掴まれて後ろからパンパンされるの好きだよね♡　それとも私の上に跨って自分で動く方がいいのかな？　いつも最初はイヤそうにするけど最後はトロトロな顔になって自分からおねだりするもんね～♡」

  　

  　…………………………

  　…………………………。

  　

  「还是说你果然想变回男孩子呢～？不管哪一种模样，莉亚妹妹都会对我撒娇呢♡之前也是，你被我的胸部夹住时，还露出一脸幸福的表情——」

  「それともやっぱり男の子に戻るぅ？　どっちの姿でもリアちゃんは私にメロメロに甘えてくるもんねっ♡　この前だって私のおっぱいに挟まれながら幸せそうな顔して──」

  　

  「～～！弹额头！！」

  「～～っ゛ッ゛！　デコピンッ!!」

  　

  「噗嘎呀！？」

  「ぷぎゃァっ！？」

  　

  　我全力弹了小春的额头后，立刻把艾莉儿从她身上拉开。夺回的艾莉儿队员正瑟瑟发抖。你一定很害怕吧，已经没事了。

  　小春に全力のデコピンを喰らわせて直ぐにアイリールを引き剥がした。取り返したアイリール隊員はプルプル震えている。怖かったな、もう大丈夫だぞ。

  　

  　…………啊啊啊啊啊啊啊！！这家伙！这家伙啊啊啊！！你这家伙，要是这里还有其他人的话，我真的会狠狠地给你一巴掌哦！？

  　…………あ゛あ゛ぁぁ゛ぁ゛ァ゛!!　こいつはっ！　こいつはぁァァ!!　この野郎お前っ、ここに他の人がいたらマジで本気で引っぱたいてたぞテメェ！？　

  　

  「痛痛痛，一大早就这么过分……咦？」

  「いったた、朝からひどいよぉ………って、あれ？」

  　

  　哦，你给我看清楚眼前！看清楚了！

  　おう目の前をよく見やがれってんだ！　バッチリミロー！

  　

  「莉、莉亚妹妹有两个……？——啊痛！」

  「り、リアちゃんが二人……？　──あ゛だっ！」

  　

  　小春用睡迷糊的脑袋终于理解了状况，慌慌张张地从床上滚了下来。看起来好痛(小并感)。

  　寝惚けた脳でようやく状況を理解した小春は慌てふためいてベッドから転げ落ちた。痛そう(小並感)

  　

  「刚、刚才那个难道是艾莉吗！？对不起，我不知道是这样……！」

  「さっ、さっきのもしかしてアイリちゃんの方だったの！？　ごめんなさいそうとは知らずに私ってば……！」

  　

  　不，就算对方是我，我也希望你别这样！？你得先改掉那种对象是我的话，一大早就做那档事也没关系的认知！！

  　いや相手が俺でもやめて欲しいんですけどね！？　俺相手なら朝からヤッても大丈夫みたいな認識をまず改めて!!

  　

  「你这家伙……！」

  「お前なぁ……！」

  　

  「咿！对不起！我会乖乖睡觉的！」

  「ひぃっ！　ごめんなしゃい！　大人しく寝てましゅ！」

  　

  「不，别睡啊！我说了会迟到的吧！」

  「いや寝るなって！　遅刻するって言ってんだろ！」

  　

  　我抓住打算再次钻进被窝的小春的脖子，把她拖出了房间。

  　もう一度ベッドに入ろうとした小春の首根っこを掴んで部屋の外へつまみ出した。

  　

  「不要！莉亚的床！我想再待在上面一会儿！」

  「いやー！　リアちゃんのベッドー！　もう少しあそこに居たいー！」

  　

  「啊啊，真是的……今天所有年级的课都只上到中午吧？回家之后你想怎么睡都可以，总之先换好衣服离开这个家吧。好了，快走吧。」

  「あぁ、もう……今日は全学年授業午前中までだろ？　帰ったらいくらでもあのベッドで昼寝していいから、とりあえず着替えてこの家出てくれ。ほら行くぞ」

  　

  「好冷哦～！要死掉了～！」

  「寒いよぉ～！　死んじゃう～！」

  　

  　

  　我把不肯放弃的小春拖到客厅，留下她和艾莉儿，自己先离开了家。要是再继续陪她闹下去的话，真的会迟到的，所以得尽早出发才行。

  　食い下がろうとする小春をリビングまで引きずり、彼女を置いて俺とアイリールは先に家を出た。これ以上この子に構ってたら遅刻してしまうので早々に出発だ。

  　

  「——喂，夜！」

  「──おーい、夜！」

  　

  「嗯？」

  「んっ？」

  　

  　刚走出玄关，家里父亲就慌慌张张地追了出来。他手上还握着一把塑胶伞。

  　玄関を出て直ぐ、家にいた父親が慌てて追いかけてきた。その手にはビニール傘が握られている。

  　

  「来，这把伞给你。今天好像会下雨，你早点回来比较好。」

  「はい、これ。今日は雨降るらしいし、早めに帰ってきた方がいいぞ」

  　

  「谢谢爸爸。我大概下午两点之前会回来。」

  「ありがとう父さん。多分14時までには帰るよ」

  　

  「好，路上小心。」

  「はいよ、気をつけて行ってらっしゃい」

  　

  　我还想说天空怎么这么暗，原来今天会下雨啊。幸好我没看天气预报。」

  　なんか空が暗いと思ったら今日雨降るのね。天気予報見てなかったから助かったぜ。

  　

  「我出门了——」

  「いってきまーす」

  　

  　我向把伞交给我的父亲挥了挥手，和艾莉儿并肩离开了家。

  　傘を渡してくれた父親に手を振りつつ、アイリールと並んで歩きながら家を後にした。

  　

  　

  「……真好。」

  「……いいな」

  

  　

  　

  「嗯？你刚刚说什么？」

  「んっ、今何か言ったか？」

  　

  「没什么。」

  「なんでもないよ」

  　

  　我好像听到艾莉儿在喃喃自语，但因为有车子经过，所以我什么也没听见。算了，追究下去也不好，还是别问了。

  　アイリールが何か呟いたような気がしたのだが車が通ったせいで何も聞き取れなかった。まぁ詮索は良くないだろうし、これ以上は聞かないでおこう。

  　总之，为了不迟到，得加快脚步才行！

  　とりあえず遅刻しないよう急がないと！

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　因为高中只上半天，所以过了中午离开校舍后，过了几十分钟，我和艾莉儿两人来到了之前发生游戏场域事件的那间购物中心。

  　高校が午前授業だった為昼過ぎに校舎を出てから数十分後、俺とアイリールの二人は以前ゲームフィールド事件が起きたあのショッピングモールの中にいた。

  　购物中心的内部装潢和气氛都恢复了原状，客人也很多，到处都看不到那个充满黑色人类的生化危机发生过的痕迹。

  　モールは内装や雰囲気もすっかり元通りになっていて客足も多く、あの黒い人間だらけのバイオハザードが起きた痕跡はもうどこにも残っていない。

  　

  　虽然发生了那么严重的事件，但感觉他们恢复得也太快了，或许是受到平常就习惯怪人事件的虚拟世界影响吧。无论如何，能像平常一样是最好的。

  　あんなに大変な事件が起きた割には立ち直りが早すぎるような気がしなくもないが、そこは常日頃から発生している怪人事件に慣れている仮想世界と融合した影響なのかもしれない。何にせよいつも通りならそれに越したことはない。

  　

  　总之，今天就是来这间变得和平的购物中心玩的。平常我总是和朋友或伙伴在一起，所以偶尔也想和搭档两人独处。

  　ともあれ、今日はそんな平和になったショッピングモールへ遊びに来たわけだ。いつもは友人や仲間ばかりと一緒にいるのでたまには相棒と二人きりで。

  　

  「我想要这个巧克力。」

  「私このチョコがいい」

  　

  「嗯……感觉有点贵耶。」

  「んー……ちょっとお高い気がするんですけど」

  　

  　一起挑选零食。

  　一緒におやつを選んだり。

  　

  「你晚上玩抓娃娃机的技术真差。」

  「夜ってクレーンゲーム下手だね」

  　

  「不，一次就抓到的你才奇怪吧？」

  「いや一回で取れるお前の方がおかしいぞ？」

  　

  　在游乐场玩。

  　ゲームセンターを回ったり。

  　

  「那个看起来很好吃，我也想吃一点。」

  「それ美味しそう。私もちょっと食べたい」

  　

  「我分你吃，你等一……你在干嘛？」

  「切り分けるからちょっとま……何してんだ」

  　

  「啊～」

  「あーん」

  　

  「……」

  「……」

  　

  「啊～……！」

  「あーん……！」

  　

  「等等，太近了！脸太近了！我知道了啦！」

  「ちょ、近い！　顔近いって！　分かったから！」

  　

  　在餐厅吃午餐时已经过了下午两点，购物中心外就像早上父亲说的一样开始下雨了。

  　レストランで昼食を食べたりする頃には既に14時を過ぎていて、モールの外は今朝父親から聞いた通り雨が降り始めていた。

  　

  　

  　从入口处可以看到的自动门外，传来激烈的雨声。我们两人坐在长椅上聊天时，甚至开始打雷了，即使在相对嘈杂的购物中心内，也能听到外面恶劣的天气声音。

  　エントランスから見える自動ドアの向こうからは勢いの強い雨音が聞こえてくる。俺たち二人がベンチで談笑をしている間に雷までもが発生してしまっていて、比較的騒がしいモール内からでも外の悪天候の音は耳に届いてた。

  　

  「外面下大雨呢。」

  「外、土砂降りだね」

  　

  「应该早点回去的……」

  「もう少し早く帰るべきだった……」

  　

  「要等雨停吗？」

  「雨止むまで待つ？」

  　

  「……啊～不，回去吧。反正有伞。」

  「……あー、いや、帰ろう。傘あるし」

  　

  　即使拿着父亲给的伞，那场风雨还是很强，但我还是想回去，想和这间购物中心说再见。

  　父親から預かったこの傘をもってしてもあの雨風は強烈なものだが、やっぱり帰りたいしこのショッピングモールとはもうおさらばだ。

  　

  　我本来想买一把伞给艾莉儿，但她却说「我想和你一起撑伞」，所以就决定两人共撑一把伞了。虽然多少会淋湿，但也没办法，就这样回去吧。

  　アイリールの分の傘を買おうとしたら「一緒の傘に入りたい」と言われてしまったので相合傘は確定事項。多少は濡れてしまうが仕方ないのでそのまま帰ろう。

  　

  「那么，差不多该走了。」

  「じゃ、そろそろ行くか」

  　

  「……啊，那个……」

  「……あ、えっと」

  　

  「嗯？」

  「んっ？」

  　

  　我从长椅上站起来，往旁边一看，艾莉儿依然坐着，身体扭来扭去。

  　ベンチから立ち上がって隣を見ると、アイリールが座ったままなにやらモジモジと身じろぎしていた。

  　这是……啊，是想上厕所吗？

  　これは……あぁ、トイレか。

  　

  「没关系，我在这里等你，快去吧。」

  「いいよ、待ってるから行ってきな」

  　

  「你、你真的会在这里等我吗？不会跑掉吧？」

  「ほ、本当にここで待っててね、どこにも行かないでね」

  　

  「知道了知道了，我会在这里等你，快点去吧。」

  「わかったわかった、待ってるから早く済ませてきてくれ」

  　

  「……嗯。」

  「……うん」

  　

  　在我的催促下，艾莉儿从长椅上站起来，往附近的厕所走去。她好几次不安地回头看向我，我每次都对她挥挥手，她才终于走进厕所。真是个爱操心的家伙。

  　俺に後押しされてアイリールはベンチを立ち、近場のトイレへと向かった。何回か不安げな表情で此方を振り返ってくるのでその度に手を振ってやると、漸く彼女はトイレの中へと入っていった。心配性なやつだ。

  　

  　虽然我也不是不能理解艾莉儿的心情，但根据过去的经验，她那种极度害怕「独自一人」的状态，或许总有一天必须治好才行。

  　まぁアイリールの気持ちは分からないでもないのだが、過去の経験上極端に「一人でいること」に怯えるあの状態はいつか治さなければいけないかもしれない。

  　

  　对于失去所有家人的她来说，我的确是离她最近的存在……但有很多地方我无法陪她一起去，如果她不稍微习惯独处的话，我会很不安。

  　確かに家族を全て失った彼女にとっては俺が一番近い存在だけど……流石に俺が同伴できない場所も多いし、多少は一人に慣れてもらわないと不安だ。

  　

  「该怎么办呢……」

  「どうしたもんかね……」

  　

  　我抱着头苦恼，却想不出答案。

  　軽く頭を抱えるが答えは出てこない。

  　她非常讨厌一个人，所以在我洗澡时会若无其事地闯进来，每天陪我睡觉也是理所当然的事，就连现在只是一个人去上厕所，她也是那种反应。

  　一人が嫌すぎて俺が風呂に入ってる時も平気で突入してくるし毎日の添い寝は当たり前、今も一人でトイレに行くだけであの反応だ。

  　

  　她并不会因为一个人独处就惊慌失措或大哭大闹，要保持平常心对她来说轻而易举。

  　彼女は別に一人になったところで激しく取り乱したり泣き喚いたりもしない。至って普通の状態を保つことだって造作もない。

  　

  　虽然轻而易举……但之后跟她会合时，她总是泪眼汪汪地粘着我，全身颤抖，就像手机的震动模式一样抖个不停，不肯离开我。

  　造作もない……のだが、後で合流すると涙目になって俺に引っ付いてくる。全身を震わせながら、そりゃもうスマホのバイブレーションみたいにブルブル震えて俺から離れなくなる。

  　

  「要是我能进入手表里就简单了。」

  「俺がウォッチの中に入れれば話は早いんだけどなぁ」

  　

  　她平常在学校时都待在我的手表里，如果我也能这么做，她就能（在他人眼中）一个人行动了……

  　学校では普段から俺のウォッチの中に入って過ごしているし、俺もそれができればあいつも（他人から見れば）ひとりで行動できるようになるんだけどな……。

  　

  「不，这样根本没解决问题。」

  「いや解決になってないか」

  　

  　我苦笑着反复自问自答——忽然间，我的视线被前方吸引。

  　苦笑いしながらそんな自問自答を繰り返していると──ふと、視線が前方に吸い込まれた。

  　我好像看到非常鲜艳的色彩，于是再次往前方看去。

  　とても派手な色が見えた気がしたので改めて前を見てみると。

  　

  　

  「随从～我的随从～……你在哪里……」

  「従者ー、我が従者ー……どこだぁ……」

  　

  　

  　头发是紫色的艾莉儿泪眼汪汪地走着。

  　髪が紫色のアイリールが涙目で歩いていた。

  　

  　

  　

  　……咦？谁啊？

  　……えっ、誰。

  　

  「可恶，嚣张的职员……！竟然用气球诱惑我……！」

  「くそぅっ、生意気な職員め……！　この我を風船なんぞで誘惑するとは……！」

  　

  　她一脸非常不甘心的样子，绝对不是莉亚。

  　めっちゃ悔しそうな顔してるし。絶対別人だわアレ。

  　

  　不过这么小的孩子一个人在街上晃，应该是迷路了吧。

  　でもあの背丈の子が一人でうろついてるって普通に迷子なのでは。

  　

  　……我是不是该跟她搭话？虽然发色很特别……不过现在是虚拟世界，仔细想想菲莉斯和阳菜的头发也是水蓝色和红色的，在这个世界这种程度的发色应该很普通吧。

  　……声、掛けてやった方がいいかな？　髪の色は普通じゃないけど……まぁ今は仮想世界と融合してるわけだし、よく考えればフィリスとか陽菜も髪の毛水色だったり赤だったりするからこの世界じゃあの程度は普通なのかも。

  　

  　嗯，她应该是迷路了，还是跟她搭话吧。外表像莉亚，一定也只是碰巧而已。

  　うん、迷子だろうし声かけよう。外見がリアに似てるのもきっと他人の空似だ。

  　

  「喂——那边的小妹妹。」

  「おーい、そこの君」

  　

  「……嗯？」

  「……むっ？」

  　

  　我走近少女跟她搭话，她转过头来。

  　少女に近づいて声を掛けると彼女が此方へ振り返った。

  　再次仔细观察她的脸，我发现她和莉亚简直一模一样，根本不是碰巧这么简单。

  　そうして改めて顔を見て分かったことは、他人の空似なんてレベルじゃない程に少女がリアとそっくりだという事だ。

  　

  　和基本上面无表情的艾莉儿不同，少女的双眼微微上扬，五官也和莉亚一样……甚至连身高和体型都很像，虽然这么说很失礼，但我有点被吓到了。

  　基本的に無表情なアイリールと違って少女は若干つり目だが、驚くほどに顔のパーツが……それどころか背丈や小さい体型までもが一緒すぎて、あまりにも失礼だが少しビビってしまった。

  　

  　……不行不行，我得表现得像个温柔的大哥哥。

  　……いかんいかん、ここは優しいお兄さんとして振る舞わなければ。

  　

  「呃——你和爸爸妈妈走散了吗？」

  「えーと、お母さんかお父さんとはぐれちゃったのかな？」

  　

  「……你是？」

  「……お前は」

  　

  「咦？」

  「えっ？」

  　

  　我蹲下来配合她的视线高度，她小声地说道。

  　屈んで目線を合わせてから喋ると少女が小さく呟いた。

  　她是在问我叫什么名字吗？

  　お前、って俺の名前を聞いてきたのか。

  　

  「啊，抱歉。我叫夜，你呢？」

  「あぁ、ごめんね。ぼくは夜っていうんだ。君は？」

  　

  　为了不吓到她，我尽可能地用笑容面对她。笑咪咪的。

  　怖がられて泣かれないようになるべく笑顔で接しなければ。ニッコニコ。

  　

  「……这样啊。」

  「……そう、か」

  　

  　咦？她怎么低下头了？

  　あれ、なんか俯いちゃったぞ。

  　难道用笑容对待迷路的小孩是错的吗？还是说只是我的脸太可怕了……如果是这样，我会很沮丧的。

  　もしかして迷子の子に笑顔で接するのは間違いなのか？　それとも俺の顔が怖いだけとか……それだと落ち込むな。

  　

  　不管怎样，总之先带她去迷路儿童服务中心吧。

  　なんにせよ、とりあえず迷子センターに連れていった方がいいか。

  　

  「你能走吗？跟我一起去跟店员说，让他们帮你找妈妈吧。」

  「歩ける？　ぼくと一緒にお店の人に言って、お母さんを探してもらおう」

  　

  「不，没那个必要。」

  「いや、それには及ばない」

  　

  「咦？」

  「えっ」

  　

  　我朝少女伸出手，却被她啪地拍掉。她是不是很难相处啊……

  　少女に向かってを手を差し出すとその手をパシンと弾かれてしまった。気難しい子なのかな……。

  　

  「你问了吾的名字吧。」

  「お前、我に名前を聞いたな」

  　

  「……啊，嗯。你愿意告诉我吗？」

  「……あ、うん。教えてくれるかい？」

  　

  「好吧，就告诉你——」

  「いいだろう、教えてやる──」

  　

  　

  　眼前的紫发少女这么说完的瞬间，脚下突然像地震一样剧烈摇晃。

  　目の前にいる紫髪の少女がそう告げた瞬間、まるで地震のように足元が大きく揺れた。

  　

  「哇！」

  「おわっ！」

  　

  　我失去平衡，一屁股跌坐在地上。而紫发少女则和我相反，尽管地板剧烈摇晃，她依然站得直挺挺的，一动也不动。

  　思わずバランスを崩して尻餅をついてしまった俺とは対照的に、床が激しく揺れているにも拘らず紫髪の少女は仁王立ちのまま微動だにもしていない。

  　

  　我观察少女的表情，发现她正皱着眉头，一脸愤怒地瞪着我。

  　そして少女の顔を窺って分かったことは、眉間に皺を寄せた怒りの表情で俺を睨みつけているという事実だった。

  　

  　突如其来的地震和少女令人费解的行动让我惊慌失措，但她仍继续说下去。

  　突然の地震と少女の不可解な行動に気が動転している間にも彼女は言葉を続ける。

  　

  　

  「——吾名为世界粉碎者！」

  「──我の名はワールドクラッシャーだ！」

  　

  　

  　少女高声喊叫的下一瞬间——炫目的光芒支配了我的视野。

  　少女が高らかにそう叫んだ次の瞬間──俺の視界を眩い光が支配した。

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  　是的，当我回过神来，我已经站在完全陌生的公园里。我被倾盆大雨淋得浑身湿透，冷得要命。

  　はい、気がついたら全然知らない公園にいつの間にか立ってました。めっちゃ大雨に打たれててクソ寒いです。

  　

  　公园里杂草丛生，游乐器材只有两座秋千。而且其中一座秋千已经坏了，由此可知这座公园完全没有维护。

  　公園は雑草が生い茂っていて遊具はブランコが二つあるのみ。しかもブランコは片方が壊れていて、そこからこの公園が全く整備されていないという事実を察した。

  　

  　而在我眼前的是紫发少女——不对，是全身染成黑色的人型『某种东西』。和游戏事件中出现的那些黑色人类不同，眼前的存在仿佛发生了程序错误，身体看起来很不稳定。

  　そして目の前には紫髪の少女──ではなく、全身が黒色に染まった人型の『何か』。ゲームフィールド事件のあの黒い人間たちとは違い、まるでバグが発生しているかのように目の前の存在は体が不安定に見える。

  　

  　没有人会来的公园、不可能有人外出的大雨、和奇怪的怪物单独相处的状况。不可能什么事都没发生——

  　誰も来ないような公園、人が出歩くはずもない大雨、変な怪物と二人きりの状況。何も起きないはずがなく──。

  　

  「真令人佩服啊，美咲夜。竟然特地来送死。」

  「感心したぞ美咲夜。わざわざ殺されに来るとはな」

  　

  「……不，那个，该说是偶然还是什么……！」

  「……いや、あのっ、ほんと偶然っていうかなんというか……！」

  　

  　和刚才的少女不同，对方用仿佛带有回音的机械音对我说话，我惊慌失措，害怕地后退一步。

  　さっきの少女とは違ってエコーが掛かったような機械音声染みた声音で語りかけられ、狼狽しながらビビって一歩後ずさった。

  　

  　

  　刚才沐浴在炫目光芒中的我和少女，从购物中心瞬间移动到这座陌生的公园，现在像这样在大雨中正面相对。少女变成仿佛发生程序错误的游戏角色，释放杀气，不停对我施压。好可怕。

  　先程眩しい光を浴びた俺と少女はショッピングモールからこの見知らぬ公園に瞬間移動し、今こうして大雨の中で正面から対峙している。少女はバグったゲームキャラのような姿に変わり、殺気を放って俺への威圧を止めない。こわい。

  　

  　被逼入这种危机状况中，我的大脑终于开始认真，想起刚才的重大事实。

  　こうして危機的状況に追い込まれたことで漸く俺の脳は本気を出し、先程重大な事実を思い出した。

  　这么说来，我虽然听真冈说过世界粉碎者的事，却完全忘记粉碎者的外貌了。因此才会不小心靠近，被她单方面地逼入绝境。糟糕，会死。

  　そういえば真岡からワールドクラッシャーの話は聞いていたけど、すっかりクラッシャーの容姿の事を忘れてたぜ。そのせいで不用意に近づいてタイマンに持ち込まれちゃったぜ。ヤバいぜ。死ぬぜ。　

  　

  「话、话说回来，你为什么会在购物中心……！？」

  「て、ていうか何であのモールに……！？」

  　

  「我打算让我的随从献上美味的可丽饼，与你无关。」

  「我が従者に美味いクレープを捧げさせるつもりだったのだ、お前には関係ない」

  　

  「可丽饼……」

  「クレープって……」

  　

  　这么说来，真冈说过类似用食物引诱她上钩的事，我记得粉碎者只会在晚上九点到十点之间出现。

  　そう言えば餌付けしてるみたいな話もあったけど、確かクラッシャーは21時～22時の間しか現れないってのも聞いた。

  　如果能顺利诱导她，就能削减她的睡眠时间，把她带到这个世界到处逛。

  　もし上手く誘導できれば睡眠時間を削らせてこの世界で連れ回せるようになるとかなんとか。

  　

  　简单来说，作战计划应该是让无法满足于只有深夜一小时的粉碎者长时间待在这个世界，借此争取时间。

  　要するに深夜の一時間だけでは満足できなくなったクラッシャーを長時間こっちの世界にいさせて時間を稼ぐって作戦だったはず。

  　

  　不过我没想到不到两个星期，作战就成功了。而且竟然还碰巧遇到，遇到的概率也太高了吧？

  　でもまさか二週間もしない内にその作戦が成功してたとは思わないじゃん？　しかもバッタリ遭遇するとかエンカウント率高すぎじゃん？

  　在拉拢粉碎者的过程中，最不该遇到的我竟然主动向她搭话，真是失策！

  　クラッシャーを丸め込む途中で一番出会っちゃいけない俺がコイツに声かけたの失策すぎるッピ！

  　

  「没有人会来救你。这里不会有人来，期待支援也是白费力气。海夜小春、吴原永治——就连艾莉儿・达古斯特莉亚都不在这里。」

  「お前を助ける人間は一人もいないぞ。ここには誰も来ないし応援なんか期待するだけ無駄だ。海夜小春も呉原永治も──アイリール・ダグストリアすらも此処にはいないのだからな」

  　

  「……唔。」

  「……くぅ」

  　

  　粉碎者说得没错，现在的我确实是一个人。总是和我在一起的艾莉儿在购物中心里，没有人知道我现在的状况。我是不是走投无路了？

  　確かにクラッシャーの言う通り、今の俺は正真正銘たった一人だ。いつも一緒にいるアイリールはモールの中だし、俺のこの状況を知っている人間は一人もいない。詰んでない？

  　

  　我身上只有装着艾莉儿缠着我买下的昂贵巧克力的学校指定书包，以及父亲给我的伞。虽然还有手机和防身用的激光枪……但我不认为那家伙会放过这些武器。感觉她会在我把武器拿出来的时候就杀了我。

  　今持ってるのはアイリールにねだられて買ったお高いチョコの入った学校指定の鞄と父親から受け取った傘だけだ。一応スマホと護身用のレーザー銃もあるけど……アイツがそれを見逃すとは思えねぇな。鞄から取り出す瞬間に殺されそうだ。

  　

  「唔唔唔……！」

  「ぐぬぬ……！」

  　

  「反正那个书包里应该有武器吧？拿出来吧。我不会耍小手段，直接跟你正面交锋。」

  「どうせその鞄の中に武器があるんだろう？　取り出せばいい。小細工なしで正面から戦ってやる」

  　

  「咦……为、为什么？」

  「えっ……な、なんで」

  　

  「因为这样更能让你深刻体会到『自己输了』的事实。我会让你后悔揍了我，再把你彻底打垮。」

  「その方がお前に『負けた』という事実を刻み付けることができるからな。我を殴ったことを死ぬほど後悔しながら壊してやる」

  　

  　粉碎者这么说完后，我看到她两手空空，没有携带任何武器。我和她之间还有段距离，只要我有那个意思，就算只有激光枪应该也能跟她一战。如果能争取时间用手机呼叫伙伴来，那是最好的办法。

  　そう告げたクラッシャーは見る限り手ぶらで武器は何一つ持っていない。俺と奴の間には多少距離があるし、その気になればレーザー銃だけでもそこそこ戦えるかもしれない。時間を稼いでスマホで仲間を呼べればそれが一番いい。

  　

  「那……」

  「じゃあ……」

  　

  　我听从她的建议，从书包里拿出手枪大小的激光枪。

  　お言葉に甘えて鞄から拳銃サイズのレーザー銃を取り出した。

  　

  　粉碎者见状摆出架式。她看起来毫无破绽，甚至让我觉得不管从哪里开枪都会被她躲开。光是气场我就已经输了。我会死掉啦！

  　するとクラッシャーが身構えた。見る限り隙なんてどこにもなくて、どこを撃っても全部避けられそうな雰囲気すら感じる。オーラの時点でもう俺が負けてる。死んじゃうよぉ！

  　

  「怎么了？快点开枪啊。像那时候一样毫不客气地攻击我。」

  「どうした、さっさと撃ってくるがいい。あの時みたいに無遠慮に攻撃してこい」

  　

  「……唔！」

  「……くっ」

  　

  　当我犹豫着要不要开枪时，粉碎者缓缓朝我走来。从她那只有强者才能摆出的悠然步伐中，可以感受到惊人的气场。再加上大雨，她看起来就像最终头目一样。」

  　俺が撃つことを躊躇していると、クラッシャーがゆっくりと此方に向かって歩き出した。強者にのみ許されるそのゆったりとした歩みからは凄まじいオーラを感じる。大雨も相まってめっちゃラスボスっぽい。

  　

  「快点开枪啊。我可是敌人，只要排除掉就好。你至今为止不都是这么做的吗？」

  「早く撃てよ。我は敵なのだから排除すればいい。今までもそうしてきただろうに」

  　

  「这……」

  「それは……」

  　

  「我稍微同情你一下。和我战斗也是没办法的事吧？不过也只能请你接受这是自己的命运，放弃挣扎了。」

  「少しは同情してやるぞ。我と戦ったのは仕方がなかった事なのだろう？　まぁそこは自分の運命だったと思って諦めてもらう他ないが」

  　

  　粉碎者一边催促我攻击一边靠近，我无法看穿她的表情。虽然有着人类的外型，但她全身漆黑，我无法理解她的心情。

  　攻撃を急かしながら接近してくるクラッシャーの表情は読めない。人の形こそしてはいるが全身真っ黒で彼(彼女？)の気持ちを読み取ることが出来ない。

  　

  　她在生气吗？不，应该在生气吧。据说人类在愤怒到极点时反而会变得冷静，粉碎者声音平静也是因为怒火中烧。

  　怒ってるのか？　いや、怒ってるんだろうな。人って怒りが限界まで達すると逆に冷静になるらしいし、クラッシャーの声音が静かなのもクッソ怒ってることの裏返しだ。

  　

  　

  　……那么，我该怎么办才好？在死亡游戏时代我也经常全力运转大脑整理状况，现在正是时候。思考该做什么吧。

  　……じゃあ、俺ってどうすればいいんだ。思考をフル回転させて状況を整理するのはデスゲーム時代にもよくやってたし、今がその時だ。何をしたらいいのか考えナイト。

  　

  　首先从我对粉碎者做过的事开始。

  　まずは俺がクラッシャーに対してやった事から。

  　

  　我打了她……对吧？我变成超级帕姆模式的莉亚，狠狠揍了被黑野理爱吸收的粉碎者，让她和黑野理爱分离。

  　殴った……んだよな。黒野理愛に取り込まれたクラッシャーを、ハイパームテキモードのリアになった俺が思いきりぶん殴って彼女と分離させた。

  　

  　这本身是为了攻略游戏和让失控的库洛诺闭嘴而采取的行动。在我看来，我对粉碎者并没有抱持什么特别的感情。只是因为她和库洛诺融合了，所以才揍她让她分离，仅此而已。

  　それ自体は攻略の為の攻撃と暴走したクロノを黙らせる為の行動だった。俺から見てクラッシャーに対しては特別何の感情も抱いてはいなかった。ただクロノと融合していたから殴って分離させた、それだけだ。

  　

  　

  　那么在粉碎者看来又是如何？

  　ならクラッシャーから見ればどうだ？

  　

  　黑野理爱是洗脑自己的坏蛋，美咲夜则是完全不考虑自己的感受，对自己做出非常痛的事，而且仿佛忘了自己一样享受和平，悠哉地活着……喂，这样看来我和黑野不就是超级坏蛋吗！

  　黒野理愛は自分を洗脳してきた悪いやつで、美咲夜は自分のことを一ミリも考慮せずにめちゃくちゃ痛い事をして、しかも自分のことを忘れたかのように平和を享受してのうのうと生きている……って、おいこれ俺と黒野めちゃくちゃ悪党じゃねぇか！

  　

  　正如刚才粉碎者所说，从我的视角来看或许是无可奈何的事，但粉碎者才不管这些。

  　さっきクラッシャーの言った通り俺視点で考えれば仕方のないことかもしれないが、そんなのクラッシャーからしたら知った事じゃない。

  　

  　美咲夜说起来就是引发交通事故后直接逃走的肇事逃逸犯。没有意识到事故也没有谢罪，两出局。如果再加上「那是没办法的事！原谅我……原谅我……」的借口就三出局，必须立刻从这个世上退场。

  　美咲夜は言わば交通事故を起こしたがそのまま消え去った轢き逃げ犯だ。事故の認識なし謝罪なしのツーアウト。ここに「あれは仕方ない事だったんだよ！　ﾕﾙｼﾃ…ﾕﾙｼﾃ…」なんて言い訳が追加されたらスリーアウト即刻この世退場になってしまう。

  　

  　抵抗会带来反效果。

  　抵抗は逆効果。

  　

  　对事态的借口也是反效果。

  　事態の言い訳も逆効果。

  　

  　没有谢罪。

  　謝罪はしてない。

  　

  　正面交锋也没有胜算。

  　まともにやり合ったら勝ち目もない。

  　

  　

  　

  　——不，只能道歉了吧？

  　──いや謝るしかなくね？　

  　

  　

  　

  「！」

  「っ！」

  　

  　我立刻放下书包和伞，把激光枪往后一扔，证明自己没有抵抗的意志。

  　すぐさま鞄と傘を手放してレーザー銃を後ろに放り投げた。抵抗の意志がないことの証明だ。

  　

  「你、你突然做什么……」

  「き、急に何を……」

  　

  　然后我跪在地上，屁股坐在脚跟上，双手并拢放在地上。

  　そんでもって膝を折って地面に四つん這い。お尻を踵の上に乗せて正座になってから両手を揃えて地面に置く。

  　然后腰部往前倾，额头贴在地板上！好，完成！所需时间仅仅两秒！

  　それから腰を前に倒して額を床に叩きつける！　よし完成！　所要時間わずか二秒ッ！　

  　

  　这就是被逼到绝境的日本人最后的必杀技——日式下跪！！

  　これが追い詰められた日本人の最後の必殺技──ジャパニーズ土下座だッ!!

  　

  　

  「对不起！！」

  「ごめんなさい!!」

  

  　

  　

  　我用不输给雷雨声的音量大声喊叫。再加上全身湿透的状态，看起来应该非常狼狈吧。

  　雷雨の音に負けないくらいの大声で高らかに叫んだ。もう全身びしょびしょという状態も相まって凄く無様に見えていることだろう。

  　

  「……啊？」

  「……は？」

  　

  「真的很对不起！」

  「本当にごめんなさい！」

  　

  　我对着困惑的粉碎者大声喊出道歉的话。已经顾不得羞耻和面子，我要全力道歉到底。

  　困惑するクラッシャーに尚も強く謝罪の言葉を叫び散らす。既に恥も外聞もねぇ、全力で謝り倒してやる。

  　

  　

  　我必须做的事是『谢罪』，只有这个。

  　俺がしなければならないのは『謝罪』、たった一つそれだけである。

  　

  　但是不能混杂借口和陷入这种事态的理由。

  　だがそこに言い訳やこの事態に陥った理由などが混在していてはダメだ。

  　别说抵抗了，求饶更是免谈。只是真挚地将打从心底感到抱歉的心情化为言语。

  　抵抗はおろか命乞いなんて以ての外。ただただ真摯に、心の底から申し訳ない気持ちだけを言葉にする。

  　

  　所以也不能说出「希望你原谅我」这种方向的话。不是自己希望得到原谅或得救，总之要让粉碎者明白我心中充满了对他的歉意，否则就无计可施了。

  　だから「許してほしい」といった方向の言葉も口にしてはいけない。自分が許されたいとか助かりたいとかじゃなくて、とにかくクラッシャーに申し訳ない気持ちでいっぱいだということを分かってもらわなければどうにもならない。

  　

  　『这是没办法的事』——并非如此。因为我揍飞粉碎者后就那样放着不管，是不争的事实。这个垃圾！？给我道歉——！

  　『仕方のない事』ではない。俺がクラッシャーを殴り飛ばしてそのまま放置したのは紛れもない事実だからだ。なんだこのクズ！？　謝れー！

  　

  「太、太难看了！你在求饶吗！」

  「み、見苦しいぞ！　命乞いか！」

  　

  「不，不是的！」

  「いや違う！」

  　

  　我猛然抬起头，直视粉碎者的脸。虽然还是一样漆黑一片，看不出表情，总之我认真地凝视着相当于人类脸部的部位。

  　バッと顔を上げて真っ直ぐクラッシャーの顔を見つめる。相変わらず真っ黒で表情は読めないがとにかく人間なら顔に該当するその箇所を真剣に見つめた。

  　

  「不原谅我也无所谓！一辈子不原谅我也无所谓！我的性命被破坏是理所当然的……！但、但是，我希望能向你道歉！」

  「許さなくていい！　一生許さなくていい！　俺の命は破壊されて当然のものだ……！　で、でも、ただ謝らせて欲しいんだ！」

  　

  　其实我希望你能原谅我，我还不想死！不过要是说出来，真的会马上被杀掉！

  　本当は許して欲しいし死にたくないけどね！　言葉にしたらマジで速攻で殺されちゃうからね！　

  　

  「我对你做的事不是无可奈何！跟什么状况无关！我对你做了很过分的事是事实！我把你忘了，就这样活着也是事实！」

  「俺が君にやった事は仕方のないことじゃない！　状況とか何も関係ない！　俺が君に酷い事をしたのは事実で！　君を忘れたように生きていたのも事実だから！」

  　

  　我真的很想向他道歉。只是关于不想死这一点，只能请他让我撒个谎了。毕竟我也是人类，心中多少会想说不想死吧？

  　謝りたい気持ちは本当にある。ただ死にたくないという一点に関しては嘘をつかせてもらうしかない。俺も人間だし死にたくないと心の中で思うくらいは多少はね？

  　

  「所以真的很对不起！如果这样能让你心情好过一点的话，请务必杀了我！」

  「だから本当にごめんなさい！　君の気が晴れるなら是非俺の事を殺してくれ！」

  　

  　我撒了好大一个谎！我不想死！我还不想死啊啊啊啊啊！！

  　めっちゃ嘘ついてる！　死にたくない！　死にたくなぁぁぁぁい！！

  　

  「呜咕咕……！对不起……！」

  「うぐぐぅ……！　ごめんなさいぃぃ……！」

  　

  　要是连假哭都做出来的话，未免太做作了，反而会让人起疑，所以接下来只能继续道歉。在粉碎者有所行动之前，只能维持这个姿势。

  　流石に泣き真似までするとわざとらし過ぎて疑われてしまうので、あとはただ謝り続けるしかない。クラッシャーの方から何かアクションがあるまでこのままだ。

  　

  　我额头贴着地面，被冰冷又刺痛的大雨打着，拼命地道歉。

  　額を地面に擦りつけながら、冷たくて痛い大雨に打たれながら必死に謝罪する。

  　

  　

  　一分钟。

  　一分。

  　

  　

  　——五分钟。

  　──五分。

  　

  　

  　…………大概过了十分钟左右，他什么话都没说。这段期间我也持续着土下座，所以无法窥探粉碎者的模样。

  　…………十分くらいは経ったけど、何も言われない。その間も俺はドゲザを続けているのでクラッシャーの様子を窺う事もできない。

  　

  　我拼命地压抑住想抬起头的心情，维持着土下座的姿势，过了十五分钟左右，粉碎者终于有所行动，他开口了。

  　顔を上げたい気持ちを死ぬ気で押し殺してそのまま土下座の体勢を維持していると、十五分が経過する頃にようやく満を持してクラッシャーから声が掛かった。

  　

  「……抬起头来。」

  「……顔を上げろ」

  　

  　他的声音听起来就像机械语音——不对，是普通人类的声音，而且我听过这个声音。我缓缓地抬起头。

  　機械音声染みた声音──ではなく、普通の人間の様な聞き覚えのある声で告げられ、俺はゆっくりと顔を上げた。

  　

  　出现在我眼前的是在购物中心遇到的那位紫发少女。被雨淋湿的浏海缝隙间，可以看见她的脸——表情非常愤怒。

  　そうして見えてきたのはショッピングモールで出会ったあの紫髪の少女の姿だった。雨に打たれて濡れた前髪の隙間から見えるその顔は──憤怒の表情。

  　

  「看到这张脸，你应该明白了吧？我…………本小姐！非常生气！」

  「この顔なら解るだろう。我は…………私は！　怒ってるんだっ！」

  　

  「呜哇！？」

  「うわっ！？」

  　

  　看到她的表情，我吓得肩膀抖了一下。眼前的粉碎者朝我伸出手。

  　彼女の表情を見て肩をビクつかせた瞬間、目の前にいるクラッシャーが此方へ手を伸ばしてきた。

  　她用尽全力将我推开，我倒在长满杂草的公园地面上，她则跨坐在我身上。

  　思い切り力を込めた両手で俺を突き飛ばし、雑草だらけの公園の地面に押し倒した俺の上に彼女は馬乗りになる。

  　

  「……啊。」

  「……あっ」

  　

  　从下方仰望她，终于能看清她整张脸。

  　下から見上げたことで、ようやく彼女の顔の全てを見ることができた。

  　

  　她眉头深锁，眼皮有些泛红——虽然混在雨滴中看不太清楚，但粉碎者正在哭泣。

  　眉間に皺が寄って瞼が少し赤くなっていて──雨粒に紛れて分かりづらかったが、クラッシャーは泣いていた。

  　

  　糟糕，我搞砸了，没想到下跪会让她哭出来……！

  　やべぇミスったかも、まさか土下座をしたら泣かれるなんて思わなかった……！

  　

  「粉、粉粹……」

  「く、くらっし」

  　

  「闭嘴！不准说话！」

  「黙れ！　喋るな！」

  　

  「噗呸！？」

  「ぶべッ！？」

  　

  　好痛啊啊啊！她狠狠甩了我一巴掌！这明显不是少女的力气，是大猩猩的力气！我还以为下巴脱臼了！

  　い゛っでぇぇぇ゛！　くっっっそ強いビンタされた！　明らかに少女の力じゃないゴリラパワーでビンタされた！　顎外れたかと思った！

  　

  「你这家伙！你这家伙！」

  「このっ！　このぉっ！」

  　

  「咿噗！啊吧！呼、呼呃……！等、等一……咕呃！」

  「ヒブっ！　アバッ!　ふ、ふげ……！　ちょ、ま……ぐげェ！」

  　

  　糟糕，要被杀了，我会被这巴掌打到死。她说可以杀我，所以真的会被杀。

  　やばい殺される、このままビンタで殴り殺される。殺していいって言ったから本当に殺されちゃう。

  　

  「是你打我的！是你！」

  「お前が私を殴ったんだ！　お前が！」

  　

  　……呜，朝阳，对不起，虽然我努力过了，但哥哥好像到此为止了。爸爸妈妈，莲和小春要和大家好好相处……

  　……ぐぅ、ごめんよ朝陽、いろいろ頑張ったけど兄ちゃんはここまでみたいだ。父さん母さん、レンや小春と仲良くな……。

  　

  「是你！是你！」

  「お前がっ！　お前がぁ！」

  　

  　被打太多下，鼻血都流出来了～虽然从粉碎者手掌上沾到一点血看出来的，但反正会被雨水冲掉，应该没关系吧！（思考停止）

  　殴られ過ぎて鼻血出てきたゾ～これ。クラッシャーの手のひらに少し付着してるから分かったけど、雨で荒い流されるから大丈夫だな！(思考停止)

  　

  　

  　

  「都是你、你、你……！」

  「お前が、ぉっ、おまえ、が……！」

  　

  　

  　

  　本以为会就这样被她打死，但打了十几下后，粉碎者停手了。我也勉强还保有意识。

  　このまま殴り殺されるかと思いきや、十数発ビンタをし終えた辺りでクラッシャーの手は止まった。まだかろうじて俺も意識はある。

  　

  　我疑惑她为何突然停手，看向她的脸。

  　急に手を止めたことに疑問を抱きながらクラッシャーの顔を見た。

  　从下个不停的雨中，我看见少女泫然欲泣的脸庞。

  　絶え間なく振り続ける雨の隙間から見えたそこにあったのは、今にも壊れそうな少女の泣き顔だった。

  　

  「我恨你……！你赢了所有事！被伙伴包围……！」

  「お前っ、が、憎い……！　何もかもっ、勝ち取って！　仲間に、囲まれてぇ……！」

  　

  　她刚才打我脸颊的手，现在放在我的胸口，紧紧抓住我的衣服不放。

  　先程まで俺の頬を殴っていた彼女の手は俺の胸に落とされ、ぎゅうと強くシャツを掴んで離さない。

  　

  「你就说你没办法啊！说不是你的错！说自己没有错，要我原谅你啊！」

  「しょうがないって言えよ！　俺のせいじゃないって！　自分は悪くないんだから許してって言えよ！」

  　

  「我、我不会说的。打你的人是我。」

  「い、言わない。君を殴ったのは他でもない俺だ」

  　

  「你就说你不想死啊！说你不想死，求我饶你一命啊……！」

  「死にたくないって！　いのっ、命乞いしろよぉ……！」

  　

  「……虽然我不想死，但被你杀死也无所谓。不，我希望你杀了我。我有罪该万死的罪过，你有理由杀了我。」

  「……死にたくはないけど、君になら殺されてもいい。いや、そうして欲しい。そうされるだけの罪が俺にはあって、そうしていい理由が君にはあるんだ」

  　

  　雷声轰隆作响，我在打在地上的豪雨中静静低语。我对着被感情驱使的少女低语，告诉她这么做没有错。

  　雷鳴が轟き、地を打つような激しい雨の中で静かに呟く。感情に突き動かされている少女に対して、それは間違いじゃないと囁いた。

  　

  　

  　老实说，我并不想死。可以的话我想活下来，当然也觉得自己的命很重要。

  　まぁぶっちゃけ死にたくはない。出来れば生き残りたいし、そりゃもう命なんて惜しいに決まってる。

  　

  　但是既然已经对自己的罪过有所自觉，我不认为自己能抱着伤害眼前这个人的罪恶感，幸福地活下去。

  　だけど自分の罪を自覚してしまった以上、目の前のこの人を傷つけた罪悪感を抱えたまま幸せに生きていけるとも思えない。

  　

  　我伤害了这个人，她没有做任何坏事，也没有理由被伤害，我伤害了她的心灵和身体，不可能只有我一个人悠哉地继续过自己的人生。

  　何一つ悪い事をしていない、傷つけられる謂れなど存在しないこの人の心と体を傷つけておいて、自分だけのうのうと人生を歩むことは不可能だ。

  　

  　「被你杀死也无所谓」这句话或许并没有错。

  　君になら殺されてもいいという言葉はあながち間違いではないのかもしれない。

  　

  「你……如果表现得更像个人类，我对你……！」

  「お前が……もっと人間らしく振る舞えばっ、私だってお前のことくらい……！」

  　

  　我并没有不顾自己的性命求她饶命，而是告诉她「杀了我吧」，所以这个少女才会不知所措吧。

  　俺が自分を顧みず命乞いをすることもなく「殺してくれ」と告げてるからこそ、この少女は戸惑っているのだろう。

  　

  　粉碎者或许有点太温柔了。如果我表现得更像一个卑鄙的人类，她一定会下定决心杀了我，让自己振作起来，但是面对一个认罪求死的人，她停下了手。

  　クラッシャーは少し優しすぎるのかもしれない。俺がもっと汚い人間らしく振る舞えばきっと殺す決心がついて自分を奮い立たせられるのかもしれないが、罪を認めて死を望む人間を前にすると彼女は手が止まる。

  　

  　她没有坚强到可以什么都不想就杀人，所以希望我让她觉得「因为我是坏人，因为我是可爱的人，所以杀了我也没关系」。这么一来她一定下得了手。比起对方，更珍惜自己的人，一定可以下定决心杀人。

  　何も考えず殺せるほど強くはない。だから『悪い奴だから、自分が可愛い人間だから殺してもいい』という考えにさせてほしい。そうなればきっと殺せるから。相手の事よりも自分を大事にする、そんな人間なら殺す決心がつくから。

  　

  　……她或许这么想。

  　……そんな風に考えているのかもしれない。

  　

  「呜呜呜……」

  「うぅぅっ……」

  　

  「粉碎者……」

  「クラッシャー……」

  　

  「好痛……被打得好痛，被丢下一个人…………好痛苦，好、好寂寞……」

  「痛かった……すっごく痛かったんだぞ、殴られてっ、一人にされてぇ…………苦しくてっ、さ、寂しかったんだ……」

  　

  　她边哭边敲打我的胸口，但她的手实在太无力，我一点也不觉得痛。她的攻击弱到很适合用「咚咚咚」来形容。

  　泣きながら俺の胸を叩く彼女の手の力はあまりにも弱々しく全く痛くない。ポカポカという擬音が似合いそうなほどには貧弱な攻撃だ。

  　

  　

  　………那个，总觉得，那个……气氛好像变得好像我可以活下来？世界粉碎者妹妹好像比想象中还要温柔。

  　…………あの、なんか、その……生き残れそう雰囲気出てきてないです？　ワールドクラッシャーちゃん思ったより優しい子っぽいし。

  　

  　

  「呜呜……喂，美咲夜。」

  「ぐすっ。……おい、美咲夜」

  　

  「是！什么事！」

  「はいっ！　なんでしょうか！」

  　

  「老实说，你想活下去吗？还是想死？」

  「正直に言え。お前は生きたいか？　それとも死にたいのか？」

  　

  　粉碎者稍微停止哭泣，这么问我，我的心脏跳了一下。

  　少し泣き止んだクラッシャーに問われ、俺の心臓が跳ねた。

  　

  　这就是所谓的终极选择吧？这个选择或许可以让我活下来，相反的也有可能马上被杀掉。正是DEAD or ALIVE！

  　これっていわゆる究極の選択ってやつではなかろうか。この選択肢次第じゃもしかしたら生き残れるかもしれないし、逆に速攻で殺されるかもしれない。まさにデッドオアアライブ！

  　

  　我、我该怎么办才好？老实说，我应该说我不想死吗？我想活下去……！

  　ど、どうすればいいんでしょうか。正直に言っちゃっていいんでしょうか。死にたくないでしゅボク。生きたいゆぉ……！

  　

  　我并不是想死，只是多少觉得被粉碎者杀掉也是无可奈何的事，我并没有想自杀……

  　別に死にたいってわけじゃないんだよな。クラッシャーに殺されるなら多少は仕方ないかもってだけの話で、別に自殺願望あるわけじゃないし……。

  　

  　这么一来，如果要从她给我的选项中选一个，我应该选我想活下去。而且她也叫我老实说。

  　そうなると提示されたこの選択肢から選ぶなら生きたいを選ぶべきだな。正直に言えって言われたし。

  　

  「我、我想……活下去。」

  「い、生きたい……です」

  　

  　不知为何，我用了敬语。

  　何故か敬語になってしまった。

  　

  「真的吗？你真的想活下去？」

  「本当に？　ほんとに生きたい？」

  　

  「我想活下去！我想活下去……」

  「生きたいっ、生きたいぃ……」

  　

  「无论如何都想活下去？」

  「どうしても生きたい？」

  　

  「无论如何都想活下去……！请让我活下去……！」

  「どうしても生きたい……！　生かせてほしい……！」

  　

  　我已经不想再犹豫不决了！虽然这样好像在求她饶命，但我已经豁出去了！

  　いい加減ウジウジ考えるのも飽きた！　何か既に命乞いっぽくなってるけどもう俺は突っ走るぞオイ！

  　来吧！要杀就杀啊！混账！

  　ホラ来い！　殺すなら殺せチクショー！

  　

  　

  「……嗯——」

  「……ふーん」

  　

  　

  　粉碎者突然站起来，从我身上离开。

  　急に立ち上がって俺の上から退くクラッシャー。

  　我可以站起来吗？还是应该继续跪着？

  　これ俺も立ち上がっていいやつなのかな。それともまた土下座した方がいいのかしら。

  　

  　当我慌张地不知该如何是好时，粉碎者朝我伸出手。

  　どうしたらいいか分からずにあたふたしていると、クラッシャーが俺に手を差し伸べてきた。

  　

  「嗯！」

  「んっ」

  　

  「咦？」

  「え？」

  　

  「……我拉你起来，快点站起来。」

  「……手を貸すから早く立て」

  　

  「好、好的。」

  「は、はい」

  　

  　我顺着她的话，借着她的手站起来。因为被雨淋湿，制服有点沉重。

  　お言葉に甘えて彼女の手を借りて立ち上がる。雨でビショビショになっているせいか少し制服が重い。

  　

  　我站稳后，粉碎者放开手，直接把手伸向我。她把手掌朝向我，简直像在要求什么。

  　しっかりと立ち上がってクラッシャーから手を離すと、彼女は離した手をそのまま俺の方へ伸ばしてきた。手のひらを見せるその行為はまるで何かを要求しているかのようだ。

  　

  「美咲夜，赎罪吧。」

  「償え、美咲夜」

  　

  「……什么意思？」

  「……というと？」

  　

  「我还没有原谅黑野理爱和你。我现在也可以马上破坏你们……不过……」

  「私はまだ少しも黒野理愛とお前の事を許してはいない。今すぐこの場で破壊してやってもいいくらいだ。……でも」

  　

  　不过？

  　でも？

  　

  「如果你不想被破坏，就赎罪吧。首先……今天就先给我点什么。」

  「もし破壊されたくないんだったら私に償え。まずは手始めに……今日の分だ、何かよこせ」

  　

  　咦……什么？就算她叫我给，我身上也没带什么——

  　えぇ……何かって何だよ。よこせって言われても大したものは持ってない──

  　

  「啊。」

  「あっ」

  　

  　这么说来，书包里有巧克力。是艾莉儿缠着我买，有点贵的那种。

  　そういえば鞄の中にチョコがあったな。アイリールにねだられて買った少しお高いやつ。

  　说到能实际送人的礼物，也只有这个了。虽然不知道能不能赎罪，总之先给她吧。

  　物理的にプレゼントできるものと言えばそれしかないし、償いになるかは解らないけどとにかくそれを渡してみよう。

  　

  　我打开被雨淋湿的书包，从里面拿出包装好的正方形盒子。打开一看，里面装着八个设计精致的巧克力。

  　雨で濡れた鞄を開け、中から包装された正方形の箱を取り出した。それを開けてみれば中には凝ったデザインのチョコが八つほど入っているのが見える。

  　

  　我从里面拿出一颗圆形巧克力，放在粉碎者伸出来的手上。虽然有点被雨淋湿，但味道应该不会变。

  　俺はその中から丸いチョコを取り、差し出されているクラッシャーの手にそれを置いた。多少雨で濡れてしまっているが味に変化は無い筈だ。

  　

  「这是什么？」

  「これは？」

  　

  　粉碎者盯着放在手上的巧克力。

  　手に乗せられたチョコをまじまじと見つめるクラッシャー。

  　

  「有点高级的巧克力。你吃吃看。」

  「ちょっと高級なチョコだよ。食べてみてくれ」

  　

  「……啊嗯。」

  「……あむっ」

  　

  　在催促下，粉碎者把巧克力放进嘴里，像糖果一样舔了几秒。忍不住咬碎巧克力的她稍微睁大眼睛后，又变回面无表情。她说道：

  　俺に促されてチョコを口の中に放り込み、飴玉のように舐めること数秒。我慢できずにチョコを噛み砕いたクラッシャーは少し目を見開いた後、無表情に戻った。

  　

  「……冰淇淋比较好吃。」

  「……アイスの方が美味い」

  　

  「不合你胃口吗？」

  「口に合わなかったか？」

  　

  「这个也很好吃。不过有点不够。」

  「これはこれでいい。でも少し足りないぞ」

  　

  　咦？现在只有这个。没辙了没辙了♡

  　え゛っ、今これしかないんだけど。詰んだ詰んだ♡

  　我内心忐忑不安，冷汗直流，粉碎者转眼间就把盒子里的巧克力全部吃光。

  　内心フワフワドキドキで冷や汗をかいていると、クラッシャーはあっという間に箱の中のチョコを全て平らげてしまった。

  　

  「……嗯，好吃，但果然还是不够。」

  「……うん、美味いがやっぱり足りない」

  　

  「你这个贪吃鬼——！你以为那盒巧克力多少钱啊，混账！」

  「食いしん坊がよーッ！　そのチョコいくらしたと思ってんだこの野郎！」

  　

  「别用价钱，用诚意表示吧。我接下来要去你家，给我吃点好吃的。」

  「値段じゃなく誠意で示してもらおうか。これからお前の家行くから何か美味いもん食わせろ」

  　

  　突击邻居的晚餐！今天的来宾是暴食界的名人，世界粉碎者！

  　突撃隣の晩ご飯！　今日のゲストは暴食でお馴染みのワールドクラッシャーさんです！

  　

  「……好吧，这点小事没问题。我要让你和朝阳一样，成为我蛋包饭的俘虏。」

  「……まぁ、それくらいなら。お前も朝陽と同じく俺のオムライスの虜にしてやる」

  　

  「蛋包……？虽然听不懂，但要是不好吃，我就把你打烂。」

  「おむ……？　よく分からないけど不味かったらお前をぶっ壊すからな」

  　

  　好可怕！不要一脸认真地说这种话！

  　怖いよ！　真顔でそういうこと言うのやめて！

  　

  　

  「……我不会停止累积力量。如果不想让世界被破坏，就给我好好补偿黑野理爱。」

  「……力を溜めることは止めないぞ。世界を破壊されたくなかったら黒野理愛共々しっかり償うことだ」

  　

  　

  　也就是说，现在世界的命运都托付在我肩上了吗？很好，看我用从爸爸那里学来的料理技术，让你见识见识我的厉害。

  　つまり今は俺の双肩に世界の運命が託されてるってわけか？　上等じゃねぇかテメェ。父さんから学んだ料理術が火を噴くぜ。

  　我会全力补偿你，做好觉悟吧！真的很抱歉打了你！！

  　全力で償ってやるから覚悟しろよ！　本当に殴ってごめんなさいね！！

  　

  「——哈啾！」

  「──っくしゅん！」

  　

  　就在我鼓起干劲时，小沃克拉打了个喷嚏。毕竟长时间淋雨，这样下去感冒也不奇怪。

  　やる気が出てきた矢先にワークラちゃんがくしゃみをした。長時間雨に打たれてるわけだしこのままじゃ風邪引いてもおかしくない。

  　

  「……嘶。好冷。」

  「……ずびっ。寒い」

  　

  「你要来我家吧？总之先去洗澡吧。」

  「ウチ来るんだろ？　とりあえず風呂入ってけよ」

  　

  「洗澡……？」

  「フロ……？」

  　

  　小沃克拉歪头表示不解。不会吧，你这家伙。

  　ワークラが首を傾げた。うっそだろお前。

  　

  「啊？你该不会没洗过澡吧……咦咦……」

  「はぁ？　お前もしかして風呂入ったことないのか……えぇ……」

  　

  「别、别瞧不起我！只要进入隔离空间，就能把身体的脏污全部清除！」

  「ばっ、バカにするな！　隔離空間に入れば体の汚れは全部取れるんだ！」

  　

  「啊～好啦好啦。回家后先去洗澡吧。」

  「あー、はいはい。帰ったらまず風呂入ろうな」

  　

  「好好听我说话——！」

  「ちゃんと聞けーっ！」

  　

  　

  　我安抚着不肯罢休的世界粉碎者，事到如今才撑开伞抵抗雨水。雨势比刚才更加强烈，雷鸣也激烈地轰响。

  　食い下がるワールドクラッシャーを宥めつつ、今更ながら傘を開いて雨に抗った。先程よりも雨の勢いは強くなっていて雷鳴も激しく轟いている。

  　

  　即使如此，我的心情却很晴朗。

  　それでも俺の心は晴れやかだった。

  　因为我获得了和自己伤害的人再次和解的机会。

  　自らが傷つけてしまった人と、もう一度だけ和解できるチャンスを手に入れることができたから。

  　不能放过这个好机会。我一定要全力补偿她。真的很对不起。

  　この好機を逃す手はない。是非とも全力で償わせてもらおうじゃないか。本当にごめんね。

  　

  　……还有，之后也得和黑野同学谈谈。虽然我一次也没见过她。

  　……それから、後で黒野さんとも話さなきゃだな。まだ一回もまともに会ったことないけど。

  　

  　

  「那么美咲夜，先带我到你家吧。」

  「では美咲夜、先ずはお前の家に案内するがいい」

  　

  「……在那之前，可以先回购物中心吗？」

  「……その前に一旦ショッピングモールに帰してくれる？」

  　

  　

  　也得和艾莉儿商量一下。

  　アイリールとも色々相談しなきゃ。

  　好，总之先努力做今晚的晚餐吧！

  　うっし、とにかくまずは今夜の夕食を頑張るぞー！

  　

  　

  　

 
  ワールドクラッシャーのお泊り会【お風呂編】

  世界粉碎者的住宿会【浴室篇】

  　在雷雨中结束对话后，过了几十分钟。

  　雷雨の中での対話を終えてから数十分後。

  　我和给我机会弥补的粉碎者一起回到购物中心，和在走失中心的艾莉儿会合，也把事情告诉了在附近的真冈。

  　償いの機会を与えてくれたクラッシャーと共にショッピングモールに戻った俺は迷子センターにいたアイリールと合流し、その近くにいた真岡にも事情を共有した。

  　

  　现在我们三人正坐在真冈的车里，往我家前进。我和艾莉儿并肩坐在后座，但因为全身湿透的关系，感觉很冷。

  　そして今は三人で真岡の車に乗って俺の家へと向かっている途中だ。後部座席にアイリールと隣同士で座っているが、やっぱり濡れたままというせいもあって結構寒い。

  　

  「晚上……还好吗？」

  「夜……大丈夫？」

  　

  「啊、嗯，没事。应该快到家了。」

  「あっ、あぁ、平気。そろそろ家着くだろうし」

  　

  「……你的手在发抖。」

  「……手、震えてる」

  　

  　我冷得牙齿打颤，艾莉儿握住了我的手。和被豪雨淋湿的我不同，艾莉儿一直待在开着暖气的购物中心里，所以她的手非常温暖。

  　ガチガチと歯を鳴らして寒さに震えている俺の手をアイリールが握ってきた。豪雨に打たれていた俺と違って暖房の利いたモール内にいたアイリールの手はとても温かい。

  　

  　——我回到购物中心后，艾莉儿一如往常地露出寂寞的表情，但在我说明事情经过后，她意外地很快就振作起来，还担心起我。

  　──俺がモールに戻ってきた直後はいつも通り寂しそうにしていたアイリールだったが、事情を話すと意外にも直ぐに立ち直って俺の心配をしてくれた。

  　

  　看来她并没有被逼到在这种状况下还任性耍赖的程度。艾莉儿比我想象的还要坚强，让我放心了。

  　どうやら彼女はこういった状況でも我が儘を言う程追い詰められてはいなかったらしい。俺が思っていたよりもアイリールが強い子だったようで安心した。

  　

  「……谢谢你。」

  「……ありがとな」

  　

  「不会，我什么也做不到，至少让我做这点事。」

  「ううん、私って何もできないから、これくらいはさせて」

  　

  　她握得更用力了，我的右手似乎不再颤抖。

  　より一層強く彼女に握られたことで、俺の右手からほんの少しだけ震えが抜けたような気がする。

  　前几天她让我躺大腿时也是，为什么她总是……该怎么说呢，只在我疲惫时才会这样温柔地包容我呢？

  　先日の膝枕といい、俺が疲弊している時に限ってこう……なんというか、暖かく受け止めてくれるんだよな。

  　

  　好温柔。BABY。

  　優しい。バブ。

  　

  「粉碎者大人真是的！您擅自离开，我会很困扰的！」

  「全くクラッシャー様ったら！　勝手に居なくなられては困りますよ！」

  　

  　我和艾莉儿在后座互相取暖时，坐在驾驶座的真冈对坐在副驾驶座的粉碎者发了脾气。

  　俺とアイリールが後部座席で温め合っている最中、運転席にいる真岡が助手席に座っているクラッシャーにお叱りの言葉を発した。

  　被骂的紫发少女有点害怕。

  　怒られた当の本人である紫髪の少女は少しビビっている。

  　

  「你、你生气了……？」

  「お、怒ってる……？」

  　

  「我生气了！您不是答应过我，白天不会一个人行动吗！」

  「怒ってます！　日中は一人で行動しないって約束だったでしょう！」

  　

  「等等，吾之随从啊，那是因为有职员用气球诱惑吾……！」

  「待て我が従者よっ、アレは風船で我を誘惑した職員のせいで……！」

  　

  「不准找借口！」

  「言い訳しないッ！」

  　

  「哔！？」

  「ぴっ！？」

  　

  　真冈完全掌握了主导权，这是怎么回事？我记得这两人不是主从关系吗？

  　完全に真岡がペース握ってるぞ、どうなってんだこれ。確かこの二人って主従関係なんじゃなかったのか？

  　真冈什么时候变成粉碎者的监护人了……这个人妖太强了吧。

  　真岡さんいつの間にクラッシャーの保護者になったんだよ……。強すぎるぞこのオカマッチョ。

  　

  「…………对不起。」

  「…………ごめんなさい」

  　

  「……不，您明白就好。我刚才也说得太重了，对不起。可丽饼下次再吃吧。」

  「……いえ、解ってくれたならいいんです。私も強く言い過ぎましたね、ごめんなさい。クレープはまた今度にしましょ」

  　

  「嗯、嗯。」

  「う、うん」

  　

  　主从关系崩坏！粉碎者变成与年龄相符的普通女孩！

  　主従関係崩壊！　めっちゃ歳相応の女の子と化したクラッシャー！

  　真冈除了喂食以外，也有好好教育她呢。粉碎者也太听话了吧。

  　餌付け以外にも普通に教育とかしてたんだな真岡さん。クラッシャーちゃんの物わかりがよすぎる。

  　

  　

  「到了哦，小弟弟。」

  「ハウスに着いたわよボウヤ」

  　

  　

  　真冈把车停在美咲家门前。得赶快解开安全带才行。

  　真岡が美咲家の前に車を停車してくれた。さっさとシートベルト外さなきゃ。

  　

  「粉碎者大人也要住这里对吧？」

  「クラッシャー様もここに泊まるんでしたよね？」

  　

  「嗯。吾之随从啊，今天就让你休息——哈、哈、哈啾！」

  「うむ。我が従者よ、今日はお休みを与えてやろ──ぅ、ぅ、っくしゅん！」

  　

  「感激不尽。总之请好好保暖，别感冒了。」

  「ありがたき幸せ。とりあえずしっかり温かくして風邪引かないようにしてくださいね」

  　

  　真冈用面纸擦了粉碎者的鼻子，催促我们下车，我打开玄关的门。

  　ポケットティッシュでクラッシャーの鼻を拭いた真岡に促されて車から降り、玄関のドアを開けた。

  　一进门就看到莲和小春站在走廊上，似乎是在等我们回来。

  　すると入って直ぐの廊下にレンと小春が見えた。どうやら帰りを待ってくれていたらしい。

  　

  「欢迎回来！哇，莉亚全身都湿透了……」

  「お帰り！　わっ、リアちゃんビショビショだ……」

  　

  「来，毛巾。」

  「はい、タオル」

  　

  「谢啦。」

  「さんきゅ」

  　

  　我摊开莲递过来的毛巾，盖在粉碎者头上。

  　レンに渡されたタオルを広げてクラッシャーの頭に乗せた。

  　

  「可以再拿一条毛巾过来吗？」

  「タオルもう一枚持ってきてくれないか？」

  　

  「好。」

  「わかった」

  　

  　莲啪哒啪哒地跑向洗手台，小春则朝我们走来。她的视线落在全身湿透的世界粉碎者身上。

  　パタパタと足音を立てて洗面台へ向かうレンとは対照的に、小春が此方に近づいてきた。その視線の先にはぐしょ濡れになったワールドクラッシャーがいる。

  　

  「这孩子是……？」

  「この子は……？」

  　

  「啊，抱歉，没跟你们说一声。」

  「あぁ、悪い、連絡入れてなかったな」

  　

  　虽然头发是紫色的，但基本上世界粉碎者和莉亚长得一模一样。小春和莲会惊讶也是正常的。

  　髪が紫色とはいえ、基本的にワールドクラッシャーはリアのそっくりさんだ。小春やレンからすれば驚くのも無理はない。

  　

  　……可以告诉他们这家伙就是最终头目吗？会不会吵起来啊？

  　……ここでコイツがあのラスボスだって言っていいのかな。喧嘩になったりしないかしら。

  　

  「莉亚，毛巾。」

  「リア、タオル」

  　

  「谢谢。」

  「ありがと」

  　

  　我从回来的莲手中接过毛巾，擦干头发。小春似乎察觉到了什么，「啊」地轻呼一声。

  　戻ってきたレンから受け取ったタオルで濡れた髪を拭くと、小春が何かを察したような顔になって「あっ」と呟いた。

  　她和莲对视了一眼，接着像是和我们交换位置一样，穿上鞋子走到玄关。

  　そして一瞬レンと目を合わせてから、俺たちと入れ替わるようにして靴を履いて玄関へ二人で移動した。

  　

  「咦，你们两个怎么了？」

  「え、どうしたんだ二人とも？」

  　

  「我们还是回去吧。走吧，哥哥。」

  「やっぱり私たち帰るね。いこ、お兄ちゃん」

  　

  「好。莉亚，下次见。」

  「わかった。じゃあリア、また今度」

  　

  「……嗯、嗯。」

  「……う、うん」

  　

  　难道他们光是看到粉碎者就察觉到了吗？不，他们留在这里也无妨，但既然他们特意体谅我们，也不好挽留他们。

  　もしかしてクラッシャーを見ただけで事情を察したのか。いや別にこの家に居てくれてもいいんだけど、せっかく気を遣ってくれたのなら引き止めるのも悪いような。

  　

  　可是外面还在下雨——就在我犹豫不决的时候，真冈笑着对我们说：

  　でも外雨降ってるし──なんて逡巡していると、真岡が笑って声を掛けてきた。

  　

  「我开车送他们回去，不用担心♪」

  「二人はアタシが車で送るから大丈夫よん♪」

  　

  「不好意思，真冈小姐，谢谢你。」

  「悪いな、ありがとう真岡さん」

  　

  「没关系啦。对了，今晚粉碎者大人就拜托你们咯。有什么事就联络我。」

  「いいわよ、それより今夜はクラッシャー様のこと宜しくね。何かあったら連絡頂戴な」

  　

  　真冈说完这句话，就带着海夜兄妹走出家门。

  　それだけ言うと真岡は海夜兄妹を連れて家の外へと出て行った。

  　虽然觉得麻烦他这么多事很不好意思，但既然他说没关系，就尽量麻烦他吧。毕竟他是少数可以依靠的大人。

  　何から何までしてもらって申し訳ない気持ちもあるけど、彼が良いといってくれるならなるべく甘えておこう。数少ない頼れる大人だし。

  　

  　

  「……好了，美咲夜。」

  「……さて、美咲夜」

  　

  「嗯？」

  「ん？」

  　

  「马上去洗澡吧。」

  「さっそくフロとやらをするぞ」

  　

  　这家伙在说什么啊？

  　何言ってんだこいつ。

  　

  「我用暖炉取暖，你可以先去洗哦？」

  「俺はストーブで温まってるから先に入ってきていいぞ？」

  　

  「你在说什么！既然要赎罪，服侍吾是理所当然的吧！话说回来，你来教吾怎么洗澡！」

  「何を言う！　償いなのだから我に奉仕するのが当たり前だろう！　というかフロのやり方はお前が教えろ！」

  　

  「咦……艾、艾莉儿……」

  「えぇ……。な、なぁアイリール……」

  　

  　这种事不是应该女孩子一起洗吗？虽然我不知道粉碎者的性别。

  　こういうのって女の子同士で入るべきなのでは？　クラッシャーの性別知らないけど。

  　

  「要我和这个人独处……？」

  「私にこの人と二人きりになれと……？」

  　

  　艾莉儿露出可怕的表情，散发出强烈的气场。

  　アイリールが怖い顔してる。すっごいオーラ出てる。

  　……嗯，和粉碎者独处确实很可怕。不知道她会做出什么事，而且被命令赎罪的人是我，果然还是得自己来。

  　……まぁ、確かにクラッシャーと二人きりってのは酷だよな。何をやらかすか分かったもんじゃないし、そもそも償いを命じられているのは俺だからやっぱり自分でやらないとダメか。

  　

  「抱歉，是我不好。那我去帮粉碎者洗澡，你先开房间的暖气。」

  「悪かったよ、ごめん。じゃあ俺クラッシャー洗ってくるから部屋の暖房つけておいてくれ」

  　

  「好哦。」

  「あいあいさ」

  　

  　艾莉儿听到我的话，便往二楼走去，我和粉碎者则走向更衣间。

  　俺の言葉を聞いてアイリールが二階に向かったところで、俺とクラッシャーは脱衣所へと向かった。

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　我把和莉娅在虚拟世界穿的完全一样的衣服丢进洗衣机，然后强行在粉碎者身上裹上浴巾，带她移动到浴室。顺带一提，我的腰上也缠着毛巾，所以没有任何问题。

  　仮想世界でリアが着ていたものと全く同じなクラッシャーの服を洗濯機にぶち込み、彼女にバスタオルを無理やり巻かせてからバスルームに移動した。ちなみに俺も腰にタオルを巻いているので何も問題はない。

  　

  　因为担心我太晚回来，朝阳事先在浴缸里放满了热水，还打开了备用暖气，所以浴室里相当温暖。我能感觉到冰冷的身体正在逐渐融化。

  　帰りが遅い俺を心配して予め朝陽が浴槽にお湯を張って予備暖房もつけていてくれたので、バスルームはなかなかに温かい。冷えた身体が溶かされていく感覚を感じる。

  　

  「哦哦，好暖和！明明是裸体！」

  「おぉ、なんか温かいぞ！　裸なのに！」

  　

  「好了，你先坐在椅子上，我帮你洗头发。」

  「いいから椅子に座ってくれ、髪洗うから」

  　

  「这个吗？」

  「これか？」

  　

  　粉碎者按照我的指示，老老实实地坐在浴室椅凳上。

  　指示通り大人しくバスチェアにちょこんと座るクラッシャー。

  　总之，因为她的身体非常冰冷，所以得先用热水温暖身体。

  　とりあえず身体が冷え切っているのでまずはお湯で体を温めなければ。

  　

  　我拿起莲蓬头，转开把手确认水变成了温水后，从粉碎者的头上淋下热水。

  　シャワーを手に取ってハンドルを回し水から温かいお湯になったのを確認してから、クラッシャーの頭からシャワーを浴びせた。

  　

  「哇！什么！？下雨吗！？」

  「わぁっ！　何だ！？　雨かっ！？」

  　

  「只是热水而已。你最好闭上眼睛。」

  「ただのお湯だよ。目は閉じておいた方がいいぞ」

  　

  　我将热水的水势调到最小，尽量温柔地冲洗她的头发。在艾莉儿身上我已经有过给少女淋浴的经验，所以没有问题。

  　お湯の勢いはゆっくり目で、なるべく優しく髪にシャワーを当てていく。少女に対してシャワーを浴びせる方法はアイリールで経験済みなので問題ないぜ。

  　

  「……好暖和。」

  「……温かい」

  　

  「毕竟是热水嘛。」

  「まぁお湯だからな」

  　

  「嗯，感觉挺舒服的。你就这样继续侍奉我吧。」

  「ふむ、なかなか気持ちいいぞ。その調子で奉仕を続けるがいい」

  　

  　……可恶，虽然她一副高高在上的态度，但毕竟我的立场比较弱，所以也没办法抱怨。

  　くっそ上から目線だけど立場的に弱いのは俺だから文句言えねぇ。

  　

  　……话说回来，她的紫发真漂亮。像这样近距离一看，就能清楚地明白。发质也和艾莉儿的银发有些相似，总觉得有种和她一起洗澡的熟悉感。

  　……にしても、綺麗な紫髪だな。こうして間近で見ると改めてよく分かる。髪質も若干アイリールの銀髪と似てるし、なんだかいつも通り彼女と風呂に入ってる気分だ。

  　

  　不过，我从来没想过，和女孩子（仅限艾莉儿）一起洗澡会变成理所当然的事。不过也多亏如此，我现在才能像这样侍奉粉碎者，没有犯下任何失误。所以那也不是白费功夫。

  　しっかし、まさか(アイリール限定で)女の子と風呂に入ることが当たり前になる日が来るとは想像もしてなかった。まぁそのおかげで今こうして失敗せずクラッシャーに奉仕出来てるからアレも無駄じゃなかったな。

  　

  　

  「晚上，让你久等了。」

  「夜、お待たせ」

  　

  「哇！」

  「わっ」

  　

  　说曹操曹操到！不，虽然我有想过她会来，但我可没有在等她！

  　噂をすれば来たよ！　いや来るとは思ってたけど別に待ってなかったから！

  　

  「嗯？这个声音是艾莉儿・达古斯特莉亚吗？」

  「むっ？　その声はアイリール・ダグストリアか？」

  　

  「夜晚我所在之处，我必现身。」

  「夜いるところに私あり」

  　

  「嗯，原来如此。」

  「ふむ、なるほどな」

  　

  　……不，原来如此个头啦。这里好歹是敌人的家，你也太放松了吧？

  　いやなるほどじゃないが。仮にも敵だった相手の家だってのに気を抜きすぎでは？

  　

  「我来帮你洗，换我来吧。我比夜更会洗头发。」

  「私が洗うから代わって。髪洗うのは夜より上手」

  　

  「咦？可以吗？」

  「えっ、いいのか？」

  　

  「我记得达古斯特莉亚也协助了美咲夜吧！你主动想要赎罪，真是个好孩子！」

  「確かダグストリアも美咲夜に協力していたな！　自ら償おうとするとは良い心がけだぞ！」

  　

  「谢谢。」

  「どうも」

  　

  　艾莉儿从我手中接过莲蓬头，以熟练的手法开始洗头。

  　シャワーを俺から受け取ったアイリールは素早い手際でシャンプーを開始した。

  　几分钟后，粉碎者的头上已经满是泡沫。

  　数分経過する頃にはクラッシャーの頭は既に泡まみれだ。

  　

  「呀啊！眼睛好痛！这是什么！」

  「ぎゃあっ！　目が痛い！　なんだぁ！」

  　

  「要闭好眼睛。泡沫跑进眼睛里会刺痛。」

  「ちゃんと目を閉じてて。泡入ると沁みるよ」

  　

  「呜呜呜……洗澡真是件困难的事……」

  「うぐぐ……フロとは一筋縄ではいかないのだな……」

  　

  　外表相似到只有发色不同的少女们嬉闹着，我则趁机洗好头发和身体，先一步泡进浴缸里。

  　外見の違いが髪の色程度しかない程そっくりな少女たちがキャッキャウフフしてる間に俺は髪と身体を洗い終え、一足先に浴槽に浸かった。

  　肩膀以下都泡进浴缸后，全身从内侧开始放松的感觉扩散开来，非常舒服。

  　肩まで浴槽に浸かると全身の内側から解されていくような感覚が広がってきて心地がいい。

  　

  　呼啊啊啊，好温暖……在雨中下跪时，我还以为自己会冻死呢……

  　ふあぁぁ、あったけぇ……。雨の中で土下座してたときは凍え死ぬかと思った……。

  　

  「好，冲水咯。」

  「はい、流すよ」

  　

  「随时都可——哇噗！」

  「いつでもこ──わぷっ」

  　

  　艾莉儿以莲蓬头冲洗满头泡沫，看起来就像只羊的粉碎者。到底要怎么洗才会洗出这么多泡沫啊？

  　まるで羊を彷彿とさせるほど泡まみれになったクラッシャーをシャワーで洗うアイリール。何をどうしたらそんなに泡立つんだ？

  　

  「好，冲完了。」

  「はい、終わり」

  　

  「……可以睁开眼睛了吗？」

  「……もう目開けていい？」

  　

  「可以了。」

  「いいよ」

  　

  「嗯……哦哦，感觉清爽多了。」

  「ふむ……おぉ、なんだかスッキリしたぞ」

  　

  　洗好头发和身体的粉碎者露出满脸笑容——呃！等等！浴巾掉了！

  　髪と体を洗い終えたクラッシャーは満面の笑みで───って！　ちょっ！　バスタオル外れてる！

  　

  「艾莉儿……！粉碎者的浴巾掉了……！」

  「アイリール……！　クラッシャーのタオル外れてる……！」

  　

  　我移开视线提醒她，艾莉儿不知为何发出傻眼的声音。

  　目を逸らして指摘すると、何故かアイリールから呆れたような声が発された。

  　

  「要泡进浴缸里，当然要把浴巾拿掉啊。我也拿掉咯。」

  「浴槽に浸かるんだからタオルは外すでしょ。私も外すね」

  　

  「啊！？」

  「は！？」

  　

  　不不不，我腰上还围着毛巾耶！而且你打算直接进浴缸吗！？

  　いや俺絶賛腰にタオル巻いたまま風呂入ってますけど！　ていうかこのまま浴槽に入る気か！？

  　

  「喂，美咲夜，我要把你当成椅子，给我乖乖待着。」

  「おい美咲夜、このまま椅子にしてやるからジッとしていろよ」

  　

  「等一下！」

  「ちょっ！」

  　

  　粉碎者按住急着想离开浴缸的我，直接坐进热水里，坐在我腰上。咿咿咿咿！粉碎者的屁股！隔着毛巾坐在我腰上！

  　急いで浴槽から出ようとする俺を押さえたクラッシャーは、そのままお湯の中へと入って俺の腰の上に座ってきやがった。ぎええぇ！　クラッシャーのお尻が！　タオル越しだけど腰の上にぃ！

  　

  「喂、喂，这样很难坐，别乱动。」

  「お、おい、座りづらいから動くな」

  　

  「你先别坐啊！」

  「まず座るなよ！」

  　

  「我也要进去。」

  「私も入る」

  　

  　就说很挤了！（一次都没说过）

  　狭いって言ってんだろ！？(一度も言ってない)

  　浴缸明明没多大，为什么三个人要挤进同一个浴缸啊，可恶……！

  　そこまで広くないのに何で三人で同じ浴槽に入るんだよチクショウ……！

  　

  「呼啊啊啊～……这就是洗澡吗……」

  「ふああぁ～……これがフロというものかぁ……」

  　

  「怎么样？」

  「どう？」

  　

  「很舒服。早知道会这么舒服，我应该早点知道什么是洗澡的。」

  「中々気持ちいいぞ。こんな事ならもっと早くフロを知りたかったな」

  　

  　粉碎者舒服地伸展身体，害她的臀部陷得更深了。

  　心地よさげにクラッシャーが体を伸ばすせいでより深く俺の腰にコイツの臀部が食い込みやがる。

  　而且她白皙的背部完全紧贴着我的胸口，更重要的是距离太近，一股好闻的香气扑鼻而来。咿咿咿……！

  　しかも完全に彼女の白い背中が俺の胸に密着してるし、なにより至近距離過ぎて良い匂いが鼻腔を襲ってくる。ひぃぃ……！

  　

  　不不不，平常和艾莉儿洗澡时，我们也没贴得这么近！不仅如此，我还总是先离开浴缸！

  　いや普段アイリールと風呂入るときだってこんなに密着しねぇんだよ！　それどころかいつも先に上がってるわ！

  　

  「嗯……喂、喂，我不是叫你别乱动吗？」

  「んっ……こ、こら、動くなと言っているだろうに」

  　

  「如果你想慢慢泡澡，我离开比较好吧。」

  「ゆっくり浸かりたいんだったら俺がいない方がいいと思うんですよ」

  　

  「啰嗦。这是赎罪，你乖乖当椅子就好。」

  「うるさい。償いなのだから大人しく椅子になっているがいい」

  　

  　赎罪这个词太方便了吧！

  　償いって言葉便利すぎィ！　

  　喂，艾莉儿你也说点什么吧YO！

  　おいアイリールも何か言ってやれYO!

  　

  「粉碎者，泡澡要数到一百秒才能出来。」

  「クラッシャー、お風呂は百秒数えてからじゃないと、出ちゃダメ」

  　

  「哦，那我现在开始数。」

  「ほう。ではこれから数えるとするか」

  　

  　不是这样吧！？至少说句「晚上再起来」之类的吧！？

  　そうじゃねーだろ！？　せめて「夜からどいて」くらいは言ってくれると思ってたんだけど！？

  　

  　可恶……！世界粉碎者虽然外表和艾莉儿很像，但终究是不同人……！光是和比较熟悉的艾莉儿裸体紧贴在一起，心脏就狂跳不止，要是和这家伙紧贴在一起——！

  　くっそ……！　ワールドクラッシャーは確かに姿形こそアイリールに似てるけど、それでもやっぱり別人なんだよ……！　比較的馴れたアイリールでさえ裸で密着したら心臓爆速だってのにこいつと密着してたら──！

  　

  　

  「不能输……我不能输……」

  「負けねぇ……俺は負けないぞ……」

  　

  　

  　总之必须让心情平静下来，保持平常心，不然他会有反应的。

  　とにかく心を落ち着かせて平常心を保たなければ彼が反応してしまう。

  　冷静！先从冷静开始！烦恼退散烦恼退散烦恼退散！

  　落ち着け！　まず冷静になることから始めるんだ！　煩悩退散煩悩退散煩悩たいさぁぁぁん！　

  　好，没问题！我赢了～！我怎么可能对区区粉碎者兴奋！大获全胜！

  　よっしゃ余裕！　はい勝ち～！　クラッシャーごときに興奮するわけ無し！　圧勝！

  　

  　

  「……嗯。喂，美咲夜，你下半身是不是藏了什么？」

  「……んっ。おい、美咲夜。お前下半身に何か隠してないか？」

  　

  「啊？我完全听不懂你在说什么。」

  「は？　何の事だかさっぱり分かりませんね」

  　

  「少骗人了！从刚才开始，屁股就一直碰到奇怪的东西！……难、难道你身上藏了武器！？你、你这家伙！！」

  「嘘をつくな！　さっきから変な感触がお尻に当たってるぞ！　……まっ、まさか武器を隠し持って！？　き、貴様ァァッ！！」

  　

  「呀啊啊啊啊啊啊啊啊啊！？喂笨蛋别摸住手啊！我什么都没藏！真的没有！我身上真的什么都没藏啦！！」

  「ぎゃあああああぁぁぁぁ！？　おいバカ触るなやめろ！　何もないから！　マジで無いから！　本当に何も持って無いからァ！！」

  　

  「不要在浴池里乱动……」

  「お風呂で暴れないで……」

  　

  　可恶，前途堪忧啊！！

  　ちくしょう先が思いやられるゥ！！

  　

  　

 
  ワールドクラッシャーのお泊り会【お夕飯編】

  世界粉碎者的住宿会【晚餐篇】

  　

  　

  　

  　

  　我好不容易安抚完吵着要武器的最终头目，过了一会儿——

  　武器だなんだと騒ぎ立てるラスボスをなんとか宥めてから少し経って。

  　

  　我在厨房做菜，传闻中的她则在客厅一手拿着游戏机，悠闲地打电动。她穿着睡衣和艾莉儿、朝阳嬉戏的模样，完全就是个青春少女。

  　俺はキッチンで料理をしており、噂の彼女は居間でゲーム機片手に寛いでいる。パジャマ姿でアイリールや朝陽と戯れるその姿は年頃の女の子そのものだ。

  　

  「呜啊啊啊啊住手！？那不是所谓的连续技吗！？太奸诈了！！」

  「うあぁァァやめろぉ！？　それはハメ技というヤツなのではないか！？　ズルいぞォ！！」

  　

  「我所求乃胜利。仅此而已。」

  「求めるは勝利。ただそれのみ」

  　

  「你这个没人性的……！」

  「この鬼畜外道め……ッ！」

  　

  「……那、那个，艾莉小姐？稍微手下留情一点……」

  「……あ、あのアイリさん？　もう少し手加減してあげた方が……」

  　

  　若要用一句话形容客厅的状况，那就是「吵闹」。世界粉碎者正在努力打格斗游戏，艾莉儿则把她打得落花流水，朝阳则在安抚两人。

  　居間の状況を言葉で表すとすれば“騒がしい”の一言に尽きる。格闘ゲームに勤しむワールドクラッシャーとそれをコテンパンにやっつけるアイリール、その二人を宥めながら間を取り持つ朝陽といった図だ。

  　

  「唔唔唔……！卑鄙的女人……！」

  「ぐぬぬっ……！　卑怯な女だ……！」

  　

  「赢了就好。」

  「勝てばよかろうなのだ」

  　

  「啊吧！？」

  「あばぁっ！？」

  　

  　少女摇晃着紫发发出惨叫。看来胜负已定。那家伙真不留情。

  　紫髪を揺らして悲鳴を挙げる少女。どうやら決着が着いたらしい。容赦ねえなアイツ。

  　

  「……我、我竟然十战十败……怎么会……」

  「……こ、この我が十戦十敗……そんな……」

  　

  「哼哼。」

  「どやぁ」

  　

  「艾莉小姐，别挑衅她了！」

  「アイリさん煽らないで！」

  　

  　如此这般，当夜之女特制蛋包饭完成时，最终头目系少女的战意已经完全被粉碎了。她看着自己颤抖的手，喃喃自语着「怎么可能……怎么可能……」。真可怜(小并感)。

  　そんなこんなで、夜にい特製オムライスが完成する頃には、ラスボス系少女の戦意は完全に打ち砕かれていた。わなわなと震える自分の手を見つめて「バカな……馬鹿な……」と呟いている。かわいそう(小並感)

  　

  「晚餐做好了，把游戏收起来吧。」

  「夕飯できたぞー、ゲームしまえー」

  　

  「好——」

  「はーい」

  　

  　我把刚做好的蛋包饭放在客厅的桌上，这么一喊，朝阳就第一个冲了过来。

  　出来立てのオムライスを居間のテーブルに置きながら声をかけると、いの一番に朝陽が飛んできた。

  　

  「哇，是蛋包饭。好久没吃了！」

  「わっ、オムライス。久しぶりだ！」

  　

  「因为最近都是交给爸爸做……喂——那边那两位。」

  「最近は父さんに任せっぱなしだったからな。……おーい、そこのお二人さん」

  　

  　我朝一脸得意和一脸不甘心地互瞪的两名少女喊道。

  　ドヤ顔と悔し顔でにらめっこをしているそっくり少女二人に声を掛ける。

  　

  「游戏之后再找时间报仇就行了吧？总之先吃饭吧。」

  「ゲームはまた後でリベンジすりゃいいだろ？　とりあえず飯にしよう」

  　

  「嗯，我知道了。」

  「うん、わかった」

  　

  「你给我记住！我绝对要让你哭出来！」

  「お前あとで覚えておけよ！　絶対泣かすからな！」

  　

  　看来她被削弱的战意在短短几秒内就恢复了。这个最终头目的精神力还真强。

  　どうやら彼女の削がれた戦意はものの数秒で戻ってきたらしい。メンタル強いなこのラスボス。

  　等三人就座后，我暂时回到厨房，打开冰箱确认里面的东西。

  　三人が席についたところで俺は一旦キッチンに戻り、冷蔵庫を開けて中を確認した。

  　

  「嗯……麦茶、牛奶和综合果汁，你们要喝哪个？」

  「んー……麦茶と牛乳とミックスジュース、みんなどれがいい？」

  　

  「我要麦茶。」

  「ボク麦茶で」

  　

  「我也是。」

  「私も」

  　

  　我拿起装着两人想要的麦茶的水壶，再次看向剩下的一人，确认她的意见。

  　二人の希望する麦茶の入ったポットを手に取り、改めて確認をするように視線を残る一人に向けた。

  　

  「你呢？」

  「お前は？」

  　

  「只有刚才最后说的那个我没喝过。那个不错哦。」

  「さっき最後に言ったヤツだけ飲んだことがない。それがいいぞ」

  　

  「综合果汁？」

  「ミックスジュース？」

  　

  「对，米克修兹。」

  「そう、ミックチュズース」

  　

  　…………嗯？

  　…………うん？

  　

  「你说什么？」

  「なんて？」

  　

  「你、你是故意的吧，别误会了。给我米克修兹。」

  「わ、わざとだ、勘違いするなよ。ミックシュズーシュを貰おうか」

  　

  　又说错了。连小学生都不会这样口误吧。

  　また間違えてんじゃねぇか。小学生でもそんな言い間違いはしそうにないぞ。

  　

  「……米、米克修兹。」

  「……みっ、みっくちゅじゅーしゅ」

  　

  「嗯。」

  「うん」

  　

  「米克修兹……！」

  「みっくちゅじゅーす……！」

  　

  「真可惜。」

  「惜しいな」

  　

  「米克！！修兹！！！」

  「みっくちゅ！！　じゅーちゅッ！！！」

  　

  「你是故意的吧？」

  「お前わざとやってないか？」

  　

  「你说什么！！」

  「何を貴様ァッ！！」

  　

  　呜哦哦哦快住手！别乱动，桌子会摇晃！你不是自己说你是故意的吗！

  　うおぉぉやめろ！　テーブル揺れるから暴れんな！　自分でわざとって言ってたじゃん！

  　

  　

  　……我花了一点时间才让她冷静下来。

  　……少し時間を掛けて彼女を落ち着かせた。

  　粉碎者终于收起悔恨的泪水，现在正笑容满面地吃着蛋包饭。她的情绪起伏不会太激烈吗？

  　ようやく悔し涙が引っ込んだクラッシャーは今、満面の笑みでオムライスを頬張っている。感情の上下が激しすぎない？

  　

  　算了，总之平安撑到吃饭时间，我总算放心了。

  　まぁ、ともかくこうやって食事の時間まで無事に漕ぎ着けられて安心した。

  　粉碎者现在也乖乖地吃着饭，我也不必多操心，可以开始吃饭了。先休息一下吧。

  　クラッシャーも今は大人しく食べてるし、余計な心配をすることなく俺も食事ができる。ひとまず休憩だな。

  　

  「对了……晚上……」

  「そう言えば……夜にい」

  　

  「嗯？要再来一碗吗？」

  「ん、おかわり？」

  　

  　吃完蛋包饭的朝阳向我搭话。

  　オムライスを食べ終えそうになっている朝陽が声を掛けてきた。

  　很可惜，蛋包饭已经没了，不过父亲去町内会之前有做些配菜，那些还有剩，就拿那些出来吧。

  　残念ながらオムのおかわりは無いが、町内会へ向かった父親の作り置きのおかずなら残ってるし、それを出そうか。

  　

  「不是啦……那个……」

  「そうじゃなくてね。……えーと、その」

  　

  　朝阳欲言又止，视线转向他身旁的粉碎者。

  　言い淀んでいる朝陽の視線は、彼の隣にいるクラッシャーへと注がれている。

  　

  　……怎么了？是不方便当着本人的面说的事吗？虽然粉碎者吃饭时的确有点太激动，但并没有用力敲打餐具，也没有发出吵杂的咀嚼声。她意外地很有规矩地闭着嘴咀嚼，盘子里的蛋包饭也没有洒出来。这都要归功于真冈的教育吧。

  　……なんだろう、本人には言いづらい事かな？　確かにクラッシャーは少々勢いよく食べているけども、食器を強く鳴らしているわけでも五月蠅い咀嚼音を響かせているわけでもない。意外と行儀よく口を閉じてモグモグ噛んで、皿からもオムライスを零すことなく食べている。真岡の教育の賜物だろう。

  　

  　……嗯～不行，我无法理解朝阳的想法。虽然很抱歉，但还是直接问吧。

  　……んー、だめだ、朝陽の気持ちを察することができない。悪いけど直接聞いちゃおう。

  　

  「粉碎者怎么了吗？」

  「クラッシャーがどうかしたか？」

  　

  「嗯咕嗯咕？」（她不会说话）

  「んぐんぐっ？」(喋れない)

  　

  「那个，就是……我觉得『粉碎者』这个名字有点难叫。」

  「えと、それ。その“クラッシャー”って、少し呼びづらいかなって」

  　

  「是吗？」

  「そうか？」

  　

  　嗯，这么说来确实如此。名字听起来有点像机器。在我和真冈这些相关人士面前就算了，要是在外面叫这个名字……再加上这家伙的外表是个娇小的少女，会让人有点犹豫。

  　まぁ、言われてみれば確かに。少々名前が機械的すぎる気がしなくもない。俺や真岡といった関係者の前ならともかく、外でこの名前を呼ぶのは……コイツの見た目が背の小さい少女というのも相俟って、些か気が引ける。

  　

  　实际上，我父亲也苦笑着说：「应该有更好叫的昵称吧？」

  　実際俺の父親にも「もう少し良いニックネームがあるんじゃない？」と苦笑いされたくらいだ。

  　那个人不相信世界粉碎者这个名字，也是因为「粉碎者」听起来很危险吧。至少很难说是个适合用来称呼少女的名字。

  　あの人がワールドクラッシャーという名前を信じていない、というのもあるがそもそも“クラッシャー”という響きが物騒なのだろう。少なくとも少女を相手に呼んでいい名前とは言い難い。

  　

  　……不过这家伙是少女还是少年，甚至原本有没有性别都不得而知。

  　……まぁ、こいつが少女なのか少年なのか、そもそも性別が元から存在しているのかは知らないが。

  　总之现在的外表是少女。考虑到对外观的影响，还是重新考虑一下是否要一直称呼她为粉碎者比较好。

  　ともかく今の見た目は少女なのだ。外面を考えてもクラッシャークラッシャーと連呼するのは考え直した方が良さそうではある。

  　

  「嗯咕……咕嘟。我维持这样就好。」

  「んぐ………ゴクンっ。我は別にこのままで良いぞ」

  　

  　总算把嘴里的食物吞下去的粉碎者若无其事地说道。

  　ようやく口の中の物を飲み込んだクラッシャーがあっけらかんと発言した。

  　

  「不过我对这个名字也没有什么留恋。」

  「まぁ別段この名前に愛着があるわけではないが」

  　

  「是吗？」

  「そうなのか？」

  　

  「老实说……名字这种东西没什么大不了，只是类似专有名词。如果你们是『人类』，那我就是『世界粉碎者』，只是这样而已。」

  「ハッキリ言えば……名前なんて大層なものではなく、ただの固有名詞に近い。お前たちが『人間』なら、我は『ワールドクラッシャー』というだけの話だ」

  　

  　不是世界粉碎者这个名字，而是世界粉碎者这个存在。不是「人类」，而是「世界粉碎者」这种生物……是这个意思吗？虽然我不是很懂。

  　ワールドクラッシャーという名前なのではなく、ワールドクラッシャーという存在。“人間”ではなく“ワールドクラッシャー”という生物……ってことか？　よく分からんけど。

  　

  「话虽如此，这也是唯一能用来形容我的词语。与其被用毫无关系的名称称呼，不如继续叫粉碎者就好。」

  「とはいえ我を現す唯一の言葉でもある。全く関係の無い名称で呼ばれるくらいならクラッシャーのままでいい」

  　

  　粉碎者边说边再次吃了起来，一旁的朝阳像是想到什么似地抬起头。

  　そう言いながら再び食べ始めたクラッシャーの隣で、朝陽がなにやら思いついたように顔を上げた。

  　

  「……啊，那取个简称怎么样？就像艾莉小姐那样。」

  「……あ、じゃあ略称とかどうかな？　ほら、アイリさんみたいに」

  　

  「嗯呼嗯？」（她还不能说话。）

  「んふほん？」(喋れない)

  　

  　我知道朝阳想说什么。如果不喜欢完全不同的名字，那把世界粉碎者这个名称缩短，用好叫一点的名字来称呼她怎么样？

  　朝陽の言いたいことは分かる。全く別の名前が嫌なら、ワールドクラッシャーという文字を縮めて呼びやすい名前で呼ぶのはどうか、という話だ。

  　

  　举例来说，不只是朝阳，莲、小春和死亡游戏攻略者们也都把艾莉儿的名字缩短成『艾莉』来称呼。艾莉儿这个名字确实有点长，用短一点又好叫的名字来称呼或许比较自然。也因为这样，只有我一个人没有缩短她的名字，直接叫她艾莉儿。

  　例を挙げるとすれば、既に朝陽のみならずレンや小春、デスゲーマーズの皆もアイリールの事を『アイリ』と縮めて呼称している。確かにアイリールという名前も微妙に長いし、短くて呼びやすい名前で呼ぶ方が自然なのかもしれない。そのせいもあって彼女の名前を縮めることなくそのまま呼んでいるのは俺一人だけだ。

  　

  「嗯咕……唔嗯，好吧。你们就随便缩短来称呼吧。」

  「んくっ。……うむ、よかろう。好きに縮めて呼ぶがよい」

  　

  「谢谢。夜伊有什么想法吗？」

  「ありがとう。夜にいは何か案ある？」

  　

  「呃……」

  「えぇ……」

  　

  　缩短世界粉碎者，而且要好叫对吧？嗯嗯——该怎么办呢？

  　ワールドクラッシャーを縮めて、かつ呼びやすくなればいいんだよな？　んんー、どうしたもんかね。

  　

  　我实在没什么命名的品味。就连我命名的那个死亡游戏攻略者队名也只是顺势取的……这么说来，我记得如果采用多数决的话，那个队名应该会变成『莉亚小姐守护队』。幸好没有采用多数决……！

  　俺ってネーミングセンス無いんだよな。俺が名付け親のあのデスゲーマーズってチーム名も成り行きでそうなっただけだし。………そういえば、アレって確か多数決採用してたら『リアさん守護り隊』になるはずだったんだっけ。あっぶねぇ多数決取らなくてよかったァ……！

  　

  　所以，刚刚在说什么？……啊啊，对了对了，简称。

  　で、なんだっけ？　……あぁ、そうそう、略称ね。

  　

  　世界粉碎者，世界粉碎者啊。

  　ワールドクラッシャー、ワールドクラッシャーか。

  　

  「嗯……瓦沙？」

  「んー……ワッシャーとか？」

  　

  「跟粉碎者没什么差别。」

  「クラッシャーから大して変わってない気がするぞ」

  　

  　被本人极为正确的指摘了。

  　ご本人からの至極まっとうな指摘を受けました。

  　

  「艾莉儿有想到什么名字吗？」

  「アイリールは名前の候補ある？」

  　

  「瓦鲁。」

  「ワル」

  　

  「……总觉得不太喜欢。」

  「……なんかやだ」

  　

  　这与其说是粉碎者在闹脾气，不如说单纯只是我们两人的命名品味太差了。抱歉啊。

  　これはクラッシャーが駄々こねているというより、単純に俺たち二人のネーミングセンスがカスだというだけだな。ごめんね。

  　

  「朝阳，剩下的就交给你了！！」

  「あとは任せたぞ朝陽っ！！」

  　

  「咦咦！？」

  「えぇ！？」

  　

  　我把命名全部丢给朝阳，自己则去厨房回收大家吃完的餐具，开始洗碗。

  　名付けは全部朝陽に丸投げし、俺は皆が食べ終わった食器を回収して台所へ行き、皿洗いを始める。

  　

  　我从厨房望着嘴里念着「不是这个，也不是这个」，一边思考着的朝阳，几分钟后，朝阳没什么自信地开口。

  　アレじゃないコレじゃないと唸りながらいろいろ考えている朝陽をそのまま台所から眺めていると、数分後に朝陽が自信なさげに口を開いた。

  　

  「……因为是世界粉碎者，所以简称『露库拉』……之类的。」

  「……ワールドクラッシャーだから、縮めて『ルクラ』……とか」

  　

  　朝阳小心翼翼地询问本人。

  　おずおずと本人に尋ねる朝陽。

  　那么，怎么样呢——

  　さて、どうだ──

  　

  　

  「……唔嗯。」

  「……ふむ」

  　

  　

  　紫少女将手放在嘴边，在脑中咀嚼着朝阳说的名字。

  　口に手を添え、朝陽に言われた名前を脳内で咀嚼する紫少女。

  　不过，令人意外的是，她很快就有了答案。

  　だが、意外にも答えはすぐに出てきた。

  　

  「不错，很有名字的感觉。」

  「良いな、いかにも名前っぽい」

  　

  「咦？真的吗？」

  「え、ほんと」

  　

  「你可以感到骄傲，美咲朝阳。你是吾的新命名者。」

  「誇るがいい美咲朝陽。貴様は我の新たな名付け親だ」

  　

  「谢……谢谢？」

  「あ……あり、がとう？」

  　

  　虽然朝阳不知道这到底该不该感到骄傲而感到困惑，但粉碎者——不，『露库拉』却有些开心地微笑着。

  　果たして誇ることなのかどうか見当がつかない朝陽は困惑しているが、当のクラッシャーは───いや、『ルクラ』は少し嬉しそうに微笑んでいる。

  　

  　不知道是因为没有直接接触过，还是因为来到这个家后一直被温柔对待，露库拉对朝阳的态度比较柔和。或许是因为和我或艾莉儿不同，没有仇恨，所以比较容易接受吧。

  　直接関わったことが無いからなのか、はたまたこの家に来てからずっと優しくされているからなのかは解らないが、ルクラは朝陽に対しては比較的物腰柔らかだ。俺やアイリールと違って恨みなどが無い分受け入れやすいのかもしれない。

  　

  「我来摸摸你吧～」

  「撫でてやるぞ～」

  　

  「哇哇！」

  「わわっ」

  　

  　不，单纯只是很亲近她吧。不过，能相处融洽的话，那是再好不过了。

  　いや単純に懐いてるだけか。まぁ仲良くしてくれるならそれに越したことはない。

  　

  「等等，露库拉小姐……」

  「ちょ、ルクラさん……」

  　

  「呵呵呵。怎么样，美咲朝阳，今晚我可以任命你负责哄吾睡觉哦。」

  「ふふふ。どうだ美咲朝陽、今夜は我の寝かしつけ係に任命してやってもいいぞ」

  　

  　「这可不能当作没听见呢？」

  　聞き捨てならんな？

  　

  「不行！！！！！！！！！！！！！！！！」

  「ダメ！！！！！！！！！！！！！！！！」

  　

  「哇！你干嘛！？」

  「わッ！　何だお前！？」

  　

  「除了父母以外，能和朝阳一起睡觉的只有我。要是让她和你这种家伙一起睡，不知道会带来什么不良影响。」

  「両親以外で朝陽と一緒に寝ていいのは俺だけだ。ましてや貴様なんぞと寝させたらどんな悪影響を及ぼすか分かった事ではない」

  　

  「你到底把吾当成什么了！！」

  「我をなんだと思っているのだ！！」

  　

  　「总之就是不行！！海夜兄妹勉强还在容许范围内，你则是完全出局！！太遗憾了！！好了，5963辛苦了！！！！」

  　とにかくダメですぅぅぅぅぅぅ！！　海夜兄妹がギリギリ許容範囲なのでお前は論外ですぅぅぅぅぅ！！　残念でしたぁぁぁぁぁ！！　はい5963ごくろうさぁぁぁぁぁぁぁぁぁん！！！

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　晚餐后过了几个小时，时钟的指针已经指向正上方。

  　夕食が終わって数時間後の、もう時計の針がまっすぐ上を向く頃。

  　这是朝阳和町内会的活动结束，父亲也已经睡着的时段。

  　朝陽や町内会から帰ってきた父親が布団でスヤスヤしているそんな時間帯。

  　

  　我们差不多该睡了——正当我这么说的时候，露库拉却说「游戏还没雪耻完，还有今天的冰还没吃」，于是我和艾莉儿只好被派去附近的便利商店。

  　俺たちもそろそろ寝ようか、と言ったところでルクラが「ゲームのリベンジがまだだぞ。あと今日の分のアイスよこせ」とおっしゃりやがったので、俺とアイリールは近所のコンビニへと駆り出された。

  　

  　因为家里没有冰，所以才特地来便利商店，但因为现在是冬天，外面很冷，从出门开始，身旁的艾莉儿就一直抖个不停。

  　家にアイスが無かったのでわざわざコンビニまで来たわけなのだが、季節が冬ということもあって外は肌寒く、隣にいるアイリールが外に出た時からずっとプルプル震えていた。

  　

  　因此，我们现在正拿着目标的冰棍，以及用来温暖怕冷的她的热奶茶走在回家的路上。

  　というわけで、お目当ての品であるアイスキャンディーと、寒がりな彼女を温める為のホットミルクティーを買って帰り道を歩いているのが、現在の俺たちだ。

  　我们并肩走着，抵抗着刺骨的寒风，朝家的方向前进。

  　二人並んで歩きながら、肌を刺すような寒風に抗って帰宅を目指している。

  　

  「可恶……好冷啊。」

  「くっそぅ……寒いなぁ」

  　

  「晚上也要喝奶茶吗？」

  「夜もミルクティー飲む？」

  　

  「谢啦，我要。」

  「サンキュ。貰うわ」

  　

  　艾莉儿体贴地帮我拿了一瓶奶茶，瓶身还很温暖。对现在的我来说，这根本就是暖暖包，但还是得趁热喝掉才行。

  　気を遣ってくれたアイリールから受け取ったミルクティーのボトルはまだ温かい。今の俺にとってはカイロもいいところだが、冷めないうちに飲まなければ。

  　

  「呼～好暖和……啊，抱歉，喝太多了。」

  「はぁぁ～、温まる。……ぁっ、わり、飲み過ぎた」

  　

  「全部喝掉没关系，反正是夜帮我买的。」

  「全部飲んでいいよ。夜が買ってくれた物だし」

  　

  「比我还怕冷的家伙在说什么啊。来，还你。」

  「俺より寒がってたやつが何を言う。ほら返すよ」

  　

  　我把喝掉一半的奶茶还给艾莉儿。

  　半分ほど飲んでしまったミルクティーをアイリールに返した。

  　虽然我只打算喝一点点，但保温瓶的容量本来就很少，喝完一瓶也不奇怪。

  　気持ち的には少しだけ飲んだつもりだったが、やはり温かいボトルは内容量がそもそも少ないのが難点だ。

  　

  「…………欸，你有发现吗？」

  「…………ねぇ、気づいてる？」

  　

  　艾莉儿双手拿着没有拴紧的保温瓶，盯着瓶口喃喃说道。

  　キャップを絞めていないボトルを両手で持ち、それの飲み口をジッと見ながらアイリールが呟いた。

  　

  「咦？发现什么？」

  「え、なにが」

  　

  「刚才的——间接接吻。」

  「さっきの──間接キス、だよ」

  　

  　………啊，这么说来，的确如此。我自然而然地接过保温瓶就直接喝了，所以几乎没有意识到。

  　…………あぁ、言われてみれば、確かに。自然に受け取ってそのまま飲んだから、ほとんど意識していなかった。

  　

  　

  　——拜托，不要突然说这种让人害羞的话好吗？

  　──ちょっと、急に恥ずかしくなるような事言うのやめてくれません？

  　

  　

  「干嘛又提这件事……」

  「何で改めて言うんだ……」

  　

  「你的脸很红哦。」

  「顔、赤いよ」

  　

  「啰嗦。」

  「うっせ」

  　

  　要不是你提起，我也不会这么尴尬。竟然让我意识到这种事。

  　お前が言わなきゃこうなってないよこの野郎。変に意識させやがって。

  　

  「……为什么觉得害羞？」

  「……どうして恥ずかしいの？」

  　

  「我哪知道。艾莉儿的脸也很红啊。」

  「わっかんねぇよ。てかアイリールだって顔赤いじゃないか」

  　

  「我、我只是觉得冷而已，才不是害羞。」

  「さ、寒いだけ。別に恥ずかしがってない」

  　

  　银发少女勉强挤出借口，把脸别向一旁。要是再继续追问，她可能会生气，还是先别提这件事吧。

  　苦し紛れな言い訳を言ってプイッと顔を逸らす銀髪少女。変につつくと怒るかもしれないから、とりあえずこのままにしておこう。

  　

  　

  　——明明几乎每天一起洗澡，还睡在同一张床上，没想到只是间接接吻，就让我们脸红成这样。

  　──ほぼ毎日一緒に風呂に入ったり添い寝もしてるのに、間接キス程度でここまで互いに赤面するとは思わなかった。

  　

  　当然，洗澡时我并没有仔细看她的裸体，睡觉时也没有紧贴在一起……不过，我们之间的关系果然很微妙，看似亲近却又不会太亲近。

  　もちろん風呂の時だってしっかり裸を見てるわけじゃないし、添い寝だって密着してるわけじゃないけども……やっぱり近いようで近すぎない、妙な関係だ。

  　

  　

  「啊。」

  「あっ」

  　

  　回过神来，已经到家门口了。看来我走路时一直在想事情，没有注意到前方。老是想些琐碎小事是我的坏习惯☆

  　気がつけばもう家の前だった。どうやら気がつかない内に、前も見ず歩いたまま思慮に耽っていたらしい。細かいことばかり考えてしまうのがぼくの悪い癖っ☆

  　

  「冰淇淋要融化了，快点进去吧。」

  「アイス溶けちゃうよ、早く入ろ」

  　

  「嗯。」

  「おう」

  　

  　对了，露库拉还在等我。

  　そういやルクラのこと待たせてるんだった。

  　不快点回房间的话，她可能会生气。快点！

  　早く俺の部屋に戻らないと下手すりゃキレられる可能性もある。いそげー！

  　

  　

  「啊，对了，艾莉儿。」

  「あ、そうだアイリール」

  　

  「嗯？」

  「ん？」

  　

  「露库拉说要报游戏的仇，下次记得手下留情。」

  「ルクラのやつ、ゲームのリベンジって言ってただろ？　次はちゃんと手加減してやってくれ」

  　

  「嗯，知道了。」

  「うん、了解」

  　

  　约好之后，我们转眼间就来到我房间前。

  　そんな約束を取り付けて数十秒、俺たちはあっという間に俺の部屋の前に到着した。

  　——不过，好像有点不对劲。

  　──しかし、ちょっと違和感が。

  　

  「……奇怪，没听见游戏的声音。」

  「……あれ、ゲームの音しないぞ」

  　

  　我们出门前，露库拉的确在玩电玩，用训练模式热身。时间没过多久，我还以为她会继续玩。

  　ルクラは俺たちが出かける前、たしかゲームを起動してトレーニングモードで肩慣らしをしていた筈。さほど時間も経ってないからまだ続けてると思ったんだけど。

  　

  「睡着了吗？」

  「寝ちゃったのかな」

  　

  「叫人跑腿……自己却先睡着，不可原谅。」

  「人をパシリにしておいて……先に寝てやがったら許さんぞアイツめ」

  　

  　不陪她玩是最轻松的，她睡着的话就太好了。拜托你睡着吧！

  　まぁ相手をしないのが一番楽だから寝てもらってた方が助かるんですけどね。できれば寝ててくれよな！

  　

  　

  「我回来了。我买冰——」

  「ただいま。アイス買ってき───」

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「唔——把阴道内射精的汉字写成『ナカダシ』果然不对——哦，你们回来啦。」

  「うーむ、やはり膣内射精という漢字をナカダシと呼ぶのは間違いなのでは──おやっ、あぁ二人とも。おかえり」

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　——露库拉正一脸认真地看着之前吴原送我的色情同人志。

  　───前に呉原からプレゼントされたエロ同人誌を、ルクラが真剣な目で読書してやがる。

  　

  　

  　

  「对了美咲夜，啊啊，达古斯特莉亚也行……『高潮开关ON!』是什么？字典上没有这个词，告诉我意思。」

  「時に美咲夜。あぁダグストリアでもよいのだが……『アクメスイッチON!』とは何だ？　辞書には載っていない。意味を教えろ」

  　

  「………………不、不是。」

  「………………い、いや」

  　

  　不是不是不是不是不是不是不是。

  　いやいやいやいやいやいやいやいやいや。

  　高潮开关ON!是什么？你问这什么问题啊。

  　アクメスイッチON! とは何だ？　じゃないが。

  　

  　你在做什么？那本同人志我应该藏在上锁的抽屉里，不让任何人发现才对。

  　何してんの？　その同人誌は誰にも見つからないように鍵付きの引き出しに封印しておいたはずなんだけど。

  　

  「——啊啊！！？」

  「──あ゛ぁ゛ッ！！？」

  　

  「咿！？」

  「ぴっ！？」

  　

  　桌子的抽屉被整个破坏了！？而且连桌子都变成两半了啊啊啊！？

  　机の引き出しぶっ壊されてるゥ！？　それどころか机ごと真っ二つになってんじゃねぇかァァッ！？

  　

  「你在干嘛啊笨蛋！？」

  「何してんだ馬鹿テメェ！？」

  　

  「……因、因为那个抽屉打不开，太嚣张了……」

  「……だ、だってあの引き出し、全然開かなくて生意気だったから……」

  　

  　就算是这样也不用把桌子整个破坏掉吧！？你的思考回路到底怎么了啊！！

  　だからって机ごと破壊はしねぇだろ！？　お前の思考回路どうなってんだよマジで！！　

  　

  「我、我的随从也教过我！在意的事就要全部调查清楚！」

  「わ、我が従者からも教わったぞ！　気になることは何でも調べてみろと！」

  　

  「这不能成为破坏别人家的家具，乱翻私人物品的理由吧！？话说把书还给我！」

  「他人の家の家具ぶっ壊して私物漁っていい理由にはならねぇよ！？　ていうかそれ返せ！」

  　

  「你算哪根葱啊，竟敢妨碍我读书！」

  「読書の邪魔をするとは何様だお前は！」

  　

  「我就是这本书的主人啦混账！快点还给我你这个强盗！」

  「その本の持ち主様だよチクショウ！　さっさと返しやがれこの強盗犯がァッ！」

  　

  　真冈的教育似乎还不够充分呢！

  　真岡さんの教育はまだ不十分だったようですわね！　

  　那个人妖竟然敢带这家伙出门！？

  　よくコイツ連れて外出できたなあのオカマ！？

  　

  「可恶！」

  「このっ！」

  　

  「啊啊！我的书！」

  「あぁっ！　我の本！」

  　

  「是我的书！你什么时候变成这个家的居民了！」

  「俺の本だよ！　いつからこの家の住人になったんだお前は！」

  　

  　这家伙真是令人难以置信。这已经不是不谙世事的等级了。

  　ほんっっとに信じられねぇコイツ。世間知らずとかそういうレベルじゃないぞ。

  　总之桌子的赔偿就向真冈请求吧，就这么办。

  　とりあえず机の弁償は真岡に請求しよう、そうしよう。

  　

  「咕呜呜……算、算了，反正我重看了四次。」

  「ぐぬぬ……ま、まぁ？　四回ほど読み直したから別にいいが」

  　

  「你把这本书看了四遍？真的假的？」

  「お前この本を四周もしたの？　マジで？」

  　

  　这是大约一年前吴原送我的生日礼物，虽然画风算是漂亮，但内容太重口味了，就连我读完一遍后都觉得有点害怕。『高潮开关ON!』这种台词还只是开头而已，更糟糕的台词散布在整本书里，简直就是性癖大杂烩。

  　約一年前に呉原から誕生日にプレゼントされた本で、絵は綺麗な部類なのだが内容がハードすぎて俺でも一回読み終わった後少し怖くなった品である。『アクメスイッチON!』なんて台詞はまだまだ序の口。もっとヤバいのがいくつも散らばっている性癖のごった煮本がこの同人誌なのだ。

  　

  　这家伙竟然看了四遍……这家伙是人类吗……

  　それを四周だと……こいつ人間か……。

  　

  「根据这本书，这种行为就叫做交配。」

  「その本によればそういった行為が交尾というものなのだな」

  　

  「别说什么交配！」

  「交尾いうな！」

  　

  「书上是这么写的啊？呃，我记得……上面还有异次元高潮脑内短路制造无限婴儿野兽性交这些词，是这样写没错吧？」

  「それにはそう書いてあったぞ？　えーと、確か……異次元アクメ脳内ショート赤ちゃん無限製造ケダモノファックという言葉もあったが、そっちが正しいのか？」

  　

  「怎么可能啊！？」

  「んなわけねぇだろうが！？」

  　

  　这孩子到底读得多仔细啊！？好可怕！竟然能毫不害羞地说出刚才的台词，这家伙太可怕了！

  　どこまで読み込んでんのこの子！？　こわい！　今のセリフを恥ずかしげもなく言ってのけるのヤバい！

  　

  「不……不过真是令人惊讶。」

  「いや……しかし驚いた」

  　

  「我想也是，嗯。」

  「そりゃそうでしょうね、えぇ」

  　

  「没想到竟然有这种活动，不需要特殊道具，也不需要摄取美味的食物，只要肉体健全，就能得到让语言能力低下的幸福感。」

  「特殊な道具を必要とせず、なおかつ美味しい食べ物などを摂取せずとも、肉体さえあれば言語能力が低下してしまう程の幸福感を得られる活動があるとは知らなかった」

  　

  　不不不，才不是那么高尚的东西呢。你是不是被那本书洗脑了？

  　いやいやそんな高尚なもんじゃねぇぞ？　きみちょっとあの本に洗脳されてません？

  　

  「你们也做过吗？那个叫交配的，能得到语言能力低下的幸福感。」

  「お前たちもしたことあるのか？　言語能力が低下する程の幸福感を得られる交尾とやらを」

  　

  　

  　那种事…………………………我无法说没有，真可恨。呜……！

  　そんなの……………………………無い、と言えない自分が恨めしい。ぐぅぅ……！

  　

  　

  　可恶，那对兄妹！！那对兄妹啊啊啊啊啊啊！！

  　ちくしょうあの兄妹！！　あの兄妹がぁぁァァァァッ！！

  　可恶就算这样最后也是我主动邀他的我也没办法抱怨什么可恶……！！

  　クッッッソでも最後辺りは自分から誘ったし何も文句言えねぇちくしょう……っ！！

  　

  「嗯嗯嗯…………！」

  「ん゛ン゛ン゛…………っ！」

  　

  「有哦，晚上也有。因为晚上和我是一体的，所以也有。」

  「あるよ、夜も。夜とは一つだったから、私も」

  　

  「哦哦。」

  「ほほう」

  　

  　艾莉儿，你不用多嘴啦！？没必要告诉她吧！？

  　アイリールちゃん余計なこと言わないでいいんだよ！？　伝える必要なくない！？

  　

  「也就是说，那是和吃饭同等的常识性活动吗……可是我从没看过有人在交配。」

  「つまり食事と同レベルで行う常識的な活動なのか。……にしては交尾をしている人間は見たことがないが」

  　

  「不，请不要拿它和吃饭相比。那不是理所当然该做的事，完全不一样。至少不是可以在人前光明正大说出口的词。」

  「いや食事と比べないでくれ？　そんな当たり前にやることじゃないから。全然違うから。少なくとも人前で堂々と言っていい単語でもないから」

  　

  「嗯嗯？是偷偷摸摸做的事吗？我越来越不懂了……」

  「んん？　内緒でやることなのか？　ますます解らんな……」

  　

  　露库拉抱着紫发沉吟。可以的话，我希望她就这样不懂，然后忘记这件事。

  　紫髪を抱えて唸るルクラ。できればそのまま解らないまま忘れて欲しい。

  　

  　

  「……不过，我很有兴趣。书上不行的话，你们就直接教我吧。」

  「……だが、興味があるぞ。本が駄目なら直接お前たちが教えろ」

  　

  　

  　这家伙笑容满面地说出了疯狂的发言。

  　満面の笑みで素敵に狂ったことを言いやがったぞこいつ。

  　

  　

  「你、你是笨蛋吗！」

  「ばっ、馬鹿か！」

  　

  「我非常认真！你们知道我却不知道，这样很不公平吧！」

  「至って真面目だ！　お前らが知っているのに我が知らないのは不公平だろう！」

  　

  　咦，这是什么基准！？哥哥不懂！！

  　え、どういう基準！？　お兄さんわかんない！！

  　

  「如果除了吃饭以外还有其他有趣的事，不知道就亏大了！再说，你们有义务教导我这个世界的事！那时说要补偿我，难道是骗人的吗！？是骗人的吗！！」

  「食事以外にも楽しい事があるなら知らなければ損！　そもそもお前らには我に世界を教える義務があるんだぞ！　あの時の償うという言葉は嘘か！　嘘なのか！！」

  　

  「这是两回事吧！？那不是可以随便说『好，来教我吧』就能教的事！」

  「それとこれとは話が別だろ！？　んな気軽に「はいやりましょう教えましょう」って出来る事じゃねぇんだよ！」

  　

  「你老是这样！老是这么任性！给我适可而止！！」

  「ああ言えばこう言う！　我が儘ばっかりだなお前は！　いい加減にしろ！！」

  　

  　一直任性的是你吧！？奇怪的是我吗！？

  　ずっと我が儘言ってんのはお前の方じゃないのか！？　俺がおかしいのか！

  　

  　

  「……哼，你们要这样，那就算了。我只要回隔离空间累积力量就好。」

  「……フンっ、お前たちがそういう態度なら別にいいさ。我は隔離空間に戻って力を溜めるだけだ」

  　

  　

  「什……！」

  「なっ……！」

  　

  　现在说这种话太狡猾了……不狡猾吗？

  　それを今出すのはズルい……ズルくない？

  　

  「……晚上就这样让她回去的话，太危险了。」

  「……夜、このままあの子を帰らせるのは危ない」

  　

  「我、我知道……！」

  「わ、分かってるけど……！」

  　

  　我明白现在露库拉待在这个世界才是最重要的事。如果她待在这里无法累积力量，无论如何都得让她在这个世界待久一点。

  　今こっちの世界にルクラがいる事実こそが重要だという事は理解してるんだ。こっちにいることで力を溜められないのなら、是が非でも長くこっちの世界に居てもらわなければならない。

  　

  　而且……如果她就这么生气地回去，她很有可能不会回来。这样不行，非常不行。人类会灭亡的。

  　そして……このまま怒らせたまま帰らせると、此方に戻ってこない可能性も十分存在する。それはマズイ、とてもマズイ。人類が滅んでしまう。

  　

  　只能下定决心了吗！是这样吗！？

  　腹を括るしかないのか！　そうなのか！？

  　

  「等等，露库拉。」

  「待って、ルクラ」

  　

  「等一下！」

  「ちょっと待ってくれ！」

  　

  「怎么了？改变主意了吗？」

  「何だ。気が変わったか？」

  　

  「呃……那个……」

  「ええっと……その……」

  　

  　我犹豫了。不对，对刚认识的第一天的人提议那个也太难了！

  　躊躇ってしまう。いや出会って初日の相手にアレを提案するのキツすぎるぅ！

  　

  　

  「怎么了？老实说！」

  「どうした？　正直に言え！」

  　

  　

  　唔唔唔……这家伙……！这家伙……！！

  　ぐぬぬぅ……こいつぅ……！　こいつめぇぇ……ッ！！

  　

  　

  　

 
  幕間　海夜兄妹との小話

  幕间与海夜兄妹的小故事

  　三十分钟后，地点来到海夜家的玄关。

  　あれから三十分後。場所は海夜家の玄関にて。

  　

  　从美咲家走回这里的路上，露库拉被寒风冻得瑟瑟发抖，一进到家里便急急忙忙地往屋里跑。

  　美咲家からここまで歩いてくる道中に散々寒風に吹かれたルクラが、忙しない様子でドタドタと家の中へと上がっていく。

  　

  「在哪！我该进哪个房间！？好冷啊！」

  「どこだ！　どの部屋に入ればいい！？　寒いぞぉーっ！」

  　

  「上二楼的楼梯上去马上就是莲斗的房间了，他说他已经开暖气了。」

  「二階への階段上がってすぐのところに蓮斗の部屋があるぞ。そこならもう暖房つけてるって」

  　

  　露库拉一听到我的话，立刻往二楼冲去。

  　俺の言葉を聞くや否や即座に二階へと駆け上がっていくルクラ。

  　

  「我来盯着露库拉。」

  「私、ルクラのこと見張っておくね」

  　

  　艾莉儿也快步追了上去。说是盯着，其实她自己也想快点去开暖气吧。

  　次いで足早に彼女を追いかけていくアイリール。見張りと言いつつ彼女も早く暖房に当たりたいのだろう。

  　

  　结果，海夜家的玄关只剩我一个人。明明是冬天的深夜，露库拉却依然精神饱满，想到这里我便自然地叹了口气……好想快点睡觉。

  　結局、海夜家の玄関に一人俺だけが取り残された。冬の深夜だというのに未だ活発なルクラの事を考えると、自然とため息が出てくる。……早く寝たい。

  　

  　我忍不住将这句抱怨脱口而出，这时小春和莲也从一楼的客厅来到玄关。小春穿着大衣，莲则穿着睡衣。

  　そんな愚痴染みた心の声をつい現実にも漏らすと、同じタイミングで一階のリビングからコートを着た小春とレンが玄関に出てきた。

  　

  「啊！莉亚！」

  「あ！　リアちゃーん！」

  　

  「唔哦。」

  「うぉっと」

  　

  　小春一看到我便飞奔过来，我用双手接住了她。明明是深夜，这孩子却还是这么有精神……

  　そして俺の姿をその目に捉えた瞬間こちらに飛び込んできた小春を、なんとか両手で受け止めた。深夜だってのにこの子も元気ですね……。

  　

  「莉亚，还好吗？」

  「リア、大丈夫？」

  　

  　我朝慌忙跑来的莲轻轻挥了挥手，她这才露出放心的表情。看来我似乎让这两人操了太多心。

  　慌てて駆け寄ってきたレンに軽く手を振ってみれば、彼女は安堵したような表情に。どうやらこの二人には少しばかり心配をさせ過ぎてしまっていたらしい。

  　

  　

  　——在露库拉大喊『我想做色色的事！（意译）』之后，我们因为声音太吵被父亲骂，不知道该去哪里。

  　──ルクラが『性的な事がしたい！(意訳)』とほざいたあの後、声がうるさいだの近所迷惑だので父親に怒られてしまった俺たちは場所に困っていた。

  　

  　露库拉当然是第一次有这种经验，可能会大叫，也可能会挣扎。我不能让她引发这种噪音，带着这种危险性直接待在我房间里。

  　ルクラは当然初めての経験なので、叫ぶかもしれないし暴れる可能性もある。そんな騒音を引き起こしかねない危険を孕んだ彼女と、そのまま俺の部屋で過ごすわけにもいかない。

  　

  　因此我束手无策，打电话向海夜兄妹求助。

  　というわけで困り果てた俺が助けを求めて電話をしたのが、他でもないこの海夜兄妹だった。

  　我实在不知该如何是好，于是询问他们的意见，莲只回了我一句简单的话。

  　一体どうしたらいいのか解らず意見を聞いてみれば、レンからは簡素な一言が返ってきて。

  　

  『我和小春去你家过夜，你用没人在家的自己家就好。』

  『小春と俺がそっちの家に泊まるから、誰もいないウチを使えばいいよ』

  　

  　……要我提供这个家当作那种事的场所，实在有点——不，是让我愧疚到想死，我正想拒绝，但察觉到我状况的两人却推了我一把，结果我现在就站在这个家的玄关。

  　……そういう事をする場所としてこの家を提供してもらうのは些か──いや死ぬほど申し訳なくて断りかけたものの、事情を察した二人に後押しされた結果、俺は今この家の玄関に立っている。

  　

  「那个，两位……真的很抱歉。」

  「あの、二人とも……ほんと、ゴメン」　

  　

  　我朝离开我身边的小春和莲深深低下头。

  　俺から離れた小春とレンに向かって、深々と頭を下げた。

  　

  「哇哇，莉亚你不用道歉啦！我们总是去你家打扰，如果你不嫌弃的话，随时都可以来我们家！」

  「わわっ。リアちゃんが謝ることなんてないよ！　リアちゃんの家にはいつもお邪魔しちゃってるし、こんな家で良ければいつでも使って！」

  　

  「啊，不是，虽然那也是原因之一……」

  「あ、いや、その事もあるんだけどさ……」

  　

  　我道歉的原因，不只是因为把这栋房子借给她们当作那种事的场所。

  　俺が謝っているのは、何もこの家をアレの場所として貸してもらう事だけの話じゃない。

  　

  「…………我，和小春还有莲以外的人……」

  「…………俺、小春とレン以外の人と……」

  　

  　我的声音越来越小。果然，无论如何，愧疚的心情都太过强烈了。

  　声が小さくなってきてしまう。やはりどうしても申し訳ない気持ちが強すぎる。

  　

  　回应露库拉的要求是无可奈何的……无法回避的事情。如果拒绝的话，就会直接导致世界毁灭，那我只能硬着头皮上了。虽然露库拉的性格偏向善良，但她对这个世界来说依然是敌人，这个事实不会改变。

  　ルクラの要望に応えるのは仕方のない……回避ができない事だ。拒否すればそれが世界の破壊に直結してしまうとあれば、否が応でも従わざるをえない。ルクラの性格が善に寄っているとはいえ、彼女が未だこの世界にとっての敵だという事実は変わらないのだ。

  　

  「和你们两人以外的人做，果然还是……！」

  「二人以外の人とするのっ、やっぱり……！」

  　

  　虽然我明白，但身体的联系不是那么简单的事情。

  　でも、分かってはいるけど、体の繋がりは簡単なことじゃない。

  　即使得到了避免世界毁灭的免罪符，我还是会强烈地感受到罪恶感——和这两人以外的存在发生关系的事实。即使我接受了，对方也接受了我。

  　世界破壊の回避という免罪符を得てもなお、俺が受け入れ俺を受け入れてくれたこの二人以外の存在と繋がる──という事実は罪悪感を強く覚える。

  　

  「最、最低……级……」

  「さ、最低……だよ、な……」

  　

  　我露出干巴巴的无奈笑容，低下头。因为我说着这种话的时候，没有勇气直视两人的脸。

  　乾いた、呆れた笑みを浮かべて俯いた。こんな事を言っている最中に、二人の顔を直視する勇気なんてないから。

  　

  「莉亚……」

  「リアちゃん……」

  　

  「…………对不起。」

  「…………っ、ごめん」

  　

  　露库拉的事，和莉亚与艾莉儿的联系是不一样的。我和她会成为名副其实的两人一体的存在，就像这对兄妹一样——像这样彼此都是独立的个体，却仍然联系在一起的情况，一次都没有发生过。

  　ルクラのことは、リアとしてアイリールと繋がる事とはワケが違う。彼女とは文字通り二人で一人の存在になるのであって、この兄妹のように──お互いが個人のまま繋がった事は、一度としてない。

  　

  　但是，露库拉和我，今后——

  　だが、ルクラと俺は、これから──

  　

  　

  「……那个，我觉得你不用太烦恼这件事。」

  「……あの、その事はあんまり悩んでくれなくてもいいと思うよ」

  　

  　

  「……欸？」

  「……えっ？」

  　

  　我带着想下跪道歉的心情，好不容易挤出这句话，小春却用极为轻松的语气这么说道。

  　土下座すらしたい気持ちで言葉を絞り出していたら、小春が極めて軽い声でそんなことを言ってきた。

  　

  「莉亚，你还记得我在假想世界第一次使用雷霆形态的那天吗？」

  「リアちゃんさ、私が仮想世界で初めてライトニングフォームを使った日のこと、覚えてる？」

  　

  「当、当然记得。」

  「そ、そりゃ勿論」

  　

  　本来以为至今为止都是非战斗人员的小春突然觉醒，大杀四方，结果晚上就变成狼把我——呜哇啊啊啊啊啊光是回想起来就羞耻到不行！

  　今まで非戦闘員だった小春が急に覚醒して無双したと思ったら、夜には狼になって俺を──うわぁぁぁっぁ思い出しただけで恥ずかしくなってきた！　

  　

  　我怎么可能忘得掉！？被做了那种事，记忆还不会深刻在脑海里才奇怪吧！

  　忘れるわけねーだろ！？　あんなことされて記憶に焼きつかない方がおかしいわ！

  　

  「我想你现在应该是在想象，我因为副作用而把莉亚卷进来时的事。」

  「多分いま想像してるんだと思うんだけど、私がデメリットでリアちゃんを巻き込んじゃった時のこと」

  　

  「……嗯。」

  「……うん」

  　

  「那个时候，其实哥哥的淫纹也差点发动了……因为被我独占了莉亚，哥哥很困扰。」

  「あの時、本当はお兄ちゃんも淫紋が発動しかけてたんだけど……私がリアちゃんを独り占めしちゃってたから、お兄ちゃん困ってたの」

  　

  　小春淡淡地继续说下去……一旁的莲不知为何冷汗直流。

  　小春が淡々と話を続けていく……その傍らで、なにやらレンが大量の冷や汗をかいている。

  　

  「那个时候啊，菲莉斯前辈她们四个人也来帮忙抑制哥哥的淫纹。」

  「その時ね、フィリス先輩たち四人がお兄ちゃんの淫紋抑制を手伝ってくれたんだ」

  　

  「咦？」

  「え？」

  　

  「……呜呜。」

  「……うぅ」

  　

  　

  　…………啥？

  　…………はい？

  　

  　

  「什么意思？」

  「どゆこと」

  　

  「你果然没在听呢。在淫纹失控之前，我们四个人和哥哥做了色色的事。」

  「やっぱり聞いてなかったんだね。淫紋が暴走する前に四人でお兄ちゃんとえっちしてたこと」

  　

  「莲斗？」

  「蓮斗？」

  

  　

  「咿！对、对对对不起！！」

  「ヒィッ！　ご、ごごごめんなしゃいっ！！」

  　

  　我刻意叫出他的本名，哎呀真不可思议，一个娇小的女孩竟然在我面前下跪了。

  　あえて本当の名前を呼ぶとあら不思議、小さい女の子が私の前で土下座をするではありませんか。

  　看到这一幕，妹妹也慌忙出面圆场。

  　それを見て慌てて取り繕うその妹さんもいらっしゃいます。

  　

  「啊，对、对不起！是我的说法不对！」

  「あ、ご、ごめん！　言い方が悪かったよね！」

  　

  「……不，没关系。我明白。」

  「………いや、いいよ。解ってるから」

  　

  　我心中的莉亚瞬间探出头来，但我勉强让她冷静下来，轻轻叹了口气。然后硬是让下跪的莲斗站起来。他没有理由向我低头道歉。

  　一瞬俺の中のリアが顔を出してきたけど、なんとか落ち着かせて軽く息を吐いた。そして土下座している蓮斗を無理やり立たせる。頭を下げてもらう理由などないのだから。

  　

  「好了，莲，站起来。」

  「ほらレン、立って」

  　

  「啊呜呜……」

  「あぅぅ……」

  　

  　冷静想想，这也没什么好奇怪的。

  　冷静に考えれば何もおかしいことなんて無い。

  　

  　我和艾莉儿第一次交谈的那天晚上，我们两人一起抑制莲斗的淫纹时，被发现我们行踪的洛伊泽，将我帮莲斗处理性欲的事实告诉了那四个人。

  　俺とアイリールが初めて会話を交わしたあの日の夜、二人で蓮斗の淫紋抑制をしたあの時に、情事の場を発見したロイゼによってあの四人には俺が蓮斗の性欲処理をしている事実が明るみになった。

  　

  「我没有生气啦。」

  「別に怒ってないから」

  　

  　洛伊泽她们对我说『拜托你』。她们和我约好，当我分身乏术时，她们会想办法处理莲斗的淫纹。

  　そして、ロイゼたちは俺に言ってくれたのだ。『頼って』と。俺が手を離せない時は、ヒロインの皆で蓮斗の淫紋を何とかすると、俺に約束してくれた。

  　

  「对不起莉亚……」

  「ごめんリアぁぁ゛ぁ゛……」

  　

  「就说我没有生气了。不如说，是我拜托洛伊泽她们帮忙的。」

  「だから怒ってないってば。寧ろ、俺がロイゼたちに頼んだようなものだしさ」

  　

  　为了通关游戏，为了莲斗，更重要的是为了我，她们都愿意帮忙。

  　ゲームクリアのため、蓮斗のため、なにより俺の為に力を貸してくれた。

  　所以我生气就太说不过去了。要是我生气，反而会辜负她们的好意。

  　だから怒るのはお門違いも甚だしい。そんな事をしたら逆にヒロインの皆の厚意を無下にすることになってしまう。

  　

  「……也就是说，小春想说的是……」

  「……つまり小春が言いたいのは」

  　

  「对、对！哥哥也做过类似的事！所以莉亚没必要为了我们而感到内疚！」

  「そ、そう！　お兄ちゃんも似たような事したわけだしさ！？　リアちゃんが私たちの為に気負う必要はないよーって！」

  　

  　小春挥舞着双手，抢先说出我想说的话。多亏了她，我才能顺利理解她的意思。

  　両手をわちゃわちゃ振りながら、俺が言わんとすることを先に言葉にしてくれる小春。おかげですんなり理解することができた。

  　

  　也就是说，这是她们的体贴吧。她们知道我们是“不得已”才抑制淫纹的，而且莲斗也曾经接受其他女孩的帮助，所以事到如今，没有必要为了有理由的性行为而道歉。

  　つまり気遣いだ。自分たちには“仕方なく”淫紋抑制をしたされたの理解があるわけだし、蓮斗も他の子に手伝ってもらった事もあるのだから、今更理由のある性行為についていちいち謝る必要は無い、と。

  　

  　更何况，如果理由是『世界的存亡』，那就更没有必要在意她们了——

  　ましてやそれに『世界の存亡』なんて理由がついて回るなら、尚更自分たちを気にする必要はない──

  　

  「既然你们都说没关系了……嗯，我知道了。」

  「二人がいいって言ってくれるなら……うん、解った」

  　

  　——别管那么多了，总之先让那个傲慢的最终头目好好尝尝你的厉害——她们的意思大概是这样吧。大概。

  　──いいからとりあえずあの高慢ちきなラスボスを存分にわからせてやれ──そういう事なんだろう。多分。

  　

  「真的很谢谢你们。」

  「本当にありがとうな、二人とも」

  　

  　看着眼前这对只要不暴走就正常又温柔的兄妹，我高兴得自然绽放出笑容，向他们表达感谢。

  　相変わらず暴走しなければマトモで優しい兄妹を前にして嬉しくなり、自然に綻んだ笑顔で感謝を伝えた。

  　

  「……嗯！」

  「……うんっ！」

  　

  「……呜。」

  「……うぅ」

  　

  　小春回以笑容，莲则依然一脸阴沉。真是的，你这家伙在奇怪的地方很纯情耶！

  　それに笑顔で返してくれる小春と、未だに冴えない面をしてるレン。えぇい、変なところでナイーブな奴だなお前な！

  　

  「我不是说不用在意了吗！」

  「気にしてないって言ってんだろーがよォーッ！」

  　

  「呜哇哇！」

  「うわわっ！」

  　

  　我用力摸了摸他的头发，莲无奈地微微笑了。这样就对了。

  　ワシャワシャと髪の毛を撫でてやれば、レンは仕方なさそうに小さく笑ってくれた。それでいいんだそれで。

  　

  　我再次下定决心，脱下鞋子走进屋内，兄妹俩则像是和我交换位置般移动到玄关，彼此露出无畏的笑容。

  　改めて決意を固めた俺が靴を脱いで上がると、それと入れ替わるようにして玄関へ移動する兄妹。お互いに不敵な笑みを浮かべている。

  　

  「加油哦莉亚！世界的命运就靠你了！」

  「頑張ってねリアちゃん！　世界の運命は任せました！」

  　

  「我们会一起为你加油的！明天我们会准备寿喜烧等你回来！」

  「二人で応援してるからな！　明日はすき焼き用意して待ってるぞ！」

  　

  　——没错，我接下来要奔赴战场。两人的声援，宛如能提高士兵士气的法螺贝。

  　──そう、俺はこれから戦いへ赴くのだ。二人の声援は、さながら足軽の士気を高める法螺貝。

  　

  「嗯……」

  「あぁ……」

  　

  　——勇气和高昂感涌上心头。我已经不觉得自己会输给任何人了。

  　この胸に湧き上がる勇気と高揚感。もう誰にも負ける気がしないぜ。

  　

  　做好觉悟吧，世界粉碎者。今晚就让你为对性知识产生兴趣这件事感到后悔！

  　覚悟しろよ、ワールドクラッシャー。性知識に興味を示した事を……今宵後悔させてやろうッ！

  　

  　

  「那么——我出发了。」

  「じゃあ───行ってくる」

  　

  　

  　给我为我跟艾莉儿在几分钟内攻陷莲斗的组合技感到战栗吧！！

  　数分で蓮斗を陥落させた俺とアイリールのコンビネーションに震えあがるがいい！！

  　

  　

  　

 
  ワールドクラッシャーのお泊り会【お帰り編】

  世界压迫者的留宿会【归来篇】

  　

  　我带着海夜兄妹的声援，意气风发地冲进莲斗的房间，约一分钟后——

  　海夜兄妹の声援を胸に意気揚々と蓮斗の部屋へ突入してから、約一分後。

  　

  　

  「嘿。」

  「ていっ」

  　

  「好痛！」

  「いでぇっ！」

  　

  　艾莉儿皱起眉头，用手指弹了我额头一下。好痛……

  　眉間に皺を寄せたアイリールに、俺はかなり強めなデコピンを喰らった。痛い……。

  　

  「你干嘛啦……」

  「何すんだよぉ……」

  　

  「……我不知道你跟那两个人说了什么，但你今晚太紧绷了。」

  「……あの二人と何を話したのかは知らないけど、今の夜、変に力みすぎ」

  　

  　一进房间就被搭档骂了。好难过。

  　部屋に来て早々相棒に怒られてしまった。つらい。

  　

  「没、没有啦，我只是在集中精神而已……！」

  「い、いやっ、俺は気合いを入れてただけで……！」

  　

  「笨蛋。如果对象是小春或莲斗也就算了，今天是第一次跟露库拉交合，根本不需要集中精神吧……你看。」

  「ばか。小春や蓮斗君が相手ならいざ知らず、今日が初めてのルクラに対して気合いなんていらないでしょ。……あれ見て」

  　

  　我顺着艾莉儿的视线看过去，只见露库拉心神不宁地坐在床上。

  　アイリールに促されて視線を動かすと、そこにはそわそわしながらベッドの上にちょこんと座っているルクラの姿が。

  　她看起来很不安，又或者该说很紧张。脸上没有一丝刚才那种傲慢又充满自信的表情。

  　落ち着かない、もしくは緊張したような面持ちだ。そこに少し前までの尊大で自信に満ちていた表情はない。

  　

  「露库拉看起来那么不安，要是你态度太强硬的话，你知道会怎么样吗？」

  「あんな不安そうにしてるルクラに、もし強気で出たりなんかしたらどうなるか、わかる？」

  　

  「呜……」

  「うっ……」

  　

  「而且你已经知道第一次有多辛苦了吧。你还想再制造出像我这样的女孩吗？」

  「それに夜は初めての大変さを知ってるはずでしょ。また私みたいな娘を作りたいの？」

  　

  「呜呜呜……」

  「うぐぐぅ……」

  　

  　我被迫跪坐在地上听艾莉儿说教。刚才意气风发的气势早已荡然无存，现在的我就像个做错事被老师骂而畏缩的学生。

  　正座をさせられながらお説教を喰らう俺。先程までの意気揚々とした雰囲気はもうどこにもない。今の俺は悪いことをして先生に怒られて委縮してる生徒同然である。

  　

  　——像我这样的女孩，指的是经历过『最差劲的初体验』的女孩子。

  　──私みたいな娘、というのはつまり『最低な初体験』を経験した女の子、という意味だ。

  　

  　艾莉儿是因为我的疏忽大意，才会被发情的莲斗强奸，那的确是最差劲的初体验。被禽兽毫不客气地插入而失去处女之身时的剧痛，我至今仍记忆犹新，也忘不了自己当时泪流满面、拼命抵抗的模样。

  　アイリールは俺の不注意のせいで発情蓮斗に強姦されたんだから、それはもう最低な初体験だろう。ケダモノに無遠慮に突っ込まれて処女喪失をした時の激痛は今でも覚えてるし、ぽろぽろ泣いて必死に抵抗したことなど忘れるはずもない。

  　

  「好痛哦～露库拉应该也不想变成那样吧～」

  「痛かったなぁー、ルクラもあぁなりたくはないだろうなぁー」

  　

  「呜呜……那、那个……」

  「うぅっ……そ、その……」

  　

  　结果多亏了虚拟世界中『色情游戏』的部分，疼痛在途中就变成不自然的快感，所以没有造成心理创伤。不过现在我身处的可是现实世界。

  　結局仮想世界の“エロゲー”という部分のおかげで、途中からは不自然なほどに苦痛が快感に変化するスキルが発動したためトラウマにはならなかったものの、今いるここは現実世界。

  　

  　要是被粗暴地对待，就像『喝啊！你这臭丫头！我要让你搞清楚！』的感觉，那一定只会感到痛苦而已。最糟糕的情况是露库拉会哭出来，导致这个世界结束营运。

  　『おらっ！　このメスガキめ！　理解らせてやるっ!!』的な感じで乱暴されてもきっと苦しいだけだし、最悪ルクラが泣いてこの世界がサービス終了してしまう可能性もある。

  　

  　如果因为自己的坚持而让世界终结，那可就惨不忍睹了。打从一开始，我就完全不需要让露库拉『搞清楚(笑)』。

  　自分の意地を優先して世界が終わりでもしたら目も当てられない。ルクラに“理解らせる(笑)”必要など最初から微塵も無いのだ。

  　

  「对、对不起……我会温柔一点的……」

  「ご、ごめん……なさい。ちゃんと優しくします……」

  　

  「嗯，很好。」

  「んっ。よろしい」

  　

  　我低着头道歉后，艾莉儿恢复了平时的语气。看来她并不是真的在生气，太好了……

  　俯きながら謝るとアイリールがいつもの声音に戻った。どうやら本気で怒ってたわけではなかったらしい。よかったぁ……。

  　

  　老实说，我因为桌子被露库拉弄坏而对她怀恨在心，所以刚才才会一直催促她。这一定就是原因。

  　正直に言うとルクラに対しては机を壊された恨みがあったから、きっとそれが先程まで俺の背中を押してしまっていたのだろう。

  　

  　冷静想想，她对各种常识还很生疏，我应该要体谅她才对，但我却忘了这点。既然知识上有明确的差距，我当然必须多让步一点才行。

  　彼女は常識的なアレコレについてはまだ疎いのだと冷静に考えれば解るのに、それを忘れてしまっていた。知識に明確な差がある分、こっちが幾分か譲歩しなければいけないのは当たり前だ。

  　

  「那我们走吧。」

  「じゃ、いこう」

  　

  「好——嗯！」

  「わかった。──ん゛っ！」

  　

  　我用双手用力拍打自己的脸颊，杀掉刚才得意忘形的美咲夜。这样就能转换心情了。

  　両手で自分の頬を強めに叩くことで、先程まで調子に乗っていた美咲夜を殺す。これで心機一転だ。

  　

  　

  「……嗯，准备好了吗？」

  「……むっ、準備とやらは終わったのか？」

  　

  「嗯，没问题了。」

  「うん。もう大丈夫」

  　

  　艾莉儿用温柔的声音安抚露库拉，坐到床上。我也跟着坐到露库拉身旁，把她夹在中间。

  　温かい声音でルクラを宥めながらベッドに座ったアイリールに続き、俺もルクラの隣に腰を下ろした。こうする事で彼女は俺とアイリールに挟まれる形になる。

  　

  「是吗？意外地快呢。」

  「そうか、案外早かったな」

  　

  　露库拉的声音一如往常地强势，但从她坐立不安地双手时而交握时而放开的样子来看，果然还是看得出她很紧张。

  　いつもの様に強気な声色のルクラだが、そわそわしながら手を組んだり離したりしているその様子からは、やはり緊張の色が見て取れる。

  　

  　

  　当然，我们也不可能突然就做下去，总之先和她聊聊吧。

  　当然いきなり行為に及ぶわけにもいかないので、とりあえず声を掛けることにしよう。

  　

  「真意外，你也会害怕啊？」

  「意外だな。お前でもビビったりとかするのか」

  　

  「当、当然啊！多亏我这么胆小，第一次吃格拉多的时候才没有烫伤舌头！」

  「と、当然だろう！　この臆病さのおかげでぐらたんを最初に食べた時も、無事に舌を火傷せずに済んだわ！」

  　

  　「你明明表现得那么夸张，却承认自己胆小啊。逞强的方式也太独特了。」

  　そんな仰々しく振る舞ってるのに臆病なのは認めるのね。強がり方が独特すぎる。

  　

  「这次我也会保持警戒的。要是你敢骗我，我马上就会发现，然后马上就会回到隔离空间哦。」

  「今回だって警戒して事に臨むからな。もし途中で我を騙そうしてもすぐに気付くし、そうなったらあっという間に隔離空間に戻るぞ」

  　

  「事到如今，我也没有理由骗你了。」

  「いや今更お前のことを騙す理由もないけど」

  　

  「没错。今天我也会陪着你，放心交给我吧。」

  「その通り。今日は私も付いてるから、安心して任せて。ね？」

  　

  　艾莉儿非常自然、理所当然地，但又不急不徐地轻轻握住露库拉的手。

  　とても自然に、まるで当たり前のように、しかし急いた様子を見せないままアイリールはそっとルクラの手を握った。

  　

  「！」

  「っ！」

  　

  　露库拉肩膀一颤，被握住手后身体抖了一下。

  　ビクッ、と。手を握られたルクラの肩が跳ねる。

  　不过她似乎不讨厌，没有甩开艾莉儿的手。

  　しかし嫌ではないのか、彼女はアイリールの手を振りほどかない。

  　

  「……」

  「っ……」

  　

  「……嗯。」

  「………ん」

  　

  　露库拉紧抿着嘴，艾莉儿则是面带微笑，两人一动也不动。

  　ルクラは口元を強張らせ、アイリールは微笑んだまま動かない。

  　现场一片沉默。握着手的银发少女，以及被她握住手的紫发少女，两人都不发一语。

  　まさに沈黙。手を握った銀髪の少女も、彼女に手を握られた紫髪の少女も言葉を発さない。

  　

  　看着她们两人，我发现长相一模一样的她们——有着细微的差异。

  　そんな二人を見ていると、瓜二つな彼女たちの外見──その些細な違いに気がついた。

  　

  「……为什么，要牵手……」

  「………なぜ、手を握る……」

  　

  「我只要有人握住我的手就会感到安心，所以也想让露库拉这么做。」

  「私は手を握ってもらえると安心する。だからルクラにも」

  　

  　银发紫瞳的是艾莉儿，相反地紫发银眼的是露库拉。

  　銀髪で紫色の瞳をしているのがアイリール、反対に紫髪で銀色の眼をしているのがルクラ。

  　前者绑着马尾，后者则是长发不绑。身高稍微高一点的是我的搭档，胸部稍微有料一点的是最终头目。

  　前者はポニーテールで、後者は髪を縛らずロング。微妙に身長の高い方が俺の相棒で、僅かに胸の膨らみが勝っている方がラスボス。

  　

  　虽然这些差异真的只是误差的范畴，但像这样比较两人，便能再次体会到她们是不同的个体。不过——

  　そんな本当に誤差の範疇でしかない違いだが、こうして二人を見比べてみると改めて彼女たちが別々の人間なのだと実感できた。

  　

  「露库拉呢？」

  「ルクラはどう？」

  　

  「……还、还不错……」

  「……ま、まぁ、それなりに……」

  　

  　再加上最大的差异是脸。表情的丰富程度实在差太多了。

  　加えて、なんといっても一番の違いは顔だ。表情の豊かさがあまりにも段違いすぎる。

  　

  　和表情千变万化的露库拉相反，艾莉儿的嘴角和眉毛都几乎不会动，基本上是没表情的眯眯眼。

  　百面相のように表情がコロコロ切り替わるルクラとは対照的に、アイリールは口角も眉も僅かにしか動かず基本的にはジト目な無表情。

  　

  　不过现在和平时不同，露库拉红着脸板着一张脸，艾莉儿则是得意地微笑。这完全就是银发少女的回合了。

  　だが、今はいつも違ってルクラが顔を赤くした仏頂面で、逆にアイリールが得意げに微笑んでいる。これは完全に銀髪少女のターンに入っていると見て間違いない。

  　

  　

  「来，晚上也……」

  「ほら、夜も」

  　

  「呜欸？……啊、啊啊，嗯。」

  「うぇっ？　……ぁ、あぁ、うん」

  　

  　艾莉儿用下巴催促我，我回过神来，从旁边轻轻握住露库拉的手。缓慢地，绝不强硬。

  　アイリールに顎で促されて我に返った俺も、隣からそっとルクラの手を握った。決して強引にならないようゆっくりと。

  　

  　被我单手握住的露库拉，似乎因为艾莉儿先做过一次，意外地轻易接受了。不过还是有点困惑的样子。

  　俺に片手を握られたルクラだが先にアイリールがやってくれていたおかげか、意外とすんなり受け入れてくれた。それでも少しは困惑しているようだが。

  　

  「美、美咲夜也要握吗？这样吾的双手就……」

  「みっ、美咲夜も握るのか？　これでは我の両手が……」

  　

  「现在不用也没关系。等你再习惯我们一点之后，好吗？」

  「今は使えなくていいの。もう少し私たちに慣れてから、ね」

  　

  　搭档一边小声地低语，一边不着痕迹地拉近和她的距离。两人肩膀紧贴，露库拉的脸红得像发烧一样。

  　囁くような小声で呟きながら、ちゃっかり彼女との距離を詰める相棒。そうすることで肩同士が密着し、ルクラはのぼせたかの如く更に顔を赤くしてしまう。

  　

  「～！」

  「〜っ！」

  　

  「露库拉的手好软哦。」

  「ルクラの手、柔らかいね」

  　

  　艾莉儿在露库拉耳边低语。总之先试试看的感觉。

  　ルクラの耳元で囁いてみるアイリール。取り敢えず試しにやってみた感じだろうか。

  　用不痛不痒，不至于言语攻击的台词轻声呢喃，和对莲斗做的时候一样。

  　当たり障りのない、別段言葉責めにもならないセリフで囁いてみるのは蓮斗にやっていた時と同じ要領だ。

  　

  「……啊呜。」

  「……はぅ」

  　

  　不过效果绝佳。不擅长耳朵攻击的人会反射性地后仰，露库拉则是颤抖着发出甜腻的声音。看来她和莲斗一样，耳朵是弱点。

  　しかし効果は抜群だ。耳攻めが苦手な人間なら反射的に身をのけ反らせるところを、ルクラの場合はビクビクと震えながら甘い声を出すという結果になっている。どうやら彼女も蓮斗同様耳が弱点らしい。

  　

  「还好吗？」

  「だいじょうぶ？」

  　

  「呼啊……住、住手……」

  「ふあっ……ゃ、やめ……」

  　

  「……呼——……」

  「……ふぅー……っ」

  　

  「呀啊……！」

  「ひゃあ……！」

  　

  　

  　——呃。

  　──えっと。

  　

  　那个，该怎么说呢。

  　あの、なんていうか。

  　

  　

  　…………………这个，我有必要在场吗？眼前上演着百合全餐。

  　……………………これ、俺って必要です？　目の前で絶賛百合百合してるんですけども。

  　

  　

  「艾、艾莉儿？」

  「あ、アイリール？」

  　

  「搔搔……嗯，怎么了？」

  「こしょこしょ……んっ、どうしたの」

  　

  「我……还是在外面等比较好吧？」

  「俺……さ、外で待ってた方がいいかな」

  　

  　不，光靠艾莉儿就快攻陷露库拉了。我不需要在场吧。从刚才开始就只是握着手而已。

  　いやアイリールだけでルクラがもう堕ちかけてるし。これ俺いらんでしょ。さっきから手握ってるだけだし。

  　

  「你在说什么啊？」

  「何言ってるの」

  　

  「会不会打扰到你们……」

  「邪魔かなぁって……」

  　

  「…………唉。」

  「…………はぁ」

  　

  　为什么叹气？太伤人了吧！都是因为你不知不觉间展开百合世界，我才会这么困扰！我可以回去了吗！

  　なんか溜め息吐かれたんだが？　心外だぞ！　お前がいつの間にか百合ワールド展開してるから困ってるんだぞ！　帰っていいかな！

  　

  「露库拉，你看。」

  「ほら、ルクラ」

  　

  「嗯？」

  「んぇっ？」

  　

  「夜说他要回去了。怎么办？」

  「夜がね、帰るーって言ってるの。どうする？」

  　

  「咦……」

  「えっ……」

  　

  　哇，不要突然看我！吓我一跳……！

  　おわっ急にこっち見んな！　ビックリしたぁ……！

  　

  「……」

  「………」

  　

  「怎、怎么了？」

  「な、なんですか」

  　

  　露库拉目不转睛地盯着我。不可思议的是，她的眼神散发出柔弱的氛围。

  　じぃっと俺を見つめるルクラ。不思議とその目からは弱々しい雰囲気を感じる。

  　她抬起视线——眼眶似乎有些湿润……咦，什么？难道我踩到地雷了？

  　上目遣いで──何やら瞳を潤ませているようにも見える。……えっ、なに。もしかして地雷踏んだ？

  　

  「…………你。」

  「…………お前」

  　

  　露库拉小声低喃后，甩开被我握住的手，改抓住我的上衣。

  　ルクラは小さく呟くと俺に握られている手を振りほどき、その手で俺の上着を掴んだ。

  　她没有揪住我的衣领——而是像小孩子耍赖般，从前方抓住我的衣服，仿佛在央求什么。

  　胸倉を掴む、というわけではなく──子供が駄々をこねるような、何かをねだるかのように俺の服を前から握っている。

  　

  　

  　她用湿润的眼眸，抬起视线，用柔弱的眼神，颤抖的声音倾诉。

  　潤んだ瞳で、上目遣いで。弱々しい瞳で、震えた声音で思いを告げた。

  　

  　

  「……不行。」

  「……だめ」

  　

  「咦？」

  「えっ」

  　

  「不可以回去……因为，你……你必须赎罪，否则……没有意义。」

  「帰っちゃ、だめ。……だってお前が。お前がつぐなわなきゃ、意味……ない」

  　

  　她的声音细若蚊鸣。

  　か細い、ともすれば消え入りそうな声だ。

  　不过深夜时分，大多数人都已入睡的住宅区中，这间房内寂静无声，连这么微弱的声音都听得一清二楚。

  　しかし深夜の、大勢が寝静まった静寂の住宅街にあるこの一室では、そんな小さな声もよく響く。

  　

  　除了在我面前摸索着该说什么话的露库拉，房内只有挂在墙上的时钟秒针移动的声音。

  　俺の前で伝えるべき言葉を模索しているルクラの他に存在する音といえば、壁に掛けられた時計の秒針が揺れる音のみ。

  　

  　滴、滴——平时不会留意的细微声响，莫名让我和她感到焦躁。

  　チッ、チッ───普段は気にしない筈の小さな音が妙に俺を、そして彼女を焦らせる。

  　

  　

  「呃，那个……只、只有达古斯特莉亚是不行的！」

  「えとっ、その………だ、ダグストリアだけじゃダメなの！」

  　

  「不行吗？」

  「ダメなのか」

  　

  「不行！那个，叫什么来着，就是……对了，成人书刊！你得负起责任把它看完！」

  「だめ！　ほら、なんだっけ、アレ……そうっ、成人本！　あれの代わりなんだから、没収したお前も責任持って最後までやれ！」

  　

  　她说得有道理——吗？至少对现在的我来说，这番话很有道理。没收了那本书的我独自回去，确实有点……不，是非常卑鄙。

  　正論──なのか？　少なくとも今の俺には正論に聞こえてしまった。確かにあの本を没収した俺が一人だけ逃げるのは些か、いやかなり卑怯かもしれない。

  　

  「说得也是，抱歉。」

  「そうだな。悪かった」

  　

  「还有那个！那个！直、直接……射……呃，叫什么来着，就是那个！总之身为男性的你不在的话，就没办法做那个！」

  「それにアレだ！　あれ！　ち、ちつな……しゃ……な、なんだっけっ、アレだよ！　とにかくあれは男性のお前がいないと出来ないし！」

  　

  　她是指体内射精吗？考虑到后半段的台词，应该没错。

  　膣内射精、の事か。後半のセリフも加味すれば多分間違ってないと思う。

  　

  　——咦，要做那个吗？真的假的？要那么忠于书上的内容吗？

  　──えっ、アレするの？　マジで？　そこまで本に忠実に従う？

  　

  「还有、还有！呃、呃……！」

  「それと、それと！　えっと、えぇっと……！」

  　

  「啊啊，好啦。我知道了，是我不好。你不用再说了。」

  「あぁもう。わかったわかった、俺が悪かったって。それ以上は言わなくていいから」

  　

  「呜欸……！」

  「ふぇっ……！」

  　

  　看着露库拉拼命寻找挽留我的理由，我心中的保护欲被刺激了——忍不住摸了摸她的头。

  　俺を引き止める条件を必死になって探しているルクラの姿を見て、自分の中にある保護本能が刺激されてしまい──思わず彼女の頭を撫でてしまった。

  　

  「好乖好乖。」

  「よしよし」

  　

  「…………呜呜。」

  「…………うぅ」

  　

  　我用跟朝阳和阳菜同样的方式温柔地摸她的头，结果真不可思议，刚才还滔滔不绝的紫发少女竟然安静下来了。

  　朝陽や陽菜の時と同じ要領で丁寧に頭を撫でてやるとあら不思議。先程まで饒舌だった紫少女が黙っちゃいました。

  　

  　我猜，她现在恐怕是因为艾莉儿的肢体接触，平常隐藏在高傲态度下的冷静被削弱了。如果她想挽留我，只要说『回到隔离空间』威胁我，事情就结束了。这点道理我也懂。

  　まぁ、恐らくだが今の彼女はアイリールのスキンシップによって、いつもは高慢の裏にある冷静さが薄れてしまっているのだろう。引き止めるつもりなら『隔離空間に戻る』と言って脅せばそれで終わるという事くらい俺でも解る。

  　

  「抱歉。我也会好好补偿你的。」

  「ごめんな。俺もちゃんと償うからな」

  　

  「……嗯。」

  「………うん」

  　

  「好乖好乖好乖好乖。」

  「よーしよしよしよしよし」

  　

  「晚上。那种摸头的方式只有朝阳会喜欢。」

  「夜。その撫で方は朝陽君しか喜ばない」

  　

  　搭档劝阻了进入超级宠溺模式的我。

  　スーパー甘やかしモードに入りかけた俺を相棒が嗜める。

  　那孩子会因为这样而开心，真可爱。我爱死你了，弟弟。

  　あの子はこれで喜んでくれるんだから可愛いよね。愛してるぞ弟よ。

  　

  　

  「……好了。」

  「……さて」

  　

  　艾莉儿小声地说，仿佛要转换心情。

  　気持ちを切り替えるかのような、そんな小さな一言を発するアイリール。

  　她的话让露库拉的肩膀微微紧绷，我轻轻摸摸她的头，缓解她的紧张。

  　彼女の言葉でルクラの肩が少し強張ったものの、そこは俺がそっと頭を撫でる事で緊張をほぐしてフォローする。

  　

  「慢慢来吧。露库拉，可以吗？」

  「ゆっくり始めていこ。ルクラもいいかな」

  　

  「……可以。又不可怕。」

  「……大丈夫。別に怖くないし」

  　

  「露库拉真了不起～」

  「ルクラはえらいなぁ～」

  　

  「夜，不要开启哥哥模式。」

  「お兄ちゃんモードやめてね夜」

  　

  「好。我切换了。」

  「はい。切り替えます」

  　

  　我一面安抚露库拉，一面以不同于以哥哥身份宠溺她的方式，确实地将她视为一个女孩子对待。是的，我切换了。Are you ready?　准备好了……！

  　ルクラを安心させつつ、お兄ちゃんとして甘やかすアレとは違って、しっかりと一人の女の子として彼女と接しなければならないのです。はい、切り替えしました。Are you ready?　出来てるよ……！

  　

  「嗯。那么，首先——」

  「うん。じゃあ、まずは──」

  　

  　好，放马过来！

  　よっしゃ、かかってこーい！

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  　隔天中午，一辆黑色高级轿车和一名肌肉壮汉来到海夜家。

  　あれから翌日のお昼頃。海夜家には黒塗りの高級車とマッチョな大男が訪れていた。

  　当然，他们是来接露库拉——来接世界粉碎者的主人(暂定)的。

  　無論、ルクラ──ワールドクラッシャーというご主人(仮)をお迎えに来た真岡だ。

  　

  　我跟搭档在玄关前的走廊，露库拉和真冈已经穿上鞋子，手牵着手站在玄关。看来他们要回去了。

  　玄関前の廊下には俺と相棒、玄関には既に靴を履いたルクラと真岡が手を繋いで立っている。どうやらもうお帰りになるらしい。

  　

  　

  「哎呀～谢谢你们，小弟弟！谢谢你们照顾粉碎者……啊啊，不对，是露库拉大人！」

  「いやぁ～ありがとうねボウヤたち！　クラッシャー……あぁ、いえ、ルクラ様を預かってくれて！」

  　

  「要道谢就用赔偿我书桌的钱来道谢吧。」

  「礼なら俺の机の弁償代で返してくれ」

  　

  「小事一桩！我会买跟洛伊泽家一样的书桌给你！」

  「お安い御用よ！　ロイゼの家に置いてあるやつと同じ机買ったげる！」

  　

  「不，普通的就好！！」

  「いや普通のでいいからな！？」

  　

  　我不需要那种光是放在房间里就会让人静不下心来的闪亮书桌……是说，这个大人居然有财力买下大小姐爱用的那款书桌，到底是怎样？

  　あんな部屋にあるだけで落ち着かないキラッキラな机はいらないから……。ていうかお嬢様愛用のアレ買えるって財力どうなってんだこの大人。

  　

  「总之，真的很谢谢你。没想到露库拉大人会这么老实地和你一起生活。」

  「とにかく本当にありがと。まさかルクラ様が大人しく一緒に過ごしてくれるとは思わなかったわよ」

  　

  「哦、哦。她很老实地和我一起生活，你放心吧。」

  「お、おう。大人しく一緒に過ごしてたから安心してくれよな」

  　

  　今天早上露库拉本人已经封了我的口，要我『绝对绝对不许跟仆人说！！』，所以我不会告诉他。这是我目前对真冈隐瞒的少数事情之一。

  　昨日の事は今朝がたルクラ本人から『従者にだけはぜっっっっったいに言うな！！』と口封じをされているので彼には黙っている。今のところ真岡にしている数少ない隠し事の一つだ。

  　

  「呵呵。啊，还有，也谢谢艾莉儿。下次我再答谢你。」

  「ふふっ。あっ、それからアイリもありがとね。今度お礼するわ」

  　

  「小事一桩。随时都可以拜托我。」

  「お安い御用。いつでも頼って」

  　

  「咦？这个帅哥是谁啊！」

  「えっ、誰このイケメン！」

  　

  　透过露库拉，真冈和艾莉儿的距离也缩短了，真是侥幸。称呼也从莉娅变成艾莉了，这两个人能变得亲密是再好不过的。

  　ルクラの事を通して真岡とアイリールの距離も縮まったのは僥倖だった。呼び方もリアからアイリに変わってるし、この二人が親密になってくれるに越したことはない。

  　

  「……」

  「………」

  　

  　和从刚才开始就一直说话的我们三个相反，露库拉从站在玄关开始就一直低着头沉默不语。今天早上她也好好吃了早餐，所以应该不是身体不舒服。

  　そんな先程から喋っている俺たち三人とは対照的に、玄関に立った時からずっとルクラは俯いて黙り込んでいる。今朝もしっかり朝ごはんを食べられたから、体調が悪いということはなさそうだが。

  　

  「好了，那我们差不多该走了。」

  「さてさて、じゃあそろそろ行くわね」

  　

  「好。真冈先生要是有什么困扰，也记得要联络我们哦。」

  「おう。真岡さんも困った事あったら俺たちに連絡くれよな」

  　

  「我会考虑的～♪……来，露库拉大人，我们走吧。」

  「考えておくわね～♪　……さっ、ルクラ様。行きましょう」

  　

  　露库拉被依旧很会装熟的真冈先生牵着手。

  　相変わらず調子が良さそうな真岡さんに手を引かれるルクラ。

  　

  　

  　——就在这时。

  　──すると。

  　

  　

  「！」

  「っ！」

  　

  「哎呀？」

  「あらっ？」

  　

  　露库拉突然放开真冈的手，朝我们这边跑来。

  　突然真岡の手を離し、俺たち二人の方へ駆け寄ってくるルクラ。

  　然后她抬起低垂的头，在我们面前终于像平时一样大声喊道。

  　そして俯かせていた顔を俺たちの目の前で上げると、ようやく彼女はいつもの様に大きな声を挙げた。

  　

  「达、达古斯特莉亚！过来这边！」

  「だ、ダグストリア！　こっちに来てくれ！」

  　

  「怎么了？」

  「どうしたの」

  　

  　露库拉紧握垂下的双手提出要求，伙伴遵从她的指示，走到她身边。

  　ぶら下げた両手をギュッと握りながら要求するルクラに従い、相棒は彼女の傍へと寄っていく。

  　

  「你稍微蹲下……！」

  「ちょっと屈んで……！」

  　

  「咦……这样吗？」

  「えっ。……こう？」

  　

  　艾莉儿按照指示稍微弯下膝盖。考虑到玄关和走廊的高低差，这么做可以让她们的脸高度一致。

  　指示通りに少しだけ膝を曲げるアイリール。玄関と廊下の段差を考えると、こうすることによって彼女らの顔の高さが同じになる。

  　

  　

  　然后——露库拉把脸凑近艾莉儿。

  　すると───ルクラはアイリールに顔を近づけ。

  　

  　

  「嗯。」

  「んっ」

  　

  　

  　在她的右脸颊上亲了一下。

  　彼女の右頬にキスをした。

  　

  　

  「………咦？」

  「………ぇ」

  　

  「哎呀～！你们两个已经变得这么要好了啊！」

  「あら～！　二人ともすっかり仲良しになったのね！」

  　

  　少女亲吻少女的脸颊——看到这幅令人会心一笑的光景，真冈露出微笑。

  　少女が少女の頬にキスをする──そんな微笑ましい光景を見て顔が緩む真岡。

  　

  　但是，不，但是。看到露库拉的表情，我察觉到了。

  　しかし。いやしかし。ルクラの表情を見て察してしまった。

  　

  　看到紫发少女红着脸，用可以说是『恍惚』的表情交互看着我和艾莉儿，我不得不察觉到。

  　顔を赤らめ、ともすれば『恍惚』とも言えるような表情でアイリールと俺とを交互に見る紫髪の少女を目の当たりにして、察せざるを得なかった。

  　

  　她刚才的吻，明显不是真冈想象的那种。

  　明らかに今の彼女のキスは、真岡の想像しているそういうものではないのだと。

  　

  「……露、露库拉？」

  「……る、ルクラ？」

  　

  　艾莉儿哑口无言。而这个世界的仇敌在银发少女面前，像个少女一样扭动身体，显得很害羞。

  　唖然とするアイリール。そんな銀髪少女を前にして、この世界の怨敵は乙女のように身をよじって恥じらう。

  　

  「……我会再来的。」

  「……また、来るから」

  　

  　露库拉对我们这么说完，转身牵起真冈的手，打开玄关的门。

  　俺たち二人にそう告げるとルクラは踵を返し、自ら真岡の手を取って玄関の戸を開けた。

  　

  「走咯，仆从！」

  「ほら行くぞ従者！」

  　

  「啊，是是是，我跟你走！那么两位，下次再让我好好道谢吧！」

  「あ、はいはいついて行きますよ！　じゃあ二人とも、今度またお礼させてねー！」

  　

  　仆从被主人拉着离开了海夜家。

  　ご主人様に引っ張られて海夜家を後にする従者。

  　不久后，玄关外传来汽车引擎的声音，几十秒后，声音就消失在远方了。

  　程なくして玄関の向こうからは車のエンジンが鳴り響き、僅か数十秒でその音は遠くへ消えていった。

  　

  　

  　

  「走了……呢。」

  「行った……な」

  　

  「……嗯。」

  「……うん」

  　

  　我们还呆站在玄关，没办法像刚离开的她们一样机灵地行动。首先得处理完脑内情报，才能开始下一步。

  　未だに玄関で立ち往生している俺たちは、今出て行った彼女ら程機敏には動けない。まずは脳内情報の処理を終わらせない事には始まらない。

  　

  　

  　——结果，昨天我和搭档就这样陪她玩了一整天。

  　──結局、昨日はあのまま俺と相棒の二人で彼女の相手を務めた。

  　

  　我们一边慢慢、仔细、小心地对待对性事一无所知的露库拉，一边花时间将能教她的事一一教给她。

  　性に疎いルクラをゆっくりじっくり丁寧に扱いながら、俺たちに教えられる事を一つずつ、時間を掛けて彼女に教えていったのだ。

  　

  　主要是艾莉儿一边触碰露库拉的身体，一边教她各种行为，我则是出声或摸头让她冷静下来，以这样的形式进行。

  　主にアイリールがルクラの体に触れながら様々な行為を教えつつ、俺が声をかけたり頭を撫でたりして落ち着かせながら進行していく、という形で。

  　

  　

  　后半段我们依照露库拉的希望，用和那本同人志相去甚远的温柔方式让她踏上了『最后的工程』。

  　後半はルクラの望み通り、しかしあの同人誌からは程遠いような優しいやり方で彼女に『最後の工程』を踏ませた。

  　

  　那时我和搭档的立场对调，我一边慢慢和露库拉接触，一边让艾莉儿安抚因未知的感觉而困惑的她。

  　その時は俺と相棒の立場を逆転させ、俺がゆっくりルクラと触れ合いながら、未知の感覚に戸惑う彼女をアイリールがあやしていく感じで。

  　

  　

  　然后……一开始做那个的时候，露库拉果然因为疼痛而哭了。虽然没有嚎啕大哭，只是眼眶泛泪的程度，但第一次的体验果然很困难。

  　それで……やっぱり最初にアレをしたとき、ルクラは痛みで泣いてしまった。別段大泣きしたわけではなく涙を浮かばせる程度だったが、やはり最初の体験は難しいもので。

  　

  　艾莉儿用连我都有点困惑的全力鼓励、宠溺着颤抖着忍耐疼痛的露库拉。

  　そんなプルプル震えながら痛みを我慢しているルクラを、アイリールが俺でも少し困惑するくらい全力で励まして甘やかしていた。

  　

  　

  　其中最显著的例子就是接吻。摸头、摩挲背部，还有偶尔亲吻，让露库拉很快地度过难关，最后露出陶醉的表情，舒服地高潮了。

  　その最たる例が、キス。頭を撫でたり、背中を摩ったり、そして時たま彼女がキスをすることでルクラは早いうちに峠を越え、最後はしっかりと蕩けた顔で気持ちよくなれていた。

  　

  　问题是艾莉儿不只亲吻脸颊，连嘴唇也亲了。

  　そこで問題なのはアイリールが頬のみならず唇にもキスをしていた、という点だ。

  　

  　

  　——简单扼要地，只把重点整理出来，然后做出结论吧。

  　──掻い摘んで、要点だけを絞って端的に結論を出そう。

  　

  　

  　——就是艾莉儿一边宠溺露库拉，一边亲她，结果露库拉比想象中还要喜欢艾莉儿。

  　甘やかしながらちゅっちゅしてたら、ルクラが予想以上にアイリールを気に入ってしまった──ということだ。

  　

  　

  「……怎么办，晚上……」

  「……どうしよう夜ぅぅ……」

  　

  「没、没问题啦。」

  「だ、大丈夫だって」

  　

  　从刚才的样子看来，她不只关心艾莉儿，也关心我。但若加上『要说的话』这个条件，她完全喜欢艾莉儿。

  　先程の様子を見るにアイリールだけではなく俺にも関心はあるようだが『どちらかと言えば』という条件を付与するとすれば、完全に彼女はアイリールの方が好きだ。

  　

  「才不是没问题……我从不知道对特定对象抱持好感，心情会变得这么复杂。而且陷入这种心情后，还能马上采取行动的夜晚太奇怪了……例如小春那时候。」

  「大丈夫じゃないよぅ……特定の相手に好意を向けられるとこんなに複雑な気持ちになるなんて知らなったし、こんな気持ちに陥ってもなるべくすぐに行動に出れた夜がおかしいんだよぉ……小春の時とかぁ」

  　

  「冷静点冷静点。你好像比平常还要多话哦。」

  「落ち着け落ち着け。なんかいつもより口数多くなってるぞ」

  　

  　现在的艾莉儿只能用狼狈一词来形容。

  　今のアイリールは狼狽の一言に尽きる。

  　

  　不过，我完全不知道露库拉的那份感情是恋爱还是其他感情，所以也有点困扰。

  　まぁ、ルクラのあれが恋愛感情なのかはたまた別個の感情なのかは皆目見当もつかないので、俺も少し困ってはいるが。

  　

  　

  「这种时候不是玩游戏就是睡午觉。只要先冷静下来，之后要怎么想都可以。」

  「こういう時はゲームするか昼寝するかだ。一旦落ち着けばあとでいくらでも考えられるさ」

  　

  「那我要睡午觉……！晚上也一起……！」

  「じゃあお昼寝する……！　夜も一緒に……！」

  　

  「连我也要……喂，别拉我啦！」

  「俺もかよ……ちょ、おい、引っ張るなって！」

  　

  　

  　我被仿佛在说「打铁趁热」而前往寝室的搭档拉着走，同时在脑中思考着无法解决的感情真面目。

  　善は急げと言わんばかりに寝室へ向かう相棒に引っ張られながら、頭の中で解決しない感情の正体に悶々とする。

  　

  　比信赖还要深，又和恋慕不同，感觉没有依赖那么沉重——我对艾莉儿抱持的就是这种感情。

  　信頼よりも深く、恋慕はまた違い、依存ほど重くない気もする──そんなアイリールに対する感情に。

  　

  　——结果，我察觉自己连自己的感情都不了解，根本无法想象露库拉的心情，决定早早放弃思考。

  　──結局、自分の感情すらも解らない俺にルクラの気持ちを想像することなど叶わないのだと察し、早々に思考を放棄することに決定した。

  　

  　现在先睡一觉吧。我要进入梦乡了！

  　今はとりあえず寝てしまおう。オフトゥンに入るぞー！

  　

  　

  　

 
  キレる親友　反省するTS娘

  愤怒的好友反省的TS娘

  　

  　

  　

  「你是色情游戏的主角吗啊啊啊啊啊！？」

  「エロゲの主人公かテメェはぁぁぁぁぁッ！？」

  　

  「吴、吴原！等等！」

  「く、呉原！　待ってくれ！」

  　

  「去死吧！！」

  「くたばれっ！！」

  　

  「噗呸！？」

  「ぶべぇっ！？」

  　

  　

  　露库拉事件后过了几天。

  　ルクラ事件から数日後。

  　

  　虽然各种事态都圆满收场让我松了口气，但最近每天都忙得要死——我向死党吐苦水后，他却恼羞成怒，一拳揍了过来。

  　色々と事態が丸く収まってきたことには安堵しつつも、最近は毎日が急がしくて大変だ──といった愚痴を我が親友に吐露したところ、見事に逆ギレされてぶん殴られた。グーで。

  　

  　时间是放学后，地点是附近的公园。趴倒在地的我，嘴里尝到泥土的味道。

  　時刻は放課後、場所は近所の公園。地に伏した俺の舌には土の味が広がっている。

  　

  「呜咕咕……冷静点，吴原……！」

  「うぐぐぅ……落ち着け、呉原……！」

  　

  「吵死了！你这抱怨根本是在炫耀！」

  「うるせぇー！　自慢にしか聞こえない愚痴ばっか言いやがって！」

  　

  「才不是炫耀！我真的很辛苦啊！」

  「自慢じゃないって！　本当に大変なんだよ！」

  　

  　气得发狂的少年和我激烈地争辩，一旁的搭档艾莉儿却毫不介意地坐在长椅上，开心地玩着手机游戏。

  　怒り狂う少年と俺が激しく答弁している傍ら、相棒のアイリールは意にも介さずベンチに座って楽しそうにスマホゲームをしている。

  　

  　欸，我说你啊！搭档被打耶！你都不替他说话吗！

  　ちょっとあなた！　相棒が殴られてるんですよ！　庇ったりとかしないんですか！

  　

  「早上被忍无可忍的小春狠狠教训了一顿……？中午和以『道谢』为由跑来学校的露库拉偷偷……？回家后和莲一直——啊啊啊啊啊啊啊！！！你瞧不起我吗啊啊啊！！」

  「朝は我慢が切れた小春に絞られて大変だっただぁ……？　昼は“お礼”と称して学校に来たルクラと隠れてぇ……？　帰ったら朝までレンと───あ゛あ゛あ゛ぁ゛ぁ゛ァ゛ッ゛!!!　ナメてんのかテメェェェッ！！」

  　

  「冷静点！你的头发都竖起来了！」

  「落ち着け！　髪が逆立ってる！」

  　

  「叫你闭嘴没听到吗！！」

  「黙れっつってんだろうが！！」

  　

  　别生气啊……！我只是简单说了最近发生的事……！你平常不是都会听我抱怨吗……！

  　怒らないでぇ……！　最近の出来事を簡単に話しただけじゃん……！　愚痴なんていつも聞いてくれてたじゃんかぁ……！

  　

  「还给我！把打扫教室时，和我一起讨论『如果要在学校和色情游戏的女主角野合，哪里比较好呢～』的美咲还给我！把和我一起讨论各种作品，一起品评最棒女主角的挚友还给我！你到底是谁！」

  「返せ！　教室の掃除中に『この学校でエロゲヒロインと青姦するとすればどこが良さげかなぁ～』とか一緒に話してたあの時の美咲を返せ！　色んな作品を語り合って最高のヒロインを吟味し合ってた親友を返しやがれ！　お前は誰だ！」

  　

  「呃，我就是美咲啊……」

  「い、いや俺も美咲なんだけど……」

  　

  「我的挚友才不是每天早晚不管在何处都沉溺于情事的猴子啊啊啊啊！！」

  「俺の親友は朝昼晩毎日ところ構わず情事に耽る様なサルじゃねぇんだよぉぉぉぉ！！」

  　

  　他气得要命。看来我说的话彻底切断了他的理智。

  　めちゃくちゃに怒っていらっしゃる。どうやら俺の話は彼の堪忍袋の緒をズタズタにぶった切ってしまったらしい。

  　

  「嘴上说很辛苦，其实你很高兴能做那些事吧！」

  「大変とか言いつつヤレる事を本当は喜んでんだろ！」

  　

  「才没有……」

  「そんなことは……」

  　

  「你这不是在偷笑吗！你很不会说谎耶！」

  「ちょっとニヤけてんじゃねぇか！　嘘下手か！」

  　

  　……因、因为，我也是个男孩子啊。虽然辛苦，但舒服也是事实——啊啊！？不对不对！可恶，思考被禽兽兄妹侵蚀了！

  　……だ、だって、そりゃあ俺だって男の子ですし。大変だけど気持ちいいのは事実なわけで──あ゛ぁ゛ッ！？　違う違う！　クッソ、思考がケダモノ兄妹に浸食されてるゥ！

  　

  　

  「你……你……变了……！」

  「お前は……お前はぁ……変わったぁ……！」

  　

  「喂喂喂喂喂！别哭啊！」

  「うおぉぉぉい泣くなよ！」

  　

  　

  　不，我懂哦？吴原想说的话，我懂哦？

  　いや、わかるぞ？　呉原の言いたいことはな？

  　

  　我最近确实很忙，但回想起来，现在的我过的生活与其说是色情游戏，更像是撸管游戏的主角。我对此多少有些高兴，这点是事实。

  　確かにここ最近は多忙だったけど、思い返してみれば確かに今の俺は、エロゲというより抜きゲーの主人公みたいな生活を送ってた。それを多少なりとも喜んでいたのは間違いない。

  　

  　我好歹也是正值青春期的高中男生，没有幼稚到无法冷静分析自己的状况。

  　これでも年頃の男子高校生だし、自分の状況を冷静に分析できないほど子供でもない。

  　

  　露库拉的事，也不能只用一句『没办法』就带过。看来我得在近期内教会她何谓分寸这种常识。

  　ルクラの件も『しょうがない』だけで済ませるのは些か厳しい。彼女にも近いうちに節度という常識を教えなければいけないだろう。

  　

  　

  「……对不起啦。」

  「……悪かったって」

  　

  「烦死了……！」

  「う゛るぜぇ……！」

  　

  　而且不管怎么说——我疏于美咲夜的生活，也是事实。

  　それに何と言っても──今までの美咲夜としての生活、というものを疎かにしていた事実がある。

  　

  　自从虚拟世界和这个世界融合后，我只和那边世界的人交流，和吴原这种原本就认识的人关系变得淡薄。

  　仮想世界とこの世界が融合してからというもの、俺はあっちの世界の人間とばかり交流していたため、呉原の様な元々の知り合いとの関係が希薄になってしまっていた。

  　

  　吴原也明白我这边的情况，但这次的事让他忍无可忍了吧。在他看来，我就是个整天都在炫耀自己干了多少炮的脑残混账。

  　まぁ呉原もそこは此方の事情を察してくれてはいたのだが、今回の話で我慢の限界を迎えてしまったのだろう。彼からすれば俺はヤリまくりを自慢する腐れ脳味噌ゲロカス糞野郎だ。

  　

  「莉亚状态的你，我还能同情……我知道你比我想象的还要辛苦，可以的话我也想帮你。但现在的美咲感觉不一样了……」

  「リアの状態でされてた時は同情もしたさ……。俺の想像以上に大変だろうし、出来れば力になってやりたいって思ってた。でも今の美咲はなんか違うってぇ……」

  　

  「或许吧。我可能太得意忘形了。」

  「そうかもな。調子に乗ってたかもしれん」

  　

  　吴原察觉到我从女人变回男人后，对身体的感觉感到困惑，所以设身处地支持我。

  　呉原は女から男に戻って体の感覚に戸惑っていた俺の気持ちを察して、親身になって支えてくれた。

  　

  　而我却放着这样的他不管，一直以女孩子们为优先，这确实是我的错。在FPS上谎称自己睡眠不足，丢下担心我的他，自己跑去见莲时，特别过分。

  　そんな彼を放っておいてずっと女の子たちを優先していたのは確実に俺の落ち度だ。FPSで寝不足だと嘘をついたり、心配してくれる彼を置いてさっさとレンに会いに行ったときなんか特にひどかった。

  　

  　对不起啊，好友……我、我……！（颤抖）

  　ごめんよ親友……。俺は、俺は……！(ワナワナ)

  　

  　

  「……对了。吴原，你明天放假吧？要不要来我家？」

  「……そうだ。なぁ呉原、明日は休みだろ？　ウチに来ないか？」

  　

  「咦？」

  「へっ？」

  　

  　说实话，吴原会因为我性方面的状况而生气，除了迁怒外没有其他可能。但如果立场相反，我肯定也会对他发火。

  　まぁぶっちゃけ俺の性事情で呉原が怒るのは逆ギレ以外の何物でもないのだが、もし立場が逆だったとしたら俺も確実に彼に向かってブチ切れていた。

  　

  　明明做了一堆色色的事，却说『哎呀～真累人呢～(笑)』，不生气才奇怪。尤其是男生。

  　エロい事しまくってるのに『いや～大変だったわ～(笑)』とか言われてキレない方がおかしいからな。男子は特に。

  　

  「我用真冈小姐给的谢礼买了新的游戏和主机。一起玩吧。」

  「真岡さんに貰った謝礼金で新しいゲームとハード買ったんだ。一緒にやろうぜ」

  　

  「……咦？不，可是你……你看，还有莲她们……」

  「……え、いや。だってお前……ほら、レンたちとか……」

  　

  「是她们太兴奋了。我也想和朋友一起打电动，悠闲地度过啊。」

  「あいつらが盛り過ぎなんだよ。俺だって友達とゲームしながらダラダラしたりとかしてぇ」

  　

  　这是我的真心话。前天深夜，我被忍耐到极限的兄妹……不，是姐妹两人袭击时，我甚至做好了赴死的觉悟。

  　普通に本音である。一昨日の深夜に我慢の限界を迎えた兄妹……いや姉妹に二人がかりで襲われたときは流石に“死”を悟った。

  　

  　再加上露库拉也加入的话（虽说有艾莉儿帮忙），我肯定会死在她们手上。不是比喻。

  　加えてルクラも混じってくるとなると(アイリールが手伝ってくれるとはいえ)、このままでは確実に絞り殺されてしまう。比喩抜きに。

  　

  （为了我的安稳生活，不能一味地接受她们……！）

  （俺の平穏の為にも、受け入れてばかりじゃ駄目だ……！）

  　

  　最近露库拉也不回隔离空间，一直和真冈一起待在这里，只要她没有改变心意，就不用在意时间限制。

  　ここ最近はルクラも隔離空間に帰らず、こっちでずっと真岡と一緒に過ごしているようだし、心変わりでもしなければタイムリミットの事も気にする必要はない。

  　

  　那么就让她们彻底忍耐吧。

  　ならば彼女ら三人には徹底的な我慢をさせるようにしよう。

  　

  　加上各种条件……先忍耐两周左右吧。如果她们硬要袭击我，只要在开始前说「再继续下去我会讨厌你们」，就能阻止她们。毕竟开始后我就无计可施了。至于露库拉，就交给艾莉儿吧。

  　あれこれ条件付けて……先ずは二週間程度が妥当か。もしゴリ押しで襲ってきたら「それ以上すると嫌いになる」と言って行為が始まる前に止めさせればいい。始まったら手も足も出ないし。ルクラに関してはアイリールに任せよう。

  　

  　

  「……这样啊。」

  「……そう、か」

  　

  「是啊。」

  「そうだよ」

  　

  　我顺着吴原的话说。

  　呉原の言葉に便乗する。

  　他的表情逐渐开朗起来。

  　すると、次第に彼の顔が晴れやかになっていく。

  　

  「那我明天可以住你家吗？」

  「じゃあ明日、泊まってもいい？」

  　

  「好啊。你也带些游戏来吧。」

  「おう。お前も何かゲーム持って来いよな」

  　

  「啊，那我带移植版的全年龄最佳游戏来。我还没破关呢。」

  「あ、それなら移植版の全年齢の最良の選択を持ってくわ。まだ全然クリアできてねーんだ」

  　

  「偏偏选那个啊……算了，没差。」

  「よりにもよってそれかよ……。まぁいいけどさ」

  　

  　看来他总算恢复了平时的样子，我松了口气。这样我也比较开心。

  　なんとかいつもの調子に戻ってきたようで安心した。その方が俺も嬉しい。

  　……像这样和别人约好一起玩，已经很久没有过了……我不禁产生了这种感觉，有点不甘心。我要把至今为止的份都玩回来，你这混蛋。

  　こうして遊びの約束をすること自体が久しぶり……なんて感覚を覚えてしまう事が些か悔しい。今までの分いっぱい遊ぶぞこのやろう。

  　

  　

  「喂——美咲。天色暗了，差不多该回去了。」

  「おーい美咲。暗くなってきたし、そろそろ帰ろう」

  　

  「我知道——……啊。」

  「わかっ──……あっ」

  　

  　对了，我想到一个好主意……嘿嘿。

  　そうだ、いい事考えた。……へへっ。

  　

  「你晚上一脸坏人样。」

  「夜、悪い顔してる」

  　

  「被你发现了……我说，之前是应你的要求变身的，今天可以让我任性地变身一次吗？」

  「バレたか。……なぁ、この前はそっちの要望で変身したんだし、今日は俺のわがままで変身してもいいよな？」

  　

  「不用确认，晚上就随你便吧。」

  「確認なんて取らなくても。夜の好きにすればいいよ」

  　

  「谢啦。」

  「ありがとな」

  　

  　得到搭档的许可，我开始变身。

  　相棒に許可を貰ったのでこれより変身を開始します。

  　呜哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦变身！！！

  　うおおおおォォォオオオ変身ッ！！！

  　

  「哇！喂美咲！？身体突然发光——！」

  「おわっ！　おい美咲！？　急に体が光って──！」

  　

  　我无视惊讶的吴原，几秒后。

  　驚く呉原を尻目に数秒後。

  　

  　我再次变成了莉娅。

  　俺は再びリアとなったのだった。

  　

  　

  「……你、你突然变身干什么？」

  「……な、なんだ急に変身なんかして？」

  　

  「呵呵呵……」

  「ふふふ……」

  　

  　做好觉悟吧！我要吓你一跳！

  　覚悟しろよ！　ビックリさせてやるからな！

  　

  「吴原同学——！」

  「呉原くーんっ！」

  　

  「！！？」

  「っ！！？」

  　

  　变成莉娅的我冲了出去，突然抱住吴原的手臂。我用双手抓住他的右臂，故意把胸部贴在他的手臂上。

  　リアになった俺はその場を駆け出し、いきなり呉原の腕に引っ付いてやった。両手で彼の右腕を掴み、わざとらしく腕に胸を当ててみる。

  　

  「喂喂喂喂喂喂你在干什么啊！」

  「おいおいおいおいおいおいおい何してんだお前は」

  　

  「你之前骂我『你是工口游戏的主角吗』，所以我想说你是不是也想体验一下工口游戏主角的感觉！」

  「呉原君は俺……私に『エロゲの主人公かよテメェ』って怒ってたから、キミもエロゲの主人公気分を味わいたいのかなって！」

  　

  「笨、笨蛋！怎么可能啊！？」

  「ばっ、馬鹿！　んなわけねーだろ！？」

  　

  　咦，不是吗？

  　え、違うの？

  　算了，难得有这个机会，就继续下去吧。这家伙的反应很有趣。

  　まぁいいや、折角だからこのまま続けたろ。こいつの反応面白いし。

  　

  「高兴吧～在人气工口游戏中出现的女主角在现实中和你粘在一起哦～♪」

  「喜べよ〜、人気エロゲに出てくるヒロインが現実でくっ付いてるんだぞ〜♪」

  　

  「不，里面的人是你吧！够了，好恶心快放开我！」

  「いや中身お前じゃねぇか！　えぇい気味悪い離れろ！」

  　

  「吵死了！我就这样抱着你回家！让你的家人误会！」

  「うるせー！　このままくっついて家まで送ってやる！　お前の家族に誤解させてやるー！」

  　

  「喂笨蛋别开玩笑了你这混蛋！？快放开我好恶心！」

  「おいバカ冗談じゃねぇぞこの野郎！？　離れろ気色悪い！」

  　

  「你说什么——！？莉娅的胸部压在身上你还冷静得下来吗！怎么样！你这混蛋！！」

  「なにをーっ！？　リアのおっぱい押し付けられても冷静でいられんのか！　どうだ！　このこの！！」

  　

  「啊♥　喂，真的快住手啊！这样太狡猾了！就算里面的人是你破坏力也很大，真的快住手啊啊啊啊呀啊啊啊啊啊！！」

  「あっ❤︎　ちょ、マジでやめろおい！　それはズルい！　中身お前でもそれは破壊力高いからマジでやめろぉぉォォうぎゃぁぁぁぁぁぁ！！」

  　

  　

 
  お前の運命は俺が変える【前編】

  你的命运由我来改变。【前篇】

  　

  　

  「下面啦下面！绝对是下面的选项！」

  「下だよ下！　絶対下の選択肢だって！」

  　

  「等等，吴原！你真的确定吗！？这已经是第八次了耶！」

  「待て呉原！　本当に信じていいのか！？　これで八回目だぞ！」

  　

  　

  「莉亚、吴原学长，我拿点心和果汁来了～」

  「リアちゃーん、呉原せんぱーい、お菓子とジュース持ってきましたよ～」

  　

  　

  「就是那个没错……！自动产生选项的文章模式也不是无限的，上面的选项和刚才选错的选项和文章太像了！正确答案是下面！相信我，美咲！」

  「そっちで間違いねぇ……！　自動生成選択肢の文章パターンだって無限じゃないんだ、上の選択肢はさっきミスった選択肢と文章が似過ぎてる！　正解は下だ！　俺を信じろ美咲！」

  　

  「既然你都这么说了……好吧，这次一定就是正确答案了！我相信你，我要按下面的选项了！」

  「そこまで言うなら……わかった、今度こそ正解なんだな！　お前を信じて下を押すぜ！」

  　

  　

  「……？有人在家吗～我要进去咯～」

  「……？　もしもーし。お部屋に入っちゃいますよー」

  　

  　

  「对，快按！」

  「そうだっ、いけッ！」

  　

  「好，我要按了！」

  「あぁいくぜぇ！」

  　

  　按。

  　ポチッ。

  　

  　

  　【不行，来不及了。在我眼前的是——被斩首的妹妹——小春。】

  　【ダメだ、駄目だ、間に合わなかった。眼下に見下ろした先には──首と胴体を切断された、俺の妹──小春の、姿が】

  　

  　

  「你们两个在做什——」

  「二人とも何して──」

  　

  「啊啊啊啊！！小春死了！」

  「ああ゛ぁァ゛ッ゛！！　小春が死んだ！」

  　

  「咦咦咦咦！！？」

  「ええぇっ！！？」

  　

  　

  　

  ★　　★　　★　　★　　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  「……呜呜、呜呜……呜呜。」

  「……ひっぐ、うぅぅ……ぐすん」

  　

  「小、小春，别哭了，对不起，对不起哦？」

  「こ、小春、泣かないで、ごめんな、ごめんな？」

  　

  　我和吴原向裹着毛毯，在我房间床上啜泣的少女道歉。

  　俺の部屋のベッドの上で、毛布に包まってくすんくすん泣いている少女に謝罪を呼びかける俺と呉原。

  　以非常难堪的模样求饶的我们，丑陋得让人看不下去。

  　大変情けない姿で許しを請う俺たちはとてもではないが醜くて見ていられない。

  　如果莲斗也在场，我们早就被他杀了吧。

  　この場にもし蓮斗がいたら俺たちは今頃殺されていることだろう。

  　

  「美咲，揍我吧。」

  「美咲。俺を殴ってくれ」

  　

  「咦？为什么？」

  「え、なんで」

  　

  「我太没神经了。这样下去我无法原谅自己。」

  「あまりにも無神経すぎたんだ。このままじゃ俺は自分を許せん」

  　

  「了解。」

  「了解した」

  　

  　我依照要求，全力挥拳揍飞吴原。他发出有如爆裂声的惨叫，撞上墙壁，但现在不是在意他的时候。

  　要望通り呉原を全力のグーで殴り飛ばした。破裂音みたいな悲鳴あげて壁にぶち当たったけど今はそれどころじゃない。

  　

  　我马上转身面对小春。

  　すぐさま小春の方に向き直る。

  　但是她不肯看我。该怎么办呢？

  　しかし、彼女は目も合わせてくれない。どうしたものか。

  　

  　

  　事情的开端是昨天，吴原说要来我家过夜。

  　事の始まりは昨日の、呉原をウチに泊めるという話からだ。

  　他带了游戏公司制作的主机移植的全年龄版《最良的选择～别输啊，莲斗同学～》来我家，但惊人的难度让我们陷入苦战。

  　彼がゲーム会社から出ているハードに移植された全年齢版の『最良の選択　～まけるな蓮斗くん～』を持ってきたのだが、その驚異の難易度に四苦八苦していた。

  　

  　每次选项的正确答案都不一样，突然出现的高速QTE，偶尔出现的射击关卡——完全不像文字冒险游戏的难度，把我们打得落花流水。

  　毎回正解が変化するランダム選択肢、突如現れる高速のQTE、稀に発生するシューティングアクションパート──全くノベルゲームとは思えない代物に俺たちはボコボコにされていたのだ。

  　

  　这时，我们正好来到选择正确选项，就会让海夜小春死亡，故事继续进行的场面。先不论吴原，我并不知道这件事，不小心喊出「小春死了」。

  　そこで丁度、正解の選択肢を選ぶと海夜小春が死亡することで物語が進行する場面まで到達していたのだが、呉原はともかく俺はそれを知らなかったのでついつい『小春が死んだ』と叫んでしまい。

  　

  　小春碰巧在这时来到房间，听到这句话吓了一跳，显得惊慌失措。吴原又焦急地脱口说出『啊，不是，死掉才是正确答案（的路线）！』，这句话成了压垮骆驼的最后一根稻草，小春哭了出来——事情就是这样。

  　タイミング悪く部屋に訪れた小春がその発言に驚いて狼狽しているところに、呉原が焦って『あ、いや、死ぬのが正解（のルート）なんだ！』と口走ってしまったのがトドメとなり、小春が泣き出してしまい──今に至る。

  　

  　

  「吴原也不是对小春说的哦？那只是在讲游戏的事。」

  「呉原も小春に言った訳じゃなくてね？　あんなのゲームの話だからさ」

  　

  　我拼命辩解，但小春依然浑身发抖。

  　必死に弁明するも小春は未だにプルプル震えている。

  　我伤透脑筋，不知该如何是好。这时小春从毛毯的缝隙间探出头，说了一句话。

  　どうしたものかと困り果てていると、小春は毛布の隙間から顔を覗かせて、一言。

  　

  「……我在游戏里也非死不可吗？」

  「……私、ゲームでも死ななきゃいけないの？」

  　

  「咦…………这、这个嘛。」

  「え゛っ。…………そ、それは」

  　

  　正是如此——我当然说不出口，只好回头望向身后的吴原求助。

  　その通りだ──なんて言えるはずもなく、俺は助けを求めるように後ろにいる呉原へ振り返った。

  　

  「吴原……」

  「呉原ぁ……」

  　

  「……唔、唔唔唔。」

  「……ぐ、ぐぬぬ」

  　

  　到底该怎么办才好！这个游戏所有路线都确定小春会死，未免太奇怪了吧！？这什么烂游戏！？

  　どうすればいいんですかぁ！　このゲーム全部のルートで小春の死が確定してるのおかしくない！？　何だこのクソゲー！？

  　

  　

  「……美咲，你过来一下。」

  「……美咲、ちょっとこっちに来てくれ」

  　

  「干嘛？有什么事吗？」

  「なんだっ、何かあるのか」

  　

  　我走向对我招手的吴原，他悄声在我耳边说悄悄话。

  　手招きする呉原の元へ向かうと、彼はコソコソと小声で俺に耳打ちしてきた。

  　

  　

  「是密技。只要输入早期购买特典提供的隐藏密技，就能套用『小春生存追加修正档』。这样就能进入小春存活的路线了。」

  「コードだ。早期購入特典で配布された裏コードを入力すれば『小春ちゃん生存追加パッチ』が適用される。それなら小春が生き残るルートに行けるんだ」

  　

  「你这家伙，既然有那种东西，一开始就该……！」

  「お前っ、そんなのあるなら最初から……！」

  　

  「不是啦，你听我说。小春生存追加修正档是顺应玩家要求，在发售两周后发布的，但套用之后难度会大幅提升……而且提升的难度根本是疯了……！发生的QTE根本是节奏游戏的领域，选项也从二选一变成四选一……！」

  「違うんだ聞いてくれ。小春ちゃん生存追加パッチはファンの要望で発売後二週間で配布されたものなんだが、それを適用すると難易度が格段に跳ね上がる。……それでな？　その上がる難易度レベルが頭おかしいんだよ……！　発生するQTEはもはやリズムゲーの域だし、選択肢も二択から四択に変化する……！」

  　

  　听吴原说完令人怀疑「这样真的有打算让人破关吗？」的内容，我退避三舍。

  　それ本当にクリアさせる気あるんですか？　と言いたくなるような内容を呉原から聞かされ、かなりドン引きした。

  　白痴吗？制作团队是白痴吗？

  　馬鹿か。制作陣は馬鹿なのか。

  　不，特地回应玩家任性的要求，只花两周就制作出更新档，的确很神。值得表达敬意。

  　いや、わざわざファンの我が儘な要望に応えて、たった二週間でアップデートパッチを作ったのは確かに神対応だ。敬意を表するに相応しい。

  　

  　可是有必要把难度提升到这种地步吗？

  　でもそこまで難易度上げます？　

  　「我们实现了你们的任性要求，这点程度不破关就伤脑筋了。」——我感觉到制作团队的这种坚持——应该说是一种恶意。

  　『お前らの我が儘を叶えてやったんだからこの程度はクリアして貰わないと困るぜ』みたいな、制作陣の意地──というか一種の悪意を感じるんだが。

  　像节奏游戏一样高速的QTE？而且还是四选一，又不是资格问题的考试……这真的是文字冒险游戏吗！？

  　リズムゲームの如き高速QTE？　しかも四択問題って、資格問題のテストじゃあるまいし……本当にノベルゲームかこれ！？

  　

  「有这么难吗……？」

  「そんなに難しいのか……？」

  　

  「比现在玩的文香路线更难的是隐藏女主角莉亚路线，而小春路线则是莉亚路线的加强版……的样子。我也只是在网络上看到片段情报，所以不清楚攻略法，老实说，连在文香路线中盘就陷入苦战的我们，能不能破关都……」

  「今やってる文香ルートよりムズいのが隠しヒロインのリアルート。そのリアルートをパワーアップさせたのが小春ちゃん生存ルート……らしい。俺もネットで断片的な情報を見ただけだから攻略法は知らないし、文香ルートの中盤で苦戦してる俺たちがクリアできるとは、正直……」

  　

  　吴原冷汗直流，战战兢兢地解释。

  　滝の様な汗を流しながら恐る恐る詳細を語っていく呉原。

  　看他那副模样，连没实际玩过的人也能立刻理解，那难度高到连没玩过的人也能感受到有多鬼畜。太可怕了。

  　彼の様子を見れば、実際にプレイしていない人間にもその鬼畜さが伝わる程の高難易度なのだとすぐに理解することができた。怖すぎる。

  　

  　……可是。

  　……でも。

  　

  「只能拼了。」

  「やるしかない」

  　

  「美咲？」

  「美咲？」

  　

  「只能拼了啦。必须让小春知道，她不需要死在游戏中。在小春面前破关……是我们唯一能做的赎罪。」

  「やるしかねーよ。ゲームでだって小春は死ななくていいんだってとこを見せてやらなきゃダメだ。追加パッチを小春の目の前でクリアすることだけが……俺たちにできる唯一の贖罪だろ」

  　

  　因为太难就放弃的话，会后悔一辈子。因为小春受伤了，因为小春哭了。

  　難しいから、という理由でこのまま引き下がったら一生後悔する。なぜなら小春が傷ついてしまったから、泣いてしまったからだ。

  　

  　既然如此，就不能再输给害小春哭泣的这款游戏。

  　だったら、小春を泣かせたこのゲームにこれ以上負けるわけにはいかない。

  　要颠覆「她是故事中必要的牺牲」这个大前提，才能拯救小春的眼泪。

  　彼女が物語に必要な犠牲だという大前提を覆すことしか、小春の涙を救う方法はないんだ。

  　

  「小春、小春！」

  「小春、小春っ」

  　

  「……？」

  「……？」

  　

  　美咲以沉稳的语气，对蹲坐在床上的小春说：

  　ベッドの上で蹲っている小春に、穏やかな声音で語りかける。

  　

  「看着吧。我们会证明给你看——小春的死是错误的。」

  「見ていてくれ。小春が死ぬなんて間違いだってこと──俺たちが証明してみせる」

  　

  「……莉亚。」

  「……リアちゃん」

  　

  「吴原！把写有指令的纸给我！」

  「呉原！　コードが書かれてる紙を！」

  　

  「用这个！」

  「これを使え！」

  　

  　我打开吴原丢过来的游戏外盒，从里面拿出一张小厚纸。

  　呉原から投げ渡されたゲームパッケージを開封し、中から小さな厚紙を取り出した。

  　上面写着「生存补丁追加指令」。这下肯定没错。

  　そこには「生存パッチ追加コマンドコード」の文字が。これできっと間違いない。

  　

  　要上咯。一定要救小春——！

  　いくぞ。必ず小春を救ってやる──！

  　

  「显示指令画面！输入指令！←！→！AB！」

  「コード画面表示！　コマンド入力！　←！　→！　ABッ！」

  　

  　我绝对不会输！！！

  　絶対負けねぇ！！！

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  「呜啊啊啊……！吴原……」

  「うぇぇぇん……！　呉原ぁぁ……」

  　

  「冷静点。」

  「落ち着け」

  　

  　被超鬼畜的困难度小春生存路线打得落花流水，我哭丧着脸扑向吴原。

  　一切情け容赦無しの超鬼畜難易度の小春ちゃん生存ルートにボコボコにされ、俺は半泣きになって呉原に飛びついた。

  　

  　太难了。这根本不是游戏。

  　難しすぎる。こんなのゲームじゃない。

  　

  「不过，没想到生存路线竟然是这么强的敌人……」

  「いやしかし、まさか生存ルートがここまでの強敵だったとはな……」

  　

  「对不起，我太没用了……」

  「役立たずでごめんなさいぃぃ……」

  　

  「就叫你冷静点。美咲已经很努力了。」

  「だから落ち着けって。美咲はよく頑張ったよ」

  　

  　我哇哇大哭，吴原轻拍我的头，瞪着电视上大大显示GAME OVER的字样。

  　ピーピー泣き喚く俺の頭をポンポンと軽く叩きながら、ゲームオーバーという文字がデカデカと表示されたテレビ画面を睨み付ける呉原。

  　

  　停顿一拍后。

  　一拍置いて。

  　

  　他深呼吸。

  　長い深呼吸。

  　接着，他静静地说了一句话。

  　そして静かに、一言。

  　

  「我来。」

  「俺がやる」

  　

  「你、你行吗……？」

  「で、できるのか……？」

  　

  「你刚才不是说只能靠我了吗……至少我从以前就在玩这个游戏，应该比你行。」

  「お前が言ったんだろ、やるしかねぇって。……少なくともこのゲームに関しちゃ前からプレイしてる俺の方がまだマシなはずだ」

  　

  「吴原……」

  「呉原……」

  　

  　表情认真的吴原拿起我丢在一旁的控制器，在电视屏幕前坐下。

  　真剣な表情の呉原は俺が投げ出したコントローラーを手に取り、テレビ画面の前に腰を下ろした。

  　喀嚓喀嚓地操作摇杆和按钮后，画面瞬间回到存档前的开始画面。

  　カチャカチャとスティックやボタンを操作すればあっという間にセーブ地点の開始前画面だ。　

  　

  　顺带一提，这个游戏一旦安装小春生存补丁，快速存档和一般存档都会消失，切换成自动存档。

  　ちなみにこのゲーム、小春ちゃん生存パッチを適用するとクイックセーブと通常のセーブが消滅し、自動セーブ仕様に切り替わる。

  　

  　也就是说，我想表达的是——一般游戏里有五个非解决不可的场面，每过一个场面就存档，就能安全地继续游戏，但小春生存路线是只要失误，就得从头解决五个场面——就是这样。五个场面全部过完后，那个场面的自动存档似乎才会生效。嗯～这烂设计。

  　つまり何が言いたいのかというと──解決しなければならない５つの場面があったとして、通常プレイなら一つクリアする毎にセーブしていくことで安全に先へ進むことができるのだが、小春ちゃん生存ルートではミスをする度に毎回５つの場面全てを最初から解決していかなければならない──ということだ。５つ全てをクリアしてようやくその場面の自動セーブが適用されるらしい。うーんこのクソ仕様。

  　

  「交给我吧。美咲、小春，我一定会破关的。」

  「任せてくれ。美咲、小春。必ずクリアしてみせる」

  　

  　吴原的干劲转为决心，鼓起干劲。这时，裹着毛毯的小春探出头来。

  　やる気が本気になった呉原が気合いを入れると、ふと毛布に包まっていた小春が顔だけ出した。

  　小春不知为何——露出红通通的害羞表情。

  　その小春はなんだか──赤く照れたような表情になっている。

  　

  「竟、竟竟……竟然叫我美咲小春……前辈，你太心急了啦……嘿嘿、嘿嘿嘿。」

  「みっ、みみ……美咲小春だなんて……先輩ったら、気が早いですよぅ……ふへっ、えへへへ」

  　

  　小春表情松懈，嘿嘿嘿地傻笑。你该不会已经没在沮丧了吧？

  　顔がだらしなくふにゃふにゃになってエヘヘと笑う小春。君もしかして別にもう落ち込んでるわけじゃない感じです？

  　话说，正常人听了刚才的对话会这样解释吗……

  　ていうか普通今の会話を聞いてそんな解釈になるかしら……。

  　

  「总～之！我们也会好好看着的，拜托你了，吴原！」

  「とーにーかーく！　俺たちもちゃんと見てるからな、頼んだぞ呉原！」

  　

  「加油哦，前辈……！」

  「頑張って先輩……！」

  　

  　在把责任全丢给他的我，以及似乎已经不需要安慰的小春声援下——吴原深深点头。

  　責任を丸投げした俺と、もはや慰める必要がなさそうな小春の声援を受けて──呉原は深く頷いた。

  　

  　

  「好。游戏中的小春……在所有路线都会死亡的命运——由我来改变！」

  「あぁ。ゲームの小春ちゃんの……あらゆるルートで死にゆくその運命は──俺が変えるッ！」

  　

  　

  　

 
  お前の運命は俺が変える【後編】

  你的命运由我来改变。【后篇】

  　

  　

  　吴原少年盘腿坐在地上，和放松的姿势相反，他一脸认真地盯着电视屏幕。

  　胡坐というリラックスに適した体勢とは裏腹に、真剣な面持ちで食い入るようにテレビ画面を睨みつける呉原少年。

  　

  　他用力握着游戏手把，发出嘎吱嘎吱的声音，汗如雨下，鼻孔里流出红色的液体，但他一动也不动，用充血的眼睛注视着画面，激烈地操作着手边的摇杆和按钮。

  　軋む音が鳴る程にコントローラーを強く握り、滝の様な汗を流し、鼻の穴から紅色の液体が垂れても彼は微動だにせず血走った瞳で画面を注視しながら手元のスティックやボタンを激しく動かしている。

  　

  「呼——呼……」

  「ふぅーっ、ふぅぅぅ……」

  　

  　画面上显示着连续输入指令的信息，再两秒——画面中的敌方角色的信息视窗关闭的瞬间，他开始怒涛般的连续输入指令。

  　画面に映されているのは連続コマンド入力の表示だ。あと二秒──画面の中にいる敵キャラのメッセージウィンドウが閉じた瞬間、怒涛のコマンド入力が開始される。

  　

  　吴原深呼吸，重新握好手把。

  　深呼吸をしてコントローラーを握り直す呉原。

  　瞬间，强制自动对话的敌方角色的信息视窗，无视玩家吴原的意志，关闭了。

  　瞬間、強制オート会話になっている敵キャラのメッセージウィンドウが、プレイヤーである呉原の意志を無視して終了された。

  　

  　然后，长达十秒的连续输入指令——开始了。

  　そしてなんと十秒間に渡る連続コマンド入力が今──開始された。

  　

  「嗯！」

  「んッ゛!!」

  　

  　吴原用力哼了一声，开始敲打手把的按钮。

  　強く鼻を鳴らしてコントローラーのボタンを叩き始める呉原。

  　一开始节奏缓慢，但每过一秒，画面的速度就逐渐加快。

  　最初はゆったりとしたリズムだが、一秒経過するごとに画面の速度は加速していく。

  　

  「呜……！」

  「ぅっ……！」

  　

  　手快要滑掉了。他瞬间慌了手脚，但总算冷静下来，重新调整姿势。

  　手元が滑りそうになった。つい一瞬慌てるが、なんとか冷静に堪えて体勢を立て直す。

  　高速移动的画面中，还没有出现失误两个字。他还没有输。

  　高速で動く画面にはまだミスの二文字は表示されていない。彼はまだ負けてはいない。

  　

  「↓↓B↑→→ABBA↓↑←←B↑→→AAAA←↓↓——！」

  「↓↓B↑→→ABBA↓↑←←B↑→→AAAA←↓↓──っ」

  　

  　他小声地重复着指令，同时按照指令敲打按钮和摇杆。

  　ボソボソと小声でコマンドを復唱しながらその通りにボタンやスティックを叩いて弾く。

  　终于到了第九秒——在第二轮的时候，他在这里失误，又回到了起点，但现在的吴原一定——

  　ついに九秒──二周前はここでミスをして振出しに戻ったが、今の呉原ならきっと──

  　

  「AAAAAAAAAAAB……！」

  「AAAAAAAAAAABッ……！」

  　

  　连续按压同一个按钮，很容易搞错次数，他耐心地突破了这个难关。

  　同じボタンが連続するため回数を間違えやすい難関を、根気強く粘って突破した。

  　

  　但是，接下来是五秒的射击动作，然后是每次时机都不同的三次QTE。

  　だが、この先には五秒間のシューティングアクションのち、タイミングが毎回ランダムのQTEが三回存在する。

  　

  「……！……！」

  「っ……！　ッ！」

  　

  　他开始攻略敌人高速移动的射击部分。

  　高速で敵が移動するシューティングパートを攻略していく。

  　和前后两个超难的部分相比，这里多少轻松一些，可以说是暂时的休息。

  　ここは前後の激ムズポイントに比べれば多少楽ではあるため、一時の休憩と言っても差し支えない。

  　虽然对普通人来说，这个动作很难，但对屡次被击倒，又屡次爬起来的吴原来说，这个部分就像安息之地一样。

  　普通の人間には難しいアクションだが、何度も打ちのめされてその度に這い上がってきた今の呉原からすればこのパートは安息の地に等しい。

  　

  　但是，这个『最佳选择』游戏，以先扬后抑著称。

  　だが、上げて落とすことに定評があるこの『最良の選択』というゲーム。

  　如果在这里松懈的话，就永远不可能通关。

  　ここで気を抜けばクリアなど永遠に不可能だ。

  　

  「来了！」

  「きたっ」

  　

  　射击动作结束的瞬间，强制自动模式再次开始对话。

  　シューティングアクションが終了した瞬間、強制オートモードで会話が再開された。

  　

  　

  【『放开那女孩！』我大喊一声，朝怪人的背部发射光束激光。】

  【『その子を離せッ！』そう叫んで怪人の背中に光のレーザーを撃ち込んだ】

  　

  　画面中，精致的构图插图接二连三展开，莲斗为了夺回小春，与怪人展开战斗。

  　画面の中では凝った構図のイラストが次々に展開され、蓮斗が小春を取り戻すために怪人と戦闘を繰り広げている。

  　

  　在这个场景中，会随机出现三次高速QTE。

  　このシーンの中で三回、ランダムタイミングで高速QTEが現れるのだ。

  　

  【「海夜莲斗！？没想到你竟然会来这里……！」怪人立刻往右跳，躲过激光。但是他的背后是谷底，我终于将怪人逼到无路可逃。　「嚣张的小鬼……！」】

  【「海夜蓮斗！？　まさかここまで来るとは……っ！」　咄嗟に右へ跳ぶことでレーザーを回避する怪人。だが、ヤツの後ろは谷底であり、俺はついに怪人を逃げ場のない場所まで追いつめたのだった。　「生意気なガキが……！」】

  　

  　以全语音展开的热血场景，只能用精彩绝伦来形容。

  　フルボイスで展開される熱いシーンは圧巻の一言に尽きる。

  　

  　小春生存补丁并非将小春的存活套用在既有的路线，而是能重新游玩『必须保护的妹妹』这条新路线。能在两周内制作出这种东西的制作团队，就各种意义上来说都不是人。

  　小春ちゃん生存パッチは既存のルートに小春生存が適用されるものではなく、改めて『守るべき妹』という新たなシナリオがプレイできるようになる代物だ。これを二週間で作り上げた制作陣は色んな意味で人間ではない。

  　

  【「学园的女人们怎么了？而且你追上我的速度……难道你抛下在街上作乱的怪人们来到这里？」我没有否定怪人的话。因为我舍弃了拥有异能的伙伴们，以及将我视为英雄仰慕的学园学弟妹和街上的人们，来到了这里。】

  【「学園の女共はどうした？　それにこの追いつくスピード……まさか街で暴れている怪人たちを放ってここまできたのか？」　怪人の言葉を俺は否定しない。異能を持つ仲間たちも、自分をヒーローだと慕う学園の後輩や街の人々も切り捨てて、俺は今ここにいるから。】

  　

  　莲斗被这个怪人逼到绝境，陷入绝境，失去了许多东西——即使如此，他无论几次都重新振作，站在这里。

  　ここまで蓮斗はこの怪人に散々追い詰められ、窮地に陥り、沢山のものを失い──それでも、何度心が折れようともその度に立ち上がって今ここにいる。

  　

  【即使如此，即使如此我也不会后悔。因为这世上我最重要、发誓无论如何都不会失去的存在——就是小春。】

  【それでも。それでも俺はきっと後悔しない。この世で最も大切で、何があっても失わないと誓った存在は──小春だから】

  　

  「哦！？」

  「ぉっとッ！？」

  　

  　吴原勉强反应过来突然出现的单选题。这是第一次在莲斗的独白中出现QTE。

  　突如現れた一つ目のQTEになんとか反応した呉原。この蓮斗の独白の途中でQTEが現れたのは今回が初めてだ。

  　

  【我透过与世界中心相连的莉亚看到了。在无数的可能性中——小春在所有未来中丧命的模样。看到了救不了她的我，无力的我——！】

  【世界の中心と繋がったリアに見せてもらったのだ。数多の可能性の中で──その未来全てで命を散らす小春の姿を。救えない自分を。無力な俺を──！】

  　

  　所有女主角都支持着莲斗。好友田宫，以及成为伙伴的莉亚都成为莲斗的力量。

  　ヒロインズの皆は蓮斗を支えてくれる。親友の田宮も、仲間になったリアも蓮斗の力になってくれる。

  　无论走上哪条路线，都有人支持失去小春的莲斗。然后他跨越悲伤，抓住幸福——

  　どのルートに進んでも、小春を失った蓮斗を誰かが支えてくれる。そして悲しみを乗り越えて幸せを掴む──

  　

  【开什么玩笑！我的妹妹只有小春！失去小春后才开始的故事，去吃屎吧！我、我——】

  【ふざけるな！　俺の妹は小春だけだッ！　小春を失って初めて始まる物語などクソ喰らえだ！　俺は、俺は──】

  

  　

  「好险……！」

  「っぶね……！」

  　

  　没想到没过多久就出现第二个QTE，让吴原吓出一身冷汗，不过他立刻反应过来，顺利过关。

  　まさかの、大して間を置かずに出現した二つ目のQTEに心臓を脅かされつつ、咄嗟に呉原は反応して乗り切った。

  　这样通关前的QTE就只剩一个了。

  　これでクリアまでのQTEは残り一つ。

  　

  　

  【「我选择和小春在一起的未来！不管别人怎么说，不管要牺牲什么，兄妹两人一起创造未来！」我相信——这是最好的选择！！】

  【「俺は小春と共にある未来を選ぶ！　誰に何を言われようと、どんなものを犠牲にしようと、兄妹二人で未来を創る！」　それが俺の──最良の選択だと信じているから!!】

  　

  　

  　呐喊。为了家人，为了妹妹。

  　叫ぶ。家族の為に。妹の為に。

  　

  　为了亲手开拓不断败给命运的兄妹的未来。

  　運命に敗北し続けた兄妹の未来を、その手で切り開くために。

  　

  　本来不可能存在的生存之道——透过修正档追加的路线不是『小春生存路线』，而是『海夜小春路线』。

  　本来は存在し得なかった生存の道──パッチによる追加ルートは『小春生存ルート』ではなく『海夜小春ルート』だったのだ。

  　

  　仿佛至今的辛苦得到回报，看着以热血BGM为背景进行的最终场景看得入迷的我，手停了下来，薯片的袋子里面连一片都没少。

  　今までの苦労が報われるかのように、熱いBGMをバックに進行するラストシーンに見とれている俺の手は止まっており、ポテトチップスの袋の中身は一枚も減らない。

  　

  「还没吗……还没吗……」

  「まだか……まだなのか……」

  　

  　吴原绷紧神经，以免意识被故事吸引，但QTE迟迟不出现，让他有点焦急，握住手把的手微微颤抖。

  　物語に意識を奪われないようしっかり構えている呉原だが、一向にQTEが現れないため少々焦っていて、コントローラーを握るその手は僅かに震えている。

  　

  　

  【「闭嘴！你的未来由我来夺走！」怪人大吼，把抱在腋下的小春——往谷底扔去。】

  【「黙れ！　貴様の未来などオレが奪ってやるッ！」　吠える怪人は脇に抱えた小春を──谷底へ向かって投げた】

  　

  　瞬间，出现时间只有短短三秒的选项。

  　瞬間、制限時間わずか3秒の選択肢が表示される。

  　虽然早就知道会有选项，但我和吴原都是第一次亲眼见到选项内容。

  　その事実は知っていたが選択肢の内容を目で見るのは俺も呉原も初めてだ。

  　

  　

  【对小春伸出手。】

  【小春に手を伸ばす】

  【不对小春伸出手。】

  【小春に手を伸ばさない】

  　

  　

  「这、这个是上面——」

  「こっ、これは上──」

  　

  　吴原见状，急忙把光标移到上面——

  　それをみた呉原は焦ってカーソルを上に──

  　

  　

  「不对！是下面，吴原！！」

  「違う！　下だ呉原っ!!」

  　

  　

  「……！？」

  「っ……！？」

  　

  　我凭直觉猜到正确答案，吴原被我一喊，几乎是无意识地把光标移到下面，选择下面的选项『不对小春伸出手』。

  　直感的に正解を悟った俺の言葉に突き動かされ、呉原はほぼ無意識にカーソルを下げ、下の選択肢である『小春に手を伸ばさない』を選んだ。

  　

  　最好的选项的特征就是『先扬后抑』。

  　最良の選択の特徴は『上げて落とす』だ。

  　这时选择仿佛实现玩家愿望的选项，绝对会错。

  　ここでプレイヤーの願望を具現化したような選択肢を選ぶのは絶対に間違っている筈。

  　

  　

  【我没有对小春伸出手，而是趁怪人不注意时用菲莉斯的冰能力冻结他的手，再用洛伊泽的能力发射激光。】

  【俺は小春に手を伸ばさず、隙を見て銃を撃とうとしていた怪人の手をフィリスの氷能力で氷結させ、即座にロイゼの能力でレーザーを発射した】

  　

  　

  　画面切换。

  　切り替わる画面。

  　

  　在切换成给予怪人致命一击的插图的瞬间，最后的QTE出现了。

  　怪人にとどめを刺すイラストに切り替わった、その瞬間に最後のQTEが出現した。

  　

  　

  「！呜呜……！！」

  「っ！　ぅぅっ……！！」

  　

  　

  　吴原急忙忍住差点按下去的手指。

  　早押ししそうになってしまった指を咄嗟に堪える呉原。

  　然后看准时机，再次配合QTE按下A钮。

  　そしてタイミングを見計らい、改めてQTEに合わせてAボタンを叩いたのだった。

  　

  【perfect!】

  【perfect!】

  　

  　画面上方出现小小的「perfect!」字样。

  　画面上部に小さく表示されるパーフェクトの文字。

  　这代表的事实只有一个。

  　それが物語る事実は、ただ一つ。

  　

  【激光射穿怪人的心脏，怪人脚步踉跄，失足跌落谷底。】

  【レーザーに心臓を撃ち抜かれ、よろめく怪人は足を踏み外して谷底へ落下した】

  　

  　BGM停止，房间被寂静支配。

  　BGMが止まり、部屋を静寂が支配する。

  　

  【我急忙往谷底看，用洛伊泽的能力照亮黑暗，大喊小春的名字。我不断呼喊小春的名字。】

  【焦って谷底を覗きこみ、ロイゼの能力で闇を照らしながら俺は叫ぶ。小春の名を叫ぶ。ただひたすらに叫び続ける】

  　

  　游戏传来危险的气息。

  　ゲームからは不穏な空気を感じる。

  　

  【「小春——！！呜呜……！小、小春——！！回答我！……回、回答、我……！小春！小春——！！」】

  【「小春ーっ！！　ぅぅ……！　こっ、こはるぅぅ゛ぅゥ゛ゥッ！！　返事を！　……へんじっ、して、くれ……！　小春！　こはるーっ！！」】

  　

  　莲斗哭喊着。

  　涙と共に絶叫する蓮斗。

  　冷汗和不好的预感支配全身，我开始颤抖。

  　冷や汗と嫌な感情がふつふつと全身を支配し、プルプルと震え始める俺。

  　

  　

  　然而，吴原只是冷静地盯着画面。

  　しかし、ただ冷静に、呉原は画面を見つめていた。

  　

  　

  【「…………啊！？」谷底传来微弱的声音。我不禁往后仰。虽然听不清楚，但确实有人在谷底说话。】

  【「…………ぁ、っ！？」　谷底から、小さな声。思わずのけ反った。言葉は聞き取れないが、確実に誰かが谷底から声を挙げている】

  　

  　

  「吴、吴原……」

  「く、呉原……」

  　

  「嘘。安静。」

  「シッ。静かに」

  　

  　我急忙用双手捂住嘴巴。

  　慌てて両手で口を押さえる俺。

  　我从现在的吴原身上感受到身为玩家的认真，察觉到现在不是说废话的时候。

  　今の呉原からはゲーマーとしての本気が感じられ、余計な事を言える雰囲気ではないと察した。

  　

  　我默默盯着画面。

  　黙って画面を見つめる。

  　

  　——然后。

  　──すると。

  　

  　

  【声音逐渐靠近。不是我的声音，从谷底慢慢传来。】

  【近づいてくる。俺のではない声が、谷底から徐々に上がってくる】

  　

  　

  　这是……

  　これは……。

  　

  　

  【「——学长——！」从深渊中传来熟悉又高亢的声音。我知道，我知道这个声音的主人——！】

  【「──ぁい！　せんぱーい！」　深淵の中から聞こえてくるのは、聞き覚えのある甲高い声。知っている、この声の主を俺は知っている──！】

  　

  　

  　难道……！？

  　まさか……！？

  　

  　

  【「——阳菜！？」从谷底飘浮上来的是——双手抱着小春的学妹——自由丘阳菜。】

  【「──陽菜っ！？」　谷底から浮遊して姿を現したのは──両手で小春を抱き抱えている後輩──自由ヶ丘陽菜だった】

  　

  　

  【「阳菜，你……！」「小春毫发无伤！我确实接住了她！……小春，过来。」在阳菜的催促下，小春踩着地面，笔直朝我跑来。】

  【「陽菜、お前……！」「小春ちゃんには傷一つないですよ！　あたしがちゃーんとキャッチしましたからね！　……ほら、小春ちゃん」　陽菜に促され、地面に足をつけた小春は一直線に俺へ向かって駆け出してきた】

  　

  　

  【「小春！」「哥哥——！」我用全身接住从正面扑来的小春，用力抱紧她。我再次感受到她的温暖——】

  【「小春！」　「お兄ちゃん──ッ！」 正面から跳んできた小春を全身で受け止め、俺は彼女を強く抱きしめた。その温もりを、もう一度、俺は───】

  　

  　

  　

  　

  「好耶————————！！」

  「よっしゃああああぁぁぁぁぁァァァっッ！！」

  　

  　吴原瞬间放开手把，站起身来，放声大吼。

  　瞬間、呉原がコントローラを手放して立ち上がり、雄叫びを挙げた。

  　时间明明已经来到深夜，他却毫不在意，开心得不得了。

  　もう時刻は深夜だというのに、そんな事も気にせず彼は大いに喜んだ。

  　

  「好！好……！赢了！我赢了……！活该啦，混账……！！」

  「っし！　っっっし……！　勝ち！　俺の勝ち……ッ！　ざまぁみやがれこの野郎……っ！！」

  　

  　他摆出胜利姿势。

  　ガッツポーズ、ガッツポーズ。

  　他双手紧握，仿佛在细细品味着这份喜悦，同时对打败的游戏放声大骂。

  　噛みしめるように両手を強く握って歓喜に打ち震えながら、負かしてやったゲームに対してざまあみろと言い放つ。

  　

  「太厉害了，吴原学长！」

  「凄いです呉原せんぱいっ！」

  　

  「呜哦！」

  「うおっ」

  　

  　小春从后方抱住吴原。

  　そんな呉原に後ろから抱きつく小春。

  　目睹了这次的来龙去脉，而且赢得生存之道的又是另一个自己，会开心地抱在一起也是理所当然的吧。

  　今回の一部始終を見届けていて、尚且つ生存の道を勝ち取ったのがもう一人の自分となれば、歓喜の抱擁も当然だろう。

  　

  　

  　……太好了，太好了……

  　……よかった、よかったぁ……。

  　小春也很开心，更重要的是，成功通关小春路线的事实让我高兴得不得了。

  　小春も喜んでるし何より、小春ルートをクリアできた事実がたまらなく嬉しいんじゃ。

  　还有莲斗没有选择多数人，而是选择站在小春这一边，也相当有味道，实在不错。

  　あと大勢の味方じゃなく小春一人の味方を選んだ蓮斗も味があってなかなか良かったぜ。

  　

  「欸，美咲。」

  「なぁ美咲」

  　

  「嗯？」

  「ん？」

  　

  「我啊……能成为你的朋友真是太好了。」

  「俺さ……本当にお前の友達でよかったよ」

  　

  「怎、怎么突然说这个？」

  「な、何だよいきなり」

  　

  　吴原突然露出顿悟的表情，轻而易举地说出平常会害羞得说不出口的台词。

  　突然、悟ったような表情の呉原が、普段なら恥ずかしくて言えないようなセリフをいとも容易く吐いてきた。

  　

  　我怀疑地仔细观察吴原——然后马上发现原因了。

  　不審に思って呉原の様子をよく見ると──原因はすぐに判明した。

  　

  「我没有死～♪学长好厉害哦～♪」

  「私死ななかったぁ～♪　先輩すごいですよぉ～♪」

  　

  「我或许是为这个瞬间而生的……」

  「俺は今この瞬間の為に生まれてきたのかもな……」

  　

  「……是、是哦。」

  「……そ、そう」

  　

  　小春开心得抱住吴原，身体左右摇摆，像在跳舞一样。游戏中的自己不只活下来，甚至还成为女主角，想必让她非常开心吧。

  　喜びのあまり呉原に抱きついた小春が踊るように体を左右に揺らしている。ゲームの自分が生存はおろかメインヒロインにまでなったのが相当嬉しかったのだろう。

  　

  　小春开心地抱住吴原……她丰满的胸部压在吴原的背上，像面团一样被压得变形。

  　そして小春は呉原に喜びの抱擁を交わしたわけだが……彼女の大きな胸が、呉原の硬い背中に潰されてパン生地のようにグニグニと形を変えている。

  　

  　吴原的背上满是小春柔软丰满的胸部触感，流着鼻血，露出仿佛顿悟的温柔笑容。

  　大きく柔らかい豊満な小春のおっぱいの感触が背中一杯に広がる呉原は、鼻血を垂らして悟りを開いたように優しい笑みを浮かべていた。

  　你看起来好幸福哦。真是太好了。

  　幸せそうですね、あなたね。よかったね。

  　

  「谢谢你，美咲。身为你的挚友，今后也请多多指教。」

  「ありがとうな、美咲。親友として、これからもどうか宜しく頼む」

  　

  「你这家伙还真现实……」

  「現金なやつだなお前……」

  　

  　和我用胸部顶他时的反应差太多了。那时明明那么慌张……虽然小春的比较大就是了。

  　俺が胸を当てた時とはえらい違いだ。あの時はめちゃめちゃ焦るだけだったくせに。……そりゃ小春の方がおっきいけどさ。

  　

  　什么嘛，原来你喜欢巨乳哦，我可不允许你歧视贫乳哦。

  　なんだ、巨乳好きかこの野郎。差別はゆるさんぞ。

  　

  「喂，吴原，你那时明明就露骨地表现出厌恶……你歧视，你歧视胸部！」

  「おい呉原、俺の時は露骨に嫌がってたくせに……差別か、おっぱい差別か！」

  　

  「啥？你在说什么啊？」

  「は？　何言ってんだお前」

  　

  「小春，让开！那家伙还太早摸到大胸部了！歧视主义者有这对胸部就够了！」

  「どいて小春！　そいつに大きいおっぱいはまだ早い！　差別主義者にはこのおっぱいで十分だ！」

  　

  「呜哇哇！」

  「うわわっ」

  　

  　我硬是推开小春，从吴原身后抱住他。

  　強制的に小春を退けて俺が後ろから呉原に抱きついた。

  　我要用这家伙讨厌的莉亚胸部，让嚣张地享受小春胸部触感的吴原的喜悦减半。

  　生意気にも小春のおっぱいを堪能しやがった呉原には、コイツの嫌がるリアっぱいを当てて喜びを半減させてやる。

  　

  　我抱～！

  　ぎゅーっ！

  　

  「你看！怎么样！莉亚也是有料的哦！你这混蛋竟敢小看我们！」

  「ほら！　どうだ！　リアだってちゃんとあるんだぞ！　俺たちをナメやがってこの野郎！」

  　

  「住手住手住手住手住手住手住手啊喂笨蛋！！我不是那个意思！我没有小看莉亚的意思！不是那样的啊啊啊！！」

  「やめやめやめやめめめやめろっておいバカ！！　そういうのじゃないから！　別にリアを下に見てたとかそういうんじゃないから！　違うってぇあアァァーっ！！」

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  「笨蛋……开什么玩笑啊美咲喂！」

  「馬鹿が……ふざけんなよ美咲おいコラ」

  　

  「因、因为小春的胸部让你明显露出好色的表情……总觉得好不甘心。」

  「だ、だって小春のアレで明らかに鼻の下伸ばしてたし……なんか悔しくて」

  　

  　

  　数十分钟后。

  　数十分後。

  　

  　深夜吵闹的我们被父亲狠狠地骂了一顿，把电视的音量调低，乖乖地玩着明星大乱斗。顺带一提，小春已经回朝阳的房间睡觉了。

  　深夜に騒いで見事に父親から雷を喰らった俺たち二人は、テレビのボリュームを下げて大人しくスマブラをしていた。ちなみに小春は朝陽の部屋でもう寝た。

  　

  　我们两人一边对战一边喝果汁吃零食……吴原突然开口说道：

  　二人で対戦をしつつジュースを飲みお菓子を貪り……ふと、呉原が声を掛けてきた。

  　

  「话说你啊，为什么今天一直维持莉亚的模样？」

  「そういやお前さ、何で今日はずっとリアの姿なんだ？」

  　

  　他在画面里痛扁我，同时抛出这个问题。

  　画面内で俺をタコ殴りにしながらそんな質問を投げかけてきた。

  　我趁他攻击的空档暂时拉开距离，用飞行道具让他退缩，这次反过来痛扁他，同时回答他的问题。

  　俺は彼の攻撃の隙をついて一旦距離を取り、飛び道具で怯ませて今度は逆にこっちが相手をタコ殴りにしつつ質問に答える。

  　

  「没为什么。有可爱的女孩子在，眼睛也能得到保养吧？……不过你不喜欢的话，我就变回去。」

  「なんとなくだよ。かわいい女の子がいれば目の保養にもなるだろ？　……まぁ、嫌なら戻るけど」

  　

  「我都可以哦。在虚拟世界里，我已经看莉亚的你看到腻了，不会紧张……嘿。」

  「俺は別にどっちでもいいぞ。リアのお前だって仮想世界じゃ散々見慣れてるし、緊張なんてしない……よっと」

  　

  「哇哇。」

  「わわっ」

  　

  　「别自己说自己可爱啦。」吴原一边嘀咕，一边击坠我的角色，夺走我最后一命。

  　てか自分でかわいいとか言うなよ、なんて呟きながら俺のキャラを撃墜して残機を奪う呉原。

  　我努力地提升操作技巧，试图追上他的水平，同时稍微思考了一下自己刚才撒的谎。

  　頑張って彼に追いつくようギアを上げて操作をしながら、俺は今ついた自分の嘘について少しだけ考えた。

  　

  　

  　

  　「总觉得」当然是骗人的。

  　なんとなく、というのはもちろん嘘で。

  　

  　我会维持这个模样，为的不是别人，正是为了艾莉儿。正确来说，是我担心艾莉儿的心情，所以才自作主张这么做的。

  　俺がこの姿でいるのは他でもないアイリールの為だ。正確にはアイリールの気持ちを案じた俺の独断ともいえる。

  　

  　露库拉事件——自从我以男性的身体第一次和艾莉儿分开，和别人连结的那天起，她露出有点不安的表情的机会就增加了。

  　ルクラ事件──男体の俺が初めてアイリールと分かれて誰かと繋がったあの日から、彼女は少しだけ不安げな表情をする機会が増えた。

  　

  　我推测，艾莉儿大概是担心……我以不是和她一心同体的状态和别人连结，会不会动摇我们之间的羁绊。虽然这终究只是我的猜测。

  　察するにアイリールは、俺が彼女と一心同体ではない状態で誰かと繋がったことで、俺たちの絆が揺らいでしまうのでは……と考えているのだろう。あくまで憶測の域を超えないが。

  　

  （不过，她果然很害怕吧。）

  （でも、やっぱり怖かったんだろうな）

  　

  　她在露库拉事件的深夜，要求我「变身成莉亚」。她的眼神胆怯，身体因不安而颤抖。

  　彼女はルクラ事件の深夜に『リアへの変身』を求めた。怯えるような瞳で、不安に身体を震わせながら。

  　

  　变身成莉亚，是我们两人最紧密相连的手段。

  　リアへの変身は俺たち二人が一番深く繋がれる手段だ。

  　这比艾莉儿潜伏在Access手表里，或是我们两人手牵着手——抱在一起睡觉，都还要紧密。

  　アイリールがアクセスウォッチの中に身を潜めるより、二人で手を繋いだり──抱き合いながら眠るよりも、ずっと。

  　简单来说，因为这是两人合而为一，所以当然会这样。这行为比性行为还要深刻几十倍，能和对方融为一体。

  　まぁ、要するに二人で一人の人間になるのだからそれは当然だ。言うなれば性行為などよりも、それの何十倍も深く相手と溶けあう行為なのだから。

  　

  （所以我才变身。）

  （だから変身してるんだ）

  　

  　为了让担心我们两人之间羁绊的艾莉儿安心，这个方法一定最有效。

  　二人の繋がりを危惧しているアイリールを安堵させるなら、きっとこの方法が一番効果的だ。

  　她内心的脆弱应该只是暂时的，只要像这样维持莉亚的模样，直到她平静下来就好。

  　多分彼女の心の弱体化は一時的なものだろうし、それが落ち着くまでこうしてリアの姿でいればいいだけの話である。

  　

  　

  （——正因为如此。）

  （──だからこそ）

  　

  　

  「嗯？怎么了？」

  「んっ？　なんだよ」

  　

  「……不，没什么。」

  「……いや、なんでもない」

  　

  　正因为如此，无论我变成什么模样，都能用相同态度对待我的挚友，实在很可靠。

  　だからこそ、俺がどんな姿でも変わらず接してくれる、この親友が頼もしい。

  　今天一整天下来，我发现吴原说的没错——就算我变成这个模样，他也不会紧张。

  　今日一日で分かった事だが、俺がこの姿でも緊張はしない──という呉原の言葉は本当だった。

  　

  　当然，如果我露骨地抱住他诱惑他，那就另当别论了。不过正常地和我相处时，他完全不会紧张。

  　勿論俺が露骨に抱きついて誘惑などすれば話は変わってくるだろうが、普通に俺と一緒に過ごす分には全く緊張していなかった。

  　

  　他不会用下流的眼神看我，也不会若无其事地碰我的身体，就像至今为止对待美咲夜一样对待我。就像和男性朋友一起耍白痴的男高中生一样。

  　厭らしい目つきで見てくることもなく、さりげなく身体に触れてくることもなく、ただ今までの美咲夜と同じように接してくれていた。男友達とバカをやる男子高校生のノリそのものだった。

  　

  　因此，我很开心。

  　ゆえに、嬉しい。

  　

  　即使我随着状况不断改变，他依然愿意把我当成挚友。他的存在让我开心得不得了。不只用说的，还用行动表示的他实在很可靠。无论对我，或是对小春。

  　状況に流されて変わり続ける俺を、それでも親友だと言ってくれる彼の存在がたまらなく嬉しい。言葉だけではなく行動で示してくれた彼が頼もしい。俺の事も、小春の事も。

  　

  　

  「呜哦！动作突然变好了……怎么了美咲？」

  「うぉっ！　急に動きが良くなってきた……どうした美咲？」

  　

  「咦咦～？不对不对～♡不是我很强～只是大哥太弱了～」

  「えぇー？　違うちがーう♡　これって私が強いんじゃなくて～、お兄さんがよわっちいだけでしょ～？」

  　

  「啊？你这小鬼说什么……！」

  「あ？　なんだとこのガキ……！」

  　

  　我突然开始扮演起小太妹，他也配合我演戏。至少在我认识的人之中，吴原是最会察言观色的人。

  　急にメスガキごっこを始めた俺にもノリを合わせてくれる。少なくとも知り合いの中なら、呉原が一番空気の読める人間だ。

  　

  　他功课好，戴着眼镜，是张脸长得帅的暴力系帅哥，沟通能力高，运动也还行……但他之所以不受欢迎，是因为和我来往吧。

  　勉強もできて、眼鏡かけた顔面暴力のイケメンで、コミュニケーション能力も高くて運動もそこそこ出来る……だというのに彼がモテないのは、ひとえに俺と付き合っているからだろう。

  　

  　其实他被称为色情游戏博士的传闻，就是我传出去的。和吴原聊色情游戏聊得很开心的我，把情报泄漏给其他人，导致原本才貌双全，文武双全的吴原，被降级为『单纯的色情游戏博士』。对不起啦。

  　実は彼のエロゲ博士の噂の元は俺からだ。呉原とエロゲの話題で盛り上がった俺から情報がどこかに漏れて、それまでは才色兼備文武両道だった呉原が『ただのエロゲ博士』へとランクダウンしたのだ。ごめんね。

  　

  「逊咖♡逊咖逊咖逊咖♡大哥好弱哦～♡竟然输给这么小的女生，大哥该不会是萝莉控吧～？」

  「ざーこ♡　ザコザコザーコ♡　お兄さんよっわーい♡　こんな小さい子に屈服しちゃうなんて、お兄さんもしかしてロリコンなの～？」

  　

  「啊？我可不是萝莉控哦？？像你这样的小丫头，我随时都能把你击坠哦？？我会让你明白的！看招！」

  「は？　ロリコンじゃないが？？　お前みたいなメスガキなんて易々と撃墜してやるんだが？？　理解せてやるっ！　このっ！」

  　

  「啊哈♡拼命地乱按摇杆♡我都说了没用的♡看吧没用没用没用没用没用没用！！」

  「あはっ♡　必死にレバガチャしちゃってぇ♡　無駄だって言ってんじゃん♡　ほーら無駄無駄無駄無駄無駄無駄ァ！！」

  　

  　正因为有他在，我才能像现在这样保持自我。

  　彼がいてくれたからこそ、俺は今もこうして俺のままでいられる。

  　回到现实后，多亏有他让我注意到自己正在和莉娅一起徘徊于夜晚，我才能和艾莉儿分别保持自我。虽然现在是合体状态，但各自的自我意识是独立的。

  　現実に戻ってリアと夜の間を彷徨っていた俺を、美咲夜だと気づかせてくれた彼のおかげで、アイリールとも別々の人間でいられる。今は合体してるけど、自意識はそれぞれ別にあるのだ。

  　

  　

  　他告诉我，我就是我。

  　俺は俺なのだと言ってくれた。

  　他一如既往地接受了我。

  　変わらず俺を受け入れてくれた。

  　现在也像这样陪在我身边。

  　今もこうして一緒にいてくれている。

  　

  　我有很多话想对他说。

  　彼に言いたいことは沢山ある。

  　

  　——但是。

  　──でも。

  　

  　

  「喂喂美咲同学？你竟然抱着自灭的觉悟追到悬崖外面，也太喜欢我了吧。」

  「おいおい美咲くーん？　自滅覚悟で崖外まで追いかけてくるとか俺のこと好きすぎだろ」

  　

  「喜欢喜欢♡最喜欢了♡所以我要杀了你。」

  「好き好き♡　だーいすき♡　だから殺すね」

  　

  「你到底是小丫头还是病娇——啊啊！？你那个角色在那个位置也能回到舞台上吗！？」

  「メスガキなのかヤンデレなのかどっちかに──あ゛ぁ゛っ！？　そのキャラその位置からでもステージ戻れんのかよ！？」

  　

  「呵呵呵……到底是谁会被『理解』，就让我来告诉你吧……！」

  「ふふふ……“理解せ”られるのは果たしてどっちなのか、俺が教えてやるぜぇ……！」

  　

  　

  　但是，当面说『谢谢』太羞耻了，我才不会说呢。

  　でも、正面切って『ありがとう』だなんて、恥ずかしいから言ってあげない。

  　

  　相对的，我会把你揍得满地找牙。

  　その代わりボコボコにぶっ飛ばしてやるぜ。

  　做好觉悟吧！

  　覚悟しろー！

  　

  　

  　

  　

 
  リア vs 性欲旺盛三姉妹(トライスクワッド)【小春編】

  莉娅vs性欲旺盛三姐妹(三姐妹)【小春篇】

  　

  　

  　

  「那我走了，美咲。明天学校见。」

  「んじゃな、美咲。また明日学校で」

  　

  「嗯。回家路上小心。」

  「うん。帰り道気をつけて」

  　

  「请一定要再来玩哦。」

  「また来てくださいねっ」

  　

  　

  　通关了最佳选择的『海夜小春路线』后，到了第二天的中午。

  　最良の選択の『海夜小春ルート』クリアから翌日の昼。

  　我和莉娅一起到玄关送准备回家的吴原前辈。

  　私はリアちゃんと一緒に、帰り支度を終えた呉原先輩を玄関まで見送りに来ていた。

  　

  　前辈穿上鞋子走出玄关后，我身边的银发少女露出有些依依不舍的表情，朝他轻轻挥手。

  　先輩が靴を履いて玄関を出ると、私の隣にいる銀髪少女は少し名残惜しそうな顔をしつつ、彼に向かって小さく手を振る。

  　

  「寒假也一起玩吧～」

  「冬休みも一緒に遊ぼうなー」

  　

  　前辈微笑着回应她的话，慢慢关上玄关的门，离开了美咲家。

  　そんな彼女の言葉に微笑で答えた先輩はゆっくりと玄関のドアを閉じ、美咲家を後にしていった。

  　

  「……呼啊，回房间吧。」

  「……ふあぁ、部屋もどろっか」

  　

  　等到听不见吴原前辈的脚步声后，莉娅打着哈欠转身走向客厅。

  　呉原先輩の足音が遠ざかって聞こえなくなった辺りで、リアちゃんは欠伸をしながら踵を返して居間へ移動した。

  　我跟着她一起走进客厅，里面只有开着的电视，除了我和莉娅以外没有其他人。

  　彼女について行くようにしてリビングへ赴くと、そこには画面がついたままのテレビのみがあり、私とリアちゃん以外の人は誰もいなかった。

  　

  　朝阳和朋友出去玩了。莉娅的爸爸为了去接很久没回国的太太，去了机场。哥哥好像有事要找黑野博士。

  　朝陽くんは友達と遊びに。リアちゃんのお父さんは久しぶりに国外から帰ってきた奥さんを迎えに行くため空港に。お兄ちゃんは黒野博士のところに何やら用事があるらしく。

  　

  　也就是说，今天直到傍晚为止，家里只有我和莉娅两个人。正确来说，还有小艾莉在，不过在莉娅变成女孩子的时候，她绝对不会出来。

  　つまり今日は夕方までリアちゃんと二人っきりということである。正確にはアイリちゃんを含めて三人だけど、リアちゃんが女の子に変身している間は彼女は絶対に出てこない。

  　

  「璃亚♡」

  「リーアちゃんっ♡」

  　

  「哎呀。」

  「おっと」

  　

  　我从旁边抱住坐在沙发上玩着手机的莉娅。身材娇小的她，整个身体刚好被我抱在怀里。

  　ソファに座ってスマホを弄っているリアちゃんに横から抱きついてみた。身体の小さいリアちゃんはそのまま私の腕にすっぽりと収まってしまう。

  　

  　呼～璃亚身上总是有甜甜的香味呢。

  　はぁ～、リアちゃんはいつも甘くて良い匂いがするなぁ。

  　

  「我蹭我蹭。」

  「スリスリ」

  　

  「嗯……小春，怎么了？」

  「んん……小春、どうかした？」

  　

  　我用脸颊蹭着她，又摸了摸她的头，她终于出声了。

  　頬ずりしたり過剰に頭を撫でたりしていると、ようやく彼女の方から声が掛かってきた。

  　我和从我怀里抬起头的莉娅对上视线，心脏瞬间猛地一跳。她那宝石般美丽的大眼睛，不管什么时候看都很漂亮。

  　腕の中から見上げてきたリアちゃんと目が合い、一瞬ドキリと心臓が跳ねる。彼女の宝石のように美しく大きな瞳はいつ見ても綺麗だ。

  　

  「璃亚好可爱～♪我抱～」

  「リアちゃんかわいい～♪　ぎゅうー」

  　

  「……你到底怎么了啊。」

  「……なんなんだよぅ」

  　

  　莉娅对只是在疼爱她的我感到困惑，不过仔细一看，她正眯着眼睛，似乎很舒服的样子。简直就像猫一样。

  　ただただ愛でるだけの私に困惑するリアちゃんだが、顔をよく見れば目を細めて気持ちよさそうにしていることが解った。まるで猫のようだ。

  　

  「小春……？」

  「小春……？」

  　

  　

  　——嗯嗯。

  　───ンンッ。

  　

  　

  　不，等一下。

  　いや、まてまて。

  　

  　冷静点海夜小春。先深呼吸。

  　落ち着け海夜小春。まずは深呼吸だ。

  　

  「吸——呼……」

  「すぅぅーっ、ふぅぅ……」

  　

  　呼～～～～好香啊，完全冷静不下来，深呼吸没有意义，冷静不下来。

  　はぁぁぁぁ良い匂いする全然落ち着けない深呼吸意味ない冷静にならない。

  　……咕、咕唔唔。我又输给自己的软弱了。明明我正在努力忍耐，但每次莉娅都这么不巧地做出可爱的举动。好可爱……呜呜……莉娅好小只好可爱……(极限)

  　……ぐ、ぐぬぬ。またしても自分の弱さに負けてしまう。私は我慢しようと頑張ってるのに、その都度タイミング悪くリアちゃんが可愛く振る舞うのがいけない。かわいい……うぅ……リアちゃんちっちゃくてかわいい……(限界)　

  　

  「你没事吧？脸很红哦？」

  「大丈夫か？　顔、赤いぞ？」

  　

  「欸！没、没事没事没事没事！什么事都没有！」

  「ふぇっ！　だ、大丈夫大丈夫平気平気！　何でもないから！」

  　

  　我拼命摇头，试图掩饰过去，但肚子下面却违背我的意志，有些发热。

  　首をブンブン横に振って必死に取り繕おうとするが、意志に反してお腹の下が些か熱い。

  　明明想和莉娅健全地粘在一起，身体多余的部位却不由自主地起了反应。好不甘心。真的好不甘心。

  　健全にリアちゃんとくっついて過ごしていたいのに、身体の余計な部分が反応してしまって仕方がない。くやしい。本当にくやしい。

  　

  　

  　——我和哥哥。

  　──私と、兄。

  　

  　我们兄妹两人在原本所在的世界——虚拟空间里，被『发情』这种普通人类不可能出现的生理现象耍得团团转。

  　私たち兄妹二人は元居た自分の世界である仮想空間で『発情』という、普通の人間ならばあり得ない生理現象にこれでもかという程振り回された。

  　

  　说到底，普通人类虽然会兴奋，但不会陷入发情这种动物状态。因为人类是理性的生物。

  　そもそも普通の人間ならば興奮こそするが発情なんて動物的な状態には陥らない。人間は理性の生き物なのだから。

  　

  　然而，我们兄妹却因为能力的代价和异常状态，被赋予了这种动物本能，理性被破坏，不断重复发情。

  　しかし、私たち二人はそんな動物的な本能を能力の代償や状態異常として付与され、理性を破壊されて何度も発情を繰り返す結果となってしまった。

  　

  　结果，到底会怎么样呢？

  　結果、どうなったのか。

  　

  　

  「……呜、呜嘿嘿。」

  「……ぅ、うへへ」

  　

  「小春，你呼吸好急促哦。」

  「小春。鼻息荒いよ」

  　

  「啊，对、对不起……！」

  「あっ、ご、ごめんね……！」

  　

  　一言以蔽之——我们染上了发情的毛病。

  　一言で表すとすれば──発情癖がついてしまった、としか言いようがない。

  　我和哥哥的身体已经染上了近乎发情的生理现象。我们每次都会向莉娅索求，发泄自己的情欲，渐渐地这成为了我们的一种生活习惯，导致我们兴奋的机会变得格外地多。

  　もはや私と兄は発情に近い生理現象が体に染みついてしまったのだ。ことある毎にリアちゃんを求めては劣情を発散するを繰り返すうちに、それが一種の生活習慣となってしまい、興奮を催す機会が格段に多くなってしまった。

  　

  「……那、那个，莉娅……」

  「…………あ、あの、リアちゃん……」

  　

  「怎么了？」

  「どうかした？」

  　

  　而莉娅虽然嘴上这么说，但每次都会被我们牵着鼻子走。我们两个会过度索求，而莉娅又绝对不会拒绝，这简直就是恶性循环。考虑到频率和莉娅的心情，我们这样对莉娅来说实在是添麻烦，但她又会接受我们，所以我们才会变得有些无法控制自己。这样不好。非常不好。

  　そしてリアちゃんはなんだかんだ言いつつも、毎回私たちに流されてくれる。過剰に求める私たち二人、決して拒否しないリアちゃん、まさに負のスパイラル。頻度を考慮してリアちゃんの気持ちを考えればあっちには傍迷惑もいいところだが、彼女が受け入れてくれるため私たちも少々歯止めが利かなくなっている。よくない。とてもよくない。

  　

  「你还在为之前的事生气吗……？」

  「この前の事、怒ってる……？」

  　

  「之前是指？」

  「このまえって？」

  　

  　我抱着她，小心翼翼地询问，莉娅则可爱地歪了歪头。好可爱。

  　抱きつきながら恐る恐る質問をすると、リアちゃんは可愛らしく首を傾げた。かわいい。

  　

  「就是，大概四天前的。我和哥哥……那、那个……」

  「ほら、四日くらい前の。私とお兄ちゃんで……そ、その……」

  　

  「啊，那个时候啊。」

  「あぁ、あの時か」

  　

  　看着双手合十表示理解的少女，我有些紧张。因为说不定她又要生气了。

  　ぽん、と両手を合わせて納得した様子の少女を見て、私は少し緊張した。もしかしたらまた怒られるかもしれないから。

  　

  　四天前的深夜。莉娅在几天前要求我们忍耐五天左右，但我和哥哥被发情的欲望压垮，终于在四天前的深夜——忍耐解除的那天晚上，我们两个对她毫不留情，非常激烈地，同时上了她。

  　四日前の深夜のことだ。私と兄は少し前にリアちゃんから五日ほどの我慢を強いられていたのだが、発情に圧されて限界を迎えた私たち二人はその四日前の深夜に──我慢解禁となったその夜に彼女に対して全く手加減せずとても激しくしてしまった。二人がかりで。

  　

  　后半段我们无法忍受过于强烈的刺激，于是就用空洞的眼神和全身无力的她做爱，这件事我记忆犹新。

  　後半は刺激に耐えられなくなって虚ろな目のまま脱力した状態の彼女を使っていた事も記憶に新しい。

  　

  　第二天，我们被腰酸背痛的莉娅揍了一顿，又被小艾训斥了将近一个小时。

  　もちろん翌日、私たちは腰を痛めたリアちゃんに拳骨をくらい、アイリちゃんに小一時間ほど説教をされた。

  　正常来说，我们应该是会记取教训的，但发情的我们却学不乖，真是讨厌自己。

  　普通ならそれで懲りるはずなのに、性懲りもなくまた発情しかけてる自分に嫌気が差す。

  　

  「……小春。」

  「……小春」

  　

  「！」

  「っ！」

  　

  　莉娅朝我伸出了手。我担心她又要弹我的额头，于是立刻闭上眼睛，做好了准备——

  　リアちゃんがこちらに手を伸ばしてきた。またデコピンを喰らうのでは、と危惧して咄嗟に目を閉じて身構える──

  　

  「别害怕。我已经不生气了。」

  「怖がらないで。俺、もう怒ってないよ」

  　

  「呼欸？」

  「ふぇっ」

  　

  　但是，我预想中的斥责和惩罚并没有飞过来，她只是温柔地摸了摸我的头。我不禁发出了奇怪的声音，莉娅则对我露出了柔和的微笑。

  　しかし予想していた叱責やムチは飛んでこず、私は優しく頭を撫でられてしまった。思わず変な声を出すと、リアちゃんは柔らかく微笑んでくれた。

  　

  「你真傻。我不会一直记着之前的事的。比起这个，你做完之后舒服多了吗？」

  「ばかだな。いつまでも前の事を引きずったりはしないよ。それより、小春はあれでスッキリ出来た？」

  　

  「嗯、嗯！那当然！我感觉非常清爽！心里的疙瘩全部都消失了！谢谢你，莉娅！」

  「う、うん！　それはもう！　すーっごくスッキリした！　モヤモヤが全部なくなったよ！　ありがとうリアちゃん！」

  　

  「是吗。太好了。」

  「そう。よかった」

  　

  　呜呜，莉娅为什么这么温柔……

  　うぅ、リアちゃんはどうしてこんなに優しいの……。

  　本来我和哥哥都是袭击莉娅的坏人，但她不仅考虑到当时的状况和外部环境，还判断我们没有直接的恶意，现在还像这样和我们待在一起……！天使……！

  　元を辿れば私もお兄ちゃんもリアちゃんを襲った悪いヤツなのに、外部環境やその時の状況を踏まえて考慮したうえで私たちに直接的な悪意は無かったと判断してくれるばかりか、今もこうして一緒に居てくれるなんてぇ……！　天使……！

  　

  「那么，呃……！」

  「それで、えーと……！」

  　

  　虽然我感觉她被情欲支配的迹象越来越明显，但温柔的莉娅应该会接受我的。因为前辈来家里住了两天，我已经有两天没做爱了，就算在这个时候要求她，她也一定会像平时一样……！

  　なんだか劣情に脳を支配されてきてる気配がプンプンするけど、優しいリアちゃんなら受け止めてくれるはず。先輩が家に来てたから二日くらいご無沙汰だったし、このタイミングで求めてもきっといつも通りに……！

  　

  　

  　

  「那么小春，我们暂时不用做爱了，可以吧？」

  「じゃあ小春、また暫くえっちはお休みでいいよね？」

  　

  　

  　

  　

  　——嗯？

  　──んっ？

  　

  　

  　

  　

  　欸？

  　へ？

  　

  　

  　

  「呃……欸？」

  「えっ。……え？」

  　

  「那天我们从晚上八点做到早上，既然你已经满足了，那我也可以安心休息了。」

  「あの日は20時から朝までしたんだし、小春も満足できたのなら安心して休めるね」

  　

  　咦？莉娅不知何时坐到了离我有点距离的位置。

  　あれ。リアちゃんがいつの間にか離れた位置に座ってる。

  　话说，等一下。等一下等一下。

  　ていうか、ちょっと待って。まってまって。

  　

  「那、那个……」

  「あ、あの」

  　

  「嗯？」

  「ん？」

  　

  「休息的期间……大概有多久……？」

  「お休みの期間は……どの程度でしょうか……？」

  　

  　我汗如雨下，颤抖着声音询问她。当然会着急了。毕竟被烦恼支配的脑袋，现在正想着马上就能做爱。

  　滝の様な汗を流しながら震えた声で答えを求める私。そりゃ焦る。なんせ煩悩に狂わされた脳は今すぐやれると考えていたから。

  　

  　总之重要的是期间。两三天的话勉强还能忍住。之前五天的期间，简直就像绝食一样痛苦，虽然必须做好觉悟才能挑战那么长的时间，但为了莉娅我会努力的。

  　ともかく大事なのは期間だ。二日三日なら何とかギリギリ耐えられる。この前の五日間はまるで断食をしたかのような苦しみに苛まれたので、あれほどの長さは覚悟をもって挑まなけれなならないが、リアちゃんの為なら頑張れるとも。

  　

  　

  「嗯——两……不，三周左右吧。」

  「うーん、二……いや三週間くらいかな」

  　

  　

  「三、周！！？」

  「さ°っ゛」

  　

  　三周！！？

  　三週間ッ！！？

  

  

  　

  「怎、怎怎怎、怎怎怎么……」

  「どっどどどっどどどういう」

  　

  「没什么怎么的，这点时间的话小春应该也没问题吧？毕竟你没有使用能力，也没有发情。」

  「どうも何も、それくらいなら小春も平気でしょ？　能力も使ってないし、発情もしてないなら」

  　

  「那个！？」

  「えぇぇっとですね！？」

  　

  　这！就算不考虑发情什么的，三周也太长了，咦！？好、好长，啊（绝命）。

  　ま゛っ゛で゛！　発情云々を差し引いても三週間って、え！？　なっ、なが、あっ(絶命)　

  　

  「怎么了？」

  「どうかした？」

  　

  「那个，我、我觉、觉得有点长……」

  「あの、ちょ、ちょぉぉーっと長いんじゃないかなぁ、なんて……」

  　

  　太长了。明明五天就快让我开悟了，有三周的话甚至能轻松达到宇宙的真理。精神会超越人类。

  　途方もない。五日で悟りを開けそうだったのに、三週間もあったら宇宙の真理にすら余裕で到達出来てしまう。精神が人間を超越してしまう。

  　

  　

  「…………你果然，不愿意？」

  「…………やっぱり、嫌？」

  　

  「咦？」

  「えっ」

  　

  　

  　我着急地对莉娅的提议提出异议，她用湿润的眼睛抬头看着我。

  　焦ってリアちゃんの提案に物申すと、彼女は潤んだ瞳で私を見上げてきた。

  　面对着眼前这个梦幻般，仿佛一碰就会坏掉的纤细少女，我一时语塞。

  　その儚げで触れれば壊れてしまいそうな、そんな繊細な雰囲気のリアちゃんを前にして私は言葉を失ってしまう。

  　

  「我还以为这点程度对你来说不算什么……对不起，我完全不了解你。」

  「小春ならきっとこの程度は何でもないって思ってたんだけど……ごめんね。俺、小春のこと全然分かってあげられてなかった」

  　

  「……不、不是，那个……」

  「……ぃ、ぃゃ、ぁの……」

  　

  「对、对不起，对不起，我总是自说自话。你明明连三周都忍不了，我却擅自误会……我太不自量力了，真是丢脸。我只是自以为理解你而已……那么，小春，我们来做爱吧？既然你忍不住的话，那也没办法。你没有错。是完全不了解你的我——」

  「ごっ、ごめん、ごめんなさい、勝手な事ばかり言って。小春は三週間も我慢できないのに、俺ったら早とちりして……身の程知らずで恥ずかしい。小春のこと、勝手に理解した気になってただけだった。……じゃあほら、小春、えっちしよう？　我慢できないならしょうがないよ。小春は何も悪くない。なんにも解ってなかった俺が──」

  　

  　

  「我不会忍耐的，别说三周，哪怕是一个月，我也会忍住的。」

  「我゛慢゛じ゛ま゛ず゛　三゛週゛間゛と゛言゛わ゛ず゛何゛ヶ゛月゛で゛も゛我゛慢゛で゛き゛ま゛す゛」

  　

  　

  　我下跪了。在坐在沙发上的莉娅面前，我将双腿并拢，额头紧贴着地板，高声宣布自己会忍住。

  　土下座した。ソファに座ったリアちゃんの目の前で綺麗に足を畳んで額を床に密着させて我慢宣言を高らかに謳った。

  　

  （呜呜呜呜呜呜啊啊啊啊啊啊啊啊啊！！我这个笨蛋啊啊啊啊啊！！）

  （うううぅぅぅああああぁぁぁぁぁッ！！　私のバカぁぁぁァァッ！！）

  　

  　对不起啊啊啊啊啊！对不起，莉娅！我没想到你会被逼到这个地步！我太没节操了，真的对不起！

  　ごめんなさぁぁぁぁい！　ごめんなさいリアちゃん！　まさかそこまで追いつめようとかそういう気がじゃなかったんです！　節操なくて本当にごめんな゛ざい！

  　我可以忍！小菜一碟！哪怕是一年我也可以忍！总是让你配合我们那无底洞般的性欲，真的非常抱歉！

  　できます我慢！　余裕です！　なんなら一年くらい余裕で我慢できます！　いつも私たちのクソデカ性欲に付き合わせちゃって誠に申し訳ありませんでしたぁッ！

  　

  「真的吗？小春，你没有在勉强自己吧？如果觉得难受的话，不用忍耐也……」

  「本当？　小春、無理してない？　辛いなら我慢なんてしなくても……」

  　

  「真、真的没问题！我才要向你道歉！你完全不用在意我！不，我是说真的！对不起！」

  「ほ、本当に大丈夫だから！　こっちこそごめんなさい！　私の事なんて全然気にしなくていいから！　いやほんと！　ごめんなさい！」

  　

  　我不能让如此信任我的莉娅勉强自己。如果让她顾虑这么多，我还去抱她的话，我就会变成无可救药的人渣了。最重要的是，我不想成为莉娅的负担。我不想啊！

  　こんなにも信じてくれているリアちゃんに無理をさせるわけにはいかないぞ。あそこまで気を遣わせてリアちゃんを抱いたら私は取り返しのつかないクズになってしまう。てかまず何よりもリアちゃんの負担でしかない存在にはなりたくない。なりたくないぃ！

  　

  「……那就好。那么小春，就请你休息三周吧。」

  「……なら、よかった。じゃあ小春、三週間お休みってことで」

  　

  「好的！不如说请在这段时间尽情使唤我吧！我什么都愿意做！」

  「はい！　なんならその間私のこと扱き使ってください！　何でもします！」

  　

  「那么，能请你去超市买东西吗？这是钱包和购物清单。」

  「じゃあスーパーに買い物行ってきてくれる？　これお財布とメモね」

  　

  「了解！我这就出发！！」

  「了解です！　行ってきます！！」

  　

  　我站起身来，以光速冲出美咲家，奔向附近的超市。跑腿这种事，要我跑几百、几千次都没问题。只要是为了莉娅。

  　立ち上がった私は光の速さで美咲家を飛び出して近所のスーパーへとダッシュしていく。おつかいなど何百、何千回だろうとこなして見せる。リアちゃんの為ならば。

  　

  　好啊！三周算个屁！我一秒就能克服发情癖！

  　っしゃおらぁ！　三週間がなんぼのもんじゃい！　発情癖なんざ秒で克服したるわボケがぁッ！！

  　

  　

  　

 
  リア vs 性欲旺盛三姉妹(トライスクワッド)【レン＆ルクラ編】

  莉娅vs性欲旺盛的三姐妹(三姐妹)【莲&露库拉篇】

  　前往黑野博士地下研究室的第二天。

  　黒野博士の地下研究室へ向かった日の翌日。

  　由于身体变成莲，所以正在休学的我，和偶然遇到的世界粉碎者露库拉一起在惠地高中的校门附近等待莉娅。

  　肉体がレンになっているため休学中になっている俺は、偶然出会ったワールドクラッシャーことルクラと共に、恵地高校の校門付近でリアを待っていた。

  　

  　惠地高中今天上午就放学了，从明天开始就是寒假。现在时间正好是正午，再过几十分钟学生们应该就会开始回家了。

  　今日は午前中で授業が終わって明日からは冬期休暇に入る恵地高校。現在時刻は正午ぴったりなのであと数十分すれば生徒たちが帰宅し始めるはずだ。

  　

  「话说回来……喂，海夜莲斗。」

  「そういえば……おい、海夜蓮斗」

  　

  「怎么了？」

  「なに？」

  　

  　我心神不定地在校园附近徘徊，走在旁边的露库拉向我搭话。

  　ソワソワしながら校門付近をうろついていると、隣を歩いているルクラが話しかけてきた。

  　考虑到从莉娅那里听来的境遇，露库拉也算是受害者，至少我决定不会对她太冷淡。刚才请她喝了果汁，聊了几句之后，不知不觉间就打成一片了。

  　リアから聞いた境遇を考えれば彼女もいわば被害者なので、少なくとも俺はルクラを邪険に扱ったりはしないと決めている。さっきもジュースを奢って談笑していたら、いつの間にか打ち解けることができた。

  　

  「你什么时候才能恢复原样？」

  「お前、いつになったら元の姿に戻るんだ？」

  　

  「啊……呃，我听博士说，其实我应该差不多可以恢复了。」

  「あぁ……えっと、本当ならそろそろ戻れる筈だってのは、博士から聞いたんだけど」

  　

  　根据昨天帮我检查的黑野博士的说法，我应该已经可以变回莲斗了。海夜莲斗的回忆和记录大致上都已经回收完毕，我也和熟悉莲斗的人们接触，加深了彼此的联系。

  　昨日診察してもらった黒野博士によれば、俺はもう蓮斗に戻っていてもおかしくないらしい。海夜蓮斗の思い出や記録はあらかた回収し終えたし、蓮斗をよく知る人物たちとも触れ合って繋がりも明確化した。

  　

  　即使如此，我还是无法变回莲斗。原因在于我没有战斗——最重要的是，我缺乏『作为主角的自觉』……这是博士告诉我的。

  　それでも蓮斗に戻れないのは、俺が戦っていないから──何より『主人公としての在り方』が不足しているから……と、博士からは聞かされた。

  　

  「好像还差了点什么。剩下就是我——本、本人的问题了。」

  「なんか足りないみたいなの。あとはわた──ぉっ、オレ自身の問題らしくてね」

  　

  　使用能力与怪人们战斗，毫无疑问是构成海夜莲斗的一部分。失去这部分，就无法谈论海夜莲斗。即使现在身体如此无力，总有一天还是必须战斗。

  　能力を使った怪人たちとの戦いは紛れもなく海夜蓮斗を構成する一部だ。それを失くして海夜蓮斗を語ることはできない。この非力な身体でも、いずれ戦わなければいけない時がくる。

  　

  　但是，我却不太明白作为主角的自觉是什么。如果要向我们这些假想世界的居民的源头——游戏学习的话，应该就是攻略相当于女主角的女孩子吧。我不是很清楚。

  　しかし主人公としての在り方という部分がいまいちピンと来ない。オレたち仮想世界の住人の元であるゲームに習うとすれば、ヒロインに該当する女の子の攻略などだろうか。よく分からない。

  　

  「……说话方式也很奇怪。你应该是男性主角吧。」

  「……喋り方も変だぞ。お前男の主人公の筈だろう」

  　

  「啊，那是，那个……」

  「あ、それは、その……」

  　

  　身体被拉扯——莉娅在假想世界里经常这么说，现在我也亲身体验到了，终于理解了。

  　体に引っ張られる──仮想世界で散々リアが言っていた事だったが、オレも身をもって体験したことでようやく理解できた。

  　

  　黑野博士为这具人造人身体设定了一种被称为『挚友』的人格数据，现在的我有点被那个挚友影响了。尤其是说话方式等，变化尤为显著。

  　黒野博士がこのアンドロイドの体に設定していた『親友』と呼ばれる人格データがあるのだが、今のオレはその親友とやらに少々引きずられている。特に口調などが顕著な変化だ。

  　

  　博士为了再次见到已故的挚友，开始制作这具人造人。但在开发途中，她意识到『这不是我的挚友』，于是没有完成人格数据，就这么搁置了。

  　博士は亡くなった親友にもう一度会いたいが為にこのアンドロイド制作を始めたらしいのだが、開発途中で『これは僕の親友ではない』と我に返り、人格データを完成させることなく放置した。

  　因此，作为女性的人格残渣扰乱了我——直到现在。

  　そのため中途半端に残った女子としての人格がオレを惑わせ──今に至る。

  　

  　虽然不像莉娅她们那样有另一个人格，但确实存在的女孩子意识无论如何都会妨碍我。

  　リアたちの様にもう一人の人格がある訳ではないが、確かに存在する女の子としての意識がどうしても邪魔をしてくるのだ。

  　

  「只要回到我身上，说话方式应该也会恢复正常……」

  「俺に戻れば口調も治るとは思うんだけど……」

  　

  「是吗……慢慢找回自己就好。」

  「そうか。……まぁ、ゆっくり取り戻していけばよかろう」

  　

  　露库拉温柔地微笑着，拍了拍我的肩膀。她的外表和莉娅还有黑野博士很像，但因为语气和一些特征上的不同，我不会把她和其他三人搞混。

  　オレの肩をポンポンと叩きながら優しく微笑むルクラ。見た目はリアや黒野博士と似ているが、口調や節々の特徴の違いのおかげで、彼女を他の三人と混同することはない。

  　

  　说到底，都是因为露库拉在假想世界故障、我被转移到这边的世界时，将两个世界融合在一起，导致我的肉体消灭了。但追根究柢，这都是举办死亡游戏的那些运营者们的错。我并不打算责备露库拉。

  　元はといえば仮想世界を故障させて俺がこっちの世界にいる間に、ルクラが世界を融合させたせいでオレの肉体が消滅したのだが、もっと元を辿れば全てデスゲームを開催したあの運営たちのせいだ。わざわざルクラを責めようとは思わない。

  　

  　

  「——啊！」

  「──あっ」

  　

  　

  　我一边和她聊天，一边不经意地看向楼梯口，开始能零星看到一些学生随着嘈杂的说话声出现。看来课已经上完了。

  　彼女と話しながらふと昇降口に目を向けると、ガヤガヤとした話し声と共に生徒たちがチラホラ見え始めてきた。どうやら授業はもう終わったらしい。

  　

  　我们就这样静静地等待着，不久后，有着男孩外表的莉娅和吴原永治一起从楼梯口走了出来。

  　そのまま二人でじっと待っていると、程なくして男の子の姿をしたリアが呉原永治と共に昇降口から出てきた。

  　走了几分钟穿过操场后，艾莉从莉娅的WATCH里走了出来。看来她们回家时是分开的状态。

  　数分ほど歩いて校庭を抜けると、リアのウォッチの中からアイリが出てきた。帰り道は分離した二人の状態で帰宅するらしい。

  　

  「啊！喂～艾莉～！」

  「あ！　おーい、アイリー！」

  　

  　露库拉一看到艾莉就大声地喊她并挥起手来。我学她挥起手后，莉娅他们马上就注意到了我们，朝这边跑了过来。

  　アイリが見えた途端に大きな声を出して手を振るルクラ。彼女にならって手を振ると、リアたちはすぐに気がついて此方に駆け寄ってきてくれた。

  　

  「哦哦，真是少见的组合。你们两个是特意来等我们的吗？」

  「おぉ、珍しい組み合わせだな。二人ともわざわざ待っててくれたのか？」

  　

  「嗯。今天我打算去接你们。」

  「うん。今日は迎えに行こうと思ってたから」　

  　

  　我把手背在身后抬头看向莉娅。从莲的身体来看，他的个子比我高一个头，所以对话时自然会变成仰视。」

  　手を後ろに組みながらオレはリアを見上げた。レンの体からすれば彼は頭ひとつオレより大きいため、会話するとなれば自然と見上げる形になる。

  　

  「咦，今天有什么事吗？」

  「え、今日って何かあったっけ？」

  　

  　莉娅用手托着下巴思考起来。

  　顎に手を添えて考えるリア。

  　他似乎在努力回想有什么事，但我们并没有事先约好。

  　彼は何かしらを思い出そうとしてくれているみたいだが、別段前から約束を取り付けていたわけではない。

  　

  「我打算邀请你们来我家。」

  「これからウチに、誘おうと思って」

  　

  　我和露库拉来接他和艾莉的理由，单纯只是想邀请他们来海夜家。

  　オレとルクラが彼とアイリを迎えに来た理由は、単純に海夜家へ来てもらおうと思っていたからだ。

  　

  　

  　为什么？那是因为……你、你懂的，就是那个啦。这三天吴原同学住在美咲家，我也去了博士那里，那个……没、没做。

  　何故か？　それは……ほ、ほら、あれだよ。ここ三日は呉原君が美咲家に泊まったりオレも博士の所へ行ったりで、あの………し、してなかったから。

  　

  　露库拉似乎也一样，所以我想干脆就一起邀请他们。

  　それはルクラも同じらしかったから、どうせなら二人で誘おうと思ってきたんだ。

  　虽然我对露库拉和莉娅的关系不是没有想法……但她好像更中意艾莉，与其担心还不如一起——『等一下』。

  　ルクラとリアの関係については、思うところがないわけじゃないけど……彼女はアイリの方が気に入ってるみたいだし、心配するくらいなら一緒に──って、『ちょっと待て』。

  　

  　

  　我是不是很糟糕？自从有了发情癖之后，我的脑内是不是太粉红了？在虚拟世界被刻下淫纹时也没这么严重吧？

  　俺、やばくね？　なんか発情癖がついてから脳内ピンク色すぎない？　仮想世界で淫紋を付与された時もここまで酷くなかったよな？

  　

  　不，虽然性欲增加也和这副身体有关，但就算去掉这点也感觉太过了……！

  　いや性欲が増えたことに関してはこの体になった影響もあるんだけど、それを差し引いても盛り過ぎな気が……！

  　

  「露库拉也一起来，好吗？」

  「ルクラも一緒に、ね？」

  　

  「嗯，我也去。」

  「うむ、我も行くぞ」

  　

  　明明知道不行，粉红色的脑内却停不下来。我渴望着莉娅。

  　だというのに、駄目な自覚はあるのにピンクな頭は止まらない。リアを欲してやまない。

  　

  　呜呜呜呜……不好，不好！明明不行……！

  　ううぅぅ……よくない、よくない！　ダメなのにぃ……！

  　

  　

  　——但是，莉娅一定会接受的。这份安心感让我们放松了忍耐。

  　───でも、きっとリアは受け入れてくれる。その安心感がオレたちの我慢を緩くさせる。

  　

  （欸、欸嘿嘿，不管怎么说莉娅都很温柔。这次也一定会像平时一样，一边说着真拿你没办法，一边——）

  （え、えへへ、なんだかんだいって優しいリアなら。今回もいつもみたいに、しょうがいなぁって言いながら、きっと──）

  　

  　

  　

  「啊，抱歉。今天已经有安排了。我要去吴原家过夜。」

  「あー、悪い。今日はもう予定入っててな。呉原の家に泊まるんだ」

  　

  　

  　

  　

  　——嗯？

  　──んっ？

  　

  　

  　

  　欸？

  　へ？

  　

  　

  「欸……欸？」

  「えっ。……え？」

  　

  「正好从明天开始放寒假……啊，我当然有和爸爸说，你可以随便用美咲家。只有兄妹两人在那么大的海夜家过夜也太寂寞了吧？年末年初也别客气，尽管来我家。我爸妈也说热闹点比较好。」

  「ちょうど明日から冬休みだからさ。……あぁ、父さんにはもちろん言ってあるから、好きに美咲家使ってくれていいからな。兄妹二人だけであの広い海夜家で過ごすのも寂しいだろ？　年末年始も遠慮なくウチに来てくれ。両親も賑やかで良いって言ってくれてたしさ」

  　

  　莉娅突然用大量的信息量攻击我，我深呼吸了一下。冷静点啊我。

  　何だか急にたくさんの情報量でリアが殴ってきたので深呼吸をする。落ち着けオレ。

  　什么嘛，只是把三天延长到五天而已。虽然说三天就快死了，但五天的话已经有过经验，勉强能忍耐，没问题的。嗯。

  　なに、三日の我慢が五日に伸びるだけだ。ぶっちゃけあれでも死にそうだったけど、経験済みの五日ならまだなんとかギリギリ耐えられるし、大丈夫だ。うん。　

  　

  　

  「啊，还有，我已经和小春说过了——暂时不能做爱了。」

  「あぁ、それから小春には言っておいたけど──しばらくえっちはお休みね」

  　

  　

  「…………？？？？？？？？？？？？？」

  「…………？？？？？？？？？？？？？」

  　

  　等一下。等等等等等等。

  　ちょっと待って。まってまってまって。

  　这是什么流程？为什么？为什么会变成这样？

  　どういう流れ？　なんで？　何がどうなってこうなってる？

  　

  「那、那个……」

  「あ、あの」

  　

  「嗯？」

  「ん？」

  　

  「休息的期间……大概有多久……？」

  「お休みの期間は……どの程度でしょうか……？」

  　

  　我汗如雨下，用颤抖的声音询问答案。当然会着急。毕竟被烦恼折磨的脑袋，以为回去之后马上就能做。

  　滝の様な汗を流しながら震えた声で答えを求めるオレ。そりゃ焦る。なんせ煩悩に狂わされた脳は帰ったあとすぐやれると考えていたから。

  　

  　休息一段时间是指多久？不，为了莉亚，我会努力的。拼死努力的话，可以撑一个星期。虽然上次的五天已经让大脑沸腾了，如果有一个星期的话，大脑说不定会爆炸，但勉强可以维持生命。可以的，可以的。莉亚也有她的苦衷，所以我也能优先忍耐。这根本不算什么。

  　しばらくお休みってどのくらいなんだ？　いや、リアの為なら頑張れるとも。死ぬ気で頑張れば一週間は粘れる。この前の五日で脳が沸騰したので一週間もあったら脳みそが爆発するかもしれないが、なんとかギリギリ生命維持は可能だ。できる、できるさ。リアにだって事情があるのだから、俺だってそれを優先して我慢するくらい造作もないぜ。

  　

  　

  「啊——大概三个星期吧。」

  「あー、三週間くらいかな」

  　

  　

  「三、」

  「さ°っ゛」

  　

  　三个星期！！？

  　三週間ッ！！？

  

  

  　

  「怎、怎怎怎怎怎怎怎、」

  「どっどどどっどどどういう」

  　

  「没什么，三个星期的话，应该没问题吧？淫纹也消失了，只要不发情的话。」

  「どうも何も、それくらいなら平気だろ？　淫紋だって消えたんだし、発情してないなら」

  　

  「「呃呃呃呃呃！？」」

  「「えぇぇっとですね！？」」

  　

  　我和露库拉异口同声地大叫。露库拉毫不在意，继续紧握艾莉的手。

  　オレとルクラの声が重なった。構わず、ルクラはそのまま縋るようにアイリの手を握る。

  　

  「为、为什么！？好长！太长了！难道美咲不做的话，艾莉也不做吗！？」

  「な、何で！？　長い！　長いよぉ！　もしかして美咲がやらないってことはアイリも！？」

  　

  「嗯。对啊。」

  「うん。そうだよ」

  　

  「美、」

  「ミ゛ッ」

  　

  　露库拉发出短促的临终惨叫，脸色发青。我大概也是一样的表情。

  　短い断末魔と共に青ざめるルクラ。多分オレも同じ顔してる。

  　

  「艾莉……我会死掉的……！」

  「アイリぃぃぃ……わたし死んじゃうよぉォォ……！」

  　

  　我也想大叫。可是连我这个年长者都哭出来的话，事情会一发不可收拾。现在要忍耐，忍耐……虽然有很多话想说，但要忍耐……！呜呜呜～～！

  　オレも叫びたい。っでも年長者のオレまで泣き崩れたら収集がつかなくなってしまう。今は我慢だ、我慢……言いたい事いっぱいあるけど我慢……！　ううぅ～～っ！

  　

  「……我听露库拉说了很多任性的话哦。」

  「……私はルクラの我が儘、たくさん聞いてあげたよ」

  　

  「呜呃。」

  「うぇっ」

  　

  「露库拉不愿意听我的任性要求吗？」

  「私の我が儘を、ルクラは聞いてくれない？」

  　

  「呃、呃，那个……」

  「え、えとっ、あの」

  　

  　露库拉支支吾吾。不管怎么说，艾莉的悲伤表情让露库拉很焦急。

  　口ごもるルクラ。なんといってもアイリの物悲しそうな表情がルクラを焦らせている。

  　

  「……这样啊。对不起，露库拉。我以为自己和露库拉是对等的朋友……但不是呢。对露库拉来说，我只是方便的玩具。玩具果然不能擅自说话。我会反省的，不会再擅自说话了。露库拉想做的时候，我随时都会侍奉你，我是个不会抱怨，方便好用的性奴隶——」

  「……そっか。ごめんね、ルクラ。私はルクラと対等なお友達になれたと思ってたけど……違ったんだね。ルクラにとって私は都合がいいだけの玩具。おもちゃが勝手なことを言うのはやっぱり駄目なんだ。反省するよ、もう勝手なことは言わない。ルクラがしたくなったらいつでもご奉仕する、文句を言わない使い勝手のいい性奴隷に私は──」

  　

  　

  「对对对对对对对对对对对对不起！！」

  「ごごごごっご゛ご゛め゛ん゛な゛さ゛い゛ッ゛！！」

  　

  　露库拉立刻放开手，漂亮地弯腰鞠躬，大声道歉。

  　咄嗟に手を離して綺麗に腰を曲げて謝罪を叫ぶルクラ。

  　艾莉见状，微微歪头。

  　それを見てアイリは小さく首を傾げる。

  　

  「为什么要道歉？方便好用的玩具嚣张地想抱怨，该道歉的是我——」

  「何を謝ることがあるの？　都合の良い玩具が生意気にも文句を言おうとしたのだから、謝るのは私の方じゃ」

  　

  「不、不是！不是的！不是那样！我、我想和艾莉当朋友！那个，呃，我、我不会再贪心地说任性的话了！……拜、拜托你，不要说我是奴隶，或是玩具……！」

  「ち、違う！　違います！　そうじゃなくて！　私っ、アイリとは友達でいたい！　あの、えと、も、もうがっついて我が儘とか言わないから！　……お、お願いだから、奴隷だとか、おもちゃだなんて言わないで……！」

  　

  　露库拉只是想和艾莉成为「朋友」，不希望艾莉把自己当成奴隶或玩具，自嘲地跟在自己身边……或许吧。

  　あくまでもアイリに対しては『友』でありたいルクラからすれば、彼女に自分を奴隷だ玩具だと自嘲して付き従うだけの存在にはなって欲しくない……のかもしれない。

  　

  「……可以吗？我可以再任性一点吗？」

  「……いいの？　私、勝手な我が儘を言ってもいい？」

  　

  「当然！我们是朋友吧！如果我只顾着自己任性，那就不算朋友了！」

  「当然！　だって友達でしょ！　私の我が儘ばっかり言ってたら、そんなの友達じゃないよ！」

  　

  「……呵呵，谢谢你，露库拉。」

  「……ふふっ、ありがとう、ルクラ」

  　

  　艾莉微笑着抱住了露库拉。那一瞬间，露库拉「啊」地小声叫了出来。

  　微笑んだアイリはルクラに抱擁を交わした。その瞬間「ア°ッ」と小さな悲鳴を挙げるルクラ。

  　对刚刚在心里发誓不能这么做的艾莉来说，拥抱这种行为就像是在煽动性欲，是种折磨人的拷问。但在这种情况下，她也不可能抱怨。

  　今アイリとしてはいけないと心に誓った彼女からすれば、抱擁など性欲を煽る生殺しの拷問に近い行為だが、この状況で文句など言えるはずもなく。

  　

  　

  　我瞥了莉亚一眼，她对我温柔地微笑着。

  　チラリとリアの方を見れば、彼はオレに向かって優しく微笑む。

  　

  「莲？怎么了？」

  「レン？　どうかしたか？」

  　

  「……没、没什么。」

  「……な、なんでもない、です」

  　

  　回想起来，我们确实让莉亚陪了我们太多次，到了影响到她正常生活的程度。之前和小春一起对她做了那种事，就算被她讨厌也不奇怪，她却只用一拳就原谅了我们，我们真的应该感谢她。

  　振り返ってみれば確かに、オレたちは生活に支障が出るレベルでリアに相手をさせ過ぎてしまっていた。この前の小春との二人がかりでの行為だなんて、本来なら嫌われてもおかしくないくらいなのだから、それを拳骨一発で許してくれたリアに感謝するべきだ。

  　

  　更进一步地说，我可是在虚拟世界里让她处理了无数次性欲的蠢货。如果连在这个世界里都给莉亚增加负担，那我就真的成了人渣。如果我继续反对她的意见，那我就成了只把莉亚当成方便的性处理对象的垃圾人。

  　もっと言えば、オレなんか仮想世界では散々性欲処理をさせてきたマヌケだ。この世界でまでリアに負担を強いると俺は本当の屑になってしまう。このまま意見に抵抗すれば俺はリアを都合の良い性処理相手としか見ていないカス野郎だ。

  　

  　那样不行，不好。非常不好。我本来就是个就算因为强奸罪被关进监狱也不奇怪的存在。现在能像这样待在这里，我就应该感到幸福了。

  　それはダメだ、良くない。非常に良くない。俺は本来なら強姦の罪で牢屋の中にぶち込まれていてもおかしくない存在なのだ。今こうしてこの場にいられるだけでも幸せだと思わなければ。

  　

  「……莲，如果觉得难受的话，可以偷偷找我……」

  「……レン、辛いならこっそり相手をしても」

  　

  「我、我没事！我才要跟你说对不起，总是让你陪我！你不用在意我们，好吗……！」

  「だっ、大丈夫だから！　こっちこそ、いつも付き合わせちゃってごめんなさい！　オレたちの事は気にしなくていいから、ね……！」

  　

  「……这样啊。谢谢你，莲。」

  「……そっか。ありがとう、レン」

  　

  　莉亚一边温柔地笑着，一边摸了摸我的头。我明明对她发泄了那么多性欲，她却还对我道谢，莉亚到底有多温柔啊。如果我只依赖她的温柔，那我真的会变成废人。

  　優しい笑みをしながら頭を撫でられてしまった。ここまで散々性欲をぶつけてきたオレに対してお礼を言ってしまうなんて、リアはどこまで優しいんだ。この優しさに甘えるだけでは本当のダメ人間になってしまう。

  　

  　坚定自我！抑制性欲！闭嘴，烦恼！去死吧，粉红色的脑细胞！三个星期对我来说根本不算什么，混蛋！！

  　自意識をしっかり！　性欲抑制！　黙れ煩悩！　くたばれピンク色の脳みそ！　オレは三週間なんて余裕だぜこの野郎がッ！！

  　

  　

  　

 
  決着の時

  了断之时

  「呜～好冷。」

  「うぅ～、さっむ」

  　

  　在寒风呼啸的阴天底下，我一手拿着在便利商店买的关东煮，朝美咲家走去。

  　寒風吹き荒れる曇天の下、コンビニで買ったおでんを片手に美咲家へと向かう。

  　放寒假后差不多过了一周，我几乎每天都和美咲玩在一起。有时像这次去美咲家打扰，有时美咲来我家，有时则去电子游乐场，每天的行程都不一样。

  　冬休みに入ってからそろそろ一週間だが、ほぼ毎日のように俺は美咲と遊んでいた。今回みたいに美咲の家にお邪魔したり、逆に美咲が俺の家に訪れたり、ゲームセンターまで遊びに行ったりと日によってさまざまだ。

  　

  「……嗯？」

  「……んっ？」

  　

  　当我终于看到美咲家，松了口气时，发现了一件奇妙的事。

  　ようやく美咲家が見えてきてホッと一息つくと、不思議なものが見えてきた。

  　

  　美咲家的玄关大大敞开，身穿运动服的小春和美咲的弟弟走了出来。

  　派手に美咲家の玄関が開かれ、そこからトレーニングウェアに身を包んだ小春と美咲の弟が出てきた。

  　大概是去运动之类的，到这边为止都还很普通，但小春的样子不太对劲。

  　多分運動か何かなのでそこまでは至って普通なのだが、どうも小春の様子がおかしい。

  　

  　

  「啦啦啦啦～♪咚咚咚♪嗡嗡嗡～哒啦啦～♪」

  「ららららー♪　ドゥンドゥンドゥン♪　ウィンウィンウィンー、たったらー♪」

  　

  　

  　一看就知道她疯了。好可怕。

  　見て分かる通り正気ではない。こわい。

  　

  「那、那个，小春同学？你还好吗？如果身体不舒服的话……」

  「あ、あの、小春さん？　大丈夫ですか？　体調が悪いんだったら……」

  　

  「这点小事完全没问题！跑吧跑吧快跑吧！跑起来动起来欲望消灭烦恼灭杀！爆走散步Let's go！！」

  「なんのこれしき全然平気！　走ろう走ろうさぁ走ろう！　走って動けば欲望消滅煩悩滅殺！　爆走お散歩レッツゴー！！」

  　

  　在气势汹汹的小春催促下，朝阳和她一起开始慢跑。

  　勢いよく捲し立てた小春に急かされる形で、朝陽君は彼女と共にジョギングを始めた。

  　看着以不会太快的适当速度离开美咲家的两人，我猜他们平常就有在做那种运动。

  　あまり早すぎず丁度いいペースで美咲家を離れていくその二人を見れば、彼らが普段からあぁいった運動をしていたのだと察せる。

  　

  　

  「……不对，病得不轻吧。」

  「……いや、重症だろ」

  　

  　

  　我傻眼地走进美咲家。

  　呆れつつ俺は美咲家へとお邪魔していった。

  　

  　她会变成那样，我大概猜得到原因。寒假前我住在美咲家的前一天，美咲曾对我说过『要让小春她们忍耐』。当然，那一方面也是顾虑到我生气她生活不规律，但更重要的是为了腾出自己的时间。

  　彼女のアレには心辺りがある。冬期休暇前に俺が美咲の家に泊まった前日のことだが、あの日美咲は『小春たちには我慢をさせる』といった意志を俺に伝えていた。勿論乱れた生活に怒った俺への配慮もあるのだろうが、それ以前に美咲が自分の時間を作る為に。

  　

  　虽然不知道她究竟是用什么方法让那对性欲旺盛的三姐妹接受……应该说闭嘴，不过看小春的样子，她应该是用了相当强硬的手段。刚才的小春与其说是自我克制，更像是被某种东西压制住。

  　一体どういう方法であの性欲旺盛三姉妹を納得……というより黙らせたのかは知らないが、小春の様子を見るにかなり強引な手を使ったのだろう。さっきの小春は自粛というより何かに押さえつけられている雰囲気だった。

  　

  　

  「嗨，吴原同学。晚上的话她会在自己房间哦。」

  「やぁ呉原くん。夜なら自分の部屋にいるよ」

  　

  「啊，打扰了。」

  「あ、お邪魔します」

  　

  　我向在客厅打扫的美咲父亲点头致意，爬上楼梯前往美咲的房间。

  　リビングで掃除をしていた美咲の父親に軽く会釈し、階段を上って美咲の部屋へ。

  　

  　不久后我抵达她的房间，一打开房门，就看到美咲以莉亚的模样握着游戏手把，盯着电视屏幕。

  　程なくして到着した彼の部屋のドアを開けると、美咲はリアの姿でコントローラを握り締めてテレビ画面とにらめっこしていた。

  　

  「欢迎回来！关东煮谢啦！」

  「おかえり！　おでんサンキュ！」

  　

  　美咲没有转头看我，只用声音回应。看来她正在玩格斗游戏的网络对战，所以没空放下手把。

  　顔を此方に向けず言葉だけで反応する美咲。どうやら格闘ゲームのネット対戦中ゆえに手が離させないらしい。

  　

  「欸，美咲？」

  「なぁ、美咲？」

  　

  「啊！什么事！」

  「あん！　なんですかい！」

  　

  　她喀嚓喀嚓地按着摇杆，一下按按钮一下放开。我不理会她，继续说：

  　ガチャガチャとスティックを動かして小刻みにボタンを叩いて離して。そんな彼に構わず俺は言葉を続ける。

  　

  「小春她有点怪怪的……她还好吗？」

  「何か小春、変だったけど……アレ大丈夫か？」

  　

  「没事没事！她很好！现在先等——啊啊！」

  「へーきへーき！　平気だから！　今は待って──あ゛ぁっ！」

  　

  　屏幕上大大地显示出YOU LOSE的文字。美咲用眼神示意她是因为我而分心输掉的，让我有点过意不去。

  　画面にはでかでかとYOU LOSEの文字が。俺のせいで集中力が切れて負けたのだと言いたげな目で俺の方を向く美咲を見て、流石に少し申し訳なくなった。

  　

  　

  「唉……欸，吴原。我几乎每天都不眠不休地陪她们玩，都快腰痛到动不了了。」

  「はぁー……なぁ呉原。俺、ほぼ毎日休むことなくあいつらの相手してたんだ。それこそ腰が痛くて動けなくなるくらい」

  　

  「这样啊，辛苦你了。」

  「そりゃあ、まぁ、お疲れ様って感じだ」

  　

  　他的话中没有挖苦，眼前的美咲只传达出『辛苦』两个字。

  　嫌味は感じない。目の前の美咲からはただただ『苦労』の二文字が伝わってくる。

  　

  「那三个人应该可以优先考虑我的状况吧？莲她们现在那样根本不是淫纹，只是单纯的任性，应该可以忍耐才对。」

  「あの三人だって俺の事情を優先してくれてもいい筈だろ？　今のレン達のアレは淫紋でも何でもないし、本当にただの我が儘なんだから、我慢だって普通に出来るはずだ」

  　

  「是啊。」

  「そだな」

  　

  　美咲鼓起脸颊。考虑到被迫陪她们的美咲的心情，那三个人当然要忍耐。毕竟几乎每天都会被我抱怨，如果这样还不满足，直接耍赖的话，就算是美咲也会生气吧。

  　プクーと頬を膨らませる美咲。確かに付き合わされてる美咲の気持ちを考えれば、あの三人は我慢できて当然だ。なんせほぼ毎日、俺に愚痴る程にまでされているのだから、それでも満足できないと開き直られたら流石の美咲でも怒るだろう。

  　

  「好了，别说那些了，来玩游戏吧！」

  「ほら、そんなことよりゲームしようぜ！」

  　

  「哦。」

  「おう」

  　

  　美咲大概是想暂时从性爱的束缚中解放，她转换心情，把控制器递给我。

  　おそらく一時的に性の呪縛から解放されたいのであろう美咲は、切り替えて俺にコントローラを渡してきた。

  　不管怎样，如果能帮这家伙发泄压力，我也很乐意帮忙。

  　何はともあれ、こいつのストレス発散になるのであれば俺も快く手伝ってやろう。

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　寒假开始后大约两周。再过不久就要跨年了。

  　冬休みに入ってから約二週間。あともう少しすれば年を跨いで年始だ。

  　

  　这时，父母两人一起去旅行，姐姐也和大学的朋友一起过除夕——因此，就像轻小说或美少女游戏的主角一样，除了我以外，家里没有其他人。莉亚外表的美咲依然住在我家。

  　そんな折、両親は年末二人で旅行に行き、更に姉も大学の友達と年末を過ごす──とのことで、まるでライトノベルかギャルゲーの主人公の様に都合良く俺以外誰もいなくなった家には、相変わらずリアの姿をした美咲が滞在していた。

  　

  　因为除夕我也会去美咲家打扰，今天是准备游戏和换洗衣物的日子。美咲特地来接我。

  　年末は俺も美咲家にお邪魔することになっているので、今日はゲームや着替えなどを準備する日だ。美咲はわざわざ迎えに来てくれたらしい。

  　

  「吴原，你什么时候要来我家？」

  「呉原ー、お前何時からウチに来るんだっけ？」

  　

  　我在房间把行李装进包包时，不知何时穿上围裙的莉亚站在房门附近。

  　部屋でバッグに荷物を詰めていると、いつの間にかエプロンを装着したリアが部屋のドア付近に立っていた。

  　

  「傍晚吧。指定时间的邮件会在那之前寄到，所以我在那之前都会在家。」

  「夕方かな。時間指定の郵便がその前に来るから、それまでは家にいるよ」

  　

  「嗯——那我也一起等吧……所以午餐就由我来做吧。」

  「ふーん。じゃ、俺も一緒に待ってるよ。………ということでお昼ご飯は俺が作ってやろう」

  　

  「……你最近每天都在我家做午餐耶。你是通勤妻吗？」

  「……お前、ここんとこ毎日ウチで昼飯作ってくれてるよな。通い妻かよ」

  　

  「没错没错，通勤——咦！？笨、笨蛋！别说奇怪的话！」

  「そうそう通い───へっ！？　ばっ、バカ！　変なこと言うな！」

  　

  　美咲听到我的话后，就像个显而易见的傲娇女主角般，红着脸慌慌张张地回到客厅。你就是这种地方不好啦。

  　俺の言葉を受けた美咲は分かりやすいツンデレヒロインの如く、赤面してバタバタとリビングへと戻っていく。そういうところだぞお前。

  　

  　

  　最近像这样捉弄美咲也很开心——我边这么想边装行李，就在这时。

  　最近はこうやって美咲をからかうのも楽しい──なんて考えて荷物を詰めていた、そんな時。

  　

  　

  　

  「呜呜呜呜呜呜哦哦哦哦哦哦哦哦哦哦！！！」

  「ウウウウゥゥオォォォォォォォォォッ！！！」

  　

  「露库拉大人！请等一下！！」

  「ルクラ様ッ！　お待ちになって！！」

  　

  　

  　

  　……窗外传来奇怪的声音。

  　……窓の外から奇声が耳に飛び込んで来た。

  　

  「什么啊……」

  「なんだよ……」

  　

  　虽然我已经猜到，但还是姑且看向窗外确认。

  　既に予想は付いているものの、一応の確認の為に窓から外を見てみた。

  　

  　我看到和小春一样穿着运动服，但和她不同，全力在住宅区奔跑的露库拉，以及拼命追着她的真冈。

  　そこには小春と同じくトレーニングウェアで、しかし彼女とは違って全力疾走で住宅街を駆けるルクラと、それを必死になって追いかける真岡の姿があった。

  　

  「啊——哈哈哈哈！真开心！喂，随从，这是狩猎游戏，你得来抓我啊！」

  「あーははっはははは！　たーのしーっ！　ほら従者、狩りごっこなんだから私を捕まえてくれないと！」

  　

  　她的眼神染上疯狂，仿佛挣脱了束缚般大笑，同时高速移动双脚。

  　その目は狂気に染まっていた。まるでタガが外れたかのように大笑いしながら高速で足を動かしている。

  　

  「露、露库拉大人……呼、呼……！请、请稍微休息一下……」

  「る、ルクラっ、様っ……はぁ゛っ、はぁ……！　ちょ、ちょっと休憩を……」

  　

  「不行！不能停下来！要是不动的话，我的欲火就——啊啊啊啊啊啊啊啊呜哇啊啊啊啊啊啊！！！」

  「ダメ！　止まったらダメ！　動くのを止めたらムラムラが──ああああぁぁぁぁうわああぁぁぁぁぁ！！！」

  　

  「等一下……！她的体力到底多好啊，真是的……！」

  「まってぇ……！　体力どうなってんのよ、もう……！」

  　

  　

  　我一边想着「他们那边也很辛苦呢」，一边移动到客厅。

  　あっちもあっちで大変なんだなぁ、なんて思いつつ俺はリビングへと移動した。

  　在那里的，是完全不知道露库拉拼死的禁欲生活，哼着歌做炒饭的少女。

  　そこにはルクラの死ぬ気の禁欲など露ほども知らない少女が、鼻歌を歌いながらチャーハンを作る姿があったのだった。

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　时间来到过年后第三天。

  　年を越して年始の三日目くらい。

  　

  　我目睹了不可思议的光景，感到恐惧。

  　俺は不思議な光景を目の当たりにして恐怖していた。

  　

  　地点是美咲的房间。地板上放着黑白棋盘，莲和小春在对峙，露库拉担任裁判——然而。

  　場所は美咲の部屋。床にオセロの盤を置いた状態で、レンと小春が対峙していて審判をルクラが勤めている──のだが。

  　

  　

  「首先是我和莉娅约好的，所以第一个顺序当然是我，哥哥和露库拉都不要着急，听我说，第一个上场的我决定要给莉娅一点电，让她脑震荡，暂时失去正常的思考能力。」

  「まず私がリアちゃんと最初に約束したから必然的に最初の順番は私からになる訳だけどそこはお兄ちゃんもルクラちゃんも焦らないで聞いて欲しくてトップバッターの私がリアちゃんに電気を少々与えることで脳を揺さぶって一時的にまともな思考回路を奪っておくことにしたんだけど」

  

  　

  「等一下，露库拉你冷静点，小春，你今天早上不是说不靠朝阳变身就无法使用能力吗，那怎么办，又不能让他帮忙，万一朝阳帮忙的事被发现了，我们都会被莉娅杀掉的，你有想过怎么解决吗？」

  「ちょっと待ってルクラも落ち着いていいかな小春お前は今朝陽君が変身しないと能力を使えない筈だけどそこはどうするのまさか彼にも協力を仰ぐことはできないし万が一朝陽君に協力させたことが明るみに出たらその時はオレたちまとめてリアに殺されることになるけどそこの算段はついてるのか聞きたい」

  　

  「哥哥，我告诉你，其实我每次变身都会给access手表充电，虽然不能像平时那样使用能力，但还是能用一点，当然，战斗用的电力是用不出来的，不过还是有让莉娅的思考能力转向色情方向的电力，所以我要用这个让莉娅进入『那种』模式，接下来才是正题。」

  「聞いてお兄ちゃん実は私変身する度に少量の電気をアクセスウォッチに蓄電していたのそれを使えば普段通りとまではいかないけど少しなら能力を使えるんだもちろん戦いに使えるような電力は出ないけどリアちゃんの思考回路をえっちな方向に切り替える程度の電力ならあるからそれを使用してリアちゃんを『そういう』モードにしてからが本題」

  

  　

  「根据我的预想，作战计划是用海夜小春的电击解除莉娅的警戒，然后用各种手段让她沉溺在快乐之中，无法没有我们，这样子对吗？如果是的话我也非常赞成。」

  「私の予想では海夜小春の電気でリアの警戒を解いてから様々な手段を用いて彼女たちを私たち無しではダメになってしまう程の快楽漬けにしてやろうという作戦に聞こえるのだがそれで間違いはないかそれなら私も大いに賛成だ」

  　

  　

  　「我全听见了啦。你们这群笨蛋好可怕，装作在下黑白棋开作战会议也太明显了，马上就会被发现的。」

  　聞こえてるんだよ全部。こえぇよバカ共。オセロやるフリして作戦会議とか極端すぎるしすぐバレるっつーの。

  　

  　「话说回来，这些家伙真可怕。虽然我不是很清楚，但对她们三个来说，那之后的三个星期，可能比地狱还要残酷。」

  　にしてもヤバいなコイツら。俺には分からんけどこの三人にとってあれからの三週間は地獄すら生ぬるい過酷な状況だったのかもしれん。

  　

  　「毕竟她们都被逼到陷入恶人般的思考了，连本性善良的美咲都这样，思考回路都被改写了，真可怕。」

  　だって基本的に善性のコイツらが悪役染みた思考に陥るまで追いつめられてるからね。思考が書き換わってるからね、ヤバいね。

  　

  「「「呵呵呵呵……」」」

  「「「ふふふふ………」」」

  　

  　三人眼睛充血，露出诡异的笑容。一边小声嘀咕一边下黑白棋的样子，就像某种仪式。

  　三人揃って血走った眼で怪しく笑っている。小声でブツブツいいながらオセロを打つその姿は一種の儀式だ。

  　

  　

  　……这下该怎么办呢。

  　……どうするかなぁ、これ。

  　虽然美咲会想到『忍耐』，是因为我的一句话，但放着不管的话，后果会更严重……不过，这本来就不该由我插手。

  　いやまぁ、元を辿れば俺の言葉で美咲が『我慢』を思いついたんだけど、我慢以前のあのままの状況を放置するのも良くなかったと思うし……でも、そもそも本来は俺が関わるべき事態ではない気もする。

  　

  　虽然不该深入，但给过建议后就袖手旁观，也有些不妥。

  　確かに深入りをするべきではないけど、助言しといて傍観するだけってのも些か趣味が悪いな。

  　明天还是先跟美咲说一下这件事吧。虽然对三姐妹很抱歉，但我始终是站在美咲这边的。

  　明日にでも一応美咲にこの事を伝えておこう。三姉妹には悪いが、俺はあくまで美咲の味方なので。

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　跟美咲传达了危险信息的三天后。

  　美咲に危険を伝えた3日後。

  　我偶然看到坐在公园长椅上陷入沉思的莉娅。因为戴在手腕上的Acces手表的表盘在发光，所以她不是艾莉而是美咲。

  　俺は偶然にも公園のベンチに座って物思いに耽っているリアを見かけた。腕に付けたアクセスウォッチの時計盤が光っているので確実にアイリではなく美咲だった。

  　

  　这么冷的天，她一个人在干什么呢……我这么想着，向她搭话后，美咲用空洞的眼神回答我。

  　こんな寒い日に1人で何やってるんだ……と、そう思って声をかけると美咲は何やら虚ろな目をして返事を返してくれた。

  　

  『没事……没事。我没事的，吴原。下次再一起玩吧。』

  『大丈夫……大丈夫。だいじょーぶだよ、呉原。またあそぼ』

  　

  　怎么看都不像没事的样子，就在我担心地想问她发生了什么事的时候，莲和小春不巧地出现在了这里。

  　どう見ても大丈夫などでは無かったが、心配になって事情を聞こうした時に、タイミング悪くその場にレンと小春が現れた。

  　

  『璃亚♪快点回去吧！』

  『リーアちゃん♪　早く帰ろっ！』

  　

  『我来接你了。走吧，莉娅。』

  『迎えに来たよ。いこ、リア』

  　

  　听到她们的话，美咲一边缓缓地回答，一边向我挥手。

  　そのセリフに、美咲はゆったりと答えながら俺に手を振った。

  　

  『我这就去……今天，和莲……露库拉一起玩，抱歉，我马上就回去……』

  『今いく……今日は、レンと……ルクラだよね、ごめんね、すぐ戻るからね……』

  　

  　明显不正常的状况让我感到困惑，我对着美咲离去的背影喊道。

  　明らかに普通ではない状況に困惑し、俺は去りゆく美咲の背中に向かって声を掛ける。

  　然后她用没有光芒的眼睛对我笑了笑。

  　すると彼女は、光を灯していない瞳で俺に笑いかけたのだ。

  　

  『没事的，吴原。我没事的。』

  『大丈夫だよ、くれはら。大丈夫だから』

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　公园邂逅后一周。

  　公園での邂逅から一週間後。

  　

  　我实在很担心，于是来到了海夜家的玄关前。

  　とても心配になってしまったので、俺は海夜家の玄関前に訪れていた。

  　

  　

  　听说这一周多是所谓的解禁日，但我觉得自己不该过度干涉他们的关系，所以这一周都保持沉默。

  　この一週間と数日はいわゆる解禁日というヤツだったらしいのだが、彼らの関係にあまり口を出しすぎるのも良くないと思って俺は黙ってこの一週間を過ごしていた。

  　

  　……然而，解禁后过了一周，美咲到现在都没有联络我。

  　……だが、解禁から一週間が経過した現在も、未だ美咲からは連絡が来ていない。

  　

  　因此我越来越不安，只好来到海夜家。美咲家的两位当事人不在，我只能想到他们可能会在这里。

  　ゆえに不安を募らせた俺はこうして海夜家に訪れているわけだ。美咲家には本人たちがいなかったので、残る心当たりのある場所といえばここしかなかった。

  　

  「……门没锁。」

  「……鍵、開いてる」

  　

  　我轻轻推开门，门毫无抵抗地打开了。连门锁都没锁上的状况让我感到焦急，我咽了口口水。

  　そっとドアに手をかけると、何の抵抗もなく扉は開いた。鍵すらかかっていない状況に焦る俺は、ゴクリと喉を鳴らして唾を飲む。

  　

  　

  「打扰——了！？」

  「お邪魔し───まっ！？」

  　

  　

  　话说到一半，我惊愕地不禁后退了几步。

  　言葉の途中で、俺は驚愕して思わず数歩後ずさった。

  　

  　

  「呜……呜啊，咕……」

  「ぅ……ぅあ、ぐ……」

  　

  　

  「小、小春！？」

  「こ、小春！？」

  　

  　小春倒在玄关前方的地板上，发出呻吟。

  　玄関を超えた先のフローリングで、呻き声を挙げながら小春が倒れていた。

  　我慌忙跑过去查看她的状况，虽然没有明显的外伤和血迹，但衣服凌乱，我发现她体力消耗得很严重。

  　焦って駆けより彼女の様子を見ると、派手な外傷や血痕などは見受けられないものの、衣服が乱れていて相当体力を消耗している事に気がついた。

  　

  　情况非同小可。

  　ただ事ではない。

  　

  　——难道是怪人袭击了她……？

  　──まさか、怪人の襲撃……？

  　

  「喂！喂，振作点！发生什么事了！」

  「オイ！　おいしっかりしろ！　何があった！」

  　

  　小春听到我激动的声音，微微回过神来，仰面躺着用颤抖的声音开始说。

  　俺の激しい声でうっすらと我に返った小春は、仰向けのまま震えた声音で喋り始めた。

  　

  「莉、莉娅……她……」

  「り、リアちゃ……ん、が……」

  　

  「莉娅怎么了！她发生了什么事！」

  「リアが何だ！　あいつがどうした！」

  　

  　我故意大声重复提问，好让小春保持清醒。不管怎样，我必须在她睡着前问出情报，否则无法采取行动。

  　このまま小春が意識を手放さない様、わざと大きな声で質問を繰り返す。何ともしても彼女が眠る前に情報を聞き出さねば動こうにも動けない。

  　

  「……莉娅她……那个，就是……」

  「……リア、ちゃんが……その、あの……」

  　

  「别支支吾吾的！快点全部说出来！拜托了！」

  「口籠るな！　いいから全部話してくれ！　頼む！」

  　

  　我知道自己在强迫她，但情况紧急，我不能心软。必须尽快整理现在的状况。

  　酷な事を強いているのは理解しているが、状況が状況だ。甘いことは言ってられない。一刻も早く今の状況を整理しなければならないのだ。

  　

  　小春被我摇晃后，沉默了几秒思考，然后下定决心开口。

  　俺に揺さぶられた小春は数秒考え込むように黙ると、意を決して口を開けた。

  　

  　

  「最、最开始，我们用微量的电流让莉娅老实说出要求，然后给她通电……」

  「さ、最初は微量の電気でリアちゃんを、その、正直に求めてくれるレベルにしようとして、電気を与えたんだけど……」

  　

  　

  　……虽然我有话想说，但现在必须安静听她说完。

  　……言いたいことはあるが、今は黙って全部聞かねば。

  　

  　

  「我和哥哥、露库拉三个人轮流完事后，我们打算四个人一起享受，我得意忘形地又给莉娅通了电……呜」

  「私と、お兄ちゃんと、ルクラちゃんの三人で一旦ローテーションが終わった後、また四人で楽しもうとして、調子に乗ってまたリアちゃんに電気を与えたら……うぐっ」

  　

  「呜哦！？」

  「うぉっ！？」

  　

  　小春说到一半突然流鼻血了。我被她吓到，慌忙用手帕帮她擦鼻血，这时我看到了某个东西。

  　話しをしている途中で小春が鼻血を出した。そんな彼女に驚いて慌ててハンカチを鼻に当ててやった時、俺はあるものを見てしまった。

  　

  　小春的脖子上，到处都是类似“被咬过的痕迹”。仔细一看，锁骨附近、手臂、裙子下露出的大腿上也有。

  　小春の首元には、いくつもの『噛まれた跡』のようなものが散見された。そしてよく見れば、それは鎖骨の辺りや腕、スカートから見える太ももにも存在していることが分かる。

  　

  　

  　

  「莉娅突然像变了个人一样失控……！我、我还以为要被杀——呜」

  「リアちゃんが、人が変わったように暴走して……！　こ、ここっ、殺されるかと思っ──ウゥッ」

  　

  　

  　

  「啊，喂！小春！小春！」

  「あっ、おい！　小春！　小春！」

  　

  　小春说到一半就晕过去了。她的体力已经到达极限，不管我怎么叫她，她都没有恢复意识。

  　言葉の途中で小春は気絶してしまった。体力の限界を迎えてしまった彼女はもう、何度声を掛けても意識を戻すことはない。　

  　

  「到底怎么回事……！」

  「何だってんだよ……！」

  　

  　我察觉到情况不妙，立刻离开小春身边，慌忙跑上二楼。一楼感觉不到有人，客厅里也没有人，所以人应该在二楼，而且是莲斗的房间。

  　芳しくない状況を察した俺はすぐさま小春から離れ、ドタドタと二階へと駆け上がっていく。１階に人影は感じないし、リビングに誰もいなかったので人がいるとすれば二階の、おそらく蓮斗の部屋だ。

  　

  「呜噢！？」

  「うぉっ！？」

  　

  　就在我到达二楼前，我看到露库拉倒在楼梯附近，吓了一跳。

  　そして二階に到達する直前、階段付近でぶっ倒れているルクラを目撃して思わず跳ね上がった。

  　

  　我马上确认她的脉搏，还有呼吸。

  　すぐさま脈を確認してみると、息はある。

  　但是她和刚才的小春不同，已经失去意识，看来是没办法问话了。

  　しかし先程の小春とは違って彼女は既に意識を手放してしまっている。話を聞くのは無理そうだ。

  　

  　

  「莲斗的房间……门开着。」

  「蓮斗の部屋……ドアが」

  　

  　

  　门开着。从这个状况来看，露库拉和小春应该是从那个房间逃出来的。

  　ドアが開いている。この状況を察するに、恐らくあの部屋からルクラと小春は逃げ出してきたのだろう。

  　但是她们在途中耗尽了力气，变成现在这个样子。她们已经消耗到失去意识了，光是爬着前进就已经很勉强了。看到像尸体一样晕倒的露库拉，我立刻就明白了。

  　だが途中で力尽きてあのようになってしまった。気絶するほどの消耗を既にしていたのだ。這いつくばって前に進むので精一杯だったのだろう。まるで死体の様に気絶しているルクラを見ればすぐに解る。

  　

  「美咲、莲……！」

  「美咲、レン……！」

  　

  　我担心着还没现身的两人，走进莲斗的房间——

  　未だに姿を見せていない二人を危惧し、蓮斗の部屋に入ると───

  　

  　

  　

  　

  　

  「救、救救我……！」

  「た、たすけて……！」

  　

  「不～行♥♥♥莲，你不能逃跑哦？我还没有满足呢♥♥♥来，我们继续接吻吧♥♥我会让你更湿的，让我看看你更可爱的脸吧♥♥♥」

  「だぁーめっ♥♥♥　レンってば逃げちゃだめでしょう？　俺はまだ満足できてないんだから♥♥♥　ほら、またキスしよ♥♥　もっとトロトロにしてあげるから、もぉーっとレンの可愛いお顔見せて♥♥♥♥」

  

  　

  「咿……！」

  「ヒィっ……！」

  　

  　

  　

  　

  　——该怎么说呢，眼前出现了一副难以言喻的景象。应该说，我根本不想说。

  　───なんというか、言葉にし難い光景がそこにはあった。というか言いたくない。

  　

  　总之，美咲以莉娅的模样双眼发出粉红色的光芒，莲则流着泪，因为恐惧而脸色发青。

  　ともかく美咲はリアの姿で目がピンク色に発光していて、レンは涙を流しながら恐怖で青ざめている。

  　床单湿透了，地板上散落着神秘的液体和奇怪的玩具，整个房间就像遭小偷一样乱七八糟。

  　ベッドはビショビショ、床には謎の液体や怪しい玩具たちが散乱していて、部屋全体がまるで空き巣に入られたかのように散らかっている。

  　

  　

  「……原来如此。」

  「……そうか」

  　

  　

  　我完全理解了。

  　なるほどな。完全に理解した。

  　

  　一开始小春的电击让美咲陷入接近『平时』的状态，也就是所谓的快乐堕落。

  　最初は小春の電気で『いつも通り』に近い、美咲はいわゆる快楽堕ちの状態にされた。

  　然后就这样轮到莲、露库拉，最后大家一起——就在这时，得意忘形的小春的电击成了反效果，美咲反而觉醒了。

  　そしてそのままレン、ルクラときて最後は皆で──といった所で調子に乗った小春の電気が災いして、美咲は逆に覚醒。

  　

  　她成为了足以让无敌的精力旺盛三姐妹绝命的最强狂战士，反过来把这一周来为所欲为的三姐妹打倒了。

  　あの無敵とも思えた絶倫三姉妹を腹上死させかねないレベルの最強の狂戦士となり、この一週間で好き勝手してきた三姉妹を返り討ちにしてやった、ということか。

  　从这个状况来看，别说打倒了，根本是鞭尸。

  　この状況を見るに、返り討ちどころか死体蹴りまでしているようだが。

  　

  「莲♥♥喜欢，最喜欢你了♥♥♥我们多做点爱吧♥♥好可爱，你真可爱♥♥♥♥」

  「レン♥♥　すき、だーいすき♥♥♥　もっとえっちしよ♥♥　かわいい、かわいいね♥♥♥♥」

  　

  「嗯……要、要死了，我要死了……！对不起，对不起——呜啊啊啊！！」

  「ンギッ。……し、しぬっ、死んじゃうよぉ……！　ごめんなさいっ、ごめんなさ──うああぁぁ！！」

  　

  　

  　但是，这一定不是美咲的意志。

  　だが、これはきっと美咲の意志ではない。

  　

  　像他这样心地善良的人，不可能会如此(性方面)玩弄他人。现在只是因为小春的电击，让她的脑回路暂时变得奇怪了而已。

  　彼ほどの心優しい人間がここまで(性的に)他者をいたぶる筈などない。今は小春の電気によって脳の回路が一時的におかしくなってしまっているだけだ。

  　

  「等我一下。」

  「待ってろ」

  　

  　我必须救美咲。

  　俺が美咲を救わないと。

  　追根究柢，要不是因为我对他的状况迁怒，说起来我也有责任。收拾残局是我的工作。

  　元を辿れば彼の状況に八つ当たりをした俺に責任があると言っても過言ではないのだ。尻拭いは俺自身の仕事だろう。

  　

  「我现在就来救你。」

  「今助けてやるからな」

  　

  　我踏进莲斗的房间。

  　蓮斗の部屋へ足を踏み入れる。

  　我下定决心要对挚友出手，握紧右拳。

  　親友に手を出す、その覚悟を胸に右拳を握りしめた。

  　

  　我站在床前，美咲正抓着莲的腰，我停在她面前。

  　ベッドの前で、レンの腰を掴んでいる美咲の前で立ち止まる。

  　我高高举起手，瞄准目标。

  　大きく振りかぶり、狙いを定めた。

  　

  「嘿嘿♥♥莲，莲♥♥…………嗯，咦，你是谁？别来碍事——」

  「えへへっ♥♥　レン、レン♥♥　…………ん、あれ、だぁれ？　邪魔しないで──」

  　

  　

  「给我清醒点，美咲————————！！！」

  「目を覚ませ美咲ィィィィィィィィッッ！！！」

  　

  　

 
  合法ロリっ娘とデートするンゴかｗｗｗｗくたばれ美咲

  合法和萝莉娘约会吧wwww去吧美咲

  　

  　

  　自从那天在吴原面前于床上醒来，而且不知为何还全身赤裸之后，已经过了好几天。

  　ベッドの上で、しかも何故か裸のまま呉原の前で目を覚ましたあの日から数日が経過して。

  　也许是这阵子一直和艾莉儿合体的关系，她的精神状态也稳定下来，我得以以男性的状态在街上走动。现在时间是上午九点左右。

  　ここしばらくはずっと一つになっていたおかげか、アイリールの精神状態も落ち着き、俺は男の状態で街を歩いていた。現在時刻は午前九時前後だ。

  　

  　今天我有事要办，正前往约定的地点——喷水广场。随着接近喷水广场，人影也越来越多，抵达时已经身在人潮之中。

  　今日はとある用事があって、待ち合わせ場所である噴水広場へ向かっている。噴水広場へ近づくにつれて人影も増え、到着する頃には大勢の人ごみの中だ。

  　

  「在哪里呢……」

  「どこだろう……」

  　

  　我四处张望，寻找要找的人。

  　きょろきょろと辺りを見渡して、目的の人物を探す。

  　刚才她打电话给我，说已经到了。

  　先ほど携帯に連絡が来たのでそれによれば彼女はもうここに到着しているとのこと。

  　

  　不过集合时间是三十分钟后，我本来打算提早三十分钟到，以确保万无一失，没想到她比我早了三十分钟……也就是比我预定的时间早了一个小时就到了。

  　だが集合時間は今から三十分後で、万全を期して待とうと思っていたのにまさか俺が来る三十分前……つまり元々の予定時刻より一時間も早く先に来てくれるとは思わなかった。

  　

  　就在我这么想的时候，远远看见一个眼熟的人。

  　と、そんなことを考えていると、ふと見覚えのある人物が遠目に見えた。

  　

  「啊，找到了。」

  「あぁ、いた」

  　

  　我小声说着，为顺利找到她而松了口气，小跑步奔向她所坐的喷水池前的长椅。

  　小さく呟きつつ無事に見つけられたことに安堵し、小走りで彼女が座っている噴水前のベンチへと向かっていく。

  　

  　映入眼帘的，是来到这里之前在照片上看过的那个人。

  　そうして視界に映ったのは、ここへ訪れる前に写真で確認した通りの人物の姿。

  　

  　

  　她有着一头明亮的茶色中长鲍伯头，娇小的体型和初中生般的身高，以及和我熟悉的搭档如出一辙的美丽脸庞，说是美少女也不为过——但她的美丽脸庞仍残留着几分稚气。

  　明るい茶髪のミディアムボブで、中学生かと錯覚するような背丈と小柄な体型、何より見慣れた相棒と瓜二つで美少女といっても差し支えのない──しかしまだどこか幼さの残る印象を受ける美麗な顔立ち。

  　

  　

  「早安，黑野小姐。」

  「おはようございます、黒野さん」

  　

  「嗨，美咲同学，早安。」

  「やぁ、美咲君。おはよう」

  　

  　

  　她温柔地微笑，向我挥手。她的名字是黑野理爱。

  　優しい微笑みと共に手を振ってくれた彼女の名は黒野理愛。

  　她就是创造出死亡游戏的舞台，以及莲斗他们出生的世界——虚拟空间的天才科学家。

  　デスゲームの舞台、そして蓮斗たちの生まれた世界である仮想空間を作り出した、天才科学者その人だ。

  　

  　

  　

  ★　　★　　★　　★　　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　我们来到约定地点会合后，便前往曾经成为战场的购物中心。这里还有电影院和游乐中心，十分方便。若想在这座城市安全地约会，购物中心是最佳选择。这里就是如此适合约会的场所。

  　待ち合わせ場所に集合してから移動した俺たちは、一度戦場にもなったことがあるショッピングモールへ訪れていた。ここには他に映画館やアミューズメントセンターも完備してあるので、この街で無難なデートをするのならばこのショッピングモール、といっても大袈裟ではない程度には過ごしやすい場所だ。

  　

  「美咲同学，我们去那边打保龄球吧。」

  「美咲君、あそこでボウリングをしよう」

  　

  「啊，好。」

  「あ、はい」

  　

  「我去柜台办手续，你等我一下。」

  「受付をしてくるから待っててね」

  　

  　黑野博士一脸得意地踮起脚尖，在柜台办理手续。

  　得意げな顔で、つま先を立てて背伸びをしながらカウンターで受付を行う黒野博士。

  　

  　她的背影十分可爱……不不不，我在想什么啊？

  　その後ろ姿はなんとも愛らしく……いやいや、何考えてんだ。

  　我才十七岁，她已经二十二岁了。她比我大五岁，我得小心别想些失礼的事。我必须慎重地对待合法萝莉。

  　俺が17であの人は22だぞ。五つも年上なんだから失礼なことは考えないようにしないと。合法ロリとの接し方は慎重に、だ。

  　

  　

  「我们有提供家庭折扣哦。」

  「こちら家族割などもございますが」

  　

  「欸？……不、不是，我和她……并、并不是夫妻……」

  「ふぇっ？　……い、いや、僕とあの子は……ふ、夫婦などではなくて……」

  　

  「……？呃，两位是兄妹吗？如果手续上有困难，可以请哥哥过来。」

  「……？　ええと、ご兄妹なのでは？　手続きが難しいようでしたらお兄さんを呼んで頂ければ」

  　

  「什么！？我说啊，我已经成年了！我们又不是兄妹，而且她年纪比我小——『不好意思！那就是情侣折扣吧！』——不不不，不是！我要一般收费！！」

  「なっ！？　あのですね、僕は成人済みです！　大体兄妹じゃないしあの子は年下で──「失礼いたしました！　ではカップル割の方ですね！」──ちちち違いますよ！　普通料金でッ！！」

  　

  　

  　……她好像陷入苦战，但要是我出手帮忙，情况似乎会更加恶化，所以我决定乖乖待着。

  　……なんか苦戦してるけど、手助けしたら悪化しそうだから大人しくしてよう。

  　

  　

  　几天前，我和黑野透过莲交换了联络方式，然后以报告莲的状况和讨论如何处理露库拉为名目——约好要「约会」。

  　数日前、レンを通して連絡先を交換しあった俺と黒野は、レンの経過観察報告とルクラの対処についてのミーティング──という名目で『デート』の約束を取り付けた。

  　

  　我原本以为这只是表面的理由，但根据在研究所听莲转述的内容，真冈说『哎呀！获得外出许可后，第一个行程居然是约会！？黑野博士真有一套！』，黑野则回答『还、还好啦。身为年长者，我必须好好照顾她』，所以这一定是约会吧。

  　俺は建前の方を鵜呑みにしていたのだが、真岡に『あらっ！　外出許可を貰って最初にするのがデート！？　やるじゃない黒野博士！』と言われて黒野は『ま、まぁね。年上としてエスコートしてやるさ』と言っていた、と研究所にいたレン伝いに聞いたのでこれはきっとデートなのだろう。

  　

  　当然，我本身没有任何邪念。

  　無論、俺自身は邪な感情など一切無い。

  　既然在虚拟世界对她说过『我会帮助你』，陪黑野转换心情也是理所当然的事。

  　仮想世界で彼女に対して『助ける』といったのだから、黒野の気分転換に付き合うのは至極当然のことだ。

  　

  　

  「一、二、嘿！」

  「よ、いっ、しょ！」

  　

  　黑野娇小又没什么力气，无法单手拿起保龄球，所以是用双手抱住球再丢出去。

  　非力で小柄な黒野は片手でボウリングの玉を持てないため、両手で抱えてから玉を投げる。

  　明明是这么奇怪的投球方式，她却从刚才开始就一直打出全倒或补中。太强了，根本打不赢。

  　そんな変わった投げ方をしているというのに、先ほどから彼女はずっとストライクかスペアしかしていない。つよすぎる。かてない。

  　

  「黑野小姐，你很会打保龄球呢。」

  「黒野さん、ボウリング上手なんですね」

  　

  　我向坐在我旁边休息的黑野搭话，她怀念地轻笑着回答：

  　俺の隣に座って一息つく彼女に語り掛けると、黒野は懐かし気に小さく笑いながら答えてくれる。

  　

  「我以前经常和好朋友打保龄球……不过，其实我不擅长运动。」

  「昔からボウリングだけはよく親友とやっていたから。……ま、本当は運動苦手なんだけどね」

  　

  「可是用那种投球方式还能有这样的分数，很厉害耶。话说，我根本没有胜算嘛。」

  「でもあの投げ方でこのスコアは凄いですよ。てか、もう俺の勝ち目ないじゃないですか」

  　

  　我微微垂下头，黑野温柔地拍了拍我的背。

  　軽くうなだれると、黒野は俺の背中を優しく叩く。

  　

  「好了好了，又不是在比赛。等一下要去吃饭，打起精神吧～」

  「まぁまぁ、別に勝負ってわけじゃないんだし。この後は食事にするから元気だせ～」

  　

  　我继续打保龄球，想追上状态绝佳的黑野，但最后还是输了。

  　調子の良さそうな黒野に追いすがるようにボウリングを続けたが、結局は敗北。

  　虽然嘴上说不是在比赛，但黑野似乎很高兴赢过我，她的心情又更好了。在她的带领下，我们离开了Spo-Cha。

  　勝負ではない、とは言いつつも俺に勝てたことはやはり嬉しかったのか、また一段と明るくなった黒野に連れられて俺はスポッチャを後にしたのだった。

  　

  　

  　除了以前从虚拟世界醒来时见过面之外，我和黑野今天是真正第一次见面。

  　以前仮想世界から目覚めたときに見かけたことを除けば、俺と黒野は正真正銘今日が初対面だ。

  　

  　不过，我们似乎不会因为紧张而失常。或许是因为虽然曾经是敌人，但我们在虚拟世界也见过面，对彼此也有一定的了解。

  　なのだが、どうにも緊張してちぐはぐになることは無さそうに思える。敵だったとはいえ仮想世界では面識もあったし、互いのこともそれなりに知っているからかもしれない。

  　

  　而黑野本人「以年长者身份带领」我才是最大的理由吧。

  　そして黒野本人の「年上としてのエスコート」とやらが一番の理由だろう。

  　她很有常识，让人难以想象她在虚拟世界会失控，而且也很体贴。这么一来，虚拟空间里的那个或许是一时的迷惘，黑野原本的个性应该是这样。

  　仮想世界で暴走していたとは思えないほど常識的で、それでいて気配りもできる。となると仮想空間でのあれは一時的な気の迷いで、黒野の本来の人間性はこちらなのかもしれない。

  　

  　

  「啊、啊～……」

  「あ、あーん……」

  　

  「那个，黑野小姐？」

  「あの、黒野さん？」

  　

  「是My Honey哦，达令♪」

  「マイハニーだよっ、ダーリン♪」

  　

  　不过，为了吃情侣限定的圣代而假装是情侣，这确实是迷惘吧。

  　まぁ、カップル限定のパフェを食べたいがために恋人のフリをするのは確実に気の迷いだろうが。

  　你的表情超僵硬的哦。

  　めちゃくちゃ顔引きつってますよあなた。

  　

  「不用勉强没关系啦。店员也没有怀疑。」

  「無理しなくても大丈夫ですって。別に店員さんも疑ってませんでしたし」

  　

  「…………说、说得也是。不是只有明显卿卿我我的才是情侣。也有冷静用餐的情侣，没什么好奇怪的。」

  「…………そ、そうだね。露骨にラブラブするだけがカップルではないよね。落ち着いて食事をするカップルがいても不思議ではないよね」

  　

  　黑野「哈哈哈」地苦笑，把原本要喂我的汤匙放进自己嘴里。

  　ははは、と苦笑いした黒野は俺に食べさせようとしていたスプーンを自分の口に運んだ。

  　

  「嗯嗯～♪」

  「んん～っ♪」

  　

  　她一改苦涩的表情，津津有味地享用香草冰淇淋的模样，完全就是个少女。再加上外表的关系，看起来也像露库拉——不，不像。

  　苦い顔から一転、バニラアイスを美味しそうに堪能する彼女の姿は少女そのものだ。外見の関係もあってルクラに見えなくも──いや、見えないな。

  　

  　黑野果然和艾莉儿或露库拉有些不同。发色是普通的茶色，和游戏中登场人物一样留着及膝长发的她们不同，黑野是及肩的中长发。

  　やはり黒野はアイリールやルクラとはどこか違っている。髪の色だって普通の茶髪だし、ゲームの登場人物らしく膝まで伸びた髪を持つ彼女たちと違って、黒野は肩辺りで切りそろえられたミディアムボブだ。

  　

  　最重要的是，她没有角色们特有的不可思议气场。

  　なんといってもキャラ達特有の不思議なオーラを感じない。

  　和与普通人类有明显区隔的虚拟世界人类不同，可以清楚知道黑野原本就是这个世界的人。

  　どこか普通の人間とは一線を画す仮想世界の人間と違って、黒野は元々この世界にいた人間なのだとよくわかる。

  　

  「……美咲同学？你的手停下来了，怎么了吗？」

  「……美咲君？　手が止まってるけど、どうかしたかい？」

  　

  「啊，不，没事。」

  「あ、いや、別に」

  　

  「冰淇淋会融化，快点吃吧。」

  「アイスが溶けちゃうから早めに食べよう」

  　

  　

  　在她的催促下吃完圣代时，我已经陷入好一阵子不想再吃甜食的心境了。能一直带着笑容吃下去的黑野，说不定是个相当的甜食派。最后她又点了一份甜点。

  　彼女に急かされてパフェを食べ終えた頃には、もうしばらく甘いものは食べなくてもいいという心境に陥っていた。あれをずっと笑顔で食べ続けられた黒野は、相当な甘党なのかもしれない。最後にまたデザート頼んでたし。

  　

  　

  　

  　接着我们来到书店。黑野最近似乎常买漫画杂志，说是地下研究所内少数的娱乐之一。

  　次に立ち寄ったのは本屋だ。どうやら黒野は最近漫画雑誌をよく買っているらしい。地下研究所内での数少ない娯楽の一つなのだとか。

  　

  「美咲同学有推荐的吗？」

  「美咲君のおすすめとかはあるかな」

  　

  「这个不错哦。一共三集，而且满有趣的。」

  「これとかいいですよ。全三巻で纏まってますし、結構面白いです」

  　

  　我推荐的是之前向吴原借的漫画。虽然画风比较偏男性向，但因为有改编真人版电影，所以内容应该算是大众取向。我想。

  　彼女に教えたのは以前に呉原から借りた漫画だ。絵柄はどちらかといえば男性向けなのだが、実写映画化もしているため内容は万人受けする方だと思う。

  　

  「嗯……原来如此，嗯。从封底的剧情大纲看来，的确满吸引人的。我买来看看，谢谢。」

  「うーん……なるほど、うん。裏表紙のあらすじを見る限りは、なかなか興味をそそられるな。買ってみるよ、ありがとう」

  　

  「不会，我也从你那里学到好东西了。」

  「いえ、俺もいい本教えて貰いましたし」

  　

  　我边说边提起手提袋。其实我已经先买好黑野推荐的书了。

  　そういいながら軽く手提げ袋を持ち上げた。実は黒野に勧められた本を先に購入していたのだ。

  　

  「……呵呵。」

  「……ふふっ」

  　

  　这时，身旁的黑野轻声笑了起来。

  　すると、隣にいた黒野が小さく笑った。

  　

  「怎么了？」

  「どうかしました？」

  　

  「不，没什么。没什么好笑的。」

  「いや、何でもないよ。おかしなことは何もない」

  　

  　黑野边说边结账，然后再次来到我身边，与我并肩在购物中心内走动。

  　言いながら会計を済ませた黒野は再び俺の隣に来て、横並びで再びモール内を歩き始める。

  　

  　

  「……我只是觉得，好开心哦。」

  「……楽しいなぁって、そう思っただけだから」

  　

  　

  　黑野喃喃说着，有点害羞地搔搔脸颊。不知道是不是错觉，感觉距离比上午行动时更近了。

  　そう呟きつつ、えへへ、と恥ずかし気に指で頬をかく黒野。心なしか、午前中に行動していた時よりも距離が近い気がする。

  　

  「啊……」

  「あっ……」

  　

  　虽然彼此的手背不小心碰在一起，但我没有慌张，维持这个距离感继续走着。虽然牵手有点太超过了，但我想保持这个距离感一定没有错。

  　一瞬お互いの手の甲が当たってしまったが、焦ることなく俺はそのままの距離感で歩き続けた。手を繋ぐのはどうかと思うが、このままの距離感でいることはきっと間違いではないと思うから。

  　

  「……美咲同学？」

  「……美咲君？」

  　

  「接下来去电影院吧。差不多要开演了，我有事先买票。」

  「次、映画館いきましょ。そろそろ上映時間ですけど、チケットは予め取ってありますから」

  　

  　最重要的是，我也开始觉得开心了。

  　なにより、俺も少し楽しくなっている。

  　

  「……嗯！」

  「……うんっ！」

  　

  　我们稍微加快脚步，前往购物中心内的电影院。

  　そこから少々の駆け足で、俺たちはモール内にある映画館へと向かっていったのだった。

  　

  　

  　

  　在虚拟世界里，她精神上被逼到失控到犯下杀人未遂的罪行。

  　仮想世界で彼女は、殺人未遂を犯すレベルの暴走をする程に、精神的に追い詰められていた。

  　

  　原因毫无疑问是起因于黑野的过去，但我到现在还不知道，也没打算知道。

  　その理由は間違いなく黒野の過去に起因するものだが、俺は未だにそれを知らない。知ろうともしていない。

  　真冈曾经提议『要不要我告诉你』，但我拒绝了。

  　真岡から『教えようか』と提案されたこともあったが、俺はそれを断った。

  　

  　因为我已经决定，要等到黑野——她本人愿意坦白为止。

  　黒野が──彼女本人が打ち明けてくれるまで待つと、そう決めたから。

  　

  　我绝对不会在知道过去的情况下，还用先入为主的观念对待她。

  　過去を知った上で、先入観に捕らわれた接し方など絶対にしない。

  　我启动无敌铁金刚战斗时发过誓，无论黑野处于什么状况，我都会帮助她。

  　俺は黒野がどんな状況にあろうと手を貸し必ず助けるのだと、ムテキを起動して戦ったあの時にそう誓ったからだ。

  　

  　为了不忘记当时的心情，直到黑野愿意告诉我为止，无论发生什么事，我都不会探究她的过去。

  　あの時の気持ちを忘れないためにも、俺は黒野が教えてくれるまで何があっても彼女の過去は詮索しない。

  　

  　我认为，当她愿意坦白过去与秘密，建立起那样的关系时——我才能真正成为她的伙伴。

  　きっと彼女が過去と秘密を打ち明けてくれる、そんな関係を築けたその時こそ──俺は真に彼女の味方になれるのだと考えている。

  　

  　

  「……呜呜～～！（吸鼻涕）」

  「……ううぅ～っ、ずびっ」

  　

  　

  　从黑野在旁边边哭边看电影的样子来看，我选的电影应该没错。她已经停止吃爆米花。我松了口气。

  　隣で泣きながら映画を見ている黒野の様子を見れば、映画のチョイスも間違っていなかったのだと安心できた。ポップコーンを取る手が止まっている。

  　

  「居然这么重视自己的恋人……呜呜。」

  「そこまでして恋人のことをぉ……およよ」

  　

  「你也哭得太夸张了吧……」

  「さすがに泣きすぎでしょ……」

  　

  　她哭到我中途递过去的那条手帕都湿透了，让我有点吓到。这个人还真感性……

  　途中で渡した俺のハンカチがビショビショになるくらいには泣いていて、少し引いた。感受性豊かですね……。

  　

  「啊，片尾曲开始了……真是个好故事……」

  「あぁエンドロールだ……いい話だった……」

  　

  「接下来要去哪里？」

  「次どこ行きます？」

  　

  「等一下，让我再沉浸在余韵里一下……」

  「まって、もう少し余韻に浸らせてくれ……」

  　

  　黑野哭得太惨，让我都快跟着哭了。我坐在她旁边，悠闲地看着片尾字幕，将爆米花扔进嘴里。虽然吃起来只有咸味，但我已经吃不出味道了。

  　逆に俺がもらい泣きしそうな程にボロボロ泣いている黒野の隣で、ゆったりとしたエンドクレジットを眺めながら俺はポップコーンを口に放り投げる。塩味だが、もう大して味はしない。

  　

  　

  　我思考接下来该怎么办——最后牵起在电影结束后依然感动得无法动弹的黑野，半强制地拉着她离开电影院。

  　この後どうしようかな、なんて考えつつ──結局、上映終了後も感動で動けなくなってしまった黒野と手を繋いで、半ば強制的に引きずって映画館を後にしたのだった。

  　

  　与合法萝莉的约会（暂称）还没结束。

  　合法ロリっ娘とのデート（仮）はまだ続く。

  　

  　

  　

 
  運命力にデバフが付与されまくってる合法ロリ（22）

  命运力被赋予debuff的合法萝莉(22)

  　

  　

  　我是小孩子。

  　ぼくは子供だ。

  　年龄未满七岁的儿童。

  　齢七にも満たない児童だ。

  　

  　眼前摆着一台电视。

  　目の前にテレビが置いてある。

  　那是一台老旧的电视，与破旧这个形容词十分相衬。

  　古い型落ち品で、オンボロという言葉がよく似合うテレビだ。

  　电视里有一家人，他们有着动物的外型，和乐融融地谈笑着。

  　その中では動物の姿をした仲良し家族が、和気藹々とした雰囲気で笑い合っている。

  　他们帮忙父母做家事，和孩子一起玩耍，因为无聊小事吵架，和好后一家四口围着餐桌吃饭。

  　親のお手伝いをして、子供と一緒に遊んで、くだらないことで喧嘩して、仲直りをして親子で食卓を囲む。

  　

  　

  『真好。』

  『いいなぁ』

  　

  　

  　这句话，我究竟低喃过多少次了呢？

  　その言葉を、ぼくは何度呟いただろうか。

  　我不记得了。

  　覚えていない。

  　不过——我还记得，父母、哥哥和我四个人一起吃外卖披萨的滋味。

  　でも──両親と兄とぼく、四人で食べた出前のピザは美味しかったと覚えている。

  　

  　爸爸和妈妈最喜欢赌博了，所以很少回家。那一次是我们一家四口第一次，也是最后一次一起吃饭。

  　お父さんもお母さんもギャンブルが大好きで、滅多に帰ってこないから、一家全員でご飯を食べたのは、それが最初で最後だったけれど。

  　

  　

  『小恋，来玩吧！』

  『恋ちゃん、あそぼ！』

  　

  　

  　我是小孩子。

  　僕は子供だ。

  　年龄未满十岁的小学生。

  　齢十にも満たない小学生だ。

  　

  　眼前站着一个可爱的女孩子。

  　目の前にかわいらしい女の子が立っている。

  　是小恋。

  　恋ちゃんだ。

  　她是我的唯一朋友，也是我最重要的挚友。

  　たった一人のお友達で、とっても大切な親友だ。

  　小恋擅长跑步，擅长跳绳，擅长踢足球——当班上的女生和乐融融地聊天时，她也总是混在男生群里玩耍。

  　恋ちゃんはかけっこが得意で、縄跳びが得意で、サッカーが得意で──同じクラスの女の子が仲良くお喋りしているときも、男の子に混ざって遊んでいる。

  　我——应该说，我完全不擅长运动，所有运动都很烂，但只要和小恋在一起，做什么都很开心。

  　僕はあまり──というか全然運動ができなくて、スポーツなんて全部へたっぴだったけど、恋ちゃんと一緒なら何でも楽しい。

  　她一直陪在我身边，和我一起欢笑。

  　ずっと隣にいてくれて、一緒に笑ってくれる。

  　是我最重要的挚友。

  　一番大切な親友だ。

  　

  　

  『我讨厌哥哥！』

  『お兄ちゃんなんてきらい！』

  　

  　

  　我是小孩子。

  　私は子供だ。

  　是青春期的初中生，老是给哥哥添麻烦。

  　兄に迷惑ばかりをかける思春期の中学生だ。

  　

  　哥哥是个很厉害的人。

  　すごい人だ、お兄ちゃんは。

  　他从小就一直对我很好，代替父母照顾我。

  　幼い頃からずっと良くしてくれて、両親の代わりに私の面倒を見てくれている。

  　他有很多朋友，人望很高，很会念书，对任何人都很温柔。

  　友達もたくさんいて、人望も厚くて、勉強もできて誰にでも優しい。

  　即使我进入叛逆期，他也没有讨厌我，一直陪在我身边。

  　私が反抗期になっても、嫌いになることなく一緒にいてくれる。

  　他代替什么都不会的父母，煮好吃的饭菜给我吃。

  　何もしてくれない両親に代わって、美味しいご飯を作ってくれる。

  　我决定在哥哥累的时候，偶尔代替他做家事。

  　たまにお兄ちゃんが疲れているときは、私が代わりに家事をするって決めた。

  　不能老是让哥哥勉强自己。

  　お兄ちゃんにばかり無理はさせられない。

  　我们兄妹俩要一起努力，成为出色的大人，获得幸福。

  　兄妹二人で頑張って、立派な大人になって幸せになるんだ。

  　

  　

  　

  『爸爸？妈妈？』

  『お父さん？　お母さん？』

  　

  　

  　

  　父母没有回家。

  　両親が帰ってこなくなった。

  　取而代之的是，每天都有可怕的人来敲家门。

  　代わりに怖い人たちが毎日家のドアを叩いた。

  　

  　

  『恋？——恋？』

  『恋？　───れん？』

  　

  　

  　挚友在我眼前停止了呼吸。

  　親友が目の前で呼吸をやめた。

  　她为了保护我，被袭击便利店的强盗刺伤。

  　コンビニを襲った強盗から、私を庇って。

  　她一边哭泣，一边笑着，摸着我的头说「幸好你没事」。

  　泣きながら、笑いながら、無事でよかったと言って私の頭を撫でてくれた。

  　

  　——她睁着眼睛，不再说话。

  　──目を開けたまま、喋らなくなった。

  　

  　

  　

  『…………哥、哥——』

  『…………おに、ちゃ───』

  　

  　

  　

  　为了还债，我被迫演出违法的色情视频，拒绝之后逃出家门。

  　借金を返すために、違法なポルノビデオへの出演を求められて、それを断って家から逃げて。

  　

  　当我回到家时，心爱的家人已经上吊自杀了。

  　帰ってきたときには、愛する家族が首を吊っていた。

  　

  　

  　

  『啊哈哈。欸，恋？我变成孤单一人了。』

  『あはは。ねぇ、恋？　僕、ひとりになっちゃった』

  　

  　我变成「我」。因为这样就能回想起恋还在我身边时的时光。

  　私は僕になった。そうすれば恋が隣にいてくれた頃を思い出せるから。

  　

  『请多多指教，叔叔。』

  『よろしくお願いします、叔父さん』

  　

  　我跟随放高利贷的叔叔。为了利用他广泛的人脉。

  　闇金を扱っている叔父に追従した。彼の幅広い人脈を利用するために。

  　

  『这样就完成了。』

  『これで完成だ』

  　

  　我穷究科学。然后将许多人卷入其中，创造出另一个与这里不同的世界。

  　科学を極めた。そうして数多くの人間を巻き込んで、こことは違うもう一つの世界を創造した。

  　

  　

  『这是只属于我——不用受苦的世界。』

  『僕だけの──苦しまなくていい世界だ』

  　

  　

  　就算依赖这种东西也没有意义。这种事我心知肚明。

  　そんなものに縋っても意味なんてない。そんなことは分かりきっていた。

  　可是，没有人愿意帮助我。所以我只能依赖它。

  　でも、誰も僕を助けてはくれなかった。だから縋るしかなかった。

  　

  　拯救我的只有恋。除了赌上性命的她以外，没有人对我伸出援手。

  　僕を救ってくれたのは恋だけだった。命を賭した彼女以外に、僕に手を差し伸べてくれた人間はいなかった。

  　

  　——不，还有一个人。就是哥哥。哥哥他曾经试着帮助我。他做出苦涩的决定，即使知道会被我怨恨，还是提出让我去拍AV的建议。因为除此之外，我们兄妹俩没有其他存活下去的方法。要被人口贩子买走，还是成为色情视频的演员——只要稍微了解哥哥的苦恼，我或许就会选择用身体来保护哥哥，即使要我被在社会暗处活跃的垃圾们抱也无所谓。

  　──いや、もう一人だけいた。兄だ。兄は私を助けようとしてくれていた。苦渋の決断を下し、恨まれることも承知の上で僕にAVの出演を持ち掛けたのだ。それ以外に僕たち兄妹二人が生き残れる道はなかったから。人身売買かポルノビデオの女優か──兄の苦悩を少しでも知っていれば、僕は社会の裏で暗躍するゴミたちに抱かれようと、この身を使うことで兄を守れる道を選んでいたかもしれない。

  　

  　但是，当我注意到这件事时，我已经变成假想世界里的人了。

  　だが、それに気が付いた時には、僕は既に仮想世界の人間となっていた。

  　

  　已经太迟了。我无法回头。不论是死亡游戏还是什么都好。只要能在这个我创造的世界里活下去，我就心满意足了。

  　もう遅かったんだ。後戻りはできないんだ。デスゲームでも何でもいい。この僕が作った世界で生きられるのならばもうどうだっていい。

  　

  　当邪恶的科学家也好，疯狂科学家也好，幕后黑手也好。就算被憎恨也无所谓。

  　悪の科学者でいい。マッドサイエンティストでいい。黒幕でいい。憎まれる存在であっても一向にかまわない。

  　

  　

  　我已经什么都无所谓了。

  　もう、なんだっていいんだ。

  　

  　

  『啊哈哈，我没有在开玩笑哦。只要控制住你，这个世界就能长治久安，只要监视剩下那两个人，别让他们死掉就好——』

  『アハハ、別にふざけてないよ。きみさえ押さえておけばこの世界は安泰だし、残りの二人も死なない程度に監視していればそれで──』

  　

  　你可以恨我。

  　恨んでくれていい。

  　

  『……算了，你不懂也没关系。反正等修正结束，我会让那些恶魔自杀，你们死后世界会变得如何，就放心交给我吧。』

  『……まっ、分かってくれなくてもいいけど。まぁ修正が終わったら悪魔たちには自殺させるからさ、君たちが死んだ後の世界の事は安心して任せてよ』

  　

  　你不用原谅我。

  　許さなくていい。

  　

  『我先说清楚，你没有选择的余地。你今后就作为活祭品，过着在我身边呼吸的生活吧。』

  『言っておくけどきみに選択肢なんてないからね？　きみはこれから人柱として、僕の傍で息をするだけの人生を送るんだ』

  　

  　为了我最差劲的任性，你就像死了一样活下去吧。

  　最低な僕の我が儘の為に、死んだように生きてくれ。

  　

  　可以的话，就恨我，就憎我——杀了我吧。

  　できることなら恨んで、憎んで───僕を殺してくれ。

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「——现在还没有人死，你还能回头！」

  「──誰も殺してない今ならまだ戻れる！」

  　

  　

  　

  　——吵死了。

  　──うるさい。

  　

  　

  　

  「我也可以成为你的伙伴！」

  「俺もお前の味方になることができる！」

  　

  　

  　

  　——闭嘴。

  　──だまれ。

  　

  　

  　

  「我想帮助你！」

  「お前のことを助けたい！」

  　

  　

  　

  　你到底想怎样？

  　なんなんだ、きみは。

  　

  　你还要——给我希望吗？

  　まだ僕に──希望を与えるというのか？

  　

  　

  　

  『等、等、等一下。』

  『ちょ、ちょ、ちょっとまって』

  　

  「一决胜负吧，库洛诺！让你见识天才死亡游戏玛莉亚的力量……！」

  「勝負だクロノ！　天才デスゲーマーリアの力を見せてやる……ッ！」

  　

  　

  　你竟然用这么强硬的手段。

  　そんな強引すぎる手段で、君は。

  　

  　

  『……开、开什么玩笑，别说什么帮助的漂亮话……！因为，那时谁也没有来救我啊！』

  『……ふ、ふざけるなっ、助けるなんて綺麗事を言うな……！　だって誰も助けてくれなかったじゃないか！　あの時だって』

  　

  「必——杀！！」

  「パァ──ンチッ！！」

  　

  『噗啊！！』

  『ひでぶっ!!』

  　

  　

  　——你就像这样，扰乱了我的——

  　そうやって、きみは僕の──

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「早安，黑野同学。」

  「おはようございます、黒野さん」

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　——扰乱了我的心。

  　──僕の心を搔き乱す。

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  『嗨，美咲同学。早安。』

  『やぁ、美咲君。おはよう』

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  「——嗯……」

  「──んっ……」

  　

  　

  　视野昏暗，眼皮格外沉重。

  　視界が暗くて、瞼がやけに重い。

  　

  「……？」

  「………？」

  　

  　脑袋昏昏沉沉，意识无法集中。简直就像在半梦半醒的状态下，思考模模糊糊地停止了。

  　頭がボーっとしていて意識が定まらない。まるで夢うつつの状態で、ぼんやりしたまま思考が停止している。

  　

  「……嗯？」

  「……ぅん？」

  　

  　橘黄色的模糊视野逐渐变得明亮，与此同时，朦胧的脑袋就像切换开关一样清醒过来。

  　オレンジ色にぼやけた視界が次第に明るくなっていき、それと同時に霞がかった脳内が、スイッチを切り替えたかのように覚醒していく。

  　

  「……啊！？」

  「………はっ！？」

  　

  　——我就像字面意思一样，突然清醒了。

  　──言葉通りハッとした。

  　

  　眼前是熟悉的购物中心内部装潢，从身体的感觉瞬间理解到自己「正坐在椅子上」的事实。

  　目の前には見慣れたショッピングモールの内装が見え、肉体の感覚から自分が『椅子に座っている』という事実を瞬間的に理解して。

  　

  　我反射性地闭上半张的嘴，慌忙端正姿势，立刻掌握了状况。

  　半開きになっていた口を反射的に閉じて、慌てて姿勢を正せばすぐさま状況が把握できた。

  　

  　

  「——啊。黑野博士，你终于醒了。」

  「──あっ。黒野博士、ようやく起きた」

  　

  　

  　我似乎正坐在购物中心里设置的长椅上，身旁是一位拥有如丝绸般透明感的银发，面无表情的少女。

  　ショッピングモール内に設置されているベンチに座っているらしい僕の隣には、透明感のある美しい絹のような銀髪を備えた無表情の少女がいた。

  　

  　是莉亚。

  　リアだ。

  　我当然认识她，她的脸就像理所当然一样，深深烙印在我的记忆深处。她是我在虚拟世界里的仇敌。

  　当然知っている、当たり前のように顔が記憶の根底に焼き付いて離れない、仮想世界での僕の怨敵だった少女だ。

  　

  　面对她，我发出刚睡醒的声音。

  　彼女を前にして、僕は零れるように寝起きの声を発する。

  　

  「……呃——你是哪位？」

  「……えっと──どっち？」

  　

  「我是艾莉儿。晚上你去美食广场买可丽饼，所以由我来监视博士……」

  「私はアイリールの方、です。夜はフードコートのクレープを買いに行ったから、私が博士を見張ってた。……です」

  　

  　莉亚——艾莉儿・达古斯特莉亚不自然地使用敬语，我坐在她旁边，用手背揉了揉惺忪的睡眼。

  　不自然な敬語を使うリア──アイリール・ダグストリアの隣で、僕は寝ぼけ眼を手の甲で擦る。

  　就这样，我暂时什么也没想，只是望着眼前的景象。

  　そうして少しのあいだ、何も考えずに目の前の光景を眺める。

  　

  　人、人、人。购物中心里到处都是人，非常热闹。有亲子、情侣、朋友结伴同行，各种各样的人都有。

  　人、人、人。道行く人々で溢れかえっていてモール内は賑やかで。親子連れ、カップル、友達同士の集まりなど様相はさまざまだ。

  　

  「……」

  「………」

  　

  　沉默。

  　沈黙。

  　犹豫。

  　逡巡。

  　

  　过了五秒左右——我终于理解了现在的状况。

  　五秒ほどの間隔をおいて───僕はようやく今の状況を理解した。

  　

  　

  「………………我睡着了？」

  「………………お昼寝してた？」

  　

  　

  　对于我的问题——达古斯特莉亚用温暖的视线看着我回答。

  　その問いに──ダグストリアは生暖かい視線を向けながら答えてくれる。

  　

  「嗯，睡得很熟。」

  「うん。ぐっすりだった」

  　

  「……啊——骗人的吧！？」

  「……あぁ───嘘だろ！？」

  　

  　等一下等一下！等一下！

  　待って待って！　ちょっと待って！　

  　

  　我今天不是在和美咲同学约会吗！？不，说是约会有点语病，因为是在真冈面前，所以才装模作样，其实不是以约会的心情约她出来的——不对，重点不是这个！

  　僕って今日は美咲君とデート中じゃなかった！？　いやデートっていうと語弊があるしアレは真岡の前だったからついつい見え張っただけであって別にデートのつもりで遊びに誘ったわけじゃ──って、そうじゃなくて！

  　

  「什、什么时候……！？」

  「い、いつの間に……！？」

  　

  「你不记得了吗？看完电影后我们去了游乐场，玩了有丧尸出现的射击游戏，因为累了就在长椅上休息……晚上买了可丽饼之后，你就马上睡着了……」

  「覚えてない、ですか？　映画見た後にゲームセンターへ向かって、ゾンビが出てくるガンシューティングゲームをやって、疲れたからベンチで休憩して……夜がクレープを買いにいった後、すぐに寝ちゃった……です」

  　

  　头好痛。这是什么情况？

  　あたまがいたい。なんだそれは。

  　

  「骗人的吧……已经成年的成年人，因为玩、玩累了就睡午觉……」

  「嘘だろ……成人を迎えた大の大人が、あっ、遊び疲れたからお昼寝……だなんて……」

  　

  　我颤抖着肩膀，用双手捂住脸。

  　わなわなと肩を震わせながら両手で顔を覆った。

  　

  　好想死。太丢脸了。

  　しにたい。はずかしすぎる。

  　只是睡个觉就做了奇怪的梦，实在太丢脸了，而且口水还流出来，太糟糕了。在比自己小的女孩子肩膀上睡得这么香甜，身为一个大人实在太丢脸了……！？

  　なんか妙な夢を見るくらい普通に眠ってたとか恥ずかしすぎるし、何よりちょっと涎が垂れていたのがヤバすぎる。自分より年下の女の子の肩でスヤスヤだったとか大人の面目丸つぶれじゃないか……！？

  　

  「呜呜呜呜……！我、我怎么像个小孩子一样……！」

  「ううぅぅ……！　こ、こんな、子供みたいなぁ……！」

  　

  「你不是小孩子吗？……吗？」

  「子供じゃないの？　……です？」

  　

  「不，我不是小孩子！我比你大五岁！」

  「いや子供じゃないよ！？　君より五つも年上だよッ！」

  　

  　而且达古斯特莉亚的身高和我差不多吧！至少你不要把我当成小孩子！

  　大体ダグストリアも僕とたいして背丈変わんないでしょうが！　少なくとも君にだけは子供扱いされたくないんですけど！

  　

  「可恶……太丢脸了……」

  「くっそぅ……失態だ……」

  　

  「好了好了，打起精神来，的说。」

  「まぁまぁ、元気出して、です」

  　

  　……面无表情地用生硬的语气安慰我也没用啊……

  　……無表情のまま棒読みで慰められてもなぁ……。

  　

  「那个，拜托你了，睡午觉流口水的事……那个，不要告诉美咲同学……」

  「あの、お願いだから涎たらして昼寝してたことは……その、美咲君には内密に……」

  　

  「我知道了，好的。」

  「わかったです、はい」

  　

  「谢谢——啊，还有，不用对我用敬语。如果你不喜欢的话，可以不用说。」

  「ありがとう──あぁ、それと敬語。苦手なら使わなくてもいいからね」

  　

  「……嗯。那，我不说了。」

  「……うん。じゃあ、やめる」

  　

  　达古斯特莉亚听从我抱着头低声说出的话，不再使用敬语，什么都没做，只是看着前方发呆。

  　頭を抱えながら呟いた言葉に従ったダグストリアは口調を崩し、何をするでもなく前を向いてボーっとし始めた。

  　

  　……难道在我睡着的期间，她也一直像精致的人偶一样动也不动地等我醒来吗？乍看之下，她一动也不动，表情也没有变化，就算被误认为服饰店的假人也不奇怪。

  　……もしかして彼女、僕が眠っている間もこんな風に、まるで精巧な人形のようにピクリとも動かずにジッと待っていたのか？　ぱっと見た限りじゃ、服飾店のマネキンと間違えられてもおかしくない程度には身動きもしてないし表情も動かしてない。

  　

  　

  「……唉。」

  「……はぁ」

  　

  　我用手扶着额头，在像人偶一样的达古斯特莉亚身旁叹了口气。我对自己在这么重要的日子松懈下来感到傻眼。再怎么说也不能睡午觉吧。

  　そんな人形じみたダグストリアの隣で、僕は額を手で押さえながらため息をついた。こんな大事な日に限って気が抜けてしまっている自分に呆れているのだ。さすがにお昼寝はないだろう、お昼寝は。

  　

  　多亏美咲同学和DEM队的慈悲，我才能从假想世界平安归来，为了像今天这样和他共度时光，我努力了这么久……真是没用的大人。

  　美咲君やデム隊の慈悲で仮想世界から無事に帰還して以来、こうして彼と時間を共にできる日の為にさんざん努力してきたというのに……情けない大人だなぁ。

  　

  　为了调查怪人事件和支援DEM队，我好不容易才获得外出许可。要是这么重要的日子被美咲同学当成长不大的小孩——甚至是合法萝莉，我可受不了。我不是合法萝莉，而是不折不扣的大人。虽然个子矮又长得一副娃娃脸，但我是大人，不是萝莉。

  　怪人事件の調査やデム隊のサポートに尽力してようやく手に入れた外出許可だ。そんな貴重な日に美咲君に大人子供──ましてや合法ロリだなんて思われたりでもしたら、たまったものではない。僕は合法ロリではなくれっきとした大人なのだ。背は低いし童顔だけど大人。ロリではないのです。

  　

  　难得今天表现得像个普通的大人女性，直到最后都必须小心谨慎，避免做出让美咲同学以为我是小孩的举动！

  　せっかく今日はここまで普通の大人の女性として振舞えているのだし、美咲君に子供だと思われるような行動は最後まで慎まなければっ。

  　

  「——呐，博士。」

  「──ねぇ、博士」

  　

  「嗯？」

  「んっ？」

  　

  「我会把午睡的事保密……相对的，我可以问一个问题吗？」

  「お昼寝のことは秘密にするから……代わりに一つ質問、いいかな」

  　

  　银发少女停止板着脸的人偶模式，转头看向我。

  　仏頂面の人形モードをやめて僕の方に首を向ける銀髪少女。

  　达古斯特莉亚之所以不擅长使用敬语，是因为小时候被邪恶组织绑架后，她就一直待在没有长辈的环境里吧——我一边推测，一边回答她：

  　ダグストリアが敬語を苦手としているのは、幼少期に悪の組織に拉致されて以降、まともな目上の人間がいる環境に身を置いてなかったからなのだろうな──なんて推察をしつつ、僕は彼女に返事を返した。

  　

  「嗯，当然可以。」

  「あぁ、もちろん」

  　

  　如果她愿意对刚才的失态保密，问一两个问题根本不算什么。如果她问的是私人问题（虽然也要看情况），我也可以在某种程度上回答她。

  　先ほどの失態を黙っていてもらえるなら、質問の一つや二つなど取るに足らない。なんならプライベートなことだって（場合にもよるが）ある程度は答えたってかまわない。

  　

  「别客气，尽管问吧。」

  「遠慮せず、何でも聞いてくれたまえ」

  　

  「那我要问了。博士喜欢夜晚吗？」

  「じゃあ聞くね。博士って夜のこと好き？」

  　

  「噗！」

  「ぶっ！！」

  　

  　她突然抛出一个非常直接的问题，让我忍不住吓了一跳。

  　唐突にとんでもなくストレートな質問を投げつけられ、思わず吹いて怯んでしまった。

  　

  　——喜、喜欢是什么意思……！？

  　──す、好きってなんだ、どういう意味だ……！？

  　

  「你、你你你突然问这个干嘛！？」

  「な、なな何を急に！？」

  　

  「就是字面上的意思……简单来说，就是异性之间的——那种喜欢吧？」

  「そのままの意味。……わかりやすく言うと、異性として──かな？」

  　

  　达古斯特莉亚自己说着，同时微微歪头。我被她打败了，故意咳了几声，设法让自己冷静下来后，回答她：

  　自分で言いながら小さく首をかしげるダグストリアに呆れつつ、げほんごほんとわざとらしく咳払いをし、なんとか自分を落ち着けてから返答をする。

  　

  「这个——呃……」

  「それは──えっと」

  　

  　不，不行，我完全冷静不下来。

  　いやダメだ全然落ち着けてない。

  　……等一下，这太令人害羞了吧？她为什么突然问这种问题？她是恶魔吗？

  　ちょっと待って恥ずかしすぎない？　なんで急にそんな質問投げてくるの？　悪魔かなにか？

  　

  「…………唔唔唔。」

  「…………うぐぐ」

  　

  「你答不出来吗？……这个问题太难了吗？」

  「答えられない？　……質問、難しかった？」

  　

  　……吵死了！就无法轻易对他人说出口这点来说，这个问题超级难的好吗！

  　うるさいなぁ！　気軽に他人に話せないって点では激ムズの質問だよクソぅ！

  　

  　……可、可是，我觉得继续沉默下去也不太好。毕竟对达古斯特莉亚来说，这是交换保密的条件，如果我不回答，她就会把午睡的事告诉美咲同学。

  　……し、しかし、このまま口を噤んでいるのも良くない気がする。一応ダグストリアからすれば秘密保持の交換条件なわけだし、質問に答えなければお昼寝の件を美咲君にバラされてしまう。

  　

  　我只能……回答了。

  　答えるしか……ない。

  　

  　

  「——我、我喜欢。」

  「───す、すき、だけど」

  　

  　

  　……我的回答比想象中还要小声。毕竟我自己也陷入混乱，所以这也是没办法的事。

  　予想以上に答えが小さい声になってしまった。自分でも混乱しながら出した答えだったから、しょうがないといえばしょうがないけども。

  　

  　——咦？话说回来，这该不会是外遇宣言吧？喜欢有恋人的对象，这种发言非常不妙吧？

  　──あれ？　ていうかこれってもしかしなくても浮気宣言か？　恋人がいる人のことを好きって発言するのはかなりヤバイのでは？　

  　

  「啊，不，呃……刚才的不算！该怎么说呢，只是口误……！」

  「あっ、いや、えっと……今のは違くて！　なんというか、言葉の綾というか……！」

  　

  　这件事要是被那对海夜兄妹知道，我一定会被杀掉。我根本就是想对别人的恋人出手的前幕后黑手，是必须肃清的对象。

  　この事こそあの海夜兄妹に暴露されたら殺されてしまう。恋人を狙う元黒幕とか粛清対象以外の何物でもないじゃないか。

  　

  　收回前言！骗人的！我说谎！我不喜欢！对不起，没事！

  　撤回！　うそ！　嘘です！　好きじゃないです！　ごめんなさい何でもないです！

  　

  　

  「……这样啊，你喜欢啊。」

  「……そっか、好きなんだ」

  　

  「那个，达古斯特莉亚小姐？这是，那个……」

  「あの、ダグストリアさん？　これは、あの」

  　

  「没关系，我不会告诉任何人。只是……有点在意而已。」

  「大丈夫。誰にも言わないから。ただ……気になっただけ」

  　

  　达古斯特莉亚的表情和声音完全没有变化，让我感到很意外。不过听到她「不会告诉任何人」这句话，我稍微松了口气。

  　意外にも全く表情や声音が変化しない彼女を不思議に思いつつ、ダグストリアの『誰にも言わない』という言葉に僅かな安堵を覚え、ほっと胸をなでおろした。

  　

  　

  　——同时，我脑中突然浮现一个疑问。

  　──同時に、ふと疑問が浮かんできた。

  　

  　

  （这么说来……）

  （そういえば……）

  　

  　现在在我身边的达古斯特莉亚——她本人对美咲同学有什么想法呢？虽然我无法掌握假想世界中发生的所有事情，但大致上都心里有数。

  　今僕の隣にいるダグストリア──彼女本人は美咲君のことをどう思っているのだろうか。仮想世界で起きたすべての出来事を把握しているわけではないものの、大体のことは僕も把握している。

  　

  　从她的角度来看，美咲同学是突然进入自己体内的异物……吧？不过，当她和吸收世界粉碎者的我面对面时，两人的默契好到令人惊讶，至少可以确定她们的关系并不险恶。

  　彼女からすれば、美咲君は突然自分の体の中に入ってきた異物……だろうか。しかしワールドクラッシャーを取り込んだ僕と対面していた時は、二人とも息の合ったコンビネーションを披露していたので、少なくとも険悪な仲ではないということは確かだ。

  　

  　感情好的搭档、目的相同的伙伴、另一个自己——不行，我搞不懂。干脆直接问她吧。

  　仲良しのパートナー、目的が一致している仲間、もう一人の自分──だめだ、分からない。いっそこの場で聞いてしまおうか。

  　

  「呐，达古斯特莉亚。」

  「ねぇ、ダグストリア」

  　

  「嗯？」

  「うん？」

  　

  「我也可以问你一个问题吗？」

  「僕からも一つ、質問いいかな？」

  　

  　我小心翼翼地询问，她回答「请说」后，再次把头转向前方。和她面对面说话让我有点紧张，她不看着我的脸听我说话，老实说让我松了口气。

  　遠慮がちな態度で伺ってみると、どうぞと言いながら彼女は再び首を前へ向けた。なんだか目を合わせて話すのは緊張するので、顔を見ないで話を聞いてくれるのは正直助かる。

  　

  　我清了清喉咙，稍微改变了一下她问我的问题，然后反问她：

  　こほんと一旦咳払いをし、僕は一度自分に投げかけられた質問を、少し形を変えて返すことにした。

  　

  「你又是怎么……看待美咲同学的呢？」

  「きみこそ美咲君のことを……どう、思ってるんだい？」

  　

  　不是「喜欢」，而是「怎么看待」。

  　好きか、ではなくどう思っているのか、だ。

  　如果问她喜不喜欢美咲同学，她一定会说「在各种意义上喜欢她」，然后把问题蒙混过去，所以我才这么问。我想知道她真实的想法。

  　好き嫌いで質問したら『色々な意味で好き』などといってはぐらかされてしまうと考えたので、この形にした。僕は率直な彼女の気持ちを知りたい。

  　

  「我……怎么看待夜晚？」

  「私が……夜を？」

  　

  「嗯……啊，如果你不想回答，不回答也没关系。」

  「うん。……あぁ、答えたくなければ、別に答えてくれなくとも構わないが」

  　

  「——不，我要回答。因为博士回答了我。」

  「──ううん、答えるよ。博士は答えてくれたから」

  　

  　达古斯特莉亚的表情没有任何变化，但声音中带着一丝迷惘。

  　表情に一切の変化を浮かべず、しかし声音にはわずかに迷いの色を見せたダグストリア。

  　

  　我没有催促她，只是静静地等待，不久后，她开口回答了我的问题。

  　あえて急かさずそのままジッと待っていれば、程なくしてダグストリアは質問の返事を紡いだ。

  　

  　

  「喜欢……应该吧。」

  「好き。………だと、思う」

  　

  　

  　她没什么自信地喃喃说道，我则疑惑地反问：

  　自信なさげに呟く彼女に対して、僕は疑問符を浮かべて反応する。

  　

  「应该？」

  「思う？」

  　

  「……对不起。老实说，我不知道。」

  「……ごめんなさい。正直に言うと、わからない」

  　

  「啊，不，我不是在责备你……」

  「あ、いや、責めてるわけじゃ……」

  　

  　我慌张地支支吾吾起来，真的不知道该做出什么反应才好。

  　あたふたしながら、僕は口ごもってしまう。本当にどんな反応をすればいいのかがわからない。

  　不知道她是否察觉到我的心情，她开始主动补充自己的回答。

  　そんな僕の気持ちを知ってか知らずか、彼女は自身の答えを自ら補足し始めた。

  　

  「如果要问我喜欢还是讨厌，那一定是喜欢。她代替了差点失去自我的我，扮演了“莉亚”这个角色，现在也让我待在她身边，我没有任何理由讨厌她。」

  「好きか嫌いかで言えば、きっと好き。心を失いかけていた私の代わりに“リア”をやってくれて、今も私を傍に置いてくれているし、嫌いになる理由はどこにもない」

  　

  　她用清澈的、甚至让人觉得舒服的低沉美声，继续说出类似独白的回答。

  　透き通るような静音、ともすれば心地よいとさえ感じるような低く綺麗な音で、彼女は独白にも似た答えを続ける。

  　

  　她微微垂下眼帘，面无表情。

  　微かに目を伏せた、その無表情で。

  　

  「……我不知道这和莲斗同学和小春对夜晚抱持的“喜欢”是否相同。但如果问题变成『你想和夜晚做爱吗』……那我的答案应该是NO。」

  「……蓮斗君や小春が夜に対して抱いてる“好き”、と一緒なのか、違うのかも解らない。でも、質問が『夜とえっちはしたいか』だったら……多分、答えはNOだった、かも」

  　

  「……也就是说，你对她的喜欢是朋友和伙伴之间的喜欢吗？」

  「……ということは、友人や仲間としての好き、ということかな？」

  　

  「我想应该不是。因为——我和夜晚比朋友和伙伴还要亲近得多……但我们不是恋人，也不是家人——所以，我不知道。」

  「それは、違うと思う。だって──友達や仲間より、私と夜はずっとずっと近いから。……でも、恋人ではないし、家族でもないし──だから、分からない」

  　

  　……所以到底是怎样啦？

  　……つまりどういうことだってばよ？

  　

  「我还没办法得出答案……对不起。」

  「まだ、答えが出せない。……ごめんなさい」

  　

  「这、这样啊……」

  「そ、そう……」

  　

  　既然她都道歉了，我也不好再说什么，只好含糊地回应她，结束这个话题。

  　謝られてしまったら、もうこっちは何も言えないので、ぼんやりとした返事をして話を打ち切るほかにない。

  　

  　结果，我还是没能搞清楚她对美咲同学的感情。

  　結局彼女の気持ちの詳細は分からず終いだった。

  　虽然喜欢美咲同学，但似乎不知道那「喜欢」是基于何种感情。

  　美咲君のことは好きだけど、その『好き』がどういった感情ゆえの好きなのかが分からないらしい。

  　

  　如果要我来说的话，既不是朋友也不是挚友，那应该是对异性的喜欢吧……不过，这样解释好像太随便了。虽然没有想和她上床——也就是没有肉体关系，但对美咲同学的感情……嗯——应该是保护欲之类的情感吧。

  　僕から言わせてもらえば、友達以上で親友でもないなら、それは多分異性としての好きだと思うのだが……いささか安直すぎるだろうか。えっち──つまり体を求めたいとは思わないが、深く美咲君のことを……んー、保護欲とか、そこら辺の感情なのだろうか。

  　

  　啊啊，不行，我搞不懂。就算想破头也得不出答案，还是算了。既然问题是我提出来的，就当作是我不对，结束这个话题吧。

  　あぁ、だめだ、分からん。考えても答えなんて出てこないし、もういいや。質問した僕が悪いってことで、この話は終わりにしよう。

  　

  　

  「话说回来，美咲同学……会不会太慢了？美食区有这么多人吗？」

  「というか、美咲君……遅くないか？　フードコートってそんなに混んでたの？」

  　

  「没有，人没有很多，应该差不多要回来了——啊！」

  「ううん、大して人はいなかったから、そろそろ戻ってきても──あっ」

  　

  　说曹操曹操到。

  　噂をすればなんとやら。

  　远远地就看到我们刚才提到的美咲同学。

  　ちょうど話の話題に挙げていた美咲君を遠目に発見した。

  　

  　——不过。

  　──なのだが。

  　

  「……美咲同学手上没有可丽饼耶……」

  「……美咲君、クレープなんて持ってないけど……」

  　

  　远远地就看到她一脸焦急地朝我们跑来，手上却空空如也。

  　遠目に見える彼は焦燥の表情でこちらに向かって走ってきているが、完全に手ぶらで何も持ってはいない。

  　

  　他应该是去买可丽饼了，而且都过了这么久，手上却没有可丽饼，未免太奇怪了。美食区的人应该不多，难道是卖完了吗？

  　彼はクレープを買いに行ったはずで、しかもここまで時間をかけていたのだから、クレープを持っていないのはおかしい。大して人はいなかったはずだが、売り切れてしまったのだろうか。

  　

  　

  「喂、喂——！你们两个——！」

  「お、おーい！　二人ともーっ！」

  　

  　

  　约会前半段的冷酷模样不知去向，美咲同学带着焦急又慌张的表情，来到我们面前。

  　デート前半のクールだった彼はどこへやら、美咲君は焦りと動揺の表情を隠さないまま、僕たちの前に到着した。

  　他似乎跑得很急，呼吸有些紊乱。我和达古斯特莉亚对他的模样感到不解，彼此对看一眼后，从长椅上起身，走到他身边。

  　よほど急いで来たのか、少しばかり呼吸が荒い。そんな彼を不思議に思い、僕とダグストリアは一度互いに視線を合わせ、ベンチから立ち上がって彼の傍へと寄った。

  　

  「怎么了，美咲同学？在商场里奔跑很危险——」

  「どうかしたのか、美咲君？　危ないからモール内は走っちゃ──」

  　

  「现在不是说这个的时候！」

  「それどころじゃなくて！」

  　

  「哦哦……」

  「おおぅ……」

  　

  　美咲同学把手放在膝盖上，肩膀上下起伏地喘着气。他猛然抬起头，我吓得往后退了一步。

  　膝に手を置きながら肩で呼吸していた美咲君がバッと顔を上げ、それにビビッて少し後ずさる。

  　不过他完全没注意到我的反应，用丹田挤出声音般激动地说：

  　しかしその様子を露ほどにも気に留めず、美咲君は腹の底から絞り出すように声を荒げた。

  　

  「外面！大事不妙了！」

  「ヤバいんですよ！　外が！」

  　

  　

  　……总觉得有股不祥的预感。

  　……なーんか、嫌な予感がするな。

  　

  　

  「呃，我姑且问一下……什么不妙了？」

  「えっと、一応聞くけど……何がヤバいのかな？」

  　

  「外面出现怪人了！」

  「外で怪人が出たんですよ！」

  　

  「嗯。」

  「うん」

  　

  「而且是之前小春和莲斗联手打倒的超强怪人！」

  「しかも前に小春と蓮斗の二人がかりで倒しためちゃくちゃ強かったやつ！」

  　

  「原来如此。」

  「なるほどね？」

  　

  「就是把其他人变成恶魔模样的家伙——名字叫什么来着？对了，是魔鬼！」

  「他の人を悪魔みたいな姿に変えるやつで──なんでしたっけ名前えぇっとそうだデビルッ！」

  　

  「是是是，我知道了。」

  「はいはい、心当たりがありますね」

  　

  　

  「购物中心外面的商店街和十字路口都变得乱七八糟，魔鬼队的人也还没来，而且这里收不到讯号，没办法联络死亡游戏的攻略者们。我刚才被魔鬼发现了，他们可能很快就会闯进购物中心里。」

  「もうモールの外にある商店街とか交差点がめちゃくちゃにされちゃっててデム隊の人たちもまだいないししかも圏外になってるからデスゲーマーズの皆にも連絡取れなくてそれに俺さっきデビルに見つかっちゃったからそろそろあいつらモール内に入ってくるかもしれなくて」

  　

  「啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！！！我知道了我知道了我知道了啦！！」

  「ああああああぁぁぁぁ゛ぁ゛ぁ゛ッ゛ッ゛！！！　わかったわかった分かったよもうッ！！」

  

  　

  　

  　可恶！！混账！！为什么这么重要的日子会遇到这种麻烦事啊！该死！！

  　くっそ！！　クソがッ！！　なんでこう大事な日に限って面倒ごとに巻き込まれるんだよチクショウ！！

  　

  　因为怪人事件已经平息，我才邀她出来约会，结果竟然变成这样！在便利商店时，美咲同学在虚拟世界里从各方面妨碍我和恋，难道我被诅咒了吗！？而且我在虚拟世界里洗脑并操纵的魔鬼竟然出现了，这根本是命中注定的对决，我受够了！！

  　怪人の事件とか落ち着いてきた時期だと思ったからデートに誘ったのにこれかよ！　コンビニでの恋のこととか仮想世界じゃあらゆる面で美咲君に邪魔されたし何事もうまくいかない呪いか何かがあるのか！？　しかも僕が仮想世界で洗脳して操ってたデビルが出てくるとか因縁の対決すぎてもうヤダ！！

  　

  「——哇！？」

  「──わっ！？」

  　

  　魔鬼们真的撞破自动门闯进购物中心里了！而且他们一直线朝我们跑来！为什么！？

  　自動ドアぶち破って本当に怪人たちモール内に入ってきたし！　しかも一直線にこっち向かって走ってきてるし！　なんで！？

  　

  「这么说来，魔鬼刚才说『库洛诺的味道好浓，现在正是对洗脑那天复仇的时候』！」

  「そういえばデビルが『クロノの匂いがする。今こそ洗脳されたあの日の復讐の時だ』とか言ってました！」

  　

  　呀啊！自作自受！完全是我的错，可恶！！

  　ぎゃあ！　身から出た錆ィ！　全面的に悪いの僕の方だったよクッソぅ！！

  　

  「晚上，博士，糟糕。被包围了。」

  「夜、博士、まずい。囲まれちゃう」

  　

  「怎么办，黑野同学！？」

  「どうしますか黒野さん！？」

  　

  　问我怎么办，那还用说吗！不管怎么想都只有一个选择吧！

  　どうするって決まってるでしょどう考えても一択でしょうが！

  　

  「快逃啊啊啊啊——！！」

  「逃げるぞぉぉぉぉーッ！！」

  　

  　快逃啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！！！

  　逃げるんだよぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！！！　

  　

  　

 
  運命 －フェイト－

  命运- fate -

  　

  　

  　

  　

  　最近常听到伙伴的传闻，当然都是正面的传闻。

  　最近、仲間の噂をよく耳にする。もちろん良い方向での噂だ。

  　

  　洛伊泽和阳菜最近似乎经常帮助别人。听说他们和一个叫『DEMT队』的组织的人有交流，积极地解决怪人事件。

  　ロイゼと陽菜は最近よく人助けをしているらしい。なんでも『デム隊』という組織の人間と交流があるらしく、怪人の事件などを積極的に解決しているとのこと。

  　

  　自从我们原本所在的世界——虚拟空间和现实世界融合之后，我们明明无法再使用与生俱来的特殊能力，他们究竟是怎么完成危险任务的？

  　私たちが元居た世界──仮想空間とこの現実世界が融合して以来、生まれ持った特殊能力は使えなくなっているのに、いったいどうやって危険な任務をこなしているのか？

  　

  　答案很快就揭晓了。

  　答えはすぐに判明した。

  　应该说，阳菜直接告诉我们了。

  　というか陽菜から直接教えてもらった。

  　

  　他们有「搭档」。使用名为「access手表」的特殊道具，让搭档变成他们的模样——也就是合为一体，就能解除能力封印的束缚。

  　彼女らには“パートナー”が存在するのだ。アクセスウォッチという特別なアイテムを使い、パートナーである相手が彼女らの姿に変身する──つまり一体化することで、能力封印の呪縛を解き放つことができるらしい。

  　

  　除了阳菜和洛伊泽之外，莲斗的妹妹小春当然也有搭档，就连菲莉斯也有搭档。那个面无表情的女孩，以前和我们这些能力者以外的人不太熟，没想到她的搭档竟然是莲斗以外的男性。当然，所谓的搭档是异性之间的——更别说不是不纯洁的关系……但我还是难掩惊讶。

  　陽菜やロイゼ以外にも、蓮斗の妹である小春はもちろんのこと、あのフィリスでさえパートナーがいる。私たち能力者仲間以外の人間とはあまり打ち解けていなかったあの無表情っ娘が、なんと蓮斗以外の男性をパートナーにしているらしいのだ。無論パートナーといっても異性間の──ましてや邪な関係ではない……のだが、やはり驚きは隠せなかった。

  　

  　

  　——只有我，身边没有别人。

  　──私だけだ。誰も隣にいないのは。

  　

  　

  「哈啊啊啊～～毛茸茸～～……」

  「はぁぁぁ～～～っ、モフモフぅぅ～～………」

  　

  　我同时发出叹息与感叹的声音。不瞒各位说，我现在正待在名为「猫咪咖啡厅」的地方。

  　ため息と感嘆の声を同時に発する私。何を隠そう、現在私は“猫カフェ”なる場所に滞在しているのだ。

  　猫咪们是我唯一的精神寄托，能够抚慰我耗损的精神。因为我的猫在家里，而我又住在宿舍，所以能够接触猫咪的地方，就只有附近的猫咪咖啡厅了。

  　ネコチャンたちは私の摩耗した精神を癒してくれる唯一の拠り所である。飼い猫は実家だし寮暮らしの私にとって触れ合えるネコちゃんは近場の猫カフェくらいにしか存在しなかった。

  　

  「毛茸茸……呵、呵呵、嗯呵呵……唔呵呵……」

  「もふもふ……ふっ、ふふ、ンフフ……デュフフ……」

  　

  　我抱起靠过来的猫，用脸磨蹭它那有如绒毛般柔软的全身，摄取脑内啡。这家猫咪咖啡厅允许猫本身（？）中意的常客，进行比抱抱更亲密的肢体接触。当然，如果猫不愿意，或是过度接触都是禁止的，不过对于遵守最低限度礼仪的客人，店家的态度相当宽容。我很清楚接触时间与接触方式，不会让猫不高兴，所以要我摸遍这家店的每一只猫，根本是小事一桩。毛茸茸。呵呵……

  　寄ってきた猫を抱きかかえ、綿毛のように柔らかなその全身に顔をこすりつけて脳内麻薬を摂取する。この猫カフェは猫本人(？)が気に入った常連の客には、特別に抱っこ以上のスキンシップが認められているのだ。もちろん猫が嫌がったり過度な接触はご法度だが、最低限マナーを遵守する客には寛容だ。接触時間と猫が機嫌を損ねない程度の触れ合いを熟知している私なら、この店の猫すべてをモフモフすることなど造作もない。モフモフ。ふふ……。

  　

  「好可爱哦～你们啊～真好呢～……嗯呵。」

  「かわいいなぁ～、お前らはなぁ～、いいよなぁ～……んふぅ」

  　

  　这才是疗愈，人类正确的假日过法。猫咪万岁。

  　これこそが癒し、人間の正しい休日の過ごし方である。ネコチャン万歳。

  　真要说的话，我其实很想摸摸家里养的猫，但这里离我家太远，车费也不便宜，所以就妥协于猫咪数量较少、相对便宜的这家咖啡厅了。对我的钱包来说，这样也比较友善。

  　欲を言えば実家の飼い猫をモフモフのもみくちゃにしたいのだが、あいにくここからは遠く運賃も馬鹿にならないので、猫の数が少なく比較的安いこのカフェで妥協するのがお財布的にも優しい。

  　

  「毛茸茸——呼……」

  「もふぅぅ───はぁ……」

  　

  　我用全身吸收着疗愈……但萦绕在脑海角落的意识还是挥之不去，我又叹了一口气。

  　全身で癒しを吸収している……のだが、やはり頭の片隅で燻っている意識が消えてくれず、ため息がまた出てしまった。

  　我感谢着即使如此窝囊的我，也毫不在意地待在我腿上的猫，一边抚摸着它们，一边陷入沉思。

  　そんな情けない私でも、気にせず膝の上にいてくれる猫に感謝しつつ、彼らを撫でながら私は思慮に耽った。

  　

  　

  　被排挤了——我有这种感觉。如果要用最单纯的话语来表达我现在的心境，那肯定是这个了。

  　ハブられている──ような気がする。とても単純に今の心境を言葉で表すとすれば、間違いなくこれであった。

  　

  　洛伊泽和阳菜跟德姆队的强者联手，日夜奋战；菲莉斯和她的搭档男学生，两个人就拯救了美咲同学就读的高中。

  　ロイゼと陽菜はデム隊の強い人と手を組み日夜戦っており、フィリスなんかパートナーの男子生徒とたった二人で美咲さんの通っている高校を救ってしまっている。

  　过去我必须保护的小春，也在不知不觉间成为了强大的能力者，听说她也有搭档——而且对方还是莉亚姐的弟弟。好狡猾。

  　かつては守る対象だった小春もいつの間にか強力な能力者になってたし、聞けば彼女にもパートナーがいて──しかも相手はリアさんの弟さんだそうだ。ズルい。

  　就连莉亚本人，在这个世界也有艾莉这个搭档，也拥有战斗的手段。大家都和别人有了新的交流关系，也因为受到其影响，所以才能无视能力封印的诅咒，继续战斗。除了我以外。

  　当のリアさんもこちらの世界ではアイリというパートナーがいて、戦う手段も持っている。みんな何かしらの新しい交流関係があって、その影響もあって能力封印という呪縛をものともせず戦っている。私以外は。

  　

  　除了我以外，对吧。

  　私以外は、ね。

  　

  　……(´；ω；`)

  　………( ´；ω；`)

  　

  　不行，我开始想哭了。还是离开猫咪咖啡厅吧。

  　いかん、泣きたくなってきた。もう猫カフェ出よう。

  　

  「……谢谢招待。」

  「……ご馳走様でした」

  　

  「谢谢惠顾～」

  「ありがとうございました～」

  　

  　

  　我迅速结账后，走到店外。往前踏出一步，就是都会的正中央。汽车声和人声从右往左流泻而去。

  　さっと料金を払って店の外へ。一歩進めばそこは都会の真ん中だ。車の音や人の声が右から左へ流れてく。

  　天空是澄澈的蓝天，今天天气很好。这么好的天气，要做什么呢？

  　空は澄み切った青空で、今日はとても天気がいい。こんな良い日は何をしようか。

  　

  　……说真的，要做什么呢？

  　……ほんと、なにしよう？

  　

  「好闲……」

  「暇だ……」

  　

  　我非常闲，闲到不行。在虚拟空间时，说到假日，我总是修练剑术或去击退怪人，所以我不知道假日在猫咪咖啡厅以外的地方要怎么度过。再加上父亲腰痛，剑道场暂时休馆，我真的无事可做。伤脑筋。

  　とても暇である。暇を持て余しすぎている。仮想空間にいた頃は、休日といえば剣の修練か怪人の退治ばかりしていたので、猫カフェ以外の休日の過ごし方を私は知らなかった。腰を痛めた父の都合もあって剣道場はしばらく休館中だし、本当にやることがない。困った。

  　

  「……可恶……！」

  「……くっそう……！」

  　

  　我低俗地无意义咒骂。当然，我小声地说，以免被别人听见。

  　下品にも意味なく悪態をついた。もちろん誰にも聞こえないよう、小声で。

  　最近真的很奇怪。明明有怪人，也发生了事件，为什么我这么闲？

  　おかしいのだ、ここ最近は。怪人もいるし事件も起きてるのに、なんで私が暇なんだ。

  　

  　——说起来！说起来啊。

  　──そもそも！　そもそも、だ。

  　在虚拟世界中击退怪人，追根究柢，应该是我和莲斗两个人开始的。

  　仮想世界での怪人退治は、元をたどれば私と蓮斗の二人で始めたことだったはずだ。

  　莲斗能熟练使用能力的契机，是因为和我一起战斗。提议组织团体，迎接菲莉斯这种个人战斗的能力者们加入的也是我！开始各种活动的都是我……可是为什么现在只有我被排挤！？

  　蓮斗が能力を使いこなす切っ掛けとなった戦いの場に一緒にいたのは私。フィリスのような個人で戦っている能力者たちを迎え入れようと集団組織を提案したのも私！　いろいろと始めたのは私……なのになぜ今は私だけハブられてるんだ！？

  　

  「呜呜……」

  「ううぅ……」

  　

  　剑道培养出的平静心态乱了，这样不行。

  　剣道で培った静なる心構えが乱れてしまっている、これはいけない。

  　

  　可是啊，可是哦？那个，不是有玩家杀手吗？用王者之剑给那家伙最后一击的不是别人，正是我。当然，我很清楚是因为大家的协助才能获胜，但至少我应该站在显眼的位置才对。毕竟我是负责最后一击的人。

  　けどな、だけどな？　ほら、あれいたじゃん、プレイヤーキラーってやつ。あいつにエクスカリバーでトドメを刺したのは他でもない私なわけで。もちろん皆の協力があったからこそ勝てたというのは重々承知なんだけども、少なくとも目立った立ち位置にいたのは間違いないはずなんだ。なんていったってトドメ担当だったからね。

  　

  　……啊啊，不行，太空虚了。别想多余的事了。

  　……あぁ、だめだ、虚しいだけだ。余計なことを考えるのはやめよう。

  　

  「反正……没有人……是我的搭档……」

  「どうせパートナーなんて……誰もいないし……」

  　

  　我喃喃自语，再次注意到。

  　呟いて、改めて気が付く。

  　死亡游戏的攻略者已经没有多余的人了。莉亚小姐是自己的身体艾莉，菲莉斯是田宫吴原永治，阳菜是敌方的首领，中途成为伙伴的刚烈雪音，洛伊泽是自己的管家，外部协助者真冈正太郎，小春是莉亚小姐的弟弟，莲斗则是变成一个小女孩——好，没有剩下任何人了。

  　もうデスゲーマーズで余っている人はいない。リアさんは自分の体だったアイリと、フィリスは田宮だった呉原永治と、陽菜は敵のボスで途中から仲間になった剛烈雪音と、ロイゼは自分の執事で外部からの協力者だった真岡正太郎と、小春はなぜかリアさんの弟と、そして蓮斗はなんか小さい女の子になってて──はい、誰も残ってませんね。

  　

  　这么一来，我必须从头开始寻找能成为搭档的人。认识的人已经没有空位了，这么一来，德姆队的队员应该正好适合。

  　こうなってくると、私はパートナーになれるような人を改めて最初から探さなければいけない、ということになる。知り合いの枠は埋まってしまっているし、そうなるとデム隊の隊員あたりがちょうどいいか。

  　

  　但是，听说搭档必须心灵相通，否则无法变身。我认识的人里面没有德姆队的，这下子卡关了？我跟谁的心灵都没有相通哦？

  　だが、聞くところによるとパートナーとは心が通じ合っていないと変身ができないらしい。私別にデム隊に知り合いとかいないし詰みでは？　誰とも心通じ合ってないよ？

  　

  「……」

  「………」

  　

  　我沉默地环顾四周。眼前是不需要我保护的和平街景。

  　黙ってあたりを見渡してみる。そこにあるのは私なんかが守らなくとも平和な街の光景だ。

  　没错，非常宁静和平——

  　そう、とてものどかで平和な──

  　

  　

  　

  「怪、怪人啊——！！」

  「か、怪人だぁーっ！！」

  　

  「大家快逃——！！」

  「みんな逃げてぇーっ！！」

  　

  　

  　

  　……我听见非常怀念的惨叫声，是我的错觉吧。

  　………とても懐かしい悲鳴が聞こえてきたのは気のせいですよね。

  　毕竟自从虚拟世界与现实世界融合以来，我一次也没有被卷入怪人事件——

  　なんたって仮想世界と現実世界が融合して以来、私が怪人事件に巻き込まれたことなんて、ただの一度も──

  　

  「呜欸！？」

  「うぇっ！？」

  　

  　火球从天而降！？

  　空から火の玉飛んできたァ！？

  　

  「危、危险——好痛！」

  「あっ、あぶ──いだっ！」

  　

  　飞到脚边的火球喷出火花，我吓得跌坐在地。好痛。

  　足元に飛来してきた火の玉から火の粉が飛び散り、それに驚いて尻もちをついてしまった。痛い。

  　什么，怎么回事……！？

  　なに、何事……！？

  　

  「…………那、那是。」

  「…………あ、あれは」

  　

  　我慌忙环顾四周，发现前方出现可疑的人影。

  　慌てて周囲を見渡してみると、前方に怪しい人影を発見した。

  　一名背上长着黑色大翅膀的男性飘浮在空中，他右手散发出黑色瘴气，朝四周散播。

  　背中から黒い大きな翼を生やした男性が宙に浮いており、彼が右手から黒い瘴気のようなものを周囲にバラまいている。

  　

  「记得……是恶魔吗？」

  「たしか……デビル、だったか？」

  　

  　我立刻站起身来，躲到电线杆后方避难，观察可疑男子的动静。被他散发的瘴气包围的人失去意识倒地，过了几秒后与男子一样长出黑色羽毛，复活了。

  　即座に立ち上がって電柱の物陰に避難しつつ、怪しい男の様子をうかがう。彼が発している瘴気に包まれた人間は意識を失って倒れ、数秒ほど経過すると男と同じように黒い羽根を生やして復活する。

  　

  　那个怪人增殖的方式似曾相识。莲斗与小春击败了恶魔这个怪人本体，我没有直接与他战斗过，不过我曾经尽力镇压在街上变成怪人的市民。

  　あの怪人増殖のやり方には既視感がある。デビルという怪人本体は蓮斗と小春が撃破したため、直接やつと戦闘をしたことはなかったが、街での怪人と化した市民の鎮圧には私も尽力した。

  　

  　给予一定程度的伤害后，感染怪人的人——恶魔会恢复原状，不过之前小春应用自己的能力，让大部分的恶魔恢复了。

  　ある程度のダメージを与えると怪人に感染した人──悪魔は元に戻るのだが、以前のあの時は大半の悪魔を小春が自身の能力の応用で元に戻していた。

  　

  　然而，现在小春不在这里，我只能战斗了。

  　しかし、今この場に小春はいない。となればやはり戦うしかない。

  　

  「！……要、要战斗吗？真的吗？」

  「っ！　……た、戦うのか？　本当か？」

  　

  　我有一瞬间差点像以前一样进入战斗模式，差点就要从电线杆后面冲出去了，还好在千钧一发之际忍了下来。

  　一瞬だけ以前のように戦闘スイッチが入りかけて、電柱から飛び出そうとした自分をすんでのところで抑えた。

  　

  　等等、等等，冷静点，藤堂文香。要冷静地判断状况。

  　待て待て、落ち着け藤堂文香。冷静に状況を判断するのだ。

  　

  　来，先从分析敌人开始。

  　ほら、まずは敵を分析することからだ。

  　

  「……恶魔们拥有飞行能力，也会使用火球等飞行道具。最重要的是数量很多。」

  「……悪魔たちは飛翔能力を有していて、火球などの飛び道具も使える。そして何より数が多い」

  　

  　接着确认自己的战力。

  　次は自分の戦力の確認。

  　

  「现在只有我一个人，而且我也是个无法使用能力的普通人……」

  「今は私一人しかいなくて、当の私も能力が使えないただの一般人……」

  　

  　原来如此，我完全理解了。

  　なるほど、完全に理解できた。

  　

  　……这下没救了。

  　……無理だねこれ。

  　

  「只能逃走了吧……！？」

  「逃げるしかないのでは……！？」

  　

  　我脑中做出『逃走』的结论，转身就走。

  　頭の中が『逃走』でまとまったので踵を返した。

  　

  　

  　

  　——就在那一瞬间，某人的惨叫声传入我的耳中。

  　──その瞬間、私の耳に誰かの悲鳴が飛び込んできた。

  　

  　

  　

  　

  「妈妈！你在哪里！？妈妈——！」

  「ママー！　どこぉ！？　ままぁーっ！」

  　

  　

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　…………

  　…………

  　

  　………………

  　………………

  　

  　

  　

  「……我搞砸了。」

  「……やってしまった」

  　

  　

  　我眼前出现一名女性抱着哭泣的孩子。

  　目の前には泣いている子供を抱きしめる女性の姿がある。

  　她身边倒着一名看似恶魔的怪人，他趴在地上，失去了意识。

  　その周辺には悪魔と思わしき怪人が一体、うつ伏せに倒れて気を失っている。

  　

  「身体擅自……！」

  「体が勝手にぃ……！」

  　

  　我按着颤抖的右手，勉强将毫发无伤地救下的母子带到人们逃走的安全方向。

  　ワナワナと震える右手を押さえつつ、なんとか無傷で助けた親子を、人々が逃げている安全な方角へ導く。

  　

  「谢谢你！真的很谢谢你！」

  「ありがとうございます！　本当にありがとうございます！」

  　

  「不用道谢，快点去安全的地方避难吧。」

  「礼はいいですから、早く安全な場所へ避難を」

  　

  「好、好的！那个，也请你务必保重！」

  「は、はい！　あの、貴方もどうかご無事で！」

  　

  　母亲抱着女儿，不断低头向我道谢，然后在我的目送下逃走了。她们逃走的方向恶魔数量较少，而且警察也已经抵达，应该没问题吧。

  　娘を抱きかかえてペコペコと何度も頭を下げた母親は、私に見送られる形で逃げていった。彼女たちが逃げた方向は悪魔たちも少なく、すでに警察が到着している区域だから問題はないだろう。

  　

  　至少那对母女已经远离危险了。

  　少なくともあの親子から危険は去った。　

  　

  　……取而代之的是我陷入危险。

  　……代わりに私が危険になった。

  　

  「呜噗啊啊啊！」

  「ウボォァァァ」

  　

  「呀啊啊啊啊啊啊！！」

  「ぎゃあああぁぁぁッ！！」

  　

  　恶魔集团察觉到一名同伴被打倒，开始追着我跑。我只能全力逃跑。

  　仲間の一人を倒されたことを察知した悪魔の集団が私を追い回し始めた。もはや全力で逃げるしか術はない。

  　

  　

  　我救了她们。毫无计划，不顾后果，身体对孩子的惨叫声起了反应，擅自行动。

  　助けてしまった。無策で後先考えず、子供の悲鳴に反応して本当に体が勝手に動いた。

  　我闯入正要袭击女孩的恶魔之间，用合气道化解攻击，一拳打在恶魔的下巴上。趁恶魔昏倒时，将女孩送回母亲身边。

  　女の子を襲おうとしていた悪魔の間に割って入り、合気道で攻撃をいなして顎に手拳を一発。悪魔を昏倒させた隙に女の子を親の元へ返した。　

  　

  　我的能力是单纯的身体能力强化，为了能灵活运用能力，必须学会徒手战斗的方法。因此在没有武器的状态下，我多少能战斗——不过，终究寡不敌众。如果只是趁隙打倒一只恶魔，那还有可能，但现在的我无法使用能力，只是个有点强的普通人，根本无法与怪人集团战斗。因此我只能逃跑。快逃啊！

  　私の能力は単純な身体能力強化だった為、能力をうまく使うには素手で戦う術を知っている必要があった。それ故に武器のない状態での戦いはそこそこできる──のだが、さすがに多勢に無勢。隙をついて悪魔一体を倒す程度ならなんとか可能だったが、能力が使えずちょっと強い程度の一般人である今の私に怪人の集団と戦う方法など存在しない。ゆえに逃げる。にげろー！

  　

  「可恶……！我这个笨蛋！干得好！」

  「くっそぅ……！　もぉぉぉ私のバカ！　よくやった！」

  　

  　我一边喊着矛盾的话，一边逃跑。

  　矛盾した言葉を叫びながら逃げる。

  　不顾自己的性命，鲁莽地冲出去救人，确实很蠢，但没有对小孩见死不救，应该没有错。我好歹也是死亡游戏的攻略者之一，该行动时没有行动，马上就会被踢出攻略组。我可不想那样。

  　自分の命を顧みず無策で突っ込んだのはアホだったが、子供を見捨てずに助けたのはきっと間違いではなかったはず。私だってこれでもデスゲーマーズの一員なのだ、やるときにやれないと脱退待ったなしである。

  　

  「呜呜……！」

  「ううぅ……！」

  　

  　我利用转角和错综复杂的道路，想尽办法甩开追来的恶魔，在街上到处奔逃。

  　曲がり角や入り組んだ道を駆使し、追いかけてくる悪魔たちをなんとか振り切ろうと街中を駆け巡る。

  　

  　

  「……甩、甩开了吗……！」

  「……ま、撒いたか……！」

  　

  　意外的是，后面的恶魔数量减少了。也许恶魔的思考回路意外地单纯，毕竟它们只会「呜噗啊啊啊」地叫。

  　すると、意外にも後続の悪魔たちは数を減らしていった。案外悪魔たちの思考回路は単純なのかもしれない。ウボォァァァとか言ってたし。

  　

  　

  「奇、奇怪？」

  「あ、あれ？」

  　

  　

  　总算甩开了——就在我这么想时，我来到一个宽广的十字路口。看来我刚才只是埋头乱跑，结果又回到市中心了。

  　ようやく振り切った──というところで、到着したのは広い十字の交差点だった。なんとがむしゃらに走っていたら再び街のど真ん中に戻ってきてしまったらしい。

  　

  　那里有比刚才追我的恶魔更多倍的怪人横行，简单来说，就是地狱般的景象。这下（想活下来）没希望了。

  　そこでは先ほど私を追いかけてきていた悪魔たち以上の数の怪人たちが跋扈しており、端的に言えば地獄絵図であった。これ（生き残るの）無理だゾ。

  　

  「怎、怎么办……！」

  「ど、どうすれば……！」

  　

  　前面有敌人，后面也有敌人。前后左右都是恶魔，四面楚歌。看来藤堂文香的人生注定要在这里画下句点。真是充满耻辱的一生……不对，我应该算是活得相当认真吧？我不想死……！

  　前には敵、後ろにも敵。前後左右悪魔だらけの四面楚歌。藤堂文香の人生はここに潰える運命にあるらしい。恥の多い生涯を……いやでもけっこう真面目に生きてきたんじゃ？　死にたくない……！

  　

  「——！？脚、脚被抓住了！？」

  「──っ！？　あ、足を！？」

  　

  　就在我脑袋一片混乱，不知所措的时候，一只在地上爬的恶魔趁机抓住了我的右脚踝。

  　頭の中が纏まらず立ち往生をしていた隙に、コンクリートの地面を這っていた悪魔に右足首を掴まれてしまった。

  　糟了，一对多的拘束就意味着「死亡」。

  　まずい、多対一での拘束は即ち“死”を意味する。

  　

  「放、放开我！」

  「は、離せ！」

  　

  　我用力地动了动脚，但恶魔却纹风不动。可能是因为我只进行过瞬间性的战斗，所以错估了恶魔们的握力。我一个人肯定无法甩开他们。

  　足を強く動かしてもビクともしない。瞬間的な戦闘しか行っていなかったせいか、悪魔たちの握力を見誤っていた。きっと彼らの力は私一人で振りほどけない。

  　

  「唔……！」

  「くぅっ……！」

  　

  　我咬紧牙关。一大群敌人已经逼近眼前。

  　歯ぎしりをする。もう大勢の敵は目の前まで迫っている。

  　

  　再、再这样下去会被杀——！

  　こ、このままじゃ殺され──！

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　　★　　★　　★　　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  　我握着美咲同学的手，专心致志地在街上奔跑。从购物中心逃出来之后，我们还是被恶魔们追着跑，早已气喘吁吁。但我们没有时间休息，就算脚步慢了下来，也只能继续逃跑。

  　美咲君の手を握りながら、一心不乱に街を駆ける。ショッピングモールから逃げ出した先でも悪魔たちに追い掛け回され、僕たちは既に息を切らしていた。しかし休むことは許されず、足の速度が落ちてもとにかく進んで逃げるしかない。

  　

  「呼、呼……咳！」

  「はぁ゛っ、はぁ……ゲホっ！」

  　

  　我忍不住咳了起来。不知不觉间，美咲同学已经超越了跑在前面的我，反过来拉着我的手跑在前面。多亏他一边确认安全一边拉着我跑，我们才能继续逃跑，但运动神经差又没有体力的我和达古斯特莉亚已经到达极限了。

  　たまらず咳き込む。いつの間にか先行していた僕を追い抜き、逆に美咲君が僕の手を引いて先行している。安全確認しながら引っ張ってくれる彼のおかげでまだ逃走自体はできているが、運動神経が悪く体力もない僕とダグストリアはもう限界だ。

  　

  「美咲……同学……！」

  「みさ、……っ、き、くんっ……！」

  　

  「唔！黑野同学、艾莉儿！我们躲进那间便利商店吧！」

  「っ！　黒野さん、アイリール！　そこのコンビニに隠れよう！」

  　

  　察觉到我们体力已经到达极限的美咲同学，一脚踹开被破坏后空无一人的便利商店大门，冲了进去。我们跟在他身后进入便利商店后，全身无力地瘫坐在地上，喘了口气。

  　僕たちの体力の限界を察した美咲君は、荒らされて無人になったコンビニのドアを蹴り開けて中へと入っていく。それに続いてコンビニ内に入った私たちは力が抜けるように座り込み、息を吐いた。

  　

  　

  「呼、呼……」

  「はぁっ、はぁ……」

  　

  　不知道是谁的呼吸声在无人的便利商店内回响。可能是因为一直全速奔跑的缘故，呼吸跟不上身体需要的氧气量。

  　誰の息遣いなのかも分からない早い呼吸が無人のコンビニ内で木霊する。ここまでずっと全速力で逃げていたせいか、体が求める酸素の量に呼吸が追い付かない。

  　

  「黑野同学……这瓶水给你。」

  「黒野さん……これ、水どうぞ」

  　

  「呼……谢、谢谢……咳、咳！」

  「はふぅ……ぁ、ありがと……げほっ、げほ！」

  　

  　我接过宝特瓶，在喝下水之前又咳了好几声。

  　受け取ったペットボトルの水を飲む前に何度か咳き込んでしまう。

  　平常都坐在办公桌前工作，几乎不外出，真是自讨苦吃……要是有更常运动就好了。

  　普段はデスクワークばかりでほとんど出歩かないことが災いしたか……。もっと運動しとけばよかったな。

  　

  「来，艾莉儿也喝吧。」

  「ほら、アイリールも」

  　

  「嗯、嗯……咕噜、咕噜。」

  「う、うん゛……んく、んく」

  　

  　看来达古斯特莉亚平常在美咲同学的怀表里过着懒散的生活，导致运动不足。她正专心地大口补充水分……当然，我也一样。

  　どうやら運動不足は、普段から美咲君のウォッチの中でぐうたらしているダグストリアも同じだったらしい。一心不乱にのどを鳴らして水分補給している……もちろん僕も。

  　

  　

  「……噗哈！……呼、呼啊～……」

  「……っぷは！　……はぁ、ふあぁ～……っ」

  　

  　总算可以好好呼吸了。幸好躲在商品架后面，外面的恶魔们似乎看不到我们，暂时可以安心了。

  　ようやく落ち着いて呼吸をすることができる。幸いにも商品棚の後ろに隠れていれば外にいる悪魔たちからは見つからないようなので、とりあえずは安息地を手に入れたらしい。

  　

  　……对了。

  　……そういえば。

  　

  「美咲同学，刚才的水是从哪里来的？——该不会……」

  「美咲君、さっきの水はどこから？　──もしかして」

  　

  「不、不是啦！那是我为了补充水分，在约会前准备好的！」

  「ま、まさか！　水分補給用にデートの前から準備してた物ですよ！」

  　

  「约、约会……算了，既然如此，我就不多问了。抱歉，怀疑你。」

  「でっ、デートじゃ……まぁ、いいや、そういうことなら。疑ってごめんね」

  　

  　「请别在意。」美咲同学笑着说道，重新背好肩上的背包。我瞄了他一眼，从商品架后面偷偷探出头，观察外面的情况。

  　気にしないでください、と笑いながらショルダーバッグをかけ直す美咲君を尻目に、僕は商品棚からこっそり顔を出して外の様子を窺った。

  　

  　

  　看来，这座城市已经完全化为恶魔的乐园。恶魔的感染速度似乎非常惊人，和我洗脑时完全不能相提并论。这就是他的真本事——应该是这样吧。

  　見たところ、相変わらずこの街は悪魔の楽園と化している。どうやらデビルによる感染のスピードは凄まじいものらしい。僕が洗脳していた時とは比べ物にならない手際の良さだ。これが彼の本気──ということなのだろう。

  　

  　不过，说起来，让恶魔拿出真本事的原因，或者该说罪魁祸首，总之全都是我的责任。

  　まぁ、そもそもデビルを本気にさせた原因というか張本人というか、とにかく全ては僕の責任なわけで。

  　收拾这个事态的当然也必须是我。

  　この事態を収束させるのも当然僕でなければならない。

  　

  「……」

  「……」

  　

  「……黑野同学？」

  「……黒野さん？」

  　

  　我偷偷瞄了一眼自己的右手腕。为了解决事件，我姑且带了某个道具，而且已经戴在右手腕上了。只要使用这个，至少可以得到战斗的力量——但是，启动这个的手段实在不值得称赞。

  　ちらりと自分の右手首を確認した。事件解決のための手段は一応持ってきてはいて、それは既に僕の右手首に装着されていて、これを使えば少なくとも戦うための力を得ることはできる──が、これを起動する手段がなかなかに褒められたことではない。

  　

  「啊，黑野同学……！」

  「あっ、黒野さん……！」

  　

  　戴在我手腕上的手表型装置，和美咲同学及吴原同学戴的是一样的『Access手表』，不过我的是改良既有手表的特别款式。

  　僕の腕に付けられている腕時計型のデバイス、これの名前は美咲君や呉原君が身に着けているものと同じ『アクセスウォッチ』なのだが、僕のこれは既存品のウォッチに改良を加えた特別仕様のアイテムだ。

  　

  「糟糕了……来了！」

  「やばいですよ……来てますっ！」

  　

  　改良……更正确地说，是接近强化，不过本质相当邪恶。这正是疯狂科学家制作的道具。这个手表可以装填SD卡大小的卡匣，借此追加功能，而它的功能是——

  　改良……もっと言えばパワーアップに近いが、その本質はなかなかに邪悪だ。まさしくマァァッドサイエンティストが作るにふさわしい代物となっている。このアクセスウォッチはSDカードサイズのカードリッジを装填することで機能追加がなされるのだが、その機能とは──

  　

  　

  「黑野同学！敌人来了！」

  「黒野さんッ！　敵が来てます！」

  　

  　

  「……咦？」

  「……えっ？」

  　

  　

  　

  　被迷惘支配的脑袋清醒过来，一口气被拉回现实的瞬间。

  　迷いに支配されていた脳内が覚醒し、一気に現実に引き戻されたその瞬間。

  　店内卷起一阵有如台风的强烈阵风。

  　台風を思わせる程の強烈な突風が店内に巻き起こった。

  　

  「呜呜！？」

  「うぅっ！？」

  　

  　架上的商品四处飞散，无数火球朝着飞到外面也看得见的位置的那些商品飞来。

  　そして棚の商品たちがあちこちに飛び散り、外からも見える位置に飛んだ商品たちに向かって、無数の火球が投擲されてきた。

  　

  「呜哇哇哇！」

  「うわわわっ！」

  　

  　火球的气势简直就是暴力，店内接连发生小规模的爆炸。火球引发的爆炸产生的热风和噪音袭向我们，有如殴打般把冷静从我的脑袋中打飞。

  　その勢いはまさしく暴力そのものであり、店内中で小規模な爆発が次から次へと巻き起こる。火球が発生させる爆発による熱風と騒音が僕らを襲い、殴るように頭の中から冷静さを吹き飛ばしていく。

  　我捂住耳朵，发出惨叫。

  　耳を押さえ、悲鳴を上げる。

  　

  　会死、会死、会死——！

  　しぬ、死ぬ、死んじゃう──！

  　

  　

  「不用再监视了，艾莉儿回到手表里！」

  「もう見張りはいいからアイリールはウォッチの中に戻ってくれ！」

  　

  「嗯、嗯。」

  「う、うん」

  　

  「黑野同学，我们找机会逃走！要跑咯，不要放手哦！」

  「隙を見て逃げますよ黒野さん！　走るから手を離さないでくださいね！」

  　

  「呜欸欸！？」

  「ふえぇっ！？」

  　

  　

  　达古斯特莉亚听从立刻判断状况的美咲同学，逃进手表里，他握住我的右手站了起来。

  　即座に状況判断を下した美咲君に従ってダグストリアはウォッチの中に逃げ込み、彼は僕の右手を握って立ち上がった。

  　我也跟着站起来，几秒后，火球的攻势稍微缓和下来。

  　釣られるようにして僕も立ち上がった数秒後、火球の勢いが少しだけ和らいだ。

  　

  「走吧！」

  「行きますっ！」

  　

  「等、等——！」

  「ちょ、ま──！」

  　

  　美咲同学不放过这个机会，拉着我跑出去，我们突破已经遭到破坏、粉碎的便利商店大门。

  　この機を逃すまいと駆けだした美咲君に引かれるがまま、既に破壊されて粉々になっているコンビニのドアを突破した。

  　然而，外面有大量恶魔，没有可以让我们逃走的空隙——

  　しかし、外には大量の悪魔たちの姿が。逃げられるような隙間など──

  　

  「请好好握紧我的手！右边比较少，从那边突破！」

  「しっかり手ぇ握っててください！　右側が薄いからそこから突破します！」

  　

  　——多么迅速的状况判断啊。在这种时候……不，正因为是这种时候，我才会感到惊讶、佩服。

  　──なんという状況判断の速さだろう、と。こんな時に……いや、こんな時だからこそ驚き、感心した。

  　瞬间进行搜敌和分析，接着毫不怀疑地相信自己导出的最佳判断，勇往直前的勇气和胆量。

  　索敵と分析を瞬時に行い、そこから自分で導き出した最良の判断を疑うことなく信じて突き進む勇気と胆力。

  　早已远远超过普通高中生领域的决断力和行动力，或许正是他克服虚拟空间的死亡游戏和现实世界的电玩事件的最佳证据。

  　もはや普通の高校生の域を優に超えている決断力と行動力こそ、彼が仮想空間でのデスゲームと現実世界でのゲームフィールド事件を乗り越えてきた何よりの証拠なのかもしれない。

  　

  　

  　——但是。

  　──だが。

  　

  　

  「呜！」

  「うぐっ！」

  　

  「美咲同学！」

  「美咲君！？」

  　

  　——数量的暴力轻易地吞噬了个人的能力。大量释放的火球终于击中美咲同学的左肩，他因为冲击而松开和我的手，仰天倒下。

  　数の暴力は個人の能力など容易く呑み込んでしまう。美咲君は大量に放たれる火球がついに左肩に被弾し、その勢いによって僕との手が振りほどかれて仰向けに倒れてしまった。

  　

  「呜……！」

  「い゛っ……！」

  　

  　——他忍不住按住左肩发出痛苦的声音，但绝对没有大声喊叫。

  　たまらず左肩を押さえて苦痛を声にする彼だったが、決して大声を上げることはなかった。

  　

  「可恶，这些混账……！」

  「クッソこの野郎……！」

  　

  　——他硬是拖着身体站起来，立刻像是要保护我似地站在我面前。

  　ズリズリと無理やり体を起こしたと思ったら、すぐさま庇うように僕の前に立つ。

  　或许是因为击中的部位刚好，虽然不是直接命中，只是擦过而已，但受到攻击的事实依然不变，他的衣服烧破了，肩膀也留下一点烧伤。

  　火球を受けた箇所は当たり所がよかったのか、直撃ではなく掠めた程度だったが、やはり攻撃を受けたことには変わりなく服は燃えて破れ、肩には少々の火傷を残している。

  　

  　美咲同学因为受伤而动作迟缓，又为了保护我而站在前面，恶魔们将食指对准了他。那恐怕是发射火球的预备动作。

  　負傷して身動きが鈍くなっていて、さらに僕を背に庇っている美咲君には、悪魔たちの人差し指が向けられている。あれはおそらく火球を射出する際の予備動作だ。

  　

  　糟糕，这样下去不行，美咲同学会……

  　まずい、よくない、このままでは美咲君が。

  　

  「别管我了，美咲同学你快逃！」

  「僕はいいから美咲君は逃げてっ！」

  　

  「你、你在说什么啊！我怎么可能做那种事！」

  「な、なに言ってるんですか！　んなことできるわけ」

  　

  「恶魔不是说要复仇吗！？既然如此，他们的目标应该只有我！之所以会攻击你……一定是因为你和我在一起！」

  「デビルは復讐って言っていたんだろう！？　なら目的はあくまで僕のはずだ！　君が狙われているのもきっと……僕と一緒に逃げているからだ！」

  　

  　这恐怕是恶魔的报复。既然如此，和在虚拟世界中被击败一事完全无关的美咲同学，根本没有理由被攻击。当然，就算躲过这次攻击，也必须小心在街上胡乱攻击的恶魔们，但总比和明显被多数恶魔盯上的我在一起要好得多。

  　これは恐らくデビルによる報復。ならば仮想世界での撃破には全く無関係だった美咲君が狙われる理由はどこにもない。無論ここをやり過ごしても街で無作為に暴れている悪魔たちには気を付けなければならないだろうが、明らかに大勢で狙われるターゲットである僕と一緒にいる状況よりは遥かにマシだ。

  　

  　没有体力，只会拖累别人的我如果不在了，美咲同学一个人一定可以逃掉。

  　体力が皆無で足を引っ張ることしかできない僕がいなくなれば、美咲君一人ならきっと逃げ切れる。

  　

  　所以，拜托你抛弃我吧。

  　だから、どうか僕を見捨ててほしい。

  　

  　

  「没时间了！快点！！」

  「時間ないから！　早くッ！！」

  　

  　　

  　如果连恋和哥哥——连你这个我活下去的最后希望都失去的话，我——

  　恋も兄も──生きる最後の希望であるキミまで失ってしまったら、僕は──

  　

  　

  「……我不会那么做的。因为我——说过要站在黑野同学这边了。」

  「……しませんよそんなこと。だって俺──黒野さんの味方になるって言ったから」

  　

  　啊啊，你真是……

  　あぁ、きみは。

  　

  「如果在这里抛弃你而得救，我一定会后悔一辈子。所以，就算要无视你的意愿……」

  「ここで見捨てて助かっても、一生後悔します。だから、黒野さんの意思を無視してでも……」

  　

  　你总是……

  　きみはいつも。

  　

  「我也会保护你。」

  「俺はあなたを守ります」

  　

  　总是——不听我的话。

  　いつも──僕の言うことを聞いてくれない。

  　

  　

  　

  　

  「………………唉。」

  「………………はぁ」

  　

  　

  　

  　

  　——只能上了吗？

  　──やるしかない、か。

  　

  　

  「！黑、黑野同学……！？」

  「っ！　く、黒野さん……！？」

  　

  「你退下，这里就交给我。」

  「下がっていたまえ。ここは僕が何とかする」

  　

  　我叹了口气，用拳头打散动摇的心情，下定决心后，为了保护美咲同学而站到他身前。一个高中男生都这么努力了，如果我在这里依赖他的努力，那才真的没资格当大人。

  　ため息を吐いた後に、揺れていた気持ちを殴って鎮めて覚悟を決め、庇うようにして美咲君の前に出た。高校生の男の子がここまで頑張っているというのに、ここでその頑張りに甘えてしまったら、それこそ大人失格だ。

  　

  　不能只是有心。

  　気持ちだけじゃない。

  　现在应该用行动来表示。

  　今こそ行動で示すべきだろう。

  　不能只是被保护的存在。

  　守られるだけの存在ではダメなんだ。

  　

  　

  　至少——要保护自己喜欢的男生。

  　好きになった男の子くらい──自分で守ってみせなきゃな。

  　

  　

  「强制Access系统——启动。」

  「強制アクセスシステム──起動」

  　

  　

  　我将特殊卡匣装入手表，立刻进行启动系统的声带认证。

  　腕時計に特殊なカードリッジを装填し、システム起動のための声帯認証を即座に実行。

  　手表表面发光，一个轿车大小的魔法阵出现在眼前的水泥地上。

  　すると腕時計の時計盤が発光し、目の前にあるコンクリートの地面に乗用車サイズの大きな魔法陣を出現させた。

  　恶魔们似乎被突然出现的奇妙纹章吓了一跳，往后退了一步，观察情况。这样正好。

  　突然奇妙な紋章が出現したことに驚いたのか、悪魔たちは一歩下がって様子見の体勢にシフトした。好都合だ。

  　

  「开始搜寻。」

  「サーチ開始」

  　

  　第二道认证结束的瞬间，魔法阵和手表表面一样发出耀眼的光芒。虽然光芒大到让人忍不住想别开视线，但现场只有我一个人目不转睛地盯着魔法阵。

  　二つ目の認証を終えた瞬間、時計盤と同様にサークルが眩く輝き始めた。思わず目をそらしたくなるほどの大きな光だが、その場で唯一私だけがそのサークルから目を逸らさない。

  　

  　

  　强制Access系统。正如其名，这是完全无视能力者意愿，强制与对方进行连结的系统。

  　強制アクセスシステム。これはその名の通り、本来パートナーとなる筈の能力者の意思を完全に無視して強制的にこちらとアクセスさせるシステムだ。

  　不需要心灵相通，也不需要目的相同或精神共鸣。这是恶魔的发明，只为了满足自己的需求，而借走对方的身体与能力。

  　深い心の繋がりも、目的の一致や精神の共鳴すらも必要ない。ただこちらの都合のみで体と能力だけを拝借する悪魔の発明品である。

  　

  　对于几乎与所有人断绝交流的我来说，与能力者进行连结这种『与他人融合』的行为，几乎不可能实现。无论对方是多么善良的圣人君子，我本身都不可能敞开心扉。

  　ほとんどの人間と交流を断絶していた僕にとって、能力者とのアクセスという『他人との融合』は不可能に近い。相手がどんな聖人君子であろうと、まず僕自身から心を開くことがないからだ。

  　

  　与父母、哥哥和恋人的离别，以及跟随叔叔的期间，亲眼目睹社会黑暗面的我，陷入了俗称的不信任人类的状态。老实说，现在能像这样待在美咲同学身边，简直就像奇迹一样。不知为何，面对达古斯特莉亚时，我并不会感到紧张，一定是因为她的外表和我相似吧。本质上应该没有改变。

  　両親や恋や兄との別れ、そして叔父に追従する間に嫌というほど見せつけられた社会の闇によって、僕は俗にいう人間不信とやらに陥った。正直な話いまこうして美咲君の隣にいられるだけでも奇跡みたいなものである。何故かダグストリア相手には緊張しなかったが、きっと姿が似ているからとか、そんな理由だろう。本質は多分変わっていない。

  　

  　因此，像我这种不信任人类的人，若想获得能力，就只能像这样使用强硬的手段与他人合体。我原本以为不会有机会使用，看来这个世界比我想象的还要危险。

  　ゆえに、そんな人間不信である僕が能力を手にするためには、こうして無理やり自分と合体させる手段を用いるしか方法はなかったというわけだ。使う機会など来ないと高を括っていたが、予想以上にこの世界は物騒だったらしい。

  　

  「发现能力者，开始召唤。」

  「能力者発見。召喚開始」

  　

  　第三道认证结束的同时，召唤圆阵卷起一阵强风。这阵风不仅吹动了我的褐发，还让在一旁观望的恶魔们吓得发抖。怎么样，很可怕吧。

  　第三の認証と共に、召喚サークルから強風が巻き起こる。その風は僕の茶髪を揺らすどころか、様子を見ている悪魔たちをビビらせるほどの風速であった。どうだ怖いだろう。

  　

  　以探测功能找出离现在位置最近的能力者，召唤到现场，用麻醉枪让他昏倒后，趁对方睡着时启动手表——这就是强制Access的步骤。怎么看都是邪恶组织才会做的事，真是谢谢你们了。

  　サーチで現在地から最も近場にいる能力者を探し出し、この場に召喚して麻酔銃で昏倒させ、相手が眠っている隙にウォッチを起動させる──というのが強制アクセスの手順だ。どうみても悪の所業です本当にありがとうございました。

  　

  「那么……」

  「さて……」

  　

  　会出现什么样的家伙呢？

  　どんな奴が来るかな。

  　

  　由于这个世界与虚拟世界完全融合，除了原作成人游戏的女主角菲莉斯等人之外，当然还有许多能力者。不只邪恶组织的怪人，主角们的协助者、配角，以及拥有能力的路人，这座城市里应该有很多。

  　この世界は仮想世界と完全に融合したとのことなので、当然ながら原作エロゲのヒロインであるフィリスたち以外にも能力者は多数存在している。それこそ悪の組織の怪人だけではなく、主人公たちの協力者やサブキャラ、能力持ちのモブだってこの街にはたくさんいるはずだ。

  　

  　

  　……即使考虑到这一点，我也没想到能力者搜寻会这么快就出现结果。对方不是在附近战斗，就是被恶魔袭击了吧。

  　……そこを考慮しても、能力者サーチがここまで早いとは思わなかった。よほどここの近くで戦っていたか、悪魔に襲われでもしていたのだろうか。

  　

  「拜托，一定要中啊……！」

  「当たり、頼むぞ……！」

  　

  　虽然我完全不相信神，但还是抱着死马当活马医的心态祈祷。如果抽到不适合战斗——或是不适合逃跑的能力，就没办法突破这个困境了。

  　神などは全く信じていないが、とにかく藁にでも縋る思いなのでとにかく祈る。この状況を打開するための手段ゆえに、戦闘向き──もしくは逃走向きではない外れ能力を引いてしまったら終わりだ。

  　

  　拜托，拜托——！

  　頼む、頼む──！

  　

  「……！」

  「っ……！」

  　

  　随着我的祈祷，圆环的光芒消失，同时发生爆炸与强风，将恶魔们吹飞。召唤成功时产生的爆炸气流虽然令人烦恼，但在这个状况下反而发挥了作用，风没有吹向我这边。

  　祈りと共にサークルの輝きが終わり、それと同時に爆発と突風が発生して悪魔たちを吹き飛ばした。召喚に成功した衝撃で生じてしまうことが悩みの爆風だったが、現在の状況においてはそれが功を奏したようだ。風は運よくこちらには流れてきていない。

  　

  「……好！」

  「……よしっ！」

  　

  　召唤结束。

  　召喚、完了だ。

  　

  　爆炸产生的烟雾弥漫四周，让我看不清楚对方的身影，但还是能确认到人影。我得趁现在用掌心雷型的小型麻醉枪射昏对方才行。

  　爆発によって立ち昇った煙が立ち込めていてその姿はよく見えないが、人影は確認できるし今のうちにデリンジャー型の小型麻酔銃を撃って昏倒させなければ。

  　

  　这种枪发射的不是子弹，而是针，装弹数只有两发。因此我不会对恶魔使用，而是保留到启动手表时再用。

  　弾、というよりは針を発射するタイプの銃で、装填数はたったの二発。ゆえに悪魔たち相手には使わず、ウォッチ起動の際まで取っておいたのだ。

  　

  　这种枪具备生体反应追踪功能，即使看不见对方的身影，只要能大致锁定位置，就会自动命中目标。

  　銃には生体反応追尾機能が備わっているので、姿が見えなくてもある程度の狙いが定まっていればあとは自動的に弾着させてくれる。

  　

  　

  「要上咯……」

  「いくぞ……」

  　

  　我从口袋里拿出麻醉枪，瞄准烟雾中的目标。

  　ポケットから麻酔銃を取り出し、煙の中へ照準を合わせる。

  　可以的话，我当然不想被对方怨恨……但心情上还是希望在对方看到我的脸之前完成变身。

  　できれば、もちろん相手から恨まれることは承知の上だが……気持ち的には僕の顔を見られる前に変身を終えたい。

  　

  　

  「——！」

  「──っ！」

  　

  　

  　我扣下扳机。

  　トリガーを引いた。

  　极细的针瞬间从枪口射出。

  　瞬間、銃口から極細の針が射出される。

  　

  　然后消失在烟雾中——

  　そしてソレは煙の中へと姿を消し──

  　

  　

  「…………怎么样？」

  「…………どう、だ？」

  　

  　

  　我担心地凝神细看——居然看到人影还站着。糟糕，没射中。糟糕糟糕糟糕。

  　不安になって目を凝らしてみると──なんと立っている人影が見えた。やばい外した。やばいやばいやばい。

  　

  「再一发！」

  「もう一発！」

  　

  　我将最后一发麻醉弹射进烟雾中——但人影还是没有倒下。为什么！？

  　最後の一発を煙の中へ打ち込む──が、中の人影が倒れる様子はない。なんで！？

  　

  　

  「怎、怎么可能……！自动追踪功能应该……很完美才对……」

  「ば、バカな……！　自動追尾機能は完璧な……はず、なのに……」

  　

  　我瘫坐在地，说出小喽啰般的台词。

  　三下の悪役のようなセリフを吐きながらへたり込む。

  　

  　……糟糕，怎么办？

  　……やばい、どうしよう。

  　即使对方没睡着，我还是能强制进行Access，但这样会受到对方的意志干扰，无法充分发挥身体能力，最坏的情况还有可能因为对方强烈抗拒而强制解除。

  　眠っていない相手も強制アクセスさせること自体はできる。でもそれだと相手の意思が邪魔して体を十二分に動かすことができなくなるし、最悪の場合は相手の強い拒絶によってアクセスが強制解除させられる可能性も大いにある。

  　

  　

  　应该没有人会一开始就希望被我变身……这下子……是不是……无路可走了……？

  　まさか最初からアクセスを望んでいる人間などいるはずもないし……これは、詰み……なのでは……？

  　

  　

  「不该是这样的……！」

  「こんなはずじゃ……！」

  　

  　现在后悔也太迟了。

  　悔やんでももう遅い。

  　眼前的烟雾逐渐散去，对方的身影也逐渐清晰。

  　目の前の煙は次第に晴れていき、相手の姿が露わになっていく。

  　

  　啊啊，脸会被看到。对方会清楚记住我的长相，然后被我强行变身……！

  　ああぁ、顔を見られてしまう。顔をしっかり覚えられたうえで無理やりアクセスをすることになってしまうぅぅ……！

  　

  　但、但是，我只能硬着头皮上了！

  　だ、だけど、やるしかない！

  　

  　这是为了保护美咲同学。就算现在变成坏人，之后被她告也无所谓……你的身体我收下了……咕嘿嘿……

  　美咲君を守るためだ。この際悪役になって後で訴えられることになろうと構わん……その体もらい受けるぞ……ぐヘヘ……。

  　

  　

  　

  「——哎呀？」

  「──おや？」

  　

  　

  　

  「…………咦？」

  「…………えっ」

  　

  　

  　烟雾散去后，出现在我眼前的是一名五官端正、身材高䠷的黑发少女。

  　煙が晴れた先にいたのは、凛とした顔立ちで背がそこそこ高い、黒髪の少女だった。

  　我对她的长相有印象。

  　その姿には見覚えがある。

  　

  　虽然有印象——但眼前还有更令人惊愕的事实。

  　ある──のだが、それ以上に驚愕すべき事実が目の前にはあった。

  　

  　那名少女竟然用右手的两根手指，就夹住了麻醉枪射出的极细针头。

  　その少女は麻酔銃から放たれたであろう極細の針を、なんと右手の指二本で掴んでいたのだ。

  　

  「——啥？」

  「──は？」

  　

  　不不不，这家伙的反射神经到底有多强啊！？

  　いやいやいやどんな反射神経してるんだこいつ！？

  　

  　

  「啊、啊哇哇哇……」

  「あ、あわわわ」

  　

  　我召唤了不得了的人。

  　とんでもない人間を召喚してしまった。

  　这样肯定几秒内就会被拒绝变身，然后就结束了。

  　これは確実に数秒でアクセス拒否されて終わる。

  　我败给了不可能重抽的转蛋。

  　リセマラ不可能のガチャに僕は敗北してしまった。

  　

  「我到底……？」

  「私はいったい……？」

  　

  　黑发少女在我面前困惑不已——她是原作游戏《最良之选》中的四位女主角之一，除了莉亚以外，难度最高的女主角，同时也是男主角海夜莲斗在游戏序盘最先遇见的角色——

  　慌てふためく僕の前で困惑する黒髪の少女──原作ゲーム『最良の選択』におけるリアを除いた４ヒロインの中で、最高難度のルートのヒロインを務め、なにより主人公である海夜蓮斗が序盤で一番最初に出会うキャラクター──

  　

  　

  「藤堂……文香……」

  「藤堂……文香……」

  　

  　

  「唔，你是莉亚小姐……看来不是呢。」

  「むっ。あなたはリアさん……では、ないな」

  　

  　她发现外表相似的我并非莉亚后，视线从下往上打量着我——途中，她的目光停在我的右手腕上。

  　姿が似ている僕をリアではないと察した彼女は、嘗め回すように下から上へと視線を揺らし──途中、その目を僕の右手首で止めた。

  　

  　现在我的右手上正戴着发光的表盘。

  　いま、僕の右腕には時計盤が発光した状態のアクセスウォッチが装着されている。

  　她、她怎么会注意到那里——难道强制Access被她发现了！？

  　な、なぜそこを──まさか強制アクセスがバレた！？

  　

  　糟糕，我得马上启动Access——

  　まずい、今すぐアクセスを起動しないと──

  　

  「原来如此。」

  「なるほど」

  　

  「唔！……咦？」

  「っ！　……え？」

  　

  　

  　文香看到我的手表后，闭上眼睛，深深地点了点头。

  　僕のアクセスウォッチを目にした文香は目を閉じ、一度深く頷く。

  　

  　接着她俯视着瘫坐在地上的我，眼中带着喜悦的神色，嘴角微微上扬——开口说道：

  　そして座り込んでしまっている僕を見下ろしながら、目に歓喜の色を宿し、少しだけ口角を上げ──口を開いた。

  　

  　

  　

  　

  　

  「我问你，你是我的搭档吗？」

  「問おう。あなたがわたしのパートナーか」

  　

  　

  　

  　

  　

  「…………咦？」

  「…………へっ？」

  　

  　

  　

  　

  　我发出错愕的声音，愣在原地。

  　素っ頓狂な声を上げ、呆然とする僕。

  　

  　她用凛然的表情抛出问题。

  　凛々しい表情で問いを投げかける彼女。

  　

  　面对她的提问——

  　その問いに──

  　

  　

  「啊，是的。我是……？」

  「あっ、はい。そうです……？」

  　

  　

  　我这么回答的瞬间。

  　そう答えた、その瞬間。

  　

  　原本只剩下被恶魔们杀死一途——我们的命运出现了转机。

  　悪魔たちに手を下され死にゆく道しか残されていなかった──僕たちの運命に変革が齎されたのだった。

  　

  　

 
  エクスカリバー！

  EX咖喱棒!

  　

  　

  「好了，站起来吧。让我们并肩作战。」

  「さぁ、立って。共に戦いましょう」

  　

  「啊、啊啊……」

  「あ、あぁ……」

  　

  　我召唤出藤堂文香后，整个人都呆住了。她自己伸手拉了我一把，我们两人就这样正面与恶魔群对峙。

  　藤堂文香を召喚して呆けていた僕を、彼女自身が手を貸すことで引っ張り上げ、二人で悪魔たちの群れと正面から対峙する。

  　

  　像这样再次站在它们面前，我才知道恶魔的数量果然非比寻常。就算我能将藤堂的力量发挥到十二分，胜算也令人有些存疑。

  　こうして改めて前にしてわかったが、やはり悪魔たちは尋常ではない数だ。僕が藤堂の力を十二分に発揮できたとしても、勝機があるかはいささか怪しい。

  　

  　——总之，不先变身就什么都别谈了。我碰触右手上那只Acces手表的表盘，完成了变身的准备。

  　──とにかく変身しなければ始まらない。右腕にあるアクセスウォッチの時計盤に触れ、変身準備を完了させた。　

  　

  「要上喽，藤堂——变身！」

  「いくよ藤堂さん──変身ッ！」

  　

  　我将手臂高举过头，喊出变身工程最后的条件，也就是暗号。我所做的只是强制性的Acces，不需要特地和藤堂手牵手，让彼此的心灵相通。

  　腕を大きく頭上にかざし、変身工程の最後の条件である合言葉を叫んだ。僕が行うのはあくまで強制アクセスであり、わざわざ藤堂と手を繋いだり心を重ね合わせる必要などない。

  　

  「不行！」

  「ダメですッ！！」

  　

  「咦咦？」

  「えぇ！？」

  　

  　藤堂紧紧抓住我那满心想要变身的右手臂，立刻将它放了下来。拜她所赐，手表的功能无法正常运作，变身也失败了，还冒出了烟。

  　めちゃくちゃ変身する気満々だった僕の右腕をガシッと掴み、即座に下へおろす藤堂。おかげでウォッチの機能が正常に働かず、ボフンと煙が上がって変身は失敗してしまった。

  　

  　这女人突然在干嘛啊……！

  　急に何するんだこの女……！？

  　

  「我们是搭档，所以不能在连彼此的名字都不知道的状态下合而为一。」

  「私とあなたはパートナーなのですから、互いの名前すら知らない状態で一つになってはいけません」

  　

  「咦？……啊、啊啊，我还没自我介绍呢。」

  「へっ？　……あ、あぁ、名乗ってなかったね」

  　

  　这么说来，我只单方面地知道她的名字……不，可是我们没有时间了……

  　そういえばこっちが一方的に名前を知ってるだけだった。……いや、でも時間ないし……。

  　

  「我的名字叫藤堂文香。就读露惠学园——不，惠地高中二年级，今年十七岁。社团是剑道社，特长也是剑道，喜欢的东西不是剑道而是猫。能力是体能强化……那么，接下来请告诉我你的事情。」

  「私の名前は藤堂文香といいます。露恵学園──いえ、恵地高等学校に通う二年生の十七歳です。部活は剣道、特技も剣道、好きなものは剣道ではなく猫。能力は身体能力強化です……では、次はあなたのことを教えてください」

  　

  　照这气氛看来，要是我拒绝了，她应该会立刻解除Acces，看来我必须真的把她当作搭档来对待才行吗……？

  　これ、雰囲気的に断ったら即効でアクセス解除されそうだし、ここは本当にパートナーとして接しなければならないのか……？

  　

  　——不过，她在我自我介绍之前就对我使用敬语，至少代表她一眼就看出我比她年长。她是我少数几个……应该说，她是我成年之后第一个在自我介绍之前，就看出我是成年女性的人。美咲同学是因为事先知道我的年龄，所以她毫无疑问地是第一个初次见面就判断我是成年人的人。

  　──でも、自己紹介する前から僕に敬語を使っていたということは、少なくとも彼女は初対面で僕を年上の人間だと見抜いていた、というわけで。数少ない……というよりは成人してから初めて、教える前に僕を成人女性だと認識した人間、ということになる。美咲君は予め年齢を知っていたから、初見で大人だと判断したのは間違いなく彼女が初めてだ。

  　

  　虽然我多少也有自觉自己的外表看起来很年幼……但她还是看出来了。她是我至今从未遇过的类型。

  　自分でも幼い姿をしていることは多少自覚していたが……それでも彼女は見抜いてくれた。今まで出会ったことのないタイプの人間だ。

  　她没有误解我……那么，我也必须做出相应的应对，否则就太失礼了。

  　僕を誤解なく認識してくれた……ならば、こちらも相応の対応をしなければ失礼だろう。

  　

  「……我的名字叫黑野理爱。隶属于死亡游戏部队的情报研究部门……今年二十二岁，擅长的是科学研究（细节会讲很久，所以省略），喜欢的是……保龄球吧？」

  「……僕の名前は黒野理愛。デスゲーム部隊の情報研究部門に所属していて……二十二歳で、得意なことは科学研究（細かいことは長くなるので割愛）で、好きなことは……ボウリング、かな？」

  　

  　看到我最后不知为何用疑问句结尾，藤堂突然回过神来，露出察觉到什么的表情。

  　最後が何故か疑問形になってしまった僕を見て、ハッとする藤堂。何か気が付いたような表情だ。

  　

  「……这样啊，原来你就是库洛诺啊。」

  「……そうか、あなたがクロノだったのか」

  　

  「啊，是的。」

  「アッハイ」

  　

  　已经穿帮了！虽然姓氏是黑野，又带着Acces Watch，穿帮也只是时间的问题！我完蛋了吗……！？

  　もうバレた！　確かに苗字が黒野でアクセスウォッチまで持ってたらバレるのは時間の問題だったけど！　詰んだか……！？

  　

  　

  「……算了，过去的事情就让它过去——虽然不能这么说，但我会把过去的恩怨带到这里。毕竟我们是搭档嘛。没错，我们是搭档。」

  「……まぁ、過去のことは水に流す──ということでもないが、確執は持ち込まないことにします。なんたってパートナーですからね。えぇ、パートナーですから」

  　

  　

  「咦？」

  「えっ」

  　

  　藤堂双手抱胸，一边说着「嗯嗯，我们是搭档嘛」，一边频频点头——虽然可能是我自作多情，但我从她身上感觉不到对我的怒气。

  　腕組んで「うんうん、パートナーですもの」と言いながら何度も頷く藤堂の姿からは──都合のいい解釈かもしれないが、僕への怒りは感じられなかった。

  　在虚拟世界中，身为虚拟世界创造者的我，以幕后黑手的身份阻挡在她面前，至少对她来说，应该不是个印象良好的对象……这到底是怎么回事？

  　仮想世界ではそこの生みの親でありながら黒幕として立ちふさがった僕は、少なくとも彼女にとっては印象の良い相手ではないはずなのだが……これはいったいどういうことだろう。

  　

  「那个……你好像很开心的样子？」

  「あの……なんか、嬉しそうだね？」

  　

  「你、你在说什么啊，这种紧急事态下，我怎么可能会开心……那是你的误会，理爱。」

  「な、なにを言うのです、こんな緊急事態に喜ぶわけないでしょう……それはあなたの勘違いです、理愛」

  　

  「唔！？」

  「っ！？」

  　

  　她突然直呼我的名字，而且还不加称谓，害我吓了一跳。缩短距离感的方式也太强硬了吧？

  　急に下の名前で、しかも呼び捨てで呼ばれてびっくりした。距離感の縮め方が力業過ぎませんか？

  　

  「那个，藤堂小姐？我好歹算是年长者……」

  「あの、藤堂さん？　一応僕、年上なんだけど……」

  　

  　在虚拟世界里，因为非常自私任性的关系而给她添了麻烦的幕后黑手，竟然还敢这么嚣张地说话——就算她这么想也无可奈何，但我还是反射性地开口了。

  　仮想世界で非常に身勝手な我が儘で迷惑をかけていた黒幕が偉そうに何を言ってるんだ、と思われても仕方ない発言なのだが、つい反射的に口が開いてしまった。

  　

  「既然是搭档，直呼名字不是理所当然的吗？而且加上『小姐』的话，就会和莉亚小姐搞混了。」

  「パートナーなのですから下の名前で呼ぶのは当然ではないですか。それに“さん”を付けたらリアさんと被ってしまいますからね」

  　

  「是、是吗……好吧，既然你这么说……那么藤堂小姐，差不多该变身了。准备好了吗？」

  「そ、そう……まぁ、そういうことなら。……じゃあ藤堂さん、そろそろ変身するよ。準備はいいね？」

  　

  「不行！！」

  「ダメですッ！！」

  　

  「为什么！？」

  「なんで！？」

  　

  　她又再次强烈地否定了。到底是什么不行啊？

  　またもや力強く否定されてしまった。いったい何がダメだというんだ。

  　

  　

  「……你不是说既然是搭档，就要直呼名字吗？」

  「……パートナーならば下の名前と、そう言ったではないですか」

  　

  　

  　藤堂脸颊微微泛红，羞涩地说道。

  　少しだけ頬を赤くしながら、恥ずかし気に告げる藤堂。

  　我则是愣在原地。

  　呆気にとられる僕。

  　

  　

  　短暂的沉默。

  　少々の沈黙。

  　

  　

  「……那个，理爱。你倒是说句话啊。」

  「……あの、理愛。なにか言ってください」

  　

  「咦……啊，呃……」

  「えっ。……あ、えっと」

  　

  　

  　不行，现在不是浪费时间在这种事情上的时候。必须趁恶魔们被爆炸的冲击吓到退缩时变身，不能在多余的事情上耗费时间。

  　いけない、今はこんなことに時間を費やしている場合ではない。爆風の衝撃で悪魔たちがひるんでいる間に変身しなければいけないのだから、余計なことに手間取っていてはダメだ。

  　

  「那、那么——我要上了，文香。」

  「じゃ、じゃあ──いくよ、文香」

  　

  「好！」

  「はい！」

  　

  　

  『——变身！！』

  『──変身ッ!!』

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　…………

  　…………

  　

  　………………

  　………………

  　

  　

  「呼、呼……！啊、噗！！」

  「はぁっ、はぁ゛っ……！　あっ、ヘブッ！！」

  　

  「黑野同学，你没事吧！？」

  「大丈夫ですか黒野さん！？」

  　

  　从登入后过了几分钟，我变身为藤堂文香的模样，获得强化身体能力的异能后，背着受伤的美咲同学尝试暂时逃跑——结果却因为太累，把美咲同学放在大马路上让他自己跑，自己则被瓦砾绊倒，摔了个狗吃屎。好痛……

  　アクセスをしてから数分後。藤堂文香の姿に変身して身体能力強化の異能を手にした僕は、負傷した美咲君を背負って一時的な逃走を試みた──のだが、結局疲れて大通りに美咲君を下ろして走らせた挙句、瓦礫に足が引っかかって顔面から転んでしまう始末であった。痛い……。

  　

  「呜咕咕……！」

  「うぐぐぅ……！」

  　

  （理爱，你……也太运动白痴了吧？）

  （理愛、あなた……運動音痴が過ぎませんか？）

  　

  （少啰嗦！我可是拼了命在跑耶！）

  （うるさーい！　これでも必死にやってるんだこっちは！）

  　

  　从开始逃跑后过了几分钟，我彻底发挥出运动白痴的本领，甚至让文香有点傻眼。顺带一提，这已经是第三次跌倒了……可恶！！膝盖和脸好痛！！啊啊，鼻血流出来了！？

  　逃げ始めてから数分間、僕は文香が軽く引く程度には盛大に運動音痴っぷりを発揮していた。ちなみに転んだのはこれで三回目である。……クッソぉ！！　膝と顔が痛い！！　ってあぁ鼻血出てきた！？

  　

  「呜噗！」

  「うぶっ」

  　

  「黑野同学！我来扶你……！」

  「黒野さんっ！　手を貸しますから……！」

  　

  「没关系，这是文香的身体，我不会累倒的……！」

  「だいじょうぶ、文香の体だから、へばったりはしないから……！」

  　

  　我从口袋里拿出手帕擦拭鼻血，不借助美咲同学的搀扶，勉强站起身来。

  　ポケットに入っていたハンカチで鼻血を拭い、美咲君の手も借りずに何とか立ち上がることができた。

  　

  　——然而，就连跌倒的时间，对恶魔们来说都十分足够。

  　──しかし、転んでいる時間すら悪魔たちには十分すぎたようだ。

  　

  「被包围了……！美咲同学，你退到我身后！」

  「囲まれた……！　美咲君はこっちまで下がって！」

  　

  「呜哇！」

  「うわっ！」

  　

  　我拉着他的后颈，让他躲到自己身后避难，同时发动能力强化脚力。

  　彼の首根っこを引っ張って自分のそばに避難させつつ、能力を発動して脚力を強化する。

  　

  「先逃到大楼的屋顶上……」

  「一旦ビルの屋上に逃げるよ……」

  　

  　我感觉到血液从大腿流到脚尖，某种东西牢牢嵌合的感觉。就在这个瞬间，我立刻抱起美咲同学，使尽全力蹬地。

  　太ももからつま先にかけてドクドクと血液の奔流を感じ、何かがしっかりと嵌った感覚を感じた瞬間、僕は即座に美咲君を抱きかかえ、力の限り地面を強く踏み抜いた。

  　

  「黑野同——」

  「くろのさ──」

  　

  「闭上嘴巴！会咬到舌头的！」

  「口閉じてて！　舌噛んじゃうよ！」

  　

  　

  　刹那间，我们宛如飞蝗般高高跃起——在附近的大楼屋顶上着地。

  　瞬間、まるで飛蝗のように空高く跳躍し──僕たちは付近にあったビルの屋上に着地した。

  　

  　

  「哦哇！？」

  「おわぁっ！？」

  　

  　然后双脚打结，摔倒在地。这已经是第四次了。

  　そして足がもつれて転んだ。これで四回目である。

  　

  「好痛！」

  「っでぇ！」

  　

  「呜噗！……啊，美咲同学，对不起！？」

  「ヘブッ！　……あっ、美咲君ごめんね！？」

  　

  　我摔倒时不小心把美咲同学甩了出去，他的屁股撞上水泥地，发出哀号。真的很抱歉。

  　転んだ拍子に美咲君をぶん投げてしまい、彼はコンクリートの硬い床にお尻をぶつけて悲鳴を上げた。本当に申し訳ない。

  　

  「痛痛痛……不，我没事……」

  「いてて……いや、全然平気です……」

  　

  　美咲同学一边揉着疼痛的臀部，一边眺望栅栏另一头恶魔们横行霸道的街道。他露出苦涩的表情，立刻转过头来。

  　痛む臀部を手でさすりながら、柵の向こうに見える悪魔たちの跋扈する街を一望する美咲君。苦い顔をし、すぐさまこちらに振り返った。

  　

  「怎、怎么办……？那些家伙的数量比一开始看到时还要多……」

  「ど、どうしますか……？　あいつら、最初に見た時より圧倒的に増えてます……」

  　

  「……等我一下。」

  「………ちょっと待ってくれ」

  　

  　

  　我闭上眼睛，用握紧的拳头轻轻敲着眉间，思考接下来该怎么做。

  　瞼を閉じ、握った拳で軽く眉間を叩きながら、これからどうすればいいのかを考える。

  　真的很伤脑筋。到底该从哪里着手，又该怎么解决才好？看来紧张和焦虑让我的脑袋陷入混乱。明明事态发生后已经过了好一段时间，如果是在平常的状态下，应该早就想出解决办法了。

  　本当に困ってしまった。一体何からどう解決していけばいいのかが分からない。どうやら緊張と焦りで脳内が混乱してしまっているようだ。普段の状態ならもう解決策を思いついていてもいいくらい、事態発生からかなりの時間が経過しているというのに。

  　

  　就算打倒恶魔的元凶，被感染的市民们也不会恢复原状，必须给予一定程度的伤害，才能让他们变回人类。

  　元凶たるデビルを撃破したところで、感染した市民たちが元に戻ることはなく、人間に戻すためには一定以上のダメージを与えなければならない。

  　

  　但是，现在这个状况该怎么办？面对数量超过数百只的恶魔，光靠强化体能有办法解决吗？如果硬要解决，就只能一只一只——一只不剩地亲手打倒。

  　しかしこの現状はどうだ。優に数百は超える数の悪魔たちが溢れ返っているこの状況を、身体能力強化だけで解決なんて出来るのか？　もし無理やりにでも解決を望むというのなら、一体一体──それこそ一人も残さずこの手で倒すしかない。

  　

  　警察光是引导市民避难和确保市民安全，就已经忙得不可开交，再加上不知为何发生的通讯阻碍，导致无法和警备队取得联系——那么，真的只能靠我一个人打倒这些家伙……吗？

  　警察は避難誘導と市民の安全確保だけで手一杯で、なぜか発生している通信妨害のせいでデム隊と連絡を取ることもできない──ならば本当に、僕だけでこいつらを全員倒さなければならない……のか？

  　这种事当然不可能——

  　無理に決まっている、そんなこと──

  　

  　

  （不可以放弃，理爱！你连我的一半力量都还没发挥出来！）

  （諦めてはなりませんよ理愛！　まだあなたは私の力の半分も引き出せていません！）

  　

  （或许是这样没错……但这也是没办法的事啊。）

  （そうかもしれないけど……それは仕方ないじゃないか）

  　

  　

  　我们的确因为强制Access而融合，和持有Acces手表的其他成员不同，无法依靠共享的记忆来使用能力。那是因为我本身拒绝共享记忆，刻意和文香之间筑起一道墙。

  　確かに僕たちは強制アクセスで融合しているため、アクセスウォッチを持っている他のメンバーと違って、共有した記憶を頼りに能力を使いこなすことはできない。それは僕自身が記憶の共有を拒み、意図的に文香との間に壁を作っているからだ。

  　

  　我这么做，并非只是因为不信任人类。

  　何も僕が人間不信だから、というだけの理由でそうしているわけではない。

  　

  　隔开彼此的墙——也就是去除强制Access的『强制』部分，就会和一般的Access一样，进行记忆共享和心灵的融合。

  　互いを隔てている壁──つまり強制アクセスの『強制』という部分を外した場合、通常のアクセスと同様に記憶の共有と心の融合が行われることになる。

  　

  　也就是说，如果融合的两人个性不合，就会有解除Access的危险，无视本人的意愿。

  　それはつまり、融合する二人の相性が悪かった場合、本人たちの意思とは無関係にアクセスが解除される危険性がある、ということでもあるのだ。

  　

  （本来『Access』必须像美咲和达古斯特莉亚那样心灵相通才能成功。吴原同学和真冈他们却轻易就成功了，也难怪你会误会……不管怎么想，我和文香的契合度都很差，甚至可以说是糟糕透顶。）

  （本当なら美咲君とダグストリアくらい心がシンクロしていないと成功しないのが『アクセス』なんだよ。それを呉原君や真岡たちがポンポンと成功させるから勘違いしてしまうのも無理はないけど……どう考えても、僕と文香の相性は良くない。それどころか最悪だろう）

  　

  （……为什么说糟糕透顶？）

  （……なぜ、最悪だと？）

  　

  （你想想看。其他成员原本就是伙伴，我们却彼此敌对。而且身体和体力的高低差距也很明显，最重要的是，我的运动神经很差，和我的契合度太差了。）

  （考えてもみたまえ。他のメンバーはみんな元から味方同士だったというのに、私たちは互いに敵同士だった間柄だよ？　しかも身体的にも体力的にも高低差が著しいし、なにより能力自体が運動音痴の僕と相性が悪すぎる）

  　

  　没有比这更不相配的组合了。如果没有强制这个系统，这种扭曲的关系一定早就瓦解了。

  　これ以上ないというほど相性の悪い組み合わせだ。こんな歪な関係は強制というシステムがなければいとも容易く瓦解してしまうに決まっている。

  　

  　

  （请等一下。这样的话，身体方面完全不同的吴原和菲莉斯，身为男女生的他们不是最佳组合吗？）

  （待ってください。それなら身体的な面で全く違う、男子である呉原と女子のフィリスがベストマッチなのはおかしくありませんか？）

  　

  （那是因为他们的心灵共鸣比肉体更强烈。听说那两个人就算不使用手表，也能以『暴风雪形式』融合。和那种心灵共鸣强烈的例外相比，我实在很困扰。）

  （それは肉体以上に心の共鳴が強かったからだ。聞けばあの二人、ウォッチを使わなくても『ブリザードフォーム』という形で融合できるらしいじゃないか。そんな心の共鳴が強すぎる例外中の例外と比べられても困るよ）

  　

  （真冈和洛伊泽不是同性，而且年纪差很多，那他们呢？他们没有使用手表，但还是成功了。我们是同性，我不认为我们办不到。而且还有莉娅的弟弟和小春，他们也是异性。）

  （同性でもなければ歳がかなり離れている真岡氏とロイゼはどうなるのです？　彼らはウォッチを使わないとアクセスできませんが、それでも使えばアクセスできました。同性の私たちがアクセスできないとは思えません。それに異性同士でならリアさんの弟と小春だっています）

  　

  （真冈的内在也是女性……朝阳和海夜小春那次，是因为达古斯特莉亚担任中间人……）

  （真岡だって一応中身は女性だし……朝陽くんと海夜小春のあれは、ダグストリアが中間役を担っていたからで……）

  　

  （如果内在是女性就能成功，那我们也可以吧。还有莉娅……不对，艾莉小姐担任中间人是什么意思？）

  （精神が女性ならアクセスできるという話なら我々でも出来るでしょう。あとリアさん……いえ、アイリさんによる中間役とは何ですか）

  　

  （达、达古斯特莉亚是第一个透过游戏世界来到这个世界的人，她拥有能办到这种事的『某种能力』，所以能缓和虚拟和现实的界线。只要在游戏世界内，她就能透过缓和界线来辅助其他人。）

  （だ、ダグストリアはゲームフィールドを通じて最初にこの世界へやってきた人物で、それをできるほどの『何か』があったから仮想と現実の境界線を緩めることができて、だからフィールド内であれば他の人間のアクセスを境界を緩めることで補助することができて……）

  　

  （那为什么朝阳和吴原明明不是在游戏世界，也能成功呢？）

  （ではなぜゲームフィールドでもないのに朝陽くんや呉原はアクセスできるのですか）

  　

  （这个，呃……只要成功一次，之后就没问题了……之类的……？）

  （それは、えっと……一度完全にアクセスできれば、あとはもう問題ない……的な……？）

  　

  （刚烈先生和阳菜明明是第一次见面，却能成功Access，我们反而没有理由不成功吧？就我所知，他们是因为有共同的目的——帮助莉娅小姐，内心强烈共鸣，所以才能成功。我们现在的共同目标是『解决这个事态』，所以一定也能成功。）

  （だいたい初対面である剛烈氏と陽菜がアクセスできたのに我々ができない理由など逆に存在しないと思いませんか？　話を聞いた限り彼女らはリアさんを助けるという目的の一致で強く心が共鳴したらしいですし、その理論なら私たちが今強く思っている『この事態の解決』という共通の目標があるのだからきっとアクセスだって）

  　

  　

  　

  （啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！！！吵死了吵死了吵死了啊啊啊啊啊啊啊！！！）

  （だあああぁぁぁぁぁぁ！！！　うるさいうるさいうるさぁぁぁぁぁぁーいッッ！！！）

  　

  　

  　

  　说一句回一句！不管说什么都不肯退让！简直就像死亡游戏时代时的美咲同学！！我真的很讨厌她！！

  　あぁ言えばこう言う！　何言っても引き下がらない！　まるでデスゲーム時代の美咲君みたいだ！！　ほんとにきらい！！

  　

  （我讨厌这样！我可是人类恐惧症的家里蹲！绝对不要做共享内心这种恶心的事！这不就代表内心全被看光光了吗！？我——不——要——！！）

  （僕が嫌なの！　人間恐怖症のクソ引きこもりだから！　心の共有とか気持ち悪いこと絶対嫌なの！　それって心の中を全部見られるってことでしょ！？　いーやーだぁー！！）

  　

  （现在不是说这种任性话的时候！而且听你的说法，所谓的Access其实没有那么难吧！？那就试试看吧！现在马上进行正规的Access！）

  （そんな我が儘を言っている場合ではありません！　ていうかその口ぶりならアクセスって意外とそこまで難しくないんですね！？　ならやりましょう！　正規のアクセスを今すぐにでも！）

  　

  （我不是说不要了吗！你没在听我说话吗！？只靠身体能力和怪人战斗的肌肉猩猩连脑袋都是肌肉吗！？）

  （やだって言ってるじゃん！　話聞いてなかったの！？　身体能力だけで怪人と戦ってきた筋肉ゴリラは脳みそまで筋肉なんですかぁ！？）

  　

  （啊啊，你就是个肌肉笨蛋也无所谓！快点进行Access吧！）

  （あぁもう脳筋で結構ですから！　早くアクセスしましょうよ！）

  　

  　我不是说了不要吗……我根本不想看你的记忆，而且我死都不想让你看到我的记忆。这才是正常的想法，是其他人太奇怪了。

  　だから嫌だって言ってるのにぃぃ……。きみの記憶なんて見たくもないし、なにより自分の記憶とか死んでも見せたくないよぉ。それが正常だよ、他のみんながおかしいだけだよぅ。

  　

  （呜呜～！不要就是不要！我绝对不要！！）

  （ううぅ～っ！　嫌なものは嫌なの！　ぜぇったいにやだ！！）

  　

  （～～！净说些任性的话……！你这个小萝莉给我适可而止！！）

  （～～っ゛！゛　我が儘ばかり言ってぇ……！　こんのロリっ娘いい加減にしなさい！！）

  　

  （我才不是小萝莉！？我可是比你大五岁啊！！）

  （ロリじゃないですけどぉ！？　きみより五つも年上なんですけど！！）

  　

  （那你就让我看看你年长者的本事啊！还是说你认为莉娅小姐——美咲同学被变成恶魔也无所谓吗！？）

  （なら年上の甲斐性みせてくださいよ！　それともリアさんが──美咲さんが悪魔にされてもいいと言うのですか！？）

  　

  （呜咕）

  （うぐっ）

  　

  　这和那是两码事……我确实想保护美咲同学……可是……！

  　それとこれとは話が別といいますか……確かに美咲君は守りたいけど……でもぉ……！

  　

  　

  　——只能硬着头皮上了吗！？只能上了吗！？是这样吗！！

  　──クッソ腹くくるしかないのか！？　やるしかないのか！　そうなのか！！

  　

  　

  （没错！只能上了！Let's　变身！）

  （そうです！　やるしかありません！　レッツ変身！）

  　

  （……嗯，我知道了。看来只能上了。）

  （……うん、わかった。やるしかないみたいだね）

  　

  　真的已经没有退路了，现在就算要扼杀自己不想做的想法，也必须前进。

  　本当に後がないので、ここは嫌がる自分を殺してでも先へ進まなければダメなのだろう。

  　

  　我迅速站起身，操作Access手表暂时解除变身。我们再次变回了两个人类。

  　すっくと立ちあがり、アクセスウォッチを操作して一旦変身を解除する。そうすることで僕たちは再び二人の人間へと戻った。

  　

  「哇！黑野同学……还有藤堂？你们为什么解除了变身……？」

  「わっ！　黒野さん……それに、藤堂？　なんで変身解除を……？」

  　

  　看到我们突然解除变身，美咲同学显得有些困惑。

  　突然変身を解いた僕たちを前にして、美咲君は少々困惑している。

  　

  　……他的肩膀上还留有烧伤的痕迹。我不想让他再受伤了，不会让他再受伤了——我下定决心，从Access手表中拔出存储卡。

  　……そんな彼の肩には、未だに火傷の跡が残っている。これ以上、彼に傷は負わせたくない、負わせはしない──そう心に決め、アクセスウォッチからSDカードを抜き取った。

  　

  「……理爱。」

  「……理愛」

  　

  「嗯，这样就……」

  「あぁ、これで……」

  　

  　由于拔出了强制系统的核心存储卡，现在戴在身上的手表，已经变成了货真价实的普通手表。

  　強制システムの要であるカードを抜き取ったため、今身に着けているウォッチは正真正銘ただのアクセスウォッチになってしまった。

  　

  　但是，这样就好。只能这么做了。因为没有比正规的Access更好的方法，来应对这种状况。

  　だが、これでいい。こうするしかない。正規アクセスによる能力の引き出し以上に、この事態に適した方法はないのだから。

  　

  　既然决定要做，接下来——就只有勇往直前了。

  　やると決めた。ならばあとは──突き進むだけだ。

  　

  　

  「准备好了吧，文香。」

  「準備はいいね、文香」

  　

  「当然，理爱。」

  「もちろんです、理愛」

  　

  　

  　我们彼此对视，互相点头，下定决心后面向前方，举起手臂——然后大喊！

  　互いに顔を合わせ、頷きあい、覚悟を決めて正面を向き、腕を掲げ──そして叫ぶ！

  　

  　

  　

  『变身！！』

  『変身ッ！！』

  　

  　

  　

  　喊出这句话的瞬间，炫目的光芒笼罩了我们全身，让人睁不开眼睛。

  　その言葉を叫んだ瞬間、目を開けていられないほどの眩い光が僕たちの体全体を包み込んだ。

  　

  　

  　

  （文、文香的记忆流过来了——）

  （ふ、文香の記憶が流れてくる──）

  　

  　

  　等等，也就是说……？

  　まて、ということは……？

  　

  　

  （呀、呀啊啊啊啊啊啊啊啊！！我的记忆被看到了啊啊啊啊啊住手啊啊啊啊啊啊！！！）

  （ぎっ、ぎゃああああぁぁァァッ！！　僕の記憶みられてるぅぅぅゥゥやめろぉぉぉォォォ！！！）

  　

  （等等，理爱！事到如今你还在说什——）

  （ちょっと理愛！　今更何言って──）

  　

  　啊啊，真的流过来了。从幼年期到现在的记忆，多到令人难以置信，宛如海啸般覆盖全身。糟糕，超过负荷了，不行了，要吐了。

  　あぁ、本当に流れてくる。幼少期から現在にかけての、彼女の記憶がこれでもかというほど、まるで津波のように体全体を覆いつくしていく。やばいキャパオーバーです無理です吐きそう。

  　眼前接连出现文香视角的影像——

  　目の前に文香視点の映像が次々と流れてきて──

  　

  （呜哇！文香，你爸爸差点在你面前被杀吗！？……呃，有个金色头发的女孩出现了！话说这是使用超电磁炮时的莉娅吗！）

  （うわぁ！　文香きみっ、目の前でお父さんを殺されかけてたのか！？　……って、なんか金色の女の子出てきた！　ていうかこれハイパームテキ使ってる時のリアか！）

  　

  （不用一一说出感想啦……呜哇，理爱的过去也很惨呢，我同情你。）

  （いちいち感想言わなくても……うわぁ、理愛の過去も大概ひどいですね、同情します）

  　

  （你太轻描淡写了啦？）

  （軽すぎない？）

  　

  （因为我习惯了希莉亚斯。顺带一提，我小时候也亲眼看到母亲被强盗杀害。）

  （シリアスには慣れてますので。ちなみに私も子供のころ目の前で強盗に母親を殺されてます）

  　

  　这不是可以随便说出口的话吧……好像也不是？这孩子的精神是怎么回事……？

  　サラッと言うことじゃない……なくない？　メンタルどうなってんのこの子……？

  　

  （啊，说人人到……真的把母亲……）

  （あっ、噂をすれば……ほんとうに母親を……）

  　

  　正如文香所说，眼前的影像映出那幅光景。

  　文香が言ったとおりの映像が目の前に映し出された。

  　多么不讲理、残忍——与恋爱时的景象十分相似。那孩子也和文香的母亲一样，被自私的强盗杀害。

  　なんとも理不尽で、無残な──恋のときと、よく似た光景だった。あの子も文香の母親と同様に、身勝手な強盗に殺されたのだ。

  　

  　在奇怪的地方有共通点呢，我这么心想。

  　変なところで共通点があるものだな、とそう思って。

  　

  　

  （是啊，我们两个都是。）

  （えぇ、私たち二人とも）

  　

  （……是啊，我们被美咲同学——被莉亚拯救了。）

  （……そうだね。美咲君に──リアに救われたんだった）

  　

  　

  　无论是与父亲一同被邪恶组织袭击的文香，还是被绝望推入暴走的我。

  　悪の組織に父親共々襲われた文香も、絶望に背中を押されて暴走していた僕も。

  　我们都被一名心地善良的少女，以及一名率直的少年拯救了。

  　一人の心優しい少女と、一人の真っ直ぐな少年に救われたのだ。

  　

  （那么这次就轮到我们来保护她了！）

  （ならば、今度は私たちが守らねばなりませんね！）

  　

  （嗯，是啊——）

  （うん、そうだね──）

  　

  　

  　耀眼的光芒逐渐消散。

  　眩い光が消え去ってゆく。

  　在光芒消失之处，我与文香真正合而为一，变身成文香的模样。

  　そして光っていたその場には、真に一つとなり、文香の姿へと変身した僕がいた。

  　

  「Access……完成。」

  「アクセス……完了だ」

  　

  　我小声低喃，试着将双手握了又放。

  　小さく呟きながら、両手を握ったり開いたりしてみる。

  　……嗯，感觉比刚才更加顺手了。这真的就是所谓的Access吗？

  　……うん、感覚的にもさっきより断然しっくりくる。これが本当にアクセスというものなのか。

  　

  　

  「那、那个……黑野同学？发生什么事了……？」

  「あ、あの……黒野さん？　何が起きて……？」

  　

  「你不用在意，美咲同学。我只是——不，我们只是破壳而出而已。」

  「気にしなくていいよ、美咲君。僕は──いや、僕たちはひとつ、殻を破っただけだからさ」

  　

  　我露出一抹微笑，将视线转向下方的恶魔们。

  　ふわりと笑みを浮かべ、視線を眼下の悪魔たちへと向ける。

  　

  　呼——搞定啦。

  　フッ──決まった。

  　

  　

  （……理爱，麻烦你别说些太难为情的话。）

  （……理愛、あまり恥ずかしくなるようなことは言わないで頂きたい）

  　

  （抱歉，我有点得意忘形了。）

  （ごめん、なんか調子乗ってた）

  　

  　文香的一句话让我突然感到难为情，于是收起得意的表情，清了清喉咙。

  　文香の一言で急激に恥ずかしくなってきたので、ドヤ顔をやめてコホンとひとつ咳払い。

  　我再次望向下方的恶魔们，做好奔赴战场的觉悟。

  　改めて眼下の悪魔たちを見やり、戦いへ赴く覚悟を決める。

  　

  「在解放所有力量的现在，那孩子一定也会来。」

  「すべての力を解放した今なら、きっとあの子も来てくれるはず」

  　

  　我确信自己的力量，将右手高举向天——再次呐喊。

  　力を確信し、僕は右腕を天高く頭上を掲げ──再び叫ぶ。

  　

  　

  　

  　

  「来吧！！王者之剑——————！！！」

  「来いっ！！　エクスカリバァァァァァァッッ！！！」

  　

  　

  　

  　

  　呼应我的呐喊，空中出现一颗闪耀的星星。

  　その叫びに呼応し、空に光る星が一つ。

  　星星的光芒逐渐增强，往地面落下——握在我这个与之相称的主人手中。

  　星は輝きを増して地上へと舞い降り──相応しい主人たるこの僕の手に握られた。

  　没错，现在的我是藤堂文香。既然如此，我必然会握住她的武器——圣剑王者之剑。

  　そう、今の僕は藤堂文香でもある。ならば彼女の武器である聖剣エクスカリバーを手にすることもまた必然なのだ。

  　

  「再次与我并肩作战吧，王者之剑。」

  「また共に戦おう、エクスカリバー」

  　

  　这句话既是我说的，也是文香说的。

  　それは僕の言葉であり、文香の言葉でもあった。

  　被正义之心唤醒的王者之剑，原本在现实与虚拟间徘徊，如今再次闪耀光辉——回到这个世界。

  　悪を打ち滅ぼさんとする眩き正義の心によって呼び覚まされたエクスカリバーは、融合してしまった現実と仮想の間で彷徨っていたその身を再び輝かせ──いま、世界へと舞い戻ってきた。

  　

  　我与伙伴一起跨越屋顶的栅栏，为了将声音传至满溢城市的恶魔们，以及身为元凶的恶魔，我大声宣战。

  　そんな相棒と共に屋上の柵を超え、街に溢れかえる悪魔たち、そして元凶たるデビルへ届くように、声を張り上げて宣戦布告する。

  　

  　

  「觉悟吧，恶党！王者之剑绚烂夺目的光辉，将会照亮并消灭你这团黑暗！」

  「覚悟しろ悪党！　眩く世界に絢爛するエクスカリバーの輝きが、貴様という闇を照らし打ち滅ぼすッ！」

  　

  　

  　我吐出夸张至极的台词，激励自己。我办得到——不，我们一定办得到。

  　大袈裟なくらいに大袈裟なセリフを吐いて、自分自身を焚きつける。僕はやれる──いや、僕たちならやれると。

  　

  　我们不再是刚才那个不完全的我们，而是手持菲莉斯的冰与洛伊泽的光，以及小春的闪电所构成的无敌合体武器王者之剑，化身为完美无缺的最强形态「剑兵形态」。即使是魑魅魍魉横行的这个地狱，我们也能像无双游戏一样轻松攻略。不会错的，手持王者之剑的我们是无敌的。古事记上也这么写。

  　先ほどまでの不完全な僕たちではなく、フィリスの氷とロイゼの光、そして小春の稲妻によって構成された無敵の合体武器エクスカリバーを手にし、完全無欠の最強形態『セイバーフォーム』となった僕たちならば、魑魅魍魎跋扈するこの地獄変すらも無双ゲームのように攻略することができるのだ。間違いない。エクスカリバーを持ってる僕たちは無敵だ。古事記にも書かれている。

  　

  「来吧，堂堂正正地一决胜负——」

  「いざ、尋常に勝負──」

  　

  　我踏破大楼的屋顶，再次高高跃起——举着圣剑自由落体。

  　ビルの屋上を踏み抜き、今一度天高く跳躍し──聖剣を構えて自由落下していく。

  　

  　既然已经下定决心，接下来就只有战斗了。

  　覚悟を決めたなら、あとはもう戦うだけだ。

  　

  　

  「要上啦啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！！！」

  「いくぞぉぉぉぉぉォォォォォォォッッ！！！」

  　

  　

 
  接続戦隊 デスゲーマーズ

  死亡游戏战队

  　从大楼屋顶往下看，黑野理爱变身成藤堂文香的模样，手持闪耀的圣剑与恶魔们展开激战。

  　ビルの屋上から見える眼下では、藤堂文香の姿へと変身した黒野理愛が、光り輝く聖剣を手に悪魔たちと熾烈な戦いを繰り広げている。

  　

  　她的力量提升到先前无法比拟的等级，以完全不让群聚的恶魔们靠近的猛攻，接二连三地屠杀敌人，将恶魔们变回人类——但敌方势力的数量压倒性地多。即使她手持无比强大的圣剑，恐怕也不可能打倒所有在街上昂首阔步的恶魔。

  　彼女の力は先程までとは比べ物にならないレベルで上昇しており、群がる悪魔たちを一切寄せ付けない猛攻で次々と敵を屠り、その姿を悪魔から人間へと戻していっている──が、やはり敵勢力の数の方が圧倒的に多い。無類の強さを誇る聖剣を手にした彼女とて、街に闊歩するすべての悪魔たちを倒し切るのはおそらく不可能だ。

  　

  　

  「……我只能咬着手指，在旁边看吗……」

  「……俺は、指を咥えて見てるだけだなんて……」

  　

  　

  　我用力握紧拳头，敲打屋顶的栏杆泄愤。明明这么做毫无意义，但悔恨的心情让我变得单纯，只想着泄愤。

  　拳を強く握り、屋上の柵を叩いて八つ当たりをした。そんなことをしても意味などないのに、ただ悔しさだけが先行して思考を単純化させてしまっている。

  　

  「黑野同学和文香明明只靠两个人，就对抗着大军……！」

  「黒野さんと文香は大軍を相手に二人だけで戦ってるってのに……！」

  　

  　我只能从这里眺望战况。这个事实让我心急如焚，诅咒自己的无力。可恶、可恶——我只能不断抱怨，一步也无法前进。

  　自分はここから戦況を眺めるだけしかできない。その事実が歯痒く、俺は自分自身の無力を呪った。くそ、くそ──と怨嗟を口にするばかりで、一歩も前に進むことができない。

  　

  （……夜。）

  （……夜）

  　

  　搭档在心中对没用的我喊道。

  　そんな情けない俺に向けて、心の中で相棒が声を上げる。

  　

  （我知道！我知道这样下去不行……）

  （わかってる！　このままじゃダメだってことくらい……分かってるんだ）

  　

  （那么，你打算怎么做……？）

  （それなら、どうするの……？）

  　

  　艾莉儿的语气并非质问，而是带着不安。或许是感受到我因无力而愤怒的情绪，让它有些害怕了。

  　アイリールは問い詰めるような口調ではなく、不安げな声でそう問いかけてくる。無力を嘆く俺の怒りを感じ取って、少しだけ怯えてしまっているのかもしれない。

  　

  　

  　——我真笨。

  　──バカだ。

  　我到底在做什么？

  　何をしてるんだ、おれは。

  　因为愤怒而看不清前方。这样根本无法上战场。

  　怒りで前が見えていない。こんなんじゃとても戦いになんて赴けるはずがないじゃないか。

  　

  　

  　转换心情吧。我不是什么都做不到，只是拿自己的软弱当借口，什么也不做而已。

  　切り替えろ。俺は何もできないんじゃなくて、ただ弱さを言い訳にして何も行動を起こしていないだけだ。

  　

  （……抱歉，艾莉儿。我……好像太急躁了。）

  （……悪い、アイリール。俺……焦っちゃってたみたいだ）

  　

  （没关系……还有，不要太逞强哦。你晚上并不强。）

  （ううん、平気。……あと、あんまり気負いすぎないで？　夜は、決して強くはないんだから）

  　

  　

  　——是啊，你说得没错。

  　──あぁ、その通りだ。

  　

  　在虚拟世界战斗时，以及入侵游戏世界时，我总是不强。我从来没有过只靠自己就能解决一切的力量。

  　仮想世界で戦っていた時も、ゲームフィールドに侵入したときも、いつだって俺は強くなかった。自分一人で何かを解決できる程の力を持っていた時なんて、一度もなかったじゃないか。

  　

  　那么，事到如今再感叹自己的无力也无济于事。

  　なら、今更無力を嘆いたって仕方ない。

  　只要像平常一样，在可能的范围内，尽全力做自己能做的事。

  　いつも通り、可能な範囲で、俺は自分にできることを全力でやるだけだ。

  　

  　

  「嗯！……好！」

  「ん゛っ！　……よしっ！」

  　

  　

  　我用双手拍打自己的脸颊，重新振作精神。

  　両手でパシンと自分の頬を叩き、気合を引き締めた。

  　然后操作戴在右手腕上的Access手表，开始准备变身。

  　そして右腕に装着されているアクセスウォッチを操作し、変身準備を開始させる。

  　

  　我的肩膀现在受了伤……所以为了进行战斗，变身是必要的。只要变身，我的肉体就会被美咲夜改造成『莉娅』，暂时性地恢复成无伤的状态。

  　今の俺は肩を負傷している……となれば、やはり戦闘行動を行うためには変身が必須だ。変身すれば肉体が美咲夜から『リア』に作り替えられ、一時的に無傷の体になることができる。

  　

  　虽然和现在的男性状态相比，体力和肌力都会变弱，但相对地，我能够获得轻盈敏捷的身手，以及莉娅的主要武器激光枪和超合金平底锅。

  　現在の男の状態に比べれば体力も少なく筋力も貧弱になってしまうが、その代わりに身軽さと俊敏性、それとリアの主武装であるレーザー銃と超合金フライパンを得ることができる。

  　

  　所以，如果要战斗的话，莉娅型态肯定更好。

  　ので、戦うのならば確実にリア形態の方が良い。

  　

  （艾莉儿，我们也下去战斗吧……尽量不要扯后腿。）

  （アイリール、俺たちも下に降りて戦おう。……なるべく、足を引っ張らない範囲で）

  　

  （知道了。我随时都可以。）

  （わかった。いつでも準備はいいよ）

  　

  　搭档似乎已经准备好了。那我也不用客气了。

  　相棒はいつでもいけるみたいだ。ならば遠慮はいらない。

  　

  　

  「要上了——变身！」

  「いくぞ──変身ッ！」

  　

  　

  　我用力按下表盘，将右手高举过头，大声喊道。

  　時計盤を強く押し込み、右腕を頭上に掲げて叫ぶ。

  　手表瞬间发出白光，包裹住我的全身。

  　途端にウォッチから白い光が発生し、俺の体全を包み込んだ。

  　

  「……好。」

  「……よし」

  　

  　回过神来，我的身体已经从男高中生美咲夜，变身为娇小的银发少女莉娅了。

  　気が付けば、俺の体は男子高校生の美咲夜ではなく、小柄な銀髪少女であるリアの肉体へと変身していた。

  　

  「Access——完成。」

  「アクセス──完了だ」

  　

  　我握紧自己的手，咬牙切齿地低声说道。

  　自らの手を握りしめ、噛みしめるようにそう呟く。

  　我们再次变回了两人一体的少女。

  　俺たちは今、再び二人で一人の少女へと戻ったのだ。

  　

  　

  （……我说夜，你刚才有必要说『Access——完成』吗？之前你没说过吧？）

  （……ねぇ夜、いまの『アクセス──完了だ』って言う必要あった？　前は言ってなかったよね？）

  　

  （…………）

  （…………）

  　

  （模仿黑野博士他们？难道夜觉得刚才博士他们的那个很帅，所以也想模仿吗？）

  （黒野博士たちの真似？　もしかして夜、さっきの博士たちのアレをかっこいいって思ったから、真似したくなっちゃったの？）

  　

  　你、你很烦耶……

  　う、うるさいですね……。

  　

  （你是不是也想像英雄一样，说点帅气的台词？没想到夜也有这么可爱的一面。）

  （ヒーローみたいに決め台詞とか欲しくなっちゃったのかな？　夜って意外と可愛いところあるんだね）

  　

  （啊啊啊啊啊！我知道了，我不会再说了！总之我们走吧！）

  （ああああぁ！　わかったよもう言わないから！　とにかく行こう！）

  　

  　我越过屋顶的栏杆，逃离艾莉儿那带刺的恶作剧般的话语。

  　アイリールのいたずらめいた言葉の棘から逃げるように、俺は屋上の柵を超えた。

  　

  　稍微耍帅一下有什么关系……我可是男孩子啊！（恼羞成怒）

  　いいじゃんちょっとぐらいカッコつけたって……男の子なんですよ！(逆ギレ)　

  　

  （随便你，不过我们要怎么下去？屋顶的门锁着，我们又不像有身体强化能力的文香，从这里跳下去会死的。）

  （別に何でもいいけど、どうやって下まで降りるの？　屋上のドアは鍵が閉まってるし、身体強化がある文香と違って私たちがここから飛んだら死ぬよ？）

  　

  （这个嘛……）

  （それは……）

  　

  　实际上该怎么办呢？腰上的枪套里有激光枪，背上不知何时也多了一把平底锅，武装本身是万无一失……但没有前往战场的移动手段。

  　実際どうしたものか。腰のホルダーにはレーザー銃があって、背中にはいつの間にかフライパンがくっ付いているから、武装自体は完璧なんだけど……肝心の戦場へ向かうための移動手段がない。

  　

  　如果艾莉儿能像虚拟世界那样变成幽灵在空中飞，那就简单了。对吧对吧？

  　仮想世界のようにアイリールが幽霊になって空飛べれば話が早いんだけどな？　ねぇねぇ？

  　

  （别强人所难了……我不是说了从这里跳下去会死吗……而且那个能力也只有在那个世界才能用……）

  （無茶言わないで……ここから飛んだら死ぬって言ってるじゃん……それにあの能力はあの世界だったから使えてただけだし……）

  　

  （不，如果陷入绝境的话，说不定会发动。）

  （いや、追い詰められた状況になればもしかすれば発動するかもしれないぜ）

  　

  （笨蛋，要是我和你分离的话，就会解除Access了。）

  （ばーか、だいたい私と夜が分離しちゃったらアクセス解けちゃうでしょ）

  　

  （呜……那该怎么办？）

  （うぐっ……じゃあどうするんだよ）

  　

  　无计可施，我们两人陷入沉默。

  　行き詰まってしまい、二人して黙った。

  　有没有什么好方法呢——

  　何か良い方法はないものか──

  　

  　

  （啊，夜，你看那边。）

  （あっ、夜。あれ見て、あそこ）

  　

  （嗯？）

  （ん？）

  　

  　

  　在心中的艾莉儿催促下，我抬起头，视线从大楼下方转向正面。

  　心の中のアイリールに促され、顔を上げて視線をビルの下から正面へと向けた。

  　

  　

  「……那是！」

  「……あれは！」

  　

  　

  　在正面的远处，可以看到一名少女一边在空中飞行，一边朝地面射击。

  　正面の遠くに見えるのは、空を飛びながら地上へ向かって銃を撃っている一人の少女の姿が。

  　

  　少女的发色是『红色』——至少在我认识的人当中，只有一名红发少女。

  　少女の髪の色は『赤』──少なくとも俺の知り合いには、赤色の髪の毛をした少女は一人しか心当たりがない。

  　

  　她有着天真烂漫的快活性格，是小我一岁的后辈，称呼我为『莉娅姐』，是绑着披肩双马尾的巨乳少女。

  　天真爛漫を絵に描いたような快活な性格で、年齢が一つ下の後輩で、俺のことを『リアねえ』と呼び慕ってくれる赤髪ツーサイドアップの巨乳少女。

  　

  　她的名字是——

  　その名は──

  　

  「阳菜……自由之丘阳菜！」

  「陽菜……自由ヶ丘陽菜！」

  　

  　不，那是阳菜，但也不是阳菜。

  　いや、あれは陽菜であって陽菜ではない。

  　在这个现实世界，能力者为了使用自己的异能，必须和搭档的某人进行『Access』。

  　この現実世界で能力者が自らの異能を遣うためには、パートナーたる誰かと『アクセス』をしなければならないのだ。

  　

  「……对了，是刚烈先生。是那个人变身成阳菜在战斗。」

  「……そうか、剛烈さんだ。あの人が陽菜に変身して戦っているんだ」

  　

  　如果是德姆队的刚烈先生变身的话，就能解释为什么身为学生的阳菜能使用枪械了。

  　デム隊の剛烈が変身しているのならば、能力を使いつつ、本来学生である陽菜が持ち得ない銃器を使用していることにも合点がいく。

  　

  　然后——

  　そして──

  　

  （夜，这样的话……）

  （夜、これなら……）

  　

  （是啊，只要刚烈先生帮忙，就能一起飞到地面了！）

  （あぁ、剛烈さんに協力してもらえば、一緒に飛んで地上へ下りられる！）

  　

  　既然决定了，那就马上行动。

  　そうと決まればさっそく行動だ。

  　我张开双手在嘴巴周围做出屏障，用临时做出来的扩音器大声喊道：

  　開いた両手で口の周りに壁を作り、即席メガホンで声が広がるように工夫し、叫ぶ。

  　

  　

  「喂——！刚烈先生——！！」

  「おぉーいっ！　剛烈さーん！！」

  　

  　

  （……啊，太好了，夜。刚烈先生朝这边过来了。）

  （……あっ、やったよ夜。剛烈さん、こっち向いた）

  　

  （好！）

  （よしっ！）

  　

  　

  　我毫不掩饰地摆出胜利姿势，然后立刻用力挥动双手，让她知道我们的存在。在这期间，我一边喊着「喂——」一边等待，刚烈先生在短短几十秒内就来到了我们面前。

  　包み隠さずガッツポーズをし、すぐさま大きく両手を振って彼女に存在を知らせる。その間もおーいと叫びながら待っていれば、ほんの数十秒で剛烈さんは俺たちの目の前に到着した。

  　

  「美咲同学！你在这里做什么……！」（啊——！是莉娅姐——！）（喂，阳菜，安静点！）

  「美咲くん！　こんなところで何を……！」（あ゛ぁ゛ー！　リアねえだぁー！）（ちょっと陽菜ちゃん静かに！）

  　

  　刚烈先生有些焦急地问道。也难怪他会惊讶，毕竟我们正站在战场正中央的大楼屋顶上，而且我变身成了莉娅的样子。

  　来てくれた剛烈さんは少しばかり焦っている。確かに戦場のど真ん中にあるビルの屋上で、しかもリアの姿に変身しているのだから驚くのも無理はない。

  　

  　……不过，能看到那个总是开朗又无忧无虑的阳菜露出这么认真的表情……感觉还挺新鲜的。不过，毕竟内在是刚烈先生，所以认真也是理所当然的。

  　……しかし、あのいつも明るくて能天気な陽菜の、めちゃくちゃ真面目な表情を見られるの……なかなか新鮮だな。まぁ、中身が剛烈さんだから真面目なのは当たり前なんだけども。

  　

  「刚烈先生，我们也来战斗吧。」

  「剛烈さん、俺たちも戦います」

  　

  「哎……？可、可是……」

  「え……？　で、でも……」

  　

  　她的反应不太好，不过这也是理所当然的。我本来是不能战斗的一般市民，而且莉娅本身也已经固定给人非战斗人员或者杂鱼的印象了。

  　彼女の反応は良くないが、それは当然だ。本来俺は戦っちゃいけない一般市民で、そもそもリア自体に非戦闘員もしくはクソ雑魚的なイメージが定着してしまっているのだから。

  　

  　但是，我不能在这里退缩。

  　でも、ここで引き下がるわけにはいかない。

  　

  「拜托了！我绝对不会扯你后腿的！」

  「お願いします！　絶対足引っ張ったりはしませんから！」

  　

  「等、等一下，你看看这个城市的惨状？这和只要破坏核心就能解决的游戏场地事件是不一样的哦？而且，把你这个好不容易才变回普通学生的人卷进来的话……」

  「ま、待って、この街の惨状を見て？　核を破壊すれば解決するあのゲームフィールド事件とはワケが違うんだよ？　それに、ようやく普通の学生に戻れたキミを巻き込むのは……」

  　

  　不把我卷进来的理由，是出于大人特有的责任感，以及以前和我一起睡觉时说过的『我绝对会保护你的』这句话吧。

  　俺を巻き込まんとする理由は大人ゆえの責任感と、以前俺と一緒に寝たときの『絶対に守ってみせるからね』という言葉から来ているのだろう。

  　

  　

  　但是，即使如此……！

  　でも、それでも……！

  　

  　

  「我不想让你一个人遭遇危险！如果刚烈先生要保护我的话，我也想保护刚烈先生！之前我也说过了……为了刚烈先生，我愿意付出一切努力！」

  「あなただけに危険な思いをさせたくはないんです！　剛烈さんが俺を守ってくれるなら、俺も剛烈さんを守りたい！　前にも言いましたけど……俺、剛烈さんの為ならいくらだって頑張れます！」

  　

  「……美咲……」

  「……美咲、くん……」

  　

  「请让我用这双手保护你！保护你这个我重要的（伙伴）！」

  「この手で守らせてください！　大切な（仲間である）あなたのことを、俺にも！」

  　

  「……～！？」（这难道是莉娅姐的告白吗！？喂，雪音小姐！？喂，我说你啊！？）（吵、吵死人了！怎怎怎、怎么可能……！）

  「っ……～っ！？」（これってリアねえからの告白では！？　ねぇ雪音さん！？　ねぇってば！？）（う、うううるさいなぁ！　そそそ、そんなわけ……！）

  　

  　

  　咦？她怎么把头转过去了……难道是我刚才用词不当吗……？

  　あれ？　なんかそっぽ向いちゃった……もしかして、今の言葉選びまずかったか……？　

  　

  　

  （那个……晚上，难道你是故意的？）

  （あの……夜、もしかしてわざとやってる？）

  　

  （啊？艾莉儿，你在说什么……？）

  （は？　何言ってんだアイリール……？）

  　

  （我说啊～～不要摆出（恋爱喜剧特有的迟钝）主角态度啦～～？连我都跟着害羞起来了～～）

  （ねえぇぇ～～、その（ラブコメ特有の鈍感）主人公ムーブやめてぇ～～？　こっちまで恥ずかしくなってくるんだけど～～）

  　

  （你到底在说什么啊！？）

  （お前マジで何言ってんだ！？）

  　

  　

  　最近经常埋头看漫画的艾莉儿，感觉比以前更常有机会说些奇怪的话。

  　最近よく漫画を読みふけっているアイリールは、以前より時折おかしなことを言う機会が多くなったように感じる。

  　总之，现在没空搭理这个莫名其妙的搭档。

  　ともかく、今はこのよくわからん相棒にかまっている暇はない。

  　

  「刚烈先生！拜托你了！」

  「剛烈さん！　お願いします！」

  　

  「…………呜～！我知道了，我知道了啦，不要这么轻易就低头……！」

  「…………うぅ～！　わかった、わかったからそんな簡単に頭下げないで……！」

  　

  「！……谢谢！我们一起打倒魔鬼吧！」

  「っ！　……ありがとうございます！　一緒にデビルをやっつけましょう！」

  　

  　刚烈先生允许我一起战斗，我对此感动至极，情不自禁地握住了他的手。

  　共に戦うことを許可してくれた事実に感極まってしまい、思わず剛烈さんの手を握った。

  　

  「呼呀啊啊啊啊啊啊↑」（雪音小姐，莉娅姐绝对喜欢我们！我们抱上去吧！）（笨、笨蛋！别说奇怪的话！……现、现在得先解决眼前的事态！嗯！现在先这样！）

  「ふひゃあぁぁぁぁぁ↑」（雪音さんこれリアねえ絶対あたしたちのこと好きですよ！　抱きついてOKしちゃいましょうよ！）（ば、バカ！　変なこと言わないの！　……い、今はとにかく事態を解決しないと！　うん！　今は！）

  　

  「刚、刚烈先生……？」

  「ご、剛烈さん……？」

  　

  　他怎么突然发出怪声……

  　なんか急に奇声あげたけど……。

  　

  「不不不，什么事都没有！好了，我们走吧，美咲同学！我要飞了，你要抓紧哦！」

  「いやいや全然何でもない！　それよりほら行くよ美咲くん！　空飛ぶからしっかり掴まっててね！」

  　

  「呜哇！？」

  「うわっ！？」

  　

  　刚烈用力摇头，连珠炮似地说完后，立刻用公主抱的姿势抱起莉娅状态的我，二话不说从大楼跳了下去。

  　首をぶんぶん横に振って捲し立てた剛烈はすぐさまリア状態の俺をお姫様抱っこすると、有無を言わさずビルから即座に飛び降りた。

  　

  　

  　等、等一下，要掉下去了，要掉下去了——！

  　ちょ、落ちる落ちる、落ちるぅ──！

  　

  　

  「咿呀啊啊啊啊啊啊！！」

  「ひぎゃあああああぁぁ！！」

  　

  「我会让你飘起来的，放心吧！」

  「ちゃんと浮遊してるから大丈夫だよ！」

  　

  　刚烈一边安抚因恐惧而大叫的我——一边在不知不觉间从自由落体转换成自在的空中浮游。

  　恐怖で叫び散らす俺を宥めつつ──いつの間にか剛烈は自由落下から自在な空中浮遊へと移行していた。

  　

  「呜、欸……？」

  「う、ぇ……？」

  　

  「好了，美咲同学，睁开眼睛。我们飞起来了。」

  「ほら、目を開けて美咲くん。ちゃんと飛んでるから」

  　

  　因为体型娇小，我整个人被刚烈抱在怀里，我勉强抬起头，睁开因坠落的恐惧而变得沉重的眼皮。

  　体が小さいため剛烈の腕にすっぽりと収まっている俺は、なんとか顔だけでも上げ、落下の恐怖で重くなっていた瞼を開いた。

  　

  　映入眼帘的是宛如迷你模型般的街景。

  　その目に映るのはまるでミニチュアのように見えてしまう街の風景。

  　我们宛如老鹰般在空中飞翔，景色不断变换。

  　まるで隼のように空を飛翔していき、景色が次々と切り替わっていく。

  　

  「这……这就是，天空的世界……！」

  「こ……これが、空の世界……！」

  　

  「没时间感动了！要降落在哪里！？」

  「感動してる暇はないよ！　どこに降りる！？」

  　

  　哎呀，这可不行。现在确实不是感动的时候。刚烈抱着我无法应战，我也得快点降落到地上战斗才行。在这种状态下被恶魔们攻击的话，后果不堪设想。

  　おっと、これはいけない。確かに感動している場合じゃなかった。俺を抱えたままじゃ剛烈が応戦できないし、俺も早く地上に降りて戦わないと。この状態で悪魔たちに攻撃されたら目も当てられない。

  　

  　我指着恶魔相对较少的十字路口，对抱着我的刚烈喊道。

  　比較的悪魔が少ない交差点を指差し、抱えてくれている剛烈に呼びかける。

  　

  「总之先把我放在那里！我一边到处跑一边打倒附近的恶魔，然后直接和黑野同学会合！」

  「とりあえずあそこに下ろしてください！　走り回りながら近くの悪魔を倒していって、そのまま黒野さんと合流します！」

  　

  「知道了！虽然因为联络不上而感到不安，但黑野博士也在战斗呢……！」

  「わかった！　連絡が取れないから不安だったけど、黒野博士も戦ってるんだね……！」

  　

  「是的，她和我们一样和文香Access，一个人一口气对付一大群恶魔！」

  「はい、俺たちと同じように文香とアクセスして、一人で大勢の悪魔たちを一気に相手取ってます！」

  　

  「欸，一、一个人！？真是的，太乱来了……！」（在莉娅姐面前大家都想耍帅呢。）（因为不想让她看到自己难堪的样子啊！特别是美咲同学！）

  「えぇっ、ひ、一人でぇ！？　まったく無茶するなぁ、もう……！」（リアねえの前だとみんなカッコつけがちですね）（そりゃカッコ悪いところ見せたくないからね！　特に美咲くんには！）

  　

  　

  　刚烈用子弹和激光牵制地面上的恶魔们，确保安全后暂时降落到地上。

  　銃弾とレーザーで地上の悪魔たちを牽制し、安全確保をしてから一旦地上へと着地する剛烈。

  　刚烈缓缓把我放在水泥地上，然后马上用能力再次让我浮在空中。

  　そして俺をゆっくりとコンクリートの地面に下ろすと、すぐさま能力で空中浮遊を再開した。

  　

  「我们去帮忙疏散一下人群！美咲同学，你一个人没问题吧！？」

  「私たちは避難の方を少し手伝ってくるから！　美咲くん一人でも大丈夫！？」

  　

  「当然没问题！刚烈先生请放心，专心引导大家避难！」

  「もちろん余裕です！　剛烈さんは安心して避難誘導に専念してください！」

  　

  「……不愧是男孩子。这里就交给你了！」

  「……さすが、男の子だね。じゃあここは任せるよ！」

  　

  　刚烈轻轻一笑，马上转身飞向还有些来不及避难的人们。

  　フッと小さく笑った剛烈はすぐさま俺に背を向け、まだ少し避難に遅れている人たちがいる方へ飛んで行った。

  　

  （好，我们走吧，艾莉儿。）

  （よし、いくぞアイリール）

  　

  （先和博士会合。）

  （まずは博士と合流だね）

  　

  　我再次确认最初的任务，从腰间的枪套里取出激光枪，用右手握着。

  　最初に果たすべきミッションを再確認し、俺は腰のホルダーからレーザー銃を取り出し右手で握った。

  　

  「让开！」

  「道を開けろーッ！」

  　

  　我一边用激光枪朝挡在前方的恶魔们乱射，一边朝下一个十字路口跑去，准备和在那里战斗的黑野会合。

  　前方に立ちふさがる悪魔たちにレーザーを乱射しながら、二つ先の広い交差点で戦闘している黒野と合流するべく、俺はその場から駆け出した。

  　

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　…………

  　…………

  　

  　………………

  　………………

  　

  　

  　

  「哇啊啊！」

  「うわわっ！」

  　

  　路上，我遇到一群恶魔，他们像长篠之战的织田信长一样，不断轮番发射火球。

  　道中、まるで長篠の戦で織田信長がおこなった鉄砲三段撃ちのごとく、次々と入れ替わりながら火の玉を撃ち続ける悪魔の集団と出くわした。

  　

  　恶魔们竟然有能采取战术的智力，我对此感到惊讶，同时用平底锅保护自己，一有机会就滚到附近的车影下。

  　悪魔たちに戦術が取れるほどの知能が備わっていることに驚きつつ、俺は何とかフライパンで身を守り、隙を見て付近の車の影へ転がり込んだ。

  　

  「可恶，本来以为他们只是群聚在一起，没想到还挺聪明的……！」

  「くっそ、ただ群れるだけだと思ってたけど、意外と賢いなあいつら……！」

  　

  　躲在车后时，恶魔们也持续攻击，我不能一直躲在这里。必须找机会发动攻势才行。

  　隠れている間も攻撃を続けてくるため、いつまでのこの車の後ろに隠れているわけにはいかない。どこかで隙を見て攻勢に出ないと。

  　

  （等等，夜，你看——不只恶魔。）

  （待って夜、あれ──悪魔だけじゃない）

  　

  （你说什么？）

  （なんだって？）

  　

  （你看那边。）

  （ほら、あそこ見て）

  　

  　我被艾莉儿的话驱使，偷偷从车后探出头，观察敌人的状况。

  　アイリールの言葉に突き動かされるまま、コッソリと車の影から顔を出し、敵の様子をうかがってみる。

  　

  　前方是长着黑色翅膀的人类——在假想世界里，我好像看过他们，皮肤的颜色有红有蓝，外表特殊，也就是所谓的「普通怪人」。

  　その先にいるのは、黒い羽根を生やした人間たち──と、仮想世界で見覚えがあったような気がする、肌の色が赤とか青だったりと特殊な姿をしている、いわゆる『普通の怪人』たち。

  　

  　看来这次的怪人大骚动，不是魔鬼一个人引起的孤独战争。

  　どうやら今回の怪人大騒動はデビル一人が引き起こした孤独な戦争というわけではないらしい。

  　

  （艾莉儿，这是怎么回事？）

  （アイリール、どういうことだ？）

  　

  （虽然只是我的猜测……我想，魔鬼大概一开始就和其他怪人联手，在凑齐在街上作乱的人数后，才引起这场骚动。从那些怪人的数量来看，如果他们是被这场骚动影响，或是趁机起哄，人数明显太多了。）

  （憶測だけど……多分、デビルは最初から他の怪人たちと徒党を組んでいて、街で暴れる人数が揃ってからこの騒動を起こしたんだと思う。あの怪人たちの数からして、この騒ぎに触発されたり悪ノリで出てきたにしては、明らかに人数が多すぎる）

  　

  　哦哦～这就是名侦探艾莉儿。推理的速度根本是异次元。

  　おぉ～、これは名探偵アイリールだ。推理の速度が異次元だぜ。

  　

  （等等，夜，现在不是开玩笑的时候。）

  （ちょっと夜、ふざけてる場合じゃないよ）

  　

  （我知道啦……不过，除了恶魔以外，还必须提防其他敌人，有点棘手呢。）

  （分かってるって。……しっかし、悪魔以外も警戒しないといけないのは、ちょっとキツイな）

  　

  　恶魔们只有微弱的飞行能力与能变出火球的性能，稍微思考一下就能轻易想出对策。

  　悪魔たちはちょっとした飛翔能力と火の玉が出せる程度の性能なので、少し考えれば対策は容易だ。

  　然而，如果其中还混杂了能力各异的怪人，事情就另当别论了。

  　しかし、そこに個々で能力が違う怪人たちも混ざっているとなれば話は変わってくる。

  　

  　到底该怎么办——

  　いったいどうすれば──

  　

  　

  （啊，夜，你看那边。）

  （あっ、夜。あれ見て、あそこ）

  　

  （欸，又有人了吗？）

  （えっ。また誰かいるの？）

  　

  　

  　我顺着心中艾莉儿的催促，再度从车后探出头来，望向敌人集团。

  　心の中のアイリールに促されるがまま、もう一度車の影からこっそり顔を出し、敵の集団の方へ目を向けた。

  　

  　

  「……那是！」

  「……あれは！」

  　

  　

  　一名少女在我们眼前，散发出炫目光芒，以光束炮与枪支屠杀着怪人们。

  　目と鼻の先には、眩い光をまき散らしながら光熱線や銃器で怪人たちを屠っている、一人の少女の姿が。

  　

  　少女的发色为『金色』——至少在我认识的人之中，只有一个人拥有如此美丽地反射光芒的金色长发，而非用廉价染发剂染出来的。

  　少女の髪の色は『金』──少なくとも俺の知り合いには、安いカラーリング材で染めたようなものではなく、あそこまで光を綺麗に反射する豪奢な金色の髪の毛をした少女は一人しか心当たりがない。

  　

  　她并非恃才傲物，由于平易近人，拥有许多朋友，与我同年，是知名企业的千金，昵称我为『莉亚小姐』，是一名金色纵卷发的巨乳少女。

  　才色兼備を鼻にかけることなくその人当たりの良さゆえに大勢の友人を持つ、同い年で有名企業の令嬢で、俺のことを『リアさん』と呼び親しんでくれている、金髪縦ロールの巨乳少女。

  　

  　她的名字是——

  　その名は──

  　

  「洛伊泽……高月洛伊泽尔！」

  「ロイゼ……高月ロイゼール！」

  　

  　不对，那是高月，却不是高月。

  　いや、あれは高月であって高月ではない。

  　能力者在现实世界中若要使用异能，必须与搭档进行『Access』。

  　この現実世界で能力者が自らの異能を遣うためには、パートナーたる誰かと『アクセス』をしなければならないのだ。

  　

  「……这样啊，是真冈小姐，她变身成高月在战斗。」

  「……そうか、真岡さんだ。あの人が高月に変身して戦っているんだ」

  　

  （这已经是第二次了，还要再讲一次吗？）

  （このくだり二回目だけどまたやるの？）

  　

  　就省略吧。总之，我也别躲在车子后面了，去助阵吧！

  　省略しよう。とにかく俺も車の裏になんか隠れてないで、加勢に行くぞ！

  　

  　

  「喂——！真冈小姐——！」

  「おーい！　真岡さーん！」

  　

  「唔，艾莉——不对，你是小弟弟呢。」（呀——！是莉亚小姐！我多久没见到她那副模样了啊！？她还是一样迷你又可爱呢！）（洛伊泽，你冷静点。）

  「むっ、アイリ──いえ、あんたはボウヤね」（きゃー！　リアさんです！　あの姿でお会いしたのはいつぶりでしょうか！？　相変わらずミニマムで可愛らしいですわ！）（落ち着きなさい、ロイゼ）

  　

  　我站到瞬间看穿我的真冈身边，举起激光枪。来到附近后，我再度体会到敌人的数量相当多。

  　一瞬にして俺を見破った真岡の隣に立ち、レーザー銃を構えた。こうして近くまで来て改めて分かったが、敵の数は相当だ。

  　

  「小弟弟，你那模样……这样啊，你也是为了战斗而来到这里的吧？」

  「ボウヤ、その姿は……そう。あんたも戦うためにこの場にいるのね？」

  　

  「对！这场骚动的元凶恶魔想要黑野同学的命，总之，我必须和她会合！」

  「あぁ！　この騒動の元凶のデビルは黒野さんの命を狙ってるから、とにかくあの人と合流しないと！」

  　

  「原来如此，你们应该在约会……但你还是一样容易被卷入麻烦呢。」

  「なるほど。あんたらデートしてたはずだけど……相変わらず巻き込まれ体質ねぇ」

  　

  　真冈小姐无奈地耸了耸肩，但她的表情却显得游刃有余。她果然是个无论何时都不会忘记从容的大人——我感到钦佩，同时将注意力放在敌人身上。

  　やれやれ、と肩をすくめる真岡さんだが、その表情はどこか余裕そうだ。やっぱりこの人はいつでも余裕を忘れない大人だ──なんて感心しつつ、しっかりと意識は敵の方へと向けておく。

  　

  「黑野博士也变身战斗了吗？对手是谁？」

  「もしかして黒野博士も変身して戦ってる感じ？　相手は？」

  　

  「欸？你竟然知道……我的搭档是文香哦。」

  「うぇっ？　よく分かったな……パートナーは文香だよ」

  　

  「这样啊，有她当搭档的话，应该没问题吧。」

  「そう。あの子がパートナーなら大丈夫そうね」

  　

  　真冈小姐将手中的手枪随手一扔，张开双手开始累积光芒。

  　真岡は手に持っていた拳銃をポイと投げ捨て、両手を広げて光を蓄積させ始めた。

  　接着，她以有些歉疚的嗓音对我说：

  　そして、少しだけ申し訳なさそうな声音で、俺に声をかける。

  　

  「又让你战斗了……对不起。」

  「また戦わせちゃって……ごめんなさいね」

  　

  「不，希望你别道歉。我……能像这样和你一起战斗，很开心。」

  「いや、謝らないでほしい。俺……こうして真岡さんと一緒に戦うことができて嬉しいんだ」

  　

  　死亡游戏时，我一味地依赖她，回到现实后也鲜少能帮上真冈小姐的忙。毕竟游戏场域的事件，最终都是由我以外的人解决的。

  　デスゲームのときは頼りっきりで、現実に戻ってからも真岡さんの役に立てたことは少ない。結局ゲームフィールドの事件は、最終的にすべて俺以外の人が解決していたから。

  　

  　不过，这次我一定要帮上忙，好好报答她。

  　でも、今度こそ。今回こそ絶対に役に立って、ちゃんと恩返ししてみせる。

  　

  「为了你（和伙伴），我什么都愿意做！别说抱歉，多依赖我一点吧！」

  「あんた（と仲間）の為ならなんだってやるから！　ごめんとか言わないで、もっと俺のことを頼ってくれ！」

  　

  「！…………呵呵。」（咦！？咦！？正太郎先生！？这究竟是怎么回事！？）（真伤脑筋～♪我真是个罪恶的女人！）

  「っ！　…………ふふっ」（え！？　えっ！？　正太郎さん！？　どういうことですこれはいったい！？）（困ったわねぇ～♪　アタシって罪な女ッ！）

  　

  　真冈突然露出开心的表情，双手捧着脸颊，开始扭动身体……什么啊，有点恶心。

  　急に真岡が嬉しそうな表情になって、両手を自分の頬に当てながらでクネクネし始めた。……なんだ、ちょっとキモイ。

  　

  　

  （欸～～～夜～～～～）

  （ねぇぇ～～～夜さぁぁぁ～～～～）

  　

  （你很吵耶！？今天的艾莉儿不太对劲哦！？）

  （いちいちうるせーなお前！？　今日のアイリールなんかおかしいぞ！？）

  　

  （哎呀，真的很恶质耶。怎么？你想建立后宫吗？不问男女哦？）

  （いやほんっっとにタチ悪いよ？　なに？　男女問わずハーレムでも作りたいの？）

  　

  　什么跟什么啊，莫名其妙……真要说的话，我可是破坏后宫的人耶。

  　何なんだ、わけわかんねぇ……。だいたい俺、どちらかといえばハーレムをぶっ壊した方の人間なんですけど。

  　

  「好！我用激光烧光前方的敌人！你从空出来的路往前冲！只有你能保护黑野博士了！」

  「よーし！　アタシがレーザーで前方の敵を焼き払うわ！　そこにできる道から先に進みなさい！　黒野博士を守れるのはアンタだけよ！」

  　

  「好！谢谢你！」

  「あぁ！　ありがとう！」

  　

  「我要大显身手啦————！」

  「張り切っちゃうわよォォォッ！」

  　

  　她特地提振士气，真是感激不尽。我也效仿真冈小姐，强势进攻吧。

  　わざわざテンションを上げて士気も上げようとしてくれているのか、ありがたい。俺も真岡さんに倣って強気で行こう。

  　

  「哔——————————！！好，冲吧冲吧！」

  「ビィィィィィィィムっ！！　はい、行った行った！」

  　

  「得救了，真冈小姐！」

  「助かったよ真岡さん！」

  　

  　多亏有她，我杀出了一条血路。现在正是前进的时候——！

  　彼のおかげで道が切り開かれた。今こそ前進のときだ──！

  　

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　…………

  　…………

  　

  　………………

  　………………

  　

  　

  　

  （啊，晚上了。你看那边。）」

  （あっ、夜。あれ見て、あそこ）

  　

  （什么！？第三个人吗！？）

  （なに！？　三人目か！？）

  　

  　在看到眼前正在战斗的黑野时，心中的艾莉儿小声地叫我往旁边看。

  　目前に戦闘中の黒野が見えてきたあたりで、心の中のアイリールが横を向けと囁いた。

  　我听从她的话，把头转向右边——

  　その言葉に従って右方向に首を動かすと──

  　

  「……那是！」

  「……あれは！」

  　

  　映入眼帘的，是驱使着连我这边都能感受到的寒气进行战斗的少女。

  　視界に映ったのは、こちらまで冷気が及ぶほどの氷を駆使して戦闘を繰り広げている少女の姿。

  　

  　少女的发色是『蓝色』——严格来说是水蓝色，所以应该算是青色，总之蓝色头发的少女我只想得到一个人。

  　少女の髪の色は『青』──厳密には水色なのでシアンとかそこら辺だけど、ともかく青色の髪の毛をした少女は一人しか心当たりがない。

  　

  　在如冰一般冰冷的面无表情下，隐藏着为朋友着想的火热内心，与我同龄且喜欢珍珠奶茶，留着蓝色短鲍伯头的巨乳少女。

  　氷のように冷たい無表情の奥に、友達思いの熱い心を秘めている、同い年でタピオカ好きの、青髪ショートボブの巨乳少女。

  　

  　她的名字是——

  　その名は──

  　

  「菲莉斯……菲莉斯・雷诺拉！」

  「フィリス……フィリス・レイノーラ！」

  　

  　不对，那是——

  　いや、あれは

  　

  （欸，已经第三次了哦？够了啦。）

  （ねぇぇもう三回目だよ？　もういいよぉ）

  　

  　

  　了解！那是变身成菲莉斯的我的挚友吴原！总之先去帮忙吧！

  　了解！　あれはフィリスの姿に変身した、俺の親友である呉原だ！　とりあえず加勢に行こう！

  　

  　

  「吴原！你没事吧！」

  「呉原ーっ！　だいじょぶかぁー！」

  　

  「嘿咻——唔哦，美咲！？」

  「よっと──うおっ、美咲！？」

  　

  　他明显没有确认我的Access手表，就立刻判断出不是艾莉儿而是美咲夜。这个挚友也太喜欢我了吧。

  　明らかに俺のアクセスウォッチを確認する前に、リアの姿をした俺をアイリールではなく即座に美咲夜と判断した。なんだこの親友おれのこと好きすぎだろ。

  　

  　

  （不是，因为说话方式和我不同，所以马上就知道了吧……）

  （いや、そりゃ私とは違う喋り方だったんだからすぐ分かるでしょ……）

  　

  （欸！……啊，确实如此。嗯，没错没错，我太心急了。）

  （えっ！　……あ、確かにそうだな。うん、そうだそうだ、いけない俺の早合点だった）

  　

  （……我说夜，你是不是有点太喜欢吴原了？）

  （……夜さ、ちょっと呉原君のこと好きすぎない？）

  　

  （怎怎怎怎么可能啊！？你不要随便乱说啊！）

  （そそそそんなわけないだろ！？　いい加減なこと言うのも大概にしろお前ーっ！）

  　

  （啊啊啊啊啊，恋爱喜剧的迟钝男主角行动之后，又来了个傲娇女主角行动，这个人好麻烦啊……）

  （ああぁぁぁラブコメ鈍感主人公ムーブのあとにツンデレヒロインムーブとか面倒くさいよこの人ぉ……）

  　

  　你才是从刚才开始就一直啰嗦个不停，好麻烦啊！给我闭嘴啊笨蛋！

  　お前こそさっきからうるさくて面倒くさいんじゃい！　ちょっと黙ってろアホ！

  　

  　

  「吴原，我来帮你了！一起战斗吧！」

  「助けに来たぞ呉原！　一緒に戦おう！」

  　

  「哦、哦。」（是莉娅。喂，永治，是莉娅哦。莉娅变回女孩子了。不是艾莉，是莉娅哦哦哦哦哦♡）（菲莉斯，你很恶心哦……？你怎么了……？）

  「お、おう」（リアだ。ねぇ永治、リアだよ。リアが女の子に戻ってるよ。アイリじゃないよこの子リアだよぉおっほぉ♡）（気持ち悪いぞフィリス……？　どうした……？）

  　

  　吴原双手拍向地面，从那里生成了巨大的冰墙。这样就暂时做出了一道屏障。

  　呉原が両手を地面に叩きつけ、そこから大きな氷の壁が生成された。これで一時的に防壁が作られたことになる。

  　好，趁现在共享情报。

  　よし、今のうちに情報共有だ。

  　

  「吴原，那个藤堂是黑野同学使用了Access后的模样。然后这次的幕后黑手是魔鬼，它带着各种各样的怪人来取黑野同学的性命。」

  「呉原、あの藤堂は黒野さんがアクセスした姿だ。それで今回の黒幕はデビルで、いろんな怪人たちを引き連れて黒野さんの命を狙ってる」

  　

  「原、原来如此……？给我十秒的时间。」

  「な、なるほど……？　ちょっと十秒だけ時間くれ」

  　

  「欸？嗯、嗯。」

  「へ？　う、うん」

  　

  　因为吴原这么说，我便闭上了嘴。

  　呉原に言われたので黙る俺。

  　

  　吴原闭上眼睛，嘴里念念有词。

  　目を閉じて唸る呉原。

  　

  　

  　五秒。

  　五秒。

  　

  　

  　——十秒。

  　──十秒。

  　

  　

  「……好，我大概明白了。」

  「……よし、だいたい分かった」

  　

  「真的吗？」

  「ほんと？」

  　

  「嗯。总之我们先去帮黑野博士吧。虽然她现在是强大的战力，但同时也是我们保护的对象。」（喂永治！我们保护的对象是莉娅啊！？）（你很烦欸稍微安静一下！）

  「あぁ。とりあえずは黒野博士に加勢しよう。今のあの人は強力な戦力だけど、同時に守る対象でもある」（おい永治！　守る対象はリアなんだが！？）（うるせーなお前は少しだぁってろ！）

  　

  「明白了，那我们走吧！」

  「わかった、じゃあ行こう！」

  　

  　

  　我和吴原决定好接下来的作战行动后，便从原地跑了起来，冲向在前方挥舞着圣剑的文香——黑野同学的身边。

  　次なる作戦行動を決めた俺と呉原はその場から走り出し、少し先で聖剣をブン回している文香──黒野さんの元へ駆けつけた。

  　

  　

  「哈……哈……！」

  「は゛ぁ゛……は゛ぁ゛……！」

  　

  　

  　黑野同学似乎已经消耗了不少体力。确实，这么短的时间内，她和数量上称不上军队的敌人战斗，会这样也是理所当然的。

  　既に黒野さんはかなり消耗しているようだ。確かにこの短時間で、軍勢といっても差し付けない数の相手と戦っていたのだから、当然と言えば当然だ。

  　我急忙跑过去，扶住摇摇晃晃的黑野同学。

  　急いで駆け寄り、フラついている黒野さんに肩を貸した。

  　

  「黑野同学，我来帮你了。」

  「黒野さん、助けに来ました」

  　

  「……欸。美、美咲同学……？为什么……？欸？」

  「……えっ。み、美咲君……？　どうして……？　え？」

  　

  　对于为了保护我而向恶魔军团发起呐喊的黑野同学来说，我本人来帮她的情况应该是意义不明的吧。她似乎相当混乱。

  　俺を庇って悪魔軍団に吶喊した黒野さんからすれば、俺自身が助けに来る状況は意味不明なのだろう。かなり混乱しているようだ。

  　

  　这里必须一边说明，一边传达我的心情。

  　ここは説明と共に、俺の気持ちも伝えておかないと。

  　

  「黑野同学，我也会和你一起战斗的。」

  「俺も戦いますよ、黒野さん」

  　

  「什……这、这种事，你不用做也……！」

  「なっ……そ、そんなこと、君がしなくても……！」

  　

  「我不是说过了吗，我会保护你的。不待在你身边的话，要怎么保护你呢？」

  「言ったじゃないですか、俺があなたを守るって。近くにいないと守るものも守れませんよ」

  　

  「唔…………～～！」（欸，文香？这孩子为什么能毫不害臊地说出这种台词啊？好可怕……喜欢……）（我明白你的心情，但请冷静下来，理爱。这样剑法会乱掉的。）

  「っ。…………～～っ！」（ねぇ文香？　この子ってなんでこんなセリフを恥ずかしげもなく言えるの？　こわい……すき……）（気持ちはわかりますが落ち着いてください理愛。剣が乱れてしまいますよ）

  　

  　在共享完情报后，终于要正式参与战斗了。

  　情報共有も終わったところで、ようやく本格的に戦闘への参加だ。

  　目前除了歼灭所有恶魔和怪人以外，没有其他解决方法。但至少只要打倒相当于指挥官的魔鬼，对方的指挥系统就会大乱，战斗也会变得容易。

  　現状は悪魔と怪人の大群すべての殲滅以外に解決法ないものの、少なくとも司令塔に近い役割であるデビルを倒せば相手の指揮系統が乱れて戦いやすくなるはず。

  　

  　然而要从这个军团中找出外表和其他恶魔没有多大差异的魔鬼，是极为困难的事。就算要一个个试探，数量也太多了。

  　しかしこの軍団の中から、あまり他の悪魔と外見的違いが無いデビルを探し出すのは至難の業だ。総当たりするにしても数が多すぎる。

  　

  　

  　——既然如此。

  　──ならば。

  　

  　

  「黑野同学，请你挑衅魔鬼。」

  「黒野さん、デビルを挑発してください」

  　

  「咦？」

  「えっ？」

  　

  「那家伙的目的终究是你。既然如此，它肯定就在能够确认生死的附近……所以为了引出魔鬼，我希望你能大声喊叫。」

  「奴の目的はあくまであなただ。それなら生死の状況が確認できるこの付近にいるに違いない……だから、デビルをあぶり出すために大声で叫んでほしいんです」

  　

  　作战的意图正如刚才所说，仅此而已。当然这称不上是作战，也不高尚，但至少比胡乱战斗更能接近解决事态的道路。

  　作戦の意図はいま言った通りの内容ですべてだ。無論作戦と呼べるほどの高尚なものじゃないが、少なくとも闇雲に戦い続けるよりは事態解決の道へと近づくはず。

  　

  「喂，等等，美咲。这样不会有点危险吗？」

  「ちょっ、待て美咲。それは少し危険すぎやしないか？」

  　

  「……的确，刻意把战斗力最高的魔鬼叫到黑野同学附近，确实很危险。」

  「……確かに、戦闘力が一番高いデビルをわざわざ黒野さんの近くへ呼ぶのは危険だな」

  　

  　不过，莲斗和小春赢过了那家伙。虽然赢得很惊险，但确实获得了胜利。那么我们没道理做不到。

  　だが、蓮斗と小春はあいつに勝てた。辛勝だったけどしっかり勝利を収めたんだ。なら俺たちにだってできない道理はない。

  　

  「但是……现在的黑野同学很强。而且我和吴原就算面对最终头目，也能好好应对。我相信你，挚友……！」

  「でも……今の黒野さんは強い。それに俺と呉原ならラスボス相手だろうとうまく立ち回れるさ。俺はお前を信じてるぞ、親友……！」

  　

  「唔……你啊……」（永治，莉娅很依赖你哦。之前你不是说过『……我绝对不会再让她孤单一人』这种羞耻的话，还耍帅了吗？现在正是你帮助她的时候！）（不要翻出我以前说过的话啊！？）

  「っ、……。おまえ、なぁ……」（永治、リアに頼られてるよ。『……もう、絶対一人にはしない』とか恥ずかしいこと言って前はカッコつけてたんだから、今こそ助けてあげるとき！）（昔のセリフ掘り起こしてくるのやめて！？）

  　

  「……吴原？」

  「……呉原？」

  　

  　吴原用手托着下巴，露出一副沉思的模样，沉默了一会儿。

  　顎に手を添えて考えるそぶりを見せた呉原が、少々の沈黙。

  　

  　——几秒后，他似乎下定了决心，睁开眼睛站到我身旁。他双手缠绕着寒气，进入战斗状态，同时瞪着正面的怪人们。

  　──数秒後、意を決したように目を開けて俺の隣に立ってくれた。両手に冷気を纏わせて戦闘形態へと移行しながら、正面の怪人たちを睨みつけている。

  　

  「吴原……可以吗？」

  「呉原……いいの？」

  　

  「……当然，就算对手是魔鬼，我也要上——毕竟你说你相信我。」

  「……やるよ、デビル相手だろうがやってやる──なんせ、お前に信じてるって言われちまったからな」

  　

  「欸……嘿嘿，谢谢。」

  「ふぇ……えへへ、ありがとう」

  　

  「嗯，交给我吧。」（莉娅开心地红着脸的样子好可爱啊？？？？）（你给我稍微闭嘴一下。）

  「おう、任せてくれ」（嬉しそうに顔赤くしてるリアかわいいな？？？？）（お前は本当に少しでいいから黙ってろ）

  　

  　这样一来，就算魔鬼被挑衅而现身，我们也能摆好阵形掩护黑野同学。接下来就看黑野同学的表现了。

  　これで挑発に乗せられたデビルが目の前に現れても、俺たちで黒野さんをフォローできる陣形が完成した。あとは本命の黒野さんだ。

  　

  「拜托你了，黑野同学！」

  「お願いします黒野さん！」

  　

  「……嗯，我知道了。」

  「……うん、わかった」

  　

  　黑野同学在脑中整理好要说的话，清了清嗓子。

  　言葉にするセリフを頭の中で整理した黒野さんが、コホンと一つ咳払い。

  　她深吸一口气——用响彻四周的音量大喊：

  　深呼吸をするように大きく息を吸い──響き渡るほどの声量で叫ぶ。

  　

  　

  「…………呵呵呵，哈哈哈哈。哈——哈、哈、哈、哈！怎么啦，魔鬼！你只派这些小喽啰来，自己却在旁边看戏吗！？我想也是！你只能这么做了吧！？毕竟你曾经输给我一次，还被我洗脑，会害怕得不敢战斗也是情有可原！胆小鬼！噗哈哈哈哈哈哈！！」

  「…………ふふふ、ハハハハ。ハーッハッハッハハ！　どうしたデビルゥ！　こんな雑魚どもばかりを差し向けて、キミは高みの見物かい！？　そうだろうなぁ！　そうするしかないよねぇ！？　なんせキミは一度僕に負けて洗脳されているのだから、怖気づいて戦えないのも無理はないさ！　なぁ臆病者よ！　ブゥッハハハハハッ！！」

  　

  　

  　……吓我一跳。

  　……びっくりした。

  　没想到黑野同学竟然能说出这种反派角色的台词。虽然叫她挑衅的人是我啦。

  　黒野さんにまさかこんな悪役ムーブ全開のセリフが言えるとは思っていなかった。いや煽れって言ったのは俺なんだけども。

  　

  「穷究科学，甚至创造出另一个世界——你最好害怕我这个疯狂的Mad scientist黑野理爱！你就咬着手指在旁边看吧！像这样躲在阴影处偷偷摸摸地害怕！哈——哈哈哈哈哈哈！！咳、咳！」

  「科学を極めもう一つの世界すらも創造してしまう──狂気のメァァッドサイエンティストたるこの黒野理愛を恐れるがいい！　指を咥えて見ているがいい！　そうやって怯えながら物陰にコソコソと隠れて、なぁ！　フゥーハハハハハハッ！！　げほっ、ゴホッ！」

  　

  　她仿佛变回了在虚拟世界里恣意妄为的库洛诺，对不知身在何处的魔鬼嗤之以鼻。最后甚至还呛到咳嗽，演技逼真到令人叹为观止。

  　まるであの仮想世界で身勝手に大暴れしていたクロノに戻ったかのように、どこかにいるであろうデビルを呵呵とばかりに笑い飛ばしている。それは最後に咳きこんでしまうほどの、まさに迫真の演技であった。

  　

  「怎么样，吴原！」

  「どうだ、呉原！」

  　

  「等等，没有异状——不对，你看那边！」

  「まて、変わった様子は──いや、あそこを見ろ！」

  　

  　在周围搜索敌人的吴原所指的方向，是我们正上方的天空。

  　周囲を索敵していた呉原が指差した方向は、俺たちの真上の空。

  　

  　一名男性沐浴在逆光之中，俯视着我们。

  　そこには逆光を浴びながらこちらを見下ろしている一人の男性の姿があった。

  　

  　

  「库洛诺……！」

  「クロノォ゛……ッ！」

  　

  　

  　是魔鬼，不会错的。他额冒青筋，以狂怒的状态从空中瞪着我们。

  　デビルだ、間違いない。額に青筋を立てて既に怒り狂った状態で、空から俺たちを睨みつけている。

  　好，趁现在先发制人——

  　よし、今のうちに先制攻撃を──

  　

  「一群蠢货！你们的对手可不只有我一个！」

  「馬鹿な奴らだ！　貴様らの相手はこのデビルだけではない！」

  　

  　魔鬼如此大吼的瞬间，身后的黑野同学高声喊道：

  　デビルがそう叫び散らした瞬間、後ろにいた黒野さんが声を上げた。

  　

  「你们两个！看那边！」

  「二人とも！　あそこ！」

  　

  「唔！那是……！」

  「っ！　あれは……！」

  　

  　她所指的方向有大量的怪人——而其中心站着一名眼熟的人物。

  　彼女が指差した方角には大量の怪人たち──そしてその中心には、見覚えのある人物が一人立っていた。

  　

  　身穿白色长袍的那名男子，是我救藤堂时用超电磁炮干掉的怪人。从那副模样看来，他或许是怪人方的首领。

  　白いローブを身にまとっているあの男は、確か俺が藤堂を助けるときにハイパームテキでぶっ殺した怪人だ。あの様子を見るに、奴は怪人側のリーダーなのかもしれない。

  　

  「……美咲同学、吴原同学，你们可以退下了。」

  「……美咲君、呉原君。下がっててくれるかな」

  　

  「黑、黑野同学？」

  「く、黒野さん？」

  　

  「那家伙……只有那家伙必须由我亲手打倒。」（……文香。）（没错，那家伙用刀子把师父——把爸爸打成半死不活，是可恨的仇敌……！）

  「あいつは……アイツだけはこの手で倒さないと」（……文香）（えぇ、奴は師匠を──お父さんをナイフで半殺しにした、憎き怨敵……！）

  　

  　糟糕，正因为是因缘匪浅的对手，黑野同学心中的藤堂抢先一步了。

  　まずい。因縁がある相手だけに、黒野さんの中の藤堂が先行してしまっている。

  　现在最重要的是团队合作，不能让她一个人去对付那个白袍怪人。

  　この場で大切なのはチームプレイだ。今彼女を一人であの白ローブの怪人の元へ行かせるわけにはいかない。

  　

  「不行，黑野同学、藤堂，虽然那个白袍怪人也是必须打倒的敌人，但单独行动等同自杀。」

  「ダメです黒野さん、藤堂。白ローブのアイツも倒すべき敵ですが、単独行動は自殺行為だ」

  　

  「美咲同学……」

  「美咲君……」

  　

  「我明白藤堂的心情……不过正因为是这种时候，才更需要冷静。」

  「藤堂の気持ちは分かります……でも、こんな時だからこそ、冷静でいないと」

  　

  　我拼命地罗列说服的话，不能让身为我方旗帜的黑野同学独自行动。

  　必死に説得の言葉を羅列していく。こちら側の旗である黒野さんを一人で行かせるわけにはいかないんだ。

  　　

  　

  「…………嗯，抱歉。你说得对，要冷静才行。」

  「…………うん、ごめん。冷静じゃないと、だよね」

  　

  　

  　她似乎明白了，不愧是大人，理解得很快。

  　分かってくれたようだ。大人だけあって飲み込みが早い。

  　

  「我会好好一起战斗的……不过，希望你们能让我跟那个白袍怪人做个了断。」

  「ちゃんと一緒に戦うよ。……でも、そのうえで白ローブとの決着は、僕たちに着けさせてほしい」

  　

  「嗯，当然。」

  「えぇ、もちろんです」

  　

  「……谢谢。」

  「……ありがとう」

  　

  　看来阵形没有瓦解，我暂且松了口气。

  　陣形が崩れるようなことはなくて一安心だ。

  　

  　

  　然而，这时率领怪人军团的白袍怪人朝我们大喊：

  　しかし、そこで怪人の軍勢を引きつれている白ローブが僕たちに向かって叫んできた。

  　

  「只要歼灭你们这些正义的能力者，就是我们赢了！这座城市又会再次成为怪人的东西！」

  「お前たち正義の能力者を殲滅できれば我々の勝ちだッ！　この街はまた怪人のものとなる！」

  　

  「……目的终究还是我们吗？」

  「……あくまで目的は俺たちってことか」

  　

  　怪人们似乎想像在那个虚拟世界一样，再次支配这座城市。他们大概想以数量暴力掌握这座城市，让邪恶组织复活吧。

  　怪人たちはあの仮想世界で達成したように今一度この街を支配下に置きたいらしい。その物量による暴力で街を掌握し、再び悪の組織を復活させようと躍起になっているのだろう。

  　

  「你们！上啊啊啊啊！！」

  「お前ら！　やってしまえぇぇ！！」

  　

  「！？」

  「っ！？」

  　

  　白袍怪人突然对后方的怪人们下达指示，仿佛打从一开始就不打算对话。

  　まるで対話など最初からする気がないのか、いきなり後方の怪人たちに向かって指示を出す白ローブ。

  　其他怪人听从他的指示，有的发射光束，有的射出火球，各种飞行道具同时扫射而来——！

  　彼の指示に従った他の怪人たちはビームだったり火の玉だったりと、飛び道具を一斉掃射してきた──！

  　

  　

  「糟糕，吴原——」

  「まずいっ、呉原──」

  　

  　来得及吗？要在这瞬间生成足以抵挡这大范围攻击的大型防护壁——

  　間に合うか？　この広範囲の攻撃を防ぎきれるだけの大きな防壁の生成を、この一瞬で──

  　

  　

  　

  「——夜！！」

  「──夜にいッ！！」

  　

  　

  　

  　吴原焦急地将手贴在地面上，准备生成冰墙的瞬间。

  　呉原が焦って氷の壁を生成しようと地面に手を付けた、その瞬間。

  　

  　远方传来某人的声音——在冰墙生成前，从遥远彼方飞来的雷电就倾注在我们眼前，将怪人们的同时攻击——全部烧毁。

  　遠くから何者かの声が聞こえ──氷の壁が生成されるよりも先に、遥か彼方より飛来してきた雷が俺たちの目の前に降り注ぎ、怪人たちの一斉攻撃──そのすべてを高圧の電撃をもって焼き払ってしまった。

  　

  　怎么了？发生什么事……？

  　なんだ、何が起きている……？

  　

  （夜，那里，有点远的车子上有人……！）

  （夜、あそこ、ちょっと遠くにある車のうえに誰かいる……！）

  　

  （什么？……难不成！）

  （なに？　……まさか！）

  　

  　我在心中艾莉儿的催促下往左斜前方看去，发现有个少女在轿车上双手迸射出肉眼可见的蓝白色电流，扫荡着成群的怪人。

  　心の中のアイリールに促されるまま左斜め前方に目を向けると、そこには乗用車の上で両手から目に見えるほどの青白い電流を周囲に迸らせながら、群れる怪人たちを薙ぎ払っている少女の姿が。

  　

  「……那是！」

  「……あれは！」

  　

  　少女的发色和文香的「黑」一样，是日本人特有的艳丽黑发，不过中长发那么可爱的女孩子我只认识一个。

  　少女の髪の色は文香の『黒』と同じ、日本人然とした艶やかな黒髪だが、セミロングであんなに可愛い女の子には一人しか心当たりがない。

  　

  　——对了，是我最初在虚拟世界救了她，然后她反过来救了我的命的那女孩。

  　──そうだ。俺が仮想世界で一番最初に助け、そして逆に俺の命も救ってくれた、あの子は。

  　

  　她的名字是——！

  　その名前は──！

  　

  　

  「小春……不对，朝阳！？」

  「小春……いやっ、朝陽！？」

  　

  　

  　既然她正在使用能力，就代表那是变身为小春模样的朝阳——那家伙为什么跑到这么危险的地方！？

  　能力を使ってるってことは、あれは小春の姿に変身した朝陽ってことになる──あいつ何でこんな危ない場所に！？

  　

  （怎怎怎怎怎么办艾莉儿！？）

  （どどどどどうしようアイリール！？）

  　

  （冷静点恋妹控。）

  （落ち着いてブラコン）

  　

  　当我被心中的艾莉儿安抚时，朝阳用电力长距离跳跃从车上跳下来，降落在我们眼前。

  　俺が心の中のアイリールに宥められている間に、朝陽は電気を応用した長距離跳躍で車の上から脱し、俺たちの目の前へと降り立った。

  　

  　我马上跑到朝阳身边，抓住她的双肩质问她。

  　すぐさま俺は朝陽の元へ駆け寄り、その両肩をつかんで問いただす。

  　

  「朝阳！你不能来这么危险的地方吧！？为什么在战斗啊！」

  「朝陽！　こんな危ないところに来ちゃだめだろ！？　何で戦ってるんだ！」

  　

  「夜、夜夜……」

  「よ、夜にい……」

  　

  「再说——小春！你明明在她身边，为什么还让她来！」

  「だいたい──小春！　お前が付いていながら何で！」

  　

  「等、等一下夜夜！听我说！」（咿咿咿咿咿被莉莉骂了……要死了啦……）（小春姐振作点！你不是决定要好好说明了吗！）

  「ちょ、ちょっと待って夜にい！　話を聞いて！」（ひぃぃぃぃぃリアちゃんに怒られたぁぁぁ……死んじゃううぅぅ……）（小春さんしっかり！　ちゃんと説明するって決めたでしょ！）

  　

  　没想到会在这种地方遇到她。朝阳还是小学生，要她赌命和怪人战斗还太早了，负担也太重了，再说我绝对不允许。

  　まさかこんなところで会っちゃうなんて思わなかった。朝陽はまだ小学生だし、命を懸けた怪人との闘いなんて早すぎるし荷が重すぎるしそもそも俺が絶対に許さない。

  　

  「我们已经决定要战斗了，追根究柢，还是我先说服小春姐的。」

  「ボクたちも戦うって決めたんだ、元をたどればボクが小春さんを説得する形で」

  　

  「当、当然不行啊……！要是受伤了怎么办！不可以做这么危险的事！绝对不行！小春你也不可以听朝阳的任性话啊！」

  「だ、ダメに決まってるだろ……！　それに怪我したらどうするんだ！　そんな危ないことしちゃだめだ！　絶対に！　小春も朝陽のこんなわがままを聞いたらダメじゃないか！」

  　

  　

  「——才不是！夜夜你这笨蛋！」

  「──違うよッ！　夜にいのバカ！」

  　

  「！？」

  「っ！？」

  　

  　

  　她甩开我抓住她双肩的手，还骂我笨蛋。

  　両肩を掴んでいた手を振り払われてしまった。しかもバカって言われた。

  　当我因这个事实动摇时，小春模样的朝阳正面抓住我的衣服。好可怕。

  　そんな事実に動揺していると、小春の姿をした朝陽に正面から服を掴まれてしまった。こわい。

  　

  「怎、怎么了朝阳……？」

  「ど、どうしたんだ朝陽……？」

  　

  「你也要好好想想小春姐的心情啊！夜夜你应该知道，不会战斗的小春姐在虚拟世界里有多不甘心吧！？」

  「ちゃんと小春さんのことも考えてよ！　戦えない小春さんが仮想世界でどんなに悔しい思いをしてたか、夜にいなら知ってるでしょ！？」

  　

  「……这、是……」

  「……それ、は……」

  　

  「这个雷光幻化，是为了在夜晚和夜之伴身边战斗而得到的力量！现在不用，更待何时！」

  「このライトニングフォームは夜にいの隣に立って戦うために得た力なんだ！　これを今使わないで、一体いつ遣うんだよ！」

  　

  　可是，就算这样，朝阳还是有危险……

  　でも、それでも朝陽が危険になるのは……。

  　

  　

  「……要是你……要是你有什么万一，我会再也站不起来。要是没能保护你，我……！」

  「……俺は……朝陽に何かあったら、立ち上がれなくなる。お前のことを守れなかったら、俺は……！」

  　

  　

  　就在我吐出这种丧气话的瞬间——

  　そんな弱音を吐いた──その瞬間。

  　朝阳捏住我的脸颊，用力拉扯。好痛。

  　朝陽が俺のほっぺをつまんできた。そんでグイーッと引っ張ってきた。いたい。

  　

  「啊、啊哈嘻……？」

  「あ、あはひ……？」

  　

  「……别小看我。我也是小春姐的搭档啊。」

  「……見くびらないで。ボクだって小春さんのパートナーなんだ」

  　

  「…………」

  「…………」

  　

  「让我战斗吧，夜夜。我和小春姐也会一起战斗！」

  「戦わせてよ夜にい。ボクと小春さんも一緒に！」

  　

  　朝阳用认真的眼神看着我的眼睛，拼命地向我诉说。莉莉的我比小春状态的朝阳还小，再加上物理上被她俯视，让我感受到一股压迫感。尤其是眼前这对巨大的胸部在威胁我。我一如往常地被小春那对巨乳的气势压倒，畏缩地后退了一步。

  　真剣な眼差しで俺の目を見ながら、必死にそう訴えかけてくる朝陽。リアの俺の方が小春状態の朝陽より小さいせいか、物理的に見おろされていることもあって威圧感を感じる。特に目の前のデカいおっぱいが俺を脅している。相変わらず小春の存在感のある巨乳に気圧され、俺はたじろいで一歩下がった。

  　

  「呜、呜咕……」

  「う、うぐ……」

  　

  「夜伊！」

  「夜にい！」

  　

  　不过，朝阳的心情确实传达给我了。我也明白她是多么认真，以及她是多么为搭档小春着想而行动。

  　だが、確かに朝陽の気持ちは伝わってきた。どれだけ本気なのかということも、どれほどパートナーである小春のことを想って行動しているのか、も。

  　

  　……我是不是太保护她了？

  　……過保護すぎたのかな、俺は。

  　不知不觉间，朝阳已经拥有足以面对逆境的坚强心灵，以及值得信赖的搭档。我竟然直到现在才发现这些事。

  　いつの間にか、朝陽には逆境に立ち向かうだけの強い心と、信頼できるパートナーの存在があった。そんなことにすら、今の今まで気が付かなかったとは。

  　

  　

  「……我知道了，朝阳。」

  「……わかったよ、朝陽」

  　

  「！」

  「っ！」

  　

  「既然有小春在……就没问题了吧？」

  「小春と一緒なら……大丈夫なんだろ？」

  　

  「那当然！」

  「もちろん！」

  　

  　既然这样，我也得稍微放下过度保护的哥哥身份了。

  　ならば、俺も過保護な兄貴は少しばかり辞めないといけないな。

  　

  「那我们一起战斗吧。」

  「じゃあ、一緒に戦おう」

  　

  「……！嗯！」

  「……！　うんっ！」

  　

  　看着朝阳开心点头的模样，我确信这个选择没有错。

  　嬉しそうに頷く朝陽の姿を見て、この選択は間違いではなかったと確信できる。

  　

  　——假如朝阳因此受了重伤？最糟的状况下，假如她因此丧命呢？

  　──もし、これで朝陽が大怪我を負ったら？　最悪、命を落としてしまったら？

  　

  　蠢毙了。想这些根本没意义。

  　馬鹿か。そんなことは考えるだけ無駄だ。

  　朝阳有小春在。有我所信任的小春在她身边，不可能发生那种最糟的状况。再说要是苗头不对，我也会拼了命去救她，所以没问题。

  　朝陽には小春がいる。俺が信じたあの小春が付いているのだから、そんな最悪の事態にはなりえない。そもそもヤバそうだったら俺が死ぬ気で助けるから無問題だ。

  　

  　

  　

  「哼、哼！就算多了一个，你们区区四个人也没有胜算！看看这些怪人数量就知道了吧！」

  「ふ、ふん！　一人増えたところで、たった四人の貴様らに勝ち目などない！　この怪人たちの数を見ればわかるだろう！」

  　

  　白袍男大吼。但我们毫不介意，与他们正面对峙。

  　白ローブが吠える。しかし、それを意に介さず俺たちは彼らと真っ向から対峙する。

  　

  　要说为什么——因为我们不是四个人。

  　なぜなら──俺たちは四人ではないからだ。

  　

  　

  「美咲同学～！各位～！」

  「美咲くーん！　みんなー！」

  　

  「让各位久等啦～～～～！」

  「お待たせしちゃったわねぇぇぇぇッ！」

  　

  　

  　两道影子从天而降。是抱着真冈的刚烈。

  　空より飛来する影が二つ。あれは真岡を抱えた剛烈だ。

  　她们用枪械与激光牵制怪人们，确保着地空间后降落。我们也跑向她们身边。

  　銃器とレーザーで怪人たちを牽制し、降り立つスペースを確保し、そこへ着地した。俺たち四人も彼女らの元へ駆け寄る。

  　

  「你们两个！那边没问题吗！」

  「二人とも！　あっちは大丈夫なのか！」

  　

  「嗯，疏散已经很完美了。剩下的就交给警察——再来只要解决这些坏蛋就好！」

  「えぇ、避難誘導はもう完璧よ。残りは警察に任せて──あとはこのヴィランたちをやっつけるだけ！」

  　

  　真冈转向怪人们大喊，我们并排站在她身旁。

  　怪人たちの方へ向きながらそう叫ぶ真岡の隣に、俺たちは横並びに立つ。

  　从旁看来只有六个人，但其实我们十二名成员都聚集在这里。

  　はたから見れば六人しかいないが、今ここには俺たち十二人のメンバーが集結している。

  　

  　降落在白袍男身旁的魔鬼也对我们大吼：

  　そんな俺たちに対して、白ローブの隣に降り立ったデビルが叫び散らす。

  　

  「只要打倒你们这些正义能力者的消息传开，那些闷不吭声的怪人也会跟着起义！到时候这座城市就会再度落入我们手中！」

  「貴様ら正義の能力者を倒した事実が広まれば、陰で燻っている怪人たちも決起する！　そうなれば再びこの街は我々のものとなるのだ！」

  　

  　感谢你说明坏蛋特有的目标。

  　悪役特有の目標説明をどうもありがとう。

  　也就是说——我察觉事实后，回答怪人们：

  　ということは──だ。事実に気が付き、俺は怪人たちに返答をする。

  　

  　

  「只要消灭你们……闷不吭声的怪人也会因为恐惧而放弃，邪恶组织的重组也会化为泡影——是这样吧？」

  「お前たちを全滅させれば……陰で燻っている怪人たちも恐怖で諦め、悪の組織再結成は霧と消える──ってことだな？」

  　

  　

  　听了我的指摘，怪人们没有退缩。虽然惊讶于我们的集结，但他们仍坚信自己会赢吧。

  　その指摘に対して、怪人たちが怯む様子はない。俺たちの集結に驚きこそしているが、自分たちの勝ちを疑ってはいないのだろう。

  　毕竟数百人的军团VS六人，战力差距极大。这也是理所当然的。

  　なんせ数百人の軍団 VS 6人の圧倒的戦力差だ。それも当然と言える。

  　

  「哼，你们就尽量逞强吧。现场正在网络上直播，你们要是输了，街上的人们就会绝望，怪人们则会欢欣鼓舞地赞同我们。真是完美的计划！」

  「フン、せいぜい強がっているがいい。この現場は現在ネットで生放送中だ、お前たちが負ければ街の人間は絶望し、怪人たちは歓喜し我々に賛同する。完璧な仕組みだ！」

  　

  　正在直播？……哼哼。

  　生放送中だと？　……ふふん。

  　这对我们来说正好。也就是说，只要看到我们的活跃，收看直播的怪人们就会害怕，知道有我们这个强大的正义集团存在，就能直接成为遏止邪恶的力量。

  　それはなんとも都合がいいな。つまり俺たちの活躍を目にすれば、放送を見ている怪人たちは怖気づき、俺たちという強い正義の集団がいるという情報が、そのまま悪への抑止力となるわけだ。

  　

  　既然如此，就让我们好好表现吧。利用你们准备的直播！

  　ならば存分にアピールさせてもらおうじゃないか。お前たちが用意した生放送を利用してな！

  　

  　

  「各位！现在正是让世人知道我们存在的时刻！让怪人们和恶党知道，这座城市有我们！」

  「みんな！　今こそ俺たちの存在を世に知らしめるときだ！　この街には俺たちがいるんだって事を、怪人たちや悪党に分からせるッ！」

  　

  「嗯！」「好！」「没错！」「知道了！」「交给我吧！」

  「うん！」「あぁ！」「そうね！」「わかった！」「任せてくれ！」

  　

  　同伴们同时回答，心理准备和准备都完成了。

  　仲間たちが同時に返事をし、心構えも準備も完了した。

  　再来，没错——

  　あとは、そう──

  　

  　

  　　只要报上名号就好。

  　　名乗るだけだ。

  　

  　

  「上吧！」

  「いくぞッ！」

  　

  　

  　所有人听从我的号令，向前踏出一步。

  　俺の声に従い、全員が一歩前へ出る。

  　来吧，现在正是高声宣告名号之时。

  　さぁ今こそ、その名を高らかに宣言する時だ。

  　

  　

  「阳菜RED！！」

  「陽菜レッド！！」

  　

  　红发的刚烈大喊。

  　赤髪の剛烈が叫ぶ。

  　

  　

  「咦、啊，是这种感觉？……菲、菲莉斯BLUE……！」（这是什么！太羞耻了吧！？）（莉娅好像很开心的样子，你就配合她吧。）

  「え、あ、そういう感じ？　……ふぃ、フィリスブルー……ッ！」（なにこれ！　恥ずかしすぎるんだが！？）（リアが楽しそうだから乗ってあげて）

  　

  　蓝发的吴原摆出一个帅气的姿势。

  　青髪の呉原が良さげなポーズを取る。

  　

  　

  「文香BLACK！！」

  「文香ブラックゥァァ！！」

  　

  　黑发的黑野高声宣言。

  　黒髪の黒野が高らかに宣言する。

  　

  　

  「洛伊泽GOLD……嘿！」

  「ロイゼゴールド……ほいっ」

  　

  　金发的真冈用能力的光芒华丽地演出。

  　金髪の真岡が能力の光で派手に演出する。

  　

  　

  「莉娅SILVER！！」

  「リアシルバーッ！！」

  　

  　银发的美咲拿着平底锅，摆出帅气的姿势站在中间。

  　銀髪の美咲がフライパンをもってカッコいいポーズでセンターを飾る。

  　

  　

  「呃、那个……啊，小、小春THUNDER！！」（小春同学是黑发，这样不会太没特色了吗？刚才那样可以吗……？）（没问题！因为我们是战队英雄的特别名额，第六个人！）」

  「え、えっと……あ、こっ、小春サンダー！！」（小春さんって黒髪だし特徴なさすぎません？　今のでよかったんですか……？）（大丈夫！　私たちは戦隊ヒーローにおける特別枠の六人目だから！）

  　

  　身上缠绕着电气的朝阳一边用电击华丽地演出我们所有人，一边大喊道。

  　電気を纏った朝陽が電撃で俺たち全体を豪華に演出しながら叫ぶ。

  　

  　

  　……因为黑发的部分和藤堂重复了，我本来还在担心该怎么办，原来如此，是THUNDER啊，不错。

  　……黒髪という部分で藤堂と被っていたのでどうするのか気になっていたが、そうか、サンダーか、いいな。

  　第六个英雄的名字后面就算不是颜色也可以，这是个迷信。因为红色重复了，所以也有在共同的名字后面加上『FIRE』或者『SOLDIER』的英雄，这里的『THUNDER』就是正确答案。干得漂亮，朝阳！

  　六人目のヒーローは別に名前の後ろが色じゃなくても許されるというジンクスがあるからな。赤色が被ってるから共通の名前の後ろに『ファイヤー』とか『ソルジャー』とか付けてるヒーローもいるし、ここでの『サンダー』は大正解だ。よくやった朝陽！

  　

  　

  　好了，大家的自我介绍都结束了——接下来！

  　さぁ、個々の名乗りは終わった──あとは！

  　

  　

  「要上了，预备——」

  「いくぞ、せーのっ」

  　

  　

  『连接战队！死亡游戏攻略者！！』

  『接続戦隊！　デスゲーマーズッ！！』

  　

  　

  　在我们异口同声喊出队名的瞬间，真冈和朝阳顾虑到我们，发动了能力，在我们身后引发了一场华丽的大爆炸。因为自我介绍太完美了，反而没有感到羞耻……

  　口をそろえて俺たちのチーム名を叫んだ瞬間、気を遣った真岡と朝陽の能力により、俺たちの後ろで派手な大爆発が巻き起こった。完璧な名乗りすぎて恥ずかしさが逆に無くなってしまったわね……。

  　

  　

  「你、你们到底是什么人……！」

  「な、なんなんだ貴様らは……！」

  　

  　敌人看起来已经惊慌失措，就趁现在发动攻击吧。

  　いい感じに敵が狼狽えてくれているので、今のうちにこちらから仕掛けてやろう。

  　

  　做好觉悟吧，恶棍们！我会让你们后悔与我们为敌！

  　覚悟しろよ悪党ども！　俺たちを敵に回したことを後悔させてやる！

  　

  「GAMERS！预备——」

  「ゲーマーズ！　レディ───」

  　

  　我用力拍了拍双手，这个瞬间就是信号——

  　両手をパシンと強く叩く、その瞬間が合図──

  　

  　

  「GO——！！」

  「ゴーッ！！」

  　

  　

  　我们瞬间各自拿出能力或武器，朝怪人军团冲了过去。

  　瞬間俺たちはそれぞれの能力や武器を手に、怪人たちの軍団へ向かって駆け出した。

  　要上了——！！

  　いくぞぉぉぉぉぉ！！

  　

  　

  　

 
  やっぱり相棒と【前編】

  我的搭档【前篇】

  　

  　这　是　怎　么　回　事　啊　？

  　な　ん　や　か　ん　や　あ　っ　て　。

  　

  　

  　我们把化为恶魔的居民全部变回原样，还击退了大部分的怪人。剩下的敌人，就只有被逼到绝境后和魔鬼融合的白袍男一人。

  　俺たちは悪魔と化した街の人々を全員元に戻し、さらにほとんどの怪人を撃破した。残る敵は、追い詰められてデビルと融合した白ローブただ一人だ。

  　

  「喝啊！」

  「せやっ！」

  　

  　黑野从旁挥出斩击——

  　黒野が横降りの斬撃を放つ──

  　

  「呜咕！」

  「うぐぅっ！」

  　

  　白袍男勉强用手臂挡住了劈下来的刀刃，但还是不敌对方的力气，被击飞了出去。

  　降りかかる刃をなんとか腕でガードするが力負けしてしまい、吹き飛ばされる白ローブ。

  　他勉强做出受身动作站了起来，用锐利的眼神瞪着我们。

  　なんとか受け身をとって立ち上がり、その鋭い眼光で俺たちを睨みつけた。

  　

  「我……我居然被这种攻略死亡游戏的荒唐家伙给……！」

  「こんな……デスゲーマーズなんてふざけた連中にっ、この俺がァ……！」

  　

  　白袍男一边吐出诅咒的话语，一边将双手举向正上方，用愤怒到发狂的表情大喊道：

  　呪詛を吐きながら両手を真上に掲げた白ローブは、怒り狂った表情で叫ぶ。

  　

  「我不会再手下留情了！就用和魔鬼融合的我使出的全力，把你们连同这座城市一起埋葬掉吧！！」

  「もはや出し惜しみなどしない！　デビルと融合したこの俺のフルパワーで街ごと貴様らを葬り去ってくれるわァッ！！」

  　

  　白袍男已经沦落为毫无个性的反派角色，他的头顶上开始生成某种巨大的能量弹。是元气弹吗？

  　もはや個性も何もないただの悪役へとなり下がった白ローブの頭上には、なにやら大きなエネルギーの弾が生成され始めている。元気玉かアレ？

  　

  「！」

  「っ！」

  　

  　在能量弹开始膨胀的同时，地面也像地震一样剧烈摇晃起来。莉亚的身体因为事发突然，来不及反应，再加上她的腿比较细，不太能站稳，所以被震得失去了平衡。糟糕，要摔倒了——！

  　エネルギー弾が大きく膨れ上がっていくと同時に、まるで地震のように地面が大きく揺れ始めた。咄嗟のことで反応が遅れたせいか、足腰が細くてあまり踏ん張りが利かないリアの体の俺はバランスを崩した。やば、転ぶ──！

  　

  「呜哇——」

  「うわっ──」

  　

  「美咲同学！」「小弟弟！」「夜伊！」「啊，美咲同学！？」

  「美咲くん！」「ボウヤ！」「夜にい！」「ハッ、美咲君！？」

  　

  　大家同时叫我的名字，害我脑袋差点混乱起来。

  　なんか一斉に声をかけられて脳が混乱しかけたものの。

  　

  「哎呀。」

  「おっと」

  　

  　幸好就在旁边的吴原扶住了差点摔倒的我，我才没有直接摔倒在地。

  　転びかけた俺をちょうど隣にいた呉原が支えてくれたので、そのまま転倒することはなかった。

  　

  「你没事吧，美咲？」

  「大丈夫か、美咲」

  　

  「嗯，谢啦。」

  「おう、サンキュな」

  　

  　多亏好友的帮忙，我重新站稳脚步，再次和白袍男对峙。好了，要怎么阻止他呢？

  　親友のおかげで態勢を立て直し、再び白ローブと対峙する。さて、奴を止めるにはどうしたものか。

  　

  「……好，各位GAMERS——」

  「……よし、ゲーマーズのみんな──」

  　

  　我回想起过去打倒玩家杀手时的事情，正打算转头向后传达作战计划时——

  　かつてプレイヤーキラーを倒した時のことを思い出し、作戦を伝えようと後ろを振り返ると。

  　

  「咦、咦……？」

  「あ、あれ……？」

  　

  　

  　

  「……好奸诈。」（雪、雪音学姐，打起精神来！）

  「……ずるい」（ゆ、雪音さん元気出して！）

  　

  「……这就是好友角色的力量吗？」（正太郎同学……？）

  「……これが親友ポジの力なのね」（正太郎さん……？）

  　

  「……原来如此。」（那个，小春同学，请不要瞪着吴原同学。）（朝阳同学，你不觉得不甘心吗！？）

  「……なるほど」（あの、小春さん。呉原さんを睨みつけるのやめてください）（朝陽くんは悔しくないの！？）

  　

  「……嗯。」（没关系没关系，反正我是最后一个女人。）（喂，这种时候请不要闹别扭，理爱！）」

  「……うん」（いいよいいよ、どうせ僕は一番最後の女なんだ）（ちょっ、こんな時にいじけないでください理愛！）

  　

  　刚烈(阳菜)、真冈(高月)、朝阳(小春)、黑野(藤堂)——四人盯着吴原(菲莉斯)。应该说，他们有点在瞪他……敌人正准备使出必杀技，你们在干什么啊？

  　剛烈(陽菜)、真岡(髙月)、朝陽(小春)、黒野(藤堂)──の四人が呉原(フィリス)を見つめていた。というより若干睨みつけていた。……敵が必殺技撃とうとしてるのに何してんだ。

  　

  「什么啦……！大家怎么了……！？」（菲莉斯！大家好像都很可怕耶！这是怎样！？）（要说当然的话，也是当然……吧。）

  「なんだよ……！　皆どうした……！？」（フィリス！　なんか皆が怖いんだけど！　何これ！？）（当然と言えば当然……かな)

  　

  「吴原……？你对大家做了什么……？」

  「呉原……？　みんなに何かした……？」

  　

  　该不会在我没看到的时候，大家吵起来了吧？不行，伙伴之间不能起内哄。是说现在不是做这种事的时候。

  　もしや俺の見ていない間に喧嘩が勃発しているんじゃ？　それはだめだ、仲間割れは良くない。ていうかそんなことしてる場合じゃない。

  　

  「没有没有！什么都没做，放心吧。」（呵……这下我们领先一步了。）（吵死了！说起来都是你——）」

  「してないしてない！　別に何もないから安心しろって」（フッ……私たちが一歩リードだね、これは）（うるせぇ！　大体お前ｰｰ）

  　

  「喂，吴原……！」

  「おい呉原……！」

  　

  　吴原沉默不语，表情却不断变化。他恐怕是在和心中的菲莉斯对话吧。我和艾莉儿的等级已经可以面无表情地对话，但其他成员很少有机会连结，和吴原一样，和搭档对话时会把想法表现在脸上。

  　押し黙ったまま次々と表情が切り替わる呉原。これは恐らく心の中にいるフィリスと対話をしているのだろう。俺とアイリールのレベルになれば無表情で会話をすることが可能だが、アクセスする機会が少ない他のメンバーは、呉原と同じくパートナーと話すときはよく顔に出ている。

  　

  　……大家的脸都好吵。拜托认真战斗啦。」

  　……全員顔がうるさい。いいから真面目に戦ってほしい。

  　

  「GAMERS！！」

  「ゲーマーズ！！」

  　

  　我故意大声喊道，所有人吓得肩膀一颤。现在不是伙伴之间对话的时候，不好好把注意力放在眼前的敌人身上就麻烦了。认真战斗。

  　俺がわざと大声を上げると、全員ビクッと肩が跳ねる。今はパートナー同士で話し合っている場合じゃないんだ、意識をしっかり目の前の敵に向けてもらわないと困る。ちゃんと戦え。

  　

  「白袍男好像要使出类似必杀技的东西，所以就用葬送玩家杀手的那招王者之剑合体光束对抗！刚烈哥和我负责牵制白袍男！黑野同学集中精神！真冈和朝阳和吴原负责为王者之剑填充能量！好，开始！」

  「白ローブが必殺技みたいなのを撃とうとしてるから、プレイヤーキラーを葬ったあの時のエクスカリバーの合体ビームで対抗します！　剛烈さんと俺で白ローブを牽制！　黒野さんは精神統一！　真岡と朝陽と呉原はエクスカリバーにエネルギー充填！　はい始めッ！」

  　

  　我迅速下达指示，用力拍了一下手，GAMERS的成员们立刻转换表情，开始行动。

  　矢継ぎ早に指示を飛ばして、パシンっと強く手を叩くと、ゲーマーズの皆は表情を切り替えてすぐさま行動に移った。

  　

  「静之呼吸——呼……」

  「静の呼吸──ふぅ……」

  　

  　黑野将王者之剑插在地上，跪坐在剑前，闭上眼睛。接着反复深呼吸，仿佛变成假人般一动也不动。我记得要使出必杀的王者之剑时，需要相当程度的集中力，所以黑野和藤堂这样就可以了。

  　黒野は地面にエクスカリバーを突き刺し、その前で正座をして瞼を閉じる。それから深呼吸を何度か繰り返し、まるでマネキンにでもなったかのように完全に動かなくなった。確か必殺のエクスカリバーを放つときはかなりの集中力が必要とされるはずだったから、黒野と藤堂はこれでいい。

  　

  「朝阳、吴原，要开始填充能量咯！」

  「朝陽くん、呉原ちゃん、エネルギー充填いくわよ！」

  　

  「好！」

  「はい！」

  　

  「好！」

  「あぁ！」

  　

  　朝阳和小春、真冈和高月、吴原和菲莉斯三人围着圣剑，各自从手中放出寒气、光芒和电流，将所有能量注入王者之剑。

  　朝陽と小春、真岡と高月、呉原とフィリスの三人は聖剣を取り囲み、それぞれ自らの手から冷気と光と電気を放出し、それらを全てのエネルギーをエクスカリバーに注ぎ込んでいく。

  　

  「你们两个听好咯？现在和上次不一样，莲斗不在，所以你们必须注入足够的能量，让黑野同学的身体放松——打起精神来！」

  「いいこと二人とも？　あの時と違って蓮斗君がいないから、体の力が抜けるくらいまでエネルギーを込めないと合体技は完成しないわ──気合い入れて！」

  　

  　在真冈的指示下，另外两人也增加了能量的输出量。

  　真岡の指示で残りの二人も更に放出するエネルギーの量を増幅させた。

  　上次和玩家杀手对峙时，莲斗也负责填充能量，所以能量的填充本身相对容易。

  　プレイヤーキラーと対峙したときは、エネルギー充填係に蓮斗もいたので、チャージ自体は比較的容易だった。

  　但是，现在只有那个主角不在场，因此必须让另外三个人比上次更勉强自己。

  　しかし、この場にはあの主人公だけがいない。ゆえにあの三人には前回以上に無理をしてもらうことになる。

  　

  　最重要的是，我们不能在王者之剑完成前，让白袍男使出必杀技。

  　そして何より、エクスカリバーが完成する前に、白ローブに必殺技を撃たせるわけにはいかない。

  　

  「刚烈哥，我们上！」

  「行きますよ剛烈さん！」

  　

  「好！你坐到我背上！」

  「分かった！　背中に乗って！」

  　

  　刚烈背着迅速跳到他背上的我，立刻用能力飘浮起来。他顺便用能力让周围的瓦砾飘浮起来，将所有瓦砾都丢向白袍男。

  　サッと背中に飛び乗ってきた俺をおんぶした剛烈は、すぐさま能力で浮遊。ついでに周囲の瓦礫も能力で浮遊させ、それらすべてを白ローブに向かって投擲した。

  　

  　我也立刻用激光枪攻击白袍男。我和四处飞舞的刚烈从四面八方发动攻击，妨碍白袍男使出必杀技。我们使出浑身解数，试图阻止他。

  　すかさず俺もレーザー銃で白ローブを攻撃していく。飛び回る剛烈と共に四方八方から、必殺技生成中の白ローブを邪魔するためにこれでもかというほどの攻撃を浴びせる。

  　

  「可恶！碍眼的苍蝇……！」

  「ぐぅぅ！　目障りなハエめぇ……！」

  　

  　白袍男怒吼着，在自己周围展开屏障。

  　怒声をあげながら白ローブは自らの周囲にバリアを展開した。

  　但是，张开屏障就表示他把不少用来使出必杀技的余力分到防御上了。

  　だが、バリアを張るということは、少なからず必殺技のための余力をそちらに割いたということだ。

  　

  「别管我，美咲同学！尽管攻击！」

  「構わないで美咲くん！　どんどん攻撃しちゃっていいから！」

  　

  「嗯，当然！」

  「えぇ勿論！」

  　

  　我们的目的是争取时间，以及尽可能分散他的注意力。就算无法造成伤害，只要能妨碍他就好。

  　俺たちの目的は時間稼ぎと、相手の集中力を少しでも削ぐことにある。たとえダメージにならずとも邪魔をできれば重畳。

  　

  　

  　再一下下。

  　もう少し。

  　

  　

  　再一下下。

  　あと少し。

  　

  　

  　差不多——

  　そろそろ──

  　

  　

  「碍事！！」

  「邪魔だぁ！！」

  　

  「呜哇！？」

  「うわっ！？」

  　

  　白袍男突然朝周围释放冲击波，我和刚烈都被震飞了。幸好有刚烈的能力，我们才没有重重摔到地上，但是看样子很难再次接近他了。

  　突然白ローブが周囲に衝撃波を放ち、俺と剛烈は吹き飛ばされてしまった。剛烈の能力のおかげでかろうじて地面に激突することはなかったものの、あの様子ではもう一度近づくことは困難だ。

  　

  「呜……！」

  「くぅっ……！」

  　

  　这样下去，必杀技会在我们先发制人前使出来。我们实质上的防御手段只有吴原的冰盾，根本无法抵挡白袍男的那颗能量弹。

  　このままじゃ先制する前に必殺技を撃たれてしまう。防御手段が実質的に呉原の氷ガードしかない俺たちに、白ローブのあのエネルギー弾を防ぐ術など存在しない。

  　糟糕，这样下去的话……！

  　まずい、このままじゃ……！

  　

  　

  「——谢谢大家，我已经没问题了。」

  「──みんな、ありがとう。もう大丈夫だ」

  　

  　

  　就在我们陷入死亡的紧张感时，文香黑的冷静的一句话吹散了紧张。

  　俺たちに死の緊張が走った瞬間、それを文香ブラックの静かな一言が吹き飛ばした。

  　黑迅速站起来，散发出与集中精神前截然不同的凛然气息，拿起能量填充完毕的圣剑。

  　すっくと立ちあがり、精神統一前とは打って変わって凛とした雰囲気に包まれたブラックが、エネルギー充填の完了した聖剣を手に取る。

  　

  「我要制造冰墙！所有人到我后面来！」

  「氷の壁を作る！　全員俺の後ろに来い！」

  　

  　菲莉斯蓝移动到离她有段距离的位置，制造出巨大的冰墙，其余所有人则冲到冰墙后方。

  　彼女から離れた位置に移動したフィリスブルーが巨大な氷の壁を生成し、残りの全員がそこへ駆け込む。

  　与此同时，白袍男似乎也做好了必杀技的准备，他解除屏障，高声咆哮。

  　それと同時に、白ローブも必殺技の準備が整ったようで、奴はバリアを解いて高らかに雄たけびを上げた。

  　

  「呼哈哈哈哈！！结束了，玩家们！！」

  「フハハハハァ！！　これで終わりだ、ゲーマーズどもォ！！」

  　

  　

  　

  「…………」

  「…………」

  　

  　黑野只是静静地凝视着敌人。

  　そんな敵を、ただ静かに見つめる黒野。

  　她双手握着圣剑，举到自己头上——然后突然停止动作。

  　彼女は聖剣を両手に握り、自らの頭上へ掲げ──ピタリと動きを止める。

  　

  　接着，她周围出现如萤火虫般微小的光粒子，及腰的黑色长发瞬间染成金色。

  　すると、まるで蛍の光のように小さな光の粒子が彼女の周囲に発生し、彼女の腰まである長い黒髪を一瞬で金色に染め上げた。

  　

  　同时，金色的强风在周围卷起，变成金发的黑野高举的圣剑发出更强烈的光芒。黄金之风包围她的全身，从她身上溢出的气场让脚下的地面如泥泞般扭曲。

  　同時に金色の突風が周囲に巻き起こり、金髪になった黒野が掲げる聖剣は更に強く輝きを増す。黄金の風は彼女の全身を包み込み、そこから溢れ出るオーラは足場の地面をまるで泥濘のように歪ませていく。

  　

  　她创造出任何人都无法踏入的不可侵犯领域，以带着压迫感的锐利眼神捕捉邪恶。

  　誰も踏み入ることのできない不可侵の領域を生み出し、威圧感を伴う鋭き眼光で悪を捉えた。

  　

  「……开场白就省略了。这把剑，只是为了葬送你——更重要的是为了保护伙伴。」

  「……前口上は省略。この剣は、ただ貴様を葬り去るために──なにより仲間を守るために」

  　

  「什……！？」

  「なっ……！？」

  　

  　圣剑和肉体释放出的光芒正有如太阳。令人无法直视的耀眼黄金之光化为一道光柱，冲向天空，划破云层。

  　その聖剣と肉体から放出される輝きは正しく太陽の如く。眼を背けたくなる程の眩き黄金の光は一本の柱となり、天空へと駆け抜け雲を切り裂いた。

  　她身上散发的胜利气场，以及圣剑释放出的与战场格格不入的温暖之风，令邪恶怪人感到战栗。

  　その身に纏う勝利のオーラと、聖剣から放たれる、戦場には似つかわしくない暖かな風が、悪しき怪人を戦慄させる。

  　

  　焦躁、恐惧，忍耐到达极限的白袍男边喊边使出必杀技。

  　焦り、恐怖し、我慢の限界を迎えた白ローブは叫びながら必殺技を放った。

  　

  「可恶，这群小鬼！去死吧啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！！！」

  「くっそこのガキどもがァ！　死ねえええぇぇぇぇェェェッ！！！」

  　

  　

  　然而，黑野没有解除架式。

  　しかし、黒野は構えを崩さない。

  　

  　她知道自己不会输。

  　彼女は負けないことを知っている。

  　

  　她知道这把圣剑保证会带来胜利。

  　この聖剣には勝利が約束されていることを知っているのだ。

  　

  　

  「「E——」」

  「「エクス───」」

  　

  　

  　精神层面的黑野理爱，以及肉体的藤堂文香——两人的声音重叠。

  　精神の黒野理愛、そして肉体である藤堂文香──二つの声が重なる。

  　

  　

  　胜负已定。

  　決着の時だ。

  　

  　

  　

  　

  『Xcalibur——！！！』

  『カリバァ──ッッ！！！』

  　

  　

  　

  　

  　瞬间，黄金奔流朝向大恶人释放。

  　瞬間、黄金の奔流が、巨悪へ向かって解き放たれた。

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  「太好了——！」

  「よっしゃー！」

  　

  　注定胜利的合体技转眼间粉碎白袍男的必杀技，甚至不给他发出临死惨叫的机会就消灭了他，我们漂亮地获得了胜利。太棒了。

  　約束された勝利の合体技があっという間に白ローブの必殺技を粉砕し、断末魔を上げる隙すら与えずに奴を消滅させ、俺たちは見事に勝利を飾った。やったぜ。

  　

  「好、好累……」

  「つ、疲れた……」

  　

  　以虚弱的声音低喃的桑德，操作起Acces手表，变回小春和朝阳两人。

  　弱々しい声音で呟いたサンダーはアクセスウォッチを操作し、小春と朝陽の二人に戻った。

  　看到这一幕的其他成员也陆续解除变身，直到刚才为止只有六个人的队伍，转眼间又变回了大团体。。

  　それを見た他のメンバーも次々と変身解除をし、先ほどまで六人だったチームはあっという間に大所帯に戻ってしまった。

  　

  「我也回去吧。」

  「俺も戻ろうかな」

  　

  　我跟着大家操作起手表，从莉亚变回了夜晚……但是。

  　みんなに続いてウォッチをいじり、リアから夜へ戻った。……の、だが。

  　

  「……咦？」

  「……あれっ」

  　

  　明明已经解除变身，搭档却不知为何没有从手表里出来。怎么回事？

  　変身を解除したというのに、何故か相棒がウォッチの中から出てこない。何事だろう。

  　

  （怎么了，艾莉儿？已经没有敌人了哦？）

  （どうしたアイリール？　もう敵はいないぞ？）

  　

  （……虽然只是隐隐约约，但我觉得继续这样比较好。）

  （……なんとなくだけど、まだこのままでいたほうがいいかなって）

  　

  （什么啊。如果想维持在Access状态，跟我说一声，我马上就会再变身哦？）

  （なんだそりゃ。アクセスしたままがいいんだったら、言ってくれればすぐにまた変身するぞ？）

  　

  （不，不是的。我总觉得晚上会发生必须以男生身份努力的事，所以我就在这里看着。）

  （いや、そうじゃなくて。多分夜が男の子のまま頑張らないといけない事が起きそうな気がするから、私はここで見てるよ）

  　

  　听不太懂它在说什么。是累到不想走路，想直接在手表里休息吗？

  　言ってることがよく分からないな。疲れたし歩きたくないからこのままウォッチの中で休みたいのだろうか。

  　算了，不管怎样，怪人骚动能解决真是太好了……嗯嗯——好累啊。

  　まぁ、なんにせよ怪人騒動が解決してよかった。……んんー、つっかれたぁ。

  　

  　

  　

  「所以说，今天理爱的约会约定还有效。不好意思，大家就放弃吧。」

  「だから、今日のあいだはまだ理愛のデートの約束が有効なのだ。申し訳ないが皆には諦めてもらうぞ」

  　

  「唔——！文香前辈始终站在黑野博士那边呢！？洛伊泽前辈也说点什么吧！」

  「むーっ！　文香先輩はあくまでも黒野博士の肩を持つんですね！？　ロイゼ先輩も何か言ってやってくださいよぅ！」

  　

  「咦、呃……啊，对了！大家一起开庆功宴「明天再开不就好了，洛伊泽？」……呜呜，菲莉斯……」

  「えっ、ええと……あっ、そうですわ！　皆さんで祝勝会を「それは明日でいいだろうロイゼ？」……うぅ、フィリスぅ……」

  　

  「好乖好乖(・ω・｀)」

  「よしよしヾ(・ω・｀)」

  　

  　

  　

  　虽然听不见对话内容，但其他成员……尤其是四位女主角似乎在讨论些什么。吴原他们站在稍远处看着她们，不知为何只有黑野红着脸用手遮着脸。

  　会話の内容は聞こえないが、なにやら他のメンバー……特にヒロインズ四人で話をしているようだ。そのちょっと離れた位置で呉原たちが彼女らを眺めていて、何故か黒野だけが赤くなって顔を手で隠している。

  　

  （咦，晚上？为什么听不见？）

  （え、夜？　何で聞こえないの？）

  　

  （不，就是听不见啊。是因为王者之剑的声音太吵了吗？）

  （いや、なんか聞こえないんだよ。エクスカリバーの音がうるさかったからかな）

  　

  （有神秘的力量在运作……？还是说，只是晚上是重听角色……？）

  （謎の力が働いている……？　それとも夜が難聴キャラなだけ……？）

  　

  　耳鸣好严重啊。毕竟发生了那么多爆炸，现在耳朵有点听不见也是没办法的事。

  　耳鳴りがすごいんだよな。まぁ爆発とかたくさん起きてたし、今はちょっと耳が遠くなってても仕方がない。

  　

  （啊，对了，晚上。）

  （あっ、そういえば夜）

  　

  （怎么了？）

  （どした？）

  　

  　

  （朝阳一直用雷霆形态，发情的缺点没问题吗？）

  （朝陽くん、めちゃくちゃライトニングフォーム使ってたけど、デメリットの発情は大丈夫なのかな？）

  　

  　

  　我忘了。

  　忘れてた。

  　这么说来，我忘了那个能力有奇怪的缺点。

  　そういえば、あの能力に変なデメリットがあるの忘れてた。

  　

  　……………………我忘了啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！！？

  　…………………忘れてたぁぁぁっぁ゛ぁ゛ァ゛！！？

  　

  「朝阳！？朝阳——！！」

  「朝陽ィ！？　朝陽ーっ！！」

  　

  　我跑到在附近和小春一起坐着休息的朝阳身边，立刻把手放在弟弟的额头上。

  　近くで小春と一緒に座って休憩していた朝陽のもとへ駆け込み、すぐさま俺の手を弟の額に当てた。

  　

  「哇，夜……？怎么了，突然这样。」

  「わっ、夜にい……？　なに、急に」

  　

  「你没事吗！？你也知道雷霆的缺点吧！？」

  「何ともないのか！？　ライトニングのデメリットはお前も知ってるだろ！？」

  　

  「啊啊……那个啊。」

  「あぁー……それは」

  　

  「好的，我来说明——」

  「はいっ、私が説明しまーす」

  　

  　朝阳瞥了小春一眼。我跟着朝阳的视线看向小春，她看起来和平时没什么两样……这是怎么回事？

  　チラリと視線を小春へ向ける朝陽。それを追って小春の方へ顔を向けると、そこにはいつもと変わらない彼女の姿がある。……どうなってるんだ？

  　

  「小春，这是怎么回事？」

  「小春、どういうこと？」

  　

  「我和朝阳稍微调整了使用access的方法。改造了电流回路，让雷霆的缺点全部由我承受。」

  「私と朝陽くんはアクセスの方法をちょっと工夫しててね。ライトニングのデメリットは全部私の方に来るよう、電流の回路を改造してあるんだ」

  　

  「咦，可是你看起来没事啊……」

  「えっ、でも小春は平気そうだけど……」

  　

  「发情的时间点会比平时晚哦。你看，第一次使用雷霆的时候，也是到半夜才开始的吧。而且我也做了特训，一两天程度的发情还可以忍受。」

  「発情のタイミングはいつも遅れてくるよ？　ほら、初めてライトニングを使った時も、夜中までなんともなかったでしょ。それに私だって特訓してるから、一日か二日程度なら発情だって耐えられるよ」

  　

  　这么说来，她的确有在做特训。记得我之前让她忍耐的那段时间，她经常和朝阳两个人一起慢跑，用来发泄。

  　そういえば特訓なんてしてたんだったか。確か俺が前に我慢をさせてた時期は、気晴らしによく朝陽と二人でジョギングとかしてたっけ。

  　

  「所以你不用担心♪」

  「だからあんまり心配しなくても大丈夫っ♪」

  　

  「小春……」

  「小春……」

  　

  　小春笑着想让我安心，我也自然地露出笑容。

  　笑顔で安心させようとしてくれる小春を前にして、俺も自然と顔が綻んだ。

  　和性欲高涨时不同，发情是足以改变本人意志的『异常状态』。竟然能忍受这种状态……

  　普通に性欲が高ぶってる時と違って、デメリットの発情は本人の意思を塗り替えるほどの『状態異常』だ。それを耐えられるようになったなんて……。

  　

  「了不起！小春好厉害！我要摸摸！」

  「えらい！　偉いぞ小春！　撫でちゃう！」

  　

  「唔……欸、欸嘿嘿。」

  「ふぇっ。……え、えへへ」

  　

  　我温柔地摸摸她的头，小春发出娇滴滴的声音。好可爱。

  　優しく頭をなでなでしてやると、小春がだらしない声を出した。かわいい。

  　

  「……不过莉亚，真的遇到困难的时候……那个，希望你能帮我。」

  「……でもリアちゃん。本当に困ったときは……その、助けてほしい、かな」

  　

  　小春一边被我摸头，一边小心翼翼地观察我的脸色，这么说道。一定是因为朝阳在旁边，她才有所顾虑，不想太依赖我吧。

  　撫でられながら恐る恐る、俺の顔色を窺うようにしてそんなこと言ってくる小春。きっと隣に朝陽がいるから、気を遣って甘えすぎないようにしているのだろう。

  　

  　这女孩也太坚强了。太可爱了。可爱到犯罪的程度。

  　なんだこの女の子は。健気すぎる。かわいくてかわいい。犯罪レベルだ。

  　

  「我当然会帮你啊！你这可爱的家伙～！我来摸摸你！」

  「んなもんいつだって助けるに決まってるだろ！　かわいいヤツめぇ～！　よしよししてやるぅ！」

  　

  「哇，莉亚摸太久了啦……」

  「わぁっ、リアちゃん撫ですぎだよぅ……」

  　

  「朝阳也要摸哦！你们两个都很努力了！」

  「朝陽も撫でちゃうからなー！　二人とも頑張ったからなぁ！」

  　

  「呜呀……真是的，你晚上就爱得意忘形……」

  「うひゃっ……もう、夜にいってば調子いいんだから……」

  　

  　你们两个嘴上这么说，表情却很陶醉哦。真是可爱的家伙。我还没摸够呢。

  　そんなこと言って二人ともだらしない顔してるぞ。まったくかわいいやつらだ。まだ全然褒めたりないぜ。

  　

  　

  （博士好像在你后面想说什么。）

  （夜、後ろで博士が何か言いたそうにしてるよ）

  　

  （唔。是讨论结束了吗？）

  （むっ。話し合いが終わったのかな？）

  　

  　

  　我暂时放开心爱的两人，转头看向后方。

  　愛すべき二人から一旦両手を離し、後ろを振り返った。

  　黑野和藤堂站在那里。黑野脸颊微微泛红，双手放在身后，忸忸怩怩的。藤堂把手放在她的肩膀上，两人正在小声地讨论着什么。

  　そこには少々顔を赤らめながら、両手を後ろに組んでモジモジしている黒野と、彼女の肩に手を置いている藤堂の姿があった。なにやら小声でコショコショと相談をしている。

  　

  　

  「好了，理爱，今天是约会，只有今天有机会哦。」

  「ほら理愛、デートという名の効力がある今日しかチャンスはありませんよ」

  　

  「我、我知道啦……话说你为什么要帮我说话？而且还是在海夜小春面前……！」

  「わ、分かってるけどぉ……ていうか何で僕の肩を持つんだ？　しかも海夜小春の目の前でぇ……！」

  

  「我们是搭档，我当然要帮你加油。还有，既然你喜欢美咲同学，就必须表现出自己是认真的，不能输给小春和莲斗。毕竟她是合法萝莉，本来就很难追。」

  「パートナーなのだから応援するのは当然でしょう。あと美咲さんのことが好きならば、小春や蓮斗に負けないくらい本気で好きなのだとアピールしなければなりませんよ。ただでさえ合法ロリでハードルが高いのですから」

  

  「别叫我萝莉！话说你这是在宣告要劈腿吧……！？我会被杀掉的……！」

  「ロリって言うな！　って、それって浮気宣言だよ……！？　僕が殺されちゃうよぉ……！」

  

  「听说美咲同学除了莲斗和小春以外，还跟另一个人有关系，你有机会。」

  「噂に聞けば美咲さんは蓮斗や小春以外にももう一人関係を持ってるらしいですし、チャンスはあります」

  　

  「世界粉碎者应该是例外吧……！？好了，快去吧！」哇啊！？

  「ワールドクラッシャーはさすがに例外じゃ「いいから行ってくださいほら！」わぁっ！？」

  

  　

  　

  「黑野同学……？」

  「黒野さん……？」

  　

  　他们这次真的讨论完了吗？我什么都没听见。

  　話し合いは今度こそ終わったのだろうか。何も聞こえなかったが。

  　

  （不对，为什么晚上就听不见？？？？？？）

  （いや夜は何で聞こえてないの？？？？？？）

  　

  （因为声音很小吧！？我才觉得奇怪，你为什么听不见！）

  （小声だったからだろ！？　逆になんで不思議に思ってるんだよ！）

  　

  （果然有神秘的力量在运作……）

  （やはり謎の力が働いている……）

  　

  　这家伙没救了，根本无法沟通。还是别理她吧。

  　だめだコイツ、会話にならねぇ。もう無視してしまおう。

  　

  　

  「那个，美咲同学！」

  「あのっ、美咲君！」

  　

  「啊，是。」

  「あ、はい」

  　

  　黑野似乎已经整理好要说的内容，她往前踏出一步，抬眼凝视着我的脸。

  　話す内容がまとまったらしい黒野は一歩前に出て、上目遣いで俺の顔を見つめてきた。

  　

  　我看到她娇小的身躯，意外丰满的胸部，以及鲍伯头的纤细茶色头发（据说是天生的），还有端正的五官。这样一看，她是个美少女……应该说美女，我看出她和艾莉儿、露库拉在细节上有所不同。

  　比較的小さな体に、意外とそこそこある胸部、そしてボブカットの繊細な茶髪（地毛とのこと）と整った顔が目に入る。こうしてみると美少女……というより美人で、アイリールやルクラとも細部が異なっていることが分かった。

  　

  　看似相同，实则相异——她们的脸确实很像，但愈是靠近，就愈能发现她们三人的差异。

  　同じようで違う存在──確かに顔こそ似てはいるが、近くにいればいるほど彼女たち三人の違いに気が付くことができる。

  　

  　……因此，我感到紧张。她和我熟悉的艾莉儿、孩子气的露库拉不同——黑野穿着符合她年龄的稳重服装，散发出年长的氛围，让我心跳加速。

  　……ゆえに、緊張してしまう。慣れたアイリールとも、子供っぽいルクラとも違う──どことなく年相応の女性的な落ち着いた服装から来る、年上の雰囲気を纏う黒野を前にして、俺の胸は確かに高鳴っていた。

  　

  「什么事……？」

  「何でしょうか……？」

  　

  「呃，那个……我们今天不是约好要约会吗？」

  「えっと、だね……その、今日はデートの約束だっただろう？」

  　

  「是、是啊，没错。」

  「は、はい、そうですね」

  　

  「可是因为这次的事件，约会只好中断。受到骚动的影响，街上一片混乱，没办法去逛，我的外出许可也只到今天……呃，所以……」

  「でも、今回のことで中断になってしまって、騒動の影響で街は大変だから回れないし、僕も外出許可は今日までだし……えっと、だから」

  　

  　黑野在脑中拼命寻找词汇，下定决心后，又往我靠近一步。

  　必死に頭の中で言葉を探しているのであろう黒野は、意を決してもう一歩俺に近づいた。

  　

  「剩、剩下的时间，要、要要、要不要……在家、家家、家约会……？」

  「の、残りの時間はっ、お、おぉっ、おぅおお家デート…………しません、か……？」

  　

  「好…………好？啊，好，说得也是，约会的后续……在家约会，哦呼……好、好……！……好？？？」

  「はいっ。…………はい？　あ、はい、そうですね、デートの続き……お家デート、おうふ……は、はい……っ！　……はいっ？？？」

  　

  　

 
  やっぱり相棒と【中編】

  我的搭档【中篇】

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　怪人骚动后过了一阵子。

  　怪人騒動からしばらく経って。

  　

  　傍晚过后，天色开始变暗时，我站在黑野目前暂住的地下研究室附近的某间房间前。

  　夕方を過ぎて空が暗くなり始めた頃に、俺は黒野が現在仮住まいとしている、地下研究室近くのとある一室の前に立っていた。

  　

  　她似乎还有其他住处，但那边现在由DEM队管理，无法进出。地下研究室也设有监视摄像头，她目前的私人空间只有研究室隔壁的这间房间。据她所说。

  　自宅は別にあるらしいのだが、そこは現在デム隊に管理されているため出入り不可。地下研究室にも監視カメラが設置されており、現在の彼女の完全なプライベート空間は研究室の隣にあるこの自室だけ、とのことだ。

  　

  「来，进来吧。」

  「さぁ、入って」

  　

  「……打扰了。」

  「……お邪魔シマス」

  　

  　我跟在先开门的黑野身后，带着些许紧张踏进房间。虽说是房间，但几乎是一房一厅一厨的格局，感觉是适合独居的房间。」

  　先行して扉を開けてくれた黒野についていく形で、若干の緊張を残したまま部屋の中へと足を踏み入れていく。部屋とは言ったもののほぼ1LDKの一室で、一人暮らしをする分には問題なさそうな間取りの家、といった雰囲気を感じる。

  　

  「……哦哦。」

  「……おぉ」

  　

  　房间的装潢意外地时髦，让我吃了一惊。有木纹设计的小桌子，以及稍微装饰了花朵的窗帘，整体以白色为基调，气氛沉稳，但每个角落都整理得井然有序。

  　部屋の中が案外オシャレな内装になっていて驚いた。木目のデザインの小さなテーブルや、少し花の装飾が施されているカーテンもあり、全体的に白色を基準としている落ち着いた雰囲気だが、所々にしっかり手入れが行き届いている。

  　

  　仔细一看，还有放了观叶植物的盆栽，以及床上的可爱小熊抱枕，甚至还有时髦的粉红色加湿器，仿佛在强调这里是女孩子的房间。环视这些摆设后，我的感想只有「意外」两个字。

  　よく見れば観葉植物が入った植木鉢や、ベッドの上に可愛らしいクマのキャラクターの抱き枕もあり、とどめと言わんばかりにピンク色のしゃれた加湿器まで置いてあった。これらを見渡して抱いた感想は『意外』の一言に尽きる。

  　

  「……好棒的房间。」

  「……いい部屋、ですね」

  　

  「美咲同学，你就老实说吧。你原本以为是什么样的房间？」

  「美咲君、正直に言ってみたまえ？　いったいどんな部屋を想像していたのか」

  　

  「啊……呃，我以为会很单调朴素——或是乱七八糟。因为你以前是疯狂科学家。」

  「あぁ……えっと、殺風景で簡素な感じか──もしくは滅茶苦茶に散らかってると思ってました。元マッドサイエンティストだったので」

  　

  「这也难怪……毕竟我以前是疯狂科学家。」

  「無理もないね……僕はマァァッドサイエンティストだったからね」

  　

  　黑野刻意夸张地这么说，然后笑着走向厨房。

  　わざと大袈裟にそう言い、クスクス笑いながらキッチンへと向かう黒野。

  　我无所适从地呆站在原地，她看着冰箱里面，对我说：

  　俺がそのまま所在なさげに立ち往生していると、彼女は冷蔵庫の中を見ながら俺に声をかけてくれた。

  　

  「我现在就拿饮料出来，你随便找个地方坐吧。」

  「いま飲み物を出すから、適当なところに座っててくれるかい？」

  　

  「啊，好。」

  「あ、はい」

  　

  　黑野和一小时前慌张害羞的样子判若两人，变得非常沉稳。我感到不可思议，同时在客厅的和室椅上坐下。

  　一時間ほど前の照れて慌ただしかったときとは打って変わり、とても落ち着いた様子になっている黒野を不思議に思いつつ、俺は居間の座椅子がある場所へ座った。

  　

  （嗯……过了一小时后，她也冷静下来了吧？）

  （まぁ……一時間経てば落ち着きもするか？）

  　

  　从她邀我到家里约会时的反应来看，我还以为她让我进家门时会更紧张一点，但现在的她完全没有那种感觉。

  　お家デートに誘ったあのとき様子から考えて、てっきり俺を家に上げるときはもう少し緊張するものだと思っていたのだが、今の彼女からそのような雰囲気は感じ取れない。

  　

  　她以熟练的动作从冰箱里拿出两瓶宝特瓶装饮料，不疾不徐地走向客厅，隔着桌子在我对面坐下。

  　慣れた手つきで冷蔵庫からペットボトルを二本取り出し、別段急ぐ気配もないままゆったりとした足取りで居間に訪れ、テーブルを挟んで俺の向かい側に座った。

  　

  「来，喝茶。」

  「はい、お茶」

  　

  「谢谢。」

  「ありがとうございます」

  　

  　我立刻打开她递给我的宝特瓶，用冰凉的茶水润喉。虽然没有疲惫不堪，但战斗后的水分补给特别美味。黑野也跟着我喝了一口茶，然后放心地吐了口气。

  　手渡されたペットボトルをさっそく開け、冷たいお茶で喉を潤していく。疲労困憊というわけでもないが、戦いの後の水分補給は格別だ。俺に続いてお茶を口にした黒野もお茶を飲み、安心したように息を吐いている。

  　

  「……呼，辛苦了，美咲同学。」

  「……ふぅ、改めてお疲れ様、美咲君」

  　

  「不，黑野同学才是。你和一直受到帮助的我不同，长时间独自战斗吧？」

  「いえ、黒野さんこそ。助けられっぱなしだった俺と違って、長い時間一人で戦ってたでしょう」

  　

  「啊……其实我不怎么累。」

  「あー……実はあまり疲れてないんだ」

  　

  「咦？」

  「えっ？」

  　

  「战斗时几乎都是靠文香的支援。你想想，我是个运动白痴吧？就算得到文香的身体，也没办法好好战斗。」

  「戦闘時はほとんど文香のサポートありきで戦ってたんだったんだよ。ほら、僕って運動音痴だからさ？　文香の体を得てもまともに戦えるわけじゃなくてね」

  　

  　据她所说，她会依照在心中说话的藤堂的指示行动，需要瞬间判断时，会暂时将控制权交给藤堂，和擅长战斗的其他成员不同，她似乎比别人多花了一倍的力气在战斗上。

  　曰く、心の中で喋る藤堂の指示通りに動いたり、咄嗟の判断が必要な時は一時的に藤堂へコントロール権を移したりなど、基本的に戦闘が得意な他のメンバーと違って人一倍工夫をしながら戦っていたらしい。

  　

  「所以负担是我和文香各半……不对，她分担得更多一点，所以我没有累积太多疲劳。」

  「だから負担は僕と文香で半々……いや、もう少し彼女が貰ってくれてるから、あまり疲労は溜まってないよ」

  　

  「原来是这样啊……藤堂那家伙太努力了。」

  「そうだったんですか。……藤堂のやつ、頑張りすぎですね」

  　

  「就是说啊。就算是搭档，她对我这么好，让我有罪恶感……下次得送点什么给她才行。」

  「全くだよ。いくらパートナーとはいえ、ここまで良くしてもらったら罪悪感が……ね。あの子には今度なにかしらお礼をしないとだなぁ」

  　

  　黑野轻轻伸了个懒腰，说出这句话，将体重靠在和室椅的椅背上。虽说负担有一半以上是藤堂在承担，但黑野看起来也很疲惫。她说自己没有累积太多疲劳，是身为年长者的坚持吗？

  　んーっ、と軽く伸びをしながら黒野はそんなことを口にし、座椅子の背もたれに体重を預けた。負担の半分以上を藤堂が貰っているとはいえ、やはり黒野も疲弊しているように見える。あまり疲れていない、という言葉は年上としての意地だろうか。

  　

  　总之，眼前的问题都解决了，我也在这个家里休息一下吧。

  　ともかく目先の問題は全て解決したのだし、俺もこの家で少し休憩させてもらおう。

  　

  　

  「——啊，对了，美咲同学。」

  「──あぁ、そうだ美咲君」

  　

  「是？」

  「はい？」

  　

  　我也学她靠在和室椅上放松，黑野拍了拍手，站起身。

  　俺も彼女に倣って座椅子にもたれかかって寛いでいると、パンっと両手を叩いた黒野が立ち上がった。

  　

  「我有东西要给你，你可以在这里等一下吗？」

  「きみに渡すものがあるんだよ、ここで待っててくれるかい」

  　

  「哦……」

  「はぁ……」

  　

  　她做出可以解释为肯定也可以解释为拒绝的暧昧回答后，就从后面的床铺底下拿出行李箱，把它放到眼前的桌上。

  　肯定とも拒否ともとれるような曖昧な返事をすると、彼女は後ろにあるベッドの下からトランクケースを取り出し、それを目の前のテーブルの上に置いた。

  　接着又在行李箱侧面标示着数字的小面板上按了几下。

  　そしてトランクケースの側面にある、数字が記された小さなパネルをポチポチと操作する。

  　

  「好，解锁。」

  「ほい解錠っと」

  　

  　用力按下最后一个按键后，行李箱就传出奇怪的金属声。从解锁这个名词来看，她应该是解除了行李箱的锁。

  　勢いよく最後のボタン押し込むと、トランクケースから妙な金属音が鳴った。解錠、という言葉からしておそらくトランクケースのロックを開けたのだろう。

  　

  　黑野打开解除保全系统的行李箱，把从里面拿出来的物品直接交给我。

  　セキュリティ解除がなされたトランクケースを開け、中から取り出した物を黒野はそのまま俺に手渡してきた。

  　

  「……黑野小姐，这是——」

  「……黒野さん、これって──」

  　

  「呵呵，你应该有印象吧？」

  「ふふ、キミなら見覚えがあるだろう？」

  　

  　她交给我的是有着豪华装饰的金色手表，形状与设计感都跟Accel Watch颇为相似。

  　渡されたのは豪華な装飾が施されている金色の腕時計で、どことなく形状やデザインの雰囲気はアクセスウォッチに似ている。

  　

  　啊，这东西我确实有印象。虽然拿到同样形状物品的次数只有两次，但两次的场面都太过强烈，所以记忆深刻。

  　あぁ、これにはとても見覚えがある。これと同じ形のものを手にした回数は僅か二回に過ぎないものの、そのどちらの場面もあまりに強烈で記憶に焼き付いているのだ。

  　

  　我怎么可能忘记呢，因为这就是我还是死亡游戏的玩家时的最终兵器啊。

  　忘れるわけがない、これはいわば俺がデスゲームのプレイヤーだった頃の最終兵器なのだから。

  　

  　

  「Hyper……Thermic Watch。」

  「ハイパームテキの……ウォッチ」

  　

  　

  　我一这么呢喃，黑野就轻笑了一声。

  　俺がそう呟くと、黒野はフッと小さく笑った。

  　

  「正确答案。在短短五分钟内就强行结束藤堂文香路线，一击就击沉与世界粉碎者融合的我，这只手表里就包含着那种无敌的力量。」

  「正解。藤堂文香ルートをわずか五分の間に力業で終了させ、ワールドクラッシャーと融合した僕をたった一発で撃沈させた、あの無敵の力を内包している腕時計さ」

  　

  　「那真的很痛耶……」黑野一边这么说，一边再次坐到和室椅上喝茶。

  　あれは痛かったなぁ……なんて言いながら、再び座椅子に座ってお茶を飲む黒野。

  　

  「咦？」

  「えっ」

  　

  　不对，等一下。

  　いや、ちょっと待ってほしい。

  　

  「你……你制造了这个在现实世界里能变成无敌状态的手表……？」

  「つ、作ったんですか？　この現実世界で無敵状態になれるウォッチを……？」

  　

  「嗯——有点不太一样。」

  「んー、ちょっと違うかな」

  　

  　黑野把空无一物的行李箱再次藏到床底下，继续说道：

  　中身がなくなったトランクケースを再びベッドの下に隠しながら、黒野は言葉を繋げる。

  　

  「几个月前不是发生过游戏领域事件吗？我分析形成那个领域的核心，让它能从这只手表里简单地制造出小规模的游戏领域——然后只有在那个迷你领域里，可以使用五分钟的无敌力量……大概是这样吧。」

  「数ヵ月前までゲームフィールド事件が起きていただろう。あのフィールドを形成していた核を分析して、そのウォッチから簡易的に小規模なゲームフィールドを作れるようにしたんだ──で、無敵の力はそのミニフィールド内でのみ五分間使うことができる……って感じかな」

  　

  「……那样没关系吗？」

  「……それって大丈夫なんですか」

  　

  「嗯，当然不行啦。如果被发现的话，就算是再怎么温柔的死亡游戏部队，也一定得把我关进冰冷的铁牢里吧。就算死亡游戏结束时，以各种理由帮助我的真冈和刚烈，一定也没办法完全包庇我。」

  「まぁ、もちろんダメだよ。これがバレたらいくらお優しいデスゲーム部隊様とはいえ、僕を冷たい鉄の檻にぶち込まざるを得なくなるだろうね。デスゲーム終了時にあれこれ理由をつけて助けてくれた真岡と剛烈でも、きっと庇いきれない」

  　

  　「既然如此，为什么要做这么高风险的事——」黑野看到我带着这种疑问的眼神，在我直接开口询问前就回答了：

  　それなら何でそんなリスクの高いことを──そんな言葉を孕んだ俺の眼差しを受けて、直接質問をされる前に黒野は答える。

  　

  　

  「因为我觉得应该要交给你。」

  「渡すべきだと思ったからだよ、君に」

  　

  　

  「……？」

  「……？」

  　

  「自从你通关那个死亡游戏后，就一直被命运玩弄——我觉得那个命运还没有结束。」

  「あのデスゲームをクリアして以来、きみを翻弄し続けている運命──それはまだ終わっていないと、僕はそう思うんだ」

  　

  「命……命运……吗？」

  「う、運命……ですか」

  　

  　「很难用言语表达呢。」黑野一边苦笑一边搔了搔脸颊。

  　うまく言語化しづらいな、と苦笑いしながら黒野は頬を指でかく。

  　

  「美咲同学自然地把自己置身于事件或问题的中心，达古斯特莉亚为了保护你，让假想与现实的死亡游戏攻略者成员见面，再加上你们两人的力量抑制了世界粉碎者……今天，终于连我也被拉进死亡游戏的攻略者，打倒了巨大的邪恶。不可思议的是，只要你们两人在场，就会发生什么事，然后每次都会解决——可是……」

  「美咲君が事件や問題の中心に自然と自らの身を置き、ダグストリアが君を守るために仮想と現実のデスゲーマーズメンバーを引き合わせ、更には二人の力でワールドクラッシャーを抑制し……今日、ついに僕までもデスゲーマーズに引き入れ、巨悪を打ち砕いた。不思議と君たち二人がいる場所では何かしらが起き、その度に解決して──でも」

  　

  　黑野停顿了一下，继续说道：

  　一拍置いて、言葉を紡ぐ。

  　

  「我总觉得那个命运还没有结束。」

  「まだ終わってはいないのだと、そう思ってしまうんだ」

  　

  「……为什么？」

  「……それは、どうして」

  　

  「谁知道呢，大概是直觉吧。最近没看到露库拉也是原因之一……」

  「さぁね、直感のようなものなのだろ。最近ルクラの姿を見ていない、というのもあるけど……」

  　

  　黑野稍微垂下视线，陷入沉思。

  　物思いに耽るように少しだけ目を伏せる黒野。

  　她今天发生了什么让她产生这种想法的事吗？

  　彼女は今日、そんな思いを抱くような何かがあったのだろうか。

  　

  「……不，没什么。」（达古斯特莉亚对美咲同学抱持的感情是『不知道』——或许只是因为这句话让我很在意吧。）

  「……いや、何でもない」（ダグストリアの抱く──美咲君へ向ける感情が『分からない』という、あの言葉が引っかかっているだけなのかもしれないな）

  　

  　黑野一口气喝光宝特瓶里的茶，喘了口气后，表情又恢复了平静。看来她已经放弃思考那些复杂的问题了。

  　くいっとペットボトルのお茶を飲み干し、黒野は一息ついて再び穏やかな表情に戻った。難しいことを考えるのは、どうやらやめにしたらしい。

  　

  　

  「总之，今天之所以会以家庭约会的名义邀请你来我家，就是为了把这个交给你。在文香她们也在场的情况下，只能用约会的名义蒙混过去……抱歉，那时候让你感到紧张了。」

  「とにかく、今日きみをお家デートと称してウチに招いたのはそれを渡すためだったんだ。文香たちがいたあの場では雰囲気的にデートと誤魔化すしかなくて……ごめんね、あの時は変に焦らせちゃって」

  　

  「……不、不会。既然是这样……我并不在意。」

  「……い、いえ。そういうことだったんなら……別に、気にしてないです」

  　

  　

  　没错，黑野同学今天邀请我约会（暂定）的理由，打从一开始就是为了这件事。她和我一样，打从一开始就没有邪念。嗯，和我一样。

  　そうだ、黒野さんが今日のデート(仮)に誘った理由は最初からこれだったんだ。俺と同じで邪な気持ちは初めから持っていなかった。うん、俺と同じで。

  　

  「总之，你把这个无敌手表带回去，不要被任何人发现……美咲同学？」

  「とりあえずその無敵ウォッチは誰にも見つからないように持って帰ってもらって……美咲君？」

  　

  「是、是的！怎么了？」

  「は、はい！　なんですか！」

  　

  　虽然身在女性的房间里，而且闻到很香的味道，但我很紧张一定只是错觉。毕竟原本的目的已经达成了，没有理由紧张，也没有必要特别警戒。

  　いい匂いのする女性の部屋にいるけど緊張しているのもきっと気のせいだ。なんせ本来の目的は今終わったのだから。緊張する理由も妙に身構える必要もない。

  　没错，什么都没有——

  　そう、なにも──

  　

  　

  「……难道你——有什么期待吗？」

  「……もしかしてキミ──何か期待してたのかな？」

  　

  　

  「呜欸！？」

  「うぇっ！？」

  　

  　黑野露出微笑，以恶作剧的口吻说道。

  　微笑を浮かべながらいたずらっぽく告げる黒野。

  　

  　难道……

  　まさか。

  　

  　怎么可能。今天是因为约好要约会（暂定）才跟来的，没有其他意思。

  　まさかそんなわけないだろう。今日はデート(仮)の約束があったからここまでついてきたんだ。別に他意はない。

  　

  「不过，我表现得那么露骨……你会有那种想法也不奇怪。」

  「まぁ、僕自身があれだけ露骨な態度をしていれば……君がその気になってもおかしくはないか」

  　

  「那个，黑野同学！我并没有……！」

  「あの黒野さん！　俺は別に……！」

  　

  　期待什么——怎么可能有这种事。我决定要帮助黑野，今天是因为约好了，所以才一直待在她身边，我自己并没有抱持什么奇怪的感情……应该没有。

  　何かを期待していた──なんて、そんな馬鹿なことがあるはずない。俺は黒野の助けになると決めていて、今日は約束だったから常に一緒にいただけであって、俺自身が妙な感情を抱くなんてことは……ない、はずだ。

  　

  　只是两个人单独待在狭窄的房间里，她对我露出蛊惑人心的微笑，我就……

  　こんな、ただ二人きりで狭い部屋にいるだけで。蠱惑的な表情で微笑まれただけで、俺が。

  　

  「……！」

  「……っ！」

  　

  　心脏怦怦地跳了起来。不知为何，我突然开始过度在意眼前的黑野。

  　ドキリと胸が跳ねた。何故だか急に、目の前にいる黒野を必要以上に意識し始めてしまっている。

  　两个人单独相处，距离非常近，而且……莫名地热。

  　二人きりで、距離で言えばかなり近くて、あと……妙に暑い。

  　

  　

  「……呐，美咲同学？」

  「……ねぇ、美咲君？」

  　

  　黑野小声地对我说话，同时以缓慢的步伐朝我走近。

  　黒野は小さな声で語り掛けながら、ゆったりとした足取りで俺の方へ近づいてくる。

  　

  「希望你能老实告诉我。」

  「正直に言ってほしいな」

  　

  　她一边说着，一边在我身旁坐下。我们之间的距离近到肩膀几乎要碰在一起，再靠近几公分就会紧贴在一起了。她在我耳边轻声细语：

  　そんなことを言いながら、彼女は俺の隣に座る。肩が触れ合ってしまいそうな、あとほんの数センチで密着してしまいそうな距離で、俺の耳に小さく囁く。

  　

  「你期待……会发生什么事呢？」

  「どんなこと……期待してたの？」

  　

  「！？」

  「っ！？」

  　

  　带着甜美气息的话语刺激着耳朵深处，全身起鸡皮疙瘩，肩膀不由自主地抖了一下。

  　甘い吐息交じりの言葉が耳の奥を刺激して、全身にゾクゾクと鳥肌が立ち、思わず肩をビクつかせてしまう。

  　

  　

  「我、我并没有期待什么……！」

  「べっ、べつに何も、期待なんて……！」

  　

  　连我自己都知道，这句话毫无说服力。

  　自分でもわかるくらい、今の俺の言葉には説得力がない。

  　

  「呵呵，脸都红了……真可爱。」

  「ふふ。真っ赤になっちゃって……かわいいなぁ」

  　

  　甜美的声音从身旁传来。

  　隣から甘い声が聞こえてくる。

  　

  「回到这个世界之后，你跟很多女孩子上过床了对吧？既然如此……会期待再次发生色色的事情也是难免的。」

  「この世界に戻ってからは色々な女の子たちとえっちをしているんだったね。それなら……また自分がえっちなことに遭遇するんじゃないかー、って期待するのも無理ないよ」

  　

  　妖艳的低语试图停止我的思考。

  　妖艶な囁きで思考を止めようとしてくる。

  　

  「而且……我对美咲同学的好感度，明显到连迟钝的你都能察觉。而且我们又像这样两人独处……我故意靠近你，诱惑你。」

  「それに……僕の美咲君に対しての好感度は、鈍感なきみでも気づくくらいの露骨なもので。しかもこうして都合よく二人きりになれて……わざとらしくきみに近づいて誘ってる」

  　

  　纤细通透的声音传到脑中，让全身的血液沸腾。

  　細く透き通るような声音が脳まで届いて、体中の血液を沸騰させる。

  　

  「那、那个……黑野同……」

  「ぁ、あの……黒野さ……」

  　

  「嗯——差不多开始生效了吧？」

  「ん──そろそろ効いてきたかな？」

  　

  「咦……？」

  「えっ……？」

  　

  　好热——不，是好烫。脖子和背部都渗出汗水，不知为何呼吸困难。

  　暑い──いや、熱い。首筋や背中から汗が滲んで、なぜだか息が苦しい。

  　心脏剧烈跳动，甚至听得见扑通扑通的声音。我的身体正在发烫。

  　ドクンドクンと激しく脈打つ心臓の音が聞こえるほど、俺の体が焦っている。

  　

  　这是怎么回事？

  　なんだ、これ。

  　

  　为什么身体这么烫？

  　どうしてこんなに体が熱い。

  　

  　只是被她轻声细语，就变成这样，太奇怪了。

  　囁かれているだけで、こんなのおかしい。

  　

  「……关于刚才给你的茶。」

  「……さっき君に渡したお茶だけどね」

  　

  　不会吧？黑野同学竟然……

  　まさか。そんな、黒野さんが。

  　

  「其实我加了春药。而且是效果非常强的春药……对吧？」

  「実は媚薬を入れておいたんだ。それも、すぅっごく効き目が強いやつを……ね？」

  　

  　她对我——！？

  　俺を──！？

  　

  　

  「请、请等一下！」

  「まっ、待ってください！」

  　

  　我着急地大喊，站了起来。虽然身体依然发烫，脑袋也昏昏沉沉，但不能继续坐着。

  　叫びながら焦って立ち上がる。相変わらず体が熱く頭もフラつくが、このまま座っているだけではだめだ。

  　

  「怎么了？」

  「どうしたんだい？」

  　

  「这、这种事，不太好吧……！」

  「こ、こういうのは、良くないっていうか……！」

  　

  　不行，太着急了，没办法好好说话。

  　ダメだ、焦ってしまって上手く言葉にできない。

  　

  「……为什么？」

  「……どうして？」

  　

  「咦？」

  「へっ？」

  　

  「不只莲，还建立包含小春在内的后宫，甚至对露库拉那种小女孩出手……事到如今，你还认为有什么问题吗？」

  「レンのみならず小春ちゃんも含めたハーレムを作っておきながら、ルクラのような小さい女の子にも手を出して……今更何が問題だと思っているのかな？」

  　

  　黑野同学依然从容不迫，脸上挂着妖艳的笑容。

  　黒野はまったく余裕を崩さず、妖艶な笑みを浮かべたままで。

  　

  「这、这个……」

  「そ、それは……」　

  　

  　她太坏心眼了。黑野同学明明知道露库拉事件的详情。

  　あまりにも意地が悪すぎる。黒野もルクラの件の詳細は知っているはずなのに。

  　

  　……但是，她说的都是事实。我无法用「我只是接受了喜欢我的人」这种借口搪塞。

  　……だが、彼女が言っていることは全て事実だ。俺を好いてくれた人間を受け入れただけ、なんて言い訳がまかり通るはずもない。

  　

  　我不只对莲斗出手，还贪心地选了小春。不仅如此，明明已经有她们两个了，还对露库拉这名少女出手。这是无庸置疑的事实，而且我无法否认自己曾经直接——肉体上地对她们所有人出手。

  　俺は蓮斗にだけ留まらず、欲張って小春までもを選んだ挙句、その二人がいながらルクラという少女にも手を出した。それは紛れもない事実であり、その全員へ直接的に──肉体的に手を出したことも否定しようのない過去なのだ。

  　

  　我这个男人实在太「不诚实」、「下流」、「差劲」了。这样的人，真的有资格对眼前的女性发表意见吗？

  　あまりにも『不誠実』『下劣』『最低』という言葉が似合う男ではないだろうか。そんな人間が、目の前のこの女性に対して何か意見を言う資格など果たしてあるのか。

  　

  「你明明接受了喜欢达古斯特莉亚，但不把你当成异性看待的露库拉。」

  「ダグストリアのことが好きで、あくまで君を異性の好きとしては認識していないルクラを受け入れたのに」

  　

  　她仰望着我，脸上依然挂着微笑，以看不出感情的表情，抬眼凝视我的眼睛。

  　彼女は俺を見上げる。微笑をたたえたまま、感情が読めない表情のまま黒野は上目遣いで俺の瞳を見つめる。

  　

  　

  「你不愿意接受这么喜欢你……对你如此倾心的我吗？」

  「こんなにも君のことが好きな……ここまで好意を露わにしている僕のことは、受け入れてくれないのかい？」

  　

  　

  「——」

  「───」

  　

  　我以为自己的心脏要爆炸了。

  　心臓が爆発するかと思った。

  　眼前这名女性的微笑，仿佛隐藏着不安，扰乱了我的心。

  　目の前の女性がしている、不安を裏に隠したような儚げな微笑みが、俺の心を搔き乱す。

  　

  「我……」

  「おれ、は……」

  　

  　我欲言又止，无法回答。面对拼命地想传达那纤细又脆弱，仿佛一碰就会坏掉的感情的黑野，我失去了冷静。

  　言い淀む。答えが出ない。まるで触れたら壊れてしまいそうな、繊細で脆い感情を必死に伝えようとしている黒野を前に、俺は冷静さを欠いてしまう。

  　

  　身体好热。简直就像「发情」一样，脑袋发热，视野模糊。

  　体が熱い。まるで『発情』のように、頭が熱に浮かされて視界が霞む。

  　思考被破坏，甚至差点任凭冲动的本能摆布，好可怕。这就是春药的效果吗？

  　思考が破壊されて、衝動的な本能に身を任せようとすらしてしまいそうで、恐ろしい。これが媚薬の効果なのか。

  　

  　不行，继续待在这个房间的话，我一定会变得不正常。

  　ダメだ、このままこの部屋にいたら、俺はきっとどうにかなってしまう。

  　

  「我、我回去了！打扰——」

  「か、帰ります！　お邪魔し──」

  　

  　

  　在我转身的瞬间，脚绊了一下。

  　踵を返そうとした瞬間、足がもつれた。

  　

  　

  「哦哇！？」

  「おわっ！？」

  　

  「呀！」

  「きゃっ！」

  　

  　

  　我就这样遵循着谜样的法则，以推倒黑野的姿势跌倒了。

  　そのまま謎の法則に従って、俺は黒野を押し倒すような形で転んでしまった。

  　

  　

  「……啊。」

  「……あっ」

  　

  　眼前是张漂亮的脸蛋。

  　目の前に綺麗な顔がある。

  　我压在身材纤细娇小的黑野身上。

  　華奢で小さな体の黒野に、俺が覆いかぶさっている。

  　我双手撑在地板上，以四肢着地的姿势，封住了仰卧的黑野的行动。

  　床に両手をついたままの四つん這いで、仰臥した黒野の身動きを封じている。

  　

  「……美咲同学。」

  「……美咲君」

  　

  「……呼、啊。」

  「……ハッ、ぁ」

  　

  　我全身僵硬。我的本能低语着，想亲手把眼前这个可爱的存在弄得乱七八糟。

  　全身が強張る。眼下にいる可愛らしい存在を、自らの手で滅茶苦茶にしてしまいたいと、俺の本能が囁いている。

  　

  「……你有在听吗？」

  「……聞いてるかい？」

  　

  「呼、呼……！」

  「はぁっ、ハァ……！」

  　

  　我就像看到肉的野生动物一样，看着黑野，口水都快流出来了。我脑中某个角落理解到，只要我认真起来，就能瞬间制伏这个女人，随心所欲地享用她。

  　まるで肉を前にした野生動物の如く、黒野を見ていると思わず涎が出てしまいそうだ。自分が本気を出せばこの女などあっという間に組み伏して、思うが儘に貪ることができるのだと、頭の片隅で理解してしまっている。

  　

  「这样下去……我可能会被吃掉。」

  「このままだと……ぼく、食べられちゃうかも」

  　

  「哈啊……！我、我……！」

  「ハァぁっ……！　お、おれ……ッ！」

  　

  　啊啊，这下不行了。

  　あぁ、これはもう駄目だ。

  　理性没有踩刹车。

  　理性がブレーキを踏もうとしていない。

  　我心中的野兽支配全身，只想侵犯眼前的女人。

  　俺の中にある獣が全身を支配して、ただ目の前の雌を犯しつくしてやろうと

  　

  　

  　

  　

  　

  「好，弹额头。」

  「はい、デコピン」

  　

  　

  　

  　

  　

  「好痛！？」

  「ぃでっ！？」

  　

  　

  　——额头受到冲击。

  　──額に衝撃。

  　

  　

  「………………咦？」

  「………………えっ？」

  　

  　——我搞不清楚状况，全身僵硬。

  　訳が分からず全身が硬直する。

  　

  　她刚才对我做了什么？

  　俺はいま、何をされた？

  　

  「再来一发。嘿！」

  「もう一発。ほいっ」

  　

  「好痛！！」

  「あだっ！！」

  　

  　——这次她用中指弹我的眉心，我发出惨叫，身体后仰。

  　今度は確実に、弾いた中指で眉間を撃ち抜かれ、悲鳴を上げてのけ反る。

  　我反射性地站起来，和黑野拉开距离，她无奈地苦笑，同样站了起来。

  　反射的に立ち上がって黒野から距離を取ると、彼女は仕方なさそうに苦笑いしながら同じく立ち上がった。

  　

  　她手扠腰，叹了口气，再次看着我。

  　腰に手を当て、フゥとため息を吐いて再び俺を見る。

  　

  　

  「真是的……你真的很容易被气氛影响呢。」

  「まったく……きみ、本当に雰囲気に流されやすいねぇ？」

  　

  　

  　——咦？我发出傻气的声音，黑野打开我刚才喝的宝特瓶，把里面的春药绿茶一饮而尽。

  　えっ──と。間抜けな声を漏らす俺をよそに、先ほどまで俺が飲んでいたペットボトルのキャップを開け、その中の媚薬入り緑茶をゴクゴクと飲み干す黒野。

  　

  「噗哈……真好喝。」

  「っぷはぁ……おいし」

  　

  「等等，黑野，你……！」

  「ちょ、黒野さ、それは……！」

  　

  　

  「…………噗。」

  「…………プッ」

  　

  　

  　看到我狼狈的模样，天才少女忍不住笑了出来。

  　情けなく狼狽する俺の姿を見て、小さな天才少女は吹き出す。

  　

  「……呵呵，啊哈哈！啊哈哈哈！」

  「……ふふっ、アハハ！　あっははは！」

  　

  「黑、黑野同学……？」

  「く、黒野さん……？」

  　

  「抱歉，我有点……呵呵，太好笑了！我没想到……事情会这么顺利！啊哈哈哈！」

  「ごめっ、ちょっと、くふふっ、おかしくて！　こんなに、上手くいくとは……思わなかったからっ、アハハハ！」

  　

  　黑野捧腹大笑，我只能困惑地看着她。我完全无法理解，到底发生了什么事？

  　ヒーヒーとお腹を押さえて笑いをこらえようとする黒野を前に、俺は困惑する他ない。いったい何がどうなっているのか、全くもって理解できない。

  　

  「什么意思……？」

  「どういう……？」

  　

  「嘻嘻嘻……啊啊，抱歉抱歉，我不会再笑了，会好好解释的……噗噗。」

  「ひひひっ……あぁ、ごめんごめん、もう笑わないよ、ちゃんと話すから。……プフッ」

  　

  　你这不是还在笑吗？

  　いや笑ってるじゃん。

  　

  「就是呢——」

  「えっとね──」

  　

  　

  　她说，茶里根本没有混入一滴春药。

  　曰く、お茶には媚薬なんて一滴たりとも混入されていない。

  　她说，身体发热——不，『好热』单纯是因为房间的暖气温度调高了。

  　曰く、体が熱い──いや『暑い』のは単純に部屋の暖房の温度を上げていたから。

  　她说，我没有发情，只是以为自己发情了。

  　曰く、発情していたワケではなく発情した気になっていただけ。

  　

  　以上就是她的解释。

  　とのことであった。

  　

  「怎么可能……」

  「んな馬鹿な……」

  　

  　我全身无力，黑野反而一副神清气爽的样子。

  　へたり込む俺。逆に気分がよさそうな黒野。

  　

  「这算是一种精神控制……虽然手法粗糙到连精神控制都称不上，但美咲同学比我想象中还要单纯，吓了我一跳呢。没想到稍微怂恿一下，你真的就差点发情了……你真了不起。」

  「一種のマインドコントロール……とすら呼べないお粗末な方法だったんだけど、予想以上に美咲君が純粋で驚いたよ。ちょっと唆すだけで本当に発情しかけるなんて……すごいね君は」

  　

  　她轻描淡写地讽刺我，我的精神力被她一点一点地削弱。我羞耻到想找个洞钻进去。

  　さらりと皮肉をぶち込まれてメンタルがゴリゴリ削られていく。もはや恥ずかしすぎて穴があれば入りたい程であった。

  　

  　

  　好过分，太过分了。不对，过分的是黑野，应该说是我自己，我真是个笨蛋。

  　ひどい。ひどすぎる。いや黒野が、というより俺自身がひどくてアホすぎる。

  　也就是说，我单纯只是以为『因为春药而发情』，实际上只是在热房间里喝了茶，对黑野发情而已吧？好想死……

  　これってつまり俺が『媚薬のせいで発情してる』って思いこんでいただけで、実際は暑い部屋でお茶を飲んで黒野に盛ってただけってことだろ？　死にたい……。

  　

  　因为得到莲的淫纹，真的发情过，所以我可能被『只要有个契机，人类就会轻易发情』的想法给束缚了。即使如此，我真的差点对黑野出手，这个事实实在太糟糕了。我真的是性犯罪者，是强奸犯。果然还是死了比较好吗……？

  　レンの淫紋貰ったりとかして本当に発情したことがあったから、きっかけさえあれば人間は簡単に発情するもの──という考え方に囚われていたのかもしれない。それでも本当にあと一歩踏み込んでいたら黒野に手を出していた、という事実がとんでもなくヤバい。俺マジで性犯罪者じゃん。レイパーじゃん。やはり死んだ方がいいのか……？

  　

  　

  「啊哈哈……抱歉，美咲同学，我没想到真的会成功。」

  「あはは……すまないね美咲君、まさか本当に成功するとは思ってなくてさ」

  　

  「不，我真的不知道该说什么才好，这次真的非常抱歉。」

  「いやもうほんと何て言ったらいいかこの度は本当に申し訳ありませんでした」

  　

  　我立刻下跪道歉。在这种状况下，要是不马上道歉，马上就会被杀掉。杀气腾腾。

  　素早い土下座。この状況で謝罪を怠れば即オダブツである。殺伐。

  　

  「拜托你千万不要报警……！啊，不对，还是请你报警好了……！真的很对不起……！！」

  「どうか警察だけはご勘弁を……！　ぁ、いや、やっぱり突き出してもらっても……！　本当にごめんなさいでしたぁ゛……っ！！」

  　

  「咦——？怎么办呢——？大哥哥是萝莉控，不能原谅这种人吧～？」

  「えー？　どうしよっかなー？　お兄さんロリコンだしぃ、こんな人を許しちゃダメなんじゃないかなぁ～？」

  　

  　这个臭丫头——不对，这次完全是我不好，我什么话都不能说，也不能抱怨，总之只能继续下跪。

  　このメスガキ───いや今回は全面的に俺が悪いから何も言えないし言っちゃだめだとにかく土下座をし続けなければ。

  　

  　我这么想着，额头用力地在地板上摩擦时，黑野慌张地跑到我身边。

  　そんな思いで痛いぐらいに額を床にグリグリと擦り付けていると、黒野は慌てて俺の傍に駆け寄ってきた。

  　

  「等、等等，美咲同学，我不是认真的！抱歉，我开玩笑的。好了，抬起头来……！」

  「ちょ、ちょっと美咲君、本気じゃないから！　ね、からかってごめんね？　ほら、顔上げて……！」

  　

  「可、可是……！我……！！」

  「で、でも……！　俺はぁ……ッ！！」

  　

  「好了好了，真要说起来，完全是我的错，你不用一直道歉——啦！」

  「いいからいいから、どちらかといえば圧倒的に僕が悪いんだし、あんまり謝らないでくれ──よっ！」

  　

  　黑野半强迫地让我抬起头，然后拉着我站起来。

  　半ば力づくで俺の顔を上げさせ、そのまま立ち上がらせる黒野。

  　

  　呜呜，我到底做了什么……这样之前积极的莲和小春也没办法生气了吧……！不如说，因为误会而发情的我更恶劣……！我是真正的犯罪者……！

  　うぅ、俺はなんてことを……こんなのもう、前の積極的だったレンや小春も怒れないじゃないか……！　むしろ思い込みで発情した分俺の方がタチ悪い……！　ガチ犯罪者……ッ！

  　

  「好了，别在意了。」

  「ほーら、もう気にしないでってば」

  　

  「呜。」

  「ふぇっ」

  　

  　黑野捏着我的双颊，强制让我闭嘴。虽然被捏着脸颊，但可能是因为她没有用力，所以几乎不痛。

  　黒野に両頬を引っ張られ、強制的に黙らされる。しかし頬を引っ張られてはいるものの、力が込められていないせいか殆ど痛みは感じない。

  　

  「我想说的是，希望你不要像这样被气氛牵着走。你本来就是容易惹麻烦的体质，要是大意的话，一定会发生大事……明白了吗？」

  「僕が言いたかったのは、あまりこんな風に雰囲気に流されないでほしい、ってことだよ。ただでさえ君はトラブル体質なんだから、油断するときっと大変なことになる。……いいかい？」

  　

  「……是，我会铭记在心。」

  「……はい。肝に銘じておきます」

  　

  「嗯，很好。」

  「んっ、よろしい」

  　

  　我发自内心地说完后，黑野微笑着放开我的脸颊，挺直身子温柔地摸了摸我的头。

  　俺が心の底からの言葉を口にすると、黒野は微笑んで頬から手を放して、背伸びをして俺の頭を優しく撫でてくれた。

  　

  　斥责后催促反省，看到态度改善后就摸头夸奖——她的行动让我感到强烈的安心感。明明身材这么娇小，却让我确信她确实是年长的女性，她的严厉和温柔，最重要的是她的包容力。

  　叱って反省を促し、態度の改善が見られれば褒めて頭を撫でる──そんな彼女の行動に、俺はとても強い安心感を覚えた。こんな小さな体をしているのに、彼女はしっかり年上の女性なのだと確信できてしまう、そんな厳しさと優しさ、なにより包容力がある。

  　

  　

  　——嗯？

  　──んっ？

  　

  　

  （我对黑野同学有什么感觉……？）

  （俺は黒野さんに何を感じているんだ……？）

  　

  （夜晚——那就是母性哦。）

  （夜──それはバブみというものだよ）

  　

  （怎么会，难道……！？）

  （そんな、まさか……！？）

  　

  　我竟然对这个比我矮一个头以上的人，产生了母性……？

  　こんな、俺もよりも頭一つ以上小さなこの人に、この俺がバブみを感じているだと……？

  　

  （我不是萝莉控哦！？）

  （俺はロリコンじゃないぞ！？）

  　

  （不，我就是萝莉控吧。都和莲还有露库拉做过那种事了，事到如今还说什么……而且黑野博士的年纪比我大啊。）

  （いやロリコンでしょ。レンやルクラとシておいて何を今更……というか黒野博士は年上でしょうが）

  　

  　……对了，这个人比我年长。如果是比我年纪大的女性，就算感受到母性也不奇怪……吧？不行，我不明白。我很少有机会感受到年长女性的包容力，甚至无法判断这是好是坏……！

  　……そうだ、この人は年上だ。俺よりも年齢が上の女性ならば、バブみを感じても不思議ではない……のか？　ダメだ分からない、年上からの包容力を感じた機会が少なすぎて、これが良いことなのか悪いことなのかすら判断できない……！

  　

  　

  「美咲同学……？」

  「美咲君……？」

  　

  「唔，我到底怎么了……！」

  「くっ、俺はどうしてしまったんだ……！」

  　

  「那个，美咲同学。你的手机在响。」

  「あの、美咲君。スマホから着信音鳴ってるけど」

  　

  「咦？……啊，真的。」

  「へっ？　……あっ、ホントだ」

  　

  　我完全没注意到。看来我动摇得很厉害。完全中了黑野小姐的招，发情，萝莉控嫌疑浮出水面，最后还感受到黑野小姐的母性（？），我的内心乱成一团。

  　気が付かなかった。どうやらかなり動揺しているらしい。まんま黒野さんの術中に嵌って発情し、ロリコン疑惑が浮上して、トドメに黒野さんからのバブみ(？)を受けて俺の心がグチャグチャだ。

  　

  「喂？」

  「はいもしもし」

  　

  『喂喂，莉亚救救我！！！』

  『もしもしリアちゃん助けて！！！』

  　

  　第一声就向我求救的是小春。

  　第一声に助けを求めてきた声は小春のものだ。

  　

  「怎么了，发生什么事了？」

  「どうした何があった」

  　

  『今天的战斗中，我的Access Watch坏掉了！！！骑乘的贝比德……啊，朝日那边去了！！』

  『な゛ん゛か今日の戦闘中にアクセスウォッチがダメージう゛げでごわれぢゃっでだみだいでぇ゛！！　ライドニングのでべりっどが……あっ、あ゛ざひぐんの方に行っちゃっでるの゛ォ！！』

  　

  「什、什么？那可糟了。」

  「な、なにぃ。それは大変だ」

  　

  　糟糕，明明在听非常重要的事，但因为满脑子都是黑野小姐，完全没听进去。

  　ヤバイ、めちゃくちゃ重大な話を聞いてるはずなのに、頭の中が黒野さんでいっぱいなせいか全然内容が入ってこねぇ。

  　

  『朝阳君他好难受，裤子也鼓得老高，脸也红通通的……我让他躺在床上……莉、莉亚，你快点回来！！！』

  『朝陽ぐんざっぎがらズボンもすっごくテント張っちゃってるし、顔真っ赤だじぃ……一応ベッドに寝かせてるけど……りっリアぢゃん早く帰ってぎでぇ！！　ダズゲデェーッ！！！』

  　

  「我、我知道了，我马上回去。」

  「わ、分かった、すぐ帰る」

  　

  　我说要回家后，立刻挂断电话，把手机放进口袋。

  　帰宅すると言ってすぐに通話を切り、スマホをポケットにしまう。

  　

  　

  　……啊，嗯。

  　……あぁ、うん。

  　对啊，情况很不妙，我得快点回去。

  　そうだな、やばいことになってるな。早く帰らないとな。

  　

  「我听到了哦，美咲同学，你要回去了？」

  「聞こえてたよ美咲君、もう帰るんだね？」

  　

  「嗯、嗯……情况好像变得很严重。」

  「え、えぇ……なんか、凄いことになっちゃってるらしいので」

  　

  　我一边回答一边整理东西，匆匆忙忙地走到玄关穿上鞋子。黑野跟在我身后，似乎要送我出门。

  　返事をしつつ身支度を整え、そそくさと玄関へ移動して靴を履いた。後ろには黒野がいて、どうやら見送ってくれるらしい。

  　

  「那……呃，打扰了。」

  「じゃあ……ええと、お邪魔しました」

  　

  「嗯，今天谢谢你。」

  「うん、今日はありがとうね」

  　

  「再见——」

  「それじゃ──」

  　

  「啊，等一下。」

  「あ、ちょっと待って」

  　

  「咦？」

  「えっ？」

  　

  　我正要伸手开门时，黑野叫住了我。

  　玄関のドアに手をかけようとした瞬間、黒野に呼び止められた。

  　

  　我疑惑地回过头，黑野向我招了招手。虽然只有我们两个人，但她似乎想小声说些什么。

  　何事かと思って振り返ると、黒野がクイクイと手招きしている。どうせ二人しかいないのだが、どうやら小声で話したいことがあるようだ。

  　

  　我问她有什么事，然后把耳朵凑过去。

  　なんでしょうか、と言いながら彼女に耳を貸した。

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「想和我做的话——随时都可以过来哦。」

  「僕としたくなったら──いつでもここに来てね」

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　我停止了呼吸。

  　呼吸が止まった。

  　连思考也停止了。　　。

  　ついでに思考も止まった。　

  　取而代之的是，心脏像被踢了一脚似地猛跳起来。

  　代わりに心臓が蹴り飛ばされたかのように跳ね上がった。

  　

  「……………………………咦？」

  「……………………………へっ？」

  　

  　当我自然地发出声音的同时，她把脸从我的耳朵移开。

  　自然と口から声が漏れ出ると同時に、彼女は俺の耳から顔を離す。

  　然后露出那蛊惑人心的微笑，双手背在身后。

  　そしてあの蠱惑的な微笑を浮かべ、両手を後ろに組んで。

  　

  「啊啊，当然，要先决定好要花心了……哦？」

  「あぁもちろん、ちゃんと浮気するって決めてから……ね？」

  　

  「…………」

  「…………」

  　

  「当你下定决心的时候……呵呵，就尽情地使用我吧。」

  「覚悟が決まったその時は……ふふっ、思う存分僕を使うといい」

  　

  　她用捉弄人的眼神，但又带着几分认真地注视着我，可爱地歪着头。

  　からかうように、しかしどこか本気の混じった瞳で俺を見つめ、可愛らしく小首を傾げた。

  　

  　

  「……啊！我、我我我我我要回去了！！打扰了！！」

  「……あっ。か、カッカかかっか帰ります！！　お邪魔しましたです！！」

  　

  　

  　我慌张地用力打开门，像脱兔一样冲出房间。

  　焦ってドアを勢いよく開け、脱兎のように部屋から飛び出す。

  　

  「回去的路上小心哦——」

  「帰り道には気をつけてねー」

  　

  「好——！！！！！！」

  「はーい！！！！！！」

  　

  　

  　我自暴自弃地回答并跑着，从楼梯离开地下研究室。然后直接离开DEM队基地的大楼，在夜晚的街道上全力奔跑。

  　ヤケクソ気味に返事をしながら走り、階段を使って地下研究室を脱出。そのままデム隊の基地であるビルを出て、夜の街を全力疾走する。

  　

  　我只是一味地跑向我家。跑着、跑着，总之就是跑着。

  　我が家へ向かってただ走る。走る、走る、とにかく走る。

  　为了消除在脑中萦绕不去的困惑、期待和烦恼，我一边高声呐喊一边跑过街道。

  　頭の中で燻っている困惑と期待と煩悩を消し去るべく、高らかに叫びながら街を駆け抜ける。

  　

  　

  「呜啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！！忘掉忘掉忘掉忘掉啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！！！」

  「うぉああああぁぁぁぁぁぁっっッ！！　忘れろ忘れろ忘れろ忘れろぉぉぉぉぉォォォォッッ！！！」

  　

  　

  　我接受了那个仿佛撼动脑髓、紧紧抓住心房，充满魅力的——禁忌的提议。必须忘掉这种事才行。必须立刻忘掉，现在马上回家才行。

  　脳が揺さぶられるような、心を鷲掴みするかのような魅力的な──禁忌の提案を受けてしまった。こんなことは忘れなければ。即刻忘れて今すぐ帰らねば。

  　

  「这种事！这种事啊啊啊啊啊啊啊啊啊！！！」

  「こんなっ！　こんなぁぁぁぁぁ゛っ゛ぁ゛ぁ゛ァ゛ァ゛！！！」

  　

  　即使被路上的行人注目也无所谓。不这样呐喊，立刻发泄潜藏在心中的感情，感觉就会往不好的方向发展。我得这么做才行。

  　道行く人々に注目されようが知ったことではない。こうして叫ぶことで今すぐこの心に潜む感情を発散しなければ、良くない方向に転がり込んでしまいそうなのだ。

  　

  「那个！那个就是那样吗！？」

  「あれが！　あれがそうなのかァ！？」

  　

  　至今从未感受过。不论是莲、小春、露库拉或其他人，都不曾对我做过那种事。

  　今まで一度だって感じたことがない。レンにも小春にもルクラにも、他の誰にもされたことなんてなかった。

  　

  　非常、非常妖艳，甚至有些怠惰，却又蛊惑人心，尽管笼络着我，却丝毫不改从容的态度——芳醇的香气与危险的气息混杂在一起，对小孩子而言过于早熟的未知世界。

  　とても、とても妖艶で、ともすれば怠惰的で、しかしどこか蠱惑的で、此方を篭絡せんとしながらも一切余裕を崩さず──芳醇な香りと危険の匂いが入り乱れた、子供にはあまりにも早すぎる未知の世界。

  　

  　

  　那就是、那就是传闻中鼎鼎大名，却始终不得而知的——「大人的魅力」吗……！？

  　あれが、あれが噂に名高い、しかしどうしても知ることが叶わなかった──”大人の魅力”というやつなのか……！？

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　　★　　★　　★　　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「嗯……是文香啊。喂？」

  「んっ……文香か。もしもし？」

  　

  『喂，理爱，怎么样？』

  『もしもし、どうでしたか理愛？』

  　

  「她已经回去了。虽然我试着说了些类似的话，但没有做那种事，也没让她做。」

  「もう帰ってしまったよ。一応それっぽいことは言ってみたが、そういう事はしなかったし、させなかった」

  　

  『……逊咖。』

  『………ヘタレ』

  　

  「吵、吵死了！我已经很努力了好吗！？」

  「う、うるさいなぁ！　これでも頑張った方だよ！？」

  　

  『生米煮成熟饭明明是最简单的方法……』

  『既成事実が一番手っ取り早いのに……』

  　

  「你太野蛮了吧……？你真的是女高中生吗……？」

  「野蛮すぎないかキミ……？　本当に女子高生……？」

  　

  　

  　

 
  やっぱり相棒と【後編】

  我的搭档【后篇】

  　

  　

  　

  　

  　在连呼吸都会被冻结的寒冷天空下，我跑过深夜里毫无人烟的街道。由于我全力奔跑了几分钟，衣服下已经闷热到有些难受，全身热到感受不到冬天的寒冷。现在就算脱光衣服也不会冷吧。

  　息も凍るような寒空の下、人気のない深夜の街を駆け抜ける。全力疾走を数分ほど続けているせいもあって服の下は蒸れて若干暑く、冬の肌寒さを感じないほど全身がホットだ。いまなら裸になっても寒くねぇ。

  　

  　

  「朝阳！朝日！」

  「朝陽！　あさひ！」

  　

  　我从电话里得知了「本应发生在小春身上的雷霆的发情现象，却发生在了弟弟朝阳身上」的状况。

  　電話で知らされた『小春に発生するはずのライトニングの発情が弟の朝陽のほうに発生してしまっている』という事態。

  　

  　从黑野博士的家里逃出来后过了几分钟，我终于意识到事情的严重性，一边叫着朝阳朝阳，一边跑向自己家。

  　黒野博士の自宅を脱出してから数分経過してから、ようやく事の重大さに気がついた俺は朝陽朝陽と鳴き声をあげながら自宅へ向かって駆け出した。

  　

  「朝阳！朝阳……！」

  「朝陽！　朝陽ぃ……ッ！」

  　

  　我最爱的弟弟是否平安无事呢。说起雷霆的缺点，我想到的是——

  　我が最愛の弟は無事なのだろうか。ライトニングのデメリットって聞くと思い出すのは──

  　

  　

  　小春化为野兽，发狂的模样。

  　あのケダモノと化した小春の荒れ狂う姿だ。

  　

  　

  　

  　

  　——『好可爱！好可爱啊！！莉亚好可爱……♡肚、肚子下面好热，停不下来啊♡♡』——

  　──『かわいいぃ！　かわいいよぉ！！　リアちゃんがかわいくて……ッ♡　お、お腹の下が熱くて止まらないのぉ♡♡』──

  　

  　

  　——『不行♡不行♡来，接吻，我们接吻吧♡……啊，我、我忍不住了，不行，我要亲了，对不起哦♡』

  　──『無理♡　無理ィ♡　ねっ、キス、キスしよっ♡　……あ、が、我慢できない、むり、する、もうキスする、ごめんね♡』

  　

  　

  　——『嘿嘿嘿♡六小时，六小时♡时间还有很多呢♡♡』

  　──『えへへっ♡　六時間、六時間♡　いっぱい時間あるね♡♡』

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　——『哦哦♥♥』

  　───『おぉ゛っお゛♥♥』

  　

  　

  　

  　

  　

  「朝朝朝朝朝朝朝朝朝朝日————！！！」

  「ああああぁぁぁさぁぁぁぁひぃぃぃぃぃッッ！！！」

  　

  　糟糕糟糕糟糕糟糕糟糕。朝阳很不妙，我必须阻止他。要是让朝阳露出那种表情，我只能当天就了结自己的性命。小春就已经够糟糕了，小学生朝阳露出那种表情更是不行。这关乎那孩子的尊严和我的性命，美咲夜，快点！！

  　まずいまずいまずいまずいまずい。朝陽がヤバイとんでもない絶対に止めなくてはならない。朝陽にあんな表情をさせてしまったら俺はその日のうちに自分の命を絶つしかなくなってしまう。小春でも十分やばかったのに小学生の朝陽があんな顔をしていいはずがない。あの子の尊厳と俺の命がかかっている急げ美咲夜いそげぇ！！

  　

  「朝阳朝阳朝阳朝阳。」

  「朝陽朝陽朝陽朝陽」

  　

  （等等，行人灯号是红灯，停下来。）

  （まって。歩行者の信号赤だよ、止まって）

  　

  「朝阳！朝阳！」

  「朝陽！　朝陽ッ！」

  　

  （夜，这样很危险……！有卡车来了，要是被撞到异世界转生——）

  （ちょっと危ないって夜……！　トラック来てるっ、撥ねられて異世界転生しちゃう──）

  　

  「朝～～～～阳～～～～！」

  「あぁさぁひぃ！」

  　

  　我华丽地侧翻躲开阻挡我前进的嚣张卡车，继续赶路。已经刻不容缓，没有时间停下来等红绿灯了。

  　我が道を阻まんとする小生意気なトラックを華麗に側転で躱して先を急ぐ。もはや一刻の猶予もないのだ、信号で止まる時間など残されてはいない。

  　

  （夜，你冷静点……！）

  （夜ってば、落ち着いて……！）

  　

  （朝阳！？）

  （朝陽！？）

  　

  （你说什么？）

  （なんて？）

  　

  （朝阳朝阳朝阳！！）

  （朝陽朝陽朝陽ッ！！）

  　

  （你只会说朝阳这个词了……）

  （朝陽って単語しか喋れなくなってる……）

  　

  　你的心声在脑中吵个不停——看到了！是我的家！！

  　いちいち心の中でうるさ──見えた！　俺の家だ！！　

  　

  　

  　我破门而入，脱下鞋子滚进家里，成功入侵。目标是二楼！

  　ドアぶち開けて靴脱いで転がり込み侵入成功。目指すは二階！

  　

  「我回来了朝阳你在哪里朝阳！」

  「ただいま朝陽どこだ朝陽！」

  　

  　朝阳不在他的房间里。那么是在我的房间吗？

  　朝陽の部屋にはいない。となれば俺の部屋か。

  　

  「朝阳！你在这里吗！」

  「ここか朝陽！」

  　

  　我用力打开房门。在房间里的——

  　バタンと部屋の扉を勢いよく開ける。その先には──

  　

  　

  「好、好乖好乖～朝阳真是个乖孩子～……」

  「よ、よしよーし。朝陽くん、いいこだねぇ～……」

  　

  「嗯唔唔、嗯～！」

  「んうぅっ、ん～っ！」

  　

  　

  　小春正让朝阳躺在自己的大腿上。

  　ベッドの上で朝陽に膝枕している小春の姿が。

  　

  「喂、喂，小春！？」

  「ちょっ、おい小春！？」

  　

  　如果只是这样倒还好，但问题在于其他地方。

  　それだけなら大丈夫なのだが、しかしそこには問題があった。

  　

  「啊，莉亚你太慢了啦～！我还以为会怎么样呢……！」

  「あっ、リアちゃん遅いよぉー！　もうどうなることかと……！」

  　

  「唔唔唔！嗯嗯～！」

  「むぐぐっ！　んんぅーっ！」

  　

  　小春那对大得有如色情游戏角色的胸部，正压在躺在大腿上的朝阳脸上。

  　膝枕されている朝陽の顔面に、小春のエロゲキャラの如く大きすぎる胸部の果実がのしかかってしまっているのだ。

  　

  　朝阳因此被堵住嘴巴，看起来很难受。而且胸部压在脸上的事实似乎让他更加兴奋，即使隔着裤子也能看出朝阳的下半身……我没办法继续说下去了。

  　それによって口を塞がれている朝陽は息苦しそうにしており、またそれ以上にデカいおっぱいが顔に乗っているという事実に興奮してしまっているのか、朝陽の下半身はズボンの上からでも分かるほどに……これ以上を言葉にすることはできない。

  　

  　总之情况很不妙。小春那对原本就是设计成色情游戏角色的肢体，对现在的朝阳来说太有害了。

  　とにかくまずい。元々がエロゲのキャラクターとしてデザインされた小春の肢体は、今の朝陽に対してはあまりにも毒だ。

  　

  「小春！你快离开朝阳！」

  「小春！　朝陽から離れるんだ！」

  　

  「可、可是朝阳说『不要丢下我一个人』……」

  「で、でも朝陽くんが『一人にしないで』って……」

  　

  「别管了！胸部压在脸上会造成反效果！在朝阳的富士山喷火之前快点离开！！」

  「いいから！　おっぱいが顔に乗ってて逆効果だから！　朝陽の富士山が噴火しちゃう前にとにかく離れて！！」

  　

  　我将出于百分之百善意，却害得我弟弟生不如死的少女从他身上拉开，把枕头塞到朝阳的头底下。接着为了不让朝阳下半身的状态曝光，我将毛毯拉到他的脖子处盖好，然后为了替发烧的朝阳降温，我急忙前往放有退热贴的一楼冰箱。

  　善意１００パーセントの不可抗力で我が弟を生殺しにしていた少女を引っぺがし、朝陽の頭の下に枕を差し込む。そして下半身の状態が露わにならないよう毛布を首元までかけ、熱っぽい朝陽を冷ますために熱冷ましのシートがある一階の冷蔵庫へ向かって俺は急いだ。

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　

  　…………

  　…………

  　

  　

  　……………………

  　………………

  　

  　

  　几分钟后。

  　数分後。

  　

  　

  「来！折好了！给你，小艾莉！」

  「はい！　ツルできたよ！　アイリちゃんにあげる！」

  　

  「哇～谢谢。连纸鹤都能折断，阿晓好厉害哦，你是折纸博士呢。」

  「わぁー、ありがとう。ツルも折れちゃうなんてアサくんはすごいなぁ、おりがみ博士だな」

  　

  「欸嘿嘿……」

  「えへへ……」

  　

  　我观察着因发情而精神年龄退化成幼儿的朝阳，也就是通称『阿晓』的他，和艾莉儿在床上玩折纸的模样，和小春一起思考这次的解决办法。

  　発情によって精神年齢が退行した朝陽こと通称『アサくん』が、ベッドの上でアイリールと折り紙をして遊んでいる様子を観察しつつ、俺は小春と共に今回の解決策を思案していた。

  　

  「欸、欸，莉亚？朝阳以前是这样吗……？」

  「ね、ねえリアちゃん？　朝陽くんってあんなだったっけ……？」

  　

  「呵——很可爱吧。」

  「フッ──かわいいだろ」

  　

  「呃，你用那么得意的表情跟我说也没用啊……」

  「いやそんなドヤ顔で言われても……」

  　

  　啊，这么说来小春不知道那个爱撒娇将军——阿晓的存在。

  　あぁ、そういえば小春は知らなかったな。あの甘えん坊将軍ことアサくんの存在を。

  　既然如此，我就特别告诉你吧！

  　ならば特別に教えてやろう！

  　

  「虽然现在是个可靠又会说敬语的了不起的朝阳，但一年前的他可是个超级撒娇鬼。在被动画里帅气的弟弟角色影响之前，他总是会粘着我喊哥哥哥哥……超可爱的。当然现在也很可爱就是了。」

  「今でこそしっかり者で敬語も使える偉い朝陽だが、一年前まではとんでもない甘えんぼさんでな。アニメのカッコいい弟キャラに影響されるまではお兄ちゃんお兄ちゃんとくっ付いては甘えて……最高だった。もちろん今も最高だが」

  　

  「是、是哦。」

  「へ、へぇ」

  　

  「阿晓是那时候的昵称。虽然在朝阳从撒娇鬼毕业的同时，他说『这样很丢脸，别这样叫我！』，所以我就再也没这么叫过他了……」

  「アサくんってのはその時の呼び名だよ。甘えん坊を卒業するとともに『それ恥ずかしいからやめて！』と言われてからそう呼ぶこともできなくなったが……」　

  　

  　我边说边靠近朝阳，摸了摸他的头，阿晓就像猫一样眯起眼睛，享受着摸摸头的快感。世界第一可爱。

  　言いながらそっと朝陽に近づいて頭を撫でると、アサくんは猫のように目を細めながら気持ちよさそうになでなでを堪能する。世界一かわいい。

  　

  「好乖好乖，能和艾莉儿姐姐一起折纸好棒哦。你是在教她折纸鹤吗？」

  「よしよし、アイリールお姉ちゃんと折り紙できてえらいなぁ。ツルの折り方教えてあげてるのか？」

  　

  「嗯！小艾莉她啊，折得不好看，所以我在教她！」

  「うん！　アイリちゃんね、ぶきっちょさんだからね、ボクがおしえてあげてるの！」

  　

  「好棒！天才！最强！」

  「えらいっ！　天才！　最強！」

  　

  　我摸了摸朝阳柔软的头发，朝阳开心地笑了。这世上还有比这更完美的方程式吗？

  　俺がわしゃわしゃと柔らかい髪を撫でる。すると朝陽が喜ぶ。この世にこれ以上の完璧な方程式があるだろうか。

  　

  「莉亚……也得想想解除副作用的方法才行。」

  「リアちゃん……デメリットの解除方法も考えないと」

  　

  「哦，抱歉抱歉。因为阿晓太棒了，一不小心就……」

  「おっと、悪い悪い。アサくんがえらいもんだから、つい」

  　

  　小春从身后提醒我，我暂时离开了朝阳身边。

  　後ろから小春に諭され、一旦朝陽から離れる。

  　朝阳的注意力似乎从我转移到艾莉儿身上，他露出天真无邪的笑容抱住了她。

  　すると関心の矛先が俺からアイリールに移ったのか、朝陽は屈託のない笑みで彼女に抱きついた。

  　

  「小艾莉～♪」

  「アイリちゃ～ん♪」

  　

  「哎呀……真是的，阿晓真是爱撒娇。」

  「おっと。……もう、アサくんは甘えん坊さんだね」

  　

  　艾莉儿正面接住朝阳，朝我瞥了一眼。她的眼神像是在说「你也差不多该想想办法了吧」。

  　それを正面から受け止めつつ、アイリールはチラリと視線を俺に向けた。いい加減早く何とかしろ、という意味のアイコンタクトだろう。

  　

  「嘿嘿，小艾莉好温暖哦……♡」

  「えへへ、アイリちゃんあったかーい……♡」

  　

  「好乖好乖，真乖。」

  「いい子いい子、よしよし」

  　

  　就这样放着不管的确不太妙。

  　確かにこのままで放置するのはまずい。

  　虽然发情导致精神退化还不要紧，但本质毕竟是『发情』，所以朝阳的下半身从刚才开始就变得很不得了。

  　発情で精神退行するまではまだいいとして、やはり本質は『発情』なので先ほどから朝陽の下半身は凄いことになっている。

  　

  　朝阳抱着艾莉儿，无意识地用高高耸起的下半身磨蹭她的腹部。要是再这样大意下去，朝阳很可能会失控，发展成萝莉大姐姐无自觉的姐弟配。无论如何都得阻止这件事发生。

  　朝陽はアイリールに抱きつきながら、盛り上がっている下半身を無意識に彼女のお腹にこすりつけており、このまま油断していると朝陽が暴走してロリおねショタ無自覚ックスに発展しかねない。なんとしてもそれだけは阻止しなくては。

  　

  　

  「小春，你们用的怀表现在是什么状态？」

  「小春、お前たちが使ってるウォッチはどういう状態なんだ？」

  　

  「呃……因为受到冲击而故障，里面的回路坏掉了，导致原本的电流乱掉。所以从缺点产生的兴奋作用的电流不是流到我身上，而是朝阳。」

  「えっと……衝撃による故障で中の回路が壊れちゃってて、本来の電気の流れが乱れてるんだ。だからデメリットから発生する興奮作用の含まれた電流が私じゃなくて朝陽くんに行っちゃったの」

  　

  「……也就是说，电流因为程序错误而没有流向原本该去的地方吗？」

  「……つまり、バグで本来行くはずの道を電流が進まないってことか」

  　

  　因为小春和朝阳共用同一具身体，电流如果不会流向小春，就必然会流向朝阳。

  　小春と朝陽で体を共有しているわけだから、小春の方へ電気が行かないとなると必然的に朝陽の方へ電流が行き着く。

  　在坏掉的状态下什么都没做的话，怀表当然会维持在正常程序错误的状态。

  　その壊れた状態のまま何もしてないから、ウォッチは当然そのまま正常にバグ状態を保っている。

  　

  「如果小春和朝阳再次登入，电流不会流向原本该去的小春，所以发情的电流还是会留在朝阳身上……」

  「もう一度小春と朝陽がアクセスしたとして、電気は本来流れる小春の方には向かないから、やっぱり朝陽に発情の電気が残る……」

  　

  　——假设。

  　──もし、仮に。

  　

  　

  （如果使用我那支没有坏掉的登入怀表……大概能正常运作，所以坏处会落在小春身上。）

  （俺の壊れてないアクセスウォッチを使えば……多分、正常に機能が働くからデメリットは小春のほうに行く）

  　

  　

  　可是这么一来，就会发生小春按照原本的计划发情的问题。对小春来说，这是确定事项，所以没有任何问题，但伤脑筋的是我这边有问题。

  　しかし、そうすると本来の予定通り小春が発情してしまう問題がある。小春からすればそれが確定事項だったわけだから何も問題はないのだが、困ったことに俺の方に問題がある。

  　

  （小春发情，就等于必须和她做爱来消除坏处。那么小春的对象是谁？莲斗还是莲，所以只能由我来。）

  （小春が発情する、イコールえっちをしてデメリットを解消するということ。なら小春の相手は？　蓮斗は相変わらずレンのままだしそうなると俺しかいない）

  　

  　事到如今，我并不是害怕和小春做。不如说，因为被黑野同学洗脑煽动，今天的我性欲远超过健康男高中生的水平。

  　いまさら小春とすることに怖気づいているわけではない。むしろ黒野さんにマインドコントロールで煽られた分、今日の俺は健康な男子高校生のソレを優に超える性欲を抱えている。

  　

  　如果能用「消除坏处」这个理由，合法地和小春做爱来消除坏处，就没有任何问题。说起来，我原本就预定今晚或明天和怀有坏处的小春单挑。

  　それを『デメリット解消のため』という理由で合法的に小春の相手をして解消できる、と考えれば何も悪いことなどない。そもそも本当なら今夜か明日にはデメリットを抱えた小春とタイマンをする予定になっていたのだ。

  　

  　

  　但是——

  　だが、しかし。

  　

  　

  （这样我实在太差劲了……！！）

  （それだと俺があまりにも最低すぎる……っ！！）

  　

  　

  　和小春以外的女人接触，性欲高涨，再用小春来发泄——这是什么人渣！？（惊愕）

  　小春以外の女の人と接して高まった性欲を、その人の代わりに小春で解消する──なんだこのクズ！？(驚愕)

  　

  （要是黑野同学本人没有阻止，现在就……我用这种半吊子的心情和小春做——不行！）

  （黒野さん本人が止めてくれてなかったら今頃……そんな俺がこんな半端な気持ちのまま小春とするのは──無理！）

  　

  　不行不行不行。

  　無理ムリむり。

  　在不知不觉间和其他女生气氛变得暧昧，为了发泄因此产生的性欲，和小春做了——要是小春知道这种事，就算是她也会生气。

  　知らない間に別の女の子とヤバイ雰囲気になって、そこから生じた性欲を発散するために自分と致した、なんてことを知ったら流石の小春でも怒る。

  　

  　最重要的是，我绝对不能在对小春隐瞒这件事的状态下和她做。这根本不在讨论范围内。我会因为罪恶感而死。

  　なにより小春にそのことを隠した状態での彼女とのえっちなどもってのほか。あまりにも論外。罪悪感で死んでしまう。

  　

  　可是，要是我老实向小春坦承自己被诱惑，结果也会导致她怀疑我的人格。要是说出这种事，就算是小春也会退避三舍。咦，难道我走投无路了？

  　しかし誘惑されたことを正直に小春に打ち明けると、それはそれで俺の人間性が疑われる結果となる。そんなことを話したら小春でも引くに決まっている。あれ、もしかして詰んでる？

  　

  （所以……！）

  （だから……！）　

  　

  　必须想办法消除雷霆的坏处。

  　ライトニングのデメリットをどうにかして抹消しなければならない。

  　我不能和朝阳发生关系，也不能把发情的欲望强加在小春身上，只能想办法解决这个状况。

  　朝陽が行為に及ぶこともなく、小春に発情を押し付けることもなく、この事態を解決するしかない。

  　

  　

  　——既然如此！

  　──ならば！

  　

  　

  「小春，再让朝阳戴上一次Accel Watch。」

  「小春、もう一度朝陽にアクセスウォッチを装着させてくれ」

  　

  「咦？嗯、嗯。」

  「え？　う、うん」

  　

  　小春照我说的，拿起暂时取下放在桌上的自己的手表，戴在正在跟艾莉儿撒娇的朝阳手腕上。

  　言われるがまま、一旦外して机の上に置いていた自分たちのウォッチを手に取り、アイリールに甘えている朝陽の手首にそれを巻き付ける小春。

  　

  「那么，可以再帮我变身吗？」

  「それじゃあもう一度アクセスしてくれるか？」

  　

  「咦？你和朝阳吗？」

  「え？　朝陽くんと私が？」

  　

  「对，没错，和朝阳合而为一吧。」

  「あぁそうだ、朝陽と一つになってくれ」

  　

  　当然，我这么说并没有什么下流的含意。为了解决这个状况，首先必须让两人变身。

  　もちろんいかがわしい意味ではない。この事態を解決するためにはまず二人に変身してもらわなければならないのだ。

  　

  「……我知道了。喂～朝阳～」

  「……わかった。おーい、朝陽くーん」

  　

  「？」

  「っ？」

  　

  　被小春叫到的朝阳离开艾莉儿身边，转头看向小春。小春坐到朝阳身旁，握住他的手喊了一声。

  　小春に呼ばれたアサくんがアイリールから離れ、小春のほうへ顔を向けた。そこから小春が朝陽の隣に座り、彼の手を握って一言。

  　

  　

  「变身！」

  「変身ッ！」

  　

  　

  　全身随着这声呼喊发光。

  　掛け声とともに全身が発光。

  　

  　几秒后光芒消散，朝阳已经变身成小春的模样。他似乎搞不清楚发生了什么事，东张西望环视四周。

  　数秒経過して光が収まると、ベッドの上には小春の姿に変身した朝陽がいた。何が起きたのか分からない様子で、きょろきょろと周囲を見渡している。

  　

  「……？」

  「……？」

  　

  「小朝，过来。」

  「アサくん、おいで」

  　

  「哥哥～」

  「お兄ちゃーん」

  　

  　我一叫，小朝便小跑步朝我跑来。如果在脚步声加上音效，就是咚咚咚。外表是小春，所以丰满的胸部会晃来晃去。她直接从正面抱住我。

  　声をかければとててと俺の方へかけてくるアサくん。足音に効果音をつけるとすればポテポテ。姿は小春なので大きな胸がぶるんぶるん。そのまま正面から俺に抱きついてくる。

  　

  「咚——」

  「どーん」

  　

  「哇——被小朝抓住了～」

  「わぁー、アサくんに捕まったぁ～」

  　

  「哥哥要逮捕。」

  「お兄ちゃんはたいほです」

  　

  「等等，你什么时候变成警察了？变得这么伟大啊喂，你打算把亲人关进牢里吗？啊啊？」

  「待てよ一体いつから警察官になったんだお前は？　偉くなったもんだなおい肉親を牢にぶち込むつもりか？　あぁ？」

  　

  「呀呀。」

  「きゃっきゃ」

  　

  　

  「……你们在做什么？」

  「……何してんの」

  　

  　艾莉儿看着我和小朝玩闹，一脸傻眼。我们只是在玩而已。对不起，我会认真做事。

  　アサくんとじゃれている俺を眺めて呆れた表情をするアイリール。これは遊んでるだけです。ごめんなさい、ちゃんとやります。

  　

  「晚上到底要怎么办？」

  「夜、いったいどうするつもり？」

  　

  「这个嘛，首先让这个小春和正在和小春连线的朝阳连线。」

  「えっとな、まずこの小春とアクセスしている状態の朝陽と俺でアクセスする」

  　

  　我和朝阳是感情很好的兄弟，所以能够轻松满足连线条件，我和小春也认识很久了，一定能够和两人合而为一的生命体连线。

  　朝陽とは仲良し兄弟だから余裕でアクセスの条件はクリアできるし、小春とも深い付き合いをしている俺ならば、二人が一人になったこの生命体ともきっとアクセス可能だ。

  　

  「连线后要怎么办……？」

  「アクセスしてからどうするの……？」

  　

  「马上解除连线。听好了，小春他们的Accel Watch坏掉，导致负面效果的电流不会流向原本的方向。因为故障，负面效果的电流没有流向小春，而是留在朝阳体内。」

  「すぐにアクセスを解除するんだよ。いいか、小春たちのアクセスウォッチは壊れていてデメリットの電流が本来の方向に流れない。バグった状態だから小春にいかないまま朝陽の体にデメリットの電気が残留してるんだ」

  　

  　无法抵达小春的电流『不得已』留在中间点的朝阳体内，导致朝阳发情。

  　小春に到達できない電気が『仕方なく』中間地点の朝陽に残っているから、朝陽が発情する事態に陥ってしまっている。

  　

  「这时除了小春外，再制造出我这个出口，解除连线后，发情的电流就会从朝阳体内流向我。虽然我不清楚详细原理……但电流会流向原本方向以外的场所，小春当然不会受到影响，比起小春的搭档朝阳，我这个异常因子更不是『原本的场所』吧？」

  「そこで小春以外に俺っていう別の捌け口を作れば、アクセスを解除した後は発情の電気が朝陽から俺の方に流れてくる。詳しい原理は知らないけど……本来の方向とは別の場所へ流れるってことなら、小春に流れないのは当然として、小春のパートナーである朝陽よりもイレギュラーの俺の方がよっぽど『本来の場所』じゃないだろ？」

  　

  　

  「……也就是说，夜晚会代替朝阳承受发情的缺点——是吗？」

  「……つまり、朝陽くんの代わりにデメリットの発情を夜が受け取る──ってこと？」

  　

  　

  「对啊。」

  「そうだよ」

  　

  「咦？」

  「えっ」

  　

  　若要用一句话形容艾莉儿的表情，那就是困惑。虽然她依旧面无表情，眼神冷淡，但身为跟她相处已久的搭档，我依然能从细微的表情变化中看出端倪。

  　アイリールの表情を一言で言うなら困惑。相変わらずジト目の無表情でも、その中からでもわずかな表情の違いを読み取れるのはずっと一緒にいる相棒だからか。

  　

  「发、发情后要怎么办？是跟小春，还是跟莲？」

  「は、発情したらその後どうするの。小春か、それともレンとするの？」

  　

  「逃跑。」

  「逃げる」

  　

  「咦？」

  「え？」

  　

  「逃离这个家。」

  「この家から逃げる」

  　

  「什么意思……」

  「どういうこと……」

  　

  「就是我不做色色的事！总之这件事之后再说！」

  「俺はえっちしないってこと！　とにかくその話はあとでするから！」

  　

  　我硬是结束跟艾莉儿的对话，握住朝阳抱住我的手，用另一只手操作手表——大喊。

  　無理やりアイリールとの会話を打ち切り、抱きついてきていた朝陽の手を握って、もう片方の手でウォッチを操作して──叫ぶ。

  　

  　

  「变身！」

  「変身ッ！」

  　

  　

  　闪光！

  　ピカーッ！

  　

  　咻咻咻咻咻！！

  　シュウウゥゥ！！

  　

  　咚！！！

  　ドンッ！！！

  　

  　

  「变身完成！」

  「変身完了！」

  　

  「好随便的变身……」

  「雑に変身した……」

  　

  　房间内瞬间被刺眼的光芒笼罩，当光芒消失后，我已经变成小春（？）了。看来无论我跟多少人连线，基础依然是身为能力者的小春。

  　部屋の中が一瞬だけ眩い光に包まれたかと思えば、その光が収まった頃には俺が小春(？)になっていた。どうやら何人アクセスを重ね掛けしてもベースは能力者である小春のままらしい。

  　

  　这下条件就达成了。现在发情的电流已经流向我，只要解除变身，朝阳身上的缺点就会消失，换成我背负缺点。

  　これで条件はクリアした。今この状態ですでに俺の方に発情の電気が流れているわけだから、変身を解除すれば朝陽からデメリットが消えて、俺がデメリットを抱える状況になる。

  　

  「解除变身！」

  「変身解除！」

  　

  　我再次操作起手表，白光再次笼罩整个房间。

  　もう一度アクセスウォッチを操作し、再び白い光が部屋全体を支配する。

  　

  　

  　——数秒后，房内只剩下我、艾莉儿、小春和朝阳四人。

  　──数秒後、部屋には俺とアイリール、それから小春と朝陽の四人が立っていた。

  　

  「……咦？」

  「……あれ？」

  　

  　朝阳低喃。虽然表情呆滞，但脸上的红潮已经消退，下半身也恢复正常状态，就算隔着裤子也能看出差异。

  　朝陽が呟く。表情は呆けているが、先ほどまでのような顔の赤さは引いており、下半身もズボンの上からでも分かる程度には無事正常な状態に戻っている。

  　

  「……夜之？你什么时候回来的？」

  「……夜にい？　いつの間に帰ってたの？」

  　

  「朝阳！」

  「朝陽！」

  　

  　看来她几乎不记得发情时的事，但精神年龄也跟着恢复，暂时可以放心了。太好了太好了。

  　どうやら発情時の記憶はほとんど残っていないようだが、代わりに精神年齢が戻ったようで一安心だ。よかったよかった。

  　

  「太好了～朝阳～！」

  「よかったぁ～朝陽ぃ～！」

  　

  「哇哇……你干嘛突然这样……！」

  「わわっ……急に何だよぉ……！」

  　

  　朝阳从发情状态中恢复，我开心地摸了摸他的头，这时同样陷入混乱的小春向我搭话。

  　アサくんを卒業した朝陽が帰ってきたことに喜んで彼の頭をわしゃわしゃと撫でると、朝陽と同じように混乱している小春が声をかけてきた。

  　

  「莉亚，你真的把缺点拿走了吗……？」

  「リアちゃん、本当にデメリットを貰っちゃったの……？」

  　

  「是啊。」

  「まぁな」

  　

  「怎、怎么办……！？你要不要来我家！？还是要叫哥哥来！？」

  「ど、どうしよう……！？　今からウチ来る！？　それともお兄ちゃん呼ぶ！？」

  　

  「你冷静点。」

  「落ち着けって」

  　

  　发情状态转移到我身上后，小春瞬间变得焦躁，慌张地操作起手机。她应该是想联络莲吧。正因为小春比谁都清楚发情的可怕，才会这么着急。

  　発情が俺に移ったことで一気に焦燥感に駆られた小春はワタワタと焦ってスマホを操作し始めた。おそらくはレンにでも連絡を取るつもりなのだろう。発情の恐ろしさを誰よりも知っている小春だからこその行動の速さと言える。

  　

  　

  　不过我没必要这么做。

  　しかし、それをしてもらう必要はない。

  　

  　因为我现在没有资格和莲或小春做那种事。

  　何故なら今の俺にはレンや小春とそういう事をする資格など存在しないのだから。

  　

  　

  　我转身背对小春他们，朝房间门口走去。

  　踵を返し、部屋のドアの方へ向いて小春たちに背を向ける。

  　

  「小春，朝阳就拜托你了。要是有什么事再联络我。」

  「じゃあ小春、朝陽のことよろしくな。また何かあったら連絡してくれ」

  　

  「咦、咦？等等，莉亚你要去哪里！你马上就要发情了，得待在我或哥哥身边才行！」

  「えっ、え？　ちょっとリアちゃんどこ行くの！　もうすぐ発情しちゃうんだから、私かお兄ちゃんの傍にいなきゃ！」

  　

  「哼哼，其实我是最强的，发情什么的轻轻松松就能克服！就是这样，我出去外面跑一跑！我走了！！」

  「ふふん、実は俺は最強だから発情なんか余裕で克服しちゃうんだぜ！　じゃあそういう事だからちょっと外を走ってくるぜ！　行ってきますなんだぜ！！」

  　

  「等等，莉亚！」

  「ちょ、リアちゃん！」

  　

  　我甩开小春的制止冲出房间，直接跑下一楼。

  　小春の制止を振り切って部屋を飛び出し、そのまま一階へと駆け下りていく。

  　

  「夜、夜，等等……」

  「よ、夜、まって……っ」

  　

  「哦。」

  「おっと」

  　

  　我抱住焦急地追着我跑的艾莉儿，用公主抱的方式抱起体重很轻的她，就这样离开了自己的家。

  　焦って俺を追いかけてきたアイリールを抱きかかえ、体重が軽い彼女をそのままお姫様抱っこしながら、俺は自分の家を後にしたのだった。

  　

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　

  　…………

  　…………

  　

  　

  　……………………

  　………………

  　

  　

  　

  　数十分钟后，或是数小时后。

  　数十分後か、あるいは数時間後か。

  　我冲出美咲家，和艾莉儿一起在深夜的住宅区漫无目的地徘徊。我不能回家，也不能去莲所在的海夜家，所以必然会变成这样。

  　美咲家を飛び出した俺はアイリールと共に、あてもなく真夜中の住宅街を彷徨っていた。自宅に帰るわけにもいかず、かといってレンのいる海夜家へ向かうわけにもいかないので、こうなることは必然だった。

  　

  「……呼——呼——」

  「……はぁー、フゥーッ」

  　

  　我吸着让肺部变得凉爽的冰冷空气调整呼吸，但下半身从刚才开始就隐隐作痛，热度丝毫没有消退的迹象。虽然勉强没有勃起，但腹部深处像沸腾了一样灼热，只要有个契机，忍耐的枷锁就会轻易地被解开。我冷静地思考着这些事。

  　肺が涼しくなるような冷たい空気を吸って息を整えるが、少し前から疼き始めた下半身の熱さは引きそうにない。辛うじて勃起はしていないものの、腹の底が煮えたぎったように熱く、きっかけさえあれば我慢のタガなど容易く外れてしまうのだろうとどこか冷静に考えている。

  　

  「……夜，你没事吧？」

  「……夜。だいじょうぶ？」

  　

  　身旁传来艾莉儿打从心底感到不安的声音。她用颤抖的声音关心着我，平时游刃有余的态度不知去向，可以知道她是真心在担心我。

  　隣からアイリールの心底不安げな声音が聞こえてきた。いつものどこか余裕ありげな態度はどこへやら、本当に俺を心配していることが分かる震えた声で身を案じてくれている。

  　

  「抱歉，艾莉儿，让你陪我。」

  「悪いなアイリール、付き合わせちゃって」

  　

  「我完全不在意。比起这个，你还是担心一下自己吧。」

  「全然気にしてない。そんなことより、自分の心配をして」

  　

  　我暴露在寒冷的寒风中，却因为发情而全身发热冒汗，走在身旁的艾莉儿用手帕帮我擦了擦脖子。我一边接受她的照顾，一边尽量朝着没有熟人住的方向前进。

  　冷える寒風に曝されているにもかかわらず発情による熱で汗をかいている俺の首筋を、隣を歩くアイリールがハンカチで拭ってくれる。こうして彼女にケアされつつ、俺はなるべく知り合いが住んでいない方角へ足を進めていたのだった。

  　

  　

  　——我把一切都告诉了艾莉儿。

  　──アイリールには全て話した。

  　

  　——因为输给黑野博士简单的诱惑而差点发情，所以不管有什么理由，现在的自己都不能隐瞒这件事和莲或小春做爱。为了对隐瞒黑野一事做出补偿，我决定接受发情，但又不能和对方做爱，所以决定在发情平息之前先逃走。

  　黒野博士の簡単な誘惑に負けて発情しかけてしまったから、どんな理由があろうと今の自分はその事情を隠したままレンや小春とすることはできない。黒野のことを秘密にするせめてもの罪滅ぼしとして発情は受け取るが、相手をするわけにはいかないので発情が収まるまで逃げることにした、と。

  　

  　——这并不是什么高尚到能称为诚意的东西。这是无法战胜罪恶感的我选择的逃避之路。虽然知道不把黑野的事告诉莲和小春是下策，但『不能依赖她们，让她们接受一切』的奇妙固执驱使着我的双脚。

  　誠意と呼べるほど高尚なものじゃない。これは罪悪感に勝てない俺が選んだ逃げ道だ。黒野のことをレンや小春に話さないことが悪手だと知っていながら、それでも『彼女らに甘えて全てを受け止めてもらうわけにはいかない』という妙な意地が俺の足を動かしている。

  　

  　

  「夜，你真的不把黑野博士的事告诉她们两个吗？」

  「夜、黒野博士のこと、本当にあの二人には話さなくてよかったの？」

  　

  「……这和露库拉那时的情况不一样。我并不是有什么不得已的苦衷，真的只是对黑野小姐发情了而已。虽说最后没有得逞，但要是她们知道事情经过，说不定会受伤。」

  「……ルクラのときとはワケが違うだろ。やむにやまれぬ事情があるわけじゃなくて、本当にただ俺が黒野さんに対してサカっただけなんだ。未遂に終わったとはいえ、一部始終を聞いたらあの二人は傷つくかもしれない」

  　

  　如果我对莲和小春有足够诚意的话，当时在被黑野弹额头之前，我就应该主动退出她身边。

  　レンと小春に対してしっかりとした誠意があったのなら、俺はあの時黒野にデコピンされる前に、自らの意思であの人の上から退かなければならなかったのだ。

  　

  　但我却做不到。虽说多少是被她煽动，但我还是输给了性欲，输给了她成熟的魅力。

  　けど、それができなかった。多少なりとも煽られたとはいえ、性欲に負けた。彼女の大人の魅力に勝てなかった。

  　

  「至少要和黑野小姐……彻底断绝那种关系之后，我才有脸去见她们……」

  「せめて黒野さんとの……そういう関係をきっちり断ってからじゃないと合わせる顔がないっていうか……」

  　

  「…………后宫，不行吗？」

  「…………ハーレムじゃ、ダメ？」

  　

  「我说你啊……」

  「お前なぁ……」

  　

  　虽然傻眼，但我从艾莉儿身上感觉不到开玩笑的气氛。

  　呆れたが、アイリールからはふざけた雰囲気を感じない。

  　

  　正因为我在接受了莲的告白后，又接受了小春的告白，结果已经形成了一个虚拟后宫，所以艾莉儿才会毫不怀疑地朝那个方向解决吧。毕竟我不仅和露库拉发生了关系，现在又顺势接受了黑野的告白，后宫这个词也变得越来越有现实感。

  　蓮斗の告白を受け取ったあとに小春も受け止め、結果的に疑似ハーレムを俺は既に作ってしまった事実があるからこそ、アイリールはその方向での解決を疑っていないのだろう。なんやかんやあってルクラとも関係を持ってしまい、勢いとはいえ黒野にも告白されてしまった今は、なおさらハーレムなんて言葉が現実味を帯びてくる。

  　

  　但我不是那种可以拥有后宫的人。说到底，我可是凭自己的意志摧毁了莲斗的后宫。我怎么可以再重蹈覆辙。

  　でも、俺はそんなものを持っていい人間じゃない。そもそも俺は自分の意思で蓮斗のハーレムをぶっ壊した人間なんだ。

  　

  「饶了我吧。我又不是色情游戏的主角。」

  「勘弁してくれ。エロゲの主人公じゃあるまいし」

  　

  「…………说得也是。」

  「…………そう、だね」

  　

  　莲斗或许可以，但我肯定不行。我现在像这样逃离她们身边，就是最好的证据。

  　蓮斗ならできたのかもしれないが、きっと俺には無理だ。こうして彼女たちから逃げているのが何よりの証拠だろう。

  　

  　我害怕抛弃不再玩杀人游戏，从黑暗中走出来，变得能露出开朗笑容的黑野；也害怕把真相全部暴露出来，被海夜兄妹讨厌。

  　殺人ゲームをやめ、暗闇から抜け出して明るく笑えるようになった黒野を突き放すことも、真実を全て暴露して海夜兄妹に嫌われることも、全部がこわい。

  　

  　所以我把一切都藏在心里，继续走在随时可能崩塌的危险桥上。这么笨拙的人，怎么可能有办法建立后宫。

  　だから全部自分の中にため込んで、今にも崩れそうな危ない橋を渡り続ける。そんな不器用なやつがハーレムなんて到底不可能に決まっている。

  　

  　

  「……」

  「……っ」

  　

  　

  　比起这些——我下半身的深处热得发疼，让我忍不住这么想。呼吸也变得有些急促，我知道自己已经进入发情的下一个阶段。

  　そんなことより──と考えてしまう程度には、下半身の奥底が熱く疼いて仕方がない。呼吸も少し荒くなってきて、発情の段階が一つ上がってしまったことを理解する。

  　

  「呼……」

  「ふぅぅ……」

  　

  　我试着深呼吸，吸进冰冷的空气，但心脏的跳动没有减缓。身体末端开始颤抖，让我忍不住想立刻发泄体内所有的欲望。

  　深呼吸をして冷たい空気を吸い込んでみるものの、心臓の鼓動は加速を緩めない。体の末端が震えだして、今すぐ内に秘めるこの欲望をすべて発散してしまいたいと考えてしまう。

  　

  「哈啊、哈啊……呜……」

  「はぁっ、ハァ……うっ……く」

  　

  　我用力揪紧胸口的衣服试图忍耐，但脑袋开始变得昏昏沉沉。

  　自分の胸元の服を強く握りこんで耐えようとするものの、次第に頭がぼんやりとし始めてきた。

  　最后仅存的理性还在垂死挣扎，让我没有勃起，但体内的性欲计量表已经像沸腾的热水般从锅子里溢了出来。要是不立刻关火，我恐怕会袭击路上的行人。

  　最後に残った理性が悪あがきしてくれているおかげで勃起こそしてはいないが、俺の中にある性欲のゲージは沸騰したお湯のように鍋からこぼれている状態に等しい。今すぐ火を止めないと道行く誰かを襲ってしまいそうだ。

  　

  　——啊啊，既然有可能给陌生人添麻烦，我或许该忍辱拜托小春或莲帮我处理性欲。

  　──あぁ、見知らぬ他人に迷惑をかける可能性があったのなら、俺は恥を忍んで小春かレンに性欲処理を頼むべきだったのかもしれない。

  　

  「呼……呼……」

  「ふうぅ、フゥーっ……」

  　

  「阿夜，等一下。」

  「夜、ちょっと待って」

  　

  　走在身旁的艾莉儿拉了拉我的袖子。

  　隣を歩くアイリールが俺の袖を引く。

  　

  「……怎么了？」

  「……どうした」

  　

  「前面有座公园。看起来没有人在，我们去那里休息一下吧。」

  「あそこに公園がある。見た限り誰もいないし、あそこで少し休もう」

  　

  「……说得也是。」

  「……そう、だな」

  　

  　

  　艾莉儿拉着脑袋发烫、脚步踉跄的我，走进了无人的公园。

  　頭が熱くてフラフラと足元が覚束ない俺をアイリールが引っ張る形で、人気のない公園へと足を踏み入れた。

  　

  　大概是疏于整理，公园的地面长满了杂草。游乐设施只有一边坏掉的秋千，幸好长椅还很干净，我们便在长椅上坐了下来。

  　よほど手入れを怠っているのか、公園は足元が雑草で埋め尽くされている。遊具は片方が壊れたブランコがあるのみだったが、幸いにもベンチは比較的綺麗な状態で健在だったためそこへ腰を下ろした。

  　

  「……啊啊，是这里啊。」

  「……あぁ、ここか」

  　

  「你来过这座公园吗？」

  「この公園来たことあるの？」

  　

  「之前我和世界粉碎者对峙的地方。当时艾莉儿不在，我还以为自己死定了呢。」

  「前にワールドクラッシャーと対峙した場所だよ。あの時はアイリールもいなかったし、本当に死ぬかと思ったな」

  　

  　这里是我第一次和露库拉见面时，被强制传送过来的公园。看到那座坏掉的秋千和杂草丛生的地面，我立刻就认出来了。不过现在这些事都不重要。

  　ここは以前、初対面のルクラによる強制転移で連れてこられたあの時の公園だ。あの片方が壊れたブランコと、雑草が生い茂っているこの地面を見てすぐに気がついた。まぁ、今はどうでもいいことだが。

  　

  　总之，要是不思考这些多余的事，我的那里恐怕会变得很不得了。从死亡游戏那时开始，我就一直被这种色情事件耍得团团转，我对自己感到无奈，只能苦笑，同时像叹气般吐出白色的气息。

  　とにかく、そんな余計な事でも考えていないと俺のアレがすごいことになりそうで。デスゲームの頃からずっとこんなエロイベントに振り回されている自分に辟易して苦笑いしつつ、ため息のように白い息を吐きだした。

  　

  「唉……」

  「はぁぁ……」

  　

  「…………」

  「…………」

  　

  　坐在我身旁的艾莉儿什么也没说。她大概不知道该对发情边缘的我说些什么吧。

  　隣に座っているアイリールは何も言わない。発情しかけている俺に対して、どんな言葉をかけていいのかが分からないのだろう。

  　不过，这样反而帮了大忙。比起鼓励的话语，光是待在身边就能让心情轻松许多。

  　ただ、それがありがたい。励ましの言葉を貰うよりも、ただ傍にいてくれるだけで心が楽になることもある。

  　

  　……不过，接下来该怎么办呢？这又不是自慰就能发泄的，我开始觉得只能靠开悟来克服性欲了。虽然大概不可能。

  　……しかし、これからどうしたものか。自慰で発散できるものではないし、もう悟りを開いて性欲を克服するしかない気がしてきた。多分むりだけど。

  　

  「……」

  「……っ」

  　

  　冬天的寒风抚过脸颊，感觉稍微发烫的身体冷却了下来。

  　冬らしい肌寒い風が頬を撫でる。少しだけ火照った体が冷まされたような気がする。

  　

  　

  　就在这时，右手传来一股奇妙的触感。

  　そんな折、右手に不思議な感触が伝わってきた。

  　

  「……艾莉儿？」

  「……アイリール？」

  　

  　是她。在我身旁低着头的艾莉儿，突然握住了我的手。

  　彼女だ。隣でうつむいていたアイリールが、突然俺の手を握ってきた。

  　

  　我很感谢她的心意，但我们毕竟是男女关系。如果是平时也就算了，对发情边缘的我来说，和她接触实在有点危险。

  　気遣いはありがたいのだが、これでも俺たちは男女だ。いつもの状態ならいざ知らず、発情しかけている俺に接触するのはいささか危険が過ぎる。

  　

  　……不，说不定她是怕我失控而跑掉，所以才握住我的手，想把我留在这里。

  　……いや、もしかすると彼女は俺が暴走してどこかへ行かないよう、手を握ることで拘束しているつもりのかもしれない。

  　

  「放心吧，我不会袭击别人的……不过，要是我有危险的话，你就用那个平底锅打昏我吧。」

  「大丈夫だぞ、誰かを襲ったりなんかしないから。……まぁ、最悪俺が危なくなったら、あのいつものフライパンでぶん殴って気絶させてくれ」

  　

  　我半开玩笑地这么说，但艾莉儿的表情却有些阴郁。从她那毫无起伏的面无表情，我难得地无法读出她的情绪。

  　冗談めいた口調で言ってみたが、アイリールはどこか浮かない顔だ。その抑揚のない無表情からは、珍しく俺でも感情を読み取ることができない。

  　

  「怎么了……？」

  「どうした……？」

  　

  　

  「…………那个……」

  「…………あの、ね」

  　

  　她终于开口，但握住我右手的力道却稍微变强了。

  　ようやく口を開いたかと思えば、彼女は俺の右手を握る力を少し強めた。　

  　

  「我、我，那个……」

  「わ、わたし、その……」

  　

  　虽然她用力握着我的手，但自己的手却微微颤抖。她看起来非常不安，无法掩饰紧张的情绪。

  　そんな風に力強く俺の手を握っているのだが、肝心の彼女の手は僅かに震えている。とても不安げで緊張を隠せていない。　

  　

  「如果是为了晚上的话……」

  「夜の、ためだったら……」

  　

  　她拼命从喉咙深处挤出声音，那副模样脆弱到连在一旁看着的我都觉得难受。

  　必死に喉奥から声を絞り出す彼女の姿は、見ているこちらも苦しくなってきてしまいそうな程に弱弱しい。

  　简直就像在压抑自己，说出违心之论一样。

  　まるで自分を押し殺して、心にもないことを言おうとしているような。

  　

  「如果是为了你，我……」

  「あなたの為なら、わたし……」

  　

  　她无视自己的感情，为了帮助我而打算说出那句话。

  　自らの想いを無視して、俺を助けるためにその言葉を言おうとしている。

  　

  　要拯救发情边缘的人只有一个方法。至今为止我都是这么做的，以后如果有必要的话，我大概也会这么做。因为这是从我参加死亡游戏成为莉亚之后，就存在于我心中的常识。

  　発情しかけている人を救う方法などたった一つだ。今までもそうしてきたし、これからも必要があればそうするかもしれない。それがデスゲームに参加してリアになった時から、俺の中にある当たり前の常識だから。

  　

  「我愿意，和你……！」

  「わたしはっ、あなたと……！」

  　

  　

  　——但是，我觉得这样不对。

  　──でも、これは違う気がする。

  　

  　我不想让她说出那种话。

  　俺は彼女にそんなことを言わせたくはない。

  　

  　我无论如何都……

  　どうしても俺は。

  　

  　

  　

  「艾莉儿，我有事拜托你。」

  「アイリール、頼みがある」

  　

  「！……夜？」

  「っ！　…………夜？」

  　

  　

  　

  　我……

  　俺は。

  　

  　

  　

  　

  「在发情平息之前……你能陪我说说话吗？」

  「発情が治まるまで……俺の、話し相手になってくれるか？」

  　

  「咦……」

  「えっ……」

  　

  　

  　

  　

  　只有她……

  　彼女とだけは。

  　

  　

  　

  　

  　

  「说不定会聊到早上，拜托你了，伙伴。」

  「朝までかかるかもしれないけど。頼むよ、相棒」

  　

  　

  　

  　

  　

  　只有这名少女——我不想和她成为「迫不得已而做那种事」的关系。

  　この少女とだけは──仕方なくそういうことをする、なんて関係にはなりたくない。

  　

  　不是青梅竹马、不是朋友、不是挚友、不是家人、也不是恋人。

  　幼馴染でも、友達でも、親友でも、家族でも、恋人でもない。

  　

  　即使如此，她一定比任何人都还要理解我。

  　それでも、きっと誰よりも俺を理解してくれていて。

  　

  　——她是我想比任何人都理解、比任何人都重视的人。

  　俺が誰よりも理解したい、誰よりも大切にしたい──そんな人だから。

  　

  　

  　

  　我不希望她对我说出会伤害自己的话。

  　俺は、彼女に自分を傷つけるようなことは、言ってほしくない。

  　

  　

  　

  「可以吗，艾莉儿？」

  「いいかな、アイリール」

  　

  「…………」

  「…………」

  　

  　这次我直视着她的眼睛，清楚地这么说道。我回握艾莉儿的手，凭着一股毅力压抑住满溢的性欲，努力让自己恢复成平常的美咲夜。

  　今度はしっかりと彼女の眼を見てそう口にした。アイリールが握ってくれた手を握り返し、溢れかえる性欲を意地で押さえつけて、いつもの美咲夜に戻れるように努める。

  　

  　

  「——嗯。」

  「──うん」

  　

  　

  　然后，她这么回应我。

  　すると、彼女は返事をしてくれた。

  　她不再颤抖，紧绷的嘴角也放松下来，似乎松了一口气。

  　手の震えは消え、強張っていた口元を緩ませて、安堵してくれた。

  　

  　看到她这样，我也终于能放心了。

  　それを見て、ようやく俺も安心できる。

  　

  　

  「不过，晚上要聊什么？我们之间几乎没有什么不知道的事情了。」

  「でも夜、何を話すの？　私たち、お互いが知らないことなんてほとんどないよ」

  　

  「不，还有很多哦。虽然共享了记忆，但不是全部。我和你都是。」

  「いーや、沢山あるぜ。記憶の共有はしたけど全部じゃない。俺も、お前もな」

  　

  　我恢复了平常的状态。只要和她在一起，我就能克服发情。

  　いつもの調子に戻ってきた。彼女と一緒ならば発情なんてものも乗り越えられる。

  　而且，我也差不多受够被愚蠢的性欲耍得团团转了。

  　それにいい加減、頭の悪い性欲に振り回されるのはもうウンザリだ。

  　

  「来聊往事吧。首先从我和吴原的相遇开始。」

  「昔話をしよう。手始めに俺と呉原の出会いから、とか」

  　

  「……嘻嘻，你果然喜欢吴原同学呢。我还以为你会炫耀朝阳同学的事。」

  「……くすっ、やっぱり夜は呉原君のこと好きだね。てっきり朝陽君の自慢でもするかと思ってた」

  　

  「哦？你想听的话，我就说给你听吧？关于我心爱的朝阳的英勇事迹……！」

  「おっ？　聞きてぇんだったら聞かせてやるぜ？　我が愛しの朝陽の武勇伝をな……！」

  　

  　

  　话题要多少有多少。艾莉儿不知道的事情多得跟山一样。你这个面无表情的家伙，听了可别吓到。

  　話のタネはいくらでもある。アイリールの知らないことなんて山ほどだ。聞いて驚け無表情っ娘め。

  　那么，我们就聊到天亮吧。当然不是聊些奇怪的话题。

  　じゃ、朝まで語り明かそうか。もちろん怪しい意味じゃなくてね。

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　在窗帘紧闭的昏暗房间里，只有平静的呼吸声回荡着。

  　カーテンが閉められた暗い部屋の中で、静かな呼吸の音だけが木霊している。

  　我的耳中只听见时钟秒针移动的声音，以及眼前躺在床上的少年的呼吸声。

  　時計の秒針が動く音と、ベッドで眠っている目の前の少年の息遣いだけが、私の耳に響く。

  　

  「呼……呼……」

  「すぅ……すぅ……」

  　

  　他似乎睡得很熟，让我放心了。昨晚一直抵抗发情，一直聊到天亮的他，一回到自己房间的瞬间就倒在床上，现在正像这样睡得跟死猪一样。真是的。

  　深い睡眠の中にいるようで安心した。昨晩から発情に抗い続け、朝まで喋り倒した彼は自分の部屋に戻った瞬間ベッドに倒れこみ、今はこうして泥のように眠っている。

  　

  「……辛苦了。」

  「……お疲れ様」

  　

  「嗯嗯……」

  「んんぅ……」

  　

  　我轻轻抚摸睡着的他的头，夜晚就像要逃离我的手一样，翻身背对我。我不能吵醒他，还是别再闹他了。

  　寝ている彼の頭をそっと撫でると、私の手から逃げるように夜は寝返りをうって背を向けた。起こすわけにはいかないし、もうちょっかいを出すのはやめておこう。

  　

  「唔唔……」

  「むにゃむにゃ……」

  　

  　我在睡得香甜的他身旁的椅子上坐下，什么也不做，只是盯着他的睡脸看。时间已经来到中午，但我实在不想离开这里。

  　ぐぅぐぅと眠る夜の横で椅子に座り、何をするでもなく彼の寝顔をジッと眺める。すでに時刻は昼頃だが、どうもここから離れる気にはなれない。

  　或许是因为平常都待在Watches里面，体力多到有剩，我一点都不想睡。因此我没有在他身旁睡觉，也没有吃早餐和午餐，只是坐在这个房间里。

  　いつもウォッチの中にいるせいで体力が有り余っているのか、私は欠片も眠くない。ゆえに彼の傍で眠ることもなく、朝餉も昼食もとることなくこの部屋で座っている。

  　

  　待在这个家里，就算晚上离开房间也不会害怕。平常的话，我会自己下楼去休息。

  　この家の中なら夜から離れることも怖くない。いつもなら勝手に下へ降りて寛いでいる。

  　

  　但是现在，我实在不想那么做。在还没整理好心情的状况下跟别人说话，会让我有点退缩——不，是有点害怕。

  　でも今は、どうしてもそんなことをする気にはなれなかった。自分の心の整理が終わっていない段階で誰かと話すのは、少々気が引ける──いや、怖いから。

  　

  　

  「……？」

  「……っ？」

  　

  　

  　叩叩，有人敲了房间的门。或许是美咲家的人来看我，想知道为什么过了中午还不起床。

  　コンコン、と部屋のドアが叩かれた。美咲家の誰かが、昼過ぎになっても起きてこない夜の様子を見に来たのかもしれない。

  　

  「请进。」

  「どうぞ」

  　

  　我这么一说，房门就被打开了。

  　その一言で、部屋の扉は開かれた。

  　走进房间的是个娇小的黑发少女——莲。

  　中に入ってきたのは背が低い黒髪の少女──レンだった。

  　

  「你回来了。已经回来了啊。」

  「おかえり。もう帰ってたんだ」

  　

  「……莲斗。」

  「……蓮斗くん」

  　

  　不知为何，只要跟她独处，我就没办法用莲这个名字叫她。是因为我知道那是假名吗？还是因为只要看着她，我就会隐约看到烙印在记忆深处的『他』的身影，所以无论如何都没办法无视这点，用莲来叫她呢？

  　何故だか私は彼女と二人きりになると、レンという名前で彼女を呼べない。それが仮の名前だと知っているからなのか、彼女を前にすると記憶の根底に焼き付いた『彼』の姿が透けて見えるようで、どうしてもそれを無視してレンと呼ぶことはできなかった。

  　

  「莉亚……啊，还在睡啊。」

  「リアは……あぁ、まだ寝てるのか」

  　

  「……嗯。」

  「……うん」

  　

  　不可思议的是，莲跟我讲话的时候，语气也会变回莲斗。是因为我们都是游戏世界的人吗？还是有其他原因呢？我不知道。

  　そして不思議と、レンも私と話すときは口調が蓮斗のものに戻る。お互いがゲーム世界の人間だからなのか、それとも他に何かがあるのかは、わからないけれど。

  　

  「我从小春那里听说了。你很辛苦吧。」

  「小春から全部聞いたよ。大変だったな」

  　

  「不会，没什么辛苦的。」

  「ううん、特に大変なことはなかったよ」

  　

  「是这样吗？」

  「そうなのか？」

  　

  　莲一脸不可思议地来回看着我和夜晚。

  　不思議そうな顔で夜と私を交互に見るレン。

  　

  「你不是处于劣势状态吗？要应付莉亚应该很辛苦吧……」

  「デメリット状態だったんだろ？　リアの相手は大変だったんじゃ……」

  　

  「……」

  「……」

  　

  　不对，他误会了。从经验上来说，莲会这么想也是情有可原，而且这或许也是理所当然的解决方法，但绝对不是这样。

  　違う、勘違いしている。経験上レンがそう考えるのも無理はないし、それが当たり前の解決策なのかもしれないが、断じて違う。

  　

  　

  「没有哦，什么都没做。」

  「してないよ、何も」

  　

  　

  　「咦？」莲感到困惑，但我没有理会，继续说道：

  　えっ、と困惑するレンだが、構わず続ける。

  　

  「我和夜什么都没做。什么都没做。」

  「私と夜は何もしてない。なにも」

  　

  　我用强调的语气否定。

  　力んだ声で否定する。

  　

  「那种事，我们不可能做。」

  「あんなこと、するわけない」

  　

  　不知为何，我变得多话起来。

  　なぜだか口が軽い。

  　

  「我和夜——」

  「私と夜は──」

  　

  　

  　——是特别的。

  　──特別なんだから。

  　

  　

  　我在说出这句话之前忍了下来，摇了摇头。

  　その一言が出てくる寸前にグッと堪え、かぶりを振った。

  　

  「……没什么。其实黑野博士给了我药。夜喝了那个药之后，发情状态就消失了。」

  「……何でもない。実は黒野博士に薬を貰ったんだ。それを飲んで夜は発情を消したの」

  　

  　我若无其事地说出这个只要跟黑野本人确认就会马上被拆穿的谎言，借此蒙混过去。

  　黒野本人に確認を取ればすぐにでもバレる嘘を平気で口にして、その場しのぎをする。

  　

  「原来是这样啊……不，抱歉，艾莉。我问了奇怪的问题。」

  「そうだったのか……いや、悪いアイリ。変なこと言っちゃったよな」

  　

  「没关系。你会这么想很正常。」

  「大丈夫。そう考えるのが普通だから」

  　

  　我一边这么说，一边对心中那股正在燃烧的黑色情感感到厌恶。

  　そんなことを言いながら、私は自分の中で燻っている黒い感情に辟易していた。

  　

  　

  　

  　

  　啊啊，啊啊——好恶心。

  　あぁ、あぁ──気持ち悪い。

  　我对自己感到恶心至极。讨厌，我最讨厌会这样想的自己了。

  　私は自分が気持ち悪くてたまらない。嫌いだ、こんなことを考える自分が何よりも大嫌いだ。

  　

  　现在，我心中正抱着令人作呕的优越感。我和莲还有小春不同。就算不做性行为，夜也克服了发情状态，愿意待在我身边。

  　いま、私は気色の悪い優越感を抱いていた。私はレンや小春とは違うと。性行為なんてしなくても、夜は発情を乗り越えて私の傍にいてくれたのだ、と。

  　

  　从很久以前开始就是这样。我一直在内心深处瞧不起喜欢夜的人。

  　ずっと前からそうだった。私はずっと、夜のことが好きな人たちをみんな心のどこかで見下していた。

  　你们赢不了我。我才是最接近夜的存在。拥有相同记忆、能够得到相同快感的我，才是夜的首选。

  　私には勝てない。私が夜に一番近い。同じ記憶を、同じ快感を得られる私こそが夜の一番なのだと。

  　

  　

  　所以，我感到害怕。

  　だから、恐れた。

  　当我为了帮助受发情所苦的夜，而打算提议性行为时，我心中名为自尊心的支柱动摇了。

  　発情に苦しむ夜を助けようと性行為を提案しかけたとき、私の中にある自尊心という支えが揺らいだ。

  　

  　

  　——如果就这样发生性行为的话。

  　──もしこのまま性行為をしたら。

  　

  　——我是不是就会变得跟莲他们一样了呢？

  　私は夜の中でレンたちと同列になってしまうのではないか。

  　

  　我担心自己和他发生性行为，用身体帮他发泄性欲时，会不会变得跟那些女孩一样，无法明确划分出界线。

  　彼に身体を許し、仕方のない事情のある性欲を抱えたときは、体を使って発散させてあげる彼女たちと、私との明確な線引きが消えてなくなってしまうのではないかと、焦った。

  　

  　

  　结果多亏了读懂我想法的夜，让我得以守住自己的底线，但我对自己心中抱持着这种黑暗情感感到恶心至极。

  　結局私の意思を読み取ってくれた夜のおかげでそれは守られたけれど、自分自身がそんな黒い感情を抱いたことが気持ち悪くてたまらない。

  　

  　——我是个坏孩子。我是个坏孩子。不是夜所想的那种好女孩。我是个一直怀抱着黑暗情感，待在夜身边的——坏孩子。

  　悪い子だ。私は悪い子なんだ。夜の思っているような良い女の子じゃない。ずっと黒い感情を抱えたまま隣に居座っている──悪い子。　

  　

  　

  「……艾莉？」

  「……アイリ？」

  　

  「！什、什么事？」

  「っ！　な、なに？」

  　

  「你脸色很差哦。果然发生了什么事吧？」

  「顔色が悪いぞ。やっぱり何かあったんだろ」

  　

  「才没有……」

  「そんなこと……」

  　

  　——才没有发生什么事。从很久以前开始就一直没变。

  　何かあったわけじゃない。ずっと昔から変わらない。

  　

  　——我在这个世界上最讨厌的就是自己，虽然待在夜身边让我感到幸福，但另一方面，我也觉得像我这种坏女孩，不配待在他身边。结果，我总是擅自一个人陷入沮丧，闷闷不乐。

  　私は自分という存在がこの世で一番大嫌いで、夜の傍にいられることが幸せだと思う一方で、こんな私みたいな悪い女の子は彼の隣には相応しくないとも感じて、結局いつも勝手に一人で落ち込んで塞ぎ込んでいるだけだ。　

  　

  　——根本没有什么值得莲担心的事。我反而还想跟莲道歉。要是没有我这种人，她就能比现在更靠近夜——

  　心配されるようなことなんて何もない。むしろレンには謝りたいくらいだった。私なんかがいなければ、彼女は今よりもずっと夜の近くに──

  　

  　

  　

  「喂，艾莉。」

  「おいアイリ」

  　

  「呜呃！」

  「うぇっ」

  　

  　——莲的脸不知何时出现在我眼前。我吓了一跳，正想缩起身子时，她握住了我的手。

  　いつの間にか目の前にレンの顔が。ビビッて体を引こうとすると、彼女は私の手を握ってきた。

  　

  「怎、怎么了……」

  「ど、どうしたの……」

  　

  「我不知道你到底在烦恼什么，也不知道你在想什么困难的事，也不打算问你。」

  「いったい何を悩んでんのか、どんな難しいことを考えてんのかは知らないし、聞こうとも思わない」

  　

  　——但是啊，她继续说道，拉着我的手让我从椅子上站起来。

  　だけどな、と続ける彼は手を引いて私を椅子から立たせる。

  　

  　——我无法甩开她那强而有力的手。或许是因为，我并不觉得讨厌。

  　力強く握られたその手を、私は振り払うことができない。不思議と嫌ではなかったから、なのかもしれない。

  　

  　

  「你是因为没吃早餐也没吃午餐，才会这么烦躁。」

  「まず朝ご飯も昼メシも食べてないからそんなにイライラしちゃうんだよ」

  　

  　

  「…………咦？」

  「…………え？」

  　

  「好啦，我帮你做午餐。」

  「ほら、俺が昼食作ってやるから」

  　

  　——莲就这样把我带出房间。

  　そのまま私を部屋の外へ連れ出そうとするレン。

  　我狼狈得不知如何是好，试图挽留他。

  　どうしたらいいか分からず狼狽し、彼を引き留める。

  　

  「等、等一下，我的确饿了，可是晚上……」

  「ま、待って、確かにお腹は空いてるけど、夜が……」

  　

  「晚上不是要睡觉吗！别废话了，过来！」

  「夜は寝てるだろ！　つべこべ言わず来いホイ！」

  　

  「呜哇哇！」

  「うわわっ」

  　

  　我被半强迫地带出房间，走下楼梯来到客厅。

  　半ば強引に部屋から連れ出され、階段を下りてリビングへ。

  　其他人似乎都出门了，客厅里只有我和莲两个人。

  　他のみんなは出かけているのか、居間にいるのは私とレンだけであった。

  　

  「来，坐下吧。」

  「ほら座って」

  　

  　莲让我坐在餐桌前的椅子上，自己则穿上围裙，走到厨房。他一边确认冰箱里的食材，一边对我说：

  　テーブルの前にある椅子に私を座らせると、レンはエプロンを装着して台所へ移動した。そして冷蔵庫の中身を確認しながら私に声をかけてくる。

  　

  「我来做意大利面。你要肉酱、培根蛋黄酱还是蒜香辣椒意大利面？」

  「パスタを作るぞ。ミートソースかカルボナーラかペペロンチーノか選ぶがいい」

  　

  「呃……」

  「えっと……」

  　

  「再不快点决定，我就自己决定了哦！好，三、二、一——」

  「選ばないと俺が勝手に決めるぞー！　はいさーん、にー、いーち」

  　

  「培、培根蛋黄酱……！」

  「かっ、カルボナーラ……！」

  　

  「好，马上做，你等一下。」

  「あいよ。すぐに作るから待っててくれよな」

  　

  　我选好口味后，莲露出开朗的笑容，迅速开始准备料理。他的动作看起来很熟练，感觉真的很快就能吃到。

  　私がメニューを選ぶとレンは明るい笑みを浮かべ、そそくさと料理の準備をし始めた。見るからに手際が良く、本当にすぐ料理が出てきそうな雰囲気だ。

  　

  　

  　

  　……他是顾虑到我的心情吗？还是单纯无法放着我不管呢？

  　……気を遣ってくれたのだろうか。それとも単純に放っておけなかったのか。

  　

  　不管怎么说，被他强行带出房间，让我那漆黑的负面情感停止了思考。现在只剩下纯粹的食欲，以及期待料理完成的心情。

  　どちらにせよ無理やりあの部屋から連れ出されたことで、私の黒い負の感情は思考をやめた。いま残っているのは純粋な食欲と、料理の完成を心待ちにしている気持ちだけになっている。

  　

  　——都是多亏了莲斗。

  　──蓮斗くんのおかげで。

  　

  「…………」

  「…………」

  　

  「哼哼～♪」

  「ふんふ～ん♪」

  　

  　我盯着一边哼歌一边做菜的莲，不可思议地觉得心中的阴霾逐渐散去。

  　鼻歌交じりに料理を進めていくレンをジッと眺めていると、不思議と心の靄が薄れていく気がした。

  　

  　

  　虽然手段非常强硬，但要应付我这种麻烦的人，或许这样正好。莲是知道这一点，才带我出来的。事实上，我的确因为肚子太饿而脑袋一片空白。

  　とても強引な手段だったけど、私みたいな面倒くさい人間をどうにかするには、それくらいが丁度いいのかもしれない。それを知っていてレンは私を連れ出してくれた。実際空腹で頭の中が散らかっていたのは事実だ。

  　

  　话说回来，我只是稍微想不开就变成这样。莲对别人的情绪是不是太敏感了一点？

  　というか、少し思いつめただけでこれだ。レンは少々人の感情に敏感すぎるのではないだろうか。

  　

  「……这样啊。」

  「……そっか」

  　

  　不，这正是莲之所以是莲斗的原因。

  　いや、それこそレンが蓮斗たる所以なのだ。

  　他总是能很快察觉别人的情绪，不花多少时间就能想出解决办法，指引他人走向光明的方向。

  　人の感情にいち早く気がつき、大して時間をかけることなくすぐさま解決策を導き出して、その人にとって良い方向へ進める道標を示してくれる。

  　

  　

  　我都忘了。对了，他就是这样的人。

  　忘れていた。そうだ、彼は。

  　

  　

  「欸，莲斗。」

  「ねぇ、蓮斗くん」

  　

  「怎么了？」

  「どしたー？」

  　

  　

  　

  「——谢谢你。」

  「───ありがとう」

  　

  　

  　

  「嗯？哦、哦……？我还没做好料理哦？」

  「ん？　お、おう……？　まだ料理できてないぞ？」

  　

  「……呵呵。」

  「……ふふっ」

  　

  　包括这种迟钝的地方在内。

  　そういう鈍感なところも含めて。

  　

  　

  　

  　海夜莲斗这个男生——是主角。

  　海夜蓮斗という男の子は──主人公だったのだ。

  　

  　

  　

 
  なんやかんやの正体

  什么都不知道的真面目

  　

  　

  　

  　

  　放眼望去，是一片纯白，空无一物的空间。除了能够确实踩踏的坚硬地板以外，什么都没有，这杀风景到极点的光景——我应该已经看惯的这个地方，不知为何让我感到新鲜。

  　見渡す限り真っ白な、何も存在しない空間。確かに踏みしめることのできる硬い床以外のものが一切ないこの殺風景極まる光景を──見慣れたはずのこの場所を、私は何故か新鮮に感じてしまっている。

  　

  　明明是只有世界粉碎者被允许进入的特别空间，但因为真冈正太郎让我知道了人类社会，我有很长一段时间没有造访这里。

  　ワールドクラッシャーにのみ許された特別な空間だというのに、真岡正太郎によって人間社会を知ってしまった私は長らくここへは訪れていなかった。

  　

  「……你在吗？」

  「……いるのか？」

  　

  　我自言自语般地这么低喃后，眼前的空间就像水面般摇晃。

  　独り言のように私がそう呟くと、目の前の空間が水面のように揺れる。

  　我静静等待，不久后，从扭曲的地方爬出人型的某种东西。

  　そのままじっと待っていると、その歪んだ場所から人型がの何かが這い出てきた。

  　

  『——哦！』

  『──おっ』

  　

  　我听见像是回音的声音。那一定是眼前的人型发出的话语吧。

  　エコーがかかったような声音が聞こえる。それはきっと目の前の人型が発した言葉だったのだろう。

  　眼睛、耳朵、鼻子、嘴巴和头发，完全找不到能够判断是生物的部位。外表就像服饰店的假人的人型，一确认到我便站了起来。身高大约是成年男性，模仿体型娇小的艾莉儿・达古斯特莉亚的我，自然变成俯视对方的状态。

  　目も耳も鼻も口も髪も、おおよそ生物と判断できるような部位が全く見当たらない。それこそ服飾店のマネキンのような見た目の人型のソレは、私を確認するや否や立ち上がった。背丈は成人男性程度で、小さい体のアイリール・ダグストリアの姿を模している私は自然と見降ろされる形になる。

  　

  　用巨大影子包住我的人型，发出像拙劣的机械语音般的声音。

  　その大きな影で私を包む人型は、下手な機械音声のような声を発した。

  　

  『欢迎回来，世界粉碎者。你去了很久呢。』

  『おかえりなさい、ワールドクラッシャー。随分長かったね？』

  　

  「……是啊。」

  「……あぁ」

  　

  　面对不知道是回答还是附和的我，人型歪了歪头。

  　返事なのか相槌なのかも曖昧な私を前にして、その人型は首をかしげる。

  　

  『嗯？你为什么那么紧张？你不是去侦察敌情了吗？』

  『はて、どうしてそんなに緊張しているんだい？　敵情視察は終えてきたんだろ？』

  　

  　我以侦察敌情为由离开这个空间的那一天，遇见了真冈正太郎。

  　敵情視察といってこの空間を飛び出したその日に、私は真岡正太郎と出会った。

  　

  『你回来好几次的时候，看起来都很开心啊。』

  『何度か帰ってきたときはいつも嬉しそうだったじゃないか』

  　

  　成为随从的他为我服务，美咲夜和艾莉则教导我各种事情，在我回到这个空间之前，我一定会做些对自己有帮助的事。

  　従者となった彼の奉仕や、美咲夜とアイリによる手解きなど、私はこの空間に戻って来る前は決まって何かしら自分にとってプラスになることをしていた。

  　因此，我带着愉快的心情回到这里，眼前的人型似乎误以为我「侦察敌情很顺利」，没有责备我在现实世界的行动。

  　故に楽し気な気持ちでここに戻ってくることを、目の前の人型は『敵情視察がうまくいっている』のだと勘違いしていたようで、現実世界での行動を咎められることはなかった。

  　

  　但是，我现在面对这个人型却感到紧张。我带着迷惘的心造访这个空间，不知道该说些什么才好。

  　だが今、私はこの人型を前にして緊張してしまっている。迷った心のままこの空間へ訪れてしまい、どういった言葉を口にすればいいのか分からなくなってしまっている。

  　

  「我、我——」

  「わ、私は──」

  　

  　

  『嗯，等一下。』

  『んっ、ちょっと待って』

  　

  　

  　我正要开口，人型打断了我。

  　言いかけた瞬間、人型が言葉を遮る。

  　

  『世界粉碎者，你的第一人称变了呢。』

  『ワールドクラッシャーさ、一人称が変わったね？』

  　

  「！」

  「っ！」

  　

  　我心脏猛跳，忍不住握紧拳头。

  　心臓が跳ね、思わず握りこぶしを作ってしまう。

  　

  『怎么了？你之前不是自称「吾」吗？那个自称感觉很强势，我个人还满喜欢的。』

  『どうしたの？　ほら、前は『私』じゃなくて『我』って言ってたじゃん。あの一人称けっこう強そうだったから、個人的には気に入ってたんだけどな』

  　

  「那、那是……」

  「それ、は……」

  　

  　我为了虚张声势而准备的第一个自称——被他发现了我已经不再使用了。

  　虚勢を張るために最初に用意した一人称──それが崩れてしまっていることに気がつかれてしまった。

  　

  『你是不是有事瞒着我？』

  『もしかして隠し事してる？』

  　

  「……唔。」

  「……ぅ」

  　

  『嗯——因为之前和你约好了，所以我没有偷看你的状况……不过隐瞒不是好事，我要读取你的想法了。』

  『うーん、約束だったから君の様子は覗かなかったけど……隠し事は良くないから読ませてもらうね』

  　

  　人型用无法判读感情的固定声调这么说，接着稍微远离我，然后在自己手边变出一本纯白的书。

  　感情が読めない常に一定の声音でそう言った人型は、私から少し離れてから自分の手元に真っ白な本を出現させた。

  　那本书的封面上浮现了「世界粉碎者」的文字，人型开始翻阅书页。

  　するとその本の表紙に”ワールドクラッシャー”という文字が浮かび上がり、人型はパラパラとページをめくり始めた。

  　

  　

  「啊……唔……」

  「ぁ……っ……」

  　

  　

  　面对眼前的景象，我完全无法想象自己之后会怎么样——只能恐惧地站在原地。

  　その光景を前にして、私は自分がこの後どうなってしまうか──それが全く想像できず、ただ恐怖に怯えて立ち竦むことしかできなかった。

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　——阿卡西纪录。

  　──アカシックレコード。

  　

  　

  　过去，人型是这么称呼自己的。

  　かつて、人型は自分の名をそう呼んだ。

  　

  　据他所说，他是超常的存在，是世界创造出来的监视者。

  　曰く、超常の存在。世界に生み出された監視者。

  　他是从什么时候开始存在，又是为什么被创造出来——这些细节他自己也不清楚，但他表示自己是守护这个世界的存在。

  　いつから存在していたのか、なぜ生み出されたのか──細かいことは自分でも分からないが、とにかく自分はこの世界を見守る存在なのだ、というのが彼の言葉。

  　

  　然而，他却违反了「守望」这个词，过度干涉这个世界。

  　しかし、見守るという言葉に反して彼は世界に対して過干渉だった。

  　据他所说，他似乎「只会给予真正许愿的人力量，或是实现愿望」。

  　聞くところによると彼は”真に願った者にのみ力を与える、もしくは願いを叶える“らしい。

  　

  　不是表面上的愿望，也不是物质上的欲望，而是接受赌上自身一切，打从心底想要实现的某人的愿望，然后帮助那个人。

  　上辺だけの願望ではなく、即物的な欲求でもなく、自身の全てを賭してでも叶えたいと心の底から望んだ誰かの願いを受け取り、その者に手を貸す。

  　

  　他干涉的对象不只人类。像我这种原本是电子生命体的存在，只要是拥有愿望的意志，无一例外都是他的对象。

  　その干渉の対象は何も人間だけではない。私のような元は電子生命体の存在だったとしても、願いを抱く意志を持つ者は例外なく彼の対象だ。

  　

  　

  　因此，我的愿望被他实现了。

  　ゆえに、私の願いは彼によって叶えられたのだ。

  　

  　被自私的人们创造出来，被他们随心所欲地摆布，最后自己的存在还像病原菌一样被否定，被丢进虚拟世界的扭曲空间。

  　身勝手な人々によって生み出され、都合のいいように振り回され、最後は自分自身の存在を病原菌のように否定され、仮想世界の歪んだ空間に放り込まれ。

  　

  　我许了愿。对折磨自己的人类复仇。我想要足以破坏他们生存世界的强大力量。

  　私は願った。自分を苦しめた人間への復讐を。彼らが生きる世界を破壊できるだけの強大な力を。

  　

  　我不知道当时的我是多么认真地许下这个愿望。我不知道人类对自己的愿望有多认真，和他们相比，或许我的意志只是会被一笑置之的程度。

  　その時の私がどれほど本気でそれを願っていたのかは分からない。人間たちが自己の願望へ向ける度合いなど知らないし、彼らと比べてみればもしかしたら私の意思など一笑に付す程度のものだったかもしれない。

  　

  　不过，我确实对人类抱有足以让自身燃烧殆尽的憎恨。我心中只有这份恨意。正因为这份强烈的怨恨，我的愿望才得以传达到阿卡西记录。

  　ただ、その願いの根底に身を焦がすような憎悪があったことは確かだ。私の中にはそれしかなかった。その激しい怨嗟の感情があったからこそ、私の願いはアカシックレコードに届いたのだ。

  　

  　

  　——『光是守望很无聊啊。我会给你力量，相对的，你要让我看有趣的东西哦？』

  　──『見守るだけじゃ退屈だったんだよ。力を与える代わりに、面白いものを見せてね？』

  　

  　

  　好啊，我会让你看到的。我会破坏你守望至今的世界，没有比这更愉快的事了。

  　あぁ、見せてやる。お前が見守ってきたであろう世界を破壊する、それ以上の愉快なことなどあるまい。

  　我这么说，接受力量的条件后，世界完全融合，我得到了符合世界粉碎者之名的破坏之力。

  　そう言って力を受け取る条件を飲んだ直後、世界は完全に融合し、私はワールドクラッシャーの名にふさわしい破壊の力を手に入れた。

  　

  　我要使用这股力量破坏世界，让折磨我的人类尝到苦头。我要毫不留情地彻底击溃他们。

  　この力を使って私は世界を破壊する。私を苦しめたあの人間たちに目にものを見せてやる。一切の同情の余地もなく、奴らを完膚なきまでに叩きのめす。

  　

  　我对此深信不疑。

  　そう信じて疑っていなかった。

  　

  　

  　——『有人握住我的手，我就会感到安心。所以，露库拉也握住我的手吧。』

  　──『私は手を握ってもらえると安心する。だから、ルクラにも』

  　

  　

  　可是，到头来我却和人类产生了羁绊。我沉浸在人类社会中，甚至知道活着的乐趣，几乎要忘记破坏的使命。

  　けど、結局自分は人間たちに絆されて。生きる楽しさを知って、破壊の使命を忘れるほどに、人間社会に入り浸ってしまった。

  　我被取名为露库拉，以不谙世事的少女身份度过每一天，而非复仇之鬼。那毫无疑问是一段幸福的时光，甚至让我忘记诅咒人类、被关在这个空间的痛苦。

  　ルクラという名前を与えられ、復讐の鬼ではなく世間知らずの少女として時間を過ごした。それは紛れもなく幸福な時間で、人間を呪いながらこの空間に閉じこもる苦しい日々の記憶すらも忘れることができた。

  　

  　然而，我并非纯洁无垢的少女，无法一直无忧无虑地生活下去。

  　それでもずっと能天気でいられるほど、自分は無垢な少女ではなかったから。

  　

  　我看到众多怪人做出暴行、企图颠覆城镇的光景后，想起了自己的使命。我本来想做的事，就是像那些怪人一样折磨人类。

  　大勢の怪人たちが暴挙を起こして街を転覆せんとするその光景を見て、私は自分の使命を思い出した。私が本来やろうとしていたことは、あの怪人たちのように大勢の人間を苦しめることだったのだと。

  　

  　

  　这无关乎是否正确，重点在于我想做，还是不想做。

  　正しいかどうか、ではない。私がそれをしたいか、したくないのかが大切で。

  　

  　不过，现在的我问自己也得不到答案。

  　だが、今の自分に問いかけたところで答えは出なかった。

  　

  　对真冈的亲爱、对艾莉的恋慕——即使得到与常人无异的感情与幸福，我心底深处的深沉憎恨依然没有消失。

  　真岡へ向ける親愛も、アイリに向ける恋慕も──人並みの感情と幸福を得ても尚、私の根底には深い憎しみが消えることなく残留している。

  　

  　

  　因此，我变得一无所知，最后又回到了这个空间。

  　故に、何も分からなくなって、結局この空間に戻ってきた。

  　明知会将一切暴露给赋予我力量的超常存在。

  　力を与えてくれた超常の存在に全てが暴かれることを知っていながら。

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  『哦……露库拉啊。』

  『ふーん……ルクラ、ねぇ』

  　

  　

  　读完记载我一切的书后，阿卡西纪录一脸无趣地低喃，将视线转向我。虽然没有脸，但确实看着吓得缩起身子的我。

  　私に関する全てが記された本を読み終えたアカシックレコードは、退屈そうに呟いて視線を私へ向けた。顔はないが、身が竦んでいる私を見ていることは確実だった。

  　

  『也就是说，你违背了与我的约定。放弃破坏世界的使命，以普通女孩的身份生活，就是这么一回事吧？』

  『つまり君はわたしとの約束を破ったわけだ。世界の破壊って使命を投げだして、普通の女の子として生活してたってことはそういうことでしょ』

  　

  「那是……」

  「それは……」

  　

  　我无法说「不是」。没有任何不对。我被美咲夜说服，沦为软弱的存在，放弃世界粉碎者的职责，以露库拉的身份生活。

  　違う、などとは言えない。何も違わない。私は美咲夜の説得で軟弱な存在へと成り下がり、ワールドクラッシャーという役割を放棄してルクラという少女として生きていた。

  　

  　阿卡西纪录发出叹息般的声音。

  　アカシックレコードは、ため息のような音を出す。

  　

  『唉～真无聊。亏我对你有所期待。』

  『はぁー、つまらないなぁ。君には期待してたのに』

  　

  「呜……」

  「ぅ……」

  　

  『你看，我无法离开这个世界，所以很无聊不是吗？所以才会给予你这种怀抱着有趣愿望的人力量，透过观察世界的变化来取乐。』

  『ほら、わたしってこの世界から出られないから退屈してるわけじゃん？　だから君みたいな面白い願いを抱いている子に力を与えて、それによって変化する世界の様子を見て楽しんでるってわけ』

  　

  　『可是——』它继续说：

  　でも、と続ける。

  　

  『这样违反契约哦？明明约好要让我看有趣的东西，只有你幸福生活的画面太无聊了。』

  『これじゃあ契約違反だよ？　面白いものを見せてくれるって約束だったのに、君が幸せに過ごすだけの絵じゃ退屈すぎる』

  　

  　它丢下书，朝我逼近一步。

  　本を投げ捨て、一歩詰め寄る。

  　

  『唉～一开始许愿说想破坏虚拟世界的那个叫达古斯特莉亚的女孩，让我看到很有趣的东西呢……』

  『はぁーあ、仮想世界を壊したいって最初に願ったダグストリアとかいうあの女の子は、けっこう面白いものを見せてくれたのに……』

  　

  「……咦？」

  「……え？」

  　

  　阿卡西纪录无视困惑的我，再次拉近距离。

  　その言葉に困惑する私など気にせず、アカシックレコードはまた距離を詰める。

  　

  『虽然没有直接见面，不过给予她改变世界的力量后，她的故事很有趣呢。自我进化？还是什么的，破坏了虚拟世界与现实世界的境界线，那个男生叫什么来着……对了对了，美咲夜。她和那个男生合体变成一个人，很厉害呢！两个人类完全融合成一个人，这可是人类史上第一次！』

  『直接的に会ったわけじゃないけど、世界を変える力を与えた後のあの子の物語は愉快だったなぁ。自己進化？　だか何だかで仮想世界と現実世界の境界線は壊しちゃうし、なんだっけあの男の子……そうそう美咲夜。彼とは合体して一人の人間になっちゃうしで凄かったよね！　二人の人間が完全に融合して一人になるなんて人類史で初めてだったんだから！』

  　

  　它兴奋地快速说个不停，最后终于在我面前停下脚步，俯视着我。

  　興奮した様子の早口でまくし立てる彼は遂に私の目の前で立ち止まって見降ろした。

  　

  『在无意识间破坏境界线的那个女孩，影响下出现了游戏场域……发生这么有趣的事情时，你却说「我要破坏世界～」，让我很期待，才把力量给你的——结果却是这副德性。』

  『境界線を無意識に破壊したあの子の影響でゲームフィールドってやつなんかも出てきて……そんな面白いことが起きてる時に君が「世界を破壊する～」なんて言うから、期待して力を渡したのに──この体たらく』

  　

  　无聊、无聊、啊啊无聊。

  　つまらない、つまらない、あぁつまらない。

  　

  『破坏我守护至今的这个世界……明明会很有趣呢。现在的你几乎感觉不到那个意思。』

  『わたしが見守ってきたこの世界を破壊する……なんてとっても面白そうだったのになぁ。今の君からはその意思がほとんど感じられない』

  　

  「……那你要怎么办？从我身上夺走力量吗？」

  「……それなら、どうするんだ。私から力を奪うのか？」

  　

  『那样的话，你只会变成无力的女孩子吧。那样一点也不有趣。』

  『そうすると君が無力な女の子になるだけだろう。それじゃあ全然楽しくないよ』

  　

  　所以——阿卡西纪录说着，将右手放在我的头上。

  　だから──そう言ってアカシックレコードは私の頭に右手を置いた。

  　

  　

  　

  『……我想从你身上抽出「憎恨」，创造出另一个世界粉碎者，你觉得如何？』

  『……君の中にある”憎しみ“だけを抽出したもう一人のワールドクラッシャーを作ろうと思うんだけど、どうかな？』

  　

  　

  　

  　它这么说。明明没有脸和表情——不知为何，我却觉得它在笑。

  　そんなことを口にした彼は、顔も表情も存在しないはずなのに──なぜか笑っているように感じられた。

  　

  　

  　

  『接受力量的条件，就交给那个孩子决定吧。』

  『力を受け取った条件はその子に任せることにするよ』

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「啊呜……！」

  「あぅっ……！」

  　

  　时间是深夜。我被赶出只有世界粉碎者才能进入的隔离空间，掉落在现实世界的公园里，地上满是杂草。

  　時刻は真夜中。ワールドクラッシャーにのみ許されたはずの隔離空間から追放され、私は現実世界の雑草だらけな公園に落とされた。

  　

  「呼、呼……！」

  「はぁっ、ハァっ……！」

  　

  　我仰躺在熟悉的公园里，重新认知现在的状况后，直到刚才为止都饱受折磨的身体总算勉强站了起来。

  　見覚えのあるその公園で仰臥する私だったが、今の状況を再認識すると、先ほどまで散々痛めつけられていた体は何とか立ち上がってくれた。

  　

  「呜、咕……」

  「うっ、ぐ……」

  　

  　我按着肩膀，迈开步伐。现在连一分一秒都很宝贵，没有时间让我因为疼痛而哭泣。

  　肩を押さえながら歩き出す。今は一分一秒でも惜しい。痛みに悶えて泣いている時間など残されてはいないのだ。　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　阿卡西纪录以它超常的力量，创造出另一个我。创造出与世界粉碎者之名相称，以憎恨为动力，行使破坏之力的恶魔。

  　アカシックレコードはその超常の力で、もう一人の私を生み出した。ワールドクラッシャーという名に相応しい、破壊の力を憎しみの元に振るう悪魔の存在を。

  　

  　她这么说：

  　彼女は言った。

  　

  『你要是不破坏世界，我就破坏这个世界。』

  『お前がやらないのなら我が世界を破壊する』

  　

  　她不是以露库拉的模样，而是以世界粉碎者原本漆黑的人型姿态，掐着我的脖子这么说。

  　ルクラの姿ではなく、ワールドクラッシャー本来の真っ黒な人型の姿で、彼女は私の首を絞めあげながらそう言ったのだ。

  　

  　阿卡西纪录赋予我的力量几乎都转移到另一个世界粉碎者身上，化为无力少女的我被折磨到吐血，最后像条破抹布一样被丢弃——直到现在。

  　アカシックレコードに与えられた力のほとんどはもう一人のワールドクラッシャーに移り、無力な少女と化した私は血反吐を撒き散らす程に痛めつけられ、その末にこうしてボロ雑巾のように捨てられ──現在に至る。

  　

  　

  「艾莉……！」

  「アイリ……っ」

  　

  　我用袖子擦去额头流下的血液，专心一志地向前迈进。

  　額から流れ出る血液を袖で拭い、一心不乱に前へ進む。

  　

  　

  　疏于进行21天能量充填的我，创造出的另一个粉碎者，当然尚未具备足以破坏世界的力量。

  　２１日間のエネルギー充填を怠った私から生み出されたもう一人のクラッシャーは、当然世界を破壊できるだけのパワーなんて未だ備わっていない。

  　

  　然而，阿卡西纪录说「又要长时间充填能量，太无聊了」，指示粉碎者以「活祭品」为目标，企图破坏世界。

  　しかし、また長い期間のエネルギー充填など退屈、と言ったアカシックレコードの指示で、クラッシャーは『人柱』を要した世界の破壊を目論んだ。

  　

  　阿卡西纪录似乎打算利用残留着力量的艾莉，以及蕴含着雷光形态这种强大力量的海夜小春，只花两天就完成能量充填。

  　未だにアカシックレコードの力が残留しているアイリと、ライトニングフォームという強大な力を内包している海夜小春を利用し、二日程度でエネルギー充填を終える算段らしい。

  　

  　因此，我为了阻止这件事而被打得半死不活。之所以没被夺去性命，是因为另一个自己死去，等同于自己力量减半……的样子。

  　ゆえにそれを止めようした私は半殺しにされた。命を奪わなかったのは、もう一人の自分である私が死ぬと同じ存在である自らの力が半減してしまうから……らしい。

  　

  「可恶、可恶……！」

  「くそっ、くそ……！」

  　

  　我不断咒骂。老实说，我现在也无法冷静判断状况。尽是些莫名其妙的事，大脑早已达到极限。

  　悪態は止まらない。正直に言えば今だって冷静に状況を判断出来ているわけではない。訳の分からないことばかりで脳はとっくに限界だ。

  　

  　

  　尽管如此，我仍明白一件事。

  　それでも、分かっていることがある。

  　

  　那个名为阿卡西纪录的存在，只对享乐有兴趣。

  　あのアカシックレコードという存在は、自分が楽しむということにしか興味がなくて。

  　

  　另一个世界粉碎者，是接下来会掳走艾莉与海夜小春，毫不犹豫破坏这个世界的存在——仅此而已。

  　もう一人のワールドクラッシャーとは、これからアイリと海夜小春を攫い、何の躊躇いもなくこの世界を破壊する存在だということ──ただそれだけだ。

  　

  　

  「必须……告诉美咲夜……！」

  「美咲夜に……伝え、なきゃっ……！」

  　

  　

  　破坏世界也好，对折磨自己的人类复仇也罢，这些事在我心中都尚未解决。

  　世界の破壊も、苦しめた人間たちへの復讐も、自分の中では何一つとして解決していない。

  　

  　然而，唯有将艾莉当成活祭品这件事，我无论如何都无法坐视不管。所谓的活祭品，简单来说就是牺牲品，为了破坏世界而将艾莉当成材料杀死。我绝对不允许这种事发生，她对我而言是无可取代的重要之人。

  　だがアイリを人柱にすることだけは、どうしても看過できない。人柱とは要するに生贄であり、世界の破壊の為にアイリを材料として殺すということだ。そんなことを許すわけにはいかない、彼女は私にとって何物にも代えがたい大切な人なのだ。

  　

  「呜咕……美、美咲夜……美咲……夜……！」

  「うぐ……みっ、美咲夜……みさ、ぎ……よるぅ゛……っ！」

  　

  　口中扩散的铁锈味、染成红色的扭曲视野、好几颗牙齿碎裂的异样感、指甲被剥掉与左臂骨头粉碎的痛楚——我将这一切全部吞下，向前迈进。

  　口の中に広がる鉄の味も、赤く染まって歪む視界も、何本も砕かれた歯の違和感も、剥がされた指の爪や粉砕された左腕の骨の痛みも──何もかもを飲み込んで前へと足を進める。

  　知道这件事的只有我。现在不行动的话，一切都会来不及。

  　この事態を知っているのは私だけなのだ。いま動かないと全てが間に合わなくなってしまう。

  　

  　所以快点，快点告诉美咲夜这件事。只有我，只有我能办到。

  　だから急げ、美咲夜にこの事を伝えろ。自分しか、私しかいないんだ。

  　

  「啊呜……！」

  「あぅっ……！」

  　

  　就算跌倒也要立刻爬起来。站不起来的话就用爬的也要前进。死也无所谓，给我拼命到死为止。

  　転んでもすぐに起きろ。立てないのなら這いずってでも進め。死んでも構わないから死ぬほど無理をしろ。

  　只有我，只有我——

  　私しか、私しか──

  　

  「呜咕、呜……美、咲……」

  「ひぐっ、ぅ……み、さき……っ」

  　

  　即使被泪水与鲜血糊得一塌糊涂，我仍继续在深夜的道路上前进。天空被黑暗支配的世界一片漆黑，视野被血染红，几乎看不见前方，但我仍继续走着。

  　涙と血反吐でぐちゃぐちゃになりながら、それでも真夜中の道を進む。空を闇が支配する世界は暗くて、血で視界が滲んで、ほとんど前なんて見えていないけれど、それでも歩き続ける。

  　

  　我必须一心一意地朝那个少年等待的地方前进。因为我是世界粉碎者——也是相信他的露库拉。

  　あの少年が待つ場所へ、ただひたすらに進まなくてはならないのだ。私はワールドクラッシャーであり──彼を信じたルクラでもあるのだから。

  　

  　

  　

 
  情けない兄

  没出息的哥哥

  　

  　

  　

  　最近，我常作恶梦。

  　最近、悪い夢を見る。

  　

  　梦的内容相当鲜明，甚至能感受到指尖的触感、温度的冷热，以及肉体的疼痛。我曾怀疑过这是否真的是梦，但每次醒来时，我总发现自己躺在床上，身上没有任何伤口，只有睡衣被汗水浸湿，所以这肯定是梦吧。

  　指先の感覚や、熱や冷たさなど、肉体的な痛みすら伴う鮮明な夢だ。これは本当に夢なのかと幾度となく疑ったこともあるが、気がつけば俺はベッドの上で目を覚ます。体のどこにも傷なんてなくて、ただ汗で寝間着を湿らせた俺がそこにいるだけだから、これはきっと夢でしかないのだろう。

  　

  　

  　梦的内容总是从同一个地方开始。

  　夢は、いつも同じところから始まる。

  　

  　我理所当然地和妹妹小春一起吃早餐，理所当然地去学校上课，理所当然地度过日常生活。

  　当たり前のように妹の小春と朝食を食べ、当たり前のように学園へ登校し、当たり前のように日常を過ごす。

  　和文香、洛伊泽、阳菜、菲莉斯这些能力者伙伴们共度时光，和好友田宫一起做些蠢事……过着这样平凡无奇的日子。

  　文香やロイゼ、陽菜やフィリスといった能力者仲間たちとも時間を共にし、親友の田宮と馬鹿なことをしたり……そんな、本当に何でもない日々を送る。

  　

  　然而，这个梦不会就此结束。

  　だが、この夢はそれだけでは終わらない。

  　

  　

  　每次——我的妹妹都会丧命。

  　必ず毎回──俺の妹が命を落とす。

  　

  　

  　有时是某种事件，有时是某种意外。每次作梦时，内容都不一样，但小春必定会死。

  　何らかの事件、何らかの事故。夢は見るたびに違った内容だが、必ず共通して小春は死んでしまう。

  　她总是凄惨地、毫不留情地以悲惨的结果收场，而且全发生在我眼前。

  　酷たらしく、何の容赦も無く、惨憺たる結果に終わる。全て、俺の目の前で。

  　

  　梦中的我总是无能为力，是个丢人现眼的男人。无论我怎么努力，都无法拯救小春。最后，我总是在伙伴们的鼓励下重新振作，和给予我支持的人成为情侣，迎来幸福快乐的结局——这未免太可笑了。

  　夢の中の俺は無力で、目も当てられない程に情けない男だった。どうあっても小春を救うことはできず、挙句の果てには仲間の内の誰かに親身になって励まされて、ようやく立ち直ることができ、結果的には支えてくれたその人物と恋仲になってハッピーエンド──なんて、あまりにもふざけている。

  　

  　无法拯救妹妹，算什么哥哥？在建立于妹妹的牺牲之上的故事中和别人结为连理，这样的人根本不配当哥哥。这世上最重要的存在明明是妹妹小春，却抛下无法守护她的自己，和别人坠入爱河，这样的人还能算是海夜莲斗吗？

  　妹を助けられなくて、何が兄だ。小春の犠牲の上に成り立つ物語で誰かと結ばれて、それを良しとする男なんて兄貴失格もいいところだ。この世で最も大切な存在は他でもない妹の小春なのに、守れなかった彼女を差し置いて誰かと恋に落ちるその人間は、果たして海夜蓮斗と言えるのか？

  　

  　

  　想到这里，我突然想到。

  　そう考えたときに、ふと思った。

  　

  　——现在的我或许已经不是【海夜莲斗】了。

  　──今の俺も既に【海夜蓮斗】ではないのかもしれない。

  　

  　

  　我的妹妹小春确实还活着。她现在也和往常一样，精神奕奕地生活着，甚至比以前更加开朗了。

  　確かに妹の小春は生きている。現在もいつも通り元気に生活をしていて、むしろ以前にも増して明るくなったとすら感じるほどだ。

  　

  　然而，这并不是因为我成功拯救了小春。和梦中那个无能为力的自己一样，我也终究没能亲手拯救妹妹。

  　だが、それは俺が小春を助けることができたからではない。夢の中の無力な自分と同じく、俺も妹をこの手で救うことはついぞ叶わなかった。

  　

  　因为有名为莉娅的少女挺身而出，与邪恶对峙，我的妹妹才得以保住一命。

  　リアという少女がいて。彼女がその身を挺して悪と対峙してくれたからこそ、俺の妹は命を落とさずに済んだのだ。

  　我什么也没做，什么都做不到。要是她没有挺身保护小春，我肯定来不及，会和梦中的自己一样，眼睁睁看着妹妹丧命。

  　俺は何もしていないし、何もできなかった。彼女が小春を庇っていなければ俺は間に合わず、夢の中の自分と同じく妹を目の前で失っていたことだろう。

  　

  　

  　然后，和救了小春的莉娅坠入爱河后，我终于察觉到。

  　そして、小春を助けてくれたそのリアと恋に落ちた今になって、ようやく気がついた。

  　我跟梦中的海夜莲斗他们没有任何不同。

  　俺は夢の中の海夜蓮斗たちと、何ら変わらない存在なのだと。

  　

  　

  　现在活着的我也没能拯救小春，默许了这个事实，爱上了别人。

  　今生きているこの俺も、小春を救うことはできず、それを黙認したまま他人を愛した。

  　这个事实化为剧毒侵蚀我的心，使之腐烂。我被迫意识到，自己已经偏离了身为哥哥、身为海夜莲斗的正道。

  　その事実は猛毒と化して俺の心を蝕み、腐敗させていく。兄として、海夜蓮斗としての正しい道を踏み外しているのだと否が応でも思い知らされてしまう。

  　

  　我错了。这样的存在方式，完全舍弃了海夜莲斗的矜持。

  　間違っているのだ。この在り方は海夜蓮斗としての矜持を完全に捨て去ってしまっている。

  　

  　明明很久以前，小时候就和妹妹约好了。

  　遠い昔、幼い頃に妹と約束したのに。

  　无论发生什么事，哥哥、我都会保护你。我明明这么发过誓。

  　何があっても兄ちゃんが、俺が守ってやるって、そう誓いを立てたはずなのに。

  　我明明断言过，绝对不会背叛兄妹间的羁绊。

  　兄妹の絆を裏切ることは絶対にないって、断言してやったというのに。

  　

  　

  　然而，我却对小春——

  　それなのに、おれは、小春を───

  　

  　

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　

  　

  　…………

  　…………

  　

  　

  　

  　………………

  　………………

  　

  　

  　

  　

  　

  「——哥，哥哥。」

  「──ぃちゃん、お兄ちゃん」

  　

  「……啊？」

  「……ぁ？」

  　

  　

  　回过神来，我已躺在昏暗房间的床上。

  　気がつけば、俺は暗い部屋のベッドの上で目を覚ましていた。

  　我将灵魂寄宿在名为莲的娇小少女的肉体中，被某人抱着这副娇小身躯。我们俩裹着毛毯，再加上开着暖气，有点热。

  　レンという小柄な少女の肉体に自らの魂を宿したまま、その小さな体を誰かに抱きしめられている。2人して毛布に包まり、さらに暖房がついていることもあってか些か暑い。

  　我掀开毛毯，想逃离这股热气，抬头一看，眼前是表情不安的——我的妹妹。

  　その暑さから逃れるように毛布を退かして見上げてみると、そこには不安げな表情の──俺の妹がいた。

  　

  「……小春？」

  「……小春？」

  　

  「你一直在呻吟，没事吧……？」

  「ずっとうなされてたよ、だいじょうぶ……？」

  　

  　小春温柔地摸着我的头，声音中带着担忧。她依偎着躺在床上的我，代表我们俩一起睡着了吗？那场梦害得我的记忆模糊不清。

  　心配の色を含めた優しい声音と共に、俺の頭を撫でる小春。ベッドに横たわっている俺に寄り添っているということは、一緒に眠っていたのだろうか。あの夢のせいで記憶が曖昧になっている。

  　

  「……没事，我很好。」

  「……大丈夫、何もないよ」

  　

  「骗人，你流了好多汗……又是那场梦？」

  「うそつき、凄く汗かいてる。……またあの夢？」

  　

  「……对。」

  「……あぁ」

  　

  　心思敏锐的小春看穿了一切，我没有多加解释，点了点头。

  　察しのいい小春に看破されてしまい、俺はろくに言い訳もしないまま頷いた。

  　我本来不打算对其他人提起这场梦，但在梦中见到小春惨遭怪人杀害后，我的精神实在难以承受，醒来后意志消沉，被她逼问后，我放弃抵抗，全盘托出。看来我瞒不过小春。

  　元々この夢のことを他言するつもりは無かったのだが、怪人の手によって小春が無残な殺され方をした夢を見た後は流石に精神的に堪えてしまい、目覚めてから意気消沈しているところを彼女に問い詰められ、観念して吐いてしまった。どうやら小春に隠し事はできないらしい。

  　

  　……话说回来。

  　……ていうか。

  　

  「你为什么在我房间？」

  「何で俺の部屋にいんだよ」

  　

  「因为我的妹妹感应器有反应。我来你房间后，发现你正在呻吟，想说要摸摸你的头，直到你冷静下来。」

  「妹センサーがビビッときたからね。部屋に来たらうなされてるし、落ち着くまでよしよしってしてあげなきゃって思って」

  　

  「呵，真不愧是我的妹妹。」

  「フッ、さすがは俺の妹だ」

  　

  「你不吐槽啊……咦？哥哥，你变回原本的语气了。」

  「ツッコミしないんだ……って、あれ？　お兄ちゃん、口調戻ってるね」

  　

  「嗯。」

  「んっ」

  　

  　经她这么一说，我才发现。我最近一直被莲这个机器人的女孩人格资料影响，讲话变得像少女一样，现在又变回原本的语气。或许是因为在那场奇妙的梦中，我变回了原本的海夜莲斗，所以才受到影响。」

  　言われて気がついた。レンというアンドロイドに残った女の子の人格データに引きずられて、最近はずっと少女のような口調になっていたのだが、今は元の喋り方になっている。あの妙な夢では元の海夜蓮斗になっていたので、それが影響しているのかもしれない。

  　

  「我变回原本的语气比较好吗？」

  「戻した方がいいか？」

  　

  「不，维持现状。」

  「んーん、そのままで」

  　

  「这样啊……不过，你不是很喜欢莲吗？」

  「そうか……でも、お前レンのこと気に入ってたよな？」

  　

  「像女孩子一样的莲确实很像妹妹，很可爱……但我还是喜欢原本的哥哥。」

  「確かに女の子っぽいレンちゃんも妹みたいで可愛いけど……元のお兄ちゃんの方が好きだし、私」

  　

  　她边说边摸着我的头……呵呵，她成长为一个会正面表达好感的好孩子，哥哥我非常开心，都快哭了。

  　そんなことを言いながらまた頭を撫でてくる。……ふふ、普通は恥ずかしくて言えないような好意を真正面からぶつけてくれる良い子に育ってくれて、お兄ちゃんはとても嬉しいぞ。泣きそうだぜ。

  　

  「……谢谢你。」

  「……ありがとな」

  　

  「哦？哥哥害羞了。」

  「おっ？　お兄ちゃんがデレた」

  　

  　深夜的房间非常昏暗，但因为有如梦似幻的银色月光从窗外洒落床上，小春的脸庞看得一清二楚。她那无论何时都笑容满面、世界第一美少女的脸庞。

  　深夜の部屋はとても暗いが、幻想的な銀色の月光が窓からベッドに差し込んでいるため、小春の顔自体はよく見える。いつだって笑顔で明るい、世界一美少女な彼女の顔が。

  　这绝非偏心，无论谁来看，小春都是太阳系第一美少女，没有讨论的余地。

  　断じて贔屓目で見たわけではない。誰から見ても小春は太陽系一の美少女なのだ。議論の余地などない程に。

  　

  「小春真可爱。」

  「小春はかわいいな」

  　

  「怎么突然说这个？」

  「どしたの急に」

  　

  「我在细细品味小春的可贵之处。」

  「小春のありがたみを噛みしめてる」

  　

  「哦……我有可爱到会产生可贵之处吗？」

  「ほう……私ってありがたみが発生するかわいさがあるのか」

  　

  「当然。」

  「当然だろ」

  　

  「……比莉亚可爱？」

  「……リアちゃんよりかわいい？」

  　

  「嗯。」

  「おう」

  　

  「秒答！？」

  「即答！？」

  　

  　莉亚当然很可爱。她皮肤白皙、身材娇小、头发也很漂亮，脸颊软绵绵的，还像圣母一样温柔，说是从理想的二次元世界中走出来的完美美少女也不为过。再加上她身为女性的轻快和强势的部分，看起来简直是最强的。

  　リアはもちろん可愛い。美白で小柄で髪も綺麗だし、頬はぷにぷにしてるし聖母のごとく優しいし、もはや理想の二次元から出てきた完璧美少女と言っても差し支えない。そこに男としての軽快さや強気な部分が合わさって最強に見える。

  　但是，她还是差了那么一步，无法与我心爱的妹妹相提并论。

  　だが、やはりあと一歩だけ、我が愛しの妹には届かないのであった。

  　

  「笨蛋！莉亚绝对比较可爱！」

  「ばーか！　リアちゃんの方が断然かわいいし！」

  　

  「别这么贬低自己。莉亚一定也会和我说一样的话。」

  「そう自分を卑下するなって。きっとリアも俺と同じ事を言うさ」

  　

  「你对家人的偏心太严重了。」

  「身内への贔屓がすごい」

  　

  　我只是实话实说，不知为何却让她有点退避三舍。真难懂，她正值敏感的年纪吗？

  　本当のことを言っただけなのだが、なぜか軽く引かれてしまった。解せぬ。難しいお年頃なのだろうか。

  　

  「啊——真是的，感觉清醒过来了。」

  「あーもう、何か目ぇ冴えちゃった」

  　

  「要喝热可可吗？」

  「ココアでも飲むか？」

  　

  「……嗯。」

  「……んっ」

  　

  　我带着不管长到几岁都最喜欢热可可的妹妹，离开自己的房间。

  　何歳になってもホットココアが大好きな妹を連れて、自分の部屋を後にする。

  　走下楼梯来到客厅，电热水壶和常备的可可粉映入眼帘。我迅速将可可粉倒入陶器中，倒入热水，再加入汤匙递给小春。

  　階段を下りてリビングへ赴くと、湯沸かし器と常備されているココアの粉が目に映った。さっと陶器の中に粉を入れてお湯をぶち込み、スプーンを加えて小春に渡す。

  　

  「谢谢。」

  「ありがと」

  　

  「慢慢喝哦。」

  「ゆっくり飲めよ」

  　

  「我知道啦。呼……呼……」

  「分かってるって。ふー……ふーっ」

  　

  　小春坐在沙发上，对着热腾腾的可可吹气。我也在她身旁坐下，因为整个房间都很暗，所以能清楚看见杯中冒出的热气。

  　ソファに座って熱々のココアに息を吹く小春。それに並んで俺もソファに座ると、部屋全体が暗いこともあってコップから沸き立つ湯気がよく見えた。

  　

  「好烫、好烫。」

  「あつっ、あつ」

  　

  「就叫你慢慢喝了。」

  「だからゆっくり飲めって」

  　

  「舌头好像烫伤了。」

  「舌やけどしたかもぉ」

  　

  「你啊……」

  「お前なぁ……」

  　

  　不管长到几岁，妹妹喝热可可的时机都抓得不好。

  　何歳になってもココアを飲むタイミングが下手くそな妹であった。

  　我用汤匙搅拌可可后，也跟着喝了一口，热气和甜味在口中扩散开来。果然在寒冷的夜晚，热可可特别沁人心脾。

  　スプーンでよくかき混ぜてから俺もコップを傾けると、口内にじんわりと熱さと甘さが広がっていく。やはり寒い夜にはココアがよく沁みると感じた。

  　

  　

  　像这样喝着热可可，刚才的恶梦就像假的一样。

  　こうしていると、先ほどまでの悪夢が嘘のように思えてくる。

  　现在的生活也和平安稳，妹妹还在和热可可苦战，我也除了变成莲的身体之外，和以前没有两样。这就是海夜兄妹一直以来的模样。

  　今も妹はココアに悪戦苦闘するくらいには平和な生活をしていて、俺もレンという体になった事以外は以前と何ら変わらない。昔からの、海夜兄妹のあるがままの姿だ。

  　

  　……话说回来，我其实也有亲手拯救小春的路可走。

  　……そういえば、だが。俺が自分の手で小春を救えた道も、あるにはあったらしい。

  　我们的世界，这个现实世界，是名为【最佳选择】的视觉小说游戏中的一个故事。在那个故事中，我做好舍弃一切的觉悟选择了一条路，最终拯救了小春——这样的路线也是存在的。

  　俺たちの世界は、この現実世界では【最良の選択】というノベルゲームに該当する物語だ。そこでは俺が全てを擲つ覚悟で一つの道を選び、最終的には小春を救う──というルートも存在した。

  　

  　那毫无疑问是我所期望的海夜莲斗。就算会失去其他东西，为了妹妹努力的哥哥才是海夜莲斗。

  　それは間違いなく自分自身が望んだ海夜蓮斗そのものだった。たとえ他の何を失ったとしても、妹の為に頑張れる兄貴という姿こそが海夜蓮斗なのだ、と。

  　

  　

  「哥哥，热可可喝完后要做什么？」

  「お兄ちゃん、ココア飲み終わったらどーする？」

  　

  「……玩游戏玩到想睡吧。」

  「……眠くなるまでゲームでもすっか」

  　

  　不过，只要小春能像这样正常生活就好。只要她没有失去生命，待在我身边，我就别无所求了。就算没能拯救小春的世界是这里，多亏了莉亚，一切都圆满收场了。以名为莲的少女的身份享受这份幸运，就是我在这个世界生存下去的使命吧。

  　だが、小春がこうして普通に生きてくれているならそれでいい。命を失うことなく彼女がただそこにいてくれさえすれば、それ以上の望みなど俺にはない。たとえ俺が小春を救えなかった世界がここなのだとしても、リアのおかげで全ては丸く収まったのだ。その幸運をレンという少女として享受することこそ、この世界で生きる俺の役目なのだろう。

  　因为，这个世界的我一定不是海夜莲斗这个主角。

  　きっとこの世界の俺は、海夜蓮斗という主人公ではないのだろうから。

  　

  「……嗯？」

  「……んっ？」

  　

  　突然，家里的门铃响了。我从口袋里拿出手机一看，时间已经过了深夜两点。

  　ふと、家のチャイムが鳴った。ポケットからスマホ取り出してみれば、時刻は深夜二時を回っている。

  　

  「这种时间……会是谁啊？」

  「こんな時間に……誰だ？」

  　

  　我自然而然地加强了警戒心。把杯子放在桌上，从沙发上站了起来。

  　自然と警戒心が強まる。テーブルにコップを置き、ソファから立ち上がった。

  　

  「啊，哥哥，该不会是爸爸他们吧？说不定是在国外的工作结束，回来了呢！」

  「あっ、お兄ちゃん、もしかしてお父さんたちじゃない？　海外でのお仕事おわって帰ってきたのかも！」

  　

  「……是吗？」

  「……そうかぁ？」

  　

  　父母的确是在国外出差。如果要回来的话，就算在这种时间也不奇怪。

  　確かに両親は海外出張中だ。帰ってくるとなればこんな時間帯になってもおかしくはない。

  　但是，如果要回国的话，应该会先联络一声吧。就算想给我们一个惊喜，故意不按门铃，我也不懂他们特地按门铃的理由。虽然父母在国外，但应该有好好带着家里的钥匙。

  　だが、帰国するなら連絡の一本でもよこすだろう。茶目っ気を見せてサプライズで帰ってくるとしても、それならわざわざチャイムを押す理由が分からない。海外へ飛んだ両親だが家の鍵はしっかり持っているはずだ。

  　

  「说不定是把钥匙弄丢了。」

  「鍵なくしちゃったのかも」

  　

  「……妈妈的话有可能。」

  「……母さんならあり得るな」

  　

  　爸爸感觉就是个严厉的父亲（但对小春超级溺爱），相反地，妈妈则是个性温吞，非常我行我素，而且是个有点脱线的人。她经常不小心煮了两顿午餐，或是没注意到洗好的衣服晒干了，就这样放着不管。

  　父はいかにも厳格な父親といった感じで(小春にはめちゃめちゃ甘い)、反対に母はおっとりしていて非常にマイペース、あとどこか抜けているような人物だ。うっかり昼食を二回作ったり干した洗濯物を気がつかずに放置することもしばしばある。

  　

  「小春你待在这里，我去应门。」

  「小春はここで待ってろよ。俺が出るから」

  　

  「好～」

  「はーい」

  　

  　在沙发上放松的小春目送我离开客厅，走向玄关。我靠近门旁，踮起脚尖，透过落伍的猫眼窥视外面的情况。

  　ソファで寛いでいる小春に見送られつつ、リビングを出て玄関へ。ドアの傍に近寄り、背伸びをして時代遅れな覗き穴から外の様子をうかがった。

  　

  「……？」

  「……？」

  　

  　虽然因为太暗了看不太清楚，但看起来外面没有人。

  　暗くてあまり見えないが、見た限りでは誰もいない。

  　

  「恶作剧吗……？」

  「いたずらか……？」

  　

  　这种大半夜的，竟然还有这么闲的人啊。我一边这么想着，一边把脸从猫眼移开。

  　こんな真夜中に暇な奴もいるもんだな、と思いつつ覗き穴から顔を離す。

  　

  　

  　就在这个瞬间，门被从外面用力地敲响。

  　その瞬間、ドアが外から強く叩かれた。

  　

  　

  「呜哦！」

  「ぅおっ！」

  　

  　我不禁吓得肩膀一颤。看来外面确实有人，只是我没看到而已。我再次慎重地确认外面的情况，隐约看见了人影。

  　思わず肩が跳ねる。見えてなかっただけで外には確実に誰かがいたらしい。もう一度慎重に外の様子を確認してみれば、薄っすらと人影が見えた。

  　我激烈地喘着气，打算坐在门前——

  　肩を激しく上下させながら、ドアの前に座りこもうと──

  　

  「等、等一下！？」

  「ちょ、ちょっと！？」

  　

  　我慌张地打开玄关的门。虽然不知道是客人还是可疑人士，但总之不能让人坐在家门前。

  　焦って玄関の扉を開けた。客人なのか不審者なのかも分からないが、とにかく家の目の前で座られるのはまずい。

  　我确认门外的情况，发现有个人以趴着的姿势倒在地上。

  　ドアの外を確認すると、そこには俯せの体勢になっている人物の姿があった。

  　

  「……」

  「……」

  　

  　住宅区的路灯照亮了那名一动也不动的人，让我看清了她的全貌。

  　物言わぬその人物の全体像が、住宅街の街灯に照らされて明瞭になっていく。

  　

  「……——！？」

  「……───ッ！？」

  　

  　当我看到她的瞬间，心脏剧烈地跳动。

  　その姿を視認した瞬間、自分の心臓が跳ねあがる。

  　

  　

  　被照亮的是被撕裂得破破烂烂的衣服，反射着光芒的是紫色的长发。

  　照らされたのはズタボロに切り裂かれた衣服。光を反射させたのは紫色の長い髪だった。

  　

  　

  「露库拉！？」

  「ルクラっ！？」

  　

  　我立刻冲过去抱起她的上半身。然后我才知道，她处于令人不忍直视的濒死状态。而且我发现她刚才的姿势并不是趴着，而是为了忍耐疼痛而蹲着。

  　すぐさま駆け寄って上半身を抱き上げた。そうして分かったことは、彼女が目を背けたくなる程の瀕死状態だという事実だ。そして先ほどまでの体勢が俯せではなく、痛みを我慢する為に蹲っていたのだということに気がついた。

  　

  　她的额头流着血，好几根指甲都脱落了，双颊红肿，大量的鼻血流到下巴，半张的嘴里可以看到好几颗牙齿都碎了。最严重的是——她的左手扭曲成本来不该有的方向。

  　額からは血を流し、指の爪はいくつも剥がれており、両頬は赤く腫れ、多量の鼻血を顎まで流し、半開きになった口の中に見える歯は何本も砕かれている。何より──左腕が本来あってはならない方向に歪曲してしまっている。

  　

  「喂！振作点，露库拉！」

  「おい！　しっかりしろルクラ！」

  　

  「……哈、啊……」

  「……は、ぁ」

  　

  　幸好……不，应该说相反吗？总之她似乎勉强还保有意识。我抱着她的肩膀拼命地摇晃她，露库拉的眼睛捕捉到了我。

  　幸いにも、いやその逆なのか、ともかく辛うじて意識は保っているようだった。俺が肩を抱きながら必死に揺らすと、ルクラの眼は俺を捉えた。

  　

  「……美、咲……？」

  「……みっ、さ……き……？」

  　

  「不对！我是——」

  「違う！　俺は──」

  　

  　我一瞬间犹豫着该说“莲斗”还是“莲”，但又觉得现在没时间想这种无聊的事，于是摇了摇头。

  　”蓮斗”なのか”レン”なのかで一瞬迷ったが、そんなくだらないことを考えている暇ではないとかぶりを振る。

  　

  「我是莲！这里不是美咲家！先不说这个，到底发生了什么事！？」

  「レンだ！　ここは美咲家じゃない！　それより何があった！？」

  　

  「……莲……？海己、莲……斗……？」

  「……レン……？　うみや、れん……と、……？」

  　

  「哪个都好啦……！你等一下，我叫救护车——」

  「どっちでもいいって……！　待ってろ救急車呼ぶから──」

  　

  　我正要这么说，将手伸进口袋拿手机时，像尸体一样一动也不动的露库拉突然抓住了我的胸口。

  　そう言いかけてスマホの入ったポケットの手を伸ばすと、死体のように身動き一つ取らなかったルクラが急に俺の服の胸元を掴んできた。

  　

  「呼、呼、呜……！」

  「フっ、ふぅっ、ぅ゛……！」

  　

  「喂、喂，露库拉……？」

  「お、おいルクラ……？」

  　

  「爱、梨……！——噗咕、咳！咳！」

  「あいっ、り……！　──ぶぐっ、ゲホッ！　げぇっ！」

  　

  　露库拉用嘶哑的声音想说些什么，却突然剧烈咳嗽，从嘴里吐出血块。

  　しゃがれた声で何かを言おうとした瞬間、急に咳きこんで口から血の塊を吐き出すルクラ。

  　她似乎内出血到喉咙积血，连呼吸都有困难，情况相当不妙。

  　喉に血が溜まって噎せる程の内出血をしているのか、いよいよただ事ではない。

  　

  「咳……！呼、呼……！」

  「っほ……！　ふぅ、ふぅ……！」

  　

  「没事的，你冷静点，好吗？不用勉强说话……」

  「大丈夫だから落ち着け、なっ？　無理に喋らなくていいから……」

  　

  「呼、呜……不、不行了……！艾莉、她……！」

  「ふひゅっ、ぅ……だ、ダメだ……っ！　アイリ、が……！」

  　

  「艾莉……？莉娅怎么了？」

  「アイリ……？　リアに何かあったのか？」

  　

  「不、是！艾莉和……你、妹妹！！」

  「ち、がうっ！　アイリと、ぉ……お前の、妹が!!」

  　

  　艾莉和我妹妹？

  　アイリと、俺の妹？

  　

  　

  　——小春？

  　──小春が？

  　

  　

  「快逃……！她、被盯上了——」

  「にげっ、ろ……！　ねらわ、れてる──」

  　

  　我一听到这句话就立刻离开露库拉身边，把她留在原地，自己冲回家里。就算不知道详细情况，但听到“被盯上了”这种话，我也能察觉到这紧急事态不是露库拉一个人的问题。

  　その言葉を聞いた途端にルクラから離れ、彼女を置いて即座に家の中へと駆け戻る。詳しい事情を抜きにしても”狙われている”なんて聞けば、この緊急事態がルクラだけで完結しているものではないと察せた。

  　露库拉多半是想阻止那个盯上艾莉和小春的家伙，才会身负重伤吧。

  　大方ルクラはアイリと小春を狙っているらしいその何者かを止めようとして、あれだけの深手を負ったのだろう。

  　这样的话，如果小春和那个毫不留情地折磨他人的家伙对峙，说不定也会吃苦头。我得尽快带她和露库拉离开家里。

  　となると、あれほどまでに容赦なく他者を甚振る存在と対峙すれば、小春もただでは済まないかもしれない。早急に彼女とルクラを連れて家から離れなければ。

  　

  「小春——！？」

  「こは──っ！？」

  　

  　我冲进客厅，正准备叫小春的时候，反射性地往后退了一步。

  　リビングへ駆け込み小春を呼びかける寸前で、反射的に一歩後ずさってしまった。

  　因为有个人已经侵入家中，正隔着桌子和小春面对面。

  　既に家の中に侵入していた何者かが、テーブルを挟んで小春と対面しているのだ。

  　

  『……』

  『……』

  　

  　在对面的是全身漆黑的神秘存在。身高不高，全身被黑暗包裹，看不清全貌。我来到客厅几秒后才注意到，不是因为房间太暗所以看不清，而是对方本身就是漆黑的身体。

  　向かい側にいるのは、全身が黒色に染まっている謎の存在。背丈はさほど大きくなく、その全貌は闇に包まれていて何も分からない。部屋が暗いから見えないのではなく、その存在自体がそもそも真っ黒な体をしていることに気がついたのは、リビングに来て数秒後の事だった。

  　

  「！」

  「っ！」

  　

  　我回过神来，立刻抓住小春的手。

  　正気に戻り、すぐに小春の手を掴んだ。

  　

  「小春，走！」

  「行くぞ小春！」

  　

  「哥、哥哥，那个人到底是……」

  「ぉ、お兄ちゃん、あの人いったい……」

  　

  「别管了，快逃！快点穿鞋！」

  「いいから逃げんだよ！　早く靴履け!」

  　

  　我半强迫地拉着小春走向玄关，然后冲向露库拉身边。

  　半ば強引に小春を引っ張って玄関へ向かい、ルクラの元へ駆け寄る。

  　

  「露、露库拉！？等等，什么，怎么回事……！？」

  「る、ルクラちゃん！？　っちょ、なに、どういうこと……！？」

  　

  「我个子太小了，背不动露库拉，小春你来背她！我之后再跟你解释，总之先逃！」

  「体が小さい俺じゃ無理だから小春がルクラを背負ってくれ！　説明は後で、とにかく今は逃げるぞ！」

  　

  「什么啊，真是的……！」

  「何なのもう……っ！」

  　

  　小春虽然混乱，但还是理解了状况，和我一起背着露库拉全速逃离海夜家。

  　混乱しつつも何とか状況を飲み込んでルクラを背負った小春と共に、全速力で海夜家から脱した。

  　窗户和阳台的玻璃都没破，表示对方应该是突然出现在家里的。然后又看到露库拉遍体麟伤，也难怪小春会反应不过来。

  　窓もベランダのガラスも割れていないということは、おそらく奴は突然家の中に現れたのだろう。そこにボロボロのルクラまで見てしまえば、小春の思考が追い付かないのも無理はない。

  　但我和中途才醒过来的小春不同，至今和在原本的假想世界中，能若无其事地做出超乎常理之事的能力者们战斗过。瞬间移动根本没什么好稀奇的。虽然露库拉的重伤让我有些动摇，但现在可没时间让我着急。

  　だが途中から覚醒した小春とは違い、俺は元居た仮想世界では普通じゃ考えられないような事を平気でやってのける能力者たちと戦ってきたのだ。瞬間的なワープなど珍しくとも何ともない。ルクラの重症には聊か動揺してしまったが、今は俺が焦る時間など残されてはいないのだ。

  　

  「抱歉，露库拉！你能说话吗！？」

  「悪いルクラ！　喋れるか！？」

  　

  　我边在深夜的住宅区中奔跑，边对在小春背上摇晃的露库拉喊道。虽然刚才因为担心她的伤势而叫她别说话，但要是连艾莉和小春都受害，显然事态紧急。虽然对她不好意思，但现在我需要更多情报。

  　真夜中の住宅街を駆けながら、小春の背中で揺られているルクラに声をかける。先ほどは容体を気にして喋らなくていいと言ったが、アイリや小春にまで被害が及ぶとなれば明らかに急を要する事態だ。彼女には悪いが、今はほんの少しでも情報が欲しい。

  　

  「……唔、啊、啊啊。」

  「……っ、ぁ、あぁ」

  　

  　露库拉小声地回应了我。都伤成这样了还能保持意识，没有强韧的精神力是不可能的。

  　ルクラが小さいながら返事をしてくれた。こんな状態になっても意識を保っていられるなんて、余程の強靭な精神力がなければ不可能だろう。

  　

  「那家伙是什么人！」

  「あいつは何者なんだ！」

  　

  「是、另一个……我……」

  「もう、ひとり……の、わたし……」

  　

  「另一个……？」

  「もう一人の……？」

  　

  　我无法立刻得出答案。不知是抽象还是具体的表现，难以判断。

  　すぐに答えを出すことはできない。抽象的な表現なのか具体的な表現なのか判断に困る。

  　不过接下来的事得靠我自己思考了。从露库拉一说话就会从口中漏出血液来看，她的身体已经撑不住了。她原本就身受必须紧急送医的重伤。

  　しかし、その先は自分で考えなければ。喋ると口から血液が漏れている様子から見ても、これ以上はルクラの体が持たない。ただでさえ緊急搬送レベルの重症なのだ。

  　

  「哥哥，等等！」

  「ちょっとお兄ちゃん！」

  　

  「我知道！露库拉，你别再说话了！接下来就交给我们——」

  「分かってるって！　ルクラ、もう喋らなくていいからな！　あとは俺たちが」

  　

  　

  　——想办法。

  　なんとかするから。

  　

  　

  　在我把话说完前——我的身体浮到了半空中。

  　その言葉を言いかける直前──俺の体が宙に浮いた。

  　

  「——」

  「──」

  　

  　是强风吗？还是念动力？

  　強力な突風か、あるいは念動力の類か。

  　我还来不及好好判断，背部就撞上了围墙。

  　まともな判断もままならないまま、俺は背中から塀に叩きつけられる。

  　

  「咳！」

  「かふッ」

  　

  　瞬间的剧痛与冲击，空气从肺部漏出，发出了声音。

  　瞬間的な激痛と衝撃、声ではなく肺から空気が漏れ出る音。

  　视野摇晃，我就这样倒在地上。

  　視界が揺れ、そのまま地面に倒れ伏してしまった。

  　

  「！？哥哥！」

  「っ！？　お兄ちゃん！」

  　

  　我听见了小春的声音。虽然我只看得见水泥地，但勉强能听见她朝我跑来的脚步声。

  　小春の声が聞こえる。コンクリートの地面しか見えないが、此方へ駆け寄ってくる足音はなんとか聞き取れた。

  　

  「呜、呃……」

  「うっ、ぐ……」

  　

  　糟了，不管怎么想，我都是被另一个露库拉——世界粉碎者给打飞的。

  　まずい、どう考えても俺が吹っ飛ばされたのは、あのもう一人のルクラ──ワールドクラッシャーの攻撃によるものだ。

  　既然我遭受攻击，就表示我们已经进入她的射程范围内了。既然她能瞬间移动到家里，要即时移动到攻击范围内也是轻而易举——

  　攻撃を受けたということは、俺たちが既に奴の射程圏内に入ってしまっているということ。家の中へ瞬間移動するような輩であれば、攻撃範囲内への即時移動など容易い──

  　

  　

  『别逃，麻烦死了。』

  『逃げるな、面倒くさい』

  　

  　

  　仿佛带有回音的机械音，震荡着我的大脑。我忍着从背部扩散至全身的剧痛，抬起头来，看见粉碎者就在不远处。

  　エコーのかかった機械音のような声音が脳を揺らす。背中から全身に広がる激痛に耐えながら顔を上げると、少し離れた先にクラッシャーの姿を認めた。

  　她缓慢地一步步朝我们走来。她刻意不使用瞬间移动，故意发出「喀喀」的脚步声，煽动我们的恐惧，缩短距离。

  　奴は緩慢な足取りで一歩ずつ此方へ近づいてきている。敢えて瞬間移動をせず、わざと恐怖を煽るかのように地面をコツコツと鳴らしながら距離を詰めているのだ。

  　

  「可恶……！」

  「くっ、そ……ッ！」

  　

  　我拍了拍膝盖，让自己振作起来，勉强站起身。小春就在我身旁，背着露库拉。

  　膝を叩いて自分を奮い立たせ、なんとか立ち上がる。傍らにはルクラを背負った小春。

  　该怎么办？只要我还在莲的身体里，就无法使用能力。莉亚的弟弟朝阳和没有和我连结的小春，现在也只是普通的人类。

  　どうすればいい。レンの体でいる以上俺は能力が使えないし、リアの弟である朝陽とアクセスしていない小春もまた今はただの一般人だ。

  　我们抱着重伤的露库拉，也没有能战斗的武器。

  　重症のルクラを抱えていて、戦えるような武器もない。

  　

  「哥哥！我们联络死亡游戏部队吧！」

  「お兄ちゃん！　デム隊の人に連絡しよう！」

  　

  「……！……嗯，好。」

  「っ！　……あ、あぁ」

  　

  　妹妹的话让我稍微冷静了下来。我立刻从口袋里拿出手机，按下死亡游戏部队的直拨号码。这是黑野给我莲的身体时，死亡游戏部队的队长真冈正太郎给我的号码。

  　妹の言葉で少しだけ冷静になれた。すぐにポケットからスマホを取り出し、デスゲーム部隊直通の番号をタップする。これは俺が黒野からレンの体を与えられた際、デム隊のリーダー格である真岡正太郎から受け取ったものだ。

  　在这种状况下，除了死亡游戏部队，确实没有其他可以依靠的人了。我们没有时间向警察说明详细情况，而且这件事和露库拉有关，死亡游戏部队应该会比较清楚。

  　この状況ならば確かにデム隊以外に頼れる存在はない。警察に詳しい事情を話す時間は無いし、ルクラが関係していることならデム隊の方が話が早いだろう。

  　

  「喂——」

  「もしも──」

  　

  『休想。』

  『させん』

  　

  　我将手机贴在耳边的瞬间，粉碎者从指尖发射出棒球大小的光球。

  　スマホを耳に当てた瞬間、クラッシャーが指先から野球ボールサイズの光の玉を発射した。

  　高速射出的光球弹飞了我手中的手机。

  　放たれた高速のそれは俺の持っていたスマホを弾き飛ばす。

  　

  「唔……！」

  「ぐっ……！」

  　

  　她迅速的追击让我忍不住畏缩，但我立刻捡起手机——却说不出话来。

  　素早い追撃に思わず怯んだが、すぐにスマホを拾い上げ──言葉を失う。

  　

  「！？」

  「っ！？」

  　

  　我捡起的手机宛如灰烬般粉碎。不到几秒，手机就无法维持原形，化为沙粒散落在我的脚边。

  　拾った俺のスマホが、まるで灰のように粉々に崩れ去っていく。ほんの数秒も立たない内にその形を保てなくなり、スマホだったものは砂になって俺の足元に散乱した。

  　

  「这是怎么回事……」

  「なんだ、これ……」

  　

  『这是破坏的力量。只要被击中，生物也不例外。』

  『破壊の力だ。当たれば生物とて例外ではない』

  　

  　只要被那颗光球击中，不到三秒就会「崩坏」。认知到这个事实的瞬间，我全身窜过一股异样的恶寒。

  　あの光の玉に当たれば三秒にも満たない一瞬の間に”崩壊”してしまう。その事実を認識した瞬間、全身に異様な悪寒が走った。

  　粉碎者超乎常理的能力，以及对逼近眼前的死亡的恐惧。这些感觉支配了我的全身，让我动弹不得。我立刻拍打自己的脸颊，甩了甩头。

  　クラッシャーの規格外な能力、そして目前に迫った死への恐怖。それらに全身を支配されて動けなくなりそうになるが、咄嗟に自分の頬を叩いてかぶりを振る。

  　现在不是丧失战意的时候。如果露库拉说的没错，那家伙的目标是小春。要是我在这里动弹不得，就本末倒置了。

  　戦意喪失などしている場合ではない。ルクラの話が正しければ奴の目的は小春なのだ。ここで動けなくなっては元も子もない。

  　

  「这能力也太作弊了吧……！」

  「インチキ能力すぎるだろ……！」

  　

  『只是你们太脆弱了。』

  『貴様らが脆弱なだけだ』

  　

  　我往后退一步，她就逼近一步。要是知道她能在一瞬间破坏物体，我根本不敢背对她逃跑。

  　一歩後ずされば、一歩詰め寄ってくる。あんな一瞬で物体を破壊してしまう攻撃ができるなんて分かったら、もう背を向けて走ることなんてできない。

  　另一个毫不留情的世界粉碎者——温厚的露库拉只是没使出这招，但世界粉碎者或许本来就有这种不讲理的能力。

  　容赦のないもう一人のワールドクラッシャー──温厚なルクラだから見せていなかっただけで、ワールドクラッシャーには元からこんな理不尽な能力が備わっていたのかもしれない。

  　面对这种不讲理的对手，我该怎么办才好？

  　そんな理不尽の塊のような相手にどうすればいいというのか。

  　

  「……小春。」

  「……小春」

  　

  「你、你可别说要当诱饵哦？哥哥也一起……！」

  「お、囮になるとか言わないでよ？　お兄ちゃんも一緒に……！」

  　

  「……我来当诱饵，你带着露库拉跑到DEM队的基地。」

  「……俺が囮になるから、ルクラを連れてデム隊の基地まで走れ」

  　

  「哥哥！」

  「お兄ちゃんってば！」

  　

  　我只能这么做了吧。打从一开始就没有选择。如果要提高小春的生存率，现在只能这么做了。

  　もうこれぐらいしかないだろう。最初から選択肢など存在しない。小春の生存率を上げるならこの方法しか今は取れないんだ。

  　

  「好了，快点——」

  「いいから早く──」

  　

  　

  『别想逃。』

  『逃がさん』

  　

  　

  　瞬间，粉碎者不知何时出现在我们眼前。我因为动摇而无法看清她的预备动作，让她接近了我们。

  　瞬間、いつの間にか俺たちのすぐ目の前にクラッシャーが現れる。動揺で予備動作を見極めることもできず、相手の接近を許してしまった。

  　

  「哥哥！」

  「お兄ちゃん！」

  　

  「小春——唔！？」

  「こはる──ぐっ！？」

  　

  　腹部传来一阵冲击。我低头一看，粉碎者的拳头正陷进我的心窝。

  　腹部への衝撃。見ればクラッシャーの拳が鳩尾にめり込んでいる。

  　

  「唔……唔……！」

  「っ……、っぅ゛……、゛……ッ！」

  　

  　我发不出声音。

  　声が出ない。

  　

  『碍事。』

  『邪魔だ』

  　

  　我被她挥下的拳头打飞，再次撞上围墙，接着脸朝下摔落地面。

  　そのまま降りぬかれた拳の衝撃で吹き飛ばされ、またもや塀に叩きつけられ、顔面から勢いよく地面に落下した。

  　「叩」的一声，令人不快的声音响起。我脸部朝下摔落地面，额头用力撞上地面，鼻尖也撞上水泥地，马上流出蓝色鼻血。

  　ゴッ、という嫌な音がした。顔から地面に落ちたことで額を強打し、コンクリートに鼻尖をぶつけたことで直ぐに青色の鼻血も溢れてきている。

  　我的视野忽明忽暗，耳鸣也停不下来。「莲」这具机器人、这具机械的身体正从内侧发出嘎吱嘎吱的悲鸣。即使如此，我仍一心一意地抬起头，想保护小春。

  　視界が白黒する。耳鳴りもする。”レン”というアンドロイドの体が、機械の体が内側からギシギシと悲鳴を上げている。それでも小春を守りたい一心で顔を上げた。

  　

  「咕、呜……！」

  「ぐっ、うぅ……！」

  　

  　粉碎者微微浮在空中，勒住小春的脖子。妹妹伸出手，向我求救。

  　眼前には僅かながら宙に浮いて小春の首を締めあげているクラッシャーの姿がある。妹が手を伸ばして、俺に助けを求めている。

  　我得阻止她，得救小春——

  　止めなくては、小春を助けなければ──

  　

  「哦……呜……」

  「ぉ……にっ、ぅぇ……──っ……」

  　

  　小春昏了过去。

  　小春が気を失う。

  　我心跳加速。

  　動悸がする。

  　大脑对全身下达「快动」的命令。

  　脳から全身にかけて”動け”と命令する。

  　

  「为什么……！」

  「なん、で……！」

  　

  　动不了。

  　動かない。

  　我动弹不得。

  　俺は動けない。

  　莲太弱了。

  　レンは弱すぎる。

  　这具机器人身体太脆弱了。

  　このアンドロイドの体は脆すぎる。

  　这具仿造年幼少女的机械身体承受的冲击，已经超出容许范围。

  　幼い少女を模したこの機械の体で受けられる衝撃の許容量を超えている。

  　

  　

  『永别了，海夜莲斗。』

  『さらばだ、海夜蓮斗』

  　

  　

  　等等——我连这句话都说不出口。

  　待て──なんて言葉も出なかった。

  　

  　粉碎者制造出类似传送门的东西，带着昏倒的小春消失在门的另一端。

  　クラッシャーはワープゲートのようなものを作り出し、気絶した小春を連れてその先へ姿を消してしまった。

  　现场只剩下昏倒在地的紫发少女，以及身体内侧破损、无法自由行动的机器人。

  　その場に残されたのは、気を失って地面に転がっている紫髪の少女と、体の内側が破損して満足に動けなくなったアンドロイドのみ。

  　

  「啊……啊……」

  「ぁ……あっ」

  　

  　我只能颤抖，说不出任何话。

  　震えるのみで、何も言葉にできない。

  　内心乱成一团，无法思考。

  　心の中はグチャグチャで、思考することもできやしない。

  　

  　

  　伙伴受伤，妹妹被掳走。

  　仲間を傷つけられ、妹を攫われた。

  　我束手无策。

  　手も足も出なかった。

  　和梦中的海夜莲斗一模一样。

  　夢の中の海夜蓮斗たちと、何一つ変わらない。

  　

  　

  　就只是因为自己太无力，才让小春被夺走。

  　ただ、自分が無力だから、小春を奪われた。

  　

  　

  　

  「…………————」

  「…………─────」

  　

  　

  　

  　现在的我只能无意义地放声大哭。

  　無意味な慟哭をあげることしか、今の俺にはできなかった。

  　

  　

 
  リアの乖離

  莉娅的背离

  　

  　

  　我拔腿狂奔。在不到一小时后就会天亮的深夜，专心一志地在只有路灯照明的昏暗夜路上冲刺。

  　走る。あと一時間もしない内に夜が明けるであろう深夜の、街灯だけが頼りな暗い夜道を一心不乱に駆け抜ける。

  　我来到街上。设置在大十字路口的红绿灯闪烁着，别说人影，连一台车都没看到。

  　街に出た。大きな交差点に設置された信号は点滅していて、人はおろか車一台だって見当たらない。

  　我停下脚步。喘不过气，呼吸速度追不上肺部过度摄取氧气的状况，害我忍不住咳了起来。

  　立ち止まった。息が切れ、過剰に酸素を求める肺に呼吸のスピードが追い付かず、つい咳きこんでしまう。

  　

  「咳咳、咳咳！……啊啊，搞什么鬼啊，可恶……！」

  「ケホッ、げほっ！　……あぁ゛、何だってんだよクソ……！」

  　

  　一开口骂人，口中便吐出白烟。明明穿着不怎么保暖的睡衣运动服，被丢到冷得要命的天空下，身体却热到冒汗。

  　悪態をつけば白い息が漏れる。身も凍るような寒空に、大して温かくもない寝間着のジャージで放り出されたというのに、俺の体は汗をかくほどに火照っていた。

  　

  「呼、呼……呼……」

  「はぁっ、はぁ……ふぅ……」

  　

  　我将手撑在膝盖上，肩膀上下起伏，喘了几分钟，呼吸才逐渐平缓。被热气蒸得发烫的脑袋被寒风吹凉，恢复冷静。

  　数分間膝に手をついて肩を上下させていると、次第に息が整ってきた。蒸されたように熱い頭が寒風で冷やされ、落ち着きが戻ってくる。

  　总算有余力思考「逃跑」以外的事。我将戴着Acces Watch的右手贴在胸前，对心中的搭档说：

  　ようやく”逃げる”以外の思考をするだけの余裕ができた。アクセスウォッチが装着された右手を胸に当て、心の中の相棒に声をかける。

  　

  （艾莉儿，小春来了吗？）

  （アイリール、小春は来てるか？）

  　

  　结果，艾莉儿以与平时毫无抑扬顿挫的语调完全相反，充满焦躁感的语气回答：

  　すると、いつもの抑揚のない声音とは正反対な、焦燥感のある言葉が帰ってくる。

  　

  （没、没来……可是，怎么办？我们为什么会被小春追杀？）

  （き、来てはない……。けど、どうするの？　私たち、どうして小春に追われてるの？）

  　

  （这……）

  （それは……）

  　

  　我无法回答她的问题。因为我对这件事也毫无头绪。

  　彼女の問いに答えることはできなかった。何故なら俺にも、心当たりなんて全くないから。

  　

  　

  　

  　事情发生得十分突然。

  　突然の事だった。

  　当我一如往常在房间与艾莉儿一起睡觉时，房间的玻璃窗突然发出巨响碎裂。

  　いつも通り自室でアイリールと共に眠っていると、突然大きな音を立てて部屋の窓ガラスが砕け散って。

  　我被声音吓得跳起来，发现小春不知何时出现在房内。

  　その音に驚いて飛び起きてみれば、部屋にはいつの間にか小春の姿が。

  　当我正想对模样诡异的小春搭话时，她竟出乎意料地对我「电击」。

  　妙な様子の小春に声をかけようとしたところ、予想外な事に小春が”電撃”で俺を攻撃してきたのだ。

  　

  　多亏艾莉儿瞬间拉住我的手，攻击才没打中，但不知为何，我从小春身上感受到明确的杀意——于是我们就这样逃离她。

  　咄嗟にアイリールが手を引いてくれたおかげで攻撃は当たらなかったものの、何故だか小春からは明確な殺意を感じ取ることが出来てしまい──こうして彼女から逃げている。

  　大概是因为慌张，我连智能手机和无敌手表都没带出来。

  　余裕がなかったせいか、スマホと無敵の腕時計も持ち出せなかった。

  　

  （欸，该不会是……我和黑野同学的事被她发现，所以她才对我们……）

  （なぁ、もしかして黒野さんとの事……バレたのかな。それに怒って俺たちを……）

  　

  （看起来不像。虽然有杀意，但没有愤怒——再说，小春能用电力才奇怪。）

  （そんな雰囲気には見えなかった。殺意はあったけど、怒りの感情は──というか、そもそも小春が電気を使えるのがおかしいよ）

  　

  　没错，在现实世界中，小春无法使用电力。必须透过Acces Watch与原本就属于这个世界的人——朝阳融合，才能使用原本的力量。

  　そうだ、小春は仮想空間ではないこの世界じゃ電気の能力は使えない。アクセスウォッチを介して、元からこっちの世界の人間である朝陽と融合することで、ようやく本来の力が使えるようになる。　

  　

  （可是朝阳在家，小春也没戴手表。）

  （でも朝陽は家にいるし、小春はウォッチを身に着けてなかった）

  　

  　明明没有进入Access状态，她却不知为何能使用能力。

  　アクセスした状態ではないのに、どういうわけか能力が使える。

  　而且她对我们抱有杀意——不行，我完全搞不懂现在的状况。小春身上究竟发生了什么事？

  　そして何より俺たちに殺意を向けていて──ダメだ、今の状況が全く分からない。小春に何が起こっている？

  　

  　

  『海夜莲斗也好，你也好，不要动不动就逃跑，真麻烦。』

  『海夜蓮斗といいお前といい、いちいち逃げるなよ、面倒くさい』

  　

  　

  「！」

  「ッ！」

  　

  　后方传来声音。

  　後ろから声が聞こえた。

  　我立刻回头，发现有个全身漆黑的人影站在蓝白色的路灯下。

  　咄嗟に振り返ると、そこには青白い街灯に照らされた、全身が黒い人型の何かがいた。

  　

  「……露库拉？」

  「……ルクラ？」

  　

  　我对那副模样有印象。宛如黑色人偶的那东西，是露库拉初次见面时变身的世界粉碎者原本的模样。据真冈所说，少女的外表似乎是后天获得的，所以那应该就是她的真面目。

  　あの姿には見覚えがある。まるで真っ黒なマネキン人形のようなアレは、初対面したときのルクラが変身していたワールドクラッシャー本来の姿だ。真岡から聞いた話だと少女の姿は後天的に手に入れたものらしいので、あれが彼女の正体で間違いない。

  　

  『吾并非名为露库拉之物。别把吾和那种废物相提并论。』

  『我はルクラなどという名前ではない。あんな出来損ないと一緒にするな』

  　

  「废物……？你不是露库拉吗？」

  「出来損ない……？　お前ルクラじゃないのか？」

  　

  『吾名为世界粉碎者。除此之外，什么都不是。』

  『名はワールドクラッシャー。それ以外の何者でもない』

  　

  「……！」

  「……っ」

  　

  　从她机械般的声音中，我只得到一个情报——那就是现在在我眼前的，并非我所认识的那位名为露库拉的少女。

  　機械音声のような言葉から得られた情報はただ一つ。今目の前にいるのは俺が知っているあのルクラという少女ではない、ということだけだ。

  　

  （这究竟是什么状况！？）

  （どういう状況なんだよ！？）

  　

  （……因为发生了很多事，所以分离成善与恶的露库拉……之类的。）

  （……いろいろあって善と悪のルクラに分離した……とか）

  　

  （怎么可能会有这种像最终头目一样的事……？）

  （そんなどっかのラスボスみたいな話ある……？）

  　

  　虽然实在难以置信——但事到如今，我也不打算再谈什么常识了。

  　到底信じられないが──いまさら常識云々を語るつもりもない。

  　我已经经历过好几次无法用常识来思考的事。在游戏与现实融合、两个人类变成一个人的这个世界里，就算一个人的存在分裂成两个人，也没什么好不可思议的。

  　俺は既に常識では考えられない体験をいくつもしているのだ。ゲームと現実が融合したり、二人の人間が一人になったりするようになったこの世界で、一人の存在が二人に分裂したとしても不思議ではない。

  　说起来，世界粉碎者这个存在本身就是超乎常识的集合体。就算她身上发生异常状况，也一定不是什么超乎常识的事，而是「本来就这样」吧。

  　そもそもワールドクラッシャーという存在自体が非常識の塊なのだ。彼女の身に異常が発生しても、それはきっと非常識でも何でもなく”そういうもの”なのだろう。

  　

  　不这么想的话，就无法继续思考下去。现在该思考的不是她的真面目，而是她的目的。

  　そう思わないと思考を次に進められない。今考えるべきは奴の正体ではなく目的だ。

  　

  「你想要什么？」

  「何が望みだ」

  　

  『吾只需要你那只表里的小丫头。只要你不轻举妄动，乖乖把那女人交出来，吾就不会伤害你，直接离开。』

  『お前のその腕時計の中にいる小娘が必要なだけだ。下手に抵抗なんぞせずその女を渡せば、お前には危害を加えずに立ち去ってやる』

  　

  「你想要艾莉儿……？」

  「アイリールを……？」

  　

  　虽然不知道理由，但眼前的世界粉碎者似乎想绑架艾莉儿。

  　理由は分からないが、目の前のワールドクラッシャーはアイリールの誘拐らしい。

  　我一边露出敌意，一边往后退了一步。

  　敵意を剥き出しにしつつ、俺は一歩後ろへ下がる。

  　

  「我不会把这孩子交给你，不管发生什么事。」

  「この子を渡すわけにはいかない。何があってもだ」

  　

  『明明只是个无力的小喽啰，虚张声势倒还挺像样的。』

  『無力な雑魚のくせに虚勢だけは一人前だな』

  　

  　不管她怎么说，我都不打算把艾莉儿交给她。至少在我心中，没有把艾莉儿交给来路不明的可疑人物这个选项。

  　何と言われようと知った事ではない。少なくとも俺の中には、得体のしれない怪しい人間にアイリールを引き渡す、なんて選択肢は存在しない。

  　而且。

  　それに。

  　

  「你……对小春做了什么吧。」

  「おまえ……小春に何かしただろ」

  　

  　我总觉得盯上艾莉儿的家伙，跟小春突然袭击我们的行动有关。虽然我没看过小春真正生气的样子，但我很清楚她不是会做出那种暴行的人。而且在没有登入的状态下使用能力，可以合理判断她应该是被外在因素影响了。

  　アイリールを狙う奴の存在と、唐突に俺たちを襲ってきた小春の行動が結びついた気がする。小春が本気で怒った姿を見たことはないが、それでもあんな暴挙に出るような人間じゃないことは分かってる。それにアクセスしていない状態での能力使用となれば、外的要因によって何かをされた、と考えるのが妥当な判断だ。

  　

  『嗯？啊啊……海夜小春的力量是在启动世界破坏时使用，所以在那之前，为了不让她抵抗，我稍微用了洗脑之类的东西。只是借用了一下阿卡西记录的力量而已。』

  『ん？　あぁ……海夜小春の力は世界破壊の起動の際に使うものだから、それまでは抵抗させないように、洗脳とかいう類のものをちょいとな。アカシックレコードに借りた力を使っただけだが』

  　

  「啊？」

  「は？」

  　

  　……阿卡西记录是什么？虽然我听得懂洗脑这个词，但事到如今才出现新道具吗？还是某种组织？

  　……アカシックレコードってなんだ。洗脳って単語までは分かるけども。ここに来て新アイテムの登場か？　それとも何かの組織？

  　

  （阿卡西……记录……）

  （アカシック……レコード……）

  　

  （艾莉儿？你知道什么吗？）

  （アイリール？　何か知ってるのか？）

  　

  （……我不是很清楚。不过，我听过自称那个名字的声音。）

  （……ちゃんと知ってるわけじゃない。でも、その名前を名乗る声は聴いたことある）

  　

  　既然听过声音，就表示曾经间接接触过。不过，只听得到声音，究竟是什么状况……？

  　声を聴いたことがあるということは、つまり間接的に接触したことがあるということ。けど、声だけを聴聞くことが出来たってのは、いったいどういう状況だ……？

  　

  （我记得他说，要我让他看有趣的东西。）

  （面白いものを見せろって、そう言ってた気がする）

  　

  （还有呢？）

  （他には？）

  　

  （不记得了。我也不太记得是什么时候听到的……不过，只有这个名字，我从来没忘记过。）

  （覚えてない。いつ聞いたのかも朧気。……でも、この名前だけは忘れたこと、ない）

  　

  　……要艾莉儿让他看有趣的东西，然后又帮助了另一个粉碎者……阿卡西记录到底想做什么？至少可以确定不是组织，而是个人。不过他的行动完全意义不明。

  　……面白いものを見せろってアイリールに告げて、今度はもう一人のクラッシャーに力を貸して……アカシックレコードってやつは何がしたいんだ？　少なくとも組織じゃなくて個人だってことは分かったけど、行動がまるで意味不明だ。

  　

  　

  『好了，道别完了吗？差不多该把达古斯特莉亚交给我了。』

  『さて、別れの済ませたか？　そろそろダグストリアを渡してもらいたいのだが』

  　

  　

  　没时间思考了。粉碎者右手往旁边一伸，空间扭曲——小春从那里出现了。

  　考える暇もない。クラッシャーは右手を横に伸ばすと、空間が歪んで──そこから小春が出てきた。

  　

  「啊，莉亚在这里！」

  「あっ、リアちゃんいたー！」

  　

  「小春……」

  「小春……」

  　

  　黑发少女笑容满面地指着我们，态度跟平常完全一样。袭击我们的时候也一样，她用平常的语气跟我们说话。

  　満面の笑みでこちらを指差す黒髪の少女の態度は、普段とまるで変わらない。それは俺たちを襲ってきたときも同様で、いつもの調子で語り掛けてきたのだ。

  　不过，跟昨天之前的小春有决定性的不同。

  　しかし、昨日までの小春とは決定的に違う。

  　她对我抱持杀意，又以拘束艾莉儿为第一优先，而且站在那个粉碎者那边。

  　彼女は俺に対して殺意を向けており、またアイリールの身柄拘束を何よりも優先して、なによりあのクラッシャーに味方している。

  　

  　——仔细一看，小春身上戴着黑色项圈。那就是洗脑的源头吗？

  　──よく見れば、小春は黒い首輪の様な物を身に着けていることが分かった。あれが洗脳の大元なのだろうか。

  　

  「真是的，为什么要逃走呢？只要把小艾交给我，我不会杀她的哦？」

  「もー、何で逃げちゃうかな。アイリちゃん渡してくれれば別に殺さないよ？」

  　

  　小春笑着说，说出真正的她绝对不会说的话。

  　小春は笑い顔で、しかし本当の彼女なら絶対に言わなそうな言葉を言い放つ。

  　

  「……！」

  「っ……！」

  　

  　小春被洗脑的事实，以及她实际上被夺走的事实，让我感到愤怒，大喊：

  　小春が洗脳された事実、そして事実上彼女を奪われてしまったことに憤りを感じ、俺は叫ぶ。

  　

  「小春，快醒醒！你被洗脑了！」

  「戻ってこい小春！　お前は洗脳されてんだ！」

  　

  　我作梦也没想到，竟然会有说出这种老套台词的时候，不过除此之外，我想不到其他话可以说。

  　こんなあまりにもベタなセリフを吐くときが来るとは夢にも思わなかったが、これ以外に言える言葉なんて思いつかない。

  　然后，这种话果然无法传达到现在的她心里。

  　そして、やはりこんな言葉が今の彼女に届くはずもなく。

  　

  「嗯？嗯，我知道哦。我现在被洗脑了。」

  「うん？　うん、知ってるよ。私、いま洗脳されてるんだよね」

  　

  「……！？」

  「……！？」

  　

  　她有被洗脑的自觉，这个事实让我难掩惊讶，不禁说不出话来。

  　洗脳されている自覚がある、という事実に驚きが隠せなくて、つい言葉を失ってしまう。

  　

  「可是啊，我会变成这样，都是哥哥的错哦。」

  「でもさ。私がこうなったのってお兄ちゃんのせいなんだよ」

  　

  「……莲、莲的……？」

  「……れ、レン、の……？」

  　

  「因为哥哥没有保护我啊。我这个妹妹被勒住脖子，又痛又难受，希望他来救我，他却躺在路边睡觉，你相信吗？」

  「だってお兄ちゃん、私のこと守ってくれなかったから。妹の私が首を絞められて、痛くて苦しくて助けてほしかったのに、あの人道端で寝転がってたんだよ？　信じられる？」

  　

  　小春一边嘲笑我，一边朝我走来。我注意到她的手缠绕着蓝白色的电流，不禁脸色发白。

  　嘲笑するように笑いながら、小春は此方に向かって歩みを進める。そして彼女の手を青白い電流が纏っていることに気がつき、血の気が引く。

  　

  「希望我回来的话就救救我啊。莉亚救救我啊。我被洗脑了，说不定会对小艾做出很过分的事哦？」

  「戻ってきてほしいんなら助けてよ。リアちゃんが私のこと助けてよ。私ってば洗脳されてるし、もしかしたらアイリちゃんにも酷いことするかもしれないよ？」

  　

  　她那几乎和平常一样的语气让我焦急起来。她真的被洗脑了吗？我感到不安。

  　ほとんどいつも通りのその口調に焦った。彼女は本当に洗脳されているのかと、不安に駆られてしまった。

  　其实她没有被洗脑，只是对莲和我感到厌烦了而已吧——就在我想着这种无聊事的时候，小春的右手射出电流箭。

  　本当は洗脳なんてされていなくて、ただレンや俺に愛想を尽かしただけなんじゃないのか──そんなくだらない事を考えている隙に、小春は右手から電気の矢を撃ち放った。

  　

  「看招！」

  「ほらっ！」

  　

  　那支箭笔直地朝我的右手飞来，速度实在太快，我无法躲开，被直接击中。

  　その矢は一直線に俺の右腕に伸びていき、あまりにも速すぎるそれを躱すは出来ず、まともに直撃してしまった。

  　

  「咿！」

  「ぃ゛っ！」

  　

  　我感到一阵麻痹，跌坐在地上。我立刻看向右手，只见承受了大量电击的Acces手表正啪滋啪滋地冒烟。看来多亏了手表，我才能免于严重烧伤，但手表本体似乎完全坏掉了。

  　痺れる感覚と共に尻餅をついた。咄嗟に右腕を見てみると、電撃を諸に受けたアクセスウォッチがバチバチと火を上げている。どうやらウォッチのおかげで大火傷は免れたらしいが、その代わりウォッチ本体が完全に壊れてしまったらしい。

  　

  「好烫！烫烫烫！」

  「あっぢ！？　あぢっ！」

  　

  　灼烧手臂的热气袭来，我急忙脱下手表。

  　腕を焼くような熱さに襲われ、焦ってアクセスウォッチを取り外す。

  　接着手表爆炸，被科学之力封印在其中的艾莉儿被弹了出来。

  　するとウォッチが爆発し、科学の力でその中に留まっていたアイリールが弾き出されてしまった。

  　

  「啊呜……！」

  「あぅっ……！」

  　

  「艾莉儿！」

  「アイリールっ！」

  　

  　我从背后撑住被抛到水泥地上的她，眼角余光瞥见小春的手发出光芒，我直接抱着艾莉儿往后一跳。

  　コンクリートの地面に放り出された彼女を何とか背中から支えたが、小春の腕が光ったのを横目に確認した俺は、そのままアイリールを抱きかかえてその場から後ろへ跳んだ。

  　

  「哎呀，没打中吗？」

  「ありゃ、外しちゃったか」

  　

  　电击团块击中我们刚才所在的位置，引起小爆炸，火花烧灼着地面。

  　俺たちが先ほどまでいた場所に電気の塊が弾着する。そして小爆発が起き、火花と共に地面を焼いた。

  　

  「……真的假的……！？」

  「……マジなのかよ……！？」

  　

  　我感到背脊发凉。如果我没有立刻跳开，留在原地的话，说不定会直接被电击打中而死。虽然不知道正确的电压，但光用看的就能理解，那至少是足以让人致命的电击。

  　背筋に冷たいものが走る。もし俺が咄嗟に跳ばずにあの場に残っていれば、あの電撃をまともに受けて死んでいたかもしれない。正確な電圧は見当もつかないが、少なくとも人が受ければ致命傷になりかねない電気で攻撃してきているという事は、見ているだけで嫌でも理解できてしまう。

  　

  「你没事吧，艾莉儿……！」

  「大丈夫かアイリール……！」

  　

  「嗯、嗯……」

  「う、うん……」

  　

  　虽然嘴上这么说，但被我抱在怀里的艾莉儿声音在颤抖。被平常相处亲近的人认真地想杀掉，会受到打击而变成这样也是理所当然的。当然，我也因为死亡的恐惧，以及亲眼目睹小春想杀掉我的事实而失去了冷静。

  　そうは言っているものの、腕に抱いているアイリールの声音は震えている。いつも近い距離で接してきた人間に本気の殺意を向けられてしまえば、ショックでそうなってしまうのも当然だった。無論俺も死の恐怖と、小春に命を狙われているという事実を目の当たりにして余裕がなくなっている。

  　

  　小春缓缓转身面向我们，叹了口气。

  　そんな俺たち二人へ、ゆらりと体を向けてからため息を吐く小春。

  　

  「唉……你总是这样，只担心艾莉。」

  「はぁー……。そうやって、いつもアイリちゃんの心配ばっかり」

  　

  「住手，小春！」

  「よせ小春！」

  　

  「啊哈哈，要是我抢走她——你会露出什么表情呢！？」

  「アハハ、奪ってやったら──どんな顔するかなぁ！？」

  　

  　小春大喊一声，朝我挥拳。糟糕，躲不——

  　大声と共に小春が殴りかかってくる。まずい、避けられな──

  　

  「呜咕！？」

  「ゥぐっ！？」

  　

  　那缠绕着电流的拳头刺进我的侧腹，空气从肺部泄出。

  　その電流を纏った拳は俺の脇腹に突き刺さり、肺から空気が漏れた。

  　与此同时，电流窜过我的身体，使我全身麻痹。

  　それと同時に身体に電気を流し込まれ、全身が麻痺する。

  　

  「啊嘎、啊……！」

  「ぁがっ、ア……っ！」

  　

  「咿……！」

  「いっ……！」

  　

  　身体无法自由行动，我放开艾莉儿，仰天倒下。太轻易了，只用一击就让我倒地不起。

  　体の自由が利かなくなり、アイリールを手放して仰向けに倒れこんでしまった。あまりにも呆気なく、たった一撃で沈められてしまった。

  　她和我一起被抛到地上，但还是努力爬向因麻痹而动弹不得的我身边。

  　俺と共に地面に投げ出された彼女だったが、痺れて動けない俺の元へ何とか這いずる。

  　

  「夜……夜……」

  「夜……よるっ……」

  　

  「哎呀？」

  「ありゃ？」

  　

  　接着她像是要保护我似的，坐在地上抱住我的头。

  　そして小春から庇うようにして、座ったまま俺の頭を抱きしめた。

  　艾莉儿被我抱着，应该多少也有被电到，但她仍努力忍耐麻痹感，保护着我。

  　俺に抱きかかえられていたことで少なからずアイリールにも電気が流れたはずなのに、彼女は麻痺をどうにか堪えて俺を庇っているのだ。

  　

  「艾、莉……！」

  「アイっ、り……、る……！」

  　

  「啊啊——这是爱的力量吗？好厉害哦，小艾，你竟然只靠毅力就抵抗了我的能力。」

  「あぁー、なに、愛の力的なアレ？　凄いねアイリちゃん、根性だけで私の能力に抗っちゃってるんだ」

  　

  　艾莉儿抬头看着嘻皮笑脸的小春，泫然欲泣地颤抖着声音说：

  　ヘラヘラと笑う小春を見上げて、アイリールは今にも泣きそうな表情で震えた声を発する。

  　

  「住手，小春……不要伤害、夜……」

  「やめて、小春……夜を、傷つけないで……」

  　

  「没办法，谁教他被洗脑了。你不喜欢这样的话，就来救我啊。」

  「洗脳されてるんだからしょうがないじゃん。嫌ならアイリちゃんが私を助けてよ」

  　

  　小春没有停止攻击，她将右手比成手枪的形状，对准我们。指尖蓄积着电流，随时都能用电磁炮射穿我们。

  　小春は攻撃を止めようとしない。右手を銃の形にして、此方へ向けている。指先に電気が蓄積させ、今にも俺たちを電磁砲で撃ち抜かんとしている。

  　

  「办不到的话，就乖乖在这里被我抓住，或是跟莉亚一起死——」

  「できないんだったら大人しくここで捕まるか、リアちゃんと一緒に死んで──」

  　

  　

  　小春的指尖射出雷弹——就在那一刹那。

  　小春が指先から雷の弾丸を放つ──その刹那。

  　

  　

  「请等一下！」

  「待ってください！」

  　

  　

  　某人的叫声传来，某人从后方抱住小春的腰。

  　誰かの叫びが聞こえ、何者かが後ろから小春の腰に抱きついた。

  　刚才的声音是——

  　今の、声は──

  　

  「哎呀……咦？朝阳？」

  「おぉっと……あれ、朝陽くん？」

  　

  　我勉强抬起头，看到朝阳。我的弟弟抱住小春，阻止她的行动。

  　辛うじて見上げた先にいたのは朝陽だ。俺の弟が、小春に抱きついて行動を抑制している。　

  　

  「小春姐，快住手！你到底怎么了！？」

  「やめてください小春さん！　一体どうしちゃったんですか！？」

  　

  　难道他追在我们身后？我们打破玻璃、四处奔跑，发出不小的声响，就算吵醒他也不奇怪，但我没想到他会追上来。

  　まさか俺たちの後を追ってきたのか？　窓ガラスが割れたり走り回ったりと、中々に大きな音を立てたから起きてきても不思議ではなかったが、まさか追いかけてくるなんて思わなかった。

  　糟糕，要是让朝阳靠近现在的小春……！

  　まずい、今の状態の小春に朝陽を近づけたら……！

  　

  「快逃……！朝阳……！」

  「にげ、っ……！　ぁさひ……ッ！」

  　

  「怎么了，朝阳？现在还是小孩子该睡觉的时间哦？」

  「どうしたの朝陽くん。子供はまだ寝てなきゃダメな時間帯だよ？」

  　

  「你在说什么啊！？小春姐，你怪怪的！」

  「何言ってるんですか！？　小春さんおかしいですよ！」

  　

  　别这样，别袒护我，朝阳。拜托你，现在马上逃走。

  　よせ、庇うな朝陽。頼むから今すぐ逃げてくれ。

  　

  「为什么要做这种事……！？」

  「何でこんな事……！？」

  　

  「你不用知道。我并不想杀你哥哥，不会对你做什么过分的事，所以放开我的手好吗？你是个乖孩子……对吧？」

  「君は知らなくていい。私、別に貴方のお兄さんを殺したいわけじゃないの。酷いことはしないから、この手を放して？　いい子だから……ね？」

  　

  「……？」

  「……っ？」

  　

  　小春稍微冷静下来了？因为对方是朝阳……？

  　小春が少しだけ落ち着いた？　相手が朝陽だから……？

  　

  「我不能这么做……！」

  「そういうわけにはいきません……！」

  　

  　朝阳放开小春，张开双手挡在我们面前。他明显很害怕，但还是努力鼓起勇气，从小春手中保护我们。

  　朝陽が小春を離し、両手を広げて俺たちの前に立ちふさがった。見て分かるほどに怯えながら、それでも自分を奮い立たせて小春から俺たちを庇っている。

  　

  「小春姐，你其实没有被操纵吧……？只是假装服从对吧……！？」

  「小春さん、本当は操られてなんかないんでしょ……？　従ってるフリをしてるだけですよね……！？」

  　

  「……」

  「……」

  　

  　朝阳用粉碎者听不见的音量小声说道。

  　少し離れた位置にいるクラッシャーには聞こえないよう、小さな声で語り掛ける朝陽。

  　但小春面无表情，不发一语。

  　だが、小春は無表情のまま何も言わない。

  　

  「告诉我……！如果有作战计划，我会帮忙……！」

  「教えてください……！　作戦があるなら手伝いますから……っ！」

  　

  　

  「……完全不对。」

  「……全然、ちがうよ」

  　

  　

  　小春用令人背脊发凉的冰冷嗓音低语。

  　ゾクリ、と。背筋が凍るような、冷たい声音で小春が呟く。

  　

  「你误会了。不是这样，朝阳。我都说到这个地步了，为什么你还不懂呢……？」

  「違う、勘違いしてるよ。そうじゃないんだよ朝陽くん。ここまで言ったのにどうして分かってくれないのかなぁ……？」

  　

  「小、小春姐？」

  「こ、小春さん？」

  　

  「我已经尽力了，正在抵抗，自我意识随时都会溃散……但我还是绝对不想对朝阳——」

  「これでも精一杯なの。抗ってるの。今にも自我が潰れそうなんだよ。……それでもわたし、朝陽くんには絶対──」

  　

  「呜！？」

  「ぅぐっ！？」

  　

  　小春揪住朝阳的衣领，将他提了起来。她扭曲着脸，瞪着我的弟弟，举起右手。

  　朝陽の胸倉を掴んで持ち上げる小春。歪んだ表情で俺の弟を睨みながら、彼女は右手を振り上げる。

  　

  「做这种事。」

  「こんなこと」

  　

  「小春……姐……」

  「小春、さ……っ」

  　

  「——我明明不想做这种事！」

  「──こんな事したくなかったのに！」

  　

  　小春歇斯底里地大喊——赏了朝阳一巴掌。

  　ヒステリックな叫び声を上げながら──小春は朝陽に平手打ちをした。

  　

  「呜噗！……咿！」

  「ゥぶっ！　……ぃ゛っ！」

  　

  　尽管没有用上电力，但朝阳被她毫不留情、使尽全力的一拳打中，从她手中滑落，倒在地上。

  　電気を使ってはいなかったものの、一切の遠慮が感じられない本気の力で殴られた朝陽は、小春の手から離れて地面に転がり落ちて倒れ伏した。

  　

  　

  「……啊、呜……」

  「……ぁ゛、ぅ……っ」

  　

  「呼、呼……！」

  「はぁっ、はぁ……！」

  　

  　

  　朝阳被打了。

  　朝陽が、殴られた。

  　小春打了朝阳。

  　小春が、朝陽を殴った。

  　

  　这两人明明是彼此信赖的搭档，现在却——

  　信頼するパートナーであるはずの二人が、こんな──

  　

  「粉碎者——！」

  「クラッシャぁぁ゛ッ！」

  　

  　我对着将温柔的小春变成这副模样的粉碎者，发出愤怒的咆哮。

  　あの心優しい小春を、ここまで変えてしまったクラッシャーに、俺は憤激の叫びを荒げた。

  　

  　然而——

  　だが。

  　

  『海夜小春，快点。』

  『海夜小春。早くしろ』

  　

  「啊唔！？」

  「あぐっ！？」

  　

  　小春的项圈中心瞬间闪烁红光，她发出呻吟，脚步踉跄。

  　その瞬間小春の首輪の中心が赤く点滅し、小春が呻き声を挙げてよろめく。

  　

  「…………啊啊。」

  「…………あぁ」

  　

  　小春的瞳孔染成红色，她身上缠绕着刚才的战斗无法比拟的高压电流。

  　すると小春の瞳孔が紅色に染まり、彼女は先ほどまでの戦闘とは比べ物にならない程の高圧の電流をその身に纏った。

  　她将食指指向倒地的朝阳，指尖开始蓄积电磁炮的电力。她的表情没有一丝迷惘。

  　そして倒れ伏している朝陽に人差し指を差し向け、指先に電磁砲の蓄電を開始する。彼女の表情に迷いはない。

  　

  「住手，小春！」

  「よせ小春ッ！」

  　

  「……」

  「……」

  　

  　小春面无表情，一动也不动。她和刚才判若两人，眼中或许只剩下杀害对象朝阳了。

  　小春は無表情のまま微動だにしない。先ほどまでとは打って変わり、もはや彼女の眼には殺害対象である朝陽しか見えていないのかもしれない。

  　

  「喂！可恶……！」

  「おい！　くっそ……ッ！」

  　

  　我勉强撑起麻痹得无法自由活动的身体，奋力起身，但和稍微被电流电到的艾莉儿不同，电流直接从拳头灌进体内，四肢无法随心所欲地活动。

  　未だに麻痺して満足に動かせない体を、それでも無理をして起こそうと躍起になるが、僅かに電流が伝ったアイリールとは違って拳から直接内側に電気を叩き込まれたせいか、四肢が思い通りに動いてくれない。

  　

  「为什么动不了……！」

  「何で動かねぇんだ……！」

  　

  　这样下去朝阳会——

  　このままじゃ朝陽が──

  　

  　

  「……夜。」

  「……夜」

  　

  　

  　我就像刚出生的小鹿般，狼狈地反复尝试起身，却都以失败告终。这时，艾莉儿小声地低喃：

  　まるで生まれたての小鹿のように、無様に立ち上がろうとしては失敗してを繰り返していると、アイリールが小声で呟いた。

  　

  　

  「……谢谢你至今的照顾。」

  「……今までありがとう」

  　

  　

  「……啊？」

  「……は？」

  　

  　她在说什么？

  　何を言ってんだ？

  　

  「朝阳同学没有被电到，只是被揍而已，所以没事的。在她被冻得感冒之前，你要把她好好带回去哦。」

  「朝陽くんは電気を使わずに殴られただけだから、大丈夫。寒さにやられて風邪を引かない内に、ちゃんと連れ帰ってあげてね」

  　

  「喂，艾莉儿……？」

  「おい、アイリール……？」

  　

  　为什么要离开我？

  　どうして俺から離れるんだ。

  　

  「剩下的我会想办法的。」

  「あとは私が何とかするから」

  　

  「笨、笨蛋！等一下！」

  「ばっ、バカ！　待ておい！」

  　

  　她打算做什么？为什么一脸了然于心的表情？为什么、为什么？

  　どうするつもりだ。何で悟ったような顔してんだ。なんで、なんで。

  　

  「开什么玩笑！等一下！艾莉儿！！」

  「ふざけんなッ！　待てって！　アイリール！！」

  　

  「所以……」

  「だから……」

  　

  　

  　别丢下我一个人走啊。

  　俺を置いてどこへいくんだよ。

  　

  　

  「你……不要来救我哦。」

  「助けには……こないでね」

  　

  　

  　等等。

  　待て。

  　等等等等等等。

  　待て待て待て。

  　

  「小春，带我走。」

  「小春、私を連れていって」

  　

  「……」

  「……」

  　

  「艾莉儿！」

  「アイリール！」

  　

  　别走。开什么玩笑。为什么一个人擅自接受啊。

  　行くな。ふざけるな。なに一人で勝手に納得してんだ。

  　

  『你终于打算放弃了吗？』

  『ようやく諦める気になったか？』

  　

  「我不会再抵抗了。」

  「もう抵抗はしない」

  　

  　住手，她是我、我的、唯一的莉娅啊。

  　やめろ、俺の、おれの、たった一人だけのリアなんだ。

  　

  『你这么懂事真是帮了大忙。那么，我们回隔离空间吧。』

  『物分かりがよくて助かる。では、隔離空間へ戻るか』

  　

  「喂！！」

  「おい！！」

  　

  　等等。等等。

  　待て。待って。

  　拜托，等一下——

  　頼む、まってくれ──

  　

  「艾——」

  「アイ──」

  　

  　

  　

  「再见。」

  「さよなら」

  　

  　

  　

  　——啊。

  　──あ。

  　

  「……唔、啊……啊。」

  「……っ、ぁ……あ」　

  　

  　她已经不在了。

  　どこにもいない。

  　

  「啊……啊啊……」

  「あ……あぁ……」

  　

  　那孩子，已经不在了。

  　あの子が、どこにもいない。

  　

  　

  「哈、啊……！」

  「はっ、ァ……！」

  　

  　

  　我心悸不已。胸口仿佛随时都会爆炸。

  　動悸がする。胸の中が今にも爆発してしまいそうだ。

  　无论何时，总是陪在我身边的那孩子，已经不在——

  　いつも、どんなときも隣にいてくれたあの子が、どこにも──

  　

  「……开、开什么玩笑……！」

  「……ふ、ふざけんな……！」

  　

  　我怎么可能放弃。我怎么可能不去救她。我哪有时间在这里灰心丧志。

  　諦められるか。助けにいかない訳がない。こんなところで打ちひしがれている暇なんてない。

  　

  「朝阳……我们回去吧，朝阳……！」

  「朝陽っ、……帰るぞ、朝陽……！」

  　

  　我得快点，做点什么——

  　早く、何とかしないと──

  　

  　

  　

  　

  ★

  ★

  　

  　

  　

  　

  「真冈先生！？是我！我是美咲！」

  「真岡さん！？　俺だ！　美咲だ！」

  　

  　我用恢复行动能力的身体先回家一趟，让朝阳躺在床上后，在自己房间打电话给真冈。以前真冈对告诉我电话号码这件事有些犹豫，但我有事先从黑野那里拿到紧急联络电话。

  　動けるようになった体で一旦家に戻り、朝陽をベッドに寝かせ、自室で真岡に電話をかけた。以前は番号を教えることに躊躇していた真岡だったが、緊急時の連絡先は予め黒野から貰っておいたのだ。

  　现在应该联络的人一定是真冈。其次是刚烈。至少在我心中，和父母一样值得信赖的大人只有刚烈雪音和真冈正太郎。

  　今連絡すべきなのはきっと真岡だ。次点で剛烈。少なくとも俺の中では、親と同じくらいに信頼できる大人は剛烈雪音と真岡正太郎だけだから。

  　

  『……真是的，喂，小朋友……？现在还是清晨哦……？』

  『……んも、もしもしボウヤぁ……？　まだ明け方よぉ……？』

  　

  　电话那头传来带着困意的声音。以时间带来说没什么好奇怪的，不仅如此，光是愿意接电话我就很感激了。

  　眠気を帯びた声が電話越しに聞こえてくる。時間帯で言えば何もおかしくはないし、それどころか電話に出てくれただけでもありがたい。

  　

  「抱歉吵醒你了，听我说！」

  「起こしたんなら謝るから、話を聞いてくれ！」

  　

  『……』

  『……』

  　

  　隔了一拍后。

  　一拍置いて。

  　

  『嗯……看来是紧急状况呢。说吧。』

  『んン゛っ。……どうやら緊急時みたいね。話して頂戴』

  　

  　电话那头传来窸窸窣窣的声音，恐怕是在准备做笔记。

  　ゴソゴソと物音が聞こえるが、これはおそらくメモの用意だ。

  　真的太好了。无论何时都能立刻切换意识，从语气和声音大致察觉状况的这个人，果然是最可靠的大人。

  　本当に助かる。いつ如何なる時でもすぐに意識を切り替えて、口調や声音から大体のことも察してくれるこの人は、やっぱり一番頼れる大人だ。

  　

  　我也得冷静下来，好好说明状况才行。

  　俺も落ち着いて、しっかり状況を伝えないと。

  　

  「大约一小时前的半夜，世界粉碎者出现，攻击了我们。他说……他不是露库拉，而是另一个粉碎者。」

  「一時間くらい前の夜中にワールドクラッシャーが現れて、俺たち襲われたんだ。ルクラじゃなくて、もう一人の……って言ってた」

  　

  『……最近我联络不上那孩子，看来事情变得很奇怪呢……然后呢？』

  『……最近あの子とは連絡が取れてなかったけど、おかしな事になってるみたいね……それで？』

  　

  「另一个粉碎者借助了『阿卡西记录』这个人物的力量，洗脑了小春。一开始她似乎还保有原本的意识，但现在好像被强制操纵了。」

  「そのもう一人のクラッシャーが”アカシックレコード”って人物の力を借りて、小春を洗脳してた。最初は元の意識が残ってたみたいなんだけど、今は強制的に操られてるっぽい」

  　

  『他们在哪里？』

  『彼らは何処に？』

  　

  「他们说要回隔离空间，穿过奇怪的传送门消失了。我想应该就是露库拉之前说的隔离空间没错。」

  「隔離空間へ戻るって言って、変なワープゲートを潜って消えた。多分ルクラが前に言ってた隔離空間で間違いないと思う」

  　

  　我尽可能简洁地说明状况，但果然还是冷静不下来。一想到艾莉儿被掳走的事实，焦躁感就让我脑袋快要变得不正常。

  　なるべく簡潔に事情を説明していくが、やはりどこか落ち着けない。アイリールが攫われたという事実を再認識しようとすると、焦燥感で頭がおかしくなりそうになる。

  　所以，我得尽量客观地看待这件事，共享情报让自己安心，否则根本无法沟通。

  　だから、なるべく客観的に捉えて、物事の共有をして自分を安心させないと話にならない。

  　

  「我不知道……露库拉在哪里。」

  「ルクラの居場所は……分からない」

  　

  『原来如此……嗯，OK。还有呢？』

  『なるほどね……うん、オッケ。他には？』

  　

  「呃……那个……」

  「っ……えっ、と……」

  　

  　冷静点，没问题的。艾莉儿的事也一样，就算真冈没办法立刻解决，也一定会找到办法的。我不是一个人，还有和我一样担心艾莉儿的伙伴。这点我最清楚了。

  　落ち着け、大丈夫だ。アイリールの事だって、きっと真岡なら直ぐとは言わずとも、必ず解決策を見つけてくれる筈。俺は一人じゃない。アイリールを想う味方がいる。それは自分が一番よく分かってるんだ。

  　

  「艾、艾莉儿……被抓走了。」

  「あ、アイリールが……攫われた」

  　

  『……！』

  『……っ！』

  　

  　真冈发出惊讶的声音，但这也难怪。我和艾莉儿总是在一起，而且那孩子在各方面都很特别，会惊讶也是当然的。

  　真岡の驚く声が聞こえたが、無理もない。俺とアイリールはいつも一緒だったし、あの子は色々と特別な存在だから当然だ。

  　

  『……这样啊。终于连第三者都受害了……怎么会这样……』

  『……そう。ついに第三者にまで被害が……なんてこと……』

  　

  「嗯……」

  「んっ……」

  　

  　第三者这个说法让我有点在意。艾莉儿很明显是当事人……但现在不是在意这种事的时候。

  　第三者、という言い回しに少し引っかかる。アイリールは明らかに当事者だが……そんなこと気にしてる場合じゃない。

  　

  「然后，为了救艾莉儿……我、我该怎么做？」

  「それでっ、アイリールを助けるためには……ど、どうしたらいい？」

  　

  　我揪着胸口，努力忍耐着快速跳动的心脏。虽然无法忽视压力造成的腹痛，但只要想到电话那头有真冈在，心情就轻松了些。

  　胸元を掴みながら、爆速で躍動する心臓をなんとか堪える。ストレスを感じた時に起こる腹痛が無視できないものの、電話の向こうに真岡がいると意識すれば多少は気が軽くなる。

  　死亡游戏的时候也好，游戏场域事件的时候也好，我陷入绝境的次数多到数不清。

  　デスゲームの時も、ゲームフィールド事件のときも、窮地に立たされた事なんていくらでもある。

  　每次都是这样，问题解决后才能继续前进。这次一定也没问题的。

  　そのたびに何度も問題を解決して進んできたんだ。今回だって大丈夫だ。

  　

  「我一个人没办法冷静思考……」

  「俺一人じゃ、落ち着いて考えられなくて……」

  　

  『是啊，这已经超出一个人能思考的范围了。不如说，发生了这种事还能正确传达状况，你真的很坚强呢。』

  『そうね。一人で考えられる域を超えているもの。むしろ、そんな事があったのにこれだけ正確に状況を伝えていられるだけ、アンタは強い子よ』

  　

  　手机里传来像是在安抚小孩的温柔声音。多亏如此，我稍微冷静了下来。

  　子供をあやすような、優しい声音がスマホから聞こえてくる。そのおかげか、少しだけ冷静になることができた。

  　

  「……谢谢。」

  「……ありがとう」

  　

  『嗯。那我先和DEM队分享情报，然后联络刚烈……啊，抱歉，在那之前可以先问一下吗？』

  『んっ。じゃあアタシはとりあえずデム隊への情報共有と、それから剛烈への連絡を……あぁごめん、その前にちょっといいかしら』

  　

  「什么事？」

  「なに？」

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  『可以告诉我那个叫艾莉儿的女孩的事吗？我第一次听到这个名字。』

  『そのアイリールって娘の事、少しだけ教えてくれる？　名前、聞いたの初めてだから』

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「啊？」

  「は？」

  　

  　

  　她在说什么？

  　何言ってんだ？

  　

  　

  『男孩子……不对，从名字来看应该是外国的女孩子吧？告诉我她念的学校和全名，我这边会去调查的。』

  『男の子……いえ、名前の響きからして外国の女の子よね？　通っている学校とか、フルネームを教えてくれたら後はこっちで調べるわ』

  　

  「不……咦？」

  「いや……えっ？」

  　

  　

  　这个人到底在说什么？在开玩笑吗？

  　この人は何を言っている？　ふざけているのか？

  　——难道是想用玩笑缓和气氛？如果是这样，那还真是没品味。

  　──まさか、冗談で和ませようと？　そうだとしたらセンスがない。

  　

  「真、真冈小姐？这种时候开这种玩笑，我可笑不出来哦……」

  「ま、真岡さん？　こんなときに、そんな冗談笑えないぞ……」

  　

  『咦……？啊，对不起，你之前有说过那个女孩的事吧。不好意思，我不记得了……那个，是小弟弟的朋友……没错吧？』

  『えっ……？　あっ、ごめんなさい、前にその子の話をしてたのね。申し訳ないけど覚えてなくて……えっと、ボウヤの友達……で合ってるわよね？』

  　

  「啊……？」

  「は……？」

  　

  　那个女孩？不记得？朋友？

  　その子？　覚えてない？　友達？

  　为什么还要继续开这种玩笑？她不可能不知道吧。

  　何でそんな冗談を続けるんだ。知らない訳がないだろ。

  　

  「喂，真冈小姐，你别再闹了。有些事可以说，有些事不能说……！」

  「おい真岡さんいい加減にしてくれ。言っていい事と悪い事があるだろ……！」

  　

  『……真、真的很抱歉，我完全不记得了……是在酒席上听到的吗……』

  『……ほ、本当にごめんなさい、どうしても記憶にないの。……お酒の席で聞いたのかしら……』

  　

  　

  　……怎么回事？样子有点奇怪。

  　……なんだ？　様子がおかしい。

  　从真冈小姐的声音里，可以感受到她绝不是在开玩笑的困惑。

  　真岡さんの声からは、決して冗談じゃない困惑を感じる。

  　

  「是、是艾莉啦。艾莉儿。」

  「あ、アイリだよ。アイリール」

  　

  『嗯、嗯……』

  『う、うん……』

  　

  　为什么回答得那么无力？

  　何でそんな弱々しい返事なんだ。

  　为什么对她的名字感到困惑？

  　どうして彼女の名前で困惑している。

  　

  「艾莉儿・达古斯特莉亚……！你不可能不知道吧！？是莉娅啊！我的搭档！」

  「アイリール・ダグストリア……！　知らない訳ないだろ！？　リアだよ！　俺の相棒だ！」

  　

  『莉娅……？莉娅是你吧……？』

  『リア……？　リアは、あなたでしょ……？』

  　

  「所、所以说！是在虚拟世界和我在一起的另一个莉娅啊！在这个世界也一直和我在一起！」

  「だっ、だから！　仮想世界で俺と一緒だったもう一人のリアだよ！　この世界でも俺とずっと一緒だった！」

  　

  　我为什么现在要说明这种事？明明必须尽快制定营救她们的计划，我到底在干什么？

  　俺は何でいまこんな事を説明している？　一刻も早く彼女たちを助ける算段を組まなきゃいけないのに、何やってんだ俺は？

  　

  「游戏领域事件的时候，你不是叫我用艾莉儿和你Access吗！？」

  「ゲームフィールド事件の時、俺にアイリールとアクセスしろって言ったのはアンタだろ！？」

  　

  『那、那个时候，小弟弟你把虚拟世界的莉娅的肉体数据——』

  『あ、あの時はボウヤが仮想世界のリアの肉体データを──』

  　

  「你在说什么啊！？」

  「何言ってんだよ！？」

  　

  　莫名其妙。那个时候，第一次游戏领域事件的时候，是因为我叫出了艾莉儿，所以才能变身成莉娅的。应该不是什么肉体数据的问题。

  　訳が分からない。あのとき、最初のゲームフィールドの事件のときは、俺がアイリールを呼び出したからリアに変身できたんだ。肉体データだとかそんな話じゃなかった筈だ。

  　

  『咦、咦……？小弟弟……？』

  『えっ、えぇ……？　ボウヤ……？』

  　

  「！」

  「っ！」

  　

  　那是什么声音？难道是在担心我吗？

  　なんだ、その声は。まさか俺を心配しているのか？

  　在担心说些莫名其妙的话的我吗？

  　おかしなことを言っている俺を心配しているのか？

  　

  「啊……？」

  「は……ぁ……？」

  　

  　真的不知道吗？

  　本当に知らないのか？　

  　真冈不知道艾莉儿吗？

  　真岡はアイリールを知らないのか？

  　

  　

  　——不记得了吗？

  　──覚えてない、のか？

  　

  　

  「……！我、我再打给你！」

  「……っ゛！　か、かけ直すから！」

  　

  『咦？啊，等等……』

  『え？　ぁ、ちょっ』

  　

  　刚烈。打给那个人吧。

  　剛烈だ。あの人に電話をかけよう。

  　真冈因为某些原因而忘记了艾莉儿的事。可能是那个世界破坏者做了什么。

  　真岡は何かがあってアイリールの事を忘れているんだ。あのワールドクラッシャーが何かをしたのかもしれない。

  　

  「喂喂！」

  「もしもし！」

  　

  『嗯，喂喂，美咲同学？你起得真早。』

  『ん、もしもし、美咲くん？　起きるの早いね』

  　

  　和接电话时的真冈不同，声音里没有困意。他一定从一开始就是醒着的。既然没有睡迷糊，那就好说了。

  　電話に出たときの真岡と違って眠気のこもった声じゃない。きっと最初から起きていたんだ。寝ぼけてないなら話は早い。

  　

  「刚烈先生！」

  「剛烈さん！」

  　

  『是、是的。』

  『は、はい』

  　

  「艾莉儿，艾莉儿达古斯特莉亚！你还记得那家伙吧！？」

  「アイリール、アイリールダグストリア！　アイツの事覚えてますよね！？」

  　

  『欸？……啊，抱歉，可以再说一次吗？』

  『へ？　……あ、ごめん、もう一回いい？』

  　

  　「艾莉，我的搭档。」我像对真冈说明时一样，滔滔不绝地把本来没必要特地传达，而且理所当然要知道的她的资讯告诉刚烈。

  　アイリです、俺の相棒ですと、真岡に説明した時と同じ言葉を口にする。本来ならわざわざ伝える必要のない、知っていて当然な彼女の情報を滔々と伝えていった。

  　

  　

  　

  『呃……抱、抱歉，我不记得了……』

  『えっと……ご、ごめんね、覚えてない……』

  　

  　

  　然后，我得到和真冈一样的回答。

  　そして、真岡と同じような言葉が帰ってくる。

  　

  『那个女孩的事，大概不是我告诉你的吧……？』

  『その子の話をしたの、多分私ではないんじゃないかな……？』

  　

  「……唔……」

  「……っ、ぅ……ッ」

  　

  『啊，难道你在找人？那我也来帮忙……美咲同学？』

  『あ、もしかして人探し？　それなら私も協力して……美咲くん？』

  　

  　手机从手中滑落。手机发出沉闷的声音掉在地上，看不见屏幕了。

  　スマホが手から滑り落ちる。鈍い音を立てて床を叩き、画面が見えなくなる。

  　

  『咦……？发、发生什么事了！？喂喂！喂喂！美咲同学！？你听得见吗！？』

  『えっ……？　な、何かあったの！？　もしもし！　もしもし！　美咲くん！？　聞こえてるッ！？』

  　

  　

  　呼吸变得急促。

  　呼吸が荒くなる。

  　视野开始扭曲。

  　視界が歪み始める。

  　心跳加速。

  　心臓の鼓動が早くなる。

  　

  　

  「哈、哈啊、哈啊、啊！」

  「ハッ、はぁっ、ハァっ、あっ」

  　

  　我立刻打开衣柜的抽屉。我和艾莉儿的衣服在这里。

  　すぐさま箪笥の引き出しを開けた。ここには俺とアイリールの服が

  　

  「……为什么、为什么为什么为什么……」

  「……なんで、なんでなんでなんで……」

  　

  　没有。那孩子的衣服不见了。我打开旁边的抽屉，应该和我分开收纳的她的内衣裤也不见了。空空如也。好几个抽屉里什么都没放。

  　ない。あの子の服がない。隣の引き出しを開けてみても、俺とは別々に収納されているはずの彼女の下着類が見当たらない。空っぽだ。何も入っていない引き出しがいくつも存在している。

  　

  「！？……！？」

  「っ！？　……ッ！？」

  　

  　我环顾四周。没有买给那孩子坐的靠垫。

  　周囲を見渡す。あの子に買ってやったクッションがない。

  　我冲下楼梯来到玄关。到处都找不到她穿的其他鞋子。

  　階段を駆け下りて玄関へ行く。彼女が履いていた他の靴がどこにもない。

  　我回到房间，到处都找不到艾莉儿留下的痕迹。证明她曾经存在的一切，都从这个家里消失了。

  　部屋に戻ってみても、アイリールのいた痕跡がどこにも残っていない。彼女がいたことを証明する全てが、この家から消え去っている。

  　……什么？发生什么事了——

  　……なんだ。何が起こって──

  　

  「啊！」

  「あっ！」

  　

  　我猛然想起，把手伸进口袋里拿出里面的东西。

  　咄嗟に思い出し、ポケットに手を突っ込んで中のものを取り出した。

  　是被小春的电击半毁，破破烂烂的Accel　watch。

  　小春の電撃で半壊した、ボロボロのアクセスウォッチを。

  　

  「这是什么……！？」

  「なんだこれ……！？」

  　

  　手表从边缘开始像灰一样崩解。掉落的碎片化为光的粒子消失。

  　ウォッチが端から灰のように崩れ去っていく。落ちた破片は光の粒子になって消えていく。

  　

  「住、住手！住手！！停下来！！」

  「やっ、やめろ！　やめろ！！　止まれ！！」

  　

  　我将手表抱在胸前大喊。

  　腕時計を胸に抱え込んで叫ぶ。

  　

  「拜托不要！不要消失！」

  「やめてくれ！　消えないでくれ！」

  　

  　我拼命地喊叫、恳求，蹲下来保护手表。

  　必死に喚きながら、懇願しながら腕時計を守るようにして蹲る。

  　

  「艾莉儿在这里！她在这里！我记得！我记得！！」

  「アイリールは居たんだ！　いたんだよここに！　覚えてる！　俺が覚えてる！！」

  　

  　这只Accel　watch是她曾经存在于这个世界的证据。是她和我一起活过的证明。我绝对不想失去它。

  　このアクセスウォッチは彼女がこの世界にいた証拠だ。俺と一緒に生きてた証だ。これは、これだけは失いたくない。

  　

  「啊啊啊啊！住手！」

  「ああぁ゛ァッ゛！　や゛めろぉ！」

  　

  　我流着口水和眼泪，明明没有人在我眼前，却难看地大喊。

  　涎と涙を撒き散らしながら、誰が目の前にいるわけでもないのに、無様に喚きたてる。

  　我只能这么做，只能这样。

  　これしか、こんな事しかできない。

  　即使如此，我也没有忘记。我记得。艾莉儿确实存在过。

  　それでも忘れてないんだ。俺は覚えてるんだ。アイリールは確かに存在していたんだ。

  　

  「……！啊……！？」

  「……っ！　ぁ……！？」

  　

  　手表停止崩解。

  　時計が崩壊を止めた。

  　表盘的部分还留着。

  　まだ時計盤の部分は残っている。

  　但是，我总觉得只要一松懈，手表就会马上再次开始崩解——

  　けど、気を抜いたらまたすぐにでも崩壊が再開されてしまう──そんな気がしてならなくて。

  　

  「呜、呜……！」

  「ッ、ぃ……、っ゛……！」

  　

  　我想守住这只手表，守住证明她曾经存在过的最后堡垒，紧紧抱着手表僵在原地。

  　彼女の存在を証明する、この手に残された最後の砦を守りたくて、時計を深く抱え込んだまま固まる。

  　

  　

  　我一步也动不了。

  　この場から、俺は一歩も動けやしない。

  　

  　

 
  その少年は私を照らす光

  那个少年是照亮我的光

  　

  　

  　

  　

  　我蹲在一片漆黑的房间里，祈祷似地抱着手表，脑中开始变得一片朦胧。

  　真っ暗な部屋に蹲り、祈るように腕時計を抱え込んでいると、次第に頭の中に靄が掛かり始めた。

  　

  　仿佛半梦半醒般，感觉很模糊。有「什么」进入我的脑中，渐渐地夺走我的思考能力。

  　夢うつつの様な、曖昧な感覚。脳内に”何か”が入り込んできて、次第に俺の思考を奪っていく。

  　

  　类似影像的东西在脑中一闪而过。不对，是直接映照在眼前。我明明应该待在阴暗的房间里，视野却清楚地看见了其他东西。

  　映像の様なものが脳裏によぎる。いや、目の前に映し出される。暗い自室で閉じ籠っているはずなのに、俺の視界は別の何かをハッキリと見ていた。

  　

  　这是记忆。

  　これは、記憶。

  　她直到最后都没有让我看过的，过去的记忆。

  　最後まで彼女が俺に見せることのなかった過去の記憶。

  　即使信任我、将身体托付给我、心灵相通，她依然将这个秘密封印在内心深处。

  　信頼し、体を預け、心を繋げても尚、心の奥底に封印し続けた彼女の真実。

  　

  　如今，我看见了。残留在我和她之间联系的手表里的记忆残渣，让我回想起过去。

  　それが今、見える。俺と彼女を繋いでいた腕時計の中に残った記憶の残滓が、過ぎ去ったあの日を追憶させる。

  　

  　这不是我的记忆。

  　これは俺のじゃない。

  　

  　

  　——是我的记忆。

  　──私の記憶だ。

  　

  　

  　

  　

  ★

  ★

  　

  　

  　

  　

  　我是在优渥的环境下长大的。

  　私は恵まれた環境で育ってきた。

  　

  　父母在我小时候就因为交通事故而过世，收养我的达古斯特莉亚家夫妇对我非常好。

  　両親は私が幼い頃に交通事故で先立ってしまったが、親代わりとなって引き取ってくれたダグストリア家の夫婦はとても良くしてくれた。

  　

  　我努力念书就会称赞我，做坏事就会骂我。因为夫妻俩工作的关系而搬到日本时，他们也热心地教我这个国家的语言。

  　勉強を頑張れば褒めてくれたし、悪いことをすれば叱ってくれたし、二人の仕事の都合で引っ越した先の日本の事も、そこで必要とされる国の言葉も熱心に教えてくれた。

  　

  『谢谢。』

  『あぃ、がとう』

  　

  　这是我说的第一句日文。失去双亲而闷闷不乐的我，能够说「语言」，而且还是日文，让夫妻俩非常高兴。或许是因为这样让我很开心，从那天起，我开始努力学习日文。

  　それが私の一番最初に発した日本語。両親を失って塞ぎ込んでいた私が”言葉”を、それも日本語を喋れたことに、二人は大いに喜んでくれて。それがとても嬉しかったからか、その日以来私は日本語をたくさん学ぶようになった。

  　

  　我要更努力念书，学习这个国家的语言。这么一来，夫妻俩会很高兴，我也能理解住在这里的人们的想法。我要努力，非常努力，交到很多朋友。

  　もっと勉強しよう。この国の言葉を知ろう。そうすれば二人が喜んでくれるし、この地に住む人々の意思も理解できる。努力して、たくさん頑張って、一杯友達を作ろう。

  　

  　我抱着这样的想法过日子。以快乐的回忆取代悲伤痛苦的过去，以一个孩子的身份拼命努力。

  　そう考えて日々を生きた。悲しくて辛い過去なんて、楽しい思い出で塗り替えてしまおうと、子供なりに必死だったのだ。

  　

  『小艾莉。』

  『アイリちゃん』

  　

  　只要像这样努力，不知不觉间，周围的人也开始这样称呼我。

  　そんな風に頑張っていれば、いつの間にか周囲からはそう呼ばれていた。

  　我的努力似乎有了成果，我的努力似乎没有白费。被人以昵称称呼，得到容身之处，交到许多朋友。

  　私の努力は実を結んだらしい。私の頑張りは無駄じゃなかったらしい。愛称で呼ばれて、居場所を認められて、多くの友達ができた。

  　

  　太好了，太好了，努力是对的。人生并非只有坏事。

  　やった。よかった。頑張って正解だった。人生悪い事ばかりじゃないな。

  　好开心，能够理解成为朋友的大家说的话，让我开心得不得了——

  　嬉しい、友達になってくれた皆の言葉を理解できることが、たまらなく嬉しい──

  　

  　

  　

  『你今后将成为组织的实验材料。』

  『お前はこれから組織の実験材料になるんだよ』

  　

  　

  　

  　——啊啊，就连这种话，努力的我也能理解。

  　──あぁ。そんな言葉まで、努力した私には理解できてしまった。

  　

  『不会有人来救你，你就死了这条心，成为组织的奴隶吧。』

  『助けなんて来ねぇからな。諦めて組織の奴隷になっとけ』

  　

  　既然「语言」会如此伤害我的心，或许我根本不该努力学习。

  　こんなにも”言葉”で心が傷ついてしまうのなら、努力なんてしなければよかったのかもしれない。

  　

  　

  　

  ★

  ★

  　

  　

  　

  　在值得庆贺的八岁生日当天，我被邪恶组织绑架了。

  　めでたく八歳を迎えたその日に、私は悪の組織に攫われた。

  　我跟朋友开心聊天，走在放学回家的路上，被一群蒙面男子绑架，回过神来已经身在铁笼里。

  　友達と楽しくお喋りをしながら下校している途中、覆面を被った男たちに拉致されて、気がつけば鉄の檻の中だった。

  　

  『你有资质！你应该能撑过许多实验！』

  『素質がある！　君なら数多の実験にも耐えられそうだ！』

  　

  　眼神不正常的科学家这么说道，用针筒刺我。

  　正気とは思えないような眼をした科学者にそう言われ、注射器を刺され。

  　

  『没人会看到啦……嘿嘿！』

  『誰も見てねぇだろ……へへっ』

  　

  　回到笼子前，他们把我带到没人的地方，施暴泄恨。

  　檻へ戻る前に人気のない場所へ連れていかれ、憂さ晴らしのための暴力を受け。

  　

  『呜呜、呜哇啊啊……！不要啊……！』

  『ひぐっ、うえぇん……！　やだよぉ……！』

  　

  　最后，笼子里关进一个跟我同年纪、爱哭到令人厌烦的女生，我的精神逐渐耗弱。

  　終いには同じ檻の中に、同年代くらいの鬱陶しいほどに泣き虫な女の子を入れられ、私の精神は摩耗していった。

  　我变得难以表达感情，恐惧渗透全身，忘记抵抗，没多久就开始对唯一比我弱小的存在——同房的少女发泄情绪。

  　感情を表に出すことが難しくなり、恐怖が体に染みついて抵抗を忘れ、唯一私より弱い存在である同室の少女に当たり散らすようになったのも、そう遅い話ではなかった。

  　

  　『开什么玩笑，闭嘴。你一哭，看守就会来打我。你也想被打断臼齿吗？我也在忍耐，拜托你安静点。』

  　ふざけるな、黙れ。泣けば看守が来て殴られる。お前も奥歯を失いたいのか？　私だって我慢してるんだ、頼むから静かにしていてくれ。

  　

  『对、对不起，对不起……』

  『ごっ、ごめんなさい、ごめんなさい……』

  　

  　——少女在害怕。我或许说得太重了。

  　──少女が怯えている。少し強く言い過ぎたかもしれない。

  　我在做什么啊？这名少女明明跟我处在相同立场，明明是唯一能互相依靠的存在，我竟然连一句安慰的话都没说，还做出这种拒人于千里之外的行为。这样不行。

  　何をしているんだ私は。この少女だって私と同じ立場なはずなのに、寄り添える唯一の存在だというのに、慰めもせずこんな突き放すような行為をするなんて。こんなんじゃダメだ。

  　

  　

  　对了，问她叫什么名字吧。我们被用编号称呼，不知道彼此的名字，先从这点开始吧。自我介绍是打招呼的基本。

  　そうだ、名前を教えてもらおう。私たちは番号で呼ばれているからお互いの名前を知らないし、まずはそこから始めよう。自己紹介は挨拶の基本だ。

  　

  『艾莉……？』

  『アイリ……ちゃん？』

  　

  　你叫什么名字？

  　あなたの名前は？

  　

  『……菲莉斯、雷诺拉……』

  『……フィリス、レイノーラ……』

  　

  　那我叫你菲莉斯。可以吗？

  　じゃあフィリスって呼ぶね。いい？

  　

  『嗯、嗯。』

  『う、うん』

  　

  　谢谢……好，菲莉斯，我们一起努力撑下去，总有一天要一起离开这里。只要两个人在一起，一定就不会害怕。

  　ありがとう。……よし、フィリス。一緒に頑張って耐えて、いつか二人でここを出よう。一緒ならきっと怖くないから。

  　

  『！……嗯！』

  『っ！　……うん！』

  　

  　

  　——在监狱里交到的第一个也是最后一个朋友。

  　監獄で出来た、最初で最後の友達。

  　——唯一能跟我分享痛苦的存在。

  　私と痛みを分かち合える唯一の存在。

  　

  『肚子好饿……呜呜。』

  『おなかすいた……うぅ』

  　

  　——她饿得快哭出来时，我把自己的面包分给她。

  　腹を空かせて泣きそうになっていれば、私の分のパンを譲った。

  　

  『好痛……好痛哦……！』

  『いだい……い゛たいよぉ……！』

  　

  　——她因为实验受伤回来时，我抱住她安慰她。

  　実験で傷を負って帰ってくれば、抱きしめて慰めてやった。

  　

  『谢谢你……艾莉……』

  『ありがとう……アイリちゃん……』

  　

  　——没关系，菲莉斯。我会一直保护你。

  　いいんだよフィリス。いつだって守ってあげるから。

  　

  　我只要你在我身边就好。就算你没有给我任何东西，我也会给你很多。只要你活着待在我身边，我就别无所求了。因为你的存在是我唯一的支柱。

  　私はあなたがいてくれればそれでいい。あなたが私に何も与えなくても、私はあなたに沢山与える。生きて、私の隣に居てくれるのなら、それ以上に望むことなんて何もないから。あなたの存在が、私を支える唯一の砦だから。

  　

  　一起活下去吧，菲莉斯。总有一天，我们一定要一起逃出这个地狱，互相依靠着一起生活。

  　一緒に生きよう、フィリス。いつかきっと、二人でこの地獄を抜け出して、身を寄せ合って一緒に暮らそう。

  　好不好，我们约好咯，挚友。

  　ね、約束だよ、親友。

  　

  　

  　

  『……嗯？怎么了，213号？』

  『……ん？　なんだ、２１３番』

  　

  　那个，214号还没回来吗？

  　あの、２１４番はまだ戻らないのでしょうか？

  　

  『啊……你室友那个蓝头发的小鬼吗？』

  『あー……お前と同室だった、あの青い髪のガキか』

  　

  　面包，她的份还没送来吗？可以麻烦你帮忙拿吗？

  　パン、あの子の分がまだ届いてないから。配給お願いできませんか？

  　

  『不，没办法。啊，我不是故意欺负你哦。』

  『いや無理だよ。あっ、別に意地悪とかじゃねぇぞ？』

  　

  　那为什么不行？

  　ならどうしてですか？

  　

  　

  『因为她死了。214号在两小时前的实验中被废弃了。听说是身体无法承受过度用药。』

  『死んだからな。２１４番は二時間前の実験で廃棄されたよ。薬の過剰投与に肉体が耐えられなかったんだと』

  　

  　

  　听到这句话时，我脸上是什么表情呢？

  　そう聞いたとき、私はどんな表情をしていただろうか。

  　面无表情吗？很惊讶吗？还是因为愤怒而扭曲了脸？抑或是因为悲伤而崩溃呢？

  　無表情だっただろうか。驚いただろうか。怒りに顔を歪めたか、はたまた悲しみで崩れ落ちたか。

  　

  　我不知道。不过，只有一件事。

  　わからない。でも、一つだけ。

  　

  　——我没有流泪。

  　──涙は出なかった。

  　

  　

  　

  ★

  ★

  　

  　

  　

  『欸，要不要逃走？』

  『なぁ、逃げないか？』

  　

  　自从失去菲莉斯后，我就像个没有自我意志的人偶，成为顺从的实验白老鼠。这时，狱卒突然对我这么说。

  　フィリスを失ってから、まるで意志を持たない人形のように従順なモルモットとして生きていると、不意に看守がそんなことを言ってきた。

  　怎么突然说这种话？我有些困惑，但仔细想想，这也没什么好奇怪的。

  　何を急に。ほんの少し困惑したが、考えてみれば不思議ではなかった。

  　

  　他虽然是狱卒，却经常跟我聊起自己的事。像是自己是不得已才加入组织，或是有个年纪跟我差不多的女儿等等，尽是些对我来说无关紧要的话题。

  　彼は看守でありながら、よく自分の事を話す人間だった。やれ自分は仕方なく組織に属しているだの、やれお前と同じくらいの歳の娘がいるだとか、こっちからすればどうでもいい話ばかりを。

  　

  　不过，或许是因为我总是乖乖听他说话，偶尔还会附和他吧。

  　しかし大人しく話を聞いて、時たま相づちなんかしていたからだろうか。

  　不知不觉间，狱卒似乎把我跟自己死去的女儿重叠了。

  　いつの間にか看守は、私を死んだ自分の娘と重ね合わせていたらしい。

  　

  　他应该也有自己的苦衷吧。虽然不知道他真正的想法，但他决定脱离自己所属的组织，帮助只是只实验白老鼠的我逃走。

  　彼なりの葛藤があったのだろう。その真意は計り知れないが、属している組織から離脱し、いちモルモットに過ぎない私を逃がすことを彼は決めた。

  　

  　我并不感谢抓住我的组织成员，但还是在嘴上说句「谢谢」，跟在他身后。

  　私を捉えた組織の人間に感謝などしないが『ありがとうございます』と、口先だけは繕って彼の後をついていった。

  　

  　

  『逃走了！别管白老鼠，直接射杀！』

  『脱走だ！　構わずモルモットごと撃ち殺せ！』

  　

  　

  　狱卒的计划漏洞百出，我们马上就被发现了。武装组织成员追着我们跑，没过多久我们就被包围，轻易地被他们的子弹击倒。

  　看守の計画は穴だらけで、私たちはすぐに見つかった。武装した組織員に追い回され、大した時間もかからず私たちは囲まれ、あまりにも呆気なく彼らの凶弾に倒れた。

  　

  　不可思议的是，我并不觉得疼痛或悲伤，心中只有「终于结束了」这个想法。

  　不思議と痛みや悲しみなどは感じず、胸中に抱いた感情は『やっと終わった』というものだけで。

  　

  　我的意识没有瞬间消失，而是从某处俯瞰着自己逐渐染红水泥地，变得越来越虚弱的模样，最后消失不见。

  　一瞬で意識が刈り取られるなんてことはなく、コンクリートの地面を赤く染めながら次第に弱っていく自分をどこからか俯瞰しながら、私の意識は溶けていく。

  　

  　

  　啊啊，菲莉斯，我终于能死了。多亏那个任性大叔把我带出去，让我从实验动物解脱，最后还把我当成人类杀死。我竟然觉得开心，这样是不是很奇怪？

  　あぁ、フィリス。ようやく死ねたよ。身勝手なおじさんが連れ出してくれたおかげで、実験動物から解放されて、最後に少しだけ人間扱いされて殺されたんだ。嬉しいと感じるのは変かな。

  　

  　无论如何，这下子我一定也能到你身边——

  　なんにせよ、これできっと、私もあなたの元に──

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  【动作确认完毕，第一次测试无异常。

  【動作確認完了、初回テスト異常なし。

  　开始第二次测试。】

  　二周目を開始します】

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  ★

  ★

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  『——莉！艾莉！』

  『──ぃリ！　アイリ！』

  　

  　

  　我听见有人在叫我，那是非常令人怀念的声音。

  　私を呼ぶ声が聞こえる。とても懐かしい声だ。

  　我勉强睁开如铅般沉重的眼皮，从浅眠中醒来，让视野变得清晰后，眼前出现达古斯特莉亚家的夫妇——爸爸和妈妈。

  　鉛のように重い瞼を何とか開いて、微睡みから覚めて視界を明瞭にして見れば、目の前にはダグストリア家の夫婦──パパとママがいた。

  　

  　奇怪？

  　あれ？

  　

  『太好了……你做了恶梦吧，真可怜。』

  『よかった……怖い夢でも見ていたんだね、かわいそうに』

  　

  　爸爸紧紧抱住我。

  　パパが抱きしめてくれている。

  　我搞不清楚状况，环视四周，发现这里是自己的房间。

  　訳が分からず周囲を見渡してみると、そこが私の部屋だということに気がついた。

  　可爱的熊布偶、淡粉红色的窗帘、全新的书桌和红色书包。这些毫无疑问是艾莉儿在达古斯特莉亚家的房间里的东西。

  　かわいいクマのぬいぐるみ。薄桃色のカーテン。真新しい勉強机と赤いランドセル。それらは間違いなく、ダグストリア家の自宅におけるアイリールの部屋を象徴するもの。

  　

  　……爸爸？

  　……パパ？　

  　

  『你睡着时一直在哭哦。最近忙着搬家，你一定累了吧。对不起，爸爸没注意到。』

  『眠りながら泣いていたんだよ。ここの所は引っ越しやらなにやらで忙しかったし、きっとアイリも疲れていたんだね。気が付けなくてごめんよ』

  　

  　梦？我做了梦吗？

  　夢？　わたしは夢を見ていたの？

  　邪恶组织呢？狱卒先生呢？菲莉斯呢？

  　悪の組織は？　看守さんは？　フィリスは？

  　

  　我这么一问，爸爸就露出惊讶的表情。

  　そう聞くとパパは驚いた顔をする。

  　

  『你记得梦的内容吗？艾莉真厉害。』

  『夢の内容を覚えているのかい？　アイリはすごいね』

  　

  　他直接摸摸我的头——我哭了。

  　そのまま頭を撫でられて──涙が。

  　

  『啊哇哇……！亲爱的，我先联络学校哦！』

  『あわわ……！　あなたっ、あたし小学校に連絡しておくわね！』

  『嗯，拜托你了，妈妈……艾莉，今天就请假，好好休息吧。』

  『あぁ頼むよママ。……アイリ、今日は学校をお休みして、ゆっくり休もう』

  　

  　我究竟有多久没感受到这份温暖了呢？我完全忘记担心我而焦急的妈妈，以及用温柔笑容陪伴我的爸爸的脸了。

  　いったいどれほどの間、私はこの温もりから遠ざかっていたのだろうか。私を心配して焦ってくれるママも、優しい笑顔で寄り添ってくれるパパの顔も、すっかり忘れてしまっていた。

  　

  『好，妈妈来烤能让艾莉打起精神的美味饼干。』

  『よーし、ママ、アイリの元気が出るような美味しいクッキーを焼いちゃうわよ』

  　

  　这样啊，原来是这样，全都是梦啊。

  　そうか、そうなんだ、全部夢だったのか。

  　

  『爸爸之前买了新的绘本，和爸爸一起看吧。』

  『パパはこの前新しい絵本を買ってきたんだ。アイリも一緒に読もう』

  　

  　虽然非常非常漫长，但那全都是梦。一切都是幻影，像这样两人陪在我身边的现在才是现实。

  　とてもとても長かったけれど、アレは全部夢だったんだ。全ては幻に過ぎなくて、こうして二人が一緒にいてくれる今が現実なんだ。

  　

  　太好了。啊啊，真的太好了。

  　よかった。あぁ、本当によかった。

  　

  　被注射器抽血抽到身体不舒服，被关进无声的房间到脑袋出问题，耳朵流血的药、眼睛看不见好几个小时的药丸，以及说是为了能力觉醒而差点被电击破坏大脑的事——全都是假的。

  　気分が悪くなる程に何度も注射器で血液を抜かれたのも、頭がおかしくなるような無音の部屋に閉じ込められたのも、耳から血が出てくる薬も何時間も目が見えなくなる錠剤も、能力覚醒の為だなんだと言って電撃で脳を破壊されかけたことも──全部全部ウソだった。

  　

  　菲莉斯这个不幸的女孩不存在，女儿被杀的狱卒先生不存在，全都是我的妄想。

  　フィリスなんて不幸な女の子はいなかった。娘を殺された看守さんなんていなかった。全ては私の妄想だった。

  　

  『过来，艾莉。』

  『おいで、アイリ』

  　

  　爸爸。我可以尽情撒娇吗？

  　パパ。いっぱい甘えてもいいのかな。

  　

  『那当然。啊，你看，妈妈的饼干烤好了，一起吃吧。』

  『当たり前じゃないか。あっほら、ママのクッキーが焼けたぞぅ。一緒に食べよ』

  　

  　嗯。嗯，吃吧。妈妈做的点心每一种都很好吃，不过饼干是她最拿手的。

  　うん。うん、食べよう。ママの作ってくれるお菓子はどれも美味しいけど、クッキーが一番得意なんだよね。

  　

  『对呀……啊，下次艾莉也一起做吧。』

  『えぇそうよ。……あっ、今度はアイリも一緒に作りましょ』

  『我、我被排挤了吗？』

  『ぼ、僕はのけ者かい？』

  『因为你很笨拙，请你安分一点。』

  『あなたは不器用なんですから、大人しくしててくださーい』

  『怎么这样～』

  『そんなぁ』

  　

  　两人还是一样感情很好。看着他们，连我这边都跟着露出笑容，气氛很温暖。

  　相変わらず二人は仲良しさんだ。見ているとこっちまで笑顔になれるような、温かい雰囲気がそこにはある。

  　……好期待跟妈妈一起做饼干。

  　……ママと一緒にクッキー作るの、楽しみだな。

  　

  　

  　

  　

  『你、你们是什么人？』

  『な、何だ君たちは？』

  　

  　

  　爸爸？怎么了？

  　パパ？

  　

  『等、等一下，不要擅自进——呜咕！？』

  『ちょ、勝手に家に上がらな──うぐっ！？』

  　

  　爸爸、爸爸。

  　パパ、パパ。

  　

  『艾莉！快过来——呀啊！』

  『アイリ！　こっちに──きゃあっ！』

  　

  　妈妈。

  　ママ。

  　妈妈，怎么了？

  　どうしたの、ママ。

  　

  『咿！你、你打算把那孩子带走吗！？住手！』

  『い゛っ！　そ、その子を連れていくつもりか！？　やめろ！』

  　

  　为什么？

  　何で？

  　为什么那些家伙会在这里？

  　どうしてあいつらがここに？

  　

  『艾莉，快逃！快点跑到附近的派出所——』

  『逃げなさいアイリッ！　近所の交番まではしっ』

  　

  　

  　啊。

  　あっ。

  　

  　

  『……亲爱的？亲爱的！啊、不要！放开我！』

  『……あなた？　あなた！　ぁっ、やぁ！　離して！』

  　

  　

  　不、不要——

  　や、やめ

  　

  　

  『拜托不要对艾莉出手！至少放过那孩子！』

  『お願いアイリには何もしないで！　その子だけは』

  　

  　

  　

  　——血花飞溅。我的脸颊染成红色。

  　──血飛沫が舞った。私の頬を紅く染めた。

  　突然闯进家里的蒙面人毫不犹豫地残杀我的父母，又把我带走。

  　突然家に上がり込んできた覆面たちは、何の躊躇もなく両親を惨殺し、また私を連れ去っていった。

  　

  　

  　

  ★

  ★

  　

  　

  　

  　不是梦。那些全都是现实。我体验到的事情没有半点是幻影。

  　夢じゃなかった。アレは全て現実だった。私が体験したことは一片たりとも幻ではなかったのだ。

  　因为我全都记得。跟醒来就会忘记的梦不同，疼痛与痛苦都记得一清二楚。

  　だって、全部覚えているんだから。起きれば忘れてしまう夢なんかとは違って、痛みも苦しみも覚えているんだ。

  　

  　时间倒转了——世界重来了。

  　時間が巻き戻っている──世界がやり直されている。

  　

  　我是在承受不了父母死亡的打击，咬舌自尽的隔天早上发现这件事的。

  　それに気がついたのは、両親の死のショックに耐えられなくなって舌を噛み切って、自ら命を絶った次の日の朝のことだ。

  　

  　我又在自己房间的床上醒来。爸妈还是一样担心我，提议让我请假不去上学。

  　また自室のベッドの上で目を覚ました。相変わらずパパとママは心配してくれて、学校を休もうと提案してくれる。

  　

  　可是，那样不行。这一天，我待在家里的话，爸妈就会被来绑架我的组织的手下杀死。

  　でも、それじゃダメなんだ。この日、私が家にいると誘拐しに来た組織の手先によって二人は殺されてしまう。

  　那该怎么办才好？拜托警察吗？要怎么说？

  　じゃあどうすればいい？　警察に頼ればいいのか？　なんと言って？

  　

  『给我安分点。』

  『大人しくしろ』

  　

  　就算说些有的没的请求协助，邪恶组织也会在警察开始行动前先来。待在家里试图解决问题的话，爸妈一定会被杀。

  　あることないこと言って協力を仰いでも、警察の対応が始まるよりも先に悪の組織が訪れる。家に居ながら解決を図れば必ず両親が殺される。

  　

  　那么我一个人逃走就好吗？本来我应该是在放学途中遇袭，只要不被任何人发现，躲起来就好吗？

  　なら私が一人で逃げればいいのか。本来なら下校中に襲われるはずだから、誰にも見つからないようにどこかへ隠れればいいのか。

  　

  『给我安分点。』

  『大人しくしろ』

  　

  　对方是成人的集团组织，只是小学低年级小孩的我又能做什么？

  　相手は大人の集団組織なのに、小学校低学年の子供に過ぎない私に何ができるというんだ。

  　无论如何我都逃不了。

  　どうあっても逃げることなどできなかった。

  　第五次重来，我的心轻易地屈服了。

  　五回目のやり直しで、私の心は呆気なく折れたのだ。

  　

  『给我安分点。』

  『大人しくしろ』

  　

  　菲莉斯的存在也不是梦。胆小又爱哭的她，每次也一定比我晚被收容进这个实验设施。

  　フィリスの存在も夢ではなかった。怯えっぱなしで泣き虫な彼女も、毎回私より後にこの実験施設へ必ず収用される。

  　

  　没能拯救的少女。见死不救的挚友。看到她的脸，我的首要目标就从『自己的生存』变成『救出菲莉斯』。

  　助けられなかった少女。見殺しにしてしまった親友。その顔を見て私の第一目標は『自身の生存』ではなく『フィリスの救出』に変わった。

  　

  『你、你愿意代替我吗……？』

  『わ、わたしの代わりに……？』

  　

  　我决定替她接受一半的实验。这种小孩的任性意见不可能被接受，所以我事先听了守卫的往事引起他的同情，让他成为协助者后拜托他帮忙，没想到意见意外地轻易通过了。

  　彼女が受ける実験の半分を私が受け持つことにした。子供の我が儘でそんな意見が通ることはないので、予め看守の昔話を聞いて同情を誘い、彼を協力者にしてから進言を頼み込めば、意外にもあっさり意見は通った。

  　看来我似乎拥有比菲莉斯高出数倍的特殊资质，对方似乎认为我能够承受实验。

  　どうやら、私はフィリスの数倍特別な素質を持っているらしく、私ならば実験にも耐えられると踏んだらしい。

  　

  『艾莉……你没事吧……？』

  『アイリちゃん……大丈夫……？』

  　

  　虽然因为后遗症而卧床一天，或是暂时发不出声音，或是身体失去感觉，但只要看到菲莉斯的脸，我就能努力下去。

  　後遺症で一日中寝込んでしまったり、一時的に声が出なくなったり、体の感覚が無くなったりもしたが、フィリスの顔を見れば頑張れた。

  　死了就能重来。所以不能死，要和菲莉斯一起离开这里。

  　死ねば全てがやり直しになる。だから死なずに、フィリスと一緒に此処を出るんだ。

  　

  『不、不要这样，艾莉！已经够了！』

  『やっ、やめてアイリちゃん！　もういいから！』

  　

  　我要保护菲莉斯。这个世界的重来，一定是为了让我拯救菲莉斯而给我的机会。这次不会失败，我一定会成功。

  　私がフィリスを守る。きっとこの世界のやり直しは、私がフィリスを救うために与えられたチャンスなんだ。今度は失敗しない。必ず成功させてみせる。

  　

  　

  『咦？艾莉也要一起逃吧？』

  『え？　アイリちゃんも一緒に逃げるんだよね？』

  　

  　好了，你先走。

  　いいから、先に行って。

  　

  『……不、不要。』

  『……い、いや』

  　

  　不要任性。

  　我が儘を言わないで。

  　

  『不要！我不要和艾莉分开！』

  『やだよ！　わたしアイリちゃんと一緒じゃなきゃやだ！』

  　

  　连我的份一起活下去。

  　私の分まで生きて。

  　

  　

  　

  　

  　——几年后，我透过组织里的某个研究者，成功逃出了实验场。

  　──数年経った頃、私は組織のとある研究者の手によって実験場を脱出することが出来た。

  　虽然不清楚他的详细情况，但应该和那个守卫一样，是被迫加入组织的吧。

  　彼の詳しい事情は知らないが、あの看守と同じく嫌々組織に与していた人間だったのだろう。

  　

  　我逃啊逃，跑啊跑。明明没有任何家人或依靠，但还是不想再被抓回去，所以四处徘徊。

  　逃げて、逃げて、走って、走った。家族も誰もいなくて、なんの宛てもないのに、やっぱりまた捕まるのだけは嫌で彷徨した。

  　

  　然而，我的体力逐渐耗尽，最后倒在完全陌生的公园长椅上，衰弱得动弹不得。

  　だが次第に体力が無くなっていって、全く知らない公園のベンチに横たわり、衰弱したように動けなくって。

  　

  　

  　

  　

  　就在这时，我遇见了他。

  　そんな時だった。彼に出会ったのは。

  　

  　

  　

  　

  『喂、喂！你没事吧！？』

  『お、おい君！　大丈夫か！？』

  　

  　

  　

  　……你是谁？

  　……あなたは？

  　

  　

  　

  『咦？我？呃……我叫海夜莲斗，露惠学园二年级——啊，这些事之后再说！』

  『え、俺っ？　えっと……名前は海夜蓮斗。露恵学園の二年で──って、そんなの後で話すから！』

  　

  　

  　你为什么要救我？

  　どうして助けてくれるの？

  　

  　

  『为什么……我不能放着你不管吧！总之先叫救护车……！』

  『どうしてって……ほっとけないだろ！　とりあえず救急車を……！』

  　

  　

  　——被自称海夜莲斗的少年救了一命，我捡回一条命。虽然因为精神耗损，我的表情完全不会动，但我想，当时的我一定在心中啜泣着。

  　──海夜蓮斗と名乗る少年に助けられ、私は一命を取り留めた。摩耗した精神に影響して表情は全く動かなくなったが、きっとその時の私は心の中で咽び泣いていたと思う。

  　

  　别说健保卡了，连户籍都没有的我，害怕去医院，所以阻止了他叫救护车。要是牵扯到太多人，被组织发现的风险也会提高。

  　保険証はおろか戸籍すらない私は病院へ行くことを恐れ、救急車を呼ぶ彼の手を止めた。大勢の人間が関わればその分組織に見つかるリスクも高まる。　

  　

  　考虑到诸多因素，最后我决定在海夜莲斗——莲斗的家里躲藏。虽然觉得会把他卷进来，但莲斗坚持『别管那么多，拜托你了』，意志薄弱的我当然无法拒绝他的提议。

  　結局諸々の事情を考慮した結果、私は海夜蓮斗──蓮斗君の自宅で匿われることになった。彼を巻き込んでしまうと思ったが、蓮斗君は『いいから頼れ』の一点張りで、意志の弱い私が彼の提案を断れるはずもなく。

  　

  『你饿了吧？我准备点东西给你吃，等我一下。』

  『腹減ってるだろ？　何か用意するから待っててくれ』

  　

  　他请我吃热腾腾的食物，还提供我睡觉的地方。

  　温かい食事を振舞われ、寝床を与えてもらった。

  　

  『小春，你还有小时候的衣服吗？……对对对，把那些衣服拿给这女孩换上。』

  『小春、小さい頃の服まだ持ってるか？　……そうそう、この娘に着替え渡してやってくれ』

  　

  　他给了我人类穿的衣服，而不是破布，把我当成一个少女对待。

  　ボロボロの布切れではなく、人間が着る洋服を与えられて、一人の少女として扱われた。

  　

  『……咦？啊，不，你不用勉强自己说话。等你想说的时候再告诉我吧。』

  『……え？　あっ、いや、無理に話さなくてもいいからな？　君が話したくなったら、その時に聞かせてくれ』

  　

  　他没有追问我的事情，说可以照自己的步调来。

  　事情を詮索することもなく、自分のペースでいいと言ってくれた。

  　

  　那一天，以及隔天。

  　その日も、次の日も。

  　

  　即使过了一个星期，我什么都没做，只是寄人篱下，他依然用笑容对待我。

  　一週間経っても、私が何も生み出さずただ居候としてそこにいるだけでも、彼は笑顔で接してくれた。

  　『不用顾虑太多，把这里当成自己家吧。』他这么说，让我留在这里。

  　気を遣うことはない、自分の家だと思って過ごしてくれ。そんな言葉と共に、私をそこに置いてくれた。

  　

  　莲斗。莲斗。莲斗。

  　蓮斗君。蓮斗君。蓮斗くん。

  　

  　

  　

  　啊——这一定就是我的初恋吧。

  　あぁ──きっとこれが初恋だったのだろう。

  　

  　

  　

  『学长～！可爱的学妹阳菜来接你了哦～！』

  『せんぱーい！　可愛い後輩の陽菜ちゃんが迎えに来ましたよー！』

  　

  　即使他身旁有许多女孩子。

  　たとえ彼の傍に沢山の女の子がいても。

  　

  『莲斗，关于上次交战的敌人，可以跟你讨论一下吗？』

  『蓮斗。この前戦った敵の事なのだが、少しいいかな？』

  　

  　即使他有其他理解者，没有我介入的余地。

  　彼の理解者が他にいて、私の入る余地なんかなくっても。

  　

  『菲莉斯已经到街上去了！我也会帮忙，我们尽快找出阳菜吧！』

  『フィリスちゃんも既に街へ出ています！　私も協力しますから、一刻も早く陽菜ちゃんを見つけ出しましょう！』

  　

  　只要能躲在暗处守护着你，这样就够了。

  　ただ陰から、あなたを見守ることが出来るなら、それでいい。

  　

  　

  『阳菜！阳菜……！』

  『陽菜！　陽菜……っ！』

  『全哉……我好怕……呜呜。』

  『ぜんばい゛ぃ……怖かっだでずゥ……ひぐっ』

  　

  　

  　恭喜你，太好了。

  　おめでとう、良かったね。

  　

  　正因为连我这种人都忍不住对你伸出援手，我才会如此希望你得到幸福。

  　私みたいな人間ですら手を差し伸べてしまうあなただからこそ、こんなにも幸せを願ってしまうんだね。

  　如果你能获得幸福，我也像自己的事情一样开心——

  　あなたが幸せになれたのなら、私も自分の事のように嬉しい──

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  【确认抵达自由丘阳菜END，无异常。

  【自由ヶ丘陽菜エンド到達確認、異常なし。

  　第六轮开始。】

  　六周目を開始します】

  　

  　

  　

  　

  　

  ★

  ★

  　

  　

  　

  『——莉！艾莉！』

  『──ぃり！　アイリ！』

  　

  　为什么？

  　どうして？

  　

  『这家伙是214号，今后会跟你同房。好好相处吧。』

  『こいつは２１４番だ。お前とこれから同室なる。仲良くしてやれ』

  　

  　为什么回来了？我明明没有死。

  　何で戻った？　私は死んでいないのに。

  　这是骗人的。

  　嘘だ。こんなの。

  　

  『你有资质！你应该能撑过许多实验！』

  『素質がある！　君なら数多の実験にも耐えられそうだ！』

  　

  　又必须重来一次吗？必须再次亲身体验这种不把人当人看的地狱吗？

  　またやり直さなきゃいけないのか。この人を人として扱わない地獄を、もう一度身をもって味わわないと駄目なのか。

  　

  『我不要跟艾莉分开！』

  『わたしアイリちゃんと一緒じゃなきゃやだ！』

  　

  　开什么玩笑，开什么玩笑。

  　ふざけるな。ふざけるな。

  　不要，不要，不要不要不要不要。

  　やだ、やだ、やだやだやだやだ。

  　不要不要不要不要不要不要不要不要不要不要不要不要不要不要——

  　嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ──

  　

  　

  　救我。

  　助けて。

  　莲斗，救我，救救我。

  　蓮斗くん助けて。私を助けて。

  　

  　

  　

  『菲莉斯！我不会再让你孤单了……！』

  『フィリス！　もう一人になんてしないからな……！』

  『咿、呜……哇啊啊……！』

  『いっ、ひぐっ……わあぁ゛……っ！』

  　

  　

  　别让我孤单一人。

  　一人にしないで。

  　

  　

  【确认抵达菲莉斯・雷诺拉エンド，无异常。

  【フィリス・レイノーラエンド到達確認、異常なし。

  　第七轮开始。】

  　七周目を開始します】

  　

  　

  　

  『洛伊泽，你愿意和我一起走下去吗？』

  『俺と一緒に歩いてくれるか、ロイゼ』

  『！……好、好！和你一起的话，我……！』

  『っ！　……えぇ、えぇ！　貴方と一緒なら私は……！』

  　

  　

  　好痛，好痛苦。拜托看看我。

  　痛い。苦しい。お願いだからこっちを見て。

  　

  　

  【确认抵达高月洛伊泽尔エンド，无异常。

  【高月ロイゼールエンド到達確認、異常なし。

  　第八轮开始。】

  　八週目を開始します】

  　

  　

  　

  『就算是这样的我……你也愿意和我在一起吗？』

  『こんな私でも……君は一緒にいてくれるのか？』

  『和我第一个组队的人是文香吧，我比谁都相信你。』

  『俺と一番最初にチームを組んでくれたのは文香だろ。誰よりも信じてる』

  　

  　

  　莲斗，我就在这里哦。

  　蓮斗くん私はここにいるよ。

  　我在等你来救我。

  　貴方の助けを待っているよ。

  　像拯救其他人一样拯救我。

  　他のみんなみたいに私も救って。

  　让我待在你身边。

  　隣に置いて。

  　让我待在你身旁。

  　傍に居させて。

  　

  　救我、救我、救我！

  　助けて、助けて、助けて！

  　

  　

  【确认抵达藤堂文香エンド，无异常。

  【藤堂文香エンド到達確認、異常なし。

  　第九轮开始。】

  　九周目を開始します】

  　

  　

  　

  【确认抵达孤单一人エンド，无异常。

  【一人ぼっちエンド到達確認、異常なし

  　第十一轮开始。】

  　十一周目を開始します】

  　

  　

  　

  【确认抵达组织的玩具エンド，无异常。

  【組織の玩具エンド到達確認、異常なし

  　第十三轮开始。】

  　十三周目を開始します】

  　

  　

  【确认抵达后宫结局，无异常。

  【ハーレムエンド到達確認、異常なし

  　第十七轮开始。】

  　十七周目を開始します】

  　

  【确认抵达堕落结局。】

  【悪堕ちエンド到達確認】

  　

  【确认抵达丧失记忆结局。】

  【記憶喪失エンド到達確認】

  　

  【确认抵达精神崩溃结局。】

  【精神崩壊エンド到達確認】

  【确认抵达妹妹的咒缚结局。】

  【妹の呪縛エンド確認】

  【确认抵达杀死挚友结局。】

  【親友殺しエンド】

  【确认抵达同伴内哄结局。】

  【仲間割れエンド】

  【确认抵达失控结局。】

  【暴走エンド】

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  『莉亚，和我一起逃走吧。』

  『逃げよう、リア。俺と一緒に』

  　

  　

  　——和对眼前的死亡感到害怕，对小春见死不救的我一起？

  　──いいの？　目の前の死に怖気づいて、小春を見殺しにした私と？

  　

  　

  『你不是妹妹的替代品。莉亚就是莉亚。

  『妹の代わりなんかじゃない。リアはリアだ。

  　我想和你一起活下去。』

  　一緒に生きたいと思ったのがお前なんだ』

  　

  　

  　我不坚强。

  　私は強くない。

  　

  　

  『我会一直保护你。』

  『いつだって俺が守る』

  　

  　

  　我无法给予你什么。

  　何も与えられない。

  　

  　

  『你只要待在我身边就好。』

  『隣に居てくれればそれでいい』

  　

  　

  　连续杀人、人体实验、绑架监禁、恐怖行动主谋，组织犯下的这些罪行全都推到我身上。

  　連続殺人とか、人体実験とか、拉致監禁とか、テロの主犯とか、私は組織が行ったそれらの罪を全部被せられてる。

  　

  　只要和我在一起，必定会被追杀，没有地方可以安身。组织的余党也会追杀你，你将会背叛所有同伴。

  　一緒にいると必ず追われる。安息の地なんて何処にもない。組織の残党からも追われる。貴方は仲間全員を裏切ることにもなる。　

  　

  　即使如此，你也能说要和我一起逃走吗？

  　それでも？　私と一緒に逃げると、そう言えるの？

  　

  　

  『嗯，我的心意不会改变。就算全世界都与我为敌，我也想待在你身边。』

  『あぁ。気持ちは変わらない。たとえ世界の全てが敵になっても、俺はリアの傍にいたいんだ』

  　

  　

  　

  　——这句话让过去的一切都得到了回报。

  　──その言葉で、過去の全ては報われた。

  　

  　他选择了我。

  　彼は私を選んでくれた。

  　莲斗同学选择了我，而不是其他人。他选择了比其他未来都更加残酷且无可救药的道路。

  　他の誰かを選ぶ未来、そのどれよりも過酷で救いようのない道を、蓮斗くんは進んでくれた。　

  　他握住我的手，站在我身边。与全世界为敌，选择与我一起逃亡。

  　手を握って、隣に立って。世界の全てを相手取って、私との逃避行を選択してくれたのだ。

  　

  『莉亚，这样好吗？』

  『いいのか、リア？』

  　

  　事到如今还问什么。我的一切都是属于你的。

  　何を今更。私の全てはあなたのものだ。

  　

  『……谢谢。我会好好珍惜你的。』

  『……ありがとう。優しくするからな』

  　

  　好开心。能够与他在一起，这个事实让我开心得不得了。

  　嬉しい。彼と繋がることが出来る、その事実がたまらなく嬉しい。

  　他牵起我的手，将我紧紧抱在怀中，好温暖。

  　私の手を取って、深く抱き寄せてくれた腕の中が温かい。

  　无论是痛苦还是悲伤，我全都忘了。

  　辛いことも、悲しいことも、全て忘れられる。

  　

  『这里看起来是个不错的藏身之处。』

  『ここなんか隠れ家に良さそうだな』

  　

  　一起旅行的这段时间，全都是幸福的。

  　一緒に旅をするこの時間の全てが幸福だ。

  　明明全世界都在追杀我们，我的心情却十分愉快。

  　世界中から命を狙われているというのに、私の心は晴れやかだ。

  　

  『咦？啊……不是，她不是我妹妹——是、是我的妻子。』

  『え？　あぁ……いえ、妹ではなく──つ、妻です』

  　

  　他脸红了，真是可爱。准备的假名也太烂了，而且我们明明没有提交结婚申请书，我们是什么时候成为夫妻的？

  　赤くなって、可愛い人だ。用意した偽名も下手くそだし、婚姻届けなんて出してないのに、いつの間に私たちは夫婦になったの？

  　好爱他。只要与他在一起，世界的一切都变得耀眼而明亮。

  　愛おしい。この人と一緒にいると、世界の全てが眩く明るい。

  　

  『不过，今后也会有很多辛苦的事。』

  『ま、これからも色々と大変だけどさ』

  　

  　嗯。

  　うん。

  　只要与你在一起，我就能克服。

  　私も、あなたと一緒なら。

  　

  　

  『我们要一直在一起，快乐地生活下去——莉亚。』

  『ずっと隣り合わせで、楽しく生きていこうな──リア』

  　

  　

  　是啊。

  　そうだね。

  　一直、一直。

  　ずっと、ずっと。

  　今后也不会改变。

  　これからも変わることなく。

  　

  　我们要两个人一起生活一辈子。

  　一生、二人で生きていこう。

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  【确认抵达莉亚结局，无异常。

  【リアエンド到達確認、異常なし

  　——开始第十七轮游戏。】

  　──周目を開始します】

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「咦？」

  「え？」

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  ★

  ★

  　

  　

  　

  　

  　

  　啊。

  　あ。

  　

  　

  　啊啊啊啊。

  　あぁああ。

  　

  　

  　啊啊啊、啊啊啊啊啊啊啊、啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊。

  　あああ、ああぁぁっああぁ、あああああああああああ。

  　

  　

  　

  　

  　

  「————————————」

  「─────────────」

  　

  　

  　

  　

  　

  ★

  ★

  　

  　

  　

  　

  　

  【……？】

  【……？】

  　

  　

  【打扰了，黑野博士……哎呀，怎么了吗？】

  【お邪魔します黒野博士。……おや、どうかされましたか？】

  　

  【你是营运公司的……不，没什么大不了的。】

  【あなたは運営の……いえ、大したことでは】

  　

  【别这么说。死亡游戏的实行必须万无一失才行。】

  【そう言わずに。デスゲーム実行は万全を期さなければならないのですから】

  　

  【……虚拟世界的正常值有点偏差。

  【……仮想世界の正常値が少しズレてるんですよ。

  　而且每次重置世界，偏差就会越来越大。】

  　それもワールドのリセットをするたびにズレが大きくなってる】

  　

  【是Bug之类的吗？】

  【バグか何かでしょうか？】

  　

  　

  【详细情形还不清楚。不过说不定有某个程序因为故障而没有重置。】

  【詳しいことはまだ。ただもしかすると、動作不良でリセットされていない何かがあるのかもしれません】

  　

  　

  【有点令人不安呢。】

  【少し不安ですね】

  　

  【嗯，之后会分析并修正，所以没什么大问题。

  【ま、あとで解析して修正するので、大して問題ありませんよ。

  　只要没有来自外部的干涉。】

  　外部からの干渉さえなければね】

  　

  【你的意思是？】

  【というと？】

  　

  【请千万不要碰管理PC，就是这样。那我要小睡片刻了。】

  【くれぐれも管理PCには触れないで下さい、ということです。じゃ僕は仮眠するので】

  　

  　

  【……我是来提议以点数交换武器的系统。

  【……ポイントで武器交換ができるシステムを提案しに来たのだが。

  　没办法，改天吧。】

  　しょうがない、日を改めよう】

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  ★

  ★

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　不管做什么都不会结束。

  　何をしても終わらない。

  　

  　世界不允许我结束。

  　世界は私を許さない。

  　

  　我做了什么？只是希望普通的生活，是那么罪大恶极的事吗？

  　私が何をした？　ただ普通を望むことがそんなに罪深いことなのだろうか？

  　

  　想和某个人得到幸福。甚至不允许我死亡结束，这是为什么？

  　誰かとの幸せを得ることが。それどころか死んで終わらせることすら許されないのは、何故だ。

  　

  　就连有可能真正帮助我的人——莲斗同学，也无法抵抗世界的重置。

  　私を真に助けてくれる可能性のある人間──蓮斗くんですらも世界のやり直しには抗えない。

  　只有我被留下来。只有我记得一切。只有莉娅一次又一次地品尝同样的痛苦。

  　自分だけが取り残される。私だけが全て覚えてる。リアだけが同じ痛みを何度も味わう。

  　

  　我错了。

  　間違っている。

  　这种、这种。

  　こんな、こんな。

  　

  　

  　这种错误的世界——干脆毁掉算了。

  　こんな間違ってる世界なんて──壊れてしまえばいいのに。

  　

  　

  　

  　

  『听起来很有趣呢。』

  『面白そうだね、それ』

  　

  　

  　——不知从何处传来声音。

  　──どこからか声が聞こえる。

  　

  　

  『就由我阿卡西记录来赋予你力量吧。』

  『このアカシックレコードが力を与えようか』

  　

  　

  　脑中响起某人的声音。

  　頭の中で、誰かの声が響き渡る。

  　

  　

  『像你这样长久地「活着」，并且不断重复的智慧生命体，过去不曾存在过。』

  『君ほど”生”を永く過ごし、そして繰り返した知的生命体は過去にも存在しない』

  　

  　

  　蹲在牢里的我，听见了某人的声音。

  　牢の中で蹲る私に、誰かが語り掛けている。

  　

  　

  『脱离「普通」框架的你，有权利获得足以改变世界的力量。

  『”普通”という枠組みから逸脱した君には、世界を変えうる力を受け取る権利がある。

  　不过我先声明，就算我什么都不做，创造出这个世界的某人也会让你在不久后解脱。

  　けど先に言っておくとね、わたしが何もしなくても、この世界を生み出した者の手によって、君はそのうち楽になれる。

  　

  　『你将变回和大家一样的普通存在。』

  　みんなと同じ普通の存在に戻れる』

  　

  　

  　怎么办——

  　どうする──と。

  　

  　声音问道。

  　声は問う。

  　你希望破坏这个世界，反叛创造主吗？

  　この世界の破壊を、創造主への反逆を望むのか。

  　要和周围一样，成为被世界重置后，能够忘记一切的存在吗？

  　周囲と同じように、世界にリセットされて全てを忘れることの出来る存在になるか。

  　

  　要难看地抵抗吗？

  　無様に抗うのか。　

  　还是说，你希望心灵平静？

  　それとも心の平穏を望むのか。

  　

  　——现在就在这里，决定自己的生存方式吧。

  　今ここで、自らの生き方を決めろと、そう言っているのだ。

  　

  『你能够下定决心吗？』

  『決められるかい？』

  　

  　

  　——答案早就决定了。

  　──もう決まっている。

  　我要反抗。反抗这个世界。

  　私は抗う。この世界に抵抗する。

  　

  　

  『为什么？只会痛苦而已吧？』

  『どうして？　辛いだけだろう？』

  　

  　即便如此，就算选择这条路，结果会比现在更痛苦。

  　だとしても。たとえこの道を選んで、今まで以上に苦しむ結果になったとしても。

  　

  　我不想忘记。不想否定至今为止拼命活下来的自己。

  　忘れたくない。これまで必死に生きてきた自分を否定したくない。

  　和我一起被幽禁的少女的记忆，被邪恶折磨的痛苦，和温柔的少年一起追求的幸福——这一切构成了现在的我。

  　共に幽閉された少女との記憶も、悪に嬲られ耐え続けた苦しみも、心優しい少年と追い求めた幸せも──全てが今の私を形作っている。

  　

  　遗忘之后，真正的自己就不存在了。正因为记得喜悦和痛苦，我才是艾莉儿。

  　忘却した先に本当の自分はいない。喜びも苦痛も、全てを覚えているからこそ、私はアイリールなのだ。

  　

  　

  　即便这条路的尽头是得不到回报的结局。

  　この道の最後が報われない結末だったとしても。

  　

  　直到我的精神粉碎的那一天，我都会难看地继续抵抗。

  　私の精神が砕け散るその日まで、無様にみっともなく抗い続ける。

  　这才是我最好的选择。

  　それこそが、私の最良の選択だ。

  　

  　

  『你一个人一定赢不了。』

  『君一人ではきっと勝てない』

  　

  　

  　即使如此也无所谓。别啰啰嗦嗦的，如果想给我力量就快点给我。

  　それでも構わない。ごちゃごちゃ言っていないで、力を寄越すつもりなら早く寄越せ。

  　

  『看来你的意志很坚定呢。我知道了。

  『意志は固いようだね、分かったよ。

  　『觉醒后就能扭曲世界，我就把那股力量的一小部分交给你吧。』

  　覚醒すれば世界を歪められる、その力の一欠片を君に渡そう』

  　

  　

  『——相对的。』

  『──その代わり』

  　

  　

  　让我见识有趣的东西吧——最后留下这句话，神秘的声音就消失了。

  　面白いものを見せてね──その言葉を最後に、謎の声は聞こえなくなった。　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　我再次重复。

  　まだ、繰り返す。

  　世界不断重置。

  　世界は繰り返される。

  　每次重置，我的精神都会被消磨。

  　そのたびに精神は摩耗していく。

  　

  　和神秘声音的对话内容也逐渐变得模糊。

  　謎の声と交わした会話の内容も次第に朧げになってくる。

  　只有「你一个人一定赢不了」这句话，带着现实感。

  　私一人ではきっと勝てないという、あの言葉だけが現実味を帯びてくる。

  　

  　没有其他伙伴。没有真正能拯救我的人。

  　他に仲間はいない。私を真の意味で救いだしてくれるような人物なんて何処にもいない。

  　

  　

  　即便如此，我依然继续抵抗。因为我和菲莉斯约好了，要救她出去。因为就算父母被杀、户籍被抹消、名字被改成莉亚，感情变得淡薄、脸部肌肉变得无法活动，我也必须只看着前方继续前进。

  　それでも私は抗った。フィリスと約束を交わし、彼女を救い出し、両親が殺され戸籍が消え名前がリアになっても、感情が薄れて顔の筋肉が動かなくなっても、前だけを見て進み続けなきゃいけないから。

  　

  　

  　

  　但是，我的内心已经没有一丝余裕。

  　だけど、私の心には、もう余裕なんて欠片も残されていない。

  　

  　

  　

  　……啊啊，怎么办。

  　……あぁ、どうしよう。

  　

  　这到底是第几次了。

  　これはいったい何回目なんだ。

  　

  　再这样下去我会输。

  　このままでは負けてしまいそうだ。

  　

  　感情和心灵真的会消失。

  　本当に感情が、心が消えてしまいそうだ。

  　

  　脑袋一片空白，自我意识会被抹消。

  　頭の中が茫々としていて、このままでは自意識が刈り取られてしまう。

  　

  　

  　我会失去自我，失去艾莉儿，失去让我成为我的东西——

  　わたしを、アイリールを、自分を自分たらしめる何かを失ってしまう───

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  『啊啊，好啊，我就做给你看。』

  『あぁ、いいよ、やってやろーじゃねぇか』

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　——？

  　──？

  　

  　

  　

  　

  　

  『就算是高难度的粪GAME，我也绝对会通关。』

  『高難易度のクソハードモードだろうが絶対にクリアして見せる』

  　

  　

  　

  　

  　——有人在操纵我的身体。

  　私の体を──誰かが動かしている。

  　

  　

  　

  　

  　

  『哼，你就趁现在享受共通路线特有的和平吧。

  『ふん、今のうちに共通ルート特有の平和を謳歌しているがいい。

  　海夜莲斗前进的主要路线不是别人，就是我。』

  　海夜蓮斗が進むメインルートは他でも無い、俺だ』

  　

  　

  　

  　

  　

  　不认识的某个人，在心中大喊。

  　知らない誰かが、心の中で叫んでいる。

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  『首先，我要破坏你的后宫！！』

  『まずはお前のハーレム俺がぶっ壊してやるぁ！！』

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　你是……

  　あなたは。

  　

  　

  　你是谁？

  　あなたは、だれ？

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　　★　　★　　★　　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　我感觉到自己的精神完全崩溃了。

  　精神が完全に壊れてしまうと感じていた。

  　

  　我再也无法忍耐，以为自己会从艾莉儿变成一具名为「莉亚」的人偶。

  　私はもう耐えられなくて、アイリールからただの『リア』という人形になってしまうのだと、そう思っていた。

  　

  　

  　但是，我的心灵保住了。

  　けど、私の心は保たれた。

  　在精神崩溃的前一刻，一个不知名的神秘人物进入我的体内，开始操纵我的身体。

  　精神が崩れ去るその一瞬前に、名前も知らない謎の誰かが私の中に入ってきて、私の体を動かし始めたのだ。

  　

  　

  【请在5分钟内完成任务】

  【５分以内にミッションを達成してください】

  　

  『你太严格了吧？要在5分钟内逃离那个肌肉大姐，对她性骚扰？』

  『お前厳しすぎない？　５分以内にあのマッチョおねぇから逃げてセクハラしろと？』

  　

  　

  　那个人在心中抱怨，但还是亲手拯救了至今从未得救的海夜小春。

  　その人は心の中でぶつくさ文句を言いながら、それでも今まで一度だって救われることのなかった海夜小春をその手で助けだして見せた。

  　

  【剩余10秒】

  【残り１０秒です】

  　

  『等一下！太快了吧！？呜，被胸部浪费太多时间了吗……！』

  『待って！　早くない！？　くっ、おっぱいに時間を取られすぎたか……！』

  　

  　……被自称死亡游戏营运者的某人耍得团团转。

  　……デスゲーム運営を名乗る何者かに振り回されながら。

  　

  　

  『啊哇哇，不要脱内衣，住手——』

  『あわわっ、下着脱がすなっ、やめ───』

  　

  　

  　然后被因为敌人能力而发情的莲斗夺走处女，但故事还是往好的方向发展。

  　そして敵の能力で発情した蓮斗くんに処女を奪われつつ、結果的に良い方向へと物語を進ませた。

  　

  　那个人若无其事地……不，或许相当拼命地，完成了我做不到的事。

  　私には出来なかったことを平然と……いや割と必死だったかもしれないけど、やってのけたのだ。

  　

  　我早就习惯破瓜的疼痛，被莲斗袭击时，比起性行为，我更关心代替我成为「莉亚」的这个人。

  　破瓜の痛みなんて慣れてしまっていた私は、蓮斗くんに襲われている時は性行為云々よりも、私に代わって”リア”をやっているこの人への関心が強くなっていた。

  　

  　逃出组织的第二天就失去处女之身，连我自己都吓了一跳。毫无疑问，这是最快失去处女之身的纪录。我甚至忘记莲斗身上有淫纹的事，沉迷于游戏之中，这个人或许有被（性）袭击的才能，我可没有。

  　組織から逃げ出して二日目で処女を失うなんて驚いた。私でもなかったことだし、間違いなくこれが最速の処女喪失だ。蓮斗くんに淫紋が付けられてることも忘れてゲームをしていたし、この人は(性的に)襲われる才能があるのかもしれない。私にはないものだ。

  　

  　最重要的是，至今为止在所有重置的世界线中，都没有人成功救出海夜小春。就连莲斗也不可能救出她。

  　なにより海夜小春の救出は今までリセットされたどの世界線でも成しえなかった偉業だ。彼女を助けることは、あの蓮斗くんですら不可能だった。

  　

  『呜呜……』

  『くすん、くすん……』

  　

  　被莲斗袭击的打击，让她第二天哭个不停。

  　蓮斗くんに襲われたショックで、翌日はポロポロ泣いていたけれど。

  　

  【没事的！有我在……！】

  【だいじょうぶっ！　私が付いてるからね……！】

  　

  『好温暖……茶和小春的心都好温暖……』

  『あったけぇ……お茶も小春ちゃんの心もあったけぇよぉ……』

  　

  　这时我才知道，操纵我的身体的这个人很好骗。

  　この時分かった事だが、私の体を動かしているこの人は随分とチョロい人だった。

  　

  　

  ★

  ★

  　

  　

  　

  　之后，他势如破竹地继续前进。

  　そこから彼は怒涛の快進撃を続けていった。

  　首先，他与莲斗没逮到的，造成淫纹的伪娘怪人对峙。

  　まずは蓮斗くんが取り逃がした、淫紋の原因であるオカマ怪人と対峙して。

  　

  『对不起！！请给我内裤！！一点点就好！真的只要一点点就好！！』

  『ごめんなさい！！　パンツをください！！　ちょっとだけ！　ほんとにちょっとだけだから！！』

  　

  　他夺走满脸通红、试图抵抗的高月洛伊泽尔的内裤，将内裤变成强大的武器，击败了人妖怪人。

  　赤面して抵抗する高月ロイゼールの下着を奪い取って、それを強そうな武器に変えてオカマ怪人をやっつけた。

  　

  　不仅如此，他甚至紧紧抱住因强奸罪恶感而变得不稳定的朋友，轻易地笼络了他。认识三天就让他迷恋上自己的莉亚，从今以后也只会有这么一个人。

  　それだけではなく、強姦した罪の意識で不安定になっていた蓮斗くんを抱きしめて、あっさり彼を篭絡してしまうという力業まで披露してみせた。出会って三日で彼を惚れさせたリアは後にも先にもこの人だけである。

  　

  　他的行动的确几乎都是死亡游戏的营运方所给予的选项。

  　確かに彼の行動のほとんどは、デスゲームの運営によって提示された選択肢によるもの。

  　

  　然而，选项中也准备了逃走的选项。尽管如此，他却并未选择逃走，而是选择帮助眼前的人们。选择的人正是他。

  　しかしながら、選択肢には逃げる選択も用意されていた。それでも逃げることなく目の前の人々を助ける選択肢を取ったのは、他でもない彼だった。

  　

  『必须快点救出雷诺拉，买珍珠奶茶和她和好呢！』

  『さっさとレイノーラを助けてタピオカ奢って仲直りしないとな！』

  　

  　我认为行动力的化身指的就是他。

  　行動力の化身、とは彼の事を言うのだと思う。

  　他与总是犹豫不决、畏畏缩缩而无法行动的我不同，即使犹豫害怕，也会采取行动。

  　いつも迷って怯えて動けなくなる私と違って、彼は迷っても怯えてもとにかく動くのだ。

  　

  『我答应你回去后会请你喝珍珠奶茶，所以别哭了……！』

  『帰ったらタピオカ奢るって約束するから、泣き止んでくれ……！』

  　

  　他甚至在不知不觉间拯救了我的挚友・菲莉斯。

  　いつの間にか私の親友であるフィリスまで救って。

  　

  　他竟然搬出打勾勾的约定，让她回想起我与菲莉斯过去的约定，尽管纯属偶然，却成功地拯救了菲莉斯的心。

  　あろうことか指切りの約束を持ち出して、私とフィリスの過去の約束を彼女に想起させ、偶然ではあるものの結果的にフィリスの心をも救って見せた。

  　

  　这之中也包含了他原本的温柔与经验，所以并非全属偶然。看来他平时对待自己弟弟的方式，似乎奏效了。

  　そこには彼本来の優しさや経験も影響しているため、全てが偶然というわけではない。どうやらこの時は、彼がいつも自分の弟にしていた接し方が功を奏していたらしい。

  　

  　总而言之，他以莉亚的身份拯救了菲莉斯，这也是我所做不到的事。

  　とにかく、彼はリアとしてフィリスを救った。それも私には出来なかったことだ。

  　

  『欸……嘿嘿嘿♡对不起哦，莲斗♡』

  『えっ……えへへっ♡　ごめんね蓮斗っ♡』

  　

  　之后，她一如往常地输给人妖的淫纹，榨干了莲斗同学，但此时我的注意力已经完全放在他一个人身上了。

  　その後はいつもの調子でオカマの淫紋に負けて蓮斗くんを絞りつくしていたものの、この時既に私の関心はすべて彼一人だけに注がれていた。

  　

  　

  　他很强，非常强。他用我这无力又面无表情、无法正常运作的身体，顺利地在这个世界生存下去。

  　彼は強い。とても強い。非力で無表情で、まともな人間として機能しない私の体で、 この世界を上手く立ち回っている。

  　

  　他不仅会打倒敌人，也拥有吸引他人的魅力。

  　敵を倒すだけじゃなく、人を引き付ける魅力が彼にはあった。

  　

  　虽然他用『无可奈何』、『为了让自己活下来』等话语掩饰自己的行为，但他的本性毫无疑问地是善良的。

  　『仕方なく』とか『俺が生き残るため』なんて言葉で取り繕って行動している彼だが、その実彼の人柄は間違いなく善性でしかなくて。

  　

  　他的身影，正是我试图在菲莉斯面前表现的理想。

  　その姿は、私がフィリスの前でそうあろうとした理想そのものだった。

  　

  　

  　没错。

  　そうだ。

  　我在不知不觉间——对他抱持着憧憬。

  　私はいつのまにか──彼に憧れを抱いていたのだ。

  　

  　

  『现在不救妹妹，还算什么姐姐。我会全部帮你搞定的！』

  『ここで妹を助けずして何がお姉ちゃんだ。俺が全部なんとかしてやらぁ！』

  　

  　他将因为怪人的策略而被周围的人遗忘的自由丘阳菜，以另一个姐姐的身份拯救出来，这次又只靠平底锅和自己的身体就击败了怪人，立下了战功。

  　彼は怪人の策略によって周囲から認識されなくなった自由ヶ丘陽菜を、もう一人の姉になって救い出し、今度はフライパンとその身一つで怪人を撃破するなどの戦果も挙げた。

  　

  　虽然背后有观众们的支援——

  　その裏には視聴者たちのサポートがあったものの──

  　

  【无名氏584：他很擅长临机应变哦，可别小看我们家的莉亚。】

  【名無し584：アドリブは得意なんだぞ　うちのリアちゃん舐めんなよ】

  　

  　在收到指示前就挥舞平底锅，将怪人逼入绝境的，正是他本人。身体轻盈和状况判断能力高超，正是他的强项。

  　指示される前にフライパンを振りかざして、怪人を追い詰めたのは、他でもない彼自身。フィジカルの軽さや状況判断能力の高さは正しく彼の強みだ。

  　

  『你等着，藤堂。我马上把那些家伙全都送进地狱，然后去救你老爸。』

  『待ってろよ藤堂。すぐにそいつら全員あの世に送って、親父さん助けてやるからな』

  　

  　他甚至拥有无敌的力量，救出了藤堂文香，亲手拯救了所有本该被莲斗同学拯救的女孩子。

  　さらに無敵の力を持って藤堂文香をも救い出し、彼は蓮斗くんに救われるはずだった女の子たち全員を自らの手で救ってしまった。

  　

  　即使面临各种各样的障碍，他也一定会拉拢周围的人，漂亮地跨越危机。

  　様々な障害に直面しても、必ず周囲の誰かを味方につけて、ものの見事に危機を乗り越えてみせる。

  　他和我不同，不会舍弃任何人，一个都不放过，正是适合被称为英雄的人。

  　私と違って誰も切り捨てず、一人残らず助けてしまう、まさにヒーローと呼ぶに相応しい人間。

  　

  　

  　——虽然他在我认识的人当中是最强的，但果然并非完美无缺。

  　──そんな、私の知る人間の中で誰よりも強い彼だったが、やはり完全無欠というわけではなくて。

  　

  　

  【你现在一定在胡思乱想吧。】

  【今ゴチャゴチャと余計なこと考えてるでしょ】

  　

  　他被创造这个世界的库洛诺所擒，被逼到了绝境。

  　この世界を創造したクロノという人物に捕縛され、彼は追い詰められてしまって。

  　

  【从今以后，你就是我的活祭品，只能在我身边呼吸。】

  【きみはこれから人柱として、僕の傍で息をするだけの人生を送るんだ】

  　

  　库洛诺接二连三地告诉他身体的真相和通关游戏的代价，这成为了精神上的攻击，使他失去了内心的从容。

  　畳みかけるように自分の体の真実とゲームクリアの代償を告げられ、それが精神的な攻撃になってしまった彼は心の余裕を失くした。

  　

  　他陷入了前所未有的困境，周围只有敌人，没有人可以依靠。就这样成为库洛诺的人质，是显而易见的事情。

  　今までにない程の窮地に立たされた彼だったが、周囲には敵以外誰もいない。誰にも頼れない。このままクロノの人質になるのは火を見るよりも明らかだった。

  　

  　无论遇到什么困难都能克服的他，真的变得无能为力了。

  　どんな困難も乗り越えてきた彼が、本当にどうしようもなくなっている。

  　他失去了退路，精神上被逼到绝境，眼角浮现出泪水。

  　逃げ道を失くし、精神的に追い詰められ、目尻に涙を浮かばせている。

  　

  　

  　——我到底在做什么？

  　──私は何をしているんだ。

  　

  　

  　在这种情况下，只有我能行动。那么，我必须帮助他。

  　この状況で動けるのは私しかいない。ならば私が彼を助けなければいけないのではないか。

  　

  　没错，不能只是依赖他。他确实是个坚强的人，但并不是没有弱点的豪杰或英雄，只是个稍微能逞强的普通人。他没有道理能忍受这个世界的不合理。他和我一样，只是拼命地向前迈进，直到自己的极限来临。

  　そうだ、頼るだけではダメなんだ。彼は確かに強い人だが、弱点無しの豪傑や英雄の類ではなく、あくまで少し無茶が出来るだけの一般人なんだ。彼だけがこの世界の不条理に耐えられるなんて道理はない。私と同じく、自分の限界が訪れるまで、ただ必死に前へ進もうとしているだけなのだ。

  　

  　如果他需要帮助——我必须帮助他。

  　彼に助けが必要なら──私が助けなきゃ。

  　

  　

  【莉亚！你没事吧！？】

  【リア！　無事か！？】

  　

  　

  　我使用了在邪恶组织的实验中获得的幽体脱离能力，离开他的身边，和在远处寻找莉娅的莲斗同学接触，把他带到这里。

  　悪の組織の実験によって得た能力である幽体離脱を使用し、彼から離れた私は遠い場所でリアを探していた蓮斗くんに接触し、彼をここまで導いた。

  　

  　我能做的，顶多就是求救。之后就交给这个世界的主角莲斗同学吧。

  　私にできるのは、せいぜい助けを呼ぶことくらい。あとはこの世界の物語の主人公である蓮斗くんに任せてしまえばいい。

  　

  　

  【喂，莉亚，你的脸好红啊。你在害羞吗？】

  【おいリア、顔赤いぞ。照れてるのか？】

  　

  『什、什么？我才没有害羞……！你少臭美了，笨蛋。』

  『は、はぁ？　別に、照れてないし……！　自惚れんな、バカ』

  　

  　

  　你看，他救了我。和我那时一样救了我。就像那时的我一样，他被莉娅的魅力所俘虏。

  　ほら、助けてくれた。私の時と同じように救ってくれた。あの時の私のように、彼までもその魅力で堕としてしまった。

  　

  　

  　好相似。

  　似ている。

  　我和他非常相似。

  　私と彼はとても似ている。

  　用尽全力抵抗，然后失败，最后被莲斗同学所拯救。

  　非力なりに必死に抗って、敗北して、その先で蓮斗くんに救われて。

  　

  　

  　要说不同之处，就是强与弱。

  　違いと言えば、強いか弱いか。

  　他很强，而我很弱。他成功夺回了胜利，而我只能品尝失败的滋味。

  　彼は強くて、私は弱い。彼は勝利を取り戻すことが出来て、私は敗北を味わうことしかできない。

  　

  　明明很相似，却有着决定性的不同。

  　似ているのに、決定的に違う。

  　

  　这个差异更加凸显了他，也更加激发了我心中沉睡的羡慕之情。

  　その差異は彼をより鮮烈に引き立て、私の中に眠る羨望を更に掻き立てた。

  　

  　

  　……所以，我再也忍不住了。

  　……だから、我慢が出来なくなって。

  　

  　

  「晚安。」

  「こんばんはっ」

  　

  　

  　我想直接和他说话。

  　直接話をしたくなった。

  　我也想加入他们。

  　私も仲間に入れて欲しくなってしまったのだ。

  　

  『……晚、晚安……？』

  『……こ、こんばんは……？』

  　

  　他苦笑着回答。我以和自己相同模样的幽灵姿态出现在他面前，向他提议，我愿意助他一臂之力。

  　苦笑いをしながら返事をしてくれた。自分と同じ姿の幽霊として彼の目の前に姿を現して、あなたに力を貸すと私は提案した。

  　

  　为了说服知道莉娅体内并不是自己的菲莉斯——我以此为借口，尝试和他进行我期待已久的对话。

  　リアの中身が私ではないことを知ったフィリスを説得するため──という建前を盾にしながら、待ち望んでいた彼との会話を試みた。

  　然后，我得知了重要的事情。

  　そして、大切なことを知った。

  　

  　

  　夜。

  　夜。

  　

  　美咲，夜。

  　美咲、夜。

  　

  　那就是他的名字。

  　それが彼の名前。

  　

  　

  　因为他认识了我，所以我能稍微读取他的记忆，因此知道了他的名字。除了死亡游戏的玩家之外，在这个世界生活的人们中，只有我知道他真正的名字。

  　彼が私を認識してくれたから、少しだけ記憶を読むことが出来た。だから名前を知れた。デスゲームのプレイヤーを除いて、この世界に生きる人間たちの中で、私だけが彼の本当の名前を知った。

  　

  　夜、夜、夜。

  　夜、夜、夜。

  　

  　我无数次在心中重复他的名字，以免忘记。

  　何度も何度も、忘れないよう心の中で彼の名前を反駁する。

  　

  　他和莲斗同学不同，他没有救我，而是代替了我。

  　蓮斗くんとは違い、救ってくれたのではなく、代わってくれた。

  　他代替我，承受了我的痛苦。

  　私の代わりに、私の痛みを引き受けてくれた。

  　他成为了我，成为了莉娅，以莉娅的身份和这个世界战斗。

  　私になってくれた。リアになってくれた。リアとしてこの世界と戦ってくれた。

  　

  　

  『这里就相信海夜吧。只要她努力，一定能克服淫纹的！』

  『ここは海夜を信じてやろう。あいつが頑張ればきっと淫紋も乗り越えられる筈だ！』

  　

  「如果莲斗同学失控的话，困扰的是你吧？

  「蓮斗くんが暴走したら、困るのキミでしょ。

  　看他的样子，今晚就是极限了，所以让我来吧。」

  　あの様子だと今夜が限界っぽい、なので私がやります」

  　

  『哈啊！？』

  『ハァァッ！？』

  　

  　

  　所以，我要推他一把。

  　だから、私は彼の後押しをしよう。

  　

  　和从小就是实验动物的我不同，他是普通的人类。

  　幼い頃から実験動物だった私と違って、彼は普通の人間。

  　

  　而且正因为他是变成女性身体的男孩子，所以有时也会感到胆怯吧。

  　そして女の体になった男の子だからこそ、気後れすることもあるだろう。

  　

  　夜为我做了我做不到的事。

  　私にできないことを、夜はやってくれた。

  　那么，我就应该负责他不擅长的事。

  　ならば私は、彼が苦手とすることを担当するべきだ。

  　

  　我并不是第一次为莲斗同学服务。如果有什么我能代替他做的事，不管是色色的事还是其他事，我都会去做。

  　蓮斗くんに奉仕することなんて、初めてではないし。彼に代わって私にできることがあるなら、えっちなことだって、何だってやる。

  　

  　至今为止，我从未见过如此充满希望的世界。他的存在照亮了我的心。

  　ここまで希望が見えた世界は今までになかった。彼の存在が、私の心を照らしてくれた。

  　所以，交给我吧。为了你，我什么都愿意做。

  　だから、任せて。あなたの為だったら、私はどんなことでもやる。

  　

  「夜，抓紧了。」

  「夜、しっかり掴まってて」

  　

  　我甚至能载着他飞翔。

  　彼を乗せて飛ぶことだってできる。

  　为了保护夜，即使身体发出悲鸣，我也能勉强自己。

  　夜を守るためなら、体が悲鳴を上げたって無茶できる。

  　不管对手是创造神还是最终头目，我都会正面反抗。

  　相手が創造神だろうがラスボスだろうが、真っ向から抗ってやる。

  　

  『真厉害啊，瞬间移动星！』

  『すごいぞワープスター！』

  　

  「我不是交通工具——」

  「私は乗り物じゃ──」

  　

  　啊啊，好开心。

  　あぁ、嬉しい。

  　被他夸奖好开心。本应死去的表情绽放出笑容。

  　彼に褒められると嬉しい。死んだはずの表情が綻ぶ。

  　我打从心底感受到，自己也能确实地帮助夜。

  　私もちゃんと夜の助けになることが出来ているのだと、心から実感できる。

  　

  　　

  　

  　——呐，夜。

  　──ねぇ、夜。

  　

  　

  　

  『莲斗他……』

  『蓮斗の、ことが……』

  　

  　

  　我啊。

  　私はね。

  　

  　

  『可以哦。小春，你这样很难受吧。』

  『していいよ。小春、そのままだと辛いでしょ』

  　

  　

  　喜欢你。

  　あなたのことが好き。

  　

  　

  『谢谢大家来为我们送行。』

  『みんな、私たちのこと見送りに来てくれて、ありがとう』

  　

  　

  　我想大家一定都开始喜欢你了。

  　きっと皆があなたの事を好きになっていると思う。

  　即使如此，我还是比大家更喜欢你。

  　それでも、それよりもっと私の方が好き。

  　

  　

  『谢谢你，莲斗。』

  『ありがとう、蓮斗』

  　

  　

  　我一定比任何人都喜欢你。

  　きっと誰よりもあなたのことが好き。

  　

  　

  　是你结束了我的永恒。

  　私の永遠を終わらせてくれた。

  　

  　你让我从窒息般的痛苦中解放。

  　息が詰まるような苦しみから解放してくれた。

  　

  　你开拓了封闭阴暗的世界，让我找到活下去的希望。

  　暗く閉じた世界を切り拓いて、生きる希望を見出させてくれた。

  　

  　

  　这样的你，我——

  　そんなあなたを、私は──

  　

  　

  『莲斗说得没错，这是最后一次了。』

  『蓮斗の言う通り、これが最後』

  　

  　

  　啊啊，你要走了。你要走遍这个世界，回到原本的栖身之处。

  　あぁ、行ってしまう。この世界を踏破して、元の居場所へ帰ってしまう。

  　

  　不要。我不要。我想和你在一起。

  　やだ。いやだよ。もっと一緒にいたい。

  　虽然你改变了我的世界，把我从无限循环的恶梦中拯救出来，但我已经无法想象没有你的日子。

  　私の世界を変えて、無限に繰り返す悪夢から救ってくれたけれど、もうあなたのいない私なんて考えられない。

  　

  　不是恋人也没关系。

  　恋人じゃなくていい。

  　我也不奢望成为你的好友。

  　親友なんて高尚なものも望まない。

  　事到如今，就算不是朋友也没关系。

  　この際、友達でなくたって構わないから。

  　

  　什么都好——让我待在你身边。让我和你在一起。你不必爱我，不必喜欢我，只要让我待在你身边就好。

  　何でもいい──私を隣に置いて。あなたと一緒にいさせて。愛さなくていいから、好きになってくれなくてもいいから、ただ傍に居させて。

  　

  　你是我心中的光。

  　あなたは私にとっての光なんだ。

  　

  　

  　

  「再见了，夜。」

  「またね、夜」

  　

  　

  　

  　我忍不住自言自语。无视即将离开虚拟世界的夜，我开口道别。我将愿望、肮脏的欲望化为言语，向她倾诉。

  　我慢できなくて、勝手に呟いた。仮想世界から去り行く夜の心を無視して、また会おうと口にした。願望を、汚い欲望を言葉にしてぶつけた。

  　

  　不过，这就是我的真心话。

  　でも、それが私の本心だ。

  　如果这是无法实现的梦想，如果世界的高墙阻挡在我和他之间。

  　叶わない夢なら、私と彼を世界の壁が阻むなら。

  　

  　

  　这个世界最好毁灭算了。

  　こんな世界は壊れてしまえばいい。

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　——我这么心想。

  　──だなんて。

  　

  　

  　我竟然会产生这种恶心的感情。

  　そんな気持ち悪い感情を抱いてしまったこと自体が。

  　

  　

  　事到如今，我终于理解自己做错了。

  　きっと間違いだったのだろうと、今になってようやく理解したのだった。

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「……？」

  「……？」

  　

  　

  　我突然清醒过来。刺眼的光芒将视野染成橘黄色，明亮的光线让我感到厌烦，我勉强睁开如铅般沉重的眼皮。

  　唐突に覚醒する。眩しい光が視界をオレンジ色に染め、明るさを鬱陶しく感じた私は、鉛のように重い瞼を何とか上げた。

  　

  　我从身体的感觉察觉到，自己似乎是仰躺在地上。

  　体の感覚で察する。どうやら私は仰向けに寝かされていたらしい。

  　

  「哎呀，你醒啦。」

  「おや、お目覚めかな」

  　

  　映入眼帘的是纯白的空间，撼动耳膜的是机械般的声音。

  　視界に映ったのは真っ白な空間。鼓膜を揺らしたのは機械染みた声音。

  　

  　我用手背揉着眼睛，坐起上半身，用模糊的双眼环顾四周，发现眼前有张西式的圆桌，以及坐在椅子上的人型「某种东西」。

  　手の甲で目を擦りながら上体を上げ、ぼやけた目で周囲を見渡すと、そこにはいかにも洋風な丸テーブルと、椅子に座った人型の”何か”がいた。

  　

  　……对了，我记得我向世界粉碎者投降，被带到奇怪的空间。

  　……そうか、確か私はワールドクラッシャーに投降して、変な空間に連れて来られたんだ。

  　

  　虽然途中被小春的电击枪电晕，但恐怕是为了在我无法抵抗时，结束某些作业吧。

  　途中小春の電気によって意識を落とされてしまったが、おそらく私が抵抗しない内に何かの作業を終わらせるためだったのだろう。

  　

  　我缓缓撑起沉重的身体，站起来走向眼前放着圆桌和椅子的地方。

  　ゆっくりと重い体を持ち上げて立ち上がり、目の前の丸テーブルと椅子が置かれた場所へと近づく。

  　然后，我向坐在椅子上，宛如黑色人型模特儿的「某种东西」搭话。

  　そして椅子に座っている、真っ黒なマネキンの様な何かに話しかけた。

  　

  「……你是……」

  「……貴方は」

  　

  「我是阿卡西记录。这里是与世界隔绝的隔离空间。

  「わたしはアカシックレコード。そしてここは世界から断絶された隔離空間。

  　这是我们第一次像这样直接见面呢，艾莉儿・达古斯特莉亚？」

  　で、こうして直接会うのは初めてだね、アイリール・ダグストリア？」

  　

  「……是啊。」

  「……そう、だね」

  　

  　在他的催促下，我坐在对面的椅子上，小声回答。

  　彼に顎で促されるまま、私は向かいの椅子に腰かけて小さく返事をした。

  　阿卡西记录——我现在清楚地想起他的事。

  　アカシックレコード──彼のことは、今はハッキリと思い出している。

  　

  　

  　直到刚才还在沉睡的我，仿佛在看纪录视频般，回想起自己过去的半生。

  　先ほどまで眠っていた私は、まるで記録映像でも見るかのように、かつての自分の半生を追憶していた。

  　

  　虽然不知道为什么会变成这样，但说不定是连接我和他的Access手表发生了什么问题。

  　どうしてそんなことになっていたのかは分からないが、もしかしたら私と彼を繋いでいたアクセスウォッチに、何かが起きたのかもしれない。

  　

  　总之，多亏如此，我才能想起来——重新认知到。

  　ともかく、おかげで思い出すことが──再認識することが出来た。

  　过去的自己的想法和行为，以及对「美咲夜」的感情的真面目。

  　過去の自分の想いと行い。そして”美咲夜”へ向けていた感情の正体を。

  　

  　

  「你看到了什么？」

  「何を見ていたのかな？」

  　

  「……以前的记忆。」

  「……昔の記憶」

  　

  「知道了什么？」

  「何が分かった？」

  　

  「全部，都知道了。」

  「全部、わかった」

  　

  　即使面对初次见面，而且不是普通人类的面前的生物，我也很冷静。

  　初対面で、しかも普通の人間ではない目の前の生物を前にしても、私は落ち着いていた。

  　

  　是因为心灵在回忆中整理好了吗？还是因为真正想起了阿卡西记录的存在呢？

  　それは追憶によって心が整理されたからか、もしくはアカシックレコードという存在を真に思い出したからか。

  　总之，我回答了他的问题。因为我已经知道了，知道了一切。

  　ともかく、私は彼の質問に答える。分かったのだ、全てが。

  　

  「是夜晚救了我。在不断重复测试的虚拟世界中，我持续品尝着没有终点的生命的诅咒，就在心灵即将崩溃之前……他进入了我的体内。」

  「私は夜に救われた。何度もテストを繰り返す仮想世界の中で、終わりのない生の呪縛を味わい続けて、心が折れる直前に……彼が私の中に入ってきた」

  　

  　我能鲜明地回想起至今为止的事。回想起被追忆挖掘出来的记忆的根底。

  　鮮明に思い出せる。これまでの事を。追憶によって掘り返された記憶の根底を。

  　

  「在从一切中解放的夜晚，我抱持着恶心的执着与依存心——觉醒了从阿卡西记录得到的力量，破坏了现实与虚拟的墙壁。」

  「全てから解放してくれた夜に、私は気色悪い執着と依存心を抱いて──アカシックレコードから貰った力を覚醒させて、現実と仮想の壁を破壊した」

  　

  「……你真的有自觉呢。」

  「……本当に自覚できたんだね」

  　

  「作为代价，我现在才会在这里。」

  「その代償として、私は今ここにいる」

  　

  　一定是因为以自己的意志扭曲了世界，作为代价，世界粉碎者要求我成为自己的存在。

  　きっと、世界を自分の意思で歪めた代償として、私はワールドクラッシャーに自らの存在を求められたのだ。

  　

  「不是那样。」

  「それは違う」

  　

  「咦……？」

  「えっ……？」

  　

  　没有表情的怪物摇摇头。他翘着脚，把手肘放在桌上，用没有眼睛的瞳孔注视着我。

  　表情のないバケモノは首を横に振る。足を組んでテーブルに肘をつきながら、無い瞳で私を見つめた。

  　

  「你会在这里，只是因为世界粉碎者把你当成活祭品带来而已。

  「君がここにいるのは、ワールドクラッシャーがただ単に人柱として連れてきたからだ。

  　和你至今为止所做的事完全没有关系。」

  　これまでに行った君の所業は全く関係ない」

  　

  「……粉碎者的目的呢？」

  「……クラッシャーの目的は？」

  　

  「当然是破坏世界。

  「無論世界の破壊だよ。

  　虽然你可能不记得了，但自从袭击美咲夜后，已经过了一天以上。

  　君は覚えていないだろうが、既に美咲夜を襲撃してから一日以上が経過している。

  　再过几个小时，力量的整理就会结束，世界粉碎者就会开始破坏世界。」

  　あと数時間もすれば力の整理が終わって、クラッシャーによる世界の破壊が開始されるだろう」

  　

  　阿卡西记录只是淡淡地、滔滔不绝地陈述事实，模样令人毛骨悚然。

  　淡々と、ただ事実だけを滔々と話すアカシックレコードの姿は不気味だ。

  　最重要的是，我无法隐藏自己因为看不见世界粉碎者本人而感到的焦躁。

  　なにより件のワールドクラッシャー本人の姿が見えないことに、私は焦りを隠せない。

  　

  「粉碎者在哪里？」

  「クラッシャーはどこ？」

  　

  「在外面的隔离空间，不过应该马上就会回来了。」

  「この外の隔離空間にいるけど、多分もうすぐ戻ってくるね」

  　

  「外面是什么意思？」

  「外って、どういうこと」

  　

  「简单来说，这里分成好几层。

  「分かりやすく言うと階層になっているんだ。

  　这里是最深处，外面还有另一个空间。

  　ここが最深部で、外にもう一つの空間。

  　再外面还有一个空间，然后外面才是你们的现实世界。」

  　さらにもう一つ外に空間があって、その外がようやく君たちの現実世界って感じ」

  　

  　虽然他说这里分成三层，但放眼望去只有一片纯白，找不到出口。他是用带我来时的那种传送门进出的吗？

  　三階層になっている、とのことだが、見渡す限り真っ白で出口なんて見当たらない。私を連れてきたときの様な、あのワープゲートで出入りをしているのだろうか。

  　

  　

  「呵呵呵，我守护至今的世界终于要在这里结束了啊。」

  「ふふふ、わたしが見守ってきた世界もようやくここで終わりかぁ」

  　

  　

  　假人突然这么低喃。

  　唐突にそんなことを呟くマネキン。

  　

  「……你为什么不阻止粉碎者？」

  「……どうして、クラッシャーを止めないの？」

  　

  「当然是因为很有趣啊。」

  「そんなの。面白そうだからに決まってるじゃない」

  　

  　阿卡西记录咯咯笑着，不知从何处拿出一本书，视线从我身上移开，注视着书本开始述说。

  　ケラケラと笑いながら、どこからともなく本を取り出したアカシックレコードは、私から視線を落とし本に注目して語りだす。

  　

  　

  　

  　——他说，很无聊。

  　──曰く、退屈だった。

  　

  　自从不知何时被创造出来，成为人类世界的管理者后，他就一直待在这个纯白的空间，无法离开，只能负责观测世界。

  　いつしか人間世界の管理者として地球に生み出されて以来、彼はこの真っ白な空間から出ることも叶わず、ただ世界の観測だけを任されていたらしい。

  　

  　为了维持世界的均衡，他可以将力量赋予自己选择的人类。他利用这一点防止世界失去平衡，但持续了几千年的阿卡西记录，不知何时『厌倦了』。

  　世界の均衡を保つためなら、自らが選んだ人間に力を与えることも可能で。それを利用してバランスの崩壊を防いでいたが、何千年もそれを続けていたアカシックレコードはいつしか『飽きた』。

  　

  　无法离开这个隔离空间的他，至少想观测自己介入的世界的变化，所以才会像我一样，将力量赋予跨越了某条界线的人类。

  　この隔離空間から出ることの出来ない彼は、せめて自分が介入した世界の変化を観測しようとして、私のようにどこか一線を越えている人間に力を与えてきた。

  　

  　他一心只想看到有趣的事物。

  　面白いものが見たい。ただ、その一心が彼を動かしていて。

  　

  　而现在，世界终结的事态让他雀跃不已。

  　そしていま、世界の終焉という事態に心を躍らせている。

  　

  「啊哈哈，还有几个小时呢？」

  「あはは、あと何時間かなぁ」

  　

  　他殷切期盼自己守护至今的世界被破坏。

  　自らが守ってきたこの世界の破壊を心待ちにしている。

  　

  　

  　

  「…………」

  「…………っ」

  　

  　面对这种思考异常的怪物，我无能为力。离别时，我明明对夜说『我会想办法』，现在却是这副德性。我果然只是个无力的女人。

  　そんな異常思考のバケモノを前にして、私は何もできない。別れ際に夜に『何とかする』と言っておきながら、この体たらく。やはり私は無力なだけの女だ。

  　

  　

  　为了得到美咲夜，我破坏了世界之墙。

  　美咲夜を求めて世界の壁を壊して。

  　

  　我想待在救了自己的他身边，所以做出不得了的任性举动，让许多人暴露在危险之中——导致现在这种状况。我招来了无法挽回的灾厄。

  　自分を救ってくれた彼の傍に居たくて、とんでもない我が儘で大勢の人たちを危険に晒し──いまこの状況を生み出してしまった。取り返しのつかない災厄を招いてしまったのだ。

  　

  　

  　我不该追求他。

  　私は彼を求めてはいけなかった。

  　

  　我不该奢望任性。

  　私は我が儘を望んではいけなかった。

  　

  　我应该接受眼前发生的所有事情。我应该只能这么做。

  　私はただ目の前で起きる全ての事柄に納得して、受け入れなければならなかったのだろう。

  　

  　

  　

  「好，来看看其他楼层的状况吧。」

  「さーて、他の階層の様子でも見ようかな。」

  　

  　

  　我陷入自我厌恶，坐在原地动弹不得，阿卡西记录将手放在桌子前方。

  　自己嫌悪に陥って、座ったまま動けずにいると、アカシックレコードがテーブルの前に手をかざした。

  　接着出现宛如电视的大型透明板，上面映出影像。

  　するとテレビを彷彿とさせる大きさの透明な板が出現し、そこに映像が映し出される。

  　

  「……小春和粉碎者……？」

  「……小春と、クラッシャー……？」

  　

  　小春和世界粉碎者站在和这里相同的纯白空间的影像。右上角显示2F，所以这一定是距离这里一个外的隔离空间的影像。

  　ここと同じような真っ白な空間に、小春とワールドクラッシャーが立っている映像だ。右上には2Fとあるので、これはきっとこの場から一つ外の隔離空間の映像。

  　

  「嗯嗯，没问题。那来看看另一个外的影像吧。」

  「うんうん問題なし。じゃあもう一つ外の映像でも見てみよっか」

  　

  「……为什么？」

  「……どうして？」

  　

  「只有粉碎者和露库拉有进入这个隔离空间的权限。

  「この隔離空間への入場権限があるのはクラッシャーとルクラだけ。

  　如果那个像尸体的露库拉垂死挣扎来到这里，那就麻烦了，所以要定期确认。

  　もしあの死体みたいなルクラが悪足掻きでここに来たら、それはそれで面倒だから定期的にチェックをね。

  　不过我让一楼配置了大量怪人防卫，所以应该没问题。」

  　まぁ防衛用に一階には大量の怪人を配置させてるから多分問題ないけど」

  　

  　他边说边弹指，切换影像。

  　言いながら指を鳴らすと、映像が切り替わる。

  　上面映出数量多到满出来的怪人们——

  　そこには溢れかえるような数の怪人たちが──

  　

  「嗯……？」

  「うん……？」

  　

  　阿卡西记录凝神细看，将脸凑近影像。

  　アカシックレコードが目を凝らして映像に顔を近づけた。

  　我注意到他的举动，也注视着影像，发现异状。

  　それに気がついて私も映像を注目してみると、異変に気がついた。

  　

  「……怪人们往后方飞了出去……？」

  「……怪人たちが後ろに吹っ飛んでる……？」

  　

  　怪物低喃。屏幕上的影像从怪人们的背后上空俯瞰，由于数量太多而无法全部映入画面的怪人们，从画面外猛然飞了进来。

  　呟くバケモノ。モニターの映像は怪人たちを背後の上空から見ているアングルなのだが、数が多すぎて映りきっていない前方にいたであろう怪人たちが、勢いよく画面外から吹っ飛んできているのだ。

  　

  　这是什么——我正想这么说的瞬间。

  　なんだこれ──なんて言葉を呟こうとした、その瞬間。

  　

  　

  　

  　

  　

  『阿阿阿阿阿阿阿卡西记录在哪里啊啊啊啊啊啊啊啊！』

  『アアァカシックレコードはどこだあああぁぁぁァァッ！！！』

  　

  　

  　

  　

  　

  　震耳欲聋的呐喊声从屏幕大声响起。

  　耳を劈く叫び声が、モニターから大音量で響き渡った。

  　我下意识捂住耳朵，阿卡西记录则吓得往后仰。

  　思わず耳を塞ぐ私と、驚いてのけ反るアカシックレコード。

  　

  「咦、咦……？」

  「えっ、え……？」

  　

  　我们困惑地战战兢兢确认画面——上面映出以惊人气势屠杀怪人们的六人组。

  　両者とも困惑しながら恐る恐る画面を確認すると──そこには凄まじい勢いで怪人たちを屠っていく六人組の集団が映っていた。

  　

  　

  「…………骗人。」

  「…………うそ」

  　

  　

  　我用手捂住嘴，怀疑自己看错。

  　私は手を口に当て、目を疑う。

  　影像中只有眼熟的面孔。

  　映像には見覚えのある顔ぶれしかいない。

  　是非常、非常眼熟的人。

  　とても、とても見慣れた連中だ。

  　

  「这些家伙是谁……！？」

  「なんだこいつら……！？」

  　

  　阿卡西记录也心生动摇，操作屏幕让影像靠近那群人。

  　アカシックレコードも動揺しており、モニターを操作して映像をその集団に近づける。

  　下一瞬间，震耳欲聋的呐喊声再度响起。

  　するとその瞬間、再び爆音の様な叫び声が木霊した。

  　

  　

  『我绝对要揍扁你！！不把小春和艾莉儿还来就宰了你——少碍事！！』

  『てめぇ絶対ぶん殴ってやるからなァ゛！！　小春とアイリール返さねぇとぶっ殺──邪魔だオラァ！！』

  　

  　

  　少年不把如军队般蜂拥而至的怪人们当一回事，边大吼大叫边用平底锅气势汹汹地前进。

  　まるで軍隊のように押し寄せてくる怪人たちを物ともせず、叫び散らしながらフライパンで勢いよく前進していく少年。

  　四名少女在周围散开，保护着少年——以及跑在少年身旁的“另一名少年”，不让怪人们靠近。

  　そんな彼を守るようにして、周囲に展開している四人の少女と──少年の隣を走る”もう一人の少年”が怪人たちを寄せ付けない。

  　

  　他是——

  　彼は。

  　

  　他们是——

  　彼らは──

  　

  「这、这是什么……！？美咲夜应该因为打击而闭门不出才对……而且连海夜莲斗都在，到底是怎么回事……！」

  「な、何だこれ……！？　美咲夜はショックで塞ぎ込んでたはずじゃ……ていうか海夜蓮斗までいるしどうなってるんだ……！」

  　

  　阿卡西记录惊慌失措。

  　狼狽するアカシックレコード。

  　同样心生动摇看着屏幕的我，怀疑自己看错了。

  　同じく動揺しながらモニターを見る私は、目を疑っていた。

  　

  　眼前的景象令人难以置氮。

  　目の前の光景が信じられない。

  　

  　

  「……莲、莲斗和……夜……？」

  「……れ、蓮斗くんと……夜……？」

  　

  　

  　现实世界中同甘共苦的四名少女——以及过去拯救了我的两名少年。

  　現実世界で苦楽を共にした四人の少女と──かつて私を救った二人の少年が。

  　

  　在世界终结的数小时前，他们来到这杀风景的决战之地。

  　世界が終わる数時間前に、この殺風景な決戦の地へ殴り込みに来たのだった。

  　

  　

  　

 
  主人公のリバイブ

  主人公的重生

  　

  　

  　好暗。这个房间好暗。在这漆黑的房间里，我究竟以这个姿势蹲了多久呢？

  　暗い。この部屋は暗い。この真っ暗な部屋で、俺はどれほどの時間この態勢のまま蹲っているのだろうか。

  　

  　艾莉儿被夺走，连证明她存在的东西都被夺走，如今我只剩下这个快要坏掉的Access手表了。

  　アイリールを奪われ、彼女の存在を証明するものすら奪われ、もう俺にはこの壊れかけのアクセスウォッチしか残っていない。

  　

  　我从残留在手表里的记忆残渣中，回想起艾莉儿的过去。知道了她的痛苦、纠结，以及她感情的真面目。

  　中に残された記憶の残滓から、アイリールの過去を追憶した。彼女の苦しみと、葛藤と、感情の正体を知った。

  　

  　即使如此，我依然动弹不得。总觉得要是这个手表消失了，我也会忘记她。

  　それでも俺は動けない。このアクセスウォッチが消えてしまったら、俺すらも彼女を忘れてしまう気がして。

  　

  　现在的我，只能像这样一边强烈地思念着艾莉儿，一边阻止手表的消失——

  　こうして強くアイリールを想いながら、ウォッチの消滅を食い止めることしか、今の俺には──

  　

  　

  「打扰了！」

  「お邪魔します！」

  　

  　

  「！？」

  「っ！？」

  　

  　房间的门被猛地打开，我不禁肩膀一颤。我慌忙回头一看，发现一名少女站在那里。

  　勢いよく部屋の扉が開かれ、思わず肩が跳ねた。焦って振り返ってみると、そこには一人の少女が立っていた。

  　

  「……莲？」

  「……レン？」

  　

  　黑色长发，娇小的身躯。因为世界的融合而失去了肉体，将灵魂转移到了有着少女外形的机器人里的，曾经是主角的少女。

  　長い黒髪に、小さな身体。世界の融合によって肉体を失い、少女の形をしたアンドロイドにその魂を移した、かつて主人公だった少女。

  　她带着非常认真的表情走进了我的房间。她站到抱着手表一动不动的我面前，用坚定的眼神俯视着我。

  　そんな彼女が、とても真剣な顔つきで俺の部屋に入ってきた。ウォッチを抱えたまま動けない俺の前に立って、強い目つきで見降ろしてくる。

  　

  「你果然在这里啊，莉亚。」

  「やっぱりここだったな、リア」

  　

  　和平时的她不同，现在的莲说话方式仿佛回到了原本的模样。

  　普段の彼女とは違い、今のレンは元の姿を彷彿とさせる喋り方だ。

  　至于她为何会变成这样，我完全没有头绪。也许是心境上有了什么变化，但那都无所谓。

  　それが何故か、なんて見当もつかない。心境の変化などがあったのかもしれないがどうでもいい。

  　

  「你出去。」

  「出ていってくれ」

  　

  　现在的我，就连莲的事情都无所谓了。总之希望她能让我一个人待着。

  　今の俺は、レンの事ですらどうでもいい。とにかく一人にして欲しい。

  　

  「莉亚……」

  「リア……」

  　

  「别让我再说一遍。我现在没有心情跟你说话。」

  「二度も言わせないでくれよ。お前の相手をする余裕なんてないんだ」

  　

  　我故意用冷淡的语气拒绝她。如果是莲的话，光是这样应该就能让她察觉到我的心情。她应该会体谅我，让我一个人独处。

  　敢えて突き放すような冷たい言葉を投げた。レンであれば、これだけでも俺の気持ちを察してくれるはずだから。気を遣って一人にしてくれる筈だから。

  　

  「……」

  「……」

  　

  　莲没有动。是因为被我用攻击性的语气说话而受到了打击吗？

  　レンは動かない。俺に攻撃的な言葉を言われたことがショックだったのだろうか。

  　但是我没有余力去在意她。现在的我，光是不让自己忘记艾莉儿就已经竭尽全力了。

  　でもそれを気にする余裕はない。今の俺はアイリールを忘れないようにするだけで精一杯なんだ。

  　

  　

  「不行。」

  「ダメだ」

  　

  　

  「……啊？」

  「……は？」

  　

  　我不明白莲在说什么。

  　レンの言っていることが分からない。

  　不行？什么不行？

  　ダメ？　何が？

  　

  「我是为了跟莉亚说话才来的。我不打算出去。」

  「俺はリアと話すためにここへ来たんだ。出ていくつもりはない」

  　

  　莲用坚定的语气如此断言。她向前踏出一步，抓住了我的肩膀。

  　レンははっきりとした声音で言い切る。一歩前に出て、俺の肩を掴んできた。

  　但是，从她的手中，我感受不到一丝温暖。

  　だが、その手からは寄り添うような温もりを感じない。

  　我用肌肤直接感受到了。她仿佛在责备我，准备要斥责我。

  　まるで俺を責め立てるような、叱責を飛ばそうとしている雰囲気を肌で感じ取れてしまう。

  　

  「莉亚。你从昨天开始，就一直待在这里没有动过吧。」

  「リア。お前昨日から、ずっとここから動いてないらしいな」

  　

  「……」

  「……っ」

  　

  「你打算这样到什么时候？」

  「いつまでそうしているつもりだ？」

  　

  　闭嘴。

  　黙れ。

  　你不会懂的。

  　お前には分からない。

  　你不会懂我现在有多么拼命地在抵抗。

  　俺が今どれだけ必死に抗っているのか分からないだろ。

  　

  　大家都忘了艾莉儿。只有我还记得。所以我必须像这样，守护着艾莉儿曾经存在的证明——也就是这个手表。

  　皆がアイリールを忘れた。覚えているのは俺だけだ。だからこうしてアイリールのいた証であるウォッチを守らなきゃいけない。

  　

  「……反正你一定也不记得了吧。」

  「……どうせお前も覚えてないんだろ」

  　

  「你在说什么？」

  「何の話だ」

  　

  「……！」

  「っ゛……！」

  　

  　我感到一股怒气从心底涌上。我明明拼了命地在抵抗，莲却仿佛在说她不知道有这回事。我有这种感觉。

  　腹の底から怒りの熱さが湧き上がる。俺は死に物狂いで抵抗しているのに、そんなことは知らないとレンに言われた気がした。

  　

  「放开我！」

  「離せ！」

  　

  　我甩开她放在肩膀上的手，抱着手表往后退。我的背碰到房间的墙壁，坐在地上瞪着莲。

  　肩に置かれていた彼女の手を振り払い、ウォッチを抱えながら後ずさる。部屋の壁に背中が当たり、座り込んだままレンを睨みつけた。

  　

  「我在说艾莉儿的事！你一定也不记得了吧！？」

  「アイリールの事だよ！　お前も覚えてないんだろ！？」

  　

  　狭窄阴暗的房间里，回荡着我的叫声。也许是因为窗帘遮住了外面的光线，昏暗的房间里，我看不见莲的表情。

  　狭く暗い部屋で、叫び声が響き渡る。カーテンが外の光を遮っているせいか、薄暗い部屋の中ではレンの表情も窺えない。

  　

  「嗯。」

  「あぁ」

  　

  　但是，她的声音听起来很清晰。莲斩钉截铁地说她不认识艾莉儿，仿佛在说一件理所当然的事。

  　ただ、彼女の声は鮮明に聞こえる。さも当然のことを口にするように、レンはアイリールなんて存在は知らないと言い切った。

  　

  「我不记得。我不认识那种家伙，也不知道你为什么这么拼命。」

  「俺は覚えてない。そんな奴は知らないし、何でお前がそこまで必死になってるかのも分からない」

  　

  「你这家伙……！」

  「てめぇ……ッ！」

  　

  　就像刚才对莲说的那样，她也对我抛出冷漠的言语。我气得站了起来，但她毫不畏惧地又朝我走近一步。

  　先ほどレンに対してそうしたように、彼女も俺に対して突き放すような言葉を言い放つ。それにイラ立って立ち上がったが、彼女は怯むことなくさらに一歩詰め寄ってくる。

  　

  「我说莉亚……」

  「なぁリア……」

  　

  「闭嘴！你明明不记得那家伙的事，还敢这么嚣张……而且你叫我莉亚是什么意思！」

  「黙れよ！　アイツの事覚えてないくせに偉そうに……大体リアってなんだよ！」

  　

  　我反抗着试图让我面对现实的莲。为了保护自己，我未经深思熟虑就直接说出脑中浮现的话，趁势大喊着不让她说话。

  　現実を見せつけようとするレンに反発する。自分の身を守るように、頭に浮かんだ言葉を深く考えずそのまま吐き出し、勢いづけて彼女を喋らせまいと喚く。　

  　

  「我不是莉亚！我是美咲夜！你看到我这副模样还不明白吗！？我不是你喜欢的那个女人！我是男的！」

  「俺はリアじゃない！　美咲夜だ！　俺のこの姿見ても分かんねぇのか！？　お前が好きになったあの女じゃないんだよ！　俺は男だ！」

  　

  「……喂。」

  「……おい」

  　

  「我必须是艾莉才行！我只是穿着那家伙的外皮，不是莉亚这种存在！」

  「アイリじゃなきゃダメだったんだ！　俺はあいつのガワを着てただけであってリアなんて存在じゃ」

  　

  　

  「喂！！」

  「おい！！」

  　

  　

  　我正想继续说下去的时候，被她大声打断，莲抓住了我的领口。

  　矢継ぎ早に続けようとした途中で大きな声に遮られ、俺はレンに胸倉を掴まれた。

  　

  「！？」

  「っ！？」

  　

  「你这混蛋！」

  「この野郎っ！」

  　

  　然后她用力把我推倒，骑在我身上，用充满怒气的声音对我大喊。

  　そして力づくで押し倒され、レンは俺の上に馬乗りになり、怒気を孕んだ声音で俺に叫ぶ。

  　

  「你想否定莉亚吗！？」

  「お前リアを否定するつもりか！？」

  　

  「你、你在说什么……！」

  「な、なに言ってんだ……！」

  　

  　我似乎触碰了眼前少女的逆鳞，但我无法理解为什么她会因为刚才的话而如此激动。

  　目の前の少女の逆鱗に触れたらしいが、なぜ今の言葉がそこまで彼女を駆り立てるのか理解できない。

  　我不是莉亚，这是再明显不过的事实。

  　俺がリアじゃない、なんてことは火を見るよりも明らかな事実だ。

  　

  　……难道她是因为我以莉亚的身份喜欢上她，却又自己否定莉亚的身份而生气吗？

  　……もしかして、リアとして好きになった俺が、自分でリアを否定したことに怒っているのか？

  　如果是这样，她的这种感情才是给我添麻烦。如果她不干脆地承认我是男人，我会很困扰的。

  　だったらその感情こそ迷惑だ。俺が男だという事実を潔く認めてもらわなければ困る。

  　

  「哈，真遗憾啊。你喜欢的美少女，内在竟然是这样的男人……」

  「ハッ、残念だったな。好きになった美少女の中身がこんな男で……」

  　

  「不是这样！」

  「そうじゃねぇよ！」

  　

  　她用力揪住我的领口，把脸凑近。

  　グイッと胸倉を引っ張られて、お互いの顔が近づく。

  　

  　

  「如果你否定自己是莉亚——那谁来当那家伙的莉亚啊！？」

  「お前がリアであることを否定したら──誰がアイツのリアになれんだよ！？」

  　

  　

  　少女说完，朝我的脸颊甩了一巴掌。

  　少女はそう言って、俺の頬に一発の平手打ちをした。

  　随着肉体被拍打的声音响起，房间内陷入一片寂静。

  　肉が弾かれる音が響き渡ると共に、部屋に静寂が訪れた。

  　被打了一巴掌的我内心动摇，说不出话来，而一直大喊的莲则为了寻求氧气而喘着气。

  　殴られたことで動揺した俺は言葉を失い、叫び続けたレンは酸素を求めて肩を上下させている。

  　

  「哈、哈……」

  「ハァっ、はぁ……っ」

  　

  　只有莲急促的呼吸声回荡在房间内。

  　レンの荒い息遣いだけが木霊する。

  　她放开揪住我领口的手，骑在我身上，用锐利的眼神看着我，让我感到害怕。

  　掴まれていた胸倉は解放され、馬乗りになっている彼女の鋭い眼光に俺は怯んだ。

  　调整好呼吸的莲，用冷静的声音对软弱又没出息的我说：

  　そんな弱々しく情けない俺に、息を整えたレンは落ち着いた声音で語り掛ける。

  　

  「……你确实是美咲夜。性别也是，你认为自己应该是哪一边，就应该是哪一边。」

  「……確かにお前は美咲夜だ。性別だって、お前がそうあるべきだと思った方で間違いない」

  　

  　她停顿了一下，又说：

  　でも。と一拍置いて。

  　

  「你……是莉亚。对被我们遗忘的那孩子来说，你是她的『莉亚』。只有你，拥有莉亚这个独一无二的关系。」

  「お前は……リアだった。俺たちが忘れたあの子にとっての”リア”だったんだ。お前だけが、リアという唯一無二の関係性を持ってた」

  　

  「……你、你还记得吗？」

  「……ぉ、覚えてる、のか？」

  　

  「不记得了。全部都很模糊，要不是你提起，我连那孩子的名字都想不起来。」

  「覚えてねぇよ。全部あやふやだし、お前に言われなきゃあの子の名前だって思い出せない」

  　

  　即使如此。

  　それでも。

  　

  「你还记得吧？别说是我，就算全世界的人都忘了，你也记得那孩子吧……告诉我吧。告诉我那孩子的名字。」

  「お前は覚えてるんだろ？　俺はおろか、世界中の誰もが忘れても、お前はあの子の事を覚えてるんだろ。……なぁ、言ってくれよ。俺に教えてくれよ、あの子の名前を」

  　

  「…………艾莉儿……」

  「…………アイ、リール……」

  　

  　我挤出声音说出她的名字，莲点头表示肯定。

  　絞り出すように彼女の名前を告げれば、レンはそれを肯定するように頷いた。

  　

  「对。如果唯一记得艾莉儿的你，否定了莉亚的身份……莉亚就会从这个世界上消失。

  「そうだ。アイリールの記憶を、彼女を唯一覚えてるお前がリアであることを否定したら……この世からリアがいなくなっちまう。

  　就像你所想的一样，对艾莉儿来说，只有你是莉亚。

  　お前が思っているのと同じように、アイリールにとってもお前だけがリアなんだ。

  　两人一体——你们是这个世界上，仅有的两个莉亚吧？」

  　二人で一人──お前たちはこの世界で、たった二人だけのリアなんじゃないのか？」

  　

  　

  　

  　眼前的莲，记忆的存在方式明显和其他人不同。

  　目の前のレンは、明らかに他の人間と記憶の在り方が違う。

  　即使忘记了艾莉儿，也记得有两个人叫莉亚。不，是回想起来了。

  　アイリールという存在を忘却しても尚、リアという存在が二人いたことを覚えている。いや、思い出している。

  　

  　是因为他是主角吗？还是因为他不是普通人呢？

  　それは彼が主人公だったからなのか、それとも普通の人間ではないからなのか。

  　

  　我不知道。但是，他让我注意到了。

  　分からない。でも、気づかせてくれた。

  　

  　不管我是男是女，都无所谓。

  　俺が男であろうと女だろうと関係ない。

  　对艾莉儿来说，我不是朋友，不是恋人，更不是搭档，而是拥有『莉亚』这种独特关系的人。

  　アイリールにとって俺は、友達でも恋人でも、ましてや相棒なんかでもなく『リア』という独自の関係性を持つ人間なんだ。

  　

  　在这个世界上，只属于我们两个的特别关系。

  　この世界で、俺たちだけの、特別な関係性。

  　

  　不存在于其他地方，无论身心、快乐、痛苦、记忆、生命，都分毫不差地共享，无论何时都互相支持的另一个自己。

  　他には存在しない、心も体も、快楽も苦痛も、記憶も命も寸分違わず分け合って、いつだってお互いを支えあうもう一人の自分。

  　

  　伙伴太远了。恋人也太远了。连家人也不够。

  　パートナーじゃ遠すぎる。恋人でも遠すぎる。家族ですらもまだ足りない。

  　

  「我们……是两人一体。」

  「俺たちは……二人で、一人」

  　

  　谁都无法替代，没有其他人介入的余地，好意和爱情之类的词语完全不足以形容。

  　誰も代わることの出来ない、何者も入る余地のない、好意や愛情なんて言葉じゃ全く足らない。

  　比血缘关系更紧密，比相爱结合更深刻。

  　血の繋がりよりも、愛し合って結ばれるよりも、深く、深く。

  　

  　那就是莉亚。

  　それが、リア。

  　我们是莉亚。

  　俺たちはリア。

  　只有我们两人，是这个世界上独一无二的莉亚。

  　俺たち二人だけが、この世で唯一無二のリアなんだ。

  　

  　

  　……所以，莲才会斥责我吧。

  　……だからこそ、レンは俺を叱咤したのだろう。

  　否定莉亚的身份，就等于否定艾莉儿的存在。

  　リアであることを否定するのは、アイリールの存在を否定することでもあるから。

  　

  「我是——莉亚。」

  「俺は──リアだ」

  　

  「莉亚……」

  「リア……」

  　

  　终于找到答案的我这么一说，莲就破涕为笑，眼角泛起泪光。

  　ようやっと答えに辿りついた俺がそう口にすると、レンは破顔して目尻に涙を浮かばせた。

  　啊啊，对了——我终于清醒了。

  　あぁ、そうだ──ようやく目が覚めた。

  　

  「莲，抱歉……我已经没事了。」

  「悪かったなレン。……もう、俺は大丈夫だよ」

  　

  「真、真的吗？你没有勉强自己吧？」

  「ほ、ほんとか？　無理してないか？」

  　

  　莲慌慌张张地从我身上退开。她平时是个温和稳重的人，说不定这次对我发这么大的火，让她感到有些内疚。

  　オロオロしながら俺の上から退くレン。いつもは温厚な彼女のことだし、もしかすると今回俺を派手に怒った事にも若干引け目を感じている節がある。

  　这点完全没问题，希望她放心。我反而想感谢她为了让我这个优柔寡断的家伙清醒过来，甚至赏了我一巴掌。

  　そこは全く問題ないから安心してほしい。むしろ、ウジウジと鬱陶しい俺の目を覚まさせる為に、ビンタまでしてくれてありがとうと言いたい気持ちだった。

  　

  　我再也不想把自己当成悲剧的主角了。

  　悲劇の主人公を気取るのは、もうやめだ。

  　眼前的主角让我意识到，我没有时间做那种事。

  　俺にそんなことをしている時間は無いと、目の前の主人公が気がつかせてくれた。

  　

  「莉、莉亚……你没事吧？」

  「り、リア……大丈夫、なんだな」

  　

  「嗯——好！」

  「あぁ。──よしっ」

  　

  　我扶着她的手慢慢站起来，视线落在手边。

  　彼女の手を借りながら俺もゆっくりと立ち上がり、手元に視線を落とした。

  　

  　Acces手表没有消失。因为我在心中强烈地刻下艾莉儿的存在，所以就算不再去追寻她，手表也不会消失。

  　アクセスウォッチは消えていない。アイリールを強く心の中に刻んだことで、もう彼女に追い縋ろうとしなくても、ウォッチが消えることはない。

  　

  　不可能消失。这是我和艾莉儿的羁绊。

  　消えるはずがない。これは俺とアイリールを繋ぐ絆だ。

  　如今我已经意识到自己是莉亚，我手边该有的不是快要消失的手表。

  　リアであることを自覚した今の俺の手元にあるべきは、消えかけの腕時計ではない。

  　

  「啊，Acces手表在发光……！」

  「あっ、アクセスウォッチが光ってる……！」

  　

  　我手上的手表发出光芒，莲惊讶地说道。

  　俺の手元にあるウォッチが輝きだし、レンが驚いている。

  　

  「莉、莉亚？到底发生什么事了……！？」

  「り、リア？　いったい何が……！？」

  　

  「……只是恢复原状而已。恢复成原本该有的样子。」

  「……戻るだけだよ。あるべき姿に」

  　

  　随着我的声音，光芒逐渐减弱——我的手上握着恢复原状的Acces手表。

  　俺のその声と共に光は収まり──俺の手には元通りとなったアクセスウォッチが握られていた。

  　

  「你看。」

  「ほらな」

  　

  「为、为什么？你是怎么办到的？」

  「な、何で？　どうやったの？」

  　

  「因为我是莉亚啊。」

  「俺はリアだからな」

  　

  「？？？？」

  「？？？？」

  　

  　呵呵呵，你不懂其中的道理吧。我也不懂。

  　ふふふ、理屈が分かんねぇだろ。俺も分かんない。

  　不过，这点程度的奇迹还算便宜了。为了拯救艾莉儿，我接下来必须引发更惊人的奇迹。

  　でも、これぐらいの奇跡なんて安いものだ。俺はこれからアイリールを助けるために、これ以上の奇跡を起こさなければならないのだから。

  　

  「好，我们走吧，莲。」

  「よし、行こうレン」

  　

  「走、走去哪？」

  「い、行くって？」

  　

  「先召集伙伴。」

  「まずは仲間の招集だ」

  　

  　

  　

  ★

  ★

  　

  　

  　

  　于是我们来到美咲家的门口。召集伙伴后仅仅过了十分钟，死亡游戏攻略者全员到齐。

  　というわけで美咲家の自宅前。招集をかけてから僅か十分で、デスゲーマーズは全員集合を果たした。

  　真冈因为要带莲和受伤的露库拉过来，所以已经在我家了。接着抵达的是刚烈和他车上的阳菜与高月。

  　真岡はレンと負傷しているルクラを連れてくる関係で既に俺の家にいて、次いで到着したのは剛烈とその車に乗っていた陽菜と高月。

  　再来是搭出租车前来的黑野和藤堂，最后是满身大汗跑来的吴原和菲莉斯。

  　その次がタクシーに乗って来た黒野と藤堂で、最後が汗だくになりながら走ってきた呉原とフィリス。

  　

  　现在露库拉正努力地让传送门出现，好让我们进入艾莉儿和小春，以及世界粉碎者和阿卡西纪录所在的隔离空间。

  　そして現在、アイリールと小春、そしてワールドクラッシャーとアカシックレコードがいるとされている隔離空間へ入るためのワープゲートを、ルクラが頑張って出現させたところだ。

  　

  　事情的来龙去脉我已经从露库拉口中听说了。

  　事情は全てルクラから聞いた。

  　

  　——小春和艾莉儿被当成活祭品的事。

  　小春とアイリールが人柱にされていることを。

  　——就连露库拉也对艾莉儿的记忆变得模糊，因此我们还不清楚为什么她的存在证明和记忆会从大家脑中消失，不过大致上已经掌握了情况。

  　ルクラですらもアイリールに関する記憶が薄れていたので、なぜ彼女の存在した証や記憶が皆から消えたのかはまだ分からないが、ある程度の事情は把握できた。

  　

  　——我们的目的是阻止另一个世界粉碎者破坏世界——以及夺回艾莉儿和小春。

  　俺たちの目的はもう一人のワールドクラッシャーによる世界破壊の阻止──そしてアイリールと小春の奪還だ。

  　——还有我个人的目的，就是得去揍阿卡西纪录一拳。

  　あと個人的な目的として、アカシックレコードとやらをぶん殴られねばならない。

  　

  「呜呜～……我撑不了太久，大家快点进去……！」

  「うぅ～っ、……長くは持たないから、早く全員入ってくれぇ……！」

  　

  　——露库拉汗如雨下地维持着传送门，催促着我的伙伴们，大家依序进入传送门。

  　滝のような汗を流しながらワープゲートを維持するルクラに急かされ、俺の仲間たちは次々とゲートへ入っていく。

  　——在所有人进去之前，我向露库拉道谢。

  　全員入る直前にルクラを労いながら。

  　

  「小露库拉，谢谢你。我们马上就会结束这一切。」

  「ルクラちゃんありがとう。すぐ終わらせてくるからね」

  　

  　——刚烈摸了摸露库拉的头，启动Acces手表。

  　剛烈がルクラの頭を撫で、アクセスウォッチを起動させる。

  　

  「我们走吧，阳菜！」

  「行くよ陽菜！」

  　

  「了解，雪音小姐！」

  「了解です雪音さん！」

  　

  　——他直接变身成阳菜，进入传送门。

  　そのまま陽菜の姿に変身し、ワープゲートの中へ。

  　——接下来要进去的是黑野和藤堂。

  　次に入ろうとしているのは黒野と藤堂だ。

  　

  「我一定会把分离的另一半……带回来。我们上吧，文香。」

  「分離した君の片割れ……必ず連れてくるから。やるよ、文香」

  　

  「嗯，理爱。我们要让她们从破坏世界的使命中解放。」

  「えぇ、理愛。世界の破壊という使命から、彼女たちを解放しましょう」

  　

  　两人合体，从天际召唤出王者之剑，握着它冲进隔离空间。

  　二人は一つとなり、天からエクスカリバーを召喚し、それを握って隔離空間へと突入した。

  　真冈与高月也跟在后头。

  　その後に続くのは真岡と高月。

  　

  「露库拉大人，等一切结束后，您要乖乖去医院哦。」

  「ルクラ様。全部終わったらちゃんと病院行きましょうね」

  　

  「欸，一定要去吗……？」

  「えっ、行かなきゃダメか……？」

  　

  「您一只手骨折了啊！您可别说什么『我不是普通人，所以不要紧』这种歪理哦！」

  「片方の腕の骨折れてるんですよ！　普通の人間じゃないから大丈夫、とか妙な屁理屈は通りませんからね！」

  　

  　真冈依然扮演着露库拉的监护人，令高月也不禁苦笑。

  　高月も苦笑いする程に、相変わらずルクラの保護者な真岡であった。

  　

  「洛伊泽，快点结束这一切吧！」

  「さっさと終わらせるわよロイゼ！」

  　

  「是、是的！正太郎先生，我们走吧！」

  「は、はい！　行きましょう正太郎さん！」

  　

  　变身随着炫目光芒完成，化为洛伊泽的真冈比任何人都更用力地冲进传送门，他应该因为露库拉受伤而怒火中烧吧。

  　眩い光と共に変身が完了し、ロイゼとなった真岡は誰よりも力強くワープゲートへ飛び込んでいった。多分ルクラを傷つけられてめっちゃ怒ってるんだろう。

  　最后的两名女主角菲莉斯，与我的好友吴原站在传送门前。

  　そしてヒロインズ最後のフィリスと、俺の親友である呉原がゲート前に立った。

  　

  「露库拉重要的人……我的好友，我绝对会带她回来的。」

  「ルクラの大切な人……私の親友、絶対連れて帰るから」

  　

  　菲莉斯透过神秘的挚友力量，（虽然只有一部分）回想起艾莉儿的事。

  　謎の親友パワーでフィリスは先ほどアイリールの事を(断片的にだが)思い出していた。

  　吴原则为了夺回我重要的挚友，也鼓起干劲，露出严肃神情。

  　そして親友の俺の大切な人を取り戻すため、ということで呉原も気合を入れて真剣な表情になっている。

  　

  「菲莉斯，你准备好了吗？」

  「フィリス、準備はいいか」

  　

  「永治你才是，不要紧吗？」

  「永治こそ大丈夫？」

  　

  「真是蠢问题。」

  「愚問だな」

  　

  　……不，与其说认真，不如说他有点在耍帅。他肩负着阻止世界毁灭的重责大任，或许自然而然地情绪高涨。

  　……いや、真剣っていうかちょっとカッコつけてるんだなアレ。世界の破壊の阻止とかいう大任背負ってるから、自然と気分が高揚しているのかもしれん。

  　无论如何，他心中有余裕的话，便没有比这更可靠的了。

  　なんにせよ、心に余裕があるならそれ以上に頼もしいことはない。

  　

  　两人登入，进入隔离空间，剩下我与莲。

  　二人がアクセスして隔離空間へ入っていき、残るは俺とレンだけだ。

  　朝阳虽然来送行，但毕竟他的搭档小春与我们为敌，无法带他同行。

  　朝陽は見送りに来ているが、流石にパートナーの小春が敵に回っているとなると、このまま連れていくことは出来ない。

  　弟弟也理解这一点，所以这次与露库拉一起看家。

  　弟もその辺りの事情はしっかりと理解しているため、今回はルクラと一緒にお留守番を引き受けてくれている。

  　

  「莲、莲姐！」

  「れ、レンさん！」

  　

  「朝阳？」

  「朝陽くん？」

  　

  　正当我们打算进入传送门时，朝阳从后方叫住莲。

  　さぁゲートへ入ろうというところで、朝陽が後ろからレンを呼び止めた。

  　莲停下脚步，转过头去，朝阳眼神认真地走近她，将自己的登入手表交给她。

  　立ち止まって振り返ると、朝陽は真剣な眼差しでレンに近づき、彼女の手に自分のアクセスウォッチを渡した。

  　

  「这个……？」

  「これ……？」

  　

  「……如果可以的话，请交给恢复理智的小春姐。告诉她我完全没生气……只要戴上这个，她一定会明白的。」

  「……できたら、正気に戻った小春さんに渡してあげてください。ぜんぜん怒ってないっていう、ボクの気持ち……きっとこれを付ければ分かってくれるはずだから」

  　

  　小春本性相当温柔，甚至可说是个滥好人。

  　小春は根がとても優しい。それこそお人好しと呼んでもいいくらいに。

  　正因如此，虽然她当时被操纵，但恢复理智后，她对于殴打朝阳一事抱持着过度的罪恶感。

  　だからこそ、操られていたとはいえ、正気に戻ったら朝陽を殴ったことに対して、必要以上の罪悪感を抱いてしまうことは明白だ。

  　朝阳担心的就是这一点吧。毕竟光是说一句「既然被操纵了，那也没办法」，小春一定无法原谅自己。

  　それを危惧した朝陽なりの気遣いなのだろう。操られていたならしょうがない、という言葉だけでは、きっと小春は自分を許せないだろうから。

  　

  「我知道了，朝阳。我一定会带她回来的。」

  「分かったよ、朝陽くん。必ずあいつを連れて帰る」

  　

  「好……！」

  「はい……！」

  　

  　

  「……还有。」

  「……それと」

  　

  　

  　莲补充道，视线落在自己的右手腕上。

  　言葉を付け加えたレンは、自分の右手首に視線を落とした。

  　她手腕上戴着一只形状特殊的表，表盘正闪烁着红光。

  　彼女の腕に巻きつけられている特殊な形の腕時計、その文字盤が赤く点滅している。

  　

  　手表的形状类似Acces Watch，但性质却截然不同。

  　腕時計はアクセスウォッチと似た形状だが、その性質は全く異なるものだ。

  　

  　她戴在身上的这只表，是黑野专为她开发的独一无二的特别之物。

  　彼女が身に着けているそれは、黒野が彼女の為だけに開発した、唯一無二の特別なもの。

  　失去肉体的莲，为了累积原本样貌的资料，找回过去的自己，而戴上了这只表。

  　肉体を失ったレンが、元の姿のデータを蓄積させ、かつての自分を取り戻すための腕時計。

  　

  　其名为Revive Watch。

  　その名もリバイブウォッチ。

  　

  「莲姐已经结束了。」

  「レンさんはもう終わりだ」

  　

  　她深深按下表盘——身体被炫目的光芒包围。

  　時計盤を深く押し込み──彼女の体が眩い光に包まれる。

  　

  　至今为止，手表之所以没有启动，是因为莲被赋予了人造人的身体后，『身为海夜莲斗的自觉』不足。而我认同莲这名少女的存在，也该负起责任。

  　今までウォッチが起動しなかったのは、アンドロイドの体を与えられたレンに『海夜蓮斗としての自覚』が足りなかったからだ。そこにはレンという少女としての在り方を良しとしてしまった、俺にも責任がある。

  　为了在这个现实世界生活，我将她视为莲，而她也接受了。

  　この現実世界で生活を送るうえで、俺はレンとして彼女を扱い、またレンもそれで納得していた。

  　但这个做法却造成了弊害，使她『回归』的决断变得迟钝，手表也不允许她恢复原状。

  　それが弊害となって彼女の『戻る』という決断を鈍らせ、ウォッチも元の姿へ戻ることを許さなかった。

  　

  　然而，现在不同了。

  　だが、今は違う。

  　

  「小春——」

  「小春が──」

  　

  　莲的心意已决。

  　レンの心は定まった。

  　

  　她拒绝继续当莲。

  　レンでいることを拒絶した。

  　因为莲无法守护她。

  　レンでは守ることができないから。

  　因为继续当莲，就无法将她带回来。

  　レンのままでは彼女を取り戻せないから。

  　

  「——妹妹还在等我。」

  「──妹が待ってるからな」

  　

  　因此，她要回归。

  　故に、彼女は回帰する。

  　找回过去的自己。

  　かつての自分を取り戻す。

  　将拯救小春这个意志，作为他存在的证明，怀抱于心中。

  　小春を救うという、彼が彼自身である為の意思を胸に抱いて。

  　

  　

  　

  「……莲斗。」

  「……蓮斗」

  　

  　

  　

  　光芒消散后，我如此低喃。少女所在之处，出现了一名少年。

  　光が治まり、俺がそう呟くと、少女がいた場所には一人の少年が現れた。

  　少年的黑发长度适中，身高适中，长相也适中。

  　ほどほどに黒髪が長く、ほどほどに身長が高く、ほどほどに顔が整った少年。

  　在恋爱ADV或文字冒险游戏中，这种外表被称为『普通』，特征是过于缺乏特征——

  　それは恋愛ADVやノベルゲームにおいて『普通』と称される、特徴が無さすぎるのが特徴な見た目で──

  　

  「让你久等了，莉亚。」

  「待たせたな、リア」

  　

  　在那个世界夸下海口要攻略我，然后真的成功了的少年。

  　あの世界で俺を攻略すると豪語し、そして本当に攻略してくれやがった少年が。

  　

  「……你让我等太久了，笨蛋。」

  「……待たせすぎだよ、バカ」

  　

  　

  　虚拟世界的主角——海夜莲斗复活了。

  　仮想世界の主人公──海夜蓮斗が復活したのだった。

  　

  　

  　我朝他走近一步，与他正面相对。

  　俺は彼に一歩近づき、正面から顔を合わせる。

  　

  　好久没见到他了……嗯，是平常的莲斗。

  　久しぶりに見たけど……うん。いつも通りの蓮斗だ。

  　我认识的他回来了。

  　俺の知ってる彼が帰ってきた。

  　

  「莲斗，我们还是第一次以真正的模样见面呢。」

  「蓮斗。こうしてお互い、本当の姿で会うのは初めてだな」

  　

  「是啊，听你这么一说，的确是这样……嗯。」

  「あぁ、確かに。言われてみればそうか。………んっ」

  　

  　呣。

  　むっ。

  　

  「干嘛？」

  「なんだよ？」

  　

  「没有啦，恢复之后才发现，原来莉亚在男性状态时比我矮呢。」

  「いやぁ、戻ってみて分かったけど、リアって男の状態でも俺より背ぇ低いんだなって」

  　

  「你这家伙，想打架吗！」

  「てめっ、喧嘩売ってんのか！」

  　

  「别这么生气嘛……呵呵。」

  「そんな怒るなよ。……ふふっ」

  　

  　他对我露出在那个世界时，总是对着面无表情的我展现的爽朗笑容。

  　あの世界では無表情な私にいつも見せてくれていた、屈託のない笑みを向けられて。

  　我也跟着自然地笑了起来。

  　釣られるように、俺も自然と笑みがこぼれた。

  　

  「喂，你们两个男人！别再闲聊了，快点通过传送门！我已经到极限了！」

  「おいそこの男二人！　いいから早くゲート通ってくれ！　もう限界だからぁ！」

  　

  　看着我们的露库拉，伸出的手臂不停颤抖，发出惨叫。

  　そんな俺たちを見ていたルクラが、前に伸ばした腕をプルプルさせながら、悲鳴を上げた。

  　不行，现在不是做这种事的时候。

  　いかん。こんなことしてる場合じゃなかった。

  　

  「那我们走咯，朝阳！露库拉就交给你照顾了！」

  「じゃあ朝陽、行ってくる！　留守番中はルクラの事よろしくな！」

  　

  「嗯，夜华和莲斗先生也要小心哦！」

  「うん、夜にいも蓮斗さんも気をつけてね！」

  　

  　

  　在心爱的弟弟目送下，我们通过传送门，单手拿着平底锅冲进隔离空间。

  　愛する弟に見送られながら、俺たち二人はゲートを通って、フライパン片手に隔離空間へと突入した。

  　

  　眼前出现数量多到让人联想到军团的怪人，以及在遥远的上空，通往隔离空间其他阶层的传送门。

  　見えた光景は軍団を思わせる数の怪人たち。そしてはるか遠くの上空に見える、隔離空間の別階層への入り口らしきゲート。

  　

  　也就是说，我们必须先突破眼前跋扈的魑魅魍魉，抵达位于上空的其他阶层的传送门。

  　つまり俺たちは、まず目の前に跋扈する魑魅魍魎の茨道を突き進み、あの上空にある別階層への扉に辿り着かなければならない。

  　

  「大家准备好了吗？」

  「準備はいいか、みんな」

  　

  　我这么一问，大家便露出无畏的笑容，瞪着眼前的敌人。

  　俺がそう告げると、皆は不敵に頷いて目の前の敵を睨みつけた。

  　即使失去了关于艾莉儿的记忆，大家仍相信我的话，跟随我来到这里。没有比他们更可靠的伙伴了。

  　アイリールに関する記憶が無くなっていても、皆は俺の言葉を信じて付いてきてくれた。これ以上ないほどの頼もしい仲間たちだ。

  　

  　多亏了他们，我才能鼓起勇气面对敌人。

  　彼らのおかげで立ち向かう気力が奮い立つ。

  　最重要的是，我更深刻地感受到艾莉儿和小春留下的空缺。

  　そして何より、アイリールと小春の空いたスペースをより強く実感する。

  　我必须夺回她们，以及她们的记忆，还有死亡游戏攻略者应有的姿态。

  　取り戻さねばならない。彼女たちも、その記憶も、あるべきデスゲーマーズの姿をも。

  　

  「要——上——咯哦哦哦哦哦！！」

  「いーくーぞおおぉぉぉっ！！」

  　

  　我一打信号，所有伙伴便冲了出去。

  　合図と共に、仲間全員が駆け出した。

  　为了防止世界遭到破坏，为了守护世界的和平，贯彻爱与真实的正义，可爱迷人能力者集团的最终决战开始了。

  　世界の破壊を防ぐため。世界の平和を守るため。愛と真実の正義を貫く、ラブリーチャーミーな能力者集団による最後の戦いだ。

  　

  　

  「阿卡西记录在哪里啊啊啊啊啊啊啊啊！！！」

  「アアァカシックレコードはどこだあああぁぁぁァァッ！！！」

  　

  　

  　阿卡西记录赋予艾莉儿和露库拉力量，促成我与虚拟世界的大家相遇。

  　アイリールに力を与え、ルクラに力を与え、俺と仮想世界の皆が出会うきっかけを作ってくれたアカシックレコード。

  　

  　然而，它也制造出另一个粉碎者，让露库拉身受重伤，还赋予小春力量，操纵她。

  　だが、それはそれとしてもう一人のクラッシャーを生み出してルクラに大怪我を負わせ、さらに力を与えて小春を操らせた。

  　

  　而且，阿卡西（恐怕）参与了消除艾莉儿的记忆，我一定要揍它一拳才甘心。它竟然把我的莉娅的私人物品和记忆全部消除，我绝对饶不了它。

  　そして(おそらく)アイリールの記憶消去にも携わったアカシ──えぇい長いアカ子で十分だ──アカ子は一発殴らないと気が済まない。俺のリアであるアイツの私物とか記憶とか全部消しやがって絶対許さねぇ。

  　

  　另外，我必须设法解决艾莉儿记忆的问题。无论如何，在阻止世界毁灭之后，我还有其他事情要做。

  　あとアイリールの記憶云々自体も何とかしないとなので、どのみち世界破壊の阻止の先に、まだ俺にはやるべきことがある。

  　

  　觉悟吧，阿卡西！我之后一定会揍扁你！！

  　覚悟しろよアカ子！　後でぶっとばしてやるからな！！

  　

  　

  　

 
  まけるな蓮斗くん

  别输了，莲斗

  　

  　

  　

  　我气势汹汹地朝怪人大军发动突击后，过了约三十分钟。

  　勢いづけて怪人の大群に吶喊してから約三十分後。

  　

  「呼——呼——……！」

  「はぁ゛ーっ、ハァーっ……！」

  　

  「少年，那边很危险哦！」

  「ボウヤそっち危ないわよ！」

  　

  「哦哇！？」

  「おわぁ！？」

  　

  　当我听见变身成高月的真冈提醒我的瞬间，冰弹便从我头上擦过，令我不禁吓得发出惨叫。这似乎是菲莉斯交战中的冰弹攻击被弹开，朝我飞了过来。

  　高月に変身している真岡から注意の声が聞こえた瞬間に氷の弾丸が頭上を掠り、思わずビビッて悲鳴を上げた。どうやら交戦中のフィリスの氷の攻撃が逸らされて、俺の方に飛んできたらしい。

  　然而，发射冰弹的吴原本人却并未注意到我的状况。这证明了她正专注于眼前的敌人，且没有余力。

  　しかし氷の弾丸を発射した当の本人である呉原は、こちらの様子に気がついていない。それほど目の前の敵に集中しており、それは彼女に余裕がないという事実の裏付けでもあって。

  　

  　

  　没错——自从交战开始后过了三十分钟，我们依然在隔离空间的一楼原地踏步。我们明明抱着「开始反击！」的心情发动突击，却毫无表现。

  　そう──交戦開始から三十分経って、俺たちはまだ隔離空間の一階で足踏みをしていたのだった。反撃開始！って感じで突撃したのに、これじゃカッコがつかない。

  　

  　

  　怪人的数量超乎想象地多——应该说，它们丝毫没有减少的迹象。

  　予想以上に怪人の数が多い──というより、一向に減る気配がない。

  　虽然不知道这纯白空间的边缘是什么状况，但这些怪人或许会随着时间经过，逐一被投入战场之中。这下糟了，根本没完没了。

  　この真っ白な空間の端がどうなっているのかは分からないが、もしかするとこの怪人たちは時間経過で逐一追加投入されているのではなかろうか。やべぇぞ終わらねーぞこれ。

  　

  「唔唔唔……」

  「ぐぬぬ……」

  　

  　我们的目标明明位于飘浮于上空的门后，却无法靠近一步，令人感到难以言喻的焦躁。

  　俺たちの目的は上空に浮かんでいる扉の先にあるというのに、そこへ一切近づけないのは如何ともしがたい歯痒さを感じる。

  　变身成阳菜的刚烈，以飞行能力接近应该是最简单的方法，但飞行途中却有无数箭矢与火球从下方射来，导致这个计划以失败告终。当弓箭尖端掠过脸颊时，我还以为心脏要停了。

  　陽菜に変身した剛烈の空を飛ぶ能力で接近するのが、多分一番手っ取り早い方法だったはずなのだが、飛行中に下から無数の矢や火の玉を放たれて、その作戦は失敗に終わった。頬に弓矢の先っぽが掠った時はさすがに心臓が止まるかと思ったわね。

  　

  　这下该怎么办呢？当我陷入这种走投无路的状况时，艾莉儿总会在心中给我建议，但我现在却没和它在一起。

  　どうすっかなこれ。こういう手詰まりな状況の時は、いつも心の中でアイリールが助言してくれていたけど、今はアイツと一緒じゃないし。

  　

  　如果能稍微开拓道路，应该就能趁隙接近门了——啊！

  　少しでも道が拓ければ、その間隙を縫って扉に近づく、とかできると思うんだけど──あっ。

  　

  「对了，王者之剑……！」

  「そうだ、エクスカリバー……！」

  　

  　拥有那种破坏力的话，应该能暂时辟出一条路来。

  　あの破壊力を持ってすれば、この大群相手でも一時的に道を作れる筈。

  　既然这么决定了，就立刻下达指示吧。

  　そうと決まれば早速指示だ。

  　

  「各位！组成圆阵保护黑野同学！」

  「みんなー！　円陣を組んで黒野さんを守ってくれーい！」

  　

  　在宛如祭典般吵闹的战场上，我以自己所能发出的最大音量下达指示。

  　まるでお祭りのように騒がしい戦場の中で、自分に出せる最大の声量で指示を飛ばした。

  　不过，四周充斥着爆炸声与怪人们的叫声，感觉我的声音应该无法轻易传达出去——

  　爆発音や怪人たちの叫び声でこんなに周囲がうるさいと、俺の声も簡単には届かない気がするけど──

  　

  「！真冈同学先到黑野附近集合！我有作战计划！」

  「っ！　真岡さん一旦黒野の近くに集合だ！　作戦があるッ！」

  　

  「我知道了！」

  「分かったわ！」

  　

  　唯一听见我声音的吴原大声地对真冈下达指示，间接地将我的声音传达给真冈。

  　俺の声が唯一届いた呉原がデカい声で真岡に指示を伝えたことで、間接的に真岡にも俺の声が届いた。

  　

  「刚烈！到黑野博士那边集合！」

  「剛烈ーっ！　黒野博士んとこ集合ー！」

  　

  「收到！啊，莲斗同学过来这边！」

  「りょーかーいっ！　あっ、蓮斗君こっち来てー！」

  　

  　我的指示宛如传话游戏般传给伙伴们，大家就像挤满人的电车一样，一边推开怪人，一边聚集到黑野身边。

  　伝言ゲームのように次々と俺の指示が仲間たちに伝播していき、それを受け取ったみんなは、満員電車の如く溢れかえる怪人たちを薙ぎ払いながら、ついに黒野の周辺に集結した。

  　

  「咦？什么！？大家怎么了！？」

  「えっ、なに！？　みんなどうしたの！？」

  　

  　黑野本人陷入混乱，用求助的眼神看着我。对不起，我应该最先告诉你才对。

  　当の黒野は混乱していて、縋るような目で俺を見てきた。ごめんね、一番最初に伝えるべきだったね。

  　

  「黑野同学，请你准备发射王者之剑。虽然在蓄能期间会毫无防备，但我们一定会保护你。」

  「黒野さんはエクスカリバー発射の準備をしてください。チャージの間は無防備になるだろうけど、俺たちが絶対に守ります」

  　

  「咦？……啊，啊啊，原来如此。在这种状况下，确实只能采取一点突破的战术了。」

  「ふぇっ？　……ぁっ、あぁ、なるほど。確かに、この状況なら一点突破しかないか」

  　

  　没错。只要开出一条路，所有人就一起冲向位于上空的那扇门。然后，要抵达那里，只能靠刚烈的能力飞行，或是用吴原的冰做出阶梯……

  　その通り。道が拓けたら全員で突き進んで、上空にあるあの扉を目指す。んで、あそこに辿り着くには、剛烈の能力で飛んでいくか、もしくは呉原の氷で階段を作るかだけど……。

  　

  「美咲，我想你应该明白，要所有人一起前往下一关——是不可能的。」

  「美咲。分かってるとは思うが、一人残さず全員で次のステージに──ってのは無理だ」　

  　

  「呜……」

  「うぐっ……」

  　

  　吴原清楚地说出我刻意不去想的事，让我感到胆怯。

  　考えないようにしてたことを、呉原にハッキリと言われて怯んだ。

  　……是啊。不管怎么想，几乎所有的成员都得留下来阻挡怪兽，只有一两个少数精锐能继续前进，否则我们是过不了这一关的。

  　……そうなんだよな。どう考えてもこの状況、ほとんどのメンバーが足止め係になって、残った一人か二人の少数精鋭が先に進む、ってやり方じゃないとここは超えられないんだよな。

  　

  「我不要，我想和大家一起前进。」

  「やだなぁ、皆で先に行きたいなぁ」

  　

  「现在不是说任性话的时候！」

  「我が儘言ってる場合じゃないでしょ！」

  　

  「对不起……」

  「ごめんなさい……」

  　

  　发射光束应战的真冈同学生气了。

  　ビームぶっ放して応戦してる真岡さんに怒られた。

  　（´・ω・｀）……

  　(´・ω・｀)……。

  　

  　哎，可是啊，如果是游戏的话我还能理解，但在现实中，『这里交给我们，你们先走！』这种展开，你们不觉得不安的成分更大吗？这可是把人特意留在超危险的地方哦？

  　いや、だってさぁ？　ゲームとかならまだ分かるけど、現実で『ここは任せて先に行け！』って展開は流石に不安の方が大きいと思わない？　クッソ危ない場所に敢えて置いていくってことなんだぜ？

  　要是战斗结束后回来，发现被留在这里的大家变得惨不忍睹……我绝对不要这样。那样真的会精神崩溃的。我会变成面瘫角色的。

  　戦いが終わって戻ってきたら、場を任されたみんなが見るも無残な姿に……とか絶対嫌だぞ。そうなったらマジで心ぶっ壊れるぞ。俺が無表情キャラになっちゃうぞ。

  　

  「美咲同学，后面！」

  「美咲くん後ろ！」

  　

  「呀哇！？」

  「ひょわっ！？」

  　

  　就在我胡思乱想的时候，背后有人袭击了我。幸好刚烈同学用华丽的飞踢救了我，不然就危险了……

  　うだうだと余計な事を考えてたら背後から襲われかけた。剛烈さんが華麗なる飛び蹴りで助けてくれなかったら危なかった……。

  　

  「莉亚，现在就相信大家吧。」

  「リア、ここは皆を信じよう」

  　

  「……果然只有我和莲斗前进吗？」

  「……やっぱり俺と蓮斗だけで進むの？」

  　

  「只能这样了。」

  「それしかない」

  　

  　世界粉碎者的能力还是未知数，被操纵的小春也是个强敌——不过单论危险度的话，这场怪人嘉年华正在举行的一层确实是最危险的。

  　ワールドクラッシャーの能力は未知数だし、操られている小春も強敵──だけどやっぱり危険度の高さで言えば、確実にこの怪人フェスティバル開催中の一階層目が一番危険だ。

  　仅凭六个人要对付数千人，而且接下来还要再减少两人，变成四个人来对抗，对同伴的担心果然还是拖累了我的脚步。

  　数千人をたったの六人で立ち回っていて、しかもこれからさらに二人減って四人で対抗するとなると、やはり仲間への心配が俺の足を鈍らせてしまう。

  　

  「要是能用无敌之力的话……」

  「無敵の力が使えれば……」

  　

  　我将视线落在左手戴着的金色手表上，这只表和戴在右手的Access手表不同。

  　右腕に巻いたアクセスウォッチとは別の、左手に装着されている金色の腕時計に視線を落とす。

  　这是以前黑野给我的Hyper Pallette Watch，虽然它能让我在五分钟内变身成最强的无敌状态……

  　これは以前黒野から貰ったハイパームテキウォッチ。五分間だけ最強の無敵状態に変身できる代物なのだが……。

  　

  「没有艾莉儿就不能用……唔唔唔。」

  「アイリールがいないと使えないなんて……ぐぬぬ」

  　

  　发动条件是『我以莉亚的外表出现』，而我为了变成莉亚，必须用Access手表和艾莉儿进行Access。

  　発動条件は『俺が物理的にリアの姿でいること』であり、そして俺がリアになるためには、アクセスウォッチを用いてアイリールとアクセスしなければならない。

  　也就是说，现在没有她，我就无法使用这个来开无双。

  　つまり彼女がいない現状では、これを使って無双することができない。

  　

  「可恶，我怎么会这么无力……」

  「くっ、俺はなんて無力な……」

  　

  「啊啊——！美咲你很烦耶！？好了啦，相信我们吧！我们绝对不会死的！」

  「だぁぁー！　いちいちうるせぇな美咲！？　いいから俺たちのこと信じろよ！　絶対死なねぇから！」

  　

  　正在交战的吴原大喊，另外三人也点头回应，看来已经没有时间犹豫了。

  　交戦中の呉原の叫びに呼応するように、戦っている他の三人も頷いた。どうやら迷ってる暇はないらしい。

  　

  「……我知道了！这里就交给你们了，大家尽量不要说那种像在插旗的台词哦！」

  「……わかった！　ここは任せるけど、皆なるべく死亡フラグみたいなセリフは言わないようにな！」

  　

  「美咲同学，这场战斗结束后，我有话想对你说……」

  「美咲君、この戦いが終わったら僕、きみに伝えたいことがあるんだ……」　

  　

  「不要一开口就讲那种话啦！」

  「言ったそばからやめろ！」

  　

  　既然还有心情开玩笑，应该没问题吧！这里真的就交给你们了！

  　冗談言えるなら大丈夫だな！　じゃあもう本当にここは任せるから！

  　

  　

  「——我要发射王者之剑了！发射三秒后大家就冲出去！」

  「──エクスカリバー撃つよ！　発射後三秒で全員駆け出してくれ！」

  　

  　

  　黑野一声令下，所有人先暂时躲到她身后。

  　黒野の合図で全員が一旦彼女の後ろに避難した。

  　接着除了黑野以外的四人用火力牵制后方的敌人，她趁机朝前方发射圣剑光束。让人联想到铜锣的轰鸣声响彻整个空间，巨大的闪光随着地鸣声将怪人们燃烧殆尽。

  　そして黒野を除いた全火力で背後の敵を牽制し、その隙に彼女が前方めがけて聖剣ビームをぶっ放した。銅鑼を思わせる轟音が空間全体に響き渡り、地響きと共に巨大な閃光が怪人たちを焼き尽くしていく。

  　地面连同敌人一起被光束挖开，当光芒消失时，我们面前出现了一条道路，大群怪人中央出现了一道长长的陨石坑。

  　敵ごと地面を抉り取り、光が消滅するとともに正面に道が出来た。大群の中央に一筋の長いクレーターが出来ている。

  　

  　我们瞬间冲了出去，四名少女守在左右两侧，我和莲斗全速前进。

  　瞬間、駆け出す。少女四人に左右を守られながら、俺と蓮斗は全速力で前進する。

  　

  「你们两个快去吧！！」

  「行け二人ともッ！！」

  　

  　吴原从地面即时生成一条通往空中的冰制巨大阶梯，我们立刻冲了上去。

  　呉原が地上から空中の扉にかけて、氷で出来た巨大な階段を即時生成。俺たちは即座に階段を駆け上っていく。

  　怪人们利用投掷武器等道具，瞄准了毫无防备的我们，死亡游戏攻略者则负责阻挡。

  　そんな下からの攻撃に無防備となった俺たちを、怪人たちが投擲武器などを駆使してを狙い、さらにそれをデスゲーマーズが食い止める。

  　真的是千钧一发。穿过她们防线的子弹和火球，毫不留情地削去冰制阶梯——但即便如此，阶梯还是为我们挡住了来自下方的攻击。如果没有冰制阶梯这道墙，而是用阳菜的能力飘浮着飞上去的话，我们现在已经变成蜂窝了。

  　本当にギリギリだ。彼女たちの防衛をすり抜けてきた弾丸や火の玉が、氷の階段を容赦なく削っていく──が、それでも階段が下からの攻撃に対して、俺たちの盾になってくれている。もし氷の階段という壁を隔てず、陽菜の能力でフワフワと飛んでいたら今頃蜂の巣だっただろう。

  　我们一边相信着伙伴，一边专心致志地冲上阶梯，终于在眼前看到了通往下一层的门。

  　仲間を信じながら一心不乱に階段を駆け上がっていくと、ようやく次階層への扉を眼前に捉えることが出来た。

  　

  　

  「莉娅！！」

  「リアっ！！」

  　

  　

  　从地面传来一声格外响亮的呼喊。我一边跑一边往下看，看到了一名摇曳着水蓝色头发战斗的少女。在那里的正是变身成菲莉斯的吴原。

  　地上から一際大きな声が聞こえてきた。走りながら眼下へ視線を向けると、水色の髪を揺らして戦っている少女の姿が見える。あそこにいるのはフィリスの姿に変身している呉原だ。

  　但是，他没有叫我莉娅。除了莲斗以外，只有一人会叫我『莉娅』。

  　しかし、彼は俺をリアとは呼ばない。蓮斗以外に俺のことをただ『リア』とだけ呼ぶ人物は、ただ一人だ。

  　

  「艾莉就拜托你了！！」

  「アイリのことお願いっ！！」

  　

  　我们确实收到了她好友的祈祷，敲了敲门冲进了下一层。

  　彼女の親友である少女の祈りを確かに受け取り、俺たちは扉を叩いて次の階層へと飛び込んだ。

  　

  　

  　

  　

  ★　　★　　★　　★　　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　和莉娅一起冲进去的地方，又是一个纯白的空间。

  　リアと共に飛び込んだ先も、また同じく真っ白な空間だった。

  　和刚才那片爆炸声此起彼伏的战场截然不同，只有我和莉娅——以及小春存在的这个第二层，显得十分寂静。

  　先ほどまでのけたたましい爆発音鳴り響く戦場とは打って変わり、俺とリア──そして小春しか存在しないこの二階層は森閑としている。

  　我注视着前方，发现站在离我们稍远位置的妹妹脖子上，戴着一个黑色项圈。正如来到这里之前莉娅所说，小春似乎被那个项圈操纵了。

  　前を注視すると、正面の少し離れた位置に佇んでいる妹の首に、黒い首輪が取り付けられていることを認めた。ここへ訪れる前にリアから聞いた話の通り、小春はあの首輪で操られている様子だ。

  　她的眼睛里没有一丝神采，从旁看来就像个茫然自失的人。她一看到我们，身上就立刻缠绕起蓝白色的电流，明显是准备战斗了。

  　瞳は光を移しておらず、傍から見れば茫然自失の小春は、俺たちを視認するや否や、即座に青白い電流を体に纏った。明らかな臨戦態勢だ。

  　

  「莲斗，那个……」

  「蓮斗、あれ……」

  　

  「嗯。小春身后的那扇门，恐怕就是通往第三层的入口。」

  「あぁ。恐らく小春の後ろにあるあの扉が、三階層へ行くための入り口だ」

  　

  　被洗脑的小春，说白了就是看门的。确实，她的能力在攻击面和破坏力上，都是死亡游戏攻略者中首屈一指的。如果只看能力来排序战斗力的话，她毫无疑问是第一。粉碎者就是知道小春的能力有多强，所以才把她放在门口当看门的。

  　洗脳された小春は言わば門番なのだろう。確かに彼女の能力は、攻撃面や破壊力で考えれば、デスゲーマーズの中でトップの性能を誇る。能力だけで戦闘力の強さを順位化するのであれば確実に彼女が一位だ。そんな小春の能力の強力さを知っているからこそ、クラッシャーは彼女を門番としてここに置いた。

  　原来如此，确实很合理。如果是被洗脑后不会考虑得失，认真起来的小春，要击退我们也是轻而易举。

  　なるほど合理的だ。洗脳状態でデメリットを気にしない本気の小春であれば、俺たちを退けることも容易だろう。

  　

  　但是，粉碎者过于相信她的力量，没有把她当成人质，这却是他的失策。

  　だが、彼女の力を過信して、あえて人質にしなかったのがクラッシャーの失策だ。

  　

  「莉娅。」

  「リア」

  　

  「……我知道。小春就交给你了。」

  「……分かってる。小春のことは全部任せる」

  　

  　这里只是个中继点。我们的目的是让莉娅和艾莉会合，用无敌的力量来对抗世界粉碎者。

  　あくまでここは通過点。俺たちの目的はリアをアイリと合流させ、無敵の力でワールドクラッシャーに対抗してもらうことにある。

  　所以不能在这种地方停下脚步。我之所以不惜把危险的第一层交给四个人，也要跟着莉娅过来，就是为了在这里接下小春。

  　だからこんな場所で立ち止まるわけにはいかない。危険な第一層を四人だけに任せてまでリアに付いてきたのは、俺がここで小春を引き受けるためだ。

  　

  「我会在小春出手前先发制人。你趁她退缩的时候赶紧走。」

  「小春が仕掛けてくる前に俺が先制する。そこで怯んだ隙に行ってくれ」

  　

  「……」

  「……」

  　

  　莉娅用难掩不安的表情瞥了我一眼。

  　リアが不安を隠しきれてない表情で俺を一瞥する。

  　我知道她在想什么。莉娅一定是在担心我攻击小春会不会有事。

  　彼の考えていることは分かる。リアはきっと、俺が小春を攻撃して平気なのかが心配なのだろう。

  　……如果问我有没有事，答案是NO，但这种时候就是要逞强，所以不能说丧气话。

  　……平気か、と問われれば答えはノーだが、ここは意地を張るところなのだから弱音は吐かない。

  　

  「没事的。来这里之前我不是跟你解释过了吗？」

  「だいじょぶだって。ここへ来る前にも説明したろ？」

  　

  　如果要对付拥有最强攻击力的妹妹，能使用所有伙伴能力、战斗手段丰富的我才是最适合的人选……我甚至编造了这种牵强的理由，才让大家都接受了。

  　最強の攻撃力を誇る我が妹を相手取るならば、仲間全員の能力を使えて戦う手段が豊富な俺が適任……という苦しい理由を付けてまで皆を納得させてここへ来た。

  　……为了来一场一生一次的兄妹吵架。不过莉娅大概已经看穿了吧。

  　一世一代の兄妹喧嘩をするために。まぁ、多分リアにはバレてるだろうけど。

  　

  「……抱歉，莲斗。看来是我多管闲事了。你妹妹就交给你了。」

  「……わるい蓮斗、余計なお世話だったな。妹のことはお兄ちゃんに任せた」

  　

  　莉娅啪地拍了拍自己的脸颊，重新打起精神，露出无畏的笑容戳了戳我的肩膀。

  　パシンと自分の頬を叩いて気合を入れ直したリアは、不敵に笑って俺の肩を小突いた。

  　

  「嗯。你也要好好把小春带回来哦。」

  「おう。そっちもちゃんと取り戻してこいよ」

  　

  「哼，我会秒杀她然后带她回来的。」

  「フッ、秒で連れ帰ってやるぜ」

  　

  　这不可能吧？

  　それは無理じゃね？

  　

  「我会满怀期待地等着你。」

  「期待して待ってるよ」

  　

  　我硬生生地把差点脱口而出的话咽了回去，也拍了拍容易得意忘形的莉娅的后背，为她加油打气。虽然可能有点太用力了，但莉娅似乎也因此绷紧了神经。

  　つい言いそうになった言葉をグッとこらえ、調子に乗りがちなリアの背中を、俺も発破をかけるように叩いた。少し強かったかもしれないが、リアもそれで気が引き締まったみたいだ。

  　道别结束后，接下来就是各自完成自己的任务了。

  　別れの挨拶は済ませた。後はお互いに自分のやるべきことをやるだけだ。

  　

  「——莉娅，快跑！」

  「──走れリア！」

  　

  　我一边大喊一边发动菲莉斯的能力，从脚尖发出寒气冻结地面，朝小春的脚边高速射出冰线。

  　叫びと共に俺はフィリスの能力を発動し、つま先から冷気を発して地面を凍らせ、小春の足元へ向かって氷の線を高速で伸ばしていく。

  　

  「……」

  「っ……」

  　

  　在冰线将小春的脚冻到膝盖，封住她行动的瞬间，莉娅冲了出去。虽然我无法释放出足以冻结全身的寒气，但只要能让她停下脚步就足够了。

  　それが小春の足を膝まで凍り付かせて彼女の身動きを封じた瞬間、リアが駆け出した。さすがに全身を凍らせるほどの出力は放てないが、足を止めることができれば十分だ。

  　为了迎击朝通往下一层的门跑去的莉娅，无法移动脚步的小春只能选择从双手放电。如果能再封住她的手，就能达成让莉娅前进的第一目标。通关。

  　次の階層へ通じる扉に向かって走る彼を迎撃するため、足を動かせない小春は残された選択肢である両手からの放電を選ぶだろう。ここでさらに彼女の手を封じられれば、リアを先へ進ませるという第一目標はクリアできる。

  　

  「小春，你要好好挡下来哦……！」

  「ちゃんと防げよ小春……！」

  　

  　我将双手伸向前方，发动洛伊泽的能力。

  　両手を前に突き出しロイゼの能力を発動。

  　从手掌射出光束激光，以烧伤小春的脸为前提，朝她的脸发射。故意调整成不会打中的攻击可能会让她不防御，所以我相信她的反射神经，使出了全力攻击。

  　掌から光のレーザーを、彼女の顔を焼くつもりで小春の顔面に向かって発射した。わざと当たらないように調節した攻撃では防御をしない可能性がある為、彼女の反射神経を信じた本気の攻撃だ。

  　

  「！」

  「っ！」

  　

  　小春注意到我的攻击，用双手制造出电屏障，挡住了光束激光。电流和光能量相反，发生了小规模的爆炸，但这也在我的计算之内。我事先告诉过莉娅会发生这种事，所以和害怕爆炸的小春相反，他按照当初的计划行动，转眼间就抵达了门前。

  　俺からの攻撃に気がついた小春は両手で電気のバリアを生成し、光のレーザーを防いだ。電気と光エネルギーが相反して小爆発が発生したが、これも計算の内。リアには予めそうなることを伝えてあるので、爆発に怯んだ小春とは対照的に、当初の予定通りに動いている彼はあっという間に扉の前へたどり着いた。

  　莉娅直接敲门，冲进了最终楼层。

  　リアはそのまま扉を叩いて最終階層へと飛び込んでいく。

  　

  「等——」

  「まっ──」

  　

  　小春伸手想要追上他，但我立刻射出第二发激光。

  　彼に追い縋ろうと小春が手を伸ばすが、そこですかさず二発目のレーザーを撃ちこむ。

  　小春为了防御激光，收回伸向莉娅的手张开屏障，挡住了我的攻击。

  　小春はそれを防ぐため、リアへ伸ばした手を引っ込めてバリアを張り、俺からの攻撃を凌いだ。

  　

  　但是，她为了防御我的炮击而抽不出手，没能阻止跑走的他，让莉娅进入了最终阶段。

  　だが、俺からの砲撃に手を回した小春は走り去る彼を止めることが出来ず、リアの最終ステージ進出を許してしまった。

  　看来事情顺利地按照我们的计划进行了。

  　どうやら無事、此方の計画通りに事を運べたらしい。

  　

  　

  　

  　这下子——我终于可以专心对付妹妹了。

  　これでようやく──妹だけに集中できる。

  　

  　

  　

  「我来接你了，小春。」

  「迎えに来たぞ、小春」

  　

  「…………哥哥。」

  「…………お兄ちゃん」

  　

  　我用一如往常的开朗语气向她搭话，小春却用充满敌意的眼神瞪着我。虽然生气的表情也很可爱，但现在先不管这个了。

  　いつもの調子で明るく声をかけた俺を、敵意剥き出しで睨みつける小春。怒った顔も可愛いが、今はとりあえず置いといて。

  　

  「一起回去吧。」

  「一緒に帰ろうず」

  　

  「……别妨碍我。」

  「……邪魔しないで」

  　

  　我发动的冰之束缚在持续时间结束的同时就自动解除了，但小春没有转身面向后方的门，而是警戒着我。她应该很想追上莉娅，但要是背对我，我就会发动攻击，所以她明白自己不能轻举妄动。我决定等把她带回去之后再夸奖这个聪明得像天才一样的妹妹。

  　俺が発動した氷による足の拘束が、持続時間の終了と共に自壊したものの、小春は後ろの扉のほうは向かずに俺を警戒している。リアを追いかけたいのは山々なのだろうが、背を向ければ俺から攻撃が飛んでくるので、迂闊な行動は取れないと理解しているのだろう。天才の如く賢い妹だが、それを褒めるのは彼女を連れ帰ってからだと決めている。

  　

  「我说小春，你现在被控制到什么程度了？」

  「なぁ小春、お前今どれくらい操られてるんだ？」

  　

  「……想杀掉你的程度。」

  「……お前を殺したい程度には」

  　

  　小春真是危险。

  　物騒な小春ちゃんであった。

  　我隐约感觉到要是松懈下来，大概真的会被杀掉，于是在手脚上用力，发动了文香的能力。要是不趁现在提升身体能力，就无法对小春的攻击做出反应——

  　多分気を抜いたら本当に殺されるんだろうなと薄々感じつつ、手足に力を込めて文香の能力を発動する。今のうちに身体能力を向上させておかないと、小春の攻撃に反応できな

  　

  「去死！」

  「死ねっ！」

  　

  「呜噢！？」

  「うぉっ！？」

  　

  　小春的右手释放出紫色的电流。虽然她出招的速度比我想象的还要快，但强化身体的技能勉强赶上了，我立刻往旁边一跳，躲开了攻击。

  　小春が右手から紫色の電流を放ってきた。思いのほか仕掛けてくるのが早かったが、身体強化はギリギリ間に合っていたため、何とか咄嗟に横へ飛び退くことで攻撃を躱すことができた。

  　然而在我滚到地上重整姿势之前，小春又立刻对我放电。

  　しかし俺が地面を転がって体勢を立て直す前に、小春はすぐさま放電してくる。

  　

  「别躲啊！」

  「避けないでよ！」

  　

  「别强人所难啊！」

  「無茶言うなって！」

  　

  　电浆从正面飞来，这下来不及回避了。

  　正面から飛来してくるプラズマ。これは回避が間に合わない。

  　

  （行得通吗……！？）

  （いけるか……！？）

  　

  　因此我用双手拍向地面，在我面前生成了一道巨大的冰墙。

  　ので、両手を地面に叩きつけ、俺の正面に巨大な氷の壁を生成した。

  　虽然发动本身是赶上了——

  　発動自体は間に合ったが──

  　

  「咿！」

  「い゛っ！」

  　

  　冰墙被轻易破坏，没能完全挡住的电流直击右肩，把我往后方击飞。

  　いとも簡単に氷壁は破壊され、防ぎきれなかった分の電流が右肩に直撃し、後方へノックバックされてしまう。

  　不过我立刻用阳菜的能力飘浮起来，在空中重整姿势，所以没有直接撞到地上。

  　だが咄嗟に陽菜の能力で浮遊し、空中で体勢を立て直したため、地面に叩きつけられることはなかった。

  　

  「好险……！」

  「っぶね……！」

  　

  「别耍小聪明！」

  「小賢しい抵抗するな！」

  　

  　闪电再次射来。这次我也用激光应战，双方的能量在中央互相碰撞，剧烈爆炸。

  　放たれる稲妻。今度はこっちもレーザーで応戦すると、お互いのエネルギーが中央でぶつかり合い、大きく炸裂した。

  　爆炸产生的强风袭向我和小春。

  　爆発により生じた突風が小春と俺を襲う。

  　

  「……」

  「っ……」

  　

  　乍看之下像是势均力敌，但我的力量明显不足。我调整激光的输出功率，使其与小春的电流相抵，使其爆炸以蒙混过去，但要是变成单纯比拼力量，我就没有胜算。

  　一見すると拮抗しているようにも見えなくはないが、明らかに此方のパワーが足りていない。レーザーの出力を調整することで、小春の電気と相反するよう仕向け炸裂させて誤魔化しているが、単純な力比べに移行されたらまず勝ち目はない。

  　

  　应该说，我根本没必要正面打赢她。对我来说，胜利条件是摘下她脖子上那个洗脑的源头——项圈。

  　というか、別に正面から勝つ必要はないのだが。俺からすれば、洗脳の源である小春の首に付いているあの首輪を外すことが勝利条件だ。

  　

  「有够麻烦的……乖乖去死一死不就好了。」

  「ほんっとに面倒くさい……大人しく死ねばいいのに」

  　

  「喂，小春。就算你被洗脑了，也不可以讲这么粗鲁的话哦。」

  「こら小春。洗脳されてるからって、あんまり乱暴な言葉は使っちゃダメだぞ」

  　

  「吵死了！你以为是谁害我被洗脑的……？」

  「うっさい！　大体誰のせいで私が洗脳されてると思ってんの……？」

  　

  　这毫无疑问是我的错。因为我当时无法在被粉碎者袭击的现场复活，以莲的身份被痛扁一顿，小春才会束手无策地被掳走。

  　それは間違いなく俺のせいである。クラッシャーに襲われたあの場でリバイブすることが出来ず、俺がレンのままボコボコにされたせいで、小春は為す術もなく攫われてしまったのだ。

  　

  「对不起，都怪我太弱了。」

  「ごめんな、俺が弱かったばかりに」

  　

  「……！你以为道歉就能了事吗！你这混蛋！！」

  「っ……！　謝って済む問題じゃないだろ！　このっ！！」

  　

  　小春以平时的她难以想象的语气激动地大喊，再次用闪电从正面攻击我。之所以几乎没下什么功夫，单纯从正面攻击，是因为我的存在扰乱了她的思考吗？

  　普段の彼女からは考えられないような口調で激昂した小春は、再び電撃で正面から攻撃してくる。ほとんど工夫なしの単純な正面攻撃なのは、俺が彼女の思考を乱してしまっているからだろうか。

  　我往旁边一跳，躲开闪电——但小春连续朝我放电。我全力使用文香的身体强化，只靠脚力在白色空间中四处逃窜。

  　電撃を横に飛び退いて躱す──が、小春は連続して稲妻を放電してきた。俺は文香の身体強化をフルに使用し、脚力だけで白い空間を逃げ回る。

  　

  「你在生气吗，小春！？也是啦！对不起！」

  「怒ってんのか小春！？　まぁ怒ってるよな！　ごめん！」

  　

  「竟敢瞧不起我……！」

  「馬鹿にして……っ！」

  　

  　我并没有挑衅她的意思，但似乎造成了反效果。额头浮现青筋的小春不只使出放电攻击，还用自己的能力在上空制造出雷云。我妹的能力还是一样乱七八糟。

  　煽ったつもりはなかったのだが、どうやら逆効果だったらしく、額に青筋を浮かべた小春は放電攻撃に留まらず、自らの能力で上空に雷雲まで作り出してしまった。相変わらず我が妹ながら出鱈目な能力である。

  　

  「烧死你！」

  「焼け死ね！」

  　

  　随着她的声音响起，如爆炸声的雷鸣震撼鼓膜，雷光之雨从上空倾注而下，不给我时间遮住耳朵。

  　彼女の声と共に爆発音の如き雷鳴が鼓膜を揺さぶり、耳を防ぐ間も与えず上空から雷光の雨が降り注ぐ。

  　我在白色空间中四处逃窜，同时在自己正上方制造冰墙，但冰墙被从空中飞来的雷击轻易破坏。即使我叠加身体强化与空中飘浮的能力，以拘束飞行的方式闪避，仍无法完全躲过无数落下的雷电——

  　自分の真上に氷の壁を生成しつつ白い空間を飛び回るが、空から飛来してくる雷撃によって氷壁はいとも簡単に破壊され、身体強化と空中浮遊の重ね掛けで拘束飛行をしていても、無数に落ちてくる雷を完全に避けることはできず──

  　

  「什么！？」

  「なっ！？」

  　

  　我被正面落下的闪电吓到停下脚步的瞬间，小春从死角射出的雷击击中我的背部。

  　真正面に降ってきた稲妻に驚いて立ち止まったその瞬間、死角から撃ち出された小春の雷撃が背中に着弾した。

  　

  「啊呜！」

  「ぁぐっ！」

  　

  　我被狠狠击飞，飘浮能力解除，倒在地上。我趴在地上。

  　勢いよく吹っ飛ばされ、浮遊の能力が解除されて地面を転がり、うつ伏せに倒れ込む。

  　

  「呜……咕。」

  「ぅ゛っ……、ぐ」

  　

  　我受到各种攻击。虽然觉得不妙，身体却动弹不得。背部灼烧般的热度，加上流窜全身的电流阻碍我的行动。

  　諸に攻撃を受けてしまった。まずいと思うが体が動かない。背中の焼けるような熱さに加え、全身に駆け巡る電流が俺の動きを阻害している。　

  　

  　

  「……果然很弱。」

  「……やっぱり、弱い」

  　

  　

  　哥哥好弱。

  　お兄ちゃんは弱い。

  　小春这么低喃，摇晃着及肩的黑发走向我。

  　そう呟きながら、肩まで伸びた黒い髪を揺らして近づいてくる。

  　她踩着缓慢的步伐，一步步走向趴倒在地的我。

  　俯せに寝そべっているいる俺のもとへ、緩慢な足取りで一歩一歩踏みしめるように。

  　

  「欸，你为什么这么弱？」

  「ねぇ、どうしてそんなに弱いの？」

  　

  「呃、啊啊……！」

  「っ、ぁあ……！」

  　

  　我拼命鞭策身体，好不容易站了起来。

  　死ぬ気で体に鞭を打って、なんとか立ち上がった。

  　但小春已经站在离我两步远的地方，朝我伸出右手。

  　しかし既に小春は二歩先に佇んでおり、俺へ向かって右手を伸ばしている。

  　

  　然而，电击没有飞来。

  　だが電気の暴力は飛んでこない。

  　只要我一动，她就会立刻释放雷击——应该是这样吧。

  　動けばその瞬間に雷撃を放つ──ということだろう。

  　她没有立刻击倒我，是因为她有话想对我说，或是对我有所不满。

  　すぐに俺を沈めないということは、彼女に思うところがあるか、もしくは伝えたい言葉があるのかもしれない。

  　

  　我看着眼前的小春，她一定是对身为哥哥的我感到愤慨。

  　目の前の小春を見るに、それはきっと兄である俺に対しての憤りだ。

  　

  「……为什么你总是不保护我？」

  「……どうしていつも、私を守ってくれないの？」

  　

  　她用染上红晕的双眼瞪着我，声音微微颤抖。

  　赤く染まった瞳で睨みながら、彼女は言葉尻を震わせる。

  　

  「小春……」

  「小春……」

  　

  「哥哥，虽然大家都说你是主角，但你有保护过我吗？」

  「お兄ちゃんさ。主人公とか何とか言われてるけど、私のこと守ってくれた時ある？」

  　

  　当然有。毕竟我们一直生活在一起。

  　無いわけがない。俺と小春はずっと一緒に生きてきたのだから。

  　

  「……小时候，你怕鬼，我保护你，晚上陪你去厕所。还有你小学的时候玩火柴，差点把房子烧掉的时候，我帮你灭火，还跟爸爸解释。上学的时候，我也总是——咿！」

  「……子供の頃は、お化けから守りながら、夜一緒にトイレ行ってただろ？　あとはお前が小学生の頃マッチでいたずらして家燃やしかけた時も、俺が火ぃ消して父さんから庇ったし、それから登校班の時はいつも──い゛っ！」

  　

  　电流子弹击中我的大腿。虽然没有贯穿，但全身迸发出撕裂般的剧痛。

  　電気の弾丸を太ももに撃ち込まれた。貫通はしなかったものの、全身に割れるような激痛が迸る。

  　不过，我忍住了。我站得直挺挺的，绝不可以在现在的妹妹面前坐下。

  　しかし、耐える。仁王立ちする。決して今の妹の前で座り込むわけにはいかない。

  　

  「你在开玩笑吗？我是在说差点死掉的时候。」

  「ふざけてんの？　私が死にそうになった時の話してるの」

  　

  「你、你生理期的时候，我总是会泡可可给你——啊啊！」

  「せ、生理んときはいつもココアとか作って──あ゛ぁっ゛！」

  　

  　这次换左肩中弹。肉被挖掉一些，血渗进袖子里。

  　今度は左肩を撃たれた。少し肉が抉れて血が袖に滲んでくる。

  　虽然痛到眼泪都快流出来，但我咬紧牙关忍住。

  　涙が出そうな程に痛いが、歯を食いしばって我慢した。

  　

  「不要转移话题！你明明知道！」

  「はぐらかさないでよ！　分かってるくせにっ！」

  　

  「呜、咿……！」

  「っ゛、ぃ……っ！」

  　

  　看来事到如今，已经没办法用开玩笑蒙混过去了。我真不该在奇怪的地方意气用事，应该一开始就拿出男子气概，下定决心说出来才对。膝盖和肩膀都痛得要命，下次再开玩笑，心脏真的会被射穿而死。

  　流石にここまで来て冗談で誤魔化すのは無理らしい。変なところで意地見せないで、最初から男らしく腹を括って話せばよかった。膝も肩も痛すぎる。今度ふざけたら本当に心臓撃ち抜かれて殺されそうだ。

  　

  「……说得、也是。我总是没办法保护你。」

  「……そう、だな。俺はいつも、お前を守ることが出来なかった」

  　

  　我放弃挣扎，说出丢脸的台词。小春听了，表情更加愤怒。

  　観念して情けないセリフを口にした。それを聞いた小春はさらに怒りに顔を歪める。

  　我差点死掉——换句话说，她指的是差点被某人杀害，或是遭受不合理的恶意攻击的时候吧。

  　私が死にそうになった──とはつまり、彼女が何者かに殺されそうになった時や、理不尽な悪意に晒された時の事を言っているのだろう。

  　

  　小春遇到这些事情时，我全都知道。

  　小春がそうなった時の事は、全て知っている。　

  　最重要的是，我也知道当时自己没能保护好妹妹。

  　そして何より、そこで俺が妹を守ることが出来なかった事実も自覚している。

  　

  「哥哥……我啊，在回家的路上被怪人袭击了。你还记得吧？就是对哥哥你施加淫纹的那家伙哦？」

  「お兄ちゃん……私ね、帰り道の途中で怪人に襲われたの。覚えてるよね？　お兄ちゃんに淫紋を付けたアイツだよ？」

  　

  　我记得。怎么可能忘记。

  　覚えている。忘れるわけがない。

  　知道你被袭击后，我拼了命地赶往现场，然后在那里遇见了独自保护你的那名少女。

  　お前が襲われてると知って、死に物狂いで現場に向かったそこで、一人でお前を守ってるあの少女と出会ったのだ。

  　

  「欸？我那时候被怪人威胁，昏了过去，醒来后就躺在家里的床上了。然后哥哥就出现在我眼前。我好高兴。」

  「ねぇ？　私あのとき怪人に脅されて気絶しちゃってさ、起きたら家のベッドの上だったよ。そしたら目の前にお兄ちゃんがいてね？　私ね、嬉しかったの」

  　

  　或许是因为情绪激动，小春全身上下都冒出了蓝白色的电流。

  　感情が昂っているせいか、小春の体全体に青白い電流が発生している。

  　她现在确实被洗脑了。负面情感充斥着她的大脑，让她对莉亚出手，甚至想要杀了我。

  　確かにいま、彼女は洗脳されている。リアに手を上げ、俺を殺そうとするほどに、負の感情に思考を塗り潰されている。

  　

  　但是，小春对我说的话，毫无疑问是她的真心话。

  　だが、俺に向かって発している小春の言葉は、間違いなく彼女の本心だ。

  　

  「我觉得你救了我。我觉得你保护了我。因为哥哥是我的哥哥。你很久以前就对我说过，你会保护我。对吧？我们打勾勾约定过了。说兄妹的羁绊不会背叛，你永远都会保护我……！」

  「助けてくれたんだって思った。お兄ちゃんが守ってくれたんだって、そう思った。お兄ちゃんは私のお兄ちゃんだから。俺が守るって、ずっと昔に言ってくれたから。ねっ、そうでしょ？　約束っ、指切りっ。兄妹の絆は裏切らないって、いつでも私を守ってくれるって、指切りげんまんで約束してくれたっ……！」

  　

  　小春脸上浮现扭曲的笑容，朝我大吼大叫。

  　小春は歪んだ笑みを浮かべながら、俺に向かって叫び散らす。

  　

  「——可是你错了！保护我的不是哥哥！是莉亚！是连长什么样子都不知道的陌生人！！」

  「──でも違った！　私を守ったのはお兄ちゃんじゃなかった！　リアちゃんだった！　顔も知らない赤の他人だった！！」

  　

  　她说得没错。要是没有她，当我赶到的时候，小春恐怕已经被杀死了。

  　その通りだ。彼女がいなければ、俺が到着した頃にはもう小春は殺されていただろう。

  　

  「太好笑了！我一回过神来，哥哥就跟那个陌生人变得很要好！？说什么会保护我，根本是骗人的！你满脑子都只想着那个人！哥哥没有保护我！我又被怪人袭击的时候，库洛诺来杀我的时候，每次保护我的都不是哥哥，而是那个人！只有我还记得那个约定！只有我像个笨蛋一样，相信以前的过家家！！」

  「っ笑えるよ！　気がついたらお兄ちゃんはその他人と仲良くなってるし！？　私を守るなんて嘘っぱちでいつもあの人のことだけ考えてるんだから！　お兄ちゃんは私を守ってくれなかったっ！　また怪人に襲われた時も、クロノが私を殺しに来た時も、いつだって私を守ってくれたのはお兄ちゃんじゃなくてあの人だったじゃん！　約束なんて覚えてるのは私だけでっ！　私だけが馬鹿みたいに昔のおままごとを信じてたんだ！！」

  　

  　她滔滔不绝，激动得连声音都变调了。

  　声が裏返ってしまうほど強く、彼女の舌鋒は止まらない。

  　小春的眼角流下滂沱的泪水，谴责至今为止什么都没为她做的我。

  　目尻から滂沱の涙を流して、今まで何もしてやれてなかった俺を糾弾する。

  　她无法压抑的感情，伴随着电流一起流泄到体外。几乎等同于攻击的电流包覆着她，电流向周围扩散，也传到了我身上。

  　抑えきれない感情と共に、彼女の電気が体の外へ漏れ出していく。もはや攻撃と大差ないレベルの電流が彼女を覆い、周囲に電気が伝播し俺にもそれが伝わってくる。

  　

  「唔……！！」

  「ッ゛……！！」

  　

  　我咬紧牙关，拳头紧握到指甲都陷进肉里，忍受着妹妹的放电——往前迈进。

  　歯を食いしばって、爪が食い込むほど拳を強く握りしめて、妹の放電に耐えながら──進む。

  　一步，再一步。全身触电也无所谓。就算碰到她的瞬间会被高压电击烧伤，我也毫不在意。

  　一歩、また一歩前へ踏み出す。全身が感電しようが関係ない。彼女に触れた瞬間焼けるような電圧に襲われようが知った事ではない。

  　小春一定比我还要痛苦。身为哥哥，我不能放着这样的妹妹不管。

  　きっと小春は今の俺よりもずっと苦しんでいる。兄貴として、そんな妹を放っておくわけにはいかないのだ。

  　

  「小春……」

  「小春……っ」

  　

  「我好害怕！被粉碎者攻击的时候，我好害怕！」

  「怖かったよ！　クラッシャーに襲われたときっ、凄く怖かったんだよ！」

  　

  　小春双手紧握，哭喊着。我朝她伸出手。

  　両手を握り締めながら泣き叫ぶ小春に、俺は手を伸ばす。

  　电流窜过全身，我全身痉挛，感觉就像全身都着了火。

  　全身に電流が駆け巡り痙攣し、至る箇所を炎で炙られているかの様な感覚が襲ってくる。

  　

  「我好希望有人来救我！好希望有人保护我！我好希望是哥哥你来救我！……可是你却——」

  「助けて欲しかった！　守ってほしかった！　お兄ちゃんにッ！　……それなのに──」

  　

  「小春！」

  「小春っ！」

  　

  　我继续往前冲——从正面抱住她。这一瞬间，包覆小春的电流屏障为了弹开我，电压变得更高。

  　それでも突き進み──俺は彼女を正面から抱きしめた。その瞬間、小春を覆っている電流のバリアが、俺を弾こうと躍起になって更に電圧を高めた。

  　

  「呜！啊、唔……呃啊啊啊！」

  「ぅ゛っ！　ぁ、ぐ……っ、つぅ゛あぁぁッ！」

  　

  「……！？你、你在做什么……！」

  「……っ！？　な、なにを……！」

  　

  　小春动摇了。她一定无法理解我被闪电灼烧身体，却依然冲过来抱住她的行为。

  　小春が動揺している。稲妻に身を焼かれながら抱擁しに来た、この俺の行動が理解できないのだろう。

  　

  　

  　这很简单。

  　なに、簡単な事だ。

  　我身为哥哥、身为家人，要承受小春的愤怒。

  　俺は兄として、家族として小春の怒りを受け止める。

  　我正面承受她的愤怒与迸射的电流，为了证明小春的电击杀不死我，我紧紧抱住妹妹。

  　彼女の憤りを、迸る電流を真正面から耐え抜いて、小春の電気なんかじゃ死なないってことを証明するために、こうして妹を抱きしめているのだ。

  　

  「唔咕！小、小春的电流好强……！？啊啊啊啊！」

  「っづぐぅぅっ！　こっここ小春の電気は効くなぁ゛……！？　ぁあがが゛っ！」

  　

  「你、你到底想干嘛！？」

  「ど、どういうつもり！？」

  　

  「这就是爱的拥抱啊啊啊啊啊！！」

  「愛の抱擁ってやつかなぁぁぁァァ！！」

  　

  　我用大喊盖过疼痛与灼热。只要觉得不痛就真的不痛，觉得不烫就真的不烫。

  　痛みも熱さも叫びで誤魔化す。痛くないって思えば痛くないし、熱くないって思えば電流も熱くない。

  　我才没堕落到会输给妹妹的电击，全身麻痹反而很舒服。

  　妹の電気に敗北する程落ちぶれちゃいない。むしろ全身が痺れて気持ちいいくらいだ。

  　啊啊！妹妹的电击超赞！真想跟全国拥有电击能力的妹妹分享这个情报！

  　あぁー！　妹の電気最高！　電撃能力を持ってる妹がいる全国のお兄ちゃんたちに是非とも情報共有したいくらいだぜ！

  　

  「难、难道你打算抱住我，同时使用冰能力冻住我……！？」

  「ま、まさか拘束しながら氷能力を使って、私を凍らせるつもり……！？」

  　

  「我怎么可能对妹妹做这种事！你给我差不多一点！！」

  「妹にそんなことする訳ないだろ！　いい加減にしろ！！」

  　

  「好痛！」

  「あだっ！」

  　

  　小春突然胡言乱语，我用绕到她背后的双手轻轻敲了下她的后脑勺。

  　小春が突拍子もないことを言いやがったので、背中に回していた手で後頭部を軽く引っ叩いた。

  　由于我们抱在一起，我看不见她的表情，不过被我敲头的她应该很不高兴吧。

  　抱擁している状態だから表情は確認できないが、叩かれた彼女はおそらくムッとしていることだろう。

  　

  「你想干嘛！？你以为事到如今只要像平常一样抱住我，我就会原谅你吗！？」

  「何のつもり！？　いまさら助けに来て、こうしていつもみたいに抱きしめれば私が許すとでも思ってんの！？」

  　

  「才不是那样啊啊啊啊啊！！」

  「そういうわけじゃあぁうががっがガ！！」

  　

  　这次小春故意提高电压。最近兄妹拥抱时我总是扮成莲，她可能是因为太久没被身为男人的我抱住，所以害羞了。抱歉让你久等了……

  　今度は故意に電圧を高める小春。最近兄妹の抱擁を行うときはいつも俺がレンの姿だったため、久しぶりに男の俺にハグされて照れているのかもしれない。待たせて悪かったな……。

  　

  「你每次都只顾着莉亚！明明都不理我！」

  「いつもいつもリアちゃんばっかりでっ！　私のことなんか見向きもしなかった癖に！」

  　

  「我我我我的心一直都是小春的啊啊！」

  「ぉおっおお俺の心はいつでも小春でいっぱいだぜぜ！」

  　

  「骗人！你不是不跟莉亚一起就不出轨吗！！」

  「嘘つきッ！　リアちゃんと一緒じゃなきゃ私とはえっちしないじゃん！！」

  　

  「你是认真的吗！？」

  「おまえそれ本気で言ってんのか！？」

  　

  　就算处于洗脑状态，妹妹的性欲也占据了一半的脑容量，她的感性实在独一无二，我很喜欢。她总是对自己诚实，真了不起。

  　洗脳状態であろうと性欲が脳の半分を占めている妹、あまりにも唯一無二の感性を持ってて好き。いつでも自分に正直でえらい。

  　

  「在莉亚从虚拟世界消失的前一天，我们3P的时候，你不是也用了我的屁股吗！你可别说你忘了！」

  「仮想世界からリアちゃんがいなくなる前の日に3Pしたとき、リアちゃんじゃなくて私のお尻も使ったじゃん！　忘れたとは言わせないよ！」

  　

  「因为你是被淫纹影响才失控的，所以我以为不算数！」

  「淫紋で暴走してたわけだからアレはノーカンだと思ってたけど！」

  　

  「怎么可能！虽然在那之后你马上回到现实世界，变成小莲，所以没办法像那时候一样做爱，但你变成小莲之后，也只跟莉亚做爱！我明明也长了小鸡鸡！！」

  「そんなわけないでしょ！　あの後はすぐにお兄ちゃんが現実世界行って、レンちゃんになっちゃったからあの時みたいなえっちが出来ないのはしょうがなかったけど、レンちゃんになってからはいっつもリアちゃんとしかヤッてなかった！　私だっておちんちん生やせるのに！！」

  　

  「你也想跟我做吗！？」

  「俺ともしたかったのか！？」

  　

  「想！！」

  「したかった！！」

  　

  「你也太直接了吧！」

  「身も蓋もねぇな！」

  　

  　虽然小春是个连近亲相奸的近字都不知道，有点危险的妹妹，不过在她面前我终于想起来了。这么说来，我们原本是色情游戏的角色。

  　近親相姦のきの字も知らなさそうで割とキラヤバな妹だが、彼女を前にしてようやく思い出した。そういえば俺たちって元々はエロゲのキャラだったんだっけか。

  　话虽如此，小春对性太诚实了。这点也很惹人怜爱。

  　といっても小春は性に正直すぎるけど。そんなところも愛おしいぜ。

  　

  「反正你只要有莉亚就满足了，为什么还要来救我！？事到如今，你没有保护我的事实也不会改变！」

  「どうせリアちゃんだけいればいいくせに何で助けに来たの！？　今更どうしたって私を守ってくれなかった事実は変わらないのに！」

  　

  　她说得没错。我总是个没用的哥哥，几乎不曾亲手保护过小春。

  　その通りだ。俺はいつだって情けない兄で、この手で小春を守れたことなんてほとんどなかった。

  　

  「我明明不原谅你！！」

  「私はお前を許さないのに！！」

  　

  　就算解除小春的洗脑，让她从阿卡西记录中解放，我没能保护妹妹的过去也不会改变。我无法挽回名誉，小春的心中也会一直对无力的我感到失望和厌恶。

  　小春の洗脳を解いて、彼女をアカシックレコードから解放したとしても、俺が妹を守れなかった過去は変わりはしない。汚名返上なんて都合のいい結果にはならないし、小春の心には無力な俺への失望と嫌悪が残り続けるだろう。

  　

  　

  　——即使如此。

  　──それでも。

  　

  　

  「那跟我没关系。」

  「んなことは、関係ない」

  　

  「……！」

  「っ……！」

  　

  　我必须解除小春的洗脑。因为我知道，伤害了喜欢的人们，最痛苦的不是别人，正是小春自己。

  　俺は小春の洗脳をぶっ壊す。好きな人たちを傷つけた事に一番苦しんでいるのは、他でもない小春自身だからだと知っているから。

  　

  　而且最重要的是——

  　そして、何より。

  　

  　

  「我是——小春的哥哥。」

  「俺は──小春のお兄ちゃんだ」

  　

  　

  　哥哥海夜莲斗帮助妹妹海夜小春，是比一加一等于二更理所当然的事。

  　兄である海夜蓮斗が、妹である海夜小春を助けるのは、一プラス一が二であることよりも、はるかに当たり前のことなのだ。

  　

  「你在、说什么……」

  「なに、いって……」

  　

  「哥哥帮助妹妹是理所当然的事。」

  「お兄ちゃんが妹を助けるのは、当然のことだって話だよ」

  　

  「你、你总是只顾自己！」

  「つっ、都合のいいことばっかり！」

  　

  　的确，我至今几乎没能保护小春。无论置身于什么状况，有什么理由，这个事实都不会改变。就算我现在救了小春，也不代表能弥补过去。我无法拯救小春心中的悲伤。

  　確かに俺は今までほとんど小春を守れなかった。どんな状況に身を置いていて、どんな理由があったとしても、その事実が変わることはない。俺が今ここで小春を助けたとしても、それらの贖罪に繋がるわけでもない。小春が抱いた悲しい思いを、救えるはずなどないのだろう。

  　

  　——但是，这不构成我可以放弃小春的理由。

  　──だが、それは小春を諦めていい理由にはならない。

  　

  「你就算不原谅我也无所谓。要打要踹要骂都行。小春想怎么做就怎么做。」

  「許さなくたっていい。殴ったり蹴ったり雷を落としたっていい。全部小春のしたいようにすればいいよ」

  　

  「……那、为什么……！」

  「……じゃあっ、なんで……っ」

  　

  　我战斗的理由只有一个。

  　俺が戦う理由はただ一つだ。

  　

  「我刚才也说过了。因为我是你的哥哥。」

  「さっきも言っただろ。俺がお前のお兄ちゃんだからさ」

  　

  　我抱紧不知何时电力屏障消失的小春，另一只手轻抚她的头。

  　いつの間にか電気のバリアが消えている小春を抱きしめながら、片方の手で彼女の頭をそっと撫でる。

  　

  「……呜、呜……」

  「……っ、ぅ……っ」

  　

  　就算她不原谅我，就算她只用愤怒回应我，这些都无所谓。

  　たとえ許されなくても、怒りしか返されないのだとしても、そんなことは関係ない。

  　我要帮助小春，保护妹妹。

  　俺は小春を助ける。ただ妹を守る。

  　就算她拒绝我，要我别自作多情，就算我的行动被如何揶揄，我都不在乎。

  　都合よく振舞うなと拒絶されても、俺の行動をどれだけ揶揄されようが構わない。

  　

  　因为我是海夜莲斗。

  　俺は海夜蓮斗だから。

  　因为我是小春的哥哥。

  　小春の兄だから。

  　

  　

  「我会保护你的，小春。」

  「守るよ、小春」

  　

  　

  　因为你是唯一一个我重要的妹妹。

  　たった一人の、俺の大切な妹なんだ。

  　

  　

  「……」

  「……」

  　

  　我深深抱紧沉默的小春。

  　黙る小春を、深く抱き寄せる。

  　她丰满的胸部传来心脏的鼓动。

  　彼女の大きな胸から、心臓の鼓動が伝わってくる。

  　

  「……咿……呜……」

  「……ぃっ、……ぅ……っ」

  　

  　我听见微弱的呜咽声。

  　小さい嗚咽が聞こえてくる。

  　同时，缠绕在妹妹脖子上的项圈发出喀嚓一声，从她的脖子滚落地面。

  　それと同時に、妹の首に巻きついていた首輪がガチャリと音を立て、彼女の首元から地面へ転がり落ちた。

  　

  「哥……哥……啊！」

  「ぉ……にっ、ぢゃ……ぁ゛っ」

  　

  　原本任我摆布的小春——将手环过我的背。

  　されるがままだった彼女の──小春の腕が俺の背中に回される。

  　她用力紧抱我，连同衣服一起，妹妹也深深抱紧了我。

  　そして服ごと強く握り込み、妹もまた俺を深く抱き寄せてくれた。

  　

  　她像小时候一样，全身压在我身上撒娇。

  　子供の頃のように、体全体を押し付けて甘えてくれている。

  　

  「……小春。」

  「……小春」

  　

  　我怜爱地回抱妹妹，这似乎成了导火线。

  　そんな妹が愛おしくて抱き返すと、それが引き金となってしまったらしく。

  　

  「……咿、呜……呜啊啊！！哥哥啊啊啊啊啊！！」

  「……ひっ、ぐ……う゛ぅぅ、っわあ゛ぁぁっ！！　おじぃぢゃああぁぁぁん！！」

  　

  　小春在我怀里嚎啕大哭。

  　俺の胸の中で、小春は盛大に泣きだしてしまったのだった。

  　

  「……对不起，小春。让你一直这么寂寞……还有，不要叫我爷爷，叫我哥哥。」

  「……ごめんな小春。ずっと寂しい思いさせちゃって……あとおじいじゃなくてお兄な」

  　

  「呜啊啊啊啊啊……！哥哥哥哥哥……！！」

  「うええぇぇぇん……！　ごみぃぢゃんんぅぅぅ……っ！！」

  　

  「谁是垃圾啊。」

  「誰がゴミだ」

  　

  「对不几……！呜、呜呜……我、我做了很、很过分的事！」

  「ごべんねぇぇ……っ、ひ、ひぐっ、うぅぅ……いっばいっ、ひどいごど、しぢゃっでぇぇ！」

  　

  　看她一边抽泣一边紧抱着我，我确信她已经完全恢复原样，松了口气。

  　咽び泣きながら俺にしがみつくその様子から、彼女が完全に元に戻ったと確信し、ホッと胸をなでおろした。

  　如果项圈和洗脑无关的话，事情就糟糕了。不过到时候再想办法吧。

  　もし首輪が洗脳と関係なかったらかなりヤバかったが、まぁその時はその時で別の対処をしていたと思う。

  　

  　不管怎样，妹妹平安回来了。没有比这更重要的事。

  　ともあれ、妹は無事に戻ってこられたのだ。それ以上に大切なことなどあるわけがない。

  　

  「我、我跟莉亚……呜、呜呜、对、对朝阳同学、做了很过分的事！」

  「わだじぃっ、リアぢゃんとぉ……っ、ぅぐっ、あ、朝陽ぐんにひどいことっ、じぢゃっだよぉぉ！」

  　

  「没事的。来，戴上这只Acces手表。」

  「大丈夫だよ。ほら、このアクセスウォッチ付けてみろ」

  　

  「……？——呜呜呜呜啊啊啊啊！！？为什么原谅偶啊！！朝阳同学太好惹啦啊啊呜、呜噗、呜噗啊啊……！！」

  「っ……？　──うううぅえぇぇぇ！！？　何でゆるじでぐれるのぉぉ！！　朝陽くんやざじすぎるよぉぉっおっぐ、うぷっ、うぶぇぇぇ……！！」

  　

  　戴上手表的瞬间，小春感受到我『没有生气』，嚎啕大哭的妹妹就这样因为过度抽泣而吐了一地……啊，我的背上也沾到了一点。

  　ウォッチを付けた瞬間に朝陽君の『怒ってない』という意思が伝わり、号泣した妹はそのまま嗚咽しすぎてゲロを撒き散らしてしまった。……あっ、俺の背中にもちょっと引っかかってるなこれ。

  　

  「乖、乖。等莉亚和艾莉回来后一起回家吧。要先分开一下吗？」

  「よーしよし。リアとアイリが戻ってきたら一緒に帰ろうなー。あと一旦離れとくかー？」

  　

  「不要……！我要和哥哥粘在一起……！」

  「やだぁぁぁ……！　お兄ちゃんとくっ付いたままがいいぃぃ……！」

  　

  「真是个让人操心的妹妹。好乖好乖。」

  「世話の焼ける妹だねぇ、よしよし」

  　

  　

  　我摸着小春的背安抚她，瞥了一眼位于远处的另一层楼的门。

  　背中をさすって小春をあやしつつ、離れた位置にある別階層への扉を一瞥した。

  　整扇门都笼罩在黑色的气场中，恐怕在莉亚解决里面的事态前，那扇门都不会打开。

  　何やら扉全体が黒いオーラに包まれているので、おそらくアレは中でリアが事態を解決しない限り開かないのだろう。

  　

  　不过，我并不担心。

  　だが、不安はない。

  　

  　就像小春这样平安归来，莉亚也一定会带着那名少女回来。

  　小春がこうして戻ってきてくれたように、きっとリアもあの少女を連れて帰ってくる。

  　莉亚一定做得到。毕竟她不仅让我和小春迷恋上她，还攻略了虚拟世界、最终头目库洛诺和露库拉等众多世界和人物，是个比我更厉害的主角。

  　リアならできる。なんせ俺と小春を惚れさせるばかりか、仮想世界だったりラスボスのクロノだったりルクラだったりと、数多の世界や人物たちを攻略しているような、俺以上の主人公だ。

  　所以，我只需要安心等待她回来。

  　だから、心配せずに帰りを待てる。

  　

  　

  　我喜欢的人——是这个世界上最厉害的人。

  　俺の好きな人は──世界で一番強い人なのだ。

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　　★　　★　　★　　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「喝！」

  「どっせい！」

  　

  　我破门而入，来到一个白色的空间。

  　扉をぶち破って突入した先は、またもや白い空間。

  　房间深处有一套西式桌椅，一名全身漆黑的人物坐在那里。

  　奥には洋風のテーブルと椅子があり、そこには一人の全身真っ黒な人物が座っている。

  　

  　而前方——站着全身漆黑的人型物体，以及一天不见的我的莉亚，艾莉儿。

  　そしてその手前に──またもや全身真っ黒な人型の何かと、一日ぶりに見る俺のリアであるアイリールが佇んでいた。

  　虽然外表容易混淆，不过坐在深处的大概是阿卡子，前方的则是粉碎者。

  　見た目が紛らわしいが、多分奥の座っている人物がアカ子で、手前がクラッシャーだ。

  　

  「夜、夜……」

  「よ、夜……」

  　

  「美、美咲夜！？可恶，明明再过三十分钟就能充饱电了……！」

  「みっ美咲夜！？　くっ、あと三十分でチャージが終了するのに……！」

  　

  　动画一集的时间就是时限吗？还真是游刃有余啊。

  　アニメ一話分がタイムリミットか。余裕だな。

  　

  「粉碎者！你去和露库拉好好沟通，共享情报！那家伙并不希望破坏世界！」

  「クラッシャー！　お前はルクラとお話してちゃんと情報共有しろ！　あいつは世界の破壊なんか望んじゃいない！」

  　

  　我大步向前，如此说道。粉碎者右手浮现光球，秀给我看并大喊：

  　俺がズンズン前に進みながらそう言うと、クラッシャーは右手に光の玉を浮かべて、それを見せつけながら俺に向かって叫んでくる。

  　

  「不准再靠近！达古斯特莉亚被破坏之球消灭也无所谓吗！？」

  「それ以上近づくな！　この破壊の玉でダグストリアが消されてもいいのか！？」

  　

  「少啰嗦！平底锅回旋镖！！」

  「うるせえ！　フライパン・ブーメラン！！」

  　

  「什——噗！？」

  「なっ──ヘブッ！？」

  　

  　我扔出的平底锅正中粉碎者的脸，把他打飞出去，仰躺在地，然后无视物理法则回到我手中。不愧是我的好搭档。

  　ぶん投げたフライパンはクラッシャーの顔面にクリーンヒットし、彼をぶっ飛ばして仰向けに転倒させ、物理法則を無視して俺の手元に帰ってきた。流石だぜ相棒。

  　

  「过来！艾莉儿！！」

  「来いっ！　アイリール！！」

  　

  「！——夜！」

  「っ！　──夜っ！」

  　

 
  帰ってきた無敵リアちゃん

  归来的无敌莉娅酱

  　

  　

  　

  　

  　艾莉儿快步跑回我身边。

  　アイリールは駆け足で俺のもとへ帰ってきてくれた。

  　但是我们没有再会的言语和拥抱，她直接回到我右腕上的Acces手表里。

  　だが再会の言葉も抱擁も交わすことはなく、彼女はそのまま俺の右腕に装着されているアクセスウォッチの中へと、即座に戻っていった。

  　

  　没错，我们没有必要面对面说话。因为我们彼此都明白，我们还有更重要的事要做。

  　そう、面と向かって話す必要はない。俺たちはそれよりも先にやらなければならない事があるのだと、お互いに理解しているからだ。

  　

  （晚上，这次你有记得带无敌手表来吗？）

  （夜、今度はちゃんと無敵の腕時計、忘れずに持ってきた？）

  　

  （当然。我迫不及待想用了。）

  （あったりまえだろ。早く使いたくてウズウズしてたところだ）

  　

  　最重要的是，我们能够像这样在心中对话，不需要像其他智慧生命体一样『普通的沟通』。我们不会像死亡游戏攻略者的成员一样，和搭档在心中反目，能够立刻同步思考和达成共识。因为我们是莉亚。

  　何より、こうして心の中で話せる俺たちに、他の知的生命体たちのような『普通のコミュニケーション』はいらない。デスゲーマーズのメンバーのように、パートナーと心の中で反目し合ったりすることもなく、すぐさま思考の同調と目的意識の一致も可能なのだ。俺たちはリアだから。

  　

  「呜、咕咕……！美咲夜……！」

  「ぅっ、ぐぐ……っ！　美咲夜ゥ……ッ！」

  　

  　粉碎者用手按着被平底锅重击的脸，站了起来。看来他没有脆弱到被那一击打倒。

  　フライパンによる強打を、諸に受けた顔面を手で押さえながら、クラッシャーが立ち上がる。流石にあの一発で沈むほどヤワではなかったらしい。

  　没办法，再一击吧。

  　しょうがない、もう一発だ。

  　

  「平底锅射击！」

  「フライパン・ショット！」

  　

  「咕哇！？」

  「ぐべぁっ！？」

  　

  　我用仿佛棒球投手的流畅动作，将平底锅扔向粉碎者的脸，再次击中他。然后我的搭档回到我手边，他再次倒下。

  　野球の投手を彷彿させるような、滑らかな投擲フォームでフライパンをぶん投げ、もう一度クラッシャーの顔面にぶつけた。そしてまた相棒は手元に戻り、彼は再び倒れる。

  　好，趁现在！

  　よし、この隙に！

  　

  『变身！』

  『変身ッ！』

  　

  　我将终于恢复原本功能的Acces手表高举过头，高声宣言。

  　ようやく本来の機能を取り戻したアクセスウォッチを頭上に掲げ、高らかに宣言した。

  　手表迸发出炫目的闪光，包围我的身体。

  　腕時計から眩い閃光が迸り、俺の体を包んでゆく。

  　我再次品味着重复无数次的变身，肉体被重新打造的感觉——

  　幾度となく繰り返してきた変身を、肉体が作り替えられてゆく感覚を、今一度噛みしめながら──

  　

  「好！」

  「っしゃあ！」

  　

  　变身完成。我的声音变成通透悦耳的女声，手脚变成白皙纤细的柔肤，银发代替缩短的身高长长地飘舞在风中。

  　変身を完了した。俺の声は透き通るように耳触りの良い声となり、手足は白く細い柔肌へと変質し、縮んだ身長の代わりに長く伸びた銀髪が風に靡いた。

  　

  「什么……！什么时候变成莉娅的……！？」

  「な……っ！　いつの間にリアの姿に……！？」

  　

  　粉碎者再次站起来时，看到的不是美咲夜，而是变成莉娅的美咲夜。男人在自己没注意的时候变成银发美少女，当然会惊讶了。

  　再度立ち上がったクラッシャーが目にしたものは、美咲夜ではなくリアの姿になった美咲夜だ。目を離したすきに男が銀髪美少女になってたら、そりゃ驚くに決まっている。

  　

  （好，启动无敌。）

  （よし、無敵を起動するぞ）

  　

  　因为变成莉娅的模样，这样就满足了发动Hyper Pallette的条件。我操作左手的手表，让它进入待机状态。

  　リアの姿になったので、これでハイパームテキを起動する条件は整った。左手の腕時計を操作し、スタンバイ状態へと移行させた。

  　然后。

  　すると。

  　

  （等等，夜。粉碎者要攻击了。）

  （待って、夜。クラッシャーが攻撃を仕掛けてくる）

  　

  （什么？）

  （なんと）

  　

  　竟然妨碍英雄变身，真是个不懂礼节的反派角色。

  　ヒーローの変身を邪魔するとは。まったく礼節を弁えてない悪役だ。

  　

  「消失吧！」

  「消えろォ！」

  　

  　粉碎者朝我射出刚才的破坏光球。

  　クラッシャーは俺めがけて先ほどの破壊の玉とやらを射出した。

  　他冒着冷汗想消灭我的样子，感觉不到以前袭击我们时的冷静和神秘感。不过他毕竟是另一个世界粉碎者，结果也是从露库拉诞生出来的存在，所以和她一样在面对意外状况时会变得很废，也没什么好奇怪的。

  　脂汗を浮かべながら俺を消そうとするその姿に、以前俺たちを襲ってきたような冷静さやミステリアスな雰囲気は感じない。まぁもう一人のワールドクラッシャーだろうが何だろうが、結局はあのルクラから生み出された存在なので、彼女と同様に不測の事態に対してはポンコツであっても不思議ではない。

  　

  「打击出去！」

  「バッティング！」

  　

  　总之，我用平底锅把飞来的光球打回去。

  　とりあえず、飛んできた光の玉はフライパンで打ち返しておく。

  　

  「什、什么！？」

  「なっ、なに！？」

  　

  　我打击出去的破坏光球，飞向遥远的高空，成了全垒打。

  　俺がバッティングした破壊の玉は、はるか上空へ旅立ち、ホームランとなった。

  　粉碎者见状，惊慌失措。

  　それを見たクラッシャーはあわわと慌てふためいている。

  　

  「为什么能打回去！？那明明是让被击中之物无一例外地遭到破坏的力量……！？」

  「どうして打ち返せる！？　アレは直撃したものを、例外なく破壊させる力なのに……！？」

  　

  　这可是连拯救了假想世界的库洛诺，以及和世界粉碎者融合的最终头目射出的光束都能反弹的平底锅。事到如今，就算被粉碎者单独攻击，这家伙也不可能被破坏。

  　仮想世界を救った実績を持ち、ワールドクラッシャーと融合したラスボスのクロノのビームすら弾き返した代物だ。いまさらクラッシャー単体の攻撃をくらったところで、こいつが破壊などされるわけがない。

  　

  「别小看我。这可是我的平底锅。」

  「舐めんなよ。俺のフライパンだぞ」

  　

  「不、不料平底锅竟然是这么强大的武器……！」

  「ふ、フライパンとは、ここまで強力な武器だったのか……！」

  　

  　你不知道吗？呵，你这个最终头目还太不谙世事了。

  　知らなかったのか。フッ、まだまだ世間知らずなラスボスだぜ。

  　

  （趁现在。上吧，艾莉儿。）

  （今のうちだ。いくぞアイリール）

  　

  （嗯！）

  （うんっ）

  　

  　这次我启动无敌手表，为了向粉碎者展示，我开始变身成最强型态。

  　今度こそ無敵の腕時計を起動させ、クラッシャーへ見せつけるように、俺は最強形態への変身を開始した。

  　

  　

  《超・绝・强！》

  《 ハ イ パ ー ム テ キ ! ! 》

  　

  　

  　手表高声宣言，我身边刮起一阵黄金之风。

  　高らかに腕時計の音声が宣言し、俺の周囲に黄金の風が吹き荒れる。

  　粉碎者见状，学不乖地发射破坏弹，但那些攻击全被包围我的金色旋风抵销了。

  　それを見たクラッシャーが性懲りもなく破壊の弾を発射するが、それらは全て俺を包む金色の旋風に掻き消された。

  　在进入变身程序的阶段，超・绝・强就会产生无人能靠近的无敌屏障，所以粉碎者已经无法阻止我了。

  　ハイパームテキは変身シークエンスへ移行した段階で、何者をも寄せ付けない無敵のバリアが発生するため、もはやクラッシャーにこの俺を止めることは出来ない。

  　

  「可恶……！」

  「くっそぅ……！」

  　

  「呵哈哈哈！你也越来越像露库拉了！」

  「ふははは！　お前も段々ルクラっぽさが出てきたな！」

  　

  　妨碍我的粉碎者，似乎因为露库拉的特征越来越明显——他的外型也逐渐改变。

  　そして俺の邪魔をしているクラッシャーは、元となったルクラとしての側面が強く出てきたせいか──姿が変わってきている。

  　

  （不知不觉间，他变得像黑色的露库拉了……）

  （なんかいつの間にか、黒いルクラみたいになってんな……）

  　

  （感觉像是晒黑了。）

  （日焼けした感じだね）

  　

  （难道那家伙是勉强自己变成那种像黑色假人的模样吗……？）

  （もしかしてあいつ無理して、あの黒いマネキンみたいな姿に変身してたのか……？）

  　

  　简单来说，就是变成了露库拉的2P色。艾莉儿是银发紫眼，露库拉是模仿艾莉儿的外貌，但许多特征都反转了，所以是紫发银眼。而粉碎者则是更进一步的反转，皮肤变成了褐色，剩下的要素反转后变成了银发紫眼……转了一圈后，又快要变回艾莉儿了。

  　簡単に言うとルクラの2Pカラーっぽくなってる。アイリールが銀髪紫眼で、それを模したルクラがいろいろ反転して紫髪で銀眼の姿になっていて、クラッシャーは更にその反転。肌が褐色になっており、残りの要素が逆転して銀髪紫眼に……一周回ってアイリールに戻りかけてるな。

  　

  　啊，变身程序要结束了——结束了。

  　あっ、もう変身完了する。──した。

  　

  「我变成无敌了！」

  「無敵になったぜ！」

  　

  「变、变成无敌了……！」

  「む、無敵になってしまった……！」

  　

  　他明显地慌张起来，手忙脚乱。这家伙果然是露库拉。

  　あからさまに狼狽えてワタワタしてる。やっぱりルクラだなコイツ。

  　

  　

  「……粉碎者，我要上了。」

  「……いくぞクラッシャー」

  　

  「别、别过来——！」

  「くっ、来るなぁーっ！」

  　

  　我全身被金色的气场包围，向前踏出一步的瞬间，粉碎者射出了无数的破坏球。

  　黄金のオーラに身を包んだ俺が一歩前に足を踏み出した瞬間、クラッシャーが破壊の玉を無数に射出してきた。

  　那些球如雨点般落下，但对变成无敌的莉亚的我完全无效。飞来的光球在击中莉亚身体的瞬间，就像烟雾一样消散了。

  　それらが雨のように降り注いでくるものの、無敵のリアとなった俺には全く通用しない。飛来してくる光の玉は、リアの体に着弾した瞬間、まるで煙のように霧散していく。

  　我把平底锅装在背后，张开双手承受粉碎者的攻击，完全没有受伤。

  　フライパンを背中に装着し、両手を広げてクラッシャーの攻撃を受け止める俺は、傷やダメージを負うことなど一切無い。

  　

  「为什么没有用！！」

  「何で効かないんだ！！」

  　

  「因为我无敌……」

  「無敵なので……」

  　

  「也太作弊了吧！？」

  「インチキすぎるだろう！？」

  　

  　你才没资格说我呢。你可是能用眼睛不看就让物质消灭的球体，还有只要再充二十几分钟的电就能破坏世界的家伙呢。

  　あなたには言われたくないですね。ノールックで物質を消滅させられる玉をぶっ放せたり、あと二十数分パワーをチャージしたら世界を破壊できるあなたにだけはね。

  　

  「——对、对了！那个无敌的力量，顶多只能维持五分钟！只要在这段时间内持续逃跑的话……！」

  「──そっ、そうだ！　あの無敵はしょせん五分しか持たない力！　その間逃げ続ければ……っ！」

  　

  「你这么做也是没用的。」

  「そんなことしても無駄だぞ」

  　

  　「什么！？」粉碎者大吃一惊。莉亚克逊每次反应都很夸张，这点也很有露库拉的风格呢。

  　なにっ！？　とビックリするクラッシャー。リアクションがいちいち大袈裟なところもルクラっぽさがあるわね。

  　

  「我跟艾莉儿的爱的力量，经过各种各样的作用后，让无敌状态没有时间限制。」

  「俺とアイリールの愛のパワーで、なんやかんやあって上手い具合に作用したから、無敵に時間制限はない」

  　

  「开什么玩笑！？」

  「ふざけすぎだろ！？」

  　

  　爱是很伟大的。你明白了吗？

  　愛は偉大なのだ。思い知ったか。

  　不过其实不是爱的力量，而是有正当的原因。

  　まぁ本当は愛のパワーとかじゃなくて、ちゃんとした事情があるのだけど。

  　

  　

  　老实说，这个改良型无敌手表，原本的无敌型态就没有时间限制。因为以前在虚拟空间的战斗中，我把它更新成这样了，所以当然没有时间限制。

  　実を言うとこの改良型ムテキウォッチ、元から無敵形態自体には時間制限がない。以前仮想空間での戦いで、そうなるようアップデートしたのだから、当然だ。

  　

  　但是要变成无敌型态，必须在游戏场地上启动手表才行。超无敌手表是无法在现实世界存在的，只有在特别的空间里才能使用这种外挂。

  　しかし無敵形態になるためには、ゲームフィールドの中でウォッチを起動しなければならない。ハイパームテキとは、現実世界では存在することが出来ず、特別な空間でなければ許されないチートなのだ。

  　

  　为了让我变身成超级帕姆提克，手表的功能之一就是展开小游戏场地。

  　そのハイパームテキへの変身を可能にするための機能が、ウォッチによるミニゲームフィールドの展開。

  　而小游戏场地的持续时间是「五分钟」，所以就算无敌型态没有时间限制，在现实世界也只能使用五分钟。

  　そしてそのミニフィールドの持続可能時間が”五分”なので、無敵形態に時間制限がなかろうと、現実世界においては問答無用で五分しか時間が与えられない、というわけで。

  　

  　——不过，这里不是现实世界。

  　──しかしこの場所は現実世界ではない。

  　

  　真要说的话，性质上比较接近虚拟世界或游戏场地。

  　どちらかと言えば性質上仮想世界やゲームフィールドに近い。

  　因此，当我发现不用展开场地也能在这个空间变身成无敌型态时，只要待在这个地方，我的无敌时间就是无限——就是这么一回事。

  　ゆえに、フィールドを展開しないまま、この空間での無敵形態への変身が可能だと分かった時点で、この場にいる限り俺の無敵時間は無制限──というわけなのだ。

  　

  　——困难的事情，我全都事先问过库洛了！嘿嘿！

  　むつかしいことはぜんぶ、くろのさんにあらかじめ、きいておきました！　えへへ！

  　

  　

  「粉碎者，这次一定要分出胜负！」

  「今度こそ行くぞクラッシャー！」

  　

  「可恶……！」

  「おのれぇ……ッ！」

  　

  　我让黄金能量缠绕在拳头上，加快脚步呐喊。

  　黄金のエネルギーを拳に纏わせ、足を加速させて吶喊。

  　

  「拳——击！！」

  「パァ──ンチッ！！」

  　

  「可恶！」

  「このぉ！」

  　

  　我高高举起拳头，粉碎者勉强用双手挡了下来。

  　俺が振りかざした握り拳を、なんとか両手で受け止めたクラッシャー。

  　她果然也有她的坚持，不会轻易让我打倒。看来她当最终头目不是当假的。

  　やはり彼女にも意地というものがあるらしく、ただではやられない様子だ。伊達にラスボスをやっていたわけではない、ということか。

  　

  「只要破坏那只手表——！！」

  「その腕時計を破壊すれば──ッ！！」

  　

  　粉碎者握住我的拳头固定住，然后松开一只手，在掌心制造出破坏球。她像握棒球一样握住破坏球，朝我的左手挥下。缠绕在我左手的是无敌手表。

  　俺の拳を握って固定したクラッシャーは、片方の手を離して掌に破壊の玉を生み出した。野球ボールを握るかのように、破壊の玉を手にしたクラッシャーは俺の左腕にそれを振り下ろす。左手に巻き付いているのは無敵の腕時計だ。

  　

  　——然而。

  　──しかし。

  　

  「！？被、被弹开了！？」

  「っ！？　は、跳ね返された！？」

  　

  　破坏球在撞上手表的瞬间，发出破裂声，化为粉碎。手表不是弱点，而是力量的来源，恐怕这里才是最坚固的部分。

  　破壊の玉は腕時計にぶつかった瞬間、破裂音を立てて粉々になった。時計は弱点ではなく力の源、おそらくここが一番強い部分なのだ。

  　

  　她的着眼点不错，只是我这边的性能太作弊了。如果用同等的力量战斗，我应该会输吧。

  　目の付け所は悪くなかった。ただ此方のスペックがズルいだけで、もし同じ程度の力で戦っていれば俺は負けていたことだろう。

  　

  「真可惜啊，粉碎者。你已经尽力了。」

  「残念だったなクラッシャー。お前はよく頑張った」

  　

  　不过。

  　だが。

  　

  「——这样就结束了！」

  「──これで終わりだッ！」

  　

  　我趁粉碎者对我的发言做出反应时，扫倒她的脚。

  　クラッシャーが俺の発言に反応した隙をついて、彼女に足払い。

  　

  「呜哇！」

  「ぅわっ」

  　

  　她的身体浮在空中。

  　体が宙に浮く。

  　那一瞬间，我拿起背后的平底锅，名副其实地以光速钻到她下方——

  　その瞬間、俺は背中のフライパンを手に取り、文字通り光速で彼女の下に潜り込み──

  　

  「喝！」

  「はっ！」

  　

  「噗嘎！？」

  「プギャッ！？」

  　

  　我朝她的后脑勺挥起平底锅。

  　彼女の後頭部めがけてフライパンを振り上げる。

  　平底锅的中心漂亮地击中粉碎者的后脑勺，发出清脆的声响。

  　物の見事にフライパンの中心が、クラッシャーの後頭部にクリーンヒットし、小気味よい音が鳴り響いた。

  　

  「呜、啊！」

  「ぅ、あっ」

  　

  　粉碎者的意识瞬间被我夺走，就这样以趴伏的姿势倒在地上。

  　一瞬で意識を刈り取られたクラッシャーは、そのまま俯せの体勢で地に伏した。

  　

  　

  　她直到最后都挺身面对无敌这个不讲理的设定，但这次的战斗以我们莉丝的完全胜利告终。

  　彼女は無敵という理不尽に最後まで立ち向かったが、此度の戦は俺たちリアの完全勝利に終わった。

  　

  　

  　

  　……

  　……

  　

  　…………

  　…………

  　

  　………………

  　………………

  　

  　

  「嘿咻。」

  「ほいっと」

  　

  　我横抱起昏倒的粉碎者，用超帕姆提克的力量在空间上开出一个出口，将她扔到出口的另一端。目的地是我的房间的床上。

  　俺は気絶したクラッシャーを横抱きし、ハイパームテキのパワーで空間にぶち開けた出口に向かって、彼女を放り投げた。移動先は俺の部屋のベッドだ。

  　

  　我应用之前让世界粉碎者与黑野分离的力量，从粉碎者身上抽离阿卡莎授予她的能力，以及世界粉碎者原本的凶恶力量。

  　以前ワールドクラッシャーと黒野を分離させた力を応用して、クラッシャーからはアカ子から授かった能力や、ワールドクラッシャー本来の凶悪な力も抜き取っておいた。

  　这样露库拉和粉碎者应该就能对等地谈话。虽然因为我们的缘故夺走她的力量，让我有点过意不去，但总不能让她毁灭世界，这也是没办法的事。

  　これでおそらくルクラとクラッシャーは、対等な話し合いが出来るはずだ。こちらの都合で彼女の力を奪ってしまったのは心苦しいが、流石に世界を滅ぼさせるわけにはいかないので、致し方ない。

  　

  「这样就行了。」

  「これでよし」

  　

  　接下来——

  　あとは──

  　

  　

  『……真令人惊讶。没想到你真的阻止了世界粉碎者。』

  『……驚いたな。まさか本当に、ワールドクラッシャーを止めてしまうとは』

  　

  　

  　——就只剩下那个漆黑的人型物体。

  　あの真っ黒な人型の何かだけだ。

  　由于没有脸，我看不出他的表情，但从语气听来，他似乎真的有点惊讶。

  　顔がないから表情は読み取れないが、口ぶりからして本当に少しは驚いているらしい。

  　

  　不过，那种事怎样都好。我还有该做的事。

  　だが、そんなことはどうでもいい。俺にはやるべきことがあるのだ。

  　

  （艾莉儿，暂时解除Access。）

  （アイリール、一旦アクセスを解除するぞ）

  　

  （嗯、嗯。）

  （う、うん）

  　

  　我在心中对她说，操作手表与艾莉儿分离，恢复成男人的模样。

  　心の中で彼女に伝え、俺はアクセスウォッチを操作してアイリールと分離し、男の状態へと戻った。

  　

  『啊哈哈！好厉害！』

  『あはは！　凄いなぁ！』

  　

  　阿卡莎在前方几步之遥，对男人的我拍手喝采。我隐约感觉得出她不是在嘲笑我们，但明显瞧不起我们。

  　数歩先にいるアカ子は、男の俺に向かって拍手喝采をしている。嘲笑ではないのだと何となく分かるが、俺たちを下に見ていることは明らかだ。

  　看来这家伙到了这个地步，仍然以为自己处于游刃有余的立场。

  　どうやら奴は、この期に及んで自分は余裕がある立場だと思い込んでいるらしい。

  　

  　——你错了。

  　──それは間違いだ。

  　

  　在我来到这里的瞬间，你的神明游戏就结束了。

  　俺がこの場に来た時点で、お前の神様ごっこは終わっている。

  　

  『嗯？怎么了？走得那么快。』

  『ん？　どうしたのかな、そんな早歩きでこっちに歩いてきて』

  　

  「…………」

  「…………」

  　

  『啊，难道你想揍我？那是不可能的。你们这些普通的人类碰不到我噗呃！！』

  『あっ、もしかして、わたしを殴る気かな？　それは不可能だよ。わたしは君たち普通の人間では触れられないそんブゲェッ！！』

  　

  　我的拳头陷进他的脸颊——用力揍飞阿卡莎。

  　俺の拳が彼の頬にめり込み──勢いよくアカ子をぶっ飛ばした。

  　

  『啊叽！——……！？咦……咦？为、为什么……！？』

  『あぎィっ！　──……っ！？　ぇっ……え？　な、なんで……！？』

  　

  　我和艾莉儿孕育的爱情力量，没有不可能。

  　俺とアイリールが育んだ愛のパワーに、不可能などない。

  　好，再来一拳！这次用平底锅！

  　よっしゃもう一発！　次はフライパンだ！

  　

  『等、等等！暂停——噗呃！！！』

  『ちょっ、ちょちょっ！？　一旦まっ──ヘブッ！！！』

  　

  　

 
  最後の難関

  最后的难关

  　

  　

  　

  　

  　我——美咲夜，似乎就是所谓老好人那一类的人。

  　俺──美咲夜、という人間は、所謂お人好しという類の人間だったらしい。

  　

  　我自认活得普通，只是从以前开始，受托或受人拜托的事情就比较多一点。

  　自分としては普通に生きているつもりで、昔から頼まれ事やお願いをされることが、少し多かった程度だと思っていた。

  　

  　那些事情大多都很小，对方也有不得已的苦衷，所以身为小孩的我也能理解，认为他们拜托我也是无可奈何。

  　それらは大抵小さなものだったし、相手側にもやむにやまれぬ事情があったから、俺を頼るのも無理はないと、子供ながらにそう納得しながら生きてきた。

  　

  　但是，升上高中后过了两个月左右的某一天。

  　けど、高校に進学してから、二ヵ月ほど経ったある日。

  　我独自打扫教室，觉得从窗户照进来的刺眼斜阳很烦闷，一如往常的那一天。

  　窓から差す眩しい斜陽を鬱陶しく思いながら、一人だけで教室の掃除をしていた、そんないつも通りの日に。

  　

  　一名男学生走进教室。

  　教室に一人の男子生徒が入ってきた。

  　他是戴着眼镜的美少年，肩上挂着竹刀袋，即使是不熟悉他人人际关系的我，也认识他，知道他的内情。

  　眼鏡をかけた美少年で、肩に竹刀袋を引っ提げているその彼は、他人の人間関係に疎い俺でも、内情をよく知る人物だった。

  　

  　才色兼备、文武双全——只说他是班上的人气王，大家应该就能理解。他总是待在团体的中心，是受众人喜爱的顶层人物。

  　才色兼備で文武両道な──クラスの人気者、とだけ言えば伝わるような、そんな人物。いつも集団の中心にいて、大勢の人から好かれているトップカーストの人間。

  　这样的他独自回到教室，向我搭话。

  　そんな彼が、一人で教室に戻ってきて、俺に声をかけてきた。

  　

  　问我，你一个人在做什么？

  　一人で何してんだ？　と。

  　

  　即使不是他，应该也看得出来吧。我一个人在打扫教室。其他同学似乎有无法推掉的重要事情，所以向我道歉后先回去了。所以，这也是无可奈何的事。

  　彼でなくとも、見れば分かることだろう。一人で教室掃除を行っているのだ。他のクラスメイトたちは外せない大切な用事があるらしいので、俺に謝りつつ先に帰った。だから、これは仕方のないことなんだ。

  　

  　

  【不，你……被骗了哦？】

  【いや、お前……騙されてんぞ？】

  　

  　

  　咦——我这么回答。

  　えっ──なんて。

  　我还记得自己发出这种愚蠢的声音。

  　そんな間抜けな声が出たことを覚えている。

  　

  　据他所说，同学们只是把工作推给我，为了去玩而先回去了。

  　彼曰く、クラスメイト達は俺に仕事を押し付けて、遊ぶために先に帰っただけ。

  　据他所说，他本来应该负责打扫，但为了去接朋友，所以先打扫完其他地方后回到这里。

  　彼曰く、本来なら掃除当番であるはずの、その友達を迎えに行くために、他の場所の掃除を終わらせてからここへ戻ってきた。

  　

  　据他所说——班上的人似乎认为我是容易受骗的滥好人。

  　彼曰く──俺は騙されやすいお人好し、としてクラスの人間たちに認識されているらしかった。

  　

  　

  【没想到会到这种程度……】

  【まさかここまでとは思わなかったな……】

  　

  　不过，既然被骗了，就是完全上当的我不好。等打扫完教室后我就回去。

  　まぁ、騙されていたのなら、まんまと嵌められた俺が悪いな。教室の掃除を終わらせたら帰るよ。

  　

  【……】

  【……】

  　

  　怎么了？

  　どうした？

  　

  【……不，不行。】

  【……いや、ダメだ】

  　

  　不、不行？

  　だ、ダメって？

  　

  【不用做他们推给你的打扫工作，我们一起回去吧。】

  【押し付けられた掃除なんかしなくていい。一緒に帰っちまおうぜ】

  　

  　

  　之后或许会被老师骂，但我不在意这种小事。至少让我打扫完再走。

  　あとで先生に怒られるかもしれない。これくらい気にしていない。せめて掃除を終わらせてから。

  　

  　虽然我用各种说法抵抗，但他却说『就算被硬塞工作，也要表示自己不做比较好！如果之后会被骂，我也会陪你一起挨骂，所以别啰哩啰嗦的，跟我走吧！』，然后把我带出教室。

  　いろいろ言葉にして抵抗したが、彼は『押し付けられてもやらない、って意思表示をした方がいいんだよ！　あとで怒られそうなら一緒に俺も怒られるから、つべこべ言わず来いホイ！』と言って俺を教室から連れ出していった。

  　

  　就是从那时开始。

  　そこからだ。

  　我和他——吴原永治开始交流。

  　彼と──呉原永治と交流をし始めたのは。

  　

  　和吴原相处的过程中，我不再是重度滥好人（的样子），相对的，吴原则被迫从「班上的人气王」转职成「班上的怪人」。

  　呉原と共に過ごすうちに、俺は重度のお人好し(らしかった)ではなくなっていき、それと引き換えに呉原は”クラスの人気者”から”クラスの変わり者”へのジョブチェンジを余儀なくされてしまった。

  　

  　虽然他看起来很完美，但其实内在很健全……应该说，是有点变态的高中男生。

  　完璧そうに見えていた彼だったが、その実中身は健全……というか少し変態な男子高校生のソレで。

  　

  　吴原的色情游戏数量是我的几百倍，受到不小心说溜嘴的我影响，他在那天之后得到了「色情游戏博士」的称号。我似乎把阶级顶端的人拉到和自己同样的地位。

  　俺の数百倍はエロゲーを所持している彼の内情を、ポロっと口に出してしまった俺の影響で、呉原はその日以降”エロゲ博士”の称号を得た。俺はトップカーストの人間を、自分と同じ地位まで引きずりおろしてしまったらしい。

  　

  　

  　不过，吴原总是面带笑容。

  　けど、呉原はいつも笑っていた。

  　他说，对自己诚实一点比较开心。

  　自分に正直に過ごしてた方が楽しいと、口にしながら。

  　他说，你也稍微任性一点吧，然后走在我的身旁。

  　お前ももうちょっとワガママになってみろよと、そう言って俺の隣を歩きながら。

  　

  　

  　没错。

  　そうだ。

  　多亏了他，我才能得到贯彻任性的意志。

  　俺は彼のおかげで、ワガママを貫く意志を得ることができた。

  　我明白了，觉得麻烦也好，觉得不讲理也好，只要讨厌的话，否定掉就好了。

  　面倒だと思ったことも、自分が理不尽だと感じたことも、嫌なら否定していいのだと知ったのだ。

  　

  　

  　所以。

  　だから。

  　

  　就算世界向我展示了『无可奈何的苦衷』。

  　たとえ世界が『やむにやまれぬ事情』を提示してきたとしても。

  　我也会否定它。不管发生什么，我都不会放弃她的存在。

  　俺はそれを否定する。何があっても、彼女の存在を諦めたりはしない。

  　

  　

  　为了守护对我来说的莉亚。

  　俺にとってのリアを。　

  　为了守护比任何人都重要的她。

  　誰よりも大切なあいつを守る為なら。

  　

  　

  　我——会引发任何奇迹。

  　俺は──どんな奇跡だって起こしてみせる。

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  　在一切纯白、空无一物，宛如虚无的布丁的隔离空间里，我和艾莉儿、阿卡子对峙着。

  　すべてが真っ白で何もない、まさに虚無虚無プリンな隔離空間で、俺とアイリール、そしてアカ子が対峙している。

  　

  　阿卡子被我揍了之后，说了句「真的等我一下」，重整好态势，然后像这样再次站在我们面前。

  　アカ子は俺に殴られた後「マジでちょっと待って」と言って体勢を立て直し、こうして改めて俺たちの前に立っている。

  　

  　虽然有着人类的外型，但从头到脚都是漆黑一片，因为没有脸，所以也看不到表情。

  　人の形はしているが、頭からつま先まで真っ黒で、顔がないため表情も窺えない。

  　像这样亲眼看到的话，果然是个冰冷又诡异的家伙。看到他之后，自然就能理解露库拉害怕的理由了。

  　こうして目の当たりにしてみると、やはり無機質で不気味な奴だ。ルクラが怯えていた理由も、彼を見れば自然と納得できる。

  　

  　不过，我当然不会再感到恐惧了。你这种家伙才不可怕。

  　まぁ、流石にもう恐怖を抱いたりはしないけど。お前なんか怖くないぜ。

  　

  『……你是我第一个揍过的智慧生命体哦，美咲夜。』

  『……わたしを殴った知的生命体は、君が初めてだよ。美咲夜』

  　

  「所以我就收下了你的第一次吗？」

  「お前の初めてを貰っちゃったわけか」

  　

  『你能不能换个说法？』

  『その言い方なんとかならない？』

  　

  　又没有说错，有什么关系。

  　間違ってないし別にいいでしょ。

  　比起这个。

  　それより、だ。

  　

  「先告诉我艾莉儿的事。现在到底是什么情况？」

  「まずはアイリールのことに教えろ。何がどうなってる？」

  　

  『……算了，事到如今再隐瞒也没意义。』

  『……まぁ、いまさら隠しても意味はないか』

  　

  　阿卡子明显地耸了耸肩，放弃抵抗似地开始说明。

  　分かりやすく肩をすくめたアカ子は、観念したように話し始める。

  　

  『破坏现实世界和虚拟世界的境界线的，就是站在那里的达古斯特莉亚——』

  『現実世界と仮想世界、その二つの境界線を破壊したのが、そこにいるダグストリア──』

  　

  「这我知道。」

  「そんなことは知ってる」

  　

  『咦？为什么？』

  『えっ。なんで？』

  　

  「因为我是莉亚。」

  「俺はリアだからな」

  　

  　阿卡子歪了歪头。看来她似乎无法理解我所说的话。

  　首をかしげるアカ子。俺の言っている言葉の意味が、どうやら理解できていないらしい。

  　算了，别管她。好了，快点继续说下去。

  　まぁよい。ほら、いいから話を続けるんだよ。

  　

  『呃……然后呢？粉碎者扭曲了被达古斯特莉亚破坏的境界线，硬是把两个世界合而为一。现在存在的那个世界，状态非常不稳定又扭曲。』

  『えっと……それでね？　ダグストリアによって破壊された境界線を、クラッシャーが歪めて世界を無理やり一つにまとめたんだ。いま存在しているあの世界の在り方は、ひどく不安定で歪なわけ』

  　

  「然后呢？」

  「それで？」

  　

  『而支撑着两个世界共存的支柱，就是你身边的那个达古斯特莉亚。

  『その世界同士の共存を支える柱になっていたのが、君の隣にいるそのダグストリアなんだよ。

  　正因为达古斯特莉亚是第一个介入现实世界，拥有耐性，还拥有我一部分力量的人，才能承受住那个负荷。』

  　一番最初に現実世界へ介入して耐性を持ち、わたしの力の一部をも持っていたダグストリアだからこそ、その負荷に耐えられていた』

  　

  　我看向旁边。那里站着一个比我矮一个头的银发少女。好可爱。

  　横を見る。そこには俺よりも頭一つ小さい銀髪の少女がいる。かわいい。

  　

  「是这样吗？艾莉儿。」

  「そうなのか？　アイリール」

  　

  「我都不知道……」

  「知らなかった……」

  　

  　看来她本人并没有意识到这件事。恐怕是因为除了露库拉之外，只有艾莉儿拥有阿卡子的力量，所以她才会自动成为支柱吧。

  　本人が意識的にやっていたことではなかったらしい。おそらくは、ルクラの他にアカ子の力を持っているのがアイリールだけだった為、自動的に柱になったのだろう。

  　

  『粉碎者把达古斯特莉亚带进这个虚拟空间后，现实世界就失去了支柱。

  『クラッシャーがダグストリアをこの仮想空間に招き入れたことで、現実世界は支えを失った。

  　……但是，世界……应该说地球的意志，透过支付代价来维持世界的存续。』

  　……けど、世界……もとい地球の意思は、代償を支払うことで世界の存続を保った』

  　

  「代价就是艾莉儿吗？」

  「その代償がアイリールってことか？」

  　

  『没错。艾莉儿・达古斯特莉亚成为支柱支撑着世界，而过去被改写成【艾莉儿・达古斯特莉亚成为支柱的事实从一开始就不存在】，让世界即使没有她也能存续下去。

  『そうだ。アイリール・ダグストリアが柱となって世界を支えていて、それが無くなったのなら【最初からアイリール・ダグストリアが柱となっていた事実など無かった】ということにして、彼女がいなくても世界が存続されるよう、過去が都合のいいように書き変えられたんだ。

  　这不是我做的哦？虽然我举了地球的意志这个浅显易懂的例子，但其实这已经接近物理法则之类的超自然概念了。』

  　これはわたしがやった事ではないよ？　分かりやすい例えとして地球の意思とは言ったが、これはもはや物理法則などの超自然的な概念に近い』

  　

  　世界不会自然毁灭。除非像粉碎者那样，有意志的存在故意破坏世界，否则世界会像这样取得「平衡」而存续下去——这个世界上存在着这样的法则。

  　世界は自然には壊れない。クラッシャーのように、自分の力で世界を破壊する、という意思を持った存在によって故意に壊されない限り、こうして”釣り合い”を取って世界は存続される──という法則がこの世に存在するのだ、と。

  　

  　阿卡子接二连三地抛出令人头痛的情报，让我有点招架不住。

  　頭が痛くなってきそうな情報の羅列を、アカ子がぶち込んできたせいで、流石にちょっと怯んだ。

  　光是要说服自己接受阿卡西记录的存在，就已经花了我不少时间。这次我需要一点时间——

  　アカシックレコード、という存在を納得するだけでも、かなり頭を説得したのだ。今回ばかりは少しだけ時間が欲し──

  　

  　

  「……晚、晚上？……你没事吧……？」

  「……よ、夜？　……だいじょうぶ……？」

  　

  　

  　根本不需要时间。我完全接受了。

  　時間なんていらねぇわ。完全に納得した。

  　

  「我没事。阿卡子，继续说。」

  「大丈夫だ。アカ子、続きを」

  　

  『……咦？咦？你已经接受了吗？』

  『……え？　えっ、今ので納得できたの？』

  　

  「你骗我的吗？」

  「嘘なのか？」

  　

  『不、不是，我没有骗你……这适应力也太夸张了……』

  『い、いや、嘘ではないけど……何なんだこの適応力……』

  　

  　阿卡子小声地嘀咕着，不过我对自己这个存在已经有自觉，已经从重听角色毕业，所以她说了什么我全都听得一清二楚。

  　アカ子が小声でボソボソと呟いたが、自分という存在を自覚した今、俺は難聴キャラから卒業しているので、内容もしっかりと聞き取れた。

  　我当然有适应力。只要是为了艾莉儿，就算是宇宙空间我也能适应。别小看我。

  　適応力があるのは当たり前だ。アイリールの為なら、たとえ宇宙空間だろうが適応してやる。舐めるな。

  　

  『然后……刚才说到哪了？……啊，对了，达古斯特莉亚。

  『それで……何だっけ？　……あぁ、そう、ダグストリア。

  　她的存在证明、以及认识她的人的记忆之所以会消失，是因为达古斯特莉亚的过去本身也不存在。』

  　彼女の存在を証明する物や、知人からの記憶が消えたのは、ダグストリアの過去自体も無かったことになっているからだ』

  　

  「你说什么？」

  「なんだと？」

  　

  　但是我还记得。艾莉儿的一切我都记得。

  　だが俺は覚えている。アイリールの事を、何もかも。

  　

  『就是这个！为什么你还记得达古斯特莉亚！』

  『それだよ！　何でダグストリアのこと覚えてるの！』

  　

  　别问我。

  　俺に質問するな。

  　而且还是这种蠢问题。

  　ましてやそんな愚問を。

  　

  「是爱的力量。」

  「愛の力だ」

  　

  『爱的力量……？』

  『愛の力……？』

  　

  　而且不是半吊子的爱……哼，你肯定不懂吧。

  　それも生半可な愛の力ではない。……フッ、お前には分からないだろう。

  　

  『你那得意的表情真让人火大……什么？怎么回事？』

  『そのドヤ顔、ムカつくなぁ……なに、どういうこと？』

  　

  「没什么，就是字面上的意思。

  「どういう事も何も、そのままの意味だ。

  　挚友、恋人，甚至是夫妻和家人，都无法与我们之间作为『莉亚』的羁绊相提并论。这是地球上除了我们之外，独一无二的爱——世界意志对这种羁绊是没用的。」

  　親友や恋人、ましてや夫婦や家族よりも深い”リア”として、地球上で俺たち以外には存在しない唯一無二の愛として育んできた絆の前に──世界の意思など通用しない」

  　

  『？？？』

  『？？？』

  　

  　你肯定不懂吧。我却能理解。

  　お前には分かんねぇだろ。俺には理解る。

  　我们的羁绊是如此强大，甚至能跨越世界的隔阂，让我们彼此拥有相同的梦想。

  　俺たちの絆は強い。世界の壁を越え、互いに同じ夢を見るほどに。

  　这份爱位于任何人都无法侵犯的绝对不可侵领域，正是联系我和艾莉儿的羁绊。

  　何者にも犯されない絶対不可侵の領域にある愛こそが、俺とアイリールを繋ぐ絆なのだ。

  　世界算什么。不管是自然的概念还是什么，都无法阻止我和她。

  　世界が何だ。自然的な概念だろうが何だろうが、俺と彼女を阻むことなどできやしない。

  　

  「那么，要怎么做才能让艾莉儿恢复原状？」

  「それで、だ。アイリールの諸々を元に戻すには、どうすればいい？」

  　

  　这才是最重要的事。虽然我没告诉大家，但阻止世界毁灭只是其次，这才是我的真正目的。

  　一番大事なことだ。皆には言わなかったが、世界破壊の阻止は二の次で、本命はこっちだった。

  　虽然我还记得她，但不能放任大家遗忘艾莉儿的现状不管。

  　俺は彼女を覚えているが、皆がアイリールを忘れているこの現状を、そのままにはしておけない。

  　

  　

  『……没办法。』

  『……無理だよ』

  　

  　

  　什么？

  　なに？

  　

  『我说，没办法。』

  『無理だ、と言ったんだ』

  　

  　为什么？为什么你能断言没办法？

  　何故だ。どうして無理だと言い切れる？

  　

  『她没有存在证明。也就是说，她回到现实世界的瞬间，灵魂就会连同肉体一起消失。』

  『存在証明ができない。つまり、彼女は現実世界に戻った瞬間、魂が肉体ごと消える』

  　

  「……我还记得。」

  「……俺が覚えてる」

  　

  『记忆这种东西，无法成为存在证明。

  『記憶なんてものじゃ存在証明にはならない。

  　当然，你戴的那只Acces手表，不可能让世界观测到达古斯特莉亚这个个体。』

  　もちろん、君が付けているそのアクセスウォッチ程度じゃ、ダグストリアという個人を、世界に観測させることは不可能だ』

  　

  　

  　不够。

  　足りない。

  　光靠现在手上的武器，无法证明艾莉儿的存在。眼前的地球代言人告诉我，材料压倒性地不足。

  　今持ち合わせている武器だけじゃ、アイリールの存在を証明することができない。材料が圧倒的に不足しているのだと、目の前にいる地球の代弁者はそう告げる。

  　

  『你现在还能记得，是因为谜团重重，所以先放一边……其他人没有你说的“莉亚的羁绊”，只是受到你的影响，稍微想起达古斯特莉亚。

  『君が今も記憶を保持しているのは、まぁ謎だから一旦置いておくけど……君の言うその”リアの絆”とやらが無い他の人間たちは、君の影響で少しだけダグストリアを思い出しかけているだけ。

  　一旦离开你，他们就会逐渐忘记达古斯特莉亚，当作原本就没这个人。

  　君から離れたことで、ダグストリアの事も次第に忘れるし、元から無かったことになる。

  　达古斯特莉亚现在之所以能存在，是因为这里不是现实世界。

  　ダグストリアが今もこうして存在できているのは、この場所が現実世界ではないからだ。

  　

  　——而且，也不是待在这里就能继续存在。』

  　──それに、ここにいれば存在し続けていられる、ってわけでもない』

  　

  「！？」

  「っ！？」

  　

  　听到阿卡子最后这句话，我立刻再次看向旁边。

  　アカ子の最後の言葉を耳にした俺は、咄嗟にもう一度隣へ目を向けた。

  　在那里的艾莉儿——她的右手变成了半透明。

  　そこにいるアイリール──彼女の右手が半透明になっている。

  　

  「艾莉儿！」

  「アイリール！」

  　

  「……啊，我……」

  「……あっ、私……」

  　

  　她被我催促着确认自己的手，这才正确地认识到自己身上发生的事态。

  　俺に急かされて彼女も自分の手元を確認したことで、自身の身に起きている事態を正しく認識することができた。

  　

  　糟糕，真的很糟糕。

  　まずい、本当にまずい。

  　没想到她已经被逼到这种地步了。

  　まさかここまで追い詰められた状況にあったなんて。

  　

  『有个游戏叫《最良的选择》吧？

  『最良の選択、というゲームがあったろう？

  　莉娅这个角色，已经从那个游戏中消失了。

  　あそこからもリアというキャラクターが、既に消えているよ。

  　因为莉娅这个存在，是艾莉儿・达古斯特莉亚这个少女在，才得以成立的角色。』

  　リアという存在は、アイリール・ダグストリアという少女がいて、初めて成り立つキャラクターだからね』

  　

  　也就是说，外部因素无法成为存在证明吗？

  　外部要因が存在証明をすることはない、という意味だろうか。

  　现在，我必须在这里解决所有问题吗？

  　いま、この場で、全てを何とかしなくてはいけないのか。

  　

  　我该怎么做！？

  　どうすればいい！？

  　

  　我到底该怎么做——！

  　俺は、いったいどうすれば──！

  　

  　

  　

 
  どんなミラクルも起こし放題

  任何奇迹都可以发生

  　

  　

  『有一个方法。』

  『ひとつだけ、方法があるよ』

  　

  　

  　就在我们面对眼前无可奈何的状况，只能烦恼地浪费时间的时候。

  　どうしようもない目の前の状況に、ただ頭を悩ませて時間を浪費していた、そんな時。

  　阿卡子不是对我说，而是对艾莉儿说出了这句话。

  　アカ子が俺ではなく、アイリールに向かってそんな言葉を口にした。

  　

  「……方法？」

  「……方法？」

  　

  　艾莉儿反问，阿卡子深深地点了点头。

  　聞き返すアイリールに、アカ子は深く頷いた。

  　

  『对。只有一个方法，可以让你不用消失，继续活下去。要听吗？』

  『そっ。君が消えることなく生きていける方法が、たった一つだけね。聞く？』

  　

  「……嗯。」

  「……うん」

  　

  　——有不会死的方法——明明看到了这样的希望，艾莉儿却没有表现出高兴的样子。

  　死なない方法がある──なんて、そんな希望を見せられたというのに、アイリールは喜ばない。

  　她就像在假想世界变成莉亚的时候一样，面无表情，微微低着头。

  　まるで仮想世界でリアになっていたあの時のように、ただただ無表情で、少しだけ俯いている。

  　

  　——我不懂。

  　──分からない。

  　我明明是莉亚，明明一直和她在一起。

  　俺はリアなのに。ずっと一緒にいたのに。

  　现在，我却完全无法理解身旁的艾莉儿的感情。

  　いま、隣にいるアイリールの感情を、どうしても読み取ることができない。

  　

  『所谓的方法，首先是在世界完全修正之前，先让世界本身分离。』

  『方法っていうのは、まず世界が完全に修正される前に、世界そのものを分離させることから始まる』

  　

  「分离？」

  「分離？」

  　

  『就是假想世界和现实世界的分离。把融合的世界分成两个，分别作为不同的平行世界成立。

  『仮想世界と現実世界の、ね。融合した世界を二つに分けて、別々の平行世界として成立させるんだ。

  　这样一来，现实的居民回到现实世界，假想世界的人回到原本的地方，一切都会恢复原状。』

  　そうすれば現実の住人は現実世界に、仮想世界の人間は元居た場所に、それぞれ帰って全てが元通りになる』　

  　

  　恢复原状……？

  　元通り……？

  　那不就是——

  　それって──

  　

  『嗯。你们这些死亡游戏攻略者战斗的历史，以及美咲夜和艾莉儿・达古斯特莉亚的相遇，都会变成从未发生过的事。

  『うん。君たちデスゲーマーズの戦いの歴史や、美咲夜とアイリール・ダグストリアの出会いそのものが、最初からなかったことになる。

  　就像过去和记忆被改写成对自己有利的样子，成为事实一样。

  　都合のいいように過去と記憶が書き変えられて、それが事実として定着するって感じ。

  　嗯……对了，对达古斯特莉亚来说，这是最圆满的结局，现实世界会变成没有进行那个死亡游戏的世界，假想世界则是海夜莲斗的后宫路线吧。

  　まぁ……そうだな、ダグストリアにとって一番丸い形に収まるだろうから、現実世界はあのデスゲームが行われてない世界になって、仮想世界は海夜蓮斗のハーレムルートにでもなるだろう。

  　

  　——至于海夜小春会变成怎样，我就不知道了。』

  　──その場合、海夜小春がどうなるのかは、知らないけど』

  　

  　

  　他所提出的方法，是将所有过去都抛到遗忘的彼方，创造新的世界。

  　彼が提示してきた方法とは、あらゆる過去を忘却の彼方へと捨て去り、新しい世界を創造するというものだった。

  　艾莉儿没有其他生存之道。不想死的话，就只能忘记一切，当作和我之间的羁绊从未存在过。

  　アイリールが生き残る道は、他にはない。死にたくなければ全てを忘れて、俺と繋いだ絆を無かったことにしろと、そう告げられている。

  　就像要给她最后一击似的，小春的生命走向被含糊带过。

  　トドメと言わんばかりに、小春の命の行方を誤魔化されながら。

  　

  「只有这个方法吗？」

  「方法は、それだけ？」

  　

  『我不是说了吗？如果不放弃在这个世界得到的伙伴，以及你身旁的少年，你就会死。』

  『そう言っただろう。この世界で得た仲間も、君の隣にいるその少年の事も、全部諦めないと君は死ぬ』

  　

  「……这样啊。」

  「……そう」

  　

  　阿卡子再次提醒后，艾莉儿像是下定决心般抬起头。

  　改めてアカ子に念押しされたアイリールは、何かを決心したように顔を上げた。

  　她那双锐利的眼神，让人无法想象她过去竟是如此软弱，充满了坚定的意志。

  　その眦を決した表情は、今まで見てきた彼女からは考えられない程に、力強い意志を感じる。

  　

  「喂、喂……艾莉儿？」

  「お、おい……アイリール？」

  　

  「阿卡西记录。为了实行那个，我该怎么做？」

  「アカシックレコード。それを実行するためには、私はどうすればいいの」

  　

  「喂！」

  「おいって！」

  　

  　我忍不住抓住艾莉儿的肩膀，打断她的话。她那毫不犹豫的态度，让我感到一股难以言喻的恐惧，不禁焦躁了起来。

  　思わずアイリールの肩を掴んで、声を遮った。迷いを見せない彼女のその態度に、俺は言い知れぬ恐怖を感じて、焦燥してしまったのだ。

  　

  「你是认真的吗！？你、你啊，那个，总觉得……咦！？你是认真的吗！？」

  「本気か！？　お、おまえっ、あの、なんか……えっ！？　本気か！？」

  　

  　我太过焦急，连话都说不清楚了。艾莉儿再次面对我。

  　焦りすぎて語彙力が消滅してしまった俺に、アイリールは改めて向き直る。

  　

  「放心吧。我绝对会想办法解决小春的事。我不会再因为害怕而动弹不得了。」

  「安心して。小春の事は私が絶対に何とかする。もう、怯えて動けなくなったりはしないから」

  　

  　不对，不是这样。

  　違う、そうじゃない。

  　现在的你确实变强了，应该也能拯救小春，但我不是在怀疑这点。

  　強くなった今のお前なら、確かに小春も救えるだろうが、そこを疑ってるわけじゃない。

  　

  「你真的觉得这样好吗！？就算世界被重新创造，那也不是你认识的大家哦！？」

  「本当にそれでいいのかよ！　世界を作り変えても、そこにいるのはお前の知ってる皆じゃないんだぞ！？」

  　

  「我至今已经看过好几百次不认识我的大家，所以没问题。就连在死亡游戏中经历过的痛苦过去，也全部都会消失。这样有什么不好吗？」

  「私を知らない皆なんて、これまで何百回も見てきたから、なにも問題ない。夜だってデスゲームで経験した、あの辛い過去が全部消えるんだよ。何がダメなの？」

  　

  「这……」

  「それは……っ」

  　

  　明明有无数反驳的余地，但不知为何，我的脑袋转不过来。

  　反論の余地なんていくらでもあるはずなのに、どうしてか頭が回らない。

  　像这样面对面，被如此认真的艾莉儿说服，这还是第一次。或许是因为这样，我明显地动摇了。

  　こうして面と向かい合って、ここまで本気のアイリールに説得されたことなんて、ただの一度もなかった。それが原因なのか、俺は明らかに動揺してしまっている。

  　我们心灵相通，我们两人是一体——虽然嘴上这么说，但现在的她和我的意志却朝着不同的方向。

  　心が繋がっている、俺たちは二人で一人──そんなことを言っておきながら、今の彼女と俺の意思は別々の方向へ向いていた。

  　

  「你为什么要阻止我？没有其他方法了哦？」

  「どうして止めようとするの？　他に方法はないんだよ？」

  　

  「但、但是……」

  「で、でも……」

  　

  「呐，夜。我——」

  「ねぇ、夜。私──」

  　

  　不想死。

  　死にたくない。

  　艾莉儿用紫色的眼睛仰望着我，带着坚定的意志，强而有力地说道。

  　アイリールは紫色の眼光で俺を見上げながら、確固たる意志を持って力強くそう言った。

  　

  「你明白吧？」

  「分かってよ」

  　

  「……！」

  「っ……！」

  　

  「我不要。死很可怕。如果有能活下来的方法，不管是什么我都会抓住不放。」

  「やだよ。死ぬは怖い。生き残れる方法があるんだったら、それが何だって縋るつもり」

  　

  　她是认真的。就算我试图正面否定，也被艾莉儿锐利的眼神所震慑，把涌到喉头的话吞了回去。

  　彼女は本気だ。真っ向から否定しようとしても、アイリールの鋭い目つきに気圧されて、喉元まで出かかった言葉を飲み込んでしまう。

  　

  「这又不是什么坏事。一切都会圆满收场。」

  「何も悪い事なんてないじゃない。全部が丸く収まるんだから」

  　

  　或许是这样没错。不如说，至今被卷入我们的战斗中受伤的人们，也会从一开始就毫发无伤，世界也能朝好的方向前进。

  　そうかもしれない。むしろ、今まで俺たちの戦いに巻き込まれて、傷ついた人たちも最初から被害がなかったことになるし、世界は良い方向へ舵を切ることができる。

  　艾莉儿可以和虚拟世界的伙伴们在一起，我和吴原也能恢复成普通的高中生。死亡游戏不存在的话，黑野犯下的罪也会消失。

  　アイリールは仮想世界の仲間たちと一緒になり、俺は呉原と普通の高校生に戻れる。デスゲームが無かったことになるのなら、黒野が犯した罪も消える。

  　

  「我很高兴。我从来没想过，原本只是游戏角色的自己，竟然能去一个能以人的身份好好活着的世界。」

  「私、嬉しいんだ。ただのゲームキャラクターだった自分が、ちゃんと人として生きられる世界に行くことが出来るなんて、思ってもみなかった」

  　

  　艾莉儿的眼神从锐利转为温和。

  　鋭い目つきから一転して、穏やかな顔になるアイリール。

  　

  「对不起。你和莲斗同学会分开……但是，你们会忘记一切。因为一切都会变成没发生过。你一定能找到好对象的。你是个温柔的人，说不定反而会很受欢迎……啊，不用担心。我不会抢走莲斗同学的。就算去了那边的世界，我也不会交男朋友。虽然我选择了后宫路线，但莲斗同学又不是要和所有人做色色的事——」

  「ごめんね。夜は蓮斗くんと離れることになっちゃうけど……でも、全部忘れるから。無かったことになるから。きっといい人が見つかるよ。夜は優しい人だし、むしろモテちゃうかも。……あっ、心配しないで？　蓮斗くんを取ったりなんかしないから。私はあっちの世界に行っても、恋人なんて作らないよ。ハーレムルートとはいったけど、別に蓮斗くんが全員とえっちなことをするわけじゃないし──」

  　

  　她滔滔不绝地说着。是为了说服我，还是为了说服自己呢？

  　彼女は滔々と話し続ける。俺を納得させるためか、はたまた自分を納得させる為なのか。

  　

  　不管怎样，她的话都太肤浅了。

  　どちらにせよ彼女の言葉は薄っぺらかった。

  　

  　只有「不想死」这句话，让我感受到她的认真。

  　死にたくない、というあの言葉からのみ、俺は彼女の本気を感じ取れた。

  　明明想活下去的意志是认真的，但所有肯定这个意志的理由，听起来都像谎言。

  　生き残りたいという意思は本物なのに、それを肯定するような理由付けの全てが、虚言に聞こえてならない。

  　她拼命地找借口，把脑中想到的说词都列出来，像是在掩饰什么。

  　誤魔化すように、必死に言い訳を探して、頭に浮かんだそれらをただ羅列している。

  　

  「艾莉儿。」

  「アイリール」

  　

  「所以——……干嘛？」

  「だから──……なに？」

  　

  「告诉我实话。」

  「本当のことを言ってくれ」

  　

  　我平静地说道，艾莉儿皱起眉头。

  　静かに告げると、アイリールは眉をしかめる。

  　

  「什么意思？」

  「どういう意味？」

  　

  「你为什么不想死？告诉我你真正想活下去的理由。」

  「どうして、死にたくない？　生き残りたい本当の理由を教えてくれ」

  　

  「……你这什么恶心的问题。」

  「……なんなの、その気持ち悪い質問」

  　

  　她低下头，用冰冷的声音说道。

  　彼女は顔を伏せ、凍えるような冷たい声音を吐いた。

  　

  「我只是想活下去而已。因为想活下去，所以不想死。这是理所当然的吧？怎么？你想聊哲学吗？」

  「生きたいだけだよ。生きたいから、死にたくない。当たり前のことでしょ。なに？　哲学の話でもしたいの？」

  　

  「不要说谎。」

  「嘘をつくな」

  　

  「我没有说谎！」

  「ウソなんて言ってない！」

  　

  　她大声喊道，瞪着我。

  　声を荒げ、俺を睨みつける。

  　但是，我并不害怕。

  　だが、俺は怯まない。

  　我们心灵相通，长年相处在一起。就算不知道她在想什么，也能察觉她在说谎。

  　心を重ね、長い間隣にいたのだ。考えていることが分からなくても、嘘をついていることぐらいは察せる。

  　

  「我是莉亚，你的莉亚。别以为你能瞒过我。」

  「俺はリアだぞ。お前のリアだ。誤魔化せるなんて思うなよ」

  　

  「所以，我才说你很恶心！不要擅自认定我说谎！」

  「だからっ、それが気持ち悪いって言ってるの！　私の言葉を嘘だなんて決めつけないで！」

  　

  　第一次看到她如此情绪化，用充满怒气的声音大喊。

  　初めてだ。ここまで感情を露わにして、怒気を孕んだ声で叫んでいる彼女を見たのは。

  　也许是因为她比任何人都活得更久，总是显得有些达观。她总是冷静地劝戒焦急的我，引导我找出最佳答案。

  　誰よりも永く生きてきたせいなのか、彼女はいつもどこか達観していた。焦る俺を冷静に窘め、最適解を導き出してくれていた。

  　

  　这样的她，现在却像个普通人一样生气了。这是她没有失去人性和感情的最好证明，也等于承认自己说谎。

  　そんな彼女が今、普通の人間らしく怒っている。それは人間性や感情を失っていないという何よりの証拠であり、自分の言った言葉が偽りであると認めているようなものだ。

  　

  「……呐，艾莉儿。我还是……不想认同阿卡莎说的方法。」

  「……なぁ、アイリール。俺はやっぱり、アカ子が言ったこの方法……認めたくないよ」

  　

  「啊？为什么？你晚上希望我死吗？现在的世界和伙伴有那么重要？」

  「はっ？　なんで？　夜は私に死んでほしいの？　そこまで今の世界や仲間が大切？」

  　

  「不是。」

  「ちがう」

  　

  　我当然不希望她死。

  　死んでほしいわけがない。

  　我比任何人都不希望她死，因为眼前的你就是如此。

  　誰よりも死んでほしくない存在が、目の前にいるお前だ。

  　

  「那是什么！？……啊，对了，因为夜现在是后宫状态。身边围绕着各种各样的女孩子，只要稍微认真一点，就能和任何人做爱，只要假装迟钝，就能被所有人抢着要。

  「じゃあなに！？　……あぁ、そっか、夜はいまハーレムだもんね。いろんな女の子たちに囲まれてて、ちょっと本気出せば誰とでもセックスできるし、鈍感なフリをすればみんなに取り合ってもらえる。

  　小春、露库拉、黑野……莲斗也是，只要让他变回莲就解决了——就连菲莉斯和阳菜，只要被你逼迫的话！

  　小春だって、ルクラだって、黒野だって……蓮斗くんでもレンに戻せばそれで済むし──あなたに迫られればフィリスや陽菜だって！

  　啊哈哈哈！真好！确实很可惜！这种状况太棒了，怎么可能放手！

  　アハハハッ！　いいね！　確かに勿体ないよね！　こんな状況美味しすぎて手放していいはずがないよね！

  　……那就没办法了。为了夜，我愿意去死。这样就行了吧？只要跟大家说『艾莉已经死了』就好。对吧？」

  　……なら、しょうがないや。夜の為に死んであげるよ。それでいいでしょ？　皆にはこう言えばいいよ、”アイリはもう死んでた”ってさ。ねっ？」

  　

  　她露出扭曲的笑容，对我说道。

  　歪んだ笑みを浮かべながら、俺にそんなことを言ってきた。

  　艾莉儿并没有错乱。她现在会这么想，也是情有可原。可以说是我刚才的发言，让她产生了这样的想法。

  　アイリールは錯乱しているわけではない。彼女が今そう考えるのは、無理のないことだ。俺の発言がこんな言葉たちを引き出してしまったといっても過言ではない。

  　

  　但是，我不会道歉。我没有时间了。

  　だが、謝らない。そんな時間はない。

  　

  「艾莉儿。」

  「アイリール」

  　

  「我知道。嗯。我在轮回的时候看过，后宫路线的莲斗同学，表情看起来非常幸福。后宫一定很舒服。」

  「分かるよ、うん。ループしてた時に見たことあるけど、ハーレムルートの蓮斗くんはすっごく幸せそうな顔してたもん。ハーレムってきっと凄く気持ちがい」

  　

  「艾莉儿！！」

  「アイリールッ！！」

  　

  　我大声打断她的话，艾莉儿肩膀一颤，反射性地闭上了嘴。

  　彼女の言葉を遮って大声を挙げると、アイリールは肩をビクつかせて、反射的に口を閉じた。

  　

  　啊，这样就好。你喜欢后宫的时间结束了。也差不多该让我开口了。

  　あぁ、それでいい。お前が好きかって言う時間は終わりだ。いい加減俺にも喋らせてもらう。

  　

  「我之所以否定世界重置，并不是因为这个理由。」

  「世界のやり直しを否定したのは、そんな理由じゃない」

  　

  「……那是什么理由？」

  「……じゃあ、何だっていうの」

  　

  　

  　这还用问吗？

  　そんなの決まっている。

  　我之所以闯入这个莫名其妙的空间，用愚蠢的作弊能力强行让最终头目闭嘴——全都是为了夺回艾莉儿。

  　俺がこんな意味不明な空間に突入したのも、バカげたチートでラスボスを力づくで黙らせたのも──全てアイリールを取り戻すためだ。

  　夺回对我来说的莉亚。夺回谁都无法取代，独一无二的存在。

  　俺にとってのリアを。誰も代わることができない、唯一無二の存在を。

  　

  　

  「在重新创造世界之后……你不在我的身边。我讨厌这样。」

  「世界を創り直した先には……お前が隣にいない。それが嫌なんだ」

  　

  　

  　我坦白说出自己丢脸的真心话。因为艾莉儿不能像以前一样待在我身边，所以我讨厌世界重置。

  　情けない本心を打ち明けた。今まで通り、アイリールが隣にいてくれないから、世界のリセットは嫌だ、と。

  　听到我幼稚的任性发言，艾莉儿闭着嘴，茫然地愣在原地。

  　そんな俺の子供染みたワガママを聞いたアイリールは、口を閉じたまま茫然としている。

  　

  「我希望你待在我身边。我想和艾莉儿在一起。

  「傍にいてほしい。俺はアイリールと一緒にいたい。

  　就算世界不和平也没关系，就算你不愿意也无所谓。」

  　世界が平和じゃなくてもいいし、たとえお前が望んでいなくても」

  　

  　即使会践踏艾莉儿的心情。

  　アイリールの気持ちを、無下にしてしまうのだといても。

  　

  「……我想和你一起活下去。」

  「……お前と一緒に生きたい」

  　

  　这就是我的真心话。

  　それだけが、俺の本心だ。

  　

  　

  　

  　

  　

  「什么啊。」

  「なに、それ」

  　

  　低着头、沉默不语的艾莉儿，小声地说道。

  　俯いて、押し黙っていたアイリールが、小さく呟いた。

  　

  「艾莉儿……？」

  「アイリール……？」

  　

  「竟然说出这么自私的话……别开玩笑了。」

  「そんな勝手なこと言って……ふざけないで」

  　

  　她踩着缓慢的步伐，朝我走来。

  　緩慢な足取りで、俺に近づいてくる。

  　咬着嘴唇，双肩颤抖——

  　唇を噛み、両肩を震わせながら──

  　

  　

  「——笨蛋！！」

  「──バカっ！！」

  　

  　

  　艾莉儿大叫一声，用力地把我推开。

  　アイリールは叫び、強い力で俺を突き飛ばした。

  　

  「呜……！」

  「ぃっ……！」

  　

  　事发突然，我来不及反应，连一点抵抗都做不到，就这样跌坐在地上。

  　咄嗟の事で反応できなかった俺は、僅かに抵抗することもできず、そのまま転んで尻餅をついてしまう。

  　我用手撑着地板，抬起头。

  　床に掌をつき、顔を上げた。

  　

  　映入眼帘的，是眼角泛着大颗泪珠、满脸通红的银发少女。

  　そうして見えたのは、目尻に大粒の涙を浮かばせて、顔を赤くした銀髪の少女の姿だった。

  　在我因为被推开而感到错愕的时候，她再次朝我大喊。

  　突き飛ばされたことに動揺しているうちに、彼女は俺へ向かって再び叫ぶ。

  　

  「我也一样！！」

  「わたしだって！！」

  　

  　少女紧紧地揪着胸口的衣服，吐露心声。

  　自分の胸元の服を強く握りしめながら、少女は吐露する。

  　

  「我也……想和你在一起啊！」

  「私だって……夜と一緒にいたいよ！」

  　

  「——」

  「──」

  　

  　这句话，比她至今说过的任何话，都更深深地刺进我的心中。

  　その言葉は、彼女が発した言葉のどれよりも、深く心に突き刺さった。

  　

  「你就接受啊！说这也没办法，说我们得道别了啊！要是你这么说的话，我就能放弃了！」

  「納得してよ！　仕方がないって、お別れだなって言ってよ！　そう言ってくれたら私だって諦められるのに！」

  　

  「……」

  「……っ」

  　

  「笨蛋！笨蛋！！明明什么也做不到，就不要说任性的话！要是能待在你身边，要是能做到的话，我也想这么做啊！因为我最喜欢你了，因为我想和你一起活下去，所以我才不想死啊！！」

  「バカ！　ばーかっ！！　なんにもできないくせにワガママ言わないで！　夜の隣にいられるんだったら、それができるならそうしたいよ！　大好きだからっ、あなたと一緒に生きたいから私は死にたくないんだよっ！！」

  　

  　她喘着气，将心中隐藏的感情爆发出来。

  　肩で息をしながら、内に秘めていた感情を爆発させた。

  　不，是她终于对我爆发出来了。

  　いや、してくれた。

  　她终于对我喊出真心的悲叹，而不是虚伪的借口。

  　ようやく俺に対して、繕った言い訳ではなく、本心からの嘆きを叫んでくれた。

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　——很好。

  　──よし。

  　

  　

  　能听到她这么说就够了。

  　その言葉が聞ければ十分だ。

  　

  　

  「嘿咻。」

  「よ、っと」

  　

  　现在可不是瘫坐在地上的时候。我来这里是为了什么？现在再好好想想吧。

  　尻餅ついてる場合じゃねぇ。俺がここへ来た理由を、今一度思い出してみろ。

  　

  「……夜……？」

  「……夜……っ？」

  　

  　是为了拯救眼前的少女——不，是为了找回我的另一半。

  　目の前にいるこの少女を救うため──いや、俺の半身を取り戻すためだ。

  　我已经无法想象没有艾莉儿的自己。没有她的我，就不是我。不是莉亚，甚至不是美咲夜。只是个稍微有TS经验的奇怪男生。

  　もうアイリールのいない俺なんて考えられない。彼女のいない俺は俺じゃない。リアでもなければ美咲夜ですらない。ちょっとTSした経験がある変な男の子だ。

  　

  「既然我们有同样的想法，那就没有理由再犹豫了。」

  「思いが一つなら、もう迷う理由なんてないよな」

  　

  「咦？」

  「えっ？」

  　

  　我想和艾莉儿在一起。

  　俺はアイリールと一緒にいたい。

  　艾莉儿想和我在一起。

  　アイリールは俺と一緒にいたい。

  　那么该做的事就只有一件。答案非常简单。

  　ならばやるべきことは一つ。たった一つのシンプルな答えだ。

  　

  　为了让我们两人能在一起，我要破坏世界的常识。

  　二人が一緒にいられるように、世界の常識をぶっ壊す。

  　

  「喂，阿卡子。」

  「おい、アカ子」

  　

  『啊，是。』

  『あ、はい』

  　

  　我再次向完全被排除在外的阿卡子问道：

  　完全に蚊帳の外だったアカ子に、今一度問う。

  　

  「只要能证明艾莉儿的存在，她就不会消失了吧？」

  「存在証明ってやつができれば、アイリールは消えないんだよな？」

  　

  『是这样没错……但就像我之前说的，她曾经存在的过去本身已经消失了，所以根本无法证明哦？不可能的。』

  『そうだけど……少し前にも言ったように、存在した過去自体が消えてるから、証明できるものなんてないよ？　無理でしょ』

  　

  　并非不可能。

  　無理ではない。

  　因为，我在这里。她曾经活过的证明，艾莉儿曾经存在的最有力证据，现在就在这里。

  　なぜなら、この場には俺がいるからだ。彼女が生きてきた証、アイリールが存在していた何よりの証拠が、いまここに存在している。

  　

  　但是，很遗憾的是，就算没有艾莉儿，美咲夜这个人本身也依然存在。我这个存在，很遗憾地既不是从艾莉儿身上诞生，也不是从她身上分离出来，而是爸爸和妈妈的结合而诞生在这个世界上。

  　だが、この美咲夜という人間自体は、残念ながらアイリールがいなくても成立してしまう。俺という存在は、悔しいことにアイリールから生まれたわけでもなければ、彼女から分離して誕生したわけでもなく、パパとママの営みによってこの世に生を受けたのだ。

  　

  　——但是莉亚呢？

  　──しかしリアはどうだ？

  　

  　莉娅这个存在，是以艾莉儿这个少女为前提而成立的。反过来思考，如果莉娅这个存在存在于这个世界上，那么作为其前提条件的艾莉儿也必须存在，否则就太奇怪了。

  　リアとは、アイリールという少女が前提にあることで、初めて成立する存在である。逆算して考えると、リアという存在がこの世にいる場合、その前提条件であるアイリールも存在していなければおかしい。

  　更不用说，以莉娅的姿态出现的美咲夜，如果没有艾莉儿这个前提，根本就不可能存在。

  　ましてやリアの姿をした美咲夜など、アイリールが支えてくれた前提がなければ存在しない人間だ。

  　

  　因为艾莉儿的帮助而存在的菲莉斯，很遗憾地无法抵抗世界的强制力，所以就算她不在了，过去也会被改写成她依然存在，无法成为存在证明。

  　アイリールが助けたことで存在しているフィリスは、残念なことに世界の強制力に抗えず、彼女がいなくても存在できるよう、過去が書き変えられてしまため、存在証明にはならない。

  　从邪恶组织逃走的时候，应该也会被改写成是那个容易心软的看守救了我，而不是艾莉儿。虽然多少有些牵强，但这样就不会矛盾了。

  　悪の組織から逃げ出す際も、アイリールではなく、あの情に脆い看守が助けたということにされてしまうだろう。それなら多少無理やりだが矛盾はしない。

  　

  　但是，以莉娅的姿态出现的美咲夜不同。

  　だが、リアの姿をした美咲夜は違う。

  　在离我最近的地方支持着变成女人的我的人，不是莲斗，不是吴原，也不是真冈先生。

  　女になった俺を一番近くで支えてくれていたのは、蓮斗でも呉原でも真岡さんでもない。

  　

  　而是艾莉儿。

  　アイリールなのだ。

  　

  　以莉娅的身份支持着变成莉娅的我，然后和我一起成为莉娅的，只有艾莉儿・达古斯特莉亚这个少女。对于我来说，她是独一无二的特别存在，不管是谁都无法取代。

  　リアとなった俺をリアとしてフォローし、そして俺とリアになってくれたリアはアイリール・ダグストリアという少女しかいない。それ以外の人間には、どうあっても代わる事など出来ない、ただ一人の特別な存在なんだ。

  　

  　既然我变成了莉娅，那么同样身为莉娅的她，也足以成为她存在的理由。成为莉娅的莉娅，只有在我眼前的这个莉娅。只有她，愿意成为莉娅的莉娅。

  　リアの俺が存在するということは、同じくリアである彼女が存在する理由足り得る。リアのリアになってくれたリアは、俺の目の前にいるこのリアだけなのである。

  　

  『什么意思？？？？』

  『どういうこと？？？？』

  　

  「为了证明莉娅的存在，只要我变回莉娅就行了。」

  「リアの存在証明をする為には、俺がリアに戻ればよかったんだよ」

  　

  『哈啊……不，但是不行吧。你必须要有达古斯特莉亚在那个手表里，才能变成那个样子。在分离的状态下是无法变身的，就算合体变身，达古斯特莉亚也不会消失，但是一辈子都出不了手表了……一起生活是这个意思吗？』

  『はぁ……。いや、でも無理でしょ。君があの姿になる為には、そのアクセスウォッチの中にダグストリアが入っていないといけない。分離してる今の状態じゃ変身できないし、一つになって変身しても、それだとダグストリアは消えないけど一生ウォッチの中から出られない。……一緒に生きるってそういう意味？』

  　

  　怎么可能啊。别小看我。

  　んなわけねーだろ。馬鹿にすんな。

  　

  『被骂了……』

  『怒られた……』

  　

  「一起生活，就是并肩而行。

  「一緒に生きるってことは、隣で歩くってことだ。

  　一起吃饭，一起欢笑，生活在同一个世界，这就是一起生活的意思。明白了吗，笨蛋。」

  　一緒に飯を食って、笑いあって、同じ世界を過ごすことが、一緒に生きるって意味なんだよ。分かったかアホ」

  　

  『被骂了……可、可是，这样的话要怎么办？要借助我的力量吗？』

  『罵倒された……。で、でも、それならどうするの？　わたしの力でも借りるのかい？』

  　

  　我才不会做那种事。依赖神明力量的回合已经结束了。

  　そんなことはしない。もう神様の力に頼るターンは終了している。

  　我们两人的未来，只靠我们自己的力量开拓。虽然会依靠伙伴，但不会向方便的神明借用力量。

  　俺たち二人の未来は、俺たちの力だけで切り拓く。仲間には頼るが、都合のいい神様に力を借りたりはしない。

  　

  　奇迹的话，我就能引发。

  　奇跡なら起こせる。

  　

  　我们莉娅的话，就能做到。

  　俺たちリアならそれが出来る。

  　

  　为了创造我们两人的道路，不管什么奇迹都能引发。

  　二人の道を創るためなら、どんなミラクルだって起こし放題だ。

  　

  　

  「！」

  「ッ！」

  　

  　

  　突然，Access手表开始发光。

  　突然、アクセスウォッチが輝き始めた。

  　表盘发出连LED灯都会吓一跳的闪光，与我的心产生共鸣。

  　時計盤からLEDもビックリなシャイニングを発し、俺の心と共鳴している。

  　

  「这是——」

  「これは──」

  　

  『咦？咦？』

  『えっ。え？』

  　

  「晚上！平底锅！」

  「夜っ！　フライパンが！」

  　

  　艾莉儿的声音响起的同时，装在背上的平底锅脱落，出现在我眼前。

  　アイリールの声と同時に、背中に装着されていたフライパンが外れ、俺の目の前に姿を現した。

  　平底锅浮在空中，与我的手表产生共鸣，全身被炫目的闪光包围，向我的心诉说。

  　宙に浮いた状態で、アクセスウォッチと共鳴して、その全身を眩い閃光で包みながら、俺の心に語り掛ける。

  　

  　

  【——————】

  【──────】

  　

  　

  　阿卡子和艾莉儿一定听不见吧。

  　アカ子にも、きっとアイリールにも聞こえなかっただろう。

  　只有我——没错，只有一直使用他的美咲夜，才能听见他的声音。

  　俺にだけ──そう、彼を使い続けた美咲夜にのみ、その声は届いたのだ。

  　

  「平底锅君……不，伙伴。」

  「フライパンくん……いや、相棒」

  　

  【——————】（点头）

  【──────】(コクッ)

  　

  　他点头回应我的话。

  　俺の言葉に、彼は頷いて答えてくれた。

  　至今为止他承受、累积的所有能量，传送到我的手表上。

  　これまでに彼が幾度となく受け続け、そして耐えることで蓄積されてきた全てのエネルギーが、俺のアクセスウォッチへと転送されていく。

  　

  　然后将力量全部给予手表的平底锅——化为光消失了。

  　そして力をウォッチに与えきったフライパンは──光となって霧散した。

  　

  「……谢谢。」

  「……ありがとう」

  　

  　我打从心底向他道谢。

  　心の底から感謝を伝えた。

  　向一直保护我，和我并肩作战的战友。

  　俺を守り続け、そして共に戦い続けてくれた戦友へ。

  　向独一无二的——伙伴。

  　唯一無二の──相棒に。

  　

  『发生什么事了……？』

  『何が起きてんの……？』

  　

  「伙伴赌上性命，为我们——开启了道路！」

  「相棒が命を賭して繋いでくれたんだ。俺たちの──往くべき道をッ！」

  　

  　我高举右手。

  　右手を天高く掲げる。

  　光化为一道柱子，直达隔离空间的天花板。

  　光は一本の柱と化し、隔離空間の天井へと届く。

  　然后，那股满溢的力量，让整个隔离空间出现裂痕——

  　そしてその溢れるパワーによって、隔離空間全体に罅が走り──

  　

  「要上咯——」

  「いくぞ──」

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  「变身！！」

  「変身ッ！！」

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　

  　如太阳般的光芒，包覆我的身体。

  　太陽の如き光が、俺の体を包み込み。

  　

  　奇迹的旋风，扭转了世界的法则。

  　世界の法則を捻じ曲げる、奇跡の旋風が巻き起こり。

  　

  　随着我的变身——隔离空间崩坏了。

  　俺の変身と共に──隔離空間はぶっ壊れた。

  　

 
  お前のハーレムをぶっ壊す

  摧毁你的后宫

  　

  　

  　

  　

  　抬起头，我看见了澄澈的蓝天。

  　顔を上げれば、澄み切った青空が見える。

  　转过身，我看见了熟悉的住宅街。

  　横を向いてみれば、見慣れた住宅街が立ち並んでいる。

  　最后我回过头，看见了我的家。

  　最後に後ろを振り返ってみれば、そこには俺の自宅があった。

  　

  「回来了吗……」

  「戻ってきたのか……」

  　

  　看来我似乎真的破坏了隔离空间——嗯？

  　どうやら本当に隔離空間を破壊してしまったらし──んっ？

  　

  「……啊——啊～」

  「……あー。あ～」

  　

  　发声练习。我重复了几次。

  　発声練習。何度か繰り返す。

  　

  「好啊～真好啊～人类或许真的不错呢～」

  「いいーな、いーな、にんげんっていいかもな～」

  　

  　我试着唱了首歌，完全理解了。

  　試しに歌も歌ってみると、完全に理解できた。

  　声音很高。这声音完全不像男人，而且还是个超级美声。

  　声が高い。とても男とは思えないような声で、付け加えるとめちゃくちゃ美声だった。

  　

  「唔唔！」

  「むむっ」

  　

  　我看了看双手。是又白又小的手。

  　両手を見てみる。色白で小さい手だ。

  　

  「嗯……」

  「ふむ……」

  　

  　我看了看脚。感觉好细。

  　足元を見てみる。なんか細い。

  　话说这不是裤子，而是百褶迷你裙。就像是工口游戏的角色经常穿的那种。

  　ていうかズボンじゃなくて、プリーツのミニスカートになってる。エロゲのキャラがよく履いてるアレっぽい。

  　

  「哦哦……？」

  「ほほぉ……？」

  　

  　上半身是衬衫和茶色的外套。我摸了摸胸口，那里有着和男人的胸膛完全不同的，某种幸福柔软的山丘触感，充满了我的手掌。

  　上半身はワイシャツの上に茶色のコート。胸元を触ってみると、男の胸板とは思えないような、何やら幸福感のある柔らかい丘の感触が、手のひらいっぱいに広がった。

  　

  　

  「…………TS了。」

  「…………TSしてる」

  　

  　

  　我再次确认身体的每个角落，明白了。

  　改めて体の隅々を確認して分かった。

  　看来我似乎完全变成了莉亚的身体。我看着被风吹拂的银色细发，彻底理解了。

  　どうやら俺は、完全にリアの体になったらしい。きめ細かな銀髪が風に吹かれて、それを見てしっかりと理解した。

  　我变成女人了。就像和艾莉儿进行Access变身时一样，变成了娇小的银发少女。

  　女になっとる。アイリールとアクセスして変身した時のように、小柄な銀髪少女になった。

  　试着说几句话后，我明白了。变成女人的我，声音比艾莉儿稍微低沉一点——

  　こうして喋ってみて分かったけど、女になった俺の声、若干アイリールよりハスキーな感じ──

  　

  　——啊。

  　──ハッ。

  　艾莉儿呢！？

  　アイリールは！

  　

  「……啊，晚上……？」

  「……ぁ、夜……？」

  　

  　她在。她就在身边。太好了。

  　いた。すぐ隣にいたわ。よかった。

  　

  　

  　——啊啊，真的太好了。

  　──あぁ、本当に、よかった。　

  　

  　

  「呵呵呵，艾莉儿，你看到了吗？」

  「ふふふ、見たかアイリール」

  　

  「咦？」

  「えっ？」

  　

  「这就是我们莉亚，还有莲斗他们死亡游戏攻略者，以及伙伴平底锅的力量。

  「これが俺たちリアと、蓮斗たちデスゲーマーズと、相棒のフライパンくんの力だ。

  　即使像这样变成不同的存在，我还是成功变成了莉亚。」

  　お前と、こうして別々の存在になっていても、俺はリアになることが出来た」

  　

  　失去重要的另一半，陷入失意深渊的我，被一直做出主角般行动的莲斗拉了回来。

  　大切な片割れを失って失意の底に堕ちていた俺を、主人公ムーブかましまくりの蓮斗が立ち直らせて。

  　最喜欢艾莉儿的露库拉，即使身受重伤，也为了救她而努力打开了隔离空间的门。

  　アイリールのことが大好きなルクラが、大怪我を負いつつも彼女を助けるために、頑張って隔離空間の扉を開いて。

  　死亡游戏攻略者的所有成员，都相信了我那些听起来像在说谎的话，和我站在同一个战场上。

  　虚言にしか聞こえない俺の言葉を、デスゲーマーズのメンバー全員が信じてくれて、同じ戦場へ立ってくれて。

  　菲莉斯托付给我。

  　フィリスに託されて。

  　莲斗目送我离开。

  　蓮斗に見送られて。

  　

  　最后，一直和我并肩作战的伙伴，引导了我。

  　最後に、ずっと一緒に戦ってきた相棒が、俺を導いてくれて。

  　

  　正因为有大家共同编织的羁绊，才能实现这种愚蠢的奇迹。

  　みんなで紡いできた絆だったからこそ、こんなアホみたいな奇跡を、こうして実現させることができた。

  　

  「我让艾莉儿——让世界认同了你。」

  「アイリールを──世界に認めさせることができた」

  　

  　我努力露出笑容，这么告诉她。

  　努めて笑顔で、彼女に告げた。

  　你已经不是一个人了。

  　君はもう一人じゃないと。

  　不用再痛苦了。

  　苦しまなくていいと。

  　

  　我们可以一起，过着普通的日常生活了。

  　また一緒に、普通の日常が過ごせるのだと。

  　

  　

  「…………——！」

  「…………──っ！」

  　

  　

  　过了几秒后，艾莉儿似乎终于理解了我话中的意思，她感动至极地抱住了我。

  　数秒経ってから、言葉の意味をようやく理解できたらしいアイリールは、感極まったように俺に抱きついてきた。

  　

  「夜！夜！」

  「夜っ！　夜！」

  　

  「哈哈哈，你这家伙……唔，等等，脖子被勒住了。」

  「ははは、こやつめ。……ぅ、ちょっと、首絞まってる」

  　

  「夜～～！！」

  「夜ぅ～～ッ！！」

  　

  「唔咕咕，那、那个，先放开我！稍微等一下！呼啊、呃唔唔……！」

  「うぐぐっ、ぁ、あのっ、一旦離して！　少しまっで！　ふぁっ、エ゛うぅ゛ぅ……っ！」

  　

  　

  　我们一边进行着有点激烈的再会拥抱。

  　そんな、ちょっと過激な再会の抱擁を交わしながら。

  　

  　一边分享着战胜了蛮不讲理的世界意志，战胜了命运的喜悦。

  　理不尽を強要し続けた世界の意思に、その運命に打ち勝った喜びを、二人で分かち合うのだった。

  　

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　

  　自从我变成莉亚的身体后，已经过了一周。

  　俺がリアの体になってから、一週間が経過して。

  　一言以蔽之，一切都圆满解决了。

  　一言で言えば、全ては丸く収まった。

  　

  　

  　首先是关于希望破坏世界的粉碎者，她和露库拉重新谈过后，决定要亲眼见证这个世界的变化……说白了，她只是和露库拉一样，成了真冈的小白脸而已。

  　まず世界の破壊を望んでいたクラッシャーの事だが、彼女はルクラと改めて話をした結果、この世界の推移を見届けることにしたらしい。……ぶっちゃけるとルクラと同じで、真岡のヒモになっただけだ。

  　

  　她们的事情，我们自己已经全部处理好了。被粉碎者打得落花流水的露库拉，反过来在游戏里挑衅粉碎者，把她打得落花流水，持续了几个小时的精神压力攻击，让她真的哭了出来。真冈苦笑着这么说道。

  　一応彼女たちの事の清算は、自分たちで全て済ませていた。クラッシャーにボコボコにされたルクラは、逆にゲームでクラッシャーを煽りながらボコボコにして、数時間に及ぶ精神的ストレス攻撃を続けて彼女をガチ泣きさせたらしい。真岡が苦笑いでそう言っていた。

  　

  　然后是重要的事情，露库拉的伤势全都痊愈了。连骨折的手臂和裂开的牙齿都恢复原状，实在令人惊讶。我问她为什么能治好，她回答：『和脆弱的人类不一样，我很强……很、很强所以很快治……很快！！』我指出她咬到舌头，她就生气了。

  　それから大事なことだが、ルクラの怪我は全て完治した。まさかの骨折した腕や割れた歯まで元通りとは、流石に驚いたけども。何で治ったのか聞いてみると、彼女曰く『脆弱な人間と違って我はちゅよいので……つ、強いのでしゅぐ治る……すぐ！！』とのこと。噛んだことを指摘したら怒った。

  　

  　

  　接着是阿卡西记录。

  　次に、アカシックレコード。

  　他——不对，她似乎决定在这个世界以普通人类的身份生活下去。总之先由刚烈收养她。

  　彼──いや、彼女も此方の世界で、普通の人間として暮らしていくことにしたらしい。とりあえずは剛烈に引き取られる形で。

  　那个宛如牢狱般被关起来的隔离空间，被我破坏了，她很高兴终于能出来外面。

  　牢獄の如く閉じ込められていた、あの隔離空間は俺がぶっ壊したため、ようやく外に出れたと彼女は喜んでいた。

  　

  　……之所以称她为她，单纯是因为阿卡子变身成人类女性的模样，所以这么称呼她而已。肉体的基底不知为何是参考朝阳。

  　……彼女、というのは、単にアカ子が人間の女の姿に変身したから、そう呼んでいるだけだ。肉体のベースは何故か朝陽が参考になっているけど。

  　虽然她看上宇宙第一可爱的朝阳这点还不错，但就算朝阳变成女体化外表，还是远远不及我家弟弟。小喽啰。

  　まぁ、宇宙一かわいい朝陽に目を付けたのは悪くなかったが、やはり朝陽を女体化させた見た目になったところで、ウチの弟には遠く及ばないのであった。雑魚め。

  　

  　

  　说到朝阳，就想到小春。

  　それから、朝陽と言えば、小春のこともある。

  　我们所有人都回到美咲家时，小春哭得一把鼻涕一把眼泪，抱着朝阳道歉。虽然她也对我和艾莉儿道歉，但对朝阳的罪恶感似乎压倒性地高。毕竟他是小春的Access伴侣，这也是理所当然的。

  　俺たち全員が美咲家に戻ったとき、小春は涙と鼻水で顔をぐちゃぐちゃにしながら、朝陽に抱きついて謝っていた。俺やアイリールに対してもめっちゃ謝ってたが、罪悪感の度数は圧倒的に朝陽の方が高かったらしい。アクセスのパートナーだし、当然と言えば当然だった。

  　

  　在那之后，小春就粘着朝阳不放。完全变成宠溺外甥或侄子的亲戚大姐姐。

  　それ以来小春は朝陽にベッタベタだ。完全に甥とか姪を甘やかす親戚のお姉さんと化している。

  　她好像还逼朝阳别叫她「小春小姐」，改叫「姐姐」，但朝阳还是坚持叫她「小春小姐」。小春大概是和莲一起生活，产生了想要姐姐的欲望吧。

  　なんかあいつ『”小春さん”じゃなくてお姉ちゃんって呼んでみない？　ねぇねぇ朝陽くん』って迫ってたけど、相変わらず朝陽は”小春さん”で一貫してた。多分小春はレンと暮らしてた影響で、お姉さん欲みたいなのが出てきちゃったんだろう。

  　

  　真可惜……朝阳的哥哥是我，姐姐这个称号也是我的专属。抱歉啦。

  　残念だったな……朝陽のお兄ちゃんは俺だし、それからお姉ちゃんという称号も、俺だけのものなんだ。わりぃな。

  　

  　

  　还有，莲斗变回男人后，就一直维持这个样子。看来他没办法变回莲，有点不甘心。为什么？

  　あと、蓮斗は男に戻って、そのまま過ごしている。どうやらレンに戻ることは出来ないようで、ちょっとだけ悔しがってた。なんで？

  　

  　不过，我变成莉娅后，结果还是和虚拟世界时一样……反正淫纹已经没了，也不用定期性处理。

  　まぁ、俺がリアになったので、結局は仮想世界の時と同じ形に収まったわけだ。……別に、淫紋とかはもう無いし、定期的な性処理なんてしてないけど。

  　

  　在那之后，不知道他是看气氛还是顾虑到我，从战斗结束那天起，他就没再做过色色的事。不知道他是考虑到我刚从变身状态变成真正的女人，还是顾虑到艾莉儿。

  　それから空気を読んでるのか、はたまた気を遣ってるのかは知らないが、戦いが終わったあの日からえっちなことはしていない。変身ではなくちゃんと女になったばかりの俺を想ってのことなのか、もしくはアイリールに遠慮しているのか。

  　虽然不知道是哪边，但去掉性欲怪物的部分，变成正统派的主角是件好事。自从亲手救了小春后，他就脱胎换骨了。

  　どっちだか知らんけど、性欲オバケ部分が抜けて、正統派な主人公になったのはいい事だ。小春を自分の手で救って以来、どこか一皮むけたらしい。

  　

  　

  　还有，关于艾莉儿——

  　あとは、件のアイリールのことだけど──

  　

  　

  「……夜，快起来，天亮了。」

  「……夜。起きて、朝だよ」

  　

  　

  　和之前一样，我们和艾莉儿一起住在美咲家。

  　前と同じく、美咲家で共に暮らしている。

  　现在，它正在和输给困意，决定装睡的我格斗。不是什么下流的意思。因为家人也在楼下，不可能一大早就做那种事。

  　今は眠気に負けて、狸寝入りを決め込んでいる俺と、ベッドの上で格闘中だ。いかがわしい意味ではない。下の階には家族もいるので、朝からそんなことできるはずないぜ。

  　

  　当然，家人因为我变成女人而陷入混乱。

  　無論、俺が女になったことで、家族は大混乱した。

  　父亲因为儿子变成正牌TS而昏倒，朝阳说着『夜伊在哪……？这里……？』逃避现实了几个小时，母亲则是一脸平静。

  　息子がガチTSしたショックで父親は気絶したし、朝陽は『夜にいはどこ……？　ここ……？』と数時間ほど現実逃避し、母親はあっけらかんとしていた。

  　

  『如果是为了帮助别人而做出这个选择，那不是很了不起吗？』

  『誰かを助けるためにその選択をしたんなら、それって凄い事じゃない？』

  　

  　妈妈这么说道。

  　そう言って。

  　『儿子，你救了女孩子，很了不起哦～』妈妈一边说着，一边摸了摸我的头。

  　女の子救って偉いぞ息子～、なんて言いながら、母さんは俺の頭を撫でてくれた。

  　之后，爸爸和朝阳也来到我身边。

  　その後は父さんも、朝陽だって俺のそばに来てくれた。

  　即使我的外貌改变了——家人还是接纳了我。我好久没有想哭了。

  　俺の姿形が変わっても──家族は俺を受け入れてくれた。マジで泣きそうになっちゃったのは久しぶりだったわね。

  　『出生在美咲家果然是对的。』我喃喃自语道。看到这一幕的艾莉儿代替我嚎啕大哭。真不愧是我的半身。

  　あと、やっぱり美咲家に生まれてよかった、なんてことを呟いたら、その光景を見ていたアイリールが俺の代わりに号泣してたな。流石は俺の半身だ。

  　

  　

  「起床，起床。」

  「起きて、起きて」

  　

  　不过，就算是你这个半身，也不可能妨碍我的睡眠。乖乖放弃吧。

  　だが、俺の眠りを妨げることは、たとえ半身のお前であっても不可能だ。潔く諦めるがよい。

  　

  「要迟到了哦。夜。」

  「遅刻しちゃうよ。夜ってば」

  　

  　迟到又没关系。虽然没有公开，但我可是拯救了世界哦？迟到个一、两次应该会被原谅吧，我这么想。」

  　いいじゃん遅刻したって。公にはなってないけど、俺って世界を救ったんだぜ？　一、二回くらい遅刻したって許されると思うのですよ、わたしゃ。

  　

  「你还有时间整理仪容吧？你已经不是那个粗鲁的美咲夜了。」

  「身だしなみを整える時間とか、あるでしょ。もうガサツな美咲夜くんじゃないんだし」

  　

  　我宁愿当个粗鲁的美咲夜……

  　ガサツな美咲夜ちゃんでいいです……。

  　

  「莲斗也会看到你哦？」

  「蓮斗くんにも見せるんだよ？」

  　

  　我不是那种为恋爱而盲目忘我的女孩，事到如今，不管那家伙怎么看我都没差了。再说，莲斗也知道我本来是男生，就算我有点粗鲁，他应该也能理解吧。

  　恋に盲目な女の子ではないので、今更アイツにどう見られても別によい。ていうか蓮斗は俺が元々男なの知ってる人だし、多少はガサツでも理解してくれるでしょ。

  　

  「唔，真难缠。」

  「むぅ。てごわい」

  　

  　唔什么啊，好可爱哦。

  　むぅって何だむぅって。かわいいなおい。

  　

  「既然如此，我只好使出强硬手段了。」

  「こうなったら強硬手段に出るしかない」

  　

  「……」

  「……っ」

  　

  　好可怕！她想做什么……！？

  　こわい！　何をするつもりだ……！？

  　

  「……我要、恶作剧了哦。」

  「……いたずら、しちゃうぞ」

  　

  　你是小学生吗？

  　小学生かお前は。

  　

  「我、我是、认真的哦。」

  「ほ、ほんき、だぞっ」

  　

  　讨厌，好坚强……

  　やだ、健気……。

  　不过，事到如今，我反而好奇她会对我做什么了。就装睡到最后吧。

  　でもここまで来ると、どんな事されるのか気になってくるな。最後まで狸寝入り決めちゃお。

  　

  「……我、我要、亲你了哦……？」

  「……ち、ちゅー、しちゃう……よ？」

  　

  　原来如此？要亲我啊。以威胁的手段来说，确实是个不错的选择。就算我慌张地跳起来也不奇怪。

  　なるほど？　キス、ときたか。確かに脅し文句としては、なかなか悪くないチョイスだ。焦って跳び起きても不思議ではない。

  　不过，很遗憾，我已经知道你没有胆量真的亲我了。真可惜啊。

  　だが悲しいかな、お前にはそんなことができるような胆力はないって、俺はもう知っているんだ。残念だったな。

  　

  　

  「…………？」

  「…………？」

  　

  　

  　奇怪，她突然安静下来了。难道我完全没醒来，让她生气了吗？

  　あれ、急に黙った。もしかして全然起きなくて、怒っちゃったか？

  　

  「……呼……呼。」

  「……はぁっ……はぁ」

  　

  　我听见有点急促的呼吸声。叫醒我需要这么大的力气吗？

  　ちょっと荒い息が聞こえるな。俺を起こすのにそんな体力使ったか。

  　

  「我……很努力了哦……都是因为夜、不肯醒来，我也是逼不得已的……」

  「私……がんばったよ……夜が、起きないからっ、これは仕方ないこと……っ」

  　

  　奇、奇怪，怎么回事？她的样子不太对劲。

  　あ、あれ。なんだどうした。様子がおかしい。

  　

  　

  「呼、呼……！都是……都是夜的错……！」

  「ハァッ、はぁ……！　夜が……夜が悪いんだよ……っ！」

  　

  　

  　咦、咦？等等，等一下。

  　えっ、え、待って。ちょっと待って。

  　这家伙是不是失控了？她真的是艾莉儿吗？

  　なんか暴走してない？　こいつ本当にアイリールか？

  　

  「我要把舌头伸进去，舔遍你全身，让你记住我的味道……！让你变成我的俘虏，再也无法跟莲斗和小春做爱……！！」

  「舌を入れて、舐めしゃぶって、私の味を覚えさせちゃうから……！　もう蓮斗くんや小春とかとえっちできなくなるくらい、私の虜にしちゃうからねぇ……っ！！」

  　

  　什么！？咦，这是怎么回事！？

  　なに！？　えっ、なにごと！？

  　

  「呼——！呼——……！」

  「ハァーっ！　ハァー……ッ！」

  　

  　等、等一下！太奇怪了太奇怪了！我不是那个意思啊！

  　まっ、まって！　おかしいおかしい！　そういうつもりじゃなかったんだって！

  　惨了，这下真的会被吃掉——！

  　あやばいこれ確実に喰われる──！

  　

  　

  「……！………………？」

  「……っ！　………………っ？」

  　

  　

  　我紧闭双眼，做好觉悟，但迟迟等不到那令人作呕的吻。

  　グッと目を閉じて覚悟したものの、来ると思われていたエグいキスが来ない。

  　

  「奇、奇怪……？」

  「ぁ、あれ……？」

  　

  　我搞不清楚状况，微微睁开眼睛。

  　状況が飲み込めず、薄っすらと目を開けた。

  　映入眼帘的是——

  　そこには──

  　

  「啊，你醒了。」

  「あっ、起きた」

  　

  　艾莉儿离开床铺，在衣柜前换上高中制服。

  　ベッドから離れて、クローゼットの前で高校の制服に着替えている、アイリールの姿があった。

  　哎呀……？

  　あら……？

  　

  「艾……莉儿？」

  「アイ……リール？」

  　

  「你果然在装睡。」

  「やっぱり寝たフリしてたんだね」

  　

  「咦？」

  「えっ」

  　

  「只是稍微吓唬你一下就这么慌张，夜真单纯。」

  「ちょこっと焦らせただけでこれだし、夜って単純」

  　

  　……难、难道你这家伙……

  　……ま、まさか、貴様。

  　打从一开始就想亲我……！

  　最初から俺にキスをするつもりなんて……！

  　

  「你算计我！？」

  「謀ったなぁ！？」

  　

  「谁教你都不起来。怎么？难道你真的希望我亲你？」

  「起きない夜が悪いんでしょ。なに、それとも本当にキスしてほしかったの？」

  　

  「你这家伙——！！」

  「きさまぁーっ！！」

  　

  　

  　早上发生了这样的小插曲。

  　朝はそんな感じのひと悶着があって。

  　在对我了若指掌的她安排下，贪睡的时间宣告结束。

  　俺のことなど何でもお見通しの彼女の手によって、惰眠を貪る時間は終わりを告げたのだった。

  　

  　

  　

  　

  ★　★　★　★　★

  ★　　★　　★　　★　　★

  　

  　

  　

  　

  　时间来到放学后。天空已经染上橘红色，学生们分成社团活动、回家和出去玩等三组人马。

  　時は変わって放課後。空は既に茜色に染まり始め、生徒たちは各々部活や帰宅や遊びに分かれていく。

  　今天的课程全部结束，从学务工作中解脱的我从座位起身，走向隔了两个座位的位子。

  　本日の授業は全て終了し、学務から解放された俺は席を立ち、二つ隣の席へ向かった。

  　坐在那里的是戴着眼镜的男学生。他注意到我走近，连忙开始收拾书包。

  　そこに座っているのは眼鏡をかけた男子生徒。近づいてくる俺の存在に気がつき、そそくさと荷物をカバンにまとめ始めた。

  　

  「啊，美咲，等一下。」

  「あー、美咲。ちょっと待って」

  　

  「不用急……话说吴原，你今天有社团活动吗？」

  「焦んなくていいよ。……てか呉原、今日部活は？」

  　

  　他是和我一起经历死亡游戏、游戏场域事件，甚至世界救济的战友。

  　彼はデスゲームやゲームフィールド事件、果ては世界の救済なんかも共に行った戦友だ。

  　名字是吴原永治。在我变成女人的现在，他依然愿意当我的好友。

  　名は呉原永治。俺が女になった今も、彼は変わらず親友でいてくれている。

  　

  「我跟社团请假了。今天要在洛伊泽的豪宅开派对吧？……叫什么来着，庆功宴？」

  「部活は休み取ったよ。今日はロイゼの豪邸でパーティやるんだろ？　……なんだっけ、祝勝会？」

  　

  「差不多。毕竟拯救了世界，也治好了露库拉，总之要庆祝一下。」

  「そんな感じ。世界も救ったし、ルクラも治ったし、とりあえず諸々含めてお祝いしようって」

  　

  　这次的庆功宴，是由假想世界初期女主角中，我最先拯救的少女・高月洛伊泽尔提议的。

  　今回の話は、仮想世界の初期ヒロインの中で、俺が一番最初に助けた少女である高月ロイゼールの提案だ。

  　

  　在那之后，世界彻底地共存，历经千辛万苦后，解决了粉碎者事件，怪人也几乎不再出没。

  　あれから世界は完全に共存することが出来て、なんやかんやあってクラッシャー関連のことも片付いたし、怪人の出没もほとんどなくなった。

  　

  　高月提议说「正因为现在天下太平，所以才要庆祝一番」。

  　そんな平和になった今だからこそお祝いしましょう、というのが高月の提案だ。

  　因此，今天放学后，死亡游戏攻略者的成员将全员集合至高月那大得要命的家，当然，露库拉与阿卡兹基也会来。

  　というわけで、今日の放課後、デスゲーマーズのメンバーは全員、高月のクソでかいご自宅へ集合することになってる。もちろんルクラやアカ子も。

  　

  「好，美咲，我们走吧。」

  「おっし、行こうぜ美咲」

  　

  「哦～」

  「おぉ～」

  　

  　我与做好准备的吴原一同离开教室，走下楼梯，走在通往鞋柜区的走廊上。

  　準備ができた呉原と共に教室を発ち、階段を降りて昇降口へ続く廊下を歩いていく。

  　——我不经意地望向一旁，见到吴原的胸膛，再抬头一看，终于见到他的脸。

  　──ふと、横を見てみると、呉原の胸板が目に入った。そして見上げてみて、ようやく彼の顔が見えた。

  　

  「美、美咲？怎么了？」

  「み、美咲？　どした？」

  　

  「没事——我只是觉得我真的变成女生了呢。」

  「いやー、なんか、本当に女になっちゃったんだなって思って」

  　

  　欸，事到如今还说这个？——别露出这种表情啦，别这样。

  　え、いまさら？　みたいな顔で見るな。やめろやめろ。

  　

  「你看，我变成男人时，身高和你一样吧，但现在矮了一个头，不抬头就看不到你的脸……所以觉得变了好多。」

  「ほら、俺って男の時は呉原と背丈同じだっただろ。それが今は頭一つ小っちゃくて、見上げないとお前の顔が見えないから……なんか、変わったんだなって」

  　

  「……对啊。」

  「……まぁ、そうだな」

  　

  　吴原露出难以言喻的微妙神情，似乎有些尴尬。

  　何とも言えない微妙な表情だ。気まずそう。

  　

  「怎么了？」

  「どしたよ」

  　

  「……就算你变了，我也不会在意的。」

  「……俺は美咲が変わっても気にしないからな」

  　

  　……这是什么意思？

  　どういう意味だろうか。

  　……啊，他该不会是在意我变成女生后，被班上同学调侃的事吧？

  　……あ、もしかして女になった俺が、クラスメイト達にいじられてたの気にしてるのかな。

  　

  　女生们只是拿我当可爱发夹或发圈专用的换装娃娃，男生们也只是起哄说「耶～」，没什么大不了的。

  　女子には可愛い髪留めとか、ヘアゴム専用の着せ替え人形にされただけで、男子たちもウェーイってからかってきただけだし、深刻な事は何もないんだけどな。

  　

  　话说，我将裙子改短，露出大腿后，男生们便不再调侃我，全都安静了下来，真有趣。我们班的处男也太多了吧。

  　てか男子たち、スカートをちょっと短くして太ももチラつかせたら、みんなからかうのやめて黙っちゃったの面白かったな。ウチのクラス童貞多すぎる。

  　

  「你不要调侃男生啦……」

  「あんまり男子をからかうなよ……？」

  　

  「哦，你是在强调自己是人家的男朋友吗？」

  「おっ、彼氏アピールか？」

  　

  「莲斗会哭哦。」

  「蓮斗が泣くぞ」

  　

  「开玩笑的啦～」

  「冗談だって～」

  　

  　……虽然我与大家相处的方式多少有些改变，但幸好同学们都意外地不拘小节。一个月后，大家应该就会习惯了吧，学校生活本身应该没问题。

  　まぁ多少は皆との接し方も変わってくるだろうけど、案外クラスメイト達がフットワーク軽くて助かった。一ヵ月もすれば皆慣れてくれそうな雰囲気があったし、学校生活自体は大丈夫そうだ。

  　

  　我们抵达校舍入口，换好鞋子后，走到操场。

  　昇降口に到着し、靴を履き替えてから校庭に出る。

  　此时，我见到一辆车停在校门前。

  　すると、校門前に車が止まっているのが見えた。

  　走近一看，一名熟悉的人物映入眼帘。

  　近づいてみれば、見慣れた人物が目に入ってくる。

  　

  「啊，是真冈先生。」

  「あ、真岡さんだ」

  　

  「小弟弟！」

  「ボウヤ！」

  　

  　一名身穿西装的健壮男子走出车外，他以与雄壮体格相反的可爱动作走近我。

  　車から出てきたのは、スーツ姿の屈強な男性。その雄々しい肉体とは裏腹な、可愛らしい仕草で此方に此方に近づいてくる。

  　他是真冈正太郎，是我最初在虚拟世界中接触的死亡游戏的玩家，之后也一直帮助我，是最可靠的大人。

  　彼は真岡正太郎。仮想世界で一番最初に接触した、デスゲームのプレイヤーで、それ以降ずっと俺を助け続けてくれた、一番の頼れる大人だ。

  　

  　……不过，他在我变成女生后，也依然叫我小弟弟，老实说我不太懂他的想法。难道性别对他来说不重要，还是习惯的称呼比较好吗？

  　……でも、女になった後も俺をボウヤと呼んでるのは、正直よく分からん。性別なんて二の次で、慣れた呼び方のほうがいいのかね。

  　

  「怎么了？你竟然会来学校，真稀奇。」

  「どしたの？　学校まで来るなんて珍しい」

  　

  「我是来接洛伊泽和阳菜的。啊，刚烈也在副驾驶座上哦。」

  「ロイゼと陽菜ちゃんを迎えに来たのよ。あっ、助手席に剛烈もいるわよ」

  　

  　我听他这么说，望向副驾驶座，车窗同时打开了。

  　彼に促されて車の助手席を見てみると、同時に車の窓が開いた。

  　一名二十岁左右的年轻女性从车窗探出头来。

  　そこから顔を出したのは、二十歳くらいの若い女性。

  　

  「嗨，美咲。」

  「やっ、美咲くん」

  　

  「刚烈先生，你们要直接去洛伊泽家吗？」

  「剛烈さん。もしかしてこのままロイゼの家に？」

  　

  「嗯，途中真冈开车载我们。美咲也要上车吗？」

  「うん。途中で真岡に拾ってもらったんだ。美咲君も乗る？」

  　

  　她的名字是刚烈雪音。

  　彼女の名は剛烈雪音。

  　在死亡游戏中盘，愚蠢的营运方同时开启两名女主角的路线时，她也是帮助我的玩家之一。

  　デスゲームの中盤、アホの運営が二人のヒロインのルートを同時に始めやがった際、俺を助けてくれたプレイヤーの一人だ。

  　看来她今天和真冈一起行动。

  　どうやら今日は真岡と行動を共にしていたらしい。

  　

  「真冈先生，我也可以上车吗？」

  「真岡さん、俺も乗ってっていい？」

  　

  「不行～♪」

  「ダメ～♪」

  　

  「为什么……」

  「なんで……」

  　

  「抱歉啊，小弟弟，这辆车只能坐四个人。」

  「悪いわねボウヤ。この車は四人乗りなんだ」

  　

  　他用类似大雄的拒绝方式拒绝了我。好难过。

  　のび太みたいな断られ方された。つらい。

  　

  「嗯。」

  「んっ」

  　

  　我气得捶打真冈，此时，一名金色纵卷发的千金小姐与一名红色双马尾的少女从校舍玄关走了出来。

  　怒りに身を任せて真岡をポコポコ叩いていると、昇降口から金髪縦ロールのお嬢様と、赤髪ツーサイドアップの少女が出てきた。

  　那是洛伊泽与阳菜。她们一见到我们，便立刻跑过来。

  　あれはロイゼと陽菜だ。俺たちを見るや否や、駆け足で此方まで来てくれた。

  　

  「哎呀，莉亚小姐！」

  「あらっ、リアさん！」

  　

  「莉亚姐～！」

  「リアねえ～っ！」

  　

  　她们直接抱住了我。也太喜欢我了吧。

  　そのまま二人に抱きつかれた。俺のこと好きすぎるでしょ。

  　

  「好、好难受……」

  「く、くるしい……」

  　

  　我真心感到痛苦，视野完全被她们的丰满乳房所占据，我快要窒息了。

  　冗談抜きで苦しい。視界は完全に二人の大きな乳房で埋め尽くされており、もはや窒息寸前だ。

  　我要溺死了！我要被胸部淹死了！

  　溺れる！　おっぱいで溺死しちゃう！

  　

  「好了好了，你们两个到此为止，快上车吧。」

  「はいはい、二人ともそこまでよ。ちゃっちゃと車にライドしなさい」

  　

  　真冈先生看不下去，拉开两人。我差点就死了……

  　見かねた真岡さんが二人を引っぺがしてくれた。死ぬところだった……。

  　

  「呵呵……莉亚小姐，我们等你来哦。」

  「ふふっ……では、お待ちしておりますね、リアさん」

  　

  　高月这么说，并鞠躬致意，坐进车中。

  　高月はそう言いながらお辞儀をして、車へと乗り込んでいく。

  　不过，另一名少女并未上车，握住我的手，道：

  　しかし、もう一人の少女はまだ乗らず、俺の手を握ってきた。

  　

  「今天为了庆祝阻止世界毁灭，我们准备了莉亚姐的派对哦！你好好期待吧！」

  「今日の世界の破壊阻止おめでとうパーティ、リアねえの為にいろいろ準備したからね！　楽しみにしててね！」

  　

  「嗯、嗯，阳菜，谢谢你。」

  「う、うん。ありがとな、陽菜」

  　

  「嘿嘿……」

  「えへへ……」

  　

  　这名一脸傻笑的红发少女名叫自由之丘阳菜。

  　だらしない顔で喜んでいるこの赤い髪の少女の名前は、自由ヶ丘陽菜。

  　在死亡游戏中，我无法摄取朝阳的弟弟成分，精神上被逼到极限状态，而她则借由成为我的妹妹，稳定了我的心灵。

  　デスゲーム中、朝陽の弟成分が摂取できず、精神的に追い詰められて極限状態になっていた俺の心を、自分が妹になることで安定させてくれた心優しき少女だ。

  　而她如今成为女人，名副其实地成为阳菜的“莉亚姐”，所以每次见面都会被她抱住。

  　こうして女になった今は、名実ともに陽菜の”リア姉”となったので、いつも出合い頭に抱きつかれている。

  　

  「那待会儿见咯！」

  「じゃあまた後でね！」

  　

  「好。」

  「おう」

  　

  　阳菜精神奕奕地道别后，坐进车中，真冈与刚烈二人组也驾车离开惠地高中。

  　元気よく別れを告げた陽菜が車に乗り込み、真岡ペアと剛烈ペアは発車し、恵地高校を去っていった。

  　

  　

  「……美咲果然有后宫呢。」

  「……やっぱり、美咲ってハーレムだよな」

  　

  「啥？」

  「あん？」

  　

  　当我目送他们的车离开时，吴原忽然这么低喃。

  　彼らの車を見送っていると、ふと呉原がそんなことを呟いた。

  　怎么突然这么说？

  　なんだ藪から棒に。

  　

  「你有自觉吗？现在一切都解决了，我就直说了，死亡游戏攻略组的成员大概都喜欢你哦。」

  「お前自覚あるか？　全部解決した今だから言うけど、デスゲーマーズの面々って多分、全員お前のこと好きだぞ」

  　

  「你说全部……你也是？」

  「全員ってことは……呉原も？」

  　

  「别、别说傻话了！」

  「ばっ、バカ言うな！」

  　

  　我刻意红着脸，抬眸望着他，他则别过头去。

  　わざと頬を赤らめて上目遣いをすると、呉原はそっぽ向いてしまった。

  　这家伙竟然害羞了～嘿嘿嘿～

  　照れやがってこいつめ～。うりうり～。

  　

  「不要用手肘戳我！住手！」

  「肘でつっつくなって！　やめて！」

  　

  「挚友变成女人了哦——？你要不要来一段禁忌之恋呢？」

  「親友がTSしちゃったぞー？　禁断の恋でも始めちゃうか？」

  　

  「所以说，你这种玩笑会让莲斗哭的哦……」

  「だからそういう冗談は蓮斗が泣くぞ……？」

  　

  　对不起，我不说了。

  　ごめんなさい。もうやめます。

  　

  「不过，等我注意到时，我已经有后宫了呢。」

  「でも、気がついたら俺がハーレムかぁ」

  　

  「你终于有自觉了啊。」

  「ようやく自覚したのか」

  　

  「虽然应该不只是单纯的异性好感啦。刚烈同学和真冈同学，还有高月的那什么的，完全都是保护欲。」

  「単純な異性の好意とか、そういうのだけじゃないだろうけどな。剛烈さんとか真岡さんとか、あとは高月のアレとかは完全に保護欲だし」

  　

  　多亏了艾莉儿，我才能注意到旁人的善意。虽然一言以蔽之，就是后宫，但我知道大家对我并非抱持着恋爱情感。我所做的只是理解，并非自恋。

  　アイリールのおかげで、俺は周囲の好意に気がつくことが出来た。まぁ一言でハーレムとは言ったけど、皆が俺に恋愛感情を向けてるわけじゃないのは、もう知っている。俺がしたのは理解であって、自惚れではないのだ。

  　

  「那么，吴原你呢？」

  「で、呉原はどうなの？」

  　

  「什么？」

  「なにが」

  　

  「你对我是怎么想的？」

  「俺の事。どう思ってる？」

  　

  「正常来说，会问本人吗……？……不，我——」

  「本人に聞くか、普通……？　……いや、まあ、俺は──」

  　

  　

  　——在我听见他的回答之前。

  　──彼の答えを聞く、その直前に。

  　

  　

  「哇？」

  「うぉっ？」

  　

  　我忽然被人从后方抱住。

  　突然後ろから抱きしめられた。

  　我将头转向斜上方，见到一名蓝发的面无表情女孩。

  　首を斜め上に向けてみると、そこには水色髪の無表情っ娘がいた。

  　

  「啊，是菲莉斯啊。」

  「あ、フィリスか」

  　

  「磨蹭磨蹭，找到莉亚了，好可爱，磨蹭磨蹭。」

  「スリスリ。リア見つけた。かわいい。スリスリ」

  　

  　她疯狂地磨蹭着我的脸颊。

  　めちゃくちゃ頬ずりしてくるじゃん。

  　附带一提，虽然我刚才说理解了大家对我抱持的好感，但唯有菲莉斯的我搞不太清楚。她在虚拟世界中，对我说了类似告白的话，唯有这一点是个谜团。

  　ちなみにさっき皆からの好意の種類は理解したと言ったが、フィリスのこれだけはよく分からない。仮想世界で告白っぽい事言われてるし、こればっかりは謎だ。

  　

  「欸嘿嘿，莉亚，欸嘿嘿。」

  「えへへ、リア、えへへ」

  　

  　好可怕……

  　こわい……。

  　

  「喂，菲莉斯，别在校门前发情。」

  「おいこらフィリス。校門前で盛るな」

  　

  「好痛。」

  「あだっ」

  　

  　菲莉斯被吴原敲了一下头后，不情不愿地离开我身边。

  　呉原に頭を引っ叩かれたフィリスは、渋々俺から離れていく。

  　

  「莉亚，对不起，我下次会注意的。」

  「ごめんね、リア。今度からは気をつける」

  　

  「嗯、嗯。」

  「う、うん」

  　

  　我不会吐槽「你这句话是第几次了啊」，因为很可怕。

  　そのセリフ何度目だよってツッコミはしない。こわいので。

  　……眼前这名蓝发少女名叫菲莉斯・雷诺拉。

  　……目の前にいるこの水色髪の少女の名は、フィリス・レイノーラ。

  　她与艾莉儿一同被邪恶组织幽禁，是我成为她好友的契机——也是我在虚拟世界中，第一个刻意帮助的人。毕竟小春与高月起初只是被牵连进来的。

  　アイリールと共に悪の組織によって幽閉され、彼女の親友となった存在で──それから、俺が仮想世界で初めて意識的に助けた人間でもある。小春も高月も、最初は巻き込まれただけだったからな。

  　

  　而且，我的好友・吴原的搭档就是菲莉斯。

  　そして何より、俺の親友である呉原のパートナーが、このフィリスだ。

  　

  「因为你和永治打情骂俏，所以我就忍不住想来打扰了。」

  「永治とイチャイチャしてたから、つい邪魔したくなっちゃって」

  　

  　在她眼中似乎是这样，闻言，吴原则面红耳赤地道：

  　そういう風に見えてたらしい。それを聞いた呉原は顔を赤くしている。

  　

  「你在说什么啊！别胡说八道！」

  「何言ってんだ！　ふじゃけるな！」

  　

  　他吃螺丝了。

  　噛んでますよ。

  　

  「吵死了！！」

  「うるせーな！？」

  　

  「永治也加入后宫了吗？你有取得小春的许可吗？」

  「永治もハーレム入りしたの？　小春に許可取った？」

  　

  　欸，许可是什么？我第一次听说欸。

  　え、許可ってなに。初耳なんだけど。

  　话说，小春负责管理后宫吗？她在干嘛啊……

  　てか小春がハーレムの管理してんの？　何してんだあいつ……。

  　

  「吵死了！喂，美咲！」

  「えぇい煩わしい！　おい美咲！」

  　

  「吴原，怎么了？你也想加入我的后宫吗？」

  「どうした呉原。お前も俺のハーレム入るか？」

  　

  「别说傻话了！你要是再得寸进尺的话，我总有一天会毁了你的后宫的！你就颤抖地等着吧！」

  「バカ言うんじゃねぇ！　そうやって調子乗ってると、いつか俺がお前のハーレムをぶっ壊すからな！　震えて待て！」

  　

  　吴原撂下这句狠话后，便丢下我，迅速地离开了校门。乍看之下，他似乎在生气，但我知道他只是在掩饰害羞。

  　そんな宣言をかました呉原は、俺を置いてさっさと校門から出ていってしまった。一見すると怒らせたようにも取れるが、アレは照れ隠しである。俺には分かる。

  　

  　算了，吴原对我抱持那种感情的概率，可说是无限趋近于零。

  　まぁ、呉原が俺にそういう感情を向ける時は、きっと何があっても訪れないだろう。

  　毕竟他是我独一无二的挚友。除非我们身处不同前提的平行世界，否则挚友与我结合的世界根本不可能存在。

  　あいつは唯一無二の、俺の親友だからな。前提が異なる平行世界でもない限り、親友と俺が結ばれる世界なんて存在しないぜ。

  　

  「啊，永治，等等我……莉亚，待会儿见。」

  「あっ、待って永治。……リア、また後でね」

  　

  「嗯，待会儿见。」

  「うん、あとで」

  　

  　菲莉斯挥了挥手，追在吴原身后。无论如何，我们都会在洛伊泽家集合，所以我不必着急。

  　フィリスが手を振りつつ、呉原の後を追いかけていった。どっちにしろ全員ロイゼ宅に集合なので、俺も焦ることはない。

  　

  　

  「嗯？出租车？」

  「んっ、タクシー？」

  　

  　当我呆站在原地时，一辆出租车停在校门前。

  　そのまま立ち往生していると、校門前に一台のタクシーが停車した。

  　一名与我年纪相仿——不对，她比我高一点，留着褐色鲍伯头的少女从车上走了下来。

  　そこから出てきたのは、俺と同じくらい──いや、ちょっとだけ俺よりも背が高い、茶髪でボブカットの少女。

  　

  「嗨，美咲同学。」

  「やぁ、美咲君」

  　

  「黑野同学，你得到外出许可了啊。」

  「黒野さん。外出許可貰えたんですね」

  　

  「对啊，因为我的功绩获得认可，所以算是假释吧。我今天是来接文香的。」

  「まぁね。いろんな功績を認められて、仮釈放って感じ。今日は文香を迎えに来たんだ」

  　

  　走下出租车向我打招呼的，是22岁的合法萝莉。

  　タクシーから降りて俺に声をかけてきたのは、22歳の合法ロリ。

  　她的名字是黑野理爱。

  　彼女の名前は黒野理愛。

  　她是虚拟世界的创造者，原本是敌人，但经过一番波折后，她和我们和解，成为我们的伙伴。

  　仮想世界の創造者であり、元々は敵だったものの、なんやかんやあって和解して味方になってくれた科学者だ。

  　被她(性方面)逼迫，和艾莉儿一起陷入苦战，如今也成为美好的回忆。她已经是女人了，应该不会再被她逼迫了吧。

  　この人に(性的に)迫られて、アイリールと共に四苦八苦したのも、今やいい思い出である。もう女だから迫られることも無いだろう。

  　

  「啊，对了，美咲同学。」

  「あっ、そうだ美咲君」

  　

  「是？」

  「はい？」

  　

  「我有东西要给你……啊，就是这个。这个给你。」

  「渡したいものがあったんだ。……っと、これこれ。こいつをあげよう」

  　

  　她递给我的，是类似Acces手表、设计像英雄玩具的手表。

  　手渡されたのは、なにやらアクセスウォッチに似た、ヒーローの玩具っぽいデザインの腕時計。

  　

  「这是……？」

  「これは……？」

  　

  「变身手表。」

  「変身ウォッチ」

  　

  　又给我这种可疑的道具……

  　また怪しげなアイテムを……。

  　

  「……这是用来做什么的？」

  「……何に使うんですか」

  　

  「只要使用这个，就能在三个小时内变回男孩子。」

  「それ使うと三時間だけ男の子に戻れるよ」

  　

  　这个人的技术力到底有多强啊？

  　この人の技術力どうなってんだ？

  　

  「那个，如果我变回男孩子，就无法证明艾莉儿的存在，她会消失的。」

  「あの、俺が男に戻ると、アイリールを存在証明できなくて、アイツ消えちゃうんですけど」

  　

  「啊啊，这个啊。你只要强烈地认知达古斯特莉亚的存在，就能维持她的存在证明。我从阿卡西纪录听到的。」

  「あぁ、それね。君がダグストリアだけを強く認識してれば、存在証明を保てるんだ。アカシックレコードから聞いた」

  　

  「什、什么意思？」

  「ど、どういうことです？」

  　

  「只要和达古斯特莉亚双手交握，让肉体紧贴，面对面，将九成的思考分给达古斯特莉亚，你的思考就会成为存在证明，就算美咲同学是男性状态，她也不会消失。」

  「ダグストリアと両手を繋いで、肉体を密着させて、向かい合うことで思考の九割をダグストリアに割けば、君の思考が存在証明になって、美咲君が男状態でも彼女は消えないってこと」

  　

  　听不懂(´・ω・`)

  　わからん(ジャガー)

  　话说，不做到这个地步不行，变回男性的意义是？

  　ていうか、そこまでしないと駄目なのに、男に戻る意味とは。

  　

  「咦？那个状态的话，就能用面对面坐位和她做爱了吧？为了让你和达古斯特莉亚做爱，我开发了这个……」

  「えっ？　その状態なら対面座位で彼女とえっちできるだろう？　また君がダグストリアとえっち出来るように、と思って開発したんだけど……」

  　

  「我们不是那种关系啦！？」

  「そういう関係じゃないんですけど！？」

  　

  　这个人好可怕！

  　この人こわい！

  　

  「不是吗？那真是抱歉……不过，东西就是要拿来用的。那孩子应该也有想和身为男性的你接触的时候吧。你们两人卿卿我我的时候就用吧。」

  「違ったのかい？　それはすまない……。まぁ、物は使いようだよ。あの子も男の君に触れたい時とか、あるだろ多分。二人でイチャイチャする時にでも使いたまえ」

  　

  「也太随便了吧……」

  「んな適当な……」

  　

  　这就是所谓的「给人添麻烦」吧。总之我先收下了，但使用的机会恐怕永远不会到来。

  　いい迷惑とはこの事か。とりあえず貰っとくけど、使う日が来るのかは甚だ疑問だ。

  　

  　

  「理爱！让你久等了！」

  「理愛！　お待たせしました！」

  　

  　就在我们持续着这样的问答时，背后传来一道凛然的声音。

  　そんな問答を続けている最中に、後ろから凛々しい声が聞こえてきた。

  　我回头一看，站在那里的是有着一头乌黑亮丽的秀发，非常适合大和抚子这个形容词的少女。

  　振り返った場所にいたのは、青みがかった艶やかな黒髪を湛えた、いかにも大和撫子という言葉が似合いそうな少女だ。

  　

  　她的名字是藤堂文香。

  　彼女の名前は藤堂文香。

  　她总是使用合体武器王者之剑，在击败最终头目或重要场面时抢尽风头，是我们队伍的王牌。

  　合体武器エクスカリバーを用いて、ラスボス退治や大事な場面でいつも美味しいところを貰っていく、ウチのエースだ。　

  　

  「哎呀，莉亚也在啊。」

  「おや、リアさんもいたのか」

  　

  「藤堂也和黑野同学一起先走了吗？」

  「藤堂も黒野さんと一緒に、先に行く感じ？」

  　

  「是的。今天的主角是你。请你务必好好期待，慢慢过来。」

  「えぇ。本日の主役は貴方だ。楽しみにしながら、是非ともゆっくりと来てほしい」

  　

  　藤堂这么说，笑着摸了摸我的头后，便匆匆忙忙地坐进出租车里，似乎对之后的准备感到雀跃不已。

  　そう言いながら笑顔で俺の頭を撫でた藤堂は、そそくさとタクシーの中へと乗り込んでいった。これからの準備にワクワクしている様子だ。

  　

  「那么，美咲同学，我们先走了哦。」

  「じゃあ美咲君、僕たち先に行くね」

  　

  「好，待会见。」

  「はい。またあとで」

  　

  　黑野同学也与藤堂一样摸了摸我的头后，便坐上出租车，离开了学园。为什么他们俩都要摸我的头才走啊……？

  　藤堂と同じように俺の頭を撫でた黒野さんは、タクシーを出して学園を後にしていった。何で二人とも俺の頭撫でてから行ったんだ……？

  　

  　

  　

  　我目送死亡游戏攻略者一行人离开后，便直接在校门前等待。

  　デスゲーマーズの面々を見送って、そのまま校門前で待機していると。

  　此时，有三名学生从校舍走了出来。

  　昇降口から三人の生徒が出てきた。

  　

  　其中一人是有着一头中长黑发，特征为丰满胸部的蓝眼少女。

  　一人は黒髪のセミロングで、大きな胸部が特徴的な、蒼色の瞳の少女。

  　

  　另一人也一样是黑发，长相与前者有些神似，是一名有点帅气的少年。

  　もう一人も同じく黒髪で、前者の少女と少しだけ顔つきが似ている、ちょっとカッコいい少年。

  　

  　

  　最后一位——则无须多言。

  　最後は──語るまでもない。

  　只要说那是另一个我，大家应该就能理解了吧。

  　もう一人の俺と言えば、それできっと分かるだろう。

  　

  　

  「莉亚！」

  「リアちゃーん！」

  　

  　黑发少女——海夜小春抱住了我。她以远远凌驾于高月与阳菜，以及菲莉斯之上的力道，紧紧地抱住我。

  　黒髪の少女──海夜小春が抱きついてくる。最初の高月と陽菜、その次にきたフィリス──それをはるかに凌駕する強さで、俺を抱きしめてきた。

  　

  「小春，好难受。」

  「小春、くるしい」

  　

  「呵呵呵、噗嘻嘻……莉亚好香……」

  「うふふ、ぶひひ……リアちゃんいい匂い……」

  　

  　我也已经习惯她这种态度了，反而甚至感到怜爱与安心。

  　彼女のこんな態度も、もう慣れたものだ。むしろ愛おしさや安心感すら感じる。

  　小春从洗脑中解放后，已经过了一个星期，她完全恢复了正常。我真心觉得太好了，也觉得成功救出她的莲斗真不愧是哥哥。

  　洗脳から解放されて、あれから一週間経った小春は、すっかり立ち直ってくれた。本当に良かったと思うし、彼女をしっかりと助け出した蓮斗も、流石お兄ちゃんって感じだ。

  　我无可奈何地摸着小春的头，站在后方的莲斗开口道：

  　仕方ないなぁ、といった感じでそのまま小春の頭を撫でていると、後ろにいた蓮斗が口を開いた。

  　

  「小春，朝阳在前面的红绿灯等你哦。」

  「小春。先の信号で朝陽くんが待ってるぞ」

  　

  「欸！？」

  「えっ！？」

  　

  　小春对莲斗的话起了反应，以光速立刻离开我身边，冲向学校前的红绿灯。

  　蓮斗の言葉に反応した小春は、まさに光の速度で即座に俺から離れ、学校前の信号へと飛んでいった。

  　……啊，真的耶。朝阳背着书包，站在红灯前等。好可爱，好惹人怜爱。

  　……あっ、ほんとだ。朝陽がランドセル背負って、赤信号待ってる。かわいい。愛おしい。

  　

  　

  「朝阳！？我不是说一个人很危险，要你去小学等我吗！？」

  「朝陽くん！？　一人は危ないから小学校で待っててって言ったでしょ！？」

  「欸，可是，因为约定的时间已经过了一个小时，小春姐你又没来……」

  「え、いや、だって約束の時間を一時間も過ぎたのに、小春さんが来ないから……」

  「唔！那、那是因为我有委员会的工作……！」

  「うぐっ！　そ、それはっ、委員会の仕事が重なっちゃって……！」

  「反正你又在说谎吧，你一定和莲斗哥在放学后做色色的事了。」

  「どうせウソでしょ。蓮斗さんと放課後えっちしてたに違いない」

  「我就这么不值得信任吗！？」

  「そんなに信用ないの私！？」

  「你一天到晚碎念着『好想和莉亚做色色的事……哥哥也可以……』，要人怎么相信你？」

  「日がな一日『リアちゃんとえっちしたい……お兄ちゃんでもいい……』なんて呟き続けてる人を、どう信じろと？」

  「相信我啦！我今天真的有委员会的工作！我努力提早结束的！」

  「信じてぇ！　今日は本当に委員会あったのぉ！　頑張って早めに終わらせてきたのぉ！」

  　

  　

  　那两个家伙在干嘛啊……

  　何してんだあいつら……。

  　

  「莲斗？」

  「蓮斗？」

  　

  「我、我才没有！我也只是因为老师拜托我做事，所以才晚到的！」

  「し、してないからな？　俺も先生の頼まれ事で遅れただけだからな？」

  　

  　虽然我并没有怀疑他，但要是他比我先对小春出手，我一定会狠狠地揍他一顿。我可没有这么想哦。

  　まぁ別に疑ってないけど。もし俺より先に小春に手を出してたら、思いっきり引っ叩いてやろうとか、そんなの考えてなかったけど。

  　

  「你明明就在想……」

  「考えてるじゃん……」

  　

  　我好像说溜嘴了。

  　口に出てたらしい。

  　

  「莲斗，你最近怎么都不约我做色色的事了？你阳痿了吗？」

  「蓮斗は何で最近えっち誘ってこないんだ？　インポにでもなった？」

  　

  「怎么可能啊！？」

  「んなわけねーだろ！？」

  　

  「那到底是怎样？为什么你什么都不做？」

  「じゃあなんだよ。何でなんもしてこないの」

  　

  「不是……欸？是我的错吗……？」

  「いや……えぇ？　俺が悪いのか……？」

  　

  　开玩笑的。对不起，我不该捉弄你。其实我是在等时机。

  　冗談です。意地悪してごめんね。タイミング見計らってたんだよね。

  　

  「不过你瞒着我买壮阳药和奇怪的玩具，让我有点倒弹。」

  「まぁ、俺に隠れて精力剤とか変な玩具とか買ってたのは、ちょっと引いたけど」

  　

  「呜！」

  「うぐっ」(何でリアが知ってるんだ……！？)

  　

  　看来这家伙打算等时机成熟后，狠狠地侵犯我。好感度下降。我反而想榨干他，再给他留下心理阴影。

  　どうやらコイツ、その時が来たら俺をめちゃくちゃに犯すつもりだったらしい。好感度マイナスです。逆に絞りつくしてまたトラウマ植え付けてやろうかな。

  　

  「喂，男朋友！快去当朝阳的保镖！保护她不被小春侵犯！」

  「オラ彼氏！　さっさと朝陽のボディガードしてこい！　小春から守れ！」

  　

  「你把我妹妹当成什么了……？」

  「俺の妹を何だと思ってんだ……？」

  　

  　被催促的莲斗一边碎念抱怨，一边无奈地笑着，朝朝阳和小春的方向跑去。

  　急かされた蓮斗はブツブツ文句を言いつつ、仕方なさそうに笑って、朝陽と小春がいる方へ走っていった。

  　

  　我和莲斗已经建立起了紧密的联系，彼此心意相通。事到如今，我们也不会再掩饰自己的真心话，像这样坦诚相待才是最恰当的距离感，我们对此心知肚明。

  　俺と蓮斗は既に繋がり、理解しあった仲だ。いまさら取り繕った会話もしないし、これくらい普通に接するのが一番いい距離感だと、お互いに理解している。

  　我是莲斗的，莲斗也是我的。我们两人结合在一起，并不是最近的事。

  　俺は蓮斗のものだし、蓮斗も俺のもの。俺たち二人が結ばれたのは、最近のことではないのだ。

  　

  　

  　

  「……晚上。」

  「……夜」

  　

  　

  　而且，现在我和她并不是莉娅的替代品，而是各自独立的存在。

  　そして、今はリアの代わりじゃなくて、しっかりと俺と彼女が別々に存在している。

  　我不是单纯的莉娅，而是美咲夜。

  　俺はただのリアではなく、美咲夜として。

  　她也不是单纯的莉娅，而是艾莉儿・达古斯特莉亚。

  　彼女もただのリアではなく、アイリール・ダグストリアとして。

  　

  　

  「……要走吗？」

  「……行くか？」

  　

  「嗯。大家一起走。」

  「うん。みんなで一緒に」

  　

  　

  　从那个死亡游戏开始的那一天起。

  　あのデスゲームが始まった日から。

  　从亲手破坏了无限循环的虚拟世界起。

  　無限に繰り返す仮想世界を、この手で破壊してから。

  　

  　一直苦苦寻觅的——普通的日常，就在眼前。

  　ずっと探し求めていた──普通の日常が目の前にある。

  　

  　我们终于得到了它。

  　俺たちはそれを手に入れることが出来た。

  　

  　

  　

  　所以，从那天开始的战斗，到此告一段落。

  　だから、あの日から続いてきた、俺たちの戦いはこれでいったん終わり。

  　

  　今后要编织的，是被一群有趣的伙伴们包围的，普通的日常。

  　これから紡いでいくのは、面白おかしい仲間たちに囲まれた、ただの普通の日常だ。

  　

  　

  　

  「走吧，夜。」

  「いこ、夜」

  　

  「……嗯，艾莉儿。」

  「……あぁ、アイリール」

  　

  　

  　

  　从今往后，我们一定也会——

  　きっと、これから先も、ずっと。

  　

  　

  　

  　两个人一起走下去。

  　二人で共に歩んでいく。

  　

  　

  　

  　

 
  海夜兄妹を癒したい【小春編】

  想要治愈海夜兄妹【小春篇】

  　

  　

  　

  　大家好，我是美咲夜。

  　こんにちは、美咲夜です。

  　最终决战后过了几个月，现在是暑假前夕，我也已经十八岁，是高中三年级的学生了。

  　最終決戦から数ヵ月が経過して今は夏休み前、俺も既に高校三年生の１８歳でございます。

  　我从动画或游戏的主角常见的『普通高中生：17岁』属性毕业，开始像个普通的女高中生了。虽然男性口吻还是改不掉就是了。

  　アニメやゲームの主人公にありがちな『普通の高校生：１７歳』という属性からは卒業してしまい、普通の女子高生が板についてきたような気がします。男口調からは変わりそうにありませんが。

  　此外，有个比我小一岁的学弟，装备英雄般的武装与邪恶战斗，因此这个城市的故事主角似乎从我或莲斗传给了他。希望他好好加油。

  　それから、一つ下の後輩の男子に、ヒロイックな武装をして悪と戦う生徒が一人いるので、この街で起きる物語の主人公は、俺や蓮斗からその子に受け継がれたようです。彼にはがんばってほしいですね。

  　

  　

  「夜，你在做什么？」

  「夜、なにしてんの」

  　

  　

  「！？」

  「っ！？」

  　

  　我立刻把写到一半的日记收进上锁的抽屉。好险。

  　書いていた日記を、即座に鍵付きの引き出しにしまい込んだ。あぶねぇ。

  　

  「没做什么啊。」

  「ナニモシテナイヨ」

  　

  「明明就有……不过我不会在意的。」

  「何かしてたでしょ。……別に気にしないけど」

  　

  　艾莉儿用真的不在意、真的无所谓的声音这么说，直接倒在床上。看来她要睡午觉了。

  　本当に気にしていないような、マジでどうでもよさそうな声音でそう言ったアイリールは、そのままベッドに倒れ込んだ。どうやらお昼寝をするらしい。

  　

  「晚上要一起睡吗？」

  「夜も一緒に寝る？」

  　

  　今天是假日，一起睡也不错，不过这次就免了吧。

  　休みの日だしそれもありだが、今回は遠慮しておこう。

  　

  「是吗……晚安。」

  「そっか。……じゃ、おやすみ」

  　

  　艾莉儿很快就睡着了。也太快进入梦乡了吧。

  　アイリールはすぐさま寝息を立て始めた。眠りに入るのが早すぎる。

  　算了，她最近似乎很热衷睡午觉，就让她睡吧。

  　まぁお昼寝が最近のマイブームらしいし、そっとしておこう。

  　

  　

  　我成为真正的莉娅后，过了几个月。

  　俺が正真正銘のリアになってから、数ヵ月が経過して。

  　我过着写写这种丢脸的日记、偶尔和艾莉儿睡午觉的和平生活。

  　こうして痛い日記を書いたり、たまにアイリールとお昼寝したりと、それなりに平和な日常を過ごしている。

  　

  　然而，这座城市并非完全恢复了和平。

  　しかしながら、この街が完全に平和になったわけではない。

  　事情的开端是一个月前。不知从哪冒出来的新邪恶组织开始作乱。虽然他们不怎么强，但数量不少，所以至今仍无法消灭他们。

  　事の発端は一ヵ月前。どこからともなく現れた、新しい悪の組織が暴れ出したのだ。大して強くはないが、そこそこ数が多いので、未だ撲滅はできていない。

  　

  　接下来才是重点。

  　そして大事なのはここから。

  　莲斗和小春暂时加入了负责处理的德姆队。

  　対応に当たるデム隊に、一時的に蓮斗と小春が入隊してしまったのだ。

  　真冈的上司似乎看上了他们的能力，开出了高额的报酬，因此双亲不在、经济拮据的海夜兄妹二话不说就答应了。他们本人只觉得是打工。

  　どうやら彼らの能力を見込んだ真岡の上司に、高額の報酬金を提示されたらしく、両親不在で懐事情が厳しい海夜兄妹は、二つ返事で協力の話に乗ってしまったらしい。本人たちはバイト感覚で。

  　

  　然而，德姆队的业务似乎比想象中还要繁忙，最近莲斗和小春经常不回家。

  　だが、思った以上にデム隊の業務は忙しいらしく、最近の蓮斗と小春は家に帰らない日も多い。

  　就算回家——

  　また帰っても──

  　

  『啊……莉娅，你来了啊……对不起，我累了，好困，我要睡了……呜呜。』

  『あ……リアちゃん来てくれてたんだ……ごめんね、疲れちゃって、眠いから、もう寝る、ね。……うぅ』

  　

  　也经常像这样连晚餐都不吃就睡了。

  　といったありさまで、夕ご飯も食べずに寝てしまうこともしばしば。

  　多亏黑野博士的发明，他们现在不用朝阳和Access也能使用50％的能力，但相对地似乎也为此过度使用能力了。

  　黒野博士の発明のおかげで、朝陽とアクセスしなくても能力を５０％だけ使えるようになったはいいものの、その分無理をしちゃってるようだ。

  　

  　而且真冈和刚烈被派去其他分部，所以海夜兄妹现在没有人能保护他们不受德姆队的无理要求所害。

  　それに真岡と剛烈が別の支部へ駆り出されているので、デム隊から出される無茶な要求から庇ってくれる人も、今の海夜兄妹にはいない。

  　虽然他们已经拿到报酬了，但德姆队似乎以人手不足为由，动之以情（其实不是人手不足，只是想利用他们的能力而已），所以他们至今仍无法脱离德姆队。我知道他们两个无法拒绝别人的请求，但人太好也是个问题。

  　既に報酬金は貰っているようだが、人手不足などで情に訴えられたりして（本当は人員不足ではなく二人の能力を使いたいだけらしいけど）、二人は未だにデム隊から脱退できてないみたい。二人が頼まれたら断れない子なのは知ってるけども、人が良すぎるのも考え物だ。

  　

  　

  　不过，我可不允许别人随意利用海夜兄妹。

  　だが、海夜兄妹を都合よく利用することは、この俺が許さん。

  　

  　因此，我联络了真冈先生和刚烈先生，让他们直接和上司谈判，让两人辞职——这是昨天的事。

  　というわけで、真岡さんと剛烈さんに連絡を取って、上司に直談判してもらって二人を辞めさせた──のが昨日。

  　

  　今天是我去海夜家慰劳疲惫的两人的日子。

  　今日は俺が海夜家に赴いて、疲れ切ったあの二人を労う日なのだな。

  　

  　

  　

  ★

  ★

  　

  　

  　

  「好、好累……文件手续真是强敌……」

  「つ、つかれた……書類手続きは強敵だったよぉ……」

  　

  　中午过后，海夜家的客厅打扫完毕时，小春这么嘀咕着回来了。看来她从昨晚就在德姆队的宿舍忙于德姆队和学园的各种事务。

  　海夜家のリビングの掃除が終わったお昼過ぎ頃、そんなことを呟きながら小春が帰ってきた。どうやらデム隊やら学園やらの諸々で、昨日の夜からデム隊の宿舎で忙殺されていたらしい。

  　不过，听他们说已经顺利辞职了。太好了太好了。

  　けど、話を聞くに無事に辞められたようだ。よかったよかった。

  　中午回来的只有小春，莲斗好像要在学园补习，所以会晚点回来。他们实在太忙了，我都快哭出来了。

  　昼に帰ってきたのは小春だけで、蓮斗は学園の方で補習があるらしく、あいつの帰りは夜遅くになるみたい。多忙すぎて涙が出てきたな。

  　我打算从中午到傍晚慰劳小春，晚上到睡前慰劳莲斗。他们两个真的都辛苦了。

  　昼から夕方過ぎにかけては小春を、夜から寝るまでにかけては蓮斗を労い、癒すことにしようと思う。二人とも本当にお疲れさまだ。

  　

  「啊，莉亚。我回来了……哦，好凉快……」

  「あ、リアちゃん。ただいまぁ……おっ、涼しい……」

  　

  　呵呵呵，我有把房间的冷气开到不会太冷的程度。

  　ふふふ、寒くならない程度に部屋の冷房をかけておいたのさ。

  　我帮小春保管行李，让她先去洗澡。我有准备替换的衣服，所以不用担心。先洗掉一身汗，清爽一下吧。

  　荷物を預かり、とりあえず小春にはシャワーを浴びさせた。着替えも置いてあるので心配無用。まずは汗だくの体を綺麗にして、スッキリするといい。

  　洗完澡后吃午餐，还有冰淇淋可以吃。

  　シャワー浴び終わったら、お昼ごはんだ。アイスもある。

  　

  「来，午餐是肉丸意大利面。饭后冰淇淋我买了比较贵的。」

  「ほい。お昼はミートボールナポリタン。食後のアイスはちょっと高いやつ買ってきたからな」

  　

  「嗯、嗯，谢谢你，莉亚……」（莉亚怎么这么温柔……？）

  「う、うん、ありがとうリアちゃん……」（なんかリアちゃんがめちゃめちゃ優しい……？）

  　

  　小春一开始还一脸疑惑，但吃着我做的午餐，表情逐渐恢复了以往的开朗。她最近一直很忙，大概忘记被别人照顾的感觉了吧。

  　最初は怪訝な表情をしていた小春だったが、俺の作った昼飯を食べてるうちに、いつもの明るい顔に戻っていった。多分最近ずっと忙しかったから、他人に世話される感覚を忘れていたのだろう。

  　辛苦了……好好休息吧……

  　大変だったな……ゆっくり休んでね……。

  　

  「我吃饱了！很好吃哦！」

  「ごちそうさま！　おいしかった！」

  　

  　她似乎吃得一干二净。看到小春开心的表情，我也跟着有精神了。

  　見事に全て完食してくれたようだ。小春の嬉しそうな顔を見ると、こっちまで元気になってくる。

  　我收拾好用完的餐具，正在洗碗时，看到小春躺在沙发上。

  　食べ終えたあとの食器を片付けて洗っていると、小春がソファで横になったのが見えた。

  　她应该累积了不少疲劳吧。冲完澡又吃完饭，身体无力想睡觉也很正常。

  　相当疲れが溜まっていたんだろう。シャワーを浴びてご飯も食べ終えれば、体の力が抜けて眠くなってもおかしくはない。

  　虽然吃完饭马上躺下不太好，但她这一个月来一直努力保护这座城市不受怪人破坏，我实在不想对她说教。

  　食べてすぐ横になるのはあまりよくないが、一ヵ月間ずっと頑張ってこの街を怪人たちから守ってきた彼女に、そんなお小言を言う気にはなれない。

  　今天是慰劳她的日子。无论如何都要宠她，努力恢复小春的精力，这就是我今天的工作。

  　今日は彼女を労う日なのだ。何がなんでも甘やかすし、小春の気力回復に努めるのが、本日の俺のお仕事である。

  　

  「小春～」

  「小春～」

  　

  　我稍微调高冷气温度，以免太冷，然后把毯子盖在小春身上，钻进她的怀里。

  　冷えすぎないよう冷房の温度を少しだけ上げてから、ブランケットを小春にかけつつ、俺は彼女の懐に忍び込んだ。

  　变成莉亚的我个子很小，可以完全窝在小春的怀里。而且海夜家的沙发很大，就算我和小春躺在上面也不会太挤，感觉很不错。

  　リアになった俺は体が小さいため、小春の腕の中にすっぽり収まる。なにより海夜家のソファは大きいため、俺と小春が横になってもそこまで窮屈じゃないのが良い感じ。

  　

  「咦，莉、莉亚？」

  「ふぇっ。り、リアちゃん？」

  　

  「我是莉亚抱枕。」

  「リア抱きまくらです」

  　

  「可、可以吗……？」

  「い、いいの……？」

  　

  「请吧。」

  「どうぞ」

  　

  　小春从以前就经常把莉亚状态的我当成抱枕，不分昼夜睡得很香。

  　小春は以前から、リア状態の俺を抱き枕にして、昼夜かまわずよく眠っていた。

  　小春把我当成抱枕睡觉后恢复了气力，这已经得到证明，没有不利用的道理。

  　俺を抱き枕にしながら寝ることで気力が回復することが既に証明されているので、それを使わない手はない。

  　

  「……嘿嘿。」

  「……えへへ」

  　

  　小春把我当成布偶一样紧紧抱住。

  　むぎゅっと縫いぐるみの如く俺を抱き寄せる小春。

  　看来这么做是正确的。太好了。

  　どうやらこれで正解だったらしい。よかった。

  　

  「好温柔……好可爱，我喜欢莉亚……」

  「やさしい……かわいい、リアちゃんすき……」

  　

  　小春闭上眼睛，更用力地抱住我。

  　小春は目を閉じながら、さらに強く俺を抱擁した。

  　她闻着我的头发，幸福地笑着。

  　スンスンと俺の髪の匂いを嗅ぎながら、えへえへ……と幸せそうに笑っている。

  　小春开心就好。我也很高兴能帮上忙。

  　小春が喜んでくれてるならなによりだ。助けになれて俺も嬉しい。

  　

  「呼……呼……嘿嘿……」

  「すぅー……ふぅ、ふう……ふへへ……」

  　

  「……嗯。」

  「……んっ」

  　

  　小春的手不知不觉绕到我背后，若无其事地摸着我的屁股。

  　いつの間にか、俺の背中に回っている小春の手が、さりげなくお尻に触れている。

  　不对，不是若无其事。她不只摸，还揉了起来。

  　いや、嘘。触れているというか、揉んでいる。

  　她本人可能以为自己只是轻轻碰触，但完全不是若无其事。而且……

  　本人的にはそっと触っている感覚なんだろうけど、全然さりげなくない。　

  　她的呼吸越来越急促……还有个硬硬的东西顶着我的肚子。

  　鼻息も荒くなってるし……あとこっちのお腹に硬いモノが当たっている。

  　她什么时候长出来的？我完全没注意到。

  　いつの間に生やしたんだ。全然気がつかなかった。

  　

  「莉亚……♡」

  「リアちゃんっ……♡」

  　

  「唔。」

  「むぐっ」

  　

  　她把手绕到我腰上，把我抱得更紧。

  　そのまま腰に手を回されて、深く抱き寄せられる。

  　娇小的我只能任她摆布。

  　小柄な俺は彼女のなすがままだ。

  　被她紧紧抱住，我的脸埋在丰满的胸部里。被宛如温暖水球的乳房压迫，有点难受。

  　抱きしめられたことで、ボリューミーな乳に顔が包まれる。まるで温かい水風船ような乳房に圧迫されて、少し苦しい。

  　

  「——啊。」

  「──ハッ」

  　

  　小春似乎察觉了什么。

  　何かに気がついた小春。

  　她放开我。

  　俺を抱き寄せる手が止まった。

  　

  「啊，对、对不起……」

  「あ、ご、ごめん……」

  　

  「小春……？」

  「小春……？」

  　

  「真的很对不起，我不是那个意思……」

  「ほんとにごめんねっ、私そういうつもりじゃ、なくて……」

  　

  　她怎么了？

  　どうしたのだろうか。

  　我抬起头，小春一脸尴尬。

  　顔を上げると、小春はバツが悪そうな顔をしている。

  　

  「怎么了？」

  「どした？」

  　

  「咦……因、因为，莉亚好不容易对我这么好，我却像之前那样……那个，兴奋起来……」

  「えっ……。だ、だって、せっかくリアちゃんが良くしてくれてるのに、私ったら前みたいに……その、興奮して……」

  　

  「没什么不行的吧。」

  「別にダメなことじゃないだろ」

  　

  　这次换我抱住小春，对她微笑。

  　今度は此方から小春を抱き寄せ、小春に微笑んだ。

  　

  「想做就做吧。」

  「したくなったら、すればいいよ」

  　

  「——！？」

  「──っ！？」

  　

  　别惊讶。事到如今还惊讶什么。

  　驚くなよ。今更過ぎるでしょ。

  　你以为你至今为止对我做过多少事？

  　お前いったい今まで、どれほど俺のこと好きにしてきたと思ってんだ。

  　……啊，这么说来，自从我失控的那一天*1之后，发生了露库拉、世界的破坏、加入DEM队等许多事，晚上都没办事呢。

  　……あ、そういえば。俺が暴走した(らしい)あの日*1から、ルクラの件とか世界の破壊とかデム隊への入隊とか、いろいろあって夜のお勤めはしてなかったな。

  　这下失算了。这次是我不好。看来我似乎让小春过度忍耐了。

  　これは失敗。今回ばかりは俺が悪い。どうやら必要以上に、小春に無理な我慢を強いてしまっていたらしい。

  　

  「如果你不累的话。」

  「小春が疲れてなければ、だけど」

  　

  「……啊。」

  「……ぁ°」

  　

  　我还以为她累到没力气做这种事，看来是我误会了。

  　てっきり、疲れ切っているからそういう事をする気力はない、と思っていたけど違ったみたいだ。

  　小春比我想象的还要坚强。某种硬硬的东西顶着我的肚子。

  　予想以上に小春ちゃんは逞しかったようです。硬いナニかがお腹をグイグイ押してますね。

  　

  「……要做吗？」

  「……する？」

  　

  「要、要做！要做！」

  「すっ、する！　するぅっ！」

  　

  　听见我仰望着她这么问的瞬间，小春掀开棉被，喘着粗气压在我身上。毫不犹豫。看来她真的累积了这么多。

  　俺の上目遣いでの質問を聞いた瞬間、小春がブランケットを剥いで、鼻息荒く覆いかぶさってきた。まるで迷いがなかった。それほど溜まってたらしい。

  　算了，我也不讨厌这样。不如说，至今为止冷落了她这么久，得好好陪她发泄一下才行。

  　まぁ、俺もコレが嫌いなわけじゃないし。むしろ今まで蔑ろにしていた分、存分に相手をして小春の鬱憤を発散させてやらないと。

  　

  　我隔着制服裙子，用手指轻轻碰了碰隆起的部分，她便发出「哦哦！？」的怪声。你是女孩子，别发出这么难听的声音……

  　小春の制服のスカート、その盛り上がった部分を、布越しに指で軽く触れてみれば、おっおっ!?　と彼女は変な声をあげる。女の子なんだから、そんな汚い声上げないで……。

  　

  「哈啊哈啊、哈啊——！莉亚——！」

  「はぁっはぁ、ハァーっ！　リアちゃーんっ！」

  　

  「呜哇哇！」

  「うわわっ」

  　

  　真有精神。

  　元気の宜しい事で。

  　

  　总之，之后发生了各种事。

  　まぁ、そこからはなんやかんやあって。

  　她把手撑在桌上，挺出腰，或是骑在沙发上，或是被她骑在身上，做了各种事。

  　テーブルに手をついて腰を突き出したり、ソファの上で馬乗りになったり、馬乗りになられたり、いろいろ。

  　结果我陪了她五次，小春在发泄完性欲的同时累得睡着了。

  　結局五回くらい付き合って、性欲を発散したと同時にドッと疲れが出てきたのか、小春はベッドでお昼寝タイム。

  　我一边按摩着有些酸痛的腰，一边为了半夜才回来的莲斗，开始准备洗澡水和晚餐。

  　俺は少々痛む腰をいたわりつつ、夜中になってから帰ってくるであろう蓮斗の為に、お風呂の準備や夕食の仕込みなどに取り掛かっていくのだった。

  　

  　还、还撑得下去。既然决定要慰劳今天努力到现在的海夜兄妹，我也要再加把劲！

  　ま、まだ大丈夫。今日はこれまで頑張ってきた海夜兄妹を労ってやると決めたのだから、俺ももう少しがんばるぞ！

  　

  　

  　

 
  海夜兄妹を癒したい【蓮斗編】

  想要治愈海夜兄妹【莲斗篇】

  　小春回家后过了几小时。

  　小春が家に帰ってきてから数時間後。

  　被她疯狂进攻的疲劳在事后才涌现，于是我找了个帮手。

  　彼女にハッスルされた分の疲れが後になってから響いてきてしまったため、俺はとある助っ人を呼んだのだった。

  　

  　

  「……晚上？你没事吧？」

  「……夜？　だいじょぶ？」

  　

  「好、好像……不太行。」

  「や、やばい……かも」

  　

  　

  　被小春从背后疯狂抽插，我腰都软了，什么也做不了，只能瘫在沙发上。见状，帮手——艾莉儿・达古斯特莉亚傻眼地叹了口气。

  　小春に後背位でパンパンされすぎたせいで腰が砕けてしまい、何もできずソファに横たわっている俺を見た助っ人──アイリール・ダグストリアは呆れたようにため息を吐いた。

  　

  　拜托，别生气啊。这次谁也没错。

  　いや、頼む怒らないでくれ。今回は誰も悪くないんだ。

  　小春一直努力到今天，既然她想做，我当然得全力回应她。

  　小春は今日までずーっと頑張ってたわけだし、あの子がえっちしたいなら全力で答えねばならなかったのだよ。

  　

  「抱歉，艾莉儿……」

  「すまんアイリールぅ……」

  　

  「没关系啦。我早就猜到会这样了。」

  「いいよ別に。こうなることは予測できてたし」

  　

  　什么？不愧是我的莉娅。

  　なんと。流石は俺のリアだ。

  　全都被你看穿啦。

  　全部お見通しってワケかい。

  　

  「那还有什么没做的？」

  「で、あとは何が残ってるの？」

  　

  「晚餐勉强做好了，再来就是烧洗澡水……然后——」

  「夕飯はなんとかできたから、あとはお風呂沸かして……それから──」

  　

  　照顾莲斗。

  　蓮斗のお世話。

  　

  「……你行吗？」

  「……できるか？」

  　

  「不如说，让我一个人来真的好吗？」

  「むしろ私一人でやっていいの？」

  　

  　喂！等一下！

  　ちょ！　それは待って！

  　

  「我、我也要帮忙！一起照顾他吧！好不好！？」

  「ぉ、俺もやるから！　一緒にやろう！　なっ！？」

  　

  「你太急了啦，笨蛋……呵呵。」

  「焦りすぎだよ、ばーか。……ふふ」

  　

  　

  　就这样。

  　そんなこんなで。

  　自从我变成莉娅，让艾莉儿在这个世界被认知到的那天起，她终于能自然地笑了。今晚，我和她一起准备了莲斗同学的治愈大作战。

  　俺がリアになることでこの世界にアイリールの存在を認識させたあの日から、ようやく自然に笑うようになった彼女と共に、今夜の蓮斗くんお癒し大作戦の準備に取り掛かるのであった。

  　

  　

  　

  ★

  ★

  　

  　

  　

  「累、累死了……文件手续真是强敌……」

  「つ、つかれた……書類手続きは強敵だったぜ……」

  　

  　晚上九点左右，莲斗终于回来了。

  　時刻が夜の九時を回った頃に、ようやく蓮斗が帰ってきた。

  　话说回来，他回家后的第一句话和小春几乎一样。真不愧是兄妹。

  　ていうか帰宅してからの第一声が小春とほとんど一緒だ。さすが兄妹。

  　我还在沙发上休息，所以由艾莉儿去迎接他。

  　俺はまだソファで休んでいるため、出迎えにいくのはアイリールだ。

  　

  「欢迎回来，莲斗。」

  「おかえり。蓮斗くん」

  　

  「我回来了，莉娅……咦？艾莉？」

  「ただいまリア……って、あれ？　アイリ？」

  　

  　竟然一瞬间就注意到我们的不同。

  　一瞬で俺たちの違いに気がつくとは。

  　前主角果然不一样。

  　やっぱり元主人公は違うな。

  　

  「晚上我还在休息，所以由我来。」

  「夜はまだ休んでるから代わりに」

  　

  「原来如此。谢啦，艾莉。」

  「なるほど。サンキュな、アイリ」

  　

  「嗯……」

  「んっ……」

  　

  　唔唔，艾莉儿发出了奇怪的声音——

  　むむっ、アイリールが妙な声を──

  　——怎、怎么了！？在玄关做什么！？喂！！

  　──なっ、何だ！？　玄関で何してるんだ！？　コラーッ！！

  　

  「只是摸摸头而已。晚上很吵。」

  「あたま撫でられただけ。夜うるさい」

  　

  　什么啊……只是摸摸头而已啊。太好了。

  　なんだ……頭を撫でられただけかぁ。よかった。

  　要是敢对我家艾莉儿做下流的事，我可饶不了你。这方面就拜托你了。

  　俺のアイリールに淫らな事しやがったら許さんからな。そこんところよろしくな。

  　

  「……？艾莉，你怎么突然这样？」

  「……？　アイリ、急にどうした？」

  　

  「没什么。只是读了你晚上的心声而已。」

  「別に。夜の心の声を読んだだけ」

  　

  「你们两个到底是怎么运作的……？」

  「おまえら二人ってどういう仕組みになってんだ……？」

  　

  　读心这种小事，对我们来说是小菜一碟。

  　心を読むくらい俺たちなら出来て当然だぞ。

  　不说这个了，你要先洗澡还是先吃饭？

  　それよりほら、お風呂とご飯どっちにするんだ。

  　

  「洗澡和吃饭都准备好了。莲斗，你选哪个？」

  「お風呂もご飯も用意できるよ。蓮斗くんはどうする？」

  　

  「啊……我先吃饭吧。肚子已经饿扁了。」

  「あー……先に飯を食うよ。もうお腹ペコペコだ」

  　

  　

  　于是我们决定先吃饭。莲斗走进客厅，看到坐在沙发上的我，露出了苦笑。他似乎从小春先回家的情报，察觉到发生了什么事。你妹妹的性欲太可怕了。

  　というわけでご飯になった。あとリビングに入った蓮斗は、ソファで休息を取っている俺を見て苦笑いした。何故この状況になったのかを、小春が先に帰ったという情報から察したらしい。きみの妹さん性欲ヤバイっすよ。

  　

  「……呼，我吃饱了。」

  「……ふぅ、ご馳走様」

  　

  　我和艾莉儿一起吃着我做的土豆炖肉，吃完后坐在椅子上休息了五分钟左右。

  　俺が作った肉じゃがをアイリールと仲良く食べ、ごちそうさまをした後は五分ほど何もせず椅子に座ったまま小休止。

  　

  　之后艾莉儿把莲斗和自己的换洗衣物拿过来，于是我们直接去洗澡了。

  　それからアイリールが蓮斗や自分の分の着替えも持ってきたので、そのままお風呂へ入ることになった。

  　

  　我的腰痛也好了，所以决定参加莲斗的放松时间。

  　さて、俺も腰の痛みが引いてきたようなので、蓮斗のリラクゼーションに参加しようと思う。

  　他是长久以来保护这个城市的英雄，就算有两位美少女服侍他，应该也不会遭天谴。

  　彼は長いことこの街を守ってくれていたヒーローなのだから、美少女二人からのご奉仕があってもバチは当たらないはずだ。

  　

  　因此为了治愈疲惫不堪的莲斗，这次洗澡的工作也全部交给我们莉娅。

  　というわけで疲れ切った蓮斗を癒すために、今回はお風呂のお世話も全部俺たちリアでやることに。

  　这是他努力的奖励。交给我们吧。

  　いっぱい頑張ったご褒美だからな。任せておきなさい。

  　

  「好，莲斗，我要用夜的秘传极品洗发精帮你洗头，别乱动哦～」

  「よーし蓮斗。夜ちゃん秘伝の極上シャンプーをしてやっから動くなよ～」

  　

  「哦、哦。」

  「お、おう」

  　

  「那我……用柔软的毛巾沾沐浴露，用这泡泡帮你洗身体。」

  「じゃあ私は……柔らかいタオルにボディソープを染み込ませて、っと。このアワアワで身体を洗うね」

  　

  　上半身交给我，下半身交给艾莉儿，我们采取无懈可击的二段攻势。

  　上は俺。下はアイリールの隙がない二段構えだ。

  　莲斗看起来全身无力。

  　蓮斗は見るからに全体的にぐったりしてる。

  　他可能连洗身体的力气都没有了，所以我们才像这样帮他洗澡，以免他太累。」

  　そんな彼なので体を洗うことすら億劫に感じているかもしれないから、蓮斗を疲れさせないようこうして俺たちで洗ってあげる、というわけである。

  　

  「有哪里会痒吗～」

  「かゆいとこはございませんか～」

  　

  「没、没有……」

  「だ、大丈夫……」

  　

  「莲斗，手举起来。」

  「蓮斗くん、腕あげて」

  　

  「好……」

  「はい……」

  　

  　他已经任我们摆布了。

  　もはや彼は為されるがままだ。

  　顺带一提，我和艾莉儿身上都围着浴巾，我们不会做出用身体帮他洗身体这种成人店家才会做的事。

  　ちなみに俺もアイリールもバスタオルを体に巻いているし、体をこすりつけて洗うだとか、流石にそういう大人のお店みたいなことはしてない。

  　

  　如果莲斗拜托我们这么做，我们当然乐意之至，但由我们主动做这种色色的事，可能会让他更累。

  　蓮斗に頼まれた場合であればやぶさかではないが、こっちからエロいことを仕掛けたら余計に疲れさせてしまう可能性があるからだ。

  　

  　所以我们要保持健全。

  　なので健全に。

  　只有他的下半身那孩子变得精神百倍时，我们才会做那种事。

  　彼にそういうことをするのは、彼の下半身のあの子がお元気になっちゃった場合だけだ。

  　

  「……我、我说你们两个，该怎么说呢，你们不用帮我做这么多事啦……」

  「……な、なぁ二人とも？　なんつーか、別にここまで何でもやってくれたりしなくても……」

  　

  　唔，他竟然拒绝我们这个合法后宫，真是奢侈的家伙。

  　むっ。この合法ハーレムを遠慮すると申すか。贅沢なやつめ。

  　

  「真冈先生告诉我，你很努力工作，差点过劳倒下。」

  「蓮斗くんの頑張りは真岡さんから聞いたよ。過労で倒れちゃう寸前だったそうだね」

  　

  「啊，呃，那是……」

  「あ、えと、それは……」

  　

  「我和夜都想尽量慰劳你。你之前为了死亡游戏和阿卡西纪录，一直拼命奋战。你可以再任性一点没关系。」

  「私も夜も、できるだけ蓮斗くんを労ってあげたいの。これまでだってデスゲームやアカシックレコードのことで、命を張って戦ってきたじゃない。蓮斗くんはもっとワガママを言ってもいいんだよ」

  　

  　她说得没错，这家伙有点努力过头了。

  　その通りである。こいつはちょっと命かけて頑張りすぎ。

  　我希望他不要再扮演主角，多依赖我们这些身边的人。

  　もう主人公ムーブはやめて、俺たち身近な人間にもっと甘えてほしい。

  　我的另一半艾莉儿代替我说出了我的心声。谢啦！

  　そんな俺の気持ちを、半身であるアイリールが代弁してくれた。サンキュー！

  　

  「……嗯，谢谢你们。」

  「……うん。二人とも、ありがとう」

  　

  　他终于说出口了……

  　言えたじゃねえか……。

  　

  「好，我要冲泡泡咯～」

  「ほれ、泡ながすぞ～」

  　

  　我用莲蓬头迅速冲掉泡沫。

  　シャワーでささっと泡を洗い流した。

  　我和艾莉儿仔细清洗了莲斗的全身，他现在变得亮晶晶的。

  　俺とアイリールが隅々まで洗った甲斐もあって蓮斗は全身ピカピカだ。

  　浴缸里的热水也差不多了，差不多该下去泡澡了。我还放了入浴剂哦。

  　バスタブに張ってあるお湯もいい感じだし、そろそろ入ろうか。入浴剤も入れてあるぞ。

  　

  「咦，莉亚和艾莉也要一起泡吗？」

  「あれっ、リアとアイリも入るのか？」

  　

  「不行吗？」

  「ダメか？」

  　

  「不，也不是不行。」

  「いやダメってことはないけど」

  　

  　那就一起泡吧。天气这么冷。

  　なら入らせてもらうぜ。寒いし。

  　而且海夜家的浴缸原本是色情游戏主角家里的浴缸，所以相当大，就算三个人一起泡澡也不会挤得难受。

  　なにより海夜家の浴槽は元エロゲ主人公の家のものということもあってか結構大きいので、三人で入ってもギュウギュウで苦しいってことにはならないのが良い。

  　

  　莲斗坐在中间，右边是我，左边是艾莉儿。

  　蓮斗を挟む形で、右に俺。左にアイリール。

  　实际泡进去后，虽然不挤，但肩膀有点紧贴在一起的感觉。

  　実際に入って見ると、きつくはないが肩は少し密着する感じだった。

  　

  「水温刚刚好呢，夜。」

  「湯加減いい感じだね、夜」

  　

  「是啊。三个人一起泡，水温好像更高了。」

  「そだな。三人で入ってるからより温まれて丁度いいかも」

  　

  　呼，我吁了口气。水温非常舒服。

  　ふぅー、と一息。とても気持ちいい湯加減だ。

  　泡在浴缸里，疲劳果然会一口气消散。

  　やっぱり浴槽につかると疲れがドッと抜け落ちていく気がする。

  　

  「啊，莲斗你看。还有没融化的入浴剂碎片。在冒泡呢。」

  「あっ、これ見ろよ蓮斗。まだ溶けてない入浴剤の欠片だ。ブクブクしてんな」

  　

  「…………」

  「…………」

  　

  　嗯？

  　ん？

  　

  「莲斗？」

  「蓮斗？」

  　

  「——咦？啊，嗯，对啊。泡泡在冒泡呢。」

  「──えっ？　ぁ、あぁ、そうだな。泡がブクブクーってしてるな」

  　

  　怎么了？他看起来怪怪的。该不会是泡晕了吧？

  　何だ。様子がおかしいぞ。もしかしてのぼせたか。

  　

  　

  （喂喂，美咲同学。）

  （ちょっとちょっと、美咲さん）

  　

  　艾莉儿在心中对我说话。就算没有登入，我也能轻松进行心电感应。

  　心の中でアイリールが話しかけてきた。もはやアクセスしてなくてもテレパシー会話くらいは余裕だ。

  　

  （达古斯特莉亚同学，怎么了？）

  （どうしましたかダグストリアさん）

  　

  （你看，莲斗同学红着脸，缩着腰。这完全就是那个啊。）

  （あのですね。蓮斗くんが顔を赤くして腰を引いてるのです。これ完全にアレですよ）

  　

  （原来如此……即使是莲斗，面对这个美少女三明治，果然也难掩兴奋吗？）

  （なるほど……。然しもの蓮斗でもこの美少女サンドウィッチには、やはり興奮を隠しきれなかったか）

  　

  （自己说自己是美少女，这不太好吧？）

  （自分で美少女って言うのはどうなの？）

  　

  （咦？可是，这本来就是艾莉儿的模样啊。你就是美少女啊。）

  （え？　だってこれ、そもそもアイリールの姿だし。おまえ美少女じゃん）

  　

  （！）

  （っ！）

  　

  　艾莉儿的脸红了起来。好可爱。

  　アイリールの顔が赤くなった。かわいい。

  　该说她单纯，还是好骗呢？

  　単純というかチョロいというか。

  　

  （呜～……别、别管这个了！）

  （う～……。そ、そんなことはいいからっ）

  　

  （是你先提出来的吧。）

  （お前から言い出したんだろ）

  　

  （少、少啰嗦！……那么，莲斗同学打算怎么做？）

  （うーるーさい！　……で、蓮斗くんはどうするの？）

  　

  　这还用问吗？

  　そんなの決まっておろう。

  　直接问本人就行了。

  　本人に直接聞けばよい。

  　问他现在想要什么。

  　今どうしてほしいのか、をな。

  　

  「莲斗？」

  「蓮斗ー？」

  　

  「什、什么事？」

  「な、なんだ？」

  　

  「毛巾下面好像变成十八禁状态了……你想要怎么做？」

  「タオルの下、R18な事になってるみたいだけど……お前はどうしたい？」

  　

  「呜。这、这个……」

  「う゛っ。そ、それは……」

  　

  　回答时间是十秒。请尽快回答。

  　回答時間は十秒です。早めにお答えください。

  　十、九、八。

  　じゅー、きゅー、はーち。

  　

  　

  　三、二、一。

  　さーん、にー、いち。

  　

  「零、零、零……♡」

  「ぜろ、ぜろ、ぜろ……っ♡」

  　

  「嗯咿！别、别在我耳边低语……！」

  「んひっ！　さ、囁くなって……！」

  　

  「所以，你打算怎么做？」

  「で、どうすんの？」

  　

  　听到我的问题，莲斗低下头，犹豫不决。

  　俺の問いを受け、顔を伏せて逡巡する蓮斗。

  　——过了一会儿，他抬起头。

  　──少しして、彼は顔を上げた。

  　

  「……拜、拜托你了。」

  「……ぉ、おねがい、します」

  　

  　说得好！了不起！

  　よく言えました！　えらい！

  　

  「那么，就别让他太累……」

  「じゃあ疲れさせない程度に……」

  　

  「嗯。说得也是。」

  「うん。そうだね」

  　

  「啊，咦？等、等一下！」

  「あっ、え？　ちょ、ちょっと待ってくれ！」

  　

  　怎么了，这么突然。

  　なんじゃい急に。

  　

  「艾莉你没关系吗……？虽然有莉亚在，但你却要和不是恋人的我……」

  「アイリはいいのか……？　リアがいるとはいえ、恋人でもない俺を……」

  　

  　「咦？事到如今还问这个？」艾莉儿愣了一下，随即呵呵地轻笑起来。

  　え、今更？　という顔でアイリールは呆気にとられ、すぐさまフフッと小さく笑った。

  　莲斗的意见我也能理解。虽然在虚拟世界时是因为淫纹的关系，但现在的状况不同。

  　確かに蓮斗の意見も分かる。仮想世界の時のアレは淫紋があったので仕方ないにせよ、今は状況が異なるのだ。

  　

  　不过，我什么都没说。

  　だが、俺からは何も言わない。

  　因为我已经知道艾莉儿想说什么了。

  　俺にはアイリールの言おうととしていることが既に分かっているから。

  　

  「莲斗，我之前跟你说过『轮回』的事吧？」

  「蓮斗くん、前に”ループ”の話をしたよね？」

  　

  「啊、啊啊……那个啊。」

  「あ、あぁ……あれか」

  　

  　其实艾莉儿过去无限轮回的事，我只告诉过莲斗。

  　実はアイリールの過去の無限ループのことは、蓮斗にだけは話をしてある。

  　一开始我本来打算当成我和艾莉儿之间的秘密，但不知是不是阿卡西记录对这个世界造成影响，莲斗也想起了『上一次的自己』的记忆，虽然只是片段。

  　最初は俺とアイリールの二人だけの秘密にしておくつもりだったのだが、アカシックレコードがこの世界に来てから何かが影響したのか、蓮斗にも断片的にだが『前回の自分』の記憶が蘇ってしまった。

  　

  　为了让烦恼着记忆真相的他释怀，艾莉儿把过去的事告诉了他。

  　その記憶の正体に思い悩む彼を納得させるために、アイリールは過去のことを話したのだ。

  　

  　不断重来人生，不断失去生命。

  　何度も人生をやり直し。何度も命を落とし。

  　她毫无保留地把所有可能的未来都告诉了他。

  　あらゆる可能性の未来を見てきたことを、包み隠さず全て。

  　

  「虽然我活了几十次……但和我结合的只有你。」

  「結局何十回も生きてきた私だけど……私と繋がってくれた人はアナタだけだった」

  　

  「我、吗……？」

  「おれ、が……？」

  　

  「呵呵。莲斗可是我的初恋对象哦？而且我们还做过色色的事，还私奔了一年左右呢。」

  「ふふっ。蓮斗くんは私の初恋の相手だったんだよ？　それにえっちな事もしたし、一年くらいの愛の逃避行だってしたんだ」

  　

  　莲斗听了，用手按着额头。

  　その話を聞いて、手で額を抑える蓮斗。

  　他可能正在试着回想那段记忆。

  　おそらくはその記憶を思い出そうとしているのかもしれない。

  　

  「……虽然很模糊，但我记得。记得自己曾经和你一起逃避一切。」

  「……本当にぼんやりとだけど、覚えてる。きみと一緒に、全てから逃げていたことを」

  　

  「嗯。所以，如果是莲斗的话，我愿意。当然，如果莲斗不愿意，我就先上去咯。」

  「うん。だから、私は蓮斗くんなら大丈夫。もちろん蓮斗くんが無理だったら、私は先に上がるよ」

  　

  「……不，我也没问题。如果是你的话，我——」

  「……いや、俺も大丈夫だ。きみなら、俺は──」

  　

  「停！莲斗！」

  「ストップ蓮斗！」

  　

  「好痛！？」

  「いでっ！？」

  　

  　总觉得莲斗和艾莉儿之间的气氛变得很好，于是我用手刀敲了他的头。

  　なんか蓮斗とアイリールが良い雰囲気になってしまったので、彼の頭をチョップした。

  　艾莉儿终究只是来帮忙的。我不能让她在不知不觉中直接对我的艾莉儿出手。

  　あくまでアイリールは手伝いである。何となくの流れで俺のアイリールに直接手を出させるわけにはいかない。

  　

  「喂，莲斗。如果你想和艾莉儿变得更亲密，就得像游戏世界时的我一样，干脆地做出脚踏两只船的宣言才行。」

  「こら蓮斗。もしアイリールともっと仲良くなりたいんだったら、ゲーム世界のときの俺みたいにちゃんと潔く二股発言しないと駄目だぞ」

  　

  「什么脚踏两只船……」

  「二股ってお前……」

  　

  「我不允许你建立后宫！如果你想对我的艾莉儿伸出毒手，就先成为配得上后宫的男人再说！」

  「なぁなぁでハーレムは許さん！　俺のアイリールを毒牙にかけたかったらちゃんとハーレムに相応しい男になれ！」

  　

  「脚踏两只船和伸出毒手，这些话听起来很刺耳吧……？」

  「二股とか毒牙とかなんか言葉が刺々しくないか……？」

  　

  　啰嗦。想建立合法后宫的话，就给我好好说出来。

  　うっせ。合法ハーレムしたかったらちゃんとそう言え。

  　

  　在我说好之前，艾莉儿终究只是来帮忙的。如果他敢擅自出手，我就用究极装甲绞死他。

  　俺が良しとするまではあくまでアイリールは手伝いなのです。もし無断でヤろうものならアルティメットフォームで絞り殺します。

  　

  「你在说什么啊，好可怕——呜！？」

  「なにそれこわ──うっ！？」

  　

  「好了好了，夜也深了。总之先赶快把这个解决吧。」

  「はいはい夜もそこまで。とりあえずコレ、ちゃっちゃと済ませちゃお」

  　

  「嗯。待太久的话，会泡晕的。」

  「うむ。あんまり長居するとのぼせちゃうしな」

  　

  　

  　——那么，莲斗同学。

  　──では、蓮斗くん。

  　

  　

  「「接下来，就让我们两个来疗愈你吧。」」

  「「いまから二人で、癒してあげるからな」」

  　

  　

  　

  　

  　就这样，发生了许多事。

  　そんなこんなでいろいろあって。

  　

  　洗完澡后，我们悠哉地吃了冰淇淋。

  　お風呂を出たあとはアイスを食ってのんびりして。

  　在房间让他枕着我的大腿掏耳朵时，他开始打起瞌睡，于是这次的海夜兄妹疗愈作战就到此告一段落。

  　自室で膝枕しながら耳かきをしたあたりで彼の眠気が来たため、今回の海夜兄妹を癒す作戦はそこでひとまず幕を閉じた。

  　

  　虽然要慰劳这对为了无辜的民众粉身碎骨、不断奋斗的兄妹，这点小事一定还不够。

  　無辜の人々の為に身を粉にして奮闘し続けた彼ら兄妹を労うには、きっとまだまだ足りないだろうけど。

  　

  　不过，只要今后再补上就行了。

  　それはこれから取り戻していけばいい。

  　

  　因为我们活在同一个世界，活在同一个时间。

  　俺たちはこの同じ世界で、同じ時を生きているのだから。

  　

  　

  　

 